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新
版
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神
沿
道
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地
図
　
大
正
１５
年

（
一
九
二
六
）

写
真
６
０
　
天
明
８
年

（
一
七
八
八
）
ご
ろ
の
西
青
木
村
絵
図
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写
真
８
　
昭
和
３４
年
の
深
江
地
区
航
空
写
真

深
江
の
旧
集
落
の
中
心
部
。
上
の
線
路
は
阪
神
電
車
で
、
端
に
深
江
駅
が
見
え
る
。

中
央
の
広
い
空
白
地
は
工
事
中
の
国
道
４３
号
。
そ
の
す
ぐ
北
側
が
浜
街
道
。
札
場
筋

と
の
交
差
す
る
あ
た
り
で
街
道
が
ず
れ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
こ
か
ら
東
に
行
き
国
道

４３
号
と
合
流
す
る
直
前
に
急
に
細
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
左
端
を
南

北
に
走
る
の
が
稲
荷
筋
。
南
端
に
は
漁
船
が
多
く
停
泊
し
て
い
る
。
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写
真
９
　
昭
和
３４
年
の
青
木

。
西
青
木
地
区
航
空
写
真

青
木
の
旧
集
落
の
中
心
部
。
左
上
に
阪
神
青
木
駅
、
中
央
の
空
白
地
は
工
事
中
の

国
道
４３
号
。
南
西
端
に
は
青
木
漁
港
と
停
泊
し
て
い
る
漁
船
が
見
え
る
。
写
真
８
、

９
と
も
に
上
空
七
六
〇
房
か
ら
セ
ス
ナ
機
で
撮
影
さ
れ
た
。
ネ
ガ
が
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
非
公
開
。
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
で
は
撮
影

六
十
八
枚
中
、
五
十

一
枚
を
寄
贈
さ
れ
保
存
し
て
い
る
。
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写真10 卯の葉祭 りでのみこし渡御 (稲荷筋・飯田歯科医院前)昭和初期
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写真11 卯の葉祭 りでのみこし渡御 (稲荷筋・阪神深江駅踏切北)昭和初期
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写真12 卯の葉祭 りでのみこし渡御 (大 日霊女神社)昭和初期
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写真13 卵の葉祭 りでの深江だんじりの宮入 り (稲荷神社)昭和初期
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所
蔵
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字

限
図

を
底

本
に

し
た
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明
治

末
期

の
本

庄
村

小
字

図
字

名
は
他
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資
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等

で
別

表
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が
あ

る
も
の

は
( 
)で
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。



序

郷
土
を
愛
す
る
美
風
は
日
本
人
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
今
日
ま
で
、
歌
い
つ
が
れ
て
い
る
伊
勢
音
頭
に

も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
南
に
大
阪
湾
の
海
波
を
臨
み
、
北
に
六
甲
の
連
山
を
仰
ぐ
本
庄
の
地
。
豊
か
な
半
農

・
半
漁
の
時

代
か
ら
、
浜
も
田
畑
も
無
く
な
っ
た
現
在
の
街

へ
の
発
展
は
、
三
回
の
大
空
襲
で
焼
野
が
原
と
な
っ
た

〃国
破
れ
て
山
河

あ
り
〃
の
終
戦
時
、
誰
が
今
日
の
繁
栄
を
予
想
し
得
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
幾
多
の
災
害
に
遭
い
な
が
ら
も
、
そ
の
度

に
着
実
に
復
興
を
遂
げ
て
今
日
に
至
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
我
々
は
次
の
世
代
に
郷
上
の
歴
史
を
伝
え
残
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

本
書
に
は
本
庄
の
土
地
で
生
活
し
て
来
た
祖
先
の
人
び
と
の
喜
び
や
悲
し
み
の
心
が
脈
う
っ
て
お
り
ま
す
。
神
戸
市
の

東
端
で
芦
屋
市
に
隣
接
す
る
地
域
の
特
色
を
示
す
貴
重
な
文
化
遺
産
と
い
え
ま
す
。
今
日
の
よ
う
に
急
激
な
社
会
の
変
転

に
よ
っ
て
生
じ
る
文
化
財
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
又
将
来

へ
の
発
展
的
施
策
の
上
か
ら
も
本
庄
地
域
の
歴
史
を
再
認

識
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

本
庄
村
史
が
刊
行
出
来
ま
し
た
の
は
先
人
の
遺
産
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
り
ま
す
。
本
庄
協
議
会
の
ご
賛
同
を
得
て
聞

き
と
り
調
査
や
執
筆
に
ご
苦
労
下
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
方
、
並
び
に
史
料
の
ご
提
供
、
そ
の
他
数
々
の
ご
協
力
を
賜
わ
っ

た
関
係
各
位
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
六
年
春

跡
駆
脇
麟
醸
管（哨
銘
郊
声
　
　
士心

保
　
治



例

一
、
本
書
は
、
明
治
二
十
二
年
の
市
制
町
村
制
に
よ
り
誕
生
し
、
昭
和
三
十
五
年
に
神
戸
市
に
合
併
し
て
消
滅
し
た
本
庄
村
を
中
心
に
、
地
理
学

と
民
俗
学
か
ら
み
た
地
域
の
変
遷
や
姿
を
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
二
年
か
ら
昭
和
二
十
五
年
ま
で
の
本
庄
村
は
、
深
江

・
青
木

・

西
青
木
の
二
つ
の
集
落
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
中
世
や
近
世
に
お
け
る
本
庄
は
、
現
在
の
芦
屋
市
か
ら
神
戸
市
東
灘
区
に
ま
た
が
る

よ
り
広
い
地
域
を
指
し
た
。
ま
た
西
青
木
地
区
は
山
路
荘
に
属
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
記
述
に
あ
た

っ
て
は
深
江

・
青
木

・
西
青
木
の
三
地

区
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、
必
要
に
応
じ
て
周
辺
地
域
も
含
め
て
記
述
し
た
。

一
、
時
代
に
よ

っ
て
本
庄
と
い
う
地
名
が
指
す
範
囲
が
異
な
り
、
し
か
も
現
在
は
本
庄
村
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
庄
村
と
い
う
用
語

は
、
明
治
二
十
二
年
か
ら
昭
和
二
十
五
年
の
記
述
に
限

っ
て
用
い
、
そ
れ
以
外
の
時
代
に
深
江

・
青
木

・
西
青
木
の
三
集
落
か
ら
な
る
本
庄
村

の
範
囲
を
指
す
場
合
は
、
本
庄
地
域
と
総
称
す
る
か
、
深
江
地
区

。
青
木
地
区

・
西
青
木
地
区
と
個
別
の
集
落
名
で
表
記
し
た
。

一
、
青
木
地
区
は
江
戸
時
代
に
、
西
青
木
に
対
し
て
村
全
体
を
東
青
木
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た

一
方
、
江
戸
時
代
前
半
は
領
主
が
異
な
り

庄
屋
が
別
々
に
置
か
れ
て
い
た
関
係
で
、
こ
の
区
別
の
た
め
青
木
村
を
東
青
木
村

。
青
木
村
と
に
分
け
て
呼
ぶ
こ
と
も
あ

っ
た
。
し
か
し
生
活

共
同
体
と
し
て
は

一
村
で
あ
り
、
明
治
五
年
に
東
青
木
村

・
青
木
村
を
併
せ
て
青
木
村
と
な

っ
て
い
て
、
呼
称
の
変
遷
が
複
雑
な
こ
と
と
、
地

理
編

・
民
俗
編
の
記
述
が
概
ね
明
治
以
降
を
中
心
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
青
木
村
と
青
木
村
を
区
別
せ
ず
、
青
木
地
区
と
記
述
し
た
。
た

だ
し
江
戸
時
代
の
史
料
を
引
用
し
、
直
接
当
時
の
記
述
を
す
る
場
合
な
ど
は
、
史
料
の
表
記
に
従

っ
た
。

一
、
本
文
の
叙
述
は
原
則
と
し
て
、
常
用
漢
字
、
現
代
か
な
づ
か
い
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
歴
史
用
語
、
固
有
名
詞
、
引
用
文
な
ど
に
つ
い
て
は
、

必
ず
し
も
こ
の
原
則
に
よ

っ
て
い
な
い
。
ま
た
難
訓
に
は
ふ
り
が
な
を
付
け
た
。

一
、
民
具
な
ど
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、　
一
般
的
な
普
通
名
詞
は
、
漢
字
、
ひ
ら
が
な
混
じ
り
で
表
記
し
た
が
、
聞
き
取
り
に
基
づ
く
こ
の
地
域
で

の
呼
び
名
は
原
則
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
し
た
。
特
に
民
俗
編
第
二
章
の
漁
業
関
係
で
は
、
漁
師
個
々
人
で
漁
法
、
呼
び
名
な
ど
が
異
な
り
、
す
で



に
漁
協
を
解
散
し
て
か
ら
二
十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
こ
の
地
域
で
の
普
遍
的
な
呼
称
さ
え
十
分
定
め
が
た
い
こ
と
か
ら
、

聞
き
取
り
で
き
た
呼
び
名
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
原
則
と
し
た
。　
一
方
、
民
俗
編
第
七
章
の
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
の
収
集
資
料
解
説
は
、

民
具
を
使

っ
て
い
た
人
の
間
き
取
り
は
十
分
行
え
る
状
況
に
な
く
、
文
化
庁
の
分
類
目
録
に
従

っ
て
、
漢
字
、
ひ
ら
が
な
交
じ
り
で
表
記
し
て

い
る
。

一
、
年
号
は
和
暦
を
原
則
と
し
、
各
頂
で
初
出
に
西
暦
を

（　
）
で
補

っ
た
。
た
だ
し
参
考
文
献
な
ど
の
出
版
な
ど
は
西
暦
を
基
本
と
し
た
。

一
、
度
量
衡
に
つ
い
て
は
、
史
料
や
聞
き
取
り
調
査
に
即
し
て
尺
貫
法
に
よ

っ
た
が
、
頻
出
す
る
場
合
は

一
部
メ
ー
ト
ル
法
に
よ
る
換
算
を

（　
）

で
補

っ
た
。

一
、
史
料
の
出
典
は
引
用
箇
所
に
示
し
、
論
文

・
著
作
な
ど
の
参
考
文
献
は
、
文
中
に
著
者
名
と
発
表
年
次
を
西
暦
で
示
し
、
各
章
末
に

一
括
で

登
場
順
に
掲
載
し
た
。
ま
た
専
門
用
語
に
は
※
印
を
付
し
、
解
説
を
ほ
ど
こ
し
た
。

一
、
文
中
の
写
真
、
図
版
は
章
ご
と
に
通
し
番
号
と
し
、
こ
れ
ら
の

一
覧
を
巻
末
に
掲
げ
た
。
展
示
資
料
な
ど
を
撮
影
し
た
写
真
は
、
資
料
そ
の

も
の
の
所
蔵
者

。
所
蔵
機
関
を
示
し
た
。
写
真
に
つ
い
て
は
、
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
や
執
筆
者
が
現
状
や
展
示
資
料
な
ど
を
撮
影
し
た

場
合
は
撮
影
者
を
省
い
た
が
、
歴
史
的
な
写
真
に
つ
い
て
は
調
査
に
基
づ
き
、
写
真
の
撮
影
者
や
提
供
者

・
収
集
者

・
出
典

・
神
戸
深
江
生
活

文
化
史
料
館
架
蔵
な
ど
と
区
別
し
て
記
載
し
た
。
そ
の
区
別
に
つ
い
て
は
巻
末
の
注
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
写
真

。
図
版
な
ど
で
協
力
い

た
だ
い
た
関
係
機
関

・
個
人
に
つ
い
て
は
巻
末
に
掲
げ
た
。

一
、
執
筆
分
担
は
巻
末
に
掲
げ
た
。
聞
き
取
り
や
テ
ー
プ
起
こ
し
な
ど
調
査
に
従
事
し
た
方
は
、
執
筆
者
も
合
め
て
、
巻
末
に
調
査
協
力
者
と
し

て
掲
げ
た
。

一
、
本
文
中
、
及
び
引
用
さ
れ
て
い
る
史
料
の
中
に
は
、
身
分
や
職
業
に
関
し
て
、
当
時
の
差
別
的
な
名
称
で
記
載
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、

差
別
の
歴
史
を
科
学
的
に
研
究
す
る
立
場
か
ら
、
本
書
で
は
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。
た
だ
し
歴
史
研
究
を
通
じ
て
差
別
を
解
消
す
る
こ
と
が
根

本
の
願
い
で
あ
り
、
差
別
を
助
長
し
、
人
権
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
強
い
絵
図
な
ど
に
は

一
定
の
配
慮
を
加
え
た
。



本
庄
村
史
　
地
理

・
民
俗
編
目
次

―
神
戸
市
東
灘
区
深
江

・
青
木

・
西
青
木
の
あ
ゆ
み
―

地
理
か
ら
み
た
本
庄
地
域

大
地
の
成
り
立
ち

第

二
早

一
節

二
節
　
本
庄
地
域
と
そ
の
周
辺
の
地
形

三
節
　
東
灘
の
表
層
地
質

本
庄
地
域
の
位
置
と
そ
の
自
然
的
背
景

六
甲
山
の
隆
起
と
風
化
／
山
麓
全
扇
状
地
と
低
地

東
灘
地
区
地
形
分
類
図
／
東
灘
地
区
の
地
形
の
分
布

住
吉
川
扇
状
地
の
地
質
断
面
／
本
庄
地
域
の
柱
状
図
群
／
南
北
方
向
断
面
／
東
西
方
向
断
面

四
節
　
第
四
紀
後
半
の
地
形
形
成
環
境

大
地
の
隆
起
／
気
候
の
変
化
と
地
形
形
成
／
山
地
に
お
け
る
寒
冷
期
の
地
形
形
成
／
温
暖
期
の
現
象
　
一扇
状
地
の
形
成
／
気
候
変
化

と
海
岸
付
近
に
お
け
る
地
形
形
成
／
東
灘
に
お
け
る
地
形
の
形
成
環
境

五
節
　
本
庄
低
地
に
お
け
る
地
形
発
達
史

間
氷
期
、
Ｍ
ａ
ｌ２
層
の
堆
積
／
最
終
氷
河
期
の
地
形
形
成
十
六
甲
山
地
内
で
の
土
砂
生
産
／
氷
期
前
半

。
後
半
全
扇
状
地
の
形
成
／

本
庄
低
地
の
扇
状
地
／
晩
氷
期

（ｆ３
）
扇
状
地
の
形
成
期
／
沖
積
基
底
礫
層
／
扇
状
地
の
段
丘
化
／
寒
冷
期
か
ら
後
氷
期
へ
続
く
土

14



六
節

砂
堆
積
／
縄
文
海
進
の
時
代

本
庄
低
地
に
お
け
る
地
形
と
災
害

阪
神
大
水
害
の
場
合

本
庄
低
地
の
粘
土
層
／
完
新
世
の
地
形
と
堆
積
物
／
五
助
橋
ダ
ム
の
一
夜
の
堆
砂

２
　
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
場
合

建
築
物
被
害
の
調
査
と
解
体

・
撤
去
率
の
提
案
／
調
査
期
間
と
調
査
方
法
／
本
庄
地
域
の
被
災
状
況
／
果
た
し
て

「
震
災
の
帯
」
は

あ
る
の
か

絵
図

・
地
図
に
み
る
景
観
の
変
化

近
世
の
絵
図
と
本
庄
地
域
の
景
観

「
深
江
住
居
図
」
（正
徳
二
年
）
を
め
ぐ

っ
て
／

「本
庄
之
庄
山
路
庄
郡
家
庄
絵
図
」
を
め
ぐ

っ
て
／

「菟
原
郡
村
々
絵
図
」
を
め

ぐ

っ
て
／

「
横
川
絵
図
」
を
め
ぐ

っ
て

二
節
　
明
治
初
期
の
絵
図

。
地
図
と
本
庄
地
域
の
景
観

「深
江
村
地
籍
図
」
（明
治
九
年
）
を
め
ぐ

っ
て
／

「青
木

。
西
青
木
村
絵
図
」

地
形
図

（明
治
十
七
～
十
九
年
）
と
本
庄
地
域
の
景
観

（明
治
十
二
年
）
を
め
ぐ

っ
て
／
仮
製
二
万
分
の

一

三
節
　
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
本
庄
村
の
景
観

明
治
末
期
の
正
式
二
万
分
の

一
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て
／
大
正
十
二
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て

四
節
　
昭
和
初
期
か
ら
太
平
洋
戦
争
期
ま
で
の
本
庄
村
の
景
観

昭
和
四
年
、
同
七
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て
／
昭
和
十
二
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て
／
昭
和
十
二
年
の

「水
害
図
」
を
め
ぐ

っ
て
／

太
平
洋
戦
争
と
空
襲
―
昭
和
三
十
二
年
の
地
形
図
を
め
ぐ
っ
て

第

節 雪

29  28  2740  3964つ
０

０
０94



五
節
　
戦
災
か
ら
の
復
興
と
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
本
庄
地
域
の
景
観

戦
災
か
ら
の
復
興
―
昭
和
二
十
七
年
の
地
形
図
を
め
ぐ
っ
て
／
昭
和
四
十

一
年
の
地
形
図
を
め
ぐ
っ
て
／
人
工
地
形
と
水
害
の
変
化
―

昭
和
四
十
年
の
土
地
条
件
図
と
昭
和
四
十
二
年
の
水
害
図
を
め
ぐ
っ
て
―

六
節
　
都
市
的
環
境
の
整
備
と
阪
神
大
震
災

昭
和
五
十
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て
／
昭
和
六
十

一
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て
／
平
成
七
年
の

「阪
神
大
震
災
図
」
を
め
ぐ

っ
て
／

震
災
復
興
の
過
程
に
て
―
平
成
十
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て

こ
の
章
の
む
す
び
に
―
絵
図

・
地
図
と
景
観
史
―

民
俗
か
ら
み
た
本
庄
地
域

第

一
章
　
日
常
の
暮
ら
し

149 149162 161

一
節
　
住
ま
い

二
節
　
衣
類
と
生
活

家
と
屋
敷
／
屋
根

。
間
取
り
／
飲
料
水
／
灯
り
と
暖
房
／
家
の
管
理
と
衛
生

三
節

仕
事
着
／
普
段
着

・
下
着
と
晴
着
／
洋
服
の
普
及
／
雨
具
／
衣
服
の
作
成
管
理
／
髪
型

日
常
と
年
中
行
事
の
食

日
常

の
食

食
事
の
時
間
と

一
日
の
サ
イ
ク
ル
／
日
常
食
の
パ
タ
ー
ン
／
食
材
と
調
理
法
／
保
存
食
／
お
や
つ
／
調
理

・
食
事
の
道
具



２
　
年
中
行
事
と
特
別
な
日
の
食
事

年
末

・
正
月
準
備
／
正
月
／
福
ワ
カ
シ
／
小
寒
の
入
り
／
ナ
ナ
ク
サ
ガ
ユ
／
え
べ
っ
さ
ん
／
小
正
月
／
寒
の
モ
チ
ツ
キ
／
節
分
／
初

午
／
ひ
な
祭
り
／
宮
祭
り
／
春
の
彼
岸
／
花
見
／
端
午
の
節
句
／
住
吉
祭
り
／
溝
さ
ら
え
／
卯
の
葉
祭
り
／
夏
越
し
祭
り
／
土
用
の

丑
／
七
夕
／
盆
／
地
蔵
盆
／
重
陽
の
節
旬
／
浜
祭
り
／
中
秋
の
明
月
／
運
動
会
／
亥
の
子
／
お
七
昼
夜
／
冬
至

四
節
　
出
産

・
育
児
と
婚
礼

妊
娠
／
出
産
／
授
乳
と
名
づ
け
／
乳
幼
児
の
通
過
儀
礼
／
婚
姻

五
節
　
葬
制葬

式
ま
で
の
準
備
／
出
棺
と
火
葬
／
墓
と
納
骨
／
村
営
葬
儀
／
西
青
木
地
区
の
葬
制

六
節
　
一父
通

・
交
易

198 197201 201

第
一
一章

一
節

概
観 地

区
内
を
走
る
道
路
／
浜
街
道
／
南
北
の
道
路
／
道
標
／
道
路
元
標
／
鉄
道
／
街
の
様
子

漁
業
に
生
き
る
人
々

漁

法 本
庄
地
域
の
漁
業
の
様
子
／
漁
場
の
様
子

1 節

地
曳
網
漁

２
　
打
瀬
網
漁

漁
場
／
漁
法
／
網
曳
き
の
段
取
り
と
か
け
声
／
網
の
構
造
／
バ

ッ
チ
網
漁
／
青
木
の
地
曳
網
漁

。
船
曳
網
漁

打
瀬
網
漁
の
特
徴
／
漁
場
／
大
阪
湾
型
と
愛
知
県
型
の
打
瀬
船
／
打
瀬
船

（尼
船
）
の
各
部
と
材
料
／
打
瀬
船
の
管
理
／
打
瀬
船
の



帆
と
操
船
技
術
／
潮
打
瀬
の
技
術
／
漁
業
技
術
と
網
／
網
の
種
類
と
使
い
方
の
例
／
花
谷
松
夫
氏
の
場
合
／
東
野
新

一
氏
の
場
合
／

ヤ
マ
見
と
天
候
の
知
識
／
網
の
管
理

３
　
そ
の
他
の
漁
―
小
規
模
な
漁
師
が
行
う
漁

瀬
打
瀬
網
漁
／
テ
ン
グ
リ
網
漁
／
建
網
漁
／
坪
網
漁
／
ハ
エ
ナ
ワ
漁
／
タ
コ
釣
漁
／
タ
コ
壷
漁
／
イ
カ
釣
漁
／

一
本
釣
漁

三
節
　
浜
の
暮
ら
し

禁
忌
と
信
仰
／
漁
師
青
年
の
組
織
／
働
く
女
性
た
ち

四
節
　
漁
業
の
周
辺
産
業

市
場
と
魚
屋
／
イ
ワ
シ
加
工
業
―
イ
リ
屋
／
イ
ワ
シ
の
加
工
工
程
／
製
氷

・
氷
販
売
業

第
二
章

一
節

祭
り
を
担
う
組
織

祭
礼
と
歩
む
ま
ち

稲
荷
神
社
の
卯
の
葉
祭
り

268 267 267

深
江
の
組
織
／
青
木
の
組
織

２
　
祭
り
の
日
程

宵
宮
／
み
こ
し
か
き
番
の
年
の
本
宮
／
か
き
番
で
な
い
年
の
本
宮
／
祭
り
の
日
の
出
し
物
／
祝
犠
／
落
索
／
ゴ
エ
ン
／

３
　
祭
り
の
技
術
と
装
い

だ
ん
じ
り
曳
き
の
技
術
／
鳴
り
物
／
み
こ
し
か
き
／
音
頭
取
り
と
拍
子
木
の
役
割
／
深
江
の
音
頭
取
り
／
青
木
の
音
頭
取
り
／
祭
り

の
衣
装

４
　
だ
ん
じ
り
の
歩
み
と
祭
り
の
再
興



二
節

三
節

深
江
の
だ
ん
じ
り
の
盛
行
と
戦
災
に
よ
る
焼
失
／
祭
り
と
深
江
だ
ん
じ
り
の
再
興
／
青
木
の
だ
ん
じ
り
の
変
遷

本
住
吉
神
社
の
例
大
祭
と
西
青
木

例
大
祭
の
日
程
と
様
子
／
だ
ん
じ
り
を
曳
く
組
織
／
だ
ん
じ
り
の
変
遷
と
修
理

各
地
区
の
祭
り

深
江
地
区

２
　
圭目
木
地
区

稲
荷
祭
り
／
夏
越
し
祭
り
／
戎
祭
り
／
山
の
神
祭
り

戎
祭
り
／
夏
越
し
祭
り
／
甘
酒
祭
り

307 307

３
　
西
青
木
地
区

秋
祭
り

第
四
章
　
神
社
仏
閣
の
変
遷
と
民
間
信
仰

一
節
　
神
社
の
変
遷

大
日
霊
女
神
社
の
創
立
／
明
治
以
降
の
大
日
霊
女
神
社
／
戎
神
社
／
八
坂
神
社
／
春
日
神
社
／
本
庄
の
総
社

。
稲
荷
神
社
の
創
立
と

変
遷
／
明
治
以
降
の
稲
荷
神
社
／
本
庄
の
も
う
ひ
と
つ
の
氏
神

・
保
久
良
神
社
／
保
久
良
神
社
の
信
仰
／
本
住
吉
神
社
の
創
立
と
変

遷
／
明
治
以
降
の
本
住
吉
神
社

二
節
　
寺
院
の
変
遷

正
寿
寺
の
創
立
と
変
遷
／
明
治
以
降
の
正
寿
寺
／
無
量
寺
の
変
遷
／
西
林
寺
の
変
遷
／
西
林
寺
の

「年
番
」

三
節
　
地
蔵
盆
と
地
蔵
信
仰



深
江
地
区
の
地
蔵
／
青
木
地
区
の
地
蔵
／
西
青
木
地
区
の
地
蔵
／
本
庄
地
域
の
地
蔵
盆
の
特
徴

四
l    f尉ロ

講
と
暮
ら
し

深
江
地
区
の
講

深
栄
講
／
神
楽
講
／
深
江
大
師
講
／
え
び
す
講
／
摩
耶
講
／
白
玉
講

２
　
青
木
地
区
の
講

岩
長
寿
講
／
大
師
講
／
え
び
す
講
／
地
蔵
講
／
無
量
寺
正
信
講

・
和
讃
講
／
無
量
寺
維
持
講
／
厄
神
講
／
青
壽
講
／
八
坂
神
社
保
存

講
西
青
木
地
区
の
講

伊
勢
講
／
行
者
講

石
造
遺
物
に
祈
り
託
し

路
傍
の
石
造
遺
物

890 380 380 377 372 370 354 354 358

第
五
章

一
節刀

４

二
節

深
江
地
区
の
石
造
遺
物

青
木
地
区
の
石
造
遺
物

西
青
木
地
区
の
石
造
遺
物

本
庄
地
域
周
辺
の
石
造
遺
物

墓
地
内
の
石
造
遺
物

本
庄
墓
地
内
の
石
造
遺
物

北
青
木
墓
地
内
の
石
造
遺
物



寺
院
の
石
造
遺
物

三
節

正
寿
寺
の
石
造
遺
物

無
量
寺
の
石
造
遺
物

神
社
の
石
造
遺
物

435 429 416 409 407 404 401 397 397 397 393 393437 437

四
7654321節 2

「深
江
史
の
庭
」
の
石
造
遺
物

大
日
霊
女
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

八
坂
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

春
日
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

稲
荷
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

本
住
吉
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

保
久
良
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

お

わ
り

に

第
六
章
　
地
域
に
残
る
史
跡
と
伝
説

・
昔
話

一
節
　
深
江
地
区
の
史
跡
と
伝
説

。
昔
話

深
江
の
起
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／
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収
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収
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第一章 大地の成り立ち

第

二
早

大
地
の
成
り
立
ち

一
節
　
本
庄
地
域
の
位
置
と
そ
の
自
然
的
背
景

本
庄
地
域
は
神
戸
市
衡
地
の
東
端
に
当
た
り
、
経

・
緯
度
的
に
は
東
経

一
二
五
度

一
七
分
、
北
緯
三
四
度
四
二
～
四
三
分
に
あ
る
。
ま
た
地
形
的

に
は
神
戸
市
街
地
の
背
山
で
あ
る
六
甲
山
地
の
東
部
、
南
麓
側
の
低
地
に

あ
る
。

六
甲
山
の
隆
起
と
風
化

本
庄
地
域
の
背
山
、
六
甲
山
は
過
去
、
五
〇
～

一
〇
〇
万
年
間
に
、
日

本
列
島
を
挟
ん
で
の
東
西
圧
縮
の
圧
力
を
受
け
て
隆
起
し
た
結
果
、
現
在

の
高
さ
に
な

っ
た

（宮
田
一
九
八
八
）。
火
山
作
用
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た

山
地
を
の
ぞ
い
て
、
こ
れ
だ
け
の
短
い
期
間
に
、　
一
〇
〇
〇
餌
近
い
高
さ

に
な
る
と
い
う
、
急
速
に
隆
起
し
た
山
地
は
珍
し
い
。
六
甲
山
を
構
成
し

て
い
る
岩
石
は
、
御
影
石
で
知
ら
れ
て
い
る
花
筒
岩
で
あ
る
。
元
来
は
堅

硬
で
白
く
、
磨
く
と
光
沢
の
美
し
い
岩
石
で
あ
り
、
古
来
、
建
築
用
材
と

し
て
使
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
堅
硬
な
花
闘
岩
も
、
六
甲
山
の
隆
起
に
際
し
、
山
地
の

内
外
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
断
層
が
形
成
さ
れ
、
細
か
く
破
砕
さ
れ
、
そ

れ
ら
の
割
れ
目
沿
い
に
岩
石
の
分
解
、
風
化
が
進
ん
で
き
た
。
高
度
を
増

し
た
六
甲
山
、
風
化
し
た
岩
石
、
山
地
を
切
り
刻
む
若
い
急
勾
配
の
河
川
、

こ
の
よ
う
な
条
件
が
相
ま

っ
て
、
六
甲
山
の
急
斜
面
上
の
あ
ち
こ
ち
に
は

山
崩
れ
が
発
生
、
大
量
の
土
砂
を
生
産
し
て
渓
流
に
集
積
さ
せ
て
き
た
。

山
麓
の
扇
状
地
と
低
地

そ
の
土
砂
は
日
常
的
に
、
ま
た
豪
雨
時
に
は
大
土
石
流
と
な

っ
て
、
下

流

へ
運
ば
れ
る
。
た
と
え
ば
、
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）
の
大
雨
の

際
に
は
、
住
吉
川
の
五
助
橋
の
砂
防
ダ
ム
は

一
夜
に
し
て
流
さ
れ
て
き
た

土
砂
で
満
杯
に
な

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（沖
村

一
九
八
八
）。
そ
の

よ
う
な
土
砂
は
山
地
か
ら
低
地

へ
の
移
り
変
わ
る
部
分
に
、
谷
日
を
中
心

に
し
て
扇
形
に
広
が

っ
た
緩
や
か
に
傾
斜
し
た
低
地
、
一扇
状
地
を
作
る
。

こ
の
よ
う
な
扇
状
地
は
断
層
に
よ

っ
て
出
来
た
崖
、
断
層
崖
下
に
形
成
さ

-3-
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第一章 大地の成り立ち

れ
や
す
い
。

六
甲
山
地
は
断
層
山
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
山
地
内
に
は
大
小

の
数
多
く
の
断
層
が
走

っ
て
い
る
。
山
地
の
南
麓
に
も
顕
著
な
断
層
崖
が

続
き
、
日
々
、
わ
れ
わ
れ
は
目
に
し
て
い
る
。
西
は
須
磨
付
近
か
ら
東
は

東
灘
ま
で
の
神
戸
市
市
街
地
の
北
側
、
そ
し
て
芦
屋
市

。
西
宮
市

へ
続
く

六
甲
山
地
の
南
備
あ
る
い
は
南
東
麓
に
あ
る
扇
状
地
群
は
そ
の
よ
う
な
背

景
の
下
で
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
群
で
あ
る

（田
中

一
九
八
八
）。

一扇
状
地
は
六
甲
山
か
ら
流
れ
下
る
大
小
の
河
川
の
谷
日
ご
と
に
作
ら
れ

て
東
西
に
あ
い
接
し
て
並
ぶ
と
と
も
に
、
同
じ
谷
の
出
日
の
、
同
じ
場
所

に
お
い
て
も
新
旧
の
扇
状
地
が
上

。
下
に
折
り
重
な

っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

一
般
に
は
高
位
置
に
あ
る
も
の
ほ
ど
古
く
、
低
所
の
も
の
ほ
ど
新
し
い
形

成
で
あ
る
。
最
新
の
も
の
は
現
在
の
河
川
沿
い
に
作
ら
れ
て
い
る
。

二
節
　
本
庄
地
域
と
そ
の
周
辺
の
地
形

と
こ
ろ
で
、
本
庄
地
域
が
位
置
し
て
い
る
住
吉
川
と
芦
屋
川
と
の
間
は
、

六
甲
山
の
南
麓
で
は
、
他
の
部
分
に
比
べ
て
扇
状
地
の
発
達
が
非
常
に
貧

弱
で
、
お
お
き
な
扇
状
地
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
面

積
的
に
広
い
大
き
な
扇
状
地
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
事
実
は
多
く
の
扇

状
地
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
図
１
２
　
東
灘
地
区
地
形
分

類
図
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
。

東
灘
地
区
地
形
分
類
図

本
山
山
地
の
南
側
の
狭
い
低
地
の
範
囲
に
お
い
て
も
様
々
な
起
伏
、
地

形
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
後
に
見
る
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
ま
た
多
く

の
影
響
を
与
え
て
い
る
。
本
庄
地
域
を
中
心
に
し
た
地
域
の
細
か
な
起
伏

の
状
況
を
見
る
た
め
に
、
住
吉
川

・
芦
屋
川
間
の
範
囲
に
つ
い
て
類
似

・

同
種
の
地
形
を
ま
と
め
、
区
分
し
た
も
の
が
図
１
２
の
東
灘
地
区
地
形
分

類
図
で
あ
る
。

こ
の
図
は
地
表
の
四
凸
を
、
そ
の
形
状
別
に
、
地
形
を
作

っ
た
作
用
、

作

っ
た
作
用
に
関
係
し
て
い
る
表
層
の
地
質
、
形
成
さ
れ
た
年
代
な
ど
を

分
類
の
基
準
に
し
て
区
分
し
た
地
図
で
、
地
形
分
類
図
と
い
う
。
こ
の
図

の
原
型
は
、
建
設
省
国
土
地
理
院
が
阪
神

・
淡
路
大
震
災
後
、
コ

／

一

〇
〇
〇
〇
地
震
防
災
土
地
条
件
図

（微
地
形
こ

と
し
て
公
表
し
た
。
元

図
の
作
成
は
筆
者
が
行

っ
た
が
、
そ
れ
に
は
米
軍
が
昭
和
二
十
二
年

（
一

九
四
八
）
に
撮
影
し
た

一
／

一
〇
〇
〇
〇
空
中
写
真
と
、
そ
の
後
の
こ
の

付
近
の
各
種
の
空
中
写
真
に
よ

っ
て
地
形
を
判
読
し
、
区
分
し
た
。
さ
ら

に
、
六
甲
山
地
南
麓
の
低
地
の
地
形
を
、
従
来
、
主
と
し
て
兵
庫
県
下
の

研
究
や
調
査
で
得
て
い
た
地
形
や
発
達
史
上
の
知
識
お
よ
び
見
解

（田
中

一
九
八
七
、
田
中

・
野
村

一
九
九
二
な
ど
）
に
基
づ
き
、

で
き
る
か
ぎ
り
細

-5-



分
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
は
同

一
性
状
を
も

つ
表
層
地
質
の

分
布
範
囲

。
そ
の
厚
さ
、
そ
の
地
下
水
の
賦
存
状
況
な
ら
び
に
そ
の
水
位

の
深
浅
な
ど
、
地
盤
条
件
の
多
く
を
最
も
端
的
に
総
括
し
て
表
現
し
、
ま

た
、
推
測
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
そ
れ
は
後
々
の
よ
り
根
源
的
な
調
査

・

研
究
の
基
礎
資
料
に
な
り
う
る
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

東
灘
地
区
の
地
形
の
分
布

東
灘
区
を
合
み
そ
の
西
側
の
住
吉
川
の
扇
状
地
お
よ
び
東
の
芦
屋
川
の

右
岸
側
２
扇
状
地
ま
で
の
地
域
の
地
形
は
図
１
２
に
示
さ
れ
る
。
以
下
、

こ
の
両
川
の
間
に
あ
る
北
側
の
山
地
を
本
山
山
地
、
そ
の
南
側
の
低
地
を

本
庄
低
地
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
山
地
際
に
は
、
古
い
段
丘
地
形
、
お

最
終
氷
期
…
地
球
上
の
気
候
が
寒
冷
で
あ

っ
た
最
後
の
時
期
、
約
七

・
五
万

年
前
か
ら

一
万
年
前
頃
ま
で
。

氷
期
前
半
…
最
終
氷
期
中
の
前
半
、
約
七

・
五
～
五
万
年
前
を
中
心
と
し
た

時
期
。

氷
期
後
半
…
最
終
氷
期
中
の
後
半
、
約
二

・
五
～

一
。
三
万
年
前
を
中
心
と

し
た
時
期
。

晩

氷

期
…
最
終
氷
期
中
の
末
期
、
約

一
・
五
万
年
前
か
ら
更
新
世
の
終
わ

り
、
約

一
万
年
前
ま
で
。

間

氷

期
…
氷
河
時
代
の
氷
河
期
と
氷
河
期
の
間
の
温
暖
期
。

完
新
世
前
半
…

一
万
年
前
に
始
ま
り
現
在
に
至
る
地
質
時
代
最
後
の
時
代
の

前
半
。

よ
び
そ
の
上
に
被
さ

っ
て
い
た
古
堂
扇
状
地
地
形
が
あ
る
。
段
丘
は
高
い

位
置
に
あ
る
も
の
か
ら
段
丘

（Ｔ
ｌ
～
４
）
と
区
分
し
た
。　
一
般
的
に
言

っ

て
、
段
丘
地
形
や
次
２
扇
状
地
地
形
は
高
所
に
あ
る
も
の
ほ
ど
古
く
に
形

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
本
地
区
の
こ
の
よ
う
な
部
分
は
、
多
く
の

場
合
、
人
工
的
に
改
変
を
受
け
て
元
来
の
起
伏
、
地
形
が
判
ら
な
く
な

っ

て
し
ま

っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
地
形
よ
り
低
く
、　
一
般
的
に
は
下
流
側
に

新
旧
の
一扇
状
地
が
並
ぶ
。
扇
状
地
は
最
終
氷
期
以
前
期
、
氷
期
前
半

（ｆｌ
）、

氷
期
後
半

（ｆ２
）
、
晩
氷
期

（
ｆ３
）
、
完
新
世
前
半

（
ｆ４
）
な
ら
び
に
現
成

の
扇
状
地

（
ｆ５
）
と
形
成
時
期
別
に
区
分
し
た
。
こ
の
よ
う
な
扇
状
地
群

中
の
低
所
を
古
流
路

（川
筋
、

ｆｒｃ
）
、
そ
の
下
流
側
を
河
成
低
地

（
ｆｌ
）
、

沿
海
部
分
を
沿
岸
低
地

（ｄ
）
と
区
分
し
た
。
河
成
低
地
と
沿
海
低
地
間

に
あ
る
微
高
地
を
砂
州

（
ｓｂ
）
、
住
吉
川
な
ど
の
河
川
沿
い
の
微
高
地
を

自
然
堤
防

（
ｎｌ
）
お
よ
び
天
丼
川

（
ｒｒｂ
）
と
し
た
。
そ
し
て
、
沿
岸
沿
い

に
人
工
的
に
作
ら
れ
た
土
地
を
埋
め
立
て
地

（
ｒｌ
）
と
し
た
。
図
１
２
を

見
な
が
ら
東
灘
地
区
の
地
形
を
説
明
し
よ
う
。

∧
住
吉
川
と
芦
屋
川
に
沿

っ
て
∨

住
吉
川
沿
い
に
は
、
谷
日
部
分
で
東
に
西
岡
本
七
丁
目

（ジ

ョ
ン
ソ
ン

ハ
イ
ツ
跡
）
、
西
に
住
吉
山
手
五
丁
目

・
六
丁
目
な
ど
の
町
が
載
る
、
現

段
階
で
は
形
成
年
代
が
は

っ
き
り
し
て
い
な
い
高
位
の
段
丘
が
あ
る
。
そ

の
下
方
に
新
期
の
扇
状
地
群
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
住
吉
川
に
沿

っ
て
海

-6-



図-2 東灘地区地形分類図



第一章 大地の成り立ち

岸
に
ま
で
伸
び
て
い
る
。
こ
こ
に
は
お
そ
ら
く
最
終
氷
期
前
半
の
形
成
と

見
ら
れ
る
扇
状
地
か
ら
現
成
の
扇
状
地
ま
で
が
谷
日
か
ら
順
次
、
下
流
側
、

よ
り
下
位
に
発
達
し
て
い
る
。

左
岸
側
は
右
岸
側
に
比
べ
古
堂
扇
状
地
の
発
達
は
悪
く
、
と
い
う
よ
り

古
い
時
期
に
作
ら
れ
た
扇
状
地
が
削
ら
れ
て
し
ま

っ
て
残

っ
て
い
な
い
の

で
あ
る
が
、
新
し
い
扇
状
地
と
そ
の
間
に
現
住
吉
川
河
床
に
続
く
古
い
川

筋
が
見
ら
れ
る
。
住
吉
川
沿
い
に
は
自
然
堤
防
と
、
さ
ら
に
そ
れ
が
人
工

が
加
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
天
丼
川
化
し
た
、
よ
り
河
床
が
高
さ
を
増
し
た

部
分
が
長
く
伸
び
て
い
る
。

芦
屋
川
右
岸
沿
い
で
も
、
西
の
住
吉
川
の
場
合
と
同
様
、
山
際
に
古
い
、

形
成
年
代
未
詳
の
段
丘
群
が
あ
り
、
そ
の
下
方
に
芦
屋
川
に
よ

っ
て
形
成

さ
れ
た
各
時
期
２
扇
状
地
が
発
達
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
地
形
の
先
端
部

分
が
本
庄
地
域
に
入

っ
て
い
る
。

∧
山
麓
に
沿

っ
て
∨

山
際
か
ら
国
号
二
号
付
近
ま
で
の
地
形
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

岡
本
や
田
辺
付
近
の
山
際
に
は
、
形
成
時
期
が
判
ら
な
い
高
位
の
段
丘
が

発
達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
段
丘
地
形
の
基
盤
は
大
阪
層
族
の

き
れ
い
な
砂
層
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
上
に
薄
い
砂
礫

層
が
段
丘
礫
層
あ
る
い
は
扇
状
地
礫
層
と
し
て
載

っ
て
い
る
。
そ
の
下
流

側
に
は
、　
一
般
的
に
は
住
吉
川
と
同
様
、
新
期
の
扇
状
地
が
発
達
し
て
い

大
阪
層
群
…
大
阪
湾
を
中
心
に
し
た
地
域
に
分
布
し
て
い
る
比
較
的
新
し
い

地
質
時
代
、
鮮
新
世
か
ら
更
新
世
中
期
の
地
層
。

る
。
そ
れ
ら
の
扇
状
地
は
本
山
山
地
を
開
析
す
る
小
河
川
ご
と
に
形
成
さ

れ
、
住
吉
川
の
も
の
に
比
べ
、
河
川
の
大
き
さ
、
流
出
土
砂
の
量
の
少
な

さ
を
反
映
し
て
、
非
常
に
狭
く
小
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
小
扇
状
地
間

に
は
狭
小
な
低
地
が
続
い
て
い
る
。

∧
国
道
二
号
か
ら
南

へ
∨

国
道
二
号
付
近
で
は

一
部
、
新
し
い
扇
状
地
が
伸
び
て
き
て
い
る
部
分

も
あ
る
が
、
西
方
の
天
上
川
付
近
か
ら
東
、
本
庄
町

一
丁
目
付
近
ま
で
、

そ
し
て
南
限
は
阪
神
電
鉄
線
付
近
ま
で
、
河
成
低
地
が
広
が

っ
て
い
る
。

こ
の
河
成
低
地
の
下
に
は
後
に
詳
し
く
見
る
よ
う
に
縄
文
海
進
時
の
海
成

の
堆
積
物
が
厚
く
堆
積
し
て
い
る
。

阪
神
高
速
三
号
お
よ
び
そ
れ
以
南
に
は
砂
州
が
東
西
に
続
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
尼
崎
～
西
宮
間
の
よ
う
に
、
大
阪
湾
岸
沿
い
に
発
達
し
て
い
る

顕
著
な
砂
州
列
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
砂
州
は
本
山
山
地
か
ら
の
各

小
河
川
の
河
日
で
は
当
然
、
分
断
さ
れ
て
い
る
。
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三
節
　
東
灘
の
表
層
地
質

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
東
灘
地
区
の
土
地
の
表
面
の
起
伏
、
地
形
を
構

成
し
て
い
る
も
の
、
表
層
地
質
に
つ
い
て
考
察
し
、
こ
の
付
近
の
大
地
の

表
層
が
持

つ
性
質
を
知
る
こ
と
に
し
よ
う
。
表
層
地
質
と
は
地
表
の
ご
く

表
層
部
を
作
る
風
化
物
質
や
未
固
結
堆
積
物
を
指
し
て
い
る
。
表
層
地
質

の
厚

・
薄
、
粗

・
細
、
軟

・
硬
、
地
下
水
の
高
低

・
有
無
な
ど
の
性
状
は
、

土
地
利
用
を
考
え
る
場
合
の
基
礎
情
報
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
建
物
を
建
て
る
場
合
の
地
盤
の
状
況
な
ど
、
地
震
以
後
、
庶
民

の
関
心
も
深
ま

っ
た
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
非
常
に
密
接
に
関
与
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
表
層
地
質
は
地
形
を
構
成
し
て
い
る
物
質
そ
の
も
の
で
あ
り
、
地

形
の
形
成
作
用
に
関
係
し
て
決
ま
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
地
形

の
性
状
を
探
れ
ば
表
層
地
質
の
非
常
に
多
く
の
部
分
が
判

っ
て
く
る
。

し
か
し
、
こ
の
付
近
は
す
で
に
市
街
地
化
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
表

未
固
結
堆
積
物
…
比
較
的
新
し
い
地
層
で
、
岩
石
の
よ
う
に
固
ま

っ
て
い
な

い
地
層
。
例
…
大
阪
層
群

姶
良
丹
沢
火
山
灰
…
南
九
州
の
火
山
か
ら
約
二
万
六
～
九
〇
〇
〇
年
前
に
全

国
的
に
降
り
そ
そ
い
だ
火
山
灰

層
地
質
を
地
表
か
ら
直
接
観
察
で
き
る
機
会
は
少
な
く
、
ま
た
現
存
し
て

い
る
露
頭
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
既
存
の
ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
表
層
地
質
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

住
吉
川
扇
状
地
の
地
質
断
面

六
甲
山
南
麓
の
扇
状
地
を
細
分
し
、
そ
の
細
分
し
た
地
形
と
そ
の
構
成

物
質
を
取
り
上
げ
、
年
代
を
考
察
し
た
最
初
の
記
載
は
筆
者

（田
中

一
九

八
八
）
に
よ
る
住
吉
川
扇
状
地
断
面
の
考
察
で
あ
る
。

図
１
３
は
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
線
の
建
設
に
先
だ

っ
て
な
さ
れ
て
い
た
ボ
ー

リ
ン
グ
柱
状
図
群
を
検
討
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
住
吉
川
の
扇
状

地
は
図
１
２
の
よ
う
に
区
分
で
き
る
が
、
そ
の
構
成
層
は
図
１
３
の
よ
う

に
区
分
で
き
る
。
こ
の
断
面
の
地
層
区
分
に
は
、
複
数
の
柱
状
図
で
見
ら

れ
る
姶
良
丹
沢
火
山
灰

（以
下
、
Ａ
Ｔ
火
山
灰
と
呼
ぶ
）
と
い
う
有
力
な

火
山
灰
の
存
在
と
海
岸
近
く
の
海
成
の
砂
層
や
粘
土
層
の
存
在
が
鍵
と
な

っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
住
吉
川
２
扇
状
地
は
少
な
く
と
も
下
流
部
の

表
層
部
分
は
最
終
氷
期
前
後
以
降
の
、
か
つ
、
縄
文
海
進
時
の
堆
積
物
も

合
め
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

本
庄
地
域
の
柱
状
図
群

神
戸
市
域
内
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
は
、
阪
神

・
淡
路
大
地
震
後
に
神
戸

市
地
盤
研
究
会
に
よ

っ
て
収
集

。
作
成
さ
れ
た

『
神
戸

詣
∞
＞
Ｚ
【
Ｃ
Ｚ
』

（
一
九
九
九
）
に
豊
富
で
あ
る
。
こ
の
資
料
か
ら
本
地
域
に
関
係
し
て
重
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(原図 田中民吾)
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要
と
考
え
ら
れ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図
を
選
び
、
南
北
お
よ
び
東
西
の
連

続
断
面
と
し
て
見
た
も
の
が
、
図
１
５
、
６
の
断
面
図
群
で
あ
る
。
図
―

４
に
は
図
１
５
、
６
で
利
用
し
た
資
料
の
ボ
ー
リ
ン
グ
地
点
を
図
示
し
て

い
る
。

南
北
方
向
断
面

図
１
５
群
は
南
北
方
向
の
も
の
で
、
東
方
の
断
面
か
ら
ω
～
０
の
番
号

を

つ
け
て
呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

三
本
の
南
北
断
面
の
う
ち
、
も

っ
と
も
特
徴
が
明
瞭
な
②
断
面
か
ら
検

討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
断
面
は
、
山
側
の
本
山
北
町
付
近
か
ら
本

庄
中
央
公
園
を
経
て
魚
崎
浜
町
の
埋
立
地
東
端
を
結
ん
だ
線
沿
い
の
断
面

で
あ
る
。

ま
ず
、
海
岸
沿
い
の
砂
州

（
ｓｂ
）
付
近
の
柱
状
図
か
ら
見
る
。
柱
状
図

に
は
そ
の
右
側
に
Ｎ
値
と
い
う
値
が
付
け
て
あ
る
。
こ
の
数
値
は
標
準
貫

入
試
験
値
と
い
い
、
地
層
の
硬
軟
や
性
状
を
示
唆
す
る
数
値
で
、
通
常
、

ボ
ー
リ
ン
グ
掘
削
作
業
と
同
時
に
測
定
さ
れ
る
。
先
ほ
ど
の
柱
状
図
の
最

下
部
に
は
、
Ｎ
値
が
五
〇
以
上
の
砂
礫
層

（
こ
れ
を
Ｄ
と
す
る
、
以
下
同

様
）
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
上
に
は
Ｎ
値
が
い
く
ぶ
ん
低
い
砂
層

（
こ
の
部

シ
ル
ト
層
…
粗
い
砂
と
細
か
い
粘
土
の
中
間
の
大
き
さ
の
粒
子
か
ら
な
る
堆

積
物
。
図
１
５
、
６
は
細
粒
土
、
粘
性
土
と
し
た
。

分
の
砂
層
を
Ａ
ｌ
と
す
る
、
以
下
同
様
）
、
同
様
に
シ
ル
ト
層

（Ａ
２
）
、

貝
殻
混
じ
り
の
砂
層

（Ａ
３
）
、
薄
い
礫
層
あ
る
い
は
砂
層

（Ａ
４
）
お

な
じ
く
砂
層

（Ａ
５
）
が
順
次
、
上
方

へ
と
重
な
っ
て
い
る
。
Ａ
２
の
シ

ル
ト
層
に
は
貝
殻
を
交
え
、
右
と
な
り
の
海
面
下
の
ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
Ａ 図 -4 ボー リング地点図
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土

細
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第一章 大地の成り立ち

２
シ
ル
ト
層
が
厚
い
。　
一
方
、
山
際
に
は
Ｎ
値
が
大

。
小
に
変
化
す
る
礫

層
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
を
持

つ
堆
積
物
を
地
表
の
地
形
と
考
え
合
わ
せ
て
検
討

し
よ
う
。
山
際
の
砂
礫
層
は
晩
氷
期
の
扇
状
地
を
構
成
す
る
扇
状
地
礫
層

と
判
断
さ
れ
、
Ａ
５
砂
層
は
現
成
の
扇
状
地
と
河
成
低
地

（ｆｌ
）
の
構
成

層
、
ま
た
、
沿
岸
部
の
Ａ
５
砂
層
は
砂
州

（
ｓｂ
）
の
構
成
物
で
あ
る
こ
と

が
判
る
。
Ａ
３
の
砂
層
は
貝
殻
混
じ
り
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
下
の
Ａ
２

シ
ル
ト
層
が
そ
の
粘
性
土
で
あ
り
、
先
に
見
た
住
吉
川
沿
い
断
面

（図
―

３
）
と
の
関
係
か
ら
縄
文
海
進
時
の
堆
積
物
と
わ
か
る
。
Ａ
ｌ
砂
層
は
そ

の
海
進
に
先
立

つ
堆
積
物
、
最
下
部
の
砂
礫
層
Ｄ
は
最
終
氷
期
の
河
成
の

礫
層
な
い
し
は
そ
れ
以
前
の
堆
積
物

（後
期
更
新
世
堆
積
物
）
と
判
断
さ

れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
、
各
断
面
図
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
層
界
を

記
入
し
た
。
表
層
地
質
の
特
徴
と
し
て
は
、
縄
文
海
進
時
の
堆
積
物
が
厚

く
、
ま
た
内
陸
部
ま
で
奥
深
く
入

っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
断
面
は
甲
南
女
子
大
学
の
下
の
、
阪
急
神
戸
線
付
近
か
ら
高
橋
川
の

西
側
を
深
江
大
橋
北
詰
ま
で
に
沿

っ
て
の
資
料
に
よ
る
断
面
で
あ
る
。
山

地
側
は
完
新
世
前
半
期

（ｆ４
）
と
現
成

（ｆ５
）
の
扇
状
地
と
そ
の
堆
積
物

か
ら
な
る
。
こ
の
部
分
２
局
状
地
は
砂
層
や
粘
質
土
か
ら
な
り
、
扇
状
地

は
扇
状
地
礫
層
よ
り
な
る
と
い
う

一
般
的
な
状
態
と
は
異
な

っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
部
分
が
小
さ
な
扇
状
地
の
末
端
に
あ
た
る

後
期
更
新
世
…
第
四
紀
の
更
新
世
中
、　
三
二
万
年
前
頃
以
降
。

と
い
う
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
厚
さ
も
三
～
五
房
と
薄

い
。
そ
の
現
成
２
扇
状
地
を
構
成
し
て
い
た
砂
層
は
平
地
の
河
成
低
地
構

成
層

（Ａ
５
）
に
移
行
し
て
い
る
。
海
岸
に
は
砂
州

（
ｓｂ
）
と
そ
の
構
成

物
の
砂
層

（
Ａ
５
）
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
低
地
の
下
に
は
厚
い
砂
層

（
Ａ
３
）
と
粘
性
土

（
Ａ
２
）
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
海
成
砂
層
の
存
在
が

明
瞭
で
、
低
地
の
奥
深
く

＞
　
入
って
い
る
。
Ａ
ｌ
砂
層

朗
　
は
こ
の
断
面
で
は
礫
で
あ

瞬
　
る
。
そ
の
下
は
最
終
氷
期

軌
　
の礫
層
Ｄ
と
考
え
る
。
山

Ｗ
　
側
の
地
下
の
構
成
層
は
海

町
　
側
に
比
べ、
一枚
一枚
の

紬
　
地
層
が
薄
く
、
ま
た
激
し

纏
　
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が

蔽一　　日旦立
つ。

伊
　

　

写
真
は
Ｊ
Ｒ
甲
南
山
手

／く
　

駅
か
ら
南
東
約
四
〇
〇
房

地
点

の
工
事
現
場
を
撮
影

貝がらの混 じるA3層 (矢印間)
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し
た
も
の
で
あ
る
。
地
表
下
四
房
付
近
か
ら
シ
ル
ト
質
の
砂
層
が
横
方
向

に
続
く
の
が
み
ら
れ
、
貝
が
ら
片
も
混
じ
る
Ａ
３
層
の
貴
重
な
写
真
で
あ

之０
。①

の
断
面
は
山
側
は
甲
南
大
学
東
端
付
近
か
ら
天
上
川
沿
い
に
南

へ
魚

崎
浜
町
の
埋
め
立
て
地
中
央
、
汚
水
処
理
場
東
方
ま
で
を
結
ん
だ
線
沿
い

の
断
面
で
あ
る
。

山
際
に
は
氷
期
後
半
と
晩
氷
期
全
扇
状
地
と
そ
の
堆
積
物
が
続
き
、
現

成
の
扇
状
地
と
そ
の
構
成
層
は
沿
海
低
地
の
Ａ
４
、
Ａ
５
砂
層
に
続
い
て

い
る
。
海
岸
べ
り
の
地
表
下
で
は
厚
さ

一
〇
房
を
越
す
海
成
砂
～
シ
ル
ト

層

（Ａ
２
、
３
）
が
認
め
ら
れ
る
。
断
面
の
下
流
側
の
現
成
２
扇
状
地
は
、

住
吉
川
の
影
響
下
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
構
成
物
の
粒
子
が

小
さ
い
。
ち
な
み
に
、
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
八
）
の
阪
神
大
水
害
の
際

に
は
こ
の
地
域
を
住
吉
川
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
濁
流
が
流
れ
た
。

以
上
、
南
北
方
向
断
面
を
通
じ
て
、
山
際
の
晩
氷
期
扇
状
地
堆
積
物
の

下
半
は
粘
質
の
堆
積
物
が
目
立

つ
。
こ
れ
は
六
甲
山
南
麓
、
山
際
の
東
西

に
分
布
し
て
い
る
段
丘
地
形
の
地
下
と
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
が
、
Ｎ
値

も
高
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
地
層
は
、
こ
れ
ま
で
低
地
の
部
分

で
扱

っ
た
地
層
と
は
別
範
疇
の
、
よ
り
古
い
地
層
、
お
そ
ら
く
は
基
盤
の

大
阪
層
群
と
考
え
る
。
こ
の
断
面
で
も
、
以
上
の
い
、
②
断
面
と
同
様
、

地
表
の
細
か
な
起
伏
、
地
形
は
そ
れ
ぞ
れ
地
下
の
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
地

層
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た
海
成
層
の
厚
さ
は
表
層
地
質
中
、

非
常
に
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。

東
西
方
向
断
面

図
１
６
群
は
東
西
方
向
の
柱
状
図
群
で
あ
る
。
各
断
面
線
を
山
側
か
ら

海
方
向

へ
、
そ
れ
ぞ
れ
ω
～
⑥
断
面
と
呼
ぶ
。

東
西
断
面
に
つ
い
て
も
特
徴
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
⑥
断
面
か
ら
検
討

に
入
ろ
う
。

⑬
断
面
は
阪
神
高
速
三
号
沿
い
の
柱
状
図
を
集
め
て
い
る
。
地
表
の
凹

凸
は
、
左
端
の
天
丼
川
状
態
を
示
し
て
い
る
住
吉
川
河
床
付
近
に
始
ま
り
、

河
成
平
野

・
砂
州

。
現
成
２
局
状
地
な
ど
を
経
て
右
端
の
芦
屋
川
の
自
然

堤
防

・
天
丼
川
部
分
で
終
わ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図
の
最
下
部
は
、
Ｎ
値
が
五
〇
を
越
す

砂
礫
層
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
砂
礫
層
は
こ
の
海
岸
の
表
層
部
分
の

基
盤
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
南
北
断
面
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
後
期
更

新
世
の
堆
積
物
で
、
最
終
氷
期
以
前
の
堆
積
物
で
あ
る
。
そ
の
上
面
の
高

度
の
凹
凸
は
住
吉
川
以
東
で
は
標
高

マ
イ
ナ
ス

一
六
～

一
四
房
で
、
深
度

が
非
常
に
よ
く
揃

っ
て
い
る
。
そ
の
高
度
が
部
分
的
に
三
～
四
房
程
度
低

く
掘
れ
込
む
部
分
の
地
表
に
は
そ
れ
ぞ
れ
住
吉
川
、
天
上
川
、
高
橋
川
が

流
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
凹
み
部
分
は
、
そ
れ
ら
の

河
川
の
最
終
氷
期
の
地
表
面
に
お
け
る
河
谷
の
位
置
を
示
唆
し
て
い
る
と
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図-5-3 東灘低地の南北方向断面図
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図-6-C 東灘低地の東西方向断面図
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第一章 大地の成 り立ち

考
え
る
。
そ
の
上
に
は
Ａ
ｌ
砂
層
が
続
い
て
い
る
。
Ａ
ｌ
砂
層
の
な
か
で

も
掘
れ
込
み
部
分
の
堆
積
物
は
礫
質
で
あ
る
こ
と
が
目
立

つ
。
こ
れ
は
沖

積
層
基
底
の
礫
層
と
考
え
る
。

シ
ル
ト
や
粘
土
か
ら
な
る
Ａ
２
シ
ル
ト
層
お
よ
び
そ
の
上
の
厚
い
砂
層

の
Ａ
３
砂
層
は
、
非
常
に
定
常
的
な
形
で
、
顕
者
に
東
西
に
続
き
、
両
者

と
も
に
貝
殻
片
を
合
ん
で
い
る
。
両
者
併
せ
て
厚
さ
は

一
〇
房
を
越
す
特

徴
的
な
堆
積
物
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
は
個
別
の
機
関
、

個
別
の
目
的
、
個
別
の
業
者
に
よ

っ
て
施
行
さ
れ
た
も
の
を
集
め
て
い
る

の
で
、
柱
状
図
の
記
載
事
項
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、

た
と
え
ば
柱
状
図
に
貝
殻
片
の
記
載
が
無
い
場
合
が
あ

っ
て
も
、
こ
れ
ら

の
横
並
び
の
地
層
を
海
成
と
判
断
す
る
こ
と
に
は
問
題
は
な
い
。
そ
の
上

の
厚
さ
二
～
三
房
の
Ａ
４
層
は
砂
層

・
礫
層
よ
り
な
る
が
、
と
く
に
礫
層

が
東
西
に
続
く
こ
と
が
目
立

っ
て
い
る
。
最
上
部
の
構
成
層
、
Ａ
５
層
は

砂
質
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
断
面
は
阪
神
高
速
道
沿
い
の
資
料
を
中
心
と

し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
、
沿
岸
沿
い
に
発
達
し
て
い
る
砂
州
を
示
す

資
料
と
考
え
る
。

□
断
面
は
ほ
ぼ
国
道
二
号
お
よ
び
そ
の
南
よ
り
沿
い
の
断
面
で
あ
る
。

西
半
に
は
住
吉
川
ぞ
い
の
天
丼
川
状
の
部
分
お
よ
び
同
川
に
関
連
す
る
扇

状
地
地
形
が
、
東
半
部
に
は
要
玄
寺
川

・
高
橋
川
の
河
成
低
地
と
芦
屋
川

に
関
係
し
た
扇
状
地
や
天
丼
川
の
地
形
が
見
ら
れ
る
。

最
下
部
に
は
Ｎ
値
が
大
き
い
砂
礫
層
が
西
半
で
は
マ
イ
ナ
ス
五
～
マ
イ

ナ
ス
七
房
の
、
東
半
で
は
マ
イ
ナ
ス
一
〇
房
の
そ
れ
ぞ
れ
の
高
度
以
下
で

見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
は
構
成
物

・
重
な
り
方

・
層
序
に
も
共
通
し
た
特

徴
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
Ｄ
層
以
下
の
堆
積
物
で
あ
る
。
た
だ
、
地
表

の
要
玄
寺
川
お
よ
び
高
橋
川
付
近
の
低
地
の
地
下
で
は
そ
れ
を
見
い
だ
し

が
た
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
⑬
断
面
の
両
川
付
近
の
地
下
の
状
態
が
参

考
に
な
る
。
こ
の
下
流
側
の
、
⑬
断
面
部
分
で
は
最
終
氷
期
の
河
床
を
推

定
し
て
い
た
。
上
記
の
特
徴
は
そ
の
河
床
に
連
続
す
る
部
分
の
反
映
と
考

え
、
要
玄
寺
川
部
分
に
あ
る
柱
状
図
の
マ
イ
ナ
ス

一
九
房
の
礫
層
を
基
底

礫
層
と
し
て
、
こ
こ
に
旧
河
床
を
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
礫
層
を
合
む
Ａ

ｌ
砂
層
の
上
に
は
東
西
方
向
に
連
続
す
る
細
粒
層
が
見
ら
れ
る
。
Ａ
２
シ

ル
ト
層
で
あ
る
。
こ
れ
は
図
１
５
の
南
北
断
面
図
群
か
ら
み
て
、
海
成
の

Ａ
２
層
に
続
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
そ
の
上
に
は
砂
層
と

し
て
特
徴
的
な
Ａ
３
層
が
続
く
。
⑥
断
面
と
共
通
し
て
、
こ
の
砂
層
の
厚

さ
の
割
合
は
相
対
的
に
は
大
き
い
。
そ
の
上
の
Ａ
４
層
が
礫
質
で
あ
る
こ

と
が
特
徴
的
で
、
こ
れ
も
⑥
断
面
と
共
通
し
て
い
る
。

最
上
部
、
西
半
分
の
表
面
の
起
伏
は
扇
状
地
の
東
西
方
向
の
断
面
形
を

示
し
て
い
る
。
そ
の
下
の
表
層
地
質
も
東
半
分
に
比
べ
、
柱
状
図
が
示
す

地
層
は
礫
質
が
ち
で
あ
り
、
そ
の
重
な
り
方
に
は
柱
状
図
相
互
に
共
通
性

が
少
な
く
、
複
雑
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
部
分
が
住
吉
川
の
影
響
が
大
き
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い
扇
状
地
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

Ａ
５
層
は
、
そ
の
西
半
部
分
で
は

現
成
六
ｆ５
）
の
扇
状
地
構
成
層
と

し
て
見
ら
れ
、
東
半
に
は
ま
ず
要

玄
寺
川

・
高
橋
川
の
河
成
低
地
と

そ
の
堆
積
物
、

つ
い
で
芦
屋
川
起

源
の
現
成
の
扇
状
地
構
成
層
と
判

断
さ
れ
る
。

囚
断
面
は
、
ほ
ぼ
阪
急
電
鉄
神

戸
線
沿
い
の
資
料
を
集
め
た
も
の

で
あ
る
。
断
面
は
左
端
の
天
丼
川

状
態
の
住
吉
川
付
近
に
始
ま
り
、

東
方

へ
天
上
川

。
要
玄
寺
川

・
高
橋
川
や
そ
の
他
の
小
さ
な
渓
流
沿
い
に

発
達
し
て
い
る
新
旧
の
扇
状
地
や
そ
の
間
の
渓
流
な
ど
の
凹
凸
を
横
切
り

つ
つ
走
り
、
芦
屋
市
西
端
の
三
条
町
付
近
ま
で
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
に

ぶ
ん
、
電
鉄
線
は
本
山
山
地
か
ら
四
〇
〇
～
二
〇
〇
房
の
山
際
を
通
過
し

て
い
る
の
で
、
山
麓
特
有
の
複
雑
な
凹
凸
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
地

形
の
凹
凸
の
激
し
さ
、
土
石
流
堆
積
物
を
反
映
す
る
こ
と
の
多
い
扇
状
地

の
構
成
層
の
変
化
の
激
し
さ
に
比
べ
、
道
切
な
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
の
少
な

さ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
地
形
と
構
成
物
の
対
応
は
分
か
り
づ
ら
い
も
の
に
な

っ

て
い
る
。
た
だ
、
山
際
の
扇
状
地
群
の
構
成
層
が
際
だ

っ
て
礫
質
で
あ
る

と
い
う
特
徴
は
見
ら
れ
る
。
東
半
の
地
下
の
細
粒
質
層
は
こ
の
地
域
の
基

盤
で
あ
る
大
阪
層
群
そ
の
も
の
か
ら
な
る
た
め
と
考
え
る
。

四
節
　
第
四
紀
後
半
の
地
形
形
成
環
境

こ
こ
で
は
地
形
の
あ
り
様
に
大
き
な
影
響
を
及
ば
し
た
気
候
変
化

（図
―

２
、
図
１
７
）
や
、
前
節
で
見
て
き
た
ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図
か
ら
の
知
識

・

情
報
を
基
に
し
て
、
東
灘
低
地
の
地
形
の
形
成
に
い
た
る
環
境
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
付
近
の
大
地
の
第
四
紀
に
お
け
る
地
表
面

形
、
地
形
の
形
成
を
支
配
し
て
い
る
二
つ
の
大
き
な
原
則
が
あ
る
。
そ
れ

ら
は
大
地
の
隆
起
と
地
球
規
模
で
の
気
候
の
変
化
で
あ
る
。

大
地
の
隆
起

大
地
の
隆
起
に
つ
い
て
は
、
六
甲
山
が
地
史
的
な
最
近
時
に
隆
起
し
て

成
立
し
た
山
地
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
麓
の
部
分

に
あ
る
段
丘
地
形
の
存
在
か
ら
も
判
る
。
段
丘
地
形
は
多
く
の
場
合
、
大

地
の
隆
起
の
証
拠
で
あ
る
。
六
甲
山
麓
の
段
丘
地
形
は
、
元
来
が
扇
状
地

と
し
て
傾
い
て
形
成
さ
れ
た
地
形
で
あ
る
。
加
え
て
、
山
地
の
急
速
な
隆

起
の
影
響
を
受
け
て
海
側

へ
傾
く
変
形
を
受
け
、
ま
た
、
侵
食
の
基
準
面

表-1 神戸市東部における地形と構成物・形成期

地形区分 形成期 住吉川扇状地
構成層

東灘低地
構成層

扇状地-1
扇状地-2
扇状地-3
扇状地-4
扇状地-5
沿 海 低 地
砂   州

最終氷期以前
最終氷期前半
最終氷期後半
晩  氷  期
縄 文期 以 降

層
層
層
層
層

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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図-6-A 東灘低地の東西方向断面図



第一章 大地の成 り立ち

と
し
て
の
海

へ
も
近
い
の
で
、
激
し
く
侵
食

・
開
析
さ
れ
て
断
片
化
し
て

い
る
。
し
か
し
、
上
面
が
比
較
的
平
ら
で
、
前
面
に
急
崖
が
続
く
段
状
の

地
形
、
段
丘
地
形
と
し
て
山
際
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
東
灘
の
範

囲
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
も
、
西
の
住
吉
川
左
岸
の
、
以
前
は
ジ

ョ
ン
ソ
ン

ハ
イ
ツ
と
呼
ば
れ
た
西
岡
本

一
丁
目
付
近
か
ら
岡
本
六
丁
目
付
近
を

へ
て
、

東
で
は
芦
屋
川
右
岸
側
に
芦
屋
市
三
条
付
近
そ
の
他
に
見
ら
れ
る
。

気
候
の
変
化
と
地
形
形
成

一
方
、
東
灘
の
大
地
の
生
成
に
つ
い
て
、
も
う

一
つ
の
気
候
変
化
の
影

響
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
現
象
を
無
視
し
て
は
東
灘
の
大
地
の
歴
史
を
語
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
六
甲
山
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
て
以
来
の
こ
の

一
〇
〇
万
年
の
間
と

い
う
も
の
、
そ
し
て
大
阪
層
群
の
上
半
部
が
堆
積
し
つ
つ
あ

っ
た
こ
の
最

近
の
約
七
〇
～
八
〇
万
年
間
に
あ

っ
て
は
、　
一
方
で
地
球
上
の
気
候
は
激

し
く
揺
れ
動
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
東
灘
の
大
地
は
、
第
四
紀
後
半
の

大
地
の
隆
起
と
気
候
の
変
化
と
い
う
、
両
者
の
激
変
の
時
代
の
影
響
を
直

接
的
に
受
け
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

七
〇
万
年
前
頃
か
ら
地
球
上
の
気
候
は
寒
冷
な
時
期
と
温
暖
な
時
期
が

第
四
紀
…
新
生
代
第
二
紀
に
続
く
地
質
時
代
最
後
の
時
代
、　
一
八
〇
万
年
前

か
ら
現
在
に
至
る
。

交
互
し
た
。
前
者
の
時
期
は
寒
冷
期

・
氷
河
期
と
し
て
、
後
者
の
時
期
が

温
暖
期

・
間
氷
期
と
し
て
知
ら
れ
、
現
在
は
間
氷
期
で
あ
る
。
そ
の
気
候

の
年
代
的
な
変
化
は
図
１
７
の
ミ
ラ
ン
コ
ビ

ッ
チ
の
日
射
量
変
化
曲
線
で

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
曲
線
は
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
数
学
者
、
ミ
ラ

ン
コ
ビ

ッ
チ
が
気
候
変
化
の
原
因
と
考
え
た

自
身

の
天
文
学
説
に
基
づ
い
て
計
算
し
た
、

過
去
八
〇
万
年
間
に
地
球
が
受
け
た
日
射
量

の
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
る

（安
成

・
柏
谷
編

一
九
九
二
）。

図
１
７
に
お
い
て
、
曲
線
の

一
つ
一
つ
の

山
の
部
分
が
温
暖
な
時
期
、
間
氷
期
で
あ
り
、

谷
の
部
分
が
寒
冷
期

・
氷
河
期
に
当
た
る
。

そ
の
変
化
の
周
期
は
こ
の
図
が
示
す
よ
う
に

約
二

・
一
万
年
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
気
候

の
変
化
は
大
地
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

た
か
。

ま
ず
、
寒
冷
期
に
は
、
陸
上
に
降

っ
た
雪

や
雨
は
凍
結
し
、
次
第
に
大
量
の
水
分
が
大

陸
氷
河
の
氷
床
や
山
岳
氷
河
の
形
で
陸
上
に

貯
留
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ほ
ぼ

一
定
量
と
　
６

各

十
／／，ｗ／
日

（
３

ｇ
Ｓ
ｓ
の
＾

蹴

Ｚ
）

日
射

量

図-7 ミランコビッチの日射量変化曲線
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考
え
ら
れ
て
い
る
地
球
上
の
水
分
が
陸
上
に
偏
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

海
水
の
絶
対
量
が
減
少
す
る
。
そ
う
す
る
と
海
水
面
が
低
下
し
、
海
岸
線

が
沖
合
い
へ
と
後
退
す
る
現
象
が
現
れ
る
。
こ
れ
を
海
退
と
呼
ん
で
い
る
。

逆
に
、
温
暖
期
に
な
る
と
、
陸
上
に
あ

っ
た
氷
は
融
け
て
海

へ
帰
り
、
海

水
量
は
増
え
、
海
水
面
が
上
昇
す
る
。
現
在
、
地
球
が
温
暖
化
す
る
と
海

水
面
が
上
昇
す
る
と
騒
が
れ
て
い
る
の
と
同
じ
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ

て
海
岸
線
は
陸
側

へ
押
し
寄
せ
て
く
る
。
そ
れ
は
海
進
と
呼
ば
れ
る
。

山
地
に
お
け
る
寒
冷
期
の
地
形
形
成

こ
の
よ
う
な
温
暖
期

・
寒
冷
期
は
図
１
７
が
示
す
よ
う
に
、
あ
る
長
期

間
、
連
続
す
る
。
す
る
と
そ
の
よ
う
な
気
候
に
関
連
し
て
地
表
上
に
そ
の

時
期
独
特
の
作
用
が
働
き
、
ま
た
新
た
な
現
象
が
生
れ
て
く
る
。

寒
冷
期
の
陸
上
で
は
、
気
温
が
下
が
る
こ
と
に
よ
り
岩
石
が
凍
結
に
よ

っ

て
破
砕
さ
れ
る
機
会
が
多
く
な
る
。
山
地
斜
面
で
は
沢
山
の
岩
屑
、
土
砂

が
生
産
さ
れ
、
山
地
内
や
山
麓
に
溜
ま
る
。
こ
の
時
期
の
山
麓
に
溜
ま

っ

た
物
質
に
よ
る
堆
積
地
形
に
麓
屑
面
や
扇
状
地
が
あ
る
。

麓
屑
面
ｔ
扇
状
地
地
形
の
形
成
は
、
他
県
、
他
地
域
で
は
な
く
、
こ
の

ソ
リ
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
…
寒
冷
期
、
地
表
の
凍
結
に
関
係
し
て
生
ず
る
流
動
現

象
。

麓
屑
面
…
寒
冷
期
、
岩
石
の
凍
結

・
破
砕
に
よ

っ
て
生
じ
た
岩
屑
が
山
麓
に

堆
積
し
て
作

っ
た
緩
斜
面
。

兵
庫
県
下
で
気
候
変
化
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
『
赤
穂
市
史
』

（田
中

一
九
八
３

や
杉
原
川
流
域

（田
中

・
井
上

。
野
村

一
九
八
二
）、
多
紀

連
山
北
麓

（田
中

・
野
村

・
井
上

一
九
八
工０

な
ど
播
磨
各
地
や
南
丹
波
、

あ
る
い
は
淡
路
の
三
原
川
流
域

（田
中

一
九
八
四
）
で
の
調
査
や
研
究
に

よ

っ
て
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
第
四
紀
の
気
候
変
化
、
と
く
に
新
し
い
麓

屑
面
や
扇
状
地
は
、
新
し
い
段
丘
地
形
と
と
も
に
最
終
氷
期
前
後
と
そ
れ

以
降
の
気
候
変
化
を
反
映
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
判

っ
て
き
た
。

断
層
に
よ

つ
て
破
砕

。
風
化
さ
れ
て
い
た
岩
石
か
ら
は
、
寒
冷
期
の
凍

結

・
破
砕
に
よ

っ
て
大
量
の
岩
屑
や
土
砂
が
生
産
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
斜
面

下
方
に
移
動
、
集
積
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
岩
屑
や
土
砂
群
は
そ
の

時
期
に
特
徴
的
な
流
動
方
法
の
ソ
リ
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
作
用
や
大
雨
の
時
な

ど
に
生
じ
た
小
土
石
流
の
反
復
に
よ

っ
て
山
麓

へ
移
動
し
、
堆
積
し
た
。

そ
れ
が
麓
屑
面
で
あ
り
、
山
麓
で
、
上
方
に
凹
の
断
面
形
を
示
し
な
が
ら
、

ゆ
る
や
か
に
傾
き
下
が
る
緩
斜
面
で
あ
る
。

温
暖
期
の
現
象
　
一局
状
地
の
形
成

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
降
水
量
が
増
え
、
川
の
流
量
も
増
加
す
る
。
増

え
た
流
水
は
、
最
終
氷
期
に
生
産
さ
れ
て
山
地
内
や
山
麓
に
た
ま

っ
て
い

た
ル
ー
ズ
な
堆
積
物
で
あ
る
岩
屑
や
土
砂
を
侵
蝕
し
、
下
流

へ
流
送
し
、

水
流
が
山
地
か
ら
離
れ
る
谷
日
を
中
心
に
し
て
堆
積
さ
せ
る
。
そ
こ
に
は

谷
日
部
分
か
ら
形
状
的
に
は
扇
形
に
広
が
る
中
高
な
低
地
の
地
形
、
大
小
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の
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
２
扇
状
地
の
形
成
期
も
上
述
の
各
地
で
、

最
終
氷
期
の
岩
屑
生
産
の
大
で
あ

っ
た
時
期
に
作
ら
れ
た
、
山
側
の
急
傾

斜
な
扇
状
地
と
、
そ
れ
以
後
の
気
候
の
変
動
に
と
も
な
う
温
暖
で
降
水
量

の
増
え
た
時
期
に
形
成
さ
れ
た
、
よ
り
低
地
に
近
い
部
分
の
、
勾
配
の
よ

り
緩
や
か
で
広
上
扇
状
地
が
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
山
地
や
山
麓

の
地
形
は
、
気
候
の
変
動
に
と
も
な
う
地
形
形
成
環
境
の
変
化
に
つ
れ
て

形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
は

っ
き
り
し
て
い
る
。
以
上
を
模
式
化

し
て
表
現
し
た
図
が
図
１
８

（田
中

一
九
八
七
）
で
あ
る
。

気
候
変
化
と
海
岸
付
近
に
お
け
る
地
形
形
成

気
候
変
化
は
海
岸
線
付
近
で
は
ど
の
よ
う
に
作
用
し
、
ど
の
よ
う
な
地

形
を
作
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
神
戸
市
域
の
西
に
続
く
明
石
以
西
に

広
が
る
印
南
野
台
地
南
縁
に
お
い
て
、
海
成
段
丘
の
形
成
様
式
を
模
式
化

し
た
。
過
去
数
十
万
年
の
間
、
明
石
で
は
年
間
Ｏ

・
二
五

リミ
房
、
加
古
川

付
近
で
は
○

。
一
二
五

リミ
材
の
東
高
西
低
の
大
地
の
隆
起
が
あ

っ
て
、
そ

れ
が
気
候
変
動
に
よ
る
海
水
面
の
上
昇
と
下
降
に
相
ま

っ
て
、
印
南
野
台

地
の
南
縁
に
多
段
の
段
丘
地
形
が
形
成
さ
れ
た
と
し
た

（田
中

一
九
八
九
、

一
九
九
二
）。

図
１
９
の
海
岸
に
お
け
る
段
丘
形
成
の
模
式
図
を
見
な
が
ら
考
え
よ
う
。

ま
ず
、
そ
の
温
暖
化
に
よ
る
海
水
面
の
上
昇
の
場
面
を
考
え
よ
う

（図
―

９
、
海
水
面

ｘ
１
１
）
。
上
昇
し
た
海
水
面
の
波
に
よ

っ
て
台
地
の
前
縁

は
直
接
、
洗
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
波
と
の
接
触
部
分
で
は
波
の
侵
食
作

用
、
波
蝕
に
よ

っ
て
削
ら
れ
、
崖
、
海
蝕
崖
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
前
面

の
波
の
下
に
は
同
じ
く
波
に
よ

っ
て
平
に
さ
れ
た
部
分
、
波
蝕
台
が
形
成

さ
れ
る

（図
１
９
、　
ｘ
１
１
面
）
。
波
蝕
台
の
上
に
は
波
が
削

っ
た
も
の
、

砂
が
堆
積
し
、
岸
か
ら
離
れ
深
度
を
増
し
た
部
分
に
は
シ
ル
ト
や
粘
土
な

ど
の
細
粒
の
物
質
が
堆
積
す
る
。
こ
の
よ
う
な
海
岸
が
侵
食
さ
れ
、
海
蝕

崖
が
後
退
す
る
と
い
う
現
象
は
、
護
岸
工
事
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
、

つ
い

こ
の
間
ま
で
の
西
明
石
の
海
岸
で
、
わ
れ
わ
れ
が
長
く
経
験
し
観
察
し
て

第一章 大地の成り立ち

図 -8 麓屑面 。扇状地の形成機構模式図

Ⅱ‐2面
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大地は
継続的
に隆起

ド
旧
日

一　

　

群
一十一　韓

き
た
現
象
で
あ
る
。

海
蝕
崖
や
波
蝕
台
は
時
間
の
経
過
と
共
に
海
岸
線
に
平
行
に
、
し
だ
い

に
内
陸
側
に
入
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
気
候
変
化
に
と
も
な
う
寒
冷
化
は

海
退
の
局
面

へ
と
変
化
し
、
そ
の
海
蝕
崖
と
そ
の
前
面
の
波
蝕
台
を
地
表

に
残
し
た
ま
ま
、
海
岸
線
は
は
る
か
沖
合
い
へ
後

退
す
る
。
そ
の
低
下
し
、
後
退
す
る
海
水
面
を
追

っ

て
河
川
は
川
に
よ
る
侵
食
作
用
や
堆
積
物
に
よ

っ

て
河
成
の
地
表
面
を
形
成
し
な
が
ら
伸
び
て
い
く
。

（図
１
９
、　
ｘ
ｌ
１
２
面
）
。

再
び
温
暖
期
と
な
り
海
進
が
始
ま
る
。
し
か
し
、

そ
の
海
進
が
再
び
こ
の
印
南
野
台
地
付
近
に
到
達

す
る
ま
で
に
は
、
ミ
ラ
ン
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
曲
線
に

し
た
が
え
ば
、
す
で
に
約
二

・
一
万
年
の
年
月
が

経
過
し
て
い
る
。
そ
の
間
に
、
印
南
野
台
地
で
は
、

前
述
し
た
値
で
継
続
的
に
隆
起
を
続
け
て
い
る
。

新
し
い
海
の
波
が
印
南
野
台
地
付
近
に
達
し
た
と

き
に
は
、
前
の
海
進
の
際
に
形
成
さ
れ
た
海
蝕
崖

お
よ
び
波
蝕
台
は
す
で
に
約
二

・
五
～
五
房
あ
ま

り
の
高
さ
に
あ
る
。
新
し
い
海
進
の
規
模

・
波
の

侵
食
力
が
、
以
前
の
海
進
と
同
じ
程
度
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
以
前
の
海
蝕
崖

。
波
蝕
台
部
分
に
は
到
達
で
き
ず
、
か

な
り
手
前
の
部
分
に
新
し
い
海
蝕
崖

・
波
蝕
台
を
つ
く
る
こ
と
に
な
ろ
う

（図
１
９
、　
ｘ
２
１
１
面
）
。

次
の
海
退
の
局
面
の
結
果
が
同
図
の
Ｘ
２
１
２
面
で
あ
る
。
続
い
て
の

~~~~海
成面

――――――
,可成面

条件
 奮普揖瞥響を索憂〒膀程変化 ]二,置三岳岳言丘写密暑雫濫す
基盤は大阪層群砂礫層    るものとして表現。

力!静争

図-9 海成段丘形成の模式図
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第一章 大地の成り立ち

温
暖
期
が

ｘ
３
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ

ロ
セ
ス
が
過
去
七
〇
万
年
以
上

も
反
覆
さ
れ
た
。
そ
の
す
べ
て
の
プ

ロ
セ
ス
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る

段
丘
地
形
が
小
野
市
域
の
東
端
縁
の

一
七
〇
房
の
台
地
面
か
ら
印
南
野
台

地
南
縁
の
海
成
段
丘
で
あ
る
こ
と
が
最
近
に
な

っ
て
わ
か

っ
た

（田
中
二

〇
〇

一
）。

東
灘
に
お
け
る
地
形
の
形
成
環
境

以
上
に
お
い
て
は

一
般
論
と
し
て
の
気
候
変
化
と
そ
れ
に
関
連
し
て
起

こ
る
現
象
を
述
べ
て
き
た
。
以
下
で
は
第

一
章
を
記
述
す
る
に
当
た

っ
て

の
東
灘
固
有
の
地
形
の
形
成
環
境
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
こ

こ
で
扱
う
大
地
の
地
形
的

・
地
質
的
背
景
、
対
象
と
す
る
年
代
の
範
囲
、

こ
の
付
近
の
地
盤
隆
起
の
事
情
と
土
砂
生
産
の
問
題
で
あ
る
。

地
形
的

。
地
質
的
背
景
を
ま
ず
見
よ
う
。
本
山
山
地
は
打
越
山

（四
八

〇
房
）

・
七
兵
衛
山

（四
六
二
房
）

・
金
鳥
山

（三
二
八
房
）
の
山
山
か

ら
な
る
。
そ
れ
ら
の
山
地
を
構
成
し
て
い
る
岩
石
は
六
甲
山
の
他
の
部
分

が
六
甲
花
商
岩
や
布
引
花
商
閃
緑
岩
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
山
地
は
こ

れ
ら
の
花
蘭
岩
系
の
岩
石
の
上
に
丹
波
層
議
と
い
う
中

・
古
生
界※
の
地
層

が
重
な
り
、
山
地
の
表
面
の
主
要
部
分
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

岩
石
は
頁
岩
や
頁
岩

・
砂
岩
互
層
で
、
非
常
に
堅
硬
な
岩
石
で
あ
る
。

こ
の
付
近
に
お
い
て
大
地
が
隆
起
し
て
い
る
こ
と
は
山
際
の
段
丘
分
布

で
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
隆
起
速
度
は
そ
れ
ら
の
段
丘
地
形
か
ら
は
、

六
甲
花
商
岩
…
六
甲
山
を
構
成
し
て
い
る
花
南
岩
の
内
、
中
心
部
を
占
め
る

黒
雲
母
花
南
岩
。

布
引
花
商
閃
緑
岩
…
六
甲
山
南
西
側
の
山
裾
ぞ
い
に
分
布
し
て
い
る
、
角
閃

石
を
多
く
含
む
花
南
岩
系
の
岩
石
。

丹
波
層
群
‥
東
灘
背
後
の
山
頂
に
分
布
し
て
い
る
中

・
古
生
代
の
地
層
。

中

・
古
生
界
…
古
生
代
か
ら
中
生
代
に
か
け
て
の
地
層
。

頁
岩

・
砂
岩
互
層
…
頁
岩
層
と
砂
岩
層
が
何
回
か
繰
り
返
し
重
な

っ
て
い
る

状
態
。

Ｍ

ａ
‐２
層
…
最
終
間
氷
期
、　
〓

一～

一
三
万
年
前
に
最
盛
期
が
あ

っ
た
温
暖

期
に
大
阪
湾
に
堆
積
し
た
粘
土
層
。

ま
だ
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
山
地
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、　
一

〇
〇
〇
年
に
二
五
カ
ン
房
と
い
う

（宮
田
一
九
八
八
）。

前
掲
の
図
１
６
、
東
西
方
向
柱
状
図
断
面
⑬
で
の
高
橋
川
河
日
付
近
の

０
０
３
ボ
ー
リ
ン
グ
に
は
、

マ
イ
ナ
ス
四
二
～

マ
イ
ナ
ス
四
七
房
の
深
さ

に
厚
さ
五
材
程
度
の
頭
著
な
粘
土
層
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
粘
土
層
は
神
戸

の
沖
合
い
の
地
下
に
連
続
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
、
約

一
〇
万
年
前
頃
の

最
終
間
氷
期
の
海
進
期
の
海
成
粘
土
層
と
し
て
知
ら
れ
、
Ｍ

ａ
ｌ２
と
呼
ば

れ
て
い
る

（神
戸
の
地
盤
研
究
会

一
九
九
九
）。

一
方
、
一扇
状
地
は
筆
者
の
県
内
各
地
に
お
け
る
山
麓
の
堆
積
地
形
の
調

査
の
経
験
か
ら
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
庄
低
地
の
そ
れ
ら
は
最
終

氷
期
前
後
か
ら
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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第一章 大地の成り立ち

以
上
、
こ
の
本
庄
低
地
に
直
接
的
に
関
係
す
る
身
近
な
範
囲
、
身
近
な

地
層
と
地
形
、
そ
れ
ら
か
ら
こ
の
低
地
の
地
形
発
達
を
考
え
る
年
代
的
範

囲
は
約
二
〇
万
年
前
以
降
と
考
え
、
そ
の
間
の
発
達
史
を
ま
と
め
よ
う
。

五
節
　
本
庄
低
地
に
お
け
る
地
形
発
達
史

間
氷
期
、
Ｍ

ａ
ｌ２
層
の
堆
積

約

一
〇
万
年
前
、
本
庄
低
地
の
地
下
、

マ
イ
ナ
ス
四
〇
房
余
り
の
深
さ

で
は
海
水
が
ひ
た
ひ
た
と
寄
せ
て
お
り
、
波
の
下
で
は
、
後
に
Ｍ

ａ
ｌ２
層

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
な
細
粒
の
シ
ル
ト
や
粘
土
が
、
そ
し
て
山
側
で
は

砂
礫
や
砂
が
堆
積
し
て
い
た
。
そ
の
頃
の
山
側
の
地
表
は
、
ま
だ
は

っ
き

り
と
は
判

っ
て
い
な
い
が
、
山
際
の
数
段
の
段
丘
等
は
す
で
に
形
成
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
図
１
５
の
南
北
方
向
柱
状
図
断
面
の
い
、
②
の

山
側
２
扇
状
地
礫
層
下
の
地
層
が
お
そ
ら
く
当
時
の
堆
積
物
で
あ
ろ
う
。

最
終
氷
河
期
の
地
形
形
成
―
六
甲
山
地
内
で
の
上
砂
生
産

気
候
が
間
氷
期
か
ら
次
の
最
後
の
寒
冷
期
に
移
り
は
じ
め
、
Ｍ

ａ
ｌ２
層

を
堆
積
さ
せ
て
い
た
海
が
ひ
き
始
め
る
。
断
層
活
動
に
よ
り
著
し
く
破
砕

部
分
を
伴
い
つ
つ
急
速
に
隆
起
し
て
い
た
六
甲
山
地
の
花
商
岩
は
、
ま
た

そ
れ
故
に
、
風
化
も
進
み
、
侵
食
さ
れ
や
す
い
山
と
な

っ
て
い
た
。
六
甲

山
地
は
、
海
に
近
く
急
勾
配
な
河
川
に
よ

っ
て
激
し
く
侵
食

・
開
析
さ
れ

て
、
大
量
の
砂
礫
を
生
産
し
や
す
か

っ
た
。
気
候
変
化
と
と
も
に
訪
れ
た

寒
冷
期
に
は
、
植
生
が
相
対
的
に
貧
弱
な
時
期
の
山
地
環
境
に
も
恵
ま
れ

て
、
花
商
岩
は
凍
結

・
破
砕
さ
れ
て
、
容
易
に
大
量
の
土
砂
生
産
を
行

っ

た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
谷
底
に
大
量
に
貯
留
さ
れ
、
ま
た
、
山
地
の
外
部

へ
と
送
り
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
中
で
も
住
吉
川
の
谷
日
に
は
大
き
な
扇

状
地
を
大
き
く
広
く
形
成
し
た
。

氷
期
前
半

・
後
半
の
扇
状
地
の
形
成

そ
の
扇
状
地
は
、
白
鶴
美
術
館
付
近
を
最
上
流
部
と
す
る
住
吉
川
右
岸

側
、
最
上
段
２
局
状
地
、
氷
期
前
半

（
ｆｌ
）
扇
状
地
と
考
え
る
。
本
山
山

地
に
発
す
る
大
谷
川

・
八
幡
谷

。
権
現
谷

・
高
橋
川
な
ど
の
谷
日
に
も
氷

期
前
半

（且
）
期
の
扇
状
地
が
東
灘
の
低
地
の
全
面
に
広
が
り
、
そ
の
砂

礫
質
の
堆
積
物
は
低
地
を
覆

っ
た
。

寒
冷
期
中
の
温
暖
期
を
挟
ん
で
、
同
じ
く
寒
冷
期
後
半
２
扇
状
地
が
形

成
さ
れ
た
。
氷
期
後
半

（
ｆ２
）
扇
状
地
で
あ
る
。
前
の
時
期
の
且
扇
状
地

を
削

っ
て
そ
の

一
段
下
側
、
ま
た
、
下
流
側
の
低
地
に
形
成
さ
れ
た
。
こ

の
時
期
の
山
麓
の
堆
積
地
形
で
あ
る
麓
屑
面
や
扇
状
地
は
県
下
に
広
い
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
東
灘
低
地
の
氷
期
後
半

（
ｆ２
）
扇
状
地
の
特
徴
は
急

傾
斜
な
表
面
を
も

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
寒
冷
期
中
で
も
海
水
面
が

一
番
下

が

っ
た
と
い
う
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
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表-2 本庄地域および周辺の地形と形成年代・構成層

地 域 の 地 形 区 分

注 1)最上辺の 4はその地形が、 1′000年前以降も形成が継続。

注 2)播磨地区で地形形成年代を示す火山灰 (田 中・野村、1992)。

注 3)段丘の形成年代は周辺地域との関連から推定。

地層区分

および

海  成

粘 土 層

火山灰
注2)

(播磨)

天
丼
川

砂
州

図

沿
岸
低
地

沖
　
積
　
層

▲
‐
‐
‐
Ａ４

　

Ａ３
　
Ａ２
　

　

Ａｌ

Ｐ

Ｕ２
Ｍｓ

　

ＡＴ

上

部

更

新

砂

礫

層

lfl

扇
状
地

lT4

1T3

段 注3)

丘

中

部

更

新

砂

礫

層
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第一章 大地の成り立ち

こ
れ
ら
扇
状
地
を
作
る
砂
礫
層
、
扇
状
地
礫
層
は
図
１
３
　
住
吉
川
扇

状
地
の
地
質
断
面
に
Ｉ
、
Ⅱ
層
と
し
て
示
さ
れ
る
。
図
１
６
　
東
西
方
向

柱
状
図
断
面
⑥
で
見
る
と
、
Ｍ

ａ
ｌ２
層
の
上
に
、
標
高

マ
イ
ナ
ス
一
三
～

四
材
以
下
の
深
度
に
Ｎ
値
の
大
き
い
砂
礫
層
が
厚
く
堆
積
し
て
い
る
。
こ

の
砂
礫
層
が
氷
期
前
半

（
ｆｌ
）
、
氷
期
後
半

（
ｆ２
）
扇
状
地
を
作

っ
た
時

期
、
最
終
氷
期
の
堆
積
物
で
あ
る
。
こ
の
厚
い
砂
礫
層
は
細
粒
層
が
合
ま

れ
る
部
分
、
あ
る
い
は
Ｎ
値
な
ど
に
よ

っ
て
三
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
上
の
情
報
は
な
く
、
こ
の
砂

礫
層
を
氷
期
前
半

（
ｆｌ
）
、
氷
期
後
半

（
ｆ２
）
期
に
細
分
す
る
こ
と
は
控

え
た
。
ま
た
、
こ
の
地
下
の
砂
礫
層
を
段
丘
層
と
記
し
て
あ
る
場
合
も
あ

る
が
、
必
ず
し
も
最
初
か
ら
段
丘
堆
積
層
と
し
て
堆
積
し
た
も
の
で
は
な

い
。
通
常
の
氷
期
の
氾
濫
原
堆
積
物
で
あ
り
、
た
だ
河
川
沿
い
で
は
、
次

の
時
期
の
河
川
の
切
り
込
み
に
よ

っ
て
段
丘
化
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
に

す
ぎ
な
い
。

本
庄
低
地
の
扇
状
地

こ
こ
で
東
灘
と
そ
の
周
辺
の
地
形
分
類
図

（図
１
２
）
と
本
庄
低
地
の

三
本
の
南
北
方
向
の
柱
状
図
断
面

（図
１
５
）
を
見
よ
う
。
本
庄
低
地
そ

の
も
の
の
扇
状
地
は
小
さ
く
、
堆
積
物
も
薄
い
。
住
吉
川
下
流
で
見
た
よ

う
な
壮
大
な
扇
状
地
地
形
お
よ
び
厚
生
扇
状
地
礫
層
は
な
い
。
そ
の
理
由

は
背
後
の
本
庄
山
地
に
あ

っ
て
、
地
形
的

・
地
質
的
背
景
で
述
べ
た
こ
と

に
あ
る
。
背
後
の
山
地
は
丹
波
層
群
と
い
う
中

・
古
生
界
の
地
層
が
重
な

り
、
非
常
に
堅
硬
な
岩
石
で
あ
る
。
こ
の
岩
石
は
花
商
岩
と
違

っ
て
風
化

・

侵
食
さ
れ
に
く
く
、
大
量
の
土
砂
も
作
ら
れ
が
た
い
。
し
た
が

っ
て
扇
状

地
は
作
ら
れ
に
く
い
。
ま
た
、
山
地
の
ブ

ロ
ッ
ク
自
体
も
小
さ
く
、
川
が

短
小
で
流
域
面
積
が
小
さ
く
、
流
さ
れ
て
く
る
土
砂
も
少
な
く
、
そ
の
点

か
ら
も
大
き
な
扇
状
地
は
形
成
さ
れ
が
た
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

晩
氷
期

（ｆ３
）
扇
状
地
の
形
成
期

一
万
八
〇
〇
〇
年
前
の
最
終
氷
期
の
寒
冷
期
の
頂
点
が
過
ぎ
、
気
候
は

温
暖
化

へ
と
向
か
う
。
い
わ
ゆ
る
晩
氷
期
に
な
る
。
寒
気
は
次
第
に
ゆ
る

み
降
水
量
が
増
え
る
時
期
で
あ
る
。
県
下
の
山
麓
に
は
こ
の
時
期
、
約

一

万
六
〇
〇
〇
年
前
頃
以
降
に
形
成
さ
れ
た
麓
屑
面
Ⅲ
面
や
扇
状
地
が
広
い
。

晩
氷
期

（ｆ３
）
一扇
状
地
が
形
成
さ
れ
た
時
期
で
、
図
１
２
で
も
広
く
分
布

し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
低
地
を
流
れ
て
い
た
河
川
は
先
の
寒
冷
期
に
堆

積
し
た
大
量
の
砂
礫
層
を
削
り
込
み
、
そ
れ
を
よ
り
下
流
側
に
送
り
、
ま

た
堆
積
さ
せ
る
。
図
１
３
　
住
吉
川
扇
状
地
の
断
面
に
お
け
る
Ⅲ
層
で
あ

る
。
ま
た
、
さ
ら
に
下
流
側
で
は
、
相
対
的
に
豊
か
な
水
量
の
河
水
は
砂

礫
層
中
に
谷
を
穿
ち
、
両
岸
に
は
河
岸
段
丘
地
形
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
は
後
に
、
海
進
期
の
堆
積
物
に
覆
わ
れ
、
地
下
の
埋
積
谷
と
な
り
、
河

岸
は
埋
没
段
丘
と
な
る
。
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沖
積
基
底
礫
層

す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
、
こ
の
本
庄
低
地
で
は
最
終
氷
期
の
地
表
面
を

構
成
し
て
い
た
砂
礫
層
を
切
り
こ
ん
で
谷
が
入
り
、
河
川
沿
い
は
階
段
状

の
地
形
と
な

っ
た
。
こ
れ
が
段
丘
で
あ
る
。
気
候
の
温
暖
化
と
と
も
に
海

進
が
始
ま
り
河
谷
は
埋
め
ら
れ
て
い
く
。
図
１
５
、
６
の
各
断
面
に
お
け

る
Ａ
ｌ
砂
層
が
堆
積
し
た
。
Ａ
と
層
の
最
下
部
に
は
谷
を
刻
ん
だ
川
に
よ

る
、
海
進
直
前
の
砂
礫
堆
積
物
が
残
さ
れ
る
。
こ
れ
が
沖
積
基
底
礫
層
で

あ
る
。
図
１
６
の
⑥
断
面
の
埋
積
河
谷
中
の
砂
礫
層
が
そ
れ
に
当
た
る
。

扇
状
地
の
段
丘
化

何
故
、
段
丘
は
何
段
に
も
形
成
さ
れ
、
そ
し
て
高
所
に
あ
る
も
の
が
古

い
の
か
。
何
故
、
扇
状
地
が
段
化
す
る
の
か
。
古
い
扇
状
地
ほ
ど
よ
り
上

流
側
に
、
よ
り
急
勾
配
で
、
よ
り
厚
い
堆
積
物
で
形
成
さ
れ
る
の
は
何
故

か
。こ

こ
で
第
四
節
で
見
た
、
印
南
野
台
地
の
海
成
段
丘
の
形
成
を
振
り
返

っ

て
見
よ
う
。
温
暖
化
に
よ

っ
て
上
昇
し
て
き
た
海
水
面
の
波
に
よ

っ
て
大

地
の
前
縁
は
洗
わ
れ
、
波
の
前
面
で
は
波
蝕
に
よ

っ
て
海
蝕
崖
が
、
波
の

下
で
は
波
蝕
台
が
形
成
さ
れ
る
。
波
蝕
台
の
上
に
は
海
岸
か
ら
の
距
離
に

応
じ
て
岸
辺
で
は
砂
が
、
離
れ
る
に
し
た
が

っ
て
シ
ル
ト

・
粘
土
な
ど
が

堆
積
す
る
。
時
間
の
経
過
に
つ
れ
て
海
蝕
崖
と
そ
れ
に
続
く
河
岸
段
丘
崖

は
内
陸
側
に
入
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て
河
成
の
平
坦
地
も
内
陸
側

へ
広
が

っ

て
い
く
。

気
候
変
化
に
と
も
な
う
寒
冷
化
は
海
退
の
局
面

へ
と
変
化
し
、
海
岸
線

は
沖
合
い
へ
後
退
す
る
。
そ
の
後
退
す
る
海
水
面
を
追
う
よ
う
に
、
河
成

の
地
表
面
が
伸
び
て
い
く
。

再
び
温
暖
期
と
な
り
海
進
が
始
ま
る
。
し
か
し
、
そ
の
海
進
が
再
び
こ

の
東
灘
の
海
岸
付
近
に
到
達
す
る
ま
で
に
は
、
ミ
ラ
ン
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
し

た
が
え
ば
、
す
で
に
約
二

。
一
万
年
の
年
月
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
の
間

も
、
六
甲
山
近
辺
で
は
、　
一
〇
〇
〇
年
に
二
五
売
ン
房
の
値
で
隆
起
が
続
い

て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
新
し
い
海
の
波
が
こ
の
付
近
に
到
達
し
た
時
に

は
、
前
回
の
海
進
に
比
べ
大
地
は
す
で
に
五
房
あ
ま
り
上
昇
し
て
い
る
。

そ
れ
故
、
い
ろ
ん
な
条
件
が
前
回
の
海
進
と
同
じ
と
す
れ
ば
、
海
水
面
の

上
昇
に
よ
る
波
の
到
達
点
は
か
な
り
手
前
の
部
分
で
終
わ

っ
て
し
ま
う
。

関
連
す
る
海
蝕
崖
そ
の
他
の
地
形
も
よ
り
海
側
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
新
旧
の
地
形
の
間
に
で
き
た
、
崖
で
境
さ
れ
る
階

段
状
の
地
形
、
段
丘
が
形
成
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
波
が
寄
せ
て
く
る
大
地
が
仮
Ｌ
扇
状
地
で
あ

っ
て
も
、
同
じ

様
な
形
成
機
構
が
働
き
、
段
丘
化
し
た
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
し
て

大
地
が
扇
状
地
と
い
う
傾
斜
し
た
部
分
で
あ
る
の
で
な
お
さ
ら
、
手
前
で

海
辺
は
終
わ
ろ
う
。

気
候
変
化
に
と
も
な
う
新
し
い
環
境
下
に
お
け
る
新
し
い
扇
状
地
は
既
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存
の
古
い
扇
状
地
を
侵
食
し
て
扇
状
地
上
を
流
れ
る
水
路
沿
い
に
崖
を
作

り
、
そ
こ
を
削

っ
た
土
砂
と
山
地
か
ら
新
た
に
供
給
さ
れ
た
土
砂
が
加
わ

っ

て
、
よ
り
下
流
側
に
、
よ
り
緩
勾
配
で
広
く
、
か
つ
薄
い
堆
積
物
を
も
つ

扇
状
地
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
大
地
の
隆
起
と
と
も
に
、
古
い
も
の

ほ
ど
高
位
置
に
も
ち
上
げ
ら
れ
、　
一
方
、
新
し
い
も
の
が
河
道
沿
い
に
よ

り
低
く
形
成
さ
れ
る
。

た
だ
平
地
の
河
川
に
比
べ
、
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
る
山
麓
部
で
は
河
川

勾
配
が
急
で
あ
る
た
め
侵
食
作
用
は
強
く
働
き
、　
一
方
、
河
床
に
は
削
り

に
く
い
岩
盤
が
し
ば
し
ば
露
出
す
る
な
ど
、
地
点
ご
と
の
変
化
が
激
し
い
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
部
分
で
形
成
さ
れ
る
扇
状
地
は
表
面
傾
斜
、
大
き
さ
、

形
状
、
堆
積
物
の
厚
さ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
多
様
性
に
富
ん
だ
も
の
に
な

る
。
し
か
し
、
形
成
の

一
般
則
と
し
て
は
右
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

寒
冷
期
か
ら
後
氷
期
へ
続
く
上
砂
堆
積

写
真
は
住
吉
川
上
流
の
西
滝
が
谷
に
お
け
る
写
真
で
あ
る
。
こ
の
写
真

の
上
部
に
は
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
が
層
状
に
入

っ
て
い
る
。
こ
の
火
山
灰
は

七
三
〇
〇
年
前
に
九
州
喜
界
が
島
付
近
に
あ

っ
た
火
山
の
大
爆
発
に
よ

っ

て
、
全
国
的
に
ば
ら
ま
か
れ
た
有
名
な
火
山
灰
で
あ
る
。
こ
の
存
在
に
よ

っ

ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
…
南
九
州
の
火
山
か
ら
約
七
三
〇
〇
年
前
に
全
国
的
に
降

り
そ
そ
い
だ
火
山
灰
。

て
、
そ
れ
よ
り
上
の
砂
礫

層
が
、
こ
こ
六
〇
〇
〇
～

七
〇
〇
〇
年
前
以
降
の
、

す
な
わ
ち
縄
文
海
進
期
以

降
の
あ
る
時
期
ま
で
の
山

中
で
の
堆
積
物
で
あ
る
。

そ
の
下
部
に
も
、
そ
し
て

そ
の
す
ぐ
下
流
側
に
も
よ

り
古
い
時
期
の
砂
礫
層
が

厚
く
堆
積
し
て
い
る
状
況

が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

堆
積
物
が
段
丘
化
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の

地
点
で
は
現
在
は
侵
食
期

に
入

っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
あ

っ
た
堆
積
物
は
下
流
側
の
完
新
世

前
半

（
ｆ４
）
、
現
成

（
ｆ５
）
の
扇
状
地
の
形
成
に
あ
ず
か

っ
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
こ
の
六
甲
山
地
内
に
今
も
あ
る
砂
礫
量
は
莫
大
な
も
の
で
、

こ
れ
は
播
磨
各
地
の
流
紋
岩
山
地
で
は
見
ら
れ
な
い
花
商
岩
山
地
で
の
上

砂
生
産
の
多
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 写真-2 住吉川上流西滝が谷を埋める砂礫層

(白矢印間に見える細粒層部分がアカホヤ火山灰)

-25-



縄
文
海
進
の
時
代
　
本
庄
低
地
の
粘
土
層

約
六
〇
〇
〇
～
七
〇
〇
〇
年
前
に
始
ま
る
温
暖
期
、
縄
文
海
進
時
に
は
、

本
庄
低
地
に
海
が
入

っ
て
き
た
。
こ
こ
は
西
の
住
吉
川
、
東
の
芦
屋
川
の

そ
れ
ぞ
れ
が
激
し
く
吐
き
出
す
土
砂
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
大
扇
状
地
に
挟

ま
れ
た
、
丁
度
、
入
り
海
の
よ
う
な
場
所
だ

っ
た
。
こ
の
低
地
は
本
山
山

地
か
ら
の
河
川
に
よ
る
土
砂
の
大
き
な
流
入
も
な
く
、
比
較
的
静
穏
な
環

境
で
あ
り
、
細
か
な
シ
ル
ト
と
砂
質
の
堆
積
物
が
厚
く
堆
積
し
た
。
柱
状

図
断
面
に
お
け
る
Ａ
ｌ
砂
層
、
Ａ
２
シ
ル
ト
層
の
堆
積
で
あ
る
。
波
打
ち

際
で
は
す
で
に
そ
こ
に
あ

っ
た
扇
状
地
を
削

っ
て
砂
が
た
ま
り

（Ａ
ｌ
砂

層
）
、
海
進
の
最
盛
時

へ
と
海
が
内
陸
側
に
入
り
込
む
に
し
た
が

っ
て
そ

の
地
点
は
水
深
を
増
し
て
粘
上
が
溜
ま
る
と
こ
ろ
と
な
る

（Ａ
２
シ
ル
ト

層
）
。
逆
の
局
面
に
な
り
海
が
下
が
り
始
め
る
と
、
再
び
水
深
は
小
さ
く

な
り
、
砂
質
部
分
が
多
く
な
る

（Ａ
３
砂
層
）
。
し
か
し
ま
だ
海
面
下
で
、

堆
積
物
中
に
は
貝
殻
片
を
合
ん
で
い
る
。
Ａ
２
シ
ル
ト
層

。
Ａ
３
砂
層
は
、

図
５
、
６
の
南
北
、
東
西
両
断
面
と
も
厚
く
、
顕
著
な
地
層
と
し
て
側
方
、

東
西
方
向

へ
よ
く
連
続
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
部
分
が
海
面
下
と
い
う

安
定
し
た
環
境
下
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
庄
低
地
に
お
い
て
、

こ
の
両
者
が
分
布
す
る
範
囲
は
、
天
上
川
の
西
、
住
吉
川
に
近
い
部
分
を

除
い
た
、
ほ
ぼ
国
道
二
号
線
付
近
か
ら
南
側
と
い
う
こ
と
が
両
断
面
図
か

ら
判
る
。
地
形
分
類
図
上
で
い
う
と
、　
一
部
に
現
成
扇
状
地
の
下
を
合
ん

同
時
異
相
…
近
接
し
た
異
な
る
場
所
で
同
時
に
堆
積
し
た
地
層
が
違

っ
た
層

相
を
示
す
場
合
。

だ
河
成
低
地
の
下
と
い
う
広
さ
で
あ
る
。

完
新
世
の
地
形
と
堆
積
物

Ａ
２
シ
ル
ト
層

・
Ａ
３
砂
層
に
続
く
内
陸
側
の
地
層
は
、
細
粒
物
か
ら

砂
礫
の
粗
粒
物
ま
で
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
地
層
に
お
け

る
同
時
異
相
の
関
係
で
あ
る
。　
一
方
が
海
面
下
と
い
う

一
定
の
環
境
下
で

堆
積
し
た
の
に
対
し
、
同
じ
時
期
、
そ
こ
は
陸
上
部
の
扇
状
地
の
末
端
に

当
た
り
、
ち
ょ
っ
と
山
地
で
雨
が
降
る
と
土
砂
が
流
さ
れ
て
く
る
と
い
う
、

非
常
に
不
安
定
な
環
境
下
に
あ

っ
て
、
時
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

堆
積
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
扇
状
地
上
の
河
川
が
流
路

を
し
ば
し
ば
変
え
る
こ
と
を
日
常
的
に
知

っ
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
本
庄
低
地
周
辺
で
は
そ
れ
ま
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
扇
状
地

は
増
大
し
た
流
水
に
削
ら
れ
、
下
流
側
に
新
し
い
扇
状
地
を
作

っ
た
。
そ

れ
が
ｆ４
の
後
氷
期
扇
状
地
と
考
え
ら
れ
る
。

両
断
面
図
で
は
Ａ
４
層
と
い
う
、
砂
層

・
礫
層
が
堆
積
し
て
い
る
。
と

く
に
礫
層
部
分
が
顕
著
に
連
続
し
て
い
る
。
海
退
期
に
入
り
、
河
川
が
顕

者
に
砂
礫
を
流
送
し
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
に
か
そ
の
他
の
環
境
の

変
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
か
、
詳
細
は
判
ら
な
い
。
続
い
て
地
表
部
に
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は
Ａ
５
砂
層
が
堆
積
し
て
い
る
。
山
際
で
は
複
雑
な
扇
状
地
礫
層
と
し
て
、

低
地
部
分
で
は
砂
層
と
し
て
、
沿
岸
の
砂
州
部
分
で
は
砂
層
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
扇
状
地

。
河
成
低
地

。
沿
岸
砂
州
の
部
分
と
い
う
堆
積
環
境
に

し
た
が

っ
て
、
同
時
異
相
の
関
係
で
表
層
物
質
が
堆
積
し
て
い
っ
た
。

五
助
橋
ダ
ム
の

一
夜
の
堆
砂

こ
の
よ
う
な
莫
大
な
量
の
山
地
中
に
貯
留
さ
れ
た
土
砂
は
、
続
く
温
暖

期
に
下
流

へ
流
送
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、　
一
つ
の
分
か
り
や
す
い

写
真
１
３
　
五
助
橋
ダ
ム
の
昭
和
４２
年
災
害
に
よ
る
堆
砂
前

（上
）
と
後

（下
）

（国
土
交
通
省

・
六
甲
砂
防
工
事
事
務
所
蔵
）

例
が
あ
る
。
昭
和
四
十
二
年
の
豪
雨
の
際
に
は
、
昭
和
十
二
年
の
大
水
災

後
、
建
設
さ
れ
、
長
く
砂
礫
が
貯
留
す
る
こ
と
も
な
く
無
用
の
長
物
視
さ

れ
て
い
た
住
吉
川
上
流
の
五
助
橋
ダ
ム
は
、　
一
夜
に
し
て
莫
大
な
量
の
上

砂
が
堆
積
し
て
現
在
の
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
本
庄
低
地
は
、
過
去

一
〇
万
年
間
余
の
間
の
気
候
環
境
の

変
化
、
そ
れ
に
伴
う
水
文

・
地
形
環
境
の
変
化
に
応
じ
、
最
終
氷
期
に
は

山
際
に
氷
期
に
山
地
内
で
大
量
に
生
産
さ
れ
た
土
砂
を
中
心
に
し
て
扇
状

地
を
、
そ
し
て
海
際
に
は
砂
礫
質
の
河
成
平
地
を
つ
く
り
、
縄
文
海
進
時

に
は
同
じ
く
山
際
に
山
地
か
ら
の
新
た
な
土
砂
と
古
い
扇
状
地
を
削

っ
た

土
砂
に
よ
る
、
新
規
の
扇
状
地
を
、
本
庄
低
地
は
海
面
下
に
潜
り
、
海
退

と
と
も
に
そ
の
上
に
現
成
の
扇
状
地
や
河
成
低
地
を
上
乗
せ
し
て
、
現
在

に
至

っ
た
。
こ
れ
が
本
庄
低
地
に
お
け
る
最
近
の
地
形
発
達
で
あ
る
。

六
節
　
本
庄
低
地
に
お
け
る
地
形
と
災
害

昭
和
以
来
、
本
庄
低
地
は
数
度
の
大
変
な
自
然
災
害
を
受
け
た
。
こ
の

節
で
は
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
八
）
七
月
五
日
の
阪
神
大
水
害
と
、
未
だ

記
憶
も
生
々
し
い
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）

一
月
十
七
日
の
阪
神

・
淡
路

大
震
災
の
災
害
を
事
例
に
地
形
と
の
関
連
を
考
察
し
よ
う
。
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１
　
阪
神
大
水
害
の
場
合

昭
和
十
二
年
七
月
五
日
の
阪
神
大
水
害
の
際
の
こ
の
本
庄
低
地
の

洪
水
氾
濫
の
す
ご
さ
は
谷
崎
潤

一
郎
の

「
細
雪
」
の
描
写
で
有
名
で

あ
る
。
こ
の
水
災
の
状
況
を
客
観
的
に
記
録
し
て
い
る
も
の
に
甲
南

学
園
の
職
員

・
学
生
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た

「六
弔
南
麓
水
害
状
況
」

（
一
九
二
八
）
が
あ
る
。
こ
の
洪
水
図
の
う
ち
、
本
庄
低
地
部
分
を

取
り
上
げ
た
も
の
が

（図
１
１１
）
で
あ
る
。
こ
の
図
は
洪
水

・
氾
濫

の
状
況
を
、
「
水
害
も

っ
と
も
甚
だ
し
き
地
方

（家
屋
流
失
、
埋
没
、

全
壊
と

（被
害
最
大
）
、
「
水
害
甚
だ
し
き
地
方

（
二
材
以
上
浸
水
、

一
・
五
房
以
上
土
砂
堆
積
産

（被
害
大
）
、
「水
害
や
や
甚
だ
し
き
地

方

（床
上
浸
水
、　
一
。
五
房
以
下
土
砂
堆
積
と

（被
害
中
）
、
「水
害

を
蒙
り
た
る
地
方

（床
下
浸
水
、
土
砂
堆
積
僅
少
と

（被
害
小
）
の

四
段
階
に
分
け
て
図
示
し
て
あ
る
。
上
述
に
お
い
て

（　
）
は
筆
者

が
以
下
の
記
述
の
便
宜
の
た
め
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
と

図
１
２
　
東
灘
と
そ
の
周
辺
の
地
形
分
類
図
の
比
較
を
試
み
よ
う
。

「
被
害
最
大
」
区
域
は
、
住
吉
川
左
岸
側
、
現
成

（
ｆ５
）
扇
状
地

の
先
端
付
近
か
ら
あ
ふ
れ
で
た
洪
水
、
土
石
流
が
、
現
在
の
山
手
幹

線
道
路
付
近
で
下
流
側
の
完
新
世
前
半
期

（
ｆ４
）
の
扇
状
地
上

へ
も

溢
れ
出
、
Ｊ
Ｒ
を
過
ぎ
て
後
、
そ
れ
ら
の
現
成

（
ｆ５
）
、
完
新
世
前

半
の
両
扇
状
地
上
と
そ
の
外
側
の
凹
地
間
を
流
れ
下
り
、
国
道
二
号

‐ 家屋流失,埋没,金壊

躍饉覇 2m以上浸水,1.5m以上土砂堆積

圏 床上浸水,1.5m以下土砂堆積

□ 床下浸水,上砂堆積僅か

9     1甲0     2900

図-11 甲南学園作成の洪水氾濫図
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第一章 大地の成り立ち

線
ま
で
で
終
わ

っ
て
い
る
。

つ
い
で

「
被
害
大
」
の
部
分
は
、
上
記
、
土

石
流
流
下
の
外
周
で
あ
り
、
住
吉
川
沿
い
で
は
完
新
世
前
半
の
扇
状
地
の

部
分
か
ら
始
ま
り
、
下
流
で
は
現
成
扇
状
地
上
に
お
よ
ぶ
。
た
だ
、
下
流

で
は
魚
崎
北
六
丁
目
お
よ
び
二
丁
目
、
八
幡
神
社
付
近
に
は
、
洪
水
流
の

中
州
の
よ
う
に
な
り
、
「
被
害
中
」
地
区
と
被
害
が
低
く
な

っ
て
い
る
。

こ
の
土
石
流
の
山
側
部
分
で
は
山
際
の
晩
氷
期
扇
状
地
の
側
端
部
分
を
か

す
め
て
下

っ
て
い
る
。
下
流
で
は
天
上
川
右
岸
の
現
成
扇
状
地
と
旧
流
路

を
伝
い
、
魚
崎
北
五
丁
目
お
よ
び

一
丁
目
を
経
て
現
在
の
阪
神
高
速
道
ま

で
流
下
し
て
い
る
。
「
被
害
中
」
は

「
被
害
大
」
地
区
の
さ
ら
に
外
周
部

を
流
下
し
、
天
上
川
沿
い
の
河
成
低
地
を
流
れ
て
区
立
魚
崎
中
学
校
付
近

で
湛
水
し
、
砂
州
の
切
れ
目
を
海

へ
流
れ
出
た
。
ま
た
、
要
玄
寺
川

。
高

橋
川
の
合
流
部
に
芦
屋
川
下
流
か
ら
の
洪
水
水
が
合
体
し
、
深
江
付
近
に

「
被
害
中
」
地
区
を
作
り
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
豪
雨
に
際
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
大
水
災
か
ら
無
傷
の

地
区
も
あ
る
。
そ
れ
は
阪
急
岡
本
駅
南
東
方
向
の
要
玄
寺
川
右
岸
側
、
阪

神
深
江
駅
北
東
方
向
の
本
庄
町

一
・
三
丁
目
、
深
江
北
二

・
三
丁
目
、
沿

岸
砂
州
部
分
お
よ
び
住
吉
川

・
芦
屋
川
下
流
の
天
丼
川
部
分
で
あ
る
。
そ

れ
ら
は
洪
水
流
を
運
ぶ
河
川
か
ら
離
れ
た
河
間
地
と
砂
州
、
天
丼
川
と
い

う
微
高
地
上
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

前
述
し
た
の
こ
の
地
区
の
大
水
害
の
根
元
と
な

っ
た
住
吉
川
と
は
別
個

渓
岸
崩
壊
…
山
地
中
な
ど
、
渓
流
沿
い
に
起
こ
る
崩
壊

さ
ざ
波
現
象
…
阪
神
淡
路
大
地
震
の
際
、
先
発
の
地
震
波
が
六
甲
山
に
ぶ
つ

か
り
反
射
し
、
後
続
の
地
震
波
と
ぶ
つ
か
り
、
干
渉
し
あ

っ
て
増
幅
さ
れ
、

そ
の
部
分
で
被
害
が
大
き
く
な

っ
た
と
い
う
説
。
丁
度
、
渚
の
さ
ざ
波
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
言
葉
が
生
ま
れ
た
。

伏
在
断
層
…
地
下
に
存
在
が
予
想
さ
れ
る
断
層
。

に
、
天
上
川
の
源
流
部
に

「
被
害
最
大
」
地
が
三
カ
所
見
え
る
。
こ
れ
は

位
置
か
ら
見
て
豪
雨
に
伴
う
渓
岸
崩
壊
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

崩
壊
に
よ
る
土
砂
流
は
そ
の
崩
壊
地
直
下
の
岡
本
七
丁
目
付
近
の
山
麓
の

氷
期
前
半

（
ｆｌ
）
。
氷
期
後
半

（
ｆ２
）
扇
状
地
上
に
溢
れ
出
、
そ
の
部
分

を

「
被
害
大

。
中
」
の
地
区
に
し
て
い
る
。

以
上
に
本
庄
低
地
と
昭
和
十
二
年
災
害
と
の
関
連
を
見
て
き
た
。
地
形

区
分
と
被
害
の
程
度
と
が
密
接
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
こ
れ
ら
の
扇
状
地
を
は
じ
め
と
す
る
本
庄
地
域
の
地
形
が
元
来
、

土
石
流
な
ど
の
洪
水
流
の
反
覆
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら

当
然
と
も
い
え
る
。

２
　
阪
神

。
淡
路
大
震
災
の
場
合

前
項
に
お
い
て
は
本
庄
地
域
に
お
け
る
阪
神
大
水
害
の
状
況
を
地
形
区

別
に
見
て
き
た
が
、
以
下
に
は
今
回
の
震
災
に
お
け
る
建
築
物
と
地
形
区
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間
の
関
連
を
検
討
し
よ
う
。
先
の
地
震
直
後
、
木
造
家
屋
の
被
災
状
況
か

ら
、
神
戸
市
中
部
か
ら
当
低
地
の
北
部
を
通
過
し
て
西
宮
市
北
西
部
に
続

く
災
害
激
震
地
が
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
は

「
震
災
の
帯
」
と
称
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
そ
の
地
下
に
は

「
伏
在
断
層
が
存
在
す
る
」
、
「地
震
波
の
さ
ざ
波

現
象
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
説
か
れ
た
。

し
か
し
、
地
震
直
後
の
被
災
状
況
の
把
握
は
必
ず
し
も
当
を
得
た
も
の

で
は
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
な
問
題
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
筆
者
ら

（
田

中
員
吾

・
辻
村
紀
子
）
は
そ
の
原
因
を
尋
ね
る
た
め
に
は
、
ま
ず
被
害
の

実
態
を
正
確
に
知
る
必
要
が
あ
る
と
、
上
述

「
震
災
の
帯
」
と
さ
れ
た
地

域
の
中
か
ら
三

つ
の
地
区
を
選
び
、
そ
こ
で
の
建
築
物
被
害
の
実
態
調
査

を
行

っ
た
。
ま
た
そ
の
結
果
と
地
形
と
の
関
連
も
考
察
し
た

（田
中

・
辻

村

一
九
九
七
、　
一
九
九
九
）
。
そ
の
地
区
の

一
つ
に
当
本
庄
地
域
が
あ
る
の

で
、
以
下
に
は
そ
の
大
要
を
述
べ
る
。

対
象
と
し
た
地
区
は
、
北
は
山
地
際
か
ら
南
は
旧
海
岸
線
ま
で
、
西
の

限
界
は
籾
取
筋
、
東
を
ほ
ば
芦
屋
市
域
と
の
境
界
と
す
る
範
囲
で
あ
る
。

図
１
１２
の
本
庄
地
域
微
地
形
区
分
図
は
図
１
２
　
東
灘
と
そ
の
周
辺
の

地
形
分
類
図
の
本
庄
地
区
部
分
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
地
区
の
地
形
は
、

山
地
際
よ
り
山
地
あ
る
い
は
段
丘
を
改
変
し
た
人
工
改
変
地

（図
１
１２
の

Ａ
）
・
段
丘

（図
１
１２
の
Ｔ
３
、
４
）
ｏ
新
旧
の
扇
状
地

（図
１
１２
の
６
～

１０
）
。
河
成
低
地

・
古
流
路

（図
１
１２
の
■
、

１２
）
・
砂
州

（図
１
１２
の
１３
）
。

沿
岸
低
地

（図
１
１２
の
５０
）
か
ら
な
る
。
地
形
区
分
は
前
述
し
た
よ
う
に
、

同

一
性
状
を
も

つ
表
層
地
質
の
分
布
範
囲

ｏ
そ
の
厚
さ
、
そ
の
地
下
水
の

賦
存
状
況
な
ら
び
に
そ
の
水
位
の
深
浅
な
ど
、
地
盤
条
件
の
多
く
を
端
的

に
総
括
し
て
表
現
し
、
被
害
と
の
関
連
を
明
確
に
す
る
と
考
え
る
か
ら
で

あ
る
。

建
築
物
に
つ
い
て
の
調
査
項
目
は
、
そ
こ
に
あ

っ
た
建
築
物
お
よ
び
残

存
建
築
物
に
つ
い
て
、
建
築
様
式
、
す
な
わ
ち
、
木
造

。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト

（
Ｒ
Ｃ
）

。
鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト

・
鉄
骨

。
煉
瓦

・
石
造
、
建
築

年
代
な
ど
、
外
見
よ
り
判
断
で
き
る
特
徴
を
調
べ
た
。

建
築
物
被
害
の
調
査
と
解
体

・
撤
去
率
の
提
案

次
に
建
築
物
被
害
の
デ
ー
タ
の
問
題
が
あ
る
。
今
回
の
地
震
に
際
し
、

い
く
つ
か
の
公
表
さ
れ
た
被
害
家
屋
の
調
査
結
果
が
あ
る

（国
土
地
理
院

一
九
九
五
）
。
そ
れ
ら
は
、
震
災
直
後
の
被
害
実
態
を
緊
急
に
把
握
す
る

た
め
と
い
う
こ
と
は
あ
る
に
し
て
も
、
も

っ
ぱ
ら
空
中
写
真
判
読
の
結
果

。

緊
急
的
な
外
見
に
よ
る
判
定

。
衛
区
ご
と
の

一
括
的
な
被
災
表
現
な
ど
で

あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
判
定
法
に
よ
る
結
果
と
現
地
の
被
害
状

況
と
を
対
応
さ
せ
て
見
る
と
、
そ
れ
ら
は
被
害
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る

も
の
で
な
く
、
極
め
て
過
小
な
被
災
表
現
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
と
な

っ
た
。

し
か
も
、
い
ず
れ
も
、
被
害
家
屋
の
解
体

・
撤
去
状
況
と
は
時
間
の
経
過

と
と
も
に
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
述
の
調
査
結
果
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第一章 1大地の成り立ち

(原図 田中良吾) T3段丘磁
T4段丘面4

6 最終氷期前半の扇状地又は段丘面
7 最終氷糾後半の扇状地又は段丘面
8 晩氷翔の扇状地又は段丘面

9 後氷期の層状北文は段丘面
19現成扇状地
1ヽ 河成低地
12古流路 1例筋)

13砂州
50 沿岸鞭割也
15毒 !急斜面
A 人工改変地

こ―うなんやまで

阪神電鉄本線

阪神高速神戸線

500m

図-12 本庄地域の微地形区分類図
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は
建
築
物
被
害
と
地
形
と
の
細
か
な
対
応
を
見
る
た
め
の
資
料
と
し
て
は

不
充
分
で
あ
る
と
考
え
た
。

外
見
的
に
無
傷
に
見
え
て
も
、
居
住
者
が
住
め
な
け
れ
ば
そ
の
住
居
を

取
り
壊
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
筆
者
ら
は
、
今
回
の
地
震
に
よ
リ
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
、
解
体

・
撤
去
さ
れ
た
建
築
物
こ
そ
被
害
の
実
態
を
示
す
も
の
と

考
え
た
。
そ
れ
で
、
解
体

。
撤
去
家
屋
数
と
そ
れ
ら
が
立
地
し
て
い
た
単

位
地
形
区
に
お
け
る
同
質
の
建
築
物
総
数
と
の
比
率
を
求
め
、
そ
れ
を
撤

去
率
と
し
、
そ
の
率
の
大
小
で
、
被
災
の
程
度
を
計
ろ
う
と
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
解
体

・
撤
去
を
示
す
客
観
的
な
資
料
、
例
え
ば
公
費
解
体
等
に
基

づ
く
建
築
物
の
種
類

。
位
置
等
を
示
し
た
資
料
の
入
手
を
考
え
た
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
資
料
は
個
人
的
な
調
査
で
は
入
手
困
難
で
あ

っ
た
の
で
、

地
域
を
限
定
し
て
現
地
調
査
を
行
い
資
料
を
得
る
こ
と
に
し
た
。

撤
去
家
屋
の
数
え
方
と
し
て
は
各
家
屋
お
よ
び
木
造
ア
パ
ー
ト
は

一
棟

と
数
え
、
小
さ
な
付
属
建
築
物
な
ど
は
除
外
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悉
皆
調

査
に
よ

っ
て
得
た
資
料
を
、
街
区
ご
と
、
地
形
区
ご
と
の
建
築
物
の
建
築

材
料
別
の
撤
去
数
を
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
形
区
分
ご
と
の
震
災
前
の
同

質
の
建
築
物
総
数
に
対
す
る
撤
去
数
の
比
率
を
撤
去
率
と
し
た
。

調
査
期
間
と
調
査
方
法

調
査
は
平
成
七
年
四
月
～

一
九
九
六
年
八
月
の
間
に
実
施
し
た
。
被
害

調
査
は
、
震
災
前
に
発
行
さ
れ
て
い
た
ゼ
ン
リ
ン
の
住
宅
地
図

（
一
九
九

四
年
版
）
を
基
に
悉
皆
的
に
行

っ
た
。
撤
去
し
た
建
物
と
残
存
建
築
物
に

つ
い
て
は
、
建
築
様
式
、
す
な
わ
ち
木
造

。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（Ｒ
Ｃ
▼

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ｏ
鉄
骨

・
煉
瓦

・
石
造
と
建
築
年
代
、
外
見
上

の
特
徴
を
調
べ
た
。
し
か
し
、
以
下
の
検
討
で
は
、
木
造
と
そ
れ
以
外
を

Ｒ
Ｃ
構
造
等
建
築
物
に
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
三
分
の
理
由
は
木

造
以
外
の
建
築
物
に
被
害
が
少
な
く
、
両
者
の
対
照
性
が
目
立

っ
た
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
調
査
に
よ
る
と
調
査
期
間
が
長
期
に
わ
た
り
、
そ
の
間
に

再
建
が
進
む
と
い
う
恐
れ
も
あ

っ
た
。
そ
の
恐
れ
に
つ
い
て
は
、
地
震
後

の
行
政
事
務
の
錯
綜
に
よ
り
建
築
確
認
申
請
の
受
け
付
け
が
約
半
年
間
な

さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
、
し
た
が

っ
て
、
調
査
期
間
ま
で
に
再
建
さ
れ
た
建

築
物
は
震
災
以
前
に
そ
れ
を
受
け
て
い
た
建
築
物
で
極
め
て
少
数
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
再
建
さ
れ
た
建
築
物
は
新
鮮
で
あ
り
、
加
え
て
震

災
後
の
建
築
物
が
工
法

・
外
観
並
び
に
建
材
が
極
め
て
画

一
的
で
あ
る
と

い
う
特
徴
も
あ
り
、
判
断
は
容
易
で
あ

っ
た
。
不
確
か
な
も
の
に
つ
い
て

は
周
辺
住
民
に
尋
ね
る
な
ど
、
出
来
る
だ
け
正
確
を
期
し
た
。
そ
れ
に
し

て
も
、
こ
の
期
間
は
、
ま
だ
ま
だ
、
資
材

。
輸
送

。
人
手
面
な
ど
で
再
建

へ
の
足
ど
り
は
非
常
に
厳
し
い
時
期
で
あ

っ
た
。
解
体

・
撤
去
さ
れ
た
被

害
建
築
物
が
Ｒ
Ｃ
構
造
な
ど
で
あ

っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
ビ
ル
な
ど

の
場
合
は
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
図
に
区
別
が
あ
る
が
、
民
家
な
ど
比
較
的
小
さ
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(原図 田中員吾・辻村紀子)
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図-13  倒壊木造・倒壊 RCoRC建 造物等分布図
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な
建
物
に
つ
い
て
は
不
明
な
場
合
が
多
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー

『
航
空
写
真
集
阪
神
淡
路
大
震
災
、
激
震
直
後

五
日
間
の
記
録
』
盆

九
九
五
）
、
日
経
大
阪
Ｐ
Ｒ
企
画
出
版
部

『
阪
神
大

震
災
被
災
地
航
空
写
真
集
』
盆

九
九
五
）
な
ど
の
写
真
諸
記
録
に
よ
り
、

正
確
な
把
握
に
努
め
た
。

本
庄
地
域
の
被
災
状
況

こ
の
よ
う
に
し
て
数
え
上
げ
た
建
築
物
の
数
は
東
灘
地
区
は
Ｒ
Ｃ
構
造

等
が
九
七
三
棟
、
木
造
が
四

一
七
九
棟
、
計
五

一
五
二
棟
で
あ
る
。

図
１
１３
は
調
査
地
区
に
お
け
る
解
体

・
撤
去
建
築
物
の
分
布
図
で
あ
る
。

こ
の
図
に
は
解
体

・
撤
去
さ
れ
た
木
造
家
屋
と
同
じ
く
Ｒ
Ｃ
建
物
、
駐
車

場
、
公
園
、
池
等
が
図
示
し
て
あ
る
。
こ
の
図
を
見
る
と
、　
一
般
的
に
は

解
体

・
撤
去
の
木
造
建
築
物
は
、
確
か
に
Ｊ
Ｒ
と
国
道
二
号
間
お
よ
び
そ

の
付
近
に
多
い
よ
う
に
見
え
る
。
被
災
し
た
Ｒ
Ｃ
建
物
は
全
域
に
分
布
し

て
い
る
。
被
災
し
た
木
造
建
物
の
少
な
く
見
え
る
三
号
と
阪
神
電
鉄
線
間

は
、
元
来
、
Ｒ
Ｃ
建
物
や
駐
車
場
が
多
く
、
木
造
建
築
物
が
少
な
い
地
区

で
あ

っ
た
こ
と
も
判
る
。

解
体

・
撤
去
率
の
建
築
様
式
別

・
地
形
別
の
状
況
は
図
１
１４
、
地
形
と

地
震
被
害
図

（
Ｒ
Ｃ
造
）
、
図
１
１５
地
形
と
地
震
被
害
図

（木
造
）
に
示

す
。
ま
ず
、
Ｒ
Ｃ
構
造
等
建
築
物
の
解
体

・
撤
去
率
は

一
般
に
低
い
。
ご

く
新
し
い
扇
状
地

・
古
流
路

（河
筋
）
縁
辺

・
沿
岸

（砂
州
間
）
低
地
が

五
～

一
五
％
と
な
り
、
そ
の
他
の
部
分
は
五
％
以
下
で
あ
る
。
調
査
域
東

部
の
扇
状
地
と
河
筋
縁
辺
部
分
の
局
所
的
な
高
い
値
は
段
丘
崖
な
ど
の
急

斜
面
部
分
で
あ
る
。

一
方
、
木
造
等
家
屋
の
解
体

。
撤
去
の
状
況

（図
１
１５
）
は
低
地
全
面

に
わ
た
り

一
〇
〇
～
八
〇
％
と
非
常
に
高
率
で
あ
る
。
低
地
の
内
訳
は
現

成
の
扇
状
地

。
河
成
低
地

。
古
流
路
沿
い
で
あ
る
。

ｆ４
の
後
氷
期
扇
状
地

お
よ
び
砂
州
で
は
六
〇
％
程
度
と
な
る
。
よ
り
山
側
の
、

ｆ２
扇
状
地
群

（最
終
氷
期
後
半
）

・
台
地
部
分
お
よ
び
河
筋
ぞ
い
部
分
は
二
〇
％
以
下

と
低
い
。　
一
方
、
沿
海
部
の
砂
州

。
沿
岸
低
地
と
も
四
〇
％
以
下
と
内
陸

側
の
低
地
部
に
比
べ
低
い
。
河
筋
沿
い
の
部
分
は
相
対
的
に
解
体

・
撤
去

率
は
大
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
同

一
時
期
の
扇
状
地
で
は
山
地
際
の

方
が
解
体

。
撤
去
率
が
低
い
。

こ
れ
を
前
述
の
表
層
地
質
と
の
関
連
で
見
る
と
、
被
害
の
大
で
あ

っ
た

形
成
時
期
の
新
し
い
扇
状
地
や
古
流
路
沿
い
の
構
成
層
は
標
準
貫
入
試
験

値
Ｎ
値
は
低
く
、
同
じ
く
撤
去
率
八
〇
％
以
上
と
い
う
高
率
を
示
す
部
分

は
、
全
面
に
わ
た
り
縄
文
海
進
時
の
堆
積
物
と
海
退
に
伴

っ
て
上
乗
せ
さ

れ
た
河
成
低
地
、
後
氷
期
お
よ
び
現
成
の
扇
状
地
群
を
構
成
す
る
表
層
地

質
の
分
布
地
区
上
に
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
部
分
の
表
層

地
質
は
、
前
述
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
群
で
検
討
し
た
Ａ
２
～
４
層
の
、
い

ず
れ
も
未
固
結
の
軟
弱
な
、
Ｎ
値
の
低
い
地
層
群
で
あ
る
。
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(原図 田中員吾・辻村紀子)

□ <5%
5≦ 騒蚕国<15

15≦ 厖Z例 <25

25≦ lEEE<35

阪神高速神戸線

500m

図-14 地形と地震被害図 (同一地形区内の解体・撤去された RC造建築物の割合)
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(原図 田中良吾・辻村紀子)

□ <5%

5≦ 匡≡コ<20

20≦ 匿霞翻<40

40≦ 匡Z切 <60

60【 llllllll<80

80【 璽

阪神電鉄本線

阪神高速神戸線

500m

図-15 地形と地震被害図 (同一地形区内の解体・撤去された木造家屋の割合)

-35-



そ
れ
に
対
し
、
よ
り
山
側
の
、
よ
り
古
い
扇
状
地
群
は
山
地
か
ら
直
接

の
砂
礫
層
よ
り
な
る
。
こ
２
扇
状
地
各
部
の
構
成
物
の
差
、
す
な
わ
ち
上

流
側
は
よ
り
礫
質
、
よ
り
固
結
し
た
層
と
い
う
こ
と
の
反
映
が
解
体

・
撤

去
率
の
差
と
な

っ
て
現
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

沿
岸
部
の
砂
州
地
形
上
で
は
被
害
は
河
成
低
地
よ
り
い
く
ぶ
ん
下
が
る

が
、
そ
れ
で
も
六
〇
～
八
〇
％
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
部
分
は
、
開
発
が
古

く
、
古
い
木
造
建
築
物
が
元
来
多
か

っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
慮
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。　
一
方
、
沿
海
部
分
の
砂
州
上
の
解
体

・
撤
去
率
の
低
さ
は
開

発
の
遅
さ
を
表
現
し
、
新
し
い
建
築
物
群
に
よ
る
た
め
と
考
え
る
。

以
上
、
東
灘
地
区
に
お
い
て
、
地
形

・
表
層
地
質
と
木
造
建
築
物
被
害

と
の
間
に
は
非
常
に
密
接
で
顕
著
な
関
連
の
あ
る
こ
と
が
明
瞭
と
な

っ
た
。

果
た
し
て

「
震
災
の
帯
」
は
あ
る
の
か

震
災
の
帯

（震
度
７
以
下
）
と
さ
れ
た
部
分
は
、
地
形
区
分
の
上
で
は

ほ
ぼ
現
成

（ｆ５
）
一扇
状
地
を
は
ず
れ
た
部
分
以
南
と
な
る
。
し
か
し
、
前

述
の
調
査
結
果
か
ら
見
る
と
、
「
震
災
の
帯
」
部
分
だ
け
が
と
く
に
被
災

が
高
率
な
訳
で
は
な
い
。
木
造
の
解
体

・
撤
去
率
は
低
地
全
域
が
八
〇
％

以
上
と
な
り
、
北
部
の
激
震
地
と
さ
れ
た
国
道
二
号
沿
い
と
何
ら
変
わ
り

な
く
高
い
。
す
な
わ
ち
そ
こ
に

「
震
災
の
帯
」
を
特
定
で
き
る
材
料
は
な

く
、
「
震
災
の
帯
」
は
、
こ
の
地
区
に
お
け
る
土
地
利
用
の
違
い
に
基
づ

く
建
築
物
の
質
の
差
と
い
う
母
集
団
を
考
慮
し
な
い
、
誤

っ
た
判
定
資
料

に
基

づ
く
誤

っ
た
判
定
と

い
え
る
。

地
理
編
　
第

一
章
　
参
考
文
献

宮
田
隆
夫

「六
甲
山
の
形
成
」
田
中
員
吾
編

『
六
甲
山
の
地
理
』
神
戸
新
聞
出
版

セ
ン
タ
ー
、　
一
九
八
八

沖
村
　
孝

「
昭
和
四
二
年
災
害
―
あ
る
災
害
研
究
者
の
誕
生
」
田
中
員
吾
編

『
六

甲
山
の
地
理
』
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
、　
一
九
八
八

田
中
員
吾

「断
層
崖
下
全
扇
状
地
」
田
中
員
吾
編

『
六
甲
山
の
地
理
』
神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、　
一
九
八
八

日
中
員
吾

「
近
畿
に
お
け
る
地
形
学
的
編
年
に
関
す
る
覚
書

（１
）
―
特
に
山
麓

に
お
け
る
堆
積
地
形
の
編
年
と
流
域
地
形
変
化
モ
デ
ル
の
組
立
て
に
向
け
て
」

『
神
戸
大
学
文
化
学
年
報
』
第
六
号
、　
一
九
八
七

田
中
員
吾

・
野
村
亮
太
郎

「
中
国
山
地
東
部
に
お
け
る
後
期
更
新
世
の
山
地
堆
積

地
形
と
そ
の
形
成
機
構
」
『
地
理
学
評
論
』
第
六
五
巻
、　
一
九
九
二

神
戸
の
地
盤
研
究
会

『
神
戸

蟄
“
＞
Ｚ
【
Ｃ
Ｚ
』
神
戸
市

。
建
設
工
学
研
究
所
、　
一

九
九
九

安
成
哲
三

。
柏
谷
健
二
編

『
地
球
環
境
変
動
と
ミ
ラ
ン
コ
ビ

ッ
チ

・
サ
イ
ク
ル
』

古
今
書
院
、　
一
九
九
二

田
中
員
吾

「赤
穂
の
自
然
環
境
」
赤
穂
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
会
編

『
赤
穂
市
史
』

第

一
巻
、
赤
穂
市
、　
一
九
八

一

田
中
員
吾

。
井
上
茂

・
野
村
亮
太
郎

「
杉
原
川
流
域
の
山
麓
緩
斜
面
の
形
成
機
構

な
ら
び
に
形
成
年
代
に
つ
い
て
―
兵
庫
県
南
半
部
の
麓
屑
面
の
研
究
、
第

一

報
―
」
『
地
理
学
評
論
』
五
五
巻
、　
一
九
八
二
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田
中
員
吾

「淡
路
南
部
低
地
の
地
形
発
達
―
第
四
期
末
紀
の
気
候
変
化
と
の
関
連

に
お
い
て
」
『
神
戸
大
学
教
養
部
紀
要
　
論
集
』
三
四
号
、　
一
九
八
四

田
中
員
吾

・
野
村
亮
太
郎

・
井
上
茂

「
兵
庫
県

・
多
紀
連
山
地
域
の
麓
屑
面
」

『
地
理
学
評
論
』
五
九
巻
、　
一
九
八
六

田
中
員
吾

「
播
磨
に
お
け
る
麓
屑
面
研
究
史
」
『
兵
庫
地
理
』
三
七
号
、　
一
九
九

二
田
中
員
吾

「
加
古
川
市
付
近
の
地
形
と
地
質
」
『
加
古
川
市
史
　
第

一
巻
』

一
九

八
九
、
「加
古
川
市
の
地
形

・
地
質
」
『
同
　
第
四
巻
』

一
九
九
二
、
加
古
川
市

田
中
員
吾

「
小
野
の
大
地
の
成
立
と
そ
の
変
遷
」
『
小
野
市
史
　
第

一
巻
』
二
〇

〇

一
、
小
野
市

田
中
員
吾

。
沖
村
孝

「建
築
物
被
害
の
状
況
と
地
形
―
と
く
に
神
戸
市
東
部
か
ら

阪
神
間
に
つ
い
て
」
地
形
学
連
合
編

『
兵
庫
県
南
部
地
震
と
地
形
災
害
』
、
古

今
書
院
、　
一
九
九
六

田
中
曼
吾

・
辻
村
紀
子

「
阪
神
大
震
災
に
お
け
る
地
形
別
建
築
物
被
害
」
『
地
形
』

一
八
、　
一
九
九
七

日
中
員
吾

・
辻
村
紀
子

「微
細
地
形
区
分
と
表
層
地
質

（地
盤
）

・
地
震
被
害
―

神
戸
市
東
灘
区
付
近
そ
の
他
を
例
に
し
て
―
都
市
形
成
と
自
然
基
盤
か
ら
見
た

阪
神
大
震
災
に
お
け
る
被
災

・
復
興
に
関
す
る
研
究
」
平
成
八
～
平
成

一
〇
年

度
文
部
省
科
学
研
究
費
助
成
金

（基
礎
研
究

（
Ｂ
Д
２
も

研
究
成
果
報
告
書
、

研
究
代
表
者
、
高
橋
員

一
、　
一
九
九
七

甲
南
高
等
学
校
交
友
会
編

「
決
水
氾
濫
図
」
『
阪
神
地
方
水
害
記
念
帳
』
甲
南
大

学
阪
神
大
震
災
調
査
委
員
会
復
刻
、　
一
九
九
六

建
設
省
国
土
地
理
院

「平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
現
況
図
」

一
九
九
五
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

第
一
一章

絵
図

。
地
図
に
み
る
景
観
の
変
化

古
い
絵
図
や
地
図
は
、
そ
れ
が
作
成
さ
れ
た
時
代
の
風
景
を
想
像
す
る

こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
私
た
ち
は
、
集
落

の
か
た
ち
、
住
居
の
配
置
、
耕
地
や
畦
畔
、
用
水
路
、
道
路
の
状
態
な
ど
、

そ
こ
に
住
む
人
々
の
た
ゆ
ま
な
い
労
働
や
生
産
活
動
の
成
果
を
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
山
地
に
お
け
る
植
生
や
起
伏
の
状
態
、
水

系
や
海
岸
線
の
変
化
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
章
で
は
、
青
木

・
西
青
木
や
深
江
地
区
か
ら
な
る
本
庄
地
域
の
範
囲

を
描
い
た
近
世
期
の
絵
図
、
あ
る
い
は
明
治
期
以
降
に
実
測

（測
量
）
に

基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
地
形
図
な
ど
を
相
互
に
比
較
し
な
が
ら
、
景
観
が

現
在
ま
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
と
い
う
点
を
歴
史
地
理
学
的

な
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

本
庄
地
域
の
範
囲
を
描
い
た
近
世
期
の
絵
図
は
、
必
ず
し
も
多
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た
そ
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
時
期
を
特
定
で
き

な
い
も
の
、
あ
る
い
は
原
本
が
失
わ
れ
て
し
ま

っ
て
、
そ
の
写
し
だ
け
が

残

っ
て
い
る
絵
図
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
絵
図
も
昔
の
景
観
を
復

元
し
、
本
庄
地
域
の
か
つ
て
の
生
活
の
状
態
を
知
る
た
め
の
手
掛
り
を
与

え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
、
そ
う
し
た
絵
図
が
作
成
さ
れ

た
時
期
や
そ
の
作
ら
れ
る
経
緯
も
合
め
て
検
討
し
た
い
。

と
く
に
近
世
期
の
絵
図
の
場
合
、
手
描
き
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
も
の
が

多
い
こ
と
も
あ
り
、
写
真
だ
け
で
は
描
か
れ
て
い
る
図
像
や
文
字
、
あ
る

い
は
色
に
よ
る
凡
例
の
区
分
な
ど
が
読
み
と
り
に
く
い
も
の
も
あ
る
。
そ

の
た
め
、
こ
う
し
た
絵
図
に
は
写
真
の
他
に
、
ト
レ
ー
ス
図
を
掲
げ
て
お

い
た
。
ま
た
、
実
測
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
明
治
期
以
降
の
地
形
図
あ
る
い

は
編
集
地
図
の
場
合
も
、
そ
の
縮
尺

（
ス
ケ
ー
ル
）
が
さ
ま
ざ
ま
に
異

っ

て
い
る
た
め
に
、
適
宜
、
本
庄
地
域
の
部
分
を
拡
大
し
た
り
、
あ
る
い
は

縮
小
し
た
り
し
て
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
図
の

も
つ
情
報
あ
る
い
は
記
載
の
精
度
に
お
い
て
大
き
く
異

っ
て
い
る
も
の
も

あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
う
し
た
絵
図
や
地
図
を
相
互
に
比
較
し
て
い
く
こ

と
に
よ

っ
て
、
近
世
期
以
降
の
約
二
〇
〇
年
間
に
わ
た
る
本
庄
地
域
の
景

観
の
変
化
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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一
節
　
近
世
の
絵
図
と
本
庄
地
域
の
景
観

明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
に
本
庄
村
と
な
る
地
域
は
、
近
世
で
は

深
江

。
青
木

。
西
青
木
の
二
つ
の
集
落
か
ら
な

っ
て
い
た
。
た
だ
し
凡
例

で
触
れ
た
よ
う
に
、
近
世
で
は

「本
庄
九
カ
村
」
が
地
域
の
ま
と
ま
り
だ

が
、
本
章
で
は
三
集
落
を
主
な
対
象
に
し
た
い
。
ま
た
青
木
村
は
二
人
の

領
主
が
支
配
し
村
名
も
青
木
村
と
東
青
木
村
を
使
い
分
け
た
こ
と
も
あ
る

が
、
史
料
を
直
接
引
用
す
る
場
合
を
除
い
て
、
青
木
村
と
総
称
す
る
。

さ
て
三
つ
の
村
々
の
集
落
や
住
居
、
耕
地
や
用
水
路
、
道
路
や
河
川
の

状
態
な
ど
を
詳
し
く
描
い
た
絵
図
は
多
く
は
な
い
。
そ
の
中
で
も
正
徳
三

年

（
一
七

一
三
）
の

「
深
江
住
居
図
」
は
、
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）

の
写
し
で
は
あ
る
が
、
本
庄
地
域
の
範
囲
を
描
い
た
絵
図
の
中
で
は
最
も

古
い
情
報
を
合
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。　
一
軒
ご
と
の
住
居
の
間
取
り
を
示

し
て
あ
る
た
め
に
、
当
時
の
人
々
の
家
の
住
い
方
を
知
る
手
掛
り
を
与
え

て
く
れ
る
し
、
ま
た

「隠
居
」
家
な
ど
屋
敷
地
内
の
建
物
の
構
成
も
推
測

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）

の
幕
府
に
よ
る
上
知
以
前
の
村
々
の
状
況
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

「本
庄

之
庄
山
路
庄
郡
家
庄
絵
図
」
は
、
本
庄
地
域
を
と
り
囲
む
周
辺
の
村
々
と

の
関
係
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
絵
図
で
あ
る
が
、
後
世
の
写
し
で
あ
る
上

に
、
そ
の
作
成
の
状
況
や
年
代
も
不
明
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
読
み
と
り

方
に
も
難
し
い
要
素
が
残
る
。
し
か
し
、
こ
の
絵
図
は
、
本
庄
地
域
の
周

辺
の
村
々
と
の
関
係
を
知
る
上
で
、
数
少
な
い
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。

天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
の
幕
府
巡
見
使
通
行
に
際
し
て
提
出
さ
れ
た

深
江
、
青
木

（東
青
木
）
、
西
青
木
三
カ
村
の
絵
図
は
、
各
村
々
の
内
部

の
集
落
、
耕
地
、
用
水
路
な
ど
が
細
か
く
描
か
れ
て
お
り
、
し
か
も
同
じ

時
期
の
各
村
々
の
性
格
を
比
較
し
え
る
と
い
う
意
味
で
重
要
な
史
料
で
あ

る
。
さ
ら
に
近
世
中
期
以
降
、
本
庄
地
域
に
お
け
る
用
水
や
水
害
な
ど
と

深
く
係
わ
る
横
川
を
描
い
た
絵
図
は
、
本
庄
地
域
の
住
民
た
ち
の
抱
え
た

日
常
的
な
問
題
が
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
の
か
と
い
う
点
を
考
え

る
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
重
要
な
絵
図
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
こ
う
し
た
絵
図
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
近
世
期
の
本
庄
地

域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
の
様
子
あ
る
い
は
村
々
の
景
観
の
変
化
を
ひ
き

起
こ
す
に
至

っ
た
要
因
な
ど
を
考
え
て
み
た
い
。
以
下
、
個
別
の
絵
図
を

詳
し
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
深
江
住
居
図
」
（正
徳
二
年
）
を
め
ぐ

っ
て

こ
の
絵
図

（図
１
１
）
は
正
徳
三
年

（
一
七

一
三
）
に
お
け
る
深
江
の

集
落
の
住
居
の
配
置
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
原
図
で
は
な
く
、
昭
和

十
二
年

（
一
九
二
七
）
八
月
に
志
井
寅
之
助
氏
に
よ

っ
て
複
写
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
原
図
の
題
目
が

「
深
江
住
居
図
」
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
不
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明
で
あ
る
。
現
在
、
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、

縦
六
二
・
○
カ
ン、
横
七
七

・
○
カ
ン
の
絵
図
で
あ
る
。
こ
の
複
写
図
の
右
下

端
に
は
、
忘
備
の
た
め
と
思
わ
れ
る

「
正
徳
五
年
」
か
ら

「大
正
十
四
年
」

に
至
る
三
四
の
年
号

（表
示
し
た
絵
図
で
は
省
略
し
て
あ
る
）
が
書
き
込

ま
れ
、
ま
た
絵
図
左
上
の
大
日
の
森
の
左
右
に
は
、
樹
木
が
書
き
込
ま
れ

て
い
る
。

こ
の
絵
図
の
中
央
部
を
東
西
に
走
る
道
筋
が
浜
街
道

（西
国
街
道
）
で

あ
り
、
こ
れ
と
中
央
部
分
で
南
北
に
交
差
す
る
道
路
が
札
場
筋
で
あ
る
。

こ
う
し
た
道
路
を
中
心
と
し
て
、
深
江
の
住
居
が
簡
単
な
家
の
図
像
と
し

て
配
置
さ
れ
て
い
る
。　
三
戸
ご
と
の
家
の
大
き
さ
が
間
数
で
表
示
さ
れ
、

各
家
の
持
主

（住
居
者
）
の
名
前
も
示
さ
れ
て
お
り
、　
一
種
の

「
深
江
案

内
図
」
に
近
い
内
容
を
持

っ
て
い
る
。
住
居
を
示
す
家
屋
の
図
像
も
、
建

物
の
向
き
、
屋
根
の
描
き
方
、
建
物
の
大
き
さ
な
ど
に
差
が
あ
り
、
現
実

の
家
屋
の
違
い
が
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

絵
図
の
中
に
は
全
部
で

一
四
六
軒
の
家
屋
と
ニ
カ
所
の
高
札
場
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
建
物
の
大
き
さ

（間
数
）
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、　
一

三
八
軒
で
あ
る
。
深
江
の
集
落
内
で
も
そ
の
住
居
の
密
度
は
か
な
り
異
な

っ

て
い
る
し
、
家
屋
の
大
き
さ
に
も
差
が
あ
る
。
浜
街
道
よ
り
北
の
部
分
は
、

大
日
の
森

（現
在
の
大
日
霊
女
神
社
）
と
表
示
さ
れ
て
い
る
地
区
が
垣
ノ

内
、
そ
の
右
側
、
札
場
筋
ま
で
の

一
画
が
垣
添
、
札
場
筋
の
東
側
が
栄
畑

の
字
名
に
対
応
す
る
し
、
浜
街
道
の
南
側
で
は
、
絵
図
の
左
端
が
大
日
前
、

そ
の
右
手
の
札
場
筋
ま
で
の

一
画
が
島
ノ
内
、
札
場
筋
の
東
の

一
画
が
松

ノ
内
、
そ
し
て
右
端
が
鈴
松
の
字
名
に
対
応
す
る
。
さ
ら
に
絵
図
の
下
部

の
道
路
の
下

（南
）
側
は
、
左
か
ら
西
休
家
、
札
場
筋
ま
で
が
東
休
家
、

そ
し
て
札
場
筋
の
東
、　
一
軒
の
み
家
屋
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
が
前
田
の

字
名
と
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
こ
の
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る

一
四
六
軒
の
家
屋
は
、
垣

ノ
内

（三
軒
）
、
垣
添

（四

一
軒
）
、
栄
畑

（四

一
軒
）
、
大
日
前

（
一
三

軒
）
、
島
ノ
内

（
二
〇
軒
）
、
松
ノ
内

（八
軒
）
、
鈴
松

（
一
一
軒
）
、
西
体

家

（
二
軒
）
、
東
休
家

（六
軒
）
、
前
田

（
一
軒
）
と
な
り
、
浜
街
道
の
北

側
の
垣
添
と
栄
畑
に
深
江
の
住
居
の
過
半
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
住
居
に
表
示
さ
れ
た
間
数
を
こ
の
小
字
単
位

に
集
計
し
て
み
る
と
表
１
１
の
よ
う
に
、
家
屋
の
大
き
さ
に
か
な
り
差
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
、
垣
添
の
場
合
、
四

・
五
間
×
六
間
と
い

う
家
か
ら

一
間
×
一
・
五
間
と
い
う
家
ま
で
、
そ
の
変
異
の
幅
は
大
き
く
、

明
瞭
に
階
層
差
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
家
屋
の
規
模
で
み
る
限

り
、
平
均
的
な
大
き
さ
は
二
間
×
三
間
、
三
間
×
二

・
五
間
、
三

・
五
間

×
三
間
と
い
っ
た
五
～
九
平
方
間
の
間
取
り
の
も
の
が
過
半
を
占
め
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
こ
の
住
居
図
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
「
隠
居
」
と
表
示
さ
れ
る
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住
居
が

一
二
軒
も

存
在
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て

「
隠

居
」

の
分
布
か
ら

み
て
、
垣
添
や
栄

畑
、
島
ノ
内
な
ど

の
深
江
で
も
古
く

か
ら
の
地
区
に
集

中
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た

「
隠
居
」
が

比
較
的
大
き
な
家

屋
を
持

つ
人

々
の

間

で
み
ら
れ
る
こ

と
、
な
ど
の
点
で

あ
る
。

こ
の
住
居

図
だ
け
か
ら
判
断

で
き
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
正
徳
期

に
あ

っ
て
、
深
江

村

で
は
比
較
的
富

第二章 絵図・地図にみる景観の変化

注)①小字名に付した番号は、第 1図中の番号と対応する。②表中の数字のあとのカッコ内の数

字は、「隠居」と表示された家の数を示す。③「家の大きさ」を示す数値は間数 (1間 ≒18
荀)と して表示される縦と横の間数を乗じたものであり、端数は四捨五入してある。

近
世
前
期
の
深
江
村
の
家
数
増
加
…

「
寛
文
四
年
申
辰
二
月
　
摂
崩
菟
原

郡
深
江
村
検
地
帳
」
Ｇ
本
庄
村
史
』
資
料
編

一
巻
）
に
よ
れ
ば
、
寛
文

四
年

（
一
六
六
四
）
の
段
階
で
、
深
江
村
の

「
屋
敷
」
令
屋
舗
し

地

は
九
六
カ
所
、
農
民

一
一
二
家
で
あ
り
、
孫
右
衛
門
の
よ
う
に
三
カ
所

の
屋
敷
地
を
持

つ
農
民
が
あ
る

一
方
、
借
地
し
て
い
る
農
民
も
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
農
民

一
一
二
家
が
各
々
家
屋
を
持

っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

正
徳
二
年
の

「
深
江
住
居
図
」
に
描
か
れ
た
家
数

一
四
六
軒
と
単
純
に

比
較
す
る
と
、
三
四
軒
の
増
加
が
み
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、　
〓

一軒

の

「隠
居
」
住
宅
を
差
し
引
い
て
も
、
三
二
軒
の
増
加
が
み
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
寛
文
四
年
か
ら
正
徳
二
年
に
至
る
約
五
〇
年
間
に

か
な
り
の
農
家
の
増
加
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

裕
な
家
に
あ

っ
て
は
、
隠
居
制
度
が

一
般
に
み
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
深
江
村
に
は
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
、
寛
政
四
年

（
一
七
九

一
し
、
寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
）
、
文
化
十
二
年

（
一
八

一
五
）
、
文
政

四
～
五
年

（
一
八
二

一
～
三
二
）
、
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
の
七
冊
の

「
五
人
組
帳
請
書
」
翁
本
庄
村
史
』
資
料
編

一
巻
）
が
残

っ
て
い
る
が
、
天

明
八
年
、
寛
政
四
年
の

「
五
人
組
帳
請
書
」
に
は

「
家
百
四
拾
八
軒
」
、

「
家
別
百
四
拾
八
軒
」
の
記
載
が
あ
り
、
寛
政
十
二
年
の
場
合
も

「
高

無
入
」
の
四
名
を
除
け
ば
、　
一
四
八
軒
で
、
正
徳
段
階
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら

な
い
。
し
か
し
文
化
十
二
年
以
降
の

「
五
人
組
帳
請
書
」
の
記
載
は
、
明

表-1「 深江住居図」(1713年)にみる家の大きさ

談照
①

垣ノ内
②

垣 添
③

栄 畑
④

大日前
⑤

島ノ内
⑥

松ノ内
⑦

鈴 松
⑥

西休家
③

東休家
⑩

前 田 合 計

20以 上 1 1

16-19 2

10-15 l 10(1) 14(1) 3 4 38(2)

5～ 9 1 18(1) 18(1) 15(2) 5(1) 1 4 1 75(5)

2～ 4 1(1) 4(3) 1(1) 2 2 1 13(5)

2以下 3 1 1

記載なし 3 3 1 1

合  計 3(1) 41(5) 41(2) 13(1) 20(2) 8 11(1) 2 6 1 146(12)
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〇 暑
〇 蓉

O@
韓
Ｏ 裔〇

旧 回 翔 娯

起DWIDe柊悩NttlDellE柊々Ж

○尋

津
知
村

尼
崎
領
分

山
路
庄
東
境
目
道

西
青
木
村

本
庄
之
庄

§IHr刺
―

ら
か
に

一
四
六
人

（軒
）
を
超
え

て
い
る
。
「
五
人
組
帳
請
書
」
が

基
本
的
に
家
長
名
を
記
す
と
い
う

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
文
化
十
二
年

以
降
は
、
家
数
も
増
加
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

「本
庄
之
庄
山
路
庄
郡
家
庄
絵

図
」
を
め
ぐ

っ
て

こ
の
絵
図

（写
真
１
１
、
図
―

２
１

ａ
）
は
、　
一
〇
九

。
八
×
一

九
〇

・
五
カ
ン
の
横
長
の
絵
図
で
、

和
紙
を
六
枚
貼
り
合
わ
せ
た
簡
素

な
仕
立
て
の
も
の
で
あ
る
。
正
式

な
題
辞
が
絵
図
中
に
み
ら
れ
な
い

の
は
、
恐
ら
く
、
正
式
に
提
出
さ

れ
た
絵
図
の
抽
で
あ
り
、
し
か
も

明
治
以
降
に
写
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
絵
図
の
中
央
部
や

や
左
、
魚
崎
村
の
地
先
の
海
域
の

③「順明寺川原と御座候得共、往古は右川上二寺御座候二付、順明寺河原と
申唱候由、相伝罷在候、いつ之頃より軟住吉川と相唱替、当時之住吉川
二御座候二付、此段下ケ札を以御断奉申上候」
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

北
ハ
山

①髯 （］）岡本村
〇尋

住
吉
村

住
吉
大
明
神

○

山
路
庄
氏
神

南
海

部
分
に

「抽

へ
」
と
文
字
で
注
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ

之０
。ま

た

『
魚
崎
町
誌
』
の
日
絵
の

中
に
、
「魚
崎
横
屋
附
近
古
地
図
」

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
絵
図

（関
西
学
院
大
学
所
蔵
図
）
も
、
ウ」

れ
と
同
じ
絵
図
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
す
る
と
、
こ
の
絵
図
に
描
か
れ

て
い
る
各
村
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同

じ
絵
図
の
抽
を
作
成
し
て
保
管
し

て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
絵
図
は
道
路
を
赤

（橙
）
、

海
や
河
川
、
用
水
路
を
青
、
海
岸

部
に
沿
う
潮
堤
を
黒
、
集
落
や
建

造
物

（神
社
）
あ
る
い
は
住
居

（家
屋
）
を
濃
茶
色
で
描
い
て
い

る
が
、
凡
例
は
な
い
。
こ
の
絵
図

は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
成
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
絵
図
を

（住

士
口
川
）

図-2-a「 本庄之庄山路庄郡家庄絵図」 (ト レース図)
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

（図
翼
融
≦
Ｑ

〔協
留
―
認
雪
〕
叶
留
ｉ
】
聖
謬
連
図
翠
）
国
婦
郁
朧
Ｇ
図
鯉
担
憮
濫
慨
讚
ヨ
製
Ｎ
製
柊
　
０
１
「
―
図

ＣＥ
Ｏ
Ｏ
い

添
鮮
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よ
く
眺
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
四
つ
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

①
絵
図
の
中
央
や
や
右
と
、
絵
図
の
左
端
に
南
北
方
向
に
細
い
朱
線
が

表
示
さ
れ
、
さ
ら
に
中
央
部
に
あ
る
山
路
庄
と
右
の
本
庄
之
庄
の
境
界
、

お
よ
び
左
手
の
郡
家
之
庄
と
の
西
境
が
各
々
、
は

っ
き
り
と
明
示
さ
れ
て

い
る
。

②
御
幸
道
筋

（浜
街
道
）
と
南
の
海
岸
の
間
に
、
東
は
高
橋
川
の
西
か

ら
、
西
方
の
御
影
村
の
集
落
の
東
の
境
目
川
に
至
る
潮
堤
が
墨
線
で
明
瞭

に
描
か
れ
て
い
る
。

③
こ
の
絵
図
の
中
で
中
央
部
西
よ
り
に
描
か
れ
て
い
る
住
吉
川

（「
順

明
寺
川
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）
を
除
け
ば
、
河
川
や
用
排
水
路
な
ど
の

水
系
が
山
路
之
庄
の
東
西
の
境
界

（西
は
境
目
川
、
東
は
朱
線
で
表
示
）

の
す
ぐ
外
側
の
部
分
に
集
中
し
て
い
る
。

④
そ
し
て
、
山
路
之
庄
の
境
界
線

（川
）
の
外
側
に
は
、
東
側
の
本
庄

之
庄
内
に
も
、
ま
た
西
側
の
郡
家
之
庄
内
に
も
、
同
じ
様
な
形
式
で

「尼

崎
領

（分
）

。
片
桐
主
膳
正
入
組
」
の
文
字
注
記
が
対
称
的
に
描
か
れ
て

い
る
。

こ
の
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
図
像
や
文
字
注
記
の
特
徴
の
中
で
最
も
目

立

つ
の
は
本
庄
之
庄
、
山
路
之
庄
、
そ
し
て
郡
家
之
庄
に
ま
た
が

っ
て
海

岸
沿
い
に
描
か
れ
て
い
る
潮
堤
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
こ
の
潮
堤
に
注
目
し
て

こ
の
絵
図
の
作
成
目
的
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

こ
の
潮
堤
が
描
か
れ
て
い
る
御
幸
道
以
南
の
海
浜
部
分
を
、
明
治
中
期

に
実
測
し
て
作
成
さ
れ
た
二
万
分
の

一
の
仮
製
地
形
図

（図
１
２
１
ｂ
）

と
対
照
し
て
み
る
と
、
こ
の
御
幸
道
以
南
、
海
岸
線
ま
で
の
間
の
部
分
が

こ
の
絵
図
で
は
か
な
り
拡
大
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
絵

図
の
表
現
上
の
レ
ベ
ル
か
ら
み
る
と
、
こ
の
絵
図
の
描
写
の
焦
点
の
ひ
と

つ
が
沿
岸
部
の
湖
堤
を
め
ぐ
る
問
題
と
係
わ

っ
て
い
た
こ
と
を
予
測
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
細
か
な
レ
ベ
ル
で
、
こ
の
絵
図
の
ト
レ
ー
ス
図

（図
１
２
１

ａ
）

と
仮
製
二
万
分
の

一
の
地
形
図

（図
１
２
１
ｂ
）
を
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、

絵
図
の
◎
、
③
お
よ
び
①
、
⑥
の
部
分
が
、
他
の
海
浜
の
部
分
に
比
べ
て

拡
大
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

◎
の
部
分
は
、
本
庄
村
の

「
字
図
」
（巻
頭
）
と
対
照
す
る
と
、
北
七

郎
右
衛
門
新
田
、
東
惣
右
衛
門
新
田
、
西
惣
右
衛
門
新
田
、
南
七
郎
右
衛

門
新
田
、
東
七
郎
右
衛
門
新
田
、
中
七
郎
右
衛
門
新
田
、
西
七
郎
右
衛
門

新
田
な
ど
の
新
田
が
開
発
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
①
の
部
分
に
は
二
重
の
潮
堤
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
本
庄
村

の

「字
図
」
と
対
照
す
る
と
、
こ
の
二
重
の
潮
堤
に
囲
ま
れ
た
部
分
の
東

側
は
、
西
青
木
村
の
巳
新
田
に
あ
た
る
が
、
二
重
の
潮
堤
の
中
の
西
側
、

横
屋
か
ら
魚
崎
村
に
至
る
間
の
部
分
は
、
横
屋
村
の
喜
斎
新
田
に
あ
た
る
。

さ
ら
に
、
住
吉
川
の
右
岸

（西
側
）
の
御
影
村
の
境
目
川
の
東
に
位
置
す
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る
①
は
浜
新
田
、
⑥
は
新
兵
衛
新
田
に
あ
た
る
。
現
在
の
住
吉
南
町
に
な

る
。
浜
新
田
は
寛
保
元
年

（
一
七
四

一
）
以
後
、
新
兵
衛
新
田
は
享
保
七

年

（
一
七
三
二
）
か
ら
開
発
が
始
ま

っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
新

田
の
開
発
は
、
潮
堤
の
設
置
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。

こ
の
絵
図
に
描
か
れ
る
潮
堤
に
関
し
て
細
か
く
み
る
と
、
◎
と
①
の
部

分
に
記
載
の
焦
点
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
魚
崎
村
か
ら
青
木
村

（東
青
木
村
）
に
至
る
部
分
に
描
か
れ
た

「
二
重
の
潮
堤
」
は
と
く
に
注

目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
新
田
開
発
と
潮
堤

の
設
置
を
め
ぐ

っ
て
魚
崎
村
と
横
屋
村
と
の
間
で
何
度
か
争
論
が
起
こ
っ

て
い
る
。
こ
の
絵
図
の
作
成
目
的
や
作
成
年
代
を
考
え
る
上
で
ひ
と
つ
の

手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
新
田
開
発
と

「潮
堤
」
を

め
ぐ
る
争
論
の
経
過
を
少
し
詳
し
く
み
て
お
き
た
い

（『魚
崎
町
誌
し
。

魚
崎
村
と
横
屋
村
と
の
間
で
、
こ
の
潮
堤
設
置
と
新
田
開
発
を
め
ぐ
る

争
論
が
起
こ
っ
た
の
は
、
享
保
七
年
で
あ
る
。
横
屋
村
が
東
青
木
と
魚
崎

村
の
間
の
喜
斎
新
田
の
地
先
部
分
に
あ
た
る
横
屋
村
田
地
の
浜
手
の
新
田

開
発
を
願
い
出
て
、
早
く
も

「
（潮
）
堤
を
築
立
」
て
い
た
の
で
、
魚
崎

村
の
村
人
た
ち
が
、
こ
の
横
屋
村
側
が
築
い
て
い
た
潮
堤
を
切
り
崩
し
、

横
屋
村
の
村
人
の
持

つ
拐
、
も

っ
こ
、
鋤
、
鍬
な
ど
を
取
り
あ
げ
て
、
そ

の
時
の
大
庄
屋
で
あ

っ
た
深
江
村
の
吉
兵
衛
方

へ

「
預
ケ
置
」
い
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
紛
争
は
、
奉
行
所
か
ら
の
実
地
検
分
の
後
、
魚
崎

村

の
主
張
が
認
め
ら
れ
て
、
横
屋
村
に
よ
る
喜
斎
新
田
の
地
先

の
開
発
は

中
止
さ
れ
て

一
旦
、
収
ま

っ
た
。

こ
の
争
論
に
際
し
て
の
魚
崎
村
側
か
ら

の
主
張
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。
要
点
だ
け
を
記
す
と
以
下

の
よ

う
な
内
容

の
も
の
で
あ
る
。

①
横
屋
村
に
は
浦
高
も
な
く
、
何
等
の
浦
役
も
負
担
し
て
い
な
い
が
、
魚

崎
村
は
慶
長
元
年

（
一
五
九
六
）
以
来
、
浦
高
を
持
ち
、
ま
た
浦
役
も
負
担

し
て
き
た
。
魚
崎
村
の
浦
役
に
は
、
朝
鮮
人
御
用
、
長
崎
御
用
、
浦
継
ぎ
の

請
人
足
、
永
引
人
足
、
引
船
御
用
な
ど
が
あ
る
。
従

っ
て
浦
高
を
持
ち
、
ま

た
浦
役
を
負
担
し
て
き
た
魚
崎
村
は
、
当
然
、
東
青
木
村
境
に
至
る

一
九
町

余
の
浜
全
部
を
支
配
す
る
権
利
が
あ
る
。

②
横
屋
村
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
魚
崎
村
の
浜

一
九
町
余
の
内
、
東
青
木

村
と
魚
崎
村
と
の
間
の
浜
四
町
五
七
間
は
横
屋
村
の
浜
で
あ
る
と
す
る
寛
永

十
二
年

（
一
六
二
五
）
の
裁
定
は
、
慶
長
元
年
の
浦
役
賦
課
と
矛
盾
す
る
。

③
こ
の
浜
の
支
配
権
の
帰
属
如
何
は
、
直
ち
に
魚
崎
村
全
住
民
の
生
活
に

重
大
な
関
係
を
も
つ
。
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
浜
に
は
、
魚
崎
村
の
網
納
屋
、

煎
納
屋
、
惣
納
屋
数
力
所
が
あ
り
、
し
か
も
空
地
は
網
、
鰯
の
干
さ
ば
き
場

と
な

っ
て
い
る
。
魚
崎
村
の
人
口
は
七
〇
〇
ば
か
り
。
村
高
は
二
九
石
八
斗

五
升
の
浦
高
に
、　
一
四
石
余
り
の
本
田
、
古
新
田
、
新
々
田
全
部
を
加
え
て

二
〇
〇
石
余
り
で
、
魚
猟
に
関
係
の
な
い
者
は
、
僅
か
に
一
〇
軒
程
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
者
が
網
商
売

（漁
業
）
で
生
活
し
て
い
る
の
で
、
網
納
屋
、
煎

納
屋
ま
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
は
生
活
が
な
り
立
た
ず
、
村
民
は
悲
嘆
に
く
れ
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て
し
ま
う
。
も
し
こ
の
願
い
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
こ
の
浜
の
場
所
に
応
じ
て
、

そ
れ
相
応
の
冥
加
銀
を
出
す
用
意
が
あ
る
。

こ
う
し
た
魚
崎
村
の
主
張

（願
い
）
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら

一

二
年
後
の
享
保
二
十
年

（
一
七
二
五
）
に
、
横
屋
村
は
、
再
び
、
喜
斎
新

田
の
先
浜
に
、
魚
崎
村
に
何
ら
こ
と
わ
り
な
く
、
人
夫
を
出
し
て

「堤
棒
」

（潮
堤
の
築
立
）
を
始
め
た
。
魚
崎
村
は
惣
百
姓
、
惣
漁
師
、
庄
屋
、
年

寄
の
連
署
を
以
て
、
「
日
上
書
」
を
奉
行
所
に
提
出
し
て
、
横
屋
村
側
の

潮
堤
の
築
立
の
停
止
を
訴
え
た
。
こ
の
争
論
の
裁
許
が
ど
の
よ
う
に
な

っ

た
の
か
、
史
料
を
欠
く
の
で
、
そ
の
後
の
結
末
が
不
明
で
は
あ
る
が
、
こ

の
争
論
と
こ
こ
で
と
り
あ
げ
て
い
る
絵
図
の
関
係
は
、
絵
図
の
内
容
を
検

討
す
る
限
り
、
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

魚
崎
村
が
主
張
す
る

「魚
崎
村
か
ら
東
青
木
村
境
に
至
る

一
九
町
余
の

浜
」
の
範
囲
に
は
、
当
然
、
山
路
之
庄
に
属
す
る
西
青
木
村
も
合
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
魚
崎
村
か
ら
東
青
木
村
境
ま
で
に
至

る

「
二
重
の
潮
堤
」
は
、
こ
の

「
一
九
町
余
の
浜
」
に
対
応
し
、
そ
の
東

端
の
西
青
木
村
に
は
巳
新
田
が
あ
る
。
こ
の
巳
新
田
と
そ
の
南
に
続
く
寅

新
田
が
、
享
保
十
年

（乙
巳
年
）
と
享
保
十
九
年

（甲
寅
年
）
の
年
号
に

ち
な
む
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
魚
崎
村
と
横
屋
村
の
争
論
の
時
期
、
す

な
わ
ち
享
保
七
年
～
享
保
二
十
年
の
期
間
と

一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
絵
図
の
潮
堤
の
西
方
に
つ
い
て
み
て
も
、
御
影
村
の
東
方
の

浜
新
田
が
寛
保
元
年

（
一
七
四

一
）
以
後
の
開
発
、
新
兵
衛
新
田
が
享
保

七
年
か
ら
の
開
発
と
い
う
事
実
と
も
矛
盾
し
な
い
。

享
保
十

一
年
に
は
、
幕
府
に
よ

っ
て
新
田
検
地
条
目
が
出
さ
れ
、
新
田

開
発
が
お
し
進
め
ら
れ
て
い
く
時
期
に
あ
た

っ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
と
同

一
の
も
の
が
魚
崎
村
の
関
係
文
書
と
と
も
に
関
西
学
院
大
学
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
こ
の
絵
図
が
魚
崎
村
と
横
屋
村
の
喜

斎
新
田
の
地
先
の
開
発
を
め
ぐ
る
争
論
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
作
成
の
時
期
に
関
し
て

も
、
こ
の
絵
図
と
直
接
に
関
連
す
る
文
書
史
料
を
欠
く
が
、
絵
図
の
中
に

描
か
れ
た
二
重
の
潮
堤
の
中
に
位
置
す
る
巳
新
田

（享
保
十
年
）
と
、
そ

の
潮
堤
の
外
に
位
置
す
る
寅
新
田

（享
保
十
九
年
あ
る
い
は
延
享
三
年
Ｈ

一
七
四
六
、
丙
寅
年
）
の
開
発
の
間
の
時
期
、
お
そ
ら
く
魚
崎
村
と
横
屋

村
の
争
論
が
享
保
二
十
年
に
再
発
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と

が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
絵
図
を
作
成
し
た
の
は
、
漁
業
活
動

の
維
持
を
主
張
し
て
い
た
魚
崎
村
で
は
な
く
、
新
田
開
発
を
推
進
し
よ
う

と
し
て
い
た
横
屋
村
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
今
後
、
新
し

い
史
料
の
発
掘
を
合
め
て
作
成
の
目
的
や
作
ら
れ
た
時
期
、
作
成
の
主
体

に
関
す
る
再
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
以

上
の
様
な
推
定
を
行

っ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

こ
の
潮
堤
の
問
題
が
深
く
新
田
開
発
と
結
び

つ
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

こ
の
絵
図
の
持

つ
、
他

の
二

つ
の
特
徴

（①
、
③
、
④
）
と
は
ど
の
様
に

関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
う
か
。

こ
の
絵
図
が
横
屋
村

の
新
田
開
発

の
推
進
と
い
う
立
場
か
ら
の
主
張
を

盛
り
込
ん
だ
内
容
を
持

つ
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
次

の
様
な
メ

ッ
セ
ー

ジ
を
こ
の
絵
図
は
発
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

横
屋
村
の
喜
斎
新
田
の
浜
先
に
新
し
い
耕
地
を
造
成
し
よ
う
と
す
る
の
は
、

東
隣
り
の
西
青
木
村
の
地
先
の
新
田
開
発
と
連
続
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
新
田
開
発
は
、
本
庄
之
庄
の
海
浜
部
分

（◎
）
で
も
大
規
模
に
行
わ
れ

て
い
る
し
、
西
の
郡
家
之
庄
で
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

新
田
開
発
に
伴

っ
て
生
じ
る
用
水
に
つ
い
て
も
、
本
庄
之
庄
も
郡
家
之
庄
も

本
来
山
路
之
庄
に
水
利
権
の
あ
る
用
水

（源
）
の
余
水
を
本
田
の
耕
地
に
導

水
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
田
の
用
水
に
も
利
用
し
て
い
る
。

と
く
に
昔
か
ら
山
路
之
庄
に
水
利
権
の
あ

っ
た
用
水
は
、
現
在
で
は
尼
崎

藩
領
の
村
々
だ
け
で
な
く
小
泉
藩
の
片
桐
主
膳
の
所
領
の
村
々
に
も
供
給
さ

れ
て
い
る
。
山
路
之
庄
に
属
す
る
横
屋
村
が
、
こ
の
喜
斎
新
田
の
地
先
に
開

発
す
る
新
田
に
必
要
な
用
水
と
い
っ
て
も
、
他
庄
や
他
藩
に
供
給
さ
れ
て
い

る
用
水
量
に
比
べ
れ
ば
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
る
。
山
路
之
庄
内
の
村
と
し
て

は
、
本
来
山
路
之
庄
に
属
す
る
水
利
権
の
あ
る
用
水
を
利
用
す
る
の
は
何
ら

不
当
で
は
な
い
。

ま
た
、
新
し
い
潮
堤
の
築
立
に
よ
る
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、

魚
崎
村
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
浦
高
に
伴
う
浦
役
の
負
担
あ
る
い
は
生
計
の

た
め
の
漁
紡
活
動
と
そ
の
陸
上
で
の
作
業
を
不
可
能
に
す
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
の
絵
図
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
だ
広
い
海
浜
部
分
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
青
木
村
の
東
部
の
新
田
の
開
発
で
も
余
り
問
題
に
な
ら
な
か
っ

た
。
ど
う
か
新
し
い
潮
堤
の
築
立
と
新
田
開
発
を
許
可
し
て
も
ら
い
た
い
。

多
く
の
推
測
を
交
え
て
し
ま

っ
た
が
、

こ
の
絵
図
の
作
成

の
目
的
と
そ

の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

こ
の
絵
図
の
中

で
最
も
容
易
に
限
に
つ
く

潮
堤
を
中
心
に
考
え
れ
ば
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
潮
堤
の
う
ち
青

木
村

の
二
重
に
囲
ま
れ
た
部
分
と
西
青
木
村
を
合
め
た
魚
崎
村
に
至
る
三

童

の
潮
堤
の
も

つ
意
味
も
そ
れ
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
青
木
村

の
東
、
御
幸
道
の
南
に
あ
る
東
西
中
南
北

の
七
郎

右
衡
門
新
田
や
東
西
の
惣
右
衛
門
新
田
な
ど
の
開
発
も
、
こ
の
魚
崎
村
と

横
屋
村
と
の
間
で
新
田
開
発
を
め
ぐ
る
争
論
が
発
生
し
た
時
点
で
は
、
ま

だ
新
田
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
途
中
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

絵
図
の
中
の
庄
の
境
界
と
そ
れ
を
超
え
て
描
か
れ
る
用
水
路
の
意
味
す

る
も
の
を
こ
う
し
た
新
田
開
発
と
結
び
つ
け
て
考
え
て
み
れ
ば
、
明
ら
か

に
水
利
権
を
本
来
も
た
な
い
新
田
へ
の
用
水
供
給
と
水
利
権
の
所
属
を
改

め
て
明
確
に
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
た
こ
と
も
こ
の
絵
図
は
示
唆
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

「
菟
原
郡
村
々
絵
図
」
を
め
ぐ

っ
て

こ
の
絵
図
は
、
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
六
月
十

一
日
に
、
幕
府
の
巡
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見
使
通
行
に
際
し
て
各
村
々
の
庄
屋
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た

も
の
の
抽
で
あ
り
、
青
木
、
西
青
木
、
深
江
の
三
カ
村
の
別
々
の
絵
図
で

あ
る
が
、
ま
と
ま

っ
て
御
影
村
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
、
現
在
、
神
戸
大

学
文
学
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
絵
図
と
対
応
す
る

史
料
が

「天
明
八
年
御
巡
見
様
御
通
行
御
用
之
留
帳
」
と
し
て
西
宮
市
の

岡
本
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

（山
下

一
九
七

一
、　
一
九
七
一
Ｃ
。

こ
の

「菟
原
郡
村
々
絵
図
」
は
四
～
六
色
で
彩
色
さ
れ
た
小
型
の
絵
図

で
あ
る
が
、
各
々
の
絵
図
に
は
凡
例
が
色
別
に
表
示
さ
れ
、
絵
図
の
判
読

が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
凡
例
の
表
示
で
注

意
さ
れ
る
の
は
、
深
江
村
絵
図
に
の
み

「
御
通
り
筋
」
と
し
て
巡
見
使
の

通
行
路
が
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
青
木
村
と
西
青
木
村
の
絵
図
に

は
そ
の
表
示
が
見
え
な
い
点
で
あ
る
。
ま
た
、
深
江
村
絵
図
の
み
が
本
田

と
新
田
畑
の
区
分
を
行

っ
て
い
る
が
、
エロ
木
村
と
西
青
木
村
の
絵
図
で
は
、

た
だ

「
田
畑
」
と
表
示
す
る
の
み
で
あ
り
、
耕
地
の
区
分
の
仕
方
も
、
深

江
村
と
青
木
村
や
西
青
木
村
の
絵
図
で
異
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
三
カ
村
の
村
絵
図
の
記
載
か
ら
す
る
と
、
各
々
の
絵
図
が
、
御

巡
見
使
の
通
行
の
た
め
に
初
め
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、

天
明
八
年
以
前
の
あ
る
時
期
に
、
作
ら
れ
た
絵
図
が
、
幕
府
の
巡
見
使
の

通
行
の
際
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
三
カ
村
の
絵

図
が
凡
例
や
耕
地
の
区
分
方
法
な
ど
の
点
で
相
互
に
異
な

っ
て
い
る
の
は
、

天
明
八
年
に
新
た
に
統

一
し
た
基
準
で
作
成
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
理

由
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
絵
図
が
、
幕
府
領
と
し
て
上
知
さ
れ
た

明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
以
降
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
三
カ
村
の
絵
図
を
、
前
述
し
た

「本
庄
之
庄
山
路
庄
郡
家
庄

絵
図
」
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
と
く
に
、
天
明
八
年
の
絵
図
の
中
で
、
深

江
村
絵
図
の
凡
例
に
の
み
区
分
さ
れ
て
い
る
本
田
と
新
田
畑
の
区
分
、
そ

し
て
す
べ
て
の
村
絵
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「御
普
請
所
」
の
問
題
と
に

注
目
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
「本
庄
之
庄
山
路
庄
郡
家
庄
絵
図
」
（以
下
、
「本
庄
之
庄
絵
図
」

と
略
）
の
中
で
、
詳
し
く
用
水
路
が
描
か
れ
て
い
る
青
木
村
に
つ
い
て
、

天
明
八
年
の
村
絵
図
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
絵
図
の
村
名
に
は
旧
尼
崎
藩

領
だ

っ
た
東
青
木
村
と
旧
大
和
小
泉
藩
領
（片
桐
氏
領
）
だ

っ
た
青
木
村
が

並
立
し
て
書
か
れ
、
幕
府
領
に
な

っ
た
後
、
天
明
八
年
段
階
で
も
庄
屋
が

別
に
置
か
れ
、
行
政
上
は
別
で
あ

っ
た
が
、
生
活
共
同
体
と
し
て
の
ム
ラ

は

一
村
で
あ

っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
「
本
庄
之
庄
絵
図
」
の
内
、
山

路
之
庄
と
の
庄
境
か
ら
東
、
高
橋
川
に
至
る
部
分
を
拡
大
し
て
ト
レ
ー
ス

し
た
図
（図
１
３
）
と
「
東
青
木
村

。
青
木
村
絵
図
六
日
絵
写
真
お
よ
び
ト

レ
ー
ス
図

［図
１
４
］
、
以
下

「
青
木
村
絵
図
」
と
略
）
を
比
較
す
る
と
、

「本
庄
之
庄
絵
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
新
田
部
分

（◎
）
の
場
合
、
こ
の

「青
木
村
絵
図
」
で
は
、
二
つ
の
樋
門

（
一
個
は
潮
止
め
樋
門
）
に
よ

っ
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山
路
庄
東
境
目
道

本

庄

之

庄

∩
）
此
色
道

繍
）
此
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御
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請
所

笏
）
此
色
田
畑

ａ
▼
此
色
海
川
溝

題
軍
科
割
ｆヽ′

図-3「 本庄之庄山路庄郡家庄絵図」 (拡大図)

図-4 青木村絵図 (天明 8年 〔1788〕
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摂
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て
用
排
水
の
調
節
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
天
明
八
年
ま
で
に
、

青
木
村
の
新
田
は
相
対
的
に
安
定
し
た
耕
地
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
推
測

さ
せ
る
。
ま
た
、
璽
目
木
村
絵
図
」
に
は
、
図
幅
の
左
上
隅

（北
西
端
）

に
用
水
池
が
描
か
れ
、
こ
の
用
水
池
は
、
横
川
あ
る
い
は
青
木
村
の
耕
地

へ
取
水
す
る
用
水
路
の
樋
門
と
も
有
機
的
に
繋
が

っ
て
お
り
、
「
本
庄
之

庄
絵
図
」
に
描
か
れ
た
用
水
路
の
パ
タ
ー
ン
と
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
青
木
村
の
村
内
を
流
れ
る
用
水
路
の
形
は

「本
庄
之
庄
絵
図
」

と
さ
ほ
ど
変
わ

っ
て
お
ら
ず
、
「
本
庄
之
庄
絵
図
」
の
中
で

「
尼
崎
領

・

片
桐
主
膳
正
入
組
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
耕
地
が

「青
木
村
絵
図
」
で
は

①
の
部
分
に
あ
た
る
こ
と
が
容
易
に
わ
か
る
。

と
く
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
「
御
普
請
所
」
（樋
門
）
と
新
田
と
の
関
係

で
あ
る
。
「
本
庄
之
庄
絵
図
」
の
中
で
青
木
村
の
南
の
二
本
の
潮
堤
で
囲

ま
れ
た
新
田
の
部
分
に
流
入
す
る
用
水
路
に
つ
い
て
み
る
と
、
ヨ
ロ
木
村

絵
図
」
で
は
、
そ
の
流
入
す
る
水
路
の
す
べ
て
の
取
水
日
部
分
に

「
御
普

請
所
」
（樋
門
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
山
路

之
庄
に
属
し
た
西
青
木
村
か
ら
の
取
水
日
部
分
、
そ
し
て
青
木
村
の
耕
地

を
経
て
、
こ
の
新
田
に
流
入
す
る
用
水
路
の
部
分
、
さ
ら
に
、
新
田
か
ら

海
域

へ
の
排
水
日
の
部
分
の
三
カ
所
で
あ
る
。
こ
の

「
御
普
請
所
」
（樋

門
）
の
配
置
状
態
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
村
内
の
耕
地

へ
の
用
水
の

配
分
の
上
で
、
本
田
と
新
田
と
の
間
で
何
ら
か
の
差
別
が
み
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
「
本
庄
之
庄
絵
図
」
と

「青
木
村
絵
図
」
を
比
較
し
て
気
付
く

点
は
、
主
要
道
路
の
変
化
で
あ
る
。
「
本
庄
之
庄
絵
図
」
の
中
で
、
御
幸

道
と
青
木
村
の
東
端
を
南
北
に
流
れ
る
用

（排
）
水
路
と
が
交
差
す
る
地

点
か
ら
、
青
木
村
の
無
量
寺
の
境
内
の
南
に
沿

っ
て
西
方

へ
ま

っ
す
ぐ
に

延
び
て
い
た
主
要
道
路

（御
幸
道
）
は
、
こ
の
天
明
八
年
の

「青
木
村
絵

図
」
で
み
る
限
り
、
「
本
庄
之
庄
絵
図
」
で
潮
堤
と
し
て
描
か
れ
て
い
た

部
分
を
通

っ
て
い
る
。
享
保
期
の
末
ご
ろ
か
ら
天
明
八
年
ま
で
の
時
期
に
、

青
木
村
の
メ
イ
ン
ロ
ー
ド

（西
国
街
道
）
の
道
筋
が
か
つ
て
の
潮
堤
に
沿

っ

て
、
大
き
く
南

へ
移
動
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
対

応
す
る
よ
う
に
、
か
つ
て
の
新
田
の
南
に
展
が

っ
て
い
た
浜
辺
の
部
分
に

も
、
こ
の

璽
目
木
村
絵
図
」
で
は
、
入
江
を
取
り
囲
む
形
で
新
し
い
新
田

が
造
成
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
状
況
が
読
み
と
れ
る
。

次
に

「
西
青
木
村
絵
図
」
（
日
絵
写
真
、
ト
レ
ー
ス
図

［図
１
５
Ｊ

を

み
て
み
よ
う
。
西
青
木
村
の
場
合
、
「
本
庄
之
庄
絵
図
」
に
ほ
と
ん
ど
そ

の
記
載
が
な
い
た
め
に
、
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
「
御
普
請

所
」
（樋
門
）
の
配
置
と
新
田
と
の
関
係
は
、
「青
木
村
絵
図
」
の
場
合
と

類
似
し
た
状
態
に
あ

っ
た
こ
と
が
絵
図
か
ら
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
西
青
木
村
絵
図
」
の
中
で
、
村
域
北
部
に
設
け
ら
れ
た
用
水
池
の
南

に
沿

っ
て
流
れ
る
天
上
川
か
ら
の
取
水
日
の
部
分
に
ニ
カ
所
の
樋
門
が
描
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○

此
色
道

④

此
色
御
並］と明所

の

此
色
田
畑

０

此
色
海
川
溝

東
青
木
村
支
配

圏侶穂

北
　
■

横
や
村
支
配

か
れ
て
い
る
し
、
ま
た
西
青
木
村
の
南
、
幅
の
広
い
東
西
に
走
る
道
路
沿

い
に

一
カ
所
の
樋
門
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
南
の
樋
門
は
、
そ
の
南

側
に
広
が
る
巳
新
田
と
寅
新
田

へ
の
用
水
の
流
れ
を
調
整
す
る
樋
門
で
あ

る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
の
新
田
の
耕
地
か
ら
海

へ
の
排
水
路
の
部
分
に

も

一
カ
所
、
樋
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
「
青
木
村
絵
図
」
の
場
合
と
同

様
、
こ
の
新
田
部
分
の
用
水
路
の
末
端
に
設
け
ら
れ
た
樋
門
は
、
排
水
と

同
時
に
防
潮
樋
門
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に

「
深
江
村
絵
図
」
（
日
絵
写
真
、
ト
レ
ー
ス
図

［図
１
６
ｇ

を

酌
　
見
て
み
よ
う
。
こ
の
絵
図
は
、
青
木
村
や
西

孝
　

青
木
村
の
絵
図
と
異
な
り
、
本
田
と
新
田
畑

彫
　
の
部
分
が
明
瞭
に
色
分
け
さ
れ
て
い
る
。
し

７８
　

か
し
、
深
江
村
の
新
田
畑
の
場
合
、
そ
の
大

年
　
部
分
が
海
岸
に
沿

っ
て
形
成
さ
れ
た
砂
丘
部

明
　
分
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
水
田
と
し

海

囃
　
て
用
水
が
掛
か
る
耕
地
は
、
砂
丘
の
北
側
の

南

帷
　
後
背
湿
地
の
部
分
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

訴
　
が
絵
図
か
ら
も
読
み
と
れ
る
。
「御
普
請
所
」

西
　

の
樋
門
が
集
中
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
深

・５
　

江
の
集
落
の
東
南
、
納
家
後
の
小
字
の
周
囲

図
　

で
あ
り
ヽ
こ
の
付
近
の
耕
地
が
明
治
初
期
の

地
籍
図
で
み
る
限
り
、
す
べ
て
畑
地
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

こ
の
納
家
後
周
辺
に
設
置
さ
れ
た
樋
門
は
、
見
附
畑
や
東
浜
の
砂
丘
部
分

を
掘
り
下
げ
て
設
け
た
排
水
路
に
海
水
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
目

的
を
も

っ
た
防
潮
樋
門
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
高
橋
川
の
下
流
の
横
川
と
の
合
流
点
に
設

け
ら
れ
て
い
る
樋
門
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
天
明
八
年
ご
ろ
の
各
村
々
の
様
子
は
ど
の
よ

う
な
状
態
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
天
明
八
年
御
巡
見
様
御
通
行
御
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用
之
留
帳
」
肝
ら
、
各
村
々
の
石
高
、
戸
数
、
そ
の
他
の
特
記
さ
れ
て
い

る
事
項
を
拾

っ
て
み
る
と
、
青
木
村
の
場
合
、
村
高

一
六
八
石
八
斗

一
升

六
合
、
浦
高
三
〇
石
、
家
数
七
九
軒
、
水
主
二
人
、
そ
し
て

一
〇
～
二
五

石
積
の
船
が
六
艘
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
西
青
木
村
の
場
合
、
村
高

が
二

一
九
石

一
斗

一
升
二
合
と
九
七
石
三
斗
五
升
二
合
三
勺
と
別
記
さ
れ

て
い
る
が
、
家
数
は
別
記
さ
れ
ず
、
三
二
軒
か
ら
な

っ
て
い
た
。
石
高
の

う
ち
九
七
石
余
り
は
旧
大
和
小
泉
藩
領
分
で
、
本
来
は
青
木
村
の

一
部
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
西
青
木
村
に
合
め
て
い
る
。
さ
ら
に
深
江
村
の
場
合
、

村
高
六
二
〇
石
六
升
三
合
、
家
数

一
五

一
軒
、
そ
し
て
漁
舟
、
渡
海
船
、

ち
ょ
き
舟
を
合
計
し
た
般
数
が
三
二
艘
、
浦
役
四
人
半
、
浦
高
七
〇
石
、

大
工
高
三
〇
石
な
ど
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。
村
高
や
戸
数
な
ど
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
深
江
村
が
圧
倒
的
に
大
き
な
集
落
で
あ
り
、
農
業
の
み
な

ら
ず
、
漁
業
や
海
上
交
通
の
面
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
深
江
村
に
限

っ
て
、
「
天
明
八
年
深
江
村
五
人
組
請
書
」

の
史
料
が
残

っ
て
い
る
が
、
こ
の
史
料
で
は
三
〇
組

一
四
八
軒
の

「
五
人

組
」
が
記
載
さ
れ
、
戸
数
の
点
で

「
天
明
八
年
御
巡
見
様
御
通
行
御
用
之

留
帳
」
に
記
載
さ
れ
た

一
五

一
軒
と
合
致
し
な
い
が
、
村
高
は

一
緒
で
あ

る
。
そ
の
村
高
の
構
成
を
み
る
と
、
「
五
人
組
請
書
」
で
は
、
全
体
の
六

九
％

（
一
四
八
軒
の
内

一
〇
二
軒
）
が
三
石
未
満
の
農
民
で
あ
り
、
無
高

も
三
二
軒
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
人
々
が
生
計
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
小

翻 毅ξR穂て軽ヽ

∽
　
　
　

，〓
一

摂
州
免
原
郡

深

江

村

南

図-6 深江村絵図 (天明 8年 〔1788〕 トレース図)
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作
農
の
ほ
か
漁
業
や
海
上
交
通
、
あ
る
い
は
大
工
そ
の
他
の
仕
事
を
兼
業

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
横
川
絵
図
」
を
め
ぐ

っ
て

「本
庄
之
庄
絵
図
」
の
中
で
も
、
山
路
之
庄
と
の
境
界
付
近
か
ら
大
き

く
湾
曲
し
て
東
方
に
流
れ
る
横
川
は
、
き
わ
め
て
特
徴
的
に
描
か
れ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
横
川
は
、
「青
木
村
絵
図
」
、
「
西
青
木
村
絵
図
」
の
北

端
部
分
、
「
深
江
村
絵
図
」
の
西
端
部
分
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
横

川
は
、
現
在
の
本
山
南
町
四
丁
目
か
ら
五
丁
目
に
か
け
て
位
置
す
る
福
池

公
園
と
日
本
精
化
株
式
会
社
神
戸
工
場
お
よ
び
福
池
小
学
校
の
敷
地
に
あ

た
る
部
分
に
あ

っ
た
用
水
池
の
北
端
に
沿

っ
て
東
方
の
串
田
川

（現
在
の

要
玄
寺
川
）
に
至
る
ま
で
ま

っ
す
ぐ
に
延
び
て
、
本
山
南
町
七
丁
目
の
神

戸
市
営
本
山
住
宅
付
近
で
串
田
川
と
合
流
し
て
い
た
。
従

っ
て
、
こ
の
横

川
が
東
西
に
ま

っ
す
ぐ
延
び
る
河
床
部
分
は
、
本
山
地
域
に
含
ま
れ
て
い

る
が
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
七
）
の
天
上
川
の
河
川
改
修
工
事
に
伴

っ
て

廃
川
に
な
る
ま
で
、
本
庄
地
域
に
お
け
る
農
業
用
水
、
土
地
利
用
、
さ
ら

に
水
害
や
河
川
工
事
な
ど
を
考
え
る
上
で
、
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。

と
く
に
近
世
中
期
以
降
の
普
請

（土
木
工
事
）
に
際
し
て
は
、
芦
屋
川
、

四
ツ
松
川
、
串
田
川
、
高
橋
川
、
津
知
川
な
ど
と
並
ん
で
、
横
川
が
し
ば

し
ば
問
題
と
な

っ
た
。
元
文
元
年

（
一
七
三
六
）
か
ら
文
化
四
年

（
一
八

〇
七
）
に
至
る
七
二
年
間
の
深
江
村
に
お
け
る
用
水
路
、
道
路
さ
ら
に
橋

梁
な
ど
の
土
木
工
事

（普
請
）
に
つ
い
て
記
録
し
た

「
深
江
村
普
請
明
細

帳
」
（松
田
直

一
氏
文
童
Ｃ

で
み
る
と
、
元
文
元
年
か
ら
寛
政
六
年

（
一
七

九
四
）
の
時
期
に
横
川
の
普
請
に
関
す
る
記
事
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
普
請
の
主
た
る
内
容
に
つ
い
て
み
る
と

「
川
中
浚
」
、
す
な
わ
ち
、

横
川
の
河
床
に
堆
積
す
る
土
砂
の
除
去
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る

（『本

庄
村
史
』
資
料
編
三
巻
、
大
国

一
九
九
二
）。
こ
れ
は
、　
一
八
世
紀
の
後
半
期

に
お
い
て
、
横
川
の
河
床

へ
の
上
砂
の
堆
積
が
急
速
に
進
み
、
い
わ
ゆ
る

天
丼
川
の
状
態
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

明
和
元
年

（
一
七
六
四
）
の
作
成
と
考
え
ら
れ
て
い
る

「
山
陽
道
行
程

記
」
（
一
一
帖
、
毛
利
家
文
庫
、
山
口
県
文
書
館
所
蔵
）
を
み
る
と
、
中
国
地

方
、
と
り
わ
け
山
陽
道
に
沿
う

一
帯
の
山
々
の
多
く
が
荒
廃
し
、
各
所
に

は
げ
山
が
描
か
れ
て
い
る
し
、
し
か
も
山
麓
部
に
は
、
土
砂
の
流
出
に
伴

っ

て
河
床
が
上
昇
し
た
天
丼
川
が
数
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
巻
の
中

で
、
六
甲
山
麓
の
南
側
に
位
置
す
る
河
川
の
多
く
が
周
辺
の
土
地
よ
り
も

河
床
の
方
が
高
い
天
丼
川
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

（川
村

一
九
八
六
、　
一
九

八
九
）。
横
川
に
お
け
る

「
川
中
浚
」
の
工
事
も
、
こ
う
し
た
六
甲
山
の

荒
廃
化
に
伴

っ
て
、
山
地
か
ら
の
土
砂
の
流
出
が
、
こ
の
時
期
に
顕
著
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
福

（井
）
池
の
部
分
か
ら
流
路
が
東
方
に
直
角
に
変
わ
る
横
川
の
場
合
、
河
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川
の
も
つ
土
砂
の
推
送
力
は
、
こ
の
曲
流
部
で
急
速
に
低
下
す
る
た
め
に
、

河
床

へ
の
土
砂
の
堆
積
が

一
挙
に
起
こ
る
。
六
甲
山
地
か
ら
の
土
砂
の
流

出
は
、
恐
ら
く
そ
れ
以
前
か
ら
も
続
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
横
川
の

河
床
の
上
昇
が
顕
著
に
進
む
の
は
、　
一
八
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
「
川
中
浚
」
が
頻
繁
に
必
要
と
な

っ
て
き
た
の
は
、
土
砂
の
堆

積
量
も
増
加
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
う
し
て

一
八
世
紀
の
中
頃
か
ら
の
横
川
の
河
床
の
上
昇
が
顕
著
に
な

る
と
と
も
に
、
横
川
の
北
部
か
ら
流
下
す
る
河
川
も
、
当
然
の
こ
と
と
し

て
、
横
川
と
合
流
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
天
丼
川
と
化
し
た
横
川
の
河
床

の
下
に
、
排
水
の
た
め
の
水
路

（「玖
し

や
樋
を
設
置
し
な
け
れ
ば
、
横

川
の
北
側
に
位
置
す
る
中
野
村
や
小
路
村
の
耕
地
は
、
排
水
不
良
の
た
め

に
湿
田
化
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

横
川
を
め
ぐ
る
排
水
と
河
床
の
上
昇
に
伴

っ
て
発
生
す
る
問
題
は
、
横
川

の
北
側
の
村
々
と
南
側
の
村
々
と
の
利
害
の
対
立
を
も
生
み
出
し
て
い
っ

た
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
横
川
を
め
ぐ
る
用
排
水
の
問
題
を
複
雑
に
し
た
の

は
、
横
川
周
辺
の
村
々
の
所
属

（幕
府
直
轄
領
、
尼
崎
藩
、
大
和
小
泉
藩
）

と
そ
の
耕
地
が
相
互
に
入
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
北
部
の
山
地
か
ら
流
下
す
る
河
川
の
排
水

３
悪
水
し

を
阻
害
し
て
い
る
横
川
を
廃
川
に
し
て
、
北
か
ら
の
河
川
に

沿

っ
て
付
け
替
え
し
、
排
水
を
よ
く
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
す
で
に
享

保
期
か
ら
横
川
の
北
側
の
村
々
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
。
享
保
九
年

（
一
七

二
四
）
の

「横
川
川
違
中
野
村
庄
屋
勘
平
願
書
」
（芝
切
義
寛
氏
文
童
ｅ

は
、

こ
う
し
た
横
川
廃
川
計
画
案
の
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る

（『本
庄
村
史
』

資
料
編
三
巻
）。
こ
の
史
料
は
、
天
丼
川
の
形
成
や
排
水
の
状
況
、
そ
し
て

河
床
の
付
替
の
計
画
が
ど
の
様
に
し
て
発
生
し
た
か
を
知
る
う
え
で
重
要

で
あ
る
。

こ
の
史
料
の
大
ま
か
な
内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
具
合
に
な

ス
Ｖ
つ
。

中
野
村
の
耕
地
は
、
幕
府
領
や
藩
の
知
行
所
と
な

っ
て
い
る
部
分
が
入
り

混

っ
て
い
る
。
岡
本
村
や
田
辺
村
の
山
地
か
ら
流
れ
る
川
筋
が
横
川
に
流
入

し
、
先
年
か
ら
の
六
甲
山
の
山
崩
に
よ

っ
て
多
量
の
上
砂
が
流
出
し
、
横
川

の
河
床
が
耕
地
面
よ
り
二
間

（約
二

・
六
材
）
も
高
く
な

っ
て
度
々
、
堤
防

が
切
れ
て
中
野
村
の
耕
地

へ
流
入
し
、
次
第
に
荒
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
横
川
に
よ

っ
て
妨
げ
ら
れ
た
排
水

（「悪
水
し

が

（中
野
村
の
）

耕
地
に
滞
留
す
る
た
め
に
、
「
し
つ
け
地
」
（湿
気
地
）
と
な
り
、
毎
年
の
収

穫
が
減

っ
た
り
、
一異
作
が
で
き
な
い
状
態
に
な

っ
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
横

川
を
田
中
村
の
中
に

一
町

（約

一
〇
八
房
）
程
の
新
川
を
掘

っ
て
、
田
中
村

の
排
水
路

（「
悪
水
川
し

へ
流
せ
ば
、
排
水
も
良
好
に
な
る
。
ま
た
千
田
川

が
横
川
に
合
流
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も

（横
川
を
廃
川
に
し
て
）
小
路
村
の

排
水
路

（「
悪
水
川
し

へ
と
落
と
し
、
東
青
木
村
内
に
、
こ
れ
ま
た

一
町
程

の
新
川
を
新
し
い
排
水
路
の
河
床
と
し
て
掘
れ
ば
、
（千
田
川
の
）
排
水
も
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直
接
、
海

へ
出
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
上
流
か
ら
流
れ
出
す

土
砂
も
溜
ら
ず
、
川
床
が
高
く
な
る
こ
と
も
な
い
。
こ
う
し
た
点
を

（付
替

案
と
し
て
）
絵
図
に
描
い
て
提
出
し
た
い
。
も
し
、
こ
の
横
川
の
付
替

（廃

川
）
案
が
許
可
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
横
川
の
河
床
の
部
分
で
、
長
さ

一
五

町
、
横

（川
幅
）

一
〇
間
程
の
場
所
を
新
田

（「新
開
し

と
し
て
造
成
す
る

こ
と
を
、
中
野
村
の
庄
屋
で
あ
る
私

（勘
平
）
に
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
か
わ
り
、
新
田
の

一
反
に
つ
き

「金
子
壱
歩
」
を
冥
加
銀
と
し
て
上
納

す
る
。

中
野
村
の
水
田
の
お
よ
そ
八
割
は
、
昔
か
ら
、
そ
の
排
水
が
海

へ
出
て
い

か
な
い
た
め
に
、
こ
の
横
川
の
河
床
の
下
に

「
内
法

一
尺
弐
寸
四
方
」
（内

径
約
四
〇
カ
ン
四
方
）
、
「
長
拾
間
」
（横
川
の
川
幅
の

一
〇
間

［約

一
八
材
］

分
）
の
排
水
用
の
樋

（「悪
水
抜
伏
越
樋
し

を
幕
府
の
方
で
設
置
し
て
も
ら
っ

て
き
た
。
ま
た
、
小
路
村
内
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
も

「
内
法

一
尺
四
五
寸
四

方
」
、
「
五
十
間
」
余
り
の
排
水
用
の

「
伏
越
樋
」
が
二
つ
、
横
川
の
河
床
下

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

（小
路
村
の
支
配
を
行

っ
て
い
る
）
尼
崎

落
の
方
で
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
、

こ
の
横
川
を
付
け
替
え
る

（「
川

違
し

レ」
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
排
水
用
の

「
伏
越
樋
」

を
何
度
も
取
り
換
え
た
り
す
る
必
要
も
な
い
し
、
耕
地
も

「
か
わ
き
地
」

（乾
田
）
に
な
る
。
ま
た
排
水
不
良
の
た
め
に
年
々
の
収
穫
減
や
裏
作
が
で

き
な
い
状
態
も
改
善
さ
れ
る
上
に
、
横
川
か
ら
の
決
水
流
が
耕
地

へ
流
入
し

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
工
事
、
そ
れ
に
必
要
な
労
働
力

（「
人
足
も
、
あ

る
い
は

「
杭
木
」
、
「
野
柴
」
な
ど
の
工
事
用
の
資
材
も
莫
大
な
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
も
不
要
に
な
る
。
さ
ら
に
、
新
し
い
排
水
路

（新
川
床
）
を
掘
る

と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
昔
の

「古
川
」
（旧
河
床
）
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
を

新
し
い
川
床
と
し
て

（替
地
）
認
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
村
内
の
耕
地
を
潰

さ
ず
に
す
む
。

以
上
が
、
中
野
村
庄
屋
勘
平
の
横
川
付
替
計
画
の
骨
子
で
あ
る
。
享
保

九
年
の
段
階
で
、
六
甲
山
地
の
荒
廃
に
よ
る
土
砂
の
流
出
が
横
川
の
川
床

の
上
昇
を
も
た
ら
し
、
排
水

（「悪
水
し

問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
横
川
の
付
け
替
え

（「
川
違
し

計
画
を
絵
図
に
し
て
表
現
し

た
も
の
が
何
枚
か
残

っ
て
い
る
が
、
芝
切
義
寛
氏
文
書
の

「
川
違
井
新
田

御
願
場
絵
図
」
（写
真
１
２
、
ト
レ
ー
ス
図

［図
１
７
ｇ

も
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
こ
の
絵
図
と
享
保
九
年
に
中
野
村
庄
屋
勘
平
が

「
則
絵
図
仕
指

上
ケ
申
候
」
と
し
て
作
成
し
た
絵
図
の
内
容
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

「
川
違
井
新
田
御
願
場
絵
図
」
で
は
、
絵
図
の
左
上
の
部
分
か
ら
田
中

村
の
部
分
で
曲
流
し
、
東
方
に
流
れ
る

「横
川
」
が
大
き
く
描
か
れ
て
い

る
が
、
絵
図
の
左
半
分
の
小
路
村
領
と
記
さ
れ
て
い
る
横
川
の
河
床
部
分

に
、
二
つ
の

「
悪
水
抜
伏
越
樋
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二

つ
の

「
伏
越
樋
」
が

「
尼
崎
よ
り
御
伏
置
被
成
候
」
と
注
記
さ
れ
る
よ
う

に
、
尼
崎
藩
が
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
千
田
川

の
右

（東
）
側
の
中
野
村
の
部
分
に
も
二
つ
の

「悪
水
抜
樋
」
が
描
か
れ
、
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写
真
１
２
　
「
川
違
井
新
田
御
願
場
絵
図
」

こ
れ
は

「
御
公
儀
様
」
（幕
府
）
が
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
記
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
絵
図
の
中
央
部
分
に
横
川
を
縦
断
し
た

形
で
南
北
に
描
か
れ
て
い
る
川
筋
が
み
え
る
が
、
横
川
よ
り
北
側
の
川
筋

が
千
田
川
で
あ
り
、
横
川
以
南
の
川
筋
が

「
小
路
村
悪
水
川
」
と
注
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
旧
来
か
ら
小
路
村
の
耕
地
か
ら
の
排
水
が
流
下
す
る

水
路
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
こ
の
排
水
路
が
付
替
願
い
の

主
眼
と
な

っ
て
い
る
新
川
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
横
川
の
川
床
部
分
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
「
新
田
御
願
場
」
の

文
字
注
記
が
横
川
の
川
床
部
分
に
見
え
る
と
同
時
に
、
そ
の
左
右
に
は
、

「
七
十
間
西
青
木
」
、
「
六
十
五
間
東
青
木
」
、
「
弐
百
三
十
間
北
畑
」
、
「
五

十
二
間
小
路
村
」
、
「
八
十
間
深
江
」
な
ど
の
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
恐
ら
く
、
横
川
を
廃
川
に
し
た
後
、
そ
の
川
床
部
分
を
新
田
と
し
て

開
発
す
る
た
め
の
作
業
区
と
そ
の
持
分
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
絵
図
は
中
野
村
庄
屋
勘
平
の
願
書
あ
る
い
は

彼
が
作
成
し
た
絵
図
の
内
容
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

す
べ
て
の
点
で

一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
絵
図
で
は
、
少
な

く
と
も
横
川
の
曲
流
部

（
田
中
村
内
）
か
ら
田
中
村
の

「悪
水
川
ス
こ
れ

が
現
在
の
天
上
川
の

一
部
と
な

っ
て
い
る
）

へ
と
流
す
予
定
の
新
川
は
描

か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
絵
図
で
は
、
ま
だ
田
中
村
の
村
内
を
経
由
し
て
山

空
哲
舜
り収
　
　
か
悠
Ч

畜
‐

　
か
ぃ

一‐Ｃ Ｏ 。
幽

同

ｒ

へ

＼

ｄ

温

呻

子″≦″1夕‐ケ́f甕1基】二逆F.1√
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路
之
庄
か
ら
横
川
の
南
側
に
沿

っ
て
並
行
し
て
流
れ
る
水
路
が

描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
千
田
川
と
横
川
が
合
流
す
る
地

点
か
ら
東
の
下
流
部
に
は
、
中
野
村
の
耕
地
の
中
を
流
れ
る
二

本
の
排
水
路
が
南
北
に
描
か
れ
て
い
る
。
と
く
に
こ
の
横
川
の

南
側
に
沿

っ
て
東
に
流
れ
る
細
い
水
路
の
下
流
部
は
、
「
百
姓

よ
り
御
年
貢
弁
悪
水
川
」
と
注
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
横
川
の
南

に
存
在
し
た
中
野
村
の
耕
地
の
排
水
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
点
を
考
え
な
が
ら
、
こ
の
絵
図
を
中
野
村
庄
屋
勘

平
の
願
書
に
み
ら
れ
る
横
川
付
替
案
と
付
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、

こ
の
絵
図
が
い
く

つ
か
の
矛
盾
す
る
内
容
を
も

っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

ま
ず
第

一
に
、
こ
の
絵
図
で
は
、
現
在
の
天
上
川
の

一
部
と

も
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
田
中
村
の

「悪
水
川
」
（排
水
路
）

へ
と
繋
げ
る
新
川

（新
し
い
排
水
路
）
が
描
か
れ
て
い
な
い
と

い
う
点
で
、
中
野
村
庄
屋
勘
平
の
願
書
に
み
る
横
川
付
替
案
か

ら
後
退
し
て
い
る
。

第
二
点
と
し
て
は
、
こ
の
絵
図
で
示
さ
れ
た
付
替
案
で
は
そ

の
新
田
開
発
と
矛
盾
を
き
た
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に

田
中
村
の
曲
流
部
か
ら
東

へ
流
れ
る
横
川
の
川
床
を
新
田
と
し
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て
開
発
し
た
場
合
、
岡
本
村
や
田
辺
村
の
山
地
か
ら
田
中
村
ま
で
南
流
し

て
き
た
川
の
水
は
ど
こ
へ
流
れ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
り
、
さ
ら

に
、
横
川
の
川
床
を
廃
川
に
し
て
新
田
と
し
て
開
発
し
た
と
し
て
も
、
横

川
の
南
に
沿

っ
て
並
行
し
て
流
れ
る
水
路
は
残
る
こ
と
に
な
る
と
す
れ
ば
、

北
か
ら
南
流
し
て
く
る
千
田
川
の
川
筋
と
こ
の
東

へ
流
れ
る
残

っ
た
水
路

と
は
ど
の
様
に
繋
が
る
の
か
不
明
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
絵
図
で
は
、
「
小
路
村
悪
水
川
」
と
注
記
さ
れ
た
排
水
路
の
南
端

部
に

「
松
平
遠
江
守
様

。
片
桐
石
見
守
様
入
組
新
田
」
と
い
う
記
載
が
あ

る
し
、
ま
た
そ
の
左

（西
）
側
の
東
青
木
村
の
部
分
に
も
丸
で
囲
ま
れ
た

「
松
平
遠
江
守
様
御
知
行
所

・
片
桐
石
見
守
様
御
知
行
所
入
組
」
と
い
う

注
記
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
尼
崎
藩

（松
平
氏
）
と
小
泉
藩

（片
桐
氏
）
が
存
在
す
る
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
の
上
知
以
前
の
状
況

を
一不
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

中
野
村
の
庄
屋
勘
平
の
願
書
が
提
出
さ
れ
た
享
保
九
年
か
ら
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
の
上
知
ま
で
の
間
に
、
中
野
村
か
ら
再
度
横
川
の
付
替
案

が
提
出
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
の
史
料

「
横
川
川
違
了
承
に
つ
き
六
カ
村
日

上
書
」
今
死
文
三
年
、　
一
七
三
八
）
も
残

っ
て
い
る

（『本
庄
村
史
』
資
料

編
三
巻
）
。
こ
り
死
文
三
年

（
一
七
三
八
）

の
史
料
の
中
に
次
の
よ
う
な

文
面
が
み
え
る
。

絵
図
之
表
拝
見
仕
候
処
、
東
青
木

・
北
畑

・
小
路

・
中
野

ハ
御
料
御
領
分

右
共
四
ケ
村

へ
往
古
よ
り
取
来
り
候
お
ち
こ
と
申
用
水
川
相
見

へ
不
申
候
、
此

川
筋
中
絶
仕
候
義
は
難
成
川
二
付
、
中
野
村
御
料
庄
屋
弥
三
左
衛
門

へ
相
尋

候
所
、
庄
屋
被
申
候

ハ
、
此
度
差
上
候
絵
図
之
儀
は
危
絵
図
之
儀

二
候
得
は
、

こ
と

こ
と

く

有
来
り
候
用
水
川

は

書
入
不
申
、
先
達
而
庄
九
郎
様

へ
御
断
申
上
置
候
、

尤
御
見
分
之
節
右
古
川
筋
御
案
内
申
上
、
伏
越
樋
等
御
願
可
申
上
旨
申
上
置

候
由
、
其
外
迎
も
御
見
分
之
節
、
間
数
方
角
等
も
御
改
被
成
、
本
絵
図
出
来

申
由
二
御
座
候

ヘ
ハ
、
右
お
ち
こ
川
筋
も
中
絶

ハ
御
座
有
間
舗
奉
存
候
得
共
、

写
之
絵
図

二
付
紙
仕
奉
入
御
覧
、
御
断
申
上
候
御
事

こ
の
史
料

の
内
容

の
大
略

は
以
下

の
通
り

で
あ
る
。

絵
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
よ
く
見
る
と
、
東
青
木

。
北
畑

。
小
路

。

尼
崎
藩
領
中
野
村
の
四
カ
村
が
取
水
し
て
い
る

「
お
ち
こ
」
と
い
う
用
水
路

が
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
川
筋
が
な
い
と
水
系
の
表
示
が
不
充
分
で
あ
る

の
で
、
幕
府
領
の
中
野
村
の
庄
屋
弥
三
左
衛
門
に
尋
ね
る
と
、
そ
の
絵
図
は

「
危
絵
図
」
（下
描
き
の
絵
図
）
で
あ
り
、
古
い
川
筋
に
つ
い
て
は

一
切
書
き

入
れ
て
い
な
い
し
、
そ
の
こ
と
は
代
官
の

（疋
田
）
庄
九
郎
様
に
も
断

っ
て

あ
る
。
し
か
し
、
現
地
を
検
分
さ
れ
る
と
き
に
は
、
古
い
川
筋
も
案
内
す
る

し
、
伏
越
樋
な
ど
の
設
置
の
お
願
い
も
そ
の
時
に
す
る
と
申
し
て
あ
る
。
こ

う
し
た
検
分
に
基
づ
い
て

「
本
絵
図
」
（正
式
な
提
出
絵
図
）
を
作
成
さ
れ

る
と
の
事
で
あ
る
の
で
、
そ
の
絵
図
に
は
、
「
お
ち
こ
」
な
ど
の
古
い
川
筋

も
き
ち

っ
と
書
き
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
と
り
あ
え
ず

「
写
し
の
絵
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図
」
に
普
請

（工
事
）
の
箇
所
を
付
箋
で
示
し
て
あ
る
の
で
み
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
事
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の

「
川
違
井
新
田
御
願
場
絵
図
」
は
、
こ
の
死
文
三
年

（
一
七
三
八
）

に

「本
絵
図
」
が
作
成
さ
れ
る
た
め
に
準
備
さ
れ
た

「鹿
絵
図
」
の
ひ
と

つ
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

横
川
の
抱
え
る
問
題
、
と
く
に
排
水
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
そ
の
後
も
様
々

な
土
木
工
事

（普
請
）
の
計
画
案
と
と
も
に
そ
の
解
決
方
法
が
模
索
さ
れ

て
い
く
。
次
に
揚
げ
る
絵
図

（写
真
１
３
、
ト
レ
ー
ス
図

［図
１
８
ｇ

も
、
明
和
六
年
の
上
知
以
前
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
横
川
の
排
水
を
め
ぐ
る
絵
図
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
絵
図
も

正
式
な
絵
図
と
い
う
よ
り
、
「
虚
絵
図
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
絵
図
で
主
題
と
さ
れ
て
い
る
点
は
、
横
川
の
北
側
を
横
川
と
並
行
し
て

流
れ
る
味
泥
川
の
排
水
を
良
好
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
末
端
を
横
川
の
下

流
部
に
繋
ぐ

一
方
、
横
川
以
南
の
耕
地
か
ら
の
排
水
を
よ
く
す
る
た
め
に
、

横
川
の
南
に
沿

っ
て
流
れ
る
排
水
路

（
ア
バ
バ
川
）
を
拡
張
し
、
さ
ら
に

横
川
の
川
床

へ
の
土
砂
の
堆
積
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
工
事
の
計
画
案
で

図
１
８

・髯
一

≡一

「

「横
川
」
絵
図
ト
レ
ー
ス

写
真
１
３

「横
川
」
絵
図
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あ
る
。
こ
れ
は
、
現
実
に
ア
バ
バ
川
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
残
り
、
排

水
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た
水
路
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
時
に

あ

っ
て
も
排
水
能
力
を
高
め
る
実
現
可
能
な
工
夫
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
横
川
を
め
ぐ
る
排
水
工
事
計
画
案
で
は
、
横
川
そ
の
も
の
を
廃

川
に
す
る
と
い
う
考
え
は
と

っ
て
い
な
い
。
絵
図
の
中
で
、
味
泥
川
や
横

川
の
川
床
の
下
に

「
ス
樋
」
（地
下
に
埋
め
込
ん
だ
樋
）
が
設
置
さ
れ
て

い
る
状
況
か
ら
も
、
横
川
の
流
路
自
体
を
変
更
し
よ
う
と
い
う
意
図
は
う

か
が
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

横
川
を
め
ぐ

っ
て
は
、
結
果
的
に
、
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
の
廃
川

に
至
る
ま
で
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
横
川
付
替
計
画
案
が
提
出
さ
れ
、

そ
れ
が
絵
図
と
し
て
も
残

っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
計
画

案
は
成
就
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
こ
と
を
私
た
ち
は
知

っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
数
多
く
残

っ
て
い
る
横
川
を
め
ぐ
る
付
け
替
え
の
絵
図
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
完
成
品
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
横
川
を
め
ぐ

っ
て
利
害
を

異
に
す
る
人
々
が
各
々
の
立
場
か
ら
考
え
て
作
成
し
た
横
川
付
け
替
え
の

設
計
図
、
あ
る
い
は
そ
の
試
作
品
と
い
う
性
格
を
も

つ
。
こ
れ
ら
の
絵
図

か
ら
私
た
ち
は
、
各
村
々
の
利
害
や
思
惑
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
の
横
川

を
改
造
し
て
い
こ
う
と
す
る
試
行
の
過
程
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
る

）ｎノ。

二
節
　
明
治
初
期
の
絵
図

・
地
図
と
本
庄
地
域

の
景
観

明
治
期
に
な
る
と
、
絵
図
や
地
図
の
作
成
方
法
も
測
量
を
合
め
て
次
第

に
そ
の
精
度
を
増
し
、
ま
た
多
種
に
わ
た
る
地
図
が
全
国
的
に
作
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
て
く
る
。
と
く
に
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
に

「地
租
改
正

条
例
」
が
公
布
さ
れ
る
と
、
全
国
に
わ
た

っ
て
土
地
区
画
の
決
定
、
丈
量

（測
量
）
に
よ
る
地
積
の
確
定
、
そ
れ
に
基
づ
く
地
価
の
算
定
、
さ
ら
に

新
し
い
地
券
の
発
行
と
い
う
よ
う
に
日
本
の
土
地
制
度
の
確
立
の
た
め
の

方
策
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
各
村
単
位
で
ほ
ぼ
六
〇
〇
分
の

一
の
縮
尺
の

「
地
籍
図
」
令
字
図
し

が
作
成
さ
れ
、
地
番
を
付
さ
れ
た

耕
地
の

一
筆
ご
と
に
所
有
者
が
確
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
全
国
に
わ
た

る

「地
籍
図
」
の
作
成
に
お
い
て
は
、
近
世
期
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
を
利

用
す
る
も
の
も
多
か

っ
た
が
、
新
し
く
測
量
を
行

っ
て
作
成
さ
れ
る
場
合

も
み
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
測
量
絵
図
の
普
及
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
っ

た

（
日
絵
に
明
治
末
期
の

「字
図
し
。

ま
た
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
以
降
、
軍
事
的
な
目
的
も
あ

っ
て
各
地
の

鎮
台
や
陸
軍
の
測
量
部
隊
に
よ

っ
て
、
実
測
の
地
形
図
が
作
成
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
と
く
に
、
関
東
地
方
を
中
心
と
し
て
作
成
さ
れ
た
迅
速
測
図
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と
関
西
地
方
を
中
心
に
作
ら
れ
た
仮
製
地
形
図
は
、
そ
の
測
量
の
基
準
線

も
表
現
様
式
も
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
陸
軍
が
作
成
し
た

二
万
分
の

一
の
縮
尺
の
実
測
図
で
あ
り
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て

の
地
域
の
実
態
を
知
る
た
め
の
重
要
な
地
図
と
な

っ
て
い
る
。
本
章
で
使

用
す
る

「今
津
村
」
（明
治
十
七
年
測
量
）
、
「
西
宮
町
」
（明
治
十
八
年
）
、

「
神
戸
」
（同
年
）
、
「
六
甲
山
」
（明
治
十
九
年
）
の
四
枚
の
図
幅
も
、
こ

の
二
万
分
の

一
の
縮
尺
で
作
ら
れ
た
仮
製
地
形
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
仮
製
地
形
図
は
、
測
量
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
、

「
等
高
線
」
の
表
示
は

「
図
根
点
」
方
式
と
い
っ
て
、
す
べ
て
の
標
高
を

「
三
角
点
」
網
か
ら
測
定
す
る
現
在
の
測
量
方
法
と
は
異
な
り
、
特
定
の

地
点
の
み
標
高
を
測
量
し
、
そ
れ
を
概
略
の
形
で
結
ん
で
い
く
も
の
で
あ

り
、　
一
見
ス
ム
ー
ズ
な
等
高
線
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
必
ず
し
も
等
高
線

が
す
べ
て
の
地
点
で
現
実
の
標
高
を
示
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か

し
、
地
形
の
大
ま
か
な
起
伏
の
状
態
は
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
仮
製
地
形
図
や
迅
速
測
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事

項
は
、
同
じ
く
陸
軍
参
謀
本
部
が
軍
事
的
目
的
で
作
成
し
た

『共
武
政
表
』、

あ
る
い
は
陸
軍
省

（総
務
局
）
が
作
成
し
た

『
徴
発
物
件

一
覧
表
』
な
ど

の
統
計
資
料
と
同
様
に
、
軍
事
的
な
利
用
の
便
宜
を
考
慮
し
た
項
目
が
重

点
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
人
日
、
戸
数
、
学
校
、
寺
院
、
官
庁
の
数
、
牛

馬
数
、
車
輌

（荷
車
、
人
力
車
、
牛
車
、
馬
車
）
、
船
舶
な
ど
の
ほ
か
、

水
車
、
屠
場
、
病
院
、
物
産
な
ど
の
特
徴
や
そ
の
数
値
が
、
こ
う
し
た
統

計
資
料
に
は
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
仮
製
地

形
図
に
は
、
水
車
場
、
道
路
、
渡
し
場
、
橋
、
病
院
、
学
校
、
官
庁
な
ど

の
施
設
が
描
か
れ
る
ほ
か
、
さ
ら
に
軍
事
演
習
な
ど
を
考
慮
し
て
、
湿
田
、

乾
田
、
荒
地
、
森
林
の
樹
種
、
山
地
の
植
生
の
被
覆
状
態
な
ど
の
土
地
利

用
上
の
区
分
も
細
か
く
な
さ
れ
て
い
る
。

「
深
江
村
地
籍
図
」
（明
治
九
年
）
を
め
ぐ

っ
て

明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
東
青
木
村
と
青
木
村
は
合
併
し
て
青
木
村
と

な

っ
た
。
明
治
六
年
の
地
租
改
正
条
例
の
公
布
後
、
青
木
、
西
青
木
、
深

江
の
各
村
で
そ
れ
ぞ
れ
地
籍
図
が
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
、

深
江
の
分
し
か
残

っ
て
い
な
い
。
明
治
九
年
の

「
深
江
村
地
籍
図
」
（写

真
４
、
５
お
よ
び
ト
レ
ー
ス
図

［図
１
９
ｇ

は
神
戸
市
立
博
物
館
の
所

蔵
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
字
」
ご
と
の
地
筆
を
描
く
冊
子
体
の
も
の

で
は
な
く
、
「字
」
単
位
の
地
籍
図
を

一
枚
に
統
合
し
て
写
し
取

っ
た
も

深
江
村
地
籍
図
の
作
成
年
代
…
地
籍
図
の
左
下
端
に
、
「
明
治
九
年
子
六
月

中
旬
　
岡
田
正
蔵
　
写
之
　
廿
三
歳
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
厳
密
に
い
え

ば
、
こ
の
地
籍
図
を
写
し
取

っ
た
時
点
が
明
治
九
年
六
月
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
地
籍
図
自
体
は
、
明
治
六
年
の
地
租
改
正
条
例
以
前
に
作
成

さ
れ
て
い
た
絵
図
を

「地
租
改
正
」
に
際
し
て
、
「
調
製
」
し
た
絵
図
と

考
え
ら
れ
る
。
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

の
で
あ
る
。
凡
例
と
し
て

「
道
路
」
と

「地
番
」
が
赤
色
で
、
用
水
路
や

河
川
な
ど
の
水
系
が
青
色
、
「
山
林
」

の
部
分
が
緑
色
、
水
系
沿
い
の

「堤
防
」
が
薄
緑
色
と
し
て
色
分
け
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
各
地
筆
に
は
、

地
積
反
別
が
細
か
い
数
字
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
深

江
村
の
地
積
反
別
は
表
１
２
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
地
籍
図
の
上
端
に
、
「字
新
山
」
と
し
て

「草
山
」
？
一

町
六
反
五
畝

一
八
歩
）
の
分
が
、
別
に
小
絵
図
と
し
て
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

各
地
目
に
は
、
地
籍
図
の
左
上

（北
西
）
端
の

一
番
か
ら
右
上

（北
東
）

の
津
知
村
境
を
経
て
右
廻
り
に

一
周
し
て
、
左
上

（北
西
）
の

「
溜
池
」

左
の
耕
地
の

「千
器
」
ま
で
通
し
地
番
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
深
江
村
に
は

一
〇
〇
〇
筆
程
の
細
分
化
さ
れ
た
耕
地
、
宅
地
、
芝
地

な
ど
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
各
地
筆
ご
と
に
、
田
、
畑
、
宅

地
、
芝
地
、
林
、
墓
な
ど
の
土
地
利
用
上
の
地
目
が
区
分
さ
れ
、
反
別
が

書
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
浜
街
道

（西
国
街
道
）
以
北
の

「
田

（水
田
と

の
地
筆
が
、
ほ
ぼ

一
反
区
画
の
耕
地
に
均
分
化
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

浜
街
道
以
南
の
耕
地
は
二
～
三
反
の
大
き
な
耕
地
割
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、

四
～
五
畝
の
小
さ
い
耕
地
が
散
在
す
る
な
ど
、
耕
地
の
区
画
の
不
統

一
が

目
立

つ
。
お
そ
ら
く
、
浜
街
道
を
境
に
、
北
部
の
耕
地
割
が
中
世
以
前
か

ら
の

「条
里
型
」
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
し
、
浜
街

道
以
南
の
耕
地
が
、
近
世
初
期
以
降
の
海
浜
部
の
砂
丘
帯
と
そ
の
背
後
の

後
背
湿
地
の
開
発
に
伴

っ
て
、
地
形
の
起
伏
に
適
応
す
る
形
で
区
画
さ
れ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
深
江
村
の
宅
地
の
配
置
状
況
を
み
て
み
る
と
、
島
ノ
内
、
垣
添
、

さ
ら
に
栄
畑
、
松
ノ
内
、
鈴
松
な
ど
の
地
区
で
は
、
正
徳
三
年

（
一
七

一
三
）

の

「
深
江
住
居
図
」
に
描
か
れ
た
宅
地
の
ほ
か
に
も
数
多
く
の
宅
地
が
分

筆
さ
れ
た
り
、
空
地
に
立
地
し
た
り
し
て
増
加
す
る

一
方
、
納
家
後
、
東

浜
、
見
附
畑
、
永
井
浜
な
ど
に
も
多
く
の
宅
地
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
う
し
た
沿
岸
部
に
立
地
す
る
宅
地
は
、
旧
来
の
浜
街
道
沿
い

に
立
地
す
る
深
江
の
集
落
の
宅
地
割
に
比
べ
て
か
な
り
大
き
く
、
ひ
と
つ

表-2 深江村の地積反別

総計反別 85町 7反 6畝歩

内訳 。田反別    55町 2反 1畝 18歩

・畑反別    15町 9反 6畝 3歩

・宅地反別   8町 5反 8畝 18歩

・林反別 1町 3畝 12歩

・芝地反別   4町 9反 6畝 9歩

外書 総計反別 7町 8反 7畝 18歩

内訳・神社境外上地   3反 8畝 18歩

(内 2畝 24歩大田社境外溜井)

・同境内現今除地

・墓地反別

3畝 12歩

4反 2畝 9歩

・海岸地反別  2町 1反 9畝 15歩

・山反別 3町 6反 5畝 18歩

・溜井反別   2町 1反 3畝21歩

(内訳 1町 5反 2畝 12歩 前々高内引

4反 5畝 27歩 税地

1反 5畝 12歩 切開)

(合計は一致せず)
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の
宅
地
で
二
～
三
反
の
敷
地
を
も
つ
も
の
も
多
い
。
と
く
に
納
家
後
周
辺

に
宅
地
の
規
模
の
大
き
い
箇
所
が
何
力
所
か
み
ら
れ
る
の
は
、
近
世
期
か

ら
漁
業
関
係
の
納
屋
集
落
と
し
て
宅
地
が
形
成
さ
れ
て
い
た
部
分
に
、
酒

造
関
係
の
蔵
や
醸
造
所
が
設
置
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
海
浜
の

砂
丘
沿
い
に
も
、
見
附
畑
、
蔑
ノ
島
、
磯
島
な
ど
の
地
区
に
、
畑
地
に
囲

ま
れ
る
か
た
ち
で
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
宅
地
の
規
模
は
、
三
～

四
畝
程
度
の
敷
地
を
も

つ
に
す
ぎ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
近
世
中
期
以
降
に

開
発
が
進
ん
だ
砂
丘
帯
の
新
田
畑

へ
の

「出
作
小
屋
」
を
中
心
に
集
落
化

が
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

こ
の
明
治
九
年
の
深
江
村
地
籍
図
の
ト
レ
ー
ス
図

（図
１
９
）
に
、

「
小
字
名
」
と
明
治
十
七
～
十
九
年
の
仮
製
地
形
図

（図
１
１２
）
の
深
江

村
の
図
幅
に
み
え
る
湿
田
の
部
分
を
書
き
込
ん
だ
も
の
が
図
１
１０
で
あ
る
。

こ
の
地
図
を
み
る
と
、
深
江
村
の
北
東
部
、
芦
屋
川
の
右

（西
）
岸
に
位

置
す
る
白
井
池

（現
在
の
宝
島
池
公
園
）
の
付
近
か
ら
、
下
永
井
、
西
永

井
を
経
て
、
浜
街
道
沿
い
の
旧
集
落
の
南
側
に
あ
る
前
田
か
ら
東
休
家
、

西
休
家
に
至
る
部
分
は
、
そ
の
水
田
の
地
割
形
態
が
や
や
不
整
形
に
な

っ

て
い
る
。
こ
の
北
東
か
ら
南
西
部
の
高
橋
川
の
下
流
部
に
至
る
湿
田
部
分

が
津
知
川
の
旧
流
路
で
あ
り
、
西
永
井
か
ら
前
田
、
そ
し
て
西
休
家
に
至

る
湿
田
は
、
海
浜
部
の
砂
丘
部
分
に
よ

っ
て
排
水
が
阻
ま
れ
て
低
湿
地
と

な

っ
た
後
背
湿
地
と
重
な

っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
地
元
の
古
老

片
田
川
と
片
田
井
川
…
片
田
井
川
の
名
称
に
つ
い
て
、
芦
屋
村
で
は
傍
示
川

の
上
流
を
片
田
井
川
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
傍
示
川
の
本
来
の

川
の
名
称
が
片
田
川
で
、
下
流
部
が
芦
屋
村
と
深
江
村
の
村
境
と
な

っ
た

た
め
に
傍
示
川
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
深
江
村
の

方
で
は
、
傍
示
川
か
ら
分
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
西
側
を
流
れ
る
津
知
川
、

さ
ら
に
そ
の
西
側
を
流
れ
る
高
橋
川
と
の
間
を
横
に
結
ぶ
水
路
を
片
田
川

と
呼
び
、
正
確
に
は
片
田
井
川
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、
高
橋
川
に
近

い
付
近
の
片
田
井
川
は
、
イ
セ
ノ
カ
ヮ
と
も
、
ま
た
塞
の
神

（道
祖
神
）

に
ち
な
ん
で
塞
の
川
と
も
呼
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
芦
屋
村
と
深
江

村
で
片
田
川
あ
る
い
は
片
田
井
川
の
認
識
が
ズ
レ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

に
聞
く
と
、
こ
の
周
辺
部
に
は
昭
和
十
年
代
ご
ろ
ま
で
、
あ
ち
こ
ち
に
湿

地
が
残

っ
て
い
た
と
い
う
。

深
江
村
の
地
形
は
、
東
方
が
芦
屋
川
の
形
成
し
た
自
然
堤
防
、
東
南
部

か
ら
南
の
海
浜
沿
い
に
砂
丘
列
が
微
高
地
を
形
成
し
て
い
る
た
め
に
、
水

系
の
流
路
方
向
は

一
般
に
東
北
か
ら
南
西
方
向
に
流
れ
る
場
合
が
多
い
。

そ
の
代
表
的
な
用
水
路
が
深
江
村
の
東
北
部
分
か
ら
、
傍
示
川
あ
る
い
は

津
知
川
を
渡

っ
て
東
繁
昌
、
西
繁
昌
さ
ら
に
深
田
へ
と
西
流
し
、
そ
の
後
、

島
畑
か
ら
深
江
の
集
落
の
西
端
の
垣
ノ
内

へ
斜
め
に
流
下
し
て
い
く
片
田

井
川
で
あ
る
。
こ
の
片
田
井
川
の
用
水
溝
は
、
浜
街
道
よ
り
北
部
に
存
在

す
る
水
田
耕
地

へ
の
重
要
な
用
水
源
と
な

っ
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
取
水
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「
倖
点
Ｇ
田
四
」
刊
岬
卜
毒
Ｇ
々
貝
雖

（も
留
）
叶

０
襲
ｇ
　
Ｏ
中
―
図

田
哩
連
念
活

「雖
章
」
′翠
鷺
迪
昨

′翠
爛
連
引

′翼
Ｎ
盆
＊）
連
く

′翌
理
連
■

′瀾
伸
連
●

ＣＥ
Ｏ
Ｏ
∞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

′苺
連
争

≦
精
一
＞

′田
＜
連
和
ぷ
ｕ

モ

ー

ー

を
め
ぐ

っ
て
芦
屋
川
沿
い
の

芦
屋
村
な
ど
と
近
世
期
か
ら

し
ば
し
ば
水
争
い
が
発
生
し

た
用
水
路
で
も
あ
る
。
３
本

庄
村
史
』
資
料
編
三
巻
、
大
国

一
九
九
二
）。

「青
木

。
西
青
木
村
絵
図
」

（
明
治
十
二
年
）
を
め
ぐ

っ

て
青
木
村
と
西
青
木
村
に
つ

い
て
は
、
明
治
二
十
二
年
の

「
市
制
町
村
制
」

の
施
行
に

伴

っ
て
本
庄
村
が
成
立
し
た

以
降
に
調
整
さ
れ
た
地
籍
図

は
残

っ
て
い
る
が
、
明
治
六

年
の
地
租
改
正
条
例
の
公
布

に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
、

明
治
初
期
の

「
深
江
村
地
籍

図
」
に
相
等
す
る
よ
う
な
も

の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
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か
し
、
明
治
十
二
年
二
月
に
、
山
林
の
地
租
改
正
時
に
作
成
さ
れ
た

「
兵

庫
縣
摂
津
国
菟
原
郡
山
路
庄
内
三
ケ
村

。
本
庄
九
ケ
村
全
図
」
（増
田
家

文
書
）
が
残

っ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
は
、
山
林
の
地
租
改
正
に
際
し
て
、

岡
本

。
田
中

・
西
青
木
の
三
カ
村

（山
路
庄
）
と
森

。
三
条

・
津
知

。
青

木

。
深
江
な
ど
九
カ
村

（本
庄
之
庄
）
と
の
間
で
、
新
た
に
入
会
山
の
境

界
を
確
定
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
絵
図
の
裏
面
に
は
、
「
為
取
換
山
地
境
界
條
約
之
事
」
と
し
て
、

山
林
の
地
租
改
正
に
際
し
て
山
路
庄
と
本
庄

（之
庄
）
が
相
互
に
山
地
境

界
改
め
を
行

っ
た
が
、
「
紛
論
」
が
起
こ
り
、
そ
の
た
め
田
中
村
と
芦
屋

村
の
両
村
長
の
仲
裁
の
も
と
で
よ
う
や
く
境
界
を
確
定
し
た
旨
の
内
容
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
明
治
十
二
年
の
絵
図
作
成
と
庄
堺
の
確
定
に
際

し
て
、
旧
岡
本
村
の
所
蔵
で
あ

っ
た
元
禄
十
六
年

（
一
七
〇
三
）
の

「山

路
庄
七
ケ
村
山
論
絵
図
」
（増
田
家
文
書
）
が
重
要
な
証
拠
と
し
て
利
用

さ
れ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

山
路
庄
の
山
論
絵
図
…

「
兵
庫
縣
摂
津
国
菟
原
郡
山
路
庄
内
三
ケ
村
・本
庄

九
ケ
村
全
図
」
お
よ
び

「山
路
庄
内
七
ケ
村
山
論
絵
図
」
（元
禄
十
六
年
Ｈ

一
七
〇
三
）
の
両
絵
図
は
増
田
家
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
来
旧
岡
本

村
役
場
所
蔵
の
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
。
甲
南
大
学
文
学
部
史
学
地
理
学

教
室

（
一
九
八
五
）
「増
田
家
又
書
に
つ
い
て
」
３
増
田
家
文
書
目
録
』
、

甲
南
大
学
図
書
館
）
を
参
照
。

こ
こ
に
掲
げ
た

「
青
木

。
西
青
木
村
絵
図
」
（図
１
１１
）
は
、
こ
の
明

治
十
二
年
の

「兵
庫
縣
摂
津
国
菟
原
郡
山
路
庄
内
三
ケ
村

・
本
庄
九
ケ
村

全
図
」
の
う
ち
青
木
と
西
青
木
村
域
の
部
分
を
ト
レ
ー
ス
し
、
主
要
な
河

川
や
水
路
名
を
記
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

堅
同
木

・
西
青
木
村
絵
図
」

の
中
に
示
さ
れ
た
①
ｌ
①
の
境
界
線
は
、
西
青
木
村
と
青
木
村
と
の
村
堺

で
あ
る
と
同
時
に
、
山
路
庄
と
本
庄

（之
庄
）
と
の
庄
境
で
あ
り
、
「
兵

庫
縣
摂
津
国
菟
原
郡
山
路
庄
内
三
ケ
村

・
本
庄
九
ケ
村
全
図
」
の
方
で
は
、

①
の
北
の
延
長
線
が
八
幡
谷
川

（現
在
の
天
上
川
）
に
沿

っ
て
六
甲
山
の

山
頂
部
近
く
ま
で
延
び
て
い
る
。
す
で
に
２
の

「本
庄
之
庄
山
路
庄
郡
家

庄
絵
図
」
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
中
世
以
来
の
山
路
庄
と
本
庄

（之
庄
）

の
境
界
線
は
、
明
治
期
の
山
林

（入
会
山
）
の
境
界
確
定
争
論
と
し
て
改

め
て
人
々
の
意
識
に
の
ぼ
っ
て
き
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
同
時

に
ま
た
、
こ
の
庄
の
境
界
が
明
治
期
に
至
る
ま
で
入
会
山
の
用
益
や
水
利

の
配
分
、
あ
る
い
は
神
事
な
ど
の
宗
教
的
祭
祀
の
開
催
と
い
っ
た
社
会
生

活
の
重
要
な
側
面
に
お
い
て
も
、
現
実
的
な
機
能
を
果
た
し
て
き
た
こ
と

を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
絵
図
が
本
来
、
入
会
山
の
境
界
争
論
を
背
景
と
し
て
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
た
め
に
、
青
木
村
と
西
青
木
村
と
の
村
境
が
同
時
に
山
路
之

庄
と
本
庄

（之
庄
）
の
庄
境
と
し
て
も
重
な

っ
て
描
か
れ
て
い
る
し
、
む

し
ろ
庄
境
と
し
て
の
意
義
が
強
調
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
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そ
れ
ゆ
え
に
、
庄
の
境
界
を
越
え
て
流
れ
る
用
水
路
や
小
河
川
水
系
は
、

意
図
的
に
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
十
六
年
の

「摂
津
国

菟
原
郡
西
青
木
村
誌
」
（松
田
直

一
氏
文
書
）
を
み
る
と
、
横
川
、
新
樋
川
、

落
合
川
、
土
田
川
、
内
浜
川
、
石
田
川
、
蜆
川
、
西
川
の
八

つ
の
河
渠
が

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
絵
図
で
は
、
落
合
川
の
①
か
ら
②
を
経
て
、

③
、
④
の
境
界
部
分
を
流
下
し
、
⑤
の
部
分
で
蜆
川
に
合
流
す
る
土
田
川

な
ど
は
表
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
絵
図
が
入
会
山
と
同

じ
よ
う
に
、
用
水
の
配
分
に
お
い
て
も
山
路
庄
と
本
庄

（之
庄
）
と
の
境

界
を
明
確
に
意
識
し
て
描
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
近
世
期
か
ら
明
治
期
に
至
る
青
木
村
の
景
観
の
変
化
を
み
る
と
、

西
青
木
村
よ
り
も
む
し
ろ
青
木
村
に
お
け
る
景
観
の
変
化
の
方
が
大
き
い

と
い
え
よ
う
。
と
く
に
海
浜
部
分
に
お
け
る
著
し
い
変
化
を
み
て
と
れ
る
。

天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
の

「青
木
村
絵
図
」
と

「
西
青
木
村
絵
図
」
と

こ
の
絵
図
を
比
較
し
て
み
る
と
、
①
と
◎
の
地
区
は
主
と
し
て
享
保
期
以

降
に
開
発
さ
れ
た
新
田
部
分
に
あ
た
る
が
、
こ
の
周
辺
の
水
路

（排
水
路
）

に
大
き
な
変
更
が
あ

っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
と
く
に
天
明
八
年
の

「
青
木
村
絵
図
」
の
中
で
は
、
落
合
川
の
下
流
部
は
③
の
地
点
か
ら
⑧
の

青
木
村
の
入
江
部
分
で
海
に
注
い
で
い
た
の
に
対
し
、
明
治
十
二
年
の
こ

の
絵
図
で
は
、
③
の
地
点
か
ら
◎
の
海
浜
部
分

へ
砂
丘
を
掘
り
下
げ
て
新

し
い
排
水
路
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
し
、
ま
た
そ
の
東
方
の

第二章 絵図・地図にみる景観の変化

図-11 明治12年 (1879)の青木村 。西青木村 (増田家文書)

(『兵庫縣摂津国菟原郡山路庄内三ケ村 。本庄九ケ村全図』〔明治12年 7月 〕の部分図)

斜線は住宅、黒ベタは水路、網カケは浜辺
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東
西
惣
右
衛
門
新
田
や
東
西
中
南
北
の
七
郎
右
衛
門
新
田
な
ど
の
位
置
す

る
①
の
新
田
地
区
の
東
沿
い
、
深
江
村
と
の
村
境
に
あ
た
る
部
分
に
も
浜

街
道
以
南
に
新
し
い
排
水
路

（①
ｌ
⑥
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
読

み
と
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
新
し
い
水
路
は
、
青
木
村
の
中
央
部
分
を
横
川
を
縦
断
し

た
形
で
南
流
す
る
新
樋
川
だ
け
で
は
排
水
で
き
な
い
砂
丘
部
分
の
北
側

（浜
街
道
以
北
の
部
分
）
に
あ
る
後
背
湿
地
周
辺
の
耕
地
の
排
水
を
改
善

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
同
時
に
、
落
合
川
下
流
部

の
新
し
い
排
水
路
の
設
置
は
、
桑
津
か
ら
上
東
浜

・
下
東
浜
に
至
る
海
浜

地
区
の
新
た
な
水
田
開
発
の
た
め
の
用
水
路
と
し
て
も
機
能
し
、
ま
た
青

木
の
入
江
部
分

へ
の
土
砂
の
堆
積
を
防
止
す
る
と
い
う
働
き
も
考
慮
さ
れ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
も
う
ひ
と
つ
の
新
し
い
水
路

（①
ｌ

⑥
）
の
場
合
、
青
木
村
と
深
江
村
の
村
境
を
南
北
に
流
れ
る
こ
と
に
な

っ

て
は
い
る
が
、
こ
の
水
路
の
北
側
の
部
分
は
、
明
治
末
期
に
調
整
さ
れ
た

地
籍
図
で
み
て
も
横
川
の
南
沿
い
に
東
流
し
て
い
た
ア
バ
バ
川
と
繋
が

っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
浜
街
道

（西
国
街
道
）
の
北
に
位
置
す
る
東
畑
、

西
畑
あ
る
い
は
東
間
、
西
間
の
部
分
が
砂
丘
堆
の
微
高
地
を
形
成
し
、
畑

地
や
果
樹
園
と
な

っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
北
側
の
水
田
が
横
川
や
ア
バ

バ
川
か
ら
流
下
す
る
排
水
の
滞
留
地
と
な
り
、
高
橋
川

へ
の
排
水
が
充
分

に
機
能
し
な
く
な

っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
こ
の
二
つ
の
新
し
い
水
路
の
設
置
は
、
浜
街
道
以
北
の
既
存

の
水
田
の
排
水
が
享
保
期
以
降
の
新
田
開
発
に
伴

っ
て
、
海
浜
部
分
が
延

長
さ
れ
、
沿
岸
部
分

へ
の
直
接
の
排
水
路
の
建
設
な
く
し
て
は
改
善
さ
れ

な
い
程
度
に
悪
化
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

仮
製
二
万
分
の

一
地
形
図

（明
治
十
七
～
十
九
年
）
と
本
庄
地
域
の
景

観仮
製
二
万
分
の

一
の
地
形
図
の
う
ち
、
青
木
、
西
青
木
、
深
江
の
三
カ

村
を
合
む
範
囲
は
、
「
今
津
村
」
、
「
西
宮
町
」
、
「
神
戸
」
、
「
六
甲
山
」
と

い
う
測
量
の
年
次
の
異
な
る
四
枚
の
図
幅
に
わ
た

っ
て
い
る
た
め
に
、
図
―

‐２
は
そ
れ
ら
を
合
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
図
幅
ご
と
の
境
界

が
残

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
作
成

（測
量
）
年
次
は
、
「今
津
村
」
の

図
幅
の
明
治
十
七
年
か
ら

「
六
甲
山
」
の
図
幅
の
明
治
十
九
年
に
わ
た
る
。

お
お
ま
か
に
み
て
、
明
治
中
期
の
本
庄
地
域
の
村
々
の
状
態
を
示
す
も
の

と
い
え
よ
う
。

こ
の
地
形
図
の
北
部
に
は
、
明
治
七
年
に
大
阪
と
神
戸
の
間
に
開
通
し

た
鉄
道
が
見
え
る
。
し
か
し
、
摂
津
本
山
駅

（昭
和
十
年
Ｈ

一
九
二
五
Ｈ

設
置
）
は
ま
だ
な
い
。
こ
の
明
治
中
期
の
時
期
の
鉄
道
の
駅
は
、
大
阪
―

神
戸
間
で
神
崎
、
西
宮
、
住
吉
、
三
ノ
宮
の
四
駅
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
東

海
道
本
線
が
神
戸
―
東
京
間
で
全
通
す
る
の
は
、
明
治
二
十
二
年
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
省
線

（鉄
道
省
）
の
南
に
は
、
現
在
の
国
道
二
号
と
は
ぼ
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対
応
す
る
道
路

（旧
西
国
街
道
、
山
陽
道
）
が
通

っ
て
い
る
が
、
こ
の
仮

製
地
形
図
で
は
御
幸
道

（浜
街
道
）
と
称
せ
ら
れ
た
海
岸
部
に
沿
う
道
路

の
方
に

「西
国
街
道
」
と
い
う
表
記
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
土
地
利
用
の
状
態
を
土
地
の
起
伏
と
対
応
さ
せ
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
仮
製
地
形
図
に
等
高
線
が
測
量
に
基
づ
い

て
描
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
測
量
に
基
づ
く
最
初
の

等
高
線
と
い
っ
て
も
、
「
図
根
点
」
方
式
の
測
量
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た

め
に
、
等
高
線
の
す
べ
て
の
地
点
が
現
実
の
土
地
の
起
伏
を
正
確
に
表
示

す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
大
ま
か
な
起
伏
の
状
態
は
こ
の
等
高
線

か
ら
も
判
断
で
き
る
。
と
く
に
本
庄
地
域
は
標
高
が

一
〇
房
未
満
の
低
平

地
で
あ
る
た
め
に
、
微
高
地
や
わ
ず
か
の
窪
地
で
も
用
排
水
の
状
態
、
土

地
利
用
の
面
に
反
映
さ
れ
て
く
る
。
そ
う
い
う
面
で
注
目
さ
れ
る
の
が
二

・

五
房
と
五

。
○
房
の
等
高
線
の
屈
曲
状
況
と
河
川
水
系
お
よ
び
沿
岸
部
の

「
浜
堤
」
の
起
伏
と
の
関
係
で
あ
る
。
本
庄
地
域
の
北
部
は
六
甲
山
麓
か

ら
流
下
す
る
河
川
の
形
成
し
た
扇
状
地
の
末
端
部
分
に
あ
た
る
た
め
に
、

現
在
の
国
道
二
号
に
沿

っ
て
東
西
方
向
の
地
形
断
面
を
と
る
と
ゆ
る
や
か

な
起
伏
が
現
わ
れ
る
。
こ
の
地
形
図
で
み
れ
ば
、
五
材
の
等
高
線
が
緩
や

か
に
屈
曲
し
て
い
る
部
分
と
対
応
す
る
。
図
幅
の
左
側
①
の
部
分
の
天
上

川
の
水
路
の
部
分
と
中
央
部
の
③
の
部
分
お
よ
び
①
の
四
ツ
松
川
の
東
側

の
部
分
が
低
い
部
分
に
あ
た
る
。
そ
れ
に
対
し
て
◎
の
横
川
部
分
と
◎
の

串
田
川
と
四
ツ
松
川
に
換
ま
れ
た
部
分
、
さ
ら
に
①
の
津
知
川
と
傍
示
川

に
挟
ま
れ
る
部
分
が
、
逆
に
高
い
部
分
に
あ
た

っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と

れ
る
。
ま
た
、
海
浜
部
に
つ
い
て
も
、
津
知
川
の
河
口
部
分

（①
）
の
標

高
が
三

。
二
房
、
図
幅
の
左
下
、
天
上
川
の
河
日
部
分

（⑬
）
の
標
高
も

二

・
七
房
と
表
示
さ
れ
て
お
り
、
内
陸
部
の
二

・
五
房
の
等
高
線
よ
り
高

く
、
砂
丘
を
形
成
し
て
い
る
状
況
が
理
解
で
き
る
。
と
く
に
深
江
の
古
い

集
落
の
北
部
の
耕
地
面
に
比
較
す
れ
ば
、
海
浜
部
の
砂
丘
の
比
高
は

一
・

五
～
二

・
○
房
高
く
な

っ
て
い
る
し
、
こ
れ
は
青
木
の
集
落
部
分
あ
る
い

は
西
青
木
の
寅
新
田
の
部
分
が
北
部
の
耕
地
面
よ
り
も
約
二

・
○
房
高
い

砂
丘
堆
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
も
同
時
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
等
高
線
の
配
置
状
況
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
横
川
だ
け

で
な
く
、
串
田
川
や
四
ツ
松
川
も
明
ら
か
に
天
丼
川
を
形
成
し
て
い
た
こ

と
が
判
る
し
、
ま
た
東
方
の
津
知
川
の
河
日
部
分
も
砂
丘
部
分
を
掘
り
下

げ
て
人
工
的
に
付
け
替
え
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
同

時
に
、
こ
の
仮
製
地
形
図
の
中
で
斜
線
を
施
し
た
湿
田
部
分
が
、
標
高
の

う
え
で

一
。
五
～
二

・
○
房
も
高
い
海
浜
部
に
形
成
さ
れ
た
砂
丘
帯
に
排

水
を
阻
ま
れ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
、
深
江
の

東
北
部
の
自
井
池
か
ら
中
永
井
、
西
永
井
を
経
て
、
深
江
の
古
い
集
落
の

南
の
前
田
か
ら
高
橋
川
に
至
る
部
分

（①
ｌ
⑥
ｌ
①
）
に
集
中
す
る
湿
田

は
、
等
高
線
の
傾
斜
方
向
か
ら
み
る
限
り
、
旧
津
知
川
の
流
路
跡
と
考
え
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「西宮町」〔明治18年〕、「ネ申戸J〔明治18年〕、「六甲山」〔明治19年〕
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

図-12 明治中期の本庄地域 (仮製 2万分の 1地形図、「今津村」〔明治17年〕、

黒ベタは本庄地域の建物と池、斜線は湿田耕地)
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ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
①
か
ら
①

へ
と
ま

っ
す
ぐ
に
流
れ
る
形
の

新
し
い
津
知
川
の
流
路
は
、
近
世
期
の
海
浜
部
に
お
け
る
新
田
畑
の
開
発

に
際
し
て
、
砂
丘
背
後

（北
側
）
の
水
田
耕
地
に
滞
留
す
る
排
水
を
放
出

す
る
目
的
で
、
砂
丘
列
を
切
り
通
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
を
こ
の
仮
製
地
形
図
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

青
木
村
、
西
青
木
村
、
そ
し
て
深
江
村
の
集
落
部
分
を
み
て
み
よ
う
。

図
１
１３

（深
江
）
と
図
１
１４

（青
木

。
西
青
木
）
は
、
こ
の
仮
製
地
形
図

の
集
落
部
分
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
図
の
中
で
ま
ず
眼

に
つ
く
の
は
、
図
１
１４
の
青
木
村
の
集
落
部
分
の
う
ち
、
「
西
国
街
道
」

（浜
街
道
）
よ
り
南
の
海
側
に

「
醸
造
業
お
よ
び
そ
の
倉
庫
」
負
ｏ
）
を

示
す
記
号
が

一
五
個
ほ
ど
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

「
醸
造
業
お
よ
び
そ
の
倉
庫
」
を
示
す
記
号
は
図
１
１３
の
深
江
村
に
も
数

多
く
見
え
る
。
と
く
に
納
家
後
と
東
浜
の
部
分
に
五
個
集
中
し
て
表
示
さ

れ
て
い
る
。
享
保
年
間
に
青
木
村
の
山
形
忠
左
衛
門
に
よ

っ
て
開
始
さ
れ

た
と
い
う
酒
造
業
の
醸
造
蔵
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
初
期
ま
で
盛

ん
で
あ

っ
た
青
木
村
や
深
江
村
の
酒
造
業
も
、
明
治
二
十
年
代
に
は
し
だ

い
に
衰
退
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
明
治
十
七
～
十
九
年
ご
ろ
ま
で

は
、
青
木
村
や
深
江
村
の
海
辺
に
沿

っ
て
、
多
く
の
酒
造
蔵
が
建
ち
並
ん

で
い
た
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
十
二
年
の

『
共
武
政
表
』
は
厳
密
に
い
え
ば
、
明
治
十
二
年
の
統

計
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
期
以
降
に
お
け
る
青
木
村
、
西
青
木
村
、

そ
し
て
深
江
村
の
生
活
を
知
る
う
え
で
の
初
め
て
の
統

一
し
た
項
目
に
よ

る
統
計
を
収
録
し
て
い
る
。
青
木
村
の
人
口

一
二
四

一
人
、
戸
数
三
四
〇

戸
、
西
青
木
村
の
人
口

一
八
八
人
、
戸
数
五
五
戸
、
合
計

一
四
二
九
人

（男
七
〇
七
人
、
女
七
三
二
人
）
、
二
九
五
戸
の
数
値
を
記
す
。
そ
し
て
青

木
村
と
西
青
木
村
は

「
土
俗
青
木
村
卜
唱
フ
」
と
注
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

集
計
の
上
で
は
青
木
村
と
西
青
木
村
は

「青
木
村
」
と
し
て

一
括
し
て
表

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
両
村
を
合
計
し
た
数
値
と
し
て
、
寺
院
二
、

学
校

一
、
水
車

一
、
牛

一
四
頭
、
馬
ナ
シ
、
車
輌

（荷
草
二
〇
台
、
人
力

車

一
三
台
、
牛
車

一
台
）
、
日
本
型
船
舶

（五
〇
石
以
上
二
艘
、
五
〇
石

以
下
五
五
艘
）
の
数
を
示
す
。
そ
し
て
物
産
と
し
て

「米
、
麦
、
酒
、
焼

酎
、
綿
、
素
麺
」
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
深
江
村
の
場
合
に
つ
い

て
は
、
人
口
二
七
六
人

（男

一
四
二
人
、
女

一
二
五
人
日
合
計
と
男
女
の

内
訳
が

一
致
し
な
い
が
原
典
の
ま
ま
）
、
戸
数
五

一
戸
、
寺
院

一
、
学
校

一
、
水
車
ナ
シ
、
牛
九
頭
、
馬
ナ
シ
、
車
輌

（荷
車
四
台
、
人
力
車
三
二

台
、
牛
車
三
台
）
、
日
本
型
船
舶

（五
〇
石
以
上

一
艘
、
五
〇
石
以
下
四

艘
）
、
そ
し
て
物
産
と
し
て

「
米
、
麦
、
酒
、
綿
、
素
麺
、
雑
魚
」
が
特

記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
数
値
の
う
ち
戸
数
五

一
戸
を
正
徳
三
年

（
一
七

一
三
）
の

「
深
江
住
居
図
」
に
み
え
る

一
四
六
軒
の
住
居
、
あ
る

い
は
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
や
寛
政
四
年

（
一
七
九
二
）
の

「
深
江
村
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‖‖ltl・

"“ "w‖
‖

!‖‖iド

第二章 絵図・地図にみる景観の変化

B(

|   ュ

Y S,
■

,・ 苗
●コB =

柱ニ

（叶
宮
ｉ
】
聖
慾
）
々
Ｈ
駄
Ｇ
環
Ｉ
投
蕃
　
∞
一
―
図

鰯
僻

鞘

――――

熱

耐

Ⅷ

t  F  よ、

イ イ

-79-



|

OO 〇

|

|"
″ _μ

/´
′「
ト

t,
 
れ
t 
  
  
 t
t 

″́ f
f

匙
難
・」 上

/r
F"
|

″ "
Bf
i 
fr
  
" 
  
 ・

′ t
 /
 `
. 
1'
 1
,Ⅲ

″
 "
:斜

14
ti
tl
ii
l競

ミ
ミ

_'
生

"i
l竹

Ⅲ
七

i

Ⅲ
…

'●
【

(_
モ

1需
器
可
汗
,十
キ
1島

:轟
F

用
聯

,お
,寺
#土

i■
ォ
イ

:ヾ
‖

it
“

"″
|で
|'
こ

!|
=_
 h
 f
, 
I｀

f

!I
°

''

旧 孝 ″仲 峨 舛 瞳

【 ‐ ■ １ ‐
，

１ １ ‐ １ 瑚 ＝

‐ サ！…― 寝 報 智 】 声

,卜
k亀

望
r

"等
々

ケ
I々

"″

「 ‐ υ
‐ ‐ 脚 一 「 「 「 Ｈ コ 「 仰 「

” 　 　 ″ 　 　ヽ 　 　 い ・・ 　 　
々

“ 」 一 下 口 　 Ｂ

イ
=電

庁
且
  
  
  

メ
/'

“ヽ
  
 

′
′/

坤
  
  
 

〆
′

T:
rr
,

図
-1
4 

明
治

中
期

の
青
木

。
西

青
木

の
集

落
(明

治
17
～

19
年

)



第二章 絵図・地図にみる景観の変化

五
人
組
帳
請
書
」
に
見
え
る
家
数

一
四
八
軒
と
比
較
し
た
時
に
、
戸
数
が

三
分
の

一
近
い
こ
と
が
目
を
引
く
。
こ
の

「
住
居
」
の
数
と

「家
数
」
と

「
戸
数
」
が
厳
密
に
対
応
す
る
も
の
で
な
い
に
し
ろ
、
明
治
二
十
四
年
に

は
二
七
七
戸
と
な

っ
て
い
る

（次
節
参
照
）
。
こ
の
戸
数
五

一
戸
が

「
誤

記
」
で
な
い
と
す
れ
ば
、
近
世
期
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
深
江
村

は
大
き
な
変
化
を
被

っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
あ
ま
り
に
不
自
然
な
変
化
で

あ
る
。
「
誤
記
」
も
合
め
、
『
共
武
政
表
、
明
治
十
二
年
』
版
の
統
計
上
の

集
計
の
問
題
も
考
え
ら
れ
る
が
、　
一
応
こ
こ
で
は
、
そ
の
数
値
の
も

つ
問

題
だ
け
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
青
木
村
と
深
江
村
の
物
産
の
項
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
の
が
、

米
、
麦
の
他
に
綿
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
点
、
そ
し
て
酒

（造
）
の
他
に
も

素
麺
が
特
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
綿
の
栽
培
の
場
合
、　
一
般
に

沿
岸
部
の
干
拓
地
あ
る
い
は
塩
害
を
受
け
や
す
い
新
田
畑
の
塩
抜
き
作
物

と
し
て
栽
培
さ
れ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
明
治
十
六
年
の

「
摂
津
国
菟
原
郡
西
青
木
村
誌
」
で
み
る
と
、
地
質
の
項
目
に

「其
色
薄

黒
ク
細
砂
土
痩
、
中
稲
及
裸
麦

二
宜
シ
、
綿

ニ
ハ
適
セ
ズ
」
と
い
う
よ
う

に
、
西
青
木
村
で
は
そ
の
土
壌
が
湿
気
を
合
み
す
ぎ
て
綿
栽
培
に
は
不
適

で
あ
る
旨
記
さ
れ
、
こ
う
し
た
あ
る
意
味
で
低
湿
地
化
し
や
す
い
耕
地
に

は
菜
種
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
村
誌
の
物
産
の
項
目
の
記
述

か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
菜
種

二
適
ス
、
壱
ケ
年
産
出
高
拾
七
石
六

斗
」
と
記
す
ほ
か
、
稲
に
つ
い
て
も
そ
の
品
種
が
中
稲
で
あ

っ
た
こ
と
を

記
載
し
て
い
る
。
こ
の

「
西
青
木
村
誌
」
に
対
応
す
る

「青
木
村
誌
」
や

「
深
江
村
誌
」
が
残

っ
て
い
な
い
た
め
に
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
綿

の
栽
培
は
青
木
村
や
深
江
村
の
海
浜
部
分
の
砂
丘
帯
の
新
田
畑
で
行
わ
れ

て
い
た
と
推
測
で
き
る
し
、
低
湿
地
あ
る
い
は
湿
田
に
近
い
耕
地
で
は
、

裏
作
と
し
て
裸
麦
で
は
な
く
、
菜
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の

「
西
青
木
村
誌
」
の
記
述
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
素
麺
に
つ
い
て
は
、
柏
原
正
民
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
治
二

十
年
代
の
後
半
期
に
阪
神
間
に
お
け
る
素
麺
の
生
産
が
増
加
し
て
い
く
が
、

こ
の
素
麺
生
産
が
、
播
州
か
ら
灘
地
方
に
出
稼
ぎ
に
や

っ
て
き
て
い
た
農

民
た
ち
に
よ

っ
て
、
そ
の
製
法
が
播
州

へ
伝
え
ら
れ
、
姫
路
周
辺
や
加
古

川
流
域

一
帯
で
そ
の
生
産
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
も
技
術

の
伝
播
と
い
う
側
面
か
ら
考
え
て
興
味
深
い
点
で
あ
る

（柏
原

一
九
九
四
）。

こ
の
仮
製
二
万
分
の

一
の
地
形
図
が
作
成
さ
れ
た
時
期
に
あ

っ
て
、
本
庄

地
域
に
お
け
る
製
造
業
は
、
酒
造
業
が
次
第
に
衰
退
に
向
か
う

一
方
、
新

し
い
産
業
と
し
て
素
麺
製
造
が
盛
ん
に
な
る
と
い
う
転
換
期
に
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
深
江
村
の
物
産
の
項
目
に
特
記
さ
れ
て
い

る

「雑
魚
」
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
沿
岸
漁
業
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
九

年
調
べ
の

『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
』
が
当
時
の
漁
業
の
状
況
を
知
る
重
要
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『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
』
…
明
治
十
九
年
五
月
農
商
務
省
令
第
七
号
を
も

っ

て

「
漁
業
組
合
準
則
」
が
布
達
さ
れ
、
コ

般
漁
村

ヲ
シ
テ
旧
慣

ヲ
参
酌

シ
テ
新
規
約
ヲ
訂
結
セ
シ
ム
ル
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
兵
庫
県
が
訓
令

第
十
九
号
を
発
し
て
調
査

・
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
明
治
十
九
年
五
月

に
調
査
に
着
手
し
、
明
治
二
十
二
年
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
鍼
水

漁
業
之
部
」

一
九
巻
、
「同
参
考
書
」

一
七
巻
、
「
淡
水
漁
業
之
部
」
二
四

巻
、
「
同
参
考
書
」
五
巻
、
「
同
図
解
」
二
巻
か
ら
な
る
も
の
で
、
和
紙
に

毛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
も
と
は
兵
庫
県
庁
の
水
産
課
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
が
、
現
在
は
県
政
資
料
室
に
移
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
つ
い
て

は
、
「
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
　
馘
水
漁
業
之
部
　
抄
」
３
地
域
史
研
究
」
、

第
五
巻

一
号
、　
一
九
七
五
）
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

な
史
料
で
あ
る
が
、
そ
の

「
餓
水
漁
業
之
部
」
（巻
之
四
）
の
中
の
摂
津

国
菟
原
郡
に
お
け
る

「入
会
漁
船
ノ
数
」
の

「深
江
村
」
の
項
目
に
は
表
―

３
の
よ
う
に
明
治
十
九
年
六
月
調
べ
と
し
て
①

「
貝
類
」
、
②

「
蝦
雑
喉

（
エ
ビ
雑
魚
と
、
③

「
際

（
コ
ノ
シ
ロ
と

の
二
つ
の
項
を
立
て
て
、
そ
の

漁
場
と
漁
船
の
数
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
貝
類
漁
場
は
明
治
十

五
年
ご
ろ
ま
で
船
数
四
〇
艘
ほ
ど
だ

っ
た
が
年
々
増
加
し
、

エ
ビ
雑
魚
漁

場
は
明
治
十
年
ご
ろ
ま
で
は
三
〇
艘
、
ま
た
コ
ノ
シ
ロ
漁
場
は
同
年
ご
ろ

ま
で
は

一
〇
艘
ほ
ど
だ

っ
た
と
い
う
。
明
治
十
九
年
六
月
調
べ
の
段
階
で

深
江
村
に
は
、
貝
類
採
取
用
漁
船
が
八
艘
、
エ
ビ
雑
魚
用
漁
船
が
三
〇
艘
、

コ
ノ
シ
ロ
用
漁
船
が

一
二
艘
、
合
計
し
て
五
〇
艘
の
漁
船
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
漁
船
の
数
は
、
明
治
十
三
年
調
べ
の

『
共
武
政
表
』

に
記
さ
れ
て
い
る
深
江
村
の
日
本
型
船
舶
五
艘

（五
〇
石
以
上

一
艘
、
五

〇
石
以
下
四
艘
）
よ
り
も
青
木
村
の
日
本
型
船
舶
五
七
艘

（五
〇
石
以
上

二
艘
、
五
〇
石
以
下
五
五
艘
）
に
近
い
。
こ
の
場
合
も
、
『
兵
庫
県
漁
業

慣
行
録
』
の
中
に
明
治
十
五
年
ご
ろ
か
ら
漁
船
が
急
増
し
た
こ
と
を
記
し

て
は
い
る
が
、
『
共
武
政
表
』
の
集
計
と
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
点
は
、

問
題
と
し
て
残
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
』
に
見
え
る
深
江
村
の
沖

合
は
、
圧
倒
的
に
エ
ビ
雑
魚
の
漁
場
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
し
、
同
じ

こ
の
史
料
に
は
、
深
江
村
で
漁
船
数
六
〇
艘
、
漁
民
九
二
人
と
い
う
数
値

も
見
ら
れ
る
が
、
漁
業
の
専
業
者
は
少
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
地
曳

網
漁
場
と
し
て
、
「
東
芦
屋
村
境
字
傍
示
川
尻
よ
り
西
青
木
村
境
、
字
三

本
松
筋
」
ま
で
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
曳
網
漁
に
関
し
て
も
、

表-3 深江村に

入 り会う漁船

種 類 本拠地 漁船数

貝  類

漁船総数

西宮漁船

尼崎漁船

深江漁船

エビ雑魚

漁船総数

西宮漁船

尼崎漁船

深江漁船

コノ シロ

漁船総数

西宮漁船

尼崎漁船 2

深江漁船

明治19年 6月 調べ
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明
治
十
年
ご
る
か
ら
芦
屋
村
と
の
入
会
漁
場
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
深
江
村
の
沖
合
の
入
会
漁
場
に

「
西
宮
」
や

「
尼
ケ
崎
」
地
域
か
ら
の
漁
船
が
大
挙
し
て
入
漁
し
て
い
た
の
は
、
深
江

村
の
漁
業
が
主
と
し
て
農
業
と
の
兼
業
と
い
う
色
彩
が
強
く
、
専
業
者
が

少
な
か

っ
た
こ
と
、
ま
た
イ
ヮ
シ
や
エ
ビ
な
ど
の

「雑
魚
」
用
漁
船
が
過

半
を
占
め
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
海
浜
部
の
遠
浅
を
背
景
と
す
る
地
曳
網

漁
業
が
盛
ん
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
の
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
中
期
の
青
木
や
深
江
の
状
況
を
知
る
統
計
と
し
て
、
明
治
二
十
年

に
刊
行
さ
れ
た

『
徴
発
物
件

一
覧
表
』
（陸
軍
省
総
務
局
第

一
課
編
）
と

『
地
方
行
政
区
画
便
覧
　
全
』
（内
務
省
地
理
局
編
）
の
史
料
が
あ
る
が
、

『
徴
発
物
件

一
覧
表
』
は
、
明
治
十
九
年
の
調
査
を
も
と
に
し
た
も
の
で

あ
る
の
に
対
し
、
『
地
方
行
政
区
画
便
覧
　
全
』
の
方
は
明
治
十
六
年
の

調
査
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
と
も
、
当
時
戸
長
役
場
が

魚
崎
村
に
あ

っ
た
た
め
に
、
青
木
村
と
西
青
木
村
の
分
は
、
魚
崎
村
と
横

屋
村
と
合
算
し
て
集
計
さ
れ
て
い
る
。
『
徴
発
物
件

一
覧
表
』
で
は
、
魚

崎
村
戸
数
九
〇
三
戸
、
人
口
三
二
六
七
人

（男

一
六
五
八
人
、
女

一
七
〇

九
人
）
、
『
地
方
行
政
区
画
便
覧
　
全
』
の
方
で
は
、
魚
崎
村
戸
数
七
六
三

戸
、
人
口
三
四
四
二
人
と
い
う
数
値
を
掲
げ
る
。

ま
た
、
深
江
村
の
場
合
も
、
戸
長
役
場
は
深
江
村
に
置
か
れ
て
い
た
が
、

統
計
的
に
は
、
芦
屋
村
、
三
条
村
、
津
知
村
の
三
カ
村
の
分
が

「
深
江
村
」

と
し
て
集
計
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
旧
来
の
深
江
村
だ
け
の
数
値
と
は
大

き
く
異
な

っ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
示
す
と
、
『
微
発
物
件

一
覧
表
』
で

は
、
「
深
江
村
」
戸
数
四
〇

一
戸
、
人
口
二
二
五
五
人

（男

一
二
七
八
人
、

女

一
〇
七
七
人
）
、
『
地
方
行
政
区
画
便
覧
　
全
』
の
方
で
は
、
「
深
江
村
」

戸
数
六

一
三
戸
、
人
口
二
六
二
七
人
と
い
う
数
値
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

三
節
　
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の

本
庄
村
の
景
観

明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
の
市
制
町
村
制
の
施
行
に
伴

っ
て
、
青

木
、
西
青
木
、
深
江
の
三
カ
村
は
、
横
屋
村
、
津
知
村
の
飛
地
、
田
中
村

の
飛
錯
地
も
合
め
て
合
併
し
、
三
大
字
編
成
の
本
庄
村
と
な
る
。
そ
れ
に

応
じ
て
、
深
江
小
学
校

（明
治
五
年
開
校
）
と
青
木
小
学
校

（明
治
六
年

開
校
）
も
、
明
治
二
十
二
年
に
統
合
さ
れ
て
本
庄
尋
常
小
学
校
と
な
り
、

翌
年
新
校
舎
を
建
て
創
立
記
念
日
と
し
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
そ
れ
ま
で
菟

原
郡
に
属
し
て
い
た
深
江
、
青
木
、
西
青
木
の
村
々
は
、
本
庄
村
の
成
立

後
、
明
治
二
十
九
年
に
武
庫
郡
に
属
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、

明
治
二
十
年
代
の
統
計
は
、
地
方
行
政
組
織
の
変
動
に
対
応
し
て
、
か
な
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り
錯
綜
し
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
が
、
本
庄
村
の
成
立
後
、
明
治
二
十
四

年
の
統
計
で
み
る
と
、
本
庄
村
の
戸
数
六
四
三
戸
、
人
口
三

一
三
二
人

（男

一
五
二
七
人
、
女

一
六
〇
五
人
）
と
い
う
数
値
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
内
訳
は
、
青
木
の
戸
数
三
〇
六
戸
、
人
日

一
四
五
六
人

（男
七
〇
七

人
、
女
七
四
九
人
）
、
西
青
木
の
戸
数
六
〇
戸
、
人
口
二
七
二
人

（男

一

三
二
人
、
女

一
四
〇
人
）
、
そ
し
て
深
江
の
戸
数
二
七
七
戸
、
人
口

一
四

〇
四
人

（男
六
八
八
人
、
女
七

一
六
人
）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
明
治
の

初
期
に
比
べ
て
戸
数
と
人
日
の
微
増
が
認
め
ら
れ
る
が
、
大
き
な
変
化
は

ま
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
。

明
治
二
十
年
代
以
降
、
四
十
年
代
ま
で
の
本
庄
村
の
景
観
の
変
化
を
知

る
こ
と
の
で
き
る
史
料
が
、
明
治
四
十
二
～
四
十
三
年
に
測
量
さ
れ
た
正

式
二
万
分
の

一
地
形
図
で
あ
る
。
こ
の
正
式
二
万
分
の

一
地
形
図
は
、
全

国
に
わ
た

っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
日
清
戦
争

（明
治
二
十

七
～
二
十
八
年
）
と
日
露
戦
争

（明
治
三
十
七
～
二
十
八
年
）
の
後
の
日

本
の
沿
岸
部
お
よ
び
主
要
な
沿
岸
都
市
周
辺
の
防
備
を
意
図
し
て
作
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
つ
の
戦
争
を
契
機
と
し
て
日
本
の
重
化
学
工
業

が
発
展
し
、
さ
ら
に
都
市

へ
の
労
働
力
の
移
動
が
展
開
す
る
直
前
の
都
市

や
農
村
部
の
状
況
を
知
り
得
る
貴
重
な
史
料
と
な

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

地
形
図
の
表
現
様
式
も
、
こ
の
正
式
二
万
分
の

一
地
形
図
か
ら
大
き
く
変

わ

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

明
治
末
期
の
正
式
二
万
分
の

一
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て

本
庄
村
の
範
囲
は
、
正
式
二
万
分
の

一
地
形
図
の
場
合
、
明
治
四
十
二

年
測
量
の

「
西
宮
」
図
幅
と
明
治
四
十
三
年
測
量
の

「御
影
」
図
幅
に
ま

た
が

っ
て
い
る
た
め
、
図
１
１５
は
こ
の
二
枚
の
図
幅
を
合
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
正
式
二
万
分
の

一
の
地
形
図
と
前
節
で
検
討
し
た
明
治
十
七

～
十
九
年
の
仮
製
二
万
分
の

一
地
形
図
と
比
較
し
て
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る

大
き
な
変
化
は
、
図
幅
の
下
、
深
江
や
青
木
の
集
落
の
北
側
を
東
西
に
貫

い
て
阪
神
電
気
鉄
道
が
通

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
阪
神
電
気
鉄
道

（以
下
、
阪
神
鉄
道
と
略
）
は
、
明
治
二
十
八
年

四
月
に
、
三
宮
～
出
入
橋
間
の
三
〇

・
九
詐
房
に
開
通
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
間
に
三
四
の
駅
が
設
け
ら
れ
た
。
明
治
二
十
八
年
の
開
通
時
に
は
、

本
庄
村
内
に
も
、
深
江
駅
が
深
江
集
落
の
北
西
部
の
耕
地
の

一
画
に
設
け

ら
れ
て
い
た
し
、
青
木
地
区
で
も
字
車
道
の
東
側
に
駅
が
設
け
ら
れ
た
。

『武
庫
郡
誌
』
盆

九
二

一
）
に
よ
る
と
駅
名
は
西
青
木
駅
と
あ
り
、
本
来
、

阪
神
鉄
道
会
社
は
、
深
江
と
青
木
間
の
線
路
勾
配
の
関
係
か
ら
、
深
江
駅

と
西
青
木
駅
の
中
間
地
域
に
駅
を
設
け
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
が
、
深
江

と
青
木
の
両
集
落
の
村
民
が
鉄
道
駅
の
敷
地
の
寄
附
を
条
件
に
、
こ
の
二

つ
の
駅
の
存
置
が
決
定
さ
れ
た
と
い
う
。
地
形
図
内
に
記
し
た
Ａ
が
深
江

駅
、
Ｂ
が
青
木
駅
で
あ
る
が
、
本
庄
村
の
部
分
に
限

っ
て
い
え
ば
、
阪
神

鉄
道
の
路
線
が
、
海
浜
部
の
集
落
の
立
地
す
る
砂
丘
堆
を
避
け
て
、
そ
の
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北
側
の
後
背
湿
地
に
あ
た
る
部
分
を
走

っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
お
そ

ら
く
、
地
形
の
起
伏
が
か
な
り
変
化
す
る
砂
丘
堆
の
部
分
を
避
け
、
後
背

湿
地
帯
の
部
分
に
鉄
道
線
路
を
布
敷
し
た
の
は
、
鉄
道
線
路
の
勾
配
を
考

慮
す
る
と
同
時
に
、
線
路
敷
地
の
用
地
買
収
に
際
し
て
地
価
の
低
い
耕
地

の
方
を
選
定
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
阪
神
鉄
道
の
開
通
は
、
本
庄
村
の
景
観
を
大
き
く
変
え
て
い
く
契

機
と
な

っ
た
。
同
じ

『
武
庫
郡
誌
』
は
、
「
電
車
開
通
以
来
、
本
村

（本

庄
村
）
の
戸
数
は
急
激
に
増
加
せ
り
。
是
阪
神
人
士
の
移
住
す
る
も
の
多

き
を
加

へ
た
る
為
に
し
て
、
又
土
地
繁
栄
の

一
因
た
り
」
と
記
し
て
い
る
。

明
治
二
十
八
年
の
阪
神
鉄
道
開
通
時
に
お
け
る
本
庄
村
の
戸
数
は
四
八
八

戸
、
人
口
が
三
〇
二

一
人
。
そ
の
内
、
農
家
が
三
〇

一
戸
、
漁
家
が
四
二

戸
と
い
う
よ
う
に
、
農

・
漁
業
に
従
事
す
る
人
々
が
過
半
近
い
割
合
を
占

め
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
正
式
二
万
分
の

一
地
形
図
の
作
成
時
期
と
対

応
す
る
明
治
四
十
二
年
の
本
庄
村
の
戸
数
は
五
七
二
戸
、
人
日
は
三
六
七

七
人
で
あ
り
、
戸
数
で
み
る
と
、
農
家
が

一
九
八
戸
減
少
し
、
明
治
二
十

八
年
時
点
で

一
三
〇
戸
で
あ

っ
た
商
業
戸
数
は

一
九
二
戸

へ
と
増
加
し
て

い
る
。

大
正
期
に
入
る
と
本
庄
村
に
外
部
か
ら
流
入
し
て
く
る
人
々
の
増
加
が

日
立

っ
て
く
る
。
大
正
三
年

（
一
九

一
四
）
の
統
計
で
は
、
本
庄
村
の
戸

数
八
二
五
戸
、
人
日
四
〇
二
七
人
と
な
り
、
明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）

か
ら

一
〇
年
の
間
に
、
戸
数
で
三
二
七
戸

（六
九
％
）
の
増
加
、
人
口
数

で

一
〇
〇
六
人

（三
二
％
）
の
増
加
を
み
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

の
増
加
率
で
み
る
と
、
戸
数
の
増
加
に
比
べ
て
人
日
の
増
加
の
割
合
が
極

端
に
低
く
な

っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
戸
数
の
増
加
の
内
訳
を
み

る
と
、
「
日
雇
及
労
働
者
」
が

一
〇
八
戸
、
「雑
業
」
五

一
戸
と
い
う
よ
う

に
、
単
身
の
労
働
者
の
流
入
が
著
し
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

商
業
戸
数
も
二
四
七
戸
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
外
部
か
ら
の

労
働
者
を
中
心
と
す
る
人
日
の
増
加
に
対
応
し
て
、
単
身
者
用
の
住
宅

（
ア
パ
ー
ト
）
も
増
加
し
て
い
く
が
、
農
家
の
方
も
大
正
三
年
ま
で
増
加

し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
農
家
戸
数
を
み
る
と
、
明
治

四
十
二
年
の

一
九
八
戸
か
ら
大
正
三
年
の
二
二
五
戸

へ
と
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
自
作
農
家
は
四

一
戸
か
ら
二
五
戸

へ
と
減
少
し
て
お
り
、
「兼

作
」
（兼
業
農
家
）
が
四
八
戸
か
ら
九
二
戸

へ
倍
増
し
、
「
小
作
」
農
家
も

一
〇
九
戸
か
ら

一
一
八
戸

へ
と
増
え
て
い
る
。
い
わ
ば
、
「
兼
作
」
。
「
小

作
」
の
増
加
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
数
値
の
変
化
か
ら
み
る
限

り
、
農
業
に
お
け
る
兼
業
化
が
進
行
す
る
と
同
時
に
、
地
主
―
小
作
関
係

に
お
け
る
階
層
分
化
が
よ
り
明
瞭
に
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ

ＺＯ
。大

正
八
年
の
本
庄
村
の
戸
数
は

一
一
六
〇
戸
、
人
日
は
五
〇
六
五
人
に

増
加
す
る
。
「
日
雇
及
労
働
者
」
が
二
五

一
戸
、
「商
業
」
二
六
八
戸
、
そ
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し
て

「
雑
業
」

一
一
二
戸
と
い
う
内
訳
で
あ
り
、
「農
家
」

一
四
四
戸
、

「
漁
家
」
六
四
戸
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た

『
武
庫

郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、
大
正
八
年
の

「阪
神
鉄
道
」
の
乗
車
人
員
を
み
る
と
、

深
江
駅
が
三
万
四
九
五

一
人
、
青
木
駅
が

一
二
万
六
九
八
八
人
と
な

っ
て

お
り
、
青
木
駅
が
深
江
駅
よ
り
も
四
倍
近
い
利
用
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

青
木
地
区
に

「
日
雇
及
労
働
者
」
の
流
入
が
著
し
く
、
ま
た
単
身
者
用
の

住
宅

（
ア
パ
ー
ト
）
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

こ
の
図
１
１５
の
正
式
二
万
分
の

一
地
形
図
で
も
、
明
治
末
期
か
ら
進
展

し
て
い
く
本
庄
村
の
変
化
が
景
観
の
う
え
で
も
確
認
で
き
る
。
青
木
の
旧

来
か
ら
の
集
落
と
青
木
駅
と
の
間
に
は
、
耕
地
に
散
在
し
た
形
で
住
宅
地

が
延
び
て
き
て
い
る
し
、
深
江
の
方
で
も
、
改
ノ
島
か
ら
納
家
後
の
周
辺

（①
）
、
あ
る
い
は
そ
の
東
部
の
神
楽
田
や
永
井
浜
の
地
帯

（⑥
）
に
は
、

新
し
い
街
路
が
設
け
ら
れ
、
宅
地
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
状
況
が
判
読
で
き

る
。
さ
ら
に
、
図
幅
の
左
下
、
天
上
川
の
河
日
部
分
の
魚
崎
村
に
は
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
貯
蔵
倉
庫

（③
）
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
時
期
か
ら
石

油
の
需
要
が
高
ま

っ
て
い
た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
と

く
に
、
明
治
中
期
の

一
八
八
〇
年
代
か
ら
、
世
界
的
に
石
炭
の
ほ
か
に
石

油
が
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
、　
一
般
の
家
庭
で

も
石
油
ラ
ン
プ
が
普
及
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
の

初
期
に
か
け
て
、
各
地
で
小
規
模
な
水
力
発
電
の
開
発
も
進
め
ら
れ
、
電

灯
も
と
も
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
。
本
庄
村
も
こ
の
時
期
に
、
家
庭
に
電

灯
が
入
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
阪
神
鉄
道
が
開
通
し
て
三
年
後
の

明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
）
十
月
に
、
阪
神
電
気
鉄
道
会
社
は
、
鉄
道

事
業
と
連
動
し
て

「
電
灯

。
電
力
事
業
」
も
開
始
し
、
阪
神
間
に
電
力
を

供
給
す
る
よ
う
に
な
る
。
電
力
の
供
給
地
域
は
、
し
か
し
、
鉄
道
沿
線
沿

い
の
三
郡

（西
成
、
川
辺
、
武
庫
）

一
七
カ
町
村
に
す
ぎ
ず
、
供
給
源
は
、

尼
崎
と
御
影
の
両
発
電
所
で
あ

っ
た
。
本
庄
村
に
も
、
こ
の
年
電
灯
が
と

も
る
こ
と
に
な

っ
た

（田
中
龍
造

一
九
八
五
）
。
本
庄
村
内
に
お
け
る
電
灯

の
普
及
状
況
を
み
る
と
、
明
治
四
十
二
年
の
六
四
灯
、
同
四
十
二
年
の

一

八
四
灯
、
同
四
十
四
年
の
三
六
三
灯
、
同
四
十
五
年
の
五
四
二
灯
、
大
正

三
年

（
一
九

一
三
）
の
七
五
三
灯
、
同
三
年
の

一
一
六

一
灯
、
同
四
年
の

一

二
二
五
灯
、
同
五
年
の

一
四
二
九
灯
と
い
う
急
速
な
増
加
を
示
す

（『武

庫
郡
誌
し
。
大
正
三
年
の
本
庄
村
の
戸
数
が
八
二
五
戸
で
あ

っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
各
家
々
に
は
少
な
く
と
も

一
灯
以
上
の
電
灯
が
と
も

っ
て
い

た
勘
定
に
な
る
。
本
庄
村
の
夜
の
風
景
も
明
る
い
も
の
に
な
り

つ
つ
あ

っ

た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
地
形
図
の
浜
街
道
沿
い
の
道
幅
も
、
旧
来
の
集
落
部
分
を
除
い
た

と
こ
ろ
で
は
、
拡
張
工
事
が
施
さ
れ
て
お
り
、
車
輌
の
交
通
が
増
加
す
る

と
と
も
に
、
少
し
ず

つ
改
善
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
青
木

と
深
江
の
中
間
、
浜
街
道
沿
い
に
、
明
治
三
十
二
年
に
深
江
小
学
校
と
青
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木
小
学
校
を
統
合
し
て
出
来
た
本
庄
小
学
校

（①
）
と
明
治
二
十
二
年
の

市
制
町
村
制
の
施
行
以
後
で
き
た
新
し
い
本
庄
村
役
場

（◎
）
が
み
え
る
。

青
木
、
西
青
木
と
深
江
の
三
集
落
が
、
制
度
の
面
だ
け
で
な
く
、
日
常
の

行
政
あ
る
い
は
教
育
の
面
に
お
い
て
も
交
流
が
深
ま
り

つ
つ
あ

っ
た
状
況

を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
土
地
利
用
あ
る
い
は
用
水
や
河
川
の
流
路
に
関
し
て
も
、
明
治
中

期
以
降
の
変
化
を
、
こ
の
地
形
図
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
庄

村
役
場

（◎
）
の
西
側
を
小
路

（村
）
か
ら
流
下
し
て
い
た
新
樋
川

（②
ｌ

③
ｌ
④
ｌ
⑤
）
の
流
路
は
、
そ
の
途
中
の
部
分
が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
、
そ

の
下
流
の
部
分
が
浜
街
道
の
南
側

（④
ｌ
⑤
）
に
わ
ず
か
な
水
路
と
し
て

残

っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
か
つ
て
は
大
き
な
船
入
り
場
の
入
江

を
も

っ
て
い
た
青
木
入
江

（⑤
）
も
土
砂
や
流
砂
に
埋
ま
り

つ
つ
あ
り
、

船
溜
り
と
し
て
の
役
割
は
果
た
さ
な
く
な

っ
て
い
る
状
況
が
読
み
と
れ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
近
世
期
以
降
、
排
水
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い

た
新
樋
川
が
そ
の
役
目
を
終
え
る
と
と
も
に
、
本
庄
村
の
北
部
の
水
田
耕

地
の
排
水
は
、
ア
バ
バ
川

（③
ｌ
⑦
ｌ
③
）
に
依
存
す
る
よ
う
に
な

っ
て

い
く
と
と
も
に
、
小
路
、
田
辺
な
ど
の
本
山
村
内
の
耕
地
か
ら
の
排
水
は
、

味
泥
川

（①
ｌ
②
ｌ
③
）
か
ら
横
川
へ
と
流
下
す
る
比
率
が
高
ま

っ
て
い
っ

た
こ
と
が
、
こ
の
地
形
図
か
ら
読
み
と
れ
る
。
横
川
と
味
泥
川
が
合
流
し

た
結
果
、
横
川
の
下
流
部

（③
ｌ
⑥
）
の
天
上
川
の
状
態
は
、
そ
の
流
量

の
増
大
と
と
も
に
土
砂
の
堆
積
も
増
加
し
、
明
治
中
期
以
上
に

「
堤
高
」

が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
二
十
二
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て

明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
の
本
庄
村
の
戸
数
は
五
七
二
戸
、
人
日

が
三
六
七
七
人
で
あ

っ
た
が
、
大
五
十
四
年

（
一
九
二
五
）
に
は
、
戸
数

が

一
七

一
九
戸
、
人
日
が
八
〇
八
九
人
に
増
加
す
る
。
戸
数
の
増
加
率
が

二
〇

一
％

（
一
一
四
七
戸
）
、
人
日
の
増
加
率
が

一
二
〇
％

（四
四

一
二

人
）
と
い
う
よ
う
に
、
明
治
四
十
二
年
か
ら
大
正
十
四
年
に
至
る
大
正
期

の
戸
数
と
人
日
の
増
加
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
前
項
で
も
み
た
よ
う
に
、

「
日
雇
及
労
働
者
」
あ
る
い
は

「
雑
業
」
に
従
事
す
る
単
身
者

（と
く
に

男
性
）
の
流
入
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
図
１
１６
は
、
大
二
十
二
年
測
量
の
二
万
五
〇
〇
〇
分
の

一
地
形
図

で
あ
る
が
、
本
庄
村
が
阪
神
間
に
あ

っ
て
大
阪
側
か
ら
の
都
市
化
と
神
戸

側
か
ら
の
都
市
化
の
狭
間
に
あ

っ
て
、
多
く
の
水
田
や
畑
の
耕
地
を
残
し

な
が
ら
も
、
そ
の
緑
の
田
園
風
景
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と

が
読
み
と
れ
る
。

本
庄
村
の
周
辺
を
み
る
と
、
北
部
の
本
山
村
で
は
、
六
甲
山
麓
に
沿
う

よ
う
に
阪
神
急
行
電
鉄

（以
下
、
阪
急
と
略
）
が
走
り
、
岡
本
駅

（①
）
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
大
正
九
年
七
月
、
大
阪
―
上
筒
井
間
に
開
通
し
た
阪

急
は
、
阪
神
間
の
都
市
化
と
そ
れ
に
伴
う
通
勤
人
日
の
増
大
に
対
応
す
る
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も
の
で
あ
る

一
方
、
岡
本
駅
周
辺
の
北
畑
に
岡
本
経
営
地
と
し
て

一
万
七

五
〇
〇
坪
の
住
宅
地
を
造
成
す
る
な
ど
、
路
線
沿
い
の
住
宅
開
発
を
進
め

な
が
ら
乗
客
数
を
増
や
す
と
い
う
経
営
方
針
を
と

っ
た
た
め
に
、
阪
急
沿

線
で
の
都
市
化
は
、
い
っ
そ
う
加
速
化
さ
れ
て
い
っ
た

（小
林

一
九
六
〇
）。

阪
急
岡
本
駅
の
南
側
に
は

「
神
戸
水
道
路
」
（②
）
が
見
え
る
。
こ
れ

は
、
大
正
七
年
に
、
神
戸
市
の
水
需
要

（と
く
に
飲
料
水
や
家
庭
用
水
）

の
増
加
分
を
補
う
た
め
に
、
六
甲
山
の
北
側
に
あ
る
有
馬
郡
道
場
村
の
千

刈
貯
水
池
か
ら
、
六
甲
山
の
山
腹
を
貫
い
て
敷
設
さ
れ
た
送
水
管
に
沿

っ

て
、
そ
の
水
道
管
の
埋
設
路
面
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
道
路
で
あ
る
。
都

市
化
が
水
需
要
の
増
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
状
況
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

例
と
い
え
よ
う
。

本
庄
村
の
都
市
化
と
い
う
点
を
考
え
る
上
で
、
大
き
な
転
機
と
な

っ
た

の
が
、
神
戸
市
都
市
計
画
の
立
案
と
そ
の
適
用
区
域
の
設
定
で
あ

っ
た
。

大
正
十
年
六
月
に
、
神
戸
市
都
市
計
画
区
域
が
発
表
さ
れ
、
本
庄
村
も
こ

の
都
市
計
画
区
域
に
合
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
翌
大
正
十

一
年
四
月
に

は
、
こ
の
神
戸
市
都
市
計
画
の
実
施
が
許
可
さ
れ
、
本
庄
村
も
都
市
と
し

て
の
整
備
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
至

っ
た
。
そ
う
い
う
意

味
で
、
こ
の
大
正
十
二
年
の
地
形
図
は
、
神
戸
市
都
市
計
画
が
実
施
さ
れ

る
最
初
期
の
状
況
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
地
形
図
で
は
、
西
方
の
神
戸
市
側
か
ら
衛
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
魚
崎
町
の
北
部
、
横
屋
集
落
の
周
辺
部
に
は
、

ま
だ
工
事
中
と
は
い
え
、
東
西
と
南
北
方
向
に
直
交
す
る
街
路
が
見
え
る
。

そ
し
て
、
そ
の

一
部
は
、
さ
ら
に
北
部
の
本
山
村
岡
本
地
区
ま
で
延
び
て

い
る
。
し
か
し
、
天
上
川
を
境
と
し
て
、
そ
の
東
側
の
本
庄
村
や
本
山
村

の
道
路
は
、
音
な
が
ら
の
農
道
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
に
み
て
と
れ

る
。
本
庄
村
の
東
側
の
芦
屋
川
に
沿
う

一
帯
も
、
い
わ
ば
大
阪
市
側
か
ら

の
都
市
化
の
影
響
を
う
け
て
住
宅
化
が
進
ん
で
い
る
し
、
本
庄
村
と
精
道

村
芦
屋
と
の
境
界
を
な
す
傍
示
川
の
北
部
、
津
知
集
落

（④
）
の
周
辺
に

も
新
し
い
衡
路
が
東
か
ら
延
び
て
き
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
街
路
は
都
市

計
画
に
基
づ
く
道
路
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
既
存
の
街
路
を
住
宅
の
増

加
に
伴

っ
て
延
長
し
た
と
い
う
性
格
を
も

つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
地
形
図

か
ら
判
読
で
き
る
。

一
方
、
沿
岸
部
の
景
観
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ

っ
た
。
明
治
末
期
の

自
然
の
砂
浜
が
広
が

っ
て
い
た
海
岸
線
に
は
、
護
岸
工
事
を
施
し
た
部
分

が
増
え
、
さ
ら
に
埋
立
地
が
海
に
の
び
、
新
し
い
船
着
場
や
棧
橋

（⑥
）

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
魚
崎
町
の
東
端
、
天
上
川
の
河
日
部
分

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
の
石
油
倉
庫

（③
）
に
は
、
五

つ
の
貯
蔵
庫

が
立
ち
並
び
、
海
岸
部
に
は
大
型
の
油
送
船
の
着
岸
が
可
能
な
よ
う
に
護

岸
部
分
が
明
治
末
期
に
比
べ
て
拡
張
さ
れ
て
い
る
。
本
庄
村
内
の
沿
岸
部

で
も
、
青
木
の
西
浜
先
や
桑
津

（⑦
）
の
部
分
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
製
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造
工
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
し
、
さ
ら
に
東
方
の
、
か
つ
て
深
江
の
西
端

を
占
め
て
い
た
踊
松

（⑮
）
の

一
帯
に
は
、
大
正
六
年
九
月
に
、
川
崎
家

が
開
設
し
た
川
崎
商
船
学
校
が
置
か
れ
た
。
こ
の
地
形
図
で
は
、
大
正
九

年
に
川
崎
家
が
国
に
献
納
し
た
後
の
神
戸
高
等
商
船
学
校
と
し
て
表
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
敷
地
の
西
南
部
に
造
成
さ
れ
た
小
さ
い
船
着
場

（⑥
）

は
、
大
正
十
二
年
に
進
水
し
た
進
徳
丸

（
二
五

一
八
ト
ン
）
の
帆
船
が
寄

留
す
る
場
所
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

海
辺
も
、
自
然
の
砂
浜
が
残

っ
て
い
た
明
治
末
期
に
比
べ
、
大
型
の
石

油
輸
送
船
あ
る
い
は
工
場
の
燃
料
や
原
料
を
運
ぶ
船
が
着
岸
で
き
る
た
め

に
は
、
遠
浅
の
海
底
を
掘
り
込
み
、
護
岸
工
事
を
施
し
、
さ
ら
に
堆
積
す

る
土
砂
を
浚
渫
し
な
が
ら
、
吃
水
の
深
い
船
舶
の
通
路
を
確
保
す
る
作
業

も
必
要
と
な

っ
て
く
る
。
天
上
川
か
ら
高
橋
川
に
至
る
青
木
の
海
辺
は
、

そ
う
し
た
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
重
化
学
工
業
の
発
展
に
伴
う
船
舶
輸
送

の
変
化
に
対
応
し
て
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
遠

浅
の
海
底
を
残
す
自
然
の
浜
辺
で
行
わ
れ
て
い
た
地
曳
網
や
採
藻
業
な
ど

の
漁
業
、
水
産
業
は
、
本
庄
村
の
中
で
も
、
高
橋
川
以
東
の
深
江
の
海
浜

に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。

明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
本
庄
村
の
漁
業
は
、
採
藻
業
も
合

め
、
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
に
七

一
戸
で
あ

っ
た
も
の
が
、
大
正

三
年

（
下
九

一
四
）
に
八
三
戸
ま
で
増
加
す
る
も
の
の
、
大
正
八
年
に
六

四
戸
と
減
少
に
転
じ
る
。
そ
れ
以
降
、
昭
和
期
を
通
じ
て
し
だ
い
に
減
少

し
、
戦
後
、
深
江
の
浜
の
埋
め
立
て
が
始
ま
る
と
、
漁
業
は
急
速
に
衰
退

し
て
い
く
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
七
年

（
一
九
七
二
）
に
漁
業
組
合
が
解

散
す
る
ま
で
、
本
庄
村
の
漁
業
活
動
は
、
こ
の
深
江
の
浜
で
続
け
ら
れ
て

い
っ
た
。

海
辺
か
ら
内
陸
の
方
に
限
を
移
す
と
、
大
正
末
期
に
お
け
る
住
宅
地
の

増
加
と
水
田
地
帯
の
間
に
立
地
す
る
工
場
の
増
加
が
目
立

つ
。
そ
し
て
、

昭
和
四
年
の
鉄
道
補
入
が
行
わ
れ
た
地
形
図
に
は
、
省
線

（現
在
の
Ｊ
Ｒ
）

の
南
、
阪
神
国
道

（現
在
の
二
号
、
③
ｌ
⑩
）
に
は
阪
神
国
道
鉄
道
が
敷

設

（昭
和
二
年
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
と
く
に
住
宅
の
増
加
が

著
し
い
の
は
、
阪
神
鉄
道
の
青
木
駅

（①
）
と
深
江
駅

（①
）
の
周
辺
部
、

さ
ら
に
深
江
の
東
南
部
の
南
永
井
の
海
浜
部
で
あ
る
が
、
阪
神
鉄
道
の
駅

周
辺
の
住
宅
は
、
西
青
木
か
ら
仲
町
に
か
け
て
の
地
域

（⑮
）
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
団
地
あ
る
い
は
文
化
住
宅
と
し
て
の
小
ア
パ
ー
ト
や
借
家
が

大
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
新
し
い
街
区
と
も
い
う
べ
き
形
態
を

と

っ
て
き
た
深
江
の
海
浜
部
を
占
め
る
南
永
井
の
住
宅
地
は
、
明
ら
か
に

広
い
敷
地
を
も

つ
戸
建
て
の
住
宅
か
ら
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
本
庄
村

に
お
け
る
居
住
地
域
の
分
化
を
生
み
出
し
た
大
き
な
要
因
は
、
村
外
か
ら

流
入
し
て
来
る
人
々
の
異
な

っ
た
社
会
階
層
で
あ
り
、
職
業
の
ち
が
い
で

あ

っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
大
正
三
年
に
本
庄
村
の
工
業
に
従
業
す
る
戸
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数
は
五
六
戸
に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
大
正
八
年
に
は
八
二
戸
に
増
加
し
て

い
る
し
、
深
江
の
北
東
、
阪
神
国
道
沿
い
に
は
工
場
も
立
地
し
て
い
る

（◎
）
。
そ
し
て
、
大
正
十
二
年
の
段
階
で
は
、
村
内
各
所

（⑥
、
◎
、
①
、

①
、
⑥
、
⑪
）
に
広
い
敷
地
を
も

つ
工
場
が
散
在
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い

る
。
村
外

へ
通
勤
す
る
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
村
内
の
工
場
で
働
く
労
働

者

（工
業
従
事
者
）
も
着
実
に
増
加
し
て
い
る
状
況
を
読
み
と
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
重
化
学
工
業
の
発
展
が
、

大
都
市
周
辺
部
の
地
価
の
上
昇
と
と
も
に
、
工
場
の
郊
外

へ
の
移
転
を
も

た
ら
し
始
め
た
時
期
と
も
対
応
し
て
い
る
。
海
上
輸
送
を
要
す
る
工
場
の

埋
め
立
て
地

へ
の
立
地

（⑥
）
、
陸
上
輸
送
に
依
拠
す
る
工
場
の
立
地

（◎
、
⑥
、
①
）
あ
る
い
は
鉄
道
輸
送
を
指
向
す
る
工
場
の
立
地

（①
）

な
ど
、
そ
の
立
地
の
要
因
は
異
な
る
に
し
ろ
、
工
場
の
郊
外
農
村
部

へ
の

移
転
は
、
そ
こ
で
働
く
人
々
の
移
動
も
伴

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

大
正
末
期
の
本
庄
村
の
景
観
は
、
浜
街
道
沿
い
の
古
く
か
ら
の
集
落
、

阪
神
鉄
道
の
駅
周
辺
に
立
地
す
る
団
地
や
文
化
住
宅
、
そ
し
て
深
江
の
南

永
井
な
ど
の
地
区
に
み
ら
れ
る
新
し
い
中

ｏ
上
層
階
級
に
属
す
る
人
々
の

広
い
住
宅
地
と
い
う
よ
う
に
、
あ
る
意
味
で
社
会
階
層
に
対
応
す
る
様
相

を
持
ち
始
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
だ
残
る
水
田
や
畑
の
緑
と

対
照
的
に
、
村
内
の
各
所
に
は
工
場
か
ら
の
排
煙
が
高
い
煙
突
か
ら
立
ち

昇
り
始
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

四
節
　
昭
和
初
期
か
ら
太
平
洋
戦
争
期
ま
で
の

本
庄
村
の
景
観

日
本
に
お
け
る
最
初
の
国
勢
調
査
が
、
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
に
実

施
さ
れ
て
、
精
度
の
高
い
人
日
統
計
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
だ
け
で

な
く
、
職
業
構
成
も
産
業
別
の
統
計
が
刊
行
さ
れ
て
、
各
統
計
単
位
ご
と

の
産
業
の
実
態
や
労
働
力
の
構
成
も
、
し
だ
い
に
明
確
に
な

っ
て
き
た
。

こ
の
第

一
回
の
国
勢
調
査
か
ら
次
第
に
明
ら
か
に
な

っ
た
の
は
、
都
市
部

へ
の
人
日
の
移
動
が
顕
著
に
現
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ

っ
た
し
、
ま
た
旧

来
か
ら
の
都
市
も
郊
外
の
急
速
な
拡
大
と
都
市
周
辺
部
に
お
け
る
製
造
工

場
の
立
地
、
通
勤
圏
の
拡
大
と
私
鉄
を
中
心
と
す
る
鉄
道
の
敷
設
、
な
ど

に
伴
い
、
都
市
圏
と
し
て
の
新
た
な
再
編
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
状
況
を
浮

き
彫
り
に
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
第

一
回
の
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
大
正
九
年
に
は
、　
一
月
に

「都

市
計
画
に
関
す
る

一
般
法
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
市
が
こ
の

「
一

般
法
」
に
基
づ
い
て
都
市
計
画
を
立
案
す
る
の
は
、
翌
大
正
十
年
六
月
で

あ

っ
た
。
こ
の
神
戸
市
の
都
市
計
画
案
に
は
、
神
戸
市
の
東
部
に
位
置
す

る
三
町
五
カ
村

（西
灘
村
、
西
郷
町
、
六
甲
村
、
御
影
町
、
住
吉
村
、
魚

崎
町
、
本
山
村
、
本
庄
村
）
も
含
ま
れ
て
い
た
し
、
翌
大
正
十

一
年
に
は
、
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住
宅
地
域
、
商
業
地
域
、
工
場
地
域
な
ど
の
用
途
別
地
域
区
画
に
関
す
る

計
画
案
が
提
出
さ
れ
た
。
い
わ
ば
、
ス
プ

ロ
ー
ル
化
す
る
郊
外
の
混
乱
し

た
土
地
利
用
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
神
戸
市
の
都
市
計
画
案
は
、
最
終
的
に
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
七
）

二
月
に
、
「神
戸
市
都
市
計
画
衡
路
に
関
す
る
件
」
と
し
て
内
閣
の
許
可

が
お
り
る
。
本
庄
村
も
含
め
た
、
神
戸
市
の
東
部
三
町
五
カ
村
は
、
こ
れ

以
降
、
農
地
か
ら
住
宅
地
あ
る
い
は
商
工
業
の
施
設

へ
の
用
地
転
用
を
前

提
と
し
た
土
地
区
画
整
理
事
業

へ
と
進
ん
で
い
く
。
と
く
に
土
地
区
画
整

理
事
業
の
中
心
と
な
る
の
は
、
住
宅
地
あ
る
い
は
商
工
業
用
地

へ
の
用
地

転
用
に
と

っ
て
最
も
基
本
と
な
る
街
路
の
新
た
な
敷
設
で
あ

っ
た
。
こ
の

街
路
の
新
し
い
設
置
に
伴

っ
て
、
農
耕
地
は
急
速
に
減
少
し
、
さ
ら
に
そ

れ
を
支
え
て
き
た
農
業
用
水
路
も
大
き
く
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い

く
。
昭
和
の
初
期
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
時
期
に
至
る
ま
で
、
本
庄
村
は
、

こ
の
都
市
計
画
に
基
づ
い
て
、
従
来
か
ら
の
農
村
景
観
を
残
し
た

一
帯
を

合
め
、
都
市
と
し
て
の
整
備
を
急
速
に
お
し
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。

農
村
か
ら
都
市

へ
と
、
本
庄
村
も
大
き
く
変
貌
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

昭
和
四
、
同
七
年
の
二
枚
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て

昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
の
地
形
図

（図
１
１７
）
は
大
正
十
二
年

（
一

九
二
三
）
測
図
の
修
正
版
で
あ
る
が
、
二
万
五
〇
〇
〇
分
の

一
の
縮
尺
で

あ
り
、
昭
和
七
年
の
地
形
図

（図
１
１８
）
は

一
万
分
の

一
の
縮
尺
の

「
東

芦
屋
」
、
「芦
屋
」
、
「御
影
」
の
三
つ
の
図
幅
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

縮
尺
が
異
な

っ
て
い
る
た
め
に
、
記
載
の
精
度
に
差
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

景
観
の
変
化
の
趨
勢
は
大
き
く
は
違
わ
な
い
。

昭
和
四
年
の
地
形
図
に
お
い
て
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
点
は
、
昭
和
二
年

の
天
上
川
の
改
修
工
事
に
伴

っ
て
、
本
庄
村
の
北
を
流
れ
て
い
た
横
川

（①
ｌ
②
ｌ
③
）
が
廃
川
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
、

本
山
村
の
田
中
の
東
側
を
南
流
し
て
福

（井
）
池
の
北
の
部
分
で
横
川
に

繋
が

っ
て
い
た
天
上
川

（八
幡
谷
川
）
は
、
こ
の
改
修
工
事
の
結
果
、
田

中
の
集
落
の
西
側
を
流
れ
て
い
た
鎌
田
川
や
大
谷
川

（大
川
）
と
福

（井
）

池
の
西
側
で
合
流
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
従
来
の
大
谷
川
の
下
流

部
が
、
天
上
川
の
主
流
と
な
り
、
横
川
は
、
こ
の
天
上
川
か
ら
分
離
さ
れ

て
、
流
水
が
途
絶
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
従
来
か
ら
横
川

に
合
流
し
て
い
た
味
泥
川

（⑤
）
お
よ
び
千
田
川

（⑥
）
は
合
流
し
た
上

で
、
新
樋
川

（②
ｌ
⑦
ｌ
④
ｌ
⑨
）
の
流
路
と
つ
な
が
る
こ
と
に
な

っ
た
。

近
世
期
以
来
、
横
川
の
南
側
に
あ
る
耕
地
の
主
要
な
排
水
路
と
し
て
機
能

し
て
い
た
ア
バ
バ
川

（③
ｌ
③
の
流
路
）
は
、
横
川
の
廃
川
と
こ
の
新
樋

川
の
設
置
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
歴
史
的
役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
横
川
の
廃
川
に
伴

っ
て
用
水
路
の
体
系
が
大
き
く
変
わ

っ
た
た

め
に
、
排
水
の
状
態
に
も
変
化
が
生
じ
、
本
庄
村
と
本
山
村
と
の
境
界
付

近
に
広
い
範
囲
に
わ
た

っ
て
低
湿
田
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

図-17 昭和 4年 (1929)本庄村とその周辺 (大正12年測図 昭和 4年修正測図
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る
。
と
く
に
、
か
つ
て
の
横
川
の
河
床
で
あ

っ
た
部
分
か
ら
阪
神
鉄
道
の

線
路
に
至
る
間
に
み
ら
れ
る
低
湿
田

（⑮
）
は
、
近
世
期
以
来
存
在
し
て

い
た
千
田
川

（⑥
）
か
ら
青
木
の
入
江

（⑫
）
に
至
る

「
悪
水
川
」
（排

水
路
）
が
、
海
浜
部
の
埋
め
立
て
や
宅
地
化
の
進
展
に
よ

っ
て
消
滅
し
た

た
め
に
、
排
水
不
良
の
状
態
が
新
た
に
発
生
し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
、
こ
の
地
形
図
か
ら
も
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
横
川
の
廃
川
の
影
響
は
東
方
の
串
田
川

（⑩
）
に
も
現

わ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
横
川
の
下
流
部
は
、
こ
の
串
田
川
に
合
流
し
て
い

た
も
の
で
あ
る
が
、
新
樋
川
の
設
置
に
よ

っ
て
分
離
さ
れ
、
し
か
も
、
串

田
川
に
流
入
し
て
い
た
六
甲
山
麓
か
ら
の
水
は
、
そ
の
東
側
の
四
ツ
松
川

（⑪
）
に
流
入
す
る
状
態
に
な

っ
て
い
る
。
串
田
川
の
天
丼
川
化
が
進
行

し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
五
十
年
代
の
後
期
、
ン」
の
横
川
が
廃
川
に
な
る
以
前
の
状
態
を
知

っ

て
い
た
地
元
の
古
老
に
、
筆
者
が
聞
い
た
折
に
、
フ
」
の
横
川
は
天
丼
川

で
あ

っ
た
た
め
に
、
そ
の
周
囲
の
耕
地
の
多
く
は
排
水
不
良
の
低
湿
田
で

あ

っ
た
が
、
そ
の
当
時

（大
正
十
年
ご
ろ
）
、
自
動
車
も
登
場
し
て
い
た
。

し
か
し
、
北
側
の
阪
神
国
道
か
ら
南

へ
通
じ
る
交
通
路
が
な
く
、
横
川
を

迂
回
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
、
大
変
不
便
で
あ

っ
た
」
と

い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
耕
地
の
改
善
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

交
通
路
の
改
善
の
方
に
こ
の
古
老
の
意
識
が
向
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
よ
う
。

昭
和
三
年
に

「神
戸
市
都
市
計
画
街
路
に
関
す
る
件
」
の
承
認
が
済
み
、

本
庄
村
も
本
山
村
も
、
都
市
計
画
衡
路
の
整
備
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い

た
時
期
で
あ

っ
た
。
天
上
川
の
改
修
工
事
と
横
川
の
廃
川
と
い
う
事
態
も
、

こ
の
都
市
計
画
の
構
想
と
無
縁
で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
街
路
の

設
置
も
、
か
つ
て
の
農
道
に
代

っ
て
、
自
動
車
の
往
来
す
る
道
路

へ
と
新

た
に
作
り
か
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
廃
川
化
さ

れ
た
横
川
の
旧
河
床
跡
も
、
堆
積
し
た
土
砂
を
撤
去
し
た
後
に
街
路
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
昭
和
四
年
の
地
形
図
を
み
る
と
、
都
市
計
画
街
路
が
西
隣
り
の
魚

崎
町
か
ら
本
庄
村
の
西
青
木
地
区
ま
で
延
び
て
き
て
い
る
状
況
が
わ
か
る
。

魚
崎
町
の
場
合
、
大
正
八
年

（
一
九

一
九
）
二
月
か
ら
耕
地
を
整
理
し
て

市
街
地
を
造
成
す
る
目
的
で
、
耕
地
整
理
お
よ
び
区
画
整
理
の
た
め
の
組

合
を
結
成
し
て
い
る
。
昭
和
八
年
九
月
に
こ
の
組
合
が
解
散
す
る
ま
で
の

約

一
五
年
間
に
、
全
部
で
三
四
町
歩
余
の
耕
地
を
整
理
し
て
い
る
。
と
く

に
横
屋
地
区

（⑥
）
に
お
い
て
は
、
東
川
以
東
、
阪
神
鉄
道
路
線
以
北
の

部
分
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
昭
和
六
年
五
月
に
開
始
し
、
昭
和
十

一
年

ま
で
に
完
成
す
る

（『魚
崎
町
誌
し
。
昭
和
七
年
の

一
万
分
の

一
地
形
図

（図
１
１８
）
で
み
る
と
、
横
屋
地
区
の
東
、
天
上
川
に
沿

っ
て
南
北
の
幅

広
い
街
路
が
建
設
中
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

一
方
、
本
庄
村
の
北
部
、
本
山
村
で
も
土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
行
し

て
い
る
こ
と
が
図
１
１８
で
も
読
み
と
れ
る
。
本
山
村
の
場
合
、
昭
和
五
年

に
、
本
山
村
西
部
土
地
区
画
整
理
組
合

（第

一
区
、
図
中
の
①
の
地
区
）

が
結
成
さ
れ
て
以
来
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
急
速
に
進
展
す
る
。
昭
和

十
二
年
に
は
森
北
地
区
で
も
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手
し
、
昭
和
三
十

五
年
に
中
野
、
小
路
、
北
畑
、
田
辺
の
各
地
区
で
も

一
部
を
除
き
、
完
成

す
る
。
昭
和
十
年
代
に
、
本
山
村
の
景
観
も
大
き
く
変
わ

っ
て
い
く
こ
と

に
な

っ
た

（『
本
山
村
誌
し
。
昭
和
七
年
の
地
形
図
で
も
、
田
中
の
北
部

（①
）
に
お
い
て
土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
行
し
て
い
る
状
況
を
み
て
と

れ
る
。
ま
た
、
本
庄
村
の
東
方
、
精
道
村
に
お
い
て
も
津
知
地
区

一
帯

（◎
）
は
、
昭
和
四
年
、
昭
和
七
年
の
両
地
形
図
で
み
て
も
、
街
路
に
沿

う
家
屋
の
密
度
も
高
く
、
す
で
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
精
道
村
も
、
昭
和
十
五
年
に
は
市
制
を
施
行
し
て
、
芦
屋
市
と

な
る
が
、
本
庄
村
と
の
境
界
を
境
に
し
て
、
多
く
の
水
田
や
畑
地
を
残
す

本
庄
村
と
、
土
地
利
用
の
面
で
も
対
照
を
な
し
て
い
る
。

本
庄
村
の
内
部
を
み
て
み
よ
う
。
昭
和
四
年
の
地
形
図
で
み
る
と
、
魚

崎
町
、
本
山
村
、
そ
し
て
束
の
精
道
村
な
ど
の
周
辺
の
町
村
の
都
市
化
に

向
か

っ
て
の
景
観
の
大
き
な
変
化
に
比
べ
て
、
そ
の
変
化
の
程
度
は
緩
や

か
に
み
え
る
。
阪
神
鉄
道
線
路
の
北
側
に
は
、
ま
だ
多
く
の
水
田
が
残

っ

て
い
る
し
、
青
木
や
西
青
木
地
区
の

一
部
を
除
け
ば
、
耕
地
整
理
や
土
地

区
画
整
理
事
業
の
進
展
も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
青
木
駅
の
北
部

（①
）

あ
る
い
は
深
江
地
区
の
南
部
、
東
休
家

（東
休
所
）
、
西
休
家

（西
休
所
）
、

さ
ら
に
磯
島
に
か
け
て
の

一
帯

（⑥
）
に
は
、
通
勤
労
働
者
の
ア
パ
ー
ト

と
思
わ
れ
る
小
住
宅
が
増
加
し
て
い
る
様
子
も
み
て
と
れ
る
が
、
し
か
し
、

大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
の
岡
本
駅
の
開
設
と
並
行
し
て
阪
急
電
鉄
が
開

発
し
た
本
山
村
内
の
北
畑
住
宅
地

（①
）
に
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
規
模
も

小
さ
い
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
七
年
の
地
形
図
を
み
る
と
、
本

庄
村
で
も
青
木
駅
の
北
部
、
八
反
長
、
中
ノ
内
、
さ
ら
に
小
路
日
か
ら
古

堂
の

一
帯

（③
）
に
ア
パ
ー
ト
や
団
地
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
状
況
が

み
て
と
れ
る
。

本
庄
村
に
お
け
る
住
宅
地
の
増
加
が
、
し
だ
い
に
阪
神
鉄
道
線
路
以
北

の
地
域
に
広
が

っ
て
く
る
に
つ
れ
、
本
庄
村
の
景
観
は
し
だ
い
に
農
地
と

住
宅
地
の
混
在
状
態
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
農

業
あ
る
い
は
農
耕
地
と
用
水
に
し
わ
よ
せ
が
く
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

土
地
利
用
の
面
で
は
、
い
わ
ゆ
る

「社
会
的
休
閑
地
」
、
す
な
わ
ち
農
耕

地
が
地
価
の
上
昇
と
と
も
に
宅
地
あ
る
い
は
工
場
用
地
と
し
て
の
転
用
を

見
越
し
て
耕
作
さ
れ
な
く
な

っ
た
状
態
に
あ
る
土
地
が
増
加
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
昭
和
四
年
の
地
形
図
で

「白
抜
き
」
に
な
っ
て
い
る
部
分
轄

ほ
と
ん
ど
こ
の

「社
会
的
休
閑
地
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
し
、
土
地
区

画
整
理
が
終
っ
た
魚
崎
町
の
横
屋
地
区

（⑥
）
の

「白
抜
き
」
部
分
あ
る
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い
は
本
庄
村
の
青
木
地
区
の
北
部

（◎
）
に
み
え
る

「白
抜
き
」
部
分
も
、

そ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

「社
会
的
休
閑
地
」
の

一

部
に
は
、
自
給
用
の
菜
園
地
あ
る
い
は
近
郊
農
業
と
し
て
の
流
菜
や
果
樹

栽
培
の
た
め
の
畑
地
も
合
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
昭
和
七
年
の
地
形

図
で
は
、
こ
う
し
た

「
白
抜
き
」
の
部
分
が
青
木
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
に
広

が

っ
て
い
る
し
、
深
江
地
区
で
も
北
部
の
工
場
の
立
地
す
る
阪
神
国
道
沿

い
の
各
所
に
現
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
七
年
の

一
万
分
の

一
地
形
図
は
、
こ
う
し
た
変
化
の
様
子
を
よ
り

詳
細
に
表
現
し
て
い
る
。
昭
和
四
年
の
地
形
図
の
中
に
広
範
囲
に
わ
た
る

低
湿
田

（①
）
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
た
旧
横
川
の
河
床
跡
の
南
の
水
田

部
分
は
、
昭
和
七
年
の
地
形
図
で
は
、
ほ
と
ん
ど
畑
地
な
い
し
は

「社
会

的
休
閑
地
」
と
な

っ
た
り
、
あ
る
い
は
水
田
の
中
に
畑
地
が
混
じ
る
島
畠

の
景
観
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の

一
帯
の
低
湿
田
が
横
川
の
旧

流
路
に
堆
積
し
て
い
た
土
砂
を
崩
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

天
丼
川
跡
と
し
て
部
分
的
に
残

っ
て
い
た
高
い
旧
川
床
の
上
手
も
、
こ
の

間
に
完
全
に
消
滅
し
て
、
平
坦
な
農
道
と
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
深
江
地
区
の
東
部
の
下
永
井

（①
）
や
前
田

（①
）
の
部
分
に

は
、
大
き
な
低
湿
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
部
分
は
、
か
つ
て

も
後
背
湿
地
と
し
て
湿
田
が
多
く
分
布
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ

っ
た
が
、
前

田
の
西
側
あ
る
い
は
下
永
井
の
南
側
の
住
宅
地
化
と
そ
の
た
め
の
埋
め
立

て
や
盛
土
に
よ

っ
て
、
排
水
路
を
失
い
、
池
状
の
湿
地
帯
が
で
き
あ
が

っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た

「
社
会
的
休
閑
地
」
あ
る
い
は
新
し
い
湿
地
帯
が
形
成
さ
れ

た
の
は
、
あ
る
意
味
で
、
宅
地
化
の
進
展
が
、
耕
地
整
理
や
土
地
区
画
整

理
に
先
行
し
て
起
こ
っ
て
い
る
た
め
に
、
従
来
の
耕
地
と
用
水
路
あ
る
い

は
排
水
路
の
結
び
つ
き
が
分
断
さ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
で
農
業
を

営
む
の
が
少
し
ず
つ
困
難
に
な

っ
て
い
た
状
況
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
点
は
、
青
木

・
西
青
木
地
区

（図
１
１９
）
と
深
江
地
区

（図
―

２０
）
の
集
落
周
辺
を
拡
大
し
た
図
で
よ
り
詳
し
く
読
み
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
、
昭
和
七
年
の
地
形
図
で
み
る
と
、
阪
神
国
道
沿
い
に
市
場

（①
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
し
、
魚
崎
町
の
東
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の

貯
蔵
所
の
北
側
に
は
広
い
ゴ
ル
フ
場

（⑤
）
も
見
え
る
。
そ
し
て
西
青
木

の
海
浜
部
、
か

つ
て
の
寅
新
田
の
場
所
に
は
二
つ
の
大
き
な
製
造
工
場

（⑭
）
が
立
地
し
、
西
青
木
地
区
だ
け
で
も
六

つ
の
工
場
が
立
地
す
る
よ

う
に
な

っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
耕
地
や
海
辺
に
も
、
工
場
だ
け
で
な
く
、
新

し
い
形
の
娯
楽
の
場
、
消
費
の
施
設
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
は
じ
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

昭
和
十
二
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て

昭
和
十
三
年

（
一
九
二
八
）
の
地
形
図

（図
１
２‐
）
は
、
五
万
分
の

一

の
縮
尺
の
も
の
を
元
に
し
て
い
る
た
め
に
、
昭
和
七
年
の

一
万
分
の

一
の
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昭
和

13
年

(1
93
8)
の

本
庄

村
と
そ

の
周

辺
(黒

ベ
タ

は
建

物
、

斜
線

部
は
水

田
耕

地
)



縮
尺
の
地
形
図
に
比
べ
て
、
情
報
の
精
度
は
あ
ま
り
高
い
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
、
都
市
化
の
進
展
に
伴
う
本
庄
村
の
景
観
の
変
化
の
様
子
が
大
き

な
パ
タ
ー
ン
と
し
て
読
み
と
れ
る
。
と
く
に
著
し
い
変
化
は
、
青
木
地
区

の
街
路
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

昭
和
十

一
年
に
魚
崎
町
の
横
屋
地
区

（③
）
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が

完
了
し
、
直
交
す
る
街
路
は
本
庄
村
の
村
境
を
越
え
て
青
木
地
区
ま
で
延

長
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
青
木
地
区
で
も
土
地
区
画
整
理
事
業
が

進
ん
で
い
る
様
子
は
、
阪
神
鉄
道
の
青
木
駅
の
東
に
、
阪
神
国
道
を
通

っ

て
、
本
山
村
の
田
辺
地
区
ま
で
幅
の
広
い
南
北
の
衡
路

（①
ｌ
②
ｌ
③
）

が
敷
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
本
山
村
の
場
合
、
昭
和
五

年
に
開
始
さ
れ
た
西
部
土
地
区
画
整
理

（第

一
区
）
に
続
い
て
、
翌
昭
和

六
年
に
は
西
部
地
区

（第
二
区
）
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
始
め
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
地
形
図
で
は
、
土
地
区
画
整
理
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
省
線

（現
Ｊ
Ｒ
）
の
鉄
道
線
路
以
南
の
地
区
が
本
山
村
の
土
地

区
画
整
理
事
業
と
し
て
着
手
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
十
四
年
以
後
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
形
図
で
は
田
中
地
区
以
東

（①
ｌ
②
ｌ
③
の

街
路
よ
り
東
側
）
の
部
分
に
は
、
ま
だ
多
く
の
水
田
や
畑
地
が
残

っ
て
い

Ｚや
。本

庄
村
の
人
日
は
、
昭
和
十
年
の
第
四
回
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
戸
数

二
〇
六
七
戸
、
人
口
一
万
七
三
五
人
を
数
え
る
。
初
め
て
一
万
人
の
人
口

を
抱
え
た
こ
と
に
な
る
。
大
正
八
年

（
一
九

一
九
）
の
戸
数

一
一
六
〇
戸
、

人
日
五
〇
六
五
人
か
ら
、　
一
五
年
間
で
約
二
倍
の
戸
数
と
人
日
の
増
加
で

あ
る
。
本
庄
村
の
北
部
、
本
山
村
と
の
境
界
付
近
に
は
、
本
山
村
の
土
地

区
画
整
理
事
業
が
着
手
さ
れ
て
い
な
い
田
辺
地
区
以
東
の
部
分
に
水
田
耕

地
が
残

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
上
流
か
ら
の
従
来
の
用
水
路
に
よ
る
濯

漑
用
水
の
供
給
も
ま
だ
行
わ
れ
、
ま
だ
多
く
の
水
田
も
残

っ
て
い
る
が
、

他
方
、
阪
神
鉄
道
線
路
よ
り
南
側
の
地
区
は
、
古
い
集
落
部
分
を
核
と
し

な
が
ら
、
住
宅
地
が
拡
大
し
、
水
田
耕
地
は
、
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
か
け
て

い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

ま
た
、
昭
和
十
年
の

「
大
日
本
職
業
別
明
細
図
」
ｑ
昭
和
前
期
日
本
商

工
地
図
集
成

。
第
二
期
し

の
う
ち
、
本
庄
村
の
図
幅
を
み
る
と
、
こ
の
時

期
か
ら
青
木
地
区
で
も
深
江
地
区
で
も
、
阪
神
鉄
道
の
青
木
駅
と
深
江
駅

を
中
心
と
し
て
、
商
店
街
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

青
木
駅
の
周
辺
を
み
る
と
、
北
部
に
、
近
沢
薬
局
、
文
化
堂
書
店
、
フ

ジ
田
医
院

（以
上
、
垣
ノ
内
Ｈ
字
名
は
同
図
に
よ
る
。
以
下
同
）
、
犬
飼

助
産
婦

（中
ノ
内
）
、
そ
の
周
辺
に
は
太
陽
製
帽
青
木
工
場

（石
田
）
、
絵

具

・
染
料

。
塗
料
の
金
山
化
学
工
業
所

（駒
原
）
な
ど
の
工
場
が
立
地
し

て
い
る
。
ま
た
、
駅
の
南
側
を
み
る
と
、
無
量
寺
の
西
の
通
り
に
は
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ

・
甲
陽
舎
、
西
村
興
成
社

（以
上
、
小
路
日
）
、
そ
の
向
か

い
に
は
灘
琺
瑯
タ
ン
ク
製
作
所

（荒
堀
）
、
伊
東
歯
科
医
院

（内
浜
）
、
助
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

産
婦
瀬
川

（中
西
）
、
木
村
商
店

（西
浜
）
、
榎
ゴ
ム
製
造
所

（大
田
）
、

オ
ザ
リ
ッ
ト
合
名
会
社
、
カ
セ
ラ
合
名
会
社

（以
上
、
広

〔寅
し

新
田
）

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
種
類
の
商
店
、
会
社
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
あ
る
い
は
工

場
が
混
在
し
た
形
で
集
中
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。

深
江
駅
の
周
辺
を
み
て
み
よ
う
。
字
松
苗
の
南
に
大
阪
朝
日
専
売
諸
新

聞
取
次

・
朝
陽
舎
支
店
、
割
烹

・
可
祢
久
が
立
地
す
る
し
、
駅
の
南
側
の

字
垣
内
の

一
帯
に
、
深
江
毎
日
舎
新
聞
舗
、
金
光
教
教
会
所
、
そ
し
て
大

日
前
の
西
に
は
深
江
食
堂
が
み
え
る
。
さ
ら
に
周
囲
を
み
る
と
、
染
物
製

縄
業

・
岸
田
商
店

（西
永
井
）
、
湊
山
ゴ
ム
会
社

（納
屋
後
）
、
稲
葉
防
水

染
工
場
、
三
葉
ゴ
ム
会
社

（以
上
、
蔑
島
）
、
日
本
断
熱
工
業
所

（鈴
松
）
、

菅
原
酒
造
場

（磯
島
）
な
ど
の
商
店
や
工
場
が
、
深
江
集
落
の
東
南
部
に

散
在
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の

「大
日
本
職
業
別
明
細
図
」
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
そ

の
図
幅
の
各
所
に
枠
囲
い
で
表
示
さ
れ
た
広
告
で
あ
る
。
と
く
に
本
山
村

と
精
道
村
を
中
心
と
し
て
、
牧
場
牛
乳
、
養
鶏
業
、
さ
ら
に
生
花
商
、
園

芸

・
庭
園
業
な
ど
の
業
種
の
広
告
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
家
庭
に
お
け
る

牛
乳
あ
る
い
は
鶏
卵
な
ど
に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
、
さ
ら
に
ま
た
庭
園

や
生
花
な
ど
の
住
居
空
間
の
改
善
に
対
す
る
欲
求
の
高
ま
り
な
ど
、
食

・

住
の
新
し
い
変
化
を
、
そ
こ
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
広
告
に
見
え
る
新
し
い
変
化
は
、
本
庄
村
を
は
じ
め
、
そ
の
周
辺

の
村
々
が
近
郊
農
業
と
し
て
の
新
し
い
農
業
の
か
た
ち
を
と
り
始
め
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
昭
和
十
年
の
本
庄
村
の
人
日
は

一
万
七
二
五
人
で

あ

っ
た
が
、
昭
和
十
五
年
に
は

一
万
三
七
二
九
人
と
、
約
二
〇
％
の
人
日

増
加
を
示
し
、
西
隣
り
の
魚
崎
町
の
人
日

一
万
三
二
六
〇
人
を
上
ま
わ
る

こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
ま
だ
か
な
り
の
農
家
が
残

っ
て
い
た
。
昭
和

十
五
年
に
お
け
る
本
庄
村
の
農
家
数
は
八
七
戸
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
を
み

る
と
、
専
業
農
家
三
〇
戸
、
兼
業
農
家
五
七
戸
で
あ
る
。
ま
だ
か
な
り
の

専
業
農
家
が
残

っ
て
い
る
。
耕
地
の
所
有
規
模
を
み
る
と
、
五
反
未
満
の

農
家
が
七
六
戸

（八
七
％
）
、
五
反
～

一
町
未
満
の
農
家
が

一
〇
戸

（
一

一
％
）
、　
一
町
以
上
の
耕
地
を
所
有
す
る
農
家
電

一
戸

（
一
％
）
、
と
い
う

よ
う
に
、
大
部
分
は
零
細
な
農
家
で
あ
り
な
が
ら
、
専
業
と
し
て
の
経
営

農
家
の
比
率
が
か
な
り
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
宮
出
秀
雄
氏
が
分
析
し
て

い
る
よ
う
に
、
疏
菜
や
花
斉
、
あ
る
い
は
果
樹
、
酪
農
、
養
鶏
な
ど
の
近

郊
農
業
に
近
い
か
た
ち
の
農
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ

う

（宮
出

一
九
五
〇
）。

昭
和
十
五
年
の
農
業
統
計
に
よ
る
と
、
本
庄
村
の
西
、
魚
崎
町
、
住
吉

村
、
御
影
町
で
は
専
業
農
家
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
て
い
る
し
、
東
側
の

芦
屋
市
に
も
本
庄
村
と
同
じ
く
三
〇
戸
の
専
業
農
家
が
存
在
し
て
い
る
が
、

米

・
麦
な
ど
の
主
穀
生
産
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
る

（宮
出

一
九
五
〇
）。

北
隣
り
の
本
山
村
の
農
家
数
は
六
四
戸
、
そ
の
内
に
二
六
戸
の
専
業
農
家
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を
合
む
が
、
本
山
村
の
米

。
麦
の
作
付
面
積
は
、
昭
和
元
年
の

一
六
〇

町
歩
か
ら
昭
和
十
年
の
五
町
歩
ま
で
激
減
し
、
昭
和
十
五
年
に
は
ほ
と

ん
ど
作
付
さ
れ
な
く
な

っ
て
い
る
。
昭
和
十
四
年
か
ら
本
山
村
の
省
線

以
南
の
地
区
で
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
始
ま

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、

昔
か
ら
の
灌
漑
用
水
路
が
暗
渠
化
さ
れ
た
り
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
り
し

た
た
め
に
、
水
田
と
し
て
の
利
用
が
困
難
に
な

っ
た
こ
と
の
要
因
が
大

き
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
旧
来
の
水
田
部
分
を
畑
地
化
し
、
疏
菜
や
花

斉
、
果
樹
な
ど
の
栽
培
を
行
う
近
郊
農
業
的
経
営
に
大
き
く
移
行
し
て

い
か
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
状
況
が
わ
か
る
。

昭
和
十
三
年
の

「水
害
図
」
を
め
ぐ

っ
て

昭
和
五
年

（
一
九
二
〇
）
か
ら
昭
和
十
年
の
時
期
に
、
本
庄
村
を
は

じ
め
周
辺
の
町
村
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
区
画
整
理
事
業
を

強
力
に
お
し
進
め
、
街
路
の
み
な
ら
ず
、
旧
来
の
用
水
路
あ
る
い
は
河

川
水
系
の
改
廃
を
通
じ
て
、
農
村
か
ら
都
市

へ
と
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
た
。
人
日
も
増
加
し
、
住
宅
地
も
拡
大
し
つ
つ
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
時
期
に
発
生
し
た
昭
和
十
二
年
の
阪
神
地
方
大
水
害
は
、

と
く
に
住
吉
川
と
芦
屋
川
を
中
心
と
し
て
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
水
害
の
惨
状
が
、
谷
崎
潤

一
郎
の

『
細
雪
』
（中
巻
、　
一
九
四
七

年
刊
）
の
中
で
詳
細
に
描
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
昭
和
十
三
年
の
水
害
の
被
害
状
況
を
記
録
し
た

「
六
甲

図-22 昭和13年 (1988)7月 の水害の被害状況
凡例 :「黒ベタ」は「水害最 も甚だしき地域J(家屋流失、埋没、全壊)、 「クロス

チェック」の記号は「水害甚だしき地域」 (2れ以上浸水、 1.5(万 以上土砂
堆積)「黒太斜線」は「水害檎甚だしき地域」 (床上浸水、 1.5桁以下土砂
堆積 )、 「 4田斜線」は「水害を蒙 りたる地域」 (床下浸水、土砂堆積僅少)

(出典、甲南高等学校々友会編集『阪神地方水害記念帳』、1988)

甥
密
賜
勿
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南
麓
水
害
状
況
図
」
（昭
和
十
二
年
七
月
作
成
）
を
基
に
、
住
吉
川
と
芦

屋
川
と
の
間
の
地
域
の
被
災
状
況
を
、
昭
和
十
二
年
の
地
形
図
に
記
入
し

た
も
の
が
図
１
２２
図
で
あ
る

（『阪
神
地
方
水
害
記
念
帳
し
。
こ
の

「
水
害

図
」
は
、
「
浸
水
の
程
度
」
と

「
土
砂
堆
積
」
を
組
み
合
わ
せ
て
作
成
さ

れ
た
も
の
で
、
本
庄
村
に
お
い
て
は
、
最
も
水
害
の
程
度
の
著
し
い

「
家

屋
流
失
」
、
「家
屋
埋
没
」
あ
る
い
は

「家
屋
全
壊
」
は
み
ら
れ
な
い
が
、

天
上
川
沿
い
の
西
青
木
、
高
橋
川
の
下
流
部
の
深
江
地
区
は
、
コ
言
閉
以

上
の
浸
水
」
と

「
一
・
五
房
以
上
の
土
砂
堆
積
」
が
み
ら
れ
る

「
水
害
甚

し
き
地
域
」
に
合
ま
れ
て
い
る
。

昭
和
十
三
年
の
洪
水
流
は
住
吉
川
や
芦
屋
川
の
形
成
し
た
扇
状
地
の
傾

斜
に
沿
う
か
た
ち
で
流
下
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
住
吉
川
か
ら
溢

れ
た
洪
水
流
の
流
れ
を
み
る
と
、
本
山
村
の
落
合
橋
付
近
か
ら
阪
神
国
道

付
近
ま
で
東
南
方
向
に
流
下
し
た
洪
水
流
は
、
阪
神
国
道
付
近
か
ら
田
中

の
集
落
に
か
け
て
の
地
域
で
大
き
く
方
向
を
変
え
て
南
流
し
て
い
る
こ
と

が
読
み
と
れ
る
。
こ
の
東
南
方
向
に
流
下
し
た
洪
水
流
が
、
昭
和
三
年
に

行
わ
れ
た
天
上
川
改
修
以
前
の
鎌
田
川

（図
中
の
①
ｌ
②
ｌ
④
）
の
旧
流

路
に
沿

っ
て
流
下
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
付
替
後
の
天

上
川

（③
ｌ
④
ｌ
⑤
ｌ
⑥
）
の
流
路
の
う
ち
、
阪
神
国
道
よ
り
南
側
の
部

分
に
お
い
て
被
害
の
程
度
が
大
き
い
の
も
、
本
来
、
こ
の
天
上
川
の
西
側

を
流
れ
て
い
た
大
谷
川

（現
在
の
十
二
間
道
路
と
通
称
さ
れ
る
衡
路
）
の

旧
流
路
を
決
水
流
が
流
下
し
た
た
め
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
付
替

後
の
天
上
川
の
上
流
部

（③
ｌ
④
）
に
お
い
て
被
害
の
程
度
が
小
さ
く
、

土
砂
の
堆
積
も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
の
③
ｌ
④
ｌ
⑦
と
流
れ

る
八
幡
谷
川

（③
ｌ
④
）
と
横
川

（④
ｌ
⑦
）
が
天
上
川
で
あ

っ
た
た
め

で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
芦
屋
川
の
右
岸

（西
側
）
の
扇
状
地
周
辺
に
お
い

て
も
見
ら
れ
る
。
最
も
被
害
の
大
き
か

っ
た
地
区
は
、
精
道
村
の
津
知
集

落
の
周
辺

（③
）
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
の
被
害
を
大
き
く
し
た
の
も
、

旧
津
知
川

（⑥
ｌ
③
ｌ
⑩
）
の
流
路
を
南
西
に
流
下
し
た
洪
水
流
が
多
量

の
土
砂
を
堆
積
さ
せ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
河
川
流
域
に
あ
り
な
が
ら
被
害
の
程
度
が
小
さ
く
、
わ
ず
か
の

冠
水
で
済
ん
だ
中
野
川
や
四
ツ
松
川

（⑩
ｌ
⑮
ｌ
⑭
）
、
あ
る
い
は
千
田

川

（⑫
ｌ
⑬
）
の
場
合
、
天
丼
川
の
状
態
で
あ

っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
河
川

そ
の
も
の
も
短
か
く
、
通
常
の
流
量
も
少
な
か

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

地
元
の
古
老
に
聞
く
と
、
上
流
か
ら
の
洪
水
流
が
高
い
盛
土
に
な

っ
て
い

る
省
線
の
線
路
の
北
側
の
部
分
で
い
っ
た
ん
堰
き
止
め
ら
れ
て
、
下
流

へ

の
洪
水
流
の
流
速
を
弱
め
た
こ
と
が
大
き
か

っ
た
と
い
う
。
図
中
の
⑮
と

◎
の
地
域
は
、
ほ
と
ん
ど
水
害
を
被

っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
扇
状
地
の

末
端
部
の
微
高
地
に
な

っ
て
い
る
と
同
時
に
、
省
線
の
線
路
敷
の
盛
土
に

よ

っ
て
洪
水
流
が
東
と
西
に
分
流
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
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本
庄
村
に
限

っ
て
み
れ
ば
、
青
木
の
集
落
周
辺
の
被
害
に
比
較
し
て
深

江
の
集
落
周
辺
の
被
害
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
と
く
に

阪
神
鉄
道
以
南
に
あ
る
深
江
の
集
落
部
分
の
被
害
が
大
き
か

っ
た
要
因
と

し
て
、
次
の
二
つ
の
洪
水
流
が
集
中
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

①
芦
屋
川
の
右
岸

（西
側
）
に
沿
う
旧
津
知
川
の
流
路
跡

（③
ｌ
③
ｌ
⑩
ｌ

⑪
）
を
流
下
し
た
洪
水
流
で
、
し
か
も
か
な
り
の
土
砂
流
を
合
む
も
の
。

②
中
野
川
や
四
ツ
松
川

（⑩
ｌ
⑮
ｌ
⑭
）
に
よ

っ
て
六
甲
山
地
か
ら
直
接

流
下
す
る
洪
水
流
で
、
か
な
り
の
細
砂
を
合
む
も
の
。

③
住
吉
川
か
ら
扇
状
地
の
傾
斜
に
沿

っ
て
東
南
に
流
下
し
、
田
中
集
落
の

付
近
か
ら
新
樋
川

（⑬
ｌ
⑭
）

へ
と
流
れ
た
洪
水
流
。
こ
の
場
合
、
土

石
流
の
多
く
は
天
上
川
に
沿

っ
て
南
流
し
た
た
め
に
、
土
砂
を
多
く
合

ま
な
い
洪
水
流
が
④
↓
⑬
↓
⑭
の
方
向

へ
流
れ
て
い
っ
た
。

本
庄
村
の
被
害
は

「床
上
砂
堆
」

一
二
〇
戸
、
「
家
屋
流
失
」

一
戸
で

あ

っ
た
が
、
そ
の
被
害
の
多
く
は
、
高
橋
川
河
日
部
分
の
こ
の
深
江
の
集

落
周
辺
で
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
上
川
に
沿

っ
た
西
青
木

地
区
で
も
多
く
の
家
屋
が
床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
、
ま
た
土
石
流
の
堆

積
地
域
が
広
く
み
ら
れ
た
。
西
青
木
の
氏
神
社
で
あ
る
春
日
神
社
の
境
内

に
は
、
こ
の
水
害
時
の
流
石
で
作
ら
れ
た
水
害
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。
本
庄
村
の
被
害
も
大
き
い
も
の
で
は
あ

っ
た
が
、
住
吉
川
以
東
に
関

し
て
み
る
と
、
最
も
被
害
の
程
度
が
甚
大
で
あ

っ
た
の
は
、
魚
崎
町
と
本

山
村
で
あ

っ
た
。
魚
崎
町
の
被
害
戸
数
は

一
〇
九
七
戸

（半
壊
六
九
九
戸
、

床
上
砂
堆
二
九
八
戸
）
本
山
村
の
場
合
、
被
害
戸
数
は
八
二
七
戸

（流
失

五
〇
戸
、
全
壊
二

一
八
戸
、
半
壊
四
九
五
戸
、
床
上
砂
堆
六
四
戸
）
で
あ

り
、
本
庄
村
の
被
害
戸
数

一
二

一
戸
に
比
べ
る
と
、
い
か
に
そ
の
被
害
の

程
度
が
大
き
か

っ
た
か
が
理
解
で
き
る

（『
昭
和
十
二
年
兵
庫
県
水
害
誌
し
。

大
平
洋
戦
争
と
空
襲
―
昭
和
二
十
二
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て

阪
神
地
方
に
大
水
害
の
発
生
し
た
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
八
）
に
は
、

日
本
は
す
で
に
日
中
戦
争
に
突
入
し
て
い
た
。
前
年
の
昭
和
十
二
年
七
月

の
意
溝
橋
事
件
を
契
機
に
全
面
的
な
大
陸

へ
の
侵
攻
を
始
め
、
昭
和
十
三

年
に
は

「
国
家
総
動
員
法
」
が
公
布
さ
れ
て
、
戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
て

い
く
。
こ
の
阪
神
地
方
の
大
水
害
に
つ
い
て
も
、
報
道
管
制
下
に
あ

っ
て
、

そ
の
惨
状
が
国
内
に
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
う

し
た
戦
時
体
制
下
に
あ

っ
て
、
阪
神
間
の
沿
岸
部
に
は
、
製
鉄
、
造
船
、

車
輌
、
航
空
機
な
ど
の
軍
需
産
業
や
戦
略
物
資
を
生
産
す
る
工
場
が
数
多

く
立
地
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。

本
庄
村
で
も
、
川
西
航
空
機

（現
在
の
新
明
和
工
業
）
の
工
場
用
地
の

埋
め
立
て
工
事
が
青
木
地
区
で
行
わ
れ
た
。
昭
和
十
二
年
の
地
形
図
で
は
、

青
木
の
か
つ
て
の
入
江
付
近
の
地
先
海
面
の
埋
め
立
て
地
は
ま
だ
現
わ
れ

て
い
な
い
が
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
、
太
平
洋
戦
争
の
開
始
時
ま
で
に
は
、

こ
の
埋
立
地
も
ほ
と
ん
ど
完
成
し
て
い
た
。
太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
昭
和
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二
十
年
五
月
十

一
日
の
神
戸
空
襲
に
際
し
て
は
、
こ
の
青
木
地
区
に
立
地

す
る
川
西
航
空
機
甲
南
製
作
所
の
工
場
が
目
標
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
太

平
洋
戦
争
の
戦
時
下
に
あ

っ
て
、
度
重
な
る
空
襲
に
よ
る
被
害
は
甚
大
な

る
も
の
で
あ

っ
た
し
、
空
爆
と
焼
夷
弾
に
よ
る
火
災
の
発
生
に
よ

っ
て
多

く
の
住
宅
地
や
工
場
、
様
々
の
建
造
物
が
灰
鮭
に
帰
し
た
。
本
庄
村
も
大

き
な
戦
災
を
受
け
、
疎
開
、
焼
死
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
要
因
に
よ

っ
て

村
の
人
日
も
減
少
し
て
い
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
の
時
期
の
本
庄
村
の
景
観
を
知
る
地
形
図
は
、
昭
和
十
二

年
か
ら
昭
和
二
十
二
年
の
間
の
時
期
に
あ

っ
て
は
欠
落
し
て
い
る
。
そ
れ

は
戦
時
体
制
下
に
あ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
戦
略
的
位
置
に
あ
る
場
所
以
外

の
地
域
で
は
、
部
分
修
正
の
み
で
、
新
し
く
測
量
さ
れ
て
地
形
図
が
作
成

さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
庄
村
が
空
襲
を
受
け
、
多

く
の
住
宅
地
や
工
場
、
そ
の
他
の
施
設
が
灰
儘
に
帰
し
た
後
の
様
子
を
示

す
、
昭
和
二
十
二
年
の
二
万
五
〇
〇
〇
分
の

一
地
形
図

（図
１
２３
）
か
ら
、

戦
時
体
制
下
に
お
け
る
本
庄
村
の
景
観
を
推
測
し
て
み
た
い
。

昭
和
十
二
年
以
降
に
最
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
の
は
、
本
庄
村
内
に

お
け
る
街
路
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
昭
和
十
四
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
本
山
村

の
省
線
以
南
地
域
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
捗
し
、
新
し
い
直

交
す
る
街
路
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
事
業
は
、
昭
和

二
十
五
年
に
な

っ
て
完
了
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
ま
だ
こ

の
地
形
図
で
は
、
直
交
す
る
街
路
が
完
成
し
て
い
な
い
部
分
も
残

っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
本
山
村
の
土
地
区
画
整
理
事
業
と
並
行
し
て
、
本
庄
村
に

お
い
て
も
、
阪
神
鉄
道
線
路
よ
り
北
側
の
地
域
の
耕
地
整
理
と
土
地
区
画

整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
様
子
が
、
街
路
の
設
置
状
況
か
ら
読
み
と
れ

る
。
昭
和
十
二
年
の
地
形
図
で
水
田
耕
地
が
広
が

っ
て
い
た
深
江
地
区
の

北
部
、
あ
る
い
は
旧
浜
街
道
か
ら
阪
神
鉄
道
線
路
に
至
る
間
の
東
部
の
地

域
で
も
耕
地
整
理
と
土
地
区
画
整
理
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
水

田
は
図
中
の
⑥
と
①
の
地
域
に
わ
ず
か
に
残
る
の
み
で
、
耕
地
も
分
散
し

て
い
る
。
水
田
農
業
が
維
持
さ
れ
て
い
く
た
め
の
用
水
路
の
シ
ス
テ
ム
も

大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
。

昭
和
十
四
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
阪
神
国
道
鉄
道
か
ら
省
線
に
至
る
本
山

村
の
森
北
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
展
に
伴

っ
て
、
こ
の

一
帯
の

水
田
は
消
滅
し
、
六
甲
山
麓
か
ら
流
下
し
て
い
た
味
泥
川
、
千
田
川
、
あ

る
い
は
四
ツ
松
川
な
ど
の
河
川
の
流
路
も
、
こ
の
地
区
で
は
暗
渠
化
さ
れ

て
い
る
し
、
下
流
部
で
も
衡
路
に
沿
う
側
溝
と
し
て
、
地
形
図
の
上
で
は

消
え
か
か

っ
て
い
る
。
わ
ず
か
に
、
阪
神
国
道
以
南
の
要
玄
寺
川

（旧
新

樋
川
と
千
田
川
、
①
ｌ
⑥
ｌ
①
）
お
よ
び
四
ツ
松
川

（中
野
川
）
（⑥
ｌ

Ｏ
）
の
部
分
だ
け
が
、
地
表
の
河
川
流
路
と
し
て
残

っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、

水
田
の
用
水
路
と
し
て
の
機
能
は
、
ほ
と
ん
ど
失
な

っ
て
い
る
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
本
庄
村
に
わ
ず
か
に
残
る
深
江
地
区
の
水
田
を
支
え
る
用
水
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

図-23 昭和22年 (1947)の本庄村とその周辺
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源
は
、
白
井
池
な
ど
の
溜
池
で
あ

っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
こ
の
時
期
、
西

青
木
の
北
部
に
わ
ず
か
に
残

っ
て
い
た
水
田
も
、
福

（井
）
池
か
ら
の
用

水
に
よ

っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
昭
和
二
十
二
年
の
地
形
図
を
み
て
注
目
さ
れ
る
第
二
の
特
徴
は
、

青
木
地
区
の
地
先
海
面
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
川
西
航
空
機
甲
南
製
作
所
の

広
大
な
工
場
敷
地

（Ａ
）
で
あ
る
。
東
隣
り
に
は
、
海
技
専
門
学
校

（旧

神
戸
高
等
商
船
学
校
）
（
Ｂ
）
が
立
地
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
北
部

一
帯
は
、
地
形
図
の
上
で
は
、
「白
抜
き
」
の
空
白
部
に
な

っ
て
い
る
。

か
つ
て
連
続
し
て
い
た
青
木
の
集
落
部
分
も
、
住
宅
地
が
阪
神
鉄
道
以
北

の
部
分
と
海
浜
部
の
桑
津
周
辺
に
残
る
だ
け
で
、
浜
街
道
沿
い
の
中
心
部

分
は

「白
抜
き
」
に
な

っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
の
太
平
洋
戦
争
の
終
末

期
に
お
け
る
神
戸
空
襲
で
焼
失
し
た
地
域
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
昭
和
三

十
二
年
の
地
形
図
は
、
敗
戦
後
二
年
を
経
て
戦
災
復
興
が
か
な
り
進
ん
だ

段
階
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
戦
災
の
爪
跡
を
多
く
残
し

て
い
た
。
地
形
図
に
残
る

「
白
抜
き
の
空
白
部
」
の

一
部
は
、
土
地
区
画

整
理
事
業
の
進
展
に
伴
う
農
耕
地
の
耕
作
放
棄
や
宅
地
と
し
て
開
発
さ
れ

な
が
ら
ま
だ
住
居
建
設
に
至
ら
な
い
空
地
、
あ
る
い
は
未
使
用
の
転
用
地

な
ど
の

「社
会
的
休
閑
地
」
を
示
す
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
大
部
分
の
地

域
は
、
戦
災
に
よ
る
焼
失
地
域
で
あ

っ
た
。

神
戸
市
の
空
襲
は
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま

っ
て
半
年
も
経
て
い
な
い
昭

和
十
七
年
四
月
十
八
日
の
兵
庫
区
の
生
襲
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。
本
庄
村

内
で
空
襲
が
み
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
年
二
月
十
七
日
、
五
月
十

一
日
、

六
月
五
日
、
七
月
二
十
四
日
、
八
月
二
日
、
八
月
五
～
六
日
、
八
月
十

一

日
と
い
う
よ
う
に
、
昭
和
三
十
年
の
五
月
以
降
に
集
中
し
て
い
る

（君
本

一
九
七
五
、
『
日
本
の
空
襲
し
。
そ
し
て
本
庄
村
が
最
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
の
は
、
昭
和
三
十
年
五
月
十

一
日
の
二
回
目
の
空
襲
で
あ

っ
た
。
こ

の
時
の
空
襲
は
、
神
戸
市
須
磨
区
か
ら
東
は
西
宮
市
、
尼
崎
市
に
至
る
広

範
囲
に
及
ぶ
も
の
で
、
死
者

一
二
〇
二
人
、
負
傷
者
八
二
四
人
、
羅
災
者

は
二
万
五
二
七
二
人
に
達
し
た
が
、
こ
の
空
襲
に
お
け
る
主
目
標
の
ひ
と

つ
が
、
本
庄
村
に
立
地
す
る
川
西
航
空
機
甲
南
製
作
所
で
あ

っ
た
と
い
う
。

こ
の
川
西
航
空
機
甲
南
製
作
所
は
、
七
月
二
十
四
日
の
空
襲
時
に
も
爆
撃

目
標
に
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
八
月
二
日
の
空
襲
で
は
、
そ
の
東
隣
り

に
あ

っ
た
海
技
専
門
学
校
の
校
舎
の
大
部
分
が
焼
失
し
た
。
本
庄
村
の
こ

う
し
た
空
襲
に
よ
る
被
害
は
、
昭
和
三
十
年
の
二
月
十
七
日
か
ら
八
月
十

一
日
ま
で
の
期
間
で
、
村
内
の
住
宅
家
屋
の
七
三
％
が
焼
失
し
、
羅
災
者

は

一
万
五
六
五
六
人
に
達
し
て
い
る

（『兵
庫
県
復
興
誌
し
。

作
家
の
野
坂
昭
如
は
、
最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
昭
和
三
十
年
五
月

十

一
日
の
神
戸
空
襲
を
目
撃
し
な
が
ら
、
次
の
様
に
証
言
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
本
庄
村
に
あ

っ
た
川
西
航
空
機
甲
南
製
作
所
の
空
爆
の
様
子
も

語
ら
れ
て
い
る
。
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神
戸
の
空
襲
と
い
う
の
は
昭
和
十
九
年
頃
か
ら
神
戸
の
上
に
偵
察
機
が
よ

く
飛
ん
で
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
空
襲
さ
れ
た
の
は
二
十
年
の
二
月
頃
で
、

元
町
や
な
ん
か
に
焼
夷
弾
が
落

っ
こ
ち
た
と
お
も
う
ん
で
す
。
そ
の
頃
ボ
ク

は
中
学
二
年
生
で
し
た
け
れ
ど
専
ら
勤
労
動
員
で
疎
開
須
屋
の
引
倒
し
と
い

う
の
を
や

っ
た
。
疎
開
家
屋
の
引
倒
し
と
い
う
の
は
重
要
軍
需
施
設
、
港
湾

と
か
駅
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
の
回
り
の
家
を
全
部
引
倒
し
て
し
ま

う
。
引
倒
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た

っ
て
、
引
倒
さ
れ
る
と
わ
か

っ
た
ら
み
ん

な
困
る
か
ら
、　
一
日
前
に
町
会
長
か
ら
通
知
が
く
る
。
例
え
ば
今
日
引
倒
す

な
ら
昨
日
来
る
。
昨
日
き
て
、
途
端
に
家
財
道
具
を
全
部
出
し
て
し
ま
う
。

出
し
て
し
ま

っ
た
あ
と
、
ボ
ク
ら
は
大
黒
柱
に
綱
を
つ
け
て
エ
ン
ヤ
コ
ラ
サ

と
、
パ

ッ
ト
倒
す
と
、
完
全
に
倒
れ
て
し
ま
う
。
…
引
倒
す
の
は
子
供
心
に

な
ん
と
な
く
嫌
な
気
が
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
。

（中
略
）
ボ
ク
は
丁
度
、
石
屋
川
の
側
に
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
附
近
の

重
要
施
設
と
い
う
の
は
な
ん
に
も
な
い
。
六
甲
駅
と
い
う
の
が
あ
る
。
あ
る

い
は
小
泉
製
麻
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
爆
弾
を

落
し
た
ら
、
爆
弾
が
損
す
る
ぐ
ら
い
だ
と
お
も

っ
て
、
み
ん
な
平
気
で
い
た
。

そ
う
い
う
ふ
う
な
感
情
が
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
川
西
航
空
機
の
と
こ
ろ
に

五
月
十

一
日
に
ひ
ど
い
爆
弾
攻
撃
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
標
準
器
が
わ
る
か

っ

た
の
か
、
川
西
航
空
機
だ
け
で
な
く
、
レ」
ち
ら
の
方
に
も
落
ち
て
き
て
、
至
る

と
こ
ろ
に
目
茶
苦
茶
に
や
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
と
き
も
ボ
ク
ら
の
周
囲
に
住

ん
で
い
た
何
人
か
は
、
あ
れ
は
そ
れ
た
の
だ
と
お
も

っ
た
（野
坂

一
九
七
五
）
。

こ
の
証
言

に
み
ら
れ
る

「
疎
開
家
屋

の
引
倒
し
」
と

い
う

の
は
、
明
ら

か
に
焼
夷
弾
に
よ
る
類
焼
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
と
思
え
る
が
、
し
か

し
、
こ
の
昭
和
二
十
年
五
月
十

一
日
の
神
戸
空
襲
に
よ
る
被
害
の
多
く
は
、

焼
夷
弾
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
二
万
五
二
七
二
人
の
羅
災
者
の
う
ち
、

一
万
五
七
四
〇
人

（六
二
％
）
が
、
そ
し
て

一
二
〇
二
人
の
死
者
の
内
、

八
八
五
人

（七
四
％
）
が
焼
夷
弾
と
そ
の
後
の
火
災
に
よ
る
も
の
で
あ

っ

た

（『神
戸
空
襲
体
験
記
し
。
こ
の
野
坂
昭
如
の
証
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、

五
月
十

一
日
の
川
西
航
空
機
甲
南
製
作
所
の
爆
撃
は
、
単
に
工
場
だ
け
の

被
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、
青
木
地
区
の
周
辺
に
も
及
び
、
さ
ら
に
焼
夷
弾
に

よ
る
空
襲
も
重
な

っ
て
、
阪
神
鉄
道
の
青
木
駅
や
深
江
駅
周
辺
、
あ
る
い

は
古
い
集
落
の
周
囲
に
立
地
し
て
い
た
新
し
い
住
宅
、
民
間
の
工
場
、
公

的
施
設
の
多
く
が
焼
失
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
の
二
万
五
〇
〇
〇
分
の

一

の
地
形
図
の
中
の
空
白
部
の
多
く
は
、
激
し
い
空
爆
を
受
け
、
あ
る
い
は

焼
夷
弾
に
よ
る
火
災
と
そ
の
類
焼
に
よ

っ
て
焼
失
し
た
か
つ
て
の
住
居
の

跡
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

五
節
　
戦
災
か
ら
の
復
興
と
高
度
成
長
期
に

お
け
る
本
庄
地
域
の
景
観

昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
の
太
平
洋
戦
争
の
終
結
に
伴
っ
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て
、
戦
災
復
興
計
画
が
戦
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
そ
の

中
心
と
な
る
事
業
は
、
①
土
地
区
画
整
理
事
業
②
街
路
整
備
事
業
③
上
水

道
事
業
④
連
絡
街
路
整
備
事
業
な
ど
の
生
活
基
盤
の
復
旧
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
本
庄
村
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
町
村
に
お
い
て
戦
災
復
興

計
画
が
軌
道
に
の
り
出
す
の
は
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
昭
和
三
十
五
年
に

か
け
て
の
時
期
で
あ
る
。
本
庄
村
の
東
部
地
域
に
お
い
て
昭
和
十
四
年
か

ら
着
手
さ
れ
て
い
た
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
戦
争
の
末
期
に
あ

っ
て
一

時
中
断
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
再
開
さ
れ
て
、
昭
和
二
十

五
年
に
完
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
街
路
整
備
事
業
も
、
昭
和
二
十
二
年
か

ら
昭
和
二
十
五
年
に
ほ
ぼ
復
旧
を
終
え
、
昭
和
二
十
三
年
以
降
、
上
水
道

事
業
と
連
絡
街
路
整
備
事
業
が
軌
道
に
の
り
出
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

昭
和
二
十
二
年
の
地
形
図

（図
１
２３
）
で
示
さ
れ
る
本
庄
村
の
景
観
は
、

住
宅
地
が
歯
こ
ば
れ
し
た
よ
う
に
散
在
し
、
戦
災
の
爪
跡
が
残

っ
て
、
戦

災
復
興
事
業
も
ま
だ
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。

戦
災
復
興
計
画
に
基
づ
く
各
種
の
事
業
は
、
基
本
的
に

「国
庫
補
助
基

本
事
業
費
」
と
い
う
国
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で
は
あ

る
が
、
戦
後
の
財
政
が
這
迫
す
る
状
況
の
中
で
、
こ
う
し
た
事
業
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
各
市
町
村
の
財
源
の
み
で
は
と
う
て
い
実
行
で
き
な

か
っ
た
し
、
財
政
負
担
も
大
き
す
ぎ
た
。
こ
う
し
た
戦
災
復
興
事
業
の
推

進
と
い
う
過
程
の
中
で
起
こ
っ
て
き
た
の
が
神
戸
市
と
の
合
併
案
で
あ
る
。

「阪
神
西
部
六
カ
市
町
村
合
併
市
制
」
案
は
、
す
で
に
太
平
洋
戦
争
以

前
か
ら
も
構
想
さ
れ
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三

十
二
年

一
月
に
改
め
て
提
起
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
阪
神
西
部
六
カ
市

町
村
の
う
ち
芦
屋
市
が
他
の
五
カ
町
村
と
の
合
併
案
を
昭
和
三
十
四
年
二

月
に
提
案
す
る
に
至

っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
本
庄
村
を
含
む
神
戸
東
部
五

カ
町
村

（住
吉
、
御
影
、
魚
崎
、
本
山
、
本
庄
）
は
、
神
戸
市
と
の
合
併

か
芦
屋
市
と
の
合
併
か
と
い
う
選
択
を
め
ぐ

っ
て
協
議
が
続
い
た
が
、
本

庄
村
と
本
山
村
の
場
合
、
村
内
の
意
見
の
対
立
が
著
し
く
、
住
吉
村
、
御

影
町
や
魚
崎
町
と
は
別
行
動
を
と

っ
た
。
こ
の
三
カ
町
村
は
、
昭
和
三
十

五
年
四
月
に
神
戸
市
と
合
併
し
た
が
、
本
庄
村
と
本
山
村
も
村
内
の
意
見

を
統
合
し
な
が
ら
、
六
カ
月
遅
れ
て
、
昭
和
三
十
五
年
十
月
に
神
戸
市
と

合
併
し
た
。
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
の
市
制
町
村
制
の
施
行
に
伴

っ

て
成
立
し
た
本
庄
村
と
い
う
名
称
は
、
そ
の
六

一
年
の
歴
史
を
こ
こ
で
終

え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
最
後
の
年
の
本
庄
村
の
人
日
は

一
万
三
五
三
八

人
で
あ

っ
た
。
昭
和
十
五
年
の

一
万
三
七
二
九
人
と
い
う
人
口
規
模
に
は

復
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
戦
争
期
に
疎
開
し
た
人
々
、
中
国
大
陸
や
東
南

ア
ジ
ア
な
ど
の
戦
場
に
赴
い
た
軍
人
、
あ
る
い
は
戦
災
を
避
け
て
他
出
し

て
い
っ
た
人
々
も
本
庄
村
Ｌ
戻
っ
て
き
た
し
、
復
興
が
進
む
に
つ
れ
て
、

新
し
く
本
庄
村
に
転
入
し
て
く
る
人
々
も
増
え
て
い
た
。
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戦
災
か
ら
の
復
興
―
昭
和
二
十
七
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て
―

昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
三
）
四
月
に

「
対
日
平
和
条
約
」
（サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
）
が
発
効
し
、
日
本
の
占
領
体
制
が
解
除
さ
れ
、

日
本
は
独
自
の
法
の
制
定
や
自
主
性
を
回
復
す
る
。
戦
後
の
復
興
計
画
も

軌
道
に
乗
る
と
と
も
に
、
昭
和
二
十
五
年
に
公
布
さ
れ
た

「
国
土
総
合
開

発
法
」
に
基
づ
い
て
、
基
幹
道
路
の
建
設
、
電
源
ダ
ム
開
発
、
さ
ら
に
港

湾
整
備
な
ど
が
お
し
進
め
ら
れ
て
い
く
。

昭
和
二
十
七
年
の

一
万
分
の

一
の
地
形
図

（図
１
２４
）
で
み
る
と
、
戦

後
の
復
興
が
進
み
、
太
平
洋
戦
争
下
で
空
襲
に
よ
る
被
害
を
う
け
て
焼
失

し
た
地
域
に
も
、
住
宅
や
工
場
が
建
設
さ
れ
て
い
る
状
況
を
読
み
と
る
こ

と
が
で
き
る
。
空
襲
に
よ

っ
て
焼
失
し
た
川
西
航
空
機

（新
明
和
工
業
）

の
甲
南
製
作
所

（①
）
も
そ
の
東
隣
り
の
神
戸
商
船
大
学

（③
）
（昭
和

二
十
七
年
設
置
）
の
校
舎
も
新
し
く
建
設
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

地
形
図
に
み
え
る
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
図
中
の
下
、
魚
崎
地
区
か
ら
本

庄
の
高
橋
川
河
日
部
分
ま
で
、
沿
岸
部
に
沿

っ
て
建
設
中
の
国
道
四
三
号

（③
ｌ
⑮
ｌ
①
）
で
あ
ろ
う
。
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
に
は
、
こ
の

国
道
四
三
号
の
造
成
状
況
が
よ
く
わ
か
る
昭
和
三
十
四
年
九
月
撮
影
の
航

空
写
真
が
五

一
枚
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
本
庄
地
域
の
沿
岸
部
で
起
こ
っ

て
い
る
景
観
の
変
化
の
様
子
が
詳
細
に
読
み
と
れ
る

（道
谷

一
九
九
一
Ｃ
。

こ
の
地
形
図
で
は
、
深
江
地
区
に
は
ま
だ
国
道
四
三
号
の
道
路
は
延
び
て

国
道
四
三
号
造
成
中
の
航
空
写
真
…
昭
和
三
十
四
年
九
月
十
六
日
、
建
設
省

近
畿
地
方
建
設
局
が
ア
ジ
ア
航
測
に
依
頼
し
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
神

戸
市
東
部
か
ら
大
阪
市
の
新
淀
川
に
至
る
六
八
枚
の
縮
尺
五
〇
〇
〇
分
の

一
の
航
空
写
真
の
う
ち
の
五

一
枚
で
あ
る
。
上
空
七
六
〇
房
か
ら
撮
影
さ

れ
た
こ
う
し
た
航
空
写
真
に
は
、　
一
戸

一
戸
の
建
物
ま
で
判
読
で
き
、
本

庄
地
域
の
沿
岸
部
で
起
こ
っ
て
い
る
景
観
の
変
化
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が

で
き
る

（
口
絵
写
真
）
。

い
な
い
し
、
青
木
地
区
に
お
け
る
道
路
の
用
地
買
収
も
終
わ

っ
て
い
な
い

状
況
が
み
て
と
れ
る
。
本
庄
地
域
の
北
側
を
走
る
阪
神
国
道
に
か
わ

っ
て
、

阪
神
間
の
新
し
い
基
幹
道
路
が
で
き
始
め
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。

ま
た
、
本
庄
地
域
の
沿
岸
部
分
も
昭
和
三
十
二
年
か
ら
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
高
橋
川
の
河
日
部
か
ら
芦
屋
川
の
河
日
部
分
に
至
る
海
岸
線
に

は
、
全
域
に
わ
た

っ
て
防
潮
堤
が
設
け
ら
れ
て
、
自
然
の
浜
辺
は
消
滅
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら
開
始
さ
れ
た

「海
岸
防
潮
堤
第

二
期
工
事
」
に
よ

っ
て
築
工
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
三
十
二
年
に
傍
示
川

か
ら
石
屋
川
ま
で
の
海
岸
線
に
沿
う
防
潮
堤
が
完
成
す
る
。
そ
の
た
め
に
、

青
木
地
区
の
防
潮
堤
は
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
、
海
岸
線
の
各
所

に
、
埠
頭

（①
ｌ
⑥
）
が
設
け
ら
れ
、
か
つ
て
地
曳
網
な
ど
の
漁
業
が
行

わ
れ
て
い
た
浜
辺
は
、
港
湾
と
し
て
の
景
観
に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
状
況
が

み
て
と
れ
る
。
こ
う
し
た
防
潮
堤
の
設
置
に
よ

っ
て
海
岸
部
の
汀
線
間
際
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ま
で
、
住
宅
地
や
工
場
が
立
地
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
と
同
時
に
、
沿

岸
で
の
漁
業
は
し
だ
い
に
困
難
に
な

っ
て
い
く
。

本
庄
地
域
の
内
陸
部
で
み
ら
れ
る
大
き
な
変
化
は
、
戦
災
復
興
計
画
の

中
で
進
め
ら
れ
た
連
絡
街
路
整
備
事
業
に
よ
る
新
し
い
道
路
の
設
置
や
街

路
の
拡
幅
工
事
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
の
結
果
、
旧
来
の
住
宅
地
の
周

辺
に
数
多
く
の
回
地
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

魚
崎
地
区
の
横
屋
に
繋
が
る
東
西
の
拡
幅
さ
れ
た
街
路

（⑥
ｌ
⑪
）
が
、

青
木
地
区
の
寺
門
町
付
近
ま
で
延
び
て
い
る
し
、
深
江
地
区
で
も
、
稲
荷

筋
だ
け
で
な
く
、
東
側
の
札
場
筋
の
南
部
が
拡
幅
さ
れ
て
い
る

（⑭
ｌ
①
）。

さ
ら
に
本
庄
小
学
校
か
ち
高
橋
川
に
至
る
道
路

（⑮
ｌ
Ｏ
）
の
幅
も
拡
張

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
街
路
の
拡
幅
あ
る
い
は
新
し
い
道
路
の
設
置
は
、

自
動
車
の
全
場
に
よ

っ
て
、
交
通
量
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
に
対
応
し
た

も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

住
宅
地
の
増
加
も
著
し
い
。
深
江
地
区
の
東
南
部

（①
）
で
は
神
楽
町

一
帯
が
全
域
に
わ
た

っ
て

一
戸
建
の
住
宅
が
建
ち
並
び
新
し
い
街
区
を
形

成
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
し
、
か
つ
て
の
水
田
地
帯
で
あ

っ
た
深
江
の

北
部

（③
）
に
も
、
宅
地
造
成
が
進
み
水
田
耕
地
は
住
宅
地
の
間
に
散
在

す
る
程
度
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
青
木
地
区
を
み
る
と
、
建
設
中
の
国
道

四
三
号
か
ら
北
の
阪
神
国
道
に
至
る
大
き
な
南
北
の
街
路
の
周
辺
に
は
、

大
倉
町
、
寺
門
町
、
そ
し
て
本
山
地
区
の
深
田
に
至
る
地
区
を
中
心
と
し

て
、
県
営
や
市
営
の
住
宅
団
地

（①
）
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十

年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
本
庄
地
域
の
青
木
地
区
の
世
帯
数
八
八
〇
戸
、

四

一
六
六
人
、
西
青
木
地
区
の
世
帯
数
七

一
九
戸
、
三
〇
〇
六
人
、
深
江

地
区
の
世
帯
数
二
七
六
七
戸
、　
一
万

一
四
七
六
人
、
総
計
四
三
六
六
戸
、

一
万
八
六
四
八
人
を
占
め
、
昭
和
二
十
五
年
の

一
万
三
五
三
八
人
か
ら
約

五
〇
〇
〇
人
の
増
加
を
み
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
世
帯
数
、
人
口
数

の
増
加
は
、
昭
和
三
十
年
代
に
急
速
に
進
み
、
昭
和
四
十
年
に
は
、
本
庄

地
域
の
青
木

。
西
青
木
地
区
で

一
五
五
〇
戸
、
五
五
五
七
人
、
深
江
地
区

で
、
五
三
〇
五
戸
、　
一
万
九
二
七
五
人
、
総
計
六
八
五
五
戸
、
二
万
四
八

三
二
人
と
な
る
。
昭
和
二
十
五
年
の
人
日
の
約
二
倍
に
達
し
、
昭
和
三
十

年
に
比
較
し
て
も
、
世
帯
数
で
五
七
％

（
二
四
八
九
戸
）
、
人
口
数
で
二

三
％

（六

一
八
四
人
）
の
増
加
を
み
る
。

昭
和
四
十

一
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て

昭
和
三
十
年
代
に
進
行
し
た
都
市
化
は
、
経
済
の
高
度
成
長
を
背
景
と

し
て
、
全
国
に
新
し
い
形
の
宅
地
造
成
と
埋
め
立
て
地
の
拡
大
を
も
た
ら

す
と
同
時
に
、
工
業
団
地
、
流
通
団
地
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
都
市
機

能
の
分
化
を
も
た
ら
し
た
。
昭
和
四
十

一
年
の

一
万
分
の

一
地
形
図

（図
―

２５
）
で
は
、
本
庄
地
域
の
地
先
海
域
に
大
き
な
海
面
千
拓
地

（埋
立
地
）

が
造
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
天
上
川
の
河
日
の
南
に
あ
る
干
拓
地
も
、
ほ
ぼ

完
成
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

こ
う
し
た
神
戸
市
域
の
海
面
埋
め
立
て
事
業
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
六

甲
山
の
前
山
を
削
り
、
そ
れ
を
上
砂
源
と
し
て
海
域
を
埋
め
立
て
、
六
甲

山
の
削
ら
れ
た
場
所
に
住
宅
地
を
造
成
し
、
他
方
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
海

域
に
は
、
石
油
配
分
基
地
や
下
水
処
理
場
、
あ
る
い
は
金
属
加
工
や
食
品

製
造
な
ど
の
工
業
団
地
、
さ
ら
に
卸
売
商
業
、
卸
売
市
場
、
ト
ラ
ッ
ク
の

輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
流
通
団
地
な
ど
を
配
置
し
て
、
都
市
機
能
の
分

化
を
空
間
的
に
も
明
確
化
す
る
と
い
う
役
割
を
持

っ
て
い
た
。
兵
庫
区
や

長
田
区
の
海
域

へ
の
埋
め
立
て
事
業
は
、
高
倉
山
を
土
砂
源
と
し
て
昭
和

三
十
二
年
か
ら
西
部
海
面
埋
め
立
て

（第

一
工
区
）
と
し
て
始
ま
る
が
、

東
部
海
面
埋
め
立
て

（第

一
工
区
）
は
、
摩
耶
埠
頭
の
東
部
、
灘
区
の
沖

合
に
、
鶴
甲
山
を
上
砂
源
と
し
て
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
す
で
に
始
ま

っ

て
い
た
。

図
１
２５
の
天
上
川
の
河
日
沖
、
左
下
に
見
え
る
海
面
埋
め
立
て
事
業
は
、

「東
部
海
面
埋
め
立
て
事
業
」
（第
二
工
区
）
と
し
て
昭
和
三
十
六
年
に
開

始
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
第
二
工
区
の
完
成
は
昭
和
四
十
二
年
で
あ

る
た
め
に
、
こ
の
地
形
図
で
は
、
埋
め
立
て
地
の
各
所
に
湿
地
が
残

っ
て

い
る
。
し
か
し
、
埋
め
立
て
が
完
了
し
た
部
分
に
は
、
川
崎
製
鉄
、
川
鉄

建
材
工
業
、
日
本

エ
ア
プ
レ
ー
ト
、
丸
金
昭
和
運
輸
な
ど
の
工
場
が
立
地

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
庄
地
域
の
高
橋
川
河
口
沖
合
に
埋
め
立
て
ら
れ
た

一
二

一
診
の
人
工

島

（第
四
工
区
）
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
深
江
浜
町
と
な
る
が
、
こ
の
埋

め
立
て
事
業
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
開
始
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
に
完
了

す
る
が
、
埋
め
立
て
用
の
土
砂
は
、
神
戸
市
須
磨
区
高
倉
山
か
ら
空
中

コ

ン
ベ
ア
ー
と
船
で
運
ば
れ
、
そ
の
量
は
、　
一
七
二
七
万
立
方
房
に
達
し
、

第
Ｉ
期

（昭
和
二
十
八
～
同
四
十
五
年
）
の
海
面
埋
め
立
て
事
業
の
中
で

も
最
大
の
上
量
に
な

っ
て
い
る

（田
中

ｏ
沖
村

一
九
九
二
、
田
中
員
吾

。
沖

村

。
田
中
茂

一
九
八
一影
。
こ
の
昭
和
四
十

一
年
の
地
形
図
で
は
、
ま
だ
埋

め
立
て
事
業
は
進
行
中
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
北
西
部
の
埋
め
立
て
が
完
了

し
た
部
分
に
は
神
戸
市
中
央
卸
売
市
場
東
都
市
場
や
神
戸
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ

リ
ー
の
乗
船
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

神
戸
市
の
沖
合
に
は
、
昭
和
四
十

一
年
か
ら
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
始

め
と
す
る
第
Ⅱ
期
の
海
面
埋
め
立
て
事
業
が
着
手
さ
れ
て
、
海
域
の
景
観

も
こ
の
時
期
か
ら
大
き
く
変
わ

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

本
庄
地
域
の
海
岸
線
も
変
化
し
て
い
る
。
津
知
川
河
日
部
か
ら
高
橋
川

の
河
日
部
分
、
深
江
大
橋
に
至
る
沿
岸
部
は
帯
状
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
、

日
本
通
運
や
是
則
運
輸
の
倉
庫
が
立
地
し
始
め
て
い
る
。
高
橋
川
の
河
日

部
分
は
、
神
戸
商
船
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
南
の
海
域
に
拡
張
さ
れ
て
、

深
江
漁
港
の
船
溜
の
水
路
も
狡
め
ら
れ
て
い
る
。
新
浜
町
の
新
明
和
工
業

甲
南
工
場
の
用
地
の
南
岸
も
埋
め
立
て
地
が
沖
合
に
張
り
出
し
て
い
る
し
、

青
木
地
区
の
東
浜
町
の
海
岸
部
に
も
、
東
神
戸
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
の
埋
め
立
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図-25 昭和41年 (1966)の本庄地域と
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て
が
始
ま

っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
天
上
川
河
日
部
、
あ
る
い
は

高
橋
川
河
日
部
の
沖
合
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
く
人
工
島
と
、
海
岸
に
沿

っ

て
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
く
倉
庫
用
地
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
工
場
用
地
や
フ
ェ

リ
ー
乗
船
場
な
ど
に
袂
ま
れ
て
、
本
庄
地
域
の
沖
合
に
広
が

っ
て
い
た
海

は
、
船
舶
の
往
来
す
る
運
河
の
景
観
を
呈
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

本
庄
地
域
の
内
陸
部
を
み
て
み
よ
う
。
昭
和
二
十
七
年
の
地
形
図
で
は

高
橋
川
付
近
ま
で
延
び
て
い
た
国
道
四
三
号
は
開
通
し
、
深
江
地
区
に
残

っ

て
い
た
古
く
か
ら
の

「
浜
街
道
」
も
、
昭
和
四
十

一
年
の
地
形
図
で
は
、

古
い
集
落
内
の

一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て

深
江
地
区
の
東
北
部
に
残

っ
て
い
た
水
田
耕
地
は
、
ほ
ぼ
消
え
て
し
ま
い
、

本
庄
地
域
の
東
北
隅
に
立
地
し
、
周
辺
の
水
田
に
用
水
を
供
給
し
て
き
た

白
井
池
も
そ
の
溜
池
の
水
域
を
わ
ず
か
に
残
す
の
み
に
な

っ
て
い
る
。
西

青
木
地
区
の
北
端
部
に
あ

っ
た
福

（井
）
池
も
公
園

（福
井
池
公
園
）
や

工
場
用
地

（日
本
精
化
神
戸
工
場
）
に
転
用
さ
れ
て
消
え
て
し
ま

っ
て
い

る
。
深
江
地
区
の
か
つ
て
の
耕
地
は
大
部
分
が
宅
地
に
変
わ

っ
て
い
る
が
、

帝
国
製
氷
な
ど
の
工
場
、
ス
ケ
ー
ト
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
立
地
す

る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
住
宅
地
の
増
加
は
、　
一
戸

建
て
の
個
人
住
宅
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
県
営
の
団
地
あ
る
い
は
民
間

会
社
の
寮
や
社
宅
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
青
木
地
区
の
北
、
大

倉
町
や
寺
門
町
に
は
、
市
営
住
宅
や
県
営
住
宅
の
団
地
群
が
で
き
あ
が

っ

て
い
る
様
子
が
み
て
と
れ
る
。

人
工
地
形
と
水
害
の
変
化
―
昭
和
四
十
年
の
土
地
条
件
図
と
昭
和
四
十

二
年
の
水
害
図
を
め
ぐ

っ
て
―

昭
和
の
初
期
か
ら
着
手
さ
れ
た
耕
地
整
理
と
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

都
市
計
画
に
基
づ
い
た
大
規
模
な
資
本
の
投
下
と
街
路
設
置
な
ど
の
工
事

を
通
し
て
、
本
庄
村
や
周
辺
の
町
村
の
景
観
を
大
き
く
改
変
し
て
い
く
契

機
と
な

っ
た
が
、
ま
だ
各
所
に
水
田
耕
地
が
残
り
、
そ
こ
に
灌
漑
用
水
を

供
給
す
る
用
水
路
も
ま
だ
部
分
的
な
改
変
は
あ
る
に
し
ろ
、
基
本
的
に
は

残

っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
住
宅
地
や
工
場
の
立
地
が
増
加
し
た
と
し

て
も
、
土
地
の
起
伏
を
大
き
く
変
え
る
盛
土
や
低
湿
地
の
埋
め
立
て
が
大

規
模
に
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
八
）

の
阪
神
地
方
大
水
害
の
際
の
洪
水
流
の
方
向
を
み
て
も
、
住
吉
川
や
芦
屋

川
、
あ
る
い
は
そ
の
間
の
六
甲
山
麓
か
ら
流
下
す
る
中
小
河
川
が
形
成
し

と
扇
状
地
の
傾
斜
面
に
沿

っ
て
流
れ
て
い
る
し
、
旧
河
床
路
も
ま
だ
地
表

上
で
た
ど
れ
る
程
度
に
は
そ
の
痕
跡
が
残

っ
て
い
た
。

し
か
し
、
戦
後
に
な

っ
て
、
昭
和
二
十
五
年
ご
ろ
に
、
土
地
区
画
整
理

事
業
が
完
了
し
、
ま
た
戦
災
復
興
事
業
と
し
て
の
街
路
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
く
に
つ
れ
て
、
住
宅
地
と
し
て
の
質
を
高
め
、
ま
た
高
層
の
住
宅
や

団
地
あ
る
い
は
工
場
を
建
設
す
る
た
め
の
土
地
基
盤
あ
る
い
は
土
地
条
件

の
改
善
も
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
昭
和
三
十
年
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代
の
本
庄
地
域
の
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
、
よ
り
明
瞭
に
な

っ

て
く
る
。
土
地
条
件
図
も
こ
う
し
た
需
要
に
応
え
る
形
で
、
昭

和
三
十
年
代
か
ら
全
国
の
主
要
な
箇
所
で
作
成
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
て
く
る
。
図
１
２６
は
、
昭
和
四
十
年
六
月
に
発
行
さ
れ
た

二
万
五
〇
〇
〇
分
の

一
の

「
土
地
条
件
図
」
（大
阪
西
北
部
）

か
ら
本
庄
地
域
の
周
辺
部
分
の
み
を
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ

の
調
査
は
昭
和
三
十
八
年
四
月
か
ら
昭
和
三
十
九
年
二
月
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
庄
地
域
の
宅
地
化
が
急
速
に
進
み
、

水
田
が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
い
く
時
期
の
土
地
条
件
を
表
示
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
太
線
で
囲

っ
た
部
分
が
本
庄
町
の
範
囲

を
示
す
。
凡
例
に
は
、
１
の
盛
土
地
か
ら
１１
の
六
甲
山
地
ま
で

一
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
本
庄
地
域
に
最

も
卓
越
し
て
い
る
の
は
、
１
の
盛
土
地
で
あ
る
。
海
浜
部
分
の

埋
立
地
も
そ
の
中
に
合
ま
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
大
規
模
な
埋
立

地
は
み
ら
れ
な
い
。
５
の
砂
堆
が
沿
岸
部
に
沿

っ
て
い
く

つ
か

微
高
地
を
作
り
な
が
ら
断
続
的
に
続
い
て
い
る
。
本
来
そ
の
背

後
に
分
布
す
る
は
ず
の
後
背
低
地

（
６
）
が
、
こ
の
土
地
条
件

図
で
は
、
深
江
地
区
の
東
北
部
に
わ
ず
か
に
残
る
の
み
で
、
大

部
分
は
盛
土
地
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
庄
地
域
の

北
東
部
と
北
西
部
に
扇
状
地
性
低
地

（
１０
）
が
分
布
す
る
が
、

図-26 昭和40年 (1965)の土地条件と盛土地の分布 (2万 5千分の 1「大阪西北部」土地

条件図)〔昭和40年 6月 発行〕、調査は昭和38年 4月 ～昭和39年 3月 に行われたもの)

凡例 :1.盛土地 (高 い盛土地 も含む)、 2.平坦地化された場所、 3.天丼川沿い

の微高地、 4,自 然堤防、 5。 砂堆、 6.後背低地、 7.段丘化 した扇状地、

8.扇状地、 9.洪水堆積地、 10。 扇状地性低地、11.六甲山地

そして図中に「黒ベタ」で示 した建物は、「堅牢高層建築物」を示す。太

黒線は旧本庄村の境界を表示 したものである。
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そ
の
標
高
は
、
ほ
ぼ
三
～
五
房
の
等
高
線
に
沿

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
等

高
線
と
対
応
さ
せ
る
と
、
本
庄
地
域
の
盛
土
地
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
三

房
と
二
房
の
等
高
線
の
間
の
地
帯
と
対
応
す
る
。
沿
岸
部
の
砂
堆
の
標
高

が
ほ
ぼ
二

・
二
～
二

・
四
房
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
砂
堆
の

北
側
に
広
が
る
盛
土
地
は
、
明
ら
か
に
沿
岸
部
の
砂
堆
の
微
高
地
と
同
じ

標
高
ま
で
嵩
上
げ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
盛

土
地
は
砂
堆
の
周
囲
に
形
成
さ
れ
た
排
水
不
良
の
後
背
低
地

（湿
地
）
を

埋
め
立
て
、
か
つ
盛
土
し
た
部
分
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
盛
土
地
は
耕
地
整
理
と
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
展
と
と
も

に
造
成
さ
れ
た
部
分
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
多
く
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
宅

地
の
増
加
と
と
も
に
、
漸
次
、
個
々
の
住
宅
の
建
設
と
と
も
に
増
加
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
注
目
さ
れ
る
の
は
、
堅
牢
高
層
建
築
物

（図
中
に

「
黒
ベ
タ
」
で
示
し
た
部
分
）
の
分
布
が
、
部
分
的
な
例
外
は

あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
盛
土
地
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

と
同
時
に
、
昭
和
三
十
年
代
の
後
半
期
に
は
、
本
庄
地
域
に
も
高
層
建
築

物
が
出
現
し
始
め
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
住
宅
地
化
の
進
展
に
伴
う
盛
土
地
の
増
加
と
後
背
低
地
の
消

滅
と
い
う
土
地
条
件
の
人
為
的
改
変
は
、
昭
和
四
十
二
年
七
月
に
発
生
し

た
六
甲
山
麓
の
水
害
の
際
の
決
水
流
の
方
向
や
浸
水
な
ど
の
被
害
の
発
生

状
況
に
も
、
昭
和
十
二
年
七
月
の
大
水
害
と
は
異
な

っ
た
パ
タ
ー
ン
を
生

鵜
式

|
図-27 昭和42年 (1967)7月 の水害の被害地域
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じ
さ
せ
る
結
果
と
な

っ
た
。
図
１
２７
は
、
昭
和
四
十
二
年
発
行
の
二
万
五

〇
〇
〇
分
の

一
の
地
形
図
に
、
同
年
に
発
生
し
た
水
害
の
際
の
浸
水

（冠

水
）

の
被
害
が
発
生
し
た
地
域
を
お
と
し
て
作
成
し
た
水
害
図
で
あ
る

（稲
見

一
九
七
六
、
藤
岡

・
池
田
一
九
七
五
）。

こ
の
水
害
図
に
お
け
る
浸
水
地
域
を
み
る
と
、
住
吉
川
あ
る
い
は
芦
屋

川
の
扇
状
地
に
沿

っ
て
大
き
な
被
害
を
出
し
た
昭
和
十
三
年
の
決
水
流
と

は
異
な
り
、
ほ
ぼ
南
北
方
向
の
街
路
に
沿

っ
て
被
害
地
域
が
発
生
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
天
上
川
あ
る
い
は
高
橋
川
に
し
ろ
、

上
流
地
域
よ
り
も
下
流
域
に
お
い
て
浸
水
の
被
害
地
域
が
広
く
分
布
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
南
北
の
街
路
に
沿
う
洪
水
流
の
発
生
は
、
か
つ
て
の
後
背
湿

地
が
盛
土
さ
れ
て
平
坦
化
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
旧
来
の
河
川
が
街
路
の
下

に
埋
設
さ
れ
て
、
暗
渠
化
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
旧
河
川
水
路

を
付
け
替
え
て
街
路
と
し
た
こ
と
、
な
ど
い
く
つ
も
の
要
因
が
重
な

っ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
人
為
的
な
地
形
の
改
変
に
起
因
す

る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
が
図
中
に
黒
丸

（①
ｌ
④
）
で

表
示
し
た
堤
防
の
決
壊
箇
所
で
あ
る
。
①
は
昭
和
三
年
の
天
上
川
の
改
修

工
事
以
前
に
お
け
る
大
谷
川
の
流
路
で
あ
り
、
ま
た
旧
来
の
天
上
川

（八

幡
谷
川
）
が
横
川
に
分
岐
す
る
箇
所
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
地
点
で
河
川
勾

配
が
大
き
く
変
わ
る
。
こ
れ
は
要
玄
寺
川
の
②
の
地
点
、
あ
る
い
は
中
野

川
の
③
と
④
の
地
点
で
も
観
察
で
き
る
。
こ
の
部
分
よ
り
北
部
の
河
床
は
、

か
つ
て
天
丼
川
を
形
成
し
て
い
た
部
分
に
あ
た
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
昭
和
十
二
年
の
阪
神
大
水
害
の
際
に
浸
水
の
被
害
を
受

け
な
か

っ
た
⑥
、
◎
の
地
区
は
、
昭
和
四
十
二
年
の
水
害
で
も
冠
水
を
ま

ぬ
が
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
低
湿
地
で
あ
り
、
ま
た
昭
和
十
二
年
の
大
水

害
で
も
冠
水
し
た
青
木
地
区
の
北
部

（⑥
）
は
、
浸
水
を
み
て
い
な
い
。

明
ら
か
に
盛
土
に
よ
る
影
響
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
道
四
三

号
に
沿

っ
て
浸
水
地
域
が
広
が

っ
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
る
う
か
。

西
方
の
天
上
川
の
流
域
の
場
合
、
付
け
替
え
前
の
大
谷
川

（現
在
の
十

二
間
道
路
）
の
旧
流
路
を

一
直
線
に
流
下
し
、
国
道
四
三
号
か
ら
南
の
部

分
に
形
成
さ
れ
た
砂
堆
の
微
高
地
に
ぶ
つ
か
り
、
洪
水
流
が
東
西
に
分
流

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
東
方
の
高
橋
川
の
流
域
の
場
合
、
浸
水
地

域
は
複
雑
な
分
布
を
示
す
が
、
深
江
地
区
の
東
南
部
の
国
道
四
三
号
の
南

に
広
が
る
浸
水
地
域
は
、
か
つ
て
の
砂
堆
も
合
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
明

ら
か
に
沿
岸
部
に
設
け
ら
れ
た
防
潮
堤
と
そ
の
外
側
に
帯
状
に
埋
め
立
て

ら
れ
た
倉
庫
用
地
に
妨
げ
ら
れ
て
排
水
が
で
き
な
く
な

っ
た
た
め
で
あ
り
、

「
内
水
害
」
の
性
格
を
も

つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
沿
岸
部
に

お
け
る
浸
水
地
域
の
広
が
り
は
、
宅
地
化
の
進
展
や
街
路
の
舗
装
率
の
高

ま
り
に
伴

っ
て
、
地
下

へ
の
浸
透
が
減
少
し
、
地
表
を
流
下
す
る
水
量
が

増
加
す
る
と
同
時
に
、
盛
土
に
よ

っ
て
平
坦
化
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
洪
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水
流
の
流
下
速
度
が
早
ま
り
、
短
時
間
に
沿
岸
部
ま
で
流
れ
る
か
ら
で
あ

る
し
、
し
か
も
、
防
潮
堤
や
埋
め
立
て
地
の
拡
大
に
よ

っ
て
海
岸
部
で
の

排
水
が
困
難
に
な

っ
て
き
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
昭
和
三
十
年
代
の
高
度
成
長
期
の
都
市
化
の
進
展
は
、　
一
方
で

は
住
宅
地
の
増
加
に
伴

っ
て
地
表
の
起
伏
を
人
工
的
に
改
変
し
な
が
ら
居

住
環
境
を
改
善
す
る
方
向
を
強
化
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
他
方
で

は
ま
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
水
害
を
は
じ
め
、
災
害
の
発
生
形
態
や
被

害
の
状
況
も
大
き
く
変
え
て
い
っ
た
こ
と
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
節
　
都
市
的
環
境
の
整
備
と
阪
神
大
震
災

神
戸
市
の
都
市
開
発
は
、
六
甲
山
南
麓
に
あ

っ
て
は
、
ほ
ば
昭
和
五
十

年

（
一
九
七
五
）
ご
ろ
に
終
わ
り
、
開
発
の
中
心
は
六
甲
山
西
部
か
ら
北

部
に
か
け
て
の
西
区
や
北
区
に
移

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
戦
後
に
お
け
る
神

戸
市
の
開
発
面
積
が
最
大
値
を
と
る
の
は
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
昭
和
五

十
年
の
時
期
で
あ
り
、
最
も
開
発
面
積
の
大
き
い
地
域
は
須
磨
区
と
北
区

で
、
ほ
ぼ
過
半
数
を
占
め
る
。
六
甲
山
南
麓
の
灘
区
あ
る
い
は
東
灘
区
な

ど
の
開
発
面
積
は
、
こ
の
間
の
開
発
面
積
約

一
八
〇
〇
診
に
比
べ
て
、
五

〇
診
に
も
満
た
な
い
。
灘
区
以
東
で
進
め
ら
れ
た
神
戸
市
東
部
海
面
埋
め

立
て
事
業
も
、
第

一
工
区
か
ら
第
四
工
区
の
深
江
浜
町
の
人
工
島
の
埋
め

立
て
工
事
に
至
る
ま
で
の
約
五
四
三
診
の
開
発
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
す

べ
て
完
了
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（神
戸
都
市
問
題
研
究
所

一
九
八

一
）
。

昭
和
四
十
八
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
昭
和
五
十
五
年
ご
ろ
ま
で
、
神

戸
市
の
開
発
面
積
は
半
減
す
る
。
そ
し
て
昭
和
五
十
五
年
か
ら
昭
和
六
十

年
ご
ろ
ま
で
の
時
期
、
西
神
住
宅
団
地

（六
四
二
診
）
な
ど
の
開
発
が
進

め
ら
れ
、
開
発
面
積
は
再
び

一
八
〇
〇
診

（五
カ
年
）
の
規
模
に
達
す
る

が
、
以
後
、　
一
九
九
〇
年
代
ま
で
開
発
面
積
は
減
少
す
る
。
そ
う
い
っ
た

意
味
で
、
昭
和
五
十
年
以
降
の
六
甲
山
南
麓
に
お
け
る
市
街
地
あ
る
い
は
、

海
面
埋
立
地
は
、
都
市
と
し
て
の
安
定
し
た
環
境
整
備
に
着
手
す
る
段
階

に
入

っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

本
庄
地
域
も
そ
う
し
た
都
市
的
基
盤
を
整
え
、
都
市
機
能
の
分
化
を
担

う
か
た
ち
で
、
新
し
い
深
江
浜
町
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
平

成
七
年

（
一
九
九
五
）

一
月
十
七
日
の
阪
神
大
震
災
は
、
高
速
神
戸
西
宮

線
の
高
架
道
路
の
倒
壊
だ
け
で
な
く
、
本
庄
地
域
で
は
、
住
宅
の
倒
壊
、

人
的
被
害
の
み
な
ら
ず
、
沿
岸
部
の
埋
立
地
に
お
け
る
液
状
化
、
護
岸
の

損
壊
な
ど
の
甚
大
な
る
被
害
を
も
た
ら
し
、
あ
る
意
味
で
、
都
市
基
盤
の

整
備
の
持

つ
安
全
性
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
災
害
時
に
お
け
る
救
援
体
制
な

ど
の
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

こ
の
阪
神
大
震
災
に
よ
る
人
的

・
物
的
な
面
に
お
け
る
大
き
な
被
害
に
も
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
復
旧
は
早
か

っ
た
。
こ
う
し
た
、
昭
和
五
十
年
代
か

ら
平
成
七
年
の
震
災
に
至
る
ま
で
の
都
市
的
基
盤
の
整
備
の
過
程
、
あ
る

い
は
震
災
か
ら
の
復
興
の
過
程
を
、
地
形
図
を
み
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

昭
和
五
十
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て

昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
）
に
東
部
海
面
埋
め
立
て

（第
四
工
区
）

と
し
て
始
ま

っ
た

一
二

一
診
の
人
工
島
は
、
そ
の
工
事
も
終
了

（昭
和
四

十
五
年
）
し
、
深
江
浜
町
が
新
し
い
町
と
し
て
で
き
あ
が

っ
て
い
る
様
子

が
、
昭
和
五
十
年
の
二
万
五
〇
〇
〇
分
の

一
地
形
図

（図
１
２８
）
で
読
み

と
る
こ
と
が
で
き
る
。

深
江
浜
町
は
、
本
庄
町
青
木
字
新
浜
町

（当
時
）
か
ら
深
江
字
神
楽
町

（同
）
に
至
る
地
先
の
公
有
水
面
埋
立
地
で
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
に
命

名
さ
れ
た
最
も
新
し
い
土
地
に
立
地
す
る
町
で
あ
る
。
西
側
の
魚
崎
浜
町

も
、
昭
和
三
十

一
年
か
ら
東
部
海
面
埋
め
立
て
第
二
工
区
事
業
と
し
て
始

ま
り
、
昭
和
四
十
三
年
に
は
、　
一
三
ハ
診
の
埋
立
地
が
完
成
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
地
形
図
で
は
、
芦
屋
市
の
宮
川
河
日
沖
合
に
緑
町
や
潮
見

町
と
な
る
海
面
埋
め
立
て
も
、
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
状
況
が
み
て
と
れ
る
。

こ
う
し
た
人
工
島
あ
る
い
は
海
面
千
拓
の
事
業
に
は
厖
大
な
土
砂
が
使

用
さ
れ
、
深
江
浜
町
の
人
工
島
に
は
、　
一
七
二
七
万
立
方
房
の
上
砂
が
須

磨
区
の
高
倉
山
か
ら
空
中

コ
ン
ベ
ア
と
船
で
運
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
土

砂
源
と
し
て
削
ら
れ
た
高
倉
山
の
平
坦
面
に
は
高
倉
山
団
地
と
し
て
住
宅

地
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（神
戸
市
開
発
局

一
九
八

一
）
。
こ
の
時
期

の
神
戸
市
の
開
発
方
式
は

「
山
、
海

へ
下
り
、
家
、
山
に
登
る
」
と
い
わ

れ
る
も
の
で
、
六
甲
山
腹
の
住
宅
地
の
開
発
と
そ
の
前
面
に
広
が
る
海
面

の
埋
め
立
て
事
業
が
有
機
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
。

深
江
浜
町
は
、
最
初
に
立
地
し
た
神
戸
市
中
央
卸
売
市
場
東
部
市
場
を

は
じ
め
、
卸
売
商
業
団
地
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
な
ど
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
神
戸
市
東
部
地
域
に
お
け
る
流
通
機
能
を
担

う
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
昭
和
四
十
四
年
の
町
と
し
て

の
成
立
か
ら
こ
の
地
形
図
の
作
成
さ
れ
た
昭
和
五
十
年
ま
で
に
、
東
部
市

場
の
北
東
部
に
は
、
福
山
運
輸
、
日
本
通
運
、
そ
の
他
、
海
運
を
合
め
た

様
々
の
輸
送
関
連
施
設
と
倉
庫
が
立
地
し
、
そ
れ
に
隣
接
し
て
、
梱
包
工

場
、
鋼
材

。
金
属
工
場
も
立
ち
並
ん
で
い
る
。
そ
の
南
側
に
は
、

ハ
ム
、

酒
、
菓
子
、
冷
凍
食
品
、
海
産
物
な
ど
の
工
場

。
流
通
倉
庫
群
が
形
成
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
南
東
部
に
は
製
油
工
場

（吉
原
製
油
）
の
貯
蔵
タ

ン
ク
が
立
地
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
広
大
な
埋
立
地
は
、
ま
だ

未
使
用
の
ま
ま
残

っ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
工
場
や
倉

庫
の
建
設
と
同
時
に
、
中
央
の
広
大
な
面
積
を
占
め
る
新
神
戸
大
プ
ー
ル

と
深
江
野
球
場
が
、
市
民
の
娯
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設
と
し
て
立
地
し
て

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
形
図
か
ら
も
、
深
江
浜
町
が
、
住
宅
地
と

し
て
の
性
格
を
も
た
な
い
都
市
の
生
活
基
盤
整
備
の
た
め
の
特
化
し
た
機
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図-28
(「西宮」図幅 〔2万 5000分 の 1〕 、
正測量 〔境界は昭和49年 6月 〕、

昭和50年 (1975)の本庄地域

昭和42年改測、空中写真 昭和48年 5月 、昭和49年修
昭和50年 11月 土地利用調査、昭和51年 3月 発行)
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

能
を
も
つ
町
と
し
て
成
立
し
て
い
く
様
子
が
読
み
と
れ
る
。
こ
れ
は
、
西

側
の
魚
崎
浜
町
が
金
属
加
工
、
電
力
な
ど
の
工
業
国
地
と
し
て
の
機
能
に

特
化
し
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
し
、
東
側
の
芦
屋
市
の
沿
岸
部
の
埋

立
地
が
、
下
水
処
理
場
な
ど
の
機
能
を
も

つ
地
域
と
し
て
開
発
さ
れ
た
こ

と
と
も
関
係
す
る
。
い
わ
ば
、
都
市
の
持

つ
生
活
基
盤
の
様
々
の
側
面
が
、

機
能
分
化
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
空
間
的
に
も
分
離
し
て
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
の
本
庄
地
域
の
海
辺
に
も
様
々
の
新
し
い
役
割
を
も
つ
施
設
が

建
設
さ
れ
て
い
る
。
天
上
川
か
ら
新
明
和
工
業
の
工
場
用
地
ま
で
の
間
の

海
域
は
、
埋
め
立
て
が
終
わ
り
、
東
神
戸
フ
ェ
リ
ー
埠
頭

（青
木
乗
場
）

の
第

一
バ
ー
ス
か
ら
第
四
バ
ー
ス
ま
で
が
で
き
、
岸
壁
延
長
六
二
五
房
の

部
分
に
は

一
万

ン
ト
ク
ラ
ス
の
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
が
四
隻
同
時
に
着
岸
で
き

る
規
模
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。
深
江
浜
町
の
神
戸
深
江
フ
ェ
リ
ー
埠
頭

（深
江
乗
場
）
、
あ
る
い
は
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー
埠
頭

（六
甲
乗
場
）

と
と
も
に
、
関
西
方
面
か
ら
四
国

。
九
州
だ
け
で
な
く
、
中
部

。
関
東
の

太
平
洋
岸
の
各
地
の
港
湾
と
を
結
ぶ
重
要
な
役
割
を
も
つ
港
と
な

っ
て
い

玄や
。深

江
大
橋
の
東
側
、
深
江
の
浜
辺
も
か
つ
て
の
津
知
川
の
河
日
部
分
ま

で
帯
状
に
埋
め
ら
れ
て
、
倉
庫
群
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
高

橋
川
の
河
日
部
の
深
江
港
を
中
心
に
し
て
活
動
し
て
き
た
漁
業
も
、
昭
和

四
十
七
年
に
漁
業
組
合
が
解
散
し
て
、
実
質
的
に
終
わ
る
。
深
江
港
も
、

漁
港
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。

内
陸
部
の
市
街
地
も
、
昭
和
四
十
年
か
ら
昭
和
四
十
五
年
ご
ろ
に
至
る

時
期
に
、
住
宅
地
の
増
加
が
、
ほ
ぼ
限
界
に
達
す
る
と
と
も
に
、
戦
後
の

戦
災
復
興
計
画
の
事
業
の
中
で
建
設
さ
れ
た
中
小
の
住
宅
あ
る
い
は
ア
パ
ー

ト
、
さ
ら
に
小
規
模
な
公
営
団
地
も
、
老
朽
化
し
た
部
分
か
ら
建
て
か
え

が
起
こ
る
と
と
も
に
、
し
だ
い
に
民
間
の
新
し
い
高
層
住
宅
が
建
設
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
昭
和
五
十
年
の
地
形
図
で
も
、
阪
神
鉄
道

。
青
木

駅
の
北
側
の
街
路
沿
い
に
は
高
層
建
造
物
が
続
い
て
い
る
し
、
深
江
駅
の

北
、
稲
荷
筋
に
も
高
層
の
建
造
物
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な

っ
て
い
る
様
子

が
み
て
と
れ
る
。

こ
う
し
た
住
宅
、
商
店
、
工
場
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
の
公
的
施
設
な

ど
の
立
地
が
、
高
層
建
造
物
も
合
め
、
そ
の
建
物
密
度
あ
る
い
は
容
積
率

が
高
ま
る
と
と
も
に
、
旧
来
の
小
字
を
合
め
た
地
名
あ
る
い
は
町
名
の
表

示
シ
ス
テ
ム
も
、
か
な
り
複
雑
な
も
の
に
な

っ
て
い
っ
た
。
と
く
に
、
国

勢
調
査
、
選
挙
、
郵
便
や
公
的
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
面
で
、
昭
和
四
十

五
年
の
国
勢
調
査
の
頃
か
ら
、
統
計
単
位
、
郵
便
や
さ
ま
ざ
ま
の
行
政
的

情
報
の
公
示
あ
る
い
は
保
健

・
衛
生
の
サ
ー
ビ
ス
の
合
理
化
が
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
住
居
表
示
の
シ
ス
テ
ム
の
広
域
化
と
現
実
の
街
路
の
パ

タ
ー
ン
や
街
区
の
実
状
に
あ
わ
せ
て
、
旧
来
の
小
字
か
ら
発
達
し
て
き
た
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町
名
も
、
そ
の
境
界
が
街
路
を
ま
た
が

っ
た
り
、
同
じ
団
地
の
中
を
走

っ

て
い
た
り
す
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
て
く
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
こ
う

し
た
住
居
表
示
シ
ス
テ
ム
の
簡
素
化
は
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
昭
和
四
十

八
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
六
年
六
月
に
、
本
庄
町
青
木

（当
時
）
、
西
青
木

（同
）
の

一
部
が
本
山
南
町
に
編
入
さ
れ
、
本
山
南
町
は
国
道
二
号
以
南
、
本
山
中

町
は
国
道
二
号
以
北
、
国
鉄

（現
Ｊ
Ｒ
）
東
海
道
線
以
南
と
い
う
よ
う
に
、

東
西
に
走
る
国
道
二
号
と
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
に
よ

っ
て
、
視
覚
的
に
も
明
瞭

に
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
境
界
が
変
更
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
阪
神
鉄
道
線

路
を
境
に
そ
の
北
側
が
北
青
木

（
一
～
四
丁
目
）
、
南
側
が
青
木

（
一
～

五
丁
目
）
に
新
た
に
区
分
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
深
江
の

一
部
が
北
青
木
に

編
入
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
に
は
、
本
山
町
森

・

中
野
の
各

一
部
が
本
庄
町
深
江

（当
時
）
に
編
入
さ
れ
、
国
道
二
号
を
境

に
本
庄
町
と
森
南
町
と
が
明
確
に
区
分
さ
れ
、
本
庄
町
は
東
か
ら

一
～
三

丁
目
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
本
庄
町
深
江

（同
）
の

一
部
が
、
阪
神

鉄
道
線
路
と
高
速
神
戸
西
宮
線

（阪
神
高
速
道
路
）
に
よ

っ
て
、
深
江
北

町

（
一
～
五
丁
目
）
、
深
江
中
町

（
一
～
四
丁
目
）
、
深
江
南
町

（
一
～
五

丁
目
）
の
三
地
区
に
分
離
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
小
字
名
に
由
来
す
る
町
名
を
多
く
残
し
た
本
庄
地
域
の

住
居
表
示
シ
ス
テ
ム
は
、
青
木
、
北
青
木
、
本
庄
町
、
深
江
の
四
つ
の
地

名
を
残
し
て
、
そ
の
下
位
の
地
名
表
示
は
す
べ
て

「数
字
」
に
変
わ
る
よ

う
に
な

っ
た
し
、
旧
来
の
本
庄
地
域
全
体
を
表
示
し
て
い
た
本
庄
町
も
、

深
江
地
区
の
北
部
の

一
画
を
占
め
る
衡
区
名
を
指
示
す
る
地
名
に
ま
で
縮

小
し
て
し
ま

っ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
五
年
ま
で
、
地
図
の
上
で
も
表

示
さ
れ
て
い
た
、
平
田
筋
、
稲
荷
筋
、
中
田
筋
、
琴
田
筋
、
あ
る
い
は
札

場
筋
、
栄
通
、
繁
昌
通
な
ど
の
南
北
に
通
じ
る

「
筋
」
や

「通
」
の
名
称

も
、
こ
う
し
た
新
し
い
住
居
表
示
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
古
く
か
ら
の
地

元
の
人
々
が
日
常
的
な
会
話
の
中
で
の
み
語
る
通
称
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
新
し
い
住
居
表
示
の
も
と
で
、
古
く
か
ら
の
小
字
名

も
消
え
、
そ
の
小
字
の
境
界
を
地
形
図
や
現
在
の
町
中
で
歩
い
て
識
別
す

る
こ
と
も
、
ほ
と
ん
ど
で
き
な
く
な

っ
て
い
っ
た
。

昭
和
六
十

一
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て

昭
和
六
十

一
年

（
一
九
八
六
）
の
五
万
分
の

一
の
地
形
図

（図
１
２９
）

で
み
る
と
、
昭
和
五
十
年
以
降
約

一
〇
年
間
の
景
観
の
変
化
は
そ
う
大
き

い
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
部
分
的
な
変
化
は
み
ら
れ
る
。

こ
の
地
形
図
で
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
図
中
の
左
下
、
御
影
浜
町

と
魚
崎
浜
町
の
二
つ
の
人
工
島
の
南
の
沖
合
に
は
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら

総
工
事
費
五
四
〇
〇
億
円
と
い
う
戦
後
最
大
の
事
業
費
を
投
入
し
て
着
手

さ
れ
た
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
が
建
設
中
で
あ

っ
た
し
、
し
か
も
平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）
の
完
成
を
待
た
ず
に
、
そ
の
北
部
に
は
向
洋
町
が
で
き
、
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高
層
住
宅
も
建
ち
始
め
て
い
た
。
ま

た
東
の
芦
屋
市
の
南
岸
で
も
、
芦
屋

川
以
東
の
埋
め
立
て
が
始
ま

っ
て
い

る
。
深
江
浜
町
の
南
の
東
神
戸
港
も

大
型
フ
ェ
リ
ー
や
さ
ま
ざ
ま
な
船
舶

が
頻
繁
に
出
入
り
す
る
海
域
に
な

っ

て
い
た
。
御
影
浜
町
、
魚
崎
浜
町
と

同
様
に
、
深
江
浜
町
の
南
部
の
直
線

状
の
海
岸
部
に
は
、
人
工
島
の
出
来

る
以
前
の
本
庄
地
域
の
海
岸
と
は
異

な
り
、
吃
水
の
深
い
大
型
輸
送
船
の

着
岸
が
可
能
な
よ
う
な
、
長
大
な
埠

頭
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
昭

和
六
十

一
年
の
地
形
図
か
ら
も
み
て

と
れ
る
。

深
江
大
橋
を
介
し
て
の
高
速
神
戸

西
宮
線

（阪
神
高
速
道
路
）
と
を
結

ぶ
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
、
こ
う
し
た
大

型
の
輸
送
船
の
着
岸
可
能
な
深
江
浜

町
南
部
の
港
湾
整
備
と
と
も
に
増
大

慕1帯1声1送

図-29 昭和61年 (1986)の本庄地域 (黒 ベタは建物)

∴B岳輩 a
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し
て
い
っ
た
。

昭
和
五
十
年
以
降
の
こ
う
し
た
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
呼
応
す
る
よ

う
に
、
深
江
浜
町
に
は
新
し
い
企
業
が
立
地
し
、
そ
の
工
場
や
倉
庫
が
建

ち
並
ぶ
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。
昭
和
五
十
年
に
は
、
ま
だ
未
使
用
で
あ

っ

た
西
側
の
空
地
の
部
分
に
は
、
雪
印
乳
業

（兵
庫
冷
凍
食
品
工
場
）
の
南

に
コ
ー
プ
こ
う
べ
深
江
集
配
セ
ン
タ
ー
や
関
西
タ
ン
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
甲

陽
泊
脂
な
ど
の
倉
庫
や
ト
ラ
ッ
ク
駐
車
場
が
立
地
す
る
し
、
南
西
端
に
は
、

日
本
製
粉
や
東
洋
水
産
の
工
場
や
倉
庫
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。
そ
し
て
東

側
の
部
の
未
利
用
の
用
地
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
に
も
、
剣
菱
酒
造

（新
浜
蔵

工
場
）
、
全
酪
連
関
西
飼
料
工
場
、
丸
紅
、
メ
ル
シ
ャ
ン
、

マ
マ
ー
マ
カ

ロ
ニ
な
ど
の
企
業
が
進
出
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
多
種
に
わ
た
る
企
業
が

倉
庫
、
冷
凍
庫
、
貯
油
タ
ン
ク
を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
配
送
セ
ン
タ
ー

を
設
け
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
深
江
浜
町
も
昭
和
四
十
五
年
の
人
工
島

の
埋
め
立
て
の
完
了
か
ら

一
五
年
を
経
て
、
工
場
、
倉
庫
、
そ
し
て
ト
ラ
ッ

ク
配
送
の
た
め
の
広
大
な
駐
車
場
が
ほ
ぼ
全
域
に
立
地
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。し

か
し
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
昭
和
六
十

一
年
の
地
形
図
で
は
、
深
江

浜
町
に
兵
庫
県
立
東
灘
高
等
学
校
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
と
同
時
に
、

深
江
浜
町
に
居
住
す
る
人
々
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
五
十

五
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
深
江
浜
町
に
戸
数
三
六
五
戸
、
九
七
四
人
の
居

住
者
が
い
る
。
そ
れ
は
、
多
く
が
神
戸
市
中
央
卸
売
市
場
東
部
市
場
の
南

に
建
設
さ
れ
た
東
部

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
住
民
と
考
え
ら
れ
る
。
深
江
浜

町
が
、
住
居
区
に
も
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
都
市
的
居
住
環
境

の
整
備
も
、
こ
の
間
急
速
に
進
ん
で
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ

テうノ。次
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
昭
和
五
十
年
に
比
べ
て
、
深
江
の
北
部
地
域

の

「家
屋
連
担
」
が
進
み
、
建
造
物
の
密
度
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
こ
の

地
区
の
人
日
も
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
五
十
五
年
の

深
江
地
区
だ
け
の
戸
数
お
よ
び
人
日
数
を
あ
げ
る
と
、
深
江
北
町

（
一
～

五
丁
目
）
は
戸
数
三
二
七
〇
戸
、
人
口
六
〇
四
四
人
、
深
江
本
町

（
一
～

四
丁
目
）
の
場
合
、
戸
数

一
五
八
七
戸
、
人
口
四
二
六
六
人
、
そ
し
て
深

江
南
町

（
一
～
五
丁
目
）
の
戸
数
は
二
七
七
八
戸
、
人
口
数
は
七
八
六

一

人
と
い
う
数
値
に
な
る
。
か
つ
て
の
水
田
耕
地
の
広
が
る
地
域
で
あ

っ
た

深
江
北
町
は
、
古
く
か
ら
の
集
落
の
位
置
す
る
深
江
本
町
の
居
住
人
口
を

超
え
、
ま
た
昭
和
十
年
代
か
ら
都
市
化
の
急
速
に
進
ん
だ
深
江
南
町
の
人

日
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
の
規
模
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
と
く
に
、
か
つ
て
の

稲
荷
筋
や
札
場
筋
の
北
部
、
本
庄
町
に
至
る
深
江
北
町
の
地
域
に
は
、
昭

和
五
十
年
に
み
ら
れ
た
数
多
く
の
県
営
団
地
の
周
辺
の
街
路
沿
い
に
、
新

し
い
民
間
の
高
層
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
数
多
く
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
居

住
者
が
増
加
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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平
成
七
年
の

「
阪
神
大
震
災
図
」
を
め
ぐ

っ
て

本
庄
地
域
の
範
囲
の
景
観
の
変
化
を
み
る
と
、
地
表
に
お
け
る
建
造
物

に
限

っ
て
み
れ
ば
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
お
け
る
空
襲
に
よ
る
焼
失
に
つ

ぐ
も
の
は
、
平
成
七
年

一
月
十
七
日
早
朝
五
時
四
十
六
分
、
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー

ド
七

・
二
、
震
度
七

（激
震
）
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災

（阪
神
大
震
災
）

に
よ
る
建
造
物
の
倒
壊
と
そ
の
後
の
復
興
過
程
に
お
け
る
新
し
い
建
物
の

建
設
で
あ
ろ
う
。
六
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
死
者
と
数
多
く
の
建
造
物
の
被

害
は
、
と
く
に
神
戸
市
長
田
区
や
東
灘
区
で
甚
大
で
あ

っ
た
。
と
く
に
、

戦
前
か
ら
続
い
て
き
た
古
い
木
造
家
屋
や
土
蔵
な
ど
の
建
造
物
の
多
く
が
、

こ
の
震
災
で
消
滅
し
た
。
中
で
も
六
甲
山
南
麓
の
神
戸
の
旧
市
街
地
か
ら

阪
神
間
に
わ
た

っ
て
は
、
木
造
家
屋
の
倒
壊
率
三
〇
％
以
上
の
地
帯
が
そ

の
中
央
部
を
東
西
に
延
び
て
い
て
、
死
傷
者
の
数
も
多
か

っ
た
。
死
者

一

二
八
二
人
、
全
壊
家
屋

一
万

一
一
七
三
戸

（平
成
七
年
二
月
八
日
現
在
）

と
い
う
最
も
多
く
の
罹
災
者
や
犠
牲
者
を
出
し
た
東
灘
区
の
場
合
、
そ
の

被
害
も
著
し
く
、
国
道
二
号
沿
い
の
本
山
中
町
、
本
山
南
町
、
そ
し
て
本

庄
地
域
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
本
庄
町
な
ど
の
地
区
で
は
、
市
街
地
の
建
物

の
大
部
分
が
倒
壊
す
る
状
況
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
本
庄
地
域
の
震
災
の

被
害
は
、
本
山
地
域
や
森
南
地
区
に
比
べ
、
死
者
の
数
は
少
な
か

っ
た
も

の
の
、
住
宅
、
工
場
、
そ
の
他
の
建
造
物
の
被
害
は
広
範
囲
に
わ
た
り
、

各
所
で
建
物
の
倒
壊

（全
壊
や
半
壊
）
を
み
て
い
る
し
、
高
速
道
路
あ
る

い
は
沿
岸
部
の
港
湾
施
設
な
ど
の
機
能

マ
ヒ
状
況
も
発
生
し
て
い
る
。

図
１
３０
は
、
震
災
か
ら
約
半
年
経
た
平
成
七
年
九
月
の
段
階
で
作
成
さ

れ
た

一
万
分
の

一
の
地
形
図
で
あ
る
。
黒
く
塗
り

つ
ぶ
し
た
部
分
が
建
物

の
分
布
を
示
し
て
い
る
。
震
災
以
前
に
比
べ
る
と
、
各
地
に
歯
こ
ば
れ
し

た
よ
う
に
、
空
地
が
目
立

つ
。
こ
の
地
形
図
と
同
じ
図
幅
に
震
災
の
被
害

の
大
き
い
範
囲
を
、
平
成
七
年
五
月
発
行
の

「阪
神
淡
路
大
震
災
地
図
」

と

「
被
災
度
別
建
物
分
布
状
況
図
」
と
対
照
し
て
図
示
し
た
も
の
が
図
―

３‐
で
ぁ
る
。
斜
線
を
施
し
た
部
分
が

「建
物
全
壊
」
と

「建
物
半
壊
」
が

発
生
し
た
地
域
を
示
す

（『阪
神

・
淡
路
地
震
、
阪
神
大
震
災
地
図
』、
『被
災

度
別
建
物
分
布
状
況
図
集
し
。

こ
の
震
災
分
布
図
を
み
る
と
、
必
ず
し
も
被
害
が
均
等
に
分
布
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
青
木
地
区
の
国
道
四
三
号
お
よ
び
阪

神
高
速
三
号
神
戸
線
以
南
の
地
域
、
あ
る
い
は
青
木
地
区
の
東
部
か
ら
高

橋
川
に
か
け
て
の
地
域
に
お
い
て
は
、
建
物
の
倒
壊
は
比
較
的
少
な
い
し
、

深
江
地
区
に
お
い
て
も
、
深
江
南
町
の
東
部
地
域
そ
し
て
人
工
島
で
あ
る

深
江
浜
町
で
は
、
被
害
の
程
度
も
相
対
的
に
小
さ
か

っ
た
こ
と
が
、
こ
の

図
１
３‐
か
ら
も
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
灘
区
に
お
け
る
震
災
の
被
害
状
況
を

一
八

一
町
丁
の
す
べ
て
に
わ
た

っ

て
建
物
の
築
年
代
あ
る
い
は
高
層
か
低
層
か
、
さ
ら
に
密
集
の
程
度
な
ど

の
条
件
と
地
形

（土
地
）
条
件
と
を
対
照
し
な
が
ら
分
析
し
た
結
果
に
よ
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化

る
と
、
国
道
二
号
よ
り
北
側
の
本
山
地
区
、
森
南
地
区
、
あ
る
い
は
天
丼

川
よ
り
以
西
の
魚
崎
地
区
が
建
造
物
の
築
年
数
と
低
層
住
宅
な
ど
の
よ
う

に
、
建
物
自
体
の
老
朽
度
に
よ
る
要
因
と
震
災
の
被
害
の
程
度
の
相
関
性

が
高
い
の
に
対
し
、
本
庄
地
域
に
お
け
る
被
害
の
要
因
に
関
し
て
は
、
地

形
的
条
件
と
く
に
天
丼
川
沿
い
の
微
高
地
、
自
然
堤
防
、
後
背
湿
地
あ
る

い
は
段
丘
や
砂
堆
な
ど
の
性
格
の
違
い
が
、
被
害
の
程
度
と
大
き
く
関
係

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（藤
井

一
九
九
六
、
藤
井

・
峯

一

九
九
七
、
田
中

・
辻
村

一
九
九
七
）。
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
日
本
都

市
戦
災
地
図
』
（第

一
復
員
省
資
料
課
編
、　
一
九
八
三
）
な
ど
を
比
較
史

料
と
し
て
検
討
し
た
結
果
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
空
襲
を
受
け
な
い
地
域

で
の
低
層
の
木
造
家
屋
の
密
集
し
た
場
所
に
お
け
る
被
害
が
大
き
い
と
い

う
点
で
あ
る
し
、
本
庄
地
域
に
限

っ
て
み
れ
ば
、
か
つ
て
の
砂
堆
の
周
辺

部
に
形
成
さ
れ
た
後
背
湿
地
な
ど
の
地
形
条
件
の
よ
く
な
か

っ
た
地
域
に

お
け
る
被
害
が
相
対
的
に
大
き
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
庄
地
域
の
旧
市
衡
地
区
を
中
心
に
、
建
物
の
倒
壊
箇
所
を

み
た
の
が
図
１
３２
で
あ
る
。
こ
の
倒
壊
箇
所
の
九
〇
％
以
上
が

「
全
壊
」

に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
被
害
の
甚
大
で
あ

っ
た
地
域
が
深
江
北
町

か
ら
本
庄
町
に
集
中
し
、
そ
れ
は
、
国
道
二
号
沿
い
の
森
南
町
や
芦
屋
市

の
津
知
町
や
清
水
町
と
連
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
青
木
地

区
の
場
合
、
青
木
駅
の
周
辺
部
か
ら
北
青
木
三
～
五
丁
目
の

一
帯
に
集
中

し
て
い
る
。
本
庄
小
学
校
や
本
庄
中
学
校
、
さ
ら
に
中
央
公
園
か
ら
神
戸

商
船
大
学
に
か
け
て
の

一
帯
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
か
つ
て
の
砂
堆

あ
る
い
は
自
然
堤
防
と
し
て
形
成
さ
れ
た
微
高
地
で
あ

っ
た
部
分
の
被
害

が
相
対
的
に
少
な
く
、
か
つ
て
水
田
耕
地
や
後
背
湿
地
で
あ
り
、
昭
和
三

十
年
代
に
盛
土
あ
る
い
は
埋
め
立
て
な
ど
の
人
工
的
な
改
変
に
よ

っ
て
宅

地
化
さ
れ
た
地
域
の
被
害
が
、
相
対
的
に
大
き
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
地
図
で
み
る
と
、
阪
神
高
速
三
号
神
戸
線
は
、
深
江
地
区
の
東
部

で
約
六
〇
〇
房
に
わ
た
り
、
そ
の
高
架
道
路
が
横
倒
し
に
な
り
、
不
通
と

な

っ
て
い
る
し
、
青
木
地
区
の
東
神
戸
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
あ
る
い
は
深
江
浜

町
の
護
岸
部
分
、
さ
ら
に
神
戸
商
船
大
学
か
ら
新
明
和
工
業
甲
南
工
場
の

用
地
に
か
け
て
の
沿
岸
部
分
も
液
状
化
に
よ

っ
て
、
大
き
く
損
壊
し
、
港

湾
あ
る
い
は
フ
ェ
リ
ー
の
発
着
場
と
し
て
の
機
能
が
停
止
し
て
い
る
状
況

が
読
み
と
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
震
災
の
大
き
な
被
害
は
、
家
屋
の
倒
壊
や
生
活
機
能
の
マ

ヒ
状
態
と
も
あ
い
ま

っ
て
、
罹
災
者
の
住
居
移
動
を
ひ
き
起
こ
し
、　
一
時

的
な
人
日
の
減
少
が
生
じ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
震
災
時
、
本
庄
小
学
校
、

東
灘
小
学
校
、
本
庄
中
学
校
あ
る
い
は
本
庄
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
公

的
施
設
は
、
住
民
の
避
難
所
と
な

っ
た
だ
け
で
な
く
、　
一
時
的
な
テ
ン
ト

生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
震
災
後
、
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
本
庄

中
央
仮
設
住
宅

一
四
棟
が
設
け
ら
れ
た
し
、
深
江
浜
町
の
深
江
野
球
場
と
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新
神
戸
大
プ
ー
ル
の
北
側
に
深
江
浜
第

一
仮
設
住
宅

（二
六
棟
）
と
深
江

浜
第
二
仮
設
住
宅

（九
棟
）
が
設
置
さ
れ
た
。
数
多
く
の
住
民
が
仮
設
住

宅
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

震
災
復
興
の
過
程
に
て
―
平
成
十
年
の
地
形
図
を
め
ぐ

っ
て
―

阪
神
大
震
災
か
ら
三
年
を
経
た
平
成
十
年

（
一
九
九
八
）
の
二
万
五
〇

〇
〇
分
の

一
地
形
図

（図
１
３３
）
を
み
る
と
、
本
庄
地
域
だ
け
で
な
く
、

魚
崎
地
区
あ
る
い
は
国
道
二
号
沿
い
の
本
山
地
域
に
も
、
倒
壊
家
屋
を
撤

去
し
た
後
の
空
地
が

「白
抜
き
」
に
な

っ
て
、
各
所
に
散
在
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
本
庄
中
央
仮
設
住
宅

（
一
四
棟
）
（①
）
の
半

分
が
ま
だ
残

っ
て
い
る
し
、
深
江
浜
町
の
深
江
浜
第

一
仮
設
住
宅

（
二
六

棟
）
（◎
）
の
大
部
分
が
残

っ
て
い
る
。
西
の
魚
崎
地
区
で
も
、
魚
崎
南

町

一
丁
目
の
瀬
戸
公
園

（お
よ
び
）
瀬
戸
野
球
場

（⑥
）
に
設
け
ら
れ
た

瀬
戸
仮
設
住
宅

（四
二
棟
）
が
ま
だ
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
り
、
多
く
の
住

民
が
仮
設
住
宅
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
る
様
子
が
知
ら
れ
る
。
深
江
地

区
に
お
い
て
高
架
道
路
の
損
壊
が
発
生
し
、
不
通
の
状
態
が
続
い
て
い
た

阪
神
高
速
三
号
神
戸
線
も
復
旧
は
し
て
い
る
も
の
の
、
旧
市
街
地
の
各
所

で
発
生
し
た
倒
壊
建
造
物
に
よ
る
道
路
の
損
傷
、
橋
梁
部
分
の
被
災
な
ど

に
よ

っ
て
、
バ
ス
交
通
を
は
じ
め
、
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ま
だ
充
分
に

回
復
し
て
い
な
か

っ
た
。
倒
壊
建
物
の
撤
去
作
業
あ
る
い
は
大
量
の
土
砂

や
破
損
物
の
処
理
も
ま
だ
進
行
中
で
あ

っ
た

（碓
井

。
小
長
谷

一
九
九
五
）。

青
木
駅
の
周
辺

（◎
）
あ
る
い
は
深
江
北
町
か
ら
本
庄
町
に
か
け
て
の

一
帯

（①
）
に
は
、
住
宅
地
の
復
旧
工
事
が
始
ま

っ
て
い
る
も
の
の
、
ま

だ
多
く
の
空
地
が
残

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
沿
岸
部
の
港
湾
施
設
や
フ
ェ

リ
ー
乗
船
場
は
復
旧
し
、
そ
の
活
動
を
開
始
し
始
め
て
い
る
。
大
き
な
震

災
の
爪
跡
を
残
し
な
が
ら
も
、
着
実
に
復
興
に
向
け
て
の
再
建
が
始
ま

っ

て
い
る
状
況
が
読
み
と
れ
る
。
阪
神
間
の
都
市
部
を
直
撃
し
た
大
震
災
は
、

昭
和
四
十
年
代
か
ら
進
ん
で
き
た
都
市
に
お
け
る
生
活
基
盤
の
整
備
の
ほ

か
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ガ
ス
、
水
道
、
さ
ら

に
交
通

。
通
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
側
面
に
お
け
る
安
全
性
の
問
題
を
改
め

て
考
え
る
大
き
な
機
会
と
な

っ
た
だ
け
で
な
く
、
災
害
の
救
援
体
制
あ
る

い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
面
で
も
大
き
な
教
訓
を
残
し
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
章
の
む
す
び
に

―
絵
図

・
地
図
と
景
観
史
―

こ
れ
ま
で
、
正
徳
二
年

（
一
七

一
三
）
の

「
深
江
住
居
図
」
か
ら
平
成

十
年

（
一
九
九
八
）
の
二
万
五
〇
〇
〇
分
の

一
地
形
図
に
至
る
ま
で
の
約

二
〇
枚
の
絵
図
や
地
図
を
通
し
て
、
お
よ
そ
三
〇
〇
年
間
に
及
ぶ
本
庄
地

域
の
景
観
の
変
化
を
み
て
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
図
あ
る
い
は
地
図
は
、
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そ
の
作
成
の
目
的
や
測
量
の
方
法
、
凡
例
の
表
示
、
彩
色
の
や
り
方
な
ど

の
作
図
の
形
式
な
ど
も
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
た
め
に
、
厳
密
な
意
味
で

は
、
統

一
的
な
比
較
が
な
か
な
か
難
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
図

や
地
図
は
、
そ
れ
が
作
成
さ
れ
た
時
代
の
表
現
の
様
式
に
左
右
さ
れ
な
が

ら
も
、
そ
の
時
代
特
有
の
生
業
あ
る
い
は
暮
ら
し
を
支
え
て
い
た
生
活
環

境
の
実
態
を
伝
え
て
い
る
。

普
段
の
生
活
の
中
で
、
ほ
と
ん
ど
意
識
す
る
こ
と
な
く
眼
に
し
て
い
る

河
川
や
用
水
路
、
耕
地
の
畦
畔
や
道
路
、
低
湿
地
の
水
溜
や
小
さ
い
溜
池
、

住
宅
地
の
中
の
路
地
、
あ
る
い
は
神
社
や
寺
院
の
叢
林
、
さ
ら
に
自
然
堤

防
上
の
松
林
、
海
辺
の
砂
浜
な
ど
も
、
長
い
時
間
的
尺
度
で
み
れ
ば
大
き

く
変
わ

っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
近
世
以
前
か
ら
流
れ
て
い
た
横
川
な
ど
も
、

そ
の
周
辺
の
中
小
河
川
と
の
結
び
つ
き
を
変
え
な
が
ら
、
昭
和
三
年

（
一

九
二
七
）
の
廃
川
に
至
る
ま
で
続
い
て
き
た
し
、
明
治
末
期
ま
で
広
く
続

い
て
い
た
青
木
や
深
江
の
自
然
の
砂
浜
も
、
大
正
期
の
工
業
化
の
進
展
あ

る
い
は
そ
の
た
め
の
海
上
輸
送
の
増
大
に
伴

っ
て
、
護
岸
工
事
を
施
し
た

港
湾
に
変
わ

っ
て
い
く
と
と
も
に
、
か
つ
て
の
遠
浅
の
海
域
も
、
掘
り
込

ま
れ
た
り
、
浚
渫
さ
れ
た
り
し
て
、
そ
の
海
底
も
変
化
し
て
い
っ
た
。
そ

し
て
、
戦
後
に
始
ま
る
海
面
の
埋
め
立
て
事
業
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
深

江
浜
町
の
人
工
島
の
完
成
に
よ

っ
て
、
青
木
や
深
江
の
前
面
に
広
が

っ
て

い
た

「海
の
風
景
」
を
大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

海
辺
に
沿

っ
て
、
近
世
期
以
来
、
砂
堆
の
部
分
に
開
発
さ
れ
た
新
田
地

帯
は
、
昭
和
の
初
期
か
ら
進
む
都
市
化
に
伴

っ
て
、
新
し
い
住
宅
地
に
変

貌
す
る
。
か
つ
て
の
細
い
農
道
の
通
る
水
田
耕
地
も
、
昭
和
初
期
か
ら
の

耕
地
整
理
事
業
あ
る
い
は
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
展
に
つ
れ
て
、
新
し

い
街
路
に
変
わ
る
。
そ
の
た
め
に
、
従
来
か
ら
地
表
を
流
れ
て
い
た
高
橋

川
に
注
ぐ
中
小
河
川
は
、
地
下
の
水
路
と
し
て
暗
渠
化
す
る
部
分
が
多
く

な

っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
十
二
年
の
阪
神
大
水
害
な
ど
の
決
水
流
は
、
地
表
の
変

化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
い
自
ら
の
流
路
を
記
憶
す
る
か
の
よ
う
に
流
下

し
て
い
る
。
地
表
の
起
伏
の
持

つ
微
妙
な
差
異
も
、
昭
和
四
十
二
年
の
水

害
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
変
化
し
て
は
い
る
が
、
平
成
七
年

一

月
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
被
害
の
発
生
に
み
る
よ
う
に
、
被
害
の
分
布

状
況
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

絵
図
や
地
図
を
通
し
て
見
え
て
く
る
も
の
は
、
い
わ
ば
人
々
の
無
意
識

の
中
で
、
長
期
的
に
変
化
し
て
い
く
景
観
の
移
ろ
い
で
あ
る
。
こ
う
し
た

「
景
観
史
」
あ
る
い
は

「
空
間
の
歴
史
」
に
属
す
る
部
分
は
、
日
頃
、
気
づ

き
に
く
い
変
化
で
あ
る
だ
け
に
、
歴
史
史
料
と
し
て
残
り
に
く
い
と
も
い

え
よ
う
。
し
か
し
、
現
在
の
風
景
の
中
に
残
る
古
い
時
代
の
痕
跡
、
あ
る

い
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
風
景
を
読
み
解
い
て
い
く
た
め
に
、
こ
う
し
た
絵

図
や
地
図
の
資
料
は
、
大
き
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
と
い
え
よ
う
。
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第二章 絵図・地図にみる景観の変化
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Ｓ
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Ａ
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九
九
五
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一
　

民
俗
調
査
は
！
昭
和
五
十
八
年
ご
ろ
か
ら
行
い
ま
し
た
が
、
平
成
七
年
の

一

阪
神
■
淡
路
大
震
災
の
と
き
に
、
貴
重
な
聞
き
取
り
調
査
の
記
録
の
一
部
を

亡
失
し
ま
し
た
。●
話
者
の
ご
逝
去
な
ど
も
重
な
り
＾
活
字
北
で
き
な
か
っ
た

褒
目

（農
業

，
諾
識
。
区
画
整
理
な
．ど
）
が
あ
り
ま
す
。
貴
重
な
お
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
、
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

青木浜に線り出す稲荷獅社子ども神輿 贈和37年ごろ

(東野新―提供)
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第一章 日常の暮らし

第

二
早

日
常
の
暮
ら
し

一
節
　
住
ま
い

今
回
の
調
査
で
、
家
の
間
取
り
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り
が
で
き
た
の

は
三
地
区
あ
わ
せ
て
一
一
軒
に
と
ど
ま
る
。　
一
一
軒
の
生
業
は
、
四
軒
が

農
業
、
三
軒
が
漁
業
、
二
軒
が
商
業

（米
屋

・
氷
屋
）
、
三
軒
が
製
造
業

（酒
造

・
ソ
ウ
メ
ン
製
造

。
イ
ワ
シ
加
工
）
で
あ
る
。
ま
た
、
建
築
学
的

な
調
査
は
行

っ
て
い
な
い
た
め
、
得
ら
れ
た
情
報
は
話
者
の
記
憶
に
限
ら

れ
、
改
築
な
ど
の
手
が
加
え
ら
れ
る
以
前
の
形
は
復
元
し
て
い
な
い
。

聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
深
江
地
区
で
は
地
主
に
よ
る
土
地
所
有
が

進
み
、
小
作
人
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
に
入
る
と
会
社
勤
め
や
日
雇

い
な
ど
と
兼
業
す
る
農
家
が
増
え
、
自
家
用
作
物
中
心
の
農
業
経
営
が
行

わ
れ
て
い
る
。　
一
方
、
西
青
木
地
区
で
は
、
中
規
模
以
上
の
自
作
農
が
中

心
だ
っ
た
。
農
家
に
つ
い
て
は
、
地
主

。
自
作
農
の
家
の
み
を
調
査
し
た
。

お
そ
ら
く
労
働
者
や
小
作
人
は
借
家
住
ま
い
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
事
例
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
大
正
～
昭
和
初
期
の
暮
ら
し
の
舞

台
と
し
て
、
住
生
活
の

一
端
を
紹
介
す
る
と
い
う
立
場
で
、
書
き
記
し
た

い
と
思
う
。

家
と
屋
敷

浜
街
道

（現
在
の
国
道
四
三
号
付
近
）
よ
り
北
は
主
に
農
家
が
多
く
、

南
は
漁
家
や
漁
業
関
連
産
業
に
従
事
す
る
人
が
多
い
。
地
元
で
は
、
北
側

に
住
む
人
を

「上
の
人
」
南
側
に
住
む
人
を

「
浜
の
人
」
と
呼
ん
で
い
た

と
い
う
。
家
並
み
も
南
北
で
異
な

っ
て
い
た
。

南
側
、
特
に
浜
に
接
す
る
地
域
で
は
、
同
じ
よ
う
な
形
の
中
三
階
建
の

家
が
た
て
こ
ん
で
い
た
。
漁
師
が
船
を
の
ぼ
す

（陸
に
あ
げ
る
こ
と
）
場

合
は
自
分
の
家
の
前
の
浜
と
決
ま

っ
て
い
て
、
浜
に
面
す
る
形
で
家
が
並

ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
海
を
仕
事
場
と
す
る
漁
師
達
は
、
家
よ

り
船
の
方
に
金
を
か
け
る
傾
向
が
強
か

っ
た
。

漁
師
の
家
に
は
庭
が
な
い
。
な
り
も
の

（実
の
な
る
木
）
は
落
ち
る
か
ら

か
、
避
け
た

（深
江
。
漁
業
）。
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母
は
、
家
は
銭
も
う
け
せ
え
へ
ん
か
ら
と
言

っ
て
、
な
か
な
か
家
を
建
て

な
か

っ
た

（深
江

・
漁
業
）
。

農
家
は
が

っ
ち
り
貯
め
る
け
ど
、
漁
師
は
宵
越
し
の
金
は
持
た
ん
。
船
の

道
具
に
金
を
か
け
る
。
道
具
が
稼
い
で
く
れ
る

（青
木

。
漁
業
）。

堤
防
が
で
き
る
ま
で
は
、
浜
沿
い
の
家
は
台
風

で
水
に
浸
か
る
こ
と
も

少
な
く
な
か

っ
た
。

砂
が
あ
が
る
の
で
、
来
そ
う
だ
と
思
う
と
早
め
に
畳
を
あ
げ
て
逃
げ
る
。

一
度
水
が
つ
く
と
塩
と
砂
で
乾
き
に
く
い
か
ら

（深
江
）。

一
方
、
農
家
は
母
屋
以
外
の
付
属
施
設
が
多
く
、
屋
敷
全
体
も
広
い
。

付
属
施
設
と
し
て
代
表
的
な
の
は
、
牛
小
屋
、
納
屋
、
セ
ン
ザ
イ
、
井
戸
、

米
蔵
、
道
具
蔵
、
外
便
所
な
ど
で
あ
る
。

屋
根

・
間
取
り

屋
根
に
つ
い
て
は
、　
一
一
軒
中
、
判
明
し
て
い
る

一
〇
軒
ま
で
が
瓦
葺

き
だ

っ
た
。
各
地
区
の
他
の
家
に
つ
い
て
も
、
明
治
期
ま
で
は
カ
ヤ
葺
き

の
家
も
あ

っ
た
が
、
大
正
期
以
降
は
瓦
葺
き
か
ト
タ
ン
に
な

っ
た
と
言
う
。

戦
前
か
ら
村
の
他
の
家
も
瓦
葦
き
。
車
葺
き
は
見
な
か
っ
た
①
明
石
か
淡

路
の
瓦
を
使
う
が
、
明
石
の
方
が
上
等
だ
っ
た

（西
青
木
）。

調
査
例
の
ほ
と
ん
ど
が
、
切
妻
型
の
屋
根
で
、
入
り
日
を
棟
と
平
行
の

側

（平
側
）
に
と

っ
た
平
入
り
で
あ
る
が
、
ソ
ウ
メ
ン
製
造
業
を
営
む

一

軒
の
み
が
妻
入
り
形
式
で
あ

っ
た
。
な
お
、
漁
家
で
は
、
調
査
例
は
平
入

り
だ
が
、
浜
の

中
三
階
建
は
妻

入
り
が
多
か

っ

た
と
い
う
話
も

あ
り
、
確
定
で

き
な
い
。

入
り
日
か
ら

入

っ
て
、
右
ま

た
は
左
の
縦
半

分
を
土
間
と
し
、

部
屋
部
分
を
田

の
字
に
割

っ
た

形
式
が
多
い
。

大
き
い
家
に
な

る
と
、
部
屋
の

部
分
が
六
部
屋
に
な

っ
た
り
、
三
階
に
部
屋
を
作

っ
た
り
し
て
い
る
。　
一

例
だ
け
、
商
家

（氷
屋
）
で
前
土
間
形
式
の
間
取
り
が
見
ら
れ
、
土
間
は

品
物
の
売
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
農
家

（兼
業
）
で
裏
土
間

形
式
の
も
の
が

一
例
見
ら
れ
た
が
、
こ
の
家
で
は
、
土
間
側
か
ら
も
入
日

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

ろこ

弾田
図
園

平

勃雲
駆

彗揆【【【三二Eニ

火苺
懇

図-1 民家の構造と屋根型

平入 り 妻入 り

シコロ屋根またはハコムネ
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風 呂 井戸_コ ンク リー トの流 し台

レ
ン
ガ
の
へ
つ
つ
い

ダ
イ
ド
コ
ロ

オ
モ
テ
ノ
マ

〇
一社
）

四
間
ど
り
の
場
合
、
入
り
日
側
の
二
部
屋
を
オ
モ
テ
ノ
マ

（ゲ
ン
カ
ン
）、

ザ
シ
キ
、
奥
の
二
部
屋
を
ダ
イ
ド
コ
ロ
、
ネ

マ

（イ
マ
）
と
呼
ん
だ
。
家

族
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
部
屋
の
用
途
は
変
わ
る
が
、
オ
モ
テ
ノ
マ
Ｈ
玄

関

・
接
客
、
ザ
シ
キ
Ｈ
客

間
、
ダ
イ
ド
コ
ロ
Ｈ
食
事
、

ネ

マ
＝
寝
室
と
い
う
使
い

方
が

一
般
的
で
あ
る
。
仏

ネ
ツ
ベ
イ

第一章 日常の暮らし

ネツベイ

井 戸

図-2 農家の屋敷配置例

図-3 田の字型四間取 り例

※ 軒

壇
は
ザ
シ
キ
に
あ
り
、

神
棚
は
ダ
イ
ド
コ
ロ
に

あ
る
例
が
多
か

っ
た
。

土
間
は
ニ
ワ
と
呼
ば

れ
る
が
、
調
査
し
た
家

に
小
規
模
な
農
家
が
少

な
か

っ
た
せ
い
か
、
農

○
師
〇
一

図-4 漁家の間取 り例

床
の
間
　
仏
壇

納 屋

(精米作業)

ヌ、ロ ト………

土 間

「
上がりかまち

3畳

6畳

3畳

センザイ

45畳

に
わ
（土
間
）

伊
仏  壇

客 間

8畳

6畳

(漁師仲間の)

若い衆が

来たら

ここへ泊まる

寝 室

8畳

4畳

食事の間

玄関
」

図-5 商家(氷屋)の 間取り例
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作
業
に
使
う
と
い
う
よ
り
炊
事
の
場
と
意
識
さ
れ
て
い
た
。
商
売
を
し
て

い
る
場
合
は
入
り
日
側
に
帳
場
を
設
け
て
い
る
例
も
あ
る
。

二
軒
が
漁
家
だ
が
、
土
間
を
中
央
に
と
り
、
両
側
に
部
屋
を
配
す
る
と

い
う
め
ず
ら
し
い
間
取
り
の
家
が

一
軒
だ
け
あ

っ
た
。
角
の

一
部
屋
が
漁

師
仲
間
の
若
い
衆
が
来
た
ら
泊
ま
る
場
所
と
さ
れ
て
い
た
の
も
、
興
味
深

い
。
地
曳
網
経
営
で
な
く
家
族
的
に
瀬
打
瀬
網
を
行

っ
て
い
た
家
で
、
若

者
宿
等
と
関
連
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
基
本
の
四
間
ど
り

と
比
較
し
て
、
漁
家
は
二
軒
と
も
オ
モ
テ
ノ
マ
が
な
く
、
土
間
に
ダ
イ
ド

コ
ロ
が
突
き
出
し
た
形
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
漁
家
は
軒
が
長
く
、
網

の
補
修
や
道
具
の
保
管

・
入
れ
替
え
の
作
業
は
基
本
的
に
こ
こ
で
行
う
。

軒
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
る
た
め
に
小
屋
根
を

つ
け
た
例
も
あ

っ
た
。
き
れ
い

な
網
の
修
理
は
座
敷
で
行
う
こ
と
も
あ

っ
た
。

飲
料
水

『
お
う
ぎ
の
あ
ゆ
み
』
に
よ
れ
ば
、
本
庄
村
は
昭
和
十

一
年

（
一
九
二

一〇
、
阪
神
上
水
道
市
町
村
組
合
の
設
立
と
同
時
に
同
組
合
に
加
入
し
た
。

し
か
し
、
個
人
が
工
事
費
を
自
弁
し
て
家
の
近
く
ま
で
水
道
管
を
引
い
て

こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
、
全
域
で

一
度
に
給
水
が
始
ま

っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
昭
和
三
十
年
代
に
水
道
を
ひ
い
た
家
で
早
い
方
だ

っ
た
と

い
う
か
ら
、
普
及
す
る
に
は
、
随
分
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
井
戸
か
ら
水
を
汲
ん
だ
が
、
昭
和
初
期
に
は
す

で
に
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
る

家
が
多
か

っ
た
。
こ
の
地
域

の
井
戸
水
は

　

「
カ
ナ
ケ
」

が
強
か

っ
た
り
塩
分
を
合
ん

で
い
る
の
で
、
炭
や
砂
を
使

っ

て
水
を
漉
す
な
ど
し
て
工
夫

し
た
。
毎
年
、
八
月
七
日
に

井
戸
替
え
を
し
、
水
を
全
部

出
し
て
、

コ
ケ
、
水
ア
カ
を

出
し
、
水
が
再
び
わ
い
て
く
る
の
を
待

つ
。
こ
の
と
き
に
丼
戸
神
に
供
え

も
の
を
す
る
家
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
正
月
に
は
井
戸
に
も
雑
煮
や
鏡
モ
チ

を
供
え
る
。

れ 水

写真-2 井戸のくるまき
上から吊下げたクルマキに綱をかけ、

水桶を引き揚げる

)

砂

(ケシズミノ■

水ため

図-6 飲料水の浄化例

写真-1 水漉 し用のカメ
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第一章 日常の暮らし

近
所
二
～
三
軒
で
の
も
ら
い
湯
や
銭
湯
も

一
般
的
だ
っ

灯
り
と
暖
房

カ
ナ
ケ

（金

気
）
の
水
の
た

め
、
カ
メ
に
炭
、

砂
、

ツヽ
ュ
ロ
の

皮
を
入
れ
た
も

の
で
水
を
漉
し

た

（西
青
木
）
。

水
汲
み
、
薪

で

の
沸
か
し
湯
な
ど

風
呂
を
沸
か
す
労

力
は
今

の
比

で
は

な
い
。
家
の
風
呂

は
五
右
衛
門
風
呂

が
多
か

っ
た
が
、

た
。

『
お
う
ぎ
の
あ
ゆ
み
』
に
よ
れ
ば
、
阪
神
電
気
鉄
道
株
式
会
社
が
本
庄

村
に
電
灯
の
供
給
を
開
始
し
た
の
は
、
明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
）
十

月
五
日
、
電
力
供
給
を
開
始
し
た
の
は
、
大
正
四
年

（
一
九

一
五
）
四
月

十
日
で
あ
る
。

し
か
し
、
お
年
寄
り
の
記
憶

に
よ
る
と
、　
一
般
家
庭

で
電
灯
が

つ
い
た

の
は
、
深
江

。
青
木
地
区

で
は
大
正
の
中
頃
、
西
青
木
地
区

で
は
昭
和
初

め
だ
と
い
う
。
そ
れ
ま
で
は
ラ
ン
プ
を
使

っ
て
い
た
。
当
初
、
電
灯
は

一

軒
に

一
灯
が
普
通

で
、

コ
ー
ド
を
長
く
し
て
使

っ
た
。
商
売
人

の
家
だ
け

が
何
灯
も

つ
け
て
い
た
。

ち
な
み
に
昭
和
六
年

（
一
九
二

一
）
現
在

で

一
〇

ワ
ッ
ト
の
電
灯
が
五

六
銭
だ

っ
た

（『
お
う
ぎ
の
あ
ゆ
み
し
。

テ
イ
ガ
ク
ト
ウ
と
言

っ
た
。
夏
は
七
時
、
冬
は
五
時
に
つ
く
。
電
気
が
つ

い
た
ら
帰
っ
て
こ
い
と
言
わ
れ
た
。　
一
〇
燭
ぐ
ら
い
で
も
明
る
い
な
あ
と
言

っ

て
い
た
。　
一
軒
に
一
灯
で
、
宿
題
は
明
る
い
う
ち
に
し
と
か
な
と
言

っ
て
い

た

（青
木
）
。

ラ
ン
プ
の
ホ
ヤ
そ
う
じ
は
子
供
の
仕
事
だ

っ
た

（青
木
）
。

昭
和
三
～
三
年
に
つ
い
た
。
常
夜
灯
と
い
い
、
夜
か
ら
朝
ま
で
一
灯
い
く

ら
で
、
夜
通
し
つ
け
て
い
て
も
値
段
は
変
わ
ら
な
か
っ
た

（西
青
木
）。

こ
の
常
夜
灯
は
昭
和
三
十
年
代
に
契
約
者
か
ら
の
申
し
出

に
よ

っ
て
、

使
用
量
制

（
メ
ー
ト
ル
制
）

に
変
え
ら
れ
た
。
使
用
量
制

に
な
る
と
昼
間

も
電
気
を
使
え
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、

こ
ま
め
に
消
さ
な
け
れ
ば
料
金
が

高
く
な

っ
た
の
で
気
を

つ
け
た
と
い
う
。

冬
は
火
鉢
と

コ
タ
ツ
で
暖
を
と

っ
た
。

コ
タ
ツ
は
現
在

の
テ
ー
ブ
ル
型

の
こ
た

つ
で
は
な
く
、
櫓
型
に
組
ん
だ
小
さ
な

コ
タ
ツ
で
布
団
を
か
け
て

写真-3 五右衛門風呂

旧本庄村役場で使用されていたもの
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足
を
つ
っ
こ
ん
だ
。

主
に
寝
る
時
に
使

っ

た
。
中
に
は
粉
炭
と

フ
ノ
リ
で
作

っ
た
タ

ド
ン
を
入
れ
た
が
、

や
が
て
豆
炭
に
変
わ

り
、
電
気
ゴ
タ
ツ
に

な

っ
た
。

家
の
管
理
と
衛
生

春
に
な
る
と
、
年

一●
一一　
　
　
　
　
　
に

一
度

の
大
そ
う
じ

が
あ

っ
た
。
期
日
は
村
で
決
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
日
に
は
、
畳
を
あ
げ
、

家
具
を
外

へ
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
床
下
に
消
毒

・
害
虫
駆
除
の
た

め
、
石
灰
を
撤
い
た
。
巡
査
と
衛
生
委
員
が
各
戸
を
ま
わ
り
、
清
掃
ず
み

な
の
を
確
認
し
て
、
札
を
戸
日
に
貼

っ
て
い
っ
た
。

衛
生
組
合
員
に
は
と
て
も
権
力
が
あ
り
、
畳
を
あ
げ
て
な
か
っ
た
り
す
る

と
非
常
に
怒
っ
た
。
検
査
に
合
格
し
た
家
の
角
に
印
を
つ
け
た
。
合
格
し
な

い
と
畳
は
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

（深
江
）。

日
常
の
ゴ
ミ
や
屎
尿
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
農
業
肥
料
と
し
て
私
的
に

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
場
合
と
、
や
や
公
的
な
形
で
処
理
し
て
い
る
場
合

と
が
混
在
し
て
お
り
、
都
市
部
で
、
農
業
中
心
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
早
期
に

崩
れ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
農
家
が
自
家
の
下
肥
を
田
に
入
れ
た
り
、

他
家
の
屎
尿
を
農
業
用
の
肥
料
と
し
て
、
も
ら
い
受
け
た
り
す
る
場
合
が

前
者
で
あ
る
。
西
青
木
で
は
、
生
ゴ
ミ
を
田
に
置
い
て
発
酵
さ
せ
た
も
の

を
業
者
に
売

っ
て
い
た
。　
一
方
、
深
江
地
区
で
は
、
各
家
が
指
定
場
所
に

出
し
た
ゴ
ミ
を
村
が
共
同
至
屋
っ
て
い
る
雑
務
係

（肝
煎
り
ま
た
は
ア
ル

キ
と
呼
ぶ
）
が
集
め
て
い
た
。
西
青
木
地
区
で
は
衛
生
組
合
が
屎
尿
を

一

手
に
と
り
に
き
て
、
肥
溜
め

（
ノ
ツ
ボ
）
に
入
れ
、
肥
料
と
し
て
再
利
用

し
て
い
た
。
ゴ
ミ
は
海
に
流
し
て
い
た
と
い
う
話
も
聞
か
れ
た
。

二
節
　
衣
類
と
生
活

仕
事
着

農
作
業
に
行
く
と
き
の
仕
事
着
は
、
男
性
は
メ
リ
ャ
ス
の
シ
ャ
ツ
と
モ

モ
ヒ
キ
が
基
本
だ

っ
た
。
モ
モ
ヒ
キ
は
下
着
で
は
な
く
、
夏
は
膝
下
、
冬

は
く
る
ぶ
し
ま
で
あ
る
紺
木
綿
の
ぴ

っ
た
り
し
た
も
の
で
、
前
が
割
れ
て

ひ
も
で
結
ぶ
形
に
な

っ
て
い
た
。
こ
れ
に
、
テ
ッ
コ
、
キ
ャ
ハ
ン
を
つ
け
、

藁
草
履
を
履
く
。
後
に
地
下
足
袋
や
長
靴
を
履
く
よ
う
に
な

っ
た
。
男
は

テ
ッ
コ
、
キ
ャ
ハ
ン
を
つ
け
な
い
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。
冬
は
モ
モ
ヒ
キ
の

写真-4 やぐらごたつ
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第一章 日常の暮らし

下
に
下
着
の
バ

ッ
チ
を
、
シ
ャ
ツ
の
下
に
下
着
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
さ
ら
に
、

腰
ま
で
あ
る
綿
入
れ
の
筒
袖
上
衣
を
着
る
。
生
地
は
紺
の
木
綿
で
、
春
、

秋
は
ア
ワ
セ
を
着
た
。

女
性
は
、
筒
袖
の
着
物
に
テ
ッ
コ
、
キ
ャ
ハ
ン
を

つ
け
て
農
作
業
を
し

た
。
冬
は
、
ジ
ン
ベ
サ
ン
と
呼
ぶ
綿
入
れ
の
チ

ョ
ッ
キ
と
腰
丈
で
着
物
型

の
薄
い
ヒ
ッ
パ
リ
を
着
物
の
上
に
重
ね
た
。
特
別
な
仕
事
着
で
な
く
、
普

段
の
着
物
の
古
い
も
の
を
野
良
着
に
お
ろ
し
、
短
め
に
着
て
、
た
す
き
が

け
す
る
人
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
袴
型
の
ゆ

っ
た
り
し
た
ズ
ボ
ン
を
履
く
人

も
あ

っ
た
。
こ
の
ズ
ボ
ン
は
モ
ン
ペ
と
呼
ば
れ

て
い
た
が
、
今
で
い
う
モ
ン
ペ
と
は
異
な

っ
た

写
真
１
５

（上
）

キ
ャ
ハ
ン

図
１
７

（下
）

モ
ン
ペ
（右
）
と
モ
モ
ヒ
キ
（左
）

形
で
、
股
上
が
長
く
、
膝
あ
た
り
か
ら
二
本
に
分
か
れ
て
い
る
。
脇
が
割

れ
、
両
側
に
組
が
つ
い
て
い
て
、
兵
庫
県
の
中
部
～
北
部
で
タ
チ
カ
ケ
と

い
う
名
称
で
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
近
い
。

草
取
り
の
時
な
ど
は
、
手
ぬ
ぐ
い
を
、
男
性
は
ほ
お
か
む
り
、
女
性
は

姉
さ
ん
か
ぶ
り
に
し
て
仕
事
を
し

た
。次

に
漁
業
従
事
者
の
仕
事
着
を

み
よ
う
。
男
性
の
漁
師
は
、
夏
、

上
半
身
は
裸
、
下
半
身
は
木
綿
の

腰
巻
ひ
と
つ
で
仕
事
を
し
た
。
春
、

秋
は
腰
巻
の
上
に
茶
色
の
七
分
袖

の
木
綿

シ
ャ
ツ
を
着
る
。
冬
は

「
パ

ッ
チ
」
と
い
う
名
称
の
、
ひ

も
で
結
ぶ
半
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
た

が
、
農
家
の
仕
事
着
と
は
違

っ
て
、

こ
の

「
パ
ッ
チ
」
は
下
着
で
は
な

い
。
上
衣
に
は
腰
ま
で
の
綿
入
れ

の
着
物
を
着
る
。

こ
の
上
衣
を

「
ヤ
ン
グ
」
「
ド
ン
ザ
」
「
マ
キ
ソ
」

と
呼
ん
で
い
る
例
が
あ

っ
た
。
実

← はちまき

図-8 撫師の仕事着

-155-



際
の
袖
型
は
、
ツ
ツ
ッ
ポ

（筒
袖
）
、

マ
キ
ソ

（平
袖
の
下
端
を
三
角
に

折

っ
て
縫

っ
た
袖
。
巻
袖
）
の
ど
ち
ら
の
場
合
も
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

藁
や
縄
を
腰
ひ
も
が
わ
り
に
使

っ
た
。

防
寒
着
と
し
て
、
「
ヤ
ン
ダ
」
の
上
に

「
ド
テ
ラ
」
と
い
う
長
着
を
重

ね
た
。
船
の
上
で
眠
る
と
き
な
ど
に
使
用
し
た
。
冬
の
腰
巻
は
、
夏
の
薄

手
の
も
の
で
な
く
綿
入
れ
の
も
の
を

着
用
し
た
。
冬
は
、
筒
状
の
頭
巾
を

か
ぶ

っ
た
。　
一
旦
、
頭
を
抜
い
て
後

か
ら
頭
に
か
ぶ
せ
、
首
か
ら
頭
ま
で

を
防
寒
し
た
。
春
、
秋
、
冬
は
長
靴

を
履
い
て
作
業
し
た
。

女
性
が
漁
に
出
る
こ
と
は
少
な
か
っ

た
。
陸
で
水
揚
げ
な
ど
に
従
事
す
る

時
な
ど
は
、
着
物
に
た
す
き
が
け
で

尻
は
し
ょ
り
し
、
姉
さ
ん
か
ぶ
り
で

仕
事
し
た
。
昭
和
三
十
年
前
後
に
、

イ
ワ
シ
加
工
で
浜
か
ら
の
運
搬
業
務

に
従
事
す
る
女
性
の
服
装
は
、
姉
さ

ん
か
ぶ
り
に
戦
前
か
ら
普
及
し
た
モ

ン
ペ

（写
真
７
、
８
）
、
紺
の
マ
イ

写真-7・ 8 イヮシ運搬に従事する女性の服装

写真-6 漁師の仕事着
腰巻と頭巾を着用している写真-9 医院で働く女性
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カ
ケ

（前
掛
け
）
姿
だ

っ
た
。

商
売
人
の
若
衆
や
大
工
、
左
官
な
ど
の
職
人
は
、
紺
の
モ
モ
ヒ
キ
に
シ
ャ

ツ
、

ハ
ッ
ピ
と
呼
ば
れ
る
膝
上
丈
の
厚
手
の
着
物
で
仕
事
し
た
。
商
店
な

ど
で
は
、　
ハ
ッ
ピ
に
店
の
名
や
紋
が
染
め
抜
い
て
あ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

ま
た
、
魚
屋
な
ど
で
は
、
紺
の
マ
イ
カ
ケ
を
し
た
。

本
庄
地
域
に
は
工
場
が
多
か

っ
た
の
で
、
カ
ー
キ
色
の

「
ナ
ッ
パ
服
」

で
工
場

へ
通
う
工
員
も
多
か

っ
た
。
こ
の
ほ
か
勤
め
人
、
商
店
主
な
ど
多

様
な
職
業
が
あ
り
、
仕
事
着
は
多
様
だ

っ
た
。

ま
た
聞
き
取
り
対
象
に
し
た
大
正

。
昭
和
の
時
代
か
ら
は
遡
る
が
、
深

山
医
院
で
働
い
て
い
た
女
性
を
撮
影
し
た
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
と
思

わ
れ
る
ガ
ラ
ス
原
板
写
真
が
残

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
着
物
姿
で
、
若
い

女
性
は
は
だ
し
で
あ
る
。

普
段
着

・
下
着
と
晴
着

漁
師
は
陸
上
で
は
、
本
ネ
ル
の
上
等
な
腰

巻
を
つ
け
た
。
す
そ
に
青
い
線
が
入

っ
て
い

て
、
休
み
の
日
や
風
呂
に
出
か
け
る
と
き
な

ど
だ
け
で
な
く
、
粋
な
姿
と
し
て
町
遊
び
に

出
か
け
る
と
き
に
も
活
躍
し
た
と
い
う
。

新
開
地

（神
戸
市
兵
庫
区
）
の
町
へ
行

く
と
き
は
、
漁
師
は
リ
キ
ュ
ウ
ゲ
タ

（利

体
下
駄
）
か
セ
ッ
タ
に
本
ネ
ル
の
腰
巻
だ
っ
た
。
本
ネ
ル
の
腰
巻
は
若
い
者

の
間
で
は
、
か
っ
こ
よ
か
っ
た

（深
江
）。

セ
ッ
タ
は
よ
そ
行
き
と
さ
れ
、
普
段
は
下
駄
を
は
い
た
。
下
駄
に
は
、

歯
ま
で

一
枚
板
か
ら
つ
く

っ
た
マ
サ
ゲ
タ
と
歯
の
差
し
替
え
が
で
き
る
サ

シ
ゲ
タ
が
あ
り
、

マ
サ
ゲ
タ
の
方
が
上
等
だ

っ
た
。
サ
シ
ゲ
タ
に
は
歯
の

高
い
タ
カ
ゲ
タ
や
歯
が
薄
く
低
い
下
駄
の
リ
キ

ュ
ウ
ゲ
タ
な
ど
が
あ

っ
た
。

リ
キ

ュ
ウ
ゲ
タ
は
チ

ュ
ウ
バ
ゲ
タ
と
も
呼
び
、
雨
の
日
に
、
よ
く
使

っ
た
。

他
に
普
段
に
よ
く
使
う
サ
シ
ゲ
タ
で
、

コ
ウ
ベ
ゲ
タ
な
ど
が
あ

っ
た
。

男
性
の
晴
着
は
羽
織
袴
で
あ
る
。　
一
方
、
女
性
に

「晴
着
」
と
聞
い
て
、

留
袖
な
ど
儀
式
用
の
着
物
に
つ
い
て
答
え
た
人
は
な
か

っ
た
。
種
類
も
多

彩
で
、
正
月
や
外
出
用
の
お
し
ゃ
れ
的
な
要
素
や
都
市
的
な
華
や
か
さ
が

感
じ
ら
れ
る
。

第一章 日常の暮 らし

写真-11 リキュウゲタ

写真-10 タカゲタ
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女
性
の
普
段
着
は
木
綿
の
筒
袖
の
着
物
に
木
綿
の
半
幅
帯
で
、
カ
イ
結

び

（真
結
び
）
に
結
ん
だ
。
夏
は
単
衣
も
の
、
冬
は
綿
入
れ
、
春
秋
は
ア

ワ
セ
と
季
節
に
よ

っ
て
着
回
し
た
。
防
寒
用
に
、
袢
纏
な
ど
を
着
た
。
ま

た
か
つ
て
は
被
布
も
着
た
が
洋
風
化
と
と
も
に
次
第
に
着
る
機
会
が
減

っ

た
。
被
布
と
は
羽
織
の
よ
う
に
着
物
の
上
に
着
る
も
の
で
、
お
く
み
が
深

く
丸
え
り
に
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
晴
着
は
袂
の
長
い
柔
ら
か
い
着
物
で
、
モ
ス
リ
ン
、
銘
仙
、
チ

リ
メ
ン
、
お
召
し
な
ど
の
生
地
が
使
わ
れ
る
。
正
月
の
晴
着
と
し
て
は
、

モ
ス
リ
ン
を
あ
げ
た
人
が

多
く
、
銘
仙
は
も
う
少
し

普
段
着
的
に
着
ら
れ
て
い

た
よ
う
だ
。
晴
着
を
着
る

と
き
は
太
鼓
結
び
に
、
儀

式

の
と
き
は
二
重
太
鼓

に
し
た
。

太
鼓
結
び
は
よ

っ
ぽ
ど
の
時
じ
ゃ
な
い
と
し
な
い
。
モ
ス
リ
ン
を
着
る
と

き
は
、
太
鼓
結
び
に
し
た

（青
木

・
西
青
木
）。

大
島
紬
は
結
婚
式
に
は
着
な
い
。
お
し
ゃ
れ
し
て
遊
び
に
い
く
と
き
の
も

の
で
、
普
通
は
持

っ
て
な
い
し
、
嫁
入
り
道
具
に
も
入
っ
て
い
な
い

（青
木

・

西
青
木
）
。

男
性
は
越
中

フ
ン
ド
シ
、
女
性
は
腰
巻
を

つ
け
た
。
明
治
生
ま
れ
の
男

性
は
六
尺

フ
ン
ド
シ
を
締
め
た
と
い
う
。
男
性
は
下
半
身

に
膝
上
の
半
ズ

ボ
ン
で
あ
る
サ
ル

マ
タ
や
く
る
ぶ
し
ま
で
の
パ

ッ
チ
、
上
半
身

に
ジ
バ
ン

ゃ
メ
リ
ャ
ス
の
シ
ャ
ツ
を
着
た
。
女
性
は
着
物

の
下
に
ジ
バ
ン
を
着
た
。

洋
服
の
普
及

最
初
に
洋
服
を
着
始
め
た
の
は
、
勤
め
人
と
学
生

で
、　
一
般
に
普
及
し

た
の
は
昭
和

に
入

っ
て
か
ら
だ

っ
た
。

小
学
校
で
は
、
子
ど
も
は
絣
の

着
物
と
藁
草
履
。
役
人
の
息
子
が

洋
服
を
着
て
い
た
。
昭
和
の
は
じ

め
に
紺
色
の
サ
ー
ジ
の
洋
服
と
草

靴
を
は
い
て
い
て
、
う
ら
や
ま
し

か

っ
た

（深
江
）
。

足
元
は
下
駄

・
ゾ
ウ
リ
を
履
き
、

写真-14 写真-13の綿入
れ被布を着用する女性
裏地に鮮やかなバラ模様

を配 した高級品である。

写真-13 綿入れ被布
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カ
バ
ン
で
な
く
風
呂
敷
を
腰
に
く
く
っ
て
走
っ
て
行
っ
た

（深
江
）。

大
正
期
に
は
、
洋
服
を
着
た
子
ど
も
は

一
ク
ラ
ス
に

一
人
ぐ
ら
い
し
か

見
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
昭
和
に
入
る
と
洋
服
は
急
速
に
普
及
し
、
や
が
て
、

着
物
姿
で
小
学
校

へ
通
う
子
ど
も
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

女
性
向
け
に
は
、
大
正
の
末
頃
、
ア
ッ
パ
ッ
パ
と
い
う
ワ
ン
ピ
ー
ス
が

流
行
し
た
。
ウ

ェ
ス
ト
を
絞

っ
て
い
な
い
ま

っ
す
ぐ
な
ワ
ン
ピ
ー
ス
で
、

衿
が
少
し
開
き
、
リ
ボ
ン
が
つ
い
て
い
た
と
い
う
。
子
供
は
小
学
校
六
年

生
ぐ
ら
い
ま
で
着
た
。
大
人
は
浴
衣
が
わ
り
の
室
内
着
と
し
て
使

っ
た
。

雨
具

農
作
業
の
と
き
は
、
ミ
ノ
や
カ
サ
で
雨
を
し
の
い
だ
。
ミ
ノ
は
シ
ュ
ロ

ま
た
は
ワ
ラ
製
で
、
腰
に
ま
く
腰
ミ
ノ
と
肩
を
お
お
う
マ
ン
ト
状
の
ワ
ラ

ミ
ノ

（
ョ
ロ
イ
ミ
ノ
）
の
二
種
類
あ
る
。
普
通
は
ワ
ラ
ミ
ノ
だ
け
で
、
腰

ミ
ノ
と
両
方

つ
け
る
の
は
田
植
え
の
時
だ
け
だ

っ
た
と
い
う
。
古
く
は
自

家
製
だ
が
、
西
宮
で
買
う
と
い
う
家
も
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
竹
皮
で
作

っ

た
ア
ミ
ガ
サ
を
か
ぶ

っ
た
。
ア
ミ
ガ
サ
は
夏
の
日
除
け
と
し
て
も
利
用
す

ＺＯ
。漁

師
も
同
じ
よ
う
に
ふ
た
つ
の
ミ
ノ
を
つ
け
た
が
、
や
が
て
、
ゴ
ム
製

の
カ
ッ
パ
に
変
わ

っ
た
。
そ
の
他
の
雨
具
と
し
て
、
木
綿
の
コ
ウ
モ
リ
カ

サ
や
蛇
の
ロ
カ
サ
、
家
で
使
う
番
カ
サ
な
ど
が
あ
る
。

番
カ
サ
は
カ
サ
屋
が
屋
号
を
入
れ
て
く
れ
る
。
蛇
の
目
は
え
え
と
こ
の
人

写
真
１
１５
　
ゾ
ウ
リ

写真-16 子供用の絣の筒袖単衣着物写真-17 和服と洋服の生徒
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が
さ
す

（深
江
）。

”
　
　
衣
服
の
作

奈
　
成
管
理

‐８
　
　
　
か
っ
て
は

宣．｛　
綿
を
栽
培
し

写
　

て
い
て
ヽ
綿

か
ら
糸
を
紡

ぎ
、
紺
屋
に

染
め
に
出
し
て
い
た
。
深
江
地
区
に
も
紺
屋
が
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
大
正
～
昭
和
初
期
に
な
る
と
、
自
家

で
反
物
を
織
る
家
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
り
、
購
入
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
反
物
は
呉
服
商

の
行
商
か

ら
買

っ
た
り
、
深
江
や
神
戸
の
呉
服
屋

へ
買

い
に
出
か
け
た
り
し
た
。

十

一
月
の
誓
文
払
い
に
家
中
で
二
宮

へ
出
か
け
、
正
月
用
の
着
物
、
下
着
、

足
袋
な
ど
を
購
入
し
た

（西
青
木
）
。

反
物
を
買

っ
て
も
縫

い
あ
げ
る
の
は
女
性

の
仕
事
だ

っ
た
。
ま
た
、
季

節
ご
と
に
着
物
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
洗

い
張
り
し
、
再
び
縫

い
上
げ
る
こ

と
が
必
要
で
、
家
族
の
衣
類
を
整
え
る
の
は

一
仕
事
だ

っ
た
。

伸
子
張
り
は
艶
よ
く
仕
上
が
る
が
、
広
さ
が
い
る
。
道
で
し
た
り
し
た
。

木
綿
物
は
板
張
り
に
し
た

（青
木

・
西
青
木
）
。

洗
濯
は
石
け
ん
が

一
般
化
す
る
前
は
、　
へ
っ
つ
い
の
灰
と
水
を
桶
に
入

れ
、
灰
汁
で
洗

っ
た
。
ま
た
、
砂
利
と
消
し
炭
を
水
に
入
れ
、
こ
し
て
使

う
家
も
あ

っ
た
。
家
に
丼
戸
が
あ
る
と
こ
ろ
以
外
は
、
共
同
の
洗
い
場
で

一
緒
に
洗

っ
た
。

髪
型

男
性
は
丸
坊
主
や
三
分
刈
り
程
度
が
多
か

っ
た
。
女
性
は
嫁
に
行
く
と

丸
ま
げ
に
結

っ
た
。
娘
は
普
段
は

「
ハ
イ
カ
ラ
」
と
い
う
束
髪
姿
で
、
祭

り
の
と
き
に
は

「
桃
割

れ
」

に

結

っ
た
と
い
う
。

そ

の
他
、

コ

一

〇
三
高
地
」
や

「
ミ
ミ
カ
ク
シ
」

「
ダ
キ
ア
ワ
セ
」

な
ど
の
髪
型
が

あ

っ
た
。

日
本
髪
は

髪
結
い
さ
ん

が
、
ビ
ン
ツ

ケ

（油
）
を

写真-19 糸車 綿を伸ばし、撚りをかけて糸にする
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写真-20 綿繰 り機

ローラーにかけて、綿から種を除く

ベ
タ
ー
と
塗

り

つ
け
て
ふ

く
ら
ま
せ
る
。

痛

い
く
ら
い

（深
江
）
。

昭
和
に
な
る
と
日
本

髪
は
姿
を
消
し
、
後

で
ひ
と

つ
に
く
く

っ
て
ま
げ
を

つ
く

っ
て
、
網
を
か

ぶ
せ
た
簡
単
な
髪
型
に
な
る
。

こ
の
頃
に
は
パ
ー

マ
を
か
け
た
髪
を

「
ハ

イ
カ
ラ
」
と
呼
ん
だ
。
髪
結

い
が
髪
を
整
え
に
出
張
し
て
く
る
の
は
、
大

家
の
奥
さ
ん
ぐ
ら
い
で
、
普
通
は
結
婚
式
の
と
き
に
来
て
も
ら
う
だ
け
だ

っ

た
。
昭
和

の
女
学
生
は
小
学
生
と
同
じ
く
お
さ
げ
髪
だ

っ
た
と
い
う
。

昭
和
十
二
年
頃
、
芦
屋
に
パ
ー
マ
屋
さ
ん
が
あ

っ
た
。
パ
ー
マ
を
か
け
た

人
を
ハ
イ
カ
ラ
さ
ん
と
呼
ぶ

青^
木

・
西
青
木
）。

三
節
　
日
常
と
年
中
行
事
の
食

大
正
八
年

（
一
九

一
九
）
発
行
の

『
武
庫
郡
誌
』
に
あ
る
本
庄
村
の
職

業
別
戸
数

（大
正
八
年
）
を
見
る
と
、
日
雇
い
及
び
労
働
者
三
〇

。
三
％
、

商
業
二
三

。
一
％
、
農
業

一
二

・
四
％
、
工
業
七

。
一
％
、
漁
業
及
び
採

藻
業
五

・
五
％
、
そ
の
他
、
雑
業
、
公
務
及
び
自
由
業
、
家
事
使
用
人
、

交
通
業
と
な

っ
て
い
る
。
職
業
の
多
様
さ
と
労
働
者
人
日
の
比
率
の
高
さ

か
ら
、
生
活
程
度
が
様
々
な
上
に
本
庄
地
域
出
身
で
な
い
流
入
人
口
の
割

合
も
多
い
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
食
習
慣
や
食
事

の
内
容
は
家
に
よ

っ
て
千
差
万
別
で
、
統

一
し
た
伝
統
的
な
食
文
化
を
括

り
だ
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
し
か
も
、
今
回
の
聞
き
取
り
調
査

写真-21
洗い張り用の張 り板

バラバラにした着物の

各部を員占り付けて、か
わかす。
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で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
話
者
は
農
家
及
び
漁
家
の
方
々
で
あ
り
、
本
庄
村

戸
数
の
三
分
の

一
を
占
め
て
い
た
労
働
者
家
庭
の
実
態
は
全
く
明
ら
か
で

は
な
い
。
以
上
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
農
家
と
漁
家
の
食
生
活
に
つ
い

て
、
聞
き
取
り
を
行

っ
た
範
囲
で
報
告
し
た
い
。

ま
た
、
農
家
や
漁
家
の
よ
う
に
第

一
次
産
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
も
、

市
場
が
で
き
、
自
給
自
足
的
な
生
活
様
式
が
す
で
に
崩
れ
て
い
る
。
自
給

自
足
的
な
農
村
で
は
、
自
家
で
作

っ
た
作
物
が
食
材
の
中
心
だ
か
ら
日
常

食
の
中
身
は
家
に
よ

っ
て
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
階
層
は
ハ
レ
の
食
卓
の
頻

度
と
豪
華
さ
に
表
れ
る
が
、
本
庄
地
域
で
は
各
家
の
経
済
事
情
が
日
常
の

食
材
に
直
接
的
に
影
響
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
持

っ
た
。

１
　
日
常
の
食

食
事
の
時
間
と

一
日
の
サ
イ
ク
ル

農
家
で
は
、
朝
六
～
七
時
に
ア
サ
ゴ

ハ
ン
、
十
二
時
前
後
に
ヒ
ル
ゴ

ハ

ン
、
夕
方
六
～
七
時
に
ユ
ウ
ゴ

ハ
ン

（バ
ン
ゴ

ハ
ン
）
を
食
べ
る
。
昼
食

も
家

へ
帰

っ
て
食
べ
る
が
、
午
後
三
時
ぐ
ら
い
に
田
で
小
休
止
し
、

コ
ビ

ル
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。
季
節
に
よ

っ
て
多
少
変
化
が
あ

っ
て
も
、
基
本

的
な
サ
イ
ク
ル
は
変
わ
ら
な
い
。
仕
事
中
の
食
事
は
時
間
を
節
約
す
る
た

め
に
弁
当
に
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

田
植
え
時
の
昼
飯
は
重
箱
仕
立
て
で
田
ん
ば
で
食
べ
る
。
こ
の
と
き
は
自

米

（深
江
）。

浜
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
縁
に
腰
掛
け
た
ま
ま
お
昼
。
（イ
ワ
シ
を
湯
に
）

つ
け
る
係
だ
と
、
網
が
あ
が
る
合
間
だ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ
て
食
べ
ら

れ
な
い
。
非
常
に
忙
し
い
時
は
浜
で
弁
当
に
し
た
こ
と
も
あ
る

（深
江

・
イ

ワ
シ
加
工
業
）。

一
方
、
漁
師
は
夜
の
漁
に
出
る
時
は
、
昼
夜
逆
転
し
た
食
事
の
と
り
方

を
す
る
。
朝
五
時
に
漁
か
ら
帰

っ
て
き
て
、
魚
を
市
場

へ
出
し
、
六
時
頃

か
ら
朝
食
を
と
る
が
、
仕
事
明
け
で
あ
る
か
ら
ア
サ
ゴ

ハ
ン
と
は
い
え
魚

や
酒
が
つ
く
。
そ
の
後
、
就
寝
し
、
ヒ
ル
ゴ

ハ
ン
は
と
ら
な
い
か
、
と

っ

て
も
茶
漬
け
程
度
で
あ
る
。
午
後
三
時
ぐ
ら
い
に
バ
ン
ゴ

ハ
ン
を
食

べ
、

五
時
に
出
漁
す
る
。
船
上
で
は
、
夜
の
十
時
頃
、
持
参
し
た
飯
と
魚
か
煮

物
の
お
か
ず
で
ヤ
シ
ョ
ク
を
と
る
。

カ
ン
テ
キ
や
水
桶

（
二
斗
樽
）
、
鍋
、
箱
膳
、
調
味
料
は
船
に
摘
ん
で

あ
り
、
捕

っ
た
魚
は
船
上
で
調
理
し
た
。
昼
に
漁
に
出
る
と
き
は
、
腐
り

や
す
い
夏
に
は
、
オ
ヒ
ツ
入
り
の
飯
以
外
は
梅
千
し
や
シ
ョ
ウ
ガ
だ
け
を

家
か
ら
持
参
し
、
ほ
と
ん
ど
船
上
で
調
理
し
て
食
べ
た
と
い
う
。
夜
漁
に

出
た
時
の
ア
サ
ゴ

ハ
ン
に
よ
く
食
べ
た
も
の
に
団
子
汁
が
あ

っ
た
。

∧
団
子
汁
の
作
り
方
ｖ

水
を
は

っ
た
鍋
に
ダ
シ
用
に

一
番
最
初
の
網
で
あ
が

っ
た
魚

（白
ジ
ャ

コ
ｏ
イ
シ
モ
チ

ｏ
ハ
ゼ
な
ど
）
を
入
れ
て
炊
く
。
練

っ
た
小
麦
粉
を
汁
に
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落
と
し
、
団
子

に
す
る
。

春
小
日
は
午
前
中
東
風
、
昼
か
ら
マ
ゼ

（南
西
風
）
に
な

っ
て
、
間

一
時

間
が
凪
に
な
る
。
そ
の
時
間
、
（漁
師
の
船
が
）
皆
で
寄

っ
て
き
て
、
シ
ャ

コ
を
海
水
で
炊
く
。
わ
い
わ
い
言
い
も

っ
て
食
べ
て
、
風
が
出
る
と
別
れ
て

い
く
。
沖
で
食
べ
る
と
う
ま
い

（深
江
）
。

ま
た
、
漁
師
が
海

へ
い
く
と
き
の
弁
当
は
、
「
す

で
帰
る
か
ら
」
と
い
う
の
で
、
酢
の
も
の
を
避
け
る
。

家
に
よ

っ
て
は
寿
司
を
避
け
た
。
梅
千
し
は
持

っ
て

い
く
が
、
種
は
海
に
捨
て
な
い
よ
う
に
し
た
。

日
常
食
の
パ
タ
ー
ン

平
常
の
食
事
内
容
は
ア
サ
ゴ
ハ
ン
が
飯

・
味
噌
汁

・

漬
物
、
ヒ
ル
ゴ

ハ
ン
が
飯

・
野
菜
の
煮

つ
け
、

ユ
ウ

ゴ

ハ
ン
が
飯

・
味
噌
汁

・
野
菜
か
菜
類

の
煮
物

。
焼
き
魚
ま
た
は
煮
魚
が

一
般
的
だ

っ
た
。

農
家

で
は
麦
を
混
ぜ
た
飯
が
多
か

っ
た
が
、
商
売
人

・
勤
め
人

。
漁
師

の
家

で
は
戦
時
中
を
除
き
、
白
米
を
買

っ
て
食

べ
る
の
が
普
通
だ

っ
た
。

米
は
朝
、　
一
日
分
を

一
度

に
炊
き
、
米
び

つ
ご
と
、

フ
ゴ
に
入
れ
て
、
保

温
し
た
。朝

も
昼
も
晩
も
ゴ
ハ
ン
を
炊
く
と
い
う
家
は
、
「嫁
は
ん
、
所
帯
知
ら
ず

や
」
と
い
わ
れ
た

（深
江
）
。

船
乗
り
の
と
こ
ろ
は

（
一
人
）

一
日
五
合
、　
一
般
家
庭
は
二
合

（青
木

・

西
青
木
）

成
人
男
性
で
一
日
三
合
の
ゴ
ハ
ン
を
食
べ
る

（深
江

・
農
業
）。

本
庄
地
域

で
は
漁
家
は
も
ち
る
ん
農
家

で
も
比
較
的
魚
が
入
手
し
や
す

く
、
魚
は
山
間
の
村
の
よ
う
に
ぜ
い
た
く
品
で
は
な

か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
食
卓
に
の
ぼ
る
魚

の
種
類
は
各
家
の
経
済
事
情
を
反
映
し
、
多
様
だ

っ

た
。

∧
へ
っ
つ
い
に
よ
る
米
の
炊
き
方
ｖ

最
初
、

マ
キ
を
た
く
さ
ん
く
べ
て
沸
騰
さ
せ
、
白

い
汁
が
カ
マ
の
日
の
と
こ
ろ
か
ら
吹
き
こ
ば
れ
そ
う

に
な

っ
た
ら
、
太
い
マ
キ

（大
き
な
火
）
を
カ
ラ
ケ

第一章 日常の暮らし

表-1夜 漁出漁時の食事 (深江・花谷松夫氏による)

写真-23 フゴ

時 6時 8時 12時 15時 17時 22日寺

内

　

容

アサゴハ ン

ゴハン (米)

魚 (焼 くことが多い)

菜っ葉類、漬物、酒

就寝

■時
まで

ヒル ゴハ ン バ ン ゴ ハ ン 出漁 ヤショク (弁当)

お茶漬け等
(食べない
方が多い)

アサ ゴハ ン
と同 じだか
酒 はない

し

は

ど

は
ず
な

茶碗、おヵゝ勲

つ
つ
ネ思

ひ
も

。

お
を
別

写真-22 米 ビツ
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シ
ツ
ボ
に
ひ
い
て
、
火
力
を
弱
め
る
。
そ
の
ま
ま
と
ろ
と
ろ
加
熱
し
て
、

湯
気
が
ま
わ
る
よ
う
に
出
始
め
た
ら
小
さ
い
火
も
ひ
く
。
そ
の
ま
ま
、
オ

キ
火
だ
け
で
約

一
〇
分
間
蒸
ら
す
。
フ
タ
を
と
る
と
、
力
が
な
く
な
る
の

で
、
フ
タ
は
決
し
て
と
ら
な
い
。

食
材
と
調
理
法

三
度
三
度
の
飯
と
組
み
合
わ
せ
る
お
か
ず
の
材
料
は
野
菜

（菜
類

。
芋

・

瓜
類

・
根
菜
）
と
豆

・
豆
加
工
品

（豆
腐

。
オ
カ
ラ
）
そ
れ
に
魚
が
主
と

な
る
。
魚
が
基
本
的
な
食
材
に
入

っ
て
く
る
こ
と
が
、
浜
に
近
い
こ
の
地

域
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

調
理
の
基
本
は
焼
く

。
煮
る

ｏ
茄
で
る
の
三
パ
タ
ー
ン
で
、
油
は
テ
ン

プ
ラ
の
と
き
に
使
う
ぐ
ら
い
で
、
油
い
た
め
を
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

か

っ
た
。
ま
た
、
ト
マ
ト
は
昭
和
初
期
に
す
で
に
あ

っ
た
が
、　
一
般
的
で

は
な
く
、
野
菜
を
サ
ラ
ダ
風
に
生
食
す
る
こ
と
も
な
か

っ
た
。
キ

ュ
ウ
リ

や
ナ
ス
の
よ
う
な
夏
野
菜
は
酢
の
も
の
、
ま
た
は
漬
物
に
し
て
食

べ
た
。

煮
物

。
汁
物
の
ダ
シ
に
は
ジ
ャ
コ
を
使
う
の
が
普
通
だ

っ
た
。
煮
付
け

る
と
き
の
調
味
料
は
醤
油
で
、
甘
味
を
出
す
の
に
は
砂
糖
を
使
い
、
ミ
リ

ン
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
。

イ
リ
コ
は
深
江
で
一
年
分
求
め
る

（西
青
木
）。

シ
ャ
ク
シ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
ミ
ブ
ナ
な
ど
の
菜
類
は
お
ひ
た
し
に
す

る
か
、
揚
げ
と

一
緒
に
炊
く
。
ミ
ズ
ナ
は
ク
ジ
ラ
と
炊
き
、

ハ
リ

ハ
リ
鍋

に
し
た
。

他

の
野
菜

（ダ
イ

コ
ン
や
サ
ト
イ
モ
）
は
炊
く
こ
と
が
多
く
、
味
噌
汁

の
実
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

レ
ン
コ
ン

・
ナ
ス

・
ナ
ン
キ
ン
な
ど
は
、
テ

ン
プ
ラ
の
材
料
と
な

っ
た
。

野
菜
は
農
家

で
は
自
家
製
、
そ
れ
以
外

の
家

で
は
、
行
商
か
ら
買
う
か
、

市
場

で
買

っ
た
。

豆
腐
は
冷
奴

の
ほ
か
、
厚
ア
ゲ
と

一
緒
に
甘
辛
く
炊
い
た
り
、
汁

の
実

に
使

っ
た
。
オ
カ
ラ
は
ゴ
ボ
ウ
、

エ
ビ
ジ
ャ
コ
、
揚
げ
、

ニ
ン
ジ
ン
、
ネ

ギ
な
ど
を
入
れ
て
、
醤
油
で
炊
い
た
。
西
青
木
地
区
の
農
家

の
事
例

で
は
、

豆
腐
は
昭
和
初
期
ま
で
自
家
製
だ

っ
た
が
、
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
、

甲
南
市
場
が
で
き
て
か
ら
、
購
入
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
西
青
木
地
区

の

農
家

の
事
例

で
は
、
自
給
自
足
的
に
家

で
賄

っ
て
い
た
食
材
が
多
か

っ
た

が
、
市
場

の
成
立
と
と
も
に

一
気

に
今

の
食
生
活
に
近
付
い
た
と
い
う
。

市
場
は
札
場
の
筋
の
周
辺
。
浜
で
と
れ
た
魚
、
畑
の
野
菜
を
少
し
ず
つ
売

っ

て
い
た
。
質
素
だ

っ
た

（深
江
）
。

野
菜
は
西
青
木
の
農
家
か
ら
売
り
に
き
た
。
来
る
日
が
決
ま

っ
て
い
た

（青
木

・
漁
業
）。

札
場
商
店
が
荷
車
に
商
品
を
積
ん
で
、
月
に
何
回
か
村
中
を
回
る
。
昆
布
、

カ
ツ
オ
、
ノ
リ
、
ョ
ウ
ヤ
豆
腐
、
砂
糖
、
九
千
し
、
カ
ン
ピ
ョ
ウ
、
シ
イ
タ

ケ
、
ユ
バ
、
ス
ル
メ
、
ミ
リ
ン
干
し
な
ど
。
調
味
料
は
注
文
を
と

っ
て
配
達
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第一章 日常の暮 らし

し
て
く
れ
た
。
通
い
に
つ
け
て
お
い
て
、
支
払
い
は
年
二
回
、
盆
正
月
に
し

た
。
甲
南
市
場
が
で
き
て
か
ら
市
場

へ
も
の
を
買
い
に
行
く
よ
う
に
な

っ
た

（西
青
木
）
。

魚
は
ご
ち
そ
う
と
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、　
一
般
的
に
言

っ
て
、

漁
家
の
方
が
食
べ
て
い
る
魚
の
種
類
は
豊
富
で
あ
る
。
漁
家
で
は
と
れ
た

魚
の
内
、
主
に
形
が
崩
れ
た
も
の
や
細
か
い
雑
魚

。
エ
ビ
ジ
ャ
コ
な
ど
商

品
に
な
ら
な
い
も
の
を
食
べ
た
。
そ
の
他
の
家
で
は
振
り
売
り
で
売
り
に

く
る
も
の
を
買

っ
た
り
、
出
入
り
の
魚
屋
に
取
り
置
き
し
て
も
ら

っ
た
り

し
た
。
買
う
場
合
、
ア
ジ

・
イ
ワ
シ
が
も

っ
と
も

一
般
的
な
大
衆
魚
で
、

ブ
リ

・
サ
バ
が
そ
の
上
、
カ
レ
イ
も
比
較
的
高
価
な
魚
だ

っ
た
。
魚
は
焼

く
か
煮
付
け
に
す
る
か
が

一
般
的
だ

っ
た
が
、
酢
じ
め
に
す
る
家
も
あ

っ

た
。
イ
ワ
シ
は
振
り
売
り
が

「今
日
は
イ
ワ
シ
、
ト
レ
ト
レ
。
ト
レ
ト
レ
」

と
威
勢
の
よ
い
声
で
売
り
に
く
る
。
シ
ョ
ウ
ガ
と

一
緒
に
炊
い
た
り
醤
油

・

酒

・
砂
糖

・
味
齢
で
甘
辛
く
味

つ
け
、
イ
カ
ナ
ゴ
の
く
ぎ
煮
の
よ
う
に
カ

ラ
リ
と
煎
ヶ

つ
け
た
り
し
た
ｏ
に
ぎ
り
寿
司
や
す
き
焼
き
に
も
し
た
。

近
海
で
と
れ
る
エ
ビ
に
は
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
商
品
と
し
て
は
、

最
一局
級
の
ク
ル
マ
エ
ビ
か
ら
シ
ラ
サ
エ
ビ

・
カ
ワ
ツ
エ
ビ

・
コ
モ
ン
ジ
ャ

コ
・
ア
シ
ア
カ
エ
ビ

ｏ
ヌ
マ
タ
ジ
ャ
コ
・
ク
ロ
ジ
ャ
コ
の
順
に
安
く
な

っ

て
い
っ
た
と
い
う
。
日
常
の
お
か
ず
に
最
も
親
し
ま
れ
た
の
は
エ
ビ
ジ
ャ

コ
と
い
う
小
さ
な
エ
ビ
だ

っ
た
。
調
理
の
際
、
皮
を
と
る
家
と
と
ら
な
い

家
が
あ

っ
た
。
頭
を
と

っ
て
、
天
プ
ラ
に
し
た
り
、
醤
油

・
砂
糖
で
煎
り

つ
け
た
。
殻
が
や
わ
ら
か
い
ビ
シ
ャ
エ
ビ
は
テ
ン
プ
ラ
に
し
た
。
ま
た
、

深
江
地
区
で
は
、
ケ
ツ
ク
サ
レ
と
い
う
か
た
い
イ
カ
が
よ
く
と
れ
た
。
造

り
に
し
た
り
、
炊
い
た
り
焼
い
た
り
し
て
食
べ
た
。

エ
ビ
ジ
ャ
コ
と
並
ん

で
最
も
安
い
食
材
で
あ

っ
た
。

タ
コ
は
茄
で
て
酢
の
も
の
や
テ
ン
プ
ラ
に
、
サ
ル
ボ
ウ
、
ト
リ
ガ
イ
な

ど
の
貝
類
は
焼
い
て
食
べ
る
。
ア
サ
リ
の
汁
も
の
も
よ
く
食
べ
た
。

食
卓
に
の
ば
る
魚
は
当
然
旬
を
反
映
し
て
い
て
、
春
は
サ
ワ
ラ
、
カ
レ

イ
、
夏
は
イ
ワ
シ
、
タ
コ
、

ハ
モ
を
よ
く
食
べ
た
。

ハ
モ
は
開
い
て
骨
切

り
を
し
て
焼
い
た
り
湯
び
き
や
酢
づ
け
を
つ
く

っ
た
り
し
た
。
深
江

。
青

木
の
浜
で
と
れ
る
魚
も
あ

っ
た
が
、
深
江
の
魚
市
場
で
は
淡
路
島
や
小
豆

島
、
朝
鮮
か
ら
魚
を
入
荷
し
、
商
売
し
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
ブ
リ
な

ど
地
域
で
と
れ
な
い
魚
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。　
一
方
、
深
江

。
青
木

地
区
の
打
瀬
網
の
漁
師
が
狙

っ
た
ス
ズ
キ
や
サ
ル
ボ
ウ
貝
な
ど
は
料
亭
用

の
高
級
魚
だ

っ
た
ら
し
く
、
地
域
の

一
般
家
庭
で
は
ほ
と
ん
ど
お
目
に
か

か
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
近
海
漁
業
と
は
い
え
、
漁
師
達
が
階
層
化
し
た

市
場
を
相
手
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

浜
の
人
は
イ
ワ
シ
。
ア
ジ
、
オ
カ
の
人
は
サ
バ
を
た
べ
た

（青
木

。
西
青

木
）浜

の
息
の
か
か
っ
た
人
や
っ
た
ら
、
浜
に
バ
ケ
ツ
持
っ
て
行
っ
て
、
「お
っ
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さ
ん
、
入
れ
て
」
と
笑

っ
た
ら
入
れ
て
く
れ
た
よ

（青
木

・
魚
屋
）
。

魚
は
ア
ジ

・
イ
ワ
シ
。
行
商
か
ら
買
う
。
カ
レ
イ
等
は
め

っ
た
に
こ
な
い
。

ブ
リ

・
サ
バ
は
ゴ
チ
ソ
ウ
の
時
。
シ
ー
ズ
ン
以
外
は
魚
屋

へ
行

っ
た

（深
江

・

農
業
）
。

コ
ア
ジ
や
イ
ワ
シ
な
ど
の
魚
は
毎
日
、
深
江
か
ら
売
り
に
き
た

（青
木
）
。

イ
ワ
シ
の
と
れ
た
日
に

「今
日
は
イ
ワ
シ
、
ト
レ
ト
レ
、
ト
レ
ト
レ
」
と

威
勢
の
よ
い
声
で
売
り
に
来
る

（青
木
）
。

魚
屋
は
自
転
車
の
後
に
ト
ロ
箱
を
三
つ
ほ
ど
重
ね
て
く
く
り
つ
け
、
ま
な

板
、
包
丁
も
積
ん
で
き
て
お
ろ
し
て
く
れ
る
。
得
意
が
決
ま

っ
て
い
て

「
き
ょ

う
は
魚
い
ら
ん
か
」
と
声
を
か
け
た

（青
木
）
。

漁
師
は
も
う
け
が
い
い
か
ら
魚
の
食
事
が
多
か

っ
た
。
今
と
違

っ
て
市
場

で
売
り
切
れ
る
程
度
で
余
分
に
は
と
ら
な
い

（青
木

・
農
業
）
。

地
曳
網
に
変
わ

っ
た
も
の
が
入

っ
た
ら
、
お
か
ず
に
す
る
の
に
、
取
り
合

い
。
イ
カ
と
か
エ
ビ
と
か
。
イ
ワ
シ
に
は
飽

い
て
い
た

（深
江

。
イ
ワ
シ
加

工
業
）
。

カ
マ
ア
ゲ

（千
す
前
の
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
）
を
手
に
い
っ
ぱ
い
持

っ
て
帰

っ

て
、
昼
は
そ
れ
で
ご
飯
を
食
べ
た

（深
江

。
イ
ワ
シ
加
工
業
）
。

肉
は
魚
ほ
ど
日
常
的
で
は
な
く
、
食
べ
る
機
会
は
家
に
よ

っ
て
ま
ち
ま

ち
だ

っ
た
。
肉
と
言
え
ば
牛
肉

ｏ
鳥
肉
で
、
豚
肉
は
食
べ
て
い
な
い
。
牛

肉

・
鳥
肉
と
も
す
き
焼
き
に
す
る
の
が

一
般
的
だ
が
、
牛
肉
を
カ
レ
ー
や

コ
ロ
ッ
ケ

・
カ
ツ
レ
ツ
に
使

っ
た
と
い
う
家
も
あ

っ
た
。
牛
肉
は
市
場
や

出
入
り
の
商
売
人
で
求
め
た
が
、
鶏
は
自
家
で
飼

っ
て
い
る
も
の
を
つ
ぶ

す
家
も
多
か

っ
た
。

牛
肉
は
並
で
月

一
回
あ
る
と
よ
い
。
す
き
焼
き
か
焼
肉
に
し
た

（青
木
）。

代
表
的
な
メ
ニ
ュ
ー
の
調
理
方
法
を
紹
介
し
よ
う
。

∧
ワ
リ
マ
メ
ゴ

ハ
ン
∨

①
大
豆
を
炒

っ
て
、
ウ
ス
の
お
し
り
で
豆
の
皮
を
と
る
。

②
米
に
豆
を
入
れ
、
塩
味
を
つ
け
て
炊
く
。

∧
大
根
飯
∨

①
ダ
イ
コ
ン
を
大
根

つ
き
で
削
る
。

②
ア
ゲ
と
ダ
イ
コ
ン
を
米
と
醤
油
味
で
炊
き
こ
む
。

∧
イ
ワ
シ
の
寿
司
∨

①
手
開
き
に
し
た
鮮
度
の
い
い
イ
ワ
シ
に
、
塩
を
ふ

っ
て
し
ば
ら
く
置

′
く
、

。

②
甘
酢
に
つ
け
て
、
し
め
る
。

③
寿
司
飯
に
乗
せ
て
、
に
ぎ
り
寿
司
に
す
る
。
箱
寿
司
に
す
る
家
も
あ
っ

た
。

Ａ
イ
ヮ
シ
の
ク
ギ
煮

ｖ

①
夏
に
と
れ
る
全
長
五
カ
ン
ぐ
ら
い
の
中
羽
の
イ
ワ
シ
を
使
う
。

②
砂
糖

・
酒

・
醤
油
を
入
れ
、
煮
詰
め
気
味
に
カ
ラ
リ
と
辛
く
炊
く
。
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∧
タ
コ
の
刺
身

・
酢
潰
け
ｖ

①
生
ダ
コ
は
内
蔵
を
と
り
、
塩
モ
ミ
し
て
し
ご
き
、
ぬ
め
り
を
と
る
。

②
塩
ひ
と
つ
ま
み
を
入
れ
た
熱
湯
で

一
〇
分
ほ
ど
ゆ
が
く
。

③
引
き
上
げ
て
、
刺
身
、
ま
た
は
甘
酢
に
つ
け
て
食
べ
る
。

保
存
食

現
代
で
も

一
般
的
な
梅
干
し

。
シ
ョ
ウ
ガ

・
潰
物
な
ど
の
保
存
食
は
家

庭
で
作
ら
れ
て
お
り
、
農
家
で
は
味
噌
も
自
家
製
だ

っ
た
。

漬
物
は
ぬ
か
漬
け
が
主
で
、
酒
ど
こ
ろ
が
近
い
せ
い
か
酒
粕
を
酒
屋
か

ら
分
け
て
も
ら
い
、
奈
良
漬
け
を
作
る
家
も
あ

っ
た
。
タ
ク
ア
ン
は
十
日

ほ
ど
軒
千
し
し
て
柔
か
く
な

っ
て
か
ら
葉
を
お
と
し
、
ヌ
カ
と
塩
に
漬
け

る
。　
一
年
中
食
べ
ら
れ
る
量
を
十
二
月
に
い
っ
ぺ
ん
に
漬
け
た
。
他
に
ハ

ク
サ
イ
漬
け
や
日
常
の
野
菜
の
浅
漬
け
、
古
漬
け
も
つ
く

っ
た
。

漁
家
で
は
白
ジ
ャ
コ
を
塩
水
で
炊
き
、
煮
詰
め
て
お
茶
漬
け
な
ど
に
使

っ

た
。
ま
た
、
イ
ワ
シ
を
塩
漬
け
に
し
た
り
、
タ
コ
や
カ
レ
イ
の
千
物
を
つ

く

っ
た
り
、

ハ
ゼ
を
佃
煮
に
す
る
家
も
あ

っ
た
。

∧
ハ
ゼ
の
佃
煮
ｖ

①
五
寺
ほ
ど
の
ハ
ゼ
を
千
す
。

②
炒

っ
て
、
醤
油
で
佃
煮
風
に
味
付
け
す
る
。

∧
味
噌
ｖ

①

大
豆
を
煮
る
。

②
キ
ネ
で
つ
ぶ
す
。

③
塩

。
コ
ウ
ジ
を
加
え
、
カ
メ
に
寝
か
せ
る
。

お
や
つ

お
や
つ
に
は
、
昔
な
が
ら
の
自
家
製
お
や

つ
と
駄
菓
子
屋
な
ど
で
買
う

お
や

つ
の
二
種
類
が
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
、

魅
力
的
な
の
は
、
臥
菓
子
屋

で
の
買

い
食

い
で
あ
る
。
雑
貨
屋
を
兼
ね
て

い
る
も
の
も
合
め
、
深
江
地
区
だ
け
で
、
五
、
六
軒

の
駄
菓
子
屋
が
あ

っ

た
と
い
う
。
駄
菓
子
屋

で
は
、

ア
メ
、
オ
カ
キ
、
黒
砂
糖

の
か
た
ま
り
、

ペ

ロ
ペ

ロ

（色

つ
き
の
ワ
ラ
ビ
モ
チ
）
、

ス
ル
メ
の
ノ
シ
イ
カ
な
ど
が
売

っ

て
い
た
。
ま
た
、
洋
食

（
お
好
み
焼
き
）
、
肉

テ
ン

（
の
ば
し
た
メ
リ
ヶ

ン
粉
に
干

エ
ビ
、
ネ
ギ
、

ス
ジ
肉
か
揚
げ
カ
ス
を
入
れ
て
焼

い
た
も
の
）
、

カ
キ
氷
、

ア
イ
ス
ケ
ー
キ
、

ア
イ
ス
ク
リ
ン
な
ど
も
買

い
食

い
の
お
や

つ

の
代
表
だ

っ
た
。

ワ
ラ
ビ
モ
チ
を
氷
で
冷
や
し
て
、
新
聞
に
包
み
、
キ
ナ
コ
を
つ
け
て
く
れ

る
。
玄
米
パ
ン
や
焼
き
芋
も
売
り
に
き
て
い
た

（西
青
木
）
。

紙
芝
居
屋
が
来
て
、
黄
金
バ
ッ
ト
、
鞍
馬
天
狗
を
や
る
。　
一
銭
の
酢
昆
布

や
ア
メ
を
買

っ
て
見
る

（西
青
木
）。

家
の
お
や
つ
よ
り
、　
一
銭
持

っ
て
駄
菓
子
屋
に
行
き
た
く
て
仕
方
な
か

っ

た

（西
青
木
）。

一
方
、
手
づ
く
り
の
お
や

つ
の
代
表
は
、
カ
キ
モ
チ
や
フ
カ
シ
芋

で
あ
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る
。
行
事
が
あ
る
と
、
オ
ハ
ギ
や
オ
モ
チ
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し

そ
を
竹
の
皮
に
つ
つ
ん
で
し
が
む
な
ど
、
自
然
色
豊
か
な
お
や
つ
も
あ

っ

た
。

∧
干
し
飯
ｖ

①
晩
ご
飯
の
余
り
米
を
洗

っ
て
干
す
。

②
ほ
う
ら
く
で
妙

っ
て
、
砂
糖
を
入
れ
、
丸
く
か
た
め
る
。

調
理

・
食
事
の
道
具

調
理
の
空
間
は
土
間
で
、
加
熱
具
は
ヘ
ッ
ツ
イ
と
呼
ば
れ
る
か
ま
ど
や

カ
ン
テ
キ
を
使

っ
た
。
ヘ
ッ
ツ
イ
は
古
く
は
土
製
品
だ
が
、
昭
和
初
期
に

は
レ
ン
ガ
製
に
変
わ

っ
た
。
二
つ
穴
の
小
さ
な
も
の
か
ら
五

つ
穴
の
も
の

ま
で
、
家
に
よ

っ
て
大
き
さ
は
異
な
る
。

ヘ
ッ
ツ
イ
の
上
に
棚
を
つ
く
る

な
ど
し
て
、
か
ま
ど
の
神
で
あ
る
三
宝
荒
神
を
ま
つ
っ
た
。

燃
料
は
カ
ン
テ
キ
は
炭
、

ヘ

ッ
ツ
イ

は

コ
ム
ギ

ワ
ラ

琳
　
（小
麦
藁
、
農
家
の
み
）
や

ンカ

　

マ
キ
を
使
う
。

マ
キ
は
購
入

・２４

　

す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
農

車

　

家
も
自
家
調
達

の
コ
ム
ギ
ワ

ラ
の
ほ
か
に
マ
キ
を
購
入
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
入
会

山

の
利
用
は
、
戦
後

の
方
が
多
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

風
呂
炊
き
は
浜
で
拾

っ
た
木
な
ど
何
で
も
い
い
。
ゴ

ハ
ン
は
ヘ
ッ
ツ
イ
さ

ん
が
見
て
は
る
か
ら
買

っ
た
マ
キ
で
炊
く

（深
江
）
。

戦
前
は
マ
キ
を
買

っ
て
い
た
が
、
戦
後
、
住
吉
川
の
奥
、
ク
ロ
コ
の
谷
の

入
会
山

へ
芝
刈
り
に
行

っ
た
。
十
月
～
十

一
月
に
区
長
の
と
こ
ろ
へ
鑑
札
が

来
て
、
出
か
け
る
。
下
草
を
刈
り
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
雑
木
を
伐

っ
て
、

マ
キ

に
す
る

（西
青
木
）
。

荷
車
に
ノ
コ
ギ
リ
、
山
行
き
の
棒
、
弁
当
、
縄
な
ど
を
積
ん
で
、
風
吹
岩

の
少
し
奥
の
横
池
あ
た
り
で
車
を
止
め
、
荷
物
を
持

っ
て
、
山
に
入
る

（深

江
）
①

戦
後
、
山
二
つ
越
え
て
入
会
山
に
薪
を
と
り
に
い
っ
た
。
男
は
働
い
て
い

る
か
ら
、
近
所
の
女
ば
か
り

一
〇
人
ほ
ど
誘
い
あ
わ
せ
て
、
冬
に

一
〇
日
間

続
け
て
行

っ
た
。
音
は
村
が
本
庄
山
と
い
う
山
を
持

っ
て
い
た
ら
し
い
が
、

そ
の
頃
は
も
う
な
く
て
、
近
く
の
山
で
取
る
と
怒
ら
れ
る
の
で
遠
く
の
山

ヘ

行

っ
た
。
朝
八
時
に
出
か
け
て
昼
に
着
き
、
荷
に
し
て
帰
る
。
松
な
ど
を
伐

る
と
山
番
が
怒
る
の
で
、
雑
木
を
切
る
。
ヒ
モ
で
薪
を
組
ん
で
負
う
が
う
ま

く
負
わ
な
い
と
背
中
が
痛
い

（深
江
）
。

モ
チ

つ
き
や
穀
物

の
加
工

（精
米

・
製
粉
な
ど
）
を
家

で
行
う
た
め
、

調
理
用
具

の
な
か
に
ウ

ス
が
入

っ
て
く
る
。

ウ

ス
は
ケ
ヤ
キ
な
ど
木
製
か

ミ
カ
ゲ
石
製
だ
が
、
石
製
が
多

い
。
キ
ネ
は
ヒ
ノ
キ
か
ゴ

ョ
ウ

の
松

で

つ
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茶
碗
、
小
皿
、
は
し
な
ど

一
セ
ッ
ト
に
し
て
箱
膳
に
入
れ
て
い
る
。
洗
う

と
食
い
ぶ
ち
を
逃
す
の
で
、
茶
碗
、
は
し
は
洗
わ
な
い
。
お
茶
を
最
後
に
す

す
ぐ
程
度

（深
江
）
。

戦
前
は
自
分
の
膳
が
決
ま

っ
て
い
た
。
祖
父
母
か
ら
席
次
が
高
い
順
に
二

列
に
座
り
、
向
か
い
あ

っ
て
食

べ
る

（西
青
木
）
。

食
料

の
冷
蔵
、
保

温
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
が
あ

っ
た
。
冬

場
は
飯
ビ
ツ
の
ご
飯

を
保
温
す
る
た
め
に

フ
ゴ
を
使
い
、
冷
蔵

に
は
井
戸
を
利
用
し

た
。

麦
茶
を
メ
ガ
ホ
ン
型
の
ブ
リ
キ
の
容
器
に
入
れ
て
、
井
戸
の
中
で
冷
や
し

た

（西
青
木
）。

２
　
年
中
行
事
と
特
別
な
日
の
食
事

特
別
な
日
の
食
事
に
は
、
「
何
月
何
日
に
こ
れ
を
食

べ
る
」
と
決
ま

っ

て
い
る
、
暦
に
そ

っ
た
行
事
食
と
冠
婚
葬
祭
や
人
の
成
長
に
ま
つ
わ
る
食

事
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
家
に
よ

っ
て
は
来
客
を
も
て
な
し
た
り
、
子
ど
も

の
誕
生
日
を
祝
う

「
ご
ち
そ
う
」
の
日
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
日
に
つ
き
も
の
の
料
理
も
あ
る
が
、
団
子

。
オ
ハ
ギ

。
モ
チ

・
赤
飯

な
ど
共
通
し
て
つ
く
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
赤
飯
は
祭
り
や
子
ど
も
の
誕

生
日
に
つ
く
る
家
が
多
い
し
、
オ
ハ
ギ
は
彼
岸

・
土
用

・
誕
生
日
な
ど
に

多
用
さ
れ
る
。
団
子
や
オ

ハ
ギ
な
ど
は
原
材
料
そ
の
も
の
は
日
常
の
も
の

食
事
が
終
わ
る
と
道
具
を
膳
の
中
に
し
ま
う
。

月
は
本
膳
を
出
す
家
も
あ

っ
た
。

く
ら
れ
て
い
た
。
現
在
、

ウ
ス
と
言
わ
れ
て
思
い
浮

か

べ
る
モ
チ
ツ
キ
ウ
ス
の

ほ
か
に
、
粉
を
ひ
く
の
に

使
う
ヒ
キ
ウ
ス

（石
製
）

や
精
米
用
の
カ
ラ
ウ
ス
が

あ

っ
た
。
ヒ
キ
ウ
ス
の
目

立

て
は
地
元
の
専
門
業
者

の
と
こ
ろ

へ
持

っ
て
い

っ

て
し
て
も
ら

っ
た
。

食
事

の
時
は
そ
れ
ぞ
れ

が
決
ま

っ
た
箱
型
の
膳
、

茶
碗
、
皿
、
は
し
を
使
い
、

こ
れ
を
箱
膳
と
い
う
。
正

写真-25 山行きの荷車

写真-26 ヒキウス
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だ
が
、
忙
し
い
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
時
間
や
手
間
を
か
け
る
と
い
う

こ
と
で
、
立
派
な
ご
ち
そ
う
で
あ

っ
た
。

ボ
タ
モ
チ
は
彼
岸
に
作
る
。
ま
た
、
網
を
サ
ラ
で
つ
く
っ
た
時
、
帆
を
新

た
に
作
っ
た
時
に
、
近
所
に
配
る

（深
江
）。

（母
の
こ
と
を
）
オ
ハ
ギ
や
お
餅
や
、
行
事
が
あ
る
度
に
よ
う
す
る
な
、

と
思
っ
た

（西
青
木
）。

現
在
の
私
達
の
暮
ら
し
に
は

「
ご
ち
そ
う
」
の
日
の
み
が
残
り
、
そ
れ

も
外
食
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
外
食
の
事
例
は
聞
き
取
れ

な
か

っ
た
。
「
カ
フ
ェ
」
や

「
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
」
に
遊
び
に
い
っ
た
と
い

う
人
は
い
た
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
娯
楽
的
色
彩
が
強
い
の
で
、
こ
こ
で
は

触
れ
な
い
。

食
事
で
は
、
農
家
と
漁
家
の
間
の
違
い
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
魚
と
言

え
ば
、
農
家
で
は
正
月

・
祭
り
の
鯛
で
代
表
さ
れ
る
が
、
漁
家
の
場
合
、

季
節
に
よ

っ
て
多
彩
な
種
類
の
魚
が
並
ぶ
。
ま
た
、
行
事
は
ほ
と
ん
ど
新

暦
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
季
節
と
の
関
連
が
深
い
行
事
は
旧
暦
で

行
わ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
昭
和
初
期
の
段
階
で
、
ま
だ
、
旧
暦
使
用

の
習
慣
が
残

っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

以
下
、
行
事
ご
と
に
食
事
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、　
一
年
を
通

し
た
食
事
暦
と
し
て
漁
家

・
農
家
そ
れ
ぞ
れ

一
軒
ず
つ
を
例
に
と

っ
て
紹

介
す
る
。

年
末

・
正
月
準
備

十
二
月
の
末
に
正
月
の
お
鏡
と
雑
煮
用
の
モ
チ
ツ
キ
を
す
る
。
「
苦
モ

チ
」
と
な
る
の
で
九
の
つ
く
日
を
避
け
る
が
、
漁
家
で
は
、
漁
の
あ
が
り

が
悪
い
年
に
は
わ
ざ
と
こ
の
日
に
つ
く
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
こ
の
禁
忌

は
後
に
モ
チ
ツ
キ
屋
が
来
て
つ
く
よ
う
に
な
る
と
守
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

モ
チ
は
家
の
庭
で
つ
き
、
家
で
食
べ
る
分
は
丸
く
し
た
。
後
に
賃

つ
き
屋

と
い
っ
た
ハ
チ
マ
キ
姿
の
元
気
な
男
性
が
モ
チ
を
つ
き
に
き
た
こ
と
も
あ

っ

た
。鏡

モ
チ
は
、
三
方
の
上
に
コ
ン
ブ
、
ダ
イ
ダ
イ
、

エ
ビ
な
ど
を
載
せ
、

床
の
間
、
ヘ
ッ
ツ
イ
、
井
戸
な
ど
に
供
え
た
。
カ
チ
グ
リ
を
載
せ
る
家
も

あ
る
。
漁
師
は
船
に
も
供
え
た
。
家
の
前
に
は
門
松
、
注
連
縄

（
シ
メ
ナ

ワ
）
を
飾

っ
た
。
大
晦
日
に
は
年
越
し
ソ
バ
や
ウ
ド
ン
を
食
べ
る
家
も
あ

っ

た
。
西
青
木
地
区
で
は
塩
辛
い
焼
き
イ
ワ
シ
を
年
越
し
イ
ワ
シ
と
し
て
食

べ
た
。
こ
の
年
越
し
イ
ワ
シ
は
節
分
の
時
に
食
べ
る
と
い
う
家
も
あ

っ
た
。

除
夜
の
鐘
を
聞
き
な
が
ら
正
月
を
迎
え
た
。

年
越
し
そ
ば
や
ウ
ド
ン
は
長
生
き
す
る
よ
う
に
と
長
い
も
の
を
食
べ
る
。

夕
飯
と
は
別
に
食
べ
た

（青
木

。
西
青
木
）。

正
月

（
一
月

一
日
～

一
月
三
日
）

元
旦
は
朝
早
く
か
ら
起
き
、
井
戸
の
水

（若
水
）
を
汲
ん
で
顔
を
洗
い
、

家
に
祀

っ
て
あ
る
神
様
に
灯
明
を
つ
け
て
回

っ
た
。
漁
師
は
船
に
注
連
縄
、
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表-2 漁師と農家の食事暦

月日・行事 深江 (漁業)の一事例 西青木 (農業)の一事例

1月 1日
正月

オセチ料理 (ゴ マメ、コンニャ
クと豆の煮物、エビの姿焼き、
サバのキズシ)、 雑煮 (白味噌、
豆腐、コイモ、ダイコン、ニン
ジン、ゴボウ、シラサエビ、モ
チ)、 焼き鯛

オセチ料理 (煮 じめ、黒豆、タ
ゾリ、カズノコ)

鯛 (1人 1匹。 3日 間手をつけ
ない)

1月 2日 ロロを味噌汁
ける)

ト

カ‥

朝
飯

て
御

汁
し

口

＞
⊂

口
落

1月 4口 福ワカシ (ダイコンの葉入り粥)

1月 7日 ナナクサカユ (七草を集める) ナナクサカユ (ペ ンペン車だけ)

1月 15日

小正月 !)耳ダ「,卜晶憲宅涙軍与イ
ド

1月 末 寒のモチツキ

2月

2月 3日

寒のモチツキ

呈まき。クワイを炊く

ひな祭り
3月 ・ 4月
の両方あり

司
寿

寿
巻

ラ

にバ勘
″

失星)ヽ具推森語濡ぞケ≧ご唇与
モチ (白、 ヨモギ、食紅)

3月 13日

西青木宮祭

3月 中旬
彼岸

ヨモギの草団子 (餡入り、重箱
に詰め親戚に配った)

ボタモチ 阜星讐▼七t釜ぎ:」じあぢ蓬電蔀
月
見

４
花

シャコをゆがく。風のない日に
甲子園か夙川に出かける

句
月
り

節
６
あ

の

ｏ
方

年
月
両

端
５
の

5月 5国。巻寿司。菖蒲湯に入
る

５
入
湯
菖
し

月
を
蒲
に
に

６
餡
菖
根
輪

5月 13国

住吉神社祭

5月 20日

卯の葉祭

魚 (鯛、造り)。 親戚を飯
く

赤
招

赤飯、ブリ刺し身 (寄合の場合)、

鰹生節を甘く炊いたもの

口
祭

一丑

‐４
し
一の

月
越

一用

７
夏
一土

赤飯、アナゴの付け焼き、マナ
ガッオのつけ焼き

7月 の土用の丑の口にウナギ

国月
夕

８
七

ウリやイモの初物で御馳走。笹
に短冊をつけ、翌日川に流す

8月 15日

8月 24日

ξ帝彎f轟繁 ヤコンｊ
ウ角

り
↓帥

ヵ
ヤ
ケ

チ

タ

ボ

イ

カ

シ

ン

ウ

マ
′
　
ョ

ウ

ピ
ユ

ン

ニ

カ

盆踊り、カヤクゴハン 寺で数珠繰り

9月 9日

9月 10日

浜祭り

朝、箱膳に柿 1つ・栗 2つ を置く

赤飯、カシワのすき焼さ

9月 15日
お月見 露茨党是や妄ネ磐a毛基讐委9

団子・ コイモ各12個 (閏年13)

とススキ・ハギを縁側に供える

9月 彼岸 ボタモチ オハギ

12月 23日 12月 22日 にナンキンを炊 く

12月 末 早朝にモチをつき出漁。29日 は
さけるが、不漁の年はあえて29

国につくことも。丸モチの鏡モ
チを船、家、へっついに供える

12月 30国 に餅つき、31日 に年越
しのイワシ

第一章 日常の暮らし

そ
し
て
お
神
酒
を
さ
さ
げ
た
。

最
初
に
お
と
そ
を
い
た
だ
き
、
子
供
も
飲
ん
だ
。
オ
セ
チ
料
理
と
し
て
、

煮
し
め
、
黒
豆
、
棒
グ
ラ
、
ゴ

マ
メ
、
カ

マ
ボ

コ
な
ど
を
準
備
す
る
。
煮

し
め
の
内
容
は
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
、

ニ
ン
ジ
ン
、

レ
ン
コ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
、

コ

イ
モ
な
ど
。
ゴ

マ
メ
は
生
イ
ワ
シ
を
干
し
た
も
の
を
浜

で
求
め
、
調
理
す

る
。
尾
頭

つ
き
の
鯛
を

つ
け
る
が
、
料
理
よ
り
お
供
え
の
意
味
が
強
か

っ

た
よ
う
で
あ
る
。

エ
ト
に
あ
た
っ
た
時
は
小
さ
な
鯛
を
つ
け
る

（青
木

。
西
青
木
）。
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鯛
の
尾
頭
つ
き
は

一
人

一
匹
。
三
日
間
、
置
い
て
お
く

（西
青
木
）。

農
家

で
は
鯛
だ
け
だ
が
、
漁
家

で
は

エ
ビ
の
姿
焼
き
や
サ
バ
の
キ
ズ
シ

な
ど
他

の
海
産
物
も
並
ん
だ
。

雑
煮
は
白
味
噌
か
す
ま
し
仕
立

て
で
、
家

に
よ

っ
て
異
な
る
。
豆
腐
、

コ
イ
モ
、
ダ
イ

コ
ン
、

モ
チ
を
具
と
し
、
さ
ら
に
ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
、

ア
ゲ
な
ど
を
入
れ
る
家
も
あ

っ
た
。
漁
家

で
は
シ
ラ
サ

エ
ビ
を
入
れ
る
家

が
あ

っ
た
。

二
日
は
朝
風
呂

に
入
り
、
洗
濯
初

め
と
し
て
、
風
呂

の
残
り
湯
で
大
晦

日
に
着
て
い
た
服

を
洗

っ
た
。
西
青

木
地
区
で
は
、
二

日
の
朝
、
す
り
お

ろ
し
た
ト

ロ
ロ
イ

モ
を
味
噌
汁
や
ス

マ
シ
汁
に
入
れ
る

ト

ロ
ロ
汁
や
ゴ

ハ

ン
に
か
け
る
ト
ロ

ロ
ゴ

ハ
ン
を
食

べ
た
。
深
江
地
区
で
も
三
日
の
朝
、
同
様
の
習
慣
を
持

つ

農
家
が

一
例
あ

っ
た
。

ト
ロ
ロ
イ
モ
を
お
ろ
し
が
ね
で
す
っ
て
、
青
海
苔
と
一
緒
に
ゴ
ハ
ン
に
か

け
て
食
べ
る
。
卵
を
か
け
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ト
ロ
ロ
は
す
ま
し
の
お
つ
ゆ

に
ス
プ
ー
ン
で
す
く
っ
て
落
と
す
と
丸
く
な
る

（西
青
木
）。

三
日
の
朝
は
ス
マ
シ
汁
に
焼
き
モ
チ
と
水
菜
を
入
れ
る
。
こ
れ
を
焼
き

雑
煮
と
呼
ん
で
い
た
。
な
お
、
深
江
地
区
で
四
日
の
朝
に
焼
き
雑
煮
を
食

べ
る
と
い
う
家
が

一
軒
あ

っ
た
。

福
ワ
カ
シ

（
一
月
四
日
）

朝
、
モ
チ
や
ダ
イ
コ
ン
の
葉
を
入
れ
た
カ
ユ
を
食
べ
る
。
農
作
業
は
こ

の
日
が
仕
事
始
め
と
な
る
。

小
寒
の
入
り

（
一
月
六
日
）

西
青
木
地
区
で
ネ
ギ
と
ア
ゲ
を
炊
い
た
も
の
を
食
べ
る
と
い
う
家
が
あ

っ

た
。ナ

ナ
ク
サ
ガ
ユ

（
一
月
七
日
）

ほ
と
ん
ど
の
家
で
ナ
ナ
ク
サ
ガ
ユ
を
食
べ
て
い
る
が
、
七
種
類
の
野
草

を
集
め
る
家
、
「
ナ
ナ
ク
サ
」
と
い
う
名
の
野
草

一
種
類
を
入
れ
る
家
、

な

っ
ぱ
が
入

っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
家
、
モ
チ
を
入
れ
る
家
な
ど
内
容

は
い
ろ
い
ろ
だ

っ
た
。
な
か
に
は
材
料
は
買
う
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。

塩
味
の
カ
ユ
で
あ
る
。

写真-27 大正 7年 (1918)正月の深山家の玄関風景

-172-



第一章 日常の暮らし

え
べ

っ
さ
ん

（
一
月
九
日
～
十

一
日
）

え

べ
っ
さ
ん
に
は
西
宮
神
社
に
お
参
り
に
行

っ
た
。

小
正
月

（
一
月
十
五
日
）

正
月

の
シ
メ
ナ
ワ
、
門
松
な
ど
を
ト
ン
ド
焼
き

（ド

ン
ド

・
ト
ン
ト
）

で
燃
や
し
、
そ
の
火

で
正
月

の
鏡
餅
を
あ
ぶ
り
、
小
豆
ガ

ユ
に
入
れ
る
。

西
青
木
地
区

で
は
十
四
日
に
ト
ン
ド
を
す
る
が
、
昭
和
初
期
ま
で
は
、
前

年
に
長
男
が
生
ま
れ
た
家
を
ト
ン
ド
宿
と
し
、
ト
ン
ド
焼
き
の
前

に
、
そ

こ
で
煮
し
め
を
作

っ
て
会
食
し
た
。

各
家
か
ら

一
人
女
が
出
て
煮
し
め
を
作
る
手
伝
い
を
す
る
。
男
も

一
人
出

て
、
ド
ン
ド
の
準
備
を
し
た
。
福
井
池
北
側
の
横
川
の
河
川
敷
か
ら
木
の
小

枝
や
竹
、
各
家
か
ら
持
ち
寄

っ
た
藁
束
に
芯
を
入
れ
て
縄
で
く
く
り
、
ド
ン

ド
を
作
る
。
子
供
た
ち
は
各
家
を
ま
わ
り
、
シ
メ
ナ
ワ
や
鏡
モ
チ
を
集
め
た
。

大
人
も
子
供
も
ド
ン
ド
宿
で
食
事
し
て
、
晩
に
ド
ン
ド
場
で
点
火
す
る

（西

青
木
）
。

男
の
子
が
で
き
た
ら
ト
ン
ド
の
日
に
若
い
衆
を
呼
ん
で
酒
や
料
理
を
振
る

舞
う
。
や
っ
て
お
か
な
い
と
若
い
衆
の
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
え
な
い

（西
青

木
）
。お

飾
り
を
燃
や
し
た
灰
で
鏡
餅
を
あ
ぶ
っ
て
、
前
の
日
に
炊
い
て
い
た
小

豆
ガ
ユ
に
入
れ
て
食
べ
る

（深
江
）
。

自
宅
の
庭
で
シ
メ
ナ
ワ
、
門
松
を
焼
く

（深
江
）。

寒
の
モ
チ
ツ
キ

（
一
月
十
五
日
～

一
月
末
）

小
正
月
か
ら

一
月
末

に
か
け
て
、
寒

モ
チ
を

つ
く
。
青
海
苔
、
海
老
、

ゴ

マ
、
砂
糖
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
を
入
れ
て
数
種
類

の
ノ
シ
モ
チ
を
作
り
、
三

～
三
日
干
し
て
か
ら
薄
く
切
り
、
ム
シ

ロ
、
棚
な
ど
に
干
す
。
年
中
保
存

し
、
焼

い
て
オ
カ
キ
、

ア
ラ
レ
に
し
た
。

ツ
キ
屋
や
カ
キ

モ
チ
オ

ロ
シ

（
カ
キ
モ
チ
を
薄
く
切
る
専
門

の
人
）

に
頼
む
家
も
あ

っ
た
。

大
寒
に
入
っ
て
つ
く
と
長
持
ち
す
る
。
平
た
い
ノ
シ
モ
チ
に
し
て
お
い
て
、

青
木
の
カ
キ
モ
チ
オ
ロ
シ
の
人
に
来
て
も
ら
っ
て
、　
一
枚
い
く
ら
で
薄
く
切

っ

て
も
ら
う

（青
木
）。

寒
モ
チ
は
オ
カ
キ
用
。
塩
入
り
で
一
石
五
斗
つ
く
。
四
角
い
モ
チ
状
に
し

て
三
～
三
日
干
し
、
モ
チ
切
り
包
丁
で
細
か
く
切
る
。　
一
週
間
ほ
ど
庭
先
で

千
し
て
、
四
斗
ダ
ル
に
入
れ
、
フ
タ
を
し
て
納
屋
で
保
存
す
る
。
田
植
え
の

時
な
ど
焼
い
て
出
す

（深
江
）
。

節
分

（
二
月
二
日
）

各
家

で
炒

っ
た
大
豆
を
枡

に
入
れ
て
供
え
、
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と

い

っ
て
豆
ま
き
を
す
る
。
後
は
み
ん
な
で
食

べ
た
。
焼

い
た
イ
ワ
シ
を
食

べ
た
ほ
か
、
イ
ヮ
シ
の
頭
に
ヒ
イ
ラ
ギ
を
さ
し
て
、
入
り
日
に
立
て
た
。

ド

ロ
ボ
ウ
避
け
に
な
る
と
い
う
家
が
あ

っ
た
。
巻
寿
司
を
意
方

に
む
か

っ

て
食

べ
た
り
す
る
家
も
あ

っ
た
。
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初
午

（
二
月
最
初
の
午
の

日
）稲

荷
講
と
称
し
て
赤
飯
な

ど
で
祝

っ
た
。

ひ
な
祭
り

（二
月
二
日
ま

た
は
四
月
三
日
）

ひ
な
人
形
を
出
し
て
祝

っ

た
が
、
二
月
二
日
に
行

っ
た

と
い
う
家
と
四
月
二
日
に
行

っ

た
と
い
う
家
が
あ

っ
た
。
巻

寿
司
や
ヒ
シ
モ
チ
を
つ
く

っ

て
浜
や
山

へ
持

っ
て
い
き
、

野
遊
び
す
る
と
い
う
例
が
多

く
、
も
と
も
と
は
陽
気
の
い

い
旧
暦

（現
四
月
二
日
）
の

行
事
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ヒ
シ
モ
チ
は
白
と
緑

（
ヨ
モ

ギ
）
を
重
ね
た
り
、
食
紅
を

使

っ
た
紅
と
あ
わ
せ
て
三
色

餅
に
し
た
り
し
た
。

写真-28 江戸時代末期ご
るの深山家のひな人形

巻
寿
司
を
持
ち
、
網
船
の
あ
た
リ
ヘ
行

っ
て
、
遊
ん
だ
。
食
べ
残
し
を
船

の
周
辺
で
ぶ
つ
け
あ
い
し
た

（深
江
）
。

四
月
二
日
に
ヒ
シ
モ
チ
を
作
る
。
白
と
ヨ
モ
ギ
を
菱
形
に
切

っ
て
、
焼
い

て
、
醤
油
を
つ
け
た
。
寿
司
を
弁
当
に
入
れ
て
持

っ
て
出
か
け
た
。
海
で
ア

サ
リ
、
カ
キ
な
ど
の
貝
と
り
、
野
原
で
ワ
ラ
ビ
と
り

（青
木

。
西
青
木
）。

宮
祭
り

（二
月
十
三
日
）

西
青
木
地
区

の
宮
祭
り
は
二
月
十
二
日
で
、
餡
入
り
の
ヨ
モ
ギ
団
子
を

重
箱

に
詰
め
、
親
威

へ
持

っ
て
行

っ
た
。

春

の
彼
岸

（二
月
下
旬
）

春
分
の
日
の
前
後
七
日
間
を
彼
岸
と
い
い
、
彼
岸
団
子
や
オ

ハ
ギ
を
作

る
。
九
月

の
秋
の
彼
岸
も
同
じ
。

花
見

（
四
月
）

深
江
地
区

の
漁
家

で
、
風
の
な
い
日
に
甲
子
園
か
夙
川
に
花
見
に
行
く

と
い
う
の
が
あ

っ
た
。

シ
ャ
コ
を
ゆ
が
い
た
弁
当
を
持
参
す
る
。

こ
の
家

で
は
ひ
な
祭
り
を
新
暦

で
行

っ
て
い
る
の
で
、
旧
暦

で
節
旬
の
野
遊
び
を

し
て
い
た
頃

の
名
残
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
野
遊
び
と
称
し
て
夙
川

。
天

上
川
な
ど
の
河
原
に
巻
寿
司
な
ど
の
弁
当
を
持

っ
て
行
き

一
日
過
ご
す
例

も
あ

っ
た
。

端
年
の
節
句

（五
月
五
日
ま
た
は
六
月
五
日
）

武
者
人
形
を
飾

っ
た
り
、
鯉

の
ば
り
を
立

て
る
家
も
あ

っ
た
。
柏
餅
や

-174-



第一章 日常の暮らし

チ
マ
キ
を
作
る
。
菖
蒲
湯
に
入
る
。
こ
の

行
事
も
新
暦
に
よ
る
家
と
旧
暦
に
よ
る
家

が
あ
る
。
戦
前
は
旧
暦
に
よ

っ
て
い
た
と

い
う
。

六
月
四
日
に
シ

ョ
ウ
ブ
ニ
～
三
本
と

根
付
き
の
ヨ
モ
ギ

・
セ
ン
ダ

ン
を
輪
に

し
て
、
家
の
入
り
日
に
あ
げ
る
。
五
日

の
夕
方
に
お
ろ
し
て
お
風
呂
に
入
れ
る
。

ブ
を
頭
に
く
く
る

（西
青
木
）。

∧
柏
餅
ｖ

米
と
も
ち
米
を
七
対
三
の
割
合
で
粉
に
し
て
蒸
し
、
柏
に
包
ん
だ
。

住
吉
祭
り

（五
月
十
三
日
）

住
吉
神
社
の
祭
り
で
西
青
木
地
区
の
家
々
が
参
加
、
ダ
ン
ジ
リ
が
住
吉

ま
で
行

っ
た
。
赤
飯
、
鯛
、
造
り
な
ど
魚
の
ご
ち
そ
う
を
つ
く
り
、
親
戚

を
呼
ん
だ

（第
二
章
参
照
）
。

溝
さ
ら
え

（五
月
）

田
植
え
前
に
小
作
人
が
総
出
で
水
路
の
川
さ
ら
え
を
行

っ
た
。
仕
事
を

し
た
後
は
寄
り
合

っ
て
酒
を
飲
ん
だ
。

卵
の
葉
祭
り

（五
月
十
九
日
宵
宮
～
二
十
日
本
宮
）

か
つ
て
は
五
月
十
九
日
に
宵
宮
、
二
十
日
が
本
宮
だ

っ
た
が
、
現
在
は

五
月
二
日
、
四
日
に
行

っ
て
い
る
。
森
の
稲
荷
神
社
か
ら
浜
の
戎
ま
で
神
輿

を
渡
御
さ
せ
る
。
深
江
地
区

ｅ
青
木
地
区

・
森
地
区
が
参
加
し
、
ダ
ン
ジ

リ
を
出
し
た
。
赤
飯
、
寿
司
、
ブ
リ
や
タ
イ
の
刺
身
、
サ
ワ
ラ
の
塩
焼
き
、

タ
コ
酢
な
ど
季
節
の
魚
で
他
所
か
ら
の
客
を
も
て
な
し
た

（第
二
章
参
照
）。

祭
り
に
は
親
戚
が
寄
り
集
ま
っ
て
ご
ち
そ
う
す
る
。
赤
飯
、
ブ
リ
・
タ
イ

の
刺
身
。
帰
り
に
は
赤
飯

。
魚

・
卵

・
カ
マ
ボ
コ
が
入
っ
た
折
り
を
も
た
せ

る

（深
江
）。

夏
越
し
祭
り

（七
月
十
四
日
）

旧
暦
六
月
晦
日
に
行
わ
れ
た
穣
行
事
で
あ
る
。
深
江
は
か
つ
て
七
月
十

四
日
だ

っ
た
が
、
現
在
は
深
江
地
区
は
七
月
二
十
日
、
青
木
地
区
は
七
月

二
十
五
日
に
行

っ
て
い
る
。
特
別
な
食
事
を
し
た
と
い
う
の
は
漁
家
で

一

例
だ
け
。
赤
飯

・
ア
ナ
ゴ
の
つ
け
焼
き
、

マ
ナ
ガ
ツ
オ
の
つ
け
焼
き
を
食

べ
た

（第
二
章
参
照
）
。

土
用
の
丑

（七
月
）

現
在
と
同
じ
よ
う
に
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
る
と
い
う
家
は

一
例
の
み
。
オ
ハ

ギ
を
つ
く
り
、
あ
ち
こ
ち

へ
配
る
と
い
う
の
が
数
例
あ

っ
た
。
こ
の
オ

ハ

ギ
を

「
ハ
ラ
ワ
タ
モ
チ
」
と
呼
ん
だ
。

七
夕

（八
月
七
日
。
六
日
の
家
も
あ

っ
た
）

ウ
リ
や
イ
モ
の
初
物
で
ご
ち
そ
う
し
た
り
、
サ
サ
に
短
冊
を

つ
け
、
家

の
前
に
飾
る
家
も
あ
る
が

一
部
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
日
は

「井
戸
サ

写真-29 紙で作 つたお供
えのチマキ

頭
痛
に
な
ら
な
い
よ
う
に
シ
ョ
ウ
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ラ

エ
」

の
日
と
意
識
さ
れ
て
お
り
、
井
戸
を
そ
う
じ
し
、
井
戸
神

に
お
供

え
を
し
た
。
七
夕
に
つ
い
て
は
七
月
七
日
の
新
暦
に
あ
わ
せ
て
い
る
家
は

な
か

っ
た
。

八
月
七
日
に
丼
戸
サ
ラ
エ
を
し
た
。
水
を
替
え
、
掘

っ
て
、
石
を
入
れ
替

え
て
、
き
れ
い
に
そ
う
じ
し
た
。　
一
年
生
に
行
く
人
に
は
お
祝
い
に
豆
を
あ

げ
る
。
サ
サ
を
海
に
流
す

（青
木

・
西
青
木

。
深
江
）
。

七
夕
に
丼
戸
替
え
す
る
。
ナ
ン
バ
キ
リ

（ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
、
赤
い
イ
モ
、

ソ
ウ
メ
ン
、
米
、
塩
を
井
戸
の
神
に
供
え
る

（青
木

。
西
青
木
）。

盆

（八
月
十
三
日
～
十
五
日
）

十
三
日
に
は
先
祖

の
霊
が
帰

っ
て
く
る
の
で
、
前
日
に
豆
ガ
ラ
を
焚

い

て
迎
え
火
を
し
、
朝
早
く
か
ら
墓
参
り
を
し
て
十
五
日
ま
で
毎
晩
ち

ょ
う

ち
ん
に
火
を

つ
け
た
。
油
、
肉
を
避
け
た
精
進
料
理
と

ソ
ウ
メ
ン
を
食

べ

た
。
カ
ボ
チ
ャ
、
白
ウ
リ
、
カ
ン
ピ

ョ
ウ
、
シ
イ
タ
ケ
、

ユ
バ
を
入
れ
て

ニ
ュ
ウ
メ
ン
を
食

べ
る
と
い
う
例
が
ひ
と

つ
だ
け
あ

っ
た
。
夏
野
菜
を
供

え
る
。
十
五
日
に
は
霊
を
送
る
た
め
お
供
え
を
船
に
の
せ
て
、
海

へ
流
す

と
い
う
家
も
あ

っ
た
。

初
盆
の
家
は
、
小
さ
な
木
造
船
に
お
供
え
を
の
せ
て
十
五
日
に
海

へ
流
す
。

十
六
日
に
精
進
あ
げ
で
漁
に
出
た
と
き
、
流
し
た
お
供
え
を
漁
船
が
拾
う
。

持

っ
て
帰
り
た
く
な
い
と
き
は
、拾
い
上
げ
て
、
逆
側
か
ら
流
す
。
持

っ
て
帰

る
と
き
は
、　
一
旦
、
海
に
沈
め
て
か
ら
持
ち
か
え
る

（深
江
・漁
師
）。

十
二
日
に
墓
に
お
迎
え
に
行
っ

て
、
十
二
、
十
四
の
二
日
間
は

芋
の
葉
に
ブ
ド
ウ
、
梨
、

マ
ク

ワ
ウ
リ
な
ど
を
の
せ
て
、
お
供

え
す
る
。
十
五
日
の
昼
か
ら
お

供
え
と
お
弁
当

（
ニ
ギ
リ
メ
シ

ニ

つ
）

を
海

へ
流
し
に
行
く

（深
江
）。

青
木
は
浄
土
真
宗
だ
か
ら
盆

は
何
も
し
な
い

（青
木
）

地
蔵
盆

（八
月
二
十
四
日
）

地
蔵
は
子
供
の
守
り
神

で
あ
る
。
か

つ
て
深
江
や
西
青
木

で
も
数
珠
く

り
を
し
た
。
青
木

で
は
今
も
行
う
場
所
が
あ
る
。
カ
ヤ
ク
ゴ

ハ
ン
、
ナ
ン

キ
ン
な
ど
を
炊
く
家
も
あ
る

（地
区
ご
と
の
地
蔵
盆

の
詳
細
は
第
四
章
）
。

お
寺
の
境
内
で
大
人
も
混
じ

っ
て
数
珠
く
り
を
し
た
。
今
年
子
ど
も
が
で

き
た
家
は
名
入
り
の
提
灯
を
地
蔵
の
前
に
飾
る
。
子
ど
も
は
供
え
物
を
も
ら

う

（西
青
木
）。

盆
踊
り
。
カ
ヤ
ク
ゴ
ハ
ン
程
度

（深
江
）。

重
陽
の
節
句

（九
月
九
日
）

西
青
木
地
区

で

一
例
だ
け
、
朝
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箱
膳
に
カ
キ

一
個
ク
リ

写真-30 深江 。北の地蔵の地蔵盆で使
われた数珠
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第一章 日常の暮らし

二
個
置
く
と
い
う
家
が
あ

っ
た
。

浜
察
り

（九
月
十
日
）

漁
師
の
祭
り
。
え
び
す
さ
ん
を
祀
り
、
森
稲
荷
神
社
の
神
主
に
祈
祷
を

し
て
も
ら

っ
た
。
赤
飯
と
カ
シ
ワ
の
す
き
焼
き
で
祝
う
。

中
秋
の
明
月

（九
月
十
五
日
）

団
子
、

コ
イ
モ
、
ス
ス
キ
、
菊
の
花
を
縁
側
な
ど
に
お
供
え
す
る
。
他

家
の
お
供
え
を
盗
り
に
行

っ
た
。
盗
ら
れ
る
と
よ
く
な
い
と
さ
れ
、
盗
ら

れ
な
い
よ
う
見
張

っ
た
。
西
青
木
の
春
日
神
社
で
は
秋
祭
り
が
行
わ
れ
る

（第
二
章
参
照
）
。

細
い
コ
イ
モ
の
形
の
団
子
を
一
二
個

（う
る
う
年
は
一
三
個
）
供
え
る
。

竹
の
先
に
ク
ギ
を
つ
け
た
月
見
団
子
つ
き
で
と
っ
た

（青
木

。
西
青
木
）。

団
子
一
二
、
コ
イ
モ
一
二
、
ス
ス
キ
を
お
供
え
す
る

（青
木
）。

運
動
会

（十
月
十
日
）

伝
統
行
事
で
は
な
い
が
、
毎
年
、
本
庄
小
学
校
で
深
江
、
青
木
、
西
青

木
の
地
区
対
抗
運
動
会
が
開
か
れ
た
。
巻
寿
司
、
カ
マ
ボ
コ
、
煮
し
め
、

卵
焼
き
な
ど
、
ご
ち
そ
う
を
弁
当
に
し
、
家
族
で
で
か
け
た
。

亥
の
子

（十

一
月
）

収
穫
が
す
ん
で
か
ら
、
亥
の
子
の
行
事
を
す
る
と
い
う
事
例
が
西
青
木

地
区
で
ひ
と
つ
だ
け
あ

っ
た
。
オ
ハ
ギ
、
団
子
を

つ
く
る
。

ハ
エ
が
い
な
く
な
る
の
は
亥
の
子
が
す
ん
で
か
ら
。
文
の
子
モ
チ
を
食
べ
さ

せ
た
ら
い
な
く
な
る
と
い
わ
れ
た

（深
江
）。

お
七
昼
夜

（十
二
月
二
～
四
日
―
西
青
木
、
十
二
月
十
四

。
十
五
日
―

深
江
、
十
二
月
八

・
九
日
―
青
木
、
い
ず
れ
も
戦
後
の
日
程
）

西
青
木
の
西
林
寺
、
深
江
の
正
寿
寺
、
青
木
の
無
量
寺
の
お
つ
と
め
で

あ
る
。
も
と
も
と
十
二
月
の
は
じ
め
に

一
週
間
連
続
し
て
お
つ
と
め
、
説

教
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
人
々
が
参
加
し
た
。
寺
に
よ

っ
て
、　
一

週
間
の
間
、
ま
た
は
最
終
日
に
食
事
を
し
た
。
青
木
の
無
量
寺
で
は
、
最

終
日
の
朝
、
黒
豆
と
お
供
え
の
ご
飯
で
黒
豆
ガ
ユ
を
炊
い
て
ふ
る
ま
う
の

が
習
わ
し
だ

っ
た
と
い
う
。
戦
後
は
二
～
三
日
に
短
縮
し
た
。
阪
神

・
淡

路
大
震
災
以
後
は
、
深
江
の
正
寿
寺
で
の
み
行
わ
れ
て
い
る

（十
二
月
十

五
日
）
。お

シ
チ
ヤ
と
い
う
。　
一
週
間
つ
と
め
た
後
、
年
番
を
交
替
す
る
。
寺
が
粕

汁
を
ふ
る
ま
う

（西
青
木
）。

お
つ
と
め
と
お
説
教
の
あ
と
、
世
話
人
で
食
事
す
る
。
昔
は
世
話
人
が
白

ア
エ
や
ア
ゲ
の
炊
い
た
も
の
、
こ
う
や
豆
腐
、
ダ
シ
マ
キ
、
コ
イ
モ
な
ど
を

作
っ
て
、　
一
般
の
人
に
も
ふ
る
ま
っ
た

（深
江
）。

冬
至

（十
二
月
二
十
二
日
）

毎
年
、
冬
至
の
日
に
は
炊
い
た
ナ
ン
キ
ン
を
食
べ
た
。
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四
節
　
出
産

・
育
児
と
婚
礼

妊
娠

月
経
が
と
ま
り
、
妊
娠
し
た
と
思

っ
た
ら
、
産
婆
さ
ん
に
み
て
も
ら
い
、

妊
娠
が
確
認
で
き
る
と
、
夫
、
実
母
、
姑
の
順
に
伝
え
、
赤
飯
を
炊
い
て

祝

っ
た
。
妊
婦
に
対
し
て
の
特
別
な
呼
び
方
は
な
か

っ
た
。

腹
帯
は
、
五
カ
月
日
の
成
の
日
か
、
大
安
に
妊
婦
の
親
が
摩
耶
山
天
上

寺
に
行

っ
て
も
ら

っ
て
来
た
。
サ
ラ
シ
を
買

っ
て
行
き
、
交
換
し
て
も
ら

う
習
わ
し
で
、
長
さ
は
七
尺
、
天
上
寺
の
札
の
判
が
押
し
て
あ

っ
た
。
宝

塚
の
中
山
寺
に
行
く
人
は
少
数
派
だ

っ
た
が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
中
山
寺

に
行
く
。
腹
帯
は
子
ど
も
が
ず
り
落
ち
な
い
よ
う
に
、
ま
た
流
産
を
防
ぐ

た
め
に
、
産
婆
に
教
え
て
も
ら

っ
て
巻
き
、
出
産
間
際
ま
で
巻
き
続
け
た
。

産
婆
は
各
町
内
に
い
て
、
赤
い
電
灯
を
つ
け
産
婆
と
書
い
て
あ
る
看
板

を
か
け
て
い
た
。
昭
和
の
初
め
こ
ろ
は
青
木
に
は
二
人
ほ
ど
い
て
、
深
江

で
は
タ
ニ
ガ
ワ
さ
ん
と
い
う
方
が
し
て
い
た
。
今
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
が
、
産
婆
は
商
売
の
資
格
を
も

っ
て
い
た
。
産
婆
は
生
ま
れ
る
時
間
を

潮
の
満
ち
引
き
で
判
断
し
て
お
り
、
死
ぬ
の
は
、
引
き
潮
の
時
だ
と
い
わ

れ
て
い
た
。
産
婆
は
腹
帯
の
後
、　
一
カ
月
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
診
に
き
て

く
れ
た
。

体
が
弱
い
と
出
来
た
子
ど
も
も
弱
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
妊
娠
中
も

普
段
ど
お
り
に
働
い
た
。
動
か
な
い
と
お
産
が
重
い
と
も
考
え
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
を
き
れ
い
に
し
な
い
と
、
き
れ
い
で
元
気
な
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
な
い
と
い
う
俗
信
も
あ

っ
た
。

出
産

出
産
は
嫁
の
実
家
で
は
な
く
、
嫁
ぎ
先
で
す
る
の
が

一
般
的
だ

っ
た
が
、

嫁
と
姑
の
折
り
合
い
の
悪
い
と
こ
ろ
で
は
、
実
家
で
出
産
し
た
。
出
産
は

座
敷
で
は
せ
ず
、
離
れ
や
普
段
自
分
が
寝
起
き
す
る
場
所
の
ほ
か
、
納
戸

の
あ
る
家
で
は
、
納
戸
で
出
産
し
、
出
産
後
は

一
週
間
ほ
ど
寝
て
い
た
。

男
の
人
は
出
産
に
関
与
せ
ず
、
出
産
す
る
部
屋
に
は
入
ら
な
い
。
手
の

な
い
と
こ
ろ
は
別
と
し
て
、
男
の
人
の
手
は
借
り
な
か

っ
た
。

出
産
は
寝
産
で
行
い
、
産
婆
に
診
て
も
ら

っ
て
悪
い
と
き
に
は
、
医
者

に
診
て
も
ら

っ
た
。
陣
痛
が
始
ま

っ
た
ら
、
産
婆
を
呼
び
に
い
き
、
中
山

寺
か
ら
も
ら

っ
て
き
た
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
、
出
産
中
灯
し
続
け
た
。
出
産

は
妊
婦
と
産
婆
の
み
で
行
い
、
家
の
女
の
人
も
お
湯
を
運
ん
だ
り
す
る
だ

け
で
、
あ
ま
り
部
屋
に
入
ら
な
か

っ
た
。
妊
婦
は
カ
ワ
モ
ノ

（馬
の
皮
で

で
き
て
い
て
足
に
引

っ
掛
け
る
も
の
）
や
家
族
の
手
を
握

っ
て
、
き
ば

っ

た
。
頭
が
で
た
ら
き
ば
ら
せ
る
こ
と
は
な
く
、
産
婆
が
引

っ
張

っ
た
。
そ

う
し
な
い
と
、
出
血
の
関
係
で
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
出
産
が

終
わ
る
ま
で
、
産
婆
が
つ
き

っ
き
り
で
、

へ
そ
の
緒
の
後
始
末
も
し
て
く
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第一章 日常の暮らし

れ
、
木
の
箱
に
入
れ
て
置
い
て
お
い
た
。
薬
に
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、

一と
千
．だ
、塀
乖
「
却卵
施

・負
ゴ
れ
ど

者
幸

｝索
�
紳
愉
叶
彩

）庭
睡
碇
各
■
た
執
７
拭
髪

一彪
範
拶
腐
＜
ｆ
ョ
部
脚
【

矛
牛
争
勢
■
一．

一ゑ

■
７年
ス
中

る
「

一一

一タ
ナ
絶
が
摯
を
雀

一二

▼力
堵
々
失
ぇ
η
■
ヶ
ィ
一

．を
ヱ抄
指
典
４

写真-31 深山家の出産祝い目録

亡
く
な
る
間
際
に
煎
じ
て
飲
ま
せ
た

ら
、
よ
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

胎
児
を
産
ん
だ
後
、
胎
盤
な
ど
が

出
て
く
る
も
の
を
後
産
と
呼
び
、
家

で
は
処
分
で
き
な
い
た
め
、
産
婆
が

も

っ
て
行
き
、
ア
ト
ザ
ン
ヨ
セ
に
処

分
を
頼
ん
で
い
た
。
青
木
で
は
ツ
ジ

カ
ワ
さ
ん
と
い
う
人
が
し
て
い
た
。

お
七
夜
が
済
む
ま
で
産
婆
が
責
任

を
も

っ
て
お
湯
に
入
れ
に
き
て
く
れ

た
。
そ
れ
以
後
は
、
家
で
す
る
よ
う

に
な
る
が
、
出
来
な
い
人
は
引
き
続

き
産
婆
に
し
て
も
ら

っ
た
。
産
後
す

ぐ
に
は
、
し
い
た
け
や
と
ろ
ろ
昆
布
・

貝
類
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
い
わ

れ
て
い
た
が
、
一
週
間
く
ら
い
で
、
す

ぐ
に
働
か
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
。

出
産
は
祓
れ
る
と
信
じ
ら
れ
、
浜

の
商
売
人
の
男
は
出
産
時
に
は
家
に

居
た
り
家
の
敷
居
を
ま
た
い

で
は
な
ら
ず
、
お
宮
参
り
が

済
む
ま
で
、
家
に
帰

っ
て
こ

な
か

っ
た
。
ご
は
ん
は
家
の

者
が
持

っ
て
い
っ
た
り
、
他

の
人
の
家
で
食
べ
た
り
し
た
。
漁
に
で
る
男
は
家
に
い
る
家
族
と
別
火
を

使
い
、
船
で
生
活
し
た
が
、
時
代
と
と
も
に
こ
の
忌
み
は
薄
れ
て
い
っ
た
。

双
子
は
よ
く
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
双
子
が
生
ま
れ
た
ら

一
人
と
い
っ

て
隠
す
こ
と
も
あ

っ
た
。

出
産
祝
い
は
出
産
後
、
四
、
五
日
後
か
ら

一
カ
月
の
間
に
す
る
。
す
ぐ

送
る
と
か
え

っ
て
邪
魔
に
な
る
か
ら
と
い
う
。
果
物
や
赤
ち
ゃ
ん
の
産
着

に
お
金
を
そ
え
た
も
の
な
ど
を
あ
げ
る
。
産
着
に
は
背
中
に
紐
が
つ
け
ら

れ
、
転
び
そ
う
に
な

っ
た
子
供
を
神
様
が
引

っ
張

っ
て
助
け
て
く
れ
る
と

信
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
子
供
の
霊
魂
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
背
中
に

縫
い
取
り
を
付
け
、
魔
除
け
と
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

写真-32(上)

産着の背中の紐

写真-33(左)

産着の魔除け

ず
な
密
升
懃
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授
乳
と
名
づ
け

出
産
直
後
の
二
日
は
、
胃
の
弱
い
人
が
飲
む
セ
ン
ブ
リ
を
煎
じ
て
お
湯

を
注
い
だ
も
の
や
、
砂
糖
茶
を
飲
ん
だ
。
二
曰
く
ら
い
経

つ
と
、
お
乳
が

出
て
く
る
。
産
婆
が
お
湯
で
乳
腺
を
ひ
ら
い
て
く
れ
、
お
乳
の
出
る
状
態

に
し
て
く
れ
る
。
今
で
は
、
病
院
で
し
て
も
ら
う
。
初
め
の
お
乳
は
ネ
バ
ッ

と
し
て
い
て
、
お
乳
に
は
適
さ
ず
、
主号
気
が
多
い
と
も
い
い
、
全
部
捨
て
た
。

七
日
目
に
名
前
を
つ
け
、
紙
に
書
い
て
は
る
。
ほ
と
ん
ど
、
親
が
決
め

る
が
、
親
が
つ
け
な
い
と
き
は
、
名
づ
け
親
と
し
て
人
に
つ
け
て
も
ら

っ

た
り
し
た
。

両
親
の
ど
ち
ら
か
が
厄
年
に
生
ま
れ
た
男
の
子
は
、
あ
ら
か
じ

め
拾
う
人
を
決
め
、
生
ま
れ
て
七
日
日
ご
ろ
に

一
度
四
つ
角
に
捨

て
に
行
く
。
こ
の
場
合
、
例
外
と
し
て
子
ど
も
を
拾

っ
て
き
た
人

が
名
前
を
つ
け
る
と
、
元
気
に
育

つ
と
い
う
。
拾
う
人
は
知

っ
て

い
る
人
な
ら
、
誰
で
も
よ
く
、
事
前
に
名
前
を
考
え
て
お
い
た
。

名
づ
け
祝
い
は
、
赤
飯
を
炊
い
て
、
重
箱
に
ふ
く
さ
を
か
け
て
、

内
祝
い
の
の
し
の
と
こ
ろ
に
名
前
を
い
れ
、
お
祝
い
返
し
と
し
て

渡
し
た
。

お
し
め
は
浴
衣
を
つ
ぶ
し
た
り
、
晒
し
の
い
い
も
の
を
用
い
た
。

赤
ち
ゃ
ん
が
あ
せ
も
に
な

っ
た
ら
、
海
水
に
つ
け
た
。
ま
た
子
ど

も
が
ひ
き

つ
け
を
お
こ
し
た
ら
、
湯
の
み
に
酢
を
い
れ
て
、

マ
ッ

チ
で
す

っ
て
出
た
煙
を
吸
わ
せ
る
と
気
が
つ
く
と
い
わ
れ
た
。

乳
幼
児
の
通
過
儀
礼

お
宮
参
り
の
こ
と
を
ユ
ミ
ア
キ

（忌
み
明
き
）
と
い
い
、
男
の
子
は
産

後
三
二
日
目
、
女
の
子
は
三
二
日
目
に
行

っ
た
。
神
社

へ
は
乳
児
の
母
方

の
親
ま
た
は
、
仲
人
が
連
れ
て
い
く
。
母
親
は

一
カ
月
経

っ
て
い
な
か

っ

た
ら
神
社
に
入
れ
な
い
の
で
、　
一
緒
に
お
参
り
し
て
は
い
け
な
い
と
い
わ

れ
た
。
子
ど
も
が
着
る
着
物
は
、
男
の
子
は
黒
の
紋
付
き
、
女
の
子
は
赤

い
着
物
で
、
母
親
の
実
家
で
布
を
買

っ
て
き
て
縫

っ
た
。
男
児
の
場
合
、

上
に
羽
織
、
下
に
間
着
を
着
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

写真-34 深山家に伝わった宮参 り着
唐草模様は明治末期～大正期に流行 したアー

ルヌーボー様式①裾には華やかな桜と幕が描
かれているが、家紋 と同 じツタ模様が幕にデ
ザインされ、あつ らえ着であることが判明す
る。 なおツタは幕末 ごろの深山家当主・玄石
の妻、ハルの実家の家紋であり、時代か ら推
定 して、ハルの孫娘の宮参 り着であろう。女
性が使う女紋は地域によって使われ方が異なっ
ているが、 この地域では孫娘に祖母の実家の
家紋が女紋 として使われたことがわかる貴重
な資料である。
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第一章 日常の暮らし

帽
子
は
大
黒
さ
ん
の
帽
子
を
か
ぶ

っ
た
。
赤
ち
ゃ
ん
の
額
に
男
の
子
は

「
大
」
、
女
の
子
は

「
小
」
と
日
紅
で
書
い
て
い
く
。
神
社
で
は
、
祈
祷
を

し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
寺
を
回
り
、
近
く
の
親
戚
の
家
に
も
顔
を
見
せ
に

行
き
、
お
祝
い
を
も
ら

っ
た
家
に
は
、
赤
飯

。
お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
返
し
た
。

食
い
初
め
は
、　
一
〇
〇
日
目
か
ら

一
二
〇
日
目
く
ら
い
に
家
族
だ
け
で

行

っ
た
。
お
箸
、
お
茶
碗
、
お
わ
ん
、
お
皿
を
三
つ
か
四
つ
そ
ろ
え
、
ご

は
ん
、
お
か
し
ら
付
の
魚
、
味
噌
汁
が
用
意
さ
れ
る
。
魚
は
た
い
て
い
は

鯛
だ

っ
た
。
子
供
は
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
、
日
を
つ
け
る
程
度
で
、
歯
が

強
く
な
る
よ
う
に
、
黒

っ
ぽ
い
丸
い
石
を
置
い
た
。

初
正
月
で
は
男
の
子
は
十
二
月
中
に
ハ
マ
ユ
ミ
を
飾
り
、
女
の
子
は
正

月
に
な

っ
た
ら
、
床

の
間
に

ハ
ゴ
イ
タ
を
飾
る
。
成
人
に
な
る
ま
で
、
続

け
た
。

二
月

の
初
節
供
は
、　
一
月

に
生
ま
れ
た
と
き
は
そ
の
二
月

に
、
二
月
に

生
ま
れ
た
と
き
は
、
次

の
年

の
二
月
に
行

い
、
旧
暦

で
行
う
家
も
多
か

っ

た
。
実
家

で
菱
餅

・
シ

ロ
ザ
ケ

。
ひ
な
人
形
を
用
意
し
た
。
菱
餅
は
家

で

つ
く

っ
た
。

五
月

の
初
節
供
も
旧
暦

で
行
う
家
が
多
く
、

こ
い
の
ば
り

・
ふ
き
な
が

写
真
１
３７
　
西
青
木

。
中
田
家
の
３
月
の
初
節
供
　
昭
和
９
年
４
月

座
敷
に
家
紋
の
入

っ
た
幕
を
掲
げ
人
形
を
並
べ
た
。
左
端
に
赤
ち
ゃ
ん

写真-35(上 )

宮参 りの衣装を
着た子供 明治
末期

写真-36(右 )

宮参り間着の背
に付けられた魔
除け
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写真-39(上)四つ身の女児綿入れ長着
写真-40(下)四つ身の筒袖綿入れ着物

-182-

し
を
掲
げ
、
か

し
わ
餅
は
家
で

つ
く

っ
た
。

初
誕
生
の
時

に
よ
く
歩
く
よ

う
に
と
お
祝
い

を
し
た
。
男
の
子
は
ぼ
た
も
ち
二
つ
、
女
の
子
は
二
つ
を
入
れ
て
、
親
戚

や
近
所
の
人
に
配

っ
た
。

四
歳
く
ら
い
に
な
る
と
、
四
つ
身
と
い
う
裁
ち
方
で
仕
立
て
た
着
物
を

着
た
。
並
幅
の
身
丈
の
四
倍
の
布
で
前
後
身
ご
ろ
、
え
り
、
お
く
み
を
裁

つ
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
大
人
の
も
の
を
本
身
と
呼
び
、

一
二
歳
く
ら
い
ま
で
四
つ
身
を
着
た
。
四
つ
身
は
長
生
き
す
る
よ
う
に
贈

り
物
に
も
し
た
。

七
五
二
の
行
事
で
は
三
歳
の
と
き
は
お
宮
参
り
の
着
物
を
着
せ
、
五
歳

と
七
歳
の
時
は
前
述
し
た
四
つ
身
に
紋
を
入
れ
、
袴
を
は
い
た
。
男
の
子

も
女
の
子
も
三
回
し
た
。

男
の
子
も
女
の
子
も
か
ぞ
え
で

一
三
歳
に
な

っ
た
ら
、
京
都
の
知
恵
の

神
様
、
虚
空
蔵

（法
輪
寺
）
に
参

っ
た
。
十
三
参
り
、
ホ
ン
ミ

ハ
ジ
メ

写真-38 西青木 。中田家の端年の初節供 昭和11年 6月



第一章  日常の暮 らし

（本
身
初
め
）
と
も
い
い
、
大
人
の
仲
間
入
り
の
意
味
が
込
め
ら
れ
、
男

の
子
は
羽
織

・
袴
、
女
の
子
は
振
袖
を
き
た
。
こ
こ
に
参

っ
た
帰
り
は
、

振
り
返

っ
て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
た
。

男
の

一
人
前
は

一
七
、
八
歳
で
、
高
校
を
卒
業
し
た
時
と
考
え
ら
れ
た
。

就
職
す
る
人
が
多
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。

婚
姻

ほ
と
ん
ど
が
お
見
合
い
で
、
知
り
合
い
や
親
類
の
中
で
決
め
た
り
、
紹

介
し
て
も
ら

っ
た
た
め
、
顔
を
知
ら
ず
に
結
婚
式
を
迎
え
る
こ
と
も
あ

っ

た
。
知
り
合
い
か
ら
知
り
合
い
と
い
う
形
で
の
婚
姻
だ

っ
た
の
で
、
遠
い

人
は
な
か

っ
た
。
恋
愛
は
号
外
が
で
た
よ
う
に
ひ
ろ
ま

っ
た
の
で
、
た
く

さ
ん
は
な
か

っ
た
。
仲
人
は
昔
か
ら
こ
こ
ろ
や
す
い
人
、
縁
を
も

っ
て
き

た
人
を
世
話
人
と
し
て
た
て
た
。

結
納
は
結
婚
式
よ
り
も
半
年
前
か
ら

一
カ
月
間
の
う
ち
に
行

っ
た
。
結

納
品
は
、
着
物

一
式
、
履
物
、
和
装
の

一
式
で
、
床
の
間
に
置
き
、
近
所

の
人
に
お
披
露
目
し
た
。

嫁
入
り
道
具
は
和
箪
笥

・
整
理
箪
笥

。
鏡
台

・
下
駄
箱

。
た
ら
い

ｏ
洗

濯
板
な
ど
で
、
箪
笥
の
中
に
は
着
物
が
入

っ
て
い
た
。
道
具
の
荷
出
し
は
、

一
週
間
く
ら
い
前
の
大
安
を
選
び
、
「女
の
魂
」
と
い
わ
れ
た
鏡
台
を
先

頭
に
長
持
ち
な
ど
で
担
い
で
運
ん
だ
。
こ
の
行
列
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、

豪
華
な
式
だ
と
い
わ
れ
、
嫁
入
り
道
具
は
被
露
し
た
。

新
郎
の
家
で
は
幕
を
張

っ
た
り
、
入
り
日
の
角
に
あ
か
り
提
灯
を

つ
け

て
飾
り
付
け
を
し
た
。
持

っ
て
い
な
い
場
合
は
、
家
紋
の
入

っ
て
い
な
い

幕
と
提
灯
を
持

っ
て
い
る
家
か
ら
借
り
た
。

結
婚
式
の
道
具
と
し
て
家
紋
入
り
の
湯
の
み
な
ど
は
五
〇
く
ら
い
つ
く

っ

た
。
道
具

・
食
器
類
は
中
が
赤
色
、
外
が
黒
い
椀
を
用
い
た
。

花
嫁
は
カ
ミ
ユ
イ
サ
ン
に
髪
を
ゆ

っ
て
も
ら
い
、
衣
装
な
ど
も
す
べ
て

着
付
け
て
も
ら

っ
た
。
新
婦
の
里
の
カ
ミ
ユ
イ
サ
ン
に
頼
む
の
が

一
般
的

だ

っ
た
。
準
備
が
出
来
あ
が
る
と
、
親
に
挨
拶
し
、
仲
人
に
連
絡
し
た
。

新
郎
は
、
母
親
、
ま
た
は
、
親
戚
に
紋
付
き

。
羽
織

・
袴
を
着
付
け
て
も

ら

っ
た
り
、
自
分
で
着
た
り
し
た
。

結
婚
式
に
こ
れ
と
い
っ
た
名
称
は
な
く
、
大
正
の
頃
ま
で
家
で
し
て
い

た
。
新
郎
の
家
で
式
を
す
る
場
合
は
、
夕
方
か
ら
始
め
、
初
日
は
結
婚
式
、

次
の
日
は
宴
会
を
し
て
、
二
日
間
続
い
た
。
戦
後
に
な
る
と
、
式
は
神
社

で
行
い
、
披
露
宴
を
家
で
行

っ
た
。
結
婚
式
の
料
理
は
み
ん
な
魚
屋
に
頼

ん
で
材
料
を
そ
ろ
え
て
も
ら
い
、
前
日
か
ら
用
意
し
た
。
魚
屋
が
き
て
、

料
理
を
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
近
所
の
人
や
、
新
郎
側
の
身
内
が

手
伝

っ
た
。
み
ん
な
が
飲
み
に
く
る
の
で
、
雨
戸
な
ど
は
開
け

っ
放
し
た
。

祝
い
事
は
午
後
か
ら
は
暦
が
か
わ
る
の
で
、
午
前
中
に
し
た
ほ
う
が
い

い
と
さ
れ
、
遠
方
か
ら
の
新
婦
は
大
阪
か
神
戸
に
泊
ま

っ
て
い
た
。
式
の

日
の
午
前
中
に
仲
人
が
新
婦
を
迎
え
に
行
き
、
実
家
を
出
る
新
婦
は
、
こ
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の
時
と
葬
式
の
時
だ
け
縁
側
か
ら
出
た
。
三
度
と
家
に
帰

っ
て
こ
な
い
よ

う
に
と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
仲
人
が
新
婦
の
手
を
引
い
て
、

新
婦
の
両
親
が
続
い
た
。
新
郎
は
家
の
門
の
と
こ
ろ
で
待

っ
た
。

新
婦
は
嫁
ぎ
先
に
着
く
と
式
が
始
ま
る
前
に
、
「
不
束
者
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
両
手
を
つ
い
て
挨
拶
を
し
た
。
式

は
タ
カ
サ
ゴ
ヤ
と
二
二
九
度
の
み
で
、
こ
れ
が
済
む
と
新
婦
は
、
角
隠
し

を
外
し
、
振
袖
に
着
替
え
て
お
色
直
し
し
た
。
座
る
位
置
は
新
郎
が
左
側
、

新
婦
が
右
側
、
そ
の
両
脇
に
仲
人
が
座
り
、
血
の
濃
い
順
、
す
な
わ
ち
父

親
、
母
親
、
兄
弟
、
お
じ
、
お
ば
の
順
に
座

っ
た
。
式
は
お
よ
そ
三
〇
分

く
ら
い
で
、
式
が
終
わ
る
と
、
料
理
が
運
ば
れ
て
き
て
、
宴
会
と
な

っ
た
。

夜
、
夫
婦
の
契
り
を
結
ぶ
こ
と
を
床
入
り
と
い
う
。
い
つ
も
新
郎
が
寝

つ
　
て
い
る
部
屋
に
、
新
婦
が
用
意
し
た
嫁
入

徹
　
り
道
具
の
布
団
を
手
伝
い
に
来
て
い
る
人

薄鰯
　
が
し
い
た
。
床
入
り
が
終
わ
る
と
、
女
の

蜘
　
仲
人
が
「床
入
り
が
す
み
ま
し
た
。
ゆ
っ

ま紺
　
く
り
し
て
く
だ
さ
ぃ
」
と
み
ん
な
に
告
げ

ぐ
　
に
来

た
。

勘
定
は
通
で
行
い
、
盆
と
正
月
に
後
払
い
し
た
。
式
と
披
露
宴
が
済
む

と
、
近
所
の
世
話
好
き
な
男
の
人
を
頼
み
、
会
計
を
す
べ
て
任
せ
た
。

披
露
し
た
あ
く
る
曰
く
ら
い
に
、
新
郎
か
、
新
郎
の
母
親
と

一
緒
に
実

家
な
ど
に
挨
拶
の
た
め
に
ち
ょ
っ
と
里
帰
り
し
た
。
挨
拶
は
簡
単
な
も
の

で
、
「
ど
う
や

っ
た
」
と
い
う
話
を
す
る
く
ら
い
で
、
泊
ま

っ
て
も
長
居

す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
以
外
の
里
帰
り
は
、
お
盆
と
正
月
と
ャ
ブ

イ
リ
の
十
六
日
で
、
そ
れ
も
二
、
三
日
の
間
だ
け
だ

っ
た
。

離
婚
は
女
性
か
ら
持
ち
出
す
の
は
難
し
か

っ
た
が
、
女
性
か
ら
切
り
出

す
例
も
あ

っ
た
。

家
紋
と
は
別
に
女
紋
が
あ
り
、
そ
れ
を
式
服
に
い
れ
て
も
ら

っ
た
。
女

紋
は
母
親
の
紋
を
も

っ
て
い
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
先
方
の
紋
に
す
る
家
も

あ
る
。
実
家
の
家
紋
を
つ
け
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
明
治
末
期
の
深
山
家

で
は
女
児
の
宮
参
り
着
に
祖
母
の
実
家
の
家
紋
を
女
紋
と
し
て
使

っ
た
例

が
確
認
で
き
る

（写
真
１
３４
参
照
）
。

写真-41
大正 15年の新郎 。新婦の衣装

(永田周作氏と愛さん)

図 -9 結婚式におけ
る座席図

床の間

欠3 蔀 擢 欠a
両親     両親

兄弟     兄弟

親類
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第一章 日常の暮らし

五
節
　
葬
制

人
生
儀
礼
の
な
か
で
、
最
後
に
行
わ
れ
る
も
の
が
葬
礼
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
か
つ
て
深
江
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た
葬
礼
の
様
子
を
中
心
に
記
述

す
る
。

葬
式
ま
で
の
準
備

葬
式
の
こ
と
を
、
「
ソ
ー
レ
ン
」
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
、
「葬
礼
」

が
な
ま

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
地
区
の
人
が
死
ぬ
と
ま
ず
寺

（正
寿
寺
）

に
知
ら
せ
た
。
寺
か
ら
は
、
「
寺
守
」
と
呼
ば
れ
る
寺
の
世
話
を
し
て
い

る
人
が
、
鐘
を
た
た
い
て
村
中
を
回

っ
た
。
そ
の
鐘
を
聞
い
た
村
人
は
、

家
を
出
て
寺
守
に
、
ど
こ
の
家
の
葬
式
か
尋
ね
た
。

葬
式
は
ほ
と
ん
ど
各
家
で
行
い
、
寺
で
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
日
程

選
び
に
友
引

・
仏
滅
な
ど
を
考
慮
し
た
。
葬
式

一
切
の
世
話
は
、　
一
番
親

し
か

っ
た
人
が
中
心
に
な

っ
て
隣
近
所
が
行
い
、
親
戚

・
身
内
が
た
ず
さ

わ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
葬
式
屋
は
あ

っ
た
が
、
昭
和
初
期
ま
で
は

一
般

に
は
あ
ま
り
使
わ
な
か

っ
た
。
葬
式
の
間
の
買
物
は
、
近
所
の
人
が

「買

物
帳
」
と
呼
ば
れ
る
物
を
持

っ
て
行
き
、
何
を
買

っ
た
か
を
帳
面
に
書
い

て
も
ら
い
、
支
払
い
は
す
べ
て
あ
と
で
行

っ
た
。
「買
物
帳
」
を
見
る
と
、

ど
こ
の
店
も
葬
式
の
買
物
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
「買
物
帳
」
は
、

半
紙
を
二
つ
に
折
り
、
こ
よ
り
で
綴

っ
た
も
の
で
、
葬
式
の
買
物
の
時
だ

け
に
使
わ
れ
た
。

お
通
夜
で
は
死
者
を
入
れ
た
棺
を
座
敷
に
置
き
、
回
り
に
花
を
置
い
た
。

し
き
び
を
置
く
こ
と
は
少
な
か

っ
た
。
「
ド
ウ
ギ

ョ
ウ
シ
ュ
ウ
」
と
呼
ば

れ
る
人
が
や

っ
て
き
て
、
家
の
前
に
提
灯
を
吊
し
、
僧
侶
の
代
わ
り
に
導

師
を

つ
と
め
、
お
経
を
あ
げ
て
く
れ
た
。
「
ド
ウ
ギ

ョ
ウ
」
と
は
、
信
徒

の
集
ま
り
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。

家
族
の
者
が
死
者
の
身
体
を
ふ
き
、
帷
子
と
わ
ら
じ
を
つ
け
さ
せ
、
両

手
を
胸
の
前
で
組
ま
せ
、
手
に
数
珠
を
も
た
せ
た
。
死
体
が
硬
直
し
な
い

う
ち
に
手
を
組
ま
せ
な
い
と
い
け
な
い
。
も
し
硬
直
し
て
し
ま

っ
て
い
た

ら
、
指
の
関
節
を
折

っ
て
組
ま
せ
る
。
ち
な
み
に
、
老
人
で
生
前
に
腰
が

曲
が

っ
て
い
た
死
者
で
も
、
死
ん
で

一
時
間
ほ
ど
経

つ
と
腰
が
真

っ
す
ぐ

に
延
び
て
い
る
と
い
う
。

棺
は
寝
棺
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
、
座
棺
に
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、

大
正
初
め
ご
ろ
ま
で
土
葬
が
あ
り
、
各
家
の
墓
地
の
区
域
が
狭
く
、
寝
棺

だ
と
入
ら
な
か

っ
た
た
め
で
あ

っ
た
。
棺
の
中
に
は
、
杖

・
眼
鏡
な
ど
死

者
の
生
前
使

っ
て
い
た
も
の
や
和
紙
に
六
文
銭
を
印
刷
し
た
も
の
を
入
れ

た
。
こ
れ
は
深
江
の
岡
田
さ
ん
と
い
う
店
で
売

っ
て
い
た
。
大
き
い
葬
式

の
時
に
は
、
木
で
作

っ
た
六
文
銭
を
紐
に
通
し
て
入
れ
て
い
た
。
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出
棺
と
火
葬

出
棺
の
時
に
は
、
死
者
が
生
前
使

っ
て
い
た
茶
わ
ん
に
飯
を
盛

っ
て
、

箸
を

一
本
刺
し
、
家
の
前
で
た
た
き
割
る
。
そ
れ
か
ら
子
供
た
ち
が
寄

っ

て
き
て
、
お
菓
子
を
配

っ
た
。

棺
は
み
こ
し
の
台
の
よ
う
な
物
に
乗
せ
て
運
ぶ
が
、
担
い
で
家
を
出

る
と
き
に
は
、
担
ぐ
人
は
白
装
束
を
着
て
、
家
の
中
で
わ
ら
じ
を
履
き
、

そ
の
ま
ま
座
敷
か
ら
外

へ
出
る
。
こ
れ
は
、
死
出
の
旅
に
な
る
か
ら
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。

棺
は
、
死
者
に

一
番
近
い
身
内
の
男
性
が
数
人
で
担
い
だ
。
担
ぐ
人

数
は
決
ま

っ
て
お
ら
ず
、
火
葬
場
が
遠
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
で
担
い
だ
。
近
所
の
人
が
担
ぐ
こ
と
も
あ

っ
た
。

火
葬
場
ま
で
の
行
列
の
順
番
は
、
①
僧
侶
と
付
き
人
②
棺
③
喪
主
④

写
真
や
骨
壺
を
持

つ
人
⑤
親
戚

。
近
所
の
人
と
い
う
順
だ

っ
た
。
僧
侶

の
付
き
人
と
し
て
は
、
寺
の
世
話
を
す
る
人
が
傘
を
後
か
ら
さ
し
か
け

た
り
、
僧
侶
が
座
る
塗
り
の
椅
子
を
も
つ
人
が
い
た
。
脇
僧
が
つ
く
こ

と
も
あ

っ
た
。
喪
主
は
手
に
位
牌
を
持

っ
た
。
行
列
で
白
装
束
は
棺
を

担
ぐ
人
だ
け
で
あ

っ
た
。
後
を
向
く
な
と
は
言
わ
れ
な
か

っ
た
。

行
列
が
火
葬
場
に
到
着
す
る
と
オ
ン
ボ
と
呼
ば
れ
る
人
に
棺
を
預
け

て
、
そ
の
日
は
家
に
帰

っ
た
。
オ
ン
ボ
は
、
普
段
別
に
仕
事
を
持

っ
て

い
る
が
、
村
で
お
金
を
出
し
あ

っ
て
火
葬
の
世
話
を
専
属
に
や

っ
て
も

ら

っ
て
い
た
人
で
、
火
葬
は

一
晩
行
わ
れ
た
。

火
葬
場
は
も
と
も
と
本
庄
墓
地
内
に
レ
ン
ガ
作
り
の
も
の
が
あ

っ
た
が
、

後
に
、
現
在
の
本
山
南
町
六
丁
目
付
近
に
移

っ
た
。
具
体
的
な
葬
礼
の
様

ヤ
Ｘ

Ⅲ  l   ‐`
  1

//1

丁1^
村

図-10 深江から火葬場 。本庄墓地までの道順

「明治前期・日召和前期 神戸都市地図」編。清水靖夫 発行。本自書房より作成
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第一章 日常の暮らし

子
の
聞
き
取
り
が
で
き
た
の
は
、
移
転
後
の
火
葬
場
で
あ
り
、
所
在
地
と

深
江
か
ら
の
葬
礼
の
順
路
は
図
１
１０
の
通
り
で
あ
る
。
移
転
先
の
火
葬
場

に
は
明
治
二
十
四
年

（
一
八
九

一
）
に
供
養
碑
が
建
て
ら
れ
、
昭
和
九
年

（
一
九
二
四
）
に
区
画
整
理
が
着
手
さ
れ
る
ま
で
使
わ
れ
た
。
区
画
整
理

後
は
、
本
山
村

・
本
庄
村

・
住
吉
村

・
魚
崎
町
の
四
町
村
で
構
成
す
る

「
本
山
外
三
ケ
町
村
火
葬
場
事
務
組
合
」
が
、
昭
和
三
年
に
完
成
さ
せ
た

火
葬
場
を
利
用
し
て
い
る
。
昭
和
十

一
年
二
月
に
御
影
町
も
組
合
に
加
入

し

「本
山
村
外
四
ケ
町
村
火
葬
場
組
合
」
と
改
称
し
た
。
火
葬
場
も
昭
和

二
十
五
年
に
神
戸
市
に
合
併
後
、
甲
南
火
葬
場
と
改
称
さ
れ
た
。
区
画
整

理
後
、
火
葬
場
に
あ

っ
た
供
養
碑
は
本
庄
墓
地
内
の
か
つ
て
の
火
葬
場
の

位
置
に
移
さ
れ
た
。

火
葬
の
次
の
日
に
、
親
戚

。
身
内
だ
け
で
骨
拾
い
に
行

っ
た
。
オ
ン
ボ

の
人
に
、
窯
か
ら
こ
ま
が
つ
い
て
転
が
る
皿
に
乗

っ
た
死
者
を
出
し
て
も

ら
い
、
最
初
に
オ
ン
ボ
の
人
が
の
ど
ば
と
け
の
骨
を
箸
で
拾

っ
て
く
れ
た
。

一
般
の
人
で
は
、
ど
こ
が
の
ど
ば
と
け
の
骨
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

の
ど
ば
と
け
の
骨
は
、
味
噌
を
入
れ
る
よ
う
な
素
焼
き
の
小
さ
い
壷
に
入

れ
た
。
次
に
オ
ン
ボ
の
人
が
、
あ
ば
ら
か
足
の
関
節
部
分
の
骨
を

一
つ
だ

け
先
ほ
ど
の
壺
よ
り
大
き
な
骨
壷
に
入
れ
て
く
れ
た
。
こ
れ
を

「
ド
ウ
コ

ツ
」
と
呼
ぶ
。
次
に
、
来
た
人
み
ん
な
が
箸
で
つ
ま
ん
で
入
れ
た
。
骨
拾

い
に
使
う
箸
は
、
竹
と
木
で

一
組
に
し
た
も
の
を
使

っ
た
。
二
種
類
の
骨

壷
は
、
前
述
の
岡
田
さ
ん
の
店
で
売

っ
て
い
た
。

墓
と
納
骨

骨
拾
い
が
終
わ
る
と
、
そ
の
足
で
本
庄
墓
地

へ
向
か
い
、
親
戚

。
身
内

で
墓
に
骨
を
入
れ
た
。
墓
地
に
骨
を
入
れ
る
の
は
ド
ウ
コ
ツ
の
方
だ
け
で

あ
る
。
墓
に
は
、
地
面
に
埋
め
た
骨
壺
の
上
に
、
墓
石
が
で
き
る
ま
で
木

の
角
柱
を
立
て
て
い
た
。
板
も
あ

っ
た
が
少
な
か

っ
た
。
柱
に
は
、
正
面

に
戒
名
を
書
き
、
側
面
に
は
死
ん
だ
年
月
日
を
書
い
た
。

夫
が
亡
く
な

っ
た
時
、
妻
が
墓
地

へ
骨
を
納
め
に
行
く
と
再
婚
が
で
き

な
い
と
い
わ
れ
、
妻
が
再
婚
を
す
る
意
志
が
あ
る
と
き
に
は
墓
地

へ
行
か

な
か

っ
た
。
ま
た
子
供
が
死
ん
だ
と
き
に
は
、
親
は
火
葬
場

へ
行
か
な
か

っ

写真-42 旧火葬場の供養碑
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た
。の

ど
ば
と
け
の
骨
の
方
は
、
金
欄
の
袋
に
入
れ
て
家
に
祀
っ
た
。
墓
地

か
ら
家
に
帰
る
と
、
塩
を
家
の
前
に
ま
い
て
、
そ
の
塩
を
踏
ん
で
家
に
入
っ

た
。
家
に
入
る
と
、
僧
侶
が
の
ど
ぼ
と
け
の
骨
の
方
に
お
経
を
あ
げ
て
く

れ
た
。
僧
侶
に
は
、
骨
拾
い
に
行
く
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
伝
え
て
お
き
、

時
間
を
見
計
ら
っ
て
家
の
方
に
き
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
晩
親
戚
は
家
に
泊
ま
っ
て
い
っ
た
。
最
初
か
ら
だ
と
二
泊
三
日
す

の
本
願
寺

へ
骨
納
め
に
行
く
。
家
に
よ

っ
て
は
な
る
べ
く
早
く
行

っ
た
り
、

そ
の
年
を
越
さ
な
い
よ
う
に
行
く
こ
と
も
あ

っ
た
。
た
い
て
い
の
家
で
は
、

一
周
忌
の
時
に
親
戚
が
集
ま
る
の
で
、
み
ん
な
で
そ
の
時
に
行
く
こ
と
が

多
か

っ
た
。

浜
辺
に
あ
が

っ
た
溺
死
体
は
、
身
元
が
不
明
な
場
合
は
役
場
が
引
き
取

り
、
い
っ
た
ん
土
葬
が
行
わ
れ
た
。
身
元
が
わ
か
る
ま
で
埋
め
ら
れ
た
ま

ま
で
あ

っ
た
。

村
営
葬
儀

戦
前
に
は
葬
儀
業
者
を
使
う
家
が
増
え
た
が
、
戦
災
で
近
郷
の
葬
儀
業

者
が
焼
失
し
た
り
転
廃
業
の
た
め
不
在
と
な

っ
た
。
会
葬
者
は
羽
織
袴
姿

や
礼
服
姿
で
火
葬
場
ま
で
歩
き
、
棺
を
荷
車
で
運
搬
す
る
者
も
い
た
。
そ

こ
で
、
村
の
厚
生
常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、
中
古
の
中
型
バ
ス
を

購
入
し
、
こ
れ
を
霊
柩
車
の
代
わ
り
と
し
て
、
昭
和
二
十
四
年

（
一
九
四

九
）
か
ら
村
営
の
葬
儀
を
始
め
た
。
バ
ス
の
中
央
に
棺
を
乗
せ
そ
の
周
り

に
会
葬
者
が
乗
り
、
喪
主
は
運
転
席
の
助
手
席
に
乗

っ
た
。

祭
壇
の
飾
り
つ
け
は
松

・
竹

。
梅
の
ニ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
葬
儀
用
具
の

斡
旋
な
ど
ま
で
担
当
し
好
評
を
得
た
。
こ
の
あ
た
り
で
は
、
御
影

・
魚
崎

も
公
営
葬
儀
を
行

っ
て
い
た
。
昭
和
三
十
五
年
の
神
戸
市
に
合
併
後
も
、

村
役
場
は
東
灘
区
役
所
の
出
張
所
と
し
て
、
執
務
を
行

っ
た
の
で
、
従
来

通
り
営
業
を
続
け
た
。
昭
和
三
十
年
十

一
月
に
各
出
張
所
が
廃
止
さ
れ
た

写真-43 昭和33年の本庄墓地

一 日  人 を も イ
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第一章 日常の暮 らし

た
め
、
葬
儀
用
霊
柩
車
は
運
転
手
と
と
も
に
神
戸
市
衛
生
局
に
移
管
、
祭

具
は
深
江
の
正
寿
寺
に
納
め
て
村
営
葬
儀
は
廃
止
さ
れ
た
。

西
青
木
地
区
の
葬
制

西
青
木
地
区
の
墓
地
は
、
現
在
、
福
池
小
学
校
の
す
ぐ
南
の
本
山
南
町

四
丁
目
に
あ
る
が
、
元
は
阪
神
電
車
の
青
木
駅
の
西
南
に
あ
り
、
明
治
に

な

っ
て
か
ら
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。
赤
い
レ
ン
ガ
造
り
の
火
葬
場
で
、
そ

の
前
に
石
の
蓮
台
が
あ
り
、
こ
こ
に
棺
が
置
か
れ
、
僧
侶
の
読
経
の
後
、

親
族
の
手
で
火
葬
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
に
は
西
青
木

で
初
め
て
住
吉
川
の
荒
神
谷
で
火
葬
が
行
わ
れ
た
。

六
節
　
一父
通

・
交
易

本
庄
地
域
は
、
神
戸
市
東
灘
区
の
東
南
に
位
置
し
、
東
は
芦
屋
市
に
接

し
て
い
る
。
神
戸
市
東
灘
区
が
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
に
発
足
す

る
ま
で
は
、
武
庫
郡
に
属
し
、
当
地
域
は
そ
の
中
部
に
位
置
し
て
い
た
。

当
時
東
は
芦
屋
市

（昭
和
十
五
年
ま
で
は
精
道
村
）
、
西
は
魚
崎
町
、
北

は
本
山
村
に
接
し
、
南
に
は
大
阪
湾
が
横
た
わ

っ
て
い
た
。

地
区
内
を
走
る
道
路

地
区
内
に
は
、
東
西
の
交
通
路
と
し
て
、
浜
街
道
と
呼
ば
れ
る
西
国
街

道
の
脇
街
道
的
な
街
道
が
通
過
し
て
い
た
。
南
北
の
交
通
路
は
、
海
岸
沿

い
の
集
落
と
山
手
の
集
落
を
結
ぶ
道
が
複
数
あ

っ
た
。
そ
の
主
要
な
道
は

四
本
あ
り
、　
一
番
東
に
あ
る
通
称
札
場
筋
は
、
札
場
通
と
い
う
地
名
に
も

な
り
深
江
の
集
落
と
本
山
地
域
の
森
を
結
ん
で
い
た
。
次
が
稲
荷
筋
で
、

こ
の
道
を
北

へ
向
か
う
と
深
江

。
青
木
の
総
氏
神
に
な

っ
て
い
た
森
の
稲

荷
神
社
に
た
ど
り
つ
く
。
次
は
、
西
青
木
の
北
端
に
あ
る
福
井
池
の
東
側

を
通
る
道
で
あ
る
。
青
木
の
集
落
か
ら
北

へ
上
が
り
、
本
山
地
域
の
田
辺

に
通
じ
て
い
た
。
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
の
地
形
図
を
見
る
と
、
比

較
的
太
い
道
に
描
か
れ
て
い
る
。
最
後
は
、
西
青
木
の
中
央
を
通
り
、
福

井
池
の
西
側
を
通
過
し
、
本
山
地
域
の
田
中
付
近
に
つ
な
が

っ
て
い
る
道

で
あ
る
。
戦
前
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
付
近
に
家
が
固
ま

っ
て
お
り
、

山
麓
に
走
る
国
道
二
号
ま
で
の
間
は
、
田
ん
ぼ
が
広
が

っ
て
い
た
。
こ
の

田
ん
ぼ
の
中
を
走
る
畔
道
な
ど
を
通

っ
て
、
野
良
仕
事
に
行

っ
た
り
、
子

供
た
ち
は
学
校
に
通

っ
た
り
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
今
と
違

っ
て
、
車
を

気
に
す
る
こ
と
な
ど
全
く
な
か

っ
た
。
た
だ
、
大
正
十
年
発
行
の

『
武
庫

郡
誌
』
に
は
、
「
在
来
の
村
内
里
道
は
、
数
次
の
改
修
に
依
り
て
漸
く
整

頓
し
、
交
通
運
輸
の
便
昔
日
の
比
な
ら
ざ
る
に
至
れ
り
」
と
あ
る
の
で
、

ど
ん
ど
ん
景
観
が
変
わ

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

浜
街
道

京
の
都
と
九
州
の
大
宰
府
を
結
ぶ
山
陽
道
は
、
や
が
て
西
国
街
道
と
も
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呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
物
や
人
の
行
き
来
が
盛
ん
に
な

っ
た
江
戸
時
代

に
は
、
京

。
大
坂
と
中
国

。
九
州
を
結
ぶ
往
来
と
し
て
、
重
要
な
道
で
あ

っ

た
。京

都
か
ら
続
い
て
い
る
西
国
街
道
は
西
宮
を
過
ぎ
、
現
在
の
西
宮
市
川

西
町

。
芦
屋
市
打
出
町
境
付
近
で
分
岐
し
、
南
側
の
道
は
浜
街
道
と
呼
ば

れ
、
海
岸
沿
い
を
通
り
、
神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
付
近
で
再
び
西
国
街
道

と
合
流
し
た
。
浜
街
道
は
、
本
庄
地
域
を
通
る
基
幹
道
路
で
、
生
活
を
支

え
た
道
で
あ

っ
た
。
浜
街
道
は
、
明
治
に
な
る
と
西
国
街
道
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
当
時
の
地
形
図
に
も
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。

東
か
ら
来
る
と
、
浜
街
道
は
今
の
国
道
四
三
号
を
通
り
、
深
江
本
町

一

丁
目
付
近
、
津
知
川
を
渡

っ
た
所
で
国
道
か
ら
外
れ
る
。
江
戸
時
代
に
高

札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
札
場
通
を
横
切
り
、
大
日
霊
女
神
社
の
南
を
通
り
、

稲
荷
筋
を
横
切
る
。
札
場
通
か
ら
稲
荷
筋
の
間
の
道
は
、
深
江
の
中
心
地

で
あ
り
、
数
多
く
の
店
が
並
ん
で
い
た
。

集
落
を
ぬ
け
る
頃
、
高
橋
川
を
渡
り
、
本
庄
小
学
校
南
を
通
る
。
街
道

の
南
に
あ

っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
役
場
は
、
元
は
街
道
の
北
側
、

本
庄
小
学
校
の
西
隣
り
に
木
造
の
建
物
で
立

っ
て
い
た
。
役
場
を
過
ぎ
る

と
青
木
の
集
落
の
東
端
に
あ
る
東
の
地
蔵
堂
に
つ
く
。
青
木
の
集
落
に
入

る
と
、
多
く
の
店
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
西
の
地
蔵
堂
を
過
ぎ
て
、
天
上

川
を
渡
る
と
魚
崎
町
で
あ
る
。

写真-44 大正期の浜街道と松
街道の両側は一面田んぼが広がる。右

端にかすかに電柱が見える。松は浜風を
受けて右に曲がっている。

写真-45
うつそうとした松が茂る高橋川付近
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第一章  口常 の暮 らし

江
戸
時
代
の
街
道
沿
い
に
は
、
よ
く
松
並
木
が
見
ら
れ
た
。
本
庄
小
学

校
の
南
に
あ

っ
た
本
庄
村
役
場
の
東
側
も
、
松
林
に
な

っ
て
お
り
、
浜
街

道
の
南
に
街
道
の
名
残
の
松
の
切
り
株
が
あ

っ
た
。
た
だ
、
本
庄
小
学
校

の
運
動
場
内
の
南
側
に
松
が
数
本
並
ん
で
い
る
の
を
、
街
道
の
名
残
と
書

か
れ
た
書
物
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
本
庄
小
学
校
創
建
時
に
植
え
た
も
の

で
あ
る
。

南
北
の
道
路

深
江
の
正
寿
寺
の
す
ぐ
東
側
の
南
北
の
道
を
札
場
筋
、
札
場
通
と
い
う
。

浜
街
道
と
札
場
筋
の
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
、
高
札
が
立
て
ら
れ
て
い
て
俗

に
札
場
筋
と
い
う
よ
う
に
な

っ
た
。
特
に
今
の
国
道
四
三
号
よ
り
南
の
道

沿
い
に
は
、
店
が
並
び
、
漁
業
を
し
て
い
た
海
沿
い
の
村
人
が
買
物
に
出

掛
け
た
。
か
つ
て
こ
の
道
沿
い
に
、
「札
場
通
」
と
い
う
町
名
が
あ

っ
た
。

深
江
の
大
日
霊
女
神
社
の
西
側
を
南
北
に
走
る
道
が
稲
荷
筋
で
あ
る
。

こ
の
道
を
北
に
進
む
と
、
国
道
二
号
の
す
ぐ
北
に
あ
る
朱
鳥
居
と
い
う
大

き
な
鳥
居
の
下
を
く
ぐ
る
。
鳥
居
の
南
西
角
に
は
、
「
稲
荷
之
社
　
従
是

三
町
」
と
刻
ま
れ
た
道
標
が
あ
る
。
さ
ら
に
北

へ
行
く
と
、
深
江
と
青
木

の
氏
神
で
あ
る
稲
荷
神
社
に
着
く
。
こ
の
稲
荷
神
社

へ
の
道
が
名
称
の
由

来
で
あ
る
。
か
つ
て
卯
の
葉
祭
り
の
時
に
は
、
稲
荷
神
社
か
ら
お
旅
所
で

あ
る
大
日
霊
女
神
社
ま
で
だ
ん
じ
り
が
行
列
し
、
道
に
は
露
店
が
た
く
さ

ん
並
び
、
賑
わ

っ
て
い
た

（
日
絵
参
照
）
。
境
内
に
安
政
五
年
の
銘
の
入

っ

写
真
１
４６
　
昭
和
３０
年
ご
る
の
札
場
筋

（現
在
の
深
江
南
町
付
近
）
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た
神
輿
台
が
あ

っ
た
。
現
在
も
阪
神
電
車
深
江
駅
か
ら
北
は
、
商
店
が
立

ち
並
び
、
買
物
客
で
賑
わ

っ
て
い
る
。

南
北
道
路
の
中
で
、
歴
史
的
に
重
要
な
の
が
、
魚
屋
道

全
ハ
甲
越
道
）
で

あ
る
。
湯
の
町
で
有
名
な
有
馬
と
本
庄
地
域
を
結
ぶ
交
通
路
は
、
江
戸
時

代
に
は
間
道
で
、
西
宮
か
ら
北
の
生
瀬
を
通

っ
て
有
馬

へ
至
る
六
甲
山
の

東
側
を
通
る
コ
ー

ス
を
通
ら
ね
ば
な

ら
な
か

っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
ル
ー

ト
は
時
間
が
か
か

り
、
宿
駅
を
通
る

た
び
に
経
費
が
か

か
る
の
で
、
抜
け

道
と
し
て
、
直
接

六
甲
山
を
越
え
て

有
馬

へ
向
か
う
道

が
し
ば
し
ば
利
用

さ
れ
て
い
た

（歴

史
編
近
世
の
章
参

照
）
。
明
治
に
な

り
、
自
由
に
ど
の
道
で
も
往
来
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
海
で
獲
れ
た
新

鮮
な
魚
介
類
を
、
有
馬
温
泉
の
湯
治
客
に
食
べ
さ
せ
る
た
め
、
夜
暗
い
う

ち
か
ら
出
て
天
秤
棒
に
魚
を
入
れ
た
篭
を
ぶ
ら
下
げ
て
運
ん
だ
。
そ
の
た

め
魚
屋
道
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
道
が
住
吉
川
の
上
流
と
交

差
す
る
と
こ
ろ
に
、
「本
庄
橋
」
と
刻
ま
れ
た
石
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
。

道
標

今
と
違

っ
て
、
昔
の
旅
は
交
通
不
便
で
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
の
た
め
往
来
の
安
全
を
願

っ
て
人
々
は
道
標
を
立
て
る
よ
う
に
な

っ
た
。

現
在
、
本
庄
地
域
に
あ
る
道
標
は
、
市
衡
地
で
は
昭
和
五
十
七
年
に
立

て
ら
れ
た

「魚
屋
道
」
と
い
う
記
念
碑
的
な
も
の
が

一
基
あ
る
。
こ
れ
は
、

か
つ
て
阪
神
電
車
深
江
駅
の
す
ぐ
東
北
に
あ
る
銀
行
の
前
に
立
て
ら
れ
て

い
た
。
現
在
は
大
日
霊
女
神
社
西
側
に
移
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
は

一
〇
〇

カ
ン
房
で
ヽ
正
面
に

「
魚
屋
道
」
、
右
面
に
二
行
に
わ
た
り

「
従
是
北
江

有
馬
湯
本
」
そ
の
下
に

「
造
三
里
」
、
左
面
に

「
深
江
財
産
区
」
、
背
面
に

「
昭
和
五
十
七
年
十
月
再
建
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
六
甲
山
中
に
は

深
江
の
山
の
神
を
示
す
道
標
が

一
基
あ

っ
た
。
魚
屋
道
沿
い
に
あ
り
、
四

角
柱
で
高
さ

一
〇
七
″
ン
房
ヽ
頭
部
が
角
錐
に
な

っ
て
い
る
。
昭
和
六
十
年

に
立
て
ら
れ
た
が
、
平
成
十
六
年
、
大
日
霊
女
神
社
に
移
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
現
存
す
る
の
は
い
ず
れ
も
比
較
的
新
し
い
時
期
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で
、
浜
街
道
に
ち
な
む
道
標
は
現
存
し
な
い
。
た
だ
今
回
の
編

手前に田んばがあり、脇を稲荷筋が通る。境内に神輿台がみえる

写真-47 南西から見た大日霊女神社 明治41年
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纂
作
業
の
調
査
で
、
阪
神
電
車
が
明
治
二
十
八
年

（
一
九
〇
五
）
に
開
通

し
て
か
ら
、
深
江
駅
の
東
側
の
踏
み
切
り
の
北
側
す
ぐ
傍
ら
に
立
て
ら
れ

て
い
た
道
標
を
再
発
見
し
た
。

こ
の
道
標
は
、
現
高

一
一
五
カ
ン
房
で
、
正
面
に

「
本
門
法
華
宗
／
鬼
子

母
神
堂
／
是
ヨ
リ
北
江
八
丁
東
光
山
要
玄
寺
」
と
刻
ま
れ
、
向
か

っ
て
左

面
に
は
、
行
き
先
を
示
す
人
差
し
指
を
伸
ば
し
た
手
首
を
陽
刻
し
、
背
面

に
は
、
下
方
に

「
中
興
井
原
木
信
解
代
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
要
玄
寺

（東
灘
区
本
山
北
町
二
丁
目
）
住
職
井
原
木
憲
紹
氏
に
よ
れ
ば

一
九
七
〇

年
代
中
ご
ろ
ま
で
阪
神
電
車
深
江
駅
前
の
踏
み
切
り
付
近
に
建

っ
て
い
た

が
、
そ
の
後
撤
去
さ
れ
、　
一
時
所
在
が
不
明
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
。
深

江
南
町
四
丁
目
の
通
称

「浜
の
戎
さ
ん
」
の
境
内
で
筆
者
が
調
査
中
に
立

て
か
け
ら
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
そ
の
後
、
浜
の
戎
さ
ん
は
大
日
霊

女
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
現
在
こ
の
道
標
は
要
玄
寺
で
保
管
さ
れ
て
い
る

（道
標
に
つ
い
て
は
、
第
五
章

石
造
遺
物
の
項
参
照
）。

道
路
元
標

青
木
五
丁
目
の
八
坂
神
社
の
境
内
西
南
隅
に
、
「
本
庄
村
道
路
元
標
」

と
刻
ま
れ
た
石
標
が
あ
る
。
旧
村
名
を
残
し
て
い
て
、
本
庄
村
の
存
在
を

残
す
遺
品
の

一
つ
で
あ
る
。
道
標
に
似
て
い
る
が
、
道
標
の
役
割
を
果
た

す
も
の
で
は
な
い
。

明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
に
国
県
道
と
里
道
と
の
制
度
を
定
め
た
明
治

政
府
は
、
大
正
八
年

（
一
九

一
九
）
公
布
の
道
路
法
に
よ

っ
て
法
に
基
づ

く
道
路
管
理
を
行
う
こ
と
と
な

っ
た
。
道
路
法
で
は
、
道
路
元
標
は
道
路

の
付
属
物
と
し
て
、
各
町
村
に

一
個
ず
つ
、
国
道

・
府
県
道
の
起

・
終
点

の
基
準
と
な
る
主
要
地
点
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
大
正
十

一
年
の
内

務
省
令
で
、
道
路
元
標
の
大
き
さ

。
様
式
が
定
め
ら
れ
た

（若
林

一
九
八

五
）。本

庄
村
道
路
元
標
は
花
商
岩
で
で
き
て
お
り
、
現
高
は
六
五
カ
ン
、
幅
と

奥
行
き
は
二
五
カ
ン
を
測
る
ほ
ぼ
様
式
ど
お
り
で
、
様
式
よ
り
高
い
の
は
、

元
の
位
置
よ
り
移
動
し
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
元
は
こ
の
辺
り
の
浜
街
道

に
面
し
て
立
て
ら
れ
て
い
た
。
正
面
に
楷
書
体
で

「本
庄
村
道
路
元
標
」

と
刻
ま
れ
、
他
の
面
に
は
銘
文
は
見
ら
れ
な
い
。
頭
部
は
蒲
鉾
形
に
な

っ

て
い
る
。
現
在
は
南
を
向
い
て
い
る
。平

面

道
路
元
標

設
置

の
時
期

に
つ
い
て
は
、

道
路
元
標
に

年
月
が
刻
ま

れ
て
い
な
い

の
で
、
確
定

的
な
こ
と
は

第一章 日常の暮らし

図-11 内務省令による道路元標
様式図

何

々
市
町
村
道
路
元
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分
か
ら
な
い
。
各
府
県
で
は
施
行
令
を
発
令
し
た
翌
年
の
大
正
九
年
に
、
設

置
場
所
を
告
示
し
て
お
り
、
兵
庫
県
も
設
置
場
所
を
告
示
し
た
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
こ
の
時
点
で
設
置
に
と
り
か
か

っ
た
の
で
は
な
く
、
や
は
り
大

正
十

一
年
の
内
務
省
令
発
令
以
後
に
設
置
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
兵
庫
県
篠
山
市
の
旧
畑
村
と
旧
城
北
村
の
道
路
元
標
の
裏
面
に

は

「大
正
十

一
年
十

一
月
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

鉄
道

鉄
道
は
、
阪
神
電
車
が
、
本
庄
地
域
の
中
心
部
を
東
西
に
走

っ
て
い
る
。

阪
神
電
車
は
、
鉄
道
の
特
許
を
獲
得
し
た
と
き
に
は
、
摂
津
電
気
鉄
道
と

呼
ば
れ
、
の
ち
に
阪
神
電
気
鉄
道
と
改
称
し
た
。
明
治
二
十
八
年

（
一
九

〇
五
）
に
、
大
阪
出
入
橋
か
ら
神
戸
加
納
町
ま
で
三
二
詳
房
を
結
び
開
通

し
た
。
所
用
時
間
は

一
時
間
半
で
、
開
通
当
初
は
業
績
は
良
好
で
あ

っ
た
。

本
庄
地
域
に
は
、
二
つ
の
駅
が
置
か
れ
、
正
寿
寺
の
東
北
に
深
江
駅
が
、

青
木
の
字
車
道
の
東
に
青
木
駅

（『
武
庫
郡
誌
』
で
は
西
青
木
駅
）
が
置

か
れ
た
。
阪
神
電
気
鉄
道
は
線
路
の
勾
配
上
の
問
題
か
ら
、
両
駅
を
廃
止

し
て
三
駅
の
間
に

一
つ
の
駅
を
置
こ
う
と
し
た
が
、
村
人
は
、
敷
地
の
寄

付
を
条
件
に
両
駅
の
存
続
を
頼
み
、
会
社
側
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
深
江

駅
と
青
木
駅
二
つ
の
駅
が
存
続
し
た
。

街
の
様
子

本
庄
村
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
阪
神
電
車
の
深
江

。
青

木
両
駅
を
中
心
に
急
激
に
人
日
が
増
え
て
い
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
商

店
も
数
多
く
並
ん
で
い
た
。

深
江
の
札
場
筋
と
浜
街
道
沿
い
に
は
商
店
が
多
く
見
ら
れ
た
。
札
場
筋

を
ず

っ
と
海
岸
の
方

へ
行
く
と
、
少
し
東
に
魚
市
場
が
あ
り
、
そ
の
ま
わ

り
に
は
網
元
の
家
が
あ

っ
た
。
こ
の
辺
り
に
見
ら
れ
る

「
フ
ケ
ダ
」
は
湿

田
の
こ
と
で
あ
る
。
東
の
端
の
芦
屋
市
と
の
境
に
は
、
大
き
な
家
が
立
ち

並
ん
で
い
た
。

写真-48 昭和12～ 13年 ごるの深江駅前
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第一章 日常の暮らし

ま
た
浜
辺
近
く
に
は
菅
原

。
松
尾

・
永
田

・
伊
丹
な
ど
の
酒
蔵
が
あ

っ

た
。
昭
和
十
年
ご
ろ
ま
で
酒
造
を
行

っ
て
い
た
永
田
酒
造
で
作
ら
れ
て
い

た
銘
柄

「祥
瑞
」
の
焼
印
が
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
に
保
存
さ
れ
て

い
る
。

青
木
駅
の
東
南
に
あ
る
長
岐
の
靴
下
工
場
は
、
大
正
八
年
の
創
立
で
、

綿
製
の
靴
下
の
製
造
を
し
て
お
り
、
遠
く
イ
ン
ド

ヘ
も
輸
出
し
て
い
た
。

青
木
駅
の
西
に
あ
る
天
上
川
左
岸
河
日
に
あ
る
ド
イ
ツ
染
料
は
、
カ
セ

ラ
染
料
株
式
会
社
と
い
い
、
明
治
四
十
四
年
に
設
立
し
た
。
綿
糸
用
と
毛

糸
用
の
染
料
を
扱

っ
て
い
た
。

青
木
駅
の
南
の
海
岸
沿
い
に
あ
る
マ
ル
カ
ン
酢
は
、
慶
安
二
年

（
一
六

四
九
）
尾
張
で
創
業
、
明
治
二
十
五
年
笹
田
樽
左
衛
門
が
青
木
の
酒
造
家

寺
田
市
郎
右
衛
門
の
酒
倉
を
買
い
入
れ
、
翌
年
か
ら
川
島
銀
太
郎
を
代
務

人
と
し
て
酢
の
醸
造
に
従
事
し
た
。
商
号
を

「
丸
勘
」
と
し
、

酒
粕
を
使

っ
て
醸
造
し
た
柏
酢
と
、
い

っ
た
ん
酒
を
醸
造
し
、

発
酵
さ
せ
て
作
る
酒
酢
の
二
種
類
を
生
産
し
て
い
た
。
前
者

は
主

に
関
東

・
東
北

・
北
海
道
地
方
に
販
売
さ
れ
、
後
者
は

関
西
地
方
や
九
州
地
方
に
販
売
し
、
そ
の
他
台
湾

・
朝
鮮
半

島
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
青
木

。
西
青
木

で
は
、
江
戸
時

代
に
始
ま

っ
た
素
麺
業
が
明
治
の
頃
は
隆
盛
を
極
め
た
が
、

大
正
時
代

に
は
行
う
家
も
僅
か
に
な

っ
て
い
た
。

民
俗
編
　
参
考
文
献

神
戸
民
俗
芸
能
調
査
団

『
神
戸
の
民
俗
芸
能

。
東
灘
編
』
神
戸
市

教
育
委
員
会
　
一
九
七
五

谷
田
盛
太
郎

『
住
吉
村
誌
』
住
吉
町
役
場
　
一
九
四
六

魚
崎
町
誌
編
纂
委
員
会

『魚
崎
町
誌
』

一
九
五
七

写真-49 浜街道沿いにあった上増呉服店と店内
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本
山
村
誌
編
纂
委
員
会

『本
山
村
誌
』

一
九
五
三

新
修
神
戸
市
史
編
集
委
員
会

『新
修
神
戸
市
史
』
神
戸
市
　
一
九
八
九
～

仲
彦
二
郎

『西
摂
大
観
』
明
輝
社
　
一
九

一
一

武
庫
郡
教
育
会

『武
庫
郡
誌
』

一
九
二

一

秋
里
籠
島

『摂
津
名
所
図
会
』

一
七
九
六

『兵
庫
県
大
百
科
事
典
』
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
　
一
九
八
三

『兵
庫
県
地
名
大
辞
典
』
角
川
書
店
　
一
九
八
八

神
戸
市
立
本
庄
小
学
校

『本
庄
の
う
つ
り
か
わ
り
』

一
九
八
〇

民
俗
編
　
第

一
章
　
参
考
文
献

潮
田
鉄
雄

『
も
の
と
人
間
の
文
化
史

・
は
き
も
の
』
法
政
大
学
出
版
会
、　
一
九
七

三
日
本
は
き
も
の
博
物
館

『
日
本
は
き
も
の
博
物
館

・
総
合
案
内
』

一
九
九
四

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所

『
仕
事
着
―
西
日
本
編
』
平
凡
社
、　
一
九
八

七
伊
丹
市
立
博
物
館

『聞
き
書
き
　
伊
丹
の
く
ら
し
～
明
治

。
大
正

。
昭
和
』

一
九

八
九

潮
田
鉄
雄

「
関
東
と
関
西
の
は
き
も
の
」
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
第
十
四
巻
　
技

術
と
民
俗
』
（下
巻
）
小
学
館
、　
一
九
八
六

磯
辺
広
好

『
お
う
ぎ
の
あ
ゆ
み
』
青
木
財
産
区
管
理
会
、　
一
九
七
二

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館

『
特
別
展
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
　
さ
か
な
を
と
る
―
深
江

の
漁
業
を
た
ず
ね
て
』

一
九
九

一

田
辺
員
人

「魚
屋
道
の
往
来
―
近
世
東
六
甲
の
山
越
え
交
通
史
―
」
『歴
史
と
神

戸
』

一
〇
八
号
、
神
戸
史
学
会
　
一
九
八

一

西
垣
発
則

『阪
神
電
気
鉄
道
沿
線
名
所
案
内
』

一
九
〇
八
、
上
野
直
吉

『阪
神
便

覧
』
盆

九
二
八
）
と
あ
わ
せ
て
中
外
書
一房
よ
り

一
九
七
六
年
復
刻

田
中
員
吾
編

『神
戸
の
地
理
』
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
　
一
九
八
四

田
中
員
吾
編

『
六
甲
山
の
地
理
』
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
　
一
九
八
八

若
林
泰

「
宝
塚
の
道
路
元
標
」
『
地
方
史
研
究
』

一
九
二
号
、
地
方
史
研
究
協
議

会
　
一
九
八
五

上
田
倖
弘
著

『
「道
路
元
標
」
を
尋
ね
て
』
弘
道
社
　
一
九
九
〇
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第二章 漁業に生きる人及

第
一
一章

漁
業
に
生
き
る
人
々

本
章
の
記
述
は
主
に
昭
和
初
期
以
降
に
操
業
し
て
い
た
漁
師
か
ら
の
聞

き
取
り
調
査
に
よ

っ
て
い
る
。

も
と
も
と
漁
業
技
術
は
職
人
的
で
、
個
人
的
な
差
異
が
大
き
い
う
え
に
、

本
庄
地
域
の
場
合
、
都
市
部
の
沿
岸
漁
業
で
技
術

・
流
通
な
ど
の
時
代
的

変
化
も
激
し
い
。
歴
史
的
な
経
過
や
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

多
数
の
話
者
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
が
必
須
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭

和
四
十
七
年

（
一
九
七
三
）
、
埋
立
事
業
の
開
始
に
よ

っ
て
地
元
の
漁
業
協

同
組
合
が
解
散
し
て
か
ら
二
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
う
え
に
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
今
回
の
調
査
で
は
、
深
江

。
青
木
い
ず
れ

の
地
区
で
も
数
名
の
話
者
し
か
得
ら
れ
な
か

っ
た
。

さ
ら
に
、
船
大
工
の
話
者
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
た
め
、
漁
船
に
つ
い
て

の
記
述
は
造
船
す
る
立
場
で
な
く
使
う
立
場
で
あ

っ
た
漁
師
か
ら
の
聞
き

書
き
に
よ

っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
そ
の
限
界
を
自
覚
し
、
事
例
記
述
的
な
立
場
に
立

っ
て
い
る

こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断

っ
て
お
き
た
い
。
特
に
青
木
地
区
の
調
査
は
十
分

と
は
い
え
な
い
た
め
、
主
に
深
江
地
区
で
の
取
材
を
中
心
に
記
述
し
、
青

木
地
区
の
事
例
を
付
け
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
漁
業
権

。
漁
業
区
域
の
推
移
や
漁
獲
量
の
動
向
な
ど
法
律

。
経

済
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
近
代
史
の
章
に
譲

っ
て
い
る
。

な
お
、
話
者
に
よ
れ
ば
、
網

・
船
等
の
寸
法
の
単
位
と
し
て
漁
師
が
使

っ

て
い
た
の
は
鯨
尺
で
、　
一
尋
Ｈ
四
尺
Ｈ

一
・
五

一
五
房
と
認
識
さ
れ
て
い

た
。
実
際
の
漁
業
活
動
の
現
場
で
は
、　
一
尋
は
両
手
を
ひ
ろ
げ
た
長
さ
と

さ
れ
、
体
の
大
き
さ
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
師
が
手
の
ひ
ろ
げ
方
を
加

減
し
た
と
い
う
。

こ
の
た
め
、
単
純
に
メ
ー
ト
ル
法
に
換
算
す
る
と
誤
り
も
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
。
本
稿
で
は
、原
則
的
に
は
尋
、
尺
寸
な
ど
話
者
の
使
用
単
位
に
よ

っ

て
記
述
し
、
適
宜
、
先
述
の
換
算
率
で
メ
ー
ト
ル
を
併
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

た
だ
し
、
図
１
９

●
図
１
１０
の
船
図
面
は
曲
尺
を
単
位
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
重
量
に
つ
い
て
は
、　
一
貫
目
Ｈ
三

・
七
五
ま
ν
フと
し
て
い
る
。
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一
節
　
概
観

本
庄
地
域
の
漁
業
の
様
子

明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
）
、
明
治
政
府
は
広
域
的
に
漁
業
秩
序
を
調

整
す
る
目
的
で
、
「
漁
業
組
合
準
則
」
を
制
定
し
た
。
兵
庫
県
は
こ
れ
を

受
け
て
、
各
漁
業
地
の
旧
慣
を
調
査
し
、
そ
れ
を
元
に
組
合
規
約
を
定
め

さ
せ
た
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
に

『
兵
庫

県
漁
業
慣
行
録
』
（以
下

『
慣
行
録
し

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
『
慣
行

録
』
に
よ
れ
ば
、
深
江

。
青
木
地
区
は
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
以
前
か

ら
漁
業
を

営
ん
で
お

り
、
西
青

木
地
区
は
、

明
治
八
年
、

兵
庫
県
が

新
規
の
漁

業
従
事
を

認
め
た
た

め
、
翌
九

年
、
創
業
し
て
い
る
。
深
江
、
青
木
、
西
青
木
の
二
地
区
を
あ
わ
せ
た
漁

民
数
は

一
五

一
人
、
漁
船
数
は

一
二
八
艘
で
あ
る
。
な
お
、
『
武
庫
郡
誌
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
大
正
八
年
の

「本
庄
村
職
業
別
現
住
戸
数
及
人
日
」

に
よ
れ
ば
、
漁
業
及
び
採
藻
業
に
従
事
す
る
住
民
は
六
四
戸
、
二
六
七
人

（男

一
四
六
人
、
女

一
二

一
人
）
と
増
加

し
て
い
る
。
た
だ
し
、

地
区
別
の
詳
し
い
動

向
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
内
、
深
江
地

区
は
、
『
慣
行
録
』

に
よ
れ
ば
、
三
間
半

～
七
間
の
漁
船
六
六

艘
、
漁
民
九
二
人
を

数
え
、
東
灘
近
在
の

浦
と
し
て
は
、
最
も

活
発
な
漁
業
活
動
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

た
。
使
用
漁
具
と
し

て
は
、
イ
ワ
シ
地
曳

舟
シ表ヰ電令.テ ュ瑞■

'
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写真-1『 兵庫県漁業慣行録』
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網
、

ハ
ゼ
建
網
、
ト
リ
ガ
イ
桁
網
、

コ
ノ
ン
ロ
坪
網
、

コ
ノ
シ
ロ
建
網
、

雑
魚
手
繰
網
、
雑
魚
打
瀬
網
の
七
種
類
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

明
治
二
十
年

（
一
八
九
七
）
調
査
の

『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
で
も
、
タ
コ

手
繰
網
と
シ
タ
カ
レ
イ
網
（建
網
）
が
深
江
地
区
の
漁
具
と
し
て
、
図
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
は
、
大
日
本
水
産
会
兵

庫
支
会
が
、
神

師
は
携
わ

っ
て
い
た
漁
法
に
よ

っ
て
大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
い
た
。
人
を
雇

っ
て
大
規
模
な
イ
ワ
シ
地
曳
網
漁

（後
に
沖
ど
り
の
船

曳
網
漁
と
な
る
）
を
行
う
網
元

（網
屋
と
も
呼
ぶ
。
七
～
八
軒
）
、
打
瀬

網
漁
を
中
心
と
す
る
中
規
模
の
漁
師

（
一
〇
軒
）
、
瀬
打
瀬
網

・
テ
ン
グ

リ
網

（手
繰
網
）
・
建
網

・
ハ
エ
ナ
ワ
な
ど
浜
の
近
く
で
小
規
模
な
漁
を

営
む
漁
師

（
二
～
三
軒
）
の
三
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
網
元
以
外
の
漁
師
は

コ
リ

ョ
ウ
シ

（小
漁
師
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
日
常
の
つ
き
あ
い
は
各
グ

ル
ー
プ
内
部
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
小
漁
師
が
網
元
に
雇
わ

れ
て
地
曳
網
漁
に
従
事
す
る
な
ど
の
交
流
は
あ

っ
た
。
特
に
小
規
模
な
漁

を
営
む
漁
師
の
場
合
、
上
に
漁
事
暦
を
紹
介
す
る
深
江
地
区
の
松
下
辰
市

氏
の
よ
う
に
、
自
家
の
船
に
よ
る
漁
を
行
う

一
方
で
、
打
瀬
船

へ
乗
り
組

ん
だ
り
船
曳
網
の
オ
キ
マ
ワ
シ
を
つ
と
め
る
な
ど
、
技
術
を
も

っ
て
、
多

様
な
漁
業
活
動
を
行
う
事
例
も
あ

っ
た
。

青
木
地
区
は

『
慣
行
録
』
で
は
、
二
間
漁
船
五
〇
艘
、
雑
魚
打
瀬
網
漁

従
事
者
五
〇
人
で
、　
一
種
類
の
漁
だ
け
を
営
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
青
木

地
区
は
西
青
木
、
横
屋
、
魚
崎
と
入
会
で
浜
の
地
曳
網
漁
業
権
を
も
ち
、

希
望
者
に
入
札
で
請
け
負
わ
せ
、
入
札
代
金
を
各
村
の
村
費
に
あ
て
た
と

い
う
記
述
が
見
え
る
。
従

っ
て
、
網
元
は
地
区
内
に
な
か

っ
た
が
、
浜
で

は
地
曳
網
漁
が
行
わ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
青
木
地
区
で
昭
和
十
年
代
に
打
瀬
網
漁
を
操
業

第二章 漁業に生きる人々

表-1 深江地区 。松下辰市氏の漁事暦

注 自家の船による操業で瀬打瀬網漁を始めたのは独立 し

て船を持った昭和20年代以降。父の代まではテングリ

網漁や建網漁をしていた。 6-8月 のハエナワによる

ウナギ漁は、手の空いた時期に行 く程度。また他家打

瀬船に乗 り組んだのは昭和10-17年。船曳網漁は昭和
20年以降、網元に頼まれ責任者 として乗 り組んだ。

深 昭 査  料 れ が 造 で 編 出 産 れ 戸

轡肇掃景B嘗 語言査再:畳 圭旨
の 代 ば り

°
な 記 法 の も 的 へ 回 催

漁
｀ ｀

調  資 さ 等 構 の に の 水 さ

自家の船による操業
他 家 船 に 乗 り 組 み

打 瀬 網 漁 船曳網漁

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
■
１２

4｀
ハエナワ

i(カ レイ、ハゼ)

|∫ i曇与写ηtty

l恥秘)i
lハ エ ナ ワ

t(ア ナゴ)

貝″
くエビ
米ジョウゴ網
↓(ス ズキ、エビ、アナゴ)

◇イッチョウ網
(エ ビ)

仝ケタ (エ ビ、貝)

脚くイヮシ
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網

数

漁
業
者

群申謝嚇嘩動時疇翔帥艤均群鶉

．

６０

　

　

２

２

１

　

１

１

１

　

２

漁
業
者
数
は
、
「
漁
業
者
の
種
別
」
表
、
漁

具
数
は

「
漁
具
現
数
」
表
に
よ
る
。
な
お
、
同

表
鰯
地
曳
網
数
と
、
「漁
業
概
表
」
曳
網
類
の

台
数
は
ほ
ぼ

一
致
す
る
が
、
八
幡
の
み
異
な

り
、
「
漁
業
概
表
」
で
は
１
と
な

っ
て
い
る
。

表-2 明治期イワシ地曳網

注

注 「漁船現教」表、「漁業に関する営業者の種別」表、
「漁業概表」による。

表-4 明治期菟原郡の地曳網以外の漁具数と従事 した漁業者数

注 「漁具現数」表、「漁業者の種別」表による。漁具の欄の左側は漁具の数、右側は従事
者人数。菟原郡はほかに、御影にマダコ壷 1・ 漁業者 1、 八幡にザコ手繰網 1・ 漁業
者 1、 岩屋に同 1・ 漁業者 2がある。

表-2～表-4は『兵庫県漁業慣行録』より

表-5 水深と魚の種類      た
(深江 。松下辰市氏による)  ° し

て
い
た
漁
師
は

一
二
～

一
五
軒
、
テ
ン
グ
リ
網
漁
や

あ
さ
り
と
り
漁
、
瀬
打
瀬
網
漁
を
主
と
し
て
い
た
小
規

模
な
漁
師
が
二
軒
だ

っ
た
。
複
数
の
船
を
持
ち
、
人
を

一屋
っ
て
操
業
す
る
打
瀬
網
漁
師
も
あ
り
、
最
盛
期
の
昭

和
初
期
に
は
、
青
木
地
区
で
、
二
五
艘
前
後
の
打
瀬
船

が
あ

っ
た
と
い
う
。

坪
網
漁
は
、
大
正
十
年
頃
、
岡
山
県
和
気
郡
日
生
か

ら
移
住
し
た
漁
師
が
伝
え
た
と
い
わ
れ
、
戦
時
中
は
年

配
の
漁
師
を
中
心
に
漁
業
組
合
で
操
業
す
る
よ
う
に
な

っ

西
青
木
地
区
は

『
慣
行

録
』
で
は
、
二
間
漁
船

一

二
隻
、　
マ
ダ

コ
ｏ
ザ
コ
沖

手
繰
網
漁
従
事
者
九
人
と

の
み
見
え
る
。
聞
き
取
り

に
よ
る
と
、
昭
和
に
は
す

で
に
漁
業
者
は
な
か

っ
た

よ
う
で
あ
る
。

表-3 明治期の菟原郡の漁船 。漁民数

一
間
半
漁
船

一
間

漁

船

一
間

漁

船

一間
半
漁
船

二
間

漁

船

二
間
半
漁
船

七

間

漁

船

六

間

漁

船

五

間

漁

船

四

間

漁

船

漁
　
船
　
数

資

本

主

漁

民

数

群葡静嚇嘩動時疇醐帥艤専耕弟

2

1

1

1

５０

１２

１

２

　

　

　

　

　

　

　

３

7 6

４

６６

５０

１２

１

２

４

１

４

　

　

　

５

２５

4

‐

９２

５０

９

２

２

１

１

１

１

１

１

２

３３

イ
ヮ
シ
イ
カ
ナ
ゴ
網

ハ
ゼ
建
網

ベ
ラ
勢刈

ト
リ
ガ
イ
桁
網

チ

ヌ
釣

カ
レ
イ
建
網

カ

レ
イ

ハ

エ
ナ

ワ

タ
チ
ウ
オ
釣

ナ
マ
コ
網

マ
ダ
コ
・
ザ
コ

沖
手
繰
網

マ
ダ

コ
士電

コ
ノ
シ
ロ
坪
網

コ
ノ
シ
ロ
建
網

コ
チ
釣

ザ
コ
手
繰
網

ザ
コ
打
瀬
網

キ
ス
ゴ
釣

コス

ノズ
シキ

最́
網ボ

ス
ズ
キ
釣

深 江
青 木
西青木

葺 合 2 8 1013E 5 10

5 9

5

6 6
‐０〇

　

　

一
‐９０

1モ

3013{ 21330 4 8

海 底 よ く捕 れ る魚 介 類 漁   法

沖
仝
…
…

，↓

浜

泥 スズキ、 アカガイ、 アナゴ
カ レイ、 エ ビ

打瀬網漁
ハエナワ漁

地曳網漁

瀬打瀬網漁
テングリ網漁

イ ワ シ

砂 チヨ

タ「

ン

レ

テ

カ
ヽ

ラ

ビ
ベ

エ

ス

アブラメ
、バイ貝

石 ウナギ エナ ワ漁
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第二章 漁業に生きる人々

漁
場
の
様
子

浅
瀬
を
中
心
と
し
た
漁
に
従
事
し
た
深
江
地
区
で
瀬
打
瀬
網
漁
や
ハ
エ

ナ
ワ
漁
を
行

っ
て
い
た
漁
師
に
よ
れ
ば
、
浜
か
ら
沖
に
行
く
に
従

っ
て
、

瀬

（石
、
砂
）
、

マ
ナ
ゴ

（砂
と
ド

ロ
）
、
ド
ブ

（泥
）
と
い
う
よ
う
に
海

底
の
状
態
は
変
化
し
、
生
息
す
る
魚
介
類
も
異
な

っ
て
い
た
。
瀬
の
石
の

部
分
に
は
ウ
ナ
ギ
、
砂
の
部
分
は
ク
ル
マ
エ
ビ
、
ス
ベ
ラ
、
バ
イ
な
ど
の

貝
類
、
ア
ブ
ラ
メ
、
テ
ン
コ
チ
な
ど
が
お
り
、
ウ
ナ
ギ
は
ハ
エ
ナ
ワ
、
他

の
も
の
は
テ
ン
グ
リ
網
、
瀬
打
瀬
網
で
と

っ
た
。
そ
れ
以
上
沖
合
に
い
る
、

イ
ワ
シ
、
ス
ズ
キ
、
カ
レ
イ
、

エ
ビ
、
貝
な
ど
は
ハ
エ
ナ
ワ
、
地
曳
網
、

打
瀬
網
な
ど
で
と

っ
た
。
瀬
は
魚
た
ち
の
産
卵
場
と
し
て
重
要
な
場
所
だ

が
、
夏
場
は
打
瀬
網
の
漁
師
が
産
卵
に
あ
が

っ
て
く
る
シ
ラ
サ
エ
ビ
や
カ

レ
イ
な
ど
の
魚
を
狙
う
こ
と
も
あ

っ
た

（表
１
５
参
昭
∪
。

二
節
　
漁
法

１
　
地
曳
網
漁

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
千
鰯

・
鰯
〆
粕
が
肥
料
と
し
て
使
わ
れ
、
イ
ワ

シ
地
曳
網
は
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ヮ
シ
地
曳
網
で
は
九

十
九
里
浜
が
有
名
だ
が
、
も
と
も
と
は
紀
州

・
摂
津
が
先
進
地
で
、
関
西

漁
民
に
よ
り
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
金
肥
と
し
て
畿
内
の
飛
躍
的
な

農
業
生
産
の
向
上
を
支
え
た
鰯
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
初
期
の
本
庄
地
域
で

は
、
主
に
イ
リ
コ
と
し
て
加
工

。
出
荷
さ
れ
て
い
た
。

漁
場

『
慣
行
録
』
に
よ
れ
ば
、
深
江
村
の
地
曳
綱
漁
の
漁
場
は
、
東
は

「
芦

屋
村
境
字
傍
示
川
尻
」
、
西
は

「
青
木
村
境
字
三
本
松
筋

二
至
ル
」
、
「
十

町
十
二
間
沖
合

一
里
ノ
間
」
で
あ
る
。
な
お
、
明
治
十
年

（
一
八
七
七
）

よ
り
、
芦
屋
村
と
入
会
に
な

っ
た
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
青
木
村
は
、

東
は

「
深
江
村
西
境
」
、
西
は

「
御
影
村
西
境
」
、
「
凡
十
九
町
沖
手

へ
二

十
町
ノ
間
」
で
あ
る
が
、
西
青
木
、
横
屋
、
魚
崎
の
諸
村
入
会
と
な

っ
て

い
る
。
明
治
二
十
五
年

（
一
九
〇
二
）
か
ら
施
行
さ
れ
た
新
漁
業
法
に
基

づ
き
、
明
治
四
十

一
年
に
免
許
と
な

っ
た
専
用
漁
業
権
に
つ
い
て
見
る
と
、

深
江
浦
漁
業
組
合
は
、
イ
ワ
シ
地
曳
網
と

ハ
ゼ
建
網
漁
業
、
青
木
浦
漁
業

組
合
は
イ
ワ
シ
地
曳
網
漁
業
の
み
を
許
可
さ
れ
て
い
る

（『官
報
』
明
治
四

十

一
年
九
月
十
九
日
）。
両
村
と
も
漁
場
は
村
の
地
先
と
な

っ
て
い
る
が
、

『
武
庫
郡
誌
』
に
大
正
元
年
頃
、
精
道
と
深
江
と
の
間
で
漁
場
訴
訟
が
あ

り
、
精
道
村
内
の

一
部
が
入
会
と
な

っ
た
旨
の
記
述
が
あ
る
な
ど
、
実
情

は
も

っ
と
複
雑
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

漁
法

四
月
か
ら
十

一
月
に
行
わ
れ
、
「
網
オ
ロ
シ
」
と
い
わ
れ
る
解
禁
日
は
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網
屋
が
相
談
し
て
決
め
た
。
網
オ
ロ
シ
の
日
に
は
個
々
の
網
屋
で
祝
い
を

し
た
。

地
曳
網
漁
は
約
四
〇
人
が
か
り
で
行
わ
れ
る
大
規
模
な
漁
で
、
網
元
が

村
外
か
ら
の
出
稼
ぎ
の
人
た
ち
を
た
く
さ
ん
雇

っ
て
操
業
し
た
。
戦
前
、

深
江
の
網
屋
は
七
～
八
軒
で
、
ほ
と
ん
ど
が

一
頭
ず
つ
の
網

・
船
を
所
有

し
て
い
た
。　
一
頭
と
は
、
地
曳
網
に
必
要
な
網
と
船
の

一
揃
い
の
こ
と
で

あ
る
。
船
は
、
網
を
浜
ま
で
曳
い
て
く
る
曳
船
二
艘
と
手
こ
ぎ
船

一
艘
が

必
要
で
あ

っ
た
。
戦
後
、
人
力
で
網
を
曳
く
か
わ
り
に
エ
ン
ジ
ン
船
に
よ

る
船
曳
網
漁

（本
稿
で
は
、
最
後
ま
で
船
の
動
力
だ
け
で
網
を
曳
く
と
い
う
意

味
で

「地
曳
網
漁
」
に
対
し
、
「船
曳
網
漁
」
と
呼
ぶ
。
地
元
で
は
ど
ち
ら
も

「地
曳
網
漁
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
後
者
は
沖
で
網
を
揚
げ
て
し
ま
う
の

で

「沖
ど
り
」
と
も
呼
ん
だ
）
に
変
わ

っ
た
。
船
曳
網
漁
に
な

っ
て
も
曳
き

船
に
各

一
〇
人
、
運
搬
船
に
二
人
が
必
要
で
、
網
元
の
行
う
大
規
模
な
漁

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か

っ
た
。

昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七

一
）
、
船
曳
網
漁
も
浜
の
埋
め
立
て
に
よ

っ

て
廃
絶
し
た
が
、
当
時
の
深
江
地
区
の
網
元
は
伊
平

・
稲
荷

・
牛
松

・
阿

波
屋

（
い
ず
れ
も
屋
号
）
と
打
瀬
網
漁
を
す
る
漁
師
で
作

っ
た
組
合
の
五

軒
だ

っ
た
。

地
曳
網
で
獲
る
魚
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
が
主
で
、
地
元
の
加
工
業
者
が

加
工
し
て
出
荷
し
た
。
加
工
業
者
の
こ
と
を
、
加
工
屋
ま
た
は
イ
リ
ヤ

（煎
屋
）
と
呼
ん
だ
。
小
さ
い
も
の
は
ド

ロ
メ
ン
と
い
い
、
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ

コ
に
加
工
し
た
。

マ
イ
ワ
シ
は
鮮
魚
と
し
て
市
場

へ
出
し
た
。

二
艘
の
船
に
そ
れ
ぞ
れ
る
ロ
ク
ロ
を
積
み
、
約
二
〇
人
ず
つ
が
乗

っ
て
、

沖

へ
出
る
。
二
艘
の
船
が
並
ん
で
沖
ま
で
行
き
、
オ
キ
マ
ワ
シ

（漁
労
長
）

が
指
示
し
て
、
魚
の
群
れ
に
網
を
入
れ
る
。
次
に
二
艘
の
船
は
曳
き
綱
を

片
方
ず

つ
持

っ
て
浜

へ
向
か
う
。
昭
和
十
年
代
に
は
、
す
で
に
、
曳
き
船

は
電
気
チ
ャ
ッ
カ
エ
ン
ジ
ン
と
櫓
を
併
用
し
て
い
た
。
浜
に
ロ
ク
ロ
を
木

製
の
い
か
り
で
固
定
し
、
曳
き
綱
の
端
を

ロ
ク
ロ
に
と
め
る
。
約
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
綱
の
部
分
は
ロ
ク
ロ
で
浜
か
ら
曳
き
、
網
の
部
分
は
手
で
た

ぐ

っ
た
。

ロ
ク
ロ
を
ま
わ
す
者
が
八
人
、
網
を
た
ぐ
る
者
が
八
人
、
そ
の

オヤ船

地網の
フクロ部r倉

工船
船タ

Ａ〔
日
日
日
〕
勃

2せ きの船を結ぶ

ろくろ

万F′
'扇

チれサ}

図-1 イワシ地曳網漁の手順
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第二章 漁業に生きる人々

他
四
人
の
役
割
分
担
で
仕
事
し
た
。
網
を
入
れ
た
場
所
に
よ

っ
て
は
青
木

や
芦
屋
の
浜
に
揚
げ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
魚
を
手
こ
ぎ
船
で
深

江
の
港
ま
で
持
ち
帰
り
、
加
工
業
者
に
売

っ
た
。
よ
く
と
れ
る
時
期
に
は

早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
何
度
も
出
漁
し
た
。

水
揚
げ
は

一
〇
万
円
あ
る
と
す
れ
ば
、
燃
料
代
と
米
代
で
二
万
円
、
親

方
が
四
万
円
、
残
り
四
万
円
を
オ
キ
マ
ワ
シ
、
カ
ジ
モ
チ
を
筆
頭
に
分
配

し
た
。
オ
キ
マ
ワ
シ
は
だ
い
た
い
二
人
前
の
分
け
前
を
も
ら

っ
た
と
い
う
。

オ
キ
マ
ワ
シ
は
出
漁
場
所
を
決
め
、
鳥
の
飛
来
や
魚
の
ハ
ネ
で
魚
群
を
み

つ
け
る
重
要
な
役
で
あ

っ
た
。

戦
前
、
阪
神
間
で
は
、
御
影

。
魚
崎

。
深
江

・
芦
屋

・
西
宮

・
鳴
尾

。

尼
崎
に
網
元
が
あ

っ
た
が
、
深
江
が
い
ち
ば
ん
よ
く
獲

っ
た
と
い
う
。
と

く
に
船
曳
き
に
な

っ
て
か
ら
は
、
深
江
の
船
が
出
て
い
く
と
、
他
所
の
漁

師
が
つ
い
て
き
た
ほ
ど
だ

っ
た
と
い
う
。

地
曳
網
漁
が
な
い
冬
に
は
雇
わ
れ
の
乗
り
子
は
郷
里

へ
帰

っ
た
り
、
土

木
作
業
や
パ
チ
ン
コ
で
し
の
い
だ
。
地
元
の
小
漁
師
は
ハ
エ
ナ
ワ
や
ア
サ

リ
採
り
を
し
て
生
計
を
た
て
た
。

（魚
の
群
れ
は
）
電
探

（魚
群
探
知
機
）
の
前
は
鳥
で
見
よ
っ
た
。
カ
モ

メ
み
た
い
な
水
鳥
が
イ
ワ
シ
が
お
っ
た
ら
打
ち
込
ん
で
く
る

（深
江
。
船
曳
）。

地
曳
網
を
曳
く
人
は
住
み
込
み
の
出
稼
ぎ
で
、
三
度
食
事
付
き
で
日
銭
を

も
ら
っ
て
い
た
。
随
分
遠
く
か
ら
来
て
い
て
、
「大
阪
」
な
ど
出
身
地
で
呼

び
あ
っ
て
い
た
。
体
み
は
祭
り
の
日
と
時
化
た
と
き
。
十
二
歳
の
頃
、
（地

曳
網
漁
の
手
伝
い
に
行
っ
た
ら
）
は
じ
め
は
半
人
前
し
か

（賃
金
を
）
く
れ

へ
ん
。
二
年
目
の
夏
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
、
年
若
い
か
ら
八
合
ぐ
ら
い
。　
一

人
前
も
ら
お
う
と
思
っ
た
ら
、
二
年
か
か
っ
た
わ
。

網
曳
き
の
段
取
り
と
か
け
声

網
曳
き
の
作
業
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
か
け
声
を
か
け
、
そ
れ
に
、
残
り
の

人
達
が
か
け
声
で
応
じ
る
こ
と
に
よ

っ
て
進
ん
で
い
く
。
か
け
声
は
網
を

曳
く
タ
イ
手
ン
グ
を
あ
わ
せ
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、

か
け
声
に
使
わ
れ
る
言
葉
は
作
業
の
工
程
ご
と
に
決
ま

っ
て
お
り
、
作
業

内
容
に
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
重
い
言
葉
」
、
「
軽
い
言
葉
」
と
認
識

さ
れ
て
お
り
、
力
の
入
れ
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
機
能
も
も

っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
、
興
味
深
い
。

①
綱
を
曳
き
、
網
端
に
あ
る
テ
ギ
に
さ
し
か
か
る
ま
で
ロ
ク
ロ
に
ま
い
て

い
く
。
両
側
の
ロ
ク
ロ
ご
と
に
、
よ
く
声
が
と
お
る
者
を
リ
ー
ダ
ー
に

決
め
、
リ
ー
ダ
ー
が
声
を
か
け
る
。

リ
ー
ダ
ー

「
こ
い
と
さ
ん
で
―
」

他
の
人

「
こ
い
と
さ
ん
で
―
」

リ
ー
ダ
ー

「
と
こ
さ
ん
で
―
」

他
の
人

「
と
こ
さ
ん
で
―
」

②

ロ
ク
ロ
か
ら
浜
に
下
が

っ
て
脇
網

（オ
オ
ビ
キ
）
を
曳
く
。　
一
人
が
引

っ

張

っ
て
き
た
網
が
ゆ
る
ま
な
い
よ
う
に
お
さ
え
て
い
る
間
に
、
め
い
め

い
が
オ
オ
ビ
キ
を
持
ち
に
ロ
ク
ロ
か
ら
浜

へ
下
が
る
。
リ
ー
ダ
ー
は
最
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後
尾
か
後
ろ
か
ら
二
番
手
に
い
て
、
か
け
声
を
か
け
る
。
声
を
出
し
な

が
ら
力
を
入
れ
て
曳
く
。
最
後
は
息
を
出
し
き
る
。

リ
ー
ダ
ー

「
お
え
ん
た
―
え
―
」

他
の
人

「
お
え
ん
た
―
え
―
」

③
網
を
曳
き
な
が
ら
左
右
か
ら
中
央

へ
寄

っ
て
い
く
。
片
方
が
速
く
曳
き

”好
一
一一…‘ド

す
ぎ
た
と
き
は
、
速
い
方
の
リ
ー
ダ
ー
が
曳
く
の
を
や
め
て
、
中

へ
寄

る
よ
う
に
指
示
し
て
調
節
す
る
。

リ
ー
ダ
ー

「
よ

っ
た
あ
、
よ

っ
た
あ
、
よ

っ
た
あ
」

④
フ
ク
ロ
網
に
つ
い
て
い
る
ジ

ョ
ウ
ゴ
を
広
げ
る
。
地
曳
網
の
先
端
の
フ

一
″

ア
‐

_.rl

」終重猛f ilI穏 !iミi

写真-3 イワシ地曳網漁風景 精道浦 (芦屋)大正期

写真-2 イワシ地曳網漁風景 昭和期に芦屋浜で行われた深江の漁

写真-4 イワシ地曳網漁の水揚げ 深江 。昭和25～ 30年
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第二章 漁業に生きる人々

ク
ロ
網
部
分
に
は

一
度
入

っ
た
魚
が
出
な
い
よ
う
に
ジ

ョ
ウ
ゴ
と
呼
ば

れ
る
筒
が

つ
い
て
い
る

（図
１
２
参
照
）
。
曳
い
て
い
る
間
は
水
圧
が

か
か
る
た
め
、
ジ

ョ
ウ
ゴ
は
フ
ク
ロ
の
中
に
収
ま

っ
て
い
る
が
、
フ
ク

ロ
が
浜
に
上
が

っ
て
く
る
と
、
魚
で
い
っ
ぱ
い
の
ジ

ョ
ウ
ゴ
が
フ
ク
ロ

か
ら
飛
び
出
す
。
ジ

ョ
ウ
ゴ
の
上
面
に
あ
る
縫
い
あ
わ
せ
部
分

（
ハ
ッ

カ
イ
と
呼
ぶ
）
の
糸
を
抜
き
、
筒
状
だ

っ
た
ジ

ョ
ウ
ゴ
を

一
枚
の
布
の

よ
う
に
広
げ
る
。

⑤
フ
ク
ロ
網
を
曳
く
。
左
右
の
ど
ち
ら
か
の
リ
ー
ダ
ー
が
か
け
声
を
か
け

る
が
、
大
漁
の
と
き
と
普
通
の
漁
獲
量
の
と
き
で
、
か
け
声
が
変
わ
る
。

五
〇
貫
か
ら

一
〇
〇
貫
ま
で
の
普
通
の
漁
獲
量
の
と
き

リ
ー
ダ
ー

「
や
―
ん
え
―
」

他
の
人

「
や
―
ん
え
―
」

五
〇
〇
貫
か
ら
六
〇
〇
貫
の
大
漁
の
と
き

リ
ー
ダ
ー

「
え
―
は
じ
ゃ
あ
―
」
「
え
―
は
じ
ゃ
あ
―
」

⑥
運
搬
船
の
底
か
ら
フ
ク
ロ
網
を
抜
き
、
運
搬
船
に
水
揚
げ
で
き
る
よ
う
、

網
を
船
の
横

へ
寄
せ
る
。

リ
ー
ダ
ー

「
や
れ
―
し
め
―
」

⑦
カ
ケ
ダ
モ

（す
く
い
網
）
で
網
か
ら
イ
ワ
シ
を
す
く
い
、
船
に
揚
げ
る
。

網
を
支
え
る
人
は
網
を
ゆ
さ
ぶ

っ
て
、
水
を
切
る
。
水
切
り
が
甘
い
と

運
搬
船
は
水
だ
ら
け
に
な

っ
て
、
魚
が
あ
ま
り
積
め
な
い
。
し
か
し
、

水
を
切
り
過
ぎ
る
と
、
か
た
く
な

っ
て
、
タ
モ
が
魚
の
中
に
入
ら
な
く

な
る
の
で
、
経
験
が
必
要
と
さ
れ
た
。
「
せ
―
の
」

の
か
け
声

で
、
タ

モ
で
す
く

っ
た
イ
ワ
シ
を
船
に
揚
げ
た
。

座

っ
て
、
言
葉
を
言

っ
て
も
、
お
え
ん
た
―
え
―
、
そ
こ
ま
で
し
か
出
え

へ
ん
。
で
も
、
実
際
に
力
が
入

っ
た
ら
、
声
が
そ
の
ま
ま
、
ぱ

っ
と
止
ま
ら

へ
ん
。
次
に
、
ま
た
、
お
え
ん
た
―
え
―
、
言
わ
な
い
か
ん
か
ら
、
腹
に
残

っ

と
る
息
を
出
し
て
し
ま
う
。
引
っ
張
り
な
が
ら
、
し
い
っ
し
い
っ
と
。
声
に

は
な
ら
ん
け
ど
、
息
を
吐
く
音
み
た
い
な
も
ん
や
な
。

（
フ
ク
ロ
網
を
曳
く
と
き
）
大
漁
の
折
り
は
、
え
―
は
じ
ゃ
あ
―
、
と
い
う
。

そ
う
い
う
言
葉
は
も
の
す
ご
い
力
が
入

っ
と
る
か
ら
、
重
た
い
言
葉
や
な
。

軽
う
に

（軽
く
）
、
や
―
ん
え
―
、
と
曳
く
、
そ
ん
な
か
け
声
と
違
う
。
言

葉
も
ゆ
っ
く
り
に
な

っ
て
く
る
。

網
の
構
造

網
目
の
大
き
さ
は
、
網
糸

の
交
点
か
ら
交
点
ま
で
で
測
る
が
、
地
曳
網

の
場
合
、
入
り
日
付
近

の
ワ
キ
網
は
魚
を
引

っ
か
け
る
の
で
な
く
、

フ
ク

ロ
網

の
方

へ
追

い
込
む
た
め
の
も
の
な
の
で
、
オ
オ
ビ
キ
と
呼
ば
れ
る
、

網
目
の
大
き
さ
が
五
尺

（約

一
。
九
房
）
も
あ
る
粗

い
網
を
使
用
し
た
。

オ
オ
ビ
キ
の
上
に
は
樽
を

つ
け
、
そ
の
浮
力
で
広
げ
る
こ
と
で
、
海
中

に

魚
を
追

い
込
む
高

い
壁
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
逆
に
沖
の
水
深
の
あ
る

と
こ
ろ
で
は
、
網
が
浮
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に
イ
ワ

（お
も
り
）
を

つ
け
る

な
ど
、
現
場
で
工
夫
し
た
。
ま
た
、
オ
オ
ビ
キ
の
下
綱
に
は
約
五
〇
カ
ン
房
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の
竹
の
棒
を
三
カ
所
ほ
ど
に
と
り

つ
け
、
上
下
が
逆
転
し
て
か
ら
ま
な
い

よ
う
に
し
て
あ

っ
た
。
ヒ
キ
ゾ
ナ
の
上
に
は
オ
オ
ビ
キ
用
よ
り
さ
ら
に
大

き
な
樽
を
つ
け
た
。
ツ
ナ
が
海
底
の
泥
を
ひ
き
ず
る
と
網
が
重
く
な
る
の

で
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
だ

っ
た
。

フ
ク
ロ
網
の
浮
き
と
し
て
は
、
網
尻
と
ガ
ニ
の
目
に
左
右
二
個
ず
つ
、

樽
を
つ
け
た
。
ガ
エ
の
目
の
樽
は
も
と
も
と
フ
ク
ロ
網
を
広
げ
て
お
く
た

め
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
だ

っ
た
が
、
戦
後
、
網
が
絡
ま
る
事
故
が
あ

っ
て

か
ら
は
、
つ
け
な
く
な

っ
た
と
い
う
。
浮
き
は
、
後
に
樽
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
ブ
イ
に
変
わ

っ
た
。

フ
ク
ロ
網
の
網
目
の
大
き
さ
に
は
ド
ロ
メ
ン
用
の
三
二
節

（網
目
約
五

。

七

リミ
）
と
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
用
の
三

一
節

（約
六

。
一
リミ
）
の
二
種
類
が

ぁ

っ
た
。
ワ
キ
網
と
フ
ク
ロ
網
を
つ
な
い
だ
箇
所
は
、
ル
ー
プ
状
に
な

っ

た
両
方
の
網
端
に
別
糸
を
と
お
し
た
簡
単
な
つ
な
ぎ
方
を
し
て
あ

っ
た
。

こ
の
部
分
を

「
ハ
ッ
カ
イ
」
と
い
い
、
フ
ク
ロ
網
と
ワ
キ
網
を

つ
な
ぐ
こ

」
を

「
ハ
ッ
カ
イ
す
る
」
、
糸
を
抜
い
て
離
す
こ
と
を

「
ハ
ッ
カ
イ
を
抜

く
」
と
い
う
。
ド

ロ
メ
ン
用
の
フ
ク
ロ
網
を

つ
け
て
い
て
、
カ
タ
ク
チ
イ

ヮ
シ
が
来
た
ら
ハ
ッ
カ
イ
を
解
い
て
フ
ク
ロ
を
付
け
替
え
る
。
小
さ
い
網

目
の
綱
だ
と
大
き
い
魚
も
獲
れ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
水
が
抜
け
な
い
の

で
、
網
の
奥

へ
と
追
い
込
む
流
れ
が
止
ま
り
、
大
き
い
魚
は
網
日
へ
戻

っ

て
逃
げ
て
し
ま
う
。
地
曳
網
の
場
合
、
し
ま
う
時
は
か
な
ら
ず

ハ
ッ
カ
イ

を
抜
い
て
ワ
キ
網
と
フ
ク
ロ
網

を
分
解
し
、
木
綿
製
で
腐
り
や

す
い
フ
ク
ロ
網
は
外
に
干
し
た
。

フ
ク
ロ
網
の
中
に
は
フ
ク
ロ

部
分
と
同
じ
網
目
で

一
回
り
小

さ
い
筒
状
の
ジ
ョ
ウ
ゴ
を
つ
け
、

一
旦
入

っ
た
魚
が
出
て
い
く
の

を
防
い
だ
。
地
曳
網
に
は
、
ジ
ョ

ウ
ゴ
の
上
面
に
も
糸
が
抜
け
る

よ
う
に

「
ハ
ッ
カ
イ
」
が
作

っ

て
あ
り
、
浜
で
イ
ワ
シ
を
運
搬

船
に
揚
げ
る
時
は
、
こ
の

「
ハ
ッ

カ
イ
」
を
抜
い
て
、
網
を
広
げ
、

イ
ワ
シ
を
揚
げ
や
す
く
し
た
。

綱
が
長
い
の
を

「
高
い
網
」
、

短
い
の
を

「低
い
網
」
と
い
い
、

長
い
ほ
ど
沖

へ
出
か
け
ら
れ
た
。
魚
の
い
る
場
所
に
よ

っ
て
使
い
分
け
た
。

網
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
は
し
な
か

っ
た
。

お
陽
さ
ん
に
近
い
方
の
尻
樽

（網
尻
に
つ
け
た
樽
）
、
西
や
っ
た
ら
西
の

樽
を
上
げ
て
み
る
ん
や
。
ぐ
―
と
く
っ
て
い
つ
た
ら
、
網
が
上
が
っ
て
き
て
、

~ヒ柳¬
~~ワ

報躍甲
~~→一―稀智噌

図-2 地曳網の模式図

イワけモリ)

アパ休のウ→
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第二章 漁業に生きる人々

そ
こ
へ
明
か
り
が
入
る
さ
か
い
、
イ
ワ
シ
が
お
っ
た
ら
、
バ
ッ
と
寄
っ
て
く

る
。
反
対
側
を
あ
げ
て
も
イ
ワ
シ
が
よ
っ
て
け
え
へ
ん
か
ら
、
ど
の
ぐ
ら
い

い
る
か
わ
か
り
に
く
い
。
こ
こ
で
こ
の
程
度
や
っ
た
ら
全
部
上
げ
た
ら
な
ん

ぼ
の
目
方
は
あ
る
か
、
マ
カ
タ
の
船
に
乗
っ
と
る
者
は
勘
で
わ
か
る
ん
や
。

そ
れ
で
、
マ
カ
タ
か
ら
オ
カ
に
合
図
す
る
。

バ
ッ
チ
網
漁

昭
和
三
十
年
代
、
船
曳
漁
に
な

っ
て
か
ら
、
深
江
地
区
で
は
、
打
瀬
網

漁
師
と
小
漁
師

一
六
軒
が
共
同
で
出
資
し
、
船
曳
き
の
道
具

一
式
を
購
入

し
、
イ
ワ
シ
漁
を
行

っ
た
。
船
持
ち
の
株
主
は
自
分
の
船
で
打
瀬
網
漁
に

出
た
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
出
漁
の
当
番
を
決
め
て
運
営
し
た
。

他
の
網
元
に
よ
る
船
曳
用
の
イ
ワ
シ
網
は
地
曳
網
と
同
様
に
カ
ン
ブ
ク

ロ
型
の
網
を
使

っ
て
い
た
の
に
対
し
、
先
が
細
い
流
線
型
の
バ

ッ
チ
網
を

使
用
し
た
。
バ

ッ
チ
網
は
フ
ク
ロ
の
中
央
に
中
樽
と
尻
樽
が

一
つ
ず

つ
つ

く
。
バ

ッ
チ
網
の
場
合
、
網

一
杯
に
入
る
魚
の
量
は
カ
ン
ブ
ク
ロ
の
網
よ

り
少
な
い
が
、
中
樽
の
つ
く
フ
ク
ロ
部
分
の
中
央
に
グ
ル
リ
と
綱
が
ま
わ

し
て
あ

っ
て
、
あ
る
程
度
イ
ワ
シ
が
入

っ
た
ら
、
そ
こ
で
網
を
し
ば
っ
て

網
尻
を
放
ち
、
先
端
部
分
の
イ
ワ
シ
を
先
に
手
船
に
積
ん
で
、
浜

へ
運
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
網
尻
の
開
け
閉
じ
を
簡
便
に
す
る
た
め
、
フ
ク
ロ
網
の

先
に
、
先
が
つ
ぼ
ま

っ
た
尻
ク
ク
リ
と
い
う
フ
ク
ロ
を

つ
け
、
そ
の
部
分

を
綱
で
括

っ
て
、
網
尻
を
止
め
た
。
網
尻
を
あ
け
る
カ
ン
ブ
ク
ロ
の
網
で

トワキ網(地曳網の半分ぐらいの長さ)十一――― フクロ網(約30m)一
図-3-1 バッチ網の模式図

は
数
時
間
し
て
網
が

一
杯
に

な
ら
な
い
と
水
揚
げ
で
き
な

い
の
で
、
小
出
し
に
早
く
水

揚
げ
で
き
る
分
、
バ

ッ
チ
網

の
方
が
有
利
だ

っ
た
と
い
う
。

こ
の
技
術
は
イ
ワ
シ
が
よ
く

と
れ
た
年
に
垂
水
に
教
え
て

も
ら

っ
て
導
入
し
た
。
バ

ッ

チ
網

に
も
地
曳
網
と
同
様
、

ジ

ョ
ウ
ゴ
を

つ
け
た
。

朝

一
番
は
商
い
衆
が
浜

で
待

っ
て
い
る
。

網
屋

（網
元
）
に
は
よ
く
バ

ッ

図-3-2 シリククリ部分
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チ
は
ず
る
い
と
い
わ
れ
た
。

以
上
の
事
例
は
主
に

深
江
地
区
の
網
元

・
鎌

田
武
氏

（昭
和
十
年
生

ま
れ
、
屋
号
・阿
波
屋
）

と
地
曳
網

・
船
曳
網
漁

に
従
事
し
た
経
験
の
あ

る
松
下
辰
市
氏

（大
正

五
年
生
ま
れ
）
、
花
谷

松
夫
氏

（昭
和
四
年
生

ま
れ
）
か
ら
の
き
き
と

り
調
査
に
よ
る
。

青
木
の
地
曳
網
漁

・

船
曳
網
漁

青
木
で
は
浜
の
形
状

が
地
曳
網
に
は
不
向
き
で
、
明
治
期
に
途
絶
し
た
と
い
う
話
が
聞
か
れ
た
。

網
元
は
な
か

っ
た
が
、
打
出
や
深
江
の
網
元
に
よ
る
地
曳
網
を
青
木
の
浜

に
曳
き
揚
げ
た
り
、
青
木
の
漁
師
が
他
地
区
の
網
元
の
地
曳
網
漁
や
船
曳

網
漁
の
船
に
乗
り
組
む
こ
と
は
あ

っ
た
。
戦
後
は
漁
業
組
合
が
地
曳
網
漁

を
短
期
間
行

っ
た
が
、
す
ぐ
に
船
曳
網
漁
に
転
じ
た
。

青
木
地
区
の
漁
師
か
ら
聞
き
取

っ
た
船
曳
網
漁
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

網
を
曳
く
二
艘
の
船
を
オ
ヤ
ブ
ネ
、

マ
エ
ブ
ネ
と
呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、

オ
ヤ
ジ

（漁
労
長
）
、
ヒ
ト
ガ
シ
ラ
が
乗

っ
た
。
残
り
の
若
衆
は

「
マ
カ
タ
」

と
呼
ぶ
手
漕
ぎ
船
に
乗

っ
て
、
魚
の
入
り
を
監
視
し
、
入

っ
て
い
れ
ば
、

桐
の
ヒ
シ
ャ
ク
を
上
げ
て
、
オ
ヤ
ブ
ネ
、

マ
エ
ブ
ネ
に
合
図
を
送
る
。
こ

れ
に
応
じ
て
、
二
艘
の
船
が
寄

っ
て
き
て
、
網
を
曳
き
、
網
の
出
日
を
閉

じ
て
袋
状
に
し
、
魚
を
閉
じ
こ
め
た
後
、
運
搬
船
に
水
揚
げ
し
、
運
ん
だ

と
い
う
。

２
　
打
瀬
網
漁

打
瀬
網
漁
は
、
帆
に
風
を
受
け
、
そ
の
力
で
船
に
か
け
た
網
を
曳
く
も

の
で
、
船
上
か
ら
袋
状
の
網
を
か
け
廻
し
、
手
で
た
ぐ
り
あ
げ
る

「
テ
ン

グ
リ
網
」
か
ら
発
達
し
た
と
思
わ
れ
る
。
『
第
二
回
水
産
博
覧
会
審
査
報
告

第

一
巻
第

一
冊
』
（明
治
三
十
二
年
）
に
、
泉
州
岸
和
田
地
方
で
宝
永
年

間

（
一
七
〇
四
～

一
七

一
一
）
に
は
創
業
し
て
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

ま
た
、
尼
崎
の
ケ
タ
に
よ
る
ト
リ
ガ
イ
漁
は
宝
暦
四
年

（
一
七
五
四
）
の

『
日
本
山
海
名
物
図
会
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
打
瀬
網

漁
は
大
阪
湾
を
中
心
に
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
瀬
戸
内

海
、
紀
州
、
東
京
湾
、
日
本
海
な
ど
に
広
が

っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

概
観
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
昭
和
初
め
に
は
、
深
江
地
区
も
青
木
地
区
も

写真-5イ ワシ船曳網漁の水揚げ 深江・ 昭和32年頃
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打
瀬
網
漁
が
盛
ん
で
あ

っ
た
。

青
木
地
区
で
取
材
で
き
た

一
事
例
で
は
、
打
瀬
網
漁
の
技
術
を
岡
山
県

和
気
郡
日
生
の
漁
民
か
ら
学
ん
で
お
り
、
船
も
、
昭
和
に
入
る
と
、
観
音

寺

。
日
生

。
寄
島
で
作

っ
て
い
る
。
乗
組
員
と
し
て
日
生
か
ら
の
出
稼
ぎ

漁
師
を
雇
う
の
は
深
江

・
青
木
両
地
区
と
も
珍
し
く
な
い
が
、
青
木
で
は
、

昭
和
初
期
で

一
二
～

一
五
軒
だ

っ
た
打
瀬
網
漁
師
の
内
、
二
～
三
軒
は
日

生
か
ら
の
移
住

者
だ

っ
た
。
大

阪
湾

へ
出
漁
し

て
い
た
日
生
の

打
瀬
網
漁
師
が
、

定
着
し
た
ら
し

い
。
大
正
時
代

に
は
、
日
生
と

の
縁
組
み
も
多

か
っ
た
と
い
う
。

深
江

。
青
木
地

区
と
も
日
生
か

ら
愛
知
県
型
打

瀬
船
を
買
い
入

れ
始
め
る
の
は
戦
後
で
あ
る
が
、
青
木

へ
の
移
住
者
は
比
較
的
早
く
か
ら

日
生
で
建
造
さ
れ
た
愛
知
県
型
打
瀬
船
で
操
業
し
て
い
た
か
ら
、
様
々
な

影
響
を
受
け
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
慣
行
録
』
で
も
、
雇
夫

は
、
自
村
内
の
外
、
備
前

・
備
中

・
備
後
の
各
地
か
ら
、
専
ら
地
曳
網
に

一屋
い
入
れ
て
い
る
が
、
青
木
村
は
打
瀬
網
に
も
雇
い
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
、

と
特
記
さ
れ
て
お
り
、
打
瀬
網
漁
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
青
木
地
区
と

日
生
に
交
流
が
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
地
区
単
位
で
技
術
を
共

有
す
る
と
い
う
よ
り
、
親
戚

。
家
族
な
ど
の
私
的
な
範
囲
で
そ
れ
ぞ
れ
の

工
夫
を
伝
え
合
う
例
も
多
く
、
こ
れ
だ
け
で
両
地
区
を
特
徴
づ
け
る
の
は

危
険
だ
が
、
技
術
伝
播
の
状
況
が
異
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

本
稿
の
打
瀬
綱
漁
の
技
術
は
、
主
に
深
江
地
区
の
花
谷
松
夫
氏

（昭
和

四
年
生
ま
れ
）
と
青
木
地
区
の
東
野
新

一
氏

（大
正
十
四
年
生
ま
れ
）
の

お
二
人
の
打
瀬
網
漁
師
の
取
材
調
査
に
よ
る
。　
一
漁
師
の
事
例
を
ま
と
め

て
記
述
す
る
こ
と
で
漁
業
活
動
の
全
体
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を

意
図
し
、
花
谷
氏
の
取
材
を
基
本
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
と
し
た
。
漁
事

暦
、
漁
法
な
ど
が
異
な
る
場
合
は
、
東
野
氏
の
事
例
を
付
記

・
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

打
瀬
網
漁
の
特
徴

打
瀬
船
と
呼
ば
れ
る
帆
か
け
船

（全
長
八
尋
Ｈ
約

一
二

。
一
房
）
で
風

を
受
け
、
網
を
曳
く
。
こ
れ
を

「
う
た
せ
る
」
と
い
う
。
主
に
自
分
の
持

第二章 漁業に生きる人々

拳

写真-6 打瀬網使用図 (川 辺郡尼崎町)『兵庫県漁具図解』

朽
鵜
網
夜
悧
蔵
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ち
船

で
操
業
し
た
。
カ
レ
イ

・
ス
ズ
キ
な
ど
の
魚
や
海
老
、
貝
を
獲
る
漁

法
だ
が
、
季
節
や
漁
場
の
状
態

で
狙
う
獲
物
を
替
え
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、

網
の
種
類
や
か
け
方
も
い
ろ
い
ろ
に
変
化
さ
せ
た
。
戦
後
は

エ
ン
ジ
ン
船

が
普
及
し
、
漁
場
ま
で
エ
ン
ジ
ン
で
行
く
よ
う
に
な

っ
た
が
、
漁
は
帆
を

使

い
、
風
の
力
で
行

っ
て
い
た
。
昭
和
三
十
年
代
以
降
、

エ
ン
ジ
ン
の
み

で
網
を
曳
く
漁
に
変
わ

っ
た
。

打
瀬
網
を
す
る
漁
師
は
自
家
営
業

の
感
が
強

い
。
豊
富
な
漁
場
だ

っ
た

瀬
戸
内

の
海
か
ら
ど
の
よ
う
に
獲
物
を
得
る
か
。
そ
れ
は
、　
一
人

一
人

の

漁
師

の
知
識
と
技
術

の
見
せ
所

で
あ
る
。
技
術

の
基
本
は
魚

の
い
る
場
所

を
正
確

に
つ
か
む
こ
と
、
風
を
的
確
に
と
ら
え
、
船
を
意

の
ま
ま
に
操
る

こ
と
、
そ
し
て
、
漁
具
や
そ
の
使

い
方

に
習
熟
す
る
こ
と
の
二

つ
で
あ

っ

た
。
同
時
に
、
発
達
し
た
市
場
を
近
隣

に
持

つ
都
市
近
郊

で
は
、
刻

々
と

変
化
す
る
市
場
で
の
需
要
に
つ
れ
、
商
品
と
し
て
の
魚

の
値
段
は
変
わ
る

か
ら
、
他

の
船
の
状
況
な
ど
も
見
な
が
ら
売
れ
る
獲
物
を
狙
う
、
商
売
人

と
し
て
の
才
覚
も
要
求
さ
れ
る
。

ケ
タ
で
と
れ
る
ア
カ
ガ
イ
や
シ
ラ
サ
エ
ビ
は
量
は
多
い
が
夏
場
は
値
段
が

さ
が
る
。　
一
方
、
テ
ッ
ポ
ウ
ア
ミ
は
カ
レ
イ
や
タ
コ
を
よ
く
と

っ
て
い
て
、

数
は
少
な
い
が
値
段
が
あ
が
っ
て
く
る
の
で
、
金
ガ
サ
が
あ
る

（金
に
な
る
）。

そ
れ
で
、
テ
ッ
ポ
ウ
ア
ミ
が
よ
く
と

っ
て
い
る
な
、
と
い
う
時
は
ケ
タ
を
や

め
て
、
こ
っ
ち
へ
変
わ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る

（花
谷
）
。

打
瀬
船
に
は
二
人
ま
た
は
二
人
で
乗
り
組
む
の
が
普
通
で
あ
る
。
家
族

営
業
が
多
い
が
、
日
生
か
ら
若
い
衆
が
出
稼
ぎ
に
く
る
事
例
も
あ

っ
た
。

技
術
的
に
は
、
日
生
か
ら
技
術
が
入

っ
た
と
い
う
よ
り
、
深
江
地
区
の
技

術
を
日
生
に
伝
え
た
事
例
が
多
か

っ
た
と
い
う
。　
一
方
、
先
に
述
べ
た
と

お
り
、
青
木
地
区
で
は
、
日
生
か
ら
き
た
漁
師
に
よ

っ
て
漁
法
が
伝
え
ら

れ
た
事
例
が
あ

っ
た
。

帆
だ
け
に
頼

っ
て
船
を
進
め
、
漁
を
し
て
い
た
時
に
は
腕

っ
ぷ
し
の
強

い
若
衆
の
乗
組
み
が
漁
獲
量
に
影
響
し
た
が
、

エ
ン
ジ
ン
で
曳
く
よ
う
に

な

っ
て
か
ら
は
、
魚
の
居
場
所
と
網
の
つ
く
り
が
重
要
に
な
り
、
船
頭
の

力
量
の
み
に
左
右
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。　
一
人
だ
と
網
の
揚
げ
お
ろ
し

が
た
い
へ
ん
だ
し
、
網
を
あ
げ
た
後
、
魚
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

そ
の
ま
ま
イ
ケ
ス
に
入
れ

っ
放
し
に
な
る
。
乗
組
員
の
都
合
が
つ
か
な
い

と
休
む
家
も
あ

っ
た
が
、

エ
ン
ジ
ン
船
以
降
は

一
人
で
出
漁
す
る
場
合
も

あ

っ
た
。

船
の
相
続
に
つ
い
て
は
、
昭
和
に
入
る
と
相
続
の
法
則
が
は

っ
き
り
し

て
い
な
い
。
都
市
部
で
他
の
職
に
つ
く
者
も
多
く
、
長
子

・
末
子
相
続
と

い
う
よ
り
、
漁
師
を
す
る
子
に
譲

っ
た
り
、
経
済
力
に
よ

っ
て
は
、
別
居

し
て
家
を
構
え
る
子
に
新
し
く
船
を
作

っ
て
や
っ
た
り
、
様
々
で
あ

っ
た
。

若
い
衆
が
他
家
の
船
で
働
き
、
や
が
て
船
を
持

つ
こ
と
も
あ

っ
た
。
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漁
場

深
江
地
区
の
打
瀬
船
の
漁
師
た
ち
は
大
正
～
昭
和
初
期
の
帆
の
み
の
操

業
の
時
代
に
は
淡
路
、
播
州
、
泉
州
、
和
歌
山

へ
も
出
漁
し
て
い
た
。
泉

州

へ
行
く
の
を

「
南
行
き
」
、
播
州

へ
行
く
の
を

「
西
行
き
」
と
い
う
。

青
木
地
区
で
聞
い
た
事
例
で
は
泉
州

へ
は
同
様
に
出
漁
し
た
が
、
播
州

へ

は
行

っ
て
い
な
い
。

昭
和
二
十
四
年

（
一
九
四
九
）
の
新
漁
業
法
に
よ

っ
て
、
深
江

。
青
木

が
合
ま
れ
る

「灘
の
カ
ワ
」
と
呼
ば
れ
る
地
域

（尼
崎
～
脇
浜
間
）
の
漁

場
は
、
神
崎
川

・
友
ケ
島

・
和
田
岬
の
三
点
を
結
ん
だ
海
域
と
さ
れ
た
。

そ
の
西
側
の
和
田
岬

・
友
ケ
島

。
松
野
灯
台

（淡
路
島
岩
屋
）
を
結
ん

だ
海
域
は
須
磨

・
垂

水
の
漁
場
で
あ
り
、

話
し
合
い
に
よ

っ
て

は
操
業
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
海
域

の
内
、
神
崎
川
の
河

日
と
友
ケ
島
を
結
ん

だ
ラ
イ
ン
の
周
辺
が

大
阪
湾
の
中
で
は
最

も
よ
い
漁
場
で
あ

っ

た
と
い
う
。

新
漁
業
法
以
降
は
こ
の
三
角
形
の
許
可
水
域
内
を
基
本
と
し
て
操
業
し

て
い
た
が
、
二
月
は
旧
来
ど
お
り
泉
州

へ
出
か
け
た
。
帆
に
よ
る
打
瀬
網

漁
の
場
合
、
漁
師
が
い
つ

（出
漁
時
間
）
ど
こ
で

（漁
場
）
魚
を
と
る
の

か
は
、
風
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
二
月
の
泉
州
行
き
に
し
て

も
、
六
甲
か
ら
の
吹
き
お
ろ
し
の
強
い
北
風
が
あ
る
時
に
、
「南
行
き
」

と
称
し
て
泉
州

へ
出
か
け
、
夜
、
ケ
タ
で
ワ
タ
リ
ガ
ニ
や
ホ
ン
バ
イ
を
と

り
、
翌
日
、
昼
か
ら
の
マ
ゼ
と
呼
ば
れ
る
南
西
の
風
で
帰

っ
て
き
て
い
る
。

深
江
地
区
で
は
十
月
の
ジ

ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
漁
と
二
月
の

「南
行
き
」
の
み
が

夜
の
漁
で
、
他
の
季
節
は
昼
の
漁
が

普
通
だ
が
、
季
節
に
よ
る
風
向
き
と
、

出
帰
漁
の
時
間
に
は
密
接
な
関
連
が

”
　
　
コ
チ
ヵ
ゼ

第二章 漁業に生きる人々

[春 ]

図-5 季節ごとの出漁帰漁時間と風

北   出 [夏] 北

春 (4～ 6月 )は、朝、 夏 (7～ 9月 )は、朝、
北東の風により出漁し、 東の風により出漁 し、
夕方、南西の風で帰っ 夕方、西の風により帰っ
て くる。 て くる。

深江・花谷松夫氏による

図-6 風向きと呼び方

図-4 漁場図(深江。花谷松夫氏による)

キ タカゼ

深江・花谷松夫氏による
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あ

っ
た
。二

月
の
風
は
し
ま

っ
て
い
る
。
後
に
ず

っ
と
来
る

一
〇
房
の
風
に
あ
た

っ

て
も
痛
い
。
燈
が
ち
か
ち
か
し
て
帰
れ
そ
う
だ
が
帰
れ
な
く
て
あ
わ
て
る

（花
谷
）
。

ま
た
、
比
較
的
船

の
規
模
が
大
き
い
泉
州
の
漁
船
は
こ
の
三
角
形

の
海

域
に
ま
で
侵
入
し
て
漁
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
侵
入
し
た
漁
船
を
追

い
払

い
に
い
く
こ
と
も
少
な
く
な
か

っ
た
。

朝
早
く
、
日
立
た
ん
よ
う
に
柱
の
な
い
地
曳
網
船
を
借
り
て
、
泉
州
の
船

を
追
い
に
行

っ
た
。
つ
か
ま
え
た
ら
、
ケ
タ
な
ど
の
道
具
は
魚
が
入
っ
た
ま

ま
、
海

へ
捨
て
た
。
後
で
、
泉
州
の
仲
間
の
漁
師
が
自
分
の
ケ
タ
で
引

っ
張

り
あ
げ
に
く
る
の
だ
が
、
霞
み
の
か
か
っ
た
早
朝
の
こ
と
で
、
み
つ
か
ら
な

い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

つ
た

（花
谷
）
。

せ
―
、
追
い
か
け
と
る
で
し
ょ
。
逃
げ
よ
る
で
し
ょ
。
そ
れ
で
追
い
つ
い

て
く
る
と
、
逃
げ
よ
る
向
こ
う
の
船
が
く
り

っ
と
回

っ
て
、
み
ん
な
、
せ
え

の
、
で
向
か

っ
て
く
る
。
こ
っ
ち
は

一
ぱ
い
か
二
は
い

（
一
艘
二
艘
）
で
追

い
か
け
と
る
か
ら
、
あ
か
ん
、
と
逃
げ
出
す
。
話
し
合
い
し
た
か

っ
て
一
緒

や
ね
ん
。
あ
く
る
日
に
な
っ
た
ら
な
。
三
八
度
線
み
た
い
な
も
ん
や

（東
野
）。

エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
船
曳
き
漁
に
な

っ
て
か
ら
は
、
須
磨

へ
も
出
漁
し
た
。

須
磨
で
は
逆
に
違
反
船
と
し
て
網
を
捨
て
ら
れ
た
り
、
抗
議
さ
れ
た
り
す

る

こ
と

も
あ

っ
た
。

須
磨
は
カ
ゴ
漁
で
、
海
の
底
に
カ
ゴ
を
這
わ
し
て
い
る
。
印
は
海
上
に
あ

る
の
だ
が
、
夜
は
よ
く
わ
か
ら
ず
進
ん
で
、
抵
抗
板

（網
の
開
口
部
に
つ
け

る
板
）
の
先
で
カ
ゴ
を
切
っ
て
し
ま
う
。
須
磨
の
者
に
文
旬
を
言
わ
れ
、
場

合
に
よ
っ
て
は
網
を
切
ら
れ
る
。
あ
く
る
朝
、
ヤ
マ

（沈
ん
で
い
る
場
所
）

の
見
当
を
し
て
網
を
あ
げ
に
い
く
が
、
あ
の
へ
ん
は
潮
が
早
く
、
み
つ
か
ら

な
い
こ
と
も
多
か
っ
た

（花
谷
）。

大
阪
湾
型
と
愛
知
県
型
の
打
瀬
船

打
瀬
網
漁
は
打
瀬
船
と
い
う
専
用
の
帆
船
を
使

っ
て
行
う
。
打
瀬
船
に

は
江
戸
中
期
か
ら
大
阪
湾
を
中
心
に
使
わ
れ
始
め
た
横
帆

（角
帆
）
に
よ

る
伝
統
的
な
和
船
型
打
瀬
船
と
、
明
治
二
十
年
代
以
降
、
愛
知
県
で
考
案

さ
れ
た
愛
知
県
型
打
瀬
船
の
二
種
類
が
あ
る
。
愛
知
県
型
打
瀬
船
は
昭
和

に
入
る
と
、
日
生
、
観
音
寺
な
ど
瀬
戸
内

一
帯
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
い
っ
た
が
、
本
庄
地
域
で
は
、
戦
前
は

「
尼
船
」
と
呼
ば
れ
る
三
本
の

帆
柱
を
持

つ
打
瀬
船
を
使

っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
須
磨
か
ら
泉
州
に
か
け

て
使
わ
れ
た
大
阪
湾
型
の
打
瀬
船
に
属
す
る
船
で
あ
る
が
、
泉
州
の
船
と

比
較
す
る
と
小
型
で
あ
る
。
ま
た
、
泉
州
の
船
が
横
帆

（角
帆
）
の
み
で

あ

っ
た
の
に
対
し
、
昭
和
初
期
に
は
す
で
に
、
愛
知
県
型
が
初
め
て
取
り

入
れ
た
西
洋
帆
船
型
の
縦
帆

（伸
子
帆
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。
当
時
は
深

江
に
尼
船
を
作
る
腕
の
い
い
船
大
工
が
お
り
、
船
の
建
造
や
修
理
は
そ
こ

で
頼
む
こ
と
が
多
か

っ
た
。
戦
後
、
地
元
の
大
工
が
い
な
く
な
る
と
と
も
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図-7 愛知船の帆装図

図は愛知県の小型船のものだが、本庄地域で使用されたものとほぼ同様

であるので、愛知船の説明図として掲載 した。

図-8 尼船の帆装図

うたせている時の図。前後の帆が角帆 (横帆)で、中央が伸子帆 (縦帆)。

縦帆、横帆については、225ペ ージ参照。

表-6大 阪湾型打瀬船と愛知県型との比較

首船 船 上 帆

大阪湾型
(尼船)

三階建
斜め (天頭)みよし
加敷・上棚
アシ強い

板子
サブタ
水が入る

♭
帆脚鴫卵

釧蕩
昭

愛知県型
(愛知船)

三階建
直立 (ズ ント)み よし
三階 。加敷 。上棚
風上に走る時強い

デ ッキ
スパンカー(縦帆)

伸子帆
風上に走る時強い

に
、
岡
山
県
和
気

郡
日
生
な
ど
か
ら

中
古
船
を
買
う
者

が
多
く
な
り
、

こ
の
型
の
船
を

呼
ん
で
い
る
。

愛
知
県
型
打
瀬
船
が
入
り
は
じ
め
た
。
深
江
地
区
で
は
、

「
愛
知
県
」
と
呼
び
、
青
木
地
区
で
は

「
日
生
造
り
」
と

帆
柱
は
二
本
で
二
本
の
帆
と
も
伸
子
帆
を
は

っ
た
両
伸
子

と
い
う
タ
イ
ブ
の
小
型
船

で
、　
エ
ン
ジ
ン
船
の
普
及

の
時
期
と

一
致
す
る
。
尼

船
は
船
首
か
ら
船
尾
ま
で

必
ず

一
ヶ
所
は

一
枚
も
の
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図-11 三階造 り

冨瀞デ

下
の
船
は
江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
的
な
ミ
ヨ
シ
の
天
頭
船
で
、
横

帆
で
あ
る
角
帆
、
板
子

（本
庄
地
域
で
い
う
サ
ブ
タ
）
張
り
、
二

階
造
り
と
い
う
尼
船
の
古
い
タ
イ
プ
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

上
の
船
は
三
階
造
り
、
デ
ッ
キ
張
り
、
縦
帆
の
愛
知
県

型
打
瀬
船
で
あ
る
。

通
イ
ノ
穴

水
吐
キ

水
下
チト

モ
言
ウ

ヮラセ

図-12 三階造 り

敷 (本庄地域では「 コウラ」 と呼ぶ)
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長
二
丈
壱
尺
本
□
三
寸
五
分
角

末
□
径
壱
寸
八
分

長
三
丈
六
尺
本
□
六
寸
角

末
□
径
三
寸
五
分

長
二
丈
八
尺
本
□
三
寸
七
分
角

末
□
径
二
寸

四
尺
五
寸

Ｌ

二尺六寸ぅ
二尺五寸|

船
首
長
壱
丈
四
尺

巾
壱
尺
二
寸

前
四
寸

後

一
寸
三
分

(ト コ)床壱
寸
二
寸
角

胴
船
梁

八
寸
角

敷厚三寸

敷
巾
三
尺
八
寸

図-9 大阪府打瀬網船図
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図-10 愛知県型打瀬船肩幅一文型図面

明治末から大正期にかけて、伊勢湾 。三河湾で使用された、いわゆる愛知県型打瀬網船の船体図
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の
板
が
入
る
の
に
対
し
、
戦
後
入

っ
た
愛
知
県
型
打
瀬
船
は
板
を
継
い
で

使
う
の
で
安
く
つ
い
た
こ
と
も
導
入
が
進
ん
だ
原
因
だ

っ
た
と
い
う
。

以
下
、
愛
知
県
型
打
瀬
船
の
中
で
も
、
日
生

・
観
音
寺
等
瀬
戸
内
で
造

ら
れ
、
本
庄
地
域
で
戦

後
、
使
わ
れ
て
い
た
小

型
船
に
つ
い
て
、
特
に

「
愛
知
船
」
と
い
う
名
称

で
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
「
愛
知
船
」

に
つ
い

て
の
記
述
は
全

て
深
江

。
青
木
地
区

の
漁
師
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
愛
知
県
型
打
瀬
船
と
大
阪
湾
型
打
瀬
船

で
あ
る

「
尼
船
」
を
比

べ
て
み
よ
う
。

大
阪
湾
型
打
瀬
船
と
愛
知
県
型
打
瀬
船
の
大
き
な
違
い
は
ま
ず
（
船
首
Ｈ

ミ
ヨ
シ
の
形
と
構
造
で
あ
る
。
愛
知
県
型
は
ズ
ン

ト
ミ
ヨ
シ
と
い
う
直
立
し
た
ミ
ヨ
シ
で
、
船
首
付

近
で
は
、
サ
ン
カ
イ

（三
階
）
、
カ
シ
キ

（加
敷
）
、

ウ
ワ
ダ
ナ

（上
棚
）
の
二
つ
の
部
分
が
は
ぎ
あ
わ

る
　
さ
れ
る

「
三
階
造
り
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

磁
　
大
阪
湾
型
の
ミ
ョ
シ
は
天
頭
ミ
ヨ
シ
で、
す
ん
な

酬
　
り
と
斜
め
に
伸
び
、
カ
シ
キ
、
ウ
ワダ
ナ
の
二
つ

”
　
の
部
分
で
構
成
さ
れ
る
。
三
階
が
入
る
分
だ
け
愛

ミヽ
　
知
県
型
の
方
が
水
中
に
切
り
立

つ
よ
う
に
波
を
切

め斜
　
る
の
で
、
風
上
に
走
る
と
き
に
は
威
力
を
発
揮
す

る
。
さ
ら
に
、
愛
知
船
の
船
上
部
分
は
真
ん
中
を

高
く
両
脇
を
低
く
し
た
デ

ッ
キ

（甲
板
）
で
ピ

ッ

タ
リ
と
ふ
た
を
し
て
あ
り
、
波
を
か
ぶ

っ
た
時
に

も
、
水
は
デ

ッ
キ
を
滑

っ
て
両
脇
の
水
落
ち
穴
か

第二章 漁業に生きる人々

ミヨシが直立する愛知船のなかに斜めの ミヨシの尼船が数隻見える。

ほとんどの帆が伸子帆だが、右手に角帆を張っている船がある。

写真-7深 江港に停泊する打瀬船 昭和29年

写真-8打 瀬船の網干 し風景
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ら
出
て
い
く
仕
組
み
に
な

っ
て
い
て
、
船
の
内
部
に
は
水
が
侵
入
し
に
く

い
。
大
阪
湾
型
の
方
は
は
め
は
ず
し
の
で
き
る
サ
ブ
タ
と
い
う
板
子
で
船

上
を
覆
う
た
め
、
波
を
か
ぶ
る
と
水
が
船
内
に
入
る
と
い
う
欠
点
が
あ

っ

た
。
た
だ
し
、
昭
和
初
期
に
使
わ
れ
た
尼
船
で
は
す
で
に
、
カ
ッ
パ

・
イ

ケ
ス
・
ト
モ
な
ど

一
部
が
デ

ッ
キ
張
り
に
な
り
、
改
良
の
あ
と
が
見
ら
れ

ＺＯ
。こ

の
よ
う
に
、
愛
知
県
型
打
瀬
船
が
波
中
を
風
上
に
向
け
て
進
む
こ
と

に
力
点
を
置
い
た
構
造
な
の
に
対
し
、
大
阪
湾
型
は
む
し
ろ
風
の
力
で
網

を
曳
く
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
構
造
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
か
で
も
尼

船
は
、
他
の
大
阪
湾
型
打
瀬
船
に
比
べ
て
さ
ら
に
、
帆
で
網
を
曳
く
と
き

の
安
定
度
が
高
か

っ
た
。
船
の
真
横
か
ら
風
を
受
け
、
網
を
曳
く
時
に
は
、

船
の
善
し
悪
し
は
横
風
に
対
す
る
安
定
度
で
決
ま
る
。
横
風
に
対
し
て
安

定
の
よ
い
船
の
こ
と
を

「
ア
シ
が
強
い
」
と
い
い
、
安
定
の
悪
い
船
の
こ

と
を

「
ア
シ
が
弱
い
」
と
言
う
が
、
尼
船
は

「
ア
シ
の
強
さ
」
を
追
求
し

た
船
だ

っ
た
。

尼
船
の
場
合
、
船
首
か
ら
船
尾
の
長
さ
は
八
尋

（約

一
二

。
一
房
）
が

標
準
で
、
「
ヤ
ー
ヒ
ロ
ブ
ネ
」
と
呼
ん
だ
。
ま
た
、
他
所
の
船
は
長
さ
八

尋
に
対
し
、
幅
八
尺

（約
二
房
）
が
普
通
だ
が
、
こ
こ
で
は
幅
八
尺
八
寸

（約
二

。
三
房
）
と
広
い
。

つ
ま
り
、
帆
を
あ
げ
て
う
た
せ
る
時
に
、
横

風
を
よ
り
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
傾
き
に
耐
え
る
造
り
に
な

っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
な
お
、
泉
州
の
船
は
、
巾

一
丈
～

一
丈

一
尺

（約
二

・
八
～
四

・

二
房
）
と
大
き
い
。

「
ア
シ
の
強
い
船
」
を
作
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
船
の
最
も
上
部
で
幅
が
広

い
だ
け
で
な
く
コ
ウ
ラ

（船
底
）
に
何
枚
か
の
板
を
継
ぐ
カ
シ
キ

（加
敷
）

の
部
分
で
、
十
分
に
幅
を
広
げ
る
こ
と
で
あ
る

（図
１
１７
参
昭
じ
。
カ
シ
キ

の
部
分
が
充
分
に
広
が

っ
て
い
る
と
、
上
棚
を
そ
の
上
に
ま

っ
す
ぐ
、
あ

る
い
は
狭
め
気
味
に
継
ぐ
こ
と
が
で
き
、
安
定
感
の
あ
る
船
と
な
る
。
と

こ
ろ
が
、
カ
シ
キ
部
分
で
充
分
に
幅
が
出
せ
な
い
と
上
棚
を
さ
ら
に
広
げ

気
味
に
継
ぐ
こ
と
と
な
り
、
船
の
重
心
が
下
に
落
ち
ず
、
横
風
が
来
る
と

す
ぐ
ひ
っ
く
り
返
る

「
ア
シ
の
弱
い
船
」
に
な

っ
て
し
ま
う
わ
け
で
あ
る
。

カ
シ
キ
部
分
で
幅
を
出
す
に
は
外
向
け
に
反
ら
せ
た
板
を
何
枚
も
継
い
で

い
く
高
度
な
技
術
が
必
要
で
、
う
ま
い
船
大
工
に
し
か

「
ア
シ
の
強
い
船
」

は
作
れ
な
か

っ
た
。

青
木
地
区
の
東
野
新

一
氏
に
よ
る
と
、
日
生
の
船

（愛
知
船
）
は
コ
ウ

ラ
の
幅
が
三
寸

（約

一
一
カ
ン）
な
の
に
対
し
、
尼
船
は
五
寸

（約

一
九
カ
ン）

と
広
い
。
愛
知
船
は
帆
を
あ
げ
て
走
る
と
、
安
定
が
よ
く
な
り
、
船
が
軽

い
。

コ
ウ
ラ
の
広
い
尼
船
は
抵
抗
が
大
き
い
の
で
、
逆
に
走
る
時
は
こ
け

や
す
く
、
船
の
行
き
脚
も
遅
い
。
し
か
し
、
う
た
せ
る
と
き
は
尼
船
の
方

が
ア
シ
が
強
か

っ
た
と
い
う
。

も
と
も
と
愛
知
県
型
打
瀬
船
を
発
達
さ
せ
た
愛
知

・
伊
勢
の
打
瀬
網
漁
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第二章 漁業に生きる人々

師
は
、
遠
州
灘
や
朝
鮮
に
ま
で
出
漁
し
た
。
大
型
船
を
使
う
泉
州
の
漁
師

達
も
、
大
阪
湾
か
ら
和
歌
山
方
面
の
外
海
に
向
け
て
を
漁
場
と
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
尼
船
を
使

っ
て
い
た
漁
師
達
の
操
業
区
域
は
主
に
大
阪
湾
西

部
か
ら
瀬
戸
内
海
を
中
心
に
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
も
、
特
に
走
る
こ
と

よ
り
う
た
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
小
型
船
を
発
達
さ
せ
た
理
由
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

ミ
ヨ
シ
の
上
部
に
書
き
込
ん
で
あ

っ
た
。
ミ
ヨ
シ
は
機
能
的
に
も
重
要
な

部
分
で
あ
る
と
と
も
に
、
船
の
顔
で
も
あ

っ
た
。

深
江
に
い
た
松
井
の
大
工
さ
ん
の
船
は
ア
シ
が
強
い
。
少
々
帆
を
巻
い
て

も

（帆
を
あ
げ
て
風
を
受
け
る
こ
と
）
ほ
と
ん
ど
傾
か
な
い
。
ミ
ョ
シ
が
上

手
。
何
と
も
い
え
ん
男
前
の
ミ
ヨ
シ
に
す
る

（花
谷
）。

ま
た
、
愛
知
船
と
尼
船
で
は
、
カ
ジ
の
形
や
取
り
付
け
方
に
も
違
い
が

見
ら
れ
る
。

愛
知
船
の
カ
ジ
は
ア
テ
カ
ジ
と
い
い
、
船
体
後
部
の
ト
コ
を
半
円
形
に

割

っ
て
、
あ
て
て
あ
る
。
こ
の
部
分
を

ハ
ン
マ
ル
と
呼
ぶ
。
普
段
は
ロ
ー

プ
で
く
く
り
つ
け
て
上
に
あ
が
ら
な
い
よ
う
に
し
て
あ
る
が
、

ロ
ー
プ
を

ゆ
る
め
れ
ば
カ
ジ
の
尻
は
上
下
に
自
由
に
動
く
。
し
た
が

っ
て
、
浅
瀬
で

ロ
ー
プ
を
ゆ
る
め
る
と
、
カ
ジ
の
尻
は
垂
直
方
向
に
上
が
り
、
走
行
の
支

障
に
な
ら
な
く
な
る
。
深
江

。
青
木
地
区
で
は

「
バ
ラ
カ
ジ
」
と
呼
ん
で

い
た
。

尼
船
の
場
合
、
後
ろ

一
ヵ
所
だ
け
を
切

っ
た
、

マ
ル
グ
チ
と
い
う
丸
い

穴
が
ト
コ
に
あ
い
て
い
て
、
カ
ジ
を
さ
す
サ
シ
カ
ジ
で
あ
る
。
カ
ジ
棒
の

上
の
部
分
が
太
く
し
て
あ
り
、
上
か
ら
差
し
込
む
と
自
然
に
止
ま
る
仕
組

み
に
な

っ
て
い
た
。
上
か
ら
カ
ジ
を
抜
く
以
外
に
水
面
下
に
入

っ
て
い
る

カ
ジ
の
分
量
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
浅
瀬
で
の
走
行
を
最

初
か
ら
想
定
し
、
カ
ジ
が
あ
ま
り
深
く
人
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

大
阪
湾
型
打
瀬
船
の
場
合
、

ミ
ョ
シ
の
上
部
の
切
り
方
で
遠

く
か
ら
見
て
も
ど
こ
の
船
か
が

わ
か

っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、

ミ
ヨ
シ
の
形
は
同
じ
地
区
で
も

ｈ始
△
上
に
よ
っ

て
異
な
る
場

合
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
典
型

的
な
愛
知
県

型
打
瀬
船
の

場
合
、
大
き

な
目
玉
と
唐

草
の
模
様
が

マルグチ

図-14 アテカジとサ ンカジ
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そ
の
か
わ
り
、
カ
ジ
の
入
り
が
浅
く
て
も
き
き
が
よ
く
な
る
よ
う
に
、
ワ

カ
バ
と
い
う
部
分
を
足
し
て
、
カ
ジ
の
面
積
を
広
く
し
、
抵
抗
を
増
す
よ

う
工
夫
し
て
あ

っ
た
。

打
瀬
船

（尼
船
）
の
各
部
と
材
料

尼
船
を
真
上
か
ら
見
る
と
、
船
首
の
方
か
ら
順
番
に
カ
ッ
パ
、
イ
ケ
ス
、

ド
ゥ
ノ
マ
、
ト
モ
、
オ
オ
ド
モ
に
分
か
れ
る
。
カ

ッ
パ
だ
け
は
水
を
よ
く

か
ぶ
る
た
め
、
他
の
部
分
が
サ
ブ
タ
式
の
頃
で
も
す
で
に
デ

ッ
キ
ば
り
に

な

っ
て
い
た
。
イ
ケ
ス
は
四
つ
に
切

っ
て
あ
り
、
獲
れ
た
魚
を
入
れ
る
。

ド
ウ
ノ
マ
は
作
業
場
で
、
イ
ケ
ス
に
入
ら
な
い
魚
を
か
ご
に
入
れ
て
置
い

た
り
、
道
具
を
置
く
の
に
も
使

っ
た
。
ト
モ
は
食
事
場
所
で
あ
る
。
オ
オ

ド
モ
は
寝
る
場
所
で
、
神
棚
が
あ
り
、
船
霊
さ
ん
は
こ
こ
に
ま
つ
っ
た
。

他
の
場
所
が
船
の
上
を
利
用
す
る
の
に
対
し
、
オ
オ
ド
モ
だ
け
は
、
サ
ブ

タ
ま
た
は
デ

ッ
キ
の
下
の
空
間
を
利
用
し
た
。

帆
柱
は
、
前
か
ら
オ
モ
テ
ノ
ホ
、
オ
ヤ
ボ
、
ト
モ
ノ
ホ
用
に
三
本
立
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
倒
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
網
を
か
け
る
た
め

に
、
船
首
と
船
尾
の
部
分
か
ら
ヤ
リ
ダ
シ
と
い
う
長
い
棒
が
突
き
出
て
い

る
。
全
長
八
尋
の
船
で
前

一
尋
、
後
三
尋
程
度
で
、
モ
タ
レ
と
い
う
ヤ
リ

ダ
シ
よ
り
細
い
棒
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
船
尾
の
部
分
に
は
ト
コ
が
つ
き
、

カ
ジ
は
ト
コ
に
は
め
こ
ま
れ
る
。
ト
コ
の
後
ろ
に
は
ア
エ
ビ
と
い
う
板
が

つ
い
て
い
て
、
帆
の
上
げ
下
げ
な
ど
の
作
業
を
行
う
時
に
、
上
に
乗

っ
た
。

道
具
を
揚
げ
お
ろ
し
す
る
の
に
便
利
な
よ
う
に
、
船
の
舷
は
低
く
し
て

あ
り
、
作
業
を
し
な
い
時
に
は
タ
ツ
に
サ
シ
イ
タ
を
は
め
て
高
く
し
た
。

タ
ツ
は
船
べ
り
の
三
～
四
カ
所
に
立

っ
た
柱
で
、
サ
シ
イ
タ
が
は
ま
る
よ

図-15 打瀬船 (尼船)の各部の名称
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う
に
両
側
に
溝
が
切

っ
て
あ
る
。
う
た
せ
る
時
に
は
真
ん
中
の
ジ

ョ
ウ
ゴ

網
を
か
け
る
の
に
も
使

っ
た
。

船
の
内
部
は
ト
ダ
テ
と
い
う
杉
材
の
隔
壁
に
よ

っ
て
補
強
さ
れ
、
イ
ケ

トコ

ス
は
さ
ら
に
四
カ
所
に
区

切
ら
れ
て
い
た
。
船
の
外

側
の
構
造
は
コ
ウ
ラ

・
カ

シ
キ

（
加
敷
）
。
ウ
ヮ
ダ

ナ

（上
棚
）
が

つ
ぎ
あ
わ

さ
れ
て
い
る
が
、
カ
シ
キ

と
ウ
ワ
ダ
ナ
の
継
目
は
ア

オ
リ
と
呼
ば
れ
、　
一
番
力

が
か
か
る
、
い
た
み
や
す

い
部
分
な
の
で
、
ト
ダ
テ
の
入

っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
内
側
に
何
箇
所

か
巾
四
寸

（約

一
五
カ
ン
房
）
の
Ｌ
字
型
の
材
を
入
れ
、
補
強
す
る
。
こ
の

材
を

マ
ツ
ウ
ラ
と
呼
び
、
松
の
木
の
幹
か
ら
枝

へ
と
続
く
湾
曲
し
た
部
分

を
使
用
し
た
。
二
枚
の
板
を
接
い
だ
マ
ツ
ウ
ラ
を
使
う
場
合
も
あ

っ
た
が
、

一
枚
も
の
の
マ
ツ
ウ
ラ
を
使
う
の
が
い
い
船
と
さ
れ
た
。

打
瀬
船
の
中
心
的
な
材
料
は
杉
だ
が
、
各
部
分
の
機
能
に
応
じ
て
別
の

材
を
使

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
柔
材
中
で
は
ヒ
ノ
キ
が
も

っ
と
も
良

材
で
、
杉
は
強
度
な
ど
の
面
か
ら
そ
れ
に
は
劣
る
が
、
軽
く
値
段
が
安
い

た
め
、
多
用
さ
れ
て
い
た
。
杉
材
の
白
い
部
分
は
腐
食
し
や
す
い
た
め
、

赤
い
と
こ
ろ
だ
け
を
使

っ
た
。

帆
柱
は
強
度

・
弾
力
性
が
必
要
な
た
め
、
ヒ
ノ
キ
を
使

っ
て
い
た
。
ケ

ヤ
キ
は
耐
久
性
の
あ
る
堅
材
だ
が
、
高
価
な
材
で
、
ミ
ョ
シ
、
フ
ナ
バ
リ

（船
梁
）
、
ジ
ゾ
ウ

（地
蔵
）
な
ど
、
船
の
み
せ
ど
こ
ろ
に
な
る
と
こ
ろ
に

使

っ
た
。
金
を
か
け
ら
れ
る
者
だ
け
が
使
え
る
材
料
で
あ

っ
た
と
い
う
。

コ
ウ
ラ
は
松
で
作
る
と
重
く
な

っ
て
安
定
の
よ
い
船
に
な
る
。
ト
コ
も
松

を
使
う
。
松
は
水
弾
き
が
い
い
こ
と
も
理
由
で
あ
る
。
カ
ジ

（サ
シ
カ
ジ
）

の
芯
の
部
分
は
折
れ
に
く
い
カ
シ
の
木
を
使
い
、
横
の
ワ
カ
バ
部
分
は
杉

を
使

っ
た
。

打
瀬
船
の
管
理

船
は
い
つ
も
は
碇
を
う

っ
て
ト
モ
ヅ
ナ
を
陸
に
結
び
、
波
上
場
に
浮
か

第二章 漁業に生きる人々

トモノホ
帆住

卜 カッパーーー斗空斗―ドウノマーギニトオオドモ引
図-16 船内部の トダテの位置

図は上面部分 (サ ブタまたはデッキ)を 外 した内部の状態。補強のため、

10枚以上の トダテが入れられている。*の トダテはエンジンを積むように

なって、なくなった。

図-17 マツウラ

オモテノホ
帆位
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写真-9 打瀬船の手入れ 深江 昭和29年

手入れをするためにのばしているところ

せ
て
い
た
。
イ
カ
リ
は

船
の
大
き
さ
に
よ

っ
て

大
小
が
あ
り
、
打
瀬
船

は
オ
モ
テ
と
ト
モ
の
二

つ
の
イ
カ
リ
を
使

っ
た
。

ト
モ
の
イ
カ
リ
の
方
が

オ
モ
テ
よ
り
小
さ
か

っ

た
。
柄
の
部
分
を
ス
ド

ウ
と
い
い
、
ス
ド
ウ
が

長
い
方
が
砂
中
に
よ
く

入
る
よ
い
イ
カ
リ
と
さ

れ
た
。
長
さ
六
尋

（約

九

。
一
房
）
以
下
の
小

さ
い
船
は
毎
日
浜
に
あ
げ
た
と
い
う
。

船
を
浜
に
陸
揚
げ
す
る
こ
と
を

「
の
ば

す
」
と
言
い
、
の
ぼ
す
位
置
は
だ
い
た

い
自
分
の
家
の
前
あ
た
り
の
浜
と
決
ま
っ

て
い
た
。

日
頃
波
上
場
に
留
め
て
い
る
船
の
場

合
は

「
の
ぼ
す
」
と
は
、
船
を
乾
か
し
、

手
入
れ
を
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
平
均
し
て
月

一
度
、
七
～
八
月

は
月
に
二
～
三
回
、
船
を
の
ば
し
て
、
カ
キ
ト
リ
と
い
う
ク
マ
デ
で
船
底

の
カ
キ
や
青
藻
を
と

っ
た
。
こ
の
手
入
れ
の
こ
と
を
カ
ー
ト
コ
と
呼
ぶ
。

さ
ら
に
、
丸
太
の
コ
ロ
を
三
本
、
船
の
下
に
置
き
、
そ
の
上
に
船
を
乗
せ
、

炭
俵
や
米
俵
の
カ
ラ
を
燃
や
し
た
。
イ
ワ
シ
の
イ
リ
ヤ

（加
工
業
者
）
が

使

っ
て
い
た
ム
シ
ロ
や
古
い
網
の
不
用
品
を
燃
や
す
こ
と
も
あ

っ
た
。
こ

れ
を
フ
ナ
タ
デ
と
い
い
、
船
の
中
に
巣
食
う
虫
を
煙
で
い
ぶ
り
出
す
の
が

目
的
で
あ
る
。

船
の
手
入
れ
は
こ
ま
め
に
し
な
い
と
藻
や
カ
キ
が
つ
き
、
虫
に
食
わ
れ

て
し
ま
う
の
で
、
た
い
へ
ん
危
険
で
あ
る
。
沖
で
船
の
穴
に
気
づ
い
た
時

は
、
木
の
栓
な
ど
で
応
急
処
置
を
す
る
が
、
入
り
日
が
小
さ
く
て
も
中
が

大
穴
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
キ
レ
を
押
し
込
み
、
入

っ
て
く

る
ア
カ

（海
水
）
を
汲
み
出
す
な
ど
し
て
も
た
せ
る
。
ひ
ど
い
時
は
そ
の

写真-10 碇
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テの帆
////~角

帆に張替

部
分
の
板
を
そ

っ
く
り
張
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

帆
は
潮
が
か
か
る
と
カ
パ
カ
パ
に
な
る
の
で
、
芦
屋
川

へ
持

っ
て
い
き
、

足
で
踏
む
か
、
ま
た
は
、
イ
リ
ヤ
で
ホ
ー
ス
を
借
り
て
塩
出
し
し
た
。
雨

の
あ
と
に
日
が
照

っ
て
も
千
さ
ず
に
放
置
す
る
の
を
何
度
か
繰
り
返
す
と
、

腐

っ
て
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
黒
く
な
る
。
「
ホ
シ
が
出
る
」
と
言
い
、
こ
う

い
う
状
態

に
な
る
と
必
ず
穴
が
あ
い

た
。
新
し
い
帆
は
糊
が

つ
い
て
い
て

く
さ
り
や
す
い
の
で
、
雨
の
多

い
六

月
に
は
と
く
に
古

い
帆
を
使

っ
た
。

帆
に

「
ホ
シ
が
出
る
」

の
は
漁
師
仲

間
で
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
、
「
ず
ぼ

ら
に
サ
ラ
の
帆
は
い
ら
ん
」
と
言
わ

れ
た
。

打
瀬
船
の
帆
と
操
船
技
術

尼
船
の
場
合

の
基
本
漁
法
を
み
よ

ンう
ノ
。

①
目
的
地
ま

で
帆
を
使

っ
て
進

ん

で

い
ど
も

②
適
当
な
地
点
ま
で
来
た
ら
網
を
お

ろ
し
、
網
に
つ
な
い
だ
綱
の
端
を

ヤ
リ
ダ
シ
ま
た
は
タ
ツ
に
結
び
つ
け
る
。
た
だ
し
、
ど
こ
に
結
び
つ
け

る
か
は
使
う
網
の
種
類
に
よ

っ
て
異
な

っ
て
い
た
。

③
三
本
の
帆
柱
に
帆
を
張
り
、
船
の
中
心
線
と
直
角
の
方
向
か
ら
の
風
を

ま

っ
す
ぐ
受
け
る
よ
う
に
帆
の
向
き
を
整
え
る
。
網
を
オ
モ
カ
ジ

（船

首
に
向
か

っ
て
右
側
）
に
つ
け
る
の
で
、
風
も
オ
モ
カ
ジ
側

（右
側
）

（

マ
リ
ダ
シ

了/
ダ

舎

ト
リ
カ
ジ

オモテのヤリダシ

第二章 漁業に生きる人々

〈うたせる〉

トモのヤリダシ

※戦後イ表

オモテの帆1訓申猾帆のまま、

オモテの帆とオヤ帆の間に

角帆を張る

図-18 打瀬網漁の手順

(伸子帆以前は医-19⑮のように角帆を張った。)

ミ
ヨ
膨
ｒ
ｉ
ｌ
！
！
牛

モ
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⑮角帆による伝統的打瀬船 ⑥伸子帆の導入 (明治末～大正期)

スパンカー (バ ランス)は走るのにはよ
いが、うたせにくい。うたせゃすい伸子帆
が導入された。

洋式船スクーナーにならって、スパンカー
を採用 し、三階造 り、デッキ造 りをとり入
れた打瀬船が、三河、南知多地方で造 られ
始めた。

図-19 愛知県型打瀬船の帆装の変遷
(注)尼船の帆装の変遷は図-18を参照

◎両バランス (明治20年頃) ◎両伸子 (大正末から多く用いられた)

図-20 両伸子の愛知県型打瀬船
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第二章 漁業に生きる人々

か
ら
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

④
風
が
出
る
と
帆
に
風
を
あ
て
、
網
を
曳
く

（う
た
せ
る
）
。
四
十
分
ぐ

ら
い
う
た
せ
て
か
ら
帆
を
降
ろ
し
、
網
を
引
き
上
げ
る
。

⑤

一
～
四
を
繰
り
返
す

打
瀬
船
の
操
船
は
、
目
的
地
ま
で
走
る
た
め
の
技
術
と
横
風
を
受
け
て

網
を
曳
く
た
め
の
技
術
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

明
治
の
到
来
に
よ
り
伝
統
的
な
和
船
に
よ

っ
て
い
た
運
搬
船
の
世
界
に

西
洋
帆
船

・
ス
ク
ー
ナ
ー
が
入

っ
て
き
た
。
ス
ク
ー
ナ
ー
の
特
徴
の

一
つ

と
し
て
、
従
来
の
和
船
は
角
帆
と
呼
ば
れ
る
横
帆
を
採
用
し
た
の
に
対
し
、

ス
パ
ン
カ
ー
と
い
う
縦
帆
を
装
備
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
横
帆
と
は

船
が
静
止
し
た
状
態
で
帆
桁
が
船
の
中
心
線
に
対
し
て
横
に
交
わ
る
も
の

で
、　
一
方
、
縦
帆
は
同
様
の
状
態
で
帆
桁
が
船
の
中
心
線
に
そ
う

（図
―

皿

。
１２
参
照
）
。
縦
帆
の
方
が
風
上
に
向
か

っ
て
走
る
性
能
に
勝
れ
て
い

た
た
め
、
当
時
は
帆
装
に
西
洋
型
ス
パ
ン
カ
ー
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
部

分
的
に
洋
船
の
特
徴
を
持

っ
た
和
洋
折
哀
型
の
船
が
流
行
を
み
た
。

一
方
、
漁
船
の
世
界
に
い
ち
早
く
縦
帆
を
取
り
入
れ
た
の
が
前
述
し
た

愛
知
県
型
打
瀬
船
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
愛
知
県
型
打
瀬
船
は
ま
ず
ス
パ
ン

カ
ー
帆
を
使
用
し
、
次
い
で
伸
子
と
い
う
竹
材
を
数
か
所
に
固
定
し
た
伸

子
帆
を
使
用
し
た
。
主
流
は
三
本
帆
柱
で
他
に
ジ
フ
と
い
う
三
角
帆
を
つ

け
る
。
大
阪
湾
型
打
瀬
船
で
あ
る
尼
船
は
三
本
の
帆
柱
を
持
ち
、
帆
は
伝

統
的
に
は
和
船
特
有

の
横
帆

（角
帆
）
で

あ
る
が

（図
１９
‐
∩
）
、

深
江
地
区
で
も
、
昭

和
初
期
に
は
愛
知
船

と
同
じ
よ
う
に
、
走

る
時
に
は
縦
帆
の
伸

子
帆
を
使
う
の
が

一

般
的
だ

っ
た
。
た
だ

し
、
帆
の
選
択
は
個
々

の
漁
師
の
好
み
も
あ

り
、
随
分
遅
く
ま
で

角
帆
を
使

っ
た
漁
師

も
あ

っ
た
と
い
う
。

帆
に
受
け
る
風
量
を
調
節
す
る
た
め
に
は
帆
を
い
っ
ぱ
い
に
張

っ
た
り

下
げ
た
り
す
る
。
帆
を
張
る
こ
と
を

「
帆
を
ま
く
」
と
言

っ
た
。

ま
た
、
特
に
走
る
際
に
帆
を
下
げ
る
こ
と
を

「
デ
フ
」
と
呼
ぶ
。
伸
子

帆
の
場
合
、
「
デ
フ
」
の
作
業
が
容
易
で
走
り
や
す
か

っ
た
。
し
か
し
、

風
合
み
は
従
来
の
角
帆
の
方
が
よ
い
た
め
、
う
た
せ
る
と
き
に
は
オ
モ
テ

の
帆
と
ト
モ
の
帆
に
は
角
帆
を
使

っ
た
。

図-21 帆をさげて風の量を調節する
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尼
船
と
同
じ
大
阪
湾
型
打
瀬
船
が
帆
に
風
を
は

ら
ん
で
漁
具
を
曳
い
て
い
る
。
帆
は
角
帆
。

た
だ
し
、
伸
子
帆

は
帆

の
す
そ
に
竹
が

通

っ
て
重

い
た
め
、

強

い
風
を
受
け
る
と

帆
す
そ
が
船

の
外
側

に
飛
び
出
し
て
し
ま

い
不
安
定
な
の
に
対

し
、
角
帆
は
帆
が
船

の
中
に
お
さ
ま
る
の

で
相
当
風
が
強
く
て

も
走
れ
た
と
い
う
。
大
型
船
の
多
い
泉
州
の
打
瀬
船
は
エ
ン
ジ
ン
船
に
変

わ
る
ま
で
角
帆
で
操
業
し
て
い
た
。

帆
の
端
を
船
縁
に
止
め
て
い
て
も
、
風
で
帆
が
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
し

ま
う
場
合
、
着
水
し
な
い
よ
う
に
、
船
の
ト
リ
カ
ジ
側

（漁
具
を
か
け
な

い
側
）
に
二
尋

（約
四

・
五
房
）
の
長
さ
の
竹
を
二
本
、
海
側

へ
向
け
て

出
し
、
受
け
と
し
た
。
こ
の
竹
は
帰
港
し
て
船
寄
せ
す
る
と
き
に
使
う
の

と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

目
的
地
ま
で
走
る
時
は
オ
モ
テ
ノ
ホ
と
オ
ヤ
ボ
の
二
本
の
伸
子
帆
を
使

う
。
ト
モ
ノ
ホ
は
オ
ヤ
ボ
の
角
度
を
変
え
る
時
に
じ
ゃ
ま
に
な
る
の
で
帆

柱
ご
と
倒
す
。
戦
後
に
使

っ
た
愛
知
船
は
三
階
建
て
構
造
の
ミ
ヨ
シ
を
持

写真-11 操業中の和泉打瀬 明治40年代と推定

写真-12 伸子帆をはった御影の打瀬船
明治末～大正時代
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つ
の
で
、
オ
モ
テ
ノ
ホ

一
本
で
走
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
伸
子
帆
を

用
い
ず
、
角
帆
を
使
う
場
合
は
、
オ
ヤ
ボ

一
本
だ
け
で
走

っ
た
。

伸
子
帆
に
は
上
辺
に
ガ

フ
、
下
辺
に
ブ
ー
ム
と
い

う
名
称
の
丸
太
が
つ
け
て

あ
る
。
ブ
ー
ム
と

マ
ス
ト

の
間
は
ロ
ー
プ
で
結
ば
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
両
端
に
滑
車
が
つ
い
て
い
る
。

マ
ス
ト
側
の
滑
車
と

ロ
ー
プ

を
タ
イ
キ
と
い
い
、
こ
れ
を
締
め
て
、
帆
と

マ
ス
ト
の
間
を
調
整
す
る
。

走
る
時
は
タ
イ
キ
を
締
め
、
帆
の
片
方
の
側
辺
が
帆
柱
に
沿
う
形
に
す
る
。

一
方
、
ブ
ー
ム
の
マ
ス
ト
側
と
逆
の
端
は
シ
ッ
ツ
と
い
う

ロ
ー
プ
と
滑
車

に
よ

っ
て
、
船
本
体
と
結
び

つ
け
て
あ
る
。

つ
ま
リ
タ
イ
キ
を
締
め
た
状

態
の
時
は
、
シ
ッ
ツ
の
ゆ
る
み
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
帆
の
向
き
は
帆
柱

を
軸
に
し
て
、
三
六
〇
度
自
由
に
調
整
で
き
る
こ
と
に
な
る

（図
１
２２
）
０

風
上
に
向
か
う
時

は
斜
め
に
ジ
グ
ザ
グ

に
進
む
。

こ
れ
を

「
間
切
る
」
と
い
い
、

こ
の
た
め
に
は
、
シ
ッ

ツ
を
締
め
気
味
に
帆

の
角
度
を
調
整
し
て

進
む
。
向
き
を
変
え

る
時
は
シ
ッ
ツ
を
ゆ

る
め
、
風
を
逃
が
し

た
状
態
に
し
て
か
ら

カ
ジ
を
回
し
、
船
を

方
向
転
換
さ
せ
る
。

〈うたせるとさ〉

第二章 漁業に生きる人々

徒るとき〉

<追 い風のとき>

図-22帆の角度調節の方法

▲ィ́/>瓢意
をてt;tヽことざ

受けると
i

シッツを緩める

図-23 帆による走行の方法

<向い風のとき (マ ギ リ)>

6呻榊

風↑/邦靴ィ亀錮する
図-24 セキイタの使い方

―ヽ板を付ける
場所

Ａ

凹↓鳳

尺

Ｔ

々７
！

態
日
――
判

風
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そ
の
後
、
再
び
、

シ

ッ
ツ
を
締
め
て
、
斜
め
に
進
む

（図

１
２３
）
ｏ
船

べ

り
に
幅

一
尺
二
寸

（約
四
五
カ
ン
房
）
ヽ
長
さ
六
～
七
尺

（約
二

。
三
～
二

・

七
房
）
ほ
ど
の
セ
キ
イ
タ
を

ロ
ー
プ
で
固
定
し
て
水
中
に
垂
直
に
落
と
し
、

抵
抗
を

つ
け
る
こ
と
で
、
横
流
れ
を
ふ
せ
ぐ
工
夫
を
し
た

（図
１
２４
）
ｏ

ま
た
、
安
定

の
悪

い

「
ア
シ
の
弱
い
船
」

の
場
合
、
強

い
風
を
受
け
る
と

転
覆

の
危
険
が
あ
る
た
め
、
風
を
受
け
る
側
に
ド
ノ
ウ
を
積
ん
で
バ
ラ
ン

ス
を
と

っ
た
。
風
の
力
を
最
大
限
に
使
う
に
は
転
覆
し
な
い
ポ
イ
ン
ト
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
船
を
傾
か
せ
る
技
術
が
必
要
だ

っ
た
。

愛
知
県
型
打
瀬
船

の
船
首
に
は
、
風
上
に
間
切
る
と
き
、
方
向
転
換
を

容
易

に
す
る

「
ジ

ッ
ポ
」

（
ジ

フ
）
と
い
う
小
さ
な
三
角
帆
が

つ
い
て
い

る
。
本
庄
地
域

で
も
伸
子
帆
と
同
様

に
、
尼
船

・
愛
知
船
ど
ち
ら
に
も
す

で
に
取
り
入
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
使

っ
て
い
る
漁
師
は
少
な
か

っ
た
。

走
る
と
き
の
傾
き
は
う
た
せ
る
と
き
と
は
全
然
違
う
。
足
を
つ
っ
ば

っ
て

ひ
っ
ぱ
り
続
け
て
な
い
と
カ
ジ
を
持

っ
て
ら
れ
へ
ん
。
戦
後
、
船
主
に
な
っ

た
も
の
は
こ
わ
が
り
や
。
自
分
の
船
が
ど
こ
ま
で
の
傾
き
な
ら
も
つ
か
、
慣

れ
ん
か
ら
よ
う
き
ば
ら
へ
ん
。

つ
つ
一
杯
、
危
な
い
と
思

っ
て
も
、
（帆
の

向
き
を
変
え
て
）
風
を
少
し
逃
が
し
て
や
っ
た
ら
、
（船
が
）
ち
ょ
っ
と
お

き
る
。
そ
ん
な
走
り
方
が
で
き
へ
ん
か
ら
帆
を
お
ろ
し
、
エ
ン
ジ
ン
で
行
こ

う
、
い
う
こ
と
に
な
る

（花
谷
）。

風
下
に
進
む
時
は
シ

ッ
ツ
を
ゆ
る
め
る
。
そ
う
す
る
と
、
自
由
に
な

っ

た
ブ
ー
ム
は
風
を
垂
直
に
受
け
る
角
度
ま
で
回
り
、
風
を
ま
と
も
に
受
け

て
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
二
つ
の

帆
を
両
側
に
開
く
形
で
走

っ
た
。

う
た
せ
る
時
は
、
網
や
ケ
タ
な
ど
の
漁
具
を
か
け
、
三
本
の
帆
柱
全
部

に
帆
を
あ
げ
て
、
船
の
真
横
か
ら
風
を
受
け
る
。
こ
の
と
き
、
風
を
は
ら

み
や
す
い
よ
う
に
オ
モ
テ
ノ
ホ
を
仲
子
帆
か
ら
角
帆
に
と
り
か
え
る
。
オ

ヤ
ボ
は
伸
子
帆
の
ま
ま
だ
が
、
帆
柱
に
固
定
し
て
い
た
止
め
具
を
と
り
は

ず
す
。
そ
う
し
て
、
走
る
時
に
締
め
て
い
た
タ
イ
キ
を
緩
め
る
と
、
帆
は

風
下
側
に
回
り
、
風
を
は
ら
ん
で
脹
ら
み
、
そ
の
力
で
漁
具
を
曳
く
。

戦
後
、
目
的
地
ま
で
エ
ン
ジ
ン
船
で
行
く
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
オ
モ

テ
ノ
ホ
を
角
帆
に
張
り
替
え
る
手
間
を
惜
し
む
よ
う
に
な
り
、
オ
モ
テ
ノ

ホ
を
船
首
の
方
向
に
固
定
し
て
、
前
二
つ
の
帆
柱
の
間
に
角
帆
を
張

っ
て

風
を
受
け
、
操
業
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
特
に
風
の
な
い
時
は
こ
の
方
法

を
使

っ
た

（図
１
１８
参
照
）
。

ま
た
、
愛
知
船
の
場
合
は
二
枚
の
帆
で
う
た
せ
た
。

泉
州
で
は
船
首
に
向
か

っ
て
左
の
ト
リ
カ
ジ
側
に
漁
具
を
お
ろ
し
て
漁

を
す
る
が
、
深
江

。
青
木
地
区
周
辺
で
は
右
の
オ
モ
カ
ジ
側
に
漁
具
を
お

ろ
す
。
大
阪
湾
で
は
明
石
海
峡
か
ら
の
西
風
が
吹
き
、
大
阪
湾
南
東
部
で

は
北
西
の
風
、
西
部
で
は
南
西
の
風
で
漁
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
沖
に
向

け
て
出
漁
す
る
と
き
と
同
じ
船
の
向
き
で
、
な
お
か
つ
、
こ
れ
ら
の
風
を

-226-



第二章 漁業 に生 きる人 々

受
け
て
う
た
せ
よ
う
と
す
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
違
う
側
に

漁
具
を
つ
け
る
こ
と
に
な
る

の
だ
と
い
う
。

ア
シ
の
弱
い
船
は
う
た
せ

て
い
る
と
き
に
少
し
強
い
風

が
吹
く
と
傾
く
の
で
、
風
上

側
の
船
べ
り
の
中
央
か
ら
船

体
の
方
向
と
垂
直
に

「
ニ
ナ
　

峨

オ
シ
」
と
い
う
丸
太
を
突
出

し
、
水
入
り
の
二
斗
グ
ル
ま

た
は
四
斗
グ
ル
を
結
び
つ
け
、

浮
か
せ
た
。

ニ
ナ
オ
シ
の
先

と
真
中
の
帆
柱

（親
柱
）
の
て
っ
ぺ
ん
は
結
ん
で
固
定
し
た
。
こ
う
す
る

と
、
風
で
船
が
傾
き
か
け
て
も
復
元
力
が
働
き
、
も
と
に
戻
る
。
こ
の
あ

た
り
の
船
は
ア
シ
が
強
く
、

ニ
ナ
オ
シ
を

つ
け
な
い
が
、
泉
州
の
船
は
皆

つ
け
て
い
た
と
い
う
。

時
化
の
時
は
使

っ
て
い
な
い
イ
ケ
ス
の
栓
を
抜
き
、
水
を
船
底

に
入
れ

る
こ
と
で
安
定
性
を
保

っ
た
。
イ
ケ
ス
が
空

の
状
態
だ
と
重
心
が
軽
く
、

カ
ジ
が
と
り
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

西
風
が
北
風
に
変
わ
る
よ
う
な
時
化
は
滅
多
に
な
い
が
、　
一
度
お
こ
る

と
、
北

・
西
両
方
か
ら
の
風
が
波
を
起
こ
し
三
角
波
と
な

っ
て
、
船
の
真

上
か
ら
水
を
被
る
の
で
や
り
過
ご
し
よ
う
が
な
く
最
も
危
険
だ

っ
た
。
浜

に
近
寄
れ
な
い
場
合
は
、
無
理
せ
ず
沖
で
待
機
す
る
。
碇
と
網
尻
を
抜
い

た
ケ
タ
を
海
中
に
入
れ
、
船
が
転
覆
し
な
い
よ
う
に
し
て
か
ら
、
風
に
さ

か
ら
わ
ず
、
そ
ろ
そ
ろ
流
さ
れ
な
が
ら
待

っ
た
。
こ
の
時
は
危
険
な
の
で

オ
ヤ
バ
シ
ラ
も
倒
し
た
。

一
潮
は
八
時
間
。
沖
で
す
ご
い
時
化

に
あ

っ
て
も
八
時
間
辛
抱
し
た
ら
戻
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
八
時
間
は
え
ら

い
目
に
あ
う
か
ら
無
理
し
て
帰
り
た
が

る
。
沈
ん
で
死
ん
だ
者
は
そ
の
八
時
間

が
辛
抱
で
き
な
か
っ
た

（花
谷
）。

潮
打
瀬
の
技
術

日
中
、
無
風
状
態

の
時
、
風
の
力

で
な
く
潮

の
力
を
使

っ
て
網
を
曳
く

「
潮
打
瀬
」
を
行
う
こ
と
が
あ

っ
た
。

オ
ヤ
ボ
の
ブ
ー
ム

（帆

の
下
側
に
つ

け
ら
れ
た
丸
太
）
を
は
ず
し
、
さ
げ

気
味
に
あ
げ
た
帆

の
両
端
、
ま
た
は

囃

図-25 ニナオンの使い方

図-26 潮打瀬操業図
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中
央
に
お
も
り
石
を
結
び
つ
け
る
。
帆
の
す
そ
を
お
も
り
ご
と
海
の
中
に

つ
け
、
潮
の
力
で
帆
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
網
を
曳
い
た
。
角
帆
で
も
伸
子
帆

で
も
行
う
。
風
と
違
い
、
潮
は

一
定
な
の
で
、
網
が
海
中
で
は
ね
ず
、
魚

は
よ
く
入
る
。
オ
ヤ
ボ
は
ト
モ

（船
尾
）
寄
り
に
位
置
す
る
。
そ
の
た
め
、

オ
モ
テ

（船
頭
）
側
は
潮
を
受
け
に
く
く
、
残

っ
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
、

ト
モ
の
櫓
を
オ
モ
テ
に
差
し
替
え
、
潮
を
受
け
て
調
整
し
た
。
こ
の
あ
た

り
の
潮
は
北
西
向
き

（
つ
っ
こ
み
さ
げ
）
に
よ
く
動
い
た
と
い
う
。
大
阪

湾
は
湖
の
動
き
が
少
な
く
、
も
と
も
と
風
打
瀬
を
基
本
と
し
た
仕
掛
け
を

し
て
い
る
の
で
、
岡
山

・
広
島
に
比
べ
て
潮
打
瀬
を
す
る
こ
と
は
少
な
か

っ

た
。
帆
が
濡
れ
る
の
で
い
や
が

っ
た
と
言
う
。

漁
業
技
術
と
網

道
具
の
工
夫
、
扱
い
に
よ

っ
て
漁
獲
量
に
は
著
し
い
差
が
あ

っ
た
た
め
、

網
な
ど
漁
具
の
技
術
革
新
意
欲
は
非
常
に
大
き
く
、
漁
師
達
は
、
競

っ
て

工
夫
を
こ
ら
し
た
。
戦
後
は
、
漁
業
組
合
で
他
の
漁
業
地
に
視
察
に
出
か

け
、
漁
具
を
見
て
工
夫
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

千
し
て
る
の
を

（他
の
漁
師
の
ア
ミ
を
）、
昼
間
、
寝
て
る
間
に
早
く
起

き
て
見
に
い
く
ん
や

（花
谷
）。

ち
ょ
っ
と
の
ア
ミ
の
縫
い
方
で
同
じ
と
こ
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
も
、
入
る
も
ん

（魚
）
が
全
然
違
う
。
そ
や
か
ら
底
に
は
も
の
す
ご
く
お
る
。
何
で
も
お
る
。

た
だ
道
具
が
変
わ
っ
て
入
ら
ん
だ
け

（花
谷
）。

蒲
郡
に
見
に
行

っ
た
お
り
に
、
ジ
ョ
ウ
ゴ
ひ
っ
く
り
返
し
た
ら
二
重
に
し

て
あ
る
。
こ
れ
は
く
せ
も
ん
や
な
あ
、
と
思
う
て

（東
野
）。

網
は
反
物
を
購
入
し
、
自
家

で
縫

い
あ
げ
た
。
昭
和
十
年
代
に
は
、
漁

師

の
妻
で
網
を
縫
う
技
術
を
持

っ
た
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か

っ
た
。
し
か

し
、
網
を
縫
う
の
は
隠
居
し
た
老
夫
婦

の
仕
事
だ

っ
た
と
い
う
か
ら
、
か

つ
て
は
男
女
と
も
網
づ
く
り
の
技
術
を
持

っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

五
寸

（約

一
九
カ
ン
）
の
間
に
入
る
網
目
の
数
を

「
節

（
フ
シ
と

を
単

位
と
し
て
数
え
る
。

つ
ま
り
、
五
節
の
網
は

一
寸
の
長
さ
の
編
目
、
十
節

は
○

・
五
寸
の
長
さ
の
編
目
で
、
節
の
数
が
少
な
い
と
粗
く
強
い
網
で
、

多
く
な
る
と
細
か
い
網
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
反
物
の
幅
は
節
数
に
関
係

な
く
百
目
と
決
ま

っ
て
い
た
。
地
曳
網
の
網
目
は
平
織
り
状
に
組
み
合
わ

さ

っ
て
い
て
、
網
糸
の
交
わ
る
点
は
固
定
し
て
い
な
い
が
、
打
瀬
網
の
場

合
は
ず
れ
な
い
よ
う
に
結
ん
で
あ

っ
た
。
結
び
目
が
ゆ
る
ん
で
す
べ
っ
た

状
態
を
ヒ
ル
マ
タ
と
い
い
、
網
目
の
大
き
さ
が
変
わ

っ
て
し
ま
う
の
で
、

補
修
や
取
替
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

深
江
地
区
で
使
わ
れ
た
網
は
イ
ッ
チ
ョ
ウ
ア
ミ
、
ジ
ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
、
テ
ッ

ポ
ウ
ア
ミ
の
三
種
類
だ
が
、
網
の
構
造
、
お
も
り
の
付
け
方
、
網
目
の
大

き
さ
な
ど
の
異
同
を
調
べ
て
い
く
と
、
狙
う
獲
物
と
そ
れ
に
応
じ
た
漁
法
、

そ
し
て
漁
具
の
密
接
な
関
連
が
浮
か
び
あ
が
る
。

網
は
フ
ク
ロ
と
ワ
キ
の
ふ
た
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
風
で
曳
い
た
時
に
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(網目の大きさの一例 )

ワキ網、カツケ  12節
ドロヨケ   9～ 40節

フクロ網、カプセ 16節

ジヨウゴ

を崎傷き

、参
斗 尻ククリ

(パ ッチ網参照)

乾みオ

ドロヨケ (カ ツケの下]92尺 5寸

ワキ網 4尋 (1尋の網を 4枚つなぐ)            フクロ網  4尋

図-27 イッチョウアミの構造と各部の名称

図-28 イッチョウアミの縫い方図

縫合前の網の形。ただし、縮尺は正確ではない。下部

とジョウゴは省略。
いせこみをして縫い合わせ、丸みをもたせる。
いせこみが大きいほどまるく、「アマイ」網となる。

通を
'貫

瞑f丁1

Ｅ

一

日
Ｅヽ
よ
呼

■
ｆ

守

写真-13 イッチョウアミ
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円
筒
形
に
保
た
れ
る
よ
う
な
構
造
に
な

っ
て
い
る
。
ワ
キ
網
は
高
さ
の
違

う
四
枚
の
網
を
つ
な
ぎ
、

つ
な
ぎ
目
を
い
せ
こ
む

（ギ
ャ
ザ
ー
を
入
れ
る
）

こ
と
で
、
丸
み
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
あ
る
し
、
フ
ク
ロ
部
分
に
は
ヒ

ウ
チ
と
い
う
三
角
の
マ
チ
部
分
を
入
れ
、
ペ
チ
ャ
ン
コ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
工
夫
し
た
。　
一
般
に
、
曳
く
と
丸
み
を
帯
び
、
海
底
よ
り
少
し
上
の
魚

が
入
る
網
を

「
ア
マ
イ
網
」
、
底
を
這
い
海
底
の
魚
が
入
る
網
を

「
キ
ツ

イ
網
」
と
い
う
。
ヒ
ウ
チ
を
短
く
し
、

つ
な
い
で
い
く
ワ
キ
網
の
高
さ
を

あ
ま
り
変
え
な
い
と
キ
ツ
イ
網
に
な
る
し
、
ヒ
ウ
チ
を
長
く
入
れ
、
間
日

の
ワ
キ
網
を
低
く
し
て
ワ
キ
網
を
大
き
く
縮
ま
せ
て
い
く
と
丸
く
ア
マ
イ

網
に
な

っ
た
。

短
い
辺
と
長
い
辺
を
い
せ
こ
み
を
入
れ
な
が
ら
縫
い
あ
わ
せ
る
時
に
は

マ
チ
と
い
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
半
分
、
四
分
の

一
な
ど
の
と
こ
ろ
を
目

印
と
し
て
縫
い
付
け
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
ヒ
ウ
チ
は
他
の
部
分
と

網
の
方
向
が
違

っ
て
横
目
で
日
数
も
多
い
た
め
、
ヒ
ウ
チ
と
フ
ク
ロ
網
、

ワ
キ
網
を
縫
い
付
け
る
と
き
に
は
偏
ら
ず
に
つ
な
げ
る
よ
う
計
算
す
る
の

が
難
し
か

っ
た
と
い
う
。

網
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
縫
う
と
る
者
や
っ
た
ら
、
何
ぼ
目

（幾
つ
の
日
）
に

何
ぼ
日
入
れ
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
い
く
、
い
う
て
、
頭
の
中
に
入
っ
と
る
も
ん

や
か
ら
、
（
マ
チ
を
う
つ
よ
う
な
）
そ
ん
な
じ
ゃ
ま
く
さ
い
こ
と
せ
ん
か
て

え
え
。
そ
れ
で
も
、
フ
ク
ロ
網
の
長
い
や
つ
や
る
折
り
は
、　
一
尋
ぐ
ら
い
ず

つ
、

マ
チ
を
う

っ
と
か
ん
こ
と
に
は
、
え
え
加
減
に
で
き
へ
ん

（花
谷
）
。

ミ

（
ワ
キ
網
の
い
せ
こ
み
。
ギ
ャ
ザ
ー
）
を
強
く
入
れ
る
と
丸
み
を
帯
び
、

弱
く
す
る
と
平
板
に
な
る
。
ミ
の
入
り
は
み
ん
な
決
ま

っ
と
る
。
五
尺
の
と

こ
ろ
を
三
尺
五
寸
に
し
て
み
た
わ
け
。
あ
ま
り
丸
く
な
い
網
に
し
た
ん
や
。

一
カ
月
ほ
ど
ヒ
イ
カ

（小
さ
い
イ
カ
）
が
人
の
三
倍
も
五
倍
も
は
い
っ
た
。

二
年
や
っ
た
わ
。
二
年
目
に
は
、
み
い
ん
な
同
じ
網
に
し
て
し
も
う
て

（東

野
）
。

今
津
の
漁
師
で
、
ワ
キ
網
を
つ
な
が
ず
、
網
尻
ま
で
同
じ
高
さ
の
網
を
使

っ

た
者
が
い
る
。
つ
な
ぐ
の
が
面
倒
だ
っ
た
か
ら
だ
が
、
キ
ツ
イ
網
に
な
っ
て
、

丸
く
な
ら
ず
へ
ば
り
つ
い
た
の
で
、
底
物
が
と
れ
た
と
い
う

（花
谷
）。

獲
物

の
入
る
フ
ク

ロ
部
分
と
ワ
キ
の
部
分

の
間
の
上
部
を
カ
ツ
ケ
と
言

う
が
、

こ
こ
は
海
底

に
つ
く

フ
ク

ロ
部
分
と
浮
く

ワ
キ
部
分
の
境
目
で
最

も
力
が
か
か
る
場
所
な
の
で
、
他
の
部
分
よ
り
目
の
粗

い
し

っ
か
り
し
た

網
を
使

っ
た
。
カ
ツ
ケ
の
ち

ょ
う
ど
下
に
あ
た
る
部
分
は
泥

ヨ
ケ
と
言
わ

れ
、
海
底
に
す
れ
る
た
め
に
さ
ら
に
粗

い
目
の
網
を
使

っ
た
。
イ

ッ
チ

ョ

ウ
ア
ミ
、
ジ

ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
に
は
ジ

ョ
ウ
ゴ

（
モ
ド
リ
）
を

つ
け
、　
一
度
網

の
中

に
入

っ
た
魚
は
出
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
あ

っ
た
。
地
曳
網
の
ジ

ョ

ウ
ゴ
は
筒
型
だ
が
、
打
瀬
網

の
ジ

ョ
ウ
ゴ
は
前
掛
け
と
い

っ
て
、
上
下
の

網
に
仕
切
り
壁

の
よ
う
な
網
を
縫

い
付
け
る
方
法
が
主
流
だ

っ
た
。
筒
型

の
モ
ド
リ
の
方
が
魚
を
逃
が
し
に
く
い
が
、
障
害
物
が
入
る
と
出

て
い
き
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に
く
い
。
前
掛
け
型
は
、
ジ

ョ
ウ
ゴ
の
日
が
広
い
の
で
障
害
物
が
入

っ
て

も
出
や
す
い
し
、
網
地
の
節
約
に
な
る
利
点
が
あ

っ
た
。
狭
す
ぎ
る
と
魚

が
入

っ
て
こ
な
い
し
、
広
す
ぎ
る
と
再
び
出
て
行

っ
て
し
ま
う
の
で
、
ジ
ョ

ウ
ゴ
の
大
き
さ
は
調
節
が
難
し
く
、
お
も
り
石
の
重
さ
や
フ
ク
ロ
網
の
形

と
並
ん
で
、
網
づ
く
り
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ

っ
た
。
ジ

ョ
ウ
ゴ
に
つ
い

て
は
、
独
自
の
工
夫
を
し
て
い
る
漁
師
も
多
か

っ
た
。

要
素
は
、
網
を
曳
く
速
さ
、
海
底
を
這
わ
せ
る
か
浮
か
し
気
味
に
す
る
か
、

す
な
わ
ち
海
中
で
の
網
の
位
置
、
網
目
の
大
き
さ
で
あ
る
。

網
を
曳
く
速
さ
は
風
を
多
く
受
け
れ
ば
当
然
早
く
な
る
。
ま
た
、
お
も

り
を
重
く
す
れ
ば
遅
く
な
る
し
、
曳
き
綱
を
伸
ば
し
た
り
網
目
の
細
か
い

網
を
使

っ
た
り
す
れ
ば
同
様
の
効
果
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
調
整

の
せ
い
で
極
端
に
網
が
浮
い
て
し
ま

っ
た
り
海
底
の
泥
を
か
い
て
し
ま

っ

て
は
意
味
が
な
い
。
網
目
も
獲
物
の
大
き
さ
に
よ

っ
て
、
制
約
が
あ
る
。

同
じ
風
、
道
具
で
人
と
違
う
ス
ピ
ー
ド
で
網
を
曳
き
、
な
お
か
つ
網
の
位

置
を
他
と
同
様
に
保

つ
た
め
に
は
非
常
に
精
緻
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
計
算
が

求
め
ら
れ
る

（お
も
り
等
に
つ
い
て
は
図
１
２９

・
３２
参
照
）
。

網
を
曳
く
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
時
は
、
底
部
の
ド

ロ
ヨ
ケ
に
ヨ
セ
と
呼

ば
れ
る
五
〇
売
ン
ほ
ど
の
ワ
ラ
束
を
三
つ
ほ
ど
結
び
つ
け
る
。
こ
う
す
る
と

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
も
海
底
の
泥
を
す
く
わ
ず
に
網
を
曳
く
こ
と
が
で

き
る
。　
一
方
、
網
を
速
く
曳
く
時
は
逆
に
海
中
で
浮
い
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
最
初
か
ら
重
目
に
な
る
よ
う
に
加
減
す
る
。

加
え
て
、
魚
を
脅
か
し
た
り
退
路
を
断

つ
た
め
の
様
々
な
工
夫
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
ど
の
魚
を
狙
う
か
に
よ

っ
て
、
当
然
、
変
わ

っ
て
く
る
。
上

表
で
二
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
よ
り
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
技
術
を
具
体

的
に
ど
う
使
う
の
か
例
示
し
て
み
た
。
沿
海
漁
業
で
多
種
狙
い
で
あ
る
た

め
、
漁
具
の
選
択
、
現
場
で
の
調
整
は
実
際
は
さ
ら
に
複
雑
だ
が
、
基
本

ジ

ョ
ウ
ゴ
の
口
を

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
変
え

よ

っ
た
。
流
し
取
る

折
り
は
ふ
く
れ
と
る
。

船
が
止
ま

っ
た
ら
、

日
が
閉
ま
る
よ
う
に

ゴ
ム
み
た
い
の
を
入

れ
て
。
船
が
止
ま

っ

て
、
ジ

ョ
ウ
ゴ
の
日

が
あ
い
と
る
と
、
魚

が
出
て
し
ま
う
か
ら
。

そ
れ
は
な
、
秘
密
や
っ

て
ん

（東
野
）
。

う
た
せ
る
際

の
主
な

イッチョウアミでカレイ (ソ コモノ)を捕る場合

た
一　
一綱
る
一る

。を

き
一　
一
ｏす
一す
る
帆

か
一　
一す
く
一く
す

ｏ

を
一　
一や
重
一軽
く
る

泥
一　
一増

ヽ
一を
軽
す

で
一　
一を
し
一シ

ヽ
に

綱
一　
一数
加

一イ
し
う

太
一
生
の
追
一
工
外
よ

生
く
一
シ
を
一
マ
を
い

破
一解
一『鰭
一∝柘
減

は
一珊
一守雌
一泳
陣抄

底ｔこ
一か
一ω
れ
一購
れ泥ヽ

醜
一却
一解
鰻一崩
鰻
碑

網
一あ
一網
下
一網
下
を

網の位置

速さ

風 1強 い時

i身弓ヒヽ日寺

第二章 漁業に生 きる人々

表-7 打瀬網漁の技術モデル図

ジョウゴアミでスズキ (ウ ワモノ)を捕る場合

網の位置

速さ

風 1強 い時

1身号ヽ 日ヽ寺
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的
な
技
術
要
素
を
知
る
参
考
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

帆
の
巻
き
上
げ
や
網
を
揚
げ
る
の
は
人
力
だ
か
ら
、
体
力

・
腕
力
は
必

要
だ
が
、
熟
練
し
た
漁
師
は
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
駆
使
し
、
魚
を

と
る
。
同
じ
船
、
同
じ
網
を
使

っ
て
も
漁
獲
量
が
違
う
と
い
わ
れ
る
所
以

で
あ
る
。
た
だ
し
、
動
力
が
エ
ン
ジ
ン
に
変
わ
る
と
同
時
に
帆
や
網
を
扱

う
技
術
よ
り

「
船
頭
の
カ

ン
」
、

つ
ま
り
、

ヤ

マ
あ

て
が
で
き
る
か
ど
う
か
が

重
要
に
な

っ
て
い

っ
た
。

し
か
し
エ
ン
ジ
ン
船
に
な

っ

た
か
ら
と
い

っ
て
、
機
械

力
に
頼
り
切
る
わ
け
で
は

な
く
、
た
く
さ
ん
の
漁
師

が
、
そ
れ
以
外

の
技
術
を

ど
う
発
展
さ
せ
て
い
く
か

に
心
を
砕

い
て
い
た
。

大
き
い
エ
ン
ジ
ン
の
船
は

速
く
ひ
っ
ぱ
る
。
（小
さ
い

エ
ン
ジ
ン
で
）
そ
れ
に
つ
い

て
い
こ
う
と
思
う
と
道
具
を

軽
く
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と

（網
に
）
入
る
も
ん
が
微
妙
に
違

う
。
同
じ
よ
う
に
速
く
曳
い
た
と
喜
ん
で
も
入
る
魚
が
違
う
。
そ
れ
に
負
け

ん
と
こ
う
と
思

っ
た
ら
よ

っ
ぽ
ど
考
え
て
い
か
な
。
そ
ん
な
折
は
寝
て
ら
れ

へ
ん
。
な
ん
で
負
け
る

ん
や
る
と
、
考
え
て
考

え
て

（花
谷
）。

網
の
種
類
と
使
い
方
の

例
深
江
の
花
谷
松
夫
氏
と

青
木

の
東
野
新

一
氏
の
打

瀬
網
漁

の
漁
法
は
似
通

っ

て
い
る
が
、
網

の
使

い
分

け
や
漁
具
の
工
夫
に
は
独

自
の
も
の
が
見
ら
れ
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
、

一
年
の

漁
業
活
動
も
異
な

っ
て
い

る
。
ま
ず
、
花
谷
氏
の
漁

法
を
取
り
上
げ
漁
具
の
基

本
的
な
構
造
や
特
徴
を
説

明
す
る
が
、
使
い
方
や
漁

注 ,9月 か ら11月 にかけては、風を見て網漁か一本釣漁か
を決めた。

オモテノホ

”ガ

表-8 深江地区・花谷松夫氏の漁事暦

漁 法 と 主 な 獲 物

1月

2月

3月

4月

5月
6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

lヶ タ

|(カ レイ、 シラサエ ビ、 アカガイ)

士 ヶタ

|(カ レイ、

立 シラサエビ、
トリガイ)

下      ァナゴ、エビ) 上

|ケ タ (カ レイ、 シラサエ ビ、 アカガイ)

事写サ手!壱帝苦
ノ
ィォι,tチ子ζF与ぢ子三吾;

|イ ッチョウ網 (同上、沖に逃げる魚を追う)

茎
`ど

ζふ箔
イ
昇I負ご:)下

一本釣 (ハ シリ)

(サ ワラ、サゴシ)

図-29 イ ッチ ョウアミのかけ方

ヤリダシ(1∋
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事
暦
に
つ
い
て
は
お
二
人
に
取
材
し
た
事
例
を
併
記
す
る
。

花
谷
松
夫
氏
の
場
合

∧
持
ち
船
∨
最
初
は
父
親
の
船
に
乗
り
組
ん
だ
。
こ
れ
は
尼
船
で
あ

っ

た
が
、
す
で
に
デ

ッ
キ
張
り
で
仲
子
帆
を
使

っ
て
い
た
。
電
気
チ
ャ
ッ
カ

エ
ン
ジ
ン
を
積
ん
で
い
た
が
、
燃
料
の
軽
油
代
が
高
く

つ
い
た
の
で
、
日

的
地
に
向
か
う
の
も
う
た
せ
る
の
も
風
力
が
主
で
、
よ

っ
ぽ
ど
風
が
な
い

時
の
み
エ
ン
ジ
ン
を
使

っ
た
。

昭
和
三
十
二
年

（
一
九
五
七
）
前
後
に
愛
知
船
の
新
造
船
を
買

っ
た

（巾
八
尺

一
寸
、
長
さ
八
尋
）
。
買

っ
て
か
ら
ま
も
な
く
焼
き
玉

エ
ン
ジ
ン

を

つ
け
た
。
焼
き
玉
エ
ン
ジ
ン
は
燃
料
が
重
油
で
比
較
的
安
価
な
う
え
、

馬
力
も
あ

っ
た
。
し
ば
ら
く
は
エ
ン
ジ
ン
で
目
的
地

へ
向
か
い
、
う
た
せ

る
と
き
は
帆
を
使

っ
て
い
た
。

エ
ン
ジ
ン
で
う
た
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
の

は
昭
和
三
十
五
年
頃
か
ら
だ

っ
た
。
七
月
末
か
ら
八
月
は
海
底
が
腐
り
、

魚
は
沖
に
逃
げ
る
。
こ
の
状
態
を

ニ
ガ
シ
オ
、
ま
た
は
ト
コ
ノ
オ
シ

（床

の
押
し
）
と
い
う
。
沖
に
逃
げ
た
魚
を
追
い
、
風
な
ど
を
見
て
、　
一
本
釣

り
か
打
瀬
網
漁
を
行

っ
た
。

∧
イ

ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ

（五
月
～
九
月
末
、
図
１
２７
参
照
）
ｖ
船
の
ト
モ

と
ヘ
サ
キ
に
つ
い
た
ヤ
リ
ダ
シ
棒
に
網
の
先
に
つ
な
い
だ
綱
の
両
端
を
そ

れ
ぞ
れ
つ
な
い
だ
。
従

っ
て
、
使
用
す
る
網
は
ひ
と
つ
で
あ
る
。

エ
ビ
ア

ミ
と
も
言
う
。
カ
レ
イ

・
タ
コ
な
ど
の
底
も
の
を
獲
る
。
と
く
に
六
月
末

～
七
月
中
旬
は
シ
ラ
サ

エ
ビ

・
カ
レ
イ

・
ア
ナ
ゴ
な
ど
が
産
卵
期

で
砂
地

に
あ
が

っ
て
く
る
の
を
、
ジ
ア
イ

（
日
の
出
日
の
入
り
前
後
）
を
中
心
に

狙

っ
た
。
網
目
の
大
き
さ
は
フ
ク

ロ
の
網
目
が

一
三
か

一
四
節

の
、
や
や

細
か
い
目
の
も
の
。　
一
方

で
、
日
照
り
が
き

つ
く
な

っ
て
海
底
が
腐
り
始

め
る
た
め
、
沖

へ
逃
げ
る
魚
を
昼
か
ら
の
マ
ゼ
で
追
い
か
け
る
の
に
も
使

っ

た
。

第二章 漁業に生きる人々

写真-14 アイノコ網構造図 (川辺郡尼崎町)

『兵庫県漁具図解』

聞き取 り調査によるイッチョウア ミと構造が似ている

が、図解の表現ではカブセの部分がイッチョウアミよ

り長い。
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写真-15 打瀬網のオモリ小石
打瀬網の下綱にオモリ石としてつけた小石

写真-16 オモリ石の装着
イッチョウア ミの下綱に刈ヽ石をつけたところ

写真-18 アバの装着
イッチョウア ミのアバ綱 (上糸岡)に アバをつけたところ

イ
ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ
に
は
七
節
の
目
の
粗
い
種
類
の
も
の
も
あ
り
、
こ
れ

は
、
九
月
に
な

っ
て
、
沖
か
ら
戻

っ
て
き
た
魚
を
獲
る
。
ま
だ
、
底
腐
り

が
き
れ
い
に
な

っ
て
い
な
い
の
で
、
底
も
の
の
魚
は
と
れ
ず
、
比
較
的
水

中
の
高
い
と
こ
ろ
に
い
る
、
ス
ズ
キ
を
狙
う
、
短
期
間
し
か
使
わ
な
い
網

だ

っ
た
。
こ
の
た
め
、

ス
ズ
キ
網
と
も
い
う
。
　
粗
い
網
は
抵
抗
が
少
な

く
、
浮
き
気
味
に
曳
け
る
の
で
、
ウ
ワ
モ
ノ
を
狙
う
の
に
は
よ
か

っ
た
と

い
う
。

イ
ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ
は
フ
ク
ロ
ｏ
ワ
キ
で
構
成
さ
れ
、
垂
直
に
保
た
せ
る

た
め
に
ワ
キ
網
の
手
前
に
テ
ギ
と
呼
ば
れ
る
縦
の
棒
を
取
り
付
け
、
棒
の

上
下
に
綱
を
付
け
る
。
そ
れ
に
直
径

一
寸
三
分

（約
四

・
五
カ
ン
）
の
大
綱

（ネ
ゾ
ナ
）
を

つ
け
、
そ
の
前
に
マ
エ
イ
シ
と
呼
ば
れ
る
お
も
り
石
を

つ

け
た
。
曳
綱
の
長
さ
は
二
十
尋
だ
が
、
こ
れ
は
、
風
の
状
態
で
変
わ
る
。

写真-17 アバ (う き)

桐製の古いもの。後にプラスチック製に変わった
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網
が
充
分
広
が
る
よ
う
に
カ
ブ
セ
は
奥
の
方
に
少
し
し
か
つ
い
て
い
な
い
。

太
綱
で
海
底
の
泥
を
撹
拌
し
て
魚
の
目
を
く
ら
ま
せ
て
網
に
追
い
込
む
漁

法
な
の
で
、
網
は
海
底
を
這
う
よ
う
に
ヒ
ウ
チ
を
短
か
く
し
て
、
下
綱
に

オ
モ
リ
の
小
石
を
つ
け
る
。

マ
エ
イ
シ
は
風
の
強
い
時
は
網
が
浮
か
な
い

よ
う
に
数
を
増
や
す
な
ど
微
妙
な
調
整
が
必
要
だ

っ
た
。
オ
モ
リ
の
小
石

も
重
す
ぎ
る
時
は
網
を
あ
げ
て
は
ず
し
た
り
、
軽
い
時
は
鉛
管
を

つ
け
る

な
ど
し
て
調
節
し
た
。
網
の
上
部
に
は
ア
バ
と
呼
ば
れ
る
う
き
を
つ
け
る
。

エ
ン
ジ
ン
船
で
曳
く
よ
う
に
な
る
と
、
四
国
か
ら
入

っ
て
き
た
抵
抗
板

を

マ
エ
イ
シ
の
か
わ
り
に
つ
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
木
の
板
の
片
側
と
底

に
鉄
棒
を
つ
け
、
板
に
開
け
た
穴
に
綱
を
通
し
て
曳
綱
に
か
け
、
板
と
海

底
と
の
角
度
を
調
整
し
た
。
鉄
棒
が
海
底
に
溝
を
作
る
の
で
網
の
開
日
が

安
定
し
、
曳
く
ス
ピ
ー
ド
も
あ
が

っ
た
が
、
海
底
を
荒
ら
す
の
で
県
下
で

は
禁
止
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
鉄
棒
が
他
の
船
の
網
を
切
る
な
ど
の
事

件
が
あ

っ
て
、
青
木
地
区
の
漁
師
で
昔
な
が
ら
の
マ
エ
イ
シ
式
で
操
業
し

て
い
た
者
と
は
よ
く
も
め
た
。
古
い
型
の
イ
ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ
に
対
し
て
、

開
日
板
、
板
こ
ぎ
と
い
う
。
す
べ
り
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
小
石
は
つ
け

ず
、
陶
製
の
イ
ワ
を
下
綱
に
と
お
し
た
。

な
お
、

エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
船
曳
漁
に
な

っ
て
か
ら
は
、
ジ

ョ
ウ
ゴ
ア
ミ

は
使
わ
れ
ず
、
こ
の
イ
ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ
と
ケ
タ
の
改
良
具
の
み
が
使
わ
れ

た
。

網
を
あ
げ
た
時
に
イ
ワ
の
穴
に
泥
が
入

っ
て
い
る
よ
う
な
商
売
の
仕
方
で

は
あ
か
ん
。
ず

っ
と
重
す
ぎ
て
魚
は
全
然
入

っ
て
な
い
。
や

っ
て
い
る
時
に

は
泥
が
入

っ
て
い
て
も
、
あ
げ
た
時
に
は
抜
け
て
な
い
と
、

へ
ば
り
過
ぎ
や
。

つ
い
て
は
飛
ん
で
つ
い
て
は
飛
ん
で
し
て
く
れ
ん
と
。

∧
ジ

ョ
ウ
ゴ

ア
ミ

（九
月
末
～
十
月
）
ｖ

「
ゥ

ヮ
モ
ン
」

（
ウ

ワ
モ
ノ
）

と
呼
ば
れ
る

エ
ビ

・
エ
ビ
ジ

ャ
コ

・
ス
ズ
キ
を
獲

っ
た
。
海
底

の
腐
り
が

大
分
き
れ

い
に
な
る
の
で
、
カ
レ
イ
や
ア
ナ
ゴ
も
多
少

は
入
る
。

第二章 漁業に生きる人々

図-30 エンジン曳きのイッチョウアミ

写真-19 打瀬網のオモリ石

右の大きい方はジョウゴ網のウデイシ。またはイッチョ

ウアミのマエイシとして使用 した。左 2つ はジョウゴア

ミのマタイシや小さいイッチョウアミのマエイシとして

使用 した。
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聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
ジ

ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
と
ほ
ぼ
同
じ

構
造
。
聞
き
取
り
で
は
三
条
が
け
で
曳
く
の
が
普
通

だ
が
、
『
漁
具
図
解
』
の
使
用
法

。
図
で
は
両
側
の

ヤ
リ
ダ
シ
に

一
つ
だ
け
か
け
て
い
る
点
が
異
な
る
。

／

打
瀬
船
の
ト
モ
と
ヘ
サ
キ
の
ヤ
リ
ダ
シ
棒
、
さ
ら
に
船
の
中
央
部
に
あ

る
タ
ツ
に
ひ
と
つ
ず

つ
、
合
計
二
つ
の
網
を
つ
け
て
、　
一
度
に
曳
い
た
。

綱

一
本
を
結
び
つ
け
、

マ
タ
イ
シ

（
一
貫
八
〇
〇
目
Ｈ
約
六

・
七
五
詳
マ
フ）

の
と
こ
ろ
で
綱
を
両

側
に
分
け
た
。
綱
に

は
五
尋

（約
七

・
六 写真-20打瀬網構造図 (川辺郡尼崎町)『兵庫県漁具図解』

(網 目の大 きさの一例 )

ワキ網、カツケ  12節
ドClヨ ケ 8節
フクロ網、カプセ 16節

、ヽ___ビ

｀、 ウワザ

７

尺

ロヨケ (カ ツケの下部)2尺 5寸

ワキ網  3尋半 (1尋の網を 3枚半つなく)        フクロ網  3尋半

図-32 ジョウゴァミの構造と各部の名称

図-31 ジョゥゴアミのかけ方

カ ツケ  2尺

が 一 F_理 2尺P
生 ヽr__ξ
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第二章 漁業に生きる人々

房
）
ず
つ
の
と
こ
ろ
に
、
布
を
編
み
込
ん
だ
印
が
入

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
開
日
部
に
ハ
リ
ダ
ケ
を
い
れ
、
お
も
り
の
ウ
デ
イ
シ

（三
貫

二
〇
〇
目
Ｈ
約

一
二
詐
ν
フ）
を
両
側
に
つ
け
て
、
安
定
さ
せ
た
。
安
定
の

た
め
、
網
は
両
側
か
ら
順
に
入
れ
、
真
ん
中
の
ナ
カ
ア
ミ
を
最
後
に
入
れ

る
。
ウ
ヮ
モ
ン
狙
い
で
広
い
範
囲
に
い
る
魚
を
狙
う
た
め
網
を
水
中
に
入

れ
て
い
る
時
間
が
長
く
、
ジ

ョ
ウ
ゴ
の
効
果
が
大
き
か

っ
た
。

イ
ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ
が
底
物
狙
い
で
網
の
下
綱
に
イ
ワ
を

つ
け
た
の
に
対

し
、
ジ

ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
は
も
う
少
し
上
の
魚
を
狙
う
の
で
、
下
綱
に
つ
け
る

オ
モ
リ
石
も
少
な
い
。
ま
た
、
網
を
浮
か
せ
気
味
に
す
る
た
め
に
、
ヒ
ウ

チ
は
長
く
入

っ
て
い
る
。

ハ
リ
ダ
ケ
の
う
な
り
で
魚
を
脅
か
し
、
下
に
逃

げ
た
ら
網
の
中
に
入
る
と
い
う
仕
組
み
で
、
こ
の
た
め
、　
ハ
リ
ダ
ケ
の
す

ぐ
手
前
ま
で
カ
ブ
セ
と
い
う
天
丼
が
つ
き
、
魚
が
再
び
上

へ
逃
げ
ら
れ
な

い
よ
う
に
工
夫
し
て
あ

っ
た
。
長
い
カ
ブ
セ
に
は

ハ
リ
ダ
ケ
の
長
さ
に
あ

わ
せ
て
開
日
部
の
長
さ
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う
意
味
も
あ

っ
た
。

最
初
に
網
を
入
れ
て
曳
き
、
網
を
あ
げ
て
ゴ
ミ
の
入
り
方
な
ど
を
み
て
、

網
の
海
中
で
の
状
態
を
確
認
す
る
。
あ
と
は
、
そ
の
時
、
手
に
伝
わ

っ
た

綱
の
震
え
を
覚
え
て
お
い
て
、
調
節
し
た
。

綱
を
お
さ
え
て
い
る
と
、
コ
ン
コ
ン
と
竹
が
う
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

風
が
来
る
と
う
っ
と
突
っ
張
る
。
こ
う
な
る
と
竹
が
折
れ
る
手
前
。
帆
を
お

ろ
す
。

特

に
十
月
頃
か
ら
ス
ズ
キ
漁
が
主

で
、
日
が
暮
れ
て
か
ら
出
漁
し
、
二

時
頃
終
了
し
て
、
市

に
向
け
て
帰
る
。

ス
ズ
キ
を
狙
う
場
合
は
網
を
速

い

ス
ピ
ー
ド
で
曳
く
の
で
浮
き
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
ウ
デ
イ
シ
や

マ
タ
イ

シ
に
ソ
エ
イ
シ
と
い
う
オ
モ
リ
を
追
加
す
る
な
ど
浮
か
な
い
工
夫
を
し
た
。

普
通
は
同
じ
長
さ
で
ス
ズ
キ
を
と
る
が
、
真
ん
中
の
網
を
長
く
す
る
こ
と

が
あ
る
。
両
側
か
ら
先
に
入
れ
る
か
ら
ナ
カ
ア
ミ
を
後
に
抜
く
の
は
他
の
網

に
ひ
っ
か
か
っ
て
難
し
い
が
い
い
オ
イ
テ
（風
）
が
あ
れ
ば
、
ナ
カ
ア
ミ
を
抜

く
。
の
ば
し
た
網
に
は
ハ
モ
が
入
る
。
こ
れ
は
だ
れ
も
知
ら
ん
。

岡
山
か
ら
渡

っ
て
き
た
備
前
網
を
使

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ジ
ョ
ウ
ゴ
ア
ミ

と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
フ
ク
ロ
網
の
上
の
カ
ツ
ケ
と

（下
部
の
）
ド
ロ
ョ
ケ
が

同
じ
寸
法

（深
江
地
区
の
ジ
ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
は
ド
ロ
ヨ
ケ
の
方
が
長
い
）
。
同

じ
縫
い
方
を
し
て
小
石
を
つ
け
た
が
、
備
前
網
は
ア
ナ
ゴ
ば
か
り
入

っ
た
。

∧
テ

ッ
ポ
ウ
ア
ミ

（五
月
初
め
～
二
十
日
過
ぎ
）

∨
ハ
リ
イ
カ

。
メ
イ

タ
ガ
レ
イ

・
タ

コ

。
ア
ブ
ラ
メ

・
コ
チ
を
狙
う
。
形
は
イ

ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ

と
同
じ
だ
が
大
き
さ
が
小
さ
い
。
春
先

の
風
が
な
い
頃
に
使
う
の
で
、
小

さ
い
網
で
な
い
と
曳
け
な
か

っ
た
。
た
だ
し
獲
物
が
大
き
い
の
で
網
の
目

の
大
き
さ
は

一
二
節
と
ジ

ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
よ
り
大
き
い
。
網
を
入
れ
て
か
ら

あ
げ
る
ま
で
の
時
間
が
短

い
の
で
、
ジ

ョ
ウ
ゴ
は

つ
け
な
い
。

∧
ケ
タ

（十

一
月
～
七
月
）
ｖ
夏
の
漁
は
、
ト
リ
ガ
イ

・
シ
ラ
サ

エ
ビ

・

カ
レ
イ
、
冬

の
漁
は
ツ
メ
ガ
ィ

（
サ
ル
ボ
ウ
）
。
ア
カ
ガ
イ
を
獲

っ
た
。
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ケ
タ
は
ひ
と
つ
の
打
瀬
船
に
最
高
で
八

つ
つ
け
、
船
の
端
に
つ
け
た
も
の

ほ
ど
綱
を
長
く
し
、
ま
た
、
網
の
入
日
の
お
も
り
石
も
重
く
し
て
安
定
を

は
か

っ
た
。
ケ
タ

は
網

の
入
日
に
鉄

の
ツ
メ
を

つ
け
、

そ
の
ツ
メ
で
海
底
の
獲
物
を
ひ

っ
か
け
て
網
の
中
に
入
れ
る
漁
。
ツ
メ
の

間
が
獲
ろ
う
と
す
る
貝
な
ど
よ
り
広
す
ぎ
る
と
ひ

っ
か
か
ら
ず
、
狭
す
ぎ

る
と
ド

ロ
を
つ
ま
ら
せ
て
し
ま
う
の
で
、
獲
物
に
よ

っ
て
、
何
種
類
も
の

巾
の
道
具
が
あ

っ
た
。
ツ
メ
の
間
は
だ
い
た
い
ア
カ
ガ
イ
と
ト
リ
ガ
イ
は

一
寸
三
分

（約
四

。
九
売
ン
房
）
、
ツ
メ
ガ
イ

（サ
ル
ボ
ウ
）
九
分

（約
二

・

四
カ
ン
房
）
と
決
ま

っ
て
い
た
が
、
貝
の
育
ち

写
真
１
２‐
　
ヶ
タ

写
真
１
２２
　
桁
網
構
造
並
使
用
図

（川
辺
郡
尼
崎
町
）

『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』

図
１
３３
　
ケ
タ
の
か
け
方

両端に行 くほと
綱を長 くする
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第二章 漁業に生きる人々

が
よ
い
時
は
大
き
め
の
も
の
を
使
う
な
ど
道
具
選
び
に
も
神
経
を
使

っ
た
。

ケ
タ
は
西
淀
川
の
福
と
い
う
と
こ
ろ
で
購
入
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
イ
ッ
チ
ョ
ウ
ア
ミ
と
併
用
す
る
こ
と
が
多
い
。

片
側
の
ケ
タ
が
ド

ロ
を
掘
り
過
ぎ
る
な
ど
し
て
重
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
と

き
に
全
体

へ
の
影
響
を
少
し
で
も
減
ら
す
効
果
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
イ
ッ

チ

ョ
ウ
ア
ミ
で
の
水
揚
げ
は
あ
ま
り
期
待
し
な
い
。
た
だ
し
、
風
が
な
い

時
は
ケ
タ
だ
け
で
行
う
。

入
れ
る
の
も
揚
げ
る
の
も
両
外
側
か
ら
順
番
に
行
う
。
入
れ
る
時
は
、

船
べ
り
の
真
ん
中
で
海
中
に
ケ
タ
を
沈
め
、
綱
を
引
き
な
が
ら
漁
師
も
船

の
端

へ
動
き
、
ケ
タ
が
海
底
に
つ
く
ま
で
に
指
定
の
位
置
に
移
動
さ
せ
る
。

揚
げ
る
時
は
綱
ど
う
し
が
か
ら
ま
な
い
よ
う
に
、
外
側
の
綱
に
内
側
の
綱

の
下
を
く
ぐ
ら
せ
、
船
べ
り
の
中
央
で
揚
げ
る
。
さ
ら
に
、
安
定
を
考
え

て
、
外
側
の
綱
を
内
側
の
綱
よ
り
長
く
し
て
あ

っ
た
。
風
が
弱
い
時
は
綱

を
短
く
す
る
な
ど
の
調
整
も
必
要
だ

っ
た
。
し
か
し
、
ケ
タ
の
綱
に
は
ジ
ョ

ウ
ゴ
ア
ミ
の
よ
う
に
長
さ
の
目
印
が
入

っ
て
い
な
い
の
で
、
も

っ
ぱ
ら
漁

師
の
手
指
で
長
さ
を
計

っ
た
。

五
寸
で
一
二
節
。
自
分
の
小
指
で
一
二
節
。
さ
し
で
見
な
く
て
も
こ
れ
で

見
る
。

ケ
タ
は
網
の
数
が
多
く
、
水
揚
げ
は
増
え
る
が
、
揚
げ
る
と
同
時
に
入

れ
て
い
く
自
転
車
操
業
で
、
労
働
も
き

つ
く
、
腕
の
あ
る
人
に
し
か
で
き

な
か

っ
た
。
ま
た
、
風
が
な
い
と
数
が
た
く
さ
ん
ひ
け
な
い
の
で
、
網
の

方
が
効
率
が
よ
く
な
る
た
め
、
網
に
か
え
た
し
、
魚
の
種
類
に
よ

っ
て
も

使
い
分
け
を
し
た
。

七
月
に
瀬
で
産
卵
す
る
シ
ラ
サ
エ
ビ
は
、
網
で
は
泥
か
ら
顔
を
出
す
ジ

ア
イ

（
日
の
出
と
日
の
入
り
前
後
）
し
か
狙
え
な
い
が
、
ケ
タ
は
泥
を
お

こ
す
の
で
、
ジ
ア
イ
に
限
ら
ず
漁
が
で
き
る
利
点
が
あ

っ
た
。
特
に
七
月

は
底
の
状
態
を
見
て
、
ケ
タ
か
ら
イ
ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ
ヘ
変
え
る
時
期
が
難

し
か

っ
た
。

エ
ン
ジ
ン
船
に
な

っ
て
か
ら
は
ケ
タ
を
大
き
く
し
た
ソ
ロ
バ
ン
と
い
う

漁
具
を
ト
モ
に

一
本
だ
け
つ
け
て
漁
を
し
た
。
当
初
、
明
石
で
瀬
戸
物
で

作

っ
た
同
形
の
も
の
を
購
入
し
た
が
、
浮
い
て
し
ま
う
た
め
、
鍛
冶
屋
に

注
文
し
て
鉄
板
の
も
の
を
作

っ
た
。
カ
レ
イ
、
ア
ブ
ラ
メ
な
ど
が
と
れ
た
。

抵
抗
板
と
同
じ
く
、
海
底
を
荒
ら
す
と
い
う
こ
と
で
兵
庫
県
に
よ

っ
て
禁

止
さ
れ
た
。

東
野
新

一
氏
の
場
合

∧
持
ち
船
∨
青
木
地
区
の
東
野
新

一
氏
の
持
ち
船
は
ヤ
ー
ヒ

ロ
ブ
ネ

（長
さ
八
尋
の
尼
船
）
と
ム
ー
ヒ
ロ
ブ
ネ

（長
さ
六
尋
の
瀬
打
瀬
用
の
船
）

と
釣
り
舟
の
三
艘
で
あ

っ
た
。
冬
期
は
ム
ー
ヒ
ロ
ブ
ネ
の
小
型
船
で
ハ
エ

ナ
ワ
を
し
、
他
の
時
期
は
ヤ
ー
ヒ
ロ
ブ
ネ
で
打
瀬
網
漁
を
操
業
し
た
。
深

江
地
区
に
は
ハ
エ
ナ
ワ
を
行
う
漁
師
が
三
軒
あ

っ
た
が
、
青
木
地
区
で
は
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東
野
氏
の
み
だ

っ
た
。
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）
頃
か
ら
は
ケ
タ
漁
に

切
り
替
え
た
。

昭
和
三
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
頃
、
日
生
か
ら
中
古
の
愛
知
船
を
購
入

し
、
昭
和
三
十
四
年
に
は
愛
知
型
の
船
を
日
生
で
新
造
し
た
。
両
船
と
も

十
馬
力
の
焼
き
玉

エ
ン
ジ
ン
を
積
ん
で
お
り
、
昭
和
三
十
年
代
前
半
に
、

船
の
両
舷
に
遣
り
出
し
を
出
し
、
三
条
の
網
を
か
け
て
曳
く
エ
ン
ジ
ン
曳

き
方
式
に
変
わ

っ
た
。
そ
の
後
、
抵
抗
板
を
両
側
に
つ
け
た

一
条
の
網
を

曳
く
よ
う
に
な

っ
た
。

∧
ジ
ョ
ウ
ゴ
ア
ミ

（四
月
か
ら
十
二
月
）
∨
ハ
エ
ナ
ワ
を
し
て
い
た
冬

期
を
除
い
て
風
に
よ
る
帆
曳
き
の
時
代
に
は
ジ
ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
に
よ
る
漁
が

基
本
で
あ
る
。
カ
レ
イ
、
ア
ナ
ゴ
、
イ
カ
、
タ
コ
な
ど
を
と
る
他
、
秋
日

に
は
カ
ワ
ツ
ジ
ャ
コ

（
ア
シ
ナ
ガ
、
ア
キ
ジ
ャ
コ
と
も
い
う
）
も
と
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
ご
ろ
ま
で
は
、
カ
ワ
ツ
ジ
ャ
コ
が
と
れ
な

い
時
は
コ
エ
ガ
ニ
と
呼
ば
れ
る
カ
ニ
を
と
り
、
ゆ
が
い
て
干
し
て
肥
料
と

し
て
売

っ
た
。
普
通
、
ジ
ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
で
は
カ
レ
イ
は
入
ら
な
い
が
、
は

り
竹
に
あ
わ
せ
て
細
い
チ
ェ
ー
ン
を
は
り
、
そ
れ
で
底
の
泥
を
攪
拌
し
て

カ
レ
イ
を
浮
か
し
て
と
る
な
ど
、
独
自
の
工
夫
を
行

っ
た
。
ま
た
、

フ
ク
ロ
網
の
長
さ
を
長
く
す
る
と
、
入

っ
た
魚
が
戻
る
距
離
が
長

い
か
ら
残

っ
て
い
る
率
が
多
い
。

網
を
曳
く
速
さ
は
、
オ
ヤ
バ
シ
ラ
に
か
け
た
真
ん
中
の
ジ

ョ
ウ

ゴ
ア
ミ
の
綱
を
握
り
、
そ
の
手
ご
た
え
で
み
た
。
水
中
で
の
網
の

位
置
に
つ
い
て
は
水
深
と
速
さ
か
ら
推
定
す
る
。
大
阪
湾
内
の
漁

場
の
水
深
は
み
な
頭
に
入

っ
て
い
た
。

エ
ン
ジ
ン
曳
き
に
な
り
、
産
卵
す
る
た
め
、
瀬
に
あ
が

っ
て
き

た
シ
ラ
サ
エ
ビ
を
イ

ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ
で
狙
う
時
期

（六
月
末
～
七

月
中
旬
）
に
も
、
夜
漁
で
は
ジ

ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
を
併
用
し
て
い
る
。

∧
イ

ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ

（五
月
末
か
ら
八
月
）
ｖ
青
木
地
区
で
は

帆
曳
き
の
時
代
は
ジ

ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
の
み
を
使
用
し
て
お
り
、
イ

ッ

注 ;小型の六尋船で行っていたハエナワ漁は、昭
和 15、 16年 ころからケタ漁に変わり、年中打
瀬網漁をするようになった。ケタ漁以外の基
本はジョウゴ網漁。 しかしエンジン曳き船が
導入された後、昼とジアイの漁には抵抗板付
きイッチョウア ミを使 うようになった。 6月
下旬か ら7月 上旬は特に産卵するエビを狙う。

表-10 東野新―氏の操業時間 (帆曳きのころ)

表-9 青木地区 。東野新―氏の漁事暦

漁 法 と 主 な 獲 物

1月

2月

3月

4月

5月
6月

7月

8月

9月

10月

■月
12月

|ケ タ (カ レイ、 シラサエビ、アカガィ)

1 昭和 15、 6年まではハェナワ

→ョ晃廂
ギ`アナゴ、ハゼ、ヵレイ)

|(カ レイ、 アナゴ、 イカ)

|(ヒ ゲナガ、 カヮッジャコ、 ヵ レイ、 アナゴ)

立下 ヶ 夕 (ヵ レイ、 シラサエビ、 アカガィ)

コ

ビ
　
ャ

“
”

ル
　
ェ

イ 〓ク

タコ、
コ，

ァ

ゴ
、

ャ

ジヽ
カ
”

ヌ
　
一一　
エ

チ
夜

ヽ

ヽ
　

ヽ
　
コ

キ

ビ

タ

ズ

エ
　
ヽ

ス

サ

ゴ

〓

ラ

ナ

尽
一
シ

ア

イ

汁

米

…

米

漁の種類 季 節 間日寺

エナ ワ 1月 -3月
11月 下旬-3月
4月 -7月 下旬

午後 3時―翌朝 3時
ケ タ 午前 7時―午後 5～ 6時

午後 4時 ―翌早朝ジ ョゥ ゴ

ア ミ
7月 下旬-8月
9月 -12月 上旬

午後 1時―翌明け方

年後 4時 ―翌早朝

-240-



第二章 漁業に生きる人々

チ

ョ
ウ
ア
ミ
は
使
用
し
て
い
な
い
。
従

っ
て
、
こ
こ
で
い
う
イ

ッ
チ

ョ
ウ

ア
ミ
は
エ
ン
ジ
ン
曳
き
用
の
抵
抗
板
を
備
え
た
も
の
で
あ
る

（図
１
３０
参

照
）
。
抵
抗
板
の
開
き
具
合
は
板
と
綱
を
固
定
す
る
ツ
リ
ヒ
モ
と
い
う
綱

で
調
整
す
る
が
、
乾
い
て
い
る
時
と
湿

っ
て
い
る
時
で
長
さ
が
変
わ
る
の

で
角
度
が

一
定
し
な
い
。
東
野
氏
は
ツ
リ
ヒ
モ
と
し
て
綱
の
代
わ
り
に
チ
ェ
ー

ン
を
使
い
、
角
度
が

一
定
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

一
番
粗
い
の
は
ス
ズ
キ
と
チ
ヌ
、
中
ぐ
ら
い
は
シ
ラ
サ
エ
ビ
、
タ
コ
、

イ
カ
、
細
か
い
の
は
秋
の
カ
ワ
ツ
ジ
ャ
コ
と
二
つ
の
網
目
の
網
を
使
い
分

け
た
。
底
も
の
を
と
る
時
は
ジ

ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
と
同
様
に
チ

ェ
ー
ン
を
つ
け
、

海
底
を
掘
り
お
こ
す
よ
う
に
し
た
。

特
に
六
月
末
か
ら
七
月
中
旬
は
ジ
ア
イ

（日
の
出
、
日
の
入
り
の
前
後
）

に

一
二
節
か
ら

一
四
節
の
中
ぐ
ら
い
の
網
目
の
も
の
を
使

っ
て
、
瀬
で
産

卵
す
る
エ
ビ
を
獲

っ
た
。

エ
ビ
は
昼
間
は
砂
地
に
突

っ
込
ん
で
い
て
、
ひ

げ
の
先
だ
け
出
し
て
い
て
、
日
没
近
く
な
る
と
砂
か
ら
出
て
上

へ
上
が
る
。

一枚
は
水
中

へ
上
が
る
が
ば
ら
け
て
し
ま
う
の
で
、
朝
ジ
ア
イ
と
晩
ジ
ア
イ

の
二
回
狙
う
。
瀬
の
水
深
が
浅
く
、
網
を
入
れ
て
い
る
漁
師
が
多
く
て
込

ん
で
い
る
の
で
、

エ
ビ
用
の
イ
ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ
は
、
沖
合
い
で
は
三
〇
尋

の
長
さ
を
と
る
押
え
石
か
ら
船
ま
で
の

一
本
綱
を
、　
一
〇
尋
ぐ
ら
い
と
短

め
に
調
節
す
る
。
目
が
細
か
い
と
水
を
合
む
率
が
高
く
、
重
た
く
な
る
の

に
対
し
、
網
の
目
を
粗
目

（
一
二
節
か
ら

一
四
節
）
に
す
る
と
、
抵
抗
が

少
な
い
。
そ
の
分
、
テ
ギ
を
倍
の
高
さ
に
し
て
、
ミ
の
入
れ
方
を
少
な
く

し
、
脇
網
の
高
さ
を
高
く
し
た
。
こ
れ
も
東
野
氏
独
自
の
工
夫
で
あ
る
。

昼
間
は
目
の
粗
い
五
節
の
イ
ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ

（
ス
ズ
キ
網
）
で
チ
ヌ
や

ス
ズ
キ
を
狙

っ
た
。
目
が
粗
い
か
ら
網
が
入

っ
て
か
ら
魚
の
ア
ゴ
に
引

っ

か
け
て
動
け
な
く
な
る
の
が
目
当
て
。
奥
に
入

っ
た
も
の
が
戻

っ
て
出
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
フ
ク
ロ
の
長
さ
を
普
通
よ
り
二
尋
長
く
し
て

出
に
く
く
す
る
な
ど
工
夫
し
た
。
ス
ズ
キ
や
チ
ヌ
は
昼
間
は
あ
ま
り
底
に

い
な
い
の
で
、
イ
ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ
を
使

っ
て
も
お
も
り
は
軽
目
に
し
た
。

目
が
非
常
に
粗
い
の
で
水
は
け
が
よ
く
、

エ
ビ
用
の
網
の
三
倍
ぐ
ら
い
の

高
さ
に
仕
立
て
た
。
イ
ッ
チ

ョ
ウ
ア
ミ
を
持

っ
て
い
な
い
者
も
多
い
の
で
、

そ
う
い
う
者
は
ジ

ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
で
獲
る
が
、
ジ

ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
は
背
が
低
い

の
で
効
率
が
悪
か

っ
た
と
い
う
。

こ
の
時
期
、
夜
は

一
六
～

一
八
節
の
目
の
細
か
い
ジ

ョ
ウ
ゴ
ア
ミ
で
ア

ナ
ゴ
、
タ
コ
、

エ
ビ
ジ
ャ
コ
な
ど
を
獲
る
の
で
、
早
朝
、
魚
を
市
に
出
し

て
昼
前
に
は
ま
た
沖

へ
出
る
と
い
う
、
寝
る
間
も
な
い
状
態
だ

っ
た
。

八
月
に
は
照
り
が
き

つ
く
、
海
底
の
ド

ロ
が
ヘ
ド

ロ
状
態
に
腐
り
始
め

る
の
で
、
沖

へ
逃
げ
て
い
く
魚
を
和
田
岬
の
灯
台
か
ら
友
ケ
島
の
あ
た
り

ま
で
追
い
か
け
る
漁
と
な
る
。

昼
は
エ
ビ
ジ
ャ
コ
や
ら
ア
ナ
ゴ
や
ら
全
然
入
っ
て
け
え
へ
ん
、
明
る
か
っ

た
ら
。
日
が
ず
―
と
暮
れ
て
い

っ
た
ら
、
カ
ワ
ツ
ジ
ャ
コ
や
エ
ビ
の
け
が
ち
―
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ら
ち
―
ら
と
見
え
て
く
る
。

∧
ケ
タ

（
一
一
月
末
か
ら
二
月
ま
で
）
∨
朝
七
時
か
ら
晩
五
～
六
時

の

昼
漁
。
昭
和
十
五
～
六
年

（
一
九
四
〇
～

一
九
四

一
）

に

ハ
エ
ナ
ワ
か
ら

ケ
タ
に
切
り
替
え
た
。
カ
レ
イ
、
シ
ラ
サ

エ
ビ
、

ア
カ
ガ
イ
を
と
る
。

こ

の
季
節
は
魚
が
水
中
に
い
な
い
の
で
底
に
も
ぐ

っ
て
い
る
の
を
ケ
タ
で
お

こ
し
て
と
る
。

ケ
タ
の
枠
は
昔
は
木
だ

っ
た
。
船
大
工
に
頼
ん
で
調
達
し
た
ケ
ヤ
キ
の

軸
に
、
鉄
工
所
で
真

っ
赤
に
焼
い
た
ツ
メ
を
突
き
刺
し
て
作

っ
た
。
鉄
枠

に
な

っ
た
の
は
、
南
の
漁
師
が
落
と
し
た
道
具
を
ま
ね
て
、
鉄
工
所
に
持

ち
込
ん
で
作

っ
て
も
ら

っ
た
の
が
初
め
で
、
全
部
が
鉄
枠
の
ケ
タ
に
な

っ

た
の
は
終
戦
後
だ

っ
た
。
後
に
は
岸
和
田
の
蛸
地
蔵
と
い
う
と
こ
ろ
へ
買

い
に
行
く
よ
う
に
な

っ
た
。
電
車
で
持
ち
帰
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
五
、

六
軒
で
ま
と
め
、
船
で
買
い
に
行
く
こ
と
も
あ

っ
た
。
ケ
タ
が
ど
の
程
度

海
底
を
か
い
た
ら
獲
物
が
う
ま
く
入
る
か
は
石
の
高
さ
を
変
え
て
各
人
で

調
整
し
た
。

ケ
タ
は

一
生
も
の
だ
が
、
機
雷
や
船
の
沈
ん
だ
も
の

（カ
カ
リ
と
呼
ぶ
）

に
引

っ
か
け
て
失

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

っ
た
。
網
は
切
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
の
で
、
八
丁
か
け
て
い
た
ら
五
丁
分
は
余
分
に
積
ん
で
お
く
。

漁
師
は
駆
逐
艦
や
得
体
の
知
れ
な
い
船
が
ど
こ
に
沈
ん
で
い
る
か
知

っ
て

い
る
が
、
ヤ
マ

（船
の
位
置
を
推
測
す
る
た
め
の
目
印
）
が
見
え
な
い
よ

う
な
日
は
位
置
が
わ
か
ら
ず
、
ひ
っ
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
逆
に

カ
カ
リ
の
ま
わ
り
は
好
漁
場
で
ひ

っ
か
け
て
し
ま
う
危
険
が
あ

っ
て
も
、

あ
え
て
網
を
入
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

カ
カ
リ
は
魚
に
し
た
ら
龍
宮
城
み
た
い
な
も
ん
や
。
そ
の
キ
ワ
を
ヤ
マ
を

見
も
っ
て
商
売
し
と
る
ん
や
。
こ
り
ゃ
ち
ょ
っ
と
や
ば
い
な
、
思
い
な
が
ら

ね
。
出
て
き
た
と
こ
ろ
を
具
合
よ
う
狙
う
。
網
、
引
っ
か
け
て
し
ま
う
か
わ

か
ら
ん
。

ヤ
マ
見
と
天
候
の
知
識

ど
ん
な
よ
い
仕
掛
け
と
技
術
を
も

っ
て
し
て
も
、
魚
の
い
な
い
と
こ
ろ

に
網
を
入
れ
て
い
て
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
「
よ
い
船
頭
」
は
、
前

日
魚
が
い
た
ポ
イ
ン
ト
を
正
確
に
覚
え
、
さ
ら
に
魚
の
動
き
や
潮

・
風
の

様
子
か
ら
魚
の
居
場
所
を
予
測
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の

技
術
の
重
要
性
は
打
瀬
網
漁
を
す
る
漁
師
で
も
、
地
曳
網
漁
の
オ
キ
マ
ワ

シ
も
同
様
で
あ
る
。

海
上
で
自
分
の
い
る
位
置
を
確
認
し
、
記
憶
す
る
方
法
を

「
ヤ
マ
あ
て
」

と
い
う
。
海
か
ら
重
な

っ
て
見
え
る
陸
の
二
点
を
三
方
向
以
上
で
確
認
し
、

海
上
の
位
置
を
特
定
す
る
。
漁
か
ら
帰
る
時
は
必
ず
こ
の
方
法
で
ポ
イ
ン

ト
を
覚
え
、
翌
日
は
そ
こ
を
起
点
に
魚
の
動
き
を
予
測
し
て
網
を
入
れ
る

場
所
を
決
め
る
。
ヤ
マ
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
ブ
イ
を
浮
か
せ
て

目
印
と
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
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く冬のB和り見〉 海から見た図

六甲山

前
の
日
に
東
は
ど
の
建
物
と
ど
の
建
物
が
あ
た

っ
て
る
。
北
は
甲
南
病
院

と
六
甲
山
の
電
柱
の
何
本
目
が
当
た

っ
て
い
る
。
西
は
神
戸
の
和
田
岬
の
灯

台
と
三
菱
の
ド

ッ
ク
が
あ
た
る
か
淡
路
が
あ
た
る
か
、
そ
の
三
方
を
見
て
、

一展
っ
て
く
る
。
翌
日
は
そ
の
場
所

へ
向
か

っ
て
走

っ
て
、
あ
と
は
、
そ
こ
か

ら
、
魚
が
沖

へ
行
く
か
、
横

へ
行
く
か
、
も
う
そ
こ
は
勘
。
そ
の
日
の
終
わ

り
に
西
風
が
吹
く
と
、
下
が
温
か
く
て
魚
の
移
動
が
早
い
。
東
風
が
吹
い
て

終
わ

っ
た
と
き
は
、
下
が
涼
し
い
の
で
、
そ
う
動
い
て
い
な
い

（花
谷
）
。

一
〇
ぺ
ん
同
じ
も
ん
に
ヤ
マ
を
た
て
て
具
合
よ
う
そ
の
位
置

へ
行
く
の
は

ニ

ヘ
ん
ぐ
ら
い
や
な
。
そ
り
ゃ
箸

一
本
は
す
か
い
に
入

っ
た
ら
、
沖

へ
出
て

き
た
ら
、
ご

っ
つ
い
ヤ
マ
が
ち
ご
う
た
、
い
う
こ
と
に
な
る

（東
野
）。

漁
師
達
は
出
漁
帰
漁
や
、
打
瀬
網
を
曳
く
際
に
風
を
う
ま
く
使

っ
て
き

た
が
、
さ
ら
に
、
風
や
雲
の
変
化
か
ら
天
候
を
予
測
す
る
経
験
的
な
知
識

を
持

っ
て
い
た
。
日
が
あ
が
る
前
に
雲

の
状
態
を
見
て
、
甲
山

の
上
の
雲

の
か
か
り
具
合
な
ど
を
目
安

に
、　
一
日
の
日
和
を
見
る
。
大
阪
湾
内

の
操

業

で
あ

っ
て
も
、
天
候
の
急
変
を
読
み
切
れ
な
い
と
、
場
合

に
よ

っ
て
は

命
を
落
と
す
海
難
事
故

に
つ
な
が
る
か
ら
、
天
候
や
風
の
知
識
は
ま
さ
に

生
き
て
い
く
た
め
の
知
識

で
あ

っ
た
。

須
磨
よ
り
束

の
大
阪
湾
内
は
潮

の
動
き
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、
潮
を
あ

ま
り
気
に
せ
ず
に
漁
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
須
磨
、
垂
水

へ
出
か
け
て

漁
を
す
る
場
合
は
潮
が
速
く
、
潮
と
逆
行
し
て
網
を
曳
く
と
、
船
が
動
か

な
か

っ
た
り
網
が
か
ら
ま

っ
た
り
す
る
。

こ
の
状
態
を

「
こ
な
れ
な
い
」

と
い
い
、
慣
れ
な
い
と
網
を
曳
く
の
は
難
し
か

っ
た
。
大
潮
、
小
潮
は
月

の
満
ち
欠
け
で
み
る
が
、
大
潮
の
時
は
特

に
潮
が
速

い
の
で
、
明
石

・
垂

水
方
面

で
漁
を
す
る
時
は
注
意
し
た
。

友
ケ
島
の
方
へ
行
く
と
、
上
は
、
上
に
潮
が
走

っ
と
る
。
底
潮
は
下
へ
走

っ

と
る
。
網
、
ど
う
向
け
に
や
っ
た
ら
え
え
ね
ん
。
下
の
潮
で
い
い
や
ろ
う
と

や
っ
と
っ
た
ら
、
網
の
後
ろ
が
ぽ
こ
っ
と
ふ
ん
ど
し

（網
が
ひ
っ
く
り
返
る
）

や

（東
野
）。

こ
の
へ
ん
の
潮
は
北
西
向
け

（
ツ
ッ
コ
ミ
サ
ゲ
）
に
よ
く
動
く
。
真
西

イカがスミを吐いたような雲だと
次の曰くらいから雨になる

図-34 雲のかかりかたと天候

雲が消えていたら
いつもの日不0り

こちらまで雲が来ていたら
風が強くなる

六甲山

六甲山
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写
真

（
サ
ゲ
シ
オ
＝
大
阪
か
ら
神
戸

へ
下
が
る
潮
）
に
動
く
時
は
あ
く
る
日
の
日

和
が
悪
い

（花
谷
）
。

一
番
恐
い
の
は
淡
路
の
上
で
雷
が

一
つ
、
ピ
カ
ッ
と
光

っ
た
と
き
。
そ
の

雷
が
須
磨
や
六
甲
の
方

へ
行
き
だ
し
た
ら
あ
わ
て
な
く
て
よ
い
が
、
淡
路
だ

け
だ
と
、
少
々
魚
が
い
て
も
逃
げ
だ
さ
な
く
て
は
危
な
い
。　
一
時
的
だ
が
、

す
ご
い
風
が
や

っ
て
く
る
。
網
を
あ
げ
て
逃
げ
る
暇
も
な
い
。
地
曳
網
で
も

そ
の
風
に
あ

っ
た
ら
、
放

っ
て
逃
げ
る

（花
谷
）。

漁
師
を
し
て
い
る
と
、
六
甲
の
山
、
日
の
出
、
日
の
入

り
、
日
中
の
雲
と
毎
日
見
て
い
る
か
ら
だ
い
た
い
の
日
和

は
わ
か
る
。
台
風
の
来
る
前
は
東
風
が
強
く
、
漁
に
も

っ

て
こ
い
。
そ
の
上
、
七
、
八
月
前
半
は
魚
の
回
ま
る

一
番

い
い
時
。
ラ
ジ
オ
で
台
風
情
報
を
言
い
出
し
て
か
ら
、
家

の
者
が
台
風
が
四
国
に
来
て
る
と
か
言
い
出
し
て
、
弁
当
、

作
ら
へ
ん
。
商
売
し
に
く
な
っ
た

（花
谷
）。

網
の
管
理

一
週
間

の
内
、
四
～
五
日
漁

に
出
た
ら
、
次

の
休

み
に
は
必
ず
、
家

の
庭
や
空
地

で
網
を
た

い
た
。
明

石
で

「
カ
シ
ア
ゲ
」
と

い
う
赤
土

の
か
た
ま
り
の
よ

網
針
　
　
　
　
　
　
　
ぅ
な
も
の
を
求
め
、
そ
れ
を
入
れ
て
、
網
を
た
く
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
網
が
堅
く
丈
夫
に
な
り
、
ヒ
キ
が

強
く
な

っ
た
。

網
の
破
れ
た
箇
所
の
繕
い
は
毎
日
の
仕
事
で
あ

っ
た
。

３
　
そ
の
他
の
漁
―
小
規
模
な
漁
師
が
行
う
漁

小
規
模
な
漁
師
の
行
う
漁
は
、
曳
網
漁
、
定
置
網
漁
、
釣
漁
に
分
け
ら

れ
る
。
曳
網
漁
の
種
類
と
し
て
瀬
打
瀬
網
漁

。
テ
ン
グ
リ
網

（手
繰
網
）

養―

.=口

li''IttFEELIBIIIIHIII十

日日日1邑Π,日日日日日耳日
FttEF:巨

F巨,F日
!!BI'EF   

「
::iξ:::三:IFヨil言 |::|   

「
IIIII:!|!HIHB日

,IIIF::

写真-23 網を繕う漁師 明石 昭和33年
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第二章 漁業に生きる人々

漁
、
定
置
網
漁
と
し
て
建
綱
漁

・
坪
網
漁
、
釣
漁
と
し
て
ハ
エ
ナ
ワ
漁

・

イ
カ
釣
漁

。
タ
コ
釣
漁

・
タ
コ
壷
漁

。
一
本
釣
漁
の
種
類
が
あ

っ
た
。
以

下
、
瀬
打
瀬
網
漁
と
テ
ン
グ
リ
網
漁
に
つ
い
て
は
、
深
江
地
区

。
松
下
辰

市
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

瀬
打
瀬
網
漁

（曳
網
漁
、
五
月
～
七
月
）

ツ
ブ
イ
カ

・
カ
レ
イ

，
キ
ス
・
テ
ン
コ
チ
を
獲
る
。
形

。
方
法
は
打
瀬

網
と
同
じ
だ
が
、
浅
瀬
で
行
う
た
め
船
、
網
と
も
規
模
が
小
さ
い
。
船
の

大
き
さ
は
五
尋
～
六
尋

（約
七

。
六
房
～
九

。
一
房
）
。
瀬
打
瀬
網
を
行

う
漁
師
は
海
底
の
状
態
な
ど
浅
瀬
の
様
子
を
熟
知
し
て
い
た
。
朝
夕
に
立

つ
市
の
間
の
日
中
に
帰

っ
て
き
て
、
新
鮮
な
魚
を
近
所
に
売
り
歩
い
て
、

現
金
収
入
を
得
る
。
五
月
～
七
月
以
外
は
地
曳
網
の
手
伝
い
を
し
て
生
計

を
た
て
て
い
る
人
も
あ

っ
た
。
昭
和
二
十
年
代
前
半
で
、
深
江
地
区
で
五

軒
が
行

っ
て
い
た
。

沖
の
者

（打
瀬
網
専
業
な
ど

沖
で
活
動
す
る
漁
師
）
は
瀬
に

漁
を
し
に
き
て
も
わ
か
ら

へ
ん

か
ら
、
じ
き
に
、
石
を
と

っ
た

り
す
る
。
わ
し
ら
、
ど
こ
に
ど

ん
な
石
が
は
ま

っ
と
る
か
全
部

知

っ
と
る
。
知

っ
と
ら
ん
と
網

が
か
か

っ
て
破
れ
て
し
ま
う
も

ん
。
ど
こ
そ
こ
の
浜
は
ど
ん
な

石
が
あ
る
、
ど
ん
な
磯
が
あ
る
。

甲
子
園
の
浜
か
ら
脇
の
浜
ま
で

瀬
が
あ
る
と
こ
ろ
は
全
部
。

‐P■II義■__、、`

翼逹.・
―k

章
魚
手
線
繰

こ
ホ
碇
Ａ
腕

写真-25 章魚手繰網構造並使用図

(武庫郡本庄村ノ内深江村)『兵庫県漁具図解』

松
下
辰
市
氏
に
よ
れ
ば
、
曳
網
中
央
部
の

重
り

。
浮
は
使
用
し
て
い
な
い

図-35テ ングリ網操業図
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テ
ン
グ
リ
網
漁

（曳
網
漁
）
（図
１
３５
参
照
）

テ
ン
コ
チ

・
ア
ブ
ラ
メ

ｏ
キ
ス
・
ベ
ラ
な
ど
瀬
打
瀬
網
と
同
じ
浅
瀬
の

獲
物
を
狙
う
が
、
風
を
利
用
し
な
い
た
め
、
帆
は
使
わ
な
い
。
網
の
端
に

日
印
の
樽
ウ
キ
を

つ
け
て
浮
か
し
て
お
き
、
船
を
進
め
て
フ
ク
ロ
網
を
沈

め
て
か
ら
円
を
描
い
て
逆
の
端
を
持

っ
て
目
印
の
ウ
キ
の
と
こ
ろ
ま
で
帰

っ

て
く
る
。
二
人
で
片
方
ず
つ
綱
を
た
ぐ
り
寄
せ
船
の
上
に
曳
き
揚
げ
る
。

こ
れ
が
名
前
の
由
来

で
あ
る
。

夜
間
に
出
漁
し
た
。
二
人
乗
り

組
む
必
要
が
あ

っ
た
の
で
、
戦

後
は
瀬
打
瀬
網

の
方
が
主
流
に

な

っ
た
。

建
網
漁

（定
置
網
漁
、
九
月

～
十
月
）

『
慣
行
録
』
中
に
は
深
江
村

の

ハ
ゼ
建
網

の
記
事
と
し
て

「
漁
舟

一
艘

二
二
人
乗
組
ミ
該

網
二
十
把
ヲ
載
セ

一
里
以
外
ノ

沖
合

二
進
ミ
日
ノ
出
前
或

ハ
日

没
前

二
時
期
を
待
テ
網
ヲ
海
底

．
Ｉ
●
エ
エ
　̈
　
　
　
一
文
字

二
沈
メ
翌
朝
日
出
及
日

没
頃
ヲ
待
チ
引
揚
ケ
魚
ヲ
収
ム
」
と
あ
り
、
『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
で
も

深
江
村
の
シ
タ
カ
レ
イ
建
網
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

深
江
地
区
で
は
昭
和
の
は
じ
め
に
は
三
〇
軒
ぐ
ら
い
が
や

っ
て
い
た
が
、

戦
後
は
な
く
な

っ
た
と
い
う
。
以
下
は
松
下
辰
市
氏
が
少
年
時
代
に
父
親

に
連
れ
ら
れ
て
建
網
漁
を
行

っ
た
と
き
の
事
例
で
あ
る
。

一
五
〇
尋

（約
二
三
〇
房
）
の
長
さ
の
長
方
形
の
網
を
約

一
〇
〇
枚

つ

写真-26 シタカレイ網構造並使用図
(武庫郡本庄村ノ内深江村)『兵庫県漁具図解』

写真-27 建 網
長谷氏が使用 していたもの
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第二章 漁業に生きる人々

な
い
で
、
海
岸
線
と
垂
直
の
方
向
に
張
る
。
魚
は
潮
の
方
向
に
逆
ら

っ
て

泳
ぐ
習
性
が
あ
る
の
で
、
潮
の
方
向
に
流
れ
る
網
に
捕
ま
る
。
獲
物
は
コ

ノ
シ
ロ
、
モ
ゼ
。
と
き
ど
き
フ
カ
の
子
が
入
る
こ
と
が
あ

っ
た
。　
一
回
目

は
夕
方
五
時
に
網
を
張
り
、
八
時
に
揚
げ
、
二
回
目
は
朝
三
時
に
張
り
、

六
時
に
揚
げ
た
。

次
に
青
木
地
区
の
長
谷
猛
氏
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
長
谷
氏
は
四
月
か

ら
十

一
月
ま
で
は
地
曳
網
の
船
に
乗
組
み
、
建
網
漁
は
そ
の
他
の
時
期
に

魚
崎
で
行

っ
て
い
た
。

船
に
五

つ
ぐ
ら
い

（約
五
〇
〇
房
に
な
る
）
の
網
を
の
せ
、
ジ
グ
ザ
グ

に
仕
掛
け
た
。
長
い
間
お
く
と
、
カ
ニ
が
寄

っ
て
き
て
魚
が
や
ら
れ
て
し

ま
う
の
で
、　
一
時
間
ぐ
ら
い
海
中
に
放
り
込
ん
で
す
ぐ
あ
げ
る
。
ア
ブ
ラ

メ
、
タ
ナ
ゴ
、
メ
バ
ル
な
ど
を
獲
る
。
こ
れ
ら
の
魚
は
四
月
か
ら
五
月
に

沖
か
ら
磯

へ
寄

っ
て
く
る
の
で
、
網
は
陸
か
ら

一
〇
〇
房
ぐ
ら
い
の
場
所

に
仕
掛
け
る
。
夕
方
の
五
時
か
六
時
頃
に
漁
に
出
て
、
朝
方
帰

っ
て
く
る
。

季
節
に
応
じ
て
網
を
使
い
分
け
、
ス
ズ
キ
を
狙
う
と
き
は
、
網
目
の
粗
い

も
の
を
使

っ
た
。
仕
掛
け
る
時
は
網
を

一
旦
水
に
つ
け
て
、
ア
バ
と
イ
ワ

が
絡
ま
な
い
よ
う
に
分
け
て
、
海

へ
入
れ
て
い
く
。

コ
ツ
が
い
る
作
業
で

二
、
三
年
か
か

っ
て

一
人
前
に
な
る
。

坪
網
漁

（定
置
網
漁
、
年
中
）

青
木
地
区
で
は
、
大
正
十
年
頃
、
日
生
か
ら
技
術
が
伝
え
ら
れ
、
戦
時

中
の
組
合
経
営
を
経
て
、
戦
後
、
森
下
氏
が
引
き
継
い
だ
。
以
下
の
記
述

は
、
昭
和
三
十
年
頃
、
日
生
出
身
の
祖
父
と
坪
網
漁
を
行

っ
た
森
下
敏
夫

氏
に
よ
る
。

青
木
の
浜
で
は
、
深
さ
を
変
え
て
、
二
つ
の
坪
網
を
仕
掛
け
て
い
た
。

さ
ら
に
、
孟
宗
竹
の
代
わ
り
に
樽
を
使

っ
た
小
さ
い
坪
網
が
ひ
と
つ
あ

っ

た
。
青
木
で
は
、
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
行

っ
て
い
た
と
い
う
。

坪
網
を
仕
掛
け
た
の
は
、
水
深
七
～
八
房
の
場
所
で
あ
る
。

図-36 坪網模式図
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海
岸
か
ら
沖

へ
向
か

っ
て
、
約
五
〇
房
の
道
網
を
張
り
、
そ
の
先
に
魚

を
囲
い
込
む
よ
う
に
ぐ
る
り
と
網
を
張
り
、
五
カ
所
に
外
向
き
に
フ
ク
ロ

網
を
つ
け
る
。
道
網
に
あ
た

っ
て
入

っ
て
き
た
魚
は
網
内
を
回
遊
す
る
う

ち
に
、
自
然
に
フ
ク
ロ
網
に
入

っ
て
く
る
と
い
う
仕
掛
け
で
あ
る
。
囲
い

部
分
の
網
は
、
長
さ

一
〇
房
ぐ
ら
い
の
孟
宗
竹
を
杭
と
し
て
海
底
に
さ
す

こ
と
に
よ

っ
て
、
固
定
し
た
。
竹
は
海
底
に
あ
る
程
度
さ
さ
る
と
引
き
合

う
の
で
、
そ
ん
な
に
深
く
さ
さ
な
く
て
も
よ
い
。
二
～
二
人
の
人
が
竹
に

と
り
つ
い
て
、
体
の
重
み
で
さ
し
た
。
孟
宗
竹
は
京
都
で
入
手
し
た
と
い

う
。
同
時
に
網
の
下
部
に
は
鉛
製
の
お
も
り
を
つ
け
、
浮
か
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
。
道
網
は
海
面
下

一
・
五
房
～
二
房
に
沈
ん
で
お
り
、
囲
い
部

分
の
網
は
海
面
か
ら
二
房
ほ
ど
出
て
い
る
。

フ
ク
ロ
網
も
海
面
下
に
あ
る
が
、
杭
の
位
置
で
フ
ク
ロ
網
の
場
所
は
わ

か
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
フ
ク
ロ
網
は
そ
の
ま
ま
で
は
海
中
に
垂
れ
る

の
で
、
船
で
網
を
曳
き
、
フ
ク
ロ
網
の
先
端
に
つ
け
た
約
二
房
の
ひ
も
に
、

海
底
に
止
め
た
ア
ン
カ
ー

（イ
カ
リ
）
を
結
び
つ
け
、
張

っ
た
。
フ
ク
ロ

網
が
つ
い
て
い
る
箇
所
以
外
に
打

っ
た
三
カ
所
の
杭
か
ら
も
同
様
に
ア
ン

カ
ー
を

つ
け
て
固
定
し
た
。
ア
ン
カ
ー
の
か
わ
り
に
石
の
オ
モ
リ
を
使

っ

た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
フ
ク
ロ
網
は
外
側
に
、
大
輪

。
小
輪
二
つ
の
孟
宗
竹

の
竹
ヒ
ゴ
の
輪
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
広
が
る
よ
う
に
し
て
あ

っ
た
。
ち
ょ

う
ど
、
こ
の
輪
の
内
側
に
モ
ド
リ
と
呼
ば
れ
る
網
が
つ
い
て
い
て
、　
一
度

網
に
入

っ
た
魚
が
戻
ら
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
フ
ク
ロ
網
の
網
目
は

囲
い
部
分
の
網
よ
り
細
か
い
。
フ
ク
ロ
網
か
ら
魚
を
出
す
時
は
、
ア
ン
カ
ー

か
ら
外
し
、
竹
ひ
ご
の
部
分
を
船
上
に
引
き
揚
げ
て
、
船
の
イ
ケ
ス
に
魚

を
入
れ
た
。
セ
イ
ゴ
、
ス
ズ
キ
、
シ
ラ
サ
エ
ビ
、
ク
ル
マ
エ
ビ
な
ど
が
獲

れ
た
。

台
風
が
来
る
と
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
網
を
外
し
た
。
し
か
し
、
時

化
る
と
魚
が
よ
く
入
る
た
め
、
台
風
が
来
る
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
待

っ
て
い
た

と
い
う
。

網
は
藻
が
つ
い
て
腐
る
の
を
防
ぐ
た
め
、　
一
年
に

一
回
、
浜
で
、
渋
を

入
れ
た
大
釜
で
炊
い
た
。

『
慣
行
録
』
に
は
、
深
江
地
区
で
行
わ
れ
た
漁
法
と
し
て
記
述
が
見
え

る
が
、
同
地
区
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、

『
慣
行
録
』
に
は
、
「
坪
網

ハ
他
漁
ノ
有
害
ト
ナ
ル
ヲ
以
テ
例
年
十
月
二
十

日
ヨ
リ
翌
年
四
月
二
十
日
迄
共
二
陰
暦
ヲ
其
漁
期
卜
定
メ
タ
リ
」
「坪
網

ハ

常
置
漁
具
ニ
シ
テ
魚
ノ
通
過
ヲ
横
断
シ
他
ノ
漁
業
ヲ
妨
害
ス
ル
コ
ト
甚
シ
」

（
い
ず
れ
も
深
江
村
記
事
）
と
あ
り
、
当
時
、
坪
網
漁
と
他
漁
と
の
ト
ラ

ブ
ル
が
多
か

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ハ
エ
ナ
ワ
漁

（釣
漁
）

ハ
エ
ナ
ワ
漁

（
ノ
ベ
ナ
ワ
と
も
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
、
深
江
地
区
で
瀬

打
瀬
網
漁
、

ハ
エ
ナ
ワ
漁
な
ど
を
営
ん
で
い
た
松
下
辰
市
氏
の
事
例
と
青
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木
地
区
で
打
瀬
網
漁
を
行

っ
て
い
た
東
野
新

一
氏
が
冬
期
の
み
行

っ
て
い

た
事
例
と
二
例
を
取
材
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
漁
期
、
操
業
時
間
が
異
な

る
の
で
、
二
例
を
列
挙
す
る
。
仕
掛
け

。
括
り
図
は
松
下
辰
市
氏
に
よ
る
。

∧
深
江

。
松
下
辰
市
氏
∨
六
月
～
八
月
は
ゥ
ナ
ギ
を
と
る
が
、
こ
の
期

間
は
主
に
瀬
打
瀬
網
に
従
事
し
て
い
る
の
で
、
合
間
に
出
か
け
る
程
度
で

あ
る
。
九
月
～

一
月
半
ば
ま
で
ア
ナ
ゴ
、
十
二
月
～
五
月
は
マ
ハ
ゼ

・
カ

レ
イ
を
釣

っ
た
。
打
瀬
網
漁
を
す
る
漁
師
は
あ
ま
リ

ハ
エ
ナ
ワ
漁
は
し
な

か

っ
た
。

ふ
る
い
の
よ
う
な
形
を
し
た
入
れ
物

（
ハ
チ
）

一
つ
に
釣
針
を
つ
け
た

釣
糸
約
二
二
〇
本
～
二
五
〇
本
を
入
れ
た
。
松
下
氏
の
使

っ
て
い
た
船
は
、

昭
和
二
十
年
代
に
深
江
の
船
大
工
に
頼
ん
で
造

っ
た
電
気
チ
ャ
ッ
カ
エ
ン

ジ
ン
付
き
の
五
尋
半

（約
八

。
三
材
）
の
船
で
、　
一
回
の
漁
に

一
七
～
二

〇

ハ
チ
を
持

っ
て
行

っ
た
。
釣
糸
の
本
数
は
用
意
し
た
エ
サ
の
分
量
等
で

異
な
る
。
水
面
と
平
行
に
走
る
親
糸
か
ら

一
尋

（約

一
・
五
房
）
ご
と
に

つ
る
し
た
枝
糸
に
エ
サ
の
つ
い
た
釣
針
を
く
く
り
つ
け
る
仕
掛
け
と
な

っ

て
い
た
。
船
で
沖
に
出
て
、
親
糸
の
糸
端
を
結
び
付
け
た
オ
モ
リ
石
を
お

ろ
し
、
そ
の
上
に
目
印
ウ
キ
を
浮
か
べ
る
。
端
を
オ
モ
リ
石
で
固
定
し
た

後
は
、
船
べ
り
に
つ
く

っ
た
木
の
台
の
上
に
ハ
チ
を
置
き
、
船
を
進
め
る

と
自
然
に
糸
が
海
中

へ
お
り
て
い
く
。
針
の
部
分
が
ち
ょ
う
ど
海
底
に
つ

く
ぐ
ら
い
に
し
た
。　
一
ハ
チ
に
入

っ
て
い
た
糸
を
全
て
下
ろ
す
と
、
親
糸

の
最
後
に
次
の
ハ
チ
の
親
糸
の
端
を
結
び

つ
け
て
、
続
け
て
下
ろ
し
て
い

く
。
こ
の
と
き
、
簡
単
に
ほ
ど
け
る
よ
う
に
輪
を
残
し
て
ト
ン
ボ
結
び
に

し
た
。
最
後
ま
で
下
ろ
す
と
、
冬
期
な
ど

一
旦
帰
る
場
合
は
下
ろ
し
始
め

と
同
様
に
オ
モ
リ
石
と
目
印
ウ
キ
を
つ
け
る
。
短
時
間
で
上
げ
る
場
合
は

そ
の
ま
ま
船
で
待
機
し
、
糸
を
上
げ
な
が
ら
元
の
と
こ
ろ
へ
戻

っ
て
い
く
。

糸
を
た
ぐ
り
、
魚
が
か
か

っ
て
い
る
と
釣
針
の
き
わ
で
糸
を
切

っ
て
、
魚

を
イ
ケ
ス
ヘ
入
れ
、
糸
は
元
の
ハ
チ

ヘ
一戻
し
た
。
二
五

ハ
チ
あ
る
と
、
深

江
か
ら
大
阪
湾
の
入
日
ま
で
い
け
た
と
い
う
。

慣
れ
と
る
者
は
き
れ
い
に
上
げ
と
る
し
、
下
手
な
者
は
く
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

上
げ
る
。
ハ
チ
に
上
げ
る
手

（糸
を
引
っ
張
る
強
さ
な
ど
手
の
動
き
）
は
決

ま

っ
と

る

。

ア
ナ
ゴ
は
特
に
漁
場
は
決
ま

っ
て
い
な
か

っ
た
が
、
カ
レ
イ
を
釣
る
時

は
神
戸
沖

（今
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
沖
）
に
出
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

カ
レ
イ
は
砂
場
で
な
く
下
が
荒
い
と
こ
ろ
に
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
を
選
ん
で
釣
針
を
下
ろ
し
た
。
網
を
ひ

っ
か
け
る
障
害
物
が
多
い
場
所

で
は
打
瀬
網
が
漁
を
し
な
い
の
で
、
共
存
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
方
が
都

合
が
よ
か

っ
た
。

カ
レ
イ
の
場
合
、
朝
八
時
頃
糸
を
下
ろ
し
、
三
〇
分
後
に
は
上
げ
始
め

る
。
昼
に
帰
宅
し
、
午
後
か
ら
次
の
漁
の
準
備
を
し
た
。
釣

っ
た
魚
は
翌

朝
の
市
に
出
し
た
。
ア
ナ
ゴ
の
場
合
、
夕
方
五
時
に
糸
を
下
ろ
し
、
三
〇
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写
真
１
２８
　
ハ
エ
ナ
ワ
の
餌
つ
け

明
石
　
昭
和
３３
年

か
で
筵
亀
終
ｔ
沐
筏
ｎ
園

分
後
に
上
げ
始
め
、
深
夜
、
帰
宅
し
た
。
翌
朝
、
市
場
に
魚
を
出
し
、
そ

れ
か
ら
次
の
漁
の
準
備
を
す
る
。
十
二
月

・
一
月
は
魚
の
動
き
も
少
な
い

の
で
、　
一
度
帰
宅
し
、
深
夜
十
二
時
に
再
び
沖

へ
出
て
、
糸
を
上
げ
た
。

朝
ま
で
か
か

っ
て
上
げ
た
魚
を
朝
の
市
場
に
出
し
、
午
後
か
ら
次
の
漁
の

準
備
を
し
た
。

エ
サ
は
ウ
ナ
ギ
は
ミ
ミ
ズ
、
ア
ナ
ゴ
は
イ
ワ
シ

・
サ
ン
マ

の
切
り
身
ま
た
は
イ
カ
ナ
ゴ

（二
月
～
九
月
）
、
カ
レ
イ
に
は
ゴ
カ
イ
を

使

っ
た
。
イ
ワ
シ

・
サ
ン
マ
は
深
江
の
市
場

で
求
め
、
ゴ
カ
イ
は
大
阪
、
イ
カ
ナ
ゴ
は
須

磨
に
買
い
に
行

っ
た
。
ミ
ミ
ズ
は
山

へ
取
り

に
行

っ
た
。

ハ
エ
ナ
ワ
の
技
術
の
中
心
は
正
確
な
サ
バ

キ
で
あ
る
。
サ
バ
キ
と
は
漁
の
前
に
ハ
エ
ナ

ワ
の
ハ
チ
の
準
備
を
す
る
こ
と
で
、
沖
で
糸

が
ス
ム
ー
ズ
に
速
く
下
り
る
か
ど
う
か
は
サ

バ
キ
の
技
術
に
か
か

っ
て
い
る
。
糸
が
細
い

ほ
ど
た
く
さ
ん
の
仕
掛
け
が
で
き
、
魚
の
食

い
も
い
い
が
、
サ
バ
キ
は
難
し
く
な
る
。
親

糸
と
枝
糸
、
釣
針
と
糸
が
ゆ
る
ま
な
い
よ
う

に
結
び
、
か
ら
ま
な
い
よ
う
に
順
序
良
く
糸

を

ハ
チ
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

も
速
さ
が
要
求
さ
れ
た
。
糸
に
結
ん
だ
釣
針
は
ハ
チ
の
上
部
の
藁
あ
て
に

引

っ
か
け
、
後
か
ら
餌
を
刺
し
た
。
松
下
氏
の
場
合
、
も
と
も
と
右
利
き

で
あ
る
が
、
左
手
で
糸
を
括
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
釣
針
を
持
ち
替
え
ず
に

ハ
チ
に
引

っ
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
速
い
サ
バ
キ
の
た
め
に
、
訓

練
し
て
左
手
で
結
ぶ
よ
う
に
し
た
と
い
う
。

親
糸
に
は
、
ま
ず
ヤ
ン
バ
糸
を
直
角
に
結
び
つ
け
、
そ
の
先
に
さ
ら
に

(武庫郡西ノ宮町)『兵庫県漁具図解』

写真-29 ハゼ延縄構造並使用図
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細
い
先
糸
を
結
ん
だ
。
親
糸
と
ヤ
ン
バ
糸
の
結
び
に
は
ガ

ニ
結
び
を
、
ヤ

ン
バ
糸
と
先
糸
の
結
び
に
は
巻
結
び
を
使

っ
た
。
先
糸
は
魚
が
か
か

っ
て

切

っ
て
も
、
次
の
漁
で
は
そ
の
ま
ま
釣
針
を
結
ん
で
使
用
す
る
が
、
短
く

な
る
と
ヤ
ン
バ
糸
の
と
こ
ろ
か
ら
新
し
い
先
糸
を
結
び
直
し
た
。

釣
針
と
先
糸
の
結
び
方
は
地
域
に
よ

っ
て
異
な
り
、
淡
路

。
兵
庫
な
ど

で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
下
括
り
に
対
し
深
江
周
辺
で
は
巻
括
り
が
多

か

っ
た
と
い
う
。
松
下
氏
は
淡
路
か
ら
働
き
に
来
た
若
い
衆
か
ら
教
わ

っ

た
下
括
り
で
結
ん
で
い
た
。
下
括
り
は
複
雑
な
括
り
だ
が
、
釣
針
が
か
ら

ま
わ
り
せ
ず
、
抜
け
に
く
い
の
で
タ
イ
な
ど
大
物
狙
い
に
適
し
て
い
た
と

い
う
。
釣
針
は
カ
レ
イ
で
六
分

（約
二

・
三
帝
房
）
、
ア
ナ
ゴ
で
八
～
九

分

（約
二
～
三

・
四
寺
房
）
だ

っ
た
。
カ
レ
イ
は
活
か
し
た
ま
ま
で
持

っ

て
帰
ら
な
い
と
値
が
安
い
の
と
、

ハ
ゼ
が
同
時
に
か
か
る
た
め
、
あ
え
て
、

カ
レ
イ
に
は
小
さ
目
の
釣
針
を
使

っ
て
い
た
。

さ
ら
で
、
こ
し
ら
え
す
る
折
り
は
な

（全
く
新
し
く
仕
掛
け
を
つ
く
る
時

は
）、
初
め
て
の
者
は
こ
う
や
っ
て
両
手
で
糸
を
引
っ
張
っ
て
、
金

尋
の
間

隔
を
測
っ
て
）
枝
糸
を

（親
糸
に
）
つ
け
と
る
や
ろ
。
わ
し
ら
、
も
う
、
わ

か
っ
と
る
も
ん
。
手
で
繰
り
も
っ
て
、
あ
あ
、
こ
れ
で
一
尋
や
、
思
っ
て
、

括
る
さ
か
い
に
速
い
。
人
が
一
つ
括
る
間
に
二
つ
も
二
つ
も
し
と
っ
た
よ
。

糸
は
戦
前
は
木
綿
糸
だ

っ
た
が
、
戦
後
、
ナ
イ
ロ
ン
糸
が
出
て
、
腐
り

に
く
い
ナ
イ
ロ
ン
に
変
え
た
。
購
入
は
戦
前
は
深
江
に
あ

っ
た
店
で
買

っ

た
が
戦
後
は
な
く
な

っ
た
の
で
、
明
石

へ
買
い
に
い
く
よ
う
に
な

っ
た
。

ハ
チ
の
枠
は
城
崎
産
の
も
の
を
明
石
で
購
入
し
た
。
割

っ
て
薄
く
削

っ
た

竹
を
網
目
状
に
組
ん
で
枠
に
あ
け
た
穴
に
固
定
し
、
底
を
つ
く

っ
た
。
上

部
に
つ
け
る
釣
針
を
引

っ
掛
け
る
た
め
の
藁
あ
て
は
近
く
の
農
家
で
藁
を

家ボ珀釜
先糸
(1尺 )

要拒と巻括り 0

1ハ チ分 220～ 250本

(220尋～250尋 )

17～ 20ハチ

図-37 ハエナワ漁の仕掛け図
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わ
け
て
も
ら

っ
て
自
分
で
約

っ
て
糸
で
と
め
た
。

播
州
の
農
家
が
売
り
に
き
た
。
前
回
置
い
て
い
っ

欝

」
Ｉ
Ｕ
ｌ
ｒ
ｌ

ム

り
ら
ｒ
に
０

蜘の『脚悧国山呻々
細　申

甲
、

一３９　　嘲

図
　
　
　
　
　
／

ン
＼
　
　
　
　
　
図
　
　
※

釣
針
は
夏
冬
の
二
回
、

た
釣
針
代
を
次
の
と
き

に
支
払
う
と
い
う
仕
組
み
に
な

っ
て
い
た
。

∧
青
木

。
東
野
新

一
氏
∨

（
一
月
～
二
月
）

長
さ
六
尋

（約
九

。
一

房
）
の
船
で

一
〇
〇
〇
房
ほ
ど
の
沿
岸
で
行
う
。
昼
間
の
内
に
エ
サ
を

つ

け
、
午
後
三
時
か
ら
沖

へ
出
て
仕
掛
け
を
し
、
朝
三
時
ぐ
ら
い
ま
で
置
い

て
お
い
て
引
き
上
げ
に
行

っ
た
。　
一
ハ
チ
ニ
○
○
～
二
八
〇
本
の
釣
り
糸

を

つ
け
た
も
の
を

で

一
二
～

一
三

ハ
チ
持
参
し
た
。

ウ
ナ
ギ
と
ア
ナ
ゴ
は
餌

に
イ
ワ

シ
を
開

い
た
切
り
身
を
使
う
。　
ハ

ゼ
や
カ
レ
イ
は
ゴ
カ
イ
を
使
う
。

餌
の
都
合
で
と
る
魚
が
決
ま

っ
た
。

ウ
ナ
ギ
は
沿
岸

の
石
場

（
テ
ト
ラ

ポ

ッ
ト
の
あ
る
あ
た
り
）

で
獲

っ

た
。
　
ハ
ゼ
、

ア
ナ
ゴ
、

カ
レ
イ
は

沖

へ
仕
掛
け
た
。

ア
ナ
ゴ
が
主

で

一
回
の
漁

で
四

〇
本
か
ら
五
〇
本
か
か
れ
ば

い
い

方
だ

っ
た
。　
ハ
エ
ナ
ワ
は
底
曳
き

の
船

に
切
ら
れ
た
り
し
て
効
率
が

悪
く
、
冬
期

の
漁
は
後

に
は
効
率

写真-30 タコ釣具
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の

い

い
ケ
タ

に
変

え

た
。タ

コ
釣
漁
（釣
漁
）

商
売
に
は
し
て
い

な
い
。
イ
カ
釣
と
よ

く
似
た
釣
具
に
エ
サ

の
小
ガ

ニ
を
く
く
り

つ
け
、
タ
コ
を
釣

っ

た
。タ

コ
壷
漁

（釣
漁
）

縄
に
タ
コ
壷
を
た
く
さ
ん
つ
け
て
沈
め
、
引
き
揚
げ
て
中
に
入

っ
た
タ

コ
を
獲
る
。
深
江
で
は

一
軒
だ
け
や

っ
て
い
た
。

イ
カ
釣
漁

（釣
漁
）

商
売
に
は
し
て
い
な
い
。
遊
び
や
自
家
用
の
漁
。
獲

っ
た
の
は
マ
イ
カ
。

お
も
り
と
針
を
つ
け
た
釣
具
に
エ
サ
の
イ
ワ
シ
の
切
り
身
な
ど
を
固
定
し
、

図
１
４２
　
イ
カ
釣
具
の
エ
サ
の
つ
け
方

第二章 漁業に生きる人々

写真-32 イカ釣具

夜
間
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
イ
カ
を
お
び
き
寄
せ
て
釣

っ
た
。

一
本
釣
漁

（釣
漁
、
八
月
末
～
十

一
月
）

サ
ワ
ラ

・
サ
ゴ
シ
を
狙
う
。
い
る
時
は
タ
チ
ウ
オ
も
獲

っ
た
。

エ
サ
は

サ
ワ
ラ
が
ヒ
ラ
ゴ
イ
ワ
シ
、
タ
チ
ウ
オ
が
ド
ジ

ョ
ウ
。
イ
ワ
シ
は
お
ろ
し

て
中
骨
を
抜
く
。
こ
う
す
る
と
エ
サ
が
ま
わ
ら
ず
、
生
き
て
い
る
よ
う
に

揺
れ
る
。
ひ
と
つ
の
船
か
ら
両
舷
に
二
つ
ず
つ
さ
お
を
出
し
て
釣

っ
た
。

戦
前
、

エ
ン
ジ
ン
船
が
で
き
る
ま
で
は
、
夏
の

「
ニ
ガ
シ
オ
」
で
近
海

で
漁
が
で
き
な
く
な

っ
た
打
瀬
網
漁
の
漁
師
た
ち
が
、
風
の
具
合
な
ど
を

見
て

一
本
釣
か
打
瀬
網
漁
か
を
決
め
、
沖

へ
逃
げ
た
魚
を
追

っ
て
、
須
磨

・

淡
路
ま
で
も
出
漁
し
た
。　
一
本
釣
の
こ
と
を

「
ハ
シ
リ
」
と
も
呼
ぶ
。
網

漁
に
比
べ
て
効
率
が
悪
い
う
え
に
エ
サ
を
買
い
付
け
に
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か

っ
た
の
で
、
「
ハ
シ
リ
だ
け
で
食
う
に
は
兵
糧
が
い
る
」
と
い
わ

れ
、
余
裕
が
な
い
と
で
き
な
か

っ
た
。
イ
ワ
シ
は
深
江
の
浜
で
と
れ
る
カ

タ
ク
チ
イ
ワ
シ
で
は
な
か

っ
た
の
で
、
大
阪
や
神
戸
、
遠
く
は
和
歌
山
ま

で
買
い
に
い
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
漁
師
の
妻
の
仕
事
で
数
軒
で
ま
と

ま

っ
て
、
買
い
に
行

っ
た
。

写真-31 タコ壺
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三
節

浜
の
暮
ら
し

禁
忌
と
信
仰

風
と
波
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
漁
に
出
掛
け
る
漁
師
た
ち
に
は
、
昔
か

ら
侵
し
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
た
禁
忌
が
あ

っ
た
。
『
慣
行
録
』

に
も

「
滑
魚
、　
一
尾
凡
二
十
貫
ノ
量
ア
リ
其
形
餞
ノ
ゴ
ト
シ
、
又

ハ
大
亀
網

ニ

入
ル
ト
キ

ハ
直

二
放
流
ス
ル
ノ
例
ナ
リ
、
蓋
シ
滑
魚

ハ
人
ノ
亡
魂
ナ
リ
大

亀

ハ
鰯
ヲ
追
ヒ
来
ル
ノ
恩
ア
リ
ト
信
ス
ル
ニ
ヨ
ル
ト
云
フ
○
漁
家

二
産
婦

ア
ル
ト
キ

ハ
一
週
間
出
漁
セ
サ
ル
ノ
例
ナ
リ
、
蓋
シ
産
褥

ニ
ヨ
リ
海
上
異

変
ア
ル
ヲ
恐
ル
ニ
ヨ
ル
ト
云
フ
」
釜
戸
屋
村

・
深
江
村
）
と
い
う
記
事
が

あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
強
制
力
も
昭
和
に
入
り
、

エ
ン
ジ
ン
船
に
切
り
変
わ

っ

て
い
く
に
従
い
、
少
し
ず
つ
弱
く
な

っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
聞
き
取
る
こ

と
の
で
き
た
主
な
タ
ブ
ー
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

ヘ
ビ

。
イ
タ
チ
を
見
た
ら
沖
に
出
な
い
。

船
に
女
を
の
せ
な
い
。

船
の
中
の
出
産
を
嫌
う
。

出
産
し
た
日
に
は
漁
は
し
な
い
。

一
月
七
日
、
九
日
の
初
漁
は
避
け
る
。

空
で
帰
る
に
通
じ
る
の
で
オ
カ
ラ
は
食
べ
な
い
。

大
亀
が
地
曳
網
に
入

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ゲ
ン
が
い
い
と
言

っ
て
、
酒

一
升
を
飲
ま
せ
て
海
に
放
し
て
や

っ
た
。

ま
た
、
船
内

の
最
後
部

の
ヘ

ヤ
部
分
に
神
棚

が
あ
り
、
戎
さ

ん
の
札
や
金
毘

羅
さ
ん
の
札
を

あ
げ
る
。
イ
ワ

シ
の
運
搬
船
な

ど
の
場
合
、

エ

ン
ジ
ン
室

に
札

を

あ

げ

た

。

「
フ
ナ
ダ

マ
サ

ン
」
と
呼
び
、

正
月
に
は
お
供

え
し
た
。
ま
た
、

正
月
は
早
朝
か

ら
船

へ
行
き
、

写真-33 大漁旗をあげる新造船 青木漁港 昭和34年
日生で新造 した愛知船
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写真-34 阿波屋

(右)と 稲荷丸

の大漁旗

ミ
ヨ
シ
か
ら
順
番
に
お
神
酒

を
か
け
る
家
も
あ

っ
た
。

神
社
等

へ
の
参
詣
は
家
々

に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
深
江

地
区
の
花
谷
松
夫
氏
に
よ
る

と
、
四
～
五
月
の
船
曳
漁
の

網
お
ろ
し
の
と
き
に
は
西
宮

戎
に
参

っ
て
い
た
。
戦
後
、

数
回
、
網
屋
や
打
瀬
漁
師
も

一
緒
に
な

っ
て
、
船
を
三
艘

ぐ
ら
い
仕
立
て
て
、
金
毘
羅

さ
ん

へ
参

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
と
い
う
。
講
な
ど
を
組
ん
で
定
期
的
に
行

う
参
詣
は
な
か

っ
た
と
い
う
。

地
曳
網
の
網
元
は
、
そ
の
年
初
め
て
地
曳
網
を
行
う
前
と
ド

ロ
メ
ン
を

獲
る
前
に
は
戎
さ
ん
に
お
参
り
し
て
札
を
も
ら
う
。
地
曳
網
の
フ
ク
ロ
網

の
先
端
に
つ
け
る

一
斗
樽

（戎
樽
）
を
持
参
し
、
札
は
そ
の
中
に
入
れ
て

も
ら

っ
た
。
前
年
の
水
揚
げ
が
悪
い
と
き
は
、
樽
そ
の
も
の
を
作
り
直
し

た
。
樽
の
上
面
に
は

「
エ
ビ
ス
」
と
書
い
て
も
ら

っ
た
。

『
慣
行
録
』
の
芦
屋
村

・
深
江
村
の
記
事
に
は
、
「
出
漁
セ
ン
ト
ス
ル
時

其
手
配
り
全
ク
終
ル
ヲ
網
卸
卜
称
へ
家
族
及
雇
夫
等
ヲ
集
メ
祝
宴
ヲ
催
ス
、

又
漁
期
終
り
雇
夫
ヲ
解
雇
セ
ン
ト
ス
ル
時
モ
網
揚
ケ
ト
称

へ
酒
肴
ヲ
以
テ

之
ヲ
饗
応
ス
○
鰯
大
漁
ノ
時

ハ
之
レ
ヲ
祝
シ
テ
漁
夫
等
へ
手
拭
等
ヲ
与
フ

ル
ノ
例
ナ
リ
」
と
あ
り
、
青
木
、
西
青
木
で
も
同
様
の
祝
い
を
し
て
い
た

と
あ
る
。

ま
た
、
青
木

。
西
青
木
村

・
横
屋
村

・
魚
崎
村
の
記
事
と
し
て
、
「
漁

夫
ノ
信
仰
ス
ル
神

ハ
西
宮
戎
神

ニ
シ
テ
漁
期
中

ハ
時
々
同
社

二
集
り
大
漁

ヲ
祈
ル
、
但
シ
大
漁
ア
ル
ト
キ

ハ
之

二
審
ス
ル
ノ
例
ナ
リ
」
と
い
う
の
が

見
え
る
。

船
を
新
し
く
造
る
と
親
戚
な
ど
が
大
漁
旗
を
贈

っ
て
祝

っ
た
。
大
安
の

日
を
選
ん
で
大
漁
旗
を
飾
り
、
船
お
ろ
し
す
る
。
深
江
地
区
で
は
五
月
と

九
月
の
祭
日
、
青
木
地
区
で
は
正
月
に
大
漁
旗
で
船
を
飾
る
の
が

一
般
的

だ

っ
た
。
イ
ワ
シ
の
船
曳
網
漁
で
は
大
漁
の
際
、
大
漁
旗
を
あ
げ
た
が
、

打
瀬
船
で
は
ほ
と
ん
ど
の
船
が
あ
げ
な
か

っ
た
。
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漁
師
青
年
の
組
織

戦
前
は
若
者
組
織
と
し
て
農
家
漁
家
関
係
な
く

一
五
歳
に
な
る
と
、
若

中
に
入
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
若
中
は
祭
り
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、

一
五
～
二

一
歳
は
ダ
ン
ジ
リ
、
三
二
歳
～
二
七
歳
は
ミ
コ
シ
を
担
当
す
る
。

し
か
し
、
若
中
制
度
を
と
る
と
、
よ
そ
の
若
中
が
無
礼
講
で
入

っ
て
き
て

悪
事
を
働
く
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
、
戦
後
は
オ
カ

・
ハ
マ
で
別
に
あ

っ

た
青
年
組
織
が
合
同
で
参
加
す
る
形
と
な

っ
た
。

オ
カ
の
組
織
は
青
年
団
だ
が
、

ハ
マ
の
若
者
組
織
は
四
Ｈ
ク
ラ
ブ
と
い

い
、
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
ご
ろ
に
結
成
さ
れ
、
昭
和
四
十
年

（
一
九
六
五
）
前
後
ま
で
活
動
し
て
い
た
。
須
磨

・
垂
水
を
合
む
広
域
的

な
職
能
青
年
組
織
で
、
漁
師
の
若
者
が
漁
や
養
殖
な
ど
の
工
夫
に
つ
い
て

情
報
交
換
し
、
親
睦
を
し
た
。
現
在
、
須
磨
で
盛
ん
な
ノ
リ
養
殖
も
こ
の

ク
ラ
ブ
の
つ
て
で
、
当
初
深
江
が
取
り
組
み
、
そ
の
後
、
道
具
類
を
須
磨

に
譲

っ
た
経
緯
が
あ
る
。
四
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
県
大
会
で
深
江
の
網
の
モ
ド
リ

（ジ

ョ
ウ
ゴ
）
に
つ
い
て
発
表
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

働
く
女
性
た
ち

深
江

。
青
木
地
区
で
は
漁
師
の
妻
が
船
に
乗
る
の
は
稀
だ

っ
た
と
い
う
。

タ
ブ
ー
と
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
し
、
打
瀬
船
は
比
較
的
少
数
の

乗
組
員
で
足
る
漁
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
戦
後
は
後
継
者
の

問
題
も
あ

っ
て
か
、
夫
婦
で
船
に
の
っ
て
い
る
例
も
聞
か
れ
た
。
夜
漁
の

時
期
な
ど
は
女
性
は
残
り
少
な
い
睡
眠
時
間
を
削

っ
て
家
事
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
た
い
へ
ん
だ

っ
た
と
い
う
。

浜
関
係
の
女
性
の
仕
事
と
し
て
は
、
後
述
す
る
イ
リ
コ
加
工
業
で
の
労

働
や
魚
屋
商
売
が
あ
る
。
（写
真
１
４４
～
４８
参
照
）
テ
ン
グ
リ
網
や
瀬
打

瀬
な
ど
を
す
る
小
規
模
な
漁
師
の
妻
が
魚
屋
と
し
て
、
売
り
に
ま
わ
る
こ

と
も
多
か

っ
た
。

ま
た
、
船
に
乗
り
組
む
こ
と
は
な
く
て
も
、
明
け
方
、
市
に
魚
を
出
す

と
き
に
は
必
ず
夫
婦
で
出
か
け
た
。
セ
イ
ロ
を
水
で
濡
ら
す
な
ど
魚
を
整

理
す
る
際
の
手
伝
い
を
す
る
の
が
常
だ

っ
た
と
い
う
。

四
節
　
漁
業
の
周
辺
産
業

市
場
と
魚
屋

昭
和
五
年

（
一
九
二
〇
）
の

『
兵
庫
県
水
産
会
概
要
』
に
掲
載
さ
れ
た

魚
市
場

一
覧
を
み
る
と
、
本
庄
村
に
は
、
飯
田
生
魚
定
市
場

（代
表
者

飯
田
藤
吉
、
取
扱
品
目

生
魚
）
と
青
木
魚
市
場

（代
表
者

天
王
寺
忠
左

衛
門
、
取
扱
品
目

生
魚
）

の
二
つ
の
魚
市
場
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

（写
真
１
３６
参
照
）
。

飯
田
生
魚
定
市
場
は
、
深
江
の
浜
の
戎
神
社
の
東
側
で
営
業
し
て
い
た
。

-256-
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当
初
は
深
江
漁
業
組
合
の
水
揚
げ
だ
け
を
扱

っ
て
い
た
が
、
大
正
初
期
に

事
業
を
拡
大
し
、
淡
路
島

。
四
国

・
九
州

・
朝
鮮
か
ら
買
い
付
け
た
。
サ

バ
な
ど
は
中
央
市
場
か
ら
買
う
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。
西
宮
や
大
石
か

ら
も
仲
買
い
が
買
い
に
く
る
大
き
な
市
場
だ

っ
た
が
、
昭
和
十
六
年

（
一

九
四

一
）
戦
時
の
統
制
経
済
政
策
に
よ

っ
て
統
合
さ
れ
、
戦
後
は
漁
業
組

合
が
直
接
販
売
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
付
近
で
は
、
脇
浜
、
青
木
、
深
江
、

西
宮
等
に
も
市
場
が
あ
り
、
漁
師
は
、
値
段
な
ど
に
よ
り
、
魚
を
出
す
市

場
を
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
決
ま

っ
た
仲
買
い
と
売
り
買
い

し
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

飯
田
修
氏
に
よ
る
と
、
家
族

。
従
業
員
を
あ
わ
せ
て
、
五
～
六
人
か
ら

一
〇
人
が
勤
め
、
朝
二
時
に
は
起
床
し
て
漁
師
か
ら
の
水
揚
げ
や
入
荷
し

た
魚
を
受
け
入
れ
、
五
時
～
六
時
か
ら
セ
リ
に
か
か

っ
た
。
セ
リ
を
す
る

こ
と
を

「振

っ
て
い
る
」
と
も
言
う
。
セ
リ
の
時
の
手
合
図
は
神
戸
の
市

場
と
同
じ
で
大
阪
の
合
図
と
は
少
し
異
な

っ
て
い
た
。
販
売
が

一
段
落
し

た
後
、
売
り
上
げ
帳
面
を
整
理
し
、
漁
師
ひ
と
り
ひ
と
り
の
売
れ
高
を
記

し
た
仕
切
り
状
を
書
く
。
手
数
料
は

一
割
で
あ
る
。

十
二
時
か
ら
家
で
昼
寝
す
る
。
夜
も
八
時
に
は
寝
る
な
ど
、
漁
や
入
荷

に
あ
わ
せ
て

一
日
を
使

っ
て
い
た
。
夏
場
は
翌
日
ま
で
魚
を
活
か
し
て
お

く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
昼
漁
に
出
る
漁
師
が
帰

っ
て
く
る
時
間
に
あ

わ
せ
て
正
午
前
後
に
昼
市
が
立

っ
た
。
真
冬

・
真
夏
は
比
較
的
入
荷
が
少

な
く
ひ
ま
だ

っ
た

と
一言
う
。

料
理
屋
向
き
の

一
番
上
等
の
品
物

を
最
初
に
せ
り
売

り
し
、
そ
の
他
の

も
の
は
、
箱
に
氷

詰
め
し
、　
一
箱
い

く
ら
の

「箱
モ
ノ
」

と
し
て
取
引
さ
れ

た
。
タ
イ

・
ス
ズ

キ

。
ハ
モ
・
カ
レ

イ

。
イ
セ
エ
ビ

。

ク
ル
マ
エ
ビ
な
ど

が
料
理
屋
向
き
の

高
級
魚
と
さ
れ
る

が
、

む
し
ろ
、

「
上
等

の
魚
」

と

は

「
イ
ケ

（鮮
度

が
よ
い

。
造
り
に

写真-35 飯日の魚市場 昭和39年頃
左側が魚市場 。右は神戸市魚類人工乾燥試験所
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な
る
と

の
魚
の
こ
と
で
、
こ
れ
以
外
の
魚
を

「
ジ
」
と
呼
ん
だ
。

魚
は
直
前
に
し
め
る
と
か
た
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
漁
師
が
市
に
出

す
前
に
首
筋
を
し
め
た
。
首
を
た
た
い
て
鰭
が
ピ
ン
と
立

つ
も
の
、
シ
ッ

ポ
が
曲
が
る
も
の
が
、
造
り
に
な
る
い
き
の
よ
い
魚
と
さ
れ
た
。
朝
、
帰

り
ぎ
わ
に
と

っ
た
魚
は
元
気
が
い
い
が
す
ぐ
固
く
な
り
、
身
が
割
れ
て
造

り
に
な
ら
な
か

っ
た
と
い
う
。
宵
に
と

っ
た
も
の
は
腹
の
中
の
も
の
を
消

化
し
て
し
ま

っ
て
い
て
、
色
艶
が
よ
く
、
値
が
高
か

っ
た
と
い
う
。

商
品
は
、
近
海
で
と
れ
る
ス
ズ
キ

・
ハ
モ

・
カ
レ
イ

・
タ
チ
ウ
オ

・
シ

ラ
サ
エ
ビ

ｏ
ア
シ
ア
カ
エ
ビ

・
ア
カ
ガ
イ
な
ど
の
ほ
か
、
他
所
か
ら
仕
入

れ
る
ク
ル
マ
エ
ビ

ｏ
ハ
リ
イ
カ

・
ケ
ン
ザ
キ

・
タ
イ

。
マ
グ

ロ
。
ブ
リ
な

ど
が
あ

っ
た
。　
一
般
家
庭
向
け
に
は
、
イ
ワ
シ
の
地
曳
網
な
ど
に
よ
く
入

る
サ
バ
、
ア
ジ
や
ケ
ツ
ク
サ
レ
と
呼
ば
れ
る
イ
カ
、
小
さ
な
エ
ビ
ジ
ャ
コ

も
扱
わ
れ
て
い
た
。

市
場
で
人
気
が
あ
る
こ
と
を

「
ボ
ン
ナ
カ
が
い
い
」
と
言
う
。
時
化
の

翌
日
は
淡
路
な
ど
の
沖
合
漁
が
で
き
ず
、
近
海
漁
の
魚
の
み
に
な
る
の
で
、

値
が
高
か

っ
た
。

春
は
イ
サ
ギ
・丸
ア
ジ
・
ハ
モ
が
よ
い
。
産
卵
期
に
入
る
タ
イ
ｏヒ
ラ
メ
・サ

ヮ
ラ
な
ど
は
味
が
も
う
ひ
と
つ
。　
一
般
的
に
夏
の
方
が
魚
の
味
が
い
い
。

青
木
魚
市
場
は
現
在
の
青
木
二
丁
目
に
あ
り
、
市
場
は
最
初
個
人
経
営

だ

っ
た
が
、
途
中
で
組
合
経
営
に
変
わ

っ
た
。
四
国
か
ら
も
魚
が
水
揚
げ

さ
れ
て
い
た
。
青
木
地
区
の
漁
師
も

深
江
地
区
と
同
様
、
獲
れ
た
魚
を
、

青
木
の
市
場
に
持

っ
て
行

っ
て
も
よ

い
し
、
深
江
の
市
場
や
神
戸
の
中
の

島
中
央
市
場
、
大
阪
の
中
央
市
場
な

ど

へ
持

っ
て
い
っ
て
も
よ
か

っ
た
。

付
近
の
漁
師
は
同
じ
も
の
を
と

っ
て

い
る
た
め
、
青
木
の
市
場
で
は
買
い

た
た
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
も

の
を
見
て
判
断
し
た
と
い
う
。

美

庫

縣

水

産

會

概

要

　

　

一
　

・■

一

障
縣
殉
水
産
製
進
，

ｍ
『
棒
坤

一
一
一一
一
一
一
一

，

写
真
１
３６
　
兵
庫
県
水
産
会
概
要

下
は
青
木
魚
市
場

。
飯
田
生
魚
定
市
場
が
記

載
さ
れ
て
い
る
箇
所

一牌
鞄
胡
濯
辞
一Ｗ
残
騨

一瑞
君
碑

．』

世
一一一本
一
爾

″

オ
■

‐殿…‐
一
体

．次

族
一
藤

輝
一
分

岸

一野
一
熊
　
苦

加

・音
「
川
　
町

〓
一
滞

一士
ｉ
古

策
・水

■

し

ゑ

産

一
中

一豊
Ｉ

百

■

粂

〓

次

郎

鞠

一

一肘
≡
　
　
　
一〓

・口
●
何
影
町

一

同
一　
一嶋
尾
村
　
一

川
遊
都
酉
谷
対

有
馬
郡
三
田
町

一

口

　

一■
騨
打

日
　
山
日
村

加
東
淋
雄
・
町
・

珈
音
秘
加
古
引
町

同

　

二
Я
町

祠
・　
阿
悧
村

同
　
　
　
　
．

同
　
　
高
砂
町

高本!者

?.寿 :守 |

|1生1年

魚1質 1魚

定た定
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第二章 漁業に生きる人々

市
場
で
魚
を
買

っ
て
い
く

「魚
屋
」
は
、
消
費
者
や
料
理
屋
な
ど
に
小

売
り
す
る
ほ
か
、
自
家
で
仕
出
し
屋
を
か
ね
る
こ
と
も
あ
る
。　
一
般
家
庭

へ
売
る
場
合
も
今
の
魚
屋
と
は
違

っ
て
、
店
を
構
え
て
客
が
来
る
の
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
振
り
売
り
と
い
い
、
タ
ラ
イ
に
氷
詰
め
し
た
魚
を
天
秤

棒
で
運
び
、
得
意
の
家
に
売
り
に
行

っ
た
り
、
荷
車
な
ど
で
配
達
し
て
ま

わ

っ
た
。
芦
屋
あ
た
り
ま
で
売
り
に
い
く
こ
と
も
あ

っ
た
。
漁
師
の
妻
な

ど
が
魚
を
売
り
に
行
く
こ
と
も
あ
り
、
魚
屋
は
非
常
に
多
く
、
浜
は
活
気

が
あ

っ
た
と
い
う
。
店
を
構
え
る
と
い
う
の
は

「
仕
出
し
屋
」
を
す
る
こ

と
で
、
そ
の
た
め
に
は
魚
に
つ
い
て
の
専
門
知
識
と
料
理
が
で
き
る
こ
と

が
必
要
だ

っ
た
。

魚
屋
は
魚
の
扱
い
を
知
っ
て
、
お
ろ
せ
て
一
人
前
。
だ
か
ら
、
料
理
屋
や
仕

出
し
屋
に
入
っ
て
、
料
理
を
習
う
。
振
り
売
り
で
魚
を
売
る
の
は
素
人
さ
ん
。

イ
ワ
シ
加
工
業
―
イ
リ
屋

文
献
で
見
る
と
、
『
慣
行
録
』
に
は
、
深
江
村
の
記
事
と
し
て
、
「
鰯

ハ

本
村

二
於
テ
専
ラ
肺
雑
子

二
製
ス
ル
故
之
ヲ
煎
屋
へ
販
売
シ
代
金

ハ
一
ヶ

月
六
回
、
三
八
ノ
日
二
取
引
ヲ
ナ
ス
。
出
買
卜
称
シ
西
宮
地
方
ヨ
リ
当
村

海
岸

二
来
ル
モ
ノ
ア
リ
、
此
徒
へ
即
金
ヲ
以
テ
販
売
ス
ル
コ
ト
ア
リ
」
と

あ
る
。
ま
た
、
『
兵
庫
県
水
産
会
概
要
』
（昭
和
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
煮
千

イ
ワ
シ
製
造
業
者
と
し
て
、
本
庄
村
深
江
で

一
〇
軒

（鎌
田
末
吉
、
鎌
田

伊
之
助
、
鎌
田
寅
蔵
、
濱
田
元
吉
、
鎌
田
鶴
松
、
野
田
徳
松
、
増
井
み
つ
、

寺
田
音
吉
、
阪
上
元
吉
、
東
井
栄
蔵
）
、
煮
千
イ
ワ
シ
を
取
り
扱
う
取
引

業
者
と
し
て
、
本
庄
村
で
二
軒

（引
中
芳
松
、
西
日
丑
松
）
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
深
江
の
浜
の
地
曳
網
で
と
れ
る
カ
タ
ク
チ

イ
ワ
シ
は
釜
ゆ
で
し
て
千
し
、
主
に
ダ
シ
ジ
ャ
コ
用
の
イ
リ
コ
と
し
て
出

荷
し
た
。
深
江
に
は

「
イ
リ
屋
」
「
加
工
屋
」
と
呼
ば
れ
る
加
工
業
者
は

一
八
軒
あ

っ
た
が
、
戦
後
、
深
江
加
工
協
同
組
合
と
な
り
、
共
同
で

一
号

か
ら
三
号
ま
で
三
カ
所
の

「
ナ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
る
工
場
を
持

っ
た
。
そ
れ

以
外
に
も
、
伊
勢
か
ら
来
た
イ
リ
ャ
が
イ
ワ
シ
の
獲
れ
る
期
間
だ
け
戎
神

社
の
北
側
で
加
工
業
を
営
ん
で
い
た
。
セ
イ
ロ
の
形
が
伊
勢
型
の
方
が
細

長
い
な
ど
、
道
具
に
若
干
の
違
い
が
あ

っ
た
と
い
う
。
ナ
ヤ
の
外
側
に
は

一
面
に
イ
ワ
シ
千
し
の
セ
イ
ロ
が
並
べ
ら
れ
、
魚
市
場
と
と
も
に
浜
の
活

気
あ
る
風
景
の

一
部
と
な

っ
て
い
た
。
加
工
を
行
う
期
間
は
イ
ワ
シ
漁
の

あ
る
四
月
～
十

一
月
で
、
冬
期
は
出
稼
ぎ
な
ど
に
出
る
家
も
あ

っ
た
。
青

木
地
区
に
は
加
工
業
を
営
む
家
は
な
か

っ
た
。

イ
ワ
シ
加
工
業
は
自
家
営
業
を
中
心
と
し
、
各
家
は
担
当
す
る
ナ
ヤ
が

決
ま

っ
て
い
て
、
普
段
は
男
性
の
み
が
仕
事
を
し
た
。
イ
ワ
シ
が
よ
く
と

れ
て
忙
し
い
時
は
、
各
家
か
ら

一
人
ず
つ
女
性
が
手
伝
い
に
出
る
。
そ
れ

で
も
追
い
つ
か
な
い
時
は
、
近
所
の
勤
め
人
の
妻
な
ど
を
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

的
に
雇
い
、
魚
の
選
別
作
業
な
ど
に
従
事
し
て
も
ら

っ
た
。
三
号
ナ
ヤ
を
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写
真
１
３７
　
セ
イ
ロ

例
に
と
る
と
、
男
性
六
人
女
性
四
人
で
働
い
て
い
た
と
い
う
。
女
性
の
働

き
手
を
出
す
家
と
出
さ
な
い
家
が
あ
る
の
で
、
女
性
は
働
い
た
日
数
だ
け

を
も
ら
い
、
男
性
の
場
合
は
全
体
の
利
益
を

一
八
軒
で
分
け
る
と
い
う
形

に
な

っ
て
い
た
。

イ
ワ
シ
の
獲
れ
具
合

に
よ

っ
て
仕
事

の
量
が
決
ま
る
上
、
潮
風
、
炎
天

写
真
１
４０
　
箕

下
の
浜

で
イ
ワ
シ
を
千
す
作
業
は
大
変
な
重
労
働
だ

っ
た
。

カ
ゴ

一
つ
に
二
〇
貫
か
ら
三
二
貫
も
イ
ワ
シ
が
入

っ
て
い
る
か
ら
、
一肩
は

痛
い
し
足
は
砂
の
中
に
は
ま
り
こ
む
し
。

イ

ワ
シ
は
大
き
さ

の
順

に
、
大
羽

（
オ
オ
バ

。
約

一
〇
カ
ン
房
）
・
中
羽

（
チ

ュ
ウ
バ

。
約
七
カ
ン
房
）
。
小
羽

（
コ
バ

・
約
五
寺
房
）
。
ド

ロ
メ
ン
と

写
真
１
３８
　
オ
ン
バ

写
真
１
３９
　
バ
イ
ス
ケ
と
担
い
棒

ムシロ干 し後のイヮシを紙袋に入れるときに、箕を使っ

て、ゴミを払い落とす
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第二章 漁業に生 きる人々

呼
ば
れ
、
大
羽

。
中
羽

。
小
羽
は
イ
リ
コ
、
中
で
も
小
さ
め
の
も
の
を
カ

エ
リ
ま
た
は
カ
エ
リ
チ
リ
メ
ン
と
も
呼
ん
だ
。
ド
ロ
メ
ン
は
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ

コ
と
し
て
出
荷
さ
れ
た
。
ま
た
、
正
月
前
は
オ
セ
チ
料
理
の
タ
ヅ
ク
リ
用

に
小
羽
程
度
の
大
き
さ
の
イ
ワ
シ
を
ゆ
で
ず
に
干
し
た
。

よ
い
イ
リ
コ
は
皮
を
か
ぶ
り
、
よ
く
乾
燥
し
て
い
る
。
獲
れ
す
ぎ
た
と

き
な
ど
並

べ
切
れ
ず
、
腹
が
出
る
な
ど
品
物
が
傷
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ

■
‐‐■，■

，
一■
■
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ■
■
一

〇
写
真
１
４‐
　

ン゙
ョ
ウ
ゴ

紙
袋
に
入
れ
る
と
き
に
使
用
し
た

①
写
真
１
４２
　
ト
オ
ン

大
小
の
魚
の
選
別
に
使
用
し
た

る
。
皮
が
ぼ
る
ば
ろ
に
な

っ
た
こ
の
よ
う
な
二
級
品
の
こ
と
を

「
皮
カ
ブ

リ
」
に
対
し
て

「
ハ
ダ
カ
」
と
呼
ん
だ
。

大
漁
で
加
工
が
追
い
つ
か
な
い
時
に
は
、
そ
の
ま
ま
、
ま
た
は
油
を
絞

っ

て
カ
ラ
カ
ラ
に
干
し
た
も
の
を
、
肥
料
と
し
て
出
し
た
。
肥
料
は
大
和
の

方
の
桃
を
作

っ
て
い
る
農
家
が
買
い
に
き
て
い
た
と
い
う
。
絞

っ
た
油
は

一
斗
カ
ン
に
詰
め
て
、
石
け
ん
材
料
と
し
て
業
者
に
売

っ
て
い
た
。

イ
ワ
シ
の
加
エ
エ
程

イ
ワ
シ
の
加
工
工
程
を
み
て
み
よ
う
。

①
　
浜
に
イ
ワ
シ
を
載
せ
た
船
が
つ
く
と
、
加
工
屋
が
集
ま
り
、
網
元
か深江 昭和25～ 30年

写真-43 イワシを船から運ぶ

-261-



ら
イ
ワ
シ
を
買
う
。
普
通
で

一
回
に

一
〇
〇
〇
貫

（約
二

・
七
五

ン
ト
）

あ
が

っ
た
と
い
う
。
ケ
ン
チ
マ
ス
で
竹
カ
ゴ
に
魚
を
移
し
、
目
方
を
量

っ

て
加
工
屋

へ
引
き
渡
す
。

②
　
担
い
棒
を
使
い
、
二
人
で

一
つ
の
バ
イ
ス
ケ

（
二
〇
～
三
二
貫
Ｈ
約

七
五
～
八
二
ま
）
を
ナ
ヤ
ま
で
運
ぶ

（女
性
の
場
合
）
。
後
に
リ
ヤ
カ
ー

を
使
う
よ
う
に
な

っ
た
。

③
　
ァ
ジ
や
サ
バ
な
ど
他
の
魚
が
交
じ

っ
て
い
れ
ば
、
シ
ッ
ク
イ
バ
と
呼

ば
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
ひ
い
た
広
い
場
所
に
広
げ
て
、
選
り
分
け
る
。

ァ
ジ
、
サ
バ
は
箱
に
氷
詰
め
に
し
た
。
こ
れ
を
タ
テ
ル
と
言
い
、
明
石

の
魚
市
場
の
昼
市

へ
持

っ
て
い
く
。
た
く
さ
ん
あ
る
時
は
、
車
に
積
ん

で
、
夜
中
に
走
り
、
三
田

・
京
都

。
岡
山
な
ど
の
朝
市
に
出
荷
す
る
。

ヒ
ラ
ゴ
イ
ワ
シ
が
と
れ
た
時
も
同
様
に
す
る
。

④
　
ハ
ン
ギ
リ
に
入
れ
た
イ
ワ
シ
を
セ
イ
ロ
で
す
く

っ
て
ひ
ろ
げ
、
セ
イ

ロ
を
重
ね
て
オ
ン
バ
に
載
せ
、
滑
車
を
使

っ
て
大
釜
に
沈
め
て
、
塩
ゆ

で
す
る
。
燃
料
は
古
く
は
マ
キ
だ

っ
た
が
、
後
に
重
油
に
変
わ

っ
た
。

チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
は
直
径
三
〇
カ
ン
ほ
ど
の
竹
か
ご
に
の
せ
て
ゆ
で
る
。

⑤
　
さ
め
て
か
ら
、
セ
イ
ロ
を
ば
ら
し
て
干
す
。
ナ
ヤ
の
近
く
だ
け
で
な

く
、
随
分
遠
く
ま
で
干
し
に
い
っ
た
と
い
う
。

あ
ら
ゆ
る
道
に
干
し
た
。
朝
行
っ
た
ら
車
に
弊
か
れ
て
セ
イ
ロ
が
こ
わ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

⑥
　
一二
時
間
ほ
ど
干
し
た
後
、
カ
ラ
の
セ
イ

ロ
を
魚

の
の

っ
た
セ
イ

ロ
の

上
に
天
地
逆
に
し
て
重
ね
、
ク
ル
リ
と
ひ

っ
く
り
返
す
。

セ
イ
ロ
を
何
列
も
並
べ
る
の
で
、
み
ん
な
並
ん
で
、
返
し
て
い
く
。
返
し

方
が
下
手
だ
と
、
魚
が
か
た
よ

っ
た
り
こ
ば
れ
た
り
し
て
、
自
分
の
列
だ
け

な
か
な
か
進
ま
な
い
。

⑦
　
天
気
が
い
い
日
は
そ
の
ま
ま
夜
干
し
す
る
。
悪
く
な
り
そ
う
な
時
は
、

干
し
て
い
た
場
所
で
セ
イ
ロ
を
二
〇
段
ほ
ど
重
ね
た
も
の
を
二
つ
並
べ
、

ト
タ
ン
を
か
ぶ
せ
、
石
か
丸
太
で
重
し
を
す
る
。
翌
朝
半
乾
き
に
な
っ

た
ら
、
イ
ワ
シ
を
ム
シ
ロ
に
落
と
す
と
同
時
に
大
き
い
も
の
と
小
さ
い

深江 昭和25～30年

写真-44 計量 しに行 くところ

-262-



も
の
を
選
り
分
け
、　
一
面
に
広
げ
て
、
小
さ
い
も
の
で
半
日
、
大
き
い

も
の
で
丸
二
日
程
度
、
千
す
①

③
　
乾
き
過
ぎ
で
ポ
キ
ポ
キ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
適
当
に
手
で
寄
せ
て

写
真
１
４５
　
セ
イ
ロ
を
ひ
っ
く
り
返
す

深
江
　
昭
和
３２
年
ご
ろ

は
ば
ら
し
て
や
る
。
チ
リ
メ
ン
は
　
す
ぐ
乾
く
の
で
さ
わ
り
ま
わ
し
て

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
日
も
雨
が
続
く
と
炊
き
直
す
が
、
色
が

変
わ

っ
て
し
ま
う
の
で
値
は
安
く
な
る
。

第二章 漁業に生きる人々

浜戎の東にあった 3号納屋。後に見える煙突は 2号納屋のもの。

写
真
１
４６
　
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に
手
で
ば
ら
す

深
江
　
昭
和
２５
～
３０
年

写
真
１
４７
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③
　
干
し
あ
が

っ

た
ら
、
袋
に
入
れ

て
、
大
阪
や
神
戸

の
魚
市
場

（問
屋
）

へ
卸
す
。

イ
リ
屋
が
イ
ワ

シ
を
買
い
付
け
る

場
合
、
セ
リ
や
話

し
合
い
で
、
桶

一

杯
の
単
価
を
決
め

る
場
合
と
、　
一
つ

の
イ
リ
屋
と
網
元

の
直
接
交
渉
で
船

一
つ
分
の
イ
ワ
シ

を
丸
ご
と
買

っ
て

し
ま
う
方
法
が
あ
っ

た
。
船
買
い
は

「
め

っ
そ
」
と
呼
ば
れ
た
。
「
め

っ
そ
」
と
は
、
目
分
量
、

つ
ま
り
勘
と
い
う
意
味
で
、
魚
の
大
き
さ
、
船

へ
の
積
み
具
合
、
捨
て
て

し
ま
う
こ
と
と
な
る
不
揃
い
な
イ
ワ
シ
が
何
割
ぐ
ら
い
あ
る
か
、
を
す
ば

や
く
見
て
と
り
、
金
額
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
め

っ
そ
」
だ
と
、

イ
ワ
シ
の
目
方
を
量
ら
な
く
て
も
よ
い
の
で
、
大
漁
で
い
ち
い
ち
量
る
の

が
面
倒
な
と
き
に
、
よ
く
行
わ
れ
た
。
目
利
き
で
資
本
力
の
あ
る
イ
リ
ヤ

で
な
い
と
難
し
い
買
い
付
け
方
法
だ

っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
権
利
を
持

っ
て
独
立
す
る
家
も
あ
り
、
深
江
浜
の
埋
め
立
て

と
と
も
に
廃
業
し
た
。

製
氷

・
氷
販
売
業

鮮
魚
の
保
存
に
必
須
で
あ

っ
た
氷
商
売
も
漁
業
と
と
も
に
歩
ん
だ
業
種

で
あ
る
。
戦
前
は
、
昭
和
五
～
六
年

（
一
九
二
〇
～
三

一
）
に
創
業
し
た

地
元
の
岩
本
氷
店
が
漁
業
関
係
の
水
を

一
手
に
商

っ
て
い
た
が
、
戦
後
、

飲
料
水
用
の
氷
を
冷
蔵
用
に
使
う
の
は
コ
ス
ト
が
あ
わ
な
く
な
り
、
西
宮

の
別
業
者
に
変
わ

っ
た
。
同
店
は
取
引
先
を
飲
食
関
係
の
業
者
に
変
え
、

現
在
も
営
業
を
続
け
て
い
る
。

漁
業
用
の
水
は
七
～
九
カ
月
の
季
節
商
売
だ

っ
た
が
、
最
盛
期
に
は
相

当
の
量
が
出
て
い
た
と
い
う
。
当
時
は
各
家
庭
に
も
木
製
の
冷
蔵
庫
が
あ

り
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
は
家
庭
に
水
を
配
達
し
た
り
、
他
の
仕
事
に
日
雇
い

に
出
た
り
し
て
、
生
計
を
さ
さ
え
た
。

魚
市
場
の
仲
買
い
が
買

っ
た
魚
の
保
存
用
に
小
日
に
買
い
に
来
る
の
と
、

地
曳
網
の
網
元
が
イ
ワ
シ
の
冷
蔵
用
に
買
い
に
来
る
大
口
が
主
な
取
引
だ

っ

た
。氷

は
、
早
朝
、
帝
国
製
氷
と
い
う
製
造
業
者
か
ら
ワ
ラ
ム
シ
ロ
を
敷
い

写真-48 ダシジャコの計量 深江 昭和25～30年
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第二章 漁業に生きる人々

た
自
転
草

で
運
ん
だ
。
魚
市
場

で
の
セ
リ
売
り
を
終
え
た
仲
買

い
や
振
り

売
り
の
魚
屋
が
七
時
過
ぎ
に
や

っ
て
て
く
る
。　
三
舎
員
を

一
枚
と
し
て
仕

入
れ
た
水
を
、
そ
の
前
に
売
り
や
す
い
単
位
に
切

っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

いう
な
い
。（仲

買
い
が
来
て
か
ら
で
は
）
間
に
あ
わ
ん
と
い
う
の
で
、
の
こ
ぎ
り
で

四
貫
目
ず
つ
切
り
落
と
し
て
、
板
の
上
に
ダ
ー
と
並
べ
て
シ
ー
ト
を
か
け
て

お
く
。
そ
れ
ま
で
一
仕
事
で
す
わ
。

イ
ワ
シ
が
大
量
に
と
れ
る
と
、
イ
リ
ヤ
に
渡
す
ま
で
氷
を
詰
め
て
お
か

な
い
と
、
傷
ん
で
商
品
に
な
ら
な
く
な
る
。

こ
れ
は
、
イ
リ
ヤ
と
網
元
が

話
し
あ

っ
て
、
ど
ち
ら
が
費
用
を
も

つ
か
決
め
、
頼
ん
で
く
る
。
仲
買

い

向
け
の
氷
は
塊

で
売
り
、
仲
買

い
が
自
分
で
運
ん
で
適
当
に
割
る
が
、
地

曳
網
向
け
の
場
合
は
短
時
間
で
イ
ワ
シ
が
骨
ま
で
締
ま
る
よ
う
に
砕

い
た

細
か
い
氷
を
使
う
。
氷
屋
が
配
達
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
し
網
元

の
若

い
衆

が
取
り
に
く
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
地
曳
網

の
網
元
と
の
話
し
合

い
で
互

い

に
出
資
し
て
、

モ
ー
タ
ー

つ
き
の
砕
氷
機
を
買

っ
て
使
用
し
て
い
た
が
、

多
い
時
は

一
〇
〇
枚
も
出

て
、
砕
氷
作
業
に
三
時
間
も
か
か

っ
た
と
い
う
。

モ
ー
タ
ー
の
機
械
が
入
る
前
は
手
回
し
で
、
重
労
働
だ

っ
た
。

手
回
し
で
氷
を
割
る
の
は

（網
元
か
ら
）
な
ん
ば
力
が
強
い
若
い
衆
が
来
て

も
、
二
日
で
、
も
う
よ
う
行
か
ん
、
と
い
う
ぐ
ら
い
の
重
労
働
だ

っ
た
。

民
俗
編
　
狂憂

〓
早
　
参
考
文
献

新
修
神
戸
市
史
編
集
委
員
会

『
新
修
神
戸
市
史
』
産
業
経
済
編
Ｉ
、
神
戸
市
、　
一

九
九
〇

「
新
修
神
戸
市
史
編
集
史
料
６
　
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
」
『
神
戸
の
歴
史
』

一
六

号
、
神
戸
市
、　
一
九
八
六

「史
料

兵
庫
県
漁
業
慣
行
録

戯
水
漁
業
之
部

抄
」
『
地
域
史
研
究
』
五
巻

一
号
、

尼
崎
市
地
域
研
究
史
料
館
、　
一
九
七
五

尼
崎
市
教
育
委
員
会

『
尼
崎
の
漁
業
』

一
九
八
八

知
多
市
教
育
委
員
会

『
知
多
半
島
の
漁
掛
文
化
』
知
多
市
文
化
財
資
料
第
２‐
集
、

一
九
八
五

寺
岡
貞
頴

『
打
瀬
船
』
知
多
市
民
俗
資
料
館
、　
一
九
八
〇

二
重
県
立
博
物
館

『
打
瀬
船
』

一
九
七

一

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

『
瀬
戸
内
海
及
び
周
辺
地
域
の
漁
排
用
具
と
習
俗
』

一
九
七
八

日
本
学
術
振
興
会

『
明
治
前
日
本
漁
業
技
術
史
』

一
九
五
九

磯
辺
広
好

『
お
う
ぎ
の
あ
ゆ
み
』
青
木
財
産
区
管
理
会
、　
一
九
七
二

神
戸
市
立
本
庄
小
学
校

『
本
庄
の
う
つ
り
か
わ
り
』

一
九
八
〇

津
田
豊
彦
ほ
か

『
近
畿
の
生
業
２

漁
業

・
諸
職
』
明
玄
萱
房
、　
一
九
八

一

岩
井
宏
賞
ほ
か

『
民
具
研
究

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』
雄
山
閣
、　
一
九
八
五

芦
屋
市
立
美
術
博
物
館

『
手
々
か
む
イ
ワ
シ
い
ら
ん
か
ぇ

±戸
屋
の
海
と
暮
し
』

一
九
九
六

加
藤
成

一
『
木
船
構
造
術
』
博
文
館
、　
一
九
〇
六
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堀
内
雅
文

『大
和
型
船
―
航
海
技
術
編
』
成
山
堂
書
店
、　
一
九
八
二

平
賀
大
蔵

「伊
勢
湾
二
重
県
沿
岸
の
打
瀬
漁
」
「
年
報

海
と
人
間
ｂ
』
海
の
博
物

館
、　
一
九
八
八

下
久
保
意
子

・
望
月
友
二

「深
江
の
漁
業
に
つ
い
て
」
『史
料
館
だ
よ
り
』

一
六

号
、
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
、　
一
九
九

一

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館

『特
別
展
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

さ
か
な
を
と
る
―
深
江

の
漁
業
を
た
ず
ね
て
』
一
九
九

一

大
阪
府
漁
業
史
編
さ
ん
協
議
会

『大
阪
府
漁
業
史
』

一
九
九
七

小
藤
政
子

「泉
佐
野
の
漁
業
と
そ
の
背
景
」
『日
根
荘
総
合
調
．査
報
告
書
』
（財
）

大
阪
府
理
蔵
文
化
財
協
会
、　
一
九
九
四

小
藤
政
子

「大
阪
の
漁
船

『和
泉
打
瀬
』
の
う
つ
り
か
か
り
」
『一大
阪
春
秋
』
三

〇
号
、　
一
九
八
一
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第二章 祭礼と歩むまち

第
一垂
早

祭
礼
と
歩
む
ま
ち

祭
り
と
い
う
観
点
で
本
庄
地
域
を
見
る
時
、
祭
り
は
深
江

・
青
木
と
、

西
青
木
の
二
つ
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

深
江

・
青
木
は
、
中
世

・
近
世
に
お
い
て
森

。
中
野

・
小
路

。
北
畑

・

田
辺

・
三
条

・
津
知
と
と
も
に
本
庄
に
属
し
、
稲
荷
神
社
と
保
久
良
神
社

の
氏
子
で
あ

っ
た
。
し
か
し
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
の
分
離
令
に
よ

っ

て
、
そ
れ
ま
で
三
社
を
氏
神
と
し
て
き
た
本
庄
九
カ
村
は
、
ど
ち
ら
か

一

社
の
氏
子
に
な
る
こ
と
を
迫
ら
れ
、
深
江

。
青
木
は
森
と
と
も
に
稲
荷
神

社
の
氏
子
と
な

っ
た
。

一
方
西
青
木
は
、
岡
本

。
野
寄

。
田
中

・
住
吉

・
魚
崎

・
横
屋
と
と
も

に
山
路
庄
に
属
し
、
本
住
吉
神
社
の
氏
子
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
二
十
二
年
の
市
制

・
町
村
制
に
よ
り
、
深
江

。
青
木

・

西
青
木
は
合
併
し
て
本
庄
村
と
な

っ
た
が
、
氏
子
の
関
係
は
変
わ
ら
ず
、

深
江

・
青
木
は
稲
荷
神
社
の
氏
子
と
し
て
、
西
青
木
は
本
住
吉
神
社
の
氏

子
と
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

他
に
、
深
江
に
は
大
日
霊
女
神
社
、
青
木
に
は
八
坂
神
社
、
西
青
木
に

は
春
日
神
社
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
節
　
稲
荷
神
社
の
卯
の
葉
祭
り

稲
荷
神
社
の
卯
の
葉
祭
り

（例
大
祭
）
は
、
か
つ
て
五
月
十
九
日
が
宵

宮
、
二
十
日
が
本
官
と
し
て
、
三
日
間
に
渡

っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
稲
荷

神
社
の
氏
子
は
森

・
深
江

。
青
木
の
三
地
区
で
、
こ
の
二
地
区
が
森

。
深

江

。
青
木
の
順
番
で
交
代
で
み
こ
し
を
か
い
た
。

宵
官
の
日
は
、
各
地
区
が

一
台
ず
つ
持

っ
て
い
る
だ
ん
じ
り
が
地
区
内

を
回
り
、
夕
刻
に
稲
荷
神
社

へ
の
宮
入
り
を
行

っ
た
。

本
宮
の
日
は
み
こ
し
行
列
が
、
前
日
に
宮
入
り
し
た
二
台
の
だ
ん
じ
り

を
従
え
、
稲
荷
神
社
か
ら
稲
荷
筋
を
通

っ
て
、
大
日
霊
女
神
社
境
内
の
お

旅
所
ま
で
渡
御
を
行

っ
た
。
そ
し
て
み
こ
し
は
八
坂
神
社
を
経
由
し
た
の

ち
、
か
き
番
の
地
区
を
ま
わ

っ
た
。
か
き
番
以
外
の
地
区
で
は
、
自
地
区
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の
だ
ん
じ
り
が
地
区
を
ま
わ

っ
た
。
み
こ
し
は
夕
刻
に
稲
荷
神
社

へ
戻
り
、

宮
入
り
を
行

っ
て
本
宮
を
終
え
た
。
（
日
絵
写
真
参
照
）

な
お
こ
の
祭
り
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
終
わ
り
か
ら
二
十
年
ほ
ど
中
断

し
た
の
ち
、
昭
和
六
十

一
年

（
一
九
八
六
）
に
再
興
さ
れ
、
そ
の
年
か
ら

日
程
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
五
月
二
日

・
四
日
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

１
　
祭
り
を
担
う
組
織

深
江
の
組
織

昭
和
三
十
年
代
ま
で
の
深
江
で
は
、
「若
仲

（わ
か
な
か
と

「
世
話
人
」

「
ウ
チ
ワ
持
ち
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
祭
り
を
支
え
て
い
た
。

若
仲
と
は
、
数
え
で

一
六
歳
か
ら
二

一
歳
の
、
祭
り
に
参
加
す
る
男
子

の
こ
と
で
あ
り
、
年
船
別
の

「組
（く
み
こ

と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
い
た
。
ま
た
二
年
に

一
度
の
み
こ
し
を
担
ぐ
年
に
は
、
三
二
歳
か

ら
二
七
歳
の
年
齢
別
の
組
も
作
ら
れ
た
。

だ
ん
じ
り
を
曳
く
若
年
者
グ
ル
ー
プ
で
は
、　
一
番
年
長
の
二

一
歳
の
組

が
責
任
者
で
あ
り
、
組
の
全
員
が

「棒
鼻

（
ぼ
う
ば
な
こ

と
呼
ば
れ
た
。

み
こ
し
の
か
き
番
の
年
は
、
み
こ
し
を
担
ぐ
年
長
者
グ
ル
ー
プ
の
中
で
は
、

二
七
歳
の
組
が
責
任
者
で
あ
り
、
こ
れ
も
組
の
全
員
が
棒
鼻
と
呼
ば
れ
た
。

若
仲
を
構
成
す
る
年
齢
別
の
組
に
は
、
土
地
の
人
な
ら
誰
で
も
入
れ
た

が
、
中
心
は
漁
師

・
商
売
人
で
あ
り
、
他
に
大
工
、
建
築
の
手
伝
い
を
す

る
人
、
農
家
や
会
社
勤
め
の
人
が
い
た
。

|.工 :ゝ

透 :

欅雪ゴ 選B''士)r
写真-1 稲荷筋の元深江池付近を練る昭和24年ごろのみこし 後ろに森、

弓場から借 りただんじりを従えている。かき番は青木。
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同
じ
組
の
人
は

「
ト
モ
」
と
呼
ば
れ
た
。
か
つ
て
若
仲
を
経
験
し
た
人

は
、
同
じ
歳
の
友
達
を
今
で
も
ト
モ
と
呼
ぶ
。
若
仲
の
間
で
は
、
家
に
冠

婚
葬
祭
の
行
事
が
あ
れ
ば
お
互
い
に
手
伝
う
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
り
、

「
ト
モ
の
た
め
な
ら
兄
弟
と
も
喧
嘩
す
る
」
と
言

っ
た
そ
う
で
あ
る
。

若
仲
た
ち
は
、
五
月
に
入
る
と
適
当
な
空
き
家
や
家
の
空
き
部
屋
、
例

え
ば
奥
の
間
や
三
階

一
間
を
借
り
て
、
組
ご
と
に

「
ヤ
ド
」
を
し
た
。
同

じ
歳
の
ト
モ
の
家
を
貸
し
て
も
ら
う
組
も
あ

っ
た
し
、
ト
モ
以
外
に
毎
年

貸
し
て
く
れ
る
家
を
持

つ
組
も
あ

っ
た
。
し
か
し
使
い
方
が
荒
く
畳
を
傷

め
て
し
ま
い
、
次
の
年
に
は
も
う
貸
し
て
く
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
起

こ
っ
た
。
借
り
賃
と
し
て
あ
ま
り
お
金
を
払
わ
な
い
の
に
、
人
が
出
入
り

し
て
畳
が
傷
む
た
め
、
冗
談
な
が
ら
も

「
畳
代
置
い
と
け
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
も
あ
る
。

戦
後
は
、
ヤ
ド
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
会
費
を
納
め
て
ハ
チ

マ
キ
と
ジ

ン
ベ
用
の
反
物
を
渡
し
て
も
ら
い
、
当
日
祭
り
に
参
加
す
る
、
と
い
う
形

式
に
な

っ
た
。
若
仲
に
入

っ
て
も
祭
り
に
参
加
し
な
い
と
、
会
費
で
ハ
チ

マ
キ
を
買

っ
た
だ
け
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
若
仲
に
入

っ

た
者
は
ほ
と
ん
ど
祭
り
に
参
加
し
た
。

世
話
人
と
は
、
だ
ん
じ
り
や
み
こ
し
に
つ
い
て
歩
き
、
地
区
の
人
が
差

し
出
す
祝
儀
を
受
け
取

っ
て
歩
い
た
り
、
も
め
ご
と
が
発
生
し
た
時
の
謝

り
役
と
な
る
人
の
こ
と
で
、
地
区
の
三
〇
歳
以
上
の
男
性

一
四
～
五
人
が

務
め
た
。
毎
年
ほ
ぼ
同
じ
人
が
な
る
た
め
、
世
話
人
と
し
て
若
仲
や
村
の

人
々
と
顔
な
じ
み
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
も
め
ご
と
の
仲
裁
も
し
や
す
か

っ

た
が
、
毎
年
祝
儀
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
辛
い
面
も
あ

っ

た
。
世
話
人
に
な
る
人
は
、
三
〇
歳
ぐ
ら
い
か
ら
見
習
い
と
し
て
祭
り
に

参
加
し
、
五
五
歳
く
ら
い
ま
で
務
め
る
こ
と
が
多
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

ウ
チ
ワ
持
ち
と
は
、
若
仲
を
終
え
た
二
八
歳
か
ら
、
世
話
人
と
し
て
認

知
さ
れ
る
三
〇
歳
ま
で
の
者
で
、
祭
り
に
参
加
す
る
有
志
を
指
し
た
。
文

字
ど
お
り
う
ち
わ
を
持

っ
て
だ
ん
じ
り
や
み
こ
し
の
か
き
手
を
励
ま
す
役

で
あ

っ
た
。

ま
た
み
こ
し
の
か
き
番
で
な
い
年
は
、
出
番
が
な
い
三
二
歳
以
上
の
年

長
者

一
〇
人
程
度
に
だ
ん
じ
り
曳
き
の
助

っ
人
を
依
頼
し
た
。
二

一
歳
以

下
の
若
仲
が
、
宵
宮
の
日
に
怪
我
を
し
た
り
急
遊
仕
事
で
祭
り
に
参
加
で

き
な
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と
に
備
え
る
た
め
で
あ
る
。

三
二
歳
以
上
の
年
長
者
に
助

っ
人
を
頼
む
の
は
、
二

一
歳
の
棒
鼻
た
ち

の
役
目
で
あ

っ
た
。
頼
む
時
に
は
酒
と
食
べ
物
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
終

わ

っ
た
後
に
は
世
話
人
と
同
じ
く
ら
い
の
額
の
礼
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
祭
り
当
日
い
ざ
力
が
必
要
と
い
う
場
面
で
は
、
年
長
者
は
既
に
酔

っ

払

っ
て
し
ま

っ
て
い
て
、
頼
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
か

っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
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若
仲
は
、　
一
年
に

一
度
し
か
な
い
だ
ん
じ
り
曳
き
の
機
会
を
、
な
る
べ

く
長
く
引
き
伸
ば
そ
う
と
し
て
、
運
行
を
管
理
す
る
世
話
人
と
い
さ
か
い

に
な

っ
た
。
他
の
地
区
が
か
き
番
の
年
は
、
み
こ
し
が
宮
入
り
す
る
ま
で

に
、
だ
ん
じ
り
を
稲
荷
神
社
境
内
に
据
え
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

で
き
る
だ
け
長
い
時
間
だ
ん
じ
り
を
曳
い
て
い
た
い
若
仲
は
、
な
か
な
か

稲
荷
神
社

へ
向
お
う
と
は
し
な
い
。
そ
し
て
時
間
ぎ
り
ぎ
り
に
な

っ
て
、

宮
入
り
の
た
め
に
だ
ん
じ
り
を
動
か
そ
う
と
し
た
頃
に
は
、
皆
が
疲
れ
て

し
ま
い
、
い
つ
の
ま
に
か
い
な
く
な
る
者
も
あ

っ
た
。

稲
荷
神
社
境
内
の
拝
殿

へ
と
向
う
東
側
の
道
は
、
だ
ん
じ
り
道
と
呼
ば

れ
る
川
沿
い
の
坂
に
な

っ
た
砂
利
道
で
、
さ
ら
に
最
後
が
段
に
な

っ
て
い

る
。
だ
ん
じ
り
を
曳
い
て
上
げ
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
と
、
力
が
な
い
と

言

っ
て
、
上
か
ら
見
て
い
る
見
物
人
に
笑
わ
れ
た
。
ま
た
、
道
が
川
に
張

り
出
す
よ
う
に
つ
い
て
い
る
の
で
、
だ
ん
じ
り
を
支
え
る
の
に
必
死
に
な

る
う
ち
、
道
を
踏
み
外
し
て
い
る
の
に
気
づ
か
ず
、
川

へ
落
ち
る
人
が
出

た
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
苦
労
の
末
に
拝
殿
の
前

へ
到
着
し
た
後
、
最
年
長
の
棒
鼻

た
ち
は
曳
き
手
が
全
員
揃

っ
て
い
る
か
を
確
認
し
た
。
き
ち
ん
と
最
後
ま

で
曳
い
た
人
で
祝
儀
を
分
け
た
い
と
思
う
の
は
人
情
で
あ
る
。
し
か
し

「
皆
お
る
か
」
と
聞
く
棒
鼻
に
姑
し
、
「
お
る
お
る
、
さ

っ
き
ま
で
お

っ
た

け
ど
、
ち
ょ
っ
と
小
便
に
行

っ
と
る
」
な
ど
と
同
じ
組
の
者
が
と
ぼ
け
て
、

本
当
は
途
中
で
い
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
人
が
、
さ
も
最
後
ま
で
曳
い
た

か
の
よ
う
に
ご
ま
か
す
こ
と
も
あ

っ
た
。

若
仲
の
制
度
は
戦
争
中
も
続
い
た
が
、
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）
頃

に
は
若
者
が
兵
隊
に
行

っ
た
の
で
、
若
仲
の
年
齢
を
超
え
た
人
も

一
緒
に

み
こ
し
を
担
い
だ
と
い
う
。

そ
し
て
戦
後
、
新
た
に
地
区
に
転
入
し
て
く
る
人
が
増
え
る
と
、
連
帯

感
の
維
持
が
難
し
く
な
り
、
ま
た
若
仲
に
入

っ
て
飲
酒
や
タ
バ
ヨ
な
ど
を

覚
え
る
と
い
っ
た
、
良
く
な
い
面
が
目
立

っ
て
き
た
。
昭
和
三
十
二
年
ま

で
は
若
仲
と
し
て
み
こ
し
を
担
ぐ
こ
と
が
で
き
た
が
、
次
の
み
こ
し
の
か

き
番
の
年
、
昭
和
三
十
五
年
は
組
別
に
組
織
さ
れ
た
若
仲
で
は
な
く
、
深

江
青
年
団
と
漁
業
組
合
の
青
年
団
が
共
同
で
み
こ
し
を
担
ぐ
こ
と
と
な

っ

た
。
そ
し
て
そ
の
年
を
最
後
に
、
み
こ
し
か
き
と
だ
ん
じ
り
曳
き
は
行
わ

れ
な
く
な

っ
た
。
稲
荷
神
社
で
の
神
事
と
、
大
日
霊
女
神
社

・
八
坂
神
社

で
の
神
事
は
行
わ
れ
た
が
、
み
こ
し
と
だ
ん
じ
り
が
動
か
さ
れ
る
こ
と
は

な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
祭
り
再
興
の
気
運
が
芽
生
え
始
め
た
昭
和
五
十
八
年
に
、

「
大
日
霊
女
神
社
奉
賛
会
」
と
呼
ば
れ
る
組
織
が
設
立
さ
れ
、
祭
り
が
再

興
さ
れ
た
今
日
ま
で
、
祭
り
に
関
す
る
す
べ
て
を
担

っ
て
い
る
。

青
木
の
組
織

青
木
で
は
、
数
え
で

一
二
歳
以
上
を

「若
仲

（わ
か
な
か
と
、
二

一
歳
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表-1 深江と青木の祭礼での年齢階層 以
上
を

「
兄
若

（あ
に
わ
か
と

と
い
い
、
兄
若
の
長
を

「
若
頭

（わ
か

が
し
ら
と

と
呼
ん
だ
。
ま
た
兄
若
の
上
限
で
あ
る
二
九
歳
を
越
え
て
、

み
こ
し
や
だ
ん
じ
り
を
曳
く
人
を

「年
若
」
と
い
い
、
み
こ
し
や
だ
ん
じ

り
を
曳
く
人
の
数
は
総
勢
で
六
〇
名
ほ
ど
に
な

っ
た
。

み
こ
し
と
だ
ん
じ
り
の
両
方
を
動
か
す
と
き
は
、
二
五
人
程
度
が
み
こ

し
を
か
き
、
残
り
の
人
が
だ
ん
じ
り
を
曳
い
た
。
み
こ
し
と
だ
ん
じ
り
の

ど
ち
ら
を
担
当
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
年
齢
に
よ
る
制
限
な
ど
は
な
く
、

み
こ
し
の
担
ぎ
手
全
肩
の
高
さ
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
優
先
し
て
メ
ン
バ
ー

を
決
め
た
。

み
こ
し
が
地
区
を
回
る
と
き
は
、
だ
ん
じ
り
は
八
坂
神
社
に
据
え
て
お

く
の
で
、
全
員

が
み
こ
し
に
つ

く
こ
と
が
で
き

る
が
、
担
ぐ
の

は
五
〇
人
ほ
ど

で
、
他
に

一
〇

～

一
五
人
が
後

ろ
に
つ
き
、
か

き
手
が
疲
れ
て

い
る
と
判
断
し

た
ら
、
適
宜
交
代
す
る
と
い
う
形
態
を
取

っ
た
。

祭
礼
全
体
に
つ
い
て
は

「
宮
総
代
」
が
責
任
を
負
い
、
そ
の
下
に
四
〇

人
ほ
ど
の

「
世
話
人
」
が
い
た
。
彼
ら
は
神
社
の
世
話
人
で
も
あ
り

「
ゆ

か
た
組
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

一
方
だ
ん
じ
り
の
運
行
全
体
の
責
任
を
負
う
長
老
役
を

「親
方
」
と
呼

び
、
祭
り
の
経
験
の
あ
る
五
〇
歳
ぐ
ら
い
の
人
が
な

っ
た
。
そ
し
て
祭
り

の
現
場
を
取
り
仕
切
る
人
を

「
帳
頭

（ち
ょ
う
が
し
こ

と
呼
び
、
そ
の

補
佐
役
と
し
て
二
人
の

「
副
頭

（
ふ
く
が
し
ら
と

と
二
人
の

「
会
計
」

を
置
い
た
。
ま
た
そ
の
下
に
、
世
話
人
と
同
じ
役
割
を
担
う

「若
年
寄
り
」

と
呼
ば
れ
る
、
「
年
若
」
と
同
じ
三
〇
歳
以
上
の
人
た
ち
が
い
た
が
、
そ

の
人
数
は
年
に
よ

っ
て
変
動
し
た
。

祭
り
の
前
に
は
、
若
頭
を
代
表
と
す
る
兄
若
が
反
物
と
青
竹
を
持

っ
て
、

世
話
人
や
若
年
寄
り
の
と
こ
ろ
へ
挨
拶
に
行
き
、
祭
り
当
日
に
は
世
話
人

た
ち
が
そ
の
青
竹
を
持

っ
て
、
若
仲
た
ち
に
指
示
を
出
し
た
。

青
木
で
は
祭
り
の

一
カ
月
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
年
齢
別
に
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
単
位
に

「
ヤ
ド
」
を
し
た
。
全
体
で
三
二
、
二
の
グ

ル
ー
プ
が
あ

っ
た
と
い
う
。

し
か
し
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）
に
は
、
若
者
が
兵
隊
に
行
き
若
仲

が
維
持
で
き
な
く
な

っ
た
の
で
、
青
年
団
と
消
防
団
を
解
体
し
て
作

っ
た

警
防
団
が
、
み
こ
し
を
担
い
だ
と
い
う
。

名   称 年 齢 役
空
口

深

江

地

区

世話人 30-55 14、 5人祝儀・謝り役

ウチワ持ち 23-30 かき手の励まし

若仲 (棒鼻) 22-27 3年毎 1こ みこしかき

16-21 毎年だんじりを曳く

青

木

地

区

の

役

職

と

階

層

親 方 50+ヽ

50前後

年若

年若

年若

山車関係最高責任者

帳頭 運行統括責任者

2人、帳頭の補佐副頭

会計

若年寄 り

2人

世話人役

若頭

副若頭

兄若 1人、だんじり指揮者

1人、若頭の補佐兄若

若
一若

年
一兄

30-50 体格に併せてみこしを

かついだり、だんじり
を曳 く

21-29

若仲 2-20

小若 -11 曳イ子にはカロわらな峰
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そ
し
て
昭
和
六
十

一
年
の
だ
ん
じ
り
再
建
の
の
ち
、
翌
六
十
二
年
に
設

立
さ
れ
た
青
木
郷
土
祭
り
復
興
奉
賛
会
が
、
平
成
二
年

（
一
九
九

一
）
に

青
木
祭
礼
奉
賛
会

へ
と
発
展
し
つ
つ
、
祭
り
を
資
金
面
で
支
え
て
い
る
。

ま
た
だ
ん
じ
り
の
運
営
と
保
守
は
青
木
地
車
保
存
会
が
行

っ
て
い
る
。

２
　
祭
り
の
日
程

宵
宮

深
江
で
は
、
宵
宮
の
日
の
だ
ん
じ
り
は
、
浜
街
道
よ
り
北
の

「
オ
カ
」

と
呼
ば
れ
る
地
域
を
先
に
回
り
、
次
い
で
浜
街
道
よ
り
南
の

「
ハ
マ
」
と

呼
ば
れ
る
地
域
を
回

っ
た
。
そ
し
て
夕
方
か
ら
稲
荷
神
社

へ
と
曳
い
て
い

き
、
「宮
入
り
」
を
行

っ
た
あ
と
、
だ
ん
じ
り
を
境
内
に
置
い
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
入

っ
て
だ
ん
じ
り
曳
き
を
止
め
る
ま
で
の
二
～
三
年

は
、
だ
ん
じ
り
を
稲
荷
神
社
ま
で
曳
か
ず
、
大
日
霊
女
神
社
の
境
内
に
置

い
て
宵
宮
を
終
え
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

青
木
で
は
、
宵
宮
と
は
本
宮
の
準
備
で
あ
り
、
翌
日
の
み
こ
し
渡
御
に

備
え
て
、
だ
ん
じ
り
を
稲
荷
神
社
に
据
え
置
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
宵

宮
に
地
元
を
広
範
囲
に
曳
い
て
回
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
あ
る
程
度
重

要
な
と
こ
ろ
を
回

っ
た
あ
と
は
、
稲
荷
神
社

へ
と
曳
い
て
い
き
、
宮
入
り

を
行

っ
た
。

み
こ
し
か
き
番
の
年
の
本
宮

本
宮
の
日
は
、
午
前
八
時
か
ら
稲
荷
神
社
で
神
事
が
行
わ
れ
、
み
こ
し

の
か
き
番
の
地
区
は
、
神
事
が
終
わ
る
時
刻
ま
で
に
稲
荷
神
社
に
到
着
で

き
る
よ
う
地
区
内
で
集
合
し
、
揃

っ
て
稲
荷
神
社

へ
向
か

っ
た
。
集
合
場

所
は
深
江
の
場
合
は
大
日
霊
女
神
社
、
青
木
の
場
合
は
八
坂
神
社
で
あ

っ

た
。
道
中
は
全
員
が
隊
列
を
組
み
、
翌
日
頭
取
り
（お
ん
ど
と
り
と

と

「
拍
子
木

（
ひ
ょ
う
し
ぎ
と

を
先
頭
に
、
伊
勢
音
頭
を
唄
い
な
が
ら
稲
荷

神
社
に
向
か

っ
た
。

神
事
が
終
わ
る
頃
に
到
着
し
た
人
々
は
、
み
こ
し
を
倉
か
ら
担
ぎ
出
し
、

拝
殿
前
に
据
え
た
。
み
こ
し
に
は
、
数
日
前
に
か
き
番
に
よ

っ
て
御
神
体

が
乗
せ
ら
れ
、
胴
体
に
サ
ラ
シ
が
巻
か
れ
て
い
る
。
ま
た
み
こ
し
の
屋
根

の
上
に
乗

っ
た
鳳
凰
の
飾
り
か
ら
、
み
こ
し
の
四
隅
に
向

っ
て
紐
状
の
サ

ラ
シ
を
張

っ
た
。
こ
の
作
業
は

「
ロ
ー
プ
締
め
」
と
呼
ば
れ
、
鳳
凰
の
飾

り
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
、
ま
た
み
こ
し
が
緩
ま
な
い
よ
う
に
、
全
体
を
締

め
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

午
前
十
時
、
み
こ
し
は
稲
荷
神
社
を
出
発
す
る
が
、
境
内
か
ら
出
る
ま

で
に
三
回
み
こ
し
を
止
め
る
決
ま
り
に
な

っ
て
い
た
。
ま
ず
拝
殿
前
で

「
み
こ
し
ふ
り
」
ま
た
は

「
が
ぶ
り
」
と
呼
ば
れ
る
所
作
を
行
う
。
音
頭

取
り
の
唄
う
み
こ
し
音
頭
に
続
い
て
、
担
ぎ
手
全
員
が
み
こ
し
を
担
ぐ
と
、

そ
の
ま
ま
上
下
動
し
、
位
置
を
変
え
ず
に
み
こ
し
を
振
る
の
で
あ
る
。
そ
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し
て
拍
子
木
の
合
図
と
と
も
に
肩
か
ら
下
ろ
し
、
下
に
据
え
る
。
次
に
み

こ
し
音
頭
が
唄
わ
れ
る
と
、
担
ぎ
手
は
再
び
み
こ
し
を
担
ぎ
上
げ
、
今
度

は
束
を
向
き
、
み
こ
し
を
振
り
な
が
ら
小
さ
な
歩
幅
で
詰
め
る
よ
う
に
進

ん
で
、
拝
殿
に
向

っ
て
右
手
の
遥
拝
所
の
前
に
据
え
る
。
そ
し
て
ま
た
み

こ
し
を
担
ぎ
上
げ
る
と
、
今
度
は
西
を
向
い
て
、
拝
殿
に
向

っ
て
左
手
の

写
真
１
２
　
み
こ
し
音
頭
披
露
　
平
成
１２
年

社
務
所
の
前
に
据
え
る
。
最
後
に
境
内
半
ば
に
あ
る
狭
く
急
な
石
段
を
降

り
、
鳥
居
か
ら
出
る
前
で
み
こ
し
を
下
し
た
。
石
段
は
急
勾
配
の
た
め
、

後
ろ
の
担
ぎ
手
は
前
方
が
よ
く
見
え
ず
、
前
の
担
ぎ
手
は
下
が
ろ
う
と
す

る
み
こ
し
の
重
量
を
支
え
な
く
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
足
が
滑
ら
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
必
要
も
あ
り
、
緊
張
す
る

一
瞬
で
あ

っ
た
。
ま
た
か
つ
て
は
、

皆
が
み
こ
し
ふ
り
を
や
り
た
が
り
、
担
い
だ
ま
ま

次
々
と
担
ぎ
手
が
交
代
す
る
た
め
、
み
こ
し
が
な

か
な
か
出
発
で
き
な
か

っ
た
そ
う
で
あ
る
。

写
真
１
４
　
稲
荷
神
社
境
内
の
み
こ
し

昭
和
３３
年

写
真
１
３
　
み
こ
し
ふ
り
　
平
成
５
年
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稲
荷
神
社
か
ら
大
日

霊
女
神
社
の
境
内
に
あ

る
お
旅
所
ま
で
は
、
稲

荷
神
社
の
参
道
で
あ
る

稲
荷
筋
を
下
る
。

渡
御
の
行
列
の
先
頭

は
猿
田
彦
、
次
に
楯
、

弓
、
峨
な
ど
の
祭
具
を

持

っ
た
子
供
や
大
人
、

馬
に
乗

っ
た
神
主
、
人
力
車
に
乗

っ
た
手
伝
い
の
神
職
、
そ
し
て
み
こ
し
、

最
後
に
三
台
の
だ
ん
じ
り
が
続
い
た

（
日
絵
写
真
）
。

行
列
は
途
中
何
度
か
止
ま
り
、
そ
の
た
び
に
音
頭
取
り
が
み
こ
し
音
頭

を
披
露
し
、
み
こ
し
ふ
り
が
行
わ
れ
た
。
み
こ
し
行
列
は
午
前
十

一
時
頃

に
お
旅
所
に
到
着
し
、
神
主
を
中
心
に
渡
御
神
事
を
行
う

（写
真
１
９
）
。

そ
し
て
そ
の
後
み
こ
し
と
三
地
区
の
だ
ん
じ
り
は
八
坂
神
社
ま
で
行
き
、

そ
こ
で
も
神
事
を
行

っ
た
。
そ
の
後
、
か
き
番
の
地
区
は
み
こ
し
と
だ
ん

じ
り
が
地
区
を
回
り
、
か
き
番
以
外
の
地
区
は
だ
ん
じ
り
だ
け
が
地
区
を

回

っ
た
。

深
江
が
か
き
番
の
時
は
、
み
こ
し
と
深
江
の
だ
ん
じ
り
は
八
坂
神
社
か

ら

一
度
お
旅
所
に
戻
り
、
そ
の
後
み
こ
し
と
だ
ん
じ
り
が
と
も
に
ハ
マ
ヘ

写
真
１
５
　
昭
和
３３
年
の
青
木
地
区
の
み
こ
し
行
列

図-1 稲荷神社境内模式図

下

っ
た
。
先

に
オ
カ
を
回

る
年
と
、
先

に
ハ
マ
を
回

る
年
を

一
年

交
代
に
し
て

い
た
時
期
も

あ

っ
た
と

い

】ｎ
ノ
。み

こ
し
が

ハ
マ
ヘ
行
く

頃
に
は
ち
ょ

う
ど
昼
に
な
　

，ヽ

る
の
で
、
網

元
の
家
２
刷

に
み
こ
し
を
据
え
て
昼
食
を
と
る
。
出
さ
れ
る
も
の
は
に
ぎ
り
飯
と
漬
物

と
酒
で
あ
っ
た
。
ど
こ
の
網
元
が
昼
食
を
準
備
す
る
か
は
、
事
前
に
取
り

決
め
ら
れ
て
い
た
。

昼
食
の
あ
と
は
戎
神
社

へ
回
る
が
、
八
坂
神
社
か
ら
み
こ
し

。
だ
ん
じ

り
と
と
も
に
お
旅
所
に
戻
り
、
そ
こ
で
待
機
し
て
い
た
神
主
も
、
戎
神
社

写真-6 昭和33年の青木
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抄

（浜
え
び
す
）
に
合
流
し
神
事
を
行

っ
た
。
そ
の
あ
と
神
主
は
稲
荷
神
社

全
民
っ
た
。

戎
神
社
で
の
神
事
の
あ
と
、
み
こ
し
と
だ
ん
じ
り
は
西
か
ら
東

へ
、
東

か
ら
西

へ
、
と

一
年
交
代
で
コ
ー
ス
を
変
え
て
ハ
マ
を
回
り
、
札
場
通
か

乱
　
す
べ
て
だ
ん
じ
り
が
先
導
し
て
回
っ

秘
　
た
が
、
稲
荷
神
社
へ
の
宮
入
り
に
は

臥
　
同
行
し
な
か
った
。
ま
た
戦
争
で
か

海

　

き
手

の
人
数
が
足
り
な
い
年

の
本
宮

一　
　
の
日
は
、
だ
ん
じ
り
を
動
か
さ
な
い

首
泰

写

　

ン」
と
も
あ

っ
た
。

稲
荷
神
社

の
境
内

で
は
、
他

の
地

区

の
だ
ん
じ
り
が
鳴
り
物
を
鳴
ら
し

て
、
み
こ
し
を
待

っ
て
い
た
。
み
こ
し
は
境
内

に
入
る
と
、
拝
殿
を
中
心

に
円
を
描

い
て
境
内
を
数
周
ま
わ

っ
た
。
最
後
に
拝
殿

の
正
面
に
み
こ
し

を
据
え
て
、
宮
入
り
は
終
了
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
祭
り
の
終
了
で
も
あ

っ

た
。

ら
阪
神
電
車
の
踏
み
切
り
あ
た
り
を

通
る
が
、
そ
の
頃
に
ち
ょ
う
ど
日
が

躯
　
暮
れ
た
。
オ
カ
を
回
り
三
条
の踏
み

誅

　

切
り
か
ら
稲
荷
神
社

へ
と
宮
入
り
を

写真-7 境内を回るみこし 平成12年
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5月 3日

5月 4日

平成12年 深江 祭 り巡行

大人だんじり、子どもみこし、子どもだんじり 地点

7 :30
8 : 00

9 : 00

10 : 10

11:00
11 : 30

12:00

13:00
14:00
14:20
16:20
17:00
17:50

４

０

２

３

０

８

９

９

０

１

だんじり蔵 蔵出し

大日霊女神社 到着

大日霊女神社 出発

本庄いこいの家

青い鳥幼稚園北側

青い鳥幼稚園南側

大日霊女神社 到着
昼食

大日霊女神社 出発

大日交差点

東公園

大日交差点
サティ

本庄いこいの家 到着

夕食

本庄いこいの家 出発

深江駅前

大日交差点

大日交差点
だんじり蔵 蔵入 り

①

②

　

③

④

　

②

⑤
⑥
⑤
⑦
③

　
　
③
⑤
　
①

神輿、大人だんじり、子どもだんじり

０

０

０

０

０

０

０

０

２

０

４

０

８

９

９

１０

１０

１１

12 : 00

13:00
13 : 10

14:30
15:00
15: 10

15:50
16:40
17:00
18:30

だんじり蔵 蔵出し

大日霊女神社 出発

本庄町公園 到着、カキ人稲荷神社ヘ

稲荷神社 ネ申輿かき出し

神輿 。だんじり合流、本庄町公園 出発
大日霊女神社 宮入 り
八坂神社 宮入 り

大日霊女神社 宮入 り

昼食

大日霊女神社 出発

大日交差点

見附公園

大日霊女神社 到着

大日霊女神社 出発
宝島池公園

本庄町公園

稲荷神社 宮入り
だんじり蔵 蔵入 り

①

②

③

⑩

③

②

⑪

②

⑤

⑫

②

　

⑬

③

⑩

①
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5月 3日

だ ん じ り 地点

10:00

11:00

12 :00

12 : 40

12 : 50

13 : 20

13:30
14 :00
14: 15
14:25
14:50
151 15
15: 30
16: 00
16 :45
17:00
18: 00
18: 30
18 :45
19 :30
20: 10
20:45

だんじり蔵 蔵出し
2丁日、 3丁 目
2丁目国道43号信号北
青木 6～ 5丁 目
青木文化センター着
昼食
文化センター出発
古堂踏切北
北青木 3丁 目、 2丁 目
古堂踏切南
文化センター着
文化センター出発
青木 5 → 本庄中・小北側道
深江大日霊女神社着
深江大日霊女神社発
森南町 赤鳥居
中野地草庫前
森稲荷神社宮入
稲荷神社宮出
森南町 赤鳥居
文化センター着
文化センター発 →  5丁 目
古堂踏切北 → 北 3～ 4丁目
古堂踏切南 → 青木 6～ 5丁 目
国道43号交差点 →  3～ 2丁 目
地草庫入、終了

①
　
②
　
③

④
　
④
③

⑤
　
⑥
⑦
③
　
⑥
③
　
④
④
②
①

平成10年 青木 祭 り巡行

5月 4日

だ ん じ り ネ申 堕
（

地点

９
　
１０
１０
１０
・０
■
‐２
‐２
‐３
‐３
‐５
‐５
・５
・６
・７
・８
‐８
・８
‐９
‐９
‐９
　
２０

０

　

０

１

３

４

２

０

１

１

３

０

３

４

１

０

０

１

３

１

３

５

目
目

”

丁
丁
２

３
５

”
目
　
目

木
３
丁
　
丁

↓
青
木
６
　
３

青
木
　
木

発

↓
北
青
　
青

庫

　
　
　
　
ヽ

車
北

↓
↓
　

南
　
了

地
号
　
　
　
号
　
終

目
信
北
北
目
信
日

ヽ

丁
号
切
切
丁
号
丁
入

２
４３
踏
踏
５
４３
２
庫

木
道
堂
堂
木
道
木
車

青
国
古
古
青
国
青
地

青木文化センター発
カキ人バス移動
森稲荷出発
赤鳥居
深江大日霊女神社着
深江大日霊女神社発
文化センター着
文化センター発
古堂踏切 →北 3～ 2丁 目
古堂踏切 → 6～ 5丁 目
43号信号 →  3～ 2丁 目
国道43号信号 → 5丁目
文化センター着
カキ人バス移動
神輿宮納め
文化センター着

③
　
③
⑥
⑤
　
③
　
④
④
②
②
③
　
③
③
①
②
④
④
　
②
　
①
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み
こ
し
を
担
い
で
境
内
を
何
回
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
た
か
が
、
祭
り
が

終
わ

っ
た
あ
と
の
世
間
話
の
話
題
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
見
物
人
に
は
見

え
な
い
拝
殿
の
後
ろ
で
、
担
ぎ
手
が
交
代
す
る
と
い
う
工
夫
を
凝
ら
し
た

年
も
あ

っ
た
と
い
う
。
宮
入
り
に
か
か
る
時
間
が
長
く
な
る
の
で
、
事
前

に
ま
わ
る
回
数
を
取
り
決
め
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
地
区
同
士
の
対
抗
意

識
も
あ

っ
て
結
局
守
ら
れ
な
か

っ
た
。
青
木
に
は
、
相
撲
取
り
の
双
葉
山

の
連
勝
記
録
と
同
じ
数
に
揃
え
た
八
十
四
回
の
記
録
が
あ
る
と
い
う
。

深
江

・
青
木
が
か
き
番
の
と
き
は
、
浜
を
回

っ
た
際
に
み
こ
し
を
担
い

だ
ま
ま
海
に
入
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
担
ぎ
手
に
漁
師
が
多
く
、
彼
ら
は
み

こ
し
を
海
に
漬
け
る
と
豊
漁
に
な
る
、
と
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
海
水
が
か
か
る
と
、
み
こ
し
の
金
具
が
塩
気
で
傷
ん
で
し
ま
い
、
修

理
費
用
が
か
か
る
の
で
、
海
に
漬
け
さ
せ
ま
い
と
す
る
世
話
人
と
若
仲
の

間
で
い
つ
も
争
い
に
な

っ
た
。
し
か
し
世
話
人
も
同
じ
漁
師
で
あ
り
、
同

じ
よ
う
に
豊
漁
を
願

っ
て
い
る
の
で
、
日
で
は
や
め
ろ
や
め
ろ
と
言

っ
て

い
て
も
、
足
は
行
け
行
け
と
言

っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
制
止
す
る
力

も
弱
ま
り
が
ち
で
あ

っ
た
と
い
う
。

ま
た
み
こ
し
か
き
は
三
年
に

一
度
の
機
会
な
の
で
、
若
仲
は
な
る
べ
く

長
い
時
間
担
ぎ
た
が
り
、
宮
入
り
の
時
刻
が
迫

っ
て
も
な
か
な
か
予
定
ど

お
り
に
は
行
か
な
か

っ
た
。

祝
儀
を
ヨ
セ
ル

（集
め
る
）
た
め
に
日
が
入
っ
て

（暮
れ
て
）
き
て
も
森

へ
は
も
っ
て
い
か
ん
、
田
ん
ぼ
の
中
の
大
き
な
家
へ
音
頭
取
り
が
若
衆
と
一

緒
に
行
っ
て
祝
儀
を
も
ろ
た
。

か
き
番
で
な
い
年
の
本
宮

深
江
で
は
、
宵
宮
に
だ
ん
じ
り
を
宮
入
り
さ
せ
て
い
た
時
期
は
、
だ
ん

じ
り
も
み
こ
し
行
列
の
最
後
に
つ
い
て
お
旅
所
ま
で
渡
御
し
た
の
で
、
本

宮
の
朝
十
時
頃
に
は
境
内
に
曳
き
手
が
揃
い
、
だ
ん
じ
り
を
出
せ
る
よ
う

準
備
し
て
お
い
た
。

み
こ
し
の
後
に
並
ぶ
だ
ん
じ
り
の
順
番
は
、
み
こ
し
の
か
き
番
の
順
と

同
じ
と
さ
れ
て
お
り
、
森

。
深
江

。
青
木
の
順
に
並
ぶ
こ
と
に
な

っ
て
い

た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
深
江

。
青
木
が
か
き
番
の
時
は
、
深
江
と
青
木

の
間
に
森
の
だ
ん
じ
り
を
並
べ
た
。
深
江
と
青
木
は
と
も
に
漁
業
従
事
者

が
多
く
、
張
り
合

っ
て
喧
嘩
を
す
る
た
め
、
農
業
従
事
者
が
多
く
、
張
り

合
う
必
要
の
な
い
森
が
間
に
入
る
の
が
慣
習
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
森
が
み
こ
し
の
か
き
番
の
年
は
、
森
に
は
み
こ
し
と
だ
ん
じ
り

の
両
方
を
動
か
す
ほ
ど
の
人
が
い
な
か

っ
た
た
め
だ
ん
じ
り
を
出
さ
ず
、

残
り
の
二
台
の
だ
ん
じ
り
を
深
江

・
青
木
の
順
に
並
べ
な
く
て
は
な
ら
な

か

っ
た
。
青
木
の
だ
ん
じ
り
が
前
の
深
江
と
の
距
離
を
縮
め
る
と
、
深
江

が

「詰
め
て
く
な
」
と
言

っ
て
だ
ん
じ
り
を
止
め
る
な
ど
し
て
、
い
つ
も

喧
嘩
に
な

っ
た
と
い
う
。

み
こ
し
行
列
が
稲
荷
神
社
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
線
路
辺
り
ま
で
来
る
と
、
だ
ん
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じ
り
は
東

へ
迂

回
し
て
三
条
の

踏
３

フ

亀

っ

た
。
だ
ん
じ
り

は
背
が
高
く
Ｊ

Ｒ
の
高
架
を
く

ぐ
る
こ
と
が
で

き
な
か

っ
た
か

ら
で
あ
る
。
　
一

方
み
こ
し
は
一局

架
を
く
ぐ

っ
た

あ
と
稲
荷
筋
を
真

っ
直
ぐ
下
り
る
の
で
、
み
こ
し
と
だ
ん
じ
り
が
揃

っ
て

お
旅
所
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
年
も
あ

っ
た
。

ま
た
戦
後
、
深
江
の
だ
ん
じ
り
が
宵
宮
に
宮
入
り
を
行
わ
な
か

っ
た
時

期
は
、
稲
荷
筋
の
途
中
ま
で
、
だ
ん
じ
り
が
み
こ
し
行
列
を
迎
え
に
行

っ

た
と
い
う
。

み
こ
し
と
だ
ん
じ
り
の
渡
御
行
列
が
、
大
日
霊
女
神
社
の
お
旅
所
に
到

着
し
、
渡
御
神
事
が
終
わ
る
と
、
八
坂
神
社

へ
行
く
み
こ
し
と
別
れ
た
深

江
の
だ
ん
じ
り
は
、
深
江
地
区
を
回

っ
た
。

同
じ
く
か
き
番
で
な
い
年
、
青
木
の
だ
ん
じ
り
は
、
お
旅
所
か
ら
八
坂

神
社

へ
行
く
み
こ
し
に
つ
い
て
巡
行
し
た
後
、
八
坂
神
社
で
の
神
事
を
終

え
た
み
こ
し
と
別
れ
て
、
自
地
区
を
回

っ
た
。

そ
し
て
夕
刻
に
は
稲
荷
神
社

へ
と
戻
り
、
み
こ
し
の
官
入
り
を
鳴
り
物

で
迎
え
た
。
勇
壮
な
み
こ
し
宮
入
り
が
終
わ
り
、
だ
ん
じ
り
を
曳
い
て
自

地
区
に
戻
る
こ
ろ
に
は
、
あ
た
り
は
す

っ
か
り
暗
く
な

っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

祭
り
の
日
の
出
し
物

深
江
で
は
祭
り
の
間
に
、
最
も
人
が
集
ま
る
場
所
で
あ
る
浜
街
道
、
大

日
霊
女
神
社
西
側
の
道
、
大
き
な
旧
家
の
前
な
ど
で
、
だ
ん
じ
り
の
棒
鼻

の
上
に
舞
台
を
引
き
出
し
、

ニ
ワ
カ
を
行

っ
て
笑
い
を
と

っ
た
。

ニ
ワ
カ

と
は
、
そ
れ
を
得
意
と
す
る
年
輩
者
や
、
「
チ
ャ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
少
し

茶
目

っ
気
の
あ
る
若
い
者
が
行
う
、
短
い
漫
才
の
よ
う
な
や
り
と
り
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
深
江
で
は
明
治
時
代
か
ら
、
西
宮
の
戎
組
と
い
う
露
天

商
の
仲
介
で
、
夜
店
が
開
か
れ
て
い
る
。
現
在
で
も

一
四
～

一
五
軒
の
夜

店
が
出
て
い
る
が
、
昔
は
駅
と
神
社
の
間
の
道
と
境
内
で
六
〇
～
七
〇
軒

ほ
ど
の
夜
店
が
出
た
と
い
う
①
昔
は
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
な
ど
が
あ

っ
た

そ
う
で
あ
る
。

青
木
で
も
、
祭
り
の
次
の
日
を

「
ゴ
エ
ン
の
日
」
と
呼
び
、

ニ
ワ
カ
を

行
う
こ
と
が
あ

っ
た

（後
述
）
。
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祝
儀

深
江
で
は
、
祝
儀
は
み
こ
し
と
だ
ん
じ
り
で
別
々
に
集
め
た
。
だ
ん
じ

り
は
宵
宮
と
本
宮
二
日
間
に
わ
た

っ
て
祝
儀
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
み

こ
し
よ
り
先
に
家
々
を
ま
わ
る
こ
と
も
で
き
た
。
し
か
し

一
日
し
か
な
い

と
は
い
え
、
三
年
に

一
度
の
み
こ
し
の
ほ
う
が

一
つ
一
つ
の
祝
儀
の
額
が

大
き
い
た
め
、
結
局
両
方
と
も
同
じ
ぐ
ら
い
の
額
に
な

っ
た
と
い
う
。
祝

儀
を
出
し
た
家
に
、
嫁
に
出
し
た
娘
が
里
帰
り
し
て
い
る
、
初
孫
が
生
ま

れ
た
、
な
ど
の
祝
い
ご
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
祝
儀
の
額
の
多
寡
な

ど
に
よ

っ
て
、
そ
の
家
の
前
で
み
こ
し
や
だ
ん
じ
り
を
上
げ
る
か
ど
う
か
、

そ
し
て
そ
の
回
数
な
ど
を
決
め
た
。

み
こ
し
や
だ
ん
じ
り
を
上
げ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
的
確
な
判
断

を
し
な
い
と

「
あ
そ
こ
で
止
め
た
の
に
う
ち
で
止
め

へ
ん
、
な
ん
で
や
」

と
い
う
不
満
が
後
々
ま
で
尾
を
引
く
の
で
、
み
こ
し
や
だ
ん
じ
り
を
操
る

最
年
長
の
棒
鼻
の
役
目
は
重
要
で
あ

っ
た
。

祝
儀
を
寄
せ
る

（貰
う
）
役
目
の
世
話
人
が
、
祝
儀
を
持

っ
て
出
て
き

て
い
る
人
に
気
が
付
か
ず
、
先

へ
先

へ
と
行

っ
て
し
ま

っ
て
、
祝
儀
を
貰

い
損
ね
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
う
す
る
と
後
で
若
仲
か
ら
非
常
に
責
め
ら

れ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
世
話
人
は
左
右
を
見
な
が
ら
歩
き
、
祝
儀
を
出
し

て
く
れ
そ
う
な
家
を
早
目
に
見

つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
わ
れ
て

い
た
。

落
索

深
江
で
は
、
本
宮
の
次
の
日
の
夜
に

「落
索

（
ら
く
さ
く
と

が
行
わ

れ
た
。
落
索
に
は
世
話
人
ら
を
招
待
し
、
飲
食
、
特
に
飲
む
こ
と
を
中
心

に
酔

っ
払

っ
て
し
ま
う
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
出
さ
れ
た
食
べ
物
に
は
、
竹

の
子
、
蕗
、
高
野
豆
腐
、
椎
茸
の
炊
い
た
も
の
、
早
め
に
採
れ
た

ハ
マ
チ

を
刺
し
身
に
し
た
も
の
、
鯖
な
ど
が
あ

っ
た
が
、
特
に
落
索
と
し
て
決
め

れ
ら
た
食
べ
物
は
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
祭
り
中
に
受
け
取

っ
た
祝
儀
が
そ
の
日
に
分
配
さ
れ
た
。
け
が

や
所
用
で
突
然
祭
り
に
参
加
で
き
な
く
な

っ
た
若
仲
の
代
わ
り
に
、
祭
り

に
参
加
し
た
年
長
者

へ
の
お
礼
や
、
世
話
人
や
音
頭
取
り

へ
の
お
礼
を
除

い
た
分
を
、
年
齢
別
の
組
ご
と
に
分
配
す
る
の
で
あ
る
。
祭
り
の
最
中
に

壊
し
た
も
の
の
弁
償
費
用
な
ど
は
祝
儀
か
ら
は
払
わ
れ
ず
、
す
べ
て
村
か

ら
支
出
さ
れ
た
。

祝
儀
は
、
昼
の
あ
い
だ
に
棒
鼻
が
分
配
を
済
ま
せ
て
お
き
、
各
組
の
組

頭
が
落
索
の
前
に
受
け
取
り
に
き
た
が
、
入
り
た
て
の

一
六
～

一
八
歳
の

組
に
は
ほ
と
ん
ど
割
り
当
て
が
な
く
、　
一
文
菓
子
屋
で
菓
子
を
買

っ
て
ハ

マ
で
分
け
て
食

べ
る
く
ら
い
し
か
で
き
な
か

っ
た
。
い
っ
ぽ
う
最
年
長
の

棒
鼻
は
、
ヤ
ド
で
ス
キ
ヤ
キ
を
し
て
い
た
、
森
市
場
の
大
井
の
肉
屋
か
ら

肉
を
取
り
寄
せ
た
、
と
い
う
話
も
あ
る
。

ま
た
、
二
二
歳
以
上
が
み
こ
し
か
き
、
三
二
歳
未
満
が
だ
ん
じ
り
曳
き
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を
担
当
し
て
い
た
が
、
み
こ
し
と
だ
ん
じ
り
の
祝
儀
を
合
算
す
る
こ
と
は

な
か

っ
た
と
い
う
。

な
お
昭
和
三
十
年
代
か
ら
は
、
同
じ
行
事
を

「直
会

（な
お
ら
い
産

と
呼
び
、
本
宮
当
日
の
夜
に
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。

ゴ

エ
ン

青
木
で
は
本
宮
の
翌
日
を

「
ゴ

エ
ン
の
日
」
と
呼
び
、

ニ
ワ
カ
を
行

う
こ
と
が
あ

っ
た
。

ニ
ワ
カ
と
は
寸
劇
の
こ
と
で
、
だ
ん
じ
り
の
前
に
引

き
出
し
た
舞
台
の
上
で
若
い
衆
が
行

っ
た
。
そ
の
舞
台
は
、
だ
ん
じ
り
の

前
面
に
格
納
さ
れ
て
い
た
引
き
出
し
高
欄
を
、
だ
ん
じ
り
の
前
に
渡
さ
れ

た

「
棒
鼻
」
と
呼
ば
れ
る
棒
の
上
に
引
き
出
し
て
作
ら
れ
た
。
ま
た
舞

台
の
ぐ
ら
つ
き
を
止
め
る
た
め
に
、
棒
鼻
と
の
間
に
板
が
差
し
入
れ
ら
れ

た
。ニ

ワ
カ
は
、
祭
り
の
間
に
だ
ん
じ
り
に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
る
な
ど
し

て
お
金
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
地
区
の
人
々

は
ニ
ワ
カ
を
す
る
理
由
を
知

っ
て
い
る
の
で
、
進
ん
で
祝
儀
を
出
し
て
く

れ
た
そ
う
で
あ
る
。
行
う
場
所
は
、
辻
や
道
路
の
真
ん
中
、
祭
り
の
間
に

祝
儀
を
出
し
て
も
ら

っ
た
家
の
前
な
ど
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
特
別
な
こ
と

が
な
か

っ
た
年
で
も
ニ
ワ
カ
を
行
う
こ
と
は
あ

っ
た
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
ゴ
エ
ン
の
日
に
は

「落
索
」
と
呼
ば
れ
る
慰
労
会
が
行
わ
れ
た
。

青
木
で
も
こ
の
日
に
、
祭
り
期
間
中
に
祝
儀
と
し
て
も
ら

っ
た
お
金
や
お

酒

・
品
物
を
分
け
た
。
世
話
人
が
落
索
ま
で
に
祝
儀
の
金
額
を
計
算
し
、

祭
り
の
間
の
買
い
物
を
清
算
し
て
お
き
、
落
索
が
始
ま
る
前
に
各
年
齢
別

の
若
仲
の
代
表
者
を
呼
ん
で
、
分
け
た
分
を
渡
し
た
。

分
配
さ
れ
た
も
の
を
若
仲
の
仲
間
う
ち
で
分
け
る
前
に
、
代
表
者
が
黙

っ

て
い
く
ら
か
を
取

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は

「通
行
税
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

世
話
人
の
中
に
も
、
貰

っ
た
祝
儀
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
で
し
ま
う
者

が
あ

っ
た
。
そ
れ
が
次
第
に
目
に
余
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
戦
後
、
祝

儀
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
に
は
お
礼
状
を
出
す
こ
と
に
決
め
た
。
地
区
の

人
が
祝
儀
を
出
し
た
の
に
お
礼
状
が
来
な
か

っ
た
場
合
は
、
そ
れ
を
世
話

人
が
祝
儀
と
し
て
処
理
し
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
不
正
が
明

白
に
な
る
の
で
、
有
効
な
予
防
策
と
な

っ
た
そ
う
で
あ
る
。

３
　
祭
り
の
技
術
と
装
い

だ
ん
じ
り
曳
き
の
技
術

深
江
で
は
、
だ
ん
じ
り
は
数
え
で

一
六
歳
か
ら
二

一
歳
ま
で
の
男
二
五

人
程
度
が
曳
い
た
。
だ
ん
じ
り
の
前
後
に
取
り
付
け
ら
れ
た
二
本
の
大
い

丸
太
を
、
最
年
長
の
者
の
呼
び
名
と
同
じ

「
棒
鼻
」
と
い
う
が
、
そ
の
二

本
の
棒
鼻
の
両
脇
に
か
け
ら
れ
た
合
計
四
本
の
綱
が
、
だ
ん
じ
り
の
進
む

方
向
を
決
め
る
う
え
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
そ
の
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綱
を
持

つ
の
は
、
最
年
長
の
二

一
歳
の
棒
鼻
の
中
の
四
人
と
決
め
ら
れ
て

い
た
。
そ
し
て
正
面
左
右
の
二
隅
に
か
け
ら
れ
た
綱
は
特
に
重
要
で
あ

っ

た
の
で
、
四
人
の
棒
鼻
の
中
で
も
さ
ら
に
力
の
あ
る
二
人
が
持

っ
た
。
だ

ん
じ
り
の
ま
わ
り
に
つ
い
た
人
の
数
や
力
の
差
に
よ

っ
て
、
だ
ん
じ
り
の

左
右
に
か
か
る
力
が
不
均
等
に
な
り
、
た
と
え
ば
右
に
寄

っ
て
そ
の
ま
ま

進
む
と
塀
に
ぶ
つ
か
る
と
い
う
場
合
、
右
の
綱
を
握

っ
た
棒
鼻
は
身
体
ご

と
反
対
側
に
綱
を
引
く
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
力
の
か
か
る
方
向
が

一
気
に

修
正
さ
れ
、
だ
ん
じ
り
は
塀
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
ん
じ
り
全

体
が
ど
ち
ら
に
寄

っ
て
い
る
か
、
ど
う
修
正
し
た
ら
よ
い
か
、
を
判
断
す

る
の
が
、
綱
を
持

つ
者
の
役
目
で
あ

っ
た
。

だ
ん
じ
り
正
面
に
は
、
年
長
者
の
二
〇
～
二

一
歳
の
者
が
つ
い
た
。
ま

た
、
正
面
向
か

っ
て
右
側
の
方
が
左
側
よ
り
格
が
上
と
さ
れ
、
よ
り
年
長

の
者
が
曳
い
た
。
最
も
年
少
者
で

「
サ
ン
シ
タ
」
と
呼
ば
れ
る

一
六
～

一

八
歳
の
者
は
、
後
ろ
か
ら
押
す
役
目
で
あ

っ
た
。

だ
ん
じ
り
を
曳
く
と
き
、
深
江
で
は

「
ア
ァ
オ
シ
タ
」
と
掛
け
声
を
か

け
る
。
だ
ん
じ
り
の
屋
根
に
は
常
に
四
～
五
人
が
乗
り
、
桃
色
や
黄
色
の

色
鮮
や
か
な

ハ
タ
キ
を
振
る
。
鳴
り
物
や
だ
ん
じ
り
の
動
き
に
合
わ
せ
て

身
体
を
揺
ら
し
、
だ
ん
じ
り
が
前

へ
進
む
と
き
は
前

へ
向
か

っ
て
ハ
タ
キ

を
振

っ
た
。
彼
ら
に
は
、
だ
ん
じ
り
の
進
路
に
張
り
出
す
木
の
枝
な
ど
が
、

だ
ん
じ
り
の
前
に
飾
ら
れ
た
提
灯
を
破
る
の
を
防
ぐ
と
い
う
役
目
が
あ

っ

た
。
屋
根
の
真
ん
中
辺
り
は
高
く
な

っ
て
い
て
危
険
な
の
で
、
慣
れ
た
人

が
乗
る
と
い
う
取
り
決
め
は
あ

っ
た
が
、
特
別
な
禁
忌
な
ど
は
な
か

っ
た
。

だ
ん
じ
り
が
角
を
曲
が
る
時
は
、
前
を
曳
く
人
た
ち
が
、
だ
ん
じ
り
を

貫
く
二
本
の

「
チ

ョ
ウ
サ
イ
棒
」
の
前
に
突
き
出
た
方
を
担
ぎ
上
げ
、
後

ろ
を
曳
く
人
た
ち
が
後
ろ
に
突
き
出
た
方
に
乗
る
こ
と
で
、
だ
ん
じ
り
の

前
輪
を
浮
か
せ
後
輪
を
軸
に
し
て
方
向
転
換
す
る
。　
一
連
の
動
作
は
鳴
り

物
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
屋
根
の
上
に
乗
る
人
は
斜
め
に
な

っ
た
屋
根
の

上
で
、
激
し
く

ハ
タ
キ
を
振
る
。
だ
ん
じ
り
の
軋
む
音
が
効
果
音
と
な

っ

て
、
広
い
通
り
で
行
わ
れ
る
と
大
き
な
見
せ
場
と
な

っ
た
。

写真-10 だんじり曳き 平成 8年
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祝
儀
を
貫

っ
た
家
の
前
で
は
、
鳴
り
物
の
音
と
と
も
に
だ
ん
じ
り
の
前

を
大
き
く
上
げ
て
、
勇
壮
な
見
せ
場
を
作
っ
た
。
祝
儀
を
出
し
た
家
に
と
っ

て
も
晴
れ
が
ま
し
い
一
瞬
で
あ
る
。
前
を
上
げ
る
回
数
は
、
祝
儀
の
金
額

と
、
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
人
で
あ
る
か
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
棒
鼻
が

決
め
た
。

だ
ん
じ
り
の
正
面
は
、
大
人
三
人
ほ
ど
が
座
れ
る
横
長
の
椅
子
状
に
な
っ

て
い
て
、
そ
の
両
側

に
は

フ
ア
コ
棒
」
ま

た
は

「
カ
ジ
棒
」
と

年

　

呼
ば
れ
る
棒
が
、
斜

成

　

め
に
突
き
出
て
い
る
。

平

　

こ
の
棒
は
下
側
の
先

る帥

　

が
車
輪

の
前
に
据
え

策

　

ら
れ
て
お
り
、

い
ざ

‐

　

と
い
う
と
き
に
、
先

羊本　
を
車
輪
と
地
面
の間

写

　

に
押
し
込
む
こ
と
で

だ
ん
じ
り
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
棒
に
手
を
か
け
い

つ
で
も
引
け
る
よ
う
に
し
て
座
る
の
は
、
世
話
人
で
あ
る
。

真

っ
直
ぐ
な
長
い
道
に
出
た
と
き
、
だ
ん
じ
り
は

「
ト
バ
セ
」
を
行
う
。

一
〇
〇
材
程
度
の
距
離
を
全
力
疾
走
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
は
鳴
り
物

も
連
打
に
な
る
。
全
力
疾
走
を
終
え
る
と
ゆ

っ
く
り
と
ま
た
同
じ
地
点
ま

で
後
退
し
、
再
び
全
力
疾
走
を
繰
り
返
す
。
「
ト
バ
セ
ッ
、
ト
バ
セ
ッ
」

と
い
う
早
い
掛
け
声
と
と
も
に
、
だ
ん
じ
り
は
軋
み
つ
つ
疾
走
す
る
。
見

物
す
る
人
た
ち
か
ら
拍
手
も
湧
く
見
せ
場
で
あ
る
。
今
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
道
で
行
わ
れ
る
が
、
か
つ
て
は
砂
利
道
で
あ

っ
た
た
め
車
輪
が
動
き
に

く
く
、
今
よ
り
ず

っ
と
力
が
必
要
だ

っ
た
と
い
う
。

鳴
り
物

深
江
で
は
、
だ
ん
じ
り
の
鳴
り
物
は
太
鼓

・
鐘

・
半
鐘
の
三
つ
で
構
成

さ
れ
、
だ
ん
じ
り
の
動
き
に
合
わ
せ
て

「曳
き
出
し
」
「
道
中
囃
子
」
「
曲

が
る
」
「
と
ば
せ
」
「
戻
せ
」
「
宮
入
り
」
「
お
さ
め
太
鼓
」
な
ど
の
音
頭
が

あ
る
。

だ
ん
じ
り
中
央
の
鳴
り
物
の
置
か
れ
た
部
分
は
、
豪
華
な
刺
繍
の
つ
い

た
引
き
幕
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
だ
ん
じ
り
中
央
の
底
部
分
に
太
鼓
が
釣
り

下
げ
ら
れ
、
上
か
ら
鐘
と
半
鐘
が
釣
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

太
鼓
は
、
半
径

一
〇
カ
ン
房
ほ
ど
の
中
心
部
分
を
叩
く
と
反
響
せ
ず
、
音

が
死
ん
で
し
ま
う
と
い
い
、
中
心
を
避
け
て
そ
の
周
辺
を
叩
く
と
き
れ
い

に
反
響
す
る
。
音
が
は

っ
き
り
聞
こ
え
る
こ
と
が
、
曳
き
手
の
動
き
を
揃
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写
真
１
１２
‐
‐
　
深
江
の
半
鐘

写
真
１
１２
‐
２
　
圭同
木
の
半
鐘

写真-13 0戦災を免れた深江
の引き幕

え
る
た
め
に
は
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
曲
が
り
角
の
前

に
来
た
ら

「
曲
が
る
」
の
音
頭
に
合
わ
せ
て
、
曳
き
手
が
だ
ん
じ
り
の
前

を
上
げ
、
曲
が
る
準
備
に
入
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
鳴
り
物
が
置
か
れ
て

い
る
場
所
は
引
き
幕
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
で
、
叩
き
手
た
ち
に
は
曲
が
り

角
が
来
た
こ
と
が
分
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
指
の
本
数
と
音
頭
の
対
応
を

あ
ら
か
じ
め
取
り
決
め
て
お
き
、
周
囲
の
者
が
手
を
差
し
入
れ
て
指
の
本

数
を
示
す
こ
と
で
、
次
に
だ
ん
じ
り
が
ど
の
よ
う
な
行
動
に
入
る
か
を
知

ら
せ
る
と
い
う
方
法
を
取

っ
た
。

「曲
が
る
」
を
叩
く
と
こ
ろ
は
だ
ん
じ
り
が
角
を
曲
が
る
見
せ
場
な
の

で
、
鳴
ら
す
ほ
う
も
気
負
い
が
ち
で
、

つ
い
テ
ン
ポ
が
速
く
な
る
。
そ
う

す
る
と
曳
き
手
は
音
頭
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ず
、
き
れ
い
に
方
向
転
換
で

き
な
い
羽
目
に
な

っ
た
。

最
も
長
い
時
間
叩
か
れ
る

「
道
中
囃
子
」
は
、
曳
き
手
の
力
の
か
け
方

を
統

一
し
、
動
き
を
合
わ
せ
る
た
め
に
鳴
ら
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
深
江
地

区
の

「道
中
囃
子
」
に
比
べ
て
森
地
区
の

「道
中
囃
子
」
の
テ
ン
ポ
は
、

「
眠
る
ほ
ど
遅
い
」
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
森
地
区
に
坂
が
多
く
、
速

い
テ
ン
ポ
だ
と
曳
き
手
が
無
理
を
し
て
疲
れ
て
し
ま
う
の
で
、
ゆ

っ
く
り

し
た
テ
ン
ポ
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
鳴
り
物
に
は
、
曳
き
手
の
動
き
を
揃
え
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
歓
迎

の
気
持
ち
を
表
す
、
ま
た
は
そ
の
気
持
ち
に
応
え
る
、
と
い
う
役
目
が
あ

っ

写真-12-3 0青木のすりがね
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た
。
た
と
え
ば
森
地
区
の
だ
ん
じ
り
が
地
区
境
ま
で
深
江
の
だ
ん
じ
り
を

迎
え
に
来
た
と
き
は

「
宮
入
り
」
を
叩
き
、
対
す
る
深
江
は
さ
ら
に
テ
ン

ポ
を
速
め
て

「
宮
入
り
」
を
叩
く
、
と
い
っ
た
所
作
を
行

っ
た
。

さ
ら
に
曳
き
手
の
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
と
い
う
役
日
も
あ

っ
た
。
体

憩
中
に
鳴
ら
す

「道
中
囃
子
」
は
、
で
き
る
だ
け
ゆ

っ
く
り
と
し
た
テ
ン

ポ
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
曳
き
手
た
ち
は
そ
の
音
を
聞
く
こ
と
で

興
奮
を
鎮
め
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
休
憩
が
終
わ

り
、
だ
ん
じ
り
が
動
き
だ
す
ぞ
、
と
い
う
合
図
と
し
て
鳴
り
物
を
い
つ
も

の
テ
ン
ポ
に
変
え
る
と
、
曳
き
手
た
ち
が
よ
り
気
持
ち
を
引
き
締
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
。

み
こ
し
か
き

深
江
で
は
、
み
こ
し
は
若
仲
五
〇
人
程
度
が
か
い
た
。
み
こ
し
の
周
囲

に
は
太
い
丸
太
が
担
ぎ
棒
と
し
て
組
ま
れ
て
お
り
、
前
方
の
左
右
二
隅
に

綱
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
引
い
て
み
こ
し
の
方
向
を
決
め
る
役
も
、

最
年
長
の
二
七
歳
の
呼
び
名
と
同
じ

「
棒
鼻
」
と
呼
ば
れ
、
三
七
歳
の
棒

鼻
の
う
ち
、
力
の
あ
る
二
人
が
そ
の
役
に
つ
い
た
。

か
き
手
は
み
こ
し
の
周
囲
に
屈
ん
で
準
備
し
、
そ
の
時
は
左
膝
を
立
て

ＺＯ
。み

こ
し
が
動
き
だ
す
と
き
は
、
必
ず

「拍
子
木
」
が
両
手
に
持

っ
た
拍

子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
、
音
頭
取
り
が
み
こ
し
音
頭
を
披
露
し
た
。
そ
の
み

こ
し
音
頭
の
最
後
の

一
節
が
来
る
と
、
か
き
手
が

一
斉
に
立
ち
上
が

っ
て

一
緒
に
唄
う
。
そ
の
時
、
左
足
を
前
に
出
し
、
左
手
を
下
か
ら
構
え
て
、

右
手
を
上
か
ら
下

へ
下
ろ
す
よ
う
に
し
て
手
を
叩
く
。
み
こ
し
音
頭
を
唄

い
終
わ

っ
た
ら
、
「
サ
ン
ト
セ
エ
ー
」
の
掛
け
声
で
み
こ
し
を
三
回
差
し

上
げ
、
三
回
目
は
放
り
上
げ
る
。
み
こ
し
を
肩
の
辺
り
で
受
け
止
め
た
ら
、

各
担
ぎ
棒
の
内
側
に
人
が
入
り
、
「
ヨ
イ
ヤ
サ
」
の
声
と
と
も
に
み
こ
し

を
動
か
す
の
で
あ
る
。

み
こ
し
が
止
ま
る

と
き
は
、
拍
子
木
が

打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
担

ぎ
棒
の
内
に
い
た
人

は
外
側

へ
出
る
。
棒

鼻
の

「ヽ
ン
ズ
メ
マ
ン
ョ

ウ
」
と
い
う
掛
け
声

と
と
も
に
、
拍
子
木

役
の
前
に
み
こ
し
が

下
ろ
さ
れ
る
。
拍
子

木
を
鳴
ら
し
始
め
て

か
ら
、
み
こ
し
の
方

へ
拍
子
木
役
の
人
が

写真-14 みこしが動き出す 平成 5年
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動
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
が
、
み
こ
し
が
そ
れ
を
追

っ
て
動
い
て
し
ま

う
と
、
み
こ
し
の
内
側
か
ら
外

へ
出
よ
う
と
す
る
人
に
危
険
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
拍
子
木
は
、
止
め
る
と
決
め
た
地
点
か
ら
動
い
て
は
い
け
な
い
、

と
さ
れ
る
。

み
こ
し
は
斜
め
に
突
き
上
げ
る
よ
う
に
し
て
担
ぎ
、
み
こ
し
の
両
側
か

ら
も
た
れ
合
う
よ
う
に
し
て
支
え
る
の
が
こ
つ
で
あ
る
。
棒
の
真
下
二
肩

し
ま
う
た
め
、

長

い
時
間
担

い

で
い
ら
れ
な
か
っ

た
。ま

た
、
み
こ

し
を
激
し
く
振

る
こ
と
を

「
か

ぶ
り
」
と
い
う

が
、
そ
れ
を
行

う
と
き
は
、
担

ぎ
棒
を
肩
か
ら
離
さ
ず
、
跳
ぶ
よ
う
に
し
て
食
ら
い
つ
い
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
上
に
跳
ね
上
が

っ
た
み
こ
し
が
肩
に
落
ち

て
く
る
形
に
な

っ
て
、
み
こ
し
の
重
さ
が

一
気
Ｌ
届
に
か
か
り
危
険
で
あ

っ

た
。担

ぎ
手
の
交
代
は
、
み
こ
し
が
止
ま

っ
た
時
だ
け
で
は
な
く
、
担
ぎ
な

が
ら
も
行
わ
れ
た
。
担
ぎ
手
の
中
で
疲
れ
始
め
て
い
る
者
を
見

つ
け
た
ら

順
次
交
代
し
、

ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
る
ま
で
は
担
が
せ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け

た
。
右
肩
が
得
意
な
も
の
は
右
肩
で
担
い
で
い
る
者
と
交
代
し
、
左
肩
が

得
意
な
者
は
左
肩
で
担
い
で
い
る
者
と
交
代
す
る
。
概
ね
右
肩
が
得
意
な

者
が
多
く
、
左
が
得
意
な
者
は
少
な
か

っ
た
そ
う
で
あ
る
。

み
こ
し
が
形
良
く
担
げ
た
か
ど
う
か
は
、
み
こ
し
に
着
け
ら
れ
た
鈴
の

鳴
り
方
で
判
断
さ
れ
た
。
担
ぎ
手
が
み
こ
し
を
ば
ら
ば
ら
に
上
げ
る
と
、

鈴
が

「
ジ
ャ
ジ
ャ
ン
」
と
聞
こ
え
て
し
ま
う
が
、
皆
が
同
時
に
担
ぎ
上
げ

る
と
、
す
べ
て
の
鈴
が
揃

っ
て
鳴
り
、
「
ジ
ャ
ン
」
と
聞
こ
え
る
。
そ
れ

が
最
も
美
し
い
と
さ
れ
た
。
鈴
が
揃

っ
て
鳴
る
と

「
深
江
が
み
こ
し
担
い

だ
ら
、
鈴

一
個
や
な
ぁ
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

深
江
で
は
五
月
に
入
る
と
す
ぐ
に
み
こ
し
の
担
ぎ
方
の
練
習
を
し
た
。

丸
太
を
組
ん
だ
も
の
の
上
に
、
俵
に
砂
を
詰
め
た
も
の
を
三
個
載
せ
て
練

習
用
の
み
こ
し
と
し
、
砂
浜
で
担
い
だ
。
練
習
用
の
み
こ
し
は
本
物
の
み

こ
し
よ
り
ず

っ
と
重
く
、
そ
れ
を
使

っ
て
祭
り
の
日
ま
で
に
へ
ば

っ
て
し

壁　盛
一埠” 転

饉
滅
時

露
「髄
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ま
う
く
ら
い
練
習
し
た
。

青
木
で
も
、
棒
鼻
の
よ
う
な
格
好
に
組
ん
だ
丸
太
の
上
に
、
砂
を
入
れ

た
俵
を
積
み
、
み
こ
し
と
同
じ
重
さ
に
な
る
よ
う
に
作

っ
た
も
の
を
使

っ

て
、
八
坂
神
社
の
境
内
で
練
習
し
た
と
い
う
。

音
頭
取
り
と
拍
子
木
の
役
割

「音
頭
取
り

（お
ん
ど
と
り
こ

と
は
、
み
こ
し
の
先
頭
に
立
ち
、
み

こ
し
が
止
ま

っ
て
動
き
出
す
た
び
に
み
こ
し
音
頭
を
唄
う
人
た
ち
で
あ
る
。

ま
た
み
こ
し
が
止
ま
る
と
き
、
ま
た
は
動
き
だ
す
と
き
に
拍
子
木
を
打
ち

鳴
ら
す

「
拍
子
木

（
ひ
ょ
う
し
ぎ
と

と
呼
ば
れ
る
人
も
、
音
頭
取
り
と

と
も
に
行
動
し
た
。

本
宮
の
朝
、
か
き
手
た
ち
が
稲
荷
神
社
ま
で
行
く
道
中
に
、
隊
列
を
組

ん
で
唄
う
伊
勢
音
頭
を
先
導
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
音
頭
取
り
た
ち
の
仕
事

が
始
ま
る
。

み
こ
し
を
か
い
て
い
る
と
き
に
唄
わ
れ
る
み
こ
し
音
頭
は
八
節
ほ
ど
で

あ
る
が
、
本
宮
の
朝
の
稲
荷
神
社

へ
向
う
道
中
に
唄
う
伊
勢
音
頭
は
、
非

常
に
長
く

一
番
二
八
節
に
渡
る
。
音
頭
取
り
の
う
ち

一
名
ず
つ
が
交
代
で

そ
の
二
八
節
を
唄
い
、
か
き
手
た
ち
は

「
ア
ー
ド

ッ
コ
イ
」
と
い
う
合
い

の
手
を
入
れ
る
。
こ
れ
か
ら
み
こ
し
か
き
に
行
く
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を

人
々
に
知
ら
せ
る
声
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
み
こ
し
渡
御
や
、
祝
儀
を
出
し
て
も
ら

っ
た
家
の
前
、
休
憩
後

の
出
発
の
時
に
も
、
音
頭
を
披
露
し
た
。
み
こ
し
の
前
で
、
三
～
四
人
の

音
頭
取
り
が
、
開
い
た
扇
子
の
先
を
額
に
つ
け
る
よ
う
に
し
て
顔
を
覆
い
、

み
こ
し
音
頭
を
唄
う
。
続
い
て
担
ぎ
上
げ
ら
れ
た
み
こ
し
は

「
が
ぶ
り
」

を
行

っ
た
。

ま
た
み
こ
し
の
宮
入
り
を
終
え
神
社
か
ら
帰
る
と
き
も
、
隊
列
を
組
み
、

同
じ
く

一
番
二
八
節
の
伊
勢
音
頭
が
唄
わ
れ
た
。
暗
闇
に
、
心
地
よ
く
疲

れ
た
伊
勢
音
頭
が
響
く
と
、
祭
り
の
終
わ
り
で
あ

っ
た
。

深
江
の
音
頭
取
り

深
江
で
は

「
音
頭
取
り
」
「
拍
子
木
」
と
も
に
年
齢
に
制
限
は
な
く
、

毎
回
ほ
ぼ
同
じ
顔
ぶ
れ
の
八
人
程
度
が
役
に
あ
た
り
、　
一
人
が
引
退
す
る

と

一
人
が
新
た
に
参
加
す
る
、
と
い
う
形
で
あ

っ
た
。

深
江
の
み
こ
し
音
頭
は
歌
詞
が
五
番
ま
で
あ
る
が
、
二
～
四
番
の
歌
詞

は
そ
の
年
の
世
相
を
読
み
込
ん
で
、
か
き
番
の
年
ご
と
に
新
た
に
作

っ
た
。

四
月
に
入
る
と
、
毎
回
歌
詞
を
作

っ
て
い
る
人
に
、
制
作
を
依
頼
す
る
決

ま
り
と
な

っ
て
い
た
。
現
在
は
奉
賛
会
会
員
か
ら
歌
詞
を
募
集
し
て
決
め

て
い
る
。
五
月
に
入
る
と
、
音
頭
取
り
は
毎
夜
大
日
霊
女
神
社
の
社
務
所

に
集
ま
り
、
先
生
役
の
人
に
来
て
も
ら

っ
て
稽
古
を
重
ね
た
そ
う
で
あ
る
。

深
江
は
昭
和
三
十
二
年

（
一
九
四
八
）
に
み
こ
し
を
担
い
だ
と
い
わ
れ
、

同
二
十
六
年
、
同
二
十
九
年
の
み
こ
し
音
頭
の
歌
詞
が
残

っ
て
い
て
、
聞

き
取
り
と
符
合
す
る

（神
戸
市
民
俗
芸
能
調
査
団

『神
戸
の
民
俗
芸
能

・
東
灘
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第三章 祭礼と歩むまち

編
し
。
な
お
、
同
書
に
は
同
三
十
六
年
の
歌
詞
も
掲
載
す
る
が
、
こ
れ
は

同
二
十
五
年
の
も
の
で
、
同
年
で
み
こ
し
か
き
は
中
断
し
た
。

深
江
で
は

「
拍
子
木
」
は
世
話
人
の
な
か
で
も
古
株
の
人
が
な

っ
た
。

祝
儀
を
も
ら

っ
た
家
の
前
す
べ
て
で
み
こ
し
を
止
め
て
い
る
と
、
担
ぎ
手

が
疲
れ
て
し
ま
う
が
、　
一
方
で
み
こ
し
を
止
め
ず
に
行

っ
て
し
ま
う
と
、

祝
儀
を
出
し
た
人
の
不
興
を
買
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
ど
の
家
の
前
で
み
こ

し
を
止
め
る
べ
き
か
を
判
断
で
き
、
ま
た
こ
の
人
が
そ
う
判
断
し
た
な
ら

仕
方
が
な
い
、
と
思
わ
せ
る
人
が
な
る
必
要
が
あ

っ
た
。
苦
情
は
そ
の
人

が
す
べ
て
請
け
負

っ
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

青
木
の
音
頭
取
り

青
木
で
は
、
音
頭
取
り
の
中
の
年
長
者
が
拍
子
木
を
持

っ
た
。
音
頭
取

り
が
六
人
、
拍
子
木
が

一
人
、
拍
子
木
の
予
備
役
が

一
人
、
と
い
う
構
成

で
あ

っ
た
。

み
こ
し
音
頭
は
歌
詞
が
九
番
ま
で
あ
る
が
、
か
き
番
の
年
ご
と
に
少
し

ず
つ
変
え
て
新
た
に
作

っ
た
。
九
番
ま
で
の
歌
詞
の
う
ち
、　
一
番
と
九
番

は
必
ず
唄
う
が
、
残
り
の
何
番
を
唄
う
か
は
、
か
き
番
の
年
ご
と
に
決
め

た
。
例
え
ば
今
年
は

一
。
三

・
五

。
九
番
を
唄
う
と
決
め
る
と
、
み
こ
し

か
き
の
間
そ
の
歌
詞
を
唄

っ
た
。

青
木
に
は
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
、
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
、
同

十
年
、
同
二
十
年
の
五
月
二
十
日
の
日
付
の
入

っ
た
戦
前
の
み
こ
し
音
頭

の
歌
詞
が
現
存
し

て
い
る
。
青
木
の

か
き
番
は
昭
和
十

年
の
次
は
十
二
年
、

十
六
年
、
十
九
年

に
あ
た
る
が
、　
一

年
ず
れ
た
同
二
十

年
の
み
こ
し
音
頭

が
残

っ
て
い
る
の

は
、
十
九
年
は
準

備
を
し
た
だ
け
で
、

結
局
み
こ
し
を
担

が
な
か

っ
た
た
め

に
、
翌
二
十
年
、

激
し
く
な
る
戦
火

の
も
と
で
祭
り
を

準
備
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
同
二
十
年
も
み
こ
し
を
か
く
こ
と
が
出

来
ず
、
戦
後
の
同
二
十

一
年
に
み
こ
し
を
担
い
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
三
年

後
の
同
二
十
四
年
の
歌
詞
が
伝
わ

っ
て
い
て

（前
掲

『神
戸
の
民
俗
芸
能

・

東
灘
編
し
、
こ
の
言
い
伝
え
と
符
号
す
る
。

写真-16 昭和24年 ごろの青木地区のみこしかき
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祭
り
の
ニ
カ
月
前
に
な
る
と
、
音
頭
取
り
の
責
任
者
の
元

へ
若
頭
が
挨

拶
に
行

っ
た
。
音
頭
取
り
の
人
数
分
の
、
ゆ
か
た
用
反
物
、
帯
、
鼻
緒
が

白
い
草
履
、
そ
し
て
卵

一
〇
個
を
持
参
す
る
の
が
決
ま
り
で
あ

っ
た
。
そ

し
て
そ
の
時
か
ら
音
頭
取
り
の
稽
古
が
始
ま

っ
た
。
し
か
し
熱
心
な
人
は

一
月
ぐ
ら
い
か
ら
練
習
を
始
め
た
そ
う
で
あ
る
。

拍
子
木
は
、
音
頭
取
り
の
中
で

「
親
方
」
や

「先
生
」
と
呼
ば
れ
る
年

長
者
が
な

っ
た
の
で
、
音
頭
の
節
ま
わ
し
を
す
べ
て
知

っ
て
お
り
、
音
頭

取
り
と
息
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

写
真
１
１７
　
圭自
木
の
み
こ
し
音
頭
歌
詞
　
左
中
央
が
昭
和
２０
年
の
も
の

祭
り
の
衣
装

深
江
の
若
仲
は
、
ネ
ル
の
腰
巻
き
を
巻
い
た
上
か
ら
兵
児
帯
を
締
め
、

さ
ら
に
胸
か
ら
兵
児
帯
の
下
あ
た
り
ま
で
サ
ラ
シ
を
巻
い
た
。
そ
し
て
そ

の
上
に
ジ
ン
ベ
を
着
た
。
ジ
ン
ベ
は
組
別
に
反
物
を
買
い
に
行

っ
た
の
で
、

組
ご
と
に
柄
が
違
う
。
頭
に
は
豆
絞
り
を
締
め
た
。
足
元
は
地
下
足
袋
に

真
を
巻
い
て
滑
り
止
め
と
し
た
。

ま
た
二

一
歳
か
ら
下
の
者
は
、
魔
除
け
と
し
て
、
ジ
ン
ベ
の
背
中
に

「
身
代
わ
り
の
猿
」
と
呼
ば
れ
る
お
守
り
を

つ
け
た
。
子
供
の
拳
く
ら
い

の
大
き
さ
の
赤
い
布
製
で
、
四
本
の
足
を
二
本
ず
つ
括
り
、
頭
に
あ
た
る

部
分
に
鈴
を
つ
け
る
。
サ

ル
は
組
ご
と
に
友
達
の
女

の
子
や
母
親
に
作

っ
て
も

ら
い
、
ジ
ン
ベ
が
動
い
て

も
邪
魔
に
な
ら
な
い
背
筋

の
あ
た
り
に
縫
い
付
け
た
。

世
話
人
は
麦
わ
ら
帽
子

を
か
ぶ
り
、
ゆ
か
た
を
着

て
、
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

長
さ
の
青
竹
を
持

っ
た
。

青
竹
は
、
電
柱
や
塀
な
ど
、

写真-18 ゆかたを着た青木の音頭取 り
昭和30年ごろ
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第二章 祭礼と歩むまち

巡
行
す
る
み
こ
し
や
だ
ん
じ
り
の
先

に
現
れ
る
、
気
を

つ
け
る
べ
き
も
の

を
叩
い
て
、
か
き
手
に
知
ら
せ
る
た

め
に
持

っ
て
い
る
が
、
時
間
が
た
つ

に
つ
れ
て
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

若
い
者
を
叩
く
の
に
使
う
よ
う
に
な

る
の
は
、
毎
年
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

ゆ
か
た
に
は
稲
穂
と
巴
と
千
鳥
の
模

様
が
入

っ
て
い
る
。
稲
穂
は
稲
荷
神

社
の
象
徴
と
し
て
の
五
穀
豊
穣
を
、

巴
は
大
日
霊
女
神
社
の
社
紋
を
、
そ
し
て
踊
り
波
に
浜
千
鳥
の
紋
様
を
入

れ
て
大
漁
祈
願
を
表
し
て
い
る
。

青
木
で
は
衣
装
は
若
仲
で
決
め
て
揃
え
た
。
深
江
と
同
じ
く
ネ
ル
の
腰

巻
き
を
し
て
サ
ラ
シ
を
巻
き
、
上
着
は

一
番
安
く
で
き
る

「
チ
ャ
ン
チ
ャ

ン
コ
」
に
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
と
い
う
。
足
元
に
は
タ
ビ
を
履
い
た
。

背
中
の
お
守
り
の
サ
ル
は
、
青
木
で
も
戦
前
か
ら
殆
ど
の
人
が
つ
け
て
い

た
。
ま
た
腰
巻
き
の
代
わ
り
に
短
い
ズ
ボ
ン
状
の

「
江
戸
股
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
を
履
い
て
い
た
時
期
も
あ
る

（
日
絵
写
真
参
照
）
。

世
話
人
は
、
若
頭
が
青
竹
と
と
も
に
届
け
た
反
物
を
、
揃
い
の
ゆ
か
た

に
仕
立
て
て
着
た
。
青
竹
に
は
、
「
わ
れ
わ
れ
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
け

れ
ば
こ
の
青
竹
で
殴

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
味
が
あ

っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

４
　
だ
ん
じ
り
の
歩
み
と
祭
り
の
再
興

深
江
の
だ
ん
じ
り
の
盛
行
と
戦
災
に
よ
る
焼
失

だ
ん
じ
り
は
江
戸
時
代
中
期
の
経
済
発
展
を
受
け
て
、
当
時
の
村
を
単

位
に
競
い
合

っ
て
作

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
が
、
江
戸
時
代
の

歴
史
は
断
片
的
に
し

か
わ
か
ら
な
い
。
た

だ
深
江
で
は
、
安
政

二
年

（
一
八
五
五
）

に
だ
ん
じ
り
の
幕
を

新
調
し
て
い
る
。
こ

の
幕
を
納
め
る
長
持

ち
に
よ
れ
ば
、
幕
施

主

。
縫
施
王
と
中
老

・

見
習
な
ど
の
名
前
が

あ
る
。
こ
の
当
時
は

写真-19 身代わ りの猿

写真-20 だん じり幕を入れた長持ち
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か
き
だ
ん
じ
り
だ

っ

た
。そ

の
後
、
大
正
七

年

（
一
九

一
八
）
ご

ろ
、
淡
路
の
業
者
に

発
注
し
て
だ
ん
じ
り

そ
の
も
の
を
新
調
し

た
。
業
者
の
記
録
は

な
い
が
、
木
村
清
弘

氏
は
、
当
時
淡
路
で

だ
ん
じ
り
を

一
手
に

引
き
受
け
て
い
た
の

は
、
二
代
目
大
歳
茂

平
だ

っ
た
こ
と
、
昭

和
三
年

（
一
九
二
八
）
に
だ
ん
じ
り
を
新
調
し
た
御
影

・
西
之
町
の
だ
ん

じ
り
の
業
者
や
、
抱
え
て
い
た
彫
師
や
大
工
の
名
前
か
ら
、
彫
師
は
開
正

藤

・
正
眠

（
正
し
く
は
生
眠
）
、
大
工
は
木
長
為
吉
と
推
測
し
て
い
る

（木
村
二
〇
〇
〇
）
。
ま
た
だ
ん
じ
り
を
作

っ
た
材
料
の
余
り
で
す
ず
り
箱

が
作
ら
れ
、
氏
子
に
配
ら
れ
た
。
だ
ん
じ
り
新
調
後
、
か
き
だ
ん
じ
り
は

解
体
さ
れ
境
内
西
北
に
あ

っ
た
だ
ん
じ
り
小
屋
に
納
め
ら
れ
た
。

だ
ん
じ
り
は
昭
和
十
七
年

（
一
九
四
三
）
ご
ろ
ま
で
引
い
て
い
た
が
、

戦
時
色
が
強
く
な
り
曳
き
手
も
な
く
な

っ
て
中
断
し
た
。
昭
和
二
十
年

の

祭
り
に
は
だ
ん
じ
り
が
出
た
と
い
う
聞
き
取
り
も
あ
る
が
、
定
か
で
は
な

い
。地

域

で
守
ら
れ
て
き
た
だ
ん
じ
り
だ

っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
六
日

の
神
戸
大
空
襲
に
よ
り
だ
ん
じ
り
小
屋
は
全
焼
し
、
大
正
七
年
に
新
調
し

た
だ
ん
じ
り
も
、
そ

れ
以
前
の
解
体
し
た

だ
ん
じ
り
も
焼
失
、

だ
ん
じ
り
幕
と
二
丁

鉦
、
半
鐘
だ
け
が
か

ろ
う
じ
て
残

っ
た
。

終
戦
後
は
、
西
青
木

や
御
影

・
弓
場
地
区

か
ら
だ
ん
じ
り
を
借

り
て
祭
り
を
行

っ
た
。

し
か
し
だ
ん
じ
り
の

前
を
持
ち
上
げ
た
反

動
で
後
ろ
を
上
げ
る

と
い
っ
た
、
衝
撃
を

写真-21 昭和初期の深江のだん じりの宮入 り

議

写真-22 弓場だん じりを借 りて町中を曳 く 昭和24年ごろ
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第三章 祭礼と歩むまち

与
え
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
で
、
彫
り
物
の
目
が
落
ち
る
な
ど
、
借
り

物
の
だ
ん
じ
り
を
傷
め
て
し
ま
い
、　
一
度
借
り
た
と
こ
ろ
か
ら
は
三
度
と

借
り
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
。

ま
た
戦
後
深
江

へ
の
転
入
者
が
増
加
し
、
地
域
の
連
帯
感
が
薄
れ
て
い

く
な
か
で
、
若
仲
で
の
祭
り
の
維
持
は
難
し
く
な

っ
て
い
っ
た
。
昭
和
三

十
五
年
に
、
深
江
青
年
団
と
漁
業
組
合
青
年
団
が
共
同
で
み
こ
し
を
か
い

だ
の
を
最
後
に
、
卯
の
葉
祭
り
は
途
絶
し
て
し
ま

っ
た
。

祭
り
と
深
江
だ
ん
じ
り
の
再
興

昭
和
五
十
年
代
後
半
か
ら
、
近
隣
の
地
区
の
だ
ん
じ
り
曳
き
が
再
興
さ

れ
る
な
か
で
、
深
江
で
も
卯
の
葉
祭
り
の
再
興
を
望
む
声
が
増
え
て
い
っ

た
。
昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
）
に
ま
ず
樽
み
こ
し
を
、
翌
年
に
は
子

供
み
こ
し
を
復
興
し
た
。
昭
和
六
十
年
に
は
、
卯
の
葉
祭
り
の
み
こ
し
か

き
が
森
地
区
に
よ

っ
て
再
開
さ
れ
、
こ
の
と
き
深
江
は
有
志
が
だ
ん
じ
り

屋
台
を
作
り
、
だ
ん
じ
り
囃
子
が
蘇

っ
た
。
翌
年
に
は
こ
の
屋
台
を
子
供

だ
ん
じ
り
に
作
り
変
え
、
平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）
に
は
深
江
が
み
こ
し

か
き
番
を
務
め
、
翌
年
よ
り
専
門
業
者
か
ら
リ
ー
ス
し
た
だ
ん
じ
り
で
だ

ん
じ
り
曳
き
を
再
開
し
た
。

か
つ
て
五
月
十
九
日

ｏ
二
十
日
で
あ

っ
た
祭
り
の
日
程
は
、
再
開
後
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
五
月
二
日

ｏ
四
日
に
変
更
に
な

っ
た
。
日
程
を

変
更
し
た
の
は
、
祭
り
に
関
わ
る
人
手
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。　
一
年

間
保
管
し
て
い
た
だ
ん
じ
り
を
磨
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
準
備
と
、
朝
十
時

か
ら
夕
方
八
時
に
渡
る
三
日
間
の
祭
り
、
そ
し
て
そ
の
後
片
付
け
の
た
め

に
、
人
数
を
確
保
す
る
に
は
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
で
あ
る
ほ
う
が
都

合
が
よ
い
し
、
休
み
の
日
で
あ
れ
ば
見
物
人
も
期
待

で
き
る
か
ら
で
あ

っ

た
。子

供
み
こ
し
、
子
供
だ
ん
じ
り
の
成
功

で
高
ま
る
祭
り
復
興

の
機
運
を

受
け
、
焼
失
し
た
だ
ん
じ
り
の
再
建
は
、
平
成
二
年
よ
り
具
体
的
に
検
討

さ
れ
、
平
成
七
年
完
成
を
目
指
し
新
調
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
平
成

六
年

に
は
大
日
霊
女
神
社

の
鳥
居
を
嵩
上
げ
し
、
新
し
い
だ
ん
じ
り
を
迎

え
る
準
備
も
整

い
つ
つ
あ

っ
た
が
、
平
成
七
年

一
月
十
七
日
に
起

こ

っ
た

阪
神

・
淡
路
大
震
災
に
よ

っ
て
、
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
大
日

霊
女
神
社

の
社
殿
が
倒
壊
す
る
、
と
い
う
悲
劇
に
も
見
舞
わ
れ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
震
災
復
興
が
進
む
中

で
、
だ
ん
じ
り
は
そ
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な

っ
た
。
そ
し
て
平
成
八
年
四
月
、
深
江

は
新
し
い
だ
ん
じ
り
を
迎
え
る
に
至

っ
た
。
だ
ん
じ
り
の
高
欄
に
は
、
震

災
を
テ
ー

マ
と
し
た
彫
刻
二
十
六
枚
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

「木
が
倒
れ
、
巣
を
失

っ
て
悲
し
む
鳥
や
、
森
か
ら
火
が
出
て
逃
げ
ま
ど

う
動
物
た
ち
が
、
や
っ
と
水
を
見
つ
け
、
え
さ
を
分
け
合
う
。
や
が
て
、
森

に
も
花
が
咲
き
、
葉
が
繁
り
、
最
後
は
地
震
で
離
れ
離
れ
に
な

っ
た
ク
ジ
ャ

ク
の
つ
が
い
が
よ
う
や
く
め
ぐ
り
合
う
」
と
い
う
、
助
け
合
い
や
復
興
に
力
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を
合
わ
せ
る
姿
を
、
動
物
に
象
徴
さ
せ
た
二
十
六
枚
で
あ
る

（深
江
区
地
車

（だ
ん
じ
り
）
新
調
再
建
報
告
書
よ
り
）。

青
木
の
だ
ん
じ
り
の
変
遷

青
木
で
も
江
戸
時
代
か
ら
だ
ん
じ
り
が
出
て
い
た
が
、
詳
細
は
明
ら
か

で
は
な
い
。
明
治
初
期
に
親
子
だ
ん
じ
り
を
新
調
し
た
と
い
う
。
大
正
九

年

（
一
九
二
〇
）
ご
ろ
に
は
、
持

っ
て
い
た
だ
ん
じ
り
を
尼
崎
の
築
地
栄

町
に

一
〇
〇
円
程
度
で
譲
り
、
御
影

。
東
之
町
か
ら
別
の
だ
ん
じ
り
を
購

入
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
直
前
に
東
之
町
が
だ
ん
じ
り
を
新
調
し
た
も
の
の
、

大
き
す
ぎ
て
弓
弦
羽
神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
れ
な
か

っ
た
た
め
と
い
う
。
だ

ん
じ
り
の
大
き
さ
を
競
う
気
風
が
あ

っ
た
の
で
、
青
木
で
は
よ
り
大
き
い

も
の
に
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
尼
崎
に
譲

っ
た
だ
ん
じ
り
は
四
つ
ゴ

マ
で
、

譲
ら
れ
た
後
、
六

つ
ゴ
マ
に
改
造
さ
れ
た
が
、
築
地
地
区
の
中
で
は

一
番

大
き
か

っ
た
と
い
う
。

青
木
の
だ
ん
じ
り
も
深
江
と
同
じ
く
、
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
の
神
戸

大
空
襲
で
、
半
鐘
、
二
丁
鉦
、
子
供
だ
ん
じ
り
の
太
鼓
な
ど
を
残
し
て
焼

失
し
た
。
終
戦
後
、

田
中
地
区
や
芦
屋
の

打
出
地
区
な
ど
、
近

隣
の
だ
ん
じ
り
を
借

り
て
祭
り
を
行

っ
た

が
、
昭
和
二
十
九
年

を
最
後
に
子
供
だ
ん

じ
り
も
曳
か
れ
な
く

な
り
、
だ
ん
じ
り
曳

き
は
中
断
し
た
。
な

お
、
こ
の
子
供
だ
ん

じ
り
も
老
朽
化
し
昭

和
四
十
六
年
に
浜
で

焼
い
た
。

写真-23 昭和 3年の昭和天皇御大典記念で

出されただん じり

写真-24 昭和10年の祭礼記念写真 この年みこしを担いだ

式聾専泉監ガご:頭
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第二章 祭礼と歩むまち

写
真
１
２５
　
田
中
地
区
の
だ
ん
じ
り
を
借
り
て

曳
く
　
昭
和
２４
年

写
真
１
２６
　
昭
和
２２
年
ご
ろ
の
祭
り
で
の
青
木

の
だ
ん
じ
り

写
真
１
２７
　
子
ど
も
み
こ
し
渡
御
の
行
列

昭
和
３０
年
ご
ろ

胸
聖
閲
■

ヽ

一ヽ
“　　　一一̈】一一一̈中二

Ｌ

ｒ

写
真
１
２８
　
復
興
さ
れ
た
子
ど
も
み
こ
し

昭
和
３７
年
ご
ろ

コ 謳
み   、三

と
‐幹 藍環

敬
″

耗
ｔ↓
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そ
の
後
、
昭
和
三
十
三
年
ご
ろ
、
子
供
み
こ
し
だ
け
が
復
興
さ
れ
た
。

再
興
の
気
運
が
高
ま
る
中
で
、
こ
の
子
供
み
こ
し
を
曳
い
た
体
験
の
あ
る

人
た
ち
が
中
心
に
な

っ
て
、
地
元
の
宮
大
工
の
平
間
利
夫
氏
に
依
頼
し
、

二
年
が
か
り
で
昭
和
六
十

一
年
、
ま
ず
本
体
の
み
が
再
建
さ
れ
た
。
そ
し

て
翌
年
に
は
だ
ん
じ
り
の
維
持
管
理
を
担
当
す
る
青
木
地
草
保
存
会
と
、

寄
付
を
募
る
青
木
郷
土
の
祭
り
復
興
奉
賛
会
を
発
足
さ
せ
た
。
平
成
二
年

に
は
飾
り
金
具
や
鬼
板
を
取
り
付
け
、
復
興
奉
賛
会
を
祭
礼
奉
賛
会
に
改

組
し
た
。
同
三
年
に
は
森
、
深
江
と
と
も
に
だ
ん
じ
り
行
列
を
再
開
。
同

四
年
に
は
太
鼓
新
調
、
同
五
年
に
は
車
板
、
同
八
年
に
は
飾
り
幕
と
彫
り

物
を
新
調
し
、
順
次
、
壮
麗
な
姿
を
整
え
て
い
っ
た
。

二
節
　
本
住
吉
神
社
の
例
大
祭
と
西
青
木

例
大
祭
の
日
程
と
様
子

西
青
木
は
昭
和
十
年
代
ま
で
、
本
住
吉
神
社
の
例
大
祭
に
、
だ
ん
じ
り

を
曳
い
て
参
加
し
て
い
た
。

本
住
吉
神
社
の
例
大
祭
は
か
つ
て
陰
暦
六
月
二
十
日
に
行
わ
れ
、
み
そ

か
祭
り
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
）
に
伝
染
病
が

流
行
し
た
た
め
五
月
十
二
、
十
三
日
に
変
更
さ
れ
た

（『本
住
吉
神
社
誌
し
。

祭
り
に
参
加
し
て
い
た
地
区
は
、
西
青
木
を
合
め
全
体
で
十
四
地
区
程
度

で
あ

っ
た
と
い
う
。

五
月
十
二
日
の
宵
官
に
は
、
他
地
区
の
だ
ん
じ
り
と
と
も
に
、
本
住
吉

神
社

へ
宮
入
り
を
行

っ
た
。
午
後

一
時
頃
に
本
住
吉
神
社
の
宮
司
が
春
日

神
社

へ
来
て
神
事
を
行
い
、
そ
の
後
、
西
青
木
の
地
区
内
を
だ
ん
じ
り
を

曳
い
て
回

っ
た
。
だ
ん
じ
り
の
前
に
は
ロ
ー
プ
が
つ
け
ら
れ
、
子
供
た
ち

が
そ
れ
を
曳
い
た
。

午
後
三
時
に
な
る
と
、
西
青
木
の
天
上
川
の
橋
ま
で
、
そ
の
年
の
祭
礼

当
番
地
区
の
だ
ん
じ
り
が
迎
え
に
来
た
。
祭
礼
当
番
地
区
の
だ
ん
じ
り
と

西
青
木
の
だ
ん
じ
り
は
、
浜
街
道
を
通
り
、
本
住
吉
神
社
の
参
道
で
あ
る

お
旅
筋
の
南
の
呉
田
地
区
に
あ

っ
た
お
旅
所

へ
向

っ
た
。
お
旅
筋
は
住
吉

神
社
の
南
に
伸
び
る
道
で
、
三
と
八
の
つ
く
日
に
夜
店
が
出
る
の
で
三
八

（さ
ん
ぱ
ち
）
筋
と
も
呼
ば
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

お
旅
所
ま
で
は
子
供
た
ち
も

一
緒
に
行

っ
た
。
午
後
五
時
頃
、
だ
ん
じ

り
が
お
旅
所
に
到
着
す
る
と
、
そ
こ
で
夕
食
を
取

っ
た
。
子
供
に
は
握
り

飯
、
大
人
に
は
酒
と
か
ま
ば
こ
や
ち
く
わ
が
出
さ
れ
た
。

午
後
六
時
半
、
全
地
区
の
だ
ん
じ
り
が
揃

っ
て
宮
入
り
を
行

っ
た
。
だ

ん
じ
り
が
並
ぶ
順
番
は
決
ま

っ
て
い
て
、
お
お
む
ね
西
青
木
が
最
後
か
そ

れ
に
近
か

っ
た
。
宮
入
り
で
は
だ
ん
じ
り
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
走

っ
て

危
険
な
た
め
、
付
き
添
い
の
大
人
の
い
な
い
子
供
は
帰
さ
れ
た
と
い
う
。
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第二章 祭礼と歩むまち

写
真
１
２９
　
本
住
吉
神
社
の
祭
礼
　
明
治
末
期

宮
入
り
は
勇
壮
で
、

神
社
境
内

の
板
石

が
ガ
タ
ガ
タ
と
音

を
立

て
る
ほ
ど
で

あ

っ
た
。

そ
の
夜
は
本
住

吉
神
社
の
境
内
に

だ
ん
じ
り
を
置
い

て
お
く
た
め
、　
一

〇
人
ほ
ど
が
残

っ

て
不
寝
番
を
し
た
。

一
晩
中
だ
ん
じ
り

の
鳴
り
物
が
鳴
ら

さ
れ
、
け
ん
か
も

よ
く
起
こ
っ
た
の

で
、　
一
緒
に
番
を

し
て
い
た
人
が
青

竹
を
持

っ
て
止
め

に
入
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
。

翌
十
二
日
の
本
宮
に
は
鳳
彗

（
ほ
う
れ
ん
）
渡
御
が
行
わ
れ
た
。
し
か

し
西
青
木
が
鳳
彗
を
か
く
こ
と
は
な
く
、
ま
た
西
青
木
地
区
ま
で
鳳
彗
が

回

っ
て
く
る
こ
と
も
な
か

っ
た
と
い
う
。

当
日
は
午
前
十
時
半
か
ら
、
本
住
吉
神
社
で
神
事
が
行
わ
れ
た
。
氏
子

の
代
表
な
ど

一
〇
〇
人
ほ
ど
が
招
待
さ
れ
、
神
事
の
後
に
は
食
事
が
振
る

舞
わ
れ
た
。
神
事
の
間
、
待
機
し
て
い
る
だ
ん
じ
り
の
鳴
り
物
を
鳴
ら
す

と
怒
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

神
事
が
終
わ
り
鳳
彗
渡
御
の
行
列
が
出
る
ま
で
の
間
に
、
稚
児
行
列
が

神
社
を
出
発
し
た
。
若
武
者
の
衣
装
を
身
に
つ
け
た
子
供
た
ち
が
本
住
吉

神
社
の
境
内
に
集
ま
り
、
お
旅
所
ま
で
歩
い
た
の
で
あ
る
。
西
青
木
か
ら

は
十
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
出
発
前
の
境
内
に
は
四
〇
～
五
〇
人
の
子
供
が

い
た
と
い
う
。
稚
児
行
列
は
お
旅
所
に
到
着
す
る
と
、
別
れ
て
地
区

へ
戻

っ

た
。
戻
る
道
中
、
西
青
木
の
家
々
か
ら
御
祝
儀
を
貰

っ
た
そ
う
で
あ
る
。

だ
ん
じ
り
の
曳
き
手
は
午
前
十

一
時
頃
に
本
住
吉
神
社
に
各
自
集
ま
り
、

午
前
十

一
時
半
に
鳳
彗
と
だ
ん
じ
り
の
渡
御
行
列
が
本
住
吉
神
社
を
出
て
、

お
旅
筋
を
南
下
し
た
。
こ
れ
を

「外
宮
」
と
呼
ん
だ
。
西
青
木
の
だ
ん
じ

り
は
お
旅
所
ま
で
他
地
区
と
揃

っ
て
行
き
、
そ
こ
か
ら
西
青
木

へ
戻

っ
た
。

だ
ん
じ
り
は
午
後
零
時
半
か
ら

一
時
頃
に
春
日
神
社

へ
到
着
し
、
曳
き

手
は
そ
こ
で
昼
食
を
取
る
。
そ
し
て
午
後

一
時
半
か
ら
西
青
木
の
主
な
道

を
ま
わ

っ
た
。
東
は
深
江
の
高
橋
川
の
辺
り
ま
で
曳
い
て
い
っ
た
と
い
う
。

-299-



写
真
１
３０
　
稚
児
行
列
に
参
加
し
た
数
え
５
歳
の
中
田
勘
治
郎
氏

昭
和
１５
年
の
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
行
事
に
ち
な
む
も
の

で
大
規
模
だ
っ
た
。

そ
し
て
午
後
四
時
頃
に
公
会
堂
の
前
を
通
り
、
春
日
神
社
に
納
め
て
本
宮

を
終
え
た
。

そ
の
後
、
春
日
神
社

へ
の
お
供
え
が
分
け
ら
れ
、
地
区
の
家
に
配
ら
れ

た
。
供
え
ら
れ
た
餅
も
切

っ
て
配
り
、
配
る
仕
事
を
し
た
子
供
は
、
配
り

賃
と
し
て
各
戸
か
ら
五
銭
程
度
を
貰

っ
た
そ
う
で
あ
る
。

本
住
吉
神
社
例
大
祭
は
、
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）
か
ら
五
月
四
・

五
日
に
変
更
さ
れ
た
が
、
交
通
事
情
な
ど
も
あ

っ
て
現
在
西
青
木
の
だ
ん

じ
り
は
参
加
し
て
い
な
い
。

だ
ん
じ
り
を
曳
く
組
織

だ
ん
じ
り
を
曳
く
の
は
青
年
団
で
あ
っ
た
。
だ
ん
じ
り
の
曳
き
手
が
二

五
～
三
〇
人
ほ
ど
、
そ
し
て
屋
根
の
上
に
乗
る
人
が
二
人
ほ
ど
い
た
。
だ

ん
じ
り
の
四
隅
に
取
り
付
く
人
を

「
棒
鼻
」
と
呼
ん
だ
。
だ
ん
じ
り
の
上

に
は

「
て
こ
」
と
呼
ば
れ
る
人
が
乗

っ
て
お
り
、
テ
コ
棒
を
引
い
て
だ
ん

じ
り
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
役
目
を
負

っ
て
い
た
。

青
年
団
に
は
学
校
を
卒
業
し
結
婚
す
る
ま
で
の
人
た
ち
が
所
属
し
て
い

た
。
そ
し
て
家
庭
を
持

つ
と
青
年
団
を
卒
業
し
消
防
団
に
入

っ
た
。

他
に

「
世
話
人
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
八
人
ほ
ど
お
り
、
祭
り
の
時

に
は
ウ
チ
ワ
を
持

っ
て
、
だ
ん
じ
り
の
行
く
先
に
あ
る
電
信
柱
な
ど
を
叩

き
、
注
意
を
呼
び
か
け
る
、
な
ど
の
役
目
を
し
て
い
た
。
世
話
人
は
四
〇

歳
を
越
え
た
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
で
は
な
か

っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

見
物
に
来
た
子
供
た
ち
が
、
だ
ん
じ
り
の
前
に
伸
ば
し
た
ロ
ー
プ
を
引

い
て
、
祭
り
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
ま
た
幼
い
子
供
た
ち
は
、
だ

ん
じ
り
に
乗
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ

っ
た
。

だ
ん
じ
り
の
角
付
け
は
な
く
、
笹
に
ポ
チ
袋
を
つ
け
水
引
で
括

っ
た
も

の
を
、
祝
儀
と
し
て
も
ら

っ
て
い
た
。

祭
り
の
衣
装
は
、
揃
い
の
浴
衣
に
白
足
袋
と
ぞ
う
り
で
あ

っ
た
。
た
だ

し
だ
ん
じ
り
の
曳
き
手
は
、
脱
げ
る
と
危
な
い
の
で
ぞ
う
り
は
履
か
ず
、

足
袋
の
上
か
ら
縄
を
三
回
巻
い
て
、
滑
り
止
め
と
し
た
。
浴
衣
の
柄
は
白

と
紺
の
鎖
柄
と
決
ま

っ
て
お
り
、
若
い
衆
も
世
話
人
も
子
供
も
同
じ
柄
の

浴
衣
だ

っ
た
が
、
帯
は
揃
い
で
は
な
か

っ
た
。
世
話
人
は
他
に
麦
わ
ら
帽
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子
を
被
り
、
「
世
話
人
」
と
書
か
れ
た
ウ
チ
ワ
を
持

っ
て
い
た
。

か
つ
て
は
だ
ん
じ
り
を
動
か
す
の
は
大
変
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
現
在
は

ど
こ
で
も
舗
装
さ
れ
た
道
路
な
の
で
、
だ
ん
じ
り
を
動
か
そ
う
と
思
え
ば

十
人
ほ
ど
で
も
可
能
だ
が
、
昔
は
大
き
な
道
は
バ
ラ
ス
を
敷
い
た
砂
利
道

だ

っ
た
の
で
、
車
輪
に
対
す
る
抵
抗
が
今
よ
り
は
る
か
に
大
き
か

っ
た
か

ら
で
あ
る
。

だ
ん
じ
り
の
変
遷
と
修
理

本
住
吉
神
社
の
だ
ん
じ
り
も
江
戸
時
代
に
遡
り
、
明
治
に
な

っ
て
も
盛

ん
に
曳
か
れ
て
い
た
が
、
け
ん
か
が
絶
え
な
い
こ
と
か
ら
、
日
露
戦
争
を

契
機
に
、
住
吉
村
は
だ
ん
じ
り
曳
行
禁
止
の
通
達
を
出
し
、
だ
ん
じ
り
は

中
絶
、
西
青
木
の
だ
ん
じ
り
は
こ
の
と
き
売
却
さ
れ
た
。
大
正
後
期
に
な

っ

て
ふ
た
た
び
だ
ん
じ
り
の
曳
行
が
認
め
ら
れ
、
西
青
木
で
は
大
正
十

一
年

（
一
九
二
二
）
ご
ろ
、
河
内
で
中
古
の
だ
ん
じ
り
を
見

つ
け
、
同
十
二
、

十
四
年
ご
ろ
持
ち
帰

っ
た
。

昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）
頃
に
は
戦
争
の
た
め
に
若
者
が
い
な
く
な

っ

た
た
め
、
祭
礼
は
行
わ
れ
た
が
、
だ
ん
じ
り
は
曳
け
な
い
状
態
に
な

っ
た
。

だ
ん
じ
り
本
体
は
空
襲
被
害
か
ら
幸
い
免
れ
た
も
の
の
、
引
き
幕
は
全
焼
。

戦
後
は
、
昭
和
二
十
五
年
に

一
回
だ
け
、
青
年
団
の
主
催
で
青
木
の
旧
国

道
か
ら
本
庄
小
学
校
の
前
を
通
り
、
役
場
ま
で
行
く
と
い
う
コ
ー
ス
で
だ

ん
じ
り
を
動
か
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
だ
ん
じ
り
は
そ
の
頃
か
ら
既
に
損

傷
し
て
い
た
が
、
何
度
か
他
の
地
区
に
貸
す
う
ち
、
傷
み
が
激
し
く
な
り
、

動
か
す
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
。

そ
の
後
西
青
木
の
だ
ん
じ
り
は
平
成
五
年

（
一
九
九
二
）
か
ら
八
年
間

に
渡

っ
て
修
理
さ
れ
、
同
九
年
に
は
幕
も
新
調
し
、
平
成
十
二
年
に
修
理

を
終
え
て
披
露
さ
れ
た
。
そ
し
て
平
成
十
二
年
九
月
十
五
日
の
春
日
神
社

秋
祭
り
で
、
戦
後
初
め
て
曳
行
さ
れ
た
。

三
節
　
各
地
区
の
祭
り

１
　
深
江
地
区

稲
荷
祭
り

大
日
霊
女
神
社
の
境
内
社
で
あ
る
、
白
王
稲
荷
神
社

・
末
光
稲
荷
神
社

の
例
祭
で
あ
り
、
二
月
初
午
の
日
に
行
わ
れ
る
。

昭
和
四
十
年
代
ま
で
白
玉
講
と
呼
ば
れ
る
団
体
が
行

っ
て
い
た
が
、
そ

の
後
、
講
の
途
絶
に
伴

っ
て
組
織
さ
れ
た
白
玉
世
話
人
会
を
経
て
、
大
日

霊
女
神
社
奉
賛
会
が
祭
り
を
取
り
仕
切
る
こ
と
と
な

っ
た

（民
俗
編
第
四

章
四
節
参
照
）
。

二
月
に
入

っ
て
初
め
て
の
午
の
日
、
朝
十
時
か
ら
稲
荷
神
社
の
神
主
が

神
事
を
行
う
。
神
事
後
の
食
事
な
ど
は
行
わ
れ
な
い
。
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ま
た
同
じ
日
、
同
じ
く
大
日
霊
女
神
社
の
境
内
社
で
あ
る
塞
の
神
社
の

例
祭
も
行
う
。

夏
越
し
祭
り

夏
越
し
の
祓
え
は
、
旧
暦
六
月
晦
日
に
行
わ
れ
る
楔
の
行
事
で
あ
る
。

こ
の
日
に
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
と
災
厄
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
か
つ
て
は
七
月
十
四
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
梅
雨
の
時
期
で

も
あ
り
雨
が
降
る
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
、
現
在
は
七
月
二
十
日
に
行
わ

れ
て
い
る
。

地
区
の
各
家
に
は
あ
ら
か
じ
め
、
人
形

（
ひ
と
が
た
）
の
描
か
れ
た
紙

と
そ
れ
を
入
れ
る
袋
が
配
ら
れ
、
そ
の
人
形
の
紙
に
御
祓
い
を
し
て
ほ
し

い
人
の
名
前
と
年
齢
を
書
い
て
お
い
た
。
ま
た
祭
り
の
二
日
ほ
ど
前
、
拝

殿
の
前
に
人
が
く
ぐ
れ
る
ほ
ど
の
茅
の
輪
を
取
り
付
け
る
。
茅
の
輪
は
森

の
植
木
職
人
が
作
り
、
稲
荷
神
社
か
ら
届
け
ら
れ
た
。

当
日
は
夜
七
時
頃
か
ら
御
祓
い
を
行
う
。
茅
の
輪
の
脇
で
、
稲
荷
神
社

の
神
主
か
ら
御
祓
い
を
受
け
た
人
は
、
人
形
を
茅
の
輸
に
つ
け
た
後
、
茅

の
輪
を
く
ぐ

っ
て
神
社
に
参
拝
す
る
。
祭
り
は
三
時
間
ほ
ど
で
終
わ
り
、

最
後
に
世
話
役
が
御
祓
い
を
受
け
た
後
、
片
づ
け
て
終
了
す
る
。
後
で
世

話
役
が
集
ま

っ
て
食
事
を
す
る
な
ど
の
行
事
は
な
い
。

祭
り
が
終
わ

っ
た
あ
と
、
茅
の
輪
に
取
り
付
け
た
人
形
を
稲
荷
神
社

へ

と
持
ち
帰
り
、
他
の
地
区
の
人
形
と
と
も
に
焼
く
。
か
つ
て
は
、
い
っ
た
ん

稲
荷
神
社
に
集
め
た
茅
の
輪
を

深
江
の
浜
か
ら
流
し
た
と
い
う
。

呻
　
　
戎
祭
り

軸
　
　
深
江
で
は
か
つ
て
、
毎
年
九

り
　
月
十
日
に
戎
祭
り
が
行
わ
れ
て

ぐく
　
い
た
。
九
月
十
日
は
、
芦
屋
村

赫　と深江村の間で争われた入

漁
権
裁
判
に
勝

っ
た
日
な
の
で
、

浜
勝
ち
祭
り
と
も
呼
ば
れ
て
い

た
。

写真-31 大日霊女神社の茅の輪と

-302-



第二章 祭礼と歩むまち

戎
祭
り
の
日
は
、

ハ
マ
の
戎
神
社

（浜
え
び
す
）
で
稲
荷
神
社
の
神
主

の
御
祓
い
を
受
け
、
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
、
地
曳
網
業
者
、

打
瀬
網
漁
師
、
手
繰
り
網

。
延
縄
漁
師
の
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、

「散
財
」
と
呼
ば
れ
る
飲
み
食
い
を
し
た
と
い
う
。

当
日
朝
八
時
半
か
ら
九
時
の
間
に

「
コ
シ
ラ
エ
」
と
呼
ぶ
準
備
を
す
る
。

お
供
え
と
し
て
海
や
山
の
も
の
を
準
備
し
た
。
稲
荷
神
社
の
神
主
は
十

一

時
頃
に
戎
神
社
に
到
着
す
る
。
先
代
の
神
主
は
馬
で
や

っ
て
き
て
、

ハ
マ

が
近
づ
く
と
馬
を
走
ら
せ
た
の
で
、
と
て
も
格
好
が
よ
か

っ
た
そ
う
で
あ

る
。
神
事
に
は
組
合
員
が
皆
集
ま
り
、
神
主
が
祝
詞
を
あ
げ
、
玉
串
の
奉

納
が
あ

っ
た
。

御
祓
い
が
終
わ

っ
た
十
二
時
頃
か
ら
日
が
暮
れ
る
頃
ま
で
、
各
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
組
合
長
の
と
こ
ろ
か
、
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
家
の
広
い

人
の
と
こ
ろ
か
、
組
合
事
務
所
の
三
階
の
部
屋
で
散
財
を
し
た
。
畳
の
上

に
カ
ン
テ
キ
を
置
い
て
、
ト
リ

（鶏
肉
）
の
す
き
焼
き
を
し
た
り
、
太
刀

魚

。
カ
レ
イ
な
ど
の
刺
し
身
を
食
べ
た
。
ほ
か
に
巻
き
寿
司
や
バ
ラ
寿
司

を
出
し
た
と
い
う
。

日
が
暮
れ
る
と
神
社
の
周
囲
に
夜
店
が
出
た
。
夜
店
は
昭
和
三
十
五
年

～
六
年
頃
ま
で
出
て
い
た
と
い
う
。

山
の
神
祭
り

六
甲
山
系
の
本
庄
山
に
あ

っ
た
山
の
神
の
祠
で
行
わ
れ
て
い
た
神
事
で

あ
る
。
か
つ
て
は
農
家
が
正
月
に
行

っ
て
い
た
が
、
大
日
霊
女
神
社
奉
賛

会
が
六
月
と
十

一
月
に
、
祠
で
例
祭
を
行

っ
て
き
た
。

２
　
圭用
木
地
区

戎
祭
り

毎
年
六
月
十
日
に
八
坂
神
社
で
行
わ
れ
る
祭
り
で
あ
る
。
か
つ
て
は
青

木
の
浜
に
あ

っ
た
戎
神
社
で
行
わ
れ
た
が
、
昭
和
九
年

（
一
九
二
四
）
の

室
戸
台
風
で
社
殿
が
流
さ
れ
て
か
ら
、
御
神
体
が
八
坂
神
社
に
合
祀
さ
れ
、

戎
祭
り
も
八
坂
神
社
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

青
木
に
は
現
在
も
四
杯
の
船
が
あ
り
、
そ
の
所
有
者
に
よ

っ
て
、
戎
講

ま
た
は
戎
仲
と
呼
ば
れ
る
組
織
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
に
よ

っ

て
、
戎
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

祭
り
の
日
は
朝
十
時
か
ら
稲
荷
神
社
の
神
主
に
よ

っ
て
神
事
が
行
わ
れ

る
。
そ
の
際
、
通
常
の
供
物
と
と
も
に
鯛
を
供
え
る
の
が
習
わ
し
で
あ
る
。

昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
、
神
事
終
了
後
、
漁
業
組
合
長
が
中
心
と
な

っ

て
飲
み
食
い
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
神
事
を
行
う
の
み
で
あ
る
。

夏
越
し
祭
り

毎
年
七
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
る
夏
越
し
の
祓
え
の
神
事
で
あ
る
。
人

形
を
茅
の
輪
に
つ
け
、
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
と
い
う
行
事
は
、
森
の
稲
荷
神

社

・
深
江
の
大
日
霊
女
神
社
と
共
通
し
て
い
る
。
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甘
酒
祭
り

か
つ
て
十
月
頃
に
行
わ
れ
て
い
た
、
酒
屋
が
甘
酒
を
振
る
舞
う
お
接
待

行
事
で
あ
る
。
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
。

八
坂
神
社
に
は
松
尾
大
明
神
も
合
祀
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
は
酒
造
業

者
が
例
祭
を
行

っ
て
い
た
が
、
酒
造
業
の
衰
退
と
と
も
に
、
甘
酒
を
振
る

舞
う
行
事
に
変
わ

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

３
　
西
青
木
地
区

秋
祭
り

毎
年
九
月
十
五
日
に
春
日
神
社
で
行
わ
れ
る
祭
り
で
あ
る
。

『
武
庫
郡
誌
』
に
よ
れ
ば

「
現
今
天
児
屋
根
命
を
祀
り
、
陰
暦
八
月
十

五
日
を
以

っ
て
祭
典
挙
行
の
日
と
な
し
し
が
、
明
治
二
十
八
年
の
頃
、
住

吉
神
社
は
五
月
十
三
日
を
以

っ
て
祭
日
と
定
め
し
よ
り
、
同
日
を
以

っ
て

春
祭
り
と
し
、
九
月
十
二
日
を
以

っ
て
秋
祭

り
と
な
せ
り
」
と
あ
る
。

か

つ
て
は
、
本
住
吉
神
社
か
ら
宮
司
が
来

承

ｎ

好軽
I,

と雰
=粛穐鎌硯と′

写真-32 青木の戎祭 りの神事 平成13年

写真-33 青木の夏越 し祭 り

写真-34 茅の輪につけられた人形
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第二章 祭礼と歩むまち

て
神
事
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
村
の
人
は
ゴ
ザ
を
持

っ
て
神
社
に
集
ま
り
、

漫
才
師
な
ど
の
芸
人
を
呼
ん
で
き
て
楽
し
ん
だ
と
い
う
。

昭
和
四
十
年
代
に
子
供
み
こ
し
を
購
入
し
、
現
在
も
こ
の
秋
祭
り
で
地

区
の
子
供
た
ち
が
担
い
で
い
る
。
ま
た
昭
和
五
十
年
代
に
は
境
内
で
カ
ラ

オ
ケ
大
会
も
催
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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第四章 神社仏閣の変遷と民間信仰

第
四
章

神
社
仏
閣
の
変
遷
と
民
間
信
仰

人
間
と
は
弱
い
も
の
で
、
災
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
生
活
に
不
幸

が
訪
れ
る
と
、
自
分
以
外
の
別
な
も
の
に
す
が

っ
た
り
、
心
の
拠
り
所
を

求
め
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
、
神
道
や
仏
教
な
ど
の
宗
教
や
、
民
間
信
仰

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
章
で
は
、
村
の
歴
史
や
行
事
、
人
生
儀
礼
に

深
く
か
か
わ

っ
て
き
た
神
社
や
寺
院
な
ど
の
変
遷
と
、
身
近
な
拠
り
所
と

し
て
祀
ら
れ
て
き
た
民
間
信
仰
を
記
述
す
る
。
民
間
信
仰
に
つ
い
て
は
、

路
傍
に
あ

っ
て
、
周
知
さ
れ
て
い
る
も
の
を
取
り
上
げ
た
。

一
節
　
神
社
の
変
遷

本
庄
地
域
に
は
、
現
在
二
つ
の
神
社
が
鎮
座
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
旧
本
庄

村
が
成
立
す
る
前
の
村
々
に

一
つ
ず
つ
あ
り
、
各
村
の
氏
神
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
る
。
東
か
ら
、
深
江
に
大
日
霊
女
神
社
、
青
木
に
八
坂
神
社
、
西

青
木
に
春
日
神
社
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
社
と
村
の
関
係
を
見
る
と
、
各

村
の
鎮
守
の
社
以
外
に
、
も
う
少
し
広
い
地
域
的
連
携
を
も

っ
て
祀
ら
れ

る
神
社
の
存
在
が
あ
る
。
深
江

。
青
木
の
村
は
近
世
に
は
森

。
中
野

・
小

路

・
北
畑

。
田
辺

（以
上
神
戸
市
東
灘
区
）

・
三
条

・
津
知

（以
上
芦
屋

市
）
の
村
々
と
共
に
本
庄
九
カ
村
と
称
し
、
西
青
木
は
岡
本

・
野
寄

・
田

中

・
住
吉

。
魚
崎

・
横
屋

（以
上
神
戸
市
東
灘
区
）
と
共
に
山
路
荘
と
称

さ
れ
て
い
た
。
本
庄
九
カ
村
は
、
保
久
良
神
社

・
稲
荷
神
社
を
産
土
神
と

し
て
祀
り
、
山
路
荘
は
本
住
吉
神
社
を
産
土
神
と
し
て
祀

っ
て
き
た
。
し

か
し
、
明
治
五
年
に
本
庄
九
カ
村
は
保
久
良
神
社

・
稲
荷
神
社
の
ど
ち
ら

か
だ
け
を
祀
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
森

・
深
江

。
青
木
の
三
カ
村

は
稲
荷
神
社
を
、
他
の
六
カ
村
は
保
久
良
神
社
を
祀
る
こ
と
に
な

っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
歴
史
か
ら
、
次
に
述
べ
て
い
く
神
社
の
節
で
は
、
本
庄

地
域
に
鎮
座
さ
れ
て
い
な
い
稲
荷
神
社

・
保
久
良
神
社

・
本
住
吉
神
社
も

併
せ
て
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
、
各
神
社
で
行
わ
れ
る
祭
り
に
つ
い
て
は
、

民
俗
編
第
二
章
で
述
べ
た
の
で
割
愛
し
た
。
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大
日
霊
女
神
社
の
創
立

阪
神
電
車
深
江
駅
の
南
東
、
深
江
本
町
三
丁
目
五
に
鎮
座
。
通
称
大
日

神
社
で

「
大
日
ツ
ァ
ン
」
と
親
し
ま
れ
、
「
深
江
こ
ゆ
れ
ば
大
日
如
来
」

と
近
在
の
名
所
を
唄

っ
た
但
謡
に
出
て
く
る
。
祭
神
は
、
大
日
霊
女
尊
。

神
主
は
、
森
の
稲
荷
神
社
の
宮
司
が
兼
務
し
て
い
る
。

創
立
年
代
は
不
詳
だ
が
、
文
明
十
二
年

（
一
四
八

一
）
、
深
江
の
薬

王
寺
住
職
観
空
が
蓮
如
に
帰
依
し
、
真
言
宗
か
ら
浄
土
真
宗
に
改
宗

し
た
。
そ
の
時
に
本
尊
も
大
日
如
来
か
ら
阿
弥
陀
如
来
に
改
め
、
寺

か
ら
出
さ
れ
た
大
日
如
来
を
村
人
が
祀

っ
た
の
が
創
建
と
さ
れ
る

令
民
俗
編
第
六
章
」
参
照
）
。

江
戸
時
代
の
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
や
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）

に
幕
府
巡
見
使
の
廻
村
に
先
立

っ
て
作
成
さ
れ
た

「
留
帳
」
（西
宮

。

岡
本
紀
士
生
氏
文
書
）
に
は
、
深
江
村
の
氏
神
は

「
稲
荷
神
社
　
森

村

二
有
、
牛
頭
天
王
　
北
畑
村

二
有
」
と
あ
り
、
稲
荷
神
社
と
牛
頭

天
王
神
社
、
す
な
わ
ち
保
久
良
神
社
こ
そ
が
正
規
の
氏
神
で
、
大
日

霊
女
神
社
は
正
規
の
氏
神
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
ま
た

名
称
も
正
徳
二
年

（
一
七

一
三
）

の

「
深
江
住
居
図
写
」

で
は

「
大

日
の
森
」
、
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
寺
社
改
め
の
写
や
、
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）
の
修
復
と
瓦
葺
き
雨
覆
の
新
設
普
請
願
書
で
も

「
大
日

堂
」
と
呼
ん
で
い
た
。
境
内
の
規
模
は
元
禄
五
年
寺
社
改
め
に
よ
れ

ば
二
〇
間

（約
二
六

。
四
房
）

か
か
ら
な
い
除
地
で
あ

っ
た
。

村
人
が
交
代
で
務
め
た
。

遣

と

一
八
間

（約
二
二

・
七
房
）
が
年
貢
の

管
理
は
村
中
廻
り
持
ち
で

「
当
年
番
」
を

考

必要
鮮

く

軽
7:舞

平

写真-1 大日の森 (正徳 3年の深江住居図写)村の西端にあり、
周囲に民家はない。右上端に「道場J(正寿寺)が見える
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明
治
以
降
の
大
日
霊
女
神
社

明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
八
月
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
た
。
同
九
年
の
地

籍
図
に
よ
れ
ば
、
除
地
の
境
内
は

一
畝
三
歩

（三
二
坪
、
約

一
〇
九

。
一

平
方
房
）
。
そ
の
周
囲
に
境
外
地
と
し
て
林

一
反

一
畝
九
歩

（三
二
九
坪
、

約

一
一
二
〇

・
七
平
方
房
）
と
た
め
池
二
畝
二
四
歩

（八
四
坪
、
約
二
七

七

・
七
平
方
房
）
の
計

一
反
四
畝
三
歩

（四
二
三
坪
、
約

一
二
九
八

・
四

平
方
房
）
が
あ

っ
た
。
た
め
池
は
参
道
の
両
側
と
社
殿
の
西
に
あ

っ
た
。

口
´́
放
玄
下

！‐

ド
Ｌ
Ｊ
撃
れ
を
朱
ユ
沖

れ
れ
を
ゑ
Ｗ
放
＞
卜
　
■ヽ！

同
九
年
、
境
内
に
小
学
校
設
置
を
願

っ
た
際
の
願
書
に
よ
れ
ば
、
敷
地
は
、

境
内
二
五
歩

（約
八
二

・
七
平
方
房
）
、
林

一
反
二
畝
二
五
歩

（約

一
二

七
二

・
八
平
方
房
）
が
除
地
で
、
若
干
敷
地
が
減
少
し
て
い
る
。

社
殿
は
、
明
治
十
二
年
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
東
西

一
間
四
尺

（約
二

・

○
房
）
、
南
北
二
間

一
尺
五
寸

（約
四

。
一
伊
）
、
境
内
三
七
二
坪

（約

一

三
二
九

・
八
平
方
房
）
。
社
殿
は
明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
）
に
神
明

造
に
改
築
さ
れ
、
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）
の

『
兵
庫
県
神
社
誌
』
に

よ
る
と
、
本
殿
は
瓦
葺
き
流
造
二
坪
五
合

（約
八

・
三
平
方
房
）
、
同
時

に
新
築
さ
れ
た
拝
殿
は
瓦
葺
き
入
母
屋
造
九
坪
九
合

一
勺

（約
二
二

・
八

写
真
１
３
　
明
治
末
期
の
大
日
霊
女
神
社
　
南
東
か
ら

第四章 神社仏間の変遷と民間信仰

写真-2 明治 9年の大日霊女神社境内図 周囲は田
畑に囲まれ、稲荷筋は神社東側を通る

話
ｆＦ

を
及
屯
詠
永
卜
，

穏
野

・Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
‐
′
′
‐
‐
‐

・

彗
Ｗ

Ｉ

′

ノ
　
一年
　一

導

幸

、
ア
級
十
な
生

五
す
甲
乾
ａ
Ｆ
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平
方
房
）
。
他
に
二
五
坪
七
合
五
句

（約
八
五

。
一
平
方
房
）
の
社
務
所

が
あ
り
、
崇
敬
者
が

一
一
〇
〇
戸
、
境
内
四

一
八
坪

（
一
三
八

一
。
九
平

方
房
）
だ

っ
た
。
本
殿

・
拝
殿
は
戦
災
を
免
れ
た
が
、
平
成
七
年
の
阪
神

・

淡
路
大
震
災
で
倒
壊
し
た
。

ま
た
、
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
の
銘
の
入

っ
た
神
輿
台
石
が
境
内
に

あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
森
稲
荷
神
社
の
お
旅
所
と
し
て
高
橋
川
の
右
岸
の
踊

り
松
の
場
所
に
あ

っ
た
も
の
を
、
明
治
四
十

一
年

（
一

九
〇
八
）

一
月
に
大
日
霊
女
神
社
の
境
内
に
移
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
神
輿
台
は
昭
和
四
十
三
年

（
一
九

六
八
）
十

一
月
、
深
江
会
館
竣
工
時
に
境
内
を
駐
車
場

に
す
る
た
め
、
撤
去
さ
れ
た
。

お
旅
所
が
元
あ

っ
た
踊
り
松
は
、
明
治
九
年

（
一
八

|:BII斑 11う

写
真
１
４
　
大
正
前
期
の
大
日
霊
女
神
社南

か
ら

写
真
１
５
　
大
正
１１
年
の
大
日
霊
女
神
社

南
側
か
ら

写真-6 大日霊女神社境内にあった神輿台
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第四章 神社仏閣の変遷と民間信仰

七
六
）
の
地
籍
図
で
は
、
境
内
二
畝

一
歩

（約
二

〇

一
・
七
平
方
房
）
、
そ
の
外
側
に
二
反

一
畝
二

一
歩

（約
二

一
五
二

・
三
平
方
房
）
の
広
大
な
敷

地
だ

っ
た
が
、
う
ち

一
反
二
畝

一
九
歩

（
一
二
五

二

・
九
平
方
房
）
の
林
が
還
禄
士
族

へ
下
げ
渡
さ

れ
た
。
深
江
村
は
明
治
十
四
年

（
一
八
八

一
）
、
境

内
地
二
畝

一
歩
を
祭
典
用
地
と
し
て
地
代
を
払
い

県
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
、
祭
り
を
継
続
さ
せ
た
。

境
内
東
北
隅
に
祀
ら
れ
て
い
る
白
玉
稲
荷
は
、

祭
神
が
宇
迦
御
魂
神
で
、
か
つ
て
踊
り
松
の
南
の

字
西
浜
に
あ

っ
た
。
明
治
十
四
年
の
調
査
で
は
四

四
坪

（約

一
四
五

・
五
平
方
房
）
。
他
に
も
大
正

写
真
１
７
　
明
治
９
年
の
地
籍
図
に
み
る
お
旅
所

写
真
１
８
　
大
正
時
代
の
踊
り
松

起　
蝿

増

大
漁
を
祈
願
し
た
浜

祭
り
が
行
わ
れ
、
漁

船
や
境
内
を
大
漁
旗

や
峨
で
飾
り
、
参
道

の
家
の
塀
に
は
絵
行

灯
を
か
け
、
夜
店
な
ど
も
出
て
多
く
の
人
々
で
賑
わ

っ
た
。
こ
の
九
月
十

日
を
祭
り
の
日
と
し
た
の
は
、
明
治
時
代
に
芦
屋
と
の
入
会
漁
業
権
を
争

っ

た
裁
判
で
勝

っ
た
日
で
あ
る
か
ら
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

七
年

（
一
九

一
八
）
旧
二
月
二
十
四
日
午
の
日
に
祀
ら
れ
た
末
光
稲
荷
や
、

塞
ノ
神
社
が
あ
る
。
ま
た
本
殿
西
に

「
深
江
史
の
庭
」
と
し
て
、
記
念
碑

や
石
碑
を
集
め
て
い
る

（「
民
俗
編
第
五
章
」
参
照
）
。

戎
神
社

現
在
大
日
霊
女
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
深
江
の
戎
神
社
は
、
元
は
深

江
南
町
三
丁
目
に
あ

っ
た
。
戎
神
は
七
福
神
の

一
つ
で
、
古
来
よ
り
漁
業

の
神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
戎
神
社
の
創
祀
は
不
詳
で
あ
る
が
、

江
戸
時
代
か
ら
漁
師
の
守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
。
九
月
十
日
に
は
、
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戸
~  

くノ
″

工 ‐ :

, ・■‐ ,.

議

大

正

三

年

盆

九

一
四
）

九
月
に
鳥
居
が

建
立
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）

の
ジ

ェ
ー
ン
台

風
で
倒
壊
し
た

あ
と
、
同
二
十

七
年
四
月
二
十

五
日
に
小
さ
な

祠
が
再
建
さ
れ

た
。
昭
和
四
十

年

（
一
九
六
五
）

か
ら
深
江
浜
の

埋
め
立
て
工
事

が
始
ま
牧

徐
々

に
漁
業
は
縮
小

さ
れ
、
同
四
十

七
年

（
一
九
七

写真-9 昭和32年 ごろの深江の戎神社 イワシの干場としても利用された

三
）
十
月
に
深
江
を
合
む
神
戸
東
部
漁
業
協
同
組
合
が
解
散
し
た
。
そ
の

後
戎
神
社
は
、
平
成
五
年

（
一
九
九
二
）
十
二
月
二
十
二
日
に
、
大
日
霊

女
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。

八
坂
神
社

国
道
四
三
号
北
側
の
青
木
五
丁
目

一
に
鎮
座
す
る
。
元
は
稲
荷
神
社
と

呼
ん
で
い
た
。
祭
神
は
蒸
瓢
呼
徒

・下鬱
聾
郊
郁
�
燕
ぼ
嗚
従
ぜ
あ
る
。
創

立
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、　
一
説
に
は
天
保
十

一
年

（
一
八
四
〇
）
に
神

祇
管
領
の
卜
部
良
長
よ
り
神
明
宮

・
須
佐
男
命

・
松
尾
大
明
神
の
神
体
を

請
け
た
の
が
は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昔
、
八
坂
神
社
よ
り

北
方
に
あ
る
保
久
良
神
社
の
神
が
、
青
い
大
亀
の
背
中
に
乗

っ
て
上
陸
し

た
所
だ
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
青
木
村
の
米
屋
利
兵
衛
の
所
有
地
を
買
収

し
、
こ
こ
に
勧
請
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
青
木
村
の
氏

神
は
、
深
江
村
と
同
じ
く
、
森
稲
荷
神
社
と
牛
頭
天
王
社

（保
久
良
神
社
）

で
、
八
坂
神
社
が
正
規
の
氏
神
で
は
な
か

っ
た
。

引
治
六
年

（
一
八
七
三
）
八
月
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
る
。
社
殿
は
初
め

春
日
造
だ

っ
た
が
大
正
三
年

（
一
九

一
三
）
八
坂
講
を
組
織
し
て
寄
進
を

募
り
、
神
明
造
の
社
殿
を
造
営
、
社
務
所
を
新
築
し
た
。
か
つ
て
は
境
内

に
酒
造
の
神
様
と
し
て
松
尾
大
明
神
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
土
地
の
酒
造
家

が
旧
暦
二
月
二
日
に
お
祭
り
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
二
十
年
代
に

青
木
の
酒
造
家
が
衰
退
し
、
社
は
姿
を
消
し
た
。
素
轟
鳴
尊
の
他
に
、
大
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物
主
命
を
祀
る
大
国
社
と
菅
原
道
真
を
祀
る
天
満
社
が
あ
る
。
ま
た
、
大

国
社
に
は
、
浜
に
あ

っ
た
戎
神
社
を
合
祀
し
て
い
る
。
昭
和
十
二
年

（
一

九
二
七
）
の

『
兵
庫
県
神
社
誌
』
に
よ
る
と
、
境
内
は

一
三
二
坪

（約
四

二
九

・
七
平
方
房
）

あ
り
、
営
造
物
と

し
て
、
檜
皮
葺
き

入

母
屋
造

一
坪

（
約
二

・
三
平
方

房
）
の
本
殿
が
記

さ
れ
て
い
る
。

浜
戎
は
八
坂
神

社
に
合
祀
さ
れ
た

が
、
今
で
も
六
月

十
日
に
戎
祭
り
の

神
事
だ
け
は
行
わ

れ
て
い
る
。

春
日
神
社

本
庄
地
域
の
西

端
を
流
れ
る
天
上

川
の
左
岸
に
接
し

た
北
青
木
四
丁
目
二
〇
に
位
置
す
る
。
祭
神
は
天
児
屋
根
命
。
創
立
年
代

は
不
詳
で
、
縁
起
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
本
源
は
奈
良
の
春
日
大
社
。
春

日
神
社
は
藤
原
氏

一
族
の
氏
神
な
の
で
、
藤
原
氏
の
荘
園
か
春
日
神
社
領

が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

西
青
木
は
、
か
つ
て
の
山
路
荘
の

一
部
で
、
明
治
以
前
は
荘
園
の
総
氏

神
の
本
住
吉
神
社
が
西
青
木
村
の
正
規
の
氏
神
で
あ
り
、
前
に
述
べ
た
天

明
八
年

（
一
七
八
八
）
や
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）
の

「留
帳
」
も
、
西

青
木
村
の
氏
神
は
本
住
吉
神
社
と
な

っ
て
い
て
、
春
日
神
社
に
な

っ
て
い

な
い
。

明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
八
月
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
る
。
明
治
十
六
年

（
一
八
八
三
）
に
編
纂
さ
れ
た

「
西
青
木
村
誌
」
に
よ
れ
ば
、
敷
地
は
東
西

二
間

（約
二

・
六
房
）
、
南
北
七
間

（約

一
二

・
七
房
）
の

一
四
坪

（約
四

六

。
三
平
方
房
）
だ
け
で
、
「
往
古

ヨ
リ
村
中
信
仰
仕
来
り
灯
籠
等
奉
納

シ
、
村
中
日
毎

二
替
リ
テ
灯
火
ヲ
奉
点
ス
、
毎
年
八
月
十
五
日
祭
礼
ヲ
執

行
ス
、
住
吉
神
社
神
官
横
田
正
実
受
持
謹
守
シ
奉
ル
」
と
あ
り
、
神
官
は

お
ら
ず
、
村
人
が
交
代
で
灯
火
を
あ
げ
、
本
住
吉
神
社
の
神
官
が
受
け
持

っ

て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
四
年

（
一
九
〇

一
）
に
社
殿

が
修
理
さ
れ
、
大
正
三
年

（
一
九

一
四
）
十

一
月
に
は
拝
殿
と
社
殿
を
瓦

葺
き
、
神
明
造
に
し
た
。
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）
の

『
兵
庫
県
神
社

誌
』
に
は
、
境
内

一
四
坪
、
営
造
物
と
し
て
瓦
葺
き
流
造

一
坪
三
合
三
勺

第四章 神社仏閣の変遷と民間信仰
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（四

。
四
平
方
房
）
の
本
殿
と
瓦
葺
き
入
母
屋
造
六
坪

（
一
九

・
八
平
方

房
）
の
拝
殿
、
氏
子
は
三
四
〇
戸
と
な

っ
て
い
る
。
平
成
二
年

（
一
九
九

〇
）
に
改
修
し
た
が
、
同
七
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
拝
殿
が
倒
壊
し
た
。

境
内
の
本
殿
北
側
の
だ
ん
じ
り
庫
に
は
、
大
正
十
三
、
十
四
年
ご
ろ
に

大
阪
の
河
内
の
方
か
ら
当
時
六
〇
〇
〇
円
で
購
入
し
た
だ
ん
じ
り
が
、
保

管
さ
れ
て
い
る
。

本
庄
の
総
社

。
稲
荷
神
社
の
創
立
と
変
遷

阪
神
電
車
深
江
駅
よ
り
北

へ
約

一
キ
ロ
の
、
森
北
町
四
丁
目

一
七
に
鎮

座
し
て
い
る
。
祭
神
は
、
宇
迦
御
魂
神

・
豊
受
女
命

・
破
斜
鵡
従
と。

儘
離
濯
鰐
」。と

購
概
丸
留

上ゃ
黎
鮮
彬
覺
・
菅
原
道
真

・
疋
作
距
導
椛
ｏ

社
伝
に
は
、
霊
亀
元
年

（七

一
五
）
卯
月
卯
日
の
夜
に
、
深
江
浦
の
海

上
に
光
が
輝
き
、
み
こ
し
が
浜
辺
に
漂
着
し

「
私
は
稲
荷
の
神
で
あ
る
。

こ
の
山
手
の
森
陰
に
祀
れ
ば
村
人
を
幸
せ
に
守
ろ
う
」
と
告
げ
た
の
で
、

現
在
の
地
に
祀
り
、
漂
着
し
た
卯
月
卯
日
を
吉
日
と
し
て
卯
の
葉
祭
り
と

称
し
、
例
祭
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
伝
承
が
残
る

（「
民
俗
編
第

六
章
」
）
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た

『
摂
津
名
所
図
会
』
や

『
摂
陽

群
談
』
に
は
、
深
江
の
踊
り
松
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
に
、
稲
荷
神
社
の
ご
神

体
が
流
れ
つ
き
、
麦
の
刈
り
入
れ
を
し
て
い
た
村
人
た
ち
が
、
杵
を
手
に

し
た
ま
ま
ご
神
体
を
迎
え
に
集
ま

っ
て
そ
の
回
り
を
踊

っ
た
と
記
述
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
場
所
が
お
旅
所
で
あ
る
。

稲
荷
神
社
は
近
世
以
前
は
本
庄
九
カ
村
の
総
社
で
あ

っ
た
。
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
の

「
寺
社
改
帳
」
に
よ
れ
ば
当
時
の
敷
地
は
六
五
間

（約

一
一
八

。
二
房
）
と
二
四
間
二
尺
四
寸

（約
四
四

・
四
房
）
で
、
拝
殿
は

元
和
元
年

（
一
六

一
五
）
の
造
営
で
、
惣
兵
衛
家
が
代
々
神
主
を
務
め
た
。

ま
た
当
時
の
末
社
は
、
戎
社
、
聖
真
子
明
神
社
、
客
人
明
神
社
が
あ

っ
た
。

正
徳
元
年

（
一
七

一
一
）
正

一
位
の
神
位
が
認
め
ら
れ
、
同
二
年
正

一
位

の
額
を
掲
げ
る
た
め
に
鳥
居
を
新
設
。
そ
の
後
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）

社
殿
屋
根
替
修
復
、
天
保
十
二
年

（
一
八
四

一
）
玉
垣
修
復
、
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
拝
殿
屋
根
葺
替
修
復
、
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
社
殿
修

復
、
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
社
殿
修
復
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
七
）

社
殿
改
修
が
行
わ
れ
た

（「歴
史
編
第
四
章
」
、
『本
山
村
誌
』
参
照
）
。

明
治
以
降
の
稲
荷
神
社

明
治
五
年

（
一
八
七
三
）
に
氏
子
が
分
離
し
、
森

・
深
江

。
青
木
の
二

カ
村
だ
け
が
氏
子
と
な
り
明
治
六
年
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
た
。
『
神
社
明

細
帳
』
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
に
森
村
の
天
満
神
社

を
合
祀
し
、
四
十
四
年
に
同
村
の
山
神
社
を
合
祀
し
た
。
大
正
元
年

（
一

九

一
三
）
に
踊
り
松
に
あ

っ
た
お
旅
所
は
大
日
霊
女
神
社
の
境
内
に
移
さ

れ
た
。
青
木
も
八
坂
神
社
の
境
内
に
お
旅
所
を
つ
く
り
、
み
こ
し
の
カ
キ

番
に
当
た
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
を
お
旅
所
と
し
た
。
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）
の

『
兵
庫
県
神
社
誌
』
に
は
、
境
内
は

一
四
〇
五
坪

（約
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四
六
四
四

・
九
平
方
房
）
あ
り
、
営
造
物
と
し
て
、
檜
皮
葺
き
入
母
屋
造

九
坪
二
勺

（約
二
九

・
八
平
方
房
）
の
本
殿
、
瓦
葺
き
入
母
屋
造
二
四
坪

（約
七
九

・
三
平
方
済
）
の
拝
殿
が
書
か
れ
て
い
る
。

森
南
町
三
丁
目
の
国
道
二
号
の
す
ぐ
北
側
に
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
七
）

八
月
に
建
て
ら
れ
た
高
さ
五

・
八
房
の
朱
鳥
居
が
あ
る
。
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
五
月
十

一
日
の
空
襲
で
は
川
西
航
空
機
甲
南
製
作
所
が
米

軍
の
攻
撃
目
標
の

一
つ
に
な

っ
た
が
、
そ
の
付
近
の
目
印
と
し
て
、
こ
の

朱
鳥
居
が
記
入
さ
れ
て
い
た

（「
民
俗
編
第
六
章
」
参
照
）
。

写
真
１
１１
　
石
垣
が
整
備
さ
れ
た
稲
荷
神
社
　
大
正
期
か

境
内
に
は
属
神
を
祀
る
遠
目
神
社
、
こ射

億
乳
館
が
祀
る
戎
社
、
大
山
咋

命

・
酒
解
之
命
を
祀
る
松
尾
神
社
、
泣
澤
女
命
を
祀
る
雨
神
社
、
和
田
住

命
・大
物
主
命
。供
難
鵬
徒
・藤
説
辞
鵬
徒
・繊
班
基
府
を
祀
る
五
社
神

社
が
あ
る
。
歴
代
の
神
主
は
表
１
１
の
通
り
で
あ
る
。

表-1 稲荷神社の歴代神主
本
庄
の
も
う

一
つ
の
氏
神

。
保
久
良
神
社

本
山
町
北
畑

の
山
麓

に
鎮
座
す
る
。

祭
神

は
、

須
佐
之
男
命

・

鴬
離
縫
位
能

」
対
醜
昌
紺
洋
樹
耀
翠
賜
舘
ｏ
旧
本
庄
九
カ
村
の
鎮
守
で
あ

っ

た
が
、
明
治
五
年

（
一
八
七
三
）
に
森

・
深
江

。
青
木
の
三
カ
村
が
分
か

れ
、
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
に
は
三
条

・
津
知
は
精
道
村

（
の
ち

の
芦
屋
市
）
に
属
す
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
次
第
に
離
れ
、
残
る
北
畑

・

田
辺

・
小
路

。
中
野
の
四
カ
村
の
鎮
守
と
な

っ
た
。
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創
建
は
不
詳
で
あ
る
が
、
『
延
喜
式
』
に
載
る
古
社
で
、
付
近
か
ら
は

弥
生
時
代
の
土
器
や
石
器
、
銅
曳
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
殿
周
辺

の
神
生
岩

。
二
交
岩
な
ど
の
巨
石
が
本
殿
を
中
心
と
し
て
、
環
状
に
人
為

的
配
置
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
磐
座
信
仰
が
う
か
が
え
る
。
祭
神
も

は
じ
め
は
椎
根
津
彦
命
を
祀

っ
て
い
た
。
伝
説
で
は
、
神
武
天
皇
東
征
の

お
り
、
瀬
戸
内
海
の
実
権
を
握

っ
て
い
た

一
族
の
漁
夫
が
、
九
州
か
ら
こ

の
付
近
の
海
路
を
案
内
し
、
そ
の
功
に
よ

っ
て
シ
イ
の
木
で
作

っ
た
カ
ジ

と
椎
根
津
彦
の
名
を
賜

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、

椎
根
津
彦
命
の
子
孫
と
い
わ
れ
る
菟
原
郡
倉
人
水
守
等

一
八
人
に
姓
と
し

て
大
和
連
を
賜

っ
た
と
あ
る
。
こ
の
椎
根
津
彦
命
の
子
孫
が
、
先
祖
を
追

慕
し
、
祖
神
と
し
て
祀

っ
た
の
が
創
祀
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
祇

園
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
、
や
が
て
牛
頭
天
王

（須
佐
之
男
命
）
を
主
祭
神

と
す
る
よ
う
に
な
り
、
天
王
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
『
摂
津
志
』

に
載

っ
て
い
る
棟
札
に
は
、
建
長
二
年

（
一
二
五
〇
）
に
改
築
さ
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

近
世
に
は
、
本
庄
九
カ
村
の
氏
神
と
し
て
多
く
の
崇
敬
を
受
け
た
。
元

禄
五
年

（
一
六
九
二
）
の
寺
社
改
め
に
よ
れ
ば
、
境
内
は
六
九
間
半

（約

一
二
六

。
四
房
）
、
七
〇
間

（約

一
二
七

。
三
房
）
。
本
社
は
妻
四
尺
七
寸

（約

一
・
四
房
）
、
面
五
尺

（約

一
・
五
房
）
の
柿
葺
き
。
ほ
か
に
末
社
と

し
て
天
照
大
神
、
春
日
大
明
神
が
あ

っ
た
。
明
和
三
年

（
一
七
六
五
）
六

月
、
本
殿
と
末
社
春
日
神
社
が
焼
失
、
翌
三
年
に
同
じ
規
模
で
大
工
深
江

村
善
兵
衛
に
よ

っ
て
再
建
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
雨
覆
の
新
設
を
願

っ
て
い

る
。
届
け
を
受
け
た
大
坂
町
奉
行
所
で
は
与
力
衆
が
検
分
を
し
て
、
新
設

を
認
め
た
。
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
に
も
社
殿
造
営
が
行
わ
れ
、
慶
応

二
年

（
一
八
六
六
）
に
も
社
殿
が
修
復
さ
れ
た

（「
棟
札
し
。
明
治
五
年

（
一
八
七
三
）
十

一
月
、
郷
社
に
列
せ
ら
れ
た
。
境
内
の
末
社
と
し
て
、

天
照
皇
大
神
と
春
日
大
神
を
祀
る
祓
御
神
社
が
あ
る
。

保
久
良
神
社
の
信
仰

社
前
に
あ
る
常
夜
灯
は
、
古
来
か
ら

「灘
の

一
つ
火
」
と
し
て
、
沖
を

い
く
船
の
夜
の
目
印
と
さ
れ
て
き
た
。
伝
説
で
は
、
醍
将
鵡
撃
〆
建
襲そ
遠

征
か
ら
帰
る
途
中
、
大
阪
湾
で
夜
に
な

っ
て
航
路
が
わ
か
ら
な
く
な
り
神

に
祈

っ
た
と
こ
ろ
、
北
の
山
上
に

一
つ
の
灯
が
見
え
た
。
そ
れ
を
頼
り
に

船
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
無
事
に
難
波

へ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

「
灘
の

一
つ
火
」
と
し
て
、
航
海
す
る
人
の
標
識
と
な

っ
て
き
た
こ
と
が

こ
う
し
た
伝
承
を
生
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
現
在
は
、
文
政
八
年

（
一
八
二
五
）

六
月
に
建
立
さ
れ
た
石
灯
籠
が
立

っ
て
い
る
。
昔
は
、
北
畑
の
天
王
講
の

人
々
が
、
毎
晩

一
晩
分
の
油
を
注
ぎ
点
火
し
て
き
た
が
、
現
在
は
電
気
で

点
火
し
て
い
る
。

『
摂
津
名
所
図
会
』
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
祭
り
は
、
旧
暦
六
月
十

四
日
に
行
わ
れ
、
六
月
七
日
か
ら
み
こ
し
を
社
前
に
飾
り
、
十
四
日
ま
で
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村
人
が
集
ま

っ
て
祭
祀
を
行

っ
た
と
い
い
、
京
都
の
祇
園
会
と
同
じ
日
程

で
あ
る
と
い
う
。
現
在
の
例
祭
は
五
月
四
日

・
五
日
に
な

っ
て
お
り
、
四

地
区
の
だ
ん
じ
り
が
四
日
の
宵
宮
に
出
さ
れ
、
夕
刻
に
お
旅
所
の
鷺
森
八

幡
神
社
に
宮
入
り
し
て

一
夜
を
明
か
す
。
明
く
る
五
日
の
例
祭
に
は
、
山

上
の
保
久
良
神
社
か
ら
み
こ
し
が
お
旅
所
の
鷺
森
八
幡
神
社

へ
神
幸
し
、

氏
子
地
区
を
渡
御
す
る
。
ま
た
、
宮
本
で
あ
る
北
畑
地
区
で
行
う

一
月
二

十
日
の
大
俵
祭
に
は
、
天
王
講
の
各
戸
か
ら
大
俵
餅
を
奉
納
す
る
神
事
が

あ
る
。

古
く
は
井
谷
若
太
夫
家
が
神
職
を
務
め
、
前
述
の
明
和
三
年

（
一
七
六

六
）
の
再
建
の
際
、
大
坂
町
奉
行
所
の
検
分
で
、
「
延
宝
九
年

（
一
六
八

一
）
は
北
畑
村
の
若
太
夫

・
長
右
衛
門
が
そ
の
年
の
神
主
を
務
め
る
な
ど

年
番
制
だ

っ
た
」
と
し
て
、
そ
の
真
偽
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
村
は

記
録
が
残

っ
て
い
な
い
と
答
え
て
い
る
。
森
の
稲
荷
神
社
三
代
目
神
主

・

神
田
直
政
の
時
か
ら
兼
務
し
た
と
さ
れ
、
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）

の

「
寺
社
改
帳
」
で
は
、
森
村
惣
兵
衛
が
神
主
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
以
後

明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
ま
で
は
森
の
稲
荷
神
社
神
主
が
兼
務
、
そ
の
後

魚
崎
の
松
尾
綾
平
が
同
八
年
ま
で
、
松
尾
竜
助
が
同
十
九
年

（
一
八
八
六
）

ま
で
、
猿
丸
務
が
大
正
五
年

（
一
九

一
六
）
ま
で
、
猿
丸
武
男
が
昭
和
四

十
八
年

（
一
九
七
三
）
ま
で
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
以
降
は
猿
丸
義
也
宮

司
が
兼
務
し
て
い
る
。

本
住
吉
神
社
の
創
立
と
変
遷

国
道
二
号
す
ぐ
北
側
の
住
吉
宮
町
七
丁
目

一
に
鎮
座
す
る
。
祭
神
は
、

表
筒
男
命

。
中
筒
男
命

・
底
筒
男
命

・
神
功
皇
后

。
天
児
屋
根
命

。
大
山

津
見
命
。
度
重
な
る
災
害
や
戦
災
を
被

っ
た
。
現
在
の
社
殿
も
、
戦
後
再

建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
は
、
神
功
皇
后
の
摂
政
元
年
、

兵
を
挙
げ
て
住
吉
に
屯
営
す
る
仲
哀
天
皇
王
子

。
忍
熊
王
制
圧
の
た
め
難

波
に
向
か

っ
た
神
功
皇
后
の
船
が
、
旋
回
し
て
進
ま
な
く
な
り
、
務
古
の

港
で
の
占
い
に
よ

っ
て
天
照
大
神

・
稚
日
女
尊

・
事
代
主
尊
を
そ
れ
ぞ
れ

祀

っ
て
広
田

・
生
田

・
長
田
の
各
神
社
の
発
祥
と
し
、
さ
ら
に
表
筒
男

・

中
筒
男

・
底
筒
男
の
三
柱
の
神
託
に
よ

っ
て

「
大
津
淳
中
倉
之
長
峡
」
に

祀
り
、
本
住
吉
神
社
に
な

っ
た
と
い
う
伝
承
を
記
載
す
る
。
た
だ
神
功
皇

后
は
伝
承
上
の
人
物
で
、
こ
の
話
も
朝
廷
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
制
圧
伝
承

が
、
古
代
天
皇
制
の
も
と
で
潤
色
さ
れ
て
、
定
着
し
た
も
の
と
さ
れ
、
神

社
の
創
祀
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
社
伝
で
は
仁
徳
天
皇
の
時
代
に
、
今
の

大
阪
市
の
住
吉
区
の
住
吉
大
社
の
地
に
遷
座
し
、
本
住
吉
神
社
は
御
蔭
社

と
改
め
た
と
い
う
。
郡
名
を
頭
に
つ
け
て
蒐
原
住
吉
と
も
、
住
吉
大
社
の

元
の
住
吉
神
社
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
住
吉
神
社
と
呼
ば
れ
、
尼
崎
藩
か

ら
の
社
領
寄
進
状
で
は
、
元
和
六
年

（
一
六
二
〇
）
の
戸
田
氏
鉄
の
寄
進

状
以
来

一
貫
し
て

「本
住
吉
大
明
神
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。　
一
方
大
阪

の
住
吉
大
社
が
本
来
の
も
の
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。
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航
海
や
漁
業
に
携
わ
る
人
々
の
厚
い
信
仰
を
集
め
て
き
た
。

・
■
４
■
“・‐】…ｉｒ
ｉ
Ｆ

、ヽ■　
、

国
街
道
が
す
ぐ
前
を
通

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
門
前
に
は
旅
人
の
休
憩
で

き
る
茶
屋
で
賑
わ
い
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
に
も
そ
の
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
社
殿
は
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）

に
本
社
が
修
建
さ
れ
た

（「
棟
札
し
。

こ

の
時
、
西
青
木
村
仁
右
衛
門
ら
が
名
前
を

連
ね
て
い
る
。
屋
根
は
柿
葺
き
だ

っ
た
が
、

延
享
元
年

（
一
七
四
四
）
檜
皮
葺
き
に
改

め
、
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
、
文
政
元

年

（
一
八

一
八
）
に
葺
き
替
え
た
。
文
化

四
年

（
一
八
〇
七
）
に
は
本
社
四
社
の
う

ち

一
社
が
大
風
雨
で
破
損
し
修
復
、
天
保

十
五
年

（
一
八
四
四
）
に
は
本
社
の
建
て

替
え
が
行
わ
れ
て
い
る

（『
本
住
吉
神
社

誌
し
。

明
治
以
降
の
本
住
吉
神
社

明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
八
月
に
村
社

に
列
し
、
同
七
年

一
月
に
郷
社
と
な

っ
た
。

ま
た
、
明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）
五

月
、
社
名
を
住
吉
神
社
か
ら
本
住
吉
神
社

に
戻
し
、
大
正
五
年

（
一
九

一
六
）
二
月

講 筆 ぎ 慕

ま
た
、
西

写真-12(右)『摂津名所地図』に描かれた本住吉神社 明暦 3年 (1657)ご ろ
図-1(左)『福原醤鏡』に描かれた本住吉神社 延宝 8年 (1680)ご ろ

郭 串

図-2『 摂津名所図会』に描かれた本住吉神社 寛政 8年 (1796)ごろ
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に
県
社
に
昇
格
し
た
。
社
殿
は
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
八
月
六
日
の

空
襲
で
全
焼
、
同
二
十
二
年
に
仮
本
殿
が
竣
工
し
、
拝
殿
、
末
社
、
神
楽

と
し
て
、
菅
原
道
真
を
祀
る
天
満
宮
社

・
豊
磐
窓
神
を
祀
る
門
神
神
社

・

奇
磐
窓
神
を
祀
る
背
戸
神
社

・
大
国
主
命
を
祀
る
大
国
主
神
社

・
宇
迦
魂

神
を
祀
る
稲
荷
神
社

・
水
波
女
命
を
祀
る
水
神
神
社

。
大
山
津
見
神
を
祀

る
山
王
神
社

。
天
水
分
神
を
祀
る
雨
神
神
社

。
大
物
主
神
を
祀
る
金
刀
比

羅
神
社
に
加
え
、
明
治
四
十
三
年
に
住
吉
村
字
牛
神
よ
り
合
併
し
た
大
日

女
神
を
祀
る
大
日
女
神
社
や
、
同
四
十
四
年
に
同
村
字
兼
松
よ
り
合
併
し

た
大
海
津
見
神
を
祀
る
大
海
神
社
、
同
四
十
五
年
同
村
字
宮
西
よ
り
合
併

し
た
船
戸
神
を
祀
る
塞
神
社
が
あ
る
。

戦
前
ま
で
は
西
青
木
地
区
も
祭
礼
に
参
加
し
だ
ん
じ
り
を
出
し
て
い
た

が
、
戦
争
に
よ
る
担
い
手
不
足
や
交
通
事
情
の
悪
化
な
ど
で
で
き
な
く
な

り
、
近
年
は
関
係
は
薄
く
な

っ
て
い
る

（「
民
俗
編
第
二
章
」
参
照
）
。

二
節
　
寺
院
の
変
遷

正
寿
寺
の
創
立
と
変
遷

正
寿
寺
は
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
、
山
号
は
永
井
山
と
い
う
。
阪
神
電
車

深
江
駅
よ
り
東
方
の
深
江
本
町
三
丁
目
七
に
所
在
す
る
。
本
尊
は
阿
弥
陀

如
来
で
、
『
武
庫
郡
誌
』
に
は

「
境
内
三
六
〇
坪
、
檀
徒
五
〇
〇
余
戸
」

と
あ
る
。
む
か
し
、
四
ツ
松
川
付
近
の
字
薬
王
寺
及
び
堂
の
後
に
、
薬
王

殿
な
ど
順
次
復

興
し
、
同
二
十

六
年
に
よ
う
や

社
　
く
本
殿
が
完
成

跡
し
た
（『本
住

陣　
吉
神
社
誌
し
。

仰
　
　
明
治
四
十
年

帥
（一九
〇
七
）

糀
九
月
に、
住
吉

勲　
村
字
坊
ケ
塚
に

は　
あ
った
春
日神

糾　
社
と
同
村
字
焼

明
　
原
に
あ

っ
た
山

真．

継

を
含

Ｌ

写
　
天
児
屋
根
命

・

大
山
津
見
命
を

合
祀
し
て
い
る
。

他
に
境
内
末
社
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寺
旦
家
と
い
う
集
落
と
、
大
日
如
来
を
本
尊
と
す
る
薬
王
寺
と
い
う
真
言

宗
寺
院
が
あ

っ
た
。
文
明
十
二
年

（
一
四
八

一
）
に
、
本
願
寺
八
世
の
蓮

如
上
人
が
こ
の
地
方
を
布
教
に
訪
れ
た
時
、
薬
王
寺
の
当
時
の
住
職
観
空

は
、
連
如
上
人
に
帰
依
し
て
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
、
寺
の
名
前
も
延
寿
寺

と
変
え
、
蓮
如
上

人
直
筆
の
六
字
名

号
も
下
付
さ
れ
た

と
い
う
。　
一
方
、

文
化
元
年

（
一
八

〇
四
）
ご
ろ
に
書

か
れ
た

「
深
江
由

緒
書
」
（永
井
正
治
氏
文
書
）
に
は
、
薬
王
寺
と
延
寿
寺
は
別
々
の
寺
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
天
文
年
間

（
一
五
三
二
～

一
五
五
五
）
に
深
江
の
永

井
氏
出
身
の
僧
正
福
が
、
本
願
寺
九
世
実
如
の
裏
書
き
の
あ
る
阿
弥
陀
像

を
安
置
し
た
。
そ
の
後
慶
長
年
間
に
了
順
、
そ
の
後
了
喜
、
正
円
と
い
う

僧
の
名
前
の
記
録
が
あ
る
が
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
寛
永
十
年

（
一
六
三
三
）
に
寺
を
現
在
の
位
置
に
移
転
、
永
井
三
左
衛
門
が
出
家
し

て
空
照
と
名
乗

っ
て
住
職
と
な
り
、
永
井
山
正
寿
寺
と
改
め
た
。
寛
永
十

九
年

（
一
六
四
三
）
十
二
月
に
本
山
の
本
願
寺
よ
り
木
仏

・
寺
号
が
許
さ

れ
た
。
空
照
を
正
寿
寺
の
開
基
と
す
る
。
宝
暦
四
年

（
一
七
五
四
）
第
五

世
住
職
理
伝
の
時
に
、
梵
鐘
が
鋳
造
さ
れ
た
。
こ
の
梵
鐘
は
、
「
冶
工
大

ている。昭和初期

表-2 正寿寺の歴代住職

初
　
代
一空
照
一寛
永
十
年

（
一
六
三
二
）
剃
髪
、
元
禄
十

一
年

（
一
六
九
八
）
没

十一　Ｍ
一報整
一減帥廿剛管入（寺一北苅保一昨靭
（一七
一九）没

坂
住
大
谷
相
模
橡
藤
原
正

次
」
の
銘
文
が
見
ら
れ
る
。

大
谷
相
模
稼
藤
原
正
次
は
、

大
坂
西
高
津

（今
の
大
阪

市
南
区
瓦
屋
町
）
の
鋳
物

師
で
あ

っ
た

一
七
代
大
谷

吉
右
衛
門
正
次
で
あ
る
。

各
地
の
梵
鐘
を
手
懸
け
、

同
じ
神
戸
市
東
灘
区
の
阿

写真-14 -堂に会 した崇徳婦人会 看板を掲げ右には仏旗を立て
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第四章 神社仏閣の変遷と民間信仰

弥
陀
寺
の
梵
鐘
に
も
そ
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
に

金
属
供
出
さ
れ
た
が
、
戦
禍
を
免
れ
戻

っ
て
き
て
お
り
、
阪
神

・
淡
路
大

震
災
の
時
に
鐘
楼
は
全
壊
し
た
が
、
梵
鐘
は
健
在
で
あ
る
。

安
永
二
年

（
一
七
七
三
）
第
七
世
住
職
恵
音
の
時
に
、
諸
堂
の
建
て
替

え
に
着
手
、
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）
ま
で
か
か

っ
て
建
坪
六
四
坪
瓦
葺

き
の
本
堂
が
完
成
し
た
。
そ
の
後
、
太
鼓
堂

・
庫
裏

。
山
門
が
建
立
さ
れ

た
が
、
天
保
十
二
年

（
一
八
四

一
）
に
、
本
堂
の

一
部
が
焼
失
し
た
。

明
治
以
降
の
正
寿
寺

明
治
十

一
年

（
一
八
七
八
）
、
中
本
山
常
楽
寺
の
末
寺
を
離
れ
て
本
願

寺
直
属
と
な
り
、
明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
）
親
鸞
聖
人
六
五
〇
回
遠

忌
の
際
、
参
道
近
辺
の
土
地
を
買
収
し
参
道
を
広
げ
た
。
第
二
次
世
界
大

戦
で
は
建
物
が
全
部
焼
失
し
た
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
記
録
が
失
わ
れ
て

し
ま

っ
た
が
、
本
尊
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
と
門
信
徒
の
過
去
帳
は
、
災
禍

を
免
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
の
本
堂
再
建
か
ら
随
時

建
物
が
再
建
さ
れ
、
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
八
）
に
は
、
全
建
物
が
再

建
さ
れ
た
。
し
か
し
、
平
成
七
年
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
ほ
と
ん
ど
の

建
物
が
倒
壊
し
、
寺
の
門
信
徒
も

一
四
名
が
亡
く
な

っ
て
い
る
。
地
震
で

全
壊
後
の
復
興
は
、
平
成
七
年
八
月
に
仮
本
堂
が
建
ち
、
同
十

一
年
八
月

に
再
建
工
事
が
始
ま
り
、
翌
年
四
月
に
Ｒ
Ｃ
造
で
バ
リ
ア

・
フ
リ
ー
の
本

堂
が
完
成
し
て
い
る
。
檀
家
の
組
織
と
し
て
崇
徳
婦
人
会
が
あ
り
、
浄
土

真
宗
の
布
教
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

ま
た
、
寺
は
信
仰
の
場
だ
け
で
な
く
、
教
育
の
場
と
な

っ
た
こ
と
も
あ

り
、
江
戸
時
代
末
期
に
、
当
時
の
住
職
理
円
が
本
堂
で
寺
子
屋
を
開
き
、

明
治
五
年

（
一
八
七
三
）
に
深
江
小
学
校
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
青
木
小

学
校
と
合
わ
せ
て
、
明
治
三
十
二
年
、
本
庄
尋
常
小
学
校
と
し
、
翌
二
十

二
年
二
月
二
日
現
在
の
土
地
に
木
造
校
舎
を
建
て
た
。
本
庄
小
学
校
の
創

立
記
念
日
は
、
こ
の
日
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

無
量
寺
の
変
遷

無
量
寺
は
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
、
山
号
は
香
雲
山
と
い
う
。
阪
神
電
車

青
木
駅
よ
り
南
東
の
青
木
五
丁
目
五
に
位
置
す
る
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来

で
、
寺
伝
に
よ
る
と
、
天
文
八
年

（
一
五
二
九
）
に
僧
玄
智
が
開
基
し
た
。

安
永
八
年

（
一
七
七
九
）
、
秀
存
が
住
職
の
時
に
本
堂
を
改
築
し
、
庫
裏

を
建
立
し
た
。
翌
年
に
は
山
門
を
造
営
す
る
が
、
そ
の
石
段
に
使
わ
れ
た

石
材
は
、
豊
臣
秀
吉
が
大
坂
城
を
築
城
す
る
際
に
石
垣
に
使
う
石
材
を
海

上
運
搬
中
に
、
青
木
村
の
沖
合
で
沈
め
て
し
ま

っ
た
も
の
を
引
き
上
げ
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。　
一
一
世
秀
山
は
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
、
堂
宇
を
建

立
し
、
右
渓
と
い
う
俳
号
を
も
ち
多
く
の
書
籍
を
著
し
た
と
い
う
。
弘
化

四
年

（
一
八
四
七
）
、
青
木
村
の
酒
造
家
の
寄
付
に
よ
り
、
鐘
楼
と
二
層

の
太
鼓
堂
を
建
立
。
鐘
楼
は
昭
和
五
十

一
年

（
一
九
七
六
）
、
山
門
の
西

側
に
移
さ
れ
た
が
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
倒
壊
し
た
。
こ
の
時
に
、
天
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写
真
１
１５
　
移
転
前
の
鐘
楼
　
昭
和
３０
年
代
後
半

写
真
１
１６
　
鐘
楼
の
移
転
工
事

昭
和
５‐
年

表-3 無量寺の歴代住職

補
命
、

没
）
一
月
没

一
月
没

保
十
年

（
一
八
二
九
）

一
二
世
住
職
秀
教
の
時
に
再
建
し
た
と
書
か
れ
た

上
棟
時
の
銘
板
が
発
見
さ
れ
た
。
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
に
寺
の
本
堂

に
青
木
小
学
校
が
設
け
ら
れ
た
際
に
、
太
鼓
堂
も
校
舎
と
し
て
造
作
し
た

た
め
建
物
が
脆
弱
と
な
り
、
同
十
八
年
、
小
学
校
校
舎
新
築
移
転
の
二
年

後
倒
壊
し
た
。

開
基
以
来
、
仏
照
寺
を
中
本
山
と
し
て
き
た
が
、
明
治
六
年
に
大
谷
派

本
願
寺
の
直
属
と
な
る
。
『
武
庫
郡
誌
』
に
は
、
境
内
三
八

一
坪
、
壇
徒

一
三
二
五
人
と
あ
る
。
戦
後
の
土
地
区
画
整
理
で
境
内
地
は
大
き
く
変
貌

し
た
。
た
び
た
び
の
災
害
で
寺
に
関
す
る
記
録
は
少
な
く
、
歴
代
の
住
職

の
名
前
も
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
判
明
し
て
い
る
の
は
表
１
３
の
通
り
で

あ
る
。

西
林
寺
の
変
遷

西
林
寺
は
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
、
山
号
は
青
木
山
と
い
う
。
阪
神
電
車

青
木
駅
北
西
、
天
上
川
左
岸
の
北
青
木
四
丁
目
二
〇
に
位
置
す
る
。
本
尊

は
阿
弥
陀
如
来
で
、
寺
役
を
果
た
し
て
い
た
辻
本
助
左
衛
門
が
、
元
亀
二

年

（
一
五
七

一
）
に
剃
髪
し
て
僧
と
な
り
、
信
忠

（信
恵
と
も
、
法
名
は

元
正
）
と
号
し
た
の
を
開
基
創
建
と
し
て
い
る
。
慶
長
十
七
年

（
一
六

一

三
）
に
寺
号
が
認
め
ら
れ
た
。
宝
永
―
正
徳

（
一
七
〇
四
～

一
七

一
六
）
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第四章 神社仏閣の変遷と民間信仰

写
真
１
１７
　
移
転
完
了
直
後
の
無
量
寺
鐘
楼

の
頃
、
明
石
の
大
蔵
谷
か
ら
女
性
が
来
て
番
僧
と
共
に
寺
を
守

っ
て
い
た

が
、
共
謀
し
て
記
録
や
本
尊
を
持
ち
出
し
て
し
ま

っ
た
た
め
、
享
保
六
年

（
一
七
二

一
）
に
、
本
山
よ
り
下
付
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
持
ち
出
さ
れ

た
本
尊
が
多
田

・
光
遍
寺

（現
川
西
市
）
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
宝
暦

四
年

（
一
七
五
四
）
に
同
寺
よ
り
返
却
さ
れ
た
。
享
保
七
年
に
大
雨
で
庫

裡
が
痛
み
、
修
復
を
願

っ
た
文
書
に
よ
れ
ば
、
敷
地
は

一
四
間

（約
二
五

・

四
房
）
に

一
〇
間

（約

一
八

・
三
房
）
。
開
基
以
来
、
仏
照
寺
を
中
本
山

と
し
て
き
た
が
、
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
に
大
谷
派
本
願
寺
の
直
属
と

な
る
。
明
治
十
六
年
の

「
西
青
木
村
誌
」
に
よ
れ
ば
、
境
内
は
東
西

一
三

間

（約
二
三

・
六
房
）
、
南
北

一
二
間
三
尺

（約
二
二

・
七
房
）
、　
三
全

一

坪

（約
五
二
五

・
六
平
方
房
）
。
明
治
十
九
年
、
本
堂
を
再
建
、
続
い
て

庫
裡
を
再
建
し
た
。
明
治
二
十

一
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
本
堂
は
、

桁
行
四
間

（約
七

。
三
房
）
、
梁
行
六
間

（約

一
〇

・
九
房
）
の
二
四
坪

（約
七
九

。
三
平
方
房
）
だ

っ
た
。

昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
六
月
五
日
の
空
襲
に
よ
り
、
本
堂
庫
裏
と

も
に
焼
失
。
昭
和
二
十
二
年
に
住
宅
兼
仏
間
の
仮
建
築
を
建
立
、
昭
和
三

十
二
年
に
は
説
教
所
的
本
堂
が
竣
工
し
た
。
平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）
に

再
建
の
議
が
お
こ
り
、
平
成
四
年
二
月
に
起
正
式
、
平
成
六
年
十

一
月
二

日
に
落
慶
法
要
が
営
ま
れ
た
が
、
翌
七
年

一
月
十
七
日
の
阪
神

・
淡
路
大

震
災
で
倒
壊
し
て
し
ま

っ
た
。
平
成
十
二
年
二
月
に
復
興
計
画
が
あ
が
り
、

翌
十
二
年
に
着
工
、
平
成
十
四
年
十
月
竣
工
し
た
。

西
林
寺
の

「
年
番
」

西
林
寺
で
は
、
寺
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、
「
年
番
」

と
い
う
も
の
が
あ

っ
た
。
西
青
木
の
ジ
ゲ

（土
着
）
の
檀
家
三
〇
軒
程
の

内
、　
一
〇
軒
ほ
ど
が

「
オ
ヤ
年
番
」
で
、
そ
の
年
の
寺
の
世
話
を
し
て
い

た
。
「
オ
ヤ
」
に
な
る
の
は
本
家
筋
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
分
家
で
あ

る
。
オ
ヤ
は
他
に
二
軒
の

「
コ
年
番
」
を
依
頼
し
、
全
部
で
三
軒
で
世
話

を
す
る
。
世
話
の
内
容
は
、
勤
行
の
準
備

・
参
詣
者

へ
の
接
待
、
春
秋
彼
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表-4 西林寺の歴代住職

九 八 七 六 五 四 三 二 開
八七 六五 四三 二 一 〇
世世 世世 世 世 世 世世 世 世 世世 世 世 世 世基

霰萩屠需鼻蕗罷簡寧亘亭趨鼎犀娑後警∈
慶
長
十
年

（
一
六
〇
五
）
没

慶
長
十
年
か
ら
寛
永
十
年

（
一
六
三
二
）
ま
で
住
職
、
同
年
没

寛
永
十
年
か
ら
延
宝
六
年

（
一
六
七
八
）
ま
で
住
職
、
同
年
没

延
宝
六
年
か
ら
享
保
七
年

（
一
七
三
二
）
ま
で
住
職
、
同
年
没

享
保
七
年
か
ら
元
文
五
年

（
一
七
四
〇
）
ま
で
住
職
、
寛
延
元
年

（
一
七
四
八
）

元
文
五
年
か
ら
明
和
七
年

（
一
七
七
〇
）
ま
で
住
職
、
安
永
九
年

（
一
七
八
〇
）

明
和
七
年
か
ら
安
永
四
年
ま
で
住
職
、
同
年
没

円
超
の
兄
弟

文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
よ
り
同
四
年
ま
で
住
職
、
同
年
没

養
子
の
九
世
恵
三
が
早
世
の
た
め
文
化
四
年
再
任
、
同
九
年
没

佐
渡
よ
り
入
寺
、
住
職

一
三
年
、
駿
河
へ
引
越
、
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）
没

西
成
郡
野
里
村
よ
り
入
寺
、
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
没

安
政
四
年
没

安
政
五
年
住
職
、
大
正
三
年

（
一
九

一
三
）
没

明
治
四
十
三
年

（
一
九

一
〇
）
没

昭
和
二
十

一
年

（
一
九
四
六
）
没
　
滋
賀
県
出
身
、
現
住
職
藤
川
氏
の
祖

平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
没

現
住
職

没 没

岸
に

一
週
間
程
行
わ
れ
る
朝
昼
晩
三
回
の
勤
行
で
の
客
僧
の
接
待
な
ど
で

あ
る
。
寺
の
カ
カ
リ
モ
ノ

（寺
の
経
費
）

一
年
分
の
集
金
も
行

っ
た
。
集

金
金
額
は
家
の
格
に
よ

っ
て
何
段
階
か
に
分
か
れ
て
い
た
。
十
二
月
の

「
お
七
昼
夜
」
の
お
勤
め
の
最
終
日
に
、
引
継
ぎ
が
あ
り
、
前
の
年
番
が

次
の
年
番
に
、
カ
カ
リ
モ
ノ

ｏ
決
算
書

。
残
金
、
帳
簿
類
を
入
れ
る
木
の

箱
を
譲
り
渡
し
、
引
継
ぎ
が
終
わ
る
。
引
継
ぎ
の
時
に
、
あ
げ

ｏ
ち
く
わ

。

大
根

。
人
参
が
入

っ
た
粕
汁
と
ご
飯
の
食
事
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
カ
カ
リ

モ
ノ
は
、
本
山

へ
の
上
納
金

。
火
災
保
険

・
春
秋
の
彼
岸
時
に
行
わ
れ
る

客
僧
の
接
待
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
費
に
使
わ
れ
る
。
ま
た
、
寺
の
お
つ
と

め
の
合
間
に
年
番
が
杓
を
持

っ
て
回
り
、
い
く
ら
か
ず

つ
の
お
金

を
賽
銭
と
は
別
に
集
め
た
。

檀
家
は
親
族
の
祥
月
命
日
や
月
命
日
に
参

っ
て
も
ら
い
、
謝
礼

は

一
回

一
升
の
割
で
米
を
寺
に
納
め

（
オ
ト
キ
米
）
、
寺
は
こ
の

米
を
売

っ
て
収
入
と
し
て
い
た
。
日
中
戦
争
の
頃
か
ら
米
が
統
制

さ
れ
た
た
め
、
金
納
に
な

っ
た
。
お
正
月
や
お
彼
岸
等
に
も
お
供

え

（金
銭
）
を
持

っ
て
い
っ
た
。

戦
後
は
客
僧
も
昼
に

一
回
だ
け
来
る
よ
う
に
な
る
な
ど
彼
岸
の

行
事
も
簡
素
化
さ
れ
、
信
者
の
高
齢
化
で
年
番
を
す
る
家
が
減
り
、

形
骸
化
し
た
。
震
災
前
に
寺
の
本
堂
を
再
建
す
る
ま
で
は
細
々
行

わ
れ
て
い
た
が
震
災
後
は
途
絶
え
、
家
の
格
差
は
設
け
ず
寺
が
自

力
で
カ
カ
リ
モ
ノ
を
集
め
て
い
る
。
何
か
あ
れ
ば
、
婦
人
会
が
手
伝
う
。

三
節
　
地
蔵
盆
と
地
蔵
信
仰

い
る
い
ろ
な
信
仰
の
中
で
も
、
地
蔵
信
仰
ほ
ど
今
の
わ
れ
わ
れ
の
生
活

に
身
近
な
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
道
ば
た
の
片
隅
に
普
遍
に
見
ら
れ
、

あ
る
も
の
は
野
ざ
ら
し
の
ま
ま
、
あ
る
も
の
は
立
派
な
祠
に
納
め
ら
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
を
見
る
と
、
本
来
の
地
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蔵
菩
薩
だ
け
で
な
く
、
五
輪
塔
な
ど
別
の
物
も
ひ

っ
く
る
め
て

「
お
地
蔵

さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
祀
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「
お
地
蔵
さ
ん
」

を
祀
る
行
事
と
し
て
、
「
地
蔵
盆
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
八
月
二
十
二
、

二
十
四
日
に
行
わ
れ
て
き
た
。
今
で
は
自
治
会
や
地
域
の
人
々
の
交
流
の

場
と
し
て
、
夏
祭
り
的
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た

「
地
蔵
盆
」
は
、
子
ど
も
が
主
役
な
の
で
、
夏
体
み
の
子
ど
も
た
ち
の
楽

し
い
思
い
出
と
な
る
行
事
に
も
な

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
路
傍
で
祀
ら
れ
、
信
仰
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
も
の
を
報

告
す
る
が
、
特
に
地
蔵
盆
の
行
事
を
取
り
上
げ
な
が
ら
列
記
し
て
い
き
た

い
。
多
く
の
民
俗
的
行
事
が
市
街
地
で
消
え

て
い
く
中
で
、
こ
の
地
蔵
盆
の
行
事
は
、
比

較
的
地
元
の
人
々
に
密
着
し
た
形
で
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
こ
に
あ
げ
る
地
蔵
盆
の
調
査
は
、

平
成
六
年

（
一
九
九
四
）
八
月
二
十
三
、
二

十
四
日
に
行

っ
た
も
の
で
、
翌
年
の
阪
神

。

淡
路
大
震
災
後
に
補
足
調
査
し
た
。
文
中
の

「
震
災
」
は
阪
神

・
淡
路
大
震
災
を
指
す
。

な
お
、
各
地
蔵
の
番
号
は
、
地
図
の
所
在
地

番
号
に
対
比
す
る
。
個
々
の
祭
祀
物
の
詳
細

は
、
石
造
遺
物
の
章
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
特
に
明
記
が
な
い
か
ぎ
り
、
祭
祀
物
は
石
造
で
あ
る
。

深
江
地
区
の
地
蔵

①
本
王
寺
地
蔵
と
呼
ば
れ
、
深
江
北
町
四
丁
目
五
日
白
鴎
橋
の
す
ぐ
東
、

高
橋
川
の
南
Ｈ
に
南
向
き
に
所
在
す
る
。
自
治
会
で
管
理

・
世
話
を
し
て

い
る
。
昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
）
に
設
置
さ
れ
た
木
製
の
祠
内
に
、

川
か
ら
流
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
地
蔵
石
仏
二
基
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
子

ど
も
の
無
病
息
災
に
ご
利
益
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
、
地
蔵
盆
で
は
、
提
灯

で
飾
り
付
け
し
、
お
供
え
を
す
る
。
小
さ
い
縁
日
風
の
店
を
近
所
の
人
が

出
し
て
、
子
ど
も
を
喜
ば
せ
る
。
盆
踊
り
を
し
た
年
も
あ

っ
た
。

写
真
１
１８
　
①
本
王
寺
地
蔵
の
地
蔵
盆
の
に
ぎ
わ
い

平
成
５
年

写
真
１
１９
　
①
本
王
寺
地
蔵
の
地
蔵
盆
飾
り
付
け

平
成
５
年
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②
名
称
は
特
に
な
い
が
、
深
江
北
町
四
丁
目
七
Ｈ
高
橋
川
と
要
玄
寺
川

の
合
流
地
点
北
側
Ｈ
に
北
向
き
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
内

に
仏
像
が
陽
刻
さ
れ
た
板
碑

一
基
と

一
石
五
輪
塔
二
基
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

十
人
ほ
ど
で
世
話
し
て
お
り
、
商
売
繁
盛
の
ご
利
益
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ

て
い
る
せ
い
か
、
近
く
の
深
江
市
場
の
人
が
多
い
。
戦
後
に
は
祀
ら
れ
て

い
た
と
い
わ
れ
、
元
は
す
ぐ
西
の
白
鴎
橋
付
近
に
あ

っ
た
が
、
道
路
拡
張

の
た
め
、
現
在
地
の
す
ぐ
北
の
道
路
沿
い
に
移
転
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ

も
通
行
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
火
事
で
家
屋
が
焼
失
し
て
空
地
に
な

っ
た

今
の
場
所
に
移
し
た
。
地
蔵
盆
で
は
、
提
灯
で
飾
り
付
け
し
、
お
供
え
を

す
る
。
祠
前
が
小
さ
い
広
場
に
な

っ
て
お
り
、
二
十
四
日
の
晩
七
時
か
ら

九
時
ま
で
盆
踊
り
を
す
る
。
特
に
決
ま

っ
た
曲
は
な
く
、
ア
ニ
メ
な
ど
を

主
体
に
音
楽
を
か
け
る
。
以
前
は
二
十
三
日
に
五
、
六
人
の
人
が
御
詠
歌

を
あ
げ
に
来
て
い
た
。
数
珠
繰
り
は
行
わ
な
い
。

③
延
光
地
蔵
尊
と
呼
ば
れ
、
深
江
北
町
四
丁
目
八
日
阪
神
電
車
深
江
駅

北
、
稲
荷
筋
か
ら
西

へ
入

っ
た
路
地
Ｈ
に
東
向
き
に
所
在
す
る
。
近
所
の

主
婦
数
人
で
世
話
を
し
て
い
た
が
、
震
災
後
は
土
地
を
離
れ
た
人
も
い
て

建
部

。
関
山
家
で
主
に
管
理
を
し
て
い
る
。
木
製
の
祠
内
に
地
蔵
石
仏

一

基
が
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
震
災
後
に
世
話
人
も
知
ら
な
い
間
に
地
蔵
石
仏

が

一
基
増
え
て
い
る
。
「
昭
和
十

一
年

（
一
九
二
六
）
八
月
」
の
字
が
書

か
れ
た
賽
銭
箱
が
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
建
部
家
の
主
人
が
拾

っ
て
き
て
、
今

の
場
所
の
す
ぐ
北
側
に
南
向
き
に
祀

っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
平
成
二
年
四

月
に
現
在
地
に
移
動
し
た
。
地
蔵
は
南
か
東
向
き
が
良
い
と
い
わ
れ
て
い

る
の
で
、
東
向
き
に
な

っ
た
。
子
ど
も
の
病
気
に
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
空
襲
や
震
災
の
時
に
は
付
近
に
は
大
き
な
被
害
は
出
な
か

っ

た
と
い
う
。
地
蔵
盆
で
は
、
提
灯
で
飾
り
付
け
を
し
、
お
供
え
を
す
る
。

二
十
四
日
の
朝
に
は
、
御
詠
歌
を
あ
げ
に

一
〇
人
ぐ
ら
い
が
回

っ
て
き
た
。

平
成
五
年
に
は
神
戸
市
垂
水
区
か
ら

一
人
だ
け
来
た
が
平
成
六
年
は
来
な

か

っ
た
。
数
珠
繰
り
は
昭
和
五
十
年
前
後
に

一
度
だ
け
し
た
こ
と
が
あ
る
。

昭
和
二
十
五
、
六
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
盆
踊
り
も
し
た
こ
と
が
あ
る
。
大
阪

・

松
屋
町
で
お
も
ち
ゃ
を
買

っ
て
き
て
子
ど
も
ら
に
配
り
、
お
菓
子
も
お
下

が
り
と
し
て
配
る
。
精
霊
を
そ
れ
ぞ
れ

一
軒
ず

つ
家
に
か
け
て
い
た
こ
と

も
あ
る
。
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写真-20 ③延光地蔵尊の地蔵盆
飾り付け 平成 6年
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④
名
称
は
特
に
な
い
が
、
深
江
北
町
三
丁
目
四
Ｈ
阪
神
電
車
深
江
駅
北
、

稲
荷
筋
か
ら
東

へ
入

っ
た
路
地
Ｈ
に
南
向
き
に
所
在
す
る
。
木
製
の
祠
内

に

一
石
五
輪
塔
二
基
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
難
波
家
で
管
理
し
、
世
話
も
主

に
難
波
家
で
し
て
い
る
が
、
地
蔵
盆
な
ど
の
時
に
は
、
近
所
の
人
も
手
伝

っ

て
く
れ
る
。
ど
ん
な
願
い
事
も
か
な
え
て
く
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
難

波
家
の
家
人
が
、
昭
和
十
年
前
後
に
向
か

っ
て
左
側
の
完
形
の

一
石
五
輪

塔
を
、
高
橋
川
の
工
事
中
に
拾
い
あ
げ
、
三
年
後
に
は
空
風
輪
だ
け
の

一

石
五
輪
塔
を
拾
い
あ
げ
た
。
最
初
は
自
宅
の
庭
で
祀
り
、
戦
時
中
に
は

一

緒
に
疎
開
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
昭
和
六
十
年
ご
ろ
か
ら
現
在
の
地

へ
祀
る
よ
う
に
な

っ
た
。
地
蔵
盆
の
時
に
は
、
提
灯
で
飾
り
付
け
を
し
、

は
テ
ー
プ
を
か
け
て
い
た
。
震
災
後
は
更
地
に
置
か
れ
て
い
る
。

⑤
名
称
は
不
明
で
、
地
蔵
盆
で
も
特
に
何
も
行
わ
な
い
。
深
江
北
町
五

丁
目
二
Ｈ
阪
神
電
車
深
江
駅
西
の
踏
切
の
北
西
角
Ｈ
に
東
向
き
に
所
在
す

る
。
踏
切
事
故
で
亡
く
な

っ
た
人
を
祀
る
と
い
う
。
木
製
の
祠
内
に
地
蔵

坐
像
石
仏

一
基
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

⑥
踊
り
松
地
蔵
と
呼
ば
れ
、
深
江
本
町
三
丁
目
四
Ｈ
旧
浜
街
道
と
高
橋

梨

】暦

♂

」

Ｌ

■

冒

Ｖ

川
の
交
差
す
る
と
こ

ろ
の
北
東
角
Ｈ
に
南

西
向
き
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

祠
内
に
地
蔵
立
像
石

仏

一
基
と

一
石
五
輪

塔
四
九
基
が
祀
ら
れ

て
い
る
。　
一
部
は
祠

の
外
に
立

っ
て
い
る
。

付
近
に
散
在
し
て
い

た
も
の
を
、
今
の
よ

う
に
集
め
た
と
言
う

話
と
、
高
橋
川
の
改

修
工
事
の
時
に
出
土

‐
ヽ
む

こ
一

写
真
１
２‐
　
④
難
波
家
が
管
理
す
る
地
蔵
盆
飾
り
付
け

平
成
６
年

お
供
え
を
す
る
。

子
ど
も
ら
に
は
お

供
え
の
お
下
が
り

を
渡
す
。
昔
は
数

珠
繰
り
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
る
。

大
師
講
で
御
詠
歌

を
あ
げ
る
人
が
毎

年
来
て
い
た
。
平

成
六
年
の
調
査
時

写真-22 ⑥踊り松地蔵の地蔵盆飾り付け 平成 6年
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し
た
も
の
を
祀

っ
た
、
と
い
う
話
が
残

っ
て
い
る
。
地
蔵
盆
で
は
提
灯
で

飾
り
付
け
し
、
お
供
え
を
す
る
。

⑦
名
称
は
特
に
な
い
が
、
深
江
北
町
二
丁
目

一
Ｈ
東
灘
小
学
校
南
東
角

の
阪
神
電
車
線
路
沿
い
北
側
Ｈ
に
東
向
き
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
祠
内
に
阿
弥
陀
如
来
坐
像

一
基
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
近
所
の
家

一
一

軒
ほ
ど
で
世
話
を
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
年
ご
ろ
、
現
在
地
よ
り
束
の
踏

切
の
少
し
南
の
下
水
道
工
事
で
出
上
し
た
。
そ
の
後
地
鎮
祭
を
し
て
も
ら

い
、
現
在
地

へ
祀
ら
れ
た
。
供
養
を
営
ん
だ
人
は

「
こ
の
仏
は
六
〇
〇
年

ぐ
ら
い
前
の
も
の
で
、
芦
屋
城
の
ふ
も
と
に
道
標
と
し
て
祀

っ
て
い
た
の

が
、
流
さ
れ
て
き
た
。
隣
保
で
祀

っ
て
」
と
告
げ
た
と
い
う
。
最
初
出
土

し
た
時
は
た
だ
の
石
柱
で
あ

っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
輪
郭
が
出
て
仏
像
が

浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
地
蔵
盆
で
は
、
提
灯
で
飾
り
付
け

を
し
、
お
供
え
を
す
る
。
深
江
南
町
付
近
の
人
五
、
六
人
で
御
詠
歌
を
あ

げ
る
。
二
十
二
、
二
十
四
日
の
晩
に
子
ど
も
た
ち
に
お
下
が
り
を
配
る
。

③
北
の
地
蔵
さ
ん
と
呼
ば
れ
、
深
江
本
町
三
丁
目
七
日
通
称
札
場
筋
沿

い
の
西
の
歩
道
上
側
に
東
向
き
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
内

に
石
仏

一
基
、　
一
石
五
輪
塔
五
基
、
反
花
の
あ
る
基
壇

一
基
が
祀
ら
れ
て

い
る
。
交
通
安
全
や
安
産
に
ご
利
益
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
、
磯
野
家
で
管

理

・
世
話
を
し
て
い
る
が
、
近
所
の
人
も
協
力
し
て
い
る
。
「
北
の
地
蔵

さ
ん
」
と
は
、
昔
、
現
在
地
付
近
が
集
落
の

一
番
北
の
端
で
あ

っ
た
の
で
、

そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
。
最

初
は
西
向
き
で
あ

っ
た
が
、

道
路
（札
揚
筋
）
が
広
が
っ

眸
　
た
た
め
東
向
き
に
変
わ
っ

軸
　
た
。
石
仏
は
戦
災
の
時
に

え
　

首
が
落
ち
た
の
で
、
戦
後

供
　

つ
け
直
し
た
。
祠
内
の

一

つ
か
二
つ
は
、
高
橋
川
か

ら
持

っ
て
き
た
と
い
う
。

一
番
古
い
の
は
石
仏
。
磯
野
家
で
は
屋
敷
内
で
稲
荷
さ
ん
を
祀

っ
て
い
た

こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
時
の
ご
神
体
の

一
石
五
輪
塔
二
基
を
、
今
の
祠
内

に
向
か

っ
て
右
の
奥
に
同
居
さ
せ
た
。
地
蔵
盆
で
は
、
提
灯
で
飾
り
付
け

を
し
、
お
供
え
を
す
る
。
小
さ
い
お
膳
に
、
ご
飯

・
漬
物

・
ふ

。
な
す

ｏ

ピ
ー
マ
ン
な
ど
を
盛
り
付
け
し
て
供
え
る
。
大
正

。
昭
和
初
期
に
は
数
珠

繰
り
を
し
て
い
た
が
、
戦
後
は
行

っ
て
い
な
い
。
数
珠
は
磯
野
家
で
保
管

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
も
大
人
も
混
じ

っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
時
に
は
御
詠
歌
は

あ
げ
ず
、
盆
踊
り
も
し
な
か

っ
た
。
お
供
え
を
し
て
く
れ
た
人
に
は
、
お

下
が
り
を
二
十
四
日
の
午
後
に
配
る
。
子
ど
も
ら
に
は
、
二
十
四
日
午
後

七
時
ご
ろ
ま
で
に
お
下
が
り
を
配
る
。
四
人

一
組
で
御
詠
歌
を
あ
げ
に
く

写真-23 ③北の地蔵の地蔵盆のお
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る
人
が
い
た
が
、
平
成
六
年
は
来
な
か

っ
た
。

③
北
町
地
蔵
と
呼
ば
れ
、
深
江
北
町
二
丁
目

一
Ｏ
Ｈ
本
庄
町
中
公
園
南

路
地
入
口
Ｈ
に
北
向
き
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
内
に

一
石

五
輪
塔
二
基
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
提
灯
に
は

「
北
町
地
蔵
」
と
書
か
れ
て

い
る
が
、
正
式
の
名
前
は
な
い
と
い
う
。
元
は
こ
の
付
近
は
、
札
場
と
い

う
地
名
で
あ

っ
た
の
で
、
「
札
場
地
蔵
」
と
呼
ん
だ
こ
と
も
あ

っ
た
。
昭

和
二
十
七
年
ご
ろ
に
、
近
く
の
人
が
、
深
江
の
浜
に
打
ち
上
が

っ
て
い
る

の
を
拾
い
あ
げ
て
、
祀

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
踊
り
松
地
蔵
か

ら
譲

っ
て
も
ら

っ
た
と
い
う
話
も
残

っ
て
い
る
。
近
所
の
人
で
世
話

・
管

理
が
さ
れ
、
地
蔵
盆
で
は
、
提
灯
で
飾
り
付
け
し
、
お
供
え
を
す
る
。
提

灯
に
は
新
し
く
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
家
が
、
そ
の
子
ど
も
の
名
前
を
書
い

て
奉
納
し
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
る
。
中
に
は
二
〇
年
間
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
二
十
二
、
二
十
四
日
に
は
、
お
下
が
り
を
子
ど
も
ら
に
配

る
。
以
前
は
祠
の
西
側
の
路
地
奥
に
や
ぐ
ら
を
組
ん
で
、
盆
踊
り
や
仮
装

大
会
を
行

っ
て
い
た
。
平
成
二
、
四
年
ご
ろ
ま
で
は
、
祠
の
す
ぐ
前
の
道

路
で
子
ど
も
ら
が
盆
踊
り
を
し
て
い
た
。
数
珠
繰
り
は
、
御
詠
歌
を
あ
げ

な
が
ら
、
子
ど
も
も
大
人
も
混
じ

っ
て
行
わ
れ
、
昭
和
末
期
か
平
成
初
年

ま
で
続
い
て
い
た
。
回
し
て
い
る
と
き
に
大
き
い
玉
が
自
分
の
と
こ
ろ
に

く
る
と
、
そ
の
玉
を
体
の
悪
い
と
こ
ろ
に
当
て
た
り
、
背
中
に
指
圧
の
よ

う
な
感
じ
で
押
し
付
け
た
り
も
し
た
。
こ
の
数
珠
は
保
管
さ
れ
て
い
る
。

⑩
辰
巳
地
蔵
尊
と
呼
ば
れ
、
深
江
本
町
二
丁
目
三
Ｈ
栄
公
園
の
東
、
浜

街
道
と
国
道
四
三
号
の
合
流
点
Ｈ
に
南
向
き
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
祠
内
に
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
陽
刻
さ
れ
た
板
碑

一
基
、
光
背
を
備

え
た
阿
弥
陀
如
来
石
仏
が
六
基
、　
一
石
五
輪
塔
が
三
基
、
地
蔵
石
仏
が

一

基
祀
ら
れ
て
い
る
。
天
王
寺
谷
家
を
中
心
に
近
所
の

一
〇
人
ぐ
ら
い
で
、

毎
朝
水
や
花
を
代
え
る
な
ど
の
世
話
を
し
て
い
る
。
願
い
事
は
何
で
も
聞

い
て
く
れ
る
と
信
じ
ら
れ
遠
方
か
ら
も
お
参
り
が
あ
る
。
ご
利
益
の
お
か

げ
で
こ
の
辺
り
は
事
故
が
お
き
な
い
と
い
う
。
こ
の
地
蔵
は
、　
一
〇
〇
年

以
上
前
か
ら
あ
る
と
い
わ
れ
、
元
は
栄
公
園
の
西
、
浜
街
道
の
北
側
に
あ

っ

た
が
、
道
路
が
拡
張
さ
れ
て
道
の
真
ん
中
に
残
さ
れ
た
た
め
、
昭
和
五
十

五
年

（
一
九
八
〇
）
十
二
月
二
十

一
日
に
現
在
地

へ
移
動
し
た
。
新
し
い

地
蔵
石
仏

一
基
は
、
深
江
本
町
の
塞
の
神
の
隣
に
あ

っ
た
も
の
で
、
塞
の

神
は
大
日
霊
女
神
社
に
合

祀
さ
れ
た
た
め
、
平
成
五

年
　
年

一
月
二
十
日
に
地
蔵
石

鰤
　

仏
は
現
在
地

へ
移
動
し
た
。

平
　
地
蔵
盆
で
は
、
昔
は
盆
踊

】ぇ
　

り
や
子
ど
も
だ
け
で
数
珠

繰
り
を
し
て
い
た
。
今
は
、

子
ど
も
の
名
前
が
書
か
れ

写真-24 ①辰巳地蔵尊のお供

-330-



第四章 神社仏閣の変遷と民間信仰

て
い
る
提
灯
で
飾
り
付
け
し
、
お
供
え
を
す
る
。
お
供
え
は
お
下
が
り
と

し
て
子
ど
も
ら
に
配
る
。
昔
の
お
下
が
り
は
芋
や
豆
で
あ

っ
た
。
浜
の
方

か
ら
御
詠
歌
を
あ
げ
に
く
る
人
が
い
た
が
、
平
成
六
年
は
来
な
か

っ
た
。

数
珠
は
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

①
名
称
は
不
明
だ
が
、
深
江
本
町
三
丁
目

一
Ｈ
大
日
公
園
南
西
の
国
道

四
三
号
北
側
Ｈ
に
南
向
き
に
所
在
す
る
。
木
製
祠
内
に

一
石
五
輪
塔
の
地

輪
部
の
上
に
地
蔵
石
仏
の
頭
部

一
基
と
姫
神
像

一
基
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

地
蔵
盆
で
は
、
提
灯
で
飾
り
付
け
し
、
お
供
え
を
す
る
。

②
福
徳
地
蔵
尊
と
呼
ば
れ
、
深
江
南
町
三
丁
目
四
Ｈ
国
道
四
三
号
南
の

通
称
札
場
筋
東
沿
い
Ｈ
に
西
向
き
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠

内
に

一
石
五
輪
塔
五
基
、
石
仏
二
基
、
仏
像
が
陽
刻
さ
れ
た
五
輪
卒
塔
婆

の
地
輪
部

一
基
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
初
期
以
前
か
ら
祀
ら
れ
、
戦
後
、

す
ぐ
北
の
洗
濯
屋
さ
ん
付
近
か
ら
移
動
し
た
。
土
中
か
ら
で
て
き
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
願
い
事
は
何
で
も
聞
い
て
く
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
苦
か

ら
人
々
を
救

っ
て
く
れ
る
と
信
じ
ら
れ
、
福
徳
地
蔵
尊
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
普
段
は
、
小
林

。
中
西

。
大
川
家
な
ど
で
世
話

。
管
理
。
地

蔵
盆
の
時
に
は
近
所
の
人
も
協
力
す
る
。
地
蔵
盆
で
は
、
提
灯
で
飾
り
付

け
し
、
お
供
え
を
す
る
。
提
灯
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
家
か
ら
奉
納
さ
れ

る
。
お
供
え
は
、
昔
は
品
物
だ

っ
た
が
、
今
は
お
金
が
多
く
な

っ
た
。
昔

は
数
珠
繰
り
を
し
て
い
た
。
数
珠
繰
り
の
数
珠
は
中
村
家
で
保
管
し
て
い

た
。
深
江
の
人
二
人
と
元
深
江
に
住
ん
で
い
た

一
人
が
、
御
詠
歌
を
あ
げ

に
、
毎
年
来
て
い
た
が
、
平
成
六
年
は
来
な
か

っ
た
。
二
十
四
日
に
は
お

下
が
り
を
子
ど
も
ら
に
配
る
。

④
塩
崎
さ
ん
と
呼
ば
れ
、
深
江
南
町
三
丁
目

一
日
公
衆
電
話
の
横
Ｈ
に

北
西
向
き
に
所
在
し
て
い
た
が
、
震
災
後
に
は
撤
去
さ
れ
た
。
木
製
祠
内

に
地
蔵
石
仏

一
基
が
祀
ら
れ
、
子
ど
も
の
無
病
息
災
に
ご
利
益
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
た
。
塩
崎
家
の
先
代
は
漁
師
で
、
イ
カ
ナ
ゴ
の
加
工
を
し
て

い
て
、
家
の
中
で
地
蔵
さ
ん
を
祀

っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
ご
ろ
に

外
に
出
し
て
祀
る
よ
う
に
な

っ
た
。
先
代
が
車
か
ら
落
ち
た
こ
と
が
あ

っ

た
と
き
、
地
蔵
も
割
れ
て
い
た
と
い
う
。
地
蔵
さ
ん
を

つ
く

っ
た
の
は
、

昭
和
初
め
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
地
蔵
盆
で
は
提
灯
で
飾
り
付
け
を
し
、

お
供
え
を
し
て
い
た
。
毎
年
御
詠
歌
を
あ
げ
に
き
て
い
た
が
、
平
成
六
年

は
来
な
か

っ
た
の
で
テ
ー
プ
を
流
し
た
。

⑭
延
命
日
切
地
蔵
尊
と
呼
ば
れ
、
日
数
を
限

っ
て
お
参
り
す
る
と
、
特

に
受
験
な
ど
願
い
事
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
深
江
南
町
二

丁
目
五
Ｈ
見
附
住
宅
東
Ｈ
に
西
向
き
に
所
在
し
て
い
た
が
、
震
災
後
に
は

見
当
た
ら
な
く
な

っ
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
内
に
阿
弥
陀
如
来

坐
像

一
基
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
十
年
前
後
ご
ろ
、
前
の
管
理
者
で
あ

る
岩
井
家
の
人
が
山
に
あ

っ
た
も
の
を
持
ち
帰

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
冨
松
家
が
昭
和
三
十
年
前
後
ご
ろ
か
ら
岩
井
家
と
と
も
に
管
理
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す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
地
蔵
盆
で
は
提
灯
で
飾
り
付
け
し
、
お
供
え
を
し

て
い
た
。
「
ド
ウ
シ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
丸
尾
氏
が
、
毎
年
御
詠
歌
を
あ

げ
に
き
て
く
れ
た
。
平
成
六
年
は
来
な
か

っ
た
。
坂
上
氏
の
奥
さ
ん
が
ド

ウ
シ
を
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
こ
こ
か
ら
北

へ
上
が
り
、
三
叉
路
を
東

へ

少
し
行

っ
た
と
こ
ろ
に
も
、
平
成
元
年
ご
ろ
ま
で
地
蔵
さ
ん
が
祀
ら
れ
て

い
た
。
町
内
で
盆
踊
り
も
行
わ
れ
て
い
た
。
世
話
人
が
亡
く
な

っ
て
か
ら
、

無
縁
墓
地

へ
持

っ
て
い
っ
た
。

⑮
名
称
は
不
明
だ
が
、
深
江
南
町

一
丁
目

一
四
に
南
向
き
に
所
在
す
る
。

木
製
祠
内
に
仏
像
が
陽
刻
さ
れ
た
五
輪
卒
塔
婆
の
地
輪
部
が

一
基
祀
ら
れ

て
い
る
。
地
蔵
盆
に
は
お
供
え
を
し
て
い
る
。

⑩
名
称
は
特
に
な
い
が
、
深
江
南
町
二
丁
目
二
Ｈ
神
楽
橋
跡
の
碑
よ
り

南
西
に
あ
る
伊
丹
家
住
宅
の
塀
の

一
部
Ｈ
に
東
向
き
に
所
在
す
る
。
木
製

祠
内
に

一
石
五
輪
塔

一
基
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
時
中
に
、

神
楽
橋
が
架
か

っ
て
い
た
津
知
川
に
落
ち
て
い
た
も
の
を
、
祀
る
よ
う
に

な

っ
た
。
は
じ
め
は
道
端
に
祀

っ
て
い
て
、
車
に
跳
ね
ら
れ
る
こ
と
が
多

か

っ
た
の
で
、
伊
丹
家
の
ご
好
意
で
塀
の

一
角
に
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
近
所
の
家
数
軒
が
頼
母
子
講
な
ど
で
管
理
費
を
集
め
た
り
し
て
い
た

が
今
は
八
木
家
だ
け
で
、
管
理

。
世
話
を
し
て
い
る
。
地
蔵
盆
で
は
、
提

灯
で
飾
り
付
け
し
、
お
供
え
を
す
る
。

①
延
光
地
蔵
と
呼
ば
れ
、
本
庄
町
三
丁
目
六
日
本
庄
町
公
園
北
側
入
日
Ｈ

に
北
向
き
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
木
で
で
き
た
祠
内
に
、　
一
石

五
輪
塔

一
三
基
、
五
輪
卒
塔
婆

一
四
基
、
光
背
を
備
え
た
石
仏
七
基
、
石

標

一
基
、
そ
の
他
二
基
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
十
四
年

（
一
九
二
九
）

の
区
画
整
理
の
時
に
、
高
橋
川
の
堤
防
付
近
か
ら
出
土
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
本
庄
町
公
園
は
元
々
池
で
、
こ
の
区
画
整
理
の
こ
ろ
に
埋
め
立
て

ら
れ
、
公
園
内
に
整
地
記
念
碑
を
建
て
た
。
回
り
は
い
ち
じ
く
畑
で
池
の

東
側
に
は
土
手
が
あ
り
、
昭
和
三
十
二
年

（
一
九
四
七
）
ご
ろ
市
営
住
宅

が
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
地
蔵
さ
ん
も
南
向
き
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
三

十
二
年
ご
ろ
に
あ

っ
た
水
害
の
後
、
今
の
よ
う
な
北
向
き
に
な

っ
た
。
度

重
な
る
災
害
か
ら
、
付
近
の
人
々
を
守

っ
て
き
た
と
い
う
。
最
初
に
安
置

写真-25 ①民家壁面に納められた地
蔵 平成 6年
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さ
れ
た
こ
ろ
に
世
話

を
し
て
い
た
人
々
の

眸
　
　
後
を
継
い
で、
坂
本
・

成平

　

清
水

・
西
垣

・
正
信

。

副
　
好
田
家
の
人
々
が
世

総
　
話
を
し
て
い
る
。
地

枷
　
蔵
盆
で
は
、
稲
荷
筋

節

　

自
治
会
や
延
光
地
蔵

鯰
　
尊
保
存
会
の名
前
が

山
　
書
か
れ
た
提
灯
で飾

２６

　

り
付
け
し
、
お
供
え

宣．｛
　

を
す
る
。
数
珠
繰
り

写

は
し
な
い
。
御
詠
歌

は
自
己
流
で
あ
げ
る
。
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B″
,~

写真-27 ①東の地蔵の地蔵盆で行われる数珠繰り 平成 6年

二
十
二
、
二
十
四
日
は
午
後
七
時
半
か
ら
十
時
ご
ろ
ま
で
盆
踊
り
を
す
る
。

公
園
内
に
や
ぐ
ら
を
組
み
、
踊
り
の
会
の
人
が
中
心
に
な

っ
て
、
ア
ニ
メ

や
炭
坑
節
な
ど
の
曲
を
か
け
て
踊
る
。
子
ど
も
ら
は
お
参
り
を
す
る
と
、

キ
ャ
ン
デ
ー
な
ど
が
も
ら
え
る
。

青
木
地
区
の
地
蔵

①
延
命
地
蔵
と
呼
ば
れ
、
青
木
五
丁
目

一
日
国
道
四
三
号
北
側
Ｈ
に
南

向
き
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
堂
内
に
地
蔵
石
仏
七
基
、　
一
石

五
輪
塔
三
二
基
、
石
仏
八
基
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
戦
前
か
ら
あ
り
、
青
木

の
東
の
地
蔵
尊
と
い
わ
れ
て
い
た
。
各
所
の
石
仏

・
五
輪
塔
が
集
め
ら
れ
、

元
々
の
物
は
、
堂
内
の
段
上
の
地
蔵
石
仏
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ど
ん
な

願
い
事
で
も
聞
い
て
く
れ
、
足
の
不
自
由
な
人
が
参
る
と
歩
け
る
よ
う
に

な

っ
た
の
が
、
こ
の
地
蔵
の
霊
験
の
始
ま
り
と
い
う
。
現
在
は
二
日

・
寺

輩
議
驚

田

・
中
村

・
藤
原

・
畑
家

の
近
所
五
軒
で
管
理

。
世

話
を
し
て
い
る
。

地
蔵
盆
で
は
、
提
灯
で

飾
り
付
け
し
、
お
供
え
を

す
る
。
小
さ
い
お
膳
に
、

赤
飯

。
お
豆
さ
ん

。
ひ
じ

き

。
奈
良
漬
け

。
里
芋
な

ど
を
盛
り
付
け
し
て
供
え

る
。
堂
内
に
は
、
古
く
か

ら
あ
る
地
獄
の
絵
が
描
か

れ
た
掛
け
軸
を
掲
げ
る
。

二
十
四
日
の
夕
方
、
四
時

半
頃
か
ら
堂
前
で
数
珠
繰
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り
を
行
う
。

真
ん
中
に
世

話
人
二
人
が

座
り
、
御
詠

歌
の
テ
ー
プ

を
流
し
な
が

ら
、
鐘
を
た

た
く
。
そ
の

回
り
で
子
ど
も
た
ち
が
数
珠
を
回
す
。
昔
は
屋
台
を
組
ん
で
盆
踊
り
を
し

た
り
、
御
詠
歌
踊
り
も
し
て
い
た
。

②
延
命
地
蔵
と
呼
ば
れ
、
青
木
二
丁
目

一
一
Ｈ
大
共
ビ
ル
前
日
に
南
向

き
に
所
在
す
る
。
木
製
の
祠
内
に
阿
弥
陀
如
来
坐
像

一
基
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
時
期
は
不
明
だ
が
、
土
の
中
に
埋
ま

っ
て

い
た
と
い
う
。
元
々
は
山
本
家
の
中
で
祀

っ
て
い
た
。
今
も
管
理

・
世
話

は
山
本
家
で
行

っ
て
い
る
が
、
昭
和
六
十
二
年
ご
ろ
町
内
の
人
に
呼
び
掛

け
て
世
話
を
手
伝

っ
て
も
ら

っ
て
い
る
。
地
蔵
盆
で
は
提
灯
で
飾
り
付
け

し
、
お
供
え
す
る
。
小
さ
い
お
膳
に
、
ご
飯

・
奈
良
漬
け

。
豆
腐
の
味
噌

汁

・
豆

。
こ
ん
に
ゃ
く

ｏ
枝
豆

・
里
芋
を
盛
り
付
け
し
供
え
て
い
る
。
二

十
四
日
に
寺
の
人
が
来
る
の
と
、
お
下
が
り
を
子
ど
も
た
ち
に
配
る
程
度

だ
が
、
昔
は
、
数
珠
繰
り
や
御
詠
歌
を
あ
げ
た
。
数
珠
繰
り
は
、
真
中
に

お
婆
さ
ん
が
座
り
、
御

詠
歌
を
あ
げ
る
。
そ
の

回
り
を
数
珠
を
持

っ
た

子
ど
も
た
ち
が
輪

に
な

る
と
い
う
も
の
で
あ

っ

た
。
ま
た
、

ス
イ
カ
割

り
を
し
た
り
、
す
し

。

お
に
ぎ
り
を
作

っ
て
子

ど
も
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
り
し
た
。
提
灯
も
も

っ
と
飾

っ
て
い
た
の
だ
が
、

昭
和
六
十
年
前
後
に
、
近
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
エ
事
の
た
め
、
ダ
ン
プ
カ
ー

が
前
の
道
を
通
る
よ
う
に
な
り
、
道
が
狭
く
な

っ
た
の
で
規
模
を
縮
小
し

た
。③

秋
田
地
蔵
尊
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
昔
は
西
の
地
蔵
堂
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
青
木
五
丁
目
四
Ｈ
国
道
四
三
号
北
側
Ｈ
に
西
向
き
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
内
に
阿
弥
陀
如
来
と
思
わ
れ
る
石
仏

一
基
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
天
保
年
間

（
一
八
三
〇
～
四
四
）
ご
ろ
、
浜
街
道
と
天
上
川
が

交
差
す
る
と
こ
ろ
か
ら
少
し
南
東
に
流
れ
て
い
た
用
水
路
で
、
住
田
な
を

さ
ん
ら
が
洗
濯
を
し
て
い
て
、
う
つ
ぶ
せ
に
な

っ
て
い
る
石
を
見
つ
け
た
。

ひ
っ
く
り
か
え
し
て
み
る
と
、
仏
さ
ん
が
彫

っ
て
あ
る
の
で
、
持

っ
て
帰

っ

て
祀
る
よ
う
に
な

っ
た
。
元
は
国
道
四
三
号
南
側
に
あ

っ
た
が
、
第
二
次

写真-29 ②延命地蔵の地蔵盆
でのお供え 平成 6年

平成 6年
写真-28 ①地蔵盆のお供え
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写
真
１
３０
　
③
秋
田
地
蔵
尊
の
地
蔵
盆
で
の
飾
り
付

け
　
平
成
６
年

世
界
大
戦
後
、
現

在
地
へ
移
動
し
た
。

他
の
地
蔵
と

一
緒

に
祀
る
と
地
蔵
が

嫌
が
る
と
い
い
、

一
基
だ
け
で
祀

っ

て
い
る
。
願
い
事

は
何
で
も
よ
く
聞

い
て
く
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
昔

は
西
の
町
内
会
で
世
話
を
し
て
い
た
が
、
南
隣
の
住
田
家
で
管
理

・
世
話

を
し
て
い
る
。
地
蔵
盆
で
は
、
提
灯
で
飾
り
付
け
し
、
お
供
え
す
る
。
現

在
地
に
移
転
す
る
前
は
、
御
詠
歌
を
あ
げ
、
数
珠
繰
り
も
し
て
い
た
。
数

珠
は
住
田
家
で
保
管
し
て
い
る
。

西
青
木
地
区
の
地
蔵

①
名
称
は
不
明
だ
が
、
北
青
木
四
丁
目
四
Ｈ
阪
神
電
車
青
木
駅
西
の
踏

切
を
北
上
し
た
西
側
の
路
地
内
Ｈ
に
南
向
き
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
祠
内
に
地
輪
に
仏
像
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る

一
石
五
輪
塔
が

一
基
祀

ら
れ
て
い
る
。
地
蔵
盆
で
は
、
提
灯
で
飾
り
付
け
し
、
お
供
え
を
す
る
。

②
本
町
地
蔵
と
呼
ば
れ
、
北
青
木
四
丁
目
四
Ｈ
阪
神
電
車
青
木
駅
西
の

写
真
１
３‐
　
①
地
蔵
盆
の
飾
り
付
け
　
平
成
６
年

踏
切
を
北
上
し
た

駐
車
場
北
側
Ｈ
に

北
向
き
に
所
在
す

る
。

コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
祠
内
に
阿

弥
陀
如
来
坐
像

一

基
と
仏
像
が
陽
刻

さ
れ
た

一
石
五
輪

塔

一
基
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
元
々
は
、
道
を
挟
ん
で
す
ぐ
北
の
三
好
家
に
あ

っ
た
が
、
ま
ず

現
在
地
の
す
ぐ
東
側
に
移
転
、
さ
ら
に
戦
前
の
道
路
拡
張
に
伴
い
現
在
地

に
移

っ
た
。
震
災
前
に
は
、
道
路
上
に
、
建
て
ら
れ
て
い
た
名
残
の
セ
メ

ン
ト
が
残

っ
て
い
た
。
空
襲
で
も
焼
け
な
か

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
願

い
事
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
、
北
向
き
地
蔵
な
の
で
、
位
が
高
い
と
い
わ
れ

て
い
る
。
須
藤

・
美
濃
部

・
入
沢

。
西
垣

・
横
本

・
土
田
家
の
六
人
で

一

カ
月
毎
に
花
や
水
の
当
番
を
決
め
て
世
話
し
て
い
た
が
、
今
は
入
沢
家
が

管
理

。
世
話
を
し
て
い
る
。
地
蔵
盆
で
は
、
提
灯
で
飾
り
付
け
し
、
お
供

え
を
す
る
。
近
く
に
会
社
が
多
い
の
で
、
お
供
え
の
件
数

・
金
額
が
多
い
。

子
ど
も
ら
に
お
下
が
り
を
配
り
、
道
を
通
る
子
ど
も
に
も
あ
げ
て
い
る
。

西
林
寺
の
住
職
が
二
十
四
日
に
参
る
が
、
数
珠
繰
り
は
行

っ
た
こ
と
が
な
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写
真
１
３２
　
②
本
町
地
蔵
の
地
蔵
盆
飾
り
付
け
　
平
成
６
年

い
。
昔
は
子
ど
も
ら
が
地
蔵
の
前
で
勝
手
に
踊

っ
て
い
た
。
地
蔵
の
屋
根

に
付
け
る
や
ぐ
ら
が
あ

っ
た
。

③
川
地
蔵
尊
と
呼
ば
れ
、
北
青
木
四
丁
目
三
＝
天
上
川
に
架
か
る
西
ノ

坪
橋
東
詰
の
阪
神
電
車
線
路
沿
い
北
側
Ｈ
に
東
向
き
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
内
に

一
石
五
輪
塔
七
基
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
昭
和

三
十
五
年
前
後
に
、
天
上
川
の
川
底
掃
除
を
し
て
い
た
作
業
員
が
、
川
底

か
ら

一
体
ず
つ
引
き
上
げ
て
、
そ
の
つ
ど
現
在
地
の
す
ぐ
南
の
草
む
ら
に

置
い
て
い
た
。
こ
れ
を
す
ぐ
北
側
に
住
ん
で
い
た
式
見
氏
で
祀
る
よ
う
に

な

っ
た
。
「
川
地
蔵
尊
」
は
こ
の
こ
と
か
ら
式
見
氏
が
名
付
け
た
。
そ
の

後
、
式
見
氏
が
管
理

・
世
話
を
し
て
い
た
が
、
震
災
後
転
居
し
近
所
の
人

た
ち
が
管
理

。
世
話
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
願
い
事
は
何
で
も
聞
い
て

く
れ
る
と
い
わ
れ
、
人
通
り
の
多
い
場
所
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
参
る

人
が
多
い
。
地
蔵
盆
は
、
平
成
五
年
ま
で
は
式
見
氏

一
人
で
提
灯
で
飾
り

付
け
し
、
お
供
え
も
し
て
い
た
。
二
十
三
日
に
は
無
量
寺
の
住
職
が
参

っ

て
く
れ
た
。

④
西
林
寺
東
側
の
塀
の
中
に
北
東
向
き
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
壁
の
中
を
祠
と
し
て
、
木
製
２
屏
を
付
け
、
中
に
阿
弥
陀
如
来
坐
像

が
陽
刻
さ
れ
た
五
輪
卒
塔
婆
の
地
輪
部

一
基
、　
一
石
五
輪
塔

一
基
、
光
背

を
備
え
た
阿
弥
陀
如
来
坐
像

一
基
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
青
木
四

丁
目
に
あ

っ
た
と
き
に
は
、
舟
形
光
背
を
備
え
た
地
蔵
石
仏

一
基
も
あ

っ

た
。
も
と
も
と
西
林
寺
の
境
内
の
小
さ
な
祠
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
祠

の
周
り
に
は
二
〇
か
ら
三
〇
基
の
石
仏
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
平
成
四
年

に
寺
の
本
堂
な
ど
を
建
て
替
え
た
時
に
、
西
林
寺
の
束
の
路
地
奥
の
北
青

木
四
丁
目

一
一
の
地
に
移
転
し
た
。
周
り
に
あ

っ
た
石
仏
は
北
青
木
墓
地

に
埋
め
ら
れ
た
。
平
成
六
年
十

一
月
に
、
寺
の
建
て
替
え
工
事
が
終
わ

っ

た
後
に
現
在
の
よ
う
に
祀
ら
れ
た
。

西
林
寺
の
境
内
に
あ

っ
た
こ
ろ
は
、
地
蔵
年
番
が
あ
り
、　
三
二
軒
ほ
ど

で
毎
月
交
替
で
当
番
を
し
て
い
た
。
当
番
は
引
継
ぎ
の
時
に
、
帳
簿
と
お

金
と
地
蔵
さ
ん
が
納
め
ら
れ
て
い
る
祠
の
カ
ギ
が
入

っ
た
箱
と
四
角
い
お

盆
を
次
の
当
番
に
渡
し
た
。
当
番
は
六
日

・
十

一
日

・
十
六
日

ｏ
二
十

一

日

・
二
十
六
日
と
あ
く
る
月
の

一
日
に
地
蔵
さ
ん
の
お
世
話
を
し
て
引
き

-337-



継
い
だ
。
お
世
話
は
、
掃
除
や
、
季
節
の
花
を
生
け
た
り
、
ご
飯
を
炊
い

て
供
え
た
り
し
た
。
ま
た
、
当
番
は
、
地
蔵
盆
が
行
わ
れ
る
八
月
に
な
る

と
、
「
ジ
ゲ
ウ
チ
」
と
呼
ば
れ
る
昔
か
ら
あ
る
家
か
ら
お
金
を
集
め
、
い

く
ら
も
ら

っ
た
か
を
箱
に
入

っ
て
い
る
帳
簿
に
付
け
た
。

地
蔵
盆
は
八
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
る
が
、　
一
、
二
日
前
に
当
番
の
家

で
近
所
の
人
が
手
伝

っ
て
餅

つ
き
を
行
い
、
小
さ
い
餅
を
た
く
さ
ん
作
る
。

ま
た
、
集
ま

っ
た
お
金
で
駄
菓
子
類
や
さ
つ
ま
い
も
を
買
い
、
さ
つ
ま
い

も
は
二
十
四
日
の
朝
か
ら
当
番
の
家
で
む
し
、
こ
の
芋
と
餅
を
お
菓
子
と

一
緒
に
供
え
る
。
地
蔵
さ
ん
の
前
に
縁
台
を
置
き
、
当
番
以
外
の
家
も
ぶ

ど
う
な
ど
を
持

っ
て
い
っ
て
供
え
る
。
そ
し
て
、
地
蔵
さ
ん
に
幕
を
つ
け
、

提
灯
を
吊
し
、
前
に
ゴ
ザ
を
ひ
い
て
準
備
が
整
う
。
夕
方
に
な
る
と
、
子

ど
も
が
村
中
を
金
を
鳴
ら
し
て
回
る
。
こ
れ
を
聞
く
と
、
年
寄
た
ち
が
そ

ろ
そ
ろ
地
蔵
盆
が
始
ま
る
な
あ
と
、
地
蔵
さ
ん
に
集
ま
る
。
そ
し
て
、
御

詠
歌
を
あ
げ
、
数
珠
く
り
が
行
わ
れ
る
。
数
珠
の
中
に
大
き
い
玉
が
あ
り
、

そ
れ
が
自
分
の
所
に
く
る
と
頭
を
下
げ
る
。
こ
れ
が
終
わ
る
と
、
子
ど
も

が
寄

っ
て
き
て
、
菓
子
や
果
物
な
ど
の
供
え
物
が
配
ら
れ
る
。
今
も
規
模

は
小
さ
く
な

っ
た
が
地
蔵
盆
の
行
事
は
続
い
て
い
る
。

⑤
名
称
は
不
明
だ
が
、
北
青
木
四
丁
目

一
八
＝
春
日
神
社
前
の
道
路
を

少
し
束

へ
行

っ
た
北
側
＝
に
西
向
き
に
所
在
し
て
い
た
。
震
災
前
ま
で
は
、

木
製
祠
内
に
、
地
蔵
石
仏
坐
像

一
基
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
紙
谷
家
の
お
ば

あ
さ
ん
が
、
生
前
の
昭
和
三
十
年
ご
ろ
祀

っ
た
も
の
で
あ
る
。
地
蔵
盆
で

は
、
特
に
何
も
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

⑥
三
体
地
蔵
尊
と
呼
ば
れ
、
北
青
木
三
丁
目
五
Ｈ
北
青
木
児
童
館
東
の

岡
本
屋
酒
店
西
か
ら
南

へ
下
が
っ
た
路
地
Ｈ
に
東
向
き
に
所
在
す
る
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
内
に
一
石
五
輪
塔
二
基
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
陽
刻

し
た
五
輪
卒
塔
婆
の
地
輪
部

一
基
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
石
仏
二
基
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
震
災
前
に
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
と
若
千
違

っ
て
お
り
、
詳
細

は
石
造
遺
物
の
章
参
照
。
昭
和
初
期
に
こ
の
辺
り
の
工
事
を
し
た
と
き
に
、

写真-33 ⑥三体地蔵尊の地蔵盆飾り付け
平成 6年
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土
中
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
蔵
盆
で
は
提
灯
で
飾
り
付
け
し
、

お
供
え
を
す
る
。

本
庄
地
域
の
地
蔵
盆
の
特
徴

期
日
は
、
八
月
二
十
二
日
と
二
十
四
日
の
二
日
間
で
、
二
十
二
日
は
宵
、

二
十
四
日
が
本
祭
り
で
あ
り
、
八
月
十
五
日
の
お
盆
と
は
別
の
行
事
で
あ

′０
。地

蔵
盆
は
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
祭
り
で
あ
り
、
提
灯
で
飾
り

付
け
し
、
お
供
え
を
す
る
。
他
の
人
に
頼
ん
で
、
御
詠
歌
を
あ
げ
る
と
こ

ろ
が
多
く
、
僧
侶
に
き
て
も
ら
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
数
珠
繰
り
を

す
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
、
大
勢
の
人
が
千
八
十
顆
と
い
わ
れ
る
大
数
珠
を

念
仏
を
唱
え
な
が
ら
回
す
。
百
万
遍
、
も
し
く
は
百
万
遍
念
仏
と
呼
ぶ
地

域
が
あ
る
が
、
当
地
域
に
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
ま
た
、
盆
踊
り

も
数
力
所
で
行
わ
れ
て
、
か
つ
て
行

っ
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

特
別
な
ご
利
益
の
お
地
蔵
さ
ん
は
見
当
ら
な
い
。　
一
石
五
輪
塔
や
阿
弥

陀
如
来
な
ど
も
す
べ
て
お
地
蔵
さ
ん
と
し
て
祀

っ
て
い
て
、
実
際
に
地
蔵

を
祀

っ
て
い
る
も
の
を
見
る
と
、
近
代
に
な

っ
て
か
ら
の
物
だ
け
で
あ
る
。

一
石
五
輪
塔
や
阿
弥
陀
如
来
石
仏
な
ど
、
上
の
中
か
ら
出
土
し
た
も
の
を

祀

っ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
川
の
氾
濫
な
ど
で
、
流
さ
れ

て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
京
都
の
西
北
に
愛
宕
神
社
が
あ
り
、

疫
病
神
の
侵
入
を
防
ぐ
塞
の
神
の
祀
ら
れ
た
場
所
と
い
わ
れ
た
た
め
、
村

の
入
り
日
に
札
を
竹
に
は
さ
ん
で
刺
す
愛
宕
信
仰
が
あ
る
。
こ
の
愛
宕
信

仰
と
地
蔵
信
仰
が
結
び
つ
く
こ
と
が
あ
る
が
、
当
地
域
で
は
関
連
性
が
な

い
。
ま
た
、
農
業

・
漁
業
と
い
っ
た
産
業
と
も
関
連
性
が
み
ら
れ
な
い
。

四
節
　
講
と
暮
ら
し

詩
は
共
通
す
る
目
的
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
集
団
で
、
信
仰
、
経
済
上

の
互
助
、
社
交
娯
楽
を
目
的
と
す
る
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。
深
江

。
青
木

・

西
青
木
の
三
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た
講
は
表
１
５
の
と
お
り
で
あ
る
。
信

仰
に
基
づ
く
講
、
経
済
互
助
的
講
、
さ
ら
に
両
者
が
合
体
し
た
形
態
の
講

が
あ

っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
主
に
第
二
次

大
戦
前

の
昭
和
前
期

を
中
心
に
個

々
の
講

の
活
動
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ

っ
た
か

を
地
区
ご
と
に
み
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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(注)○ は、講の存在は確認できたものの、
講員を確認できなかったもの。

表-5 講の種類

講の種類 深  江 青 木 西青木

行者講
伊勢講
大師講
えびす講
摩耶講
厄神講
地蔵講
和讃講
正信講
維持講
稲荷講
保存講
頼母子講
尼講
青壽講

深栄講
神楽講
深江大師講
えびす講
摩耶講

正寿寺○

白玉講

○

岩長寿講

大師講○
えびす講

厄神講
地蔵講○
無量寺
無量寺
無量寺

八坂神社
無人講○

青壽講○

地蔵講○

講
講

者
勢

行
伊
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１
　
深
江
地
区
の
講

深
栄
講

ぇ
鶴
征
親
が
信
仰
し
、
奈
良
県
吉
野
郡
に
所
在
す
る
大
峯
山

へ
参
る
修
験

道
系
の
講
、
行
者
講
で
、
深
江
で
の
名
称
は

「
深
栄
講
」
と
い
う
。
江
戸

時
代
に
は
講
が
存
在
し
て
い
た
。
戦
前
も
昭
和
十
七
年

（
一
九
四
三
）
に

は
参

っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
戦
火
が
激
し
く
な

っ
て
戦
争
の

た
め
に
若
者
が
い
な
く
な
り
、
生
活
に
も
ゆ
と
り
が
な
く
な
る
に
つ
れ
途

絶
え
、
戦
後
も
復
活
し
な
か

っ
た
。
講
員
資
格
は
男
性
に
限
り
、
そ
の
他

の
条
件
や
講
員
数
は
不
明
で
あ
る
。
最
後
の
講
元
は
永
井
氏

（屋
号

「
石

田
屋
じ

が
務
め
て
い
た
。

「大
峯
山
に

一
回
は
行
か
な
い
と
大
人
に
な
れ
な
い
」
と
か

「
一
人
前

と
し
て
認
め
て
も
ら
う
に
は
大
峯
山
に

一
回
行

っ
と
か
な
あ
か
ん
」
と
言

わ
れ
て
い
た
。
志
井
保
治
氏

（大
正
十

一
年
生
）
は
二
十
歳
の
徴
兵
検
査

の
こ
ろ
の
昭
和
十
六
、
十
七
年
に
二
回
参

っ
た
。
志
井
氏
に
よ
る
と
、
父

親
た
ち
は

「大
峯
山
に
行

っ
と
く
と
肺
病

（結
核
）
に
な
ら
な
い
」
と
も

一言
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
当
時
結
核
が
難
病
の

一
つ
で
あ

っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
村
の
人
々
が
大
峯
山
の
険
し
い
行
場
を
め
ぐ
る
お
参
り
を
す

る
背
景
に
は
、
単
に
成
人
儀
礼
的
な
要
素
だ
け
で
な
く
、
健
康
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
峯
山
に
は
、
た
い
て
い
卯
の
葉
祭
り

（か
つ
て
五
月
十
九
、
二
十
日

に
行

っ
て
い
た
）
が
済
ん
だ
六
月
か
七
月
ご
ろ
に

一
泊
二
日
で
参

っ
た
。

吉
野
ま
で
の
経
路
は
江
戸
時
代
は
徒
歩
で
あ

っ
た
が
、
鉄
道
の
整
備
と

と
も
に
変
わ

っ
た
。
ま
ず
明
治
二
十
四
年

（
一
八
九

一
）
に
大
阪
鉄
道
が

王
子
―
高
田

（
い
ず
れ
も
奈
良
県
）
間
を
、
同
二
十
九
年
に
南
和
鉄
道
が

高
田
―
葛

（現
吉
野
口
、
同
）
間
を
開
業
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
の
前

身
に
な

っ
た
。
こ
れ
以
降
は
、
芦
屋
か
ら
吉
野
口
ま
で
行
き
、
吉
野
川
の

六
田
の
柳
の
渡
し
で
水
垢
離
を
と
り
身
を
清
め
て
か
ら
洞
川
ま
で
歩
い
て

行

っ
た
。
六
田
の
柳
の
渡
し
は

「大
峯
七
十
五
靡
」
の

一
つ
で
、
吉
野
か

ら
登
る
場
合
こ
こ
が
出
発
点
と
な

っ
た
。
し
か
し
六
田
ま
で
は
吉
野
口
か

ら
も
距
離
が
遠
か

っ
た
た
め
、
大
正
元
年

（
一
九

一
二
）
に
吉
野
鉄
道
が

吉
野
日
―
吉
野

（現
在
の
六
田
）
間
を
開
業
、
大
正
十
二
年
に
は
吉
野
ロ
ー

橿
原
神
宮
、
橿
原
神
宮
―
畝
傍
間
も
開
通
し
、
大
阪
と
六
田
が
結
ば
れ
た
。

こ
れ
以
降
は
阪
神
電
車
で
大
阪

へ
出
て
、
阿
倍
野
か
ら
六
田
手
前
の
下
市

日
ま
で
行
き
、
バ
ス
で
洞
川
に
出
た
。
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
に
は
六

田
―
吉
野
間
が
開
通
し
、
同
四
年
大
阪
電
気
軌
道
に
買
収
さ
れ
現
在
の
近

鉄
吉
野
線
の
前
身
と
な

っ
た
。
た
だ
昭
和
十
七
年
に
は
燃
料
統
制
で
木
炭

バ
ス
の
本
数
が
少
な
く
、
洞
川
ま
で
歩
い
た
の
で

一
日
が
か
り
だ

っ
た
。

以
下
、
昭
和
十
七
年
を
例
に
大
峯
参
り
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
泊
二
日
の
行
程
の
初
日
は
、
ま
ず
洞
川
に
あ
る
龍
泉
寺
に
参
り
、
深

江
が
定
宿
に
し
て
い
る

「紀
之
国
屋
」
に

一
泊
し
た
。
こ
の
年
は
龍
泉
寺
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の
池
で
身
を
清
め
る
行
は
行
わ
な
か

っ
た
。
残
念
な
が
ら
同
三
十
年
ご
る

に
洞
川
で
大
火
事
が
あ
り
、
「
紀
之
国
屋
」
も
被
害
に
道
い
音
の
記
録
は

焼
け
て
残

っ
て
い
な
い
。
翌
日
、
宿
屋
の
提
灯
を
借
り
て
四
時
ご
ろ
出
立

し
、
三
～
三
時
間
か
け
て
山
上
ケ
岳

へ
と
向
か
う
。
六
、
七
月
ご
ろ
は
山

頂
に
着
い
た
こ
ろ
に
夜
が
明
け
る
。
本
堂

（大
峯
山
寺
）

へ
参

っ
て
か
ら

行
場
を
廻

っ
た
が
、
中
で
も
平
等
岩
を
廻
る
行
場
は
下
が
谷
底
な
の
で
怖

い
場
所
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
西
の
覗
き
の
行
場
で
も
た
す
き
が
け
に
し
て

一月
に
綱
が
か
け
ら
れ
、
谷
底
に
向
か

っ
て
逆
さ
吊
り
に
さ
れ
、
下
の
ほ
う

に
あ
る
仏
様
を
拝
む
。
吊
ら
れ
な
が
ら

「親
孝
行
す
る
か
、
勉
強
す
る
か
」

な
ど
と
聞
か
れ

「
は
い
」
と
返
事
を
し
て
や

っ
と
上

へ
上
げ
て
も
ら
え
る

の
だ
が
、
こ
れ
も
た
い
そ
う
怖
か

っ
た
そ
う
で
あ
る
。
帰
り
は
吉
野

へ
下

り
、
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
な
ど
を
見
学
す
る
の
が
楽
し
み
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

吉
野
側
か
ら
山
頂
ま
で
の
登
り
は
き
つ
く
距
離
も
長
い
の
で
六
～
八
時
間

は
か
か
る
。
そ
の
た
め
洞
川
側
か
ら
登
る
方
が
楽
で
あ

っ
た
。
有
名
な
和

漢
胃
腸
薬

「陀
羅
尼
助
丸
」
を
お
み
や
げ
に
買

っ
て
帰

っ
た
。
志
井
氏
の

父
の
こ
ろ
に
は
、
村
に
帰

っ
て
来
た
ら
、
ま
ず
大
日
霊
女
神
社
に
お
参
り

し
て
、
海
岸
ま
で
行

っ
て
足
を
洗

っ
て
か
ら
家

へ
帰

っ
た
。
ま
た

「大
峯

山
に
行

っ
て
来
た
人
に
跨
い
で
も
ら
う
と
病
気
に
な
ら
な
い
。
長
生
き
が

で
き
る
」
と
言
わ
れ
て
い
て
、
主
に
女
性
や
子
ど
も
が
神
社
か
ら
海
岸
に

行
く
道
中
に
座

っ
て
待

っ
て
い
た
の
を
、
歩
き
な
が
ら
跨
い
で
行

っ
た
そ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
磯
邊
信
三
氏

（大
正
三
年
生
）
は
、
村
に
帰

っ
て
き

た
人
に
錫
杖
で
頭
を
な
で
て
も
ら

っ
た
そ
う
で
あ
る
。
志
井
氏
の
こ
ろ
に

は
、
大
日
霊
女
神
社
に
お
参
り
す
る
く
ら
い
だ

っ
た
。

大
峯
参
り
の
期
間
中
は
、
出
発
か
ら
帰
宅
す
る
ま
で
、
本
人
は
も
ち
ろ

つ え

・ま

盪
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写真-34 深栄講の衣装
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写
真
１
３６
　
た
す
き
に
刷
ら
れ
た
不
動
明
エ

写
真
１
３８
　
数
珠
と
鐘

写
真
１
３７
　
た
す
き

ん
家
族
の
者
も
精
進
し
、
肉

・
魚
は
日
に
し
な
か

っ
た
。
志
井
氏
の
こ
ろ

に
は
参

っ
て
い
る
人
の
陰
膳
は
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
か
つ
て
は
し
て
い

た
ら
し
い
。
「包
丁
や
針
も
使

っ
て
は
い
け
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
ほ
ど
厳
し
く
は
言
わ
な
か

っ
た
。

村
に
は
役
行
者
を
ま
つ
る
祠
は
な
く
、
ま
た
お
像
や
掛
け
軸
な
ど
も
講

員
宅
で
所
持
し
て
お
ら
ず
、
講
員
が
集
ま

っ
て
お
ま
つ
り
す
る
と
い
っ
た

活
動
は
特
に
行

っ
て
い
な
い
。
講
田
な
ど
の
財
産
も
な
か

っ
た
。
大
正
十

一
年
に
大
日
霊
女
神
社
の
玉
垣
を
作

っ
た
際
に

「
深
栄
講
」
で
寄
進
し
た
。

神
楽
講

二
重
県
に
あ
る
伊
勢
神
宮
を
信
仰
す
る
講
で
、
深
江
で
の
名
称
を

「神

写
真
１
３９
　
大
峯
参
り
の
装
東

写
真
１
４０
　
深
栄
講
の
子
供
装
東
　
大
正
１０
年
　
磯
邊
信
三
氏
が
数
え
８
歳
の
時

楽
講
」
と
い
い
、
近
世
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た

（近
世
の
活
動
に
つ

い
て
は
歴
史
編
参
照
）
。
昭
和
二
十
八
年
の
伊
勢
神
宮
遷
宮
の
際
の
寄
進

金
を
、
そ
の
四
、
五
年
前
か
ら
集
め
て
お
り
、
そ
の
こ
ろ
に
は
ま
だ
神
楽

講
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
講
員
数
、
活
動
内
容
等
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の
詳
細
は
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
。

講
田
と
し
て
、

神
楽
新
田
、
神

楽
田
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
あ

っ

た
。
新
し
く
深

江
に
来
た
人
は

講
員
に
は
な
れ

な
か

っ
た
。

深
江
大
師
講

お
大
師
さ
ん

を
信
仰
す
る
講

で
、
深
江
で
の

名
称
は

「
深
江

大
師
講
」
と
い

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｉ由

■

Ｆ

剥

田

■

●
路

　

　

う
。

御

影

の
真

言
宗
高
野
山
南
院
の
別
院

。
弘
隆
寺
に
属
し
て
い
た
。
弘
隆
寺
に
属
す
る

講
は
西
宮
に
も
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
先
に
解
散
し
て
し
ま

っ
た
の
で
深
江

の
み
が
残
り
、
講
の
世
話
を
し
た
。
山
村
昭
氏

（昭
和
六
年
生
）
に
よ
る

と
、
昭
和
十
年
ご
ろ
に
父
の
山
村
計
次
氏
が
岡
田
朝
太
郎
氏
か
ら
講
元
を

引
き
継
ぎ
、
そ
の
後
、
丸
尾
千
治
氏
が
引
き
継
い
で
講
元
を
務
め
活
動
を

行

っ
て
い
た
が
、
解
散
し
た
。
起
源
は
不
明
で
あ
る
。　
一
家
に

一
人
、
だ

れ
で
も
講
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
講
員
は
女
性

一
二
人
、
男
性
二
人

ほ
ど
で
あ

っ
た
。

毎
年
、　
一
月
二
十

一
日
の
初
大
師
、
十
二
月
二
十

一
日
の
し
ま
い
大
師

に
は
、
弘
隆
寺

へ
お
参
り
し
、
お
経
を
あ
げ
た
。
ま
た
、
山
村
宅
で
は
高

野
山
南
院
の
本
尊
で
あ
る
波
切
不
動
の
掛
け
軸
を
ま
つ
っ
て
い
た
の
で
、

昭
和
三
十
二
年
ご
ろ
か
ら
は
波
切
不
動
の
月
命
日
で
あ
る
二
十
八
日
に
毎

月
講
員
が
集
ま
り
お
経
を
あ
げ
て
い
た
。
二
月
二
日
の
節
分
は

「星
ま
つ

り
」
と
い
い
、
弘
隆
寺

へ
お
参
り
し

一
年
の
無
事
を
祈
念
し
て
も
ら

っ
た
。

こ
の
日
は
夕
方
に
出
か
け
、
お
堂
の
中
で
札
に
名
前
と
年
齢
を
書
い
て
施

餓
鬼
を
行

っ
た
後
、
大
豆
の
入

っ
た
豆
お
か
ゆ
と
妙

っ
た
大
豆
を
年
の
数

だ
け
よ
ば
れ
た
。
四
月
に
は
高
野
山

へ
お
参
り
し
た
。
八
月
七
日
の
孟
蘭

盆
の
入
り
に
は
、
六
地
蔵
の
あ
る
芦
屋
の
猿
丸
の
墓
、
深
江
・
田
中

。
小

路
の
墓
地
な
ど
七
カ
所

へ
盆
参
り
し
、
地
蔵
の
詠
歌
を
あ
げ
た
。
八
月
十

六
日
か
ら
二
十
日
ご
ろ
ま
で
に

一
日
、
海
難
事
故
か
ら
身
を
守

っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
日
暮
れ
か
ら
浜
施
餓
鬼
を
行
う
。
餓
鬼
台
を
浜
に
組
み
立
て

「
三
界
高
霊
」
と
書
い
た
札
と
ト
バ
を
餓
鬼
台
に
立
て
、
弘
隆
寺
の
住
職

に
お
経
を
あ
げ
て
も
ら

っ
た
。
二
十

一
日
に
は
弘
隆
寺
で
孟
蘭
盆
の
施
餓

写真-41 昭和前期の大峯参 り
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鬼
台
を
組
ん
で
お
経
を
あ
げ
、
先
祖
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
た
。
こ
の
日
は
深

江
の
檀
家
が
弘
隆
寺
に
集
ま
る
た
め
、
講
員
が
粗
供
養
と
し
て
、
チ
リ
メ

ン
ジ
ャ
コ
・
エ
ビ

・
豆
な
ど
の
入

っ
た
ば
ら
ず
し
の
か
や
く
飯
を
つ
く
る

な
ど
、
世
話
役
を
務
め
た
。
二
十
四
日
の
地
蔵
盆
に
は
深
江
の
地
蔵
の
大

半
に
お
参
り
し
た
。
弘
隆
寺
は
昭
和
二
十
年
八
月
に
焼
失
し
た
た
め
、
大

師
講
が
主
催
し
て
日
ゴ

マ
講
を
つ
く
り
、
頼
母
子
を
行

っ
て
親
掛
け
の
分

を
弘
隆
寺
に
寄
進
し
、
復
興
の

一
助
と
な

っ
た
。

大
師
講
で
は
葬
式
道
具

一
式
を
所
有
し
て
お
り
、
深
江
の
人
が
死
亡
し

た
り
法
事
が
あ
る
際
に
頼
ま
れ
れ
ば
道
具
を
飾
り
付
け
た
り
、
お
参
り
し

て
お
経
を
あ
げ
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
昭
和
二
十
五
、
六
年
ご
ろ
神
戸
市

に
寄
付
し
た
。

え
び
す
講

講
員
は
漁
師
の
各
家
か
ら

一
人
と
な

っ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
に

は
親
子
で
え
び
す
講
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
起
源
は
不

明
で
あ
る
。
花
谷
松
夫
氏

（昭
和
四
年
生
）
に
よ
る
と
、
同
四
十
五
、
六

年
ご
ろ
ま
で
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
講
員
が
転

・
廃
業
し
て
い
く

に
つ
れ
、
祀
る
人
が
な
く
な
り
、
講
は
解
散
し
た
。

漁
師
は
地
曳
網
業
者

（
の
ち
船
曳
網
業
者
）
・
打
瀬
網
業
者

。
手
繰
網

業
者
に
大
き
く
分
け
ら
れ
た
。
漁
業
組
合
が
で
き
る
と
組
合
長
が
講
元
の

役
割
を
果
た
し
、
え
び
す
講
と
祭
り
を
取
り
仕
切

っ
た
。
え
び
す
講
の
経

に
な

っ
て
い
た
が
、
そ
の
三
分
の
中
か
ら
え
び
す
講
の
経
費
が
捻
出
さ
れ

た
。
な
お
、

ハ
エ
ナ
ワ
漁
業
者
は
戸
数
が
少
な
か

っ
た
の
で
手
繰
網
業
者

と
活
動
を
共
に
し
て
い
た
。

現
在
大
日
霊
女
神
社
内
に
あ
る
戎
神
社
は
、
同
二
十
七
年
に
再
建
さ
れ

た
も
の
を
平
成
六
年
に
合
祀
し
た
も
の
で
、
以
前
は
深
江
南
町
三
丁
目
の

海
辺
に
ま
つ
ら
れ
て
い
た
。

毎
年
、
四
月
中
旬
の
い
い
日
を
選
び
、
講
員
は
個
々

「
西
宮
の
戎

っ
さ

ん
」
に
参

っ
て
札
を
も
ら

っ
て
帰
り
、
四
月
の
終
わ
り
か
ら
五
月
の
初
め

ろ
　
費
は
は
じ
め
は
負

イ
　
担
を
均
等
に
す
る

帷
　
た
め
各
業
者
と
も

鮮
　
会
費
制
であ
った。

謗
　
組
合
が
で
き
て
か

社
　
．り
は
、
漁
師
が
収

申戎
　

穫
し
た
魚
を
組
合

浜の
　

に
下
ろ
す
と
収
入

江深
　

の

一
割
が
組
合
費

・４２
　

と
し
て
差
し
引
か

票
　

れ
、
年
末
に
七
分

を
返
却
す
る
仕
組
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に
か
け
て
初
め
て
漁
に
出
る
際
に
、
大
漁
を
願

っ
て
紙
の
お
札
を
網
の
中

心
に
な
る

一
斗
樽
の
中
に
入
れ
た
。
ま
た
、
ト
モ
の
デ
ッ
キ
に
は
棚
を
こ

し
ら
え
、
木
札
の
大
き
い
も
の
を
ま
つ
っ
た
。
西
宮
の
戎

っ
さ
ん
に
参

っ

た
折
は
、
必
ず
帰
り
に

「浜
の
え
べ
っ
さ
ん
」
に
も
お
参
り
し
願
い
事
を

し
た
。

毎
年
九
月
十
日
は

「
今
日
は
え
べ
っ
さ
ん
の
日
や
な
ぁ
」
と
言

っ
て
、

大
漁
を
祈
り
家
内
安
全
を
願

っ
て
祭
り
が
行
わ
れ
た
。
五
月
の
卯
の
葉
祭

り
の
際
と
は
異
な
り
、
こ
の
日
は
漁
に
出
な
か

っ
た
。
加
工
屋
は
組
合
員

で
は
な
い
の
で
、
え
び
す
講
と
は
別
に
だ
し
じ
ゃ
こ
な
ど
の
お
供
え
を
し
、

加
工
業
者
だ
け
で
サ
ン
ザ
イ
を
し
て
い
た
。
九
月
十
日
の
え
び
す
講
の
ま

つ
り
は
以
下
の
手
順
で
行
わ
れ
た
。

①
朝
、
日
が
昇
る
ま
で
に
各
家
が
大
漁
旗
を
自
分
の
船

へ
か
け
る
。

②
午
前
八
時
半
～
同
九
時
ご
ろ
か
ら
こ
し
ら
え
を
行
う
。
海

・
山
の
幸

の
ほ
か
酒
と
タ
イ
は
必
ず
お
供
え
を
し
た
。

③
同
十

一
時
前
に
稲
荷
神
社
の
神
主
が
馬
に
乗

っ
て
到
着
す
る
。

④
講
員
全
員
が
参
拝
し
、
神
主
が
祝
詞
を
あ
げ
る
。

③
正
午
ご
ろ
か
ら
日
暮
れ
ま
で
、
前
記
の
業
者
ご
と
に
サ
ン
ザ
イ
を
す

る
。
ト
リ
の
す
き
焼
き
、
タ
チ
ウ
オ

・
カ
レ
イ
な
ど
の
つ
く
り
、
ま

き
ず
し
、
ば
ら
ず
し

（か
や
く
飯
）
は
つ
き
も
の
だ

っ
た
。
組
合
が

で
き
て
か
ら
は
、
講
員
全
員
が
事
務
所
の
三
階
で
サ
ン
ザ
イ
を
し
た
。

昭
和
三
十
五
、
六
年
ご
ろ
ま
で
は
、
大
日
霊
女
神
社
に
夜
店
も
出
た
。

摩
耶
講

浜
本
政
子
さ
ん

（明
治
四
十
四
年
生
）
に
よ
る
と
、
成
木
金
治
氏
が
発

起
人

・
講
元
と
な
り
発
足
し
た
が
、
講
元
が
亡
く
な

っ
た
昭
和
四
十
二
年

ご
ろ
に
自
然
消
滅
し
た
。
名
称
は
摩
耶
講
と
い
う
。
深
江
で
は
昔
か
ら

「
摩
耶
さ
ん
に
毎
月
十
七
日
に
参

っ
た
ら
、
小
遣
い
銭
に
不
自
由
せ
ぇ
ヘ

ん
」
と
言
わ
れ
、
摩
耶
さ
ん

へ
参
る
風
習
が
あ

っ
た
。
夏
な
ら
午
前
四
時

～
同
五
時
半
ご
ろ
か
ら
弁
当
持
ち
で
山
越
え
で
参

っ
た
り
、
阪
神
電
車
と

バ
ス
を
使

っ
て
行

っ
た
り
し
た
。
摩
耶
講
が
で
き
て
か
ら
は
、
毎
年
桜
の

咲
く
四
月
十
二
日
ご
ろ
に
講
参
り
と
い
っ
て
、
講
員
だ
け
で
摩
耶
さ
ん
に

参

っ
た
。
講

へ
は
家
単
位
で
加
入
す
る
の
で
、
講
参
り
は
家
族
な
ら
だ
れ

が
参
加
し
て
も
か
ま
わ
な
か

っ
た
。
こ
の
日
は
お
昼
前
に
本
堂
で
集
合
し
、

お
経
を
あ
げ
て
も
ら

っ
た
後
、
蓮
華
寺
で
食
事
を
し
た
。
講
の
世
話
人
八

人

（男
性
六
人
、
女
性
二
人
）
は
当
日
、
食
事
の
準
備
と
世
話
を
し
た
。

必
ず
ゴ

マ
豆
腐
が
出
る
ほ
か
、
ア
ゲ

・
コ
ン
ニ
ャ
ク

・
高
野
豆
腐
の
煮
付

け
、
漬
物
、
白
飯
が
主
な
メ
ニ
ュ
ー
で
あ

っ
た
。

摩
耶
講
で
は
、
講
員
が
毎
月

一
日
三
〇
〇
円
の
頼
母
子
を
行

っ
た
。
金

額
は
昭
和
三
十
二
年
か
ら
消
滅
す
る
ま
で
変
動
が
な
か

っ
た
。
さ
ら
に

一

日
の
人
で
三
〇
円
積
み
上
げ
て
集
金
し
、
こ
れ
を
摩
耶
さ
ん

へ
納
め
て
い

た
。
毎
月

一
回
、
頼
母
子
が
落
と
さ
れ
た
が
、
摩
耶
講
で
は

「
ヒ
ケ
の
頼
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母
子
」
と
い
っ
て
、　
一
日
二
七
〇
円
×
人
数
で
引
き
落
と
し
、
翌
月
か
ら

一
日
三
〇
〇
円
を
納
め
た
。
毎
月

一
人
が
引
き
落
と
す
た
め
、
講
員
全
員

を

一
巡
り
し
て
初
め
て
摩
耶
講

へ
の
新
規
加
入
と
脱
講
が
可
能
で
あ

っ
た
。

白
玉
講

現
在
は
大
日
霊
女
神
社
内
に
合
祀
さ
れ
た
白
玉
稲
荷
を
信
仰
す
る
稲
荷

講
で
、
深
江
で
の
名
称
は

「白
玉
講
」
と
い
っ
た
。
志
井
保
治
氏

（大
正

十

一
年
生
）
に
よ
る
と
年
に

一
回
、
二
月
の
初
の
午
の
日
に
、
酒
、
海

。

山
の
幸
、
果
物
な
ど
を
お
供
え
し
祭
り
を
行

っ
た
。
午
前
中
に
森
稲
荷
神

社
の
神
主
が
来
て
祝
詞
を
あ
げ
、
そ
の
後
、
大
日
霊
女
神
社
の
社
務
所
に

お
い
て
、
供
養
の
お
下
が
り
で
飲
食
す
る
ナ
オ
ラ
イ
を
す
る
。
残

っ
た
供

養
の
う
ち
分
配
で
き
な
い
も
の
、
例
え
ば
酒
、
煙
草
な
ど
は
、
別
の
品
物

に
買
い
替
え
て
皆
で
分
け
た
。
講
員
数
は
は

っ
き
り
し
な
い
が
主
に
女
性

で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
起
源
も
不
明
で
あ
る
。

毎
月
、
社
務
所
や
講
員
宅
で
集
会
が
開
か
れ
、
集
め
た
金
を
必
要
な
人

が
引
き
落
と
し
を
行

っ
た
。　
一
月
か
ら
始
ま
り
、　
一
年
で
会
計
を
勘
定
す

る
た
め
、
新
講
員
は

一
月
か
ら
の
み
加
入
が
可
能
で
あ

っ
た
。
白
玉
講
は

経
済
基
盤
と
な
る
講
田
な
ど
の
財
産
は
所
有
し
て
い
な
か

っ
た
。
毎
月
、

講
員
か
ら
集
め
る
金
額
は
、
梶
正
雄
氏

（大
正
三
年
生
）
の
母
親
が
講
に

入

っ
て
い
て
、
米

一
升
の
値
段
が
三
〇
～
四
〇
銭
だ

っ
た
こ
ろ
で

一
日

一

円
だ

っ
た
。
集
め
た
お
金
の
う
ち
、　
一
月
分
を
積
み
立
て
、
初
午
の
祭
り

の
際
の
諸
費
用
、
主
に
神
主

へ
の
お
礼
や
供
養
な
ど
に
使
わ
れ
た
そ
う
で

あ
る
。
残
金
で
太
鼓
や
座
布
団
を

つ
く

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
白
玉
講
が
解

散
し
た
時
期
は
不
明
だ
が
、
現
在
活
動
は
、
白
玉
稲
荷
神
社
奉
賛
会
に
引

き
継
が
れ
て
い
る
。
会
員
は
大
日
霊
女
神
社
奉
賛
会
と
合
体
し
て
、
現
在

約

一
一
〇
人
。
ま
つ
り
は
奉
賛
会
が
で
き
た
時
か
ら
、
初
午
前
後
の
日
曜

日
、
あ
る
い
は
祝
日
に
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。

２
　
主目
木
地
区
の
講

青
木
で
は
海
野
太
二
郎
氏

（大
正
五
年
生
）
か
ら
主
に
聞
き
取
り
を
し

た
。
各
講
と
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
青
木
は
耕
地

・
農
民
と
も
に
少
な

く
、
講
田
を
持

っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

岩
長
寿
講

青
木
の
行
者
講
で
、
名
称
は

「岩
長
寿
講
」
と
い
う
。
起
源
は
不
明
。

住
田
嘉
兵
衛
氏
が
先
達
を
し
て
い
た
。
毎
年
春
に
大
峯
山
に

一
泊
二
日
で

参

っ
て
い
た
。
前
日
に
洞
川
で
泊
ま

っ
て
、
翌
朝
三
時
ご
ろ
か
ら
手
に
錫

杖
を
持
ち
、
ほ
ら
貝
を
吹
き
な
が
ら
大
峯
山
に
登

っ
た
。
青
木
を
発

つ
前

に
腰
を
す
る
慣
習
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
お
経
を
詠
む
練
習

は
し
て
い
た
の
で
、
大
峯
山
に
行
く
前
に
特
に
集
ま

っ
て
練
習
す
る
こ
と

も
な
か

っ
た
。
講
員
で
な
く
て
も
大
峯
山
に
行

っ
て
お
り
、
お
み
や
げ
に

「
陀
羅
尼
助
丸
」
や
高
野
ま
き
を
持

っ
て
帰

っ
て
来
た
。
海
野
太
二
郎
氏
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は
大
峯
山
参
り
は
し
な
か

っ
た
と
の
こ
と
で
、
村
の
男
性
全
員
が
参

っ
た

わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
海
野
氏
に
よ
る
と
、
家
で
待

つ
者
が
し
て
は
い

け
な
い
こ
と
は
、
特
に
聞
い
た
こ
と
が
な
か

っ
た
そ
う
で
あ
る
。
深
江
の

よ
う
に
大
峯
山

か
ら
帰

っ
て
来

た
者
を
迎
え
に

行

っ
た
り
、
跨

い
で
も
ら

っ
た

り
、
錫
杖

で
頭

を
な
で
て
も
ら
っ

た
と
い
う
こ
と

も
伝
承
さ
れ
て

い
な
い
。
村

で

の
活
動

に
つ
い

て
は
、
護
摩
を

た
い
て
い
た
の

を
見
た
こ
と
は

あ
る
が
、
詳
細

は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
講
が
消
滅

し
た
時
期
も
不
明
で
あ
る
。

大
師
講

講
員
に
は
女
性
が
多
く
、

昭
和
十
年
代
に
は
行
わ
れ
て

い
た
が
、
起
源
も
消
滅
し
た

時
期
も
不
明
で
あ
る
。
錫
杖

を
持

っ
た
三
～
五
人
く
ら
い

の
人
が
、
講
員
の
家
々
を
回

り
、
家
の
前
で
ご
詠
歌
を
あ

げ
る
。
こ
の
カ
ン
ギ

ョ
ウ
は

一
五
～

一
六
曰
く
ら
い
か
か

り
、
終
わ
る
と
最
後
の
日
に
講
員
か
ら
い
く
ば
く
か
の
お
金
が
支
払
わ
れ

た
。え

ぴ
す
講

か
つ
て
浜
に
あ

っ
た
え
び
す
さ
ん
を
八
坂
神
社
に
移
し
て
お
ま
つ
り
し

て
い
る
。
講
の
起
源
は
不
明
だ
が
、
海
野
氏
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
す
で

に
あ

っ
た
そ
う
で
あ
る
。
講
員
は
漁
師
で
あ
る
。
今
で
も
活
動
は
続
け
て

お
り
、
年
に

一
回
六
月
十
日
ご
ろ
、
稲
荷
神
社
の
神
主
が
来
て
神
事
を
し

て
い
る
。
昔
は
そ
の
後
飲
み
食
い
を
し
た
。

第四章 神社仏閣の変遷と民間信仰

写真-43 昭和初期の青木地区の大峯山参 り

大

幾
桑

浩

写真-44 岩長寿講の旗
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地
蔵
講

青
木
に
は
東
の
地

蔵

（延
命
地
蔵
）
、

西
の
地
蔵

（秋
田
地

蔵
）
そ
れ
ぞ
れ
二
つ

の
地
蔵
講
が
あ
っ
た
。

東
の
地
蔵
の
講
は

か
つ
て
は
屋
台
を
所

有
し
、
八
月
二
十
四

日
に
屋
台
を
組
み
立

て
、
子
ど
も
の
名
前

が
書
か
れ
た
提
灯
を

吊

っ
て
お
ま
つ
り
し

た
。
子
ど
も
が
複
数

い
る
場
合
、　
一
人
ず

つ
名
前
を
書
い
て
複
数
の
提
灯
を
出
す
家
も
あ
れ
ば
、　
一
つ
の
提
灯
に
い
っ

し
ょ
に
名
前
を
書
い
て
出
す
家
も
あ

っ
た
。
近
所
の
女
の
人
が
扇
子
を
持

っ

て
踊
り
を
踊

っ
た
。
数
珠
繰
り
も
行
わ
れ
、
数
珠
繰
り
に
は
誰
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
ど
も
は
数
珠
繰
り
が
終
わ
る
と
、
南
京
や
芋
な

ど
を
た
い
た
も
の
を
手
に
の
せ
て
も
ら

っ
た
。
こ
の
お
下
が
り
が
た
い
そ

う
う
れ
し
か

っ
た
そ
う
で
あ
る
。
屋
台
は
八
坂
神
社
の
裏
に
保
管
し
て
い

た
が
、
傷
ん
だ
た
め
昭
和
三
十
五
年
～
同
四
十
年
ご
ろ
処
分
し
た
。
講
の

起
源
は
不
明
で
あ
る
。

西
の
地
蔵
で
も
か
つ
て
は
八
月
二
十
四
日
に
数
珠
繰
り
を
行

っ
て
い
た
。

地
蔵
講
の
講
員
は
大
師
講
に
入

っ
て
い
た
。

写
真
１
４６
　
東
の
地
蔵
の
提
灯
飾
り

熙

斜

写
真
―

″
　
数
珠
繰
り
で
の
御
詠
歌

写真-45 えびす講の神事 平成 13年 6月 10日
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無
量
寺
正
信
講

・
和
讃
講

無
量
寺

（浄
土
真
宗
）
の
檀
家
が
毎
月

一
～
二
回
、
各
家
持
ち
回
り
で

集
ま

っ
て
、
そ
の
家
の
仏
壇
の
前
で
お
経
を
あ
げ
て
い
た
。
狭
い
家
は
順

番
を
飛
ば
し
た
。
正
信
講
、
和
讃
講
と
い
う
二
つ
の
講
が
あ
り
、
両
方
に

入

っ
て
い
る
家
も
あ

っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
し
ば
ら
く
ま
で
は
あ

っ
た
よ

う
だ
が
、
共
に
今
は
な
い
。
正
信
講
は
昼
に
活
動
し
て
い
た
。
和
讃
講
は

男
性
が
多
く
、
夜
に
活
動
し
、
終
わ

っ
て
か
ら
飲
食
を
し
て
い
た
。
ま
た
、

講
で
道
具
は
持

っ
て
お
ら
ず
、
ど
ち
ら
の
活
動
に
も
院
住
は
参
加
し
な
か

っ

た
。無

量
寺
維
持
講

八
坂
神
社
保
存
講
の
よ
う
に
、
無
量
寺
を
維
持
す
る
た
め
に
頼
母
子
を

し
て
い
た
が
、
今
は
な
く
な

っ
た
。

厄
神
講

西
宮
市
に
あ
る
門
戸
厄
神
を
信
仰
す
る
講
で
、
起
源
や
解
散
時
期
は
不

明
。
門
戸
厄
神
の
資
料
館
で
も
、
古
文
書
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
か

っ
た
。　
一
月
十
七
～
十
九
日
の
厄
神
大
祭
に
は
、
行
者
講
の
先
達
を

し
て
い
て
護
摩
を
た
く
資
格
の
あ
る
者
は
、
世
話
人
と
し
て
厄
神
さ
ん
に

行

っ
て
護
摩
を
た
い
た
。
ま
た
、
村
で
は
世
話
人
が
細
長
い
紙
の
袋
を
持

っ

て
家
々
を
回

っ
て
来
た
。
村
の
人
は
そ
の
中
に
お
米
を
入
れ
て
厄
神
さ
ん

に
お
供
え
し
た
。
供
え
た
家
に
は
、
厄
神
さ
ん
か
ら
も
ら

っ
て
き
た
お
札

が

一
本
配
ら
れ
、
女
の
人
は
髪
に
さ
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

青
壽
講

八
坂
神
社
の
中
に
あ
る
天
保
年
間
に
建
立
さ
れ
た
石
灯
籠
に
、
青
壽
講

の
文
字
が
残

っ
て
い
る
。
古
文
書
な
ど
の
記
録
は
な
く
、
村
の
人
の
記
憶

に
も
残

っ
て
お
ら
ず
、
目
的
、
活
動
内
容
等
詳
細
は
不
明
で
あ
る

（民
俗

編
第
五
章
参
照
）
。

八
坂
神
社
保
存
講

八
坂
神
社
は
青
木
の
氏
神
で
江
戸
時
代
の
末
ご
ろ
に
建
て
ら
れ
、
素
轟

鳴
尊
を
ま
つ
っ
て
い
る
。
八
坂
神
社
保
存
講
の
起
源
と
消
滅
し
た
時
期
は

不
明
で
あ
る
。
こ
の
講
で
は
、
八
坂
が
修
理
な
ど
で
お
金
が
必
要
に
な

っ

た
時
の
た
め
に
、
タ
ク

（頼
母
子
）
を
し
て
い
た
。
頼
母
子
に
は
い
ろ
い

ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
る
が
、
親
が
け
の
な
い
頼
母
子
で
、
昭
和
三
十
二
年
か

ら
四
十
年
ま
で
の
記
録

潅

■

か
濠
タ
ｌ
ｋ
Л
灯
τ
有

が
あ
る
が
、
そ
れ
以
前

の
記
録
は
焼
け
て
残

っ

て
い
な
い
。
頼
母
子
は

二
組
に
分
か
れ
て
い
て
、

両
方
に
加
入
す
る
人
も

い
た
。
仕
組
み
は
、
例

え
ば

一
組
は
三
八
日
×

鍵
鍵
箸
簿

写
真
１
４８
　
八
坂
神
社
保
存
講
の
講
会
台
帳
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五
〇
円
で
毎
月

一
九
〇
〇
円
、
二
組
は
三
八
日
×
五
五
円
で
毎
月
二
〇
九

〇
円
が
貯
ま

っ
て
い
き
、
毎
月
誰
か
が
か
け
こ
む

（頼
母
子
を
落
と
す
）

こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
度
に
貯
ま

っ
た
金
額
の

一
割
程
度
を
神
社

ヘ

寄
付
す
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
出
席
し
た
人
は
花
く
じ
と
呼

ば
れ
る

一
種
の
出
席
報
奨
金
を
受
け
取

っ
た
。
こ
れ
は
人
数
分
の
く
じ
に

一
〇
銭
と
か
五
銭
と
か
異
な
る
金
額
を
書
い
て
引
き
、
記
入
さ
れ
た
金
額

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
集
ま

っ
た
金
額
か
ら
神
社

へ
の
寄
付
金
、
花

く
じ
の
合
計
の
割
り
戻
し
金
を
引
い
た
残
り
が
落
と
し
た
人
に
渡

っ
た
。

皆
が
か
け
こ
む
ま
で
最
低
二
、
三
年
か
か

っ
た
。
ま
た
新
た
に
始
め
る
と

き
は
、
初
め
て
の
月
の
お
金
は
全
額
神
社
に
寄
付
し
、
翌
月
か
ら
前
記
の

仕
組
み
で
頼
母
子
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
緊
急
に
お
金
が
必
要
に
な

っ
た

時
に
は
、
例
外
と
し
て
親
が
け
の
頼
母
子
を
行

っ
た
。

３
　
西
青
木
地
区
の
講

伊
勢
講

一
三
軒
あ

っ
た
農
家
は
全
部
伊
勢
講
に
入

っ
て
い
た
が
、
昭
和
初
期
に

は
な
く
な

っ
た
よ
う
だ
。
隣
の
地
区
な
が
ら
青
木
の
海
野
太
二
郎
氏

（大

正
五
年
生
）
の
記
憶
で
は
、
同
世
代
で
、
伊
勢
講
と
し
て
伊
勢

へ
行

っ
た

こ
と
の
あ
る
人
は
も
う
い
な
い
そ
う
で
あ
る
。
講
の
起
源
も
不
明
で
あ
る
。

二
、
三
年
に

一
度
、
村
の
代
表
が
代
参
で
伊
勢

へ
参

っ
て
い
た
。
そ
の
折

に
は
多
賀
神
社
に
も
寄

っ
て
い
た
。
講
田
を
持

っ
て
い
て
小
作
に
出
し
、

小
作
料
の
残
り
の
米
の
売
却
金
が
あ
る
程
度
貯
ま

っ
た
ら
、
農
作
業
が
始

ま
る
前
に
、
豊
作
祈
願
に
伊
勢

へ
詣
で
て
い
た
。
住
吉
駅
か
ら
国
鉄

（現

Ｊ
Ｒ
）
に
乗

っ
た
。
海
野
氏
に
よ
る
と
、
村
の
人
が
村
境
ま
で
迎
え
に
来

る
サ
カ
ム
カ
エ
を
す
る
と
い
う
の
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
が
、
帰

っ
て
き

た
ら
お
札
を
納
め
て
報
告
す
る
た
め
に
本
住
吉
神
社
に
参

っ
て
い
た
そ
う

で
あ
る
。

行
者
講

「
お
お
く
ま
の
と
ん
と
ん
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
塩
商
人
が
先
達
を
し
て

い
た
。　
一
月
六
日
の
寒
の
入
り
か
ら
寒
行
に
入
り
、
山
伏
姿
に

一
本
足
の

下
駄
を
履
き
、
ほ
ら
貝
を
吹
き
な
が
ら
毎
日
各
家
を
回

っ
て
、
門
口
に
立

っ

て
お
経
を
あ
げ
て
い
た
。
十
五
、
六
日
あ
た
り
に
初
不
動
が
あ
り
、
甲
南

大
学
の
北
側
に
あ
る
祠
の
前
で
先
達
が
お
経
を
あ
げ
て
護
摩
を
た
い
た
が
、

行
者
講
に
入

っ
て
い
る
人
は
そ
こ
へ
集
ま

っ
た
。
火
渡
り
も
行

っ
た
。
夏

に
は
二
泊
三
日
で
大
峯
参
り
に
行

っ
た
。　
三
二
歳
以
上
の
男
性
が
参
加
し

た
。
福
井
義
明
氏

（大
正
十
二
年
生
）
が
三
〇
歳
ご
ろ
に
行

っ
た
時
に
は
、

洞
川
に

一
泊
し
た
後
、
翌
日
大
峯
山
に
登
り
、
吉
野
に

一
泊
し
て
帰

っ
て

来
た
。
ま
た
、
高
野
山

へ
お
参
り
と
併
せ
て
行
く
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
の

場
合
は
、
阪
神
電
車
で
梅
田
駅
に
出
て
、
難
波
駅
か
ら
南
海
電
車
で
橋
本

へ
行
き
、
ま
ず
高
野
山

へ
お
参
り
し
て
野
川
で

一
泊
、
翌
日
は
洞
川
に

一
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泊
し
た
後
、
三
日
目
の
朝
三
時
か
四
時
ご
ろ
、
洞
川
の
龍
泉
寺
の
池
で
身

を
清
め
た
後
、
大
峯
山
に
登
り
吉
野

へ
抜
け
て
西
青
木
に
帰

っ
て
来
た
。

大
峯
参
り
の

一
行
が
帰

っ
て
く
る
と
、
松
林
の
あ
た
り
に

（現
在
の
老
人

い
こ
い
の
家
付
近
）
、
村
の
女
た
ち
が

一
列
に
並
ん
で
座

っ
て
待

っ
て
い

た
。
そ
の
頭
の
上
を
次
々
と
跨
い
で
通

っ
た
。
大
峯
参
り
の
間
は
家
で
待

つ
者
も
精
進
潔
斎
し
、
針
を
さ
わ

っ
て
は
い
け
な
か

っ
た
。
講
の
起
源
は

不
明
だ
が
、
福
井
氏
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
既
に
あ

っ
た
。
戦
災
を
受
け
、

活
動
は
停
止
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
。

民
俗
編
　
第
四
章
　
参
考
文
献

兵
庫
縣
神
職
会

『
兵
庫
県
神
社
誌
』
上
巻
、　
一
九
二
七

。
三
八
、
臨
川
書
店
よ
り

一
九
八
四
年
復
刻

兵
庫
県
神
社
庁
神
戸
支
部
編
著

『
神
戸
の
神
社
』
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー

ニ
○
○
○

横
田
正
紀

『
本
住
吉
神
社
誌
』
本
住
吉
神
社

　
一
九
七
二
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第五章 石造遺物に祈り託 し

第
五
章

石
造
遺
物
に
祈
り
託
し

石
造
遺
物
は
、
ど
こ
に
で
も
見
ら
れ
る
石
を
材
料
に
し
て
造
ら
れ
た
歴

史
資
料
で
あ
る
。
特
に
、
寺
社
な
ど
信
仰
の
対
象
と
な

っ
た
場
所
に
立
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
庶
民
の
心
の
拠
り

所
と
な

っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
石
造
遺
物
そ
の
も
の
が
、
信
仰
の
対
象
と

な

っ
て
い
る
こ
と
も
数
多
い
。

特
に
、
本
庄
地
域
で
は
文
献
史
料
も
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ら
は

支
配
者
や
有
力
者
側
か
ら
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
、
庶
民
の
歴

史
は
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
石
造
遺
物
を
調
べ
て
い
く
こ
と

に
よ

っ
て
、
庶
民
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
信
じ
、
考
え
、
生
き
て
き
た
の

か
、
そ
の

一
面
が
わ
か

っ
て
く
る
。
文
献
な
ど
で
は
見
え
な
か

っ
た
歴
史

の

一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
本
庄
地
域
に
見
ら
れ
る
石
造
遺
物
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

本
来
な
ら
、
石
造
遺
物
を
分
類
別
に
取
り
上
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
種

類
に
片
寄
り
が
あ
る
た
め
に
、
所
在
地
別
に
紹
介
し
て
い
る
。

な
お
、
個
人
の
墓
石
、
個
人
の
宅
地
内
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
、

一
部
を
除

い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
石
造
遺
物
の
名
称
に
つ
い
て

は
、
適
切
で
な
い
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
執
筆
者

の
裁
量

で
付

け
て
い
る
。

石
造
遺
物

の
所
在
地
と
し
て
神
社

・
寺
院
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺

社

の
説
明
は
民
俗
編

の

「
第
四
章
　
神
社
仏
閣
の
変
遷
と
民
間
信
仰
」

の

章
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
本
文
中

に
で
て
く
る
時
期
区
分

は
、
室
町
時
代
と
江
戸
時
代
を
三
区
分
し
て
、
前
期

。
中
期

・
後
期
と
し

た
。本

庄
地
域
北
方
の
六
甲
山
は
、
花
商
み
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
特
に
住

花
商
岩

（か
こ
う
が
ん
）

深
成
岩
の

一
つ
。
古
来
か
ら
石
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
特
に
、

石
垣
や
河
川
の
土
木
工
事
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
各
地
か
ら
産
出
さ

れ
る
が
、
神
戸
市
東
灘
区
の
住
吉
川
上
流
の
六
甲
山
麓
か
ら
産
出
さ
れ
る

も
の
は
、
御
影
石
と
呼
ば
れ
、
各
地
で
使
わ
れ
た
。
御
影
石
は
花
蘭
岩
の

代
名
詞
に
な
り
、
各
地
か
ら
産
出
さ
れ
る
花
筒
岩
は
、
○
○
み
か
げ
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
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吉
川
の
上
流
で
産
出
さ
れ
る
花
筒
岩
は
、
御
影
石
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
製
作
さ
れ
た
石
造
遺
物
は
、
兵
庫
県
は
も
と
よ
り
、
遠
く
中
国

。
九

州
に
も
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
庄
地
域
の
石
造
遺
物
は
花
商
岩

製
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。
し
か
し
、
近
世
に
な
る
と
、
流
通
経
路
が
発

達
し
て
き
た
た
め
に
、
花
商
岩
以
外
の
石
材
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

く
る
。
本
稿
で
は
、
石
材
に
つ
い
て
は
、
特
に
明
記
し
な
い
か
ぎ
り
、
花

商
岩
製
で
あ
る
。

一
般
の
市
町
村
史
で
は
中
世
に
限
定
し
て
い
る
も
の
も
多
い
が
、
本
稿

で
は
調
査
区
域
が
そ
う
広
く
な
い
こ
と
と
、
戦
災
や
自
然
災
害
な
ど
を
経

て
遺
さ
れ
た
遺
産
な
の
で
、
簡
単
な
調
査
結
果
で
あ
る
が
今
日
の
も
の
ま

で
を
、
誌
面
の
許
す
か
ぎ
り
取
り
上
げ
て
い
る
。

一
節
　
路
傍
の
石
造
遺
物

１
　
深
江
地
区
の
石
造
遺
物

①
踊
り
松
地
蔵
石
造
遺
物
群

（深
江
本
町
三
丁
目
四
）
旧
浜
街
道
と
高

橋
川
の
交
差
す
る
と
こ
ろ
の
橋
の
東
北
角
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
が
あ

り
、
近
代
の
地
蔵
石
仏
立
像
が

一
基
と

一
石
五
輪
塔

（残
欠
合
む
）
四
九

基
が
祠
内
と
そ
の
回
り
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
付
近
に
散
在
し
て
い
た
も

の
を
集
め
た
と
い
う
話
と
、
高
橋
川
の
改
修
工
事
の
時
に
出
土
し
た
も
の

と
い
う
話
が
残

っ
て
い
る
。　
一
石
五
輪
塔
は
い
ず
れ
も
花
商
岩
製
で
、
祠

前
の
二
基
を
除
く
四
七
基
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て

造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

祠
前
の
向
か

っ
て
左
塔
⑪
は
、
空
風
輪
を
欠
き
、
層
塔
の
笠
の
上
に
の
っ

て
い
る
。
以
前
は
高
さ

一
六
売
ン
ヽ
最
大
幅

一
八

・
五
″
ン
の
空
輪
が
据
え
ら

れ
て
い
た
が
、
現
在
は
見
当
ら
な
い
。
現
高
は
五
六

・
五
カ
ン
Ｏ
地
輪
は
高

さ
二
三

・
五
売
ン
、
幅
二
六
カ
ン
ヽ
四
面
と
も
素
面
で
あ
る
。
水
輪
は
高
さ

一

七

・
五
カ
ン
ヽ
径
は
下
端
が

一
六
カ
ン
、
最
大
三
六
カ
ン
Ｏ
火
輪
は
高
さ

一
五

・

五
カ
ン、
軒
は
中
央
の
厚
さ
五
カ
ン、
端
の
厚
さ
八

・
五
カ
ン、
幅
は
上
端

一
一
・

五
彬
、
最
大
二
五
カ
ン
で
ヽ
軒
端
よ
り
六
売
ン
入

っ
た
辺
り
か
ら
反
り
は
じ
め

る
。
隅
で
二

・
五
売
ン
反
転
し
、
下
端
も
軒
端
で
、
上
端
ほ
ど
で
な
い
が
反

転
し
て
い
る
。
軒
日
は
や
や
外
側
に
傾
く
。
四
注
の
屋
根
は
、
ゆ
る
や
か

に
反
転
し
て
い
る
。
全
体
に
古
調
を
思
わ
せ
、
地
輪
は
低
く
水
輪
も
重
形

で
や
や
固
さ
は
あ
る
が
、
重
厚
感
が
感
じ
ら
れ
る
。
本
来
、
五
輪
塔
は
各

部
が
別
石
で
造
ら
れ
る
の
が
本
格
式
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
に
な
る
と
小

型
化
し
、　
一
石
で
彫
成
さ
れ
る
も
の
が
数
多
く
出
現
す
る
。
そ
れ
ま
で
は

費
用
が
か
か
る
た
め
、　
一
部
の
人
し
か
造
立
で
き
な
か

っ
た
石
造
遺
物
が

多
数
の
人
々
に
造
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
人
々
へ
仏
教

は
普
及
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
踊
り
松
地
蔵
祠
前
の

一
石
五
輪
塔
は
、
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第五章 石造遺物に祈り託し

石
仏

（せ
き
ぶ
つ
）

仏
像
は
大
き
く
五
種
類
に
分
か
れ
て
い
る
。
悟
り
を
開
い
て
仏
に
な

っ
た
如

来
、
将
来
仏
陀
に
な
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
、
修
業
に
励
む
菩
薩
、
如
来
の
意
を

受
け
、
悪
を
破
る
使
者
で
あ
る
明
王
、
仏
教
以
前
の
イ
ン
ド
の
諸
神
が
仏
教
を

守
る
神
と
な

っ
た
天
、
釈
迦
の
高
弟
た
ち
の
羅
漢
、
の
五

つ
で
あ
る
。
石
仏
と

し
て
多
く
作
ら
れ
て
き
た
の
は
、
如
来
と
菩
薩
で
、
中
で
も
摂
津
地
方
に
多
く

見
ら
れ
る
の
は
阿
弥
陀
如
来
と
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
。

地
蔵
菩
薩

（じ
ぞ
う
ば
さ

つ
）

地
蔵
は
、
釈
迦
が
入
滅
し
て
か
ら
弥
勒
仏
が
出
世
す
る
ま
で
の
無
仏
時
代
に
、

衆
生
を
救
済
す
拓
菩
薩
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
末
法
思
想
が
お
こ
る
平
安

中
期
以
降
に
特
に
広
ま

っ
て
い
っ
た
。
そ
の
像
容
は
頭
を
丸
め
、
法
衣

・
袈
裟

を
ま
と
い
、
左
手
に
宝
珠
を
持
ち
右
手
に
錫
杖
を
持

つ
立
像
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

近
世
に
な

っ
て
民
間
信
仰
と
結
び
つ
き
、
火
防

・
延
命

・
子
育
て
。
と
げ
ぬ
き

ｏ

い
ば
と
り
な
ど
、
現
世
の
利
益
を
与
え
る
仏
と
し
て
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集

め
て
き
た
。
特
に
地
蔵
と
子
供
は
強
く
結
び
つ
き
、
水
子
供
養
や
賽
の
河
原
の

地
蔵

。
子
育
て
地
蔵

・
子
安
地
蔵
の
名
で
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
蔵
に

赤
い
よ
だ
れ
か
け
を
す
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
今
日
で
は
、　
一
番
親
し

ま
れ
て
い
る
仏
で
、
街
中
で
見
ら
れ
る
祠
内
の
石
造
遺
物
は
、
す
べ
て

「
お
地

蔵
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
祀
ら
れ
て
い
る
。

五
輪
塔

（ご
り
ん
と
う
）

石
造
遺
物
の
中
で
も
、
全
国
的
に
よ
く
目
に
す
る
の
が
、
こ
の
五
輪
塔
で
あ

る
。
構
造
は
、
下
か
ら
方
形
の
基
礎

・
球
形
の
塔
身

・
三
角
形
の
笠

。
半
円
形

の
請
花

・
団
形
の
宝
珠
か
ら
な
る
。
そ
し
て
、
密
教
の
五
大
思
想
に
基
づ
き
、

五
輪
図
形
を
表
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
下
か
ら
地
輪

。
水
輪

・
火
輪

・

風
輪

・
空
輪
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
各
部
は
そ
れ
ぞ
れ
別
石
で
造
ら
れ
る
の
が
本

格
式
で
あ
る
が
、
空
輪
と

風
輪
を

一
石
で
造
る
も
の

が
普
遍
化
す
る
。
各
部
の

四
方
に
四
門

（東
方
発
心

門

。
南
方
修
行
門

。
西
方

菩
提
門

・
北
方
涅
槃
門
）

の
梵
字
を
配
す
る
の
が
本

格
式
で
あ
る
が
、　
一
般
に
は
東
方
発
心
門
の
み
配
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、

四
面
と
も
素
面
の
も
の
も
多
い
。
江
戸
時
代
に
は
、
「
空

。
風

・
火

・
水

。
地
」

や

「
南

。
無

・
阿

・
弥

・
陀

・
仏
」
「
妙

・
法

。
蓮

・
華

。
経
」
と
各
輪
に
刻

ま
れ
る
も
の
も

一
般
的
に
な
る
。
五
輪
塔
の
起
源
に
は
諸
説
あ
る
が
、
仏
教
に

お
け
る
密
教
の
五
大
思
想
に
基
づ
く
宇
宙
観
を
表
し
た
、
地
水
火
風
空
を
積
み

重
ね
て
塔
と
な

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
室
町
時
代
に
は
、
そ
の
簡
素
な
形
式
か

ら
個
人
の
造
立
に
よ
る
も
の
が
増
え
、
墓
塔

。
供
養
塔
と
し
て
多
く
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

層
塔

（
そ
う
と
う
）

基
礎

・
塔
身
に
何
層

（何
重
）
か
の
笠
を
積
み
、
頂
上
部
に
相
輪
を
据
え
た

石
塔
を

一
般
に
層
塔
と
呼
ん
で
い
る
。
笠
の
層
数
は
奇
数
で
、
十

一
重
を
除
く

二
重
か
ら
十
二
重
ま
で
見
ら
れ
る
。
木
造
建
築
で
は
、
伽
藍
配
置
の
中
心
と
し

て
建
て
ら
れ
る
が
、
石
造
遺
物
で
は
、
供
養
塔
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

素
面

（
そ
め
ん
）

像
容
や
梵
字
、
装
飾
な
ど
を
施
さ
ず
、
切
り
放
し
の
ま
ま
の
面
。

四
注

（し
ち
ゅ
う
）

屋
根
の
構
造
の

一
種
で
、
棟
を
中
心
に
四
方

へ
流
れ
る
屋
根
を
い
う
。

氣 素轟
亀 塔
輪環

/玉 ＼ 火

輪

―
↓

十
水

輪く

ミ
虻
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一
石
五
輪
塔
と
は
い
え
、
別
石
造
り
の
本
格
的
な
五
輪
塔
と
同
じ
形
式
で
、

室
町
時
代
の
後
期
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

②
も

一
石
五
輪
塔
で
、
左
塔
と
同
じ
く
、
祠
前
に
立

っ
て
い
る
。
こ
ち

ら
は
完
形
で
、
基
壇
の
上
に
立

っ
て
お
り
、
花
商
岩
製
。
基
壇
は
高
さ

一

六
カ
ン
ヽ
最
大
幅
四
〇
カ
ン
、
上
端
幅
は
二
六
カ
ン
を
測
る
。
中
央
複
弁

一
葉
、

そ
の
左
右
に
間
弁
を
配
し
、
隅
も
複
弁
の
反
花
を
刻
出
し
て
い
る
。　
一
石

五
輪
塔
に
比
べ
て
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、　
一
具
の
物
で
な
い
と

思
わ
れ
る
。
総
高
は
七
〇
売
ン
で
ヽ
地
輪
は
高
さ
二

一
カ
ン
、
幅
二

一
・
五
″
ン

を
測
る
。
水
輪
は
高
さ
五

・
五
我
ン、
下
端
の
幅

一
四
売
ン
、
最
大
幅
二

一
カ
ン、

火
輪
は
高
さ

一
三

・
五
カ
ン
ヽ
軒
は
中
央
の
厚
さ
四

・
五
寺
、
端
の
厚
さ
九

カ
ン
ヽ
幅
は
最
大
三
〇

・
五
カ
ン
、
上
端
が

一
〇
カ
ン
を
測
る
。
軒
端
よ
り
六
々
ン

入

っ
た
辺
り
か
ら
強
く
反
り
は
じ
め
る
。
軒
日
は
ほ
ぼ
垂
直
で
あ
る
。
四

注
の
屋
根
も
軒
日
で
強
く
反
転
し
て
い
る
。
風
輪
は
高
さ
八
カ
ン
、

一
四
カ
ン
、
空
輪
は
高
さ

一
三
カ
ン
、
最
大
幅

一
三

・
五
売
ン
を
測
る
。

方
に
梵
字
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
各
輪
四
方
に
東
方
発
心
門

力

ｏ
ラ

ｏ
バ

ｏ
ア
」
、
南
方
修
行
門

「
キ
ャ
ー

・
カ
ー

・
ラ
ｌ

ｏ

ア
ー
」
、
西
方
菩
提
門

「
ケ
ン

・
カ

ン

ｏ
ラ
ン

・
バ
ン

ｏ
ア
ン
」
、
北
方

涅
槃
門

「
キ
ャ
ク

・
カ
ク

。
ラ
ク

・

バ
ク

・
ア
ク
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

向
き
は
ほ
ぼ
合

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

梵
字
は
彫
り
が
浅
く
、
字
体
も
力
の

な
い
も
の
で
あ
る
。
水
輪
は
や
や
つ

ぶ
れ
た
よ
う
な
球
形
で
形
も
良
い
が
、

笠

・
宝
珠
な
ど
は
硬
直
し
た
も
の
に

な

っ
て
い
る
。
四
門
に
梵
字
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
い
よ
り
古
い
造
立

と
思
わ
れ
る
。

他
の

一
石
五
輪
塔
は
、
表
１
１
に

記
載
す
る
。
室
町
時
代
後
期
か
ら
安

土
桃
山
時
代
に
造
立
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。

写真-l ①踊 り松地蔵石造
遺物群の一石五輪塔左塔
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日
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日
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最
大
幅

各
部
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ャ
・
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・
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②
地
蔵
石
仏

（深
江
北
町
四
丁
目
五
）
白
鴎
橋
の
す
ぐ
東
、
高
橋
川
の

南
に
位
置
す
る
。
祠
の
中
に
南
向
き
で
、
舟
形
光
線
を
備
え
た
近
代
の
地

蔵
立
像
石
仏
を
三
基
祀

っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
は
四
三
カ
ン
と

一
四
カ
ン

を
測
る
。

③
板
碑
と

一
石
五
輪
塔

（深
江
北
町
四
丁
目
七
）
高
橋
川
と
要
玄
寺
川

の
合
流
地

点
の
す
ぐ

北
側
に
、

祠
の
中
に

北
向
き
に

安
置
さ
れ

て
い
る
。

仏
像
が
陽

刻
さ
れ
た

現
高
八
五

カ
ン
、
幅
二

四

・
五
々
ン

を
測
る
板

碑

一
基
と

一
石
五
輸

塔
が
三
基
あ
り
、
い
ず
れ
も
室
町
時
代
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
頭
部

は
山
形
で
、
一局
さ
八
カ
ン
ヽ
そ
の
下
に
幅
六
・五
カ
ン
内
に
二
本
の
額
部
が
見
ら

れ
、
さ
ら
に
五

・
五
カ
ン
下
に
像
容
が
見
ら
れ
る
。
風
化
で
像
容
が
わ
か
り

に
く
い
が
、
弥
陀
定
印
を
結
ん
だ
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
思
わ
れ
る
。
像
容

の
周
り
は
光
背
を
意
識
し
て
か
、
若
干
彫
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
像
容
の

表-1-2 踊 り松地蔵石造遺物の観察

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

本文参照

本文参照
空風輪欠失
一石五輪塔の地輪部か。加工痕あり
空輪の先の尖り目立つ。火輪の四隅はやや外に広がる
損傷激しい。火・水輪も原形不明
空輪の先の尖り目立つ。赤茶色の花南岩製
空輪の先の尖り目立つ。 7と ほぼ形状・材質は同じ
空輪の幅より風輪の幅が広い。火輪の幅と地輪の幅は同じ
空輪の先の尖り目立つ。空輪と水輪の大きさが 9よ り大きい
空風輪と火水地輪のバランスが違うので別石の可能性あり
完存
水輪はやゃ押しつぶしたょぅ
空風輪の代わりに、水輪を置いてある。火輪の反りは緩やか
空輪の先の尖りはほとんどない
地輪半分以上が埋もれている。前面は何かに押されているよう
火輪の軒先の尖りは外へ突き由ている
風化激しい。水輪は横にひしゃげている

業欅合奎黙裁映鳥奄牲
ti暑

亀建見1受 ギが

ぶれたよう。火輪四隅欠落

20と ほぼ同じ①空輪の尖りが目立ち、地輪が高くなる
20、 21と ほぼ同じ。 水輪がノ」ヽさい
空輪が縦長。火輪の反りもなく、回りを削りすぎている
23と ほぼ同じ。火輪の軒は薄い
回りの遺物に接しているため細部不詳。
回りの遺物に接しているため細部不詳。
火輪の縦の部分が小さい。笠の四隅の反りが鋭い
火輪の四隅の反りが鋭い

火輪の軒が薄く四隅の反りが鋭い。水輪ひしゃげている
火輪の四隅の反りが鋭い

火輪の四隅の反りが鋭い。水輪はひしゃげている
空輪の突起部分が大きい
空輪が縦長。堂内でも新しいものである
形が整っている

形が整っている
火輪が縦長
空輪が縦長。笠の軒が薄い
空風輪が横に大きい

笠四隅欠落
空水輪のみ。空輪の尖り小さい
空風輪のみ
空風輪欠失。水輪がひしゃげている
空風輪欠失。水輪がひしゃげている
空風輪欠失
白っぽい花向岩。空輪の尖りは小さくお、っくらしている
空風輪欠失。各部四方に梵字あり、彫りは浅く、風化している
完存
空風輪欠失
堂内で唯―の五輪卒塔婆である。空風輪は斜めに割れている
現代の地蔵石仏
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第五章 石造遺物に祈り託し

反
花

（か
え
り
ば
な
）

蓮
の
花
弁
に
か
た
ど

っ
た
文
様
が
下
向
き
の
も
の
。
反
花
を
上
端
に
刻

出
し
た
台
座
の
石
を
反
花
座
と
い
う
。

梵
字

（
ば
ん
じ
）

イ
ン
ド
古
代
の
言
語
で
あ
る
梵
語

（サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
）
を
記
す
の
に

用
い
た
文
字
。

陰
刻

（
い
ん
こ
く
）
陽
刻

（よ
う
こ
く
）

石
造
遺
物
の
文
字
や
像
容
、
文
様
な
ど
の
彫
法
。
陽
刻
は
浮
き
彫
り
で
、

対
象
を
石
の
面
よ
り
彫
り
だ
し
た
も
の
。
陰
刻
は
反
対
に
、
彫
り
こ
ん
だ

も
の
。
ま
た
仏
像
や
文
様
を
細
い
線
で
刻
ん
だ
も
の
を
特
に
線
刻
と
い
う
。

宝
珠

（ほ
う
じ
ゅ
）
宝
の
玉
の
こ
と
で
、
石
塔
の
屋
上
の
装
飾
と
し
て
見
ら

れ
る
。

光
背

（
こ
う
は
い
）

仏
像
の
背
後
に
つ
け
る
も
の
で
、
仏
か
ら
発
す
る
光
明
を
意
匠
化
し
た
も
の
。

上
部
を
船
の
舶
先
の
よ
う
に
す
ば
め
た
形
の
舟
形
光
背
、
尊
像
の
頭
部
を
中
心

に
円
状
に
刻
ん
だ
円
光
背
、
さ
ら
に
身
部
を
包
む
よ
う
に
刻
ん
だ
も
の
を
重
ね

る
二
重
円
光
背
な
ど
が
あ
る
。

板
碑

（
い
た
び
）

板
碑
は
、　
一
般
に
頭
部
を
山
形

に
し
、
そ
の
下
に
二
条
線
と
呼
ば

れ
る
二
段
の
切
り
込
み
を
い
れ
、

そ
の
下
に
額
部
と
呼
ば
れ
る
部
分

を
残
し
、
以
下
の
身
部
と
呼
ば
れ

る
空
間
に
枠
線

（な
い
も
の
も
あ

る
）
を
巻
い
て
、
内
に
信
仰
す
る

尊
像
中
統
字
を
配
し
、
そ
の
左
右
や
下
に
詩
の
形
式
で
仏
の
功
徳
を
褒
め
た
た

え
た
偶
文
や
銘
文
を
刻
ん
で
い
る
。
下
端
は
整
形
せ
ず
、
根
部
と
し
て
土
中
に

埋
め
ら
れ
る
部
分
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
形
に
と
ら
わ
れ
ず
、
三
段

の
切
り
込
み
の
な
い
も
の
や
方
柱
状
の
も
の
、
自
然
石
の
も
の
も
板
碑
と
呼
ん

で
い
る
。
鎌
倉
時
代
頃
か
ら

一
般
に
見
ら
れ
、
中
世
に
盛
ん
に
造
立
さ
れ
た
。

特
に
多
く
見
ら
れ
る
関
東
地
方
で
は
、
板
状
に
剥
離
す
る
緑
泥
片
岩
を
用
材
と

す
る
こ
と
が
板
碑
の
形
状
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
板
碑
の
起
源
は
定
説
が

な
い
。
摂
津
地
方
で
は
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
刻
ん
だ
小
型
の
物
が
多
い
。

定
印

（じ
ょ
う
い
ん
）

入
定
時
の
状
態
を
示
す
手
の
形
を
定
印
と
い
う
。
仏
に
よ

っ
て
定
ま

っ
て
い

る
。
両
手
の
第

一
指

（親
指
）
を

つ
け
、
他
の
指
を
重
ね
る
法
界
定
印

（座
禅

を
す
る
と
き
の
印
）
や
、
阿
弥
陀
如
来
の
弥
陀
定
印
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

写真-2 ①踊り松地蔵石造
遺物群の一石五輪塔右塔

切
込
み
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高
さ
は

一
九
″
ン
を
測
る
。
板
碑
の
下
部
は
色
が
違

っ
て
い
る
の
で
、
土
中

に
埋
ま

っ
て
い
た
部
分
と
思
わ
れ
る
。
両
脇
の

一
石
五
輪
塔
は
、
向

っ
て

左
側
が
総
高
四
三
売
ン
で
完
形
。
各
部
の
計
測
値
は
表
１
２
参
照
。
右
側
は

空
風
輪
の
み
で
現
高

一
五
″
ン
で
あ
る
。

④
地
蔵
石
仏

（深
江
北
町
四
丁
目
八
）
阪
神
電
車
深
江
駅
北
、
通
称
稲

荷
筋
か
ら
西

へ
路
地
を
入

っ
た
と
こ
ろ
に
、
祠
内
に
東
向
き
で
、
高
さ
六

舟
ン
の
台
石
に
近
代
に
造
ら
れ
た
高
さ
二
四
我
ン
の
地
蔵
坐
像
石
仏
が

一
基
祀

ら
れ
て
い
る
。

⑤

一
石
五
輪
塔
と
空
風
輪

（深
江
北
町

三
丁
目
四
）
③
よ
り
、
通
称
稲
荷
筋
を
は

さ
ん
で
東
側
の
道
路
を
入

っ
た
北
側
に
、

祠
内
に
完
形
の

一
石
五
輪
塔
が

一
基
と
、

一
石
五
輪
塔
の
空
風
輪
部
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
向
か

っ
て
左
の
塔
は
、
総
高
四
八
カ
ンＯ

や
や
破
損
が
目
立

つ
が
、
ほ
ぼ
完
形
。
各

部
の
計
測
値
は
表
１
３
参
照
。
右
塔
の
方

は
、
現
高

一
七
カ
ン
で
あ
る
。
空
風
輸
の
形

は
古
式
を
感
じ
さ
せ
る
。
ど
ち
ら
も
安
土

桃
山
時
代
ご
る
の
造
立
か
。
や
や
右
塔
の

方
が
古
い
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
、
道
路

阿
弥
陀
如
来

（あ
み
だ
に
ょ
ら
い
）

阿
弥
陀
如
来
は
、
釈
迦
と
同
じ
く
イ
ン
ド
の
王
族
の
太
子
で
、
仏
道
を
修
業

し
、
出
家
し
て
か
ら
法
蔵
菩
薩
と
な

っ
た
。
こ
の
時
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
、

四
八
の
大
願
を
立
て
修
業
を
重
ね
、
本
願
を
成
就
し
て
か
ら
仏
に
な
り
、
西
方

極
楽
浄
土
の
教
主
に
な

っ
た
。
阿
弥
陀
如
来
に
す
が

っ
て
極
楽
往
生
で
き
る
と

い
う
浄
土
思
想
は
、
平
安
中
期
に
空
也
。源
信
が
、
浄
土
教
を
唱
え
て
盛
ん
と
な

り
、
末
期
に
法
然
が
浄
土
宗
を
、
鎌
倉
時
代
に
入

っ
て
親
鸞
が
浄
土
真
宗
を
開

い
て
か
ら
信
仰
は
広
ま

っ
た
。
そ
の
像
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
如
来

一
般

の
特
徴
で
あ
る
、
頭
部
に
肉
が
隆
起
す
る
肉
髯
と
、
螺
髪
と
呼
ば
れ
る
渦
巻
き

状
の
毛
が
見
ら
れ
、
眉
間
に
白
い
巻
毛
の
白
墓
が
あ
り
、
身
体
に
は
法
衣
以
外

の
物
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
。
し
か
し
、
石
仏
で
は
こ
れ
ら
の
部
分
は
省
略
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
辺
り
で
は
、
手
の
形
は
弥
陀
定
印
と
呼
ば
れ
る
、

体
の
前
で
両
手
の
第

一
指

（親
指
）
の
先
を

つ
け
、
第
二
指

（人
差
指
）
を
立

て
て
、
背
中
合
せ
に
つ
け
、
他
の
指
を
交
差
さ
せ
て
膝
上
に
置
く
形
が
多
い
。

表-2 -石 五輪塔左塔計測表

表-3 -石 五輪塔計測表

(単位はセンチ、高さ、幅の順)

総 高 地 輪 水 輪 火 輪 風 輪 空 輪

35 1 12

(単位はセンチ、高さ、幅の順)

総 高 地 輪 水 輪 火 輪 風  輪 空  輪

115115 95 1 15 55 1 11

写真-3 ③板碑
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上
よ
り
北
の
敷
地
内
に
移
動
さ
れ
て
い
る
。

⑥
地
蔵
石
仏

（深
江
北
町
五
丁
目
二
）
阪
神
深
江
駅
の
西
に
あ
る
踏
切

の
北
西
角
に
、
祠
内
に
東
向
き
で
、
近
代
に
な

っ
て
造
ら
れ
た
高
さ
三
〇

″
ン
の
地
蔵
立
像
石
仏
が

一
基
祀
ら
れ
て
い
る
。

⑦
阿
弥
陀
石
仏

（深
江
北
町
二
丁
目

一
）
東
灘
小
学
校
南
束
、
阪
神
電

車
沿
い
の
北
側
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
内
に
、
光
背
を
備

え
た
石
仏
が

一
基
安
置
さ
れ
て
い
る
。
総
高
五

六
カ
ン
、
風
化
が
激
し
く
像
容
は
判
別
し
に
く
い

が
、
弥
陀
定
印
を
結
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
思
わ
れ
る
。
室
町
時
代
後

期
の
造
立
。

⑧
北
の
地
蔵
石
造
遺
物
群

（深
江
本
町
三
丁

目
七
）
通
称
札
場
筋
沿
い
西
の
歩
道
上
に
所
在

す
る
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
祠
内
に
、

石
仏
が

一
基
、　
一

石
五
輪
塔
が
四
基
、

反
花
の
あ
る
基
壇

が

一
基
祀
ら
れ
て

い
る
。
図
１
２
参

砂
岩

（さ
が
ん
）

堆
積
岩
の
ひ
と
つ
で
、
砂
粒
が
結
集
し
て
固
ま

っ
た
緻
密
な
質
の
岩
石

で
、
細
か
い
彫
刻
を
す
る
の
に
最
適
で
あ
る
。
た
だ
、
風
雨
に
長
年
さ
ら

さ
れ
る
と
、
表
面
が
剥
離
す
る
欠
点
が
あ
る
。
大
阪
府
南
方
の
和
泉
地
方

で
産
出
さ
れ
る
和
泉
砂
岩
が
有
名
で
、
本
庄
地
域
の
石
造
遺
物
に
も
こ
の

石
材
を
利
用
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。

照
。
石
仏
は
、
高
さ
三
二
舟
ン
、
幅
四
六

・
五
々
ン
、
奥

行

一
四
カ
ン
を
測
る
花
商
岩
に
、
高
さ

一
八
カ
ン
の
砂
岩

製
の
頭
部
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
石
仏
は
胸
前
に
合

掌
を
結
ぶ
地
蔵
で
あ
る
。
時
代
は
不
明
だ
が
近
代
の

も
の
か
。
Ａ
は
基
壇
で
、
反
花
を
持

つ
。
高
さ
は

一

一
カ
ン
で
、
幅
は
祠
内
が
狭
く
不
明
。
他
は
す
べ
て

一

石
五
輪
塔
で
、
そ
の
計
測
値
は
表
１
４
の
通
り
。
石

仏
以
外
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に

か
け
て
の
造
立
。

③

一
石
五
輪
塔

（深
江
北
町
二
丁
目

一
〇
）
本
庄

町
中
公
園
南
、
路
地
入
り
日
に
所
在
す
る
。　
一
石
五

輪
塔
が
二
基
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
内
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
完
形
で
、
向
か

っ
て
左
側
が

総
高
四
五
寺
、
右
が
三
四
″
ン
を
測
る
。
左
塔
は
安
土

第五章 石造遺物に祈り託し

表-4 北の地蔵石造遺物群計測表

図-2 北の地蔵石造

遺物群配置図

□

日

□ □

□

A:基壇

(1)～は):一石五輪塔

(単位はセンチ、高さ、幅の順)

総 高 地 輪 水 輪 火 輪 風  輪 空 輪

(1)

(2)

(3)

(4)

(24)
(35)

(34)
(335)

一
４

ょ

一

一

‐６

‐５

一

一

‐５

‐４

‐６

4

4 10

・０

一

７

一　

一

９

‐０

一

一

‐ ２

( )は現高、一は欠失、1は祠の中で横倒しになっている。

(単位はセンチ、高さ、幅の順)

総高 地 輪 水 輪 火 輪 風 輪 空 輪

左塔
右塔

155
14

11
105

( )は現高
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桃
山
時
代
の
造
立
。
右
塔
の
方
は
、
各
部
の
切
り
込
み
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

江
戸
時
代
前
期
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。
各
部
の
計
測
値
は
表
１
５
を
参
照
。

⑩
辰
巳
地
蔵
石
造
遺
物
群

（深
江
本
町
二
丁
目
三
）
栄
公
園
の
東
、
浜

街
道
が
国
道
四
三
号
に
合
流
す
る
と
こ
ろ
に
所
在
す
る
。
元
は
栄
公
園
の

西
、
浜
街
道
北
側
に
あ

っ
た
が
道
路
拡
張
後
、
昭

和
五
十
年
前
後
に
現
在
地
に
移
動
し
た
。

コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
祠
内
に
、
仏
像
が
彫
ら
れ
た
板
碑
が

一
基
と
そ
れ
に
寄
り
添
う
よ
う
に
光
背
を
備
え
た

石
仏
が
七
基
安
置
さ
れ
て
い
る
。
図
１
３
参
照
。

中
央
の
板
碑
は
、
現
高
七
五
彬
を
測
る
。
正
面

か
ら
見
る
と
頭
部
を
山
形
に
切
り
そ
の
高
さ
は

一

四
弓
、
そ
の
肩
か
ら
下
に
六
カ
ン
の
所
に
斜
め
に
切

五
輪
卒
塔
婆

（ご
り
ん
そ
と
ば
）

一
石
五
輪
塔
の
中
で
も
、
基
礎
で
あ
る
地
輪
部
が
長
く
な

っ
た
も
の
を

五
輸
卒
塔
婆
と
呼
ん
で
い
る
。
地
輪
部
の
面
積
が
広
く
な
る
の
で
、
そ
こ

に
仏
像
や
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
形
状
か
ら
標
識
に
な
り

や
す
く
、
町
石

（参
道
な
ど
に

一
町
ご
と
に
立
て
ら
れ
た
道
し
る
べ
）
と

し
て
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
西
摂
津
地
方
で
は
、
地
輪
部
正
面
に
阿

弥
陀
如
来
や
地
蔵
菩
薩
が
刻
ま
れ
た
五
輪
卒
塔
婆
が
多
く
見
ら
れ
る
。

り
込
み
が
入
り
、
そ
の
下
に
高
さ
四
帝
の
額
部
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
あ
る
。

幅
は
二
九

・
五
カ
ン
で
あ
る
。
額
部
の
下
に
舟
形
に
彫
り
窪
め
ら
れ
た
中
に

弥
陀
定
印
を
結
ぶ
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
像
高
は
二
五
売
ン

を
測
る
。
顔
は
風
化
し
て
表
情
は
わ
か
ら
な
い
。
い
は
像
容
が
風
化
し
て

わ
か
り
に
く
い
が
、
不
整
形
の
舟
形
光
背
を
備
え
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を

陽
刻
し
た
石
仏
で
あ
る
。
高
さ
五
七
売
ン
、
最
大
幅
二
八
カ
ン
を
測
る
。
②
は

い
と
同
形
式
の
石
仏
で
高
さ
五
〇
売
ン
、
最
大
幅
二

一
カ
ン
を
測
る
。
風
化
が

激
し
い
。
０
は
自
然
石
の
正
面
を
山
形
に
突
出
さ
せ
、
そ
の
突
端
に
仏
像

を
陽
刻
し
て
い
る
。
像
容
は
風
化
し
て
わ
か
り
に
く
い
が
、
阿
弥
陀
如
来

坐
像
と
思
わ
れ
る
。
高
さ
は
六
〇
々
ン
、
最
大
幅
二
九
帝
を
測
る
。
い
も
０

と
同
形
式
で
、
高
さ
四
八
売
ン
ヽ
最
大
幅
三
二
カ
ン
を
測
る
。
本
来
石
仏
は
不

整
形
の
舟
形
光
背
を
備
え
た
正
面
を
平
面
に
し
て
仏
像
を
陽
刻
し
て
い
る

が
、
中
に
０
い
の
よ
う
に
、
正
面
を
平
面
に
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

０
は
い
と
同
形
式
で
、
高
さ
五

一
カ
ン
、
最
大
幅
二

一
売
ン
を
測
る
。
０
も
い

写真-4 ⑩板碑に刻まれた

阿弥陀如来坐像

図-3 辰巳地蔵石造遺物群

配置図

□□□ 聖
□ □
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第五章 石造遺物に祈り託し

と
同
形
式
で
、
高
さ
四
六
弓
、
最
大
幅
二

一
帝
を
測
る
。
⑦
は
ご
く
新
し

い
地
蔵
石
仏
で
あ
る
。
い
か
ら
０
ま
で
は
室
町
時
代
後
期
の
造
立
。
祠
の

外
に

一
石
五
輪
塔
が
三
基
立

っ
て
い
る
。　
一
番
左
の
塔
は
水
輪
よ
り
下
が

埋
も
れ
て
お
り
、
現
高
が
三

一
。
五
カ
ン
Ｏ
宝
珠
の
形
は
整

っ
て
い
る
。
真

中
の
も
の
は
、
地
輪
が

一
部
埋
も
れ
て
い
る
が
現
高
は
三
四

・
五
カ
ン０
全

体
に
形
は
悪
い
。
火
輪
の
軒
先
は
欠
け
て
い
る
。　
一
番
右
の
塔
は
、
同
じ

く
地
輪
の

一
部
が
埋
も
れ
て
お
り
、
現
高
は
三
八
寺
。
水
輪
は
球
形
を
し

て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
安
土
桃
山
時
代
の
造
立
で
あ
る
。

①
寄
せ
集
め
石
造
遺
物

（深
江
本
町
三
丁
目

一
）
大
日
公
園
南
西
の
、

国
道
四
三
号
北
側
の
歩
道
上
に
あ
る
木
製
の
祠
内
に
あ
る
。
五
輪
卒
塔
象

の
地
輪
部
と
思
わ
れ
る
高
さ
二
八
帯
の
花
商
岩
の
上
に
、
砂
岩
製
の
地
蔵

石
仏
の
頭
部
を
乗
せ
た
も
の
と
、
近
代
に
な

っ
て
作
ら
れ
た
姫
神
石
像
が

祀
ら
れ
て
い
る
。

⑫
福
徳
地
蔵
石
造
遺
物
群

（深
江
南
町
三
丁
目
四
）
国
道
四
三
号
南
、

旧
札
場
筋
東
沿
い
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
が
あ
り
、　
一
石
五
輪
塔
が
五

基
、
五
輪
卒
塔
婆
の
地
輪
部

一
基
、
光
背
を
備
え
た
石
仏
が
三
基
祀
ら
れ

て
い
る
。
図
１
４
参
照
。
い
は
光
背
を
備
え
た
石
仏
で
、
高
さ
五
四
を
、

最
大
幅

一
八
″
ン
を
測
る
。
像
容
の
彫
り
は
浅
い
が
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と

思
わ
れ
る
。
像
高
は

一
四
″
ン
Ｏ
②
は
五
輪
卒
塔
婆
の
地
輪
部
で
、
正
面
に

阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
現
高
は
二
九
カ
ン
、
幅
は

一
六
カ
ン

を
測
る
。
像
高
は

一
七
カ
ン
０
０
阿
弥
陀
如
来

坐
像
を
陽
刻
し
た
石
仏
で
あ
る
。
自
然
石
の

正
面
が
山
形
に
突
出
し
て
い
て
、
高
さ
四
九

々
ン
、
幅

一
九
売
ン
を
測
る
。
像
高
は

一
七
カ
ン
を

測
る
。
い
は
空
風
輪
が
欠
け
て
い
る

一
石
五

輪
塔
で
あ
る
。
火
輪
も
軒
先
が
欠
け
て
い
る
。
現
高
は
二
五
々
ン
で
あ
る
。

０
は
空
風
輪
が
欠
け
た

一
石
五
輪
塔
で
あ
る
。
現
高
は
三
四
カ
ン
を
測
る
。

０
は
地
輪
が
欠
け
て
い
る

一
石
五
輪
塔
で
あ
る
。
空
風
輪
と
火
水
輪
が
折

れ
て
い
る
。
現
高
は
四
二
々
ン
で
あ
る
。
⑦
は
地
輪
が
欠
け
て
い
る

一
石
五

輪
塔
で
あ
る
が
、
欠
損
が
激
し
く
原
型
を
止
め
て
い
な
い
の
で
、
各
部
の

計
測
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。
現
高
は
二
七
寺
を
測
る
。
空
風
輪
の
下
は
セ

メ
ン
ト
で
補
修
し
て
い
る
。
０
は
空
風
輪
を
欠
く

一
石
五
輪
塔
で
あ
る
。

各
部
の
切
り
込
み
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
現
高
は
三

一
・
五
売
ン
で
あ
る
。
い

～
０
は
室
町
時
代
後
期
、
い
～
０
安
土
桃
山
時
代
の
造
立
で
あ
る
。

⑬
塩
崎
地
蔵
石
仏

（深
江
南
町
三
丁
目

一
）
⑫
よ
り
南
東
方
向
の
四
つ

角
の
南
東
角
の
公
衆
電
話
の
横
に
所
在
し
て
い
た
。
木
製
の
祠
内
に
、
近

代
に
な

っ
て
か
ら
つ
く
ら
れ
た
高
さ
三
二
カ
ン
の
地
蔵
石
仏
が

一
基
祀
ら
れ

て
い
た
。
現
在
は
亡
失
し
て
い
る
。

⑭
延
命
日
切
地
蔵
石
仏

（深
江
南
町
二
丁
目
五
）
見
附
住
宅
東
に
所
在

し
て
い
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
内
に
、
上
部
が
水
平
に
な

っ
て
い
る

図-4 福徳地蔵

石造遺物群配置図

□ □ □

□

□

□ □
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光
背
を
備
え
た
石
仏
が

一
基
、
祀
ら
れ
て
い
た
。
総
高
は
四
五
売
ン、
最
大

幅
は
三
六
売
ン
ヽ
像
高
は
二
七
カ
ン
を
測
る
。
風
化
で
像
容
は
ほ
と
ん
ど
わ
か

ら
な
い
が
、
室
町
時
代
後
期
の
阿
弥
陀
如
来
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
亡
失

し
て
い
る
。

④

一
石
五
輪
塔

（深
江
南
町
二
丁
目
二
）
神
楽
橋
跡
の
碑
よ
り
南
西
の

伊
丹
家
宅
北
東
の
塀
に
祠
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
祠
内
に

一
石
五

輪
塔
が

一
基
祀
ら
れ
て
い
る
。
空
輪
が
欠
け
て
お
り
、
別
石
の
空
風
輪
を

据
え
て
い
る
。
火
輪
よ
り
下
の
現
高
が
四
四
カ
ン
で
ヽ
各
部
の
計
測
値
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
風
輪
は
高
さ
四
々
ン
ヽ
幅

一
一
カ
ン
Ｏ
火
輪
は
高
さ

一
三
売
ン
、
幅

一
七

・
五
売
ン
０
水
輪
は
高
さ

一
一
売
ン
ヽ
幅

一
七
カ
ン
０
地

輪
は
高
さ

一
六
カ
ン
、
幅

一
八
カ
ン
を
測
る
。　
一
石
五
輪
塔
の
中
で
も
比

　

調

較
的
大
型
の
も
の
で
あ
る
。
別
石
の
空
風
輪
は
、
空
輪
が
高
さ
七
カ
ン、
　

印

幅
九

・
五
々
ン
で
ヽ
風
輪
が
高
さ
五
売
ン
、
幅

一
〇

・
五
カ
ン
を
測
る
。
安

　

勘

土
桃
山
時
代
ご
ろ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礎内

⑩
五
輪
卒
塔
婆

（深
江
南
町

一
丁
目

一
四
）
市
営
住
宅
南
側
の
路

　

鋼

地
奥
に
小
さ
な
祠
が
あ
り
、
五
輪
卒
塔
婆
の
地
輪
部
が
安
置
さ
れ
て
　

酎

い
る
。
正
面
上
方
に
、
風
化
で
像
容
が
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
阿
弥

　

本

陀
如
来
坐
像
と
思
わ
れ
る
仏
像
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
膝
か
ら
下
は
　
　
一５

彫
成
さ
れ
て
い
な
い
。
現
高
は
四
〇

・
五
カ
ン
、
幅
は

一
七

・
五
カ
ン
、
　
　
図

像
高
は

一
三
カ
ン
を
測
る
。
室
町
時
代
後
期
の
も
の
で
あ
る
う
。

⑪
本
庄
町
公
国
内
石
造
遺
物
群

（本
庄
町
三
丁
目
六
）
阪
神
電
車
深
江

駅
東
側
に
、
南
北
に
通
じ
る
通
称
稲
荷
筋
か
ら
少
し
西
に
入

っ
た
と
こ
ろ

に
本
庄
町
公
園
が
あ
る
。
公
園
を
北
側
か
ら
入

っ
た
と
こ
ろ
に
、
南
向
き

に

一
基
の
記
念
碑
が
立

っ

て
い
る
。
一局
さ
四

一
帝
の

自
然
石
の
台
石
の
上
に
、

高
さ
二
三
七
カ
ン
、
幅

一
一

三
カ
ン
の
石
碑
が
立
て
ら
れ

□

□

□

□

□

□

□ □ □ □ □ □ □ □

□ □ □ □ □ □ □

□ □ 日 □ □ □

□ □ □ □ 日 □

□ □□ □

写真-5 ①本庄町公園内石造遺物群

-364-



て
い
る
。
頭
部
が
山
形

の
緑
泥
片
岩
の
板
石
で
、

正
面
に

「整
地
記
念
／

湊
川
神
社
宮
司
書
」
と

刻
ま
れ
、
裏
面
に
は
、

上
方
に
横
書
き
で

「灘

深
江
土
地
区
劃
整
理
組

△
二
、
中
ほ
ど
に
三
行

に
わ
た
り
縦
書
き

で

「
昭
和
九
年
十
二
月
二

十
日
起
工
／
昭
和
十
二

年
二
月
二
十
日
竣
工
／

昭
和
十
四
年
二
月
吉
日

建
之
」
と
刻
ま
れ
、
下

方
に
組
合
長
岡
田
茂
左

ヱ
門
他
二

一
人
の
名
前

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

石
碑
の
斜
め
向
か
い

に
北
向
き
の
祠
が
あ
り
、

中
に
、　
一
石
五
輪
塔

。

第五章 石造遺物に祈 り託 し

表-6 本庄町公園内石造遺物群計測表 (単位はセンチ、高さ、幅の順)

五
輪
卒
塔
婆

・
石
仏
な
ど
総
数
三
七
基
が
安
置
さ

れ
て
い
る
。
各
計
測
値
は
表
１
６
に
示
し
た
。
観
察
は
次
の
通
り
。
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ω
空
風
輪
を
欠
く
。
全
体
的
に
形
が
整

っ
て
い
る
。

②
五
輪
塔
の
火
輪
部
と
基
壇
だ
け
。
火
輪
は
軒
下
も
緩
や
か
に
反

っ
て

い
る
。
基
壇
は
上
部
に
反
花
が
見
ら
れ
、
複
弁

一
葉
と
隅
に
も
複
弁
の
反

花
を
刻
出
し
て
い
る
。

０
地
輪
が
欠
け
て
い
る
。
比
較
的
空
輪
が
大
き
い
。
形
は
整

っ
て
い
る
。

い
水
輪
は
や
や
平
た
い
。
火
輪
の
軒
は
真
反
り
。
空
風
輪
が
欠
け
て
い

亥０
。０

い
と
ほ
ぼ
同
じ
形
状
を
し
て
い
る
が
、
や
や
水
輪
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ

た
形
を
し
て
い
る
。

０
火
輪
の
軒
上
が
真
反
り
で
、
軒
下
に
反
り
が
な
い
。

⑦
火
輪
の
軒
下
の
反
り
が
な
い
。
勾
配
は
軒
端
で
強
く
反
転
し
て
い
る
。

水
輪
の
形
は
良
い
。

０
各
部
の
切
り
込
み
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

０
舟
形
光
背
に
半
肉
彫
り
に
仏
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
頭
部
が
や
や
大

き
い
。
弥
陀
定
印
を
結
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
思
わ
れ

ＺＯ
。⑩

舟
形
光
背
と
思
わ
れ
る
も
の
に
半
肉
彫
り
に
仏
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

頭
部
の
み
の
残
欠
で
あ
る
。

⑪
地
輪
が
欠
け
て
い
る
。
空
輪
の
尖
り
は
小
さ
く
ふ

っ
く
ら
と
し
て
い

Ｚ

Ｏ

。

緑
泥
片
岩

（り
ょ
く
で
い
へ
ん
が
ん
）

緑
泥
石
を
主
成
分
と
す
る
結
晶
片
岩
。
埼
玉
県
秩
父
地
方
の
秩
父
青
石

や
徳
島
県
吉
野
川
流
域
の
阿
波
青
石
と
呼
ば
れ
る
緑
泥
片
岩
は
、
鎌
倉
時

代
よ
り
板
碑
の
石
材
と
し
て
関
東
地
方
や
阿
波
地
域
に
広
く
利
用
さ
れ
た
。

半
肉
彫
り

（
は
ん
に
く
ば
り
）
薄
肉
彫
り

（う
す
に
く
ば
り
）

石
仏
の
彫
刻
手
法
。
や
や
肉
の
あ
る
彫
り
方
で
側
面
が
半
ば
見
え
る
程

度
の
も
の
を
半
肉
彫
り
、
こ
れ
に
封
し
ご
く
薄
く
浮
き
彫
り
に
し
た
も
の

を
薄
肉
彫
り
と
呼
ぶ
。
他
に
、
側
面
が
全
部
見
え
る
ほ
ど
厚
く
し
て
彫
刻

し
た
厚
肉
彫
り
、
背
面
ま
で
完
全
に
彫
り
あ
げ
た
丸
彫
り
が
あ
る
。

⑫
風
輪
と
水
輪
を
セ
メ
ン
ト
で
接
い
で
い
る
。
火
輪
の
隅
が
跳
ね
上
が

っ

た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
全
体
に
荒
い
仕
上
げ
で
あ
る
。

④
水
輪
は
縦
長
。
火
輪
の
軒
は
薄
い
。
空
風
輪
は
欠
け
て
い
る
。

側
水
輪
は
や
や
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
安
定
感
が

あ
る
。
空
風
輪
は
欠
け
て
い
る
。

⑮
空
輪
は
大
き
く
形
も
良
い
。

１０
各
部
の
形
は
省
略
さ
れ
て
い
て
、
水
輪
は
球
形
を
し
て
い
な
い
。

側
空
風
輪
が
欠
け
て
い
る
。
黒
ず
ん
で
い
て
、
痛
み
が
激
し
い
。

⑩
空
輪
の
先
端
が
尖

っ
て
い
る
。
火
輪
の
四
隅
の
軒
端
が
跳
ね
上
が

っ

た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。

⑩
空
風
輪
は
欠
け
て
い
る
。
火
輪
の
軒
幅
は
厚
い
。

例
空
輪
の
先
端
の
尖
り
が
目
立

つ
。
火
輪
の
四
隅
の
勾
配
が
強
く
、
軒
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端
の
反
転
が
強
い
。
各
部
と
も
や
や
縦
長
で
あ
る
。

④
空
輪
の
先
端
の
尖
り
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
地
輪
の
下
が
す
ぼ

ま

っ
て
い
る
。

の
働
と
ほ
ぼ
同
形
式
だ
が
、
空
輪
の
先
端
の
尖
り
が
目
立

つ
。
火
輪
の

四
隅
の
勾
配
が
強
く
、
軒
先
の
反
転
が
強
い
。

④
空
風
輪
は
欠
け
て
い
る
が
、
現
存
の
各
部
は
ど

っ
し
り
と
し
て
い
て

形
が
良
い
。
火
輪
の
軒
は
厚
い
。

側
空
輪
は
本
来
の
宝
珠
の
形
を
し
て
お
り
、
水
輪
の
形
も
良
い
。

い
四
角
柱
の
石
標
。
正
面
に

「
子
供

一
切
」
、
背
面
に

「
昭
和
十
六
年

六
月
八
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

鉛
空
輪
は
ふ

っ
く
ら
と
し
て
い
て
形
は
良
い
。
全
体
に
形
は
整

っ
て
い

玄Ｏ
。側

的
と
ほ
ぼ
同
じ
形
状
だ
が
、
水
輪

・
空
輪
の
形
は
よ
く
な
い
。

④
水
輪
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
地
輪
の
下
は
や

や
広
が

っ
て
い
る
。

い
地

・
水

。
火
輪
の
上
に
別
石
の
火

・
風

・
空
輪
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。

①
硼
よ
り
や
や
水
輪
が
高
い
が
、
ほ
ぼ
同
じ
形
状
で
あ
る
。

ｍ
水
輪
は
、
低
く
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
な
形
に
な

っ
て
い
る
。
火
輪

の
勾
配
の
反
転
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
各
部
の
切
り
込
み
は
あ
い
ま

い
に
な

っ
て
い
る
。

⑫
舟
形
光
背
に
、
平
面
で
な
く
、
や
や
膨
ら
み
の
あ
る
正
面
に
仏
像
が

彫
ら
れ
て
い
る
。
風
化
の
た
め
像
容
は
不
明
だ
が
、
弥
陀
定
印
を
結
ん
で

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

①
舟
形
光
背
に
浅
く
仏
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
風
化
の
た
め
、
像
容
は

不
明
。

ｍ
上
部
の
欠
け
た
舟
形
光
背
に
仏
像
が
浅
く
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
弥
陀

定
印
が
か
す
か
に
判
別
で
き
る
こ
と
か
ら
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
思
わ
れ
る
。

像
容
は
他
の
石
仏
に
比
べ
て
小
振
り
で
あ
る
。

ｍ
光
背
を
意
識
し
た
石
材
に
、
仏
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
弥
陀
定
印
を

結
ん
で
い
る
た
め
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
思
わ
れ
る
が
、
膝
よ
り
下
は
彫

ら
れ
て
い
な
い
。

ｍ
舟
形
光
背
に
半
肉
彫
り
に
仏
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
風
化
の
た
め
わ

ず
か
に
顔
の
輪
郭
だ
け
が
見
え
る
。
像
容
不
明
。
ｍ
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
。

例
完
存
す
る
五
輪
卒
塔
婆
だ
が
、
各
面
と
も
素
面
。

以
上
本
庄
町
公
園
内
に
は
、
記
念
碑
が

一
基
と

一
石
五
輪
塔
が

一
三
基
、

五
輪
卒
塔
婆
が

一
四
基
、
石
仏
が
七
基
、
石
標
が

一
基
、
そ
れ
以
外
の
石

造
遺
物
が
三
基
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
室
町
時
代
後
期
～
江
戸
時
代
前
期

に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑬
要
玄
寺
の
道
標
　
こ
の
道
標
は
、
今
回
村
史
編
纂
作
業
の
調
査
中
に

発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
深
江
南
町
四
丁
目
の
通
称

「
浜
の
戎
さ
ん

（現
在
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は
大
日
霊
女
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
と

を
訪
れ
た
と
き
に
、
境
内
で

発
見
し
た
。
碑
文
に
刻
ま
れ
て
い
る
要
玄
寺

（本
山
北
町
二
丁
目
）
に
問

い
合
せ
た
と
こ
ろ
、
昭
和
五
十
年
代
前
半
ま
で
阪
神
深
江
駅
前
の
踏
み
切

り
付
近
に
建
て
て
あ

っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
行
方
不
明
に
な

っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ

っ
た
。
現
在
は
要
玄
寺
内
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

道
標
の
表
面
は
鉄
の
サ
ビ
の
よ
う
な
赤
茶
色
を
し
て
い
る
。
形
状
は
四

角
柱
で
、
上
部
が
角
錐
、
最
下
部
は
、
水
平
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

道
標
の
よ
う
な
土
中
に
埋
め
る
目
的
の
石
造
遺
物
は
、
土
中
か
ら
抜
け
に

く
い
よ
う
に
、
埋
も
れ
て
い
る
部
分
に
脹
ら
み
を
も
た
せ
て
い
る
。
そ
の

部
分
が
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
折
れ
た
形
で
移
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

高
さ
は
現
高

一
一
五
売
ン
で
、
頭
部
の
角
錐
部
分
を
除
く
と

一
〇
八
帝
に

な
る
。　
一
面
の
幅
は

一
七
々
ン
で
あ
る
。
四
面
の
う
ち
二
面
に
文
字
が
陰
刻

さ
れ
、　
一
面
に
絵
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
正
面
と
思
わ
れ
る
面
に
は

「本

門
法
華
宗
／
鬼
子
母
神
堂
／
是
ヨ
リ
北
江

八
丁
東
光
山
要
玄
寺
」
と
陰

刻
さ
れ
、
正
面
よ
り
向
か

っ
て
左
面
に
は
、
行
き
先
を
示
す
人
差
し
指
を

伸
ば
し
た
手
首
を
陽
刻
し
て
い
る
。
正
面
の
裏
面
に
は
、
下
方
に

「中
興

井
原
木
信
解
代
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。　
一
番
下
の

「代
」
と
い
う
文
字

は
、
僧
名
の
下
に
つ
け
ら
れ
て
、
僧
が
造
立
者
に
代
わ

っ
て
造
立
し
た
と

い
う
意
味
の
語
句
で
あ
る
。
文
字
は
い
ず
れ
も
楷
書
体
で
、
し

っ
か
り
と

刻
ま
れ
て
い
る
。

道
標

（ど
う
ひ
ょ
う
）

交
通
の
利
便
の
た
め
に
町
の
辻
な
ど
に
道
案
内
と
し
て
立
て
ら
れ
た
。

ま
た
、
単
に
道
案
内
と
し
て
立
て
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
功
徳
を
得
よ
う

と
す
る
信
仰
心
か
ら
立
て
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
江
戸
時
代
に
社
会
が
安

定
し
参
詣
な
ど
の
旅
人
や
物
資
を
流
通
す
る
商
人
な
ど
の
往
来
が
活
発
に

な
る
と
、
道
路
の
整
備
が
進
み
道
案
内
の
役
割
を
果
た
す
道
標
が
立
て
ら

れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
最
初
は
木
製
の
物
で
あ

っ
た
が
、
恒
久
的
な
石

造
の
道
標
が
立
て
ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

正
面
に
刻
ま
れ
て
い
る

「鬼
子
母
神
」
は
、
安
産

。
子
育
て
等
の
守
護

神
の
こ
と
で
、
原
名
を

ハ
ー
リ
テ
ィ
、
中
国
で
音
約
し
て
詞
梨
帝
母

（か

り
て
い
も
）
と
呼
び
、
日
本
に
入

っ
て
か
ら
は
そ
の
意
味
を
と

っ
て
、
日

蓮
宗
で
鬼
子
母
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
要
玄
寺
で
は
以
前
、
こ
の
鬼

子
母
神
を
安
置
し
た
堂
が
あ

っ
た
が
、
現
在
住
職
の
井
原
木
憲
紹
氏
は
ご

写真-6 ①浜戎神社に
あつた要玄寺の道標
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拓影-1
①要玄寺の道標

信 そ か ら も
解 し ら は の

種 蓬 竃 懇 云

存
じ
な
く
、
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
に
小
路
村
の
庄
屋
が
代
官
に
提
出

し
た
明
細
書
に

「
番
人
堂
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
の
で
、
あ
る
い
は

こ
れ
が

「鬼
子
母
神
堂
」
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
今
で
は
本
堂
に

一
緒

に
安
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く

一
面
に
刻
ま
れ

て
い
る

「本
門
法
華
宗
」
は
、
京
都
本
能
寺
な
ど
を
本
山
と
し
、
日
隆
を

派
祖
と
す
る
日
蓮
宗

（法
革
宗
）
の

一
派
の
こ
と
で
あ
る
。

要
玄
寺
は
、
む
か
し
七
堂
伽
藍
を
備
え
て
隆
盛
を
誇

っ
て
い
た
東
光
寺

と
い
う
名
前
の
真
言
宗
の
寺
で
あ

っ
た
。
万
治
三
年

（
一
六
六
〇
）
に
、

寺
号
を
要
玄
寺
と
改
め
、
法
華
宗
門
と
し
て
再
興
し
た
。
そ
の
後
無
住
の

時
が
あ
り
衰
退
し
て
い
た
が
、
井
原
木
信
解
日
廣
上
人
が
明
治
五
年
に
き

て
か
ら
復
興
が
進
み
、
明
治
二
十

一
年

（
一
八
九
八
）
に
本
門
法
華
宗
に

改
宗
し
、
明
治
二
十
四
年

（
一
九
〇

一
）
に
本
堂
再
建

。
鬼
子
母
神
像
を

本
堂
に
安
置
し
て
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

道
標
の
建
立
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、
楷
書
体
で
刻
ま
れ
た
道
標
は
近

代
に
入

っ
て
か
ら
多
く
、
指
差
し
の
図
は
近
代
に
入

っ
て
か
ら
登
場
す
る

年

（
一
九
〇
八
）
に
死
去
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
建
立
さ
れ
た

こ
と
は
明
白
。
ま
た
明
治
二
十
四
年
に
、
鬼
子
母
神
が
本
堂
に
他
の
仏

・

神
像
と
共
に
安
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
鬼
子
母
神
堂
」
と
刻
ま
れ
た
道

標
は
そ
れ
以
前
に
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
よ

っ
て
道
標
に
刻
ま

れ
て
い
た

「本
門
法
華
宗
」
に
改
宗
し
た
明
治
三
十

一
年
か
ら
二
十
四
年

の
間
に
建
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
阪
神
電
車
が
開
通
す
る
ま
で
は
、
浜

衡
道
が
人
々
の
東
西
の
主
流
の
交
通
路
で
あ

っ
た
の
で
、
浜
街
道
沿
い
で

要
玄
寺

へ
向
か
う
稲
荷
筋
と
の
合
流
地
点
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
道
標
は
、
指
の
差
し
て
い
る
方
向

（左
向
き
）
を
考
え
る
と
、
西

に
面
し
、
正
面
の

「
鬼
子
母
神
…
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
面
は
南
向
き
に
、

即
ち
、
四
つ
角
の
北
東
隅
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
現

住
職
の
井
原
木
憲
紹
氏
の
お
話
で
は
、
阪
神
電
車
深
江
駅
の
西
側
の
踏
み

切
り
の
北
側
す
ぐ
傍
ら
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
明
治
二
十

八
年

（
一
九
〇
五
）
に
阪
神
電
車
が
開
通
し
て
か
ら
、
駅
前
に
立
て
替
え

ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
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⑩
魚
屋
道
の
碑
　
大
日
霊
女
神
社
西
側
に
立

っ
て
い
る
。
花
商
岩
製
の

四
角
柱
で
、
表
面
は
研
か
れ
て
い
る
。
正
面
に

「魚
屋
道
」
、
向
か

っ
て

右
面
に

「
従
是
北
江

／
有
馬
湯
本
　
道
三
里
」
、
左
に

「
深
江
財
産
区
」
、

背
面
に

「
昭
和
五
十
七
年
十
月
再
建
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
は
、

昭
和
五
十
七
年
十
月
十
日
に
、
か
つ
て
六
甲
山
越
え
の
道
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
魚
屋
道
を
実
際
に
魚
を
担
い
で
わ
た
る
と
い
う
催
し
を
行

っ
た
記

念
に
、
深
江
北
町
三
丁
目
三
の
銀
行
前
に
建
て
ら
れ
た
が
、
平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
二
）
二
月
移
転
し
た
。

２
　
主目
木
地
区
の
石
造
遺
物

①
地
蔵
堂
内
石
造
遺
物
群

（青
木
五
丁
目

一
）
無
量
寺
の
北
側
の
道
を

東

へ
行
く
と
、
国
道
四
三
号
に
合
流
す
る
地
点
に
国
道
に
面
し
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
祠
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
「
延
命
地
蔵
」
と
札
が
掲
げ
ら
れ

て
い
て
、
中
に
石
仏
が

一
七
基
、　
一
石
五
輪
塔
が

一
〇
基
、
五
輪
卒
塔
婆

が

一
二
基
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
棚
の
上
に
近
代
に
な

っ
て
か
ら

作
ら
れ
た
石
仏
が
七
基
あ
り
、
高
さ
九
カ
ン
か
ら
二
九
″
ン
を
測
る
。
そ
の
他

の
遺
物
の
計
測
値
は
表
１
７
に
記
載
す
る
。
戦
前
に
青
木
に
ニ
カ
所
あ

っ

た
地
蔵
堂
の
内
の
、
「
東
の
地
蔵
堂
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
堂
内

の
石
造
遺
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
接
す
る
よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
計
測

が
困
難
な
も
の
も
あ
る
。
近
代
に
作
ら
れ
た
石
造
遺
物
以
外
は
、
室
町
時

代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
造
立
で
あ
ろ
う
。

②
阿
弥
陀
如
来
坐
像
石
仏

（青
木
五
丁
目
四
）
国
道
四
三
号
よ
り
す
ぐ

北
側
に
、
西
向
き
に
所
在
す
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
内
に
、
石
仏
が

一
基
祀
ら
れ
て
い
る
。
上
部
が
丸
味
を
帯
び
た
光
背
に
、
弥
陀
定
印
を
結

ん
だ
仏
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
現
高
は
五
三
売
ン
で
、
最
大
幅
三
七
カ
ン
ヽ
像

高
は
三
二
カ
ン
で
、
下
幅
は

一
八
カ
ン
を
測
る
。
顔
は
風
化
し
て
表
情
は
わ
か

図-6 地蔵堂内石造遺物群配置図

全□ □ 回 □ 回 回 □

□

□

□

□

□

□

□

□

聞

剛

□

開

ら
な
い
。
祠
内
が
狭
く
、
背
面
の
様

子
は
不
明
で
あ
る
。
か
つ
て
は
青
木

の

「
西
の
地
蔵
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
室
町
時
代
後
期
の
造
立
で
あ
ろ

チうノ。③
阿
弥
陀
如
来
坐
像
石
仏

（青
木

二
丁
目

一
一
）
国
道
四
三
号
よ
り
南

側
に
あ
る
大
共
ビ
ル
の
西
南
に
木
製

の
祠
が
あ
る
。
こ
の
中
に
石
仏
が

一

基
安
置
さ
れ
て
い
る
。
上
部
が
丸
味

を
帯
び
た
光
背
に
、
弥
陀
定
印
を
結

ん
だ
仏
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
顔
は

風
化
し
て
い
る
が
、
頭
部
の
肉
暑
は

判
明
で
き
る
。
現
高
は
六

一
弓
で
、
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最
大
幅
は
三
二
寺
、
像
高
は
二
九

カ
ン
で
、
幅
は
二
四
我
ン
を
測
る
。
祠

内
は
狭
く
、
奥
行
き
は
不
明
で
あ

る
。
室
町
時
代
後
期
の
造
立
。

④
神
名
碑

（青
木
四
丁
目
三
）

本
庄
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
北
西
に
、

神
の
名
を
彫

っ
た
自
然
石
が
七
基

立

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
自
然
石

の
表
面
の

一
部
を
研
い
て
、
神
の

名
前
を
陰
刻
し
て
い
る
。
向
か

っ

て
一
番
左
の
石
は

「大
八
櫓
大
神
」

と
陰
刻
さ
れ
、
現
高

一
一
九
カ
ン
、

下
幅
九
二
彬
、
奥
行
き
三
二
カ
ン
を

測
る
。
二
番
目
は

「小
松
原
大
神
」

と
陰
刻
さ
れ
、
現
高

一
〇

一
カ
ン
、

下
幅
九
五
々
ン
、
奥
行
き
三
八
寺
を

測
る
。
二
番
目
は

「築
堂
大
神
」

と
陰
刻
さ
れ
、
現
高
は
六
九
カ
ン
、

下
幅
五
三
を
、
奥
行
き
二

一
カ
ン
を

測
る
。
四
番
目
は

「大
松
大
神
」

第五章 石造遺物に祈り託し

表-7 地蔵堂内石造遺物群計測表 (単位はセンチ、五輪は高さ、幅の順)

種 類

五輪卒塔婆

総 高 地 輪 水 輪 火 輸 風 輪 空 輪

1 8 7

2 五輪卒塔婆

五輸卒塔婆

*  1  8  i  *  1  8  1 15 1(4) 1051 - 十 一

3 151751151 9 3 11  1  8  1 105

4 石 仏
下幅2

に弥陶
1/像高165/奥行95/舟形不整形の光
二定印の陽刻。膝はなし

背を意識 した石材

5 石 仏 ２十
一２
■

幅
一幅
了

下

一下
五

5/像高35/蓮華座の高さ8/奥行105/1

5/像高15/奥行135/膝 も彫成。顔は
二

‖ごメSI~二可 こと
~1~=1~市 ~

阪碑型。蓮華座有り。

風化~=‖
万i若

~|:6 石 仏

7 一石五輪塔

一石五輪塔

五輪卒塔婆

五輪卒塔婆

五輪卒塔婆

(385)

8 =~1 革 | * | * I=_1_三 三 _1__三 十1-=
9 Q2.0 14175 14 1 8 11451 - ~|~1下

225 D~1~よjl乾 1911?J_4 !1__|_三__1__=

11

12

12516 12517112514 1016519を曼

五輪卒塔婆 (395) 議
1基篤貯鰺辮9歳節

像Ｏ

Ｚ
Ｏ

・
５
め耐

嘘バ既隅凱
13

14

仏
一仏

石
一石

下幅

下幅

2/像高285/奥行125膝あり。自然石

6/像高22/奥行95/膝なし

彫る。顔は風化

石 仏 下幅 /像高19/奥行12/膝なし

一石五輪塔 ヽ 5175115195115145 12J⊇を豆1_ユ 2

17 五輪卒塔婆

石 仏

(43) 16 1仏像が影壺聖上型蛉?全/堡亘 5

下幅2

れてヽ
/像高115/奥行14/1黍 なし。光背を
る。上部は鋭角な山形

ヨ識 した石材に彫ら

一石五輪塔

五輪卒塔婆

14る可
~11~11451 7 11生

豆|__= 二__1_二 __1__=

16 1仏 像が彫られた地輪のみ。合掌 地蔵か/像高12

21

22

23

一石五輪塔

一石五輪塔

375 rrS可■51 M la5i14J 4 坐」●:星_1世 :曼

― 112511751 11 175145 12518,写 i12
一石五輪塔

一石五輪塔

rsis― I IttiS 1 155 1 8 i lttl豊 _1__空 輪・風輪は別石

“

1105 15 1 9 1 15 1 - ― ITl_=
石 仏 最近 られ 地蔵坐像。首より上が欠失

石 仏 最 近 乍られた地蔵立像

五輪卒塔婆 (43)

34

43

下幅
III互:I車萱に型本坐堡空陽Zl_堂と担拗
6/像高22/奥行14/正面中央が縦に山

Dみ/像高13

レ。像容は風化石 仏

一石五輪塔

一石五輪塔

(295) * 8

*  1  8  1 155 1  10  i  16  1  5

五輪卒塔婆 (32) 75115 *

一石五輪塔 (52) 8  1 145 9  + 145

( )は現高、一は欠失 *は計測できず

と
陰
刻
さ
れ
、
現
高
八
七
寺
、
下
幅
五

六
売
ン、
奥
行
き
三
六
ウ
を
測
る
。
五
番
目
は

「大
蔵
大
神
」
と
陰
刻
さ
れ
、
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ど
か
ら
、
時
代
が
下
が

っ

は
四
〇
カ
ン
、
奥
行
き
は

一

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

地
を
持

つ
、
通
称

「
オ
バ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

七
″
ン
を
測
る
。

現
高
七

一
カ
ン
ヽ
下
幅
五
三

★
ン
ヽ
奥
行
き
二
四
″
ン
を
測

る
。
六
番
目
は

「
松
高
大

神
」
と
陰
刻
さ
れ
、
現
高

九
八
売
ン
、
下
幅
七
〇
★
ン
、

奥
行
き
三
〇
″
ン
を
測
る
。

一
番
右
端
は
、
そ
れ
ま
で

の
六
基
よ
り
や
や
小
型
で
、

神
名
も

「
○
○
大
神
」
で

は
な
く
、
「
又
蔵
明
神
」

と
な

っ
て
い
る
。
字
の
彫

り
も
違
い
、
神
名
の
回
り

の
枠
の
形
も
違
う
こ
と
か

ら
、
別
に
彫
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
彫
り

が
浅
い
こ
と
や
、
書
風
な

現
高
は
四
九
″
ン
で
、
下
幅

昭
和
初
期
に
空
き
家
に
な

っ
て
い
た
大
き
な
敷

ケ
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
家
に
祀
ら
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。

３
　
西
青
木
地
区
の
石
造
遺
物

①

一
石
五
輪
塔

（北
青
木
四
丁
目
四
）
阪
神
電
車
青
木
駅
の
西
の
踏
切

を
北
に
上
が
り
、
す
ぐ
西
側
の
路
地
内
に
、
南
向
き
に
所
在
し
て
い
る
。

横
と
奥
の
三
方
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
に
囲
ま
れ
て
安
置
さ
れ
て
お

り
、
完
形
品
で
総
高
は
五
六

・
五
カ
ン
Ｏ
地
輪
の
高
さ
は
二
〇

・
五
カ
ン
で
、

幅
は

一
七
カ
ン
を
測
る
。
地
輪
正
面
は
、
光
背
を
意
識
し
た
よ
う
に
や
や
舟

形
に
掘
り
く
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
中
に
仏
像
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
風
化

し
て
い
る
が
、
弥
陀
定
印
を
結
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
阿
弥
陀
如
来
の
坐

像
で
あ
ろ
う
。
宝
珠
の
形
も
ふ

っ
く
ら
と
し
て
お
り
、
全
体
の
印
象
か
ら
、

室
町
後
期
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
西
林
寺
の
塀
の
中
に
あ
る
五
輪

卒
塔
婆
の
地
輪
部
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、
像
容
も
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

写真-8 ①阿弥陀如来坐
像が彫られた一石五輪塔

写真-7 ④ 7基の神名碑
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こ
の

一
石
五
輪
塔
も
ま
だ
地
輪
部
の
下
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
に
地
輪
部
が
高
く
像
容
が
彫
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
西
摂

津
地
方
に
多
く
見
ら
れ
る
。

②

一
石
五
輪
塔
と
石
仏

（北
青
木
四
丁
目
四
）
阪
神
電
車
青
木
駅
の
西

の
踏
切
を
北
に
上
が
り
、
駐
車
場
の
北
東
隅
に
、
北
向
き
で
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
祠
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
元
々
は
、
道
を
挟
ん
で
す
ぐ
北
側

の
三
好
家
に
南
向
き
に
所
在
し
て
い
た
。
現
在
地
の
す
ぐ
東
の
道
路
上
に
、

セ
メ
ン
ト
の
跡
が
残

っ
て
い
る
。
こ
こ
に
戦
前
に
は
移
動
し
て
い
た
が
、

道
路
が
拡
張
さ
れ
た
の
で
少
し
西
の
現
在
地
に
移
動
し
た
。
向
か

っ
て
左

側
に
は
、
や
や
上
部
の
破
損
し
た
舟
形
光
背
に
仏
像
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。

祠
内
が
狭
い
た
め
、
石
仏
の
奥
行
き
は
計
測
不
能
で
あ

っ
た
が
、
現
高
は

三
四
彬
。
最
大
幅
は
二
三
カ
ン
Ｏ
下
部
か
ら

一
九
″
ン
の
所
に
仏
像
が
彫
ら
れ

て
い
る
。
膝
と
顔
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
風
化
し
て
い
る
が
、
弥
陀
定
印
を

結
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
阿
弥
陀
如
来
の
坐
像
を
彫

っ
て
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
室
町
末
期
ご
ろ
か
。
も
う

一
基
は
、
や
や
板
状
に
な

っ
て
い

る

一
石
五
輪
塔
で
、
先
ほ
ど
の
石
仏
も
そ
う
で
あ
る
が
、
上
部
が
黒
く
な

っ

て
お
り
、　
一
石
五
輪
塔
の
方
は
、
全
体
に
鉄
を
思
わ
せ
る
色
合
に
な

っ
て

い
る
。
お
そ
ら
く
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
の
空
襲
で
焼
け
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
青
木
在
住
の
鈴
木
武
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
空
風
輪
は
欠
失
し
て
い

て
、
現
高
四
〇

。
五
彬
、
下
部
に
土
に
埋
も
れ
て
い
た
根
部
と
呼
ば
れ
る

部
分
が
四

。
五
カ
ン
見
え
る
。
地
輪
高
さ
は
根
部
を
除
く
と

一
七

・
五
売
ン
、

幅

一
三

。
二
売
ン
ヽ
水
輪
高
さ
八
カ
ン
ヽ
幅

一
三

・
五
売
ン
ヽ
火
輪
高
さ

一
〇

・

五
カ
ンヽ

幅

一
三

。
ニ
カ
ン
を
測
り
、
仏
像
の
高
さ

一
三
舟
ン
、
下
幅

一
〇
舟
ン
、

頭
部
幅
四

。
二
々
ン
で
あ
る
。
奥
行
き
は
下
部
で

一
二

・
五
を
、
火
輪
部
で

一
一
寺
を
測
る
。
地
輪
が
長
く

一
石
五
輪
塔
の
な
か
で
も
、
五
輪
卒
塔
婆

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
塔
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
像
容
が
水
輪

と
地
輪
に
ま
た
が

っ
て
彫
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。　
一
石
五
輪
塔
に
像
容

を
彫
る
場
合
に
は
、
地
輪
に
刻
ま
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
本
庄
地
域
で

見
ら
れ
る

一
石
五
輪
塔
は
、
方
柱
状
の
物
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
こ
の

一
石
五
輪
塔
は
や
や
板
状
に
な

っ
て
お
り
、
板
碑
を
意
識
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
火
輪
の
部
分
を
切
り
込
み
と
見
立
て
て
、
以
下
の
部
分

に
、
各
部
を
意
識
せ
ず
に
像
容
を
刻
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
室
町
時
代
後
期

の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

第五章 石造遺物に祈り託 し

写真-9② 焼け焦げた
一石五輪塔
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③
川
地
蔵
尊
の

一
石
五
輪
塔
群

（北
青
木
四
丁
目
三
）
阪
神
電
車
青
木

駅
の
西
側
を
流
れ
る
天
上
川
に
、
線
路
と
平
行
し
て
架
か
る
西
ノ
坪
橋
の

東
詰
に
東
向
き
で
所
在
す
る
。
三
〇
年
ほ
ど
前
に
、
天
上
川
の
川
底
掃
除

を
し
て
い
た
人
が
、
川
底
か
ら

一
体
ず
つ
引
き
上
げ
て
、
そ
の
つ
ど
現
在

地
の
す
ぐ
南
の
草
む
ら
に
置
い
て
い
た

も
の
を
、
北
側
に
居
住
し
て
い
た
式
見

氏
が
祀

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

式
見
氏
は
こ
の
石
塔
群
を

「
川
地
蔵
尊
」

と
名
付
け
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
祠
内
に

一
石
五
輪
塔
ば
か
り
、
七
基

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ａ

・

Ｃ

・
Ｆ
は
地
輪
部
が
高
く
、
五
輪
卒
塔

婆
の
可
能
性
も
あ
る
。
前
後
二
列
に
置

か
れ
、
奥
に
三
基
、
前
に
四
基
並
ん
で

い
る
。
奥
の
向
か
っ
て
左
か
ら
Ａ

・
Ｂ

・

Ｃ
、
前
も
向
か

っ
て
左
か
ら
Ｄ

ｏ
Ｅ

・

Ｆ

・
Ｇ
と
し
、
各
部
の
計
測
値
を
表
に

し
た
。
表
１
８
参
照
。
Ｇ
は
風
輪
の
上

に
別
石
の
空
風
輪
を
乗
せ
て
い
る
。
そ

の
数
値
は
、
空
輪
高
さ
七

・
五
カ
ン
ヽ
幅

一
〇
売
ン
Ｏ
風
輪

高
さ
四
カ
ン
、
幅

一
一
カ
ン
Ｏ
Ａ
塔

は
、
地
輸
に
合

掌
し
た
地
蔵
立

像
が
陽
刻
さ
れ

て
い
る
。
光
背

は
見
ら
れ
な
い
。

地
輪
と
そ
れ
以

上
の
部
分
が
ず

れ
て
い
る
。
火

輪
の
軒
は
、
上

部
が
端
で
強
く

反
り
か
え

っ
て

い
る
。
Ｂ
塔
は
、
地
輪
が
半
分
以
上
埋
も
れ
て
い
る
。
宝
珠
は
ふ

っ
く
ら

と
し
て
お
り
、
各
部
全
体
の
形
も
良
い
。
Ｃ
塔
は
、
地
輪
に
仏
像
が
彫
ら

れ
て
い
る
。
風
化
が
激
し
く
ほ
と
ん
ど
そ
の
像
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、
阿

弥
陀
如
来
の
坐
像
と
思
わ
れ
る
。
水
輪
は
球
形
を
な
さ
ず
、
全
体
に
バ
ラ

ン
ス
が
悪
い
。
Ｄ
塔
は
、
地
輪
が
ほ
と
ん
ど
埋
も
れ
て
い
る
。
Ｂ
塔
と
同

形
式
で
、
空
風
輪
が
他
の
塔
よ
り
大
き
い
。
Ｅ
塔
は
、
Ａ

・
Ｃ
塔
と
同
形

(単位はセンチ、高さ、幅の順)

総 高 地輪高さ幅 水輪高さ幅 火輪高さ幅 風輪高さ幅 空輪高さ幅
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

50
(445)
48
(375)
(395)
(40)
(23)

２２
８

‐８
０
・４
・８

一

邪
ぉ
６
柄
巧
郷
一

６
‐０
７
９
６
腑

一

９

１１

９

‐０

８

７

表-8 川地蔵専一石五輪塔群計測表

( )は現高、一は欠失、Aの地輪に地蔵菩薩立像、
C地輪に阿弥陀如来坐像が陽刻されている。

写真-10 ③川地蔵尊の一石五輪塔群
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式
で
、
地
輪
も
縦
長
で
あ
る
。
Ｆ
塔
は
、
地
輪
が
縦
長
で
、
Ａ

。
Ｃ

・
Ｅ

塔
と
同
じ
で
あ
る
が
、
火
輪
の
幅
が
短
く
各
部
の
境
目
が
曖
味
に
彫
ら
れ

て
い
る
。
Ｇ
塔
は
、
地
輪
と
空
輪
が
失
わ
れ
て
お
り
、
風
輪
の
上
に
別
石

の
空
風
輪
が
乗
せ
ら
れ
て
い
る
。
Ｂ

・
Ｄ
塔
と
同
形
式
。
Ａ
と
Ｃ
は
江
戸

時
代
前
期
、
他
は
安
土
桃
山
時
代
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

④
西
林
寺
塀
壁
面
の
石
造
遺
物
群

（北
青
木
四
丁
目

一
〇
）
こ
の
石
造

遺
物
は
、
元
々
西
林
寺
の
境
内
の
小
さ
な
祠
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
祠

の
回
り
に
二
〇
～
三
〇
基
の
石
仏
が
置
か
れ
て
い
た
。
平
成
四
、
五
年
頃
、

西
林
寺
本
堂
を
新
築
し
た
際
、
五
輪
卒
塔
婆
の
地
輪
部

。
一
石
五
輪
塔

。

弥
陀
坐
像
石
仏

・
地
蔵
石
仏
を
数
十
房
束
の
北
青
木
四
丁
目
二
〇
に
祀
り
、

残
り
は
北
青
木
墓
地
に
埋
め
ら
れ
た
。
五
輪
卒
塔
婆
の
地
輪
部
は
、
現
高

は
四
三

・
五
カ
ン
で
ヽ
最
下
部
に
は
根
部
と
呼
ば
れ
る
土
に
埋
ま

っ
て
い
る

部
分
が

一
二

・
五
売
ン
存
在
す
る
。
幅
は

一
七
カ
ン
で
ヽ
奥
行
は

一
六
カ
ン
０
像

容
は
風
化
し
て
い
る
が
、
弥
陀
如
来
の
坐
像
と
思
わ
れ
る
。
像
容
の
回
り

は
舟
形
に
彫
り
く
ば
め
ら
れ
て
い
る
。　
一
石
五
輪
塔
は
、
総
高
六
三
菱
ン
Ｏ

完
形
品
で
あ
る
。
空
輪
は
本
来
の
宝
珠
の
形
を
せ
ず
、
お
碗
を
伏
せ
た
よ

う
に
な

っ
て
い
る
。
風
輪
と
火
輪
の
間
で
若
干
ね
じ
れ
て
お
り
、
水
輪
は

球
形
を
な
し
て
い
な
い
。
各
部
の
計
測
値
は
表
１
９
を
参
照
。
弥
陀
座
像

石
仏
は
、
現
高
六

一
カ
ン
０
全
体
に
風
化
が
激
し
く
、
阿
弥
陀
如
来
の
坐
像

が
遺
物
の
上
部
に
辛
う
じ
て
判
別
で
き
る
。
像
容
の
回
り
は
、
風
化
で
判

別
し
に
く
い
が
、
彫
り
窪
め
ら
れ
て
い
る
形
跡
は
な
い
。　
一
石
五
輪
塔
は

安
土
桃
山
時
代
、
他
二
基
は
室
町
時
代
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
地
蔵

石
仏
は
、
総
高
三
二

・
五
カ
ン
０
舟
形
光
背
に
、
半
肉
彫
で
陽
刻
さ
れ
て
い

る
。
頭
部
に
梵
字

「
力
」
が
陰
刻
さ
れ
、
像
容
の
向
か

っ
て
左
に

「
明
治

二
十
年
二
月
十
六
日
」
、
右
に
は

「
地
蔵
□
□
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
地
蔵
石
仏
を
除
く
三
基
の
石
造
遺
物
は
、
阪
神

・

第五章 石造遺物に祈り託 し

表-9 西林寺塀壁面内一石五輪塔計測表

写真-1l ④西林寺から一時移されていたころの石造遺物群

(単位はセンチ、高さ、幅の順)

総高 地  輪 水  輪 火 輪 風  輪 空 輪

115 1 185 105118 55 1 145 10  1 135
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淡
路
大
震
災
の
ニ
カ
月
ほ
ど
前
に
西
林
寺
東
側
の
塀
の
中
に
祀
ら
れ
た
。

⑤
地
蔵
石
仏

（北
青
木
四
丁
目

一
八
）
現
在
は
亡
失
し
て
い
る
が
、
春

日
神
社
の
南
の
道
を
東

へ
行
く
と
、
紙
谷
家
の
南
東
角
の
敷
地
の

一
部
に

か
つ
て
祠
が
あ

っ
た
。
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
挟
ま
れ
て
道
路
に
面
し
て
い
て
、

小
さ
い
が
し

っ
か
り
し
た
祠
で
あ

っ
た
。
中
に
花
満
岩
製
で
、
顔
に
少
し

彩
色
を
し
た
地
蔵
坐
像
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
石
仏
の
後
に
は
般
若

心
経
が
書
か
れ
た
紙
が
置
か
れ
て
い
た
。
紙
谷
家
の
お
ば
あ
さ
ん
が
生
前

の
昭
和
三
十
年
前
後
に
祀

っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑥
三
体
地
蔵
尊
の
石
造
遺
物
群

（北
青
木
三
丁
目
五
）
阪
神
電
車
青
木

駅
の
東
北
、
北
青
木
三
丁
目
五
に
西
向
き
に
所
在
す
る
。
付
近
か
ら
出
土

し
た
も
の
で
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
前
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
祠
に
祀

っ

て
あ

っ
た
が
、
現
在
は
木
製
の
祠
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
図
１
７
の
Ａ

は
、
阿
弥
陀
如
来
と
思
わ
れ
る
仏
像
を
陽
刻
し
た
石
仏
で
あ
る
。
上
部
が

ほ
ぼ
水
平
に
な

っ
て
い
る
が
、
元
は
光
背
を
意
識
し
た
山
形
に
な

っ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
高
は
二
五
カ
ン
で
ヽ
下
幅
は
二
四
カ
ン
を
測
り
、
下

の
奥
行
き
は

一
三
カ
ン
で
あ
る
。
像
高
は
膝
の
下
は
判
明
し
な
い
が
三
二
カ
ン

で
あ
る
。
Ｂ
は
、　
一
石
五
輪
塔
で
、
完
形
で
総
高
は
五
七

・
五
カ
ン
を
測
る
。

祠
内
が
狭
い
の
で
、
各
部
の
幅
は
火
輪
よ
り
上
し
か
計
測
で
き
な
か

っ
た

が
数
値
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
地
輪
高
さ

一
七

・
五
カ
ン
、
水
輪
高
さ

一

二

・
五
カ
ン、
火
輪
高
さ

一
一
カ
ン
、
風
輪
高
さ
五

・
五
カ
ン
、
空
輪
高
さ

一
一

カ
ン、
火
輪
幅

一
七
売
ン、
風
輪
幅

一
二

・
五
カ
ン、

空
輪
幅

一
二

・
五
カ
ン
を
測
る
。
宝
珠
の
形
も

よ
く
全
体
に
整

っ
て
い
る
。
Ｃ
は
空
風
輪
が

欠
け
て
い
る

一
石
五
輪
塔
で
あ
る
。
現
高
は

三
七
カ
ン
で
、
火
輪
の
幅
は

一
八
々
ン
を
測
る
。

Ｄ
は
五
輪
塔
の
地
輪
部
で
、
高
さ

一
八
売
ン、
下
幅

一
九

・
五
カ
ン
を
測
る
。

鈴
木
武
氏
の
調
査
で
、
正
面
に

「浄
本
禅
定
尼
　
ア
ー

（梵
字
）
　

文
正

三
年

（
一
四
六
七
）
二
月
十
五
日
」
と
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か

っ
た
。
魚
崎
二
丁
目

一
の
横
屋
八
幡
宮
行
宮
所
に
あ
る

一
石
五
輪
塔

（文
正
三
年
銘
有
）

と
と
も
に
、
東
灘

区
内
の
在
地
の
石

造
遺
物
の
な
か
で

は
最
古
の
在
銘
遺

品
で
あ
る
。
Ｅ
は
、

五
輪
卒
塔
婆
の
地

輪
部
で
、
現
高
は

三
七
カ
ン
、
幅

一
八

カ
ン
、
奥
行
き

一
八

カ
ン
を
測
る
。
正
面

図-7 三体地蔵尊
の石造遺物群配置図

拓影-2 ⑥Dの文正2年銘
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上
部
の
風
化
が
激
し
く
像
容
が
わ
か
り
に
く
い
が
、
阿
弥
陀
如
来
と
思
わ

れ
る
仏
像
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
像
高
は

一
五
売
ン
を
測
る
。
こ
の
祠
内
の

石
造
遺
物
は
、
室
町
時
代
中
期
の
文
正
三
年
の
在
銘

一
石
五
輪
塔
地
輪
部

以
外
は
、
室
町
時
代
後
期
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
う
。

４
　
本
庄
地
域
周
辺
の
石
造
遺
物

①
朱
鳥
居
前
の
道
標
　
森
南
町
三
丁
目
の
国
道
二
号
と
通
称
稲
荷
筋
が

交
わ
る
交
差
点
す
ぐ
北
側
に
朱
鳥
居
が
あ
り
、
そ
の
南
西
角
に
立

っ
て
い

る
。
花
商
岩
製
で
、
頭
部
が
角
錐
に
な

っ
て
い
る
四
角
柱
で
あ
る
。
高
さ

四
二
売
ン
の
台
石
の
上
に
立
ち
、
総
高

一
四
五

・
五
カ
ン
、
幅
、
奥
行
と
も
二

二

・
五
カ
ン
ヽ
角
錐
部
分
の
高
さ
は
七
カ
ン
を
測
る
。
南
側
が
正
面
で
、
「
稲

荷
之
社
　
徒
是
三
町
」
と
陰
刻
さ
れ
、
向
か

っ
て
左
側
の
下
方
に

「堂
島

講
中
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
旧
西
国
街
道
か
ら
、
森
の
稲
荷
神
社
を
教

え
る
道
標
で
、
字
体
な
ど
か
ら
江
戸
時
代
の
建
立
と
思
わ
れ
る
。
太
田
蜀

山
人
が
書
い
た
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
の

『
革
令
紀
行
』
に
、
「
芦
屋

川
を
か
ち
わ
た
り
し
て
ゆ
け
ば
左
に
海
近
く
見
ゆ
、
右
に

『
稲
荷
之
社
自

是
三
丁
』
と
え
り
し
碑
あ
り
」
と
あ
り
、
こ
の
道
標
を
書
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

②
山
の
神
を
示
す
道
標
　
こ
の
道
標
は
、
深
江
地
区
の
人
々
が
祀

っ
て

き
た
山
の
神
の
所
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
本
山
町
北
畑
の
保
久
良
神
社

か
ら
金
鳥
山
を
経
て
風
吹
岩
に
至
る
道
が
、
本
山
町
森
か
ら
蛙
岩
を
経
て

同
じ
く
風
吹
岩
に
至
る
通
称
魚
屋
道
に
合
流
す
る
。
こ
の
合
流
地
点
か
ら

魚
屋
道
を
北

へ
一
〇
〇
房
ほ
ど
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
道
標
が
あ

っ
た
。
花
商

岩
製
で
、
形
状
は
四
角
柱
で
頭
部
が
角
錐
に
な

っ
て
い
る
。
高
さ
は

一
〇

七
カ
ン
を
測
り
、
側
面
は
各
五

・
五
舟
ン
の
幅
を
測
る
。
各
面
に
縦
書
き
で
字

が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
道
路
に
面
し
て
い
る
面
に
は

「
深
江
山
ノ
神
」
、

そ
の
向
か

っ
て
右
側
に

「
↓
深
江
山
ノ
神
」
、
左
側
に

「
↑
深
江
山
ノ
神
」
、

裏
面
に
は
二
行
に
わ
た
り
、
「
昭
和
六
十
年
五
月
吉
日
　
深
江
財
産
区
建
」

と
彫
ら
れ
て
い
る
。
山
の
神
の
祠
と
共
に
平
成
十
六
年
二
月
、
撤
去
さ
れ

大
日
霊
女
神
社
境
内
に
移
さ
れ
た
。

③
山
の
神
の
祠
　
②
の
道
標
か
ら
薮
の
中
の
道
を
五
〇
房
ほ
ど
進
む
と

一
段
高
い
土
壇
に
な

っ
て
い
て
、
そ
の
上
に

一
基
の
石
標
と

一
基
の
祠
が

所
在
し
た
。
向
か

っ
て
右
に
立

っ
て
い
た
石
標
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
こ
こ

に
置
か
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
板
状
の
表
面
は
研
か
れ
て
い
て
、
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「
正

一
位
千
鶴
大
神
」
と
刻
ま
れ
、
そ
の
下
に
二
行
に
わ
た
り

「
大
正
十

三
年
十
月
吉
□

（
日
）
　

奉
主
小
川
升
口
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
頭
部
は

山
形
で
、
側
面
と
裏
面
は
不
整
形
で
あ
る
。
高
さ
は
七
〇
カ
ン
を
測
り
、
幅

は

一
二

・
五
カ
ン
を
測
る
。
山
の
神
の
祠
は
石
標
の
向
か

っ
て
左
側
に
所
在

し
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台
上
に
あ
り
、
花
商
岩
製
で
、
基
礎
の
上

に
室
部
が
あ
り
、
そ
の
上
に
屋
根
が
の
っ
て
い
る
。
基
礎
は
、
幅
四
四
カ
ン
ヽ

高
さ
三
二

・
五
カ
ン
を
測
り
、
各
面
と
も
素
面
で
あ
る
。
そ
の
上
の
室
部
は

高
さ
二
八
々
ン
、
幅
二
三

・
五
カ
ン
を
測
る
。
正
面
壁
屏
に
な

っ
て
い
て
、
中

に
祠
よ
り
も
か
な
り
時
代
の
下
が
る
真
新
し
い
花
商
岩
の
台
石
の
上
に
同

じ
石
で
作
ら
れ
た
ご
神
体
の
直
径
六

・
五
カ
ン
の
丸
石
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

扉
は
幅

一
〇
売
ン
を
測
る
。
向
か

っ
て
右
側
の
扉
の
表
面
に
は
瓢
箪
が
陽
刻

さ
れ
て
い
る
。
屋
根
は
、
上
方
が
起
り
下
方
が
照
る
と
い
う
、
隅
降
棟
が

波
形
の
曲
線
を
描
い
た

「
照
り
起
り
」
の
形
式
を
し
て
い
る
。
軒
下
は
水

平
で
、
軒

上
は
中
央

部
は
水
平

で
あ
る
が
、

軒
端
に
向

か

っ
て
上

部
に
反

っ

隅
降
棟

（す
み
く
だ
り
む
ね
）

屋
根
の
隅
に
向
か

っ
て
作
ら
れ
た
、
勾
配
の
あ
る
棟
。
隅
棟
と
も
い
う
。

宝
形
造
の
屋
根
は
平
面
が
正
方
形
で
、
隅
降
棟
が
屋
根
の
中
心
に
集
ま
る

形
式
で
、
石
塔
で
は
、
五
輪
塔

・
石
祠

・
笠
塔
婆

。
宝
塔
な
ど
に
宝
形
造

の
笠
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

て
い
る
。
軒
高
は
中
央
が
三
カ
ン
、
軒
端
が
六
売
ン
を
測
る
。
屋
根
全
体
の
高

さ
は
二
四

・
五
売
ン
で
ヽ
軒
の
幅
は
四
四
カ
ン
を
測
る
。
屋
根
の
上
部
に
は
水

平
棟
が
あ
り
、
長
さ

一
九
売
ン、
高
さ
七
売
ン
を
測
る
。
室
部
の
背
面
と
向
か

っ

て
右
の
側
面
に
銘
文
が
見
ら
れ
る
。
背
面
に
は

「世
話
人
　
西
網
弥
三
左

門
　
松
尾
仁
左

ヱ
門
」
と
あ
り
、
側
面
に
は

「
戊
安
髪
五

（
一
八
五
八
）

午
正
月
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
世
話
人
の
文
字
以
外
は
す
べ
て
縦
書
き
で

あ
る
。
祭
神
は
大
山
祇

大
神
で
、
昔
か
ら
深
江

の
人
々
が
雨
乞
い
や
五

穀
豊
穣
を
祈

っ
て
き
た
。

拓
影
１
３
に
見
ら
れ
る

髪
の
字
は
異
体
文
字
と

呼
ば
れ
る
字
で
正
し
く

は
政

（正
体
文
字
）
の

変
形
で
あ
る
。

拓影-3 ③山の神の祠の

「戊安垂五 (1858)午正月」
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④
本
庄
橋
　
住
吉
川
を
さ
か
の
ば
り
、
本
庄
ダ
ム
の
下
に

「本
庄
橋
跡
」

と
書
か
れ
た
説
明
板
が
あ
る
。
そ
の
前
は
小
さ
い
円
形
の
広
場
に
な

っ
て

い
て
、
そ
の
回
り
に
八
基
の
花
筒
岩
製
の
石
材
が
置
か
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
ほ
ぼ
直
方
体
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
石
材
は
か
つ
て
こ
の
広
場
前

に
架
け
ら
れ
て
い
た

「
本
庄
橋
」
に
か
か
わ
る
石
材
で
あ
る
。
在
り
し
日

の
本
庄
橋
は
、
昭
和
四
十
九
年
発
行
の

『
兵
庫
の
街
道
』
（
の
じ
ぎ
く
文

庫
発
行
）
に
も
見
ら
れ
る
。

八
基
の
石
材
の
う
ち
、
い
ず
れ
も
石
橋
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
が
、
矢
穴
等
の
加
工
の
跡
が
見
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
、
次
に
記

し
て
い
き
た
い
。
た
だ
、
石
材
の
底
面
に
加
工
の
跡
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
こ
こ
で
の
報
告
は
見
送

る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
石
材
番
号
は
、
説
明
板
に
向
か

っ
て
左
か
ら
い
―

０
と
す
る
。
石
橋
な
ど
の
石
造
物
は
、
採
石
場
か
ら
ま
ず
石
の
切
り
取
り

を
行
う
。
そ
し
て
適
当
な
大
き
さ
に
割

っ
て
い
っ
て
加
工
さ
れ
て
い

く
。
こ
の
石
を
割
る
作
業
は
、
ま
ず
ノ
ミ
で
矢
穴
を

一
直
線
に
点
々

と
掘

っ
て
い
く
。
こ
の
矢
穴
に
ク
サ
ビ
形
を
し
た
ヤ
を
入
れ
、　
ハ
ン

マ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
ヤ
を
打

っ
て
い
く
と
、
石
材
は
矢
穴
の
線
に

沿

っ
て
割
れ
る
。
こ
の
時
に
石
材
の
割
れ
た
面
に
矢
穴
痕
が
残
る
こ

と
か
ら
、
加
工
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
わ
か
る
。
ま
た
、
矢
穴

・
矢

穴
痕
の
大
き
さ
で
そ
の
石
材
の
切
り
出
し

ｏ
加
工
の
時
期
が
わ
か
る

こ
と
も
あ
る
。
た
だ
し
割
れ
方
に
よ

っ
て
は
矢
穴

・
矢
穴
痕
が
残
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
。

②
は
、
上
面
は
長
さ

一
七
三
売
ン、
幅
五
〇
寺
で
、
高
さ
二
五
カ
ン
を
測
る
。

上
部
の
面
に
三
カ
所
、
矢
穴
痕
が
見
ら
れ
る
。
矢
穴
は
幅
六
々
ン
と
六

。
五

々
ン
、
深
さ
は
五
カ
ン
と
六

・
五
寺
を
測
る
。
矢
穴
痕
の
間
隔
は
二
五
カ
ン
で
あ

る
。
矢
穴
の
底
は
や
や
丸
味
を
帯
び

て
い
る
。

い
は
説
明
板
の
前
に
置
か
れ
、
説

明
板
と
向
き
合

っ
て
い
る
面
が
割
面

で
、
矢
穴
痕
が
三
カ
所
見
ら
れ
る
。

割
面
に
向
か

っ
て
右
か
ら
幅
が
七
、

七

・
五
、
七
カ
ン
で
、
深
さ
は
真
中
の

物
だ
け
計
測
で
き
、　
一
〇
々
ン
を
測
る
。

第五章 石造遺物に祈り託し
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矢
穴
痕
の
間
隔
は
、
右
か
ら

一
一
・
五
と

一
三
カ
ン
を
測
る
。
石
材
の
割
面

の
長
さ
は

一
四
〇
カ
ン
で
ヽ
幅
は
三
〇
カ
ン
で
あ
る
。

り
は
長
さ

一
八
五
カ
ン
、
高
さ
九
八
カ
ン
、
奥
行
三
二
カ
ン
を
測
る
直
方
体
の

石
材
で
、
正
面
に

「
「
本
庄
」
の
銘
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
石
橋
部
分
の
右

半
分
で
あ
る
。
向
か

っ
て
左
半
分
は
、
水
害
で
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
か
、

こ
の
広
場
の
石
材
の
中
に
は
見
当
ら
な
か

っ
た
。
「
本
庄
」
の
字
は
最
大

幅
二
九
″
ン
、
高
さ
三
四
カ
ン
を
測
り
、
四
九
売
ン
離
れ
て
、
「
「
」
は
最
大
幅

一
六
カ
ン
、
高
さ
二
〇
裁
ン
を
測
る
。
「
本
」
は

一
カ
ン
ほ
ど
の
深
さ
で
し

っ
か

り
と
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
「
「
」
は
そ
れ
よ
り
浅
く
彫
ら
れ
て
い
る
。
銘

の
あ
る
下
方
に
矢
穴
痕
が
二
つ
見
ら
れ
、
こ
の
面
が
下
か
ら
上
に
割
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
矢
穴
痕
は
二
つ
と
も
幅
五
カ
ン
ヽ
深
さ
は
向
か

っ

て
右
か
ら
四

・
五
カ
ン
を
測
る
。
矢
穴
の
間
隔
は

一
八
々
ン
で
あ
る
。
銘
の
あ

る
面
の
裏
面
に
も
矢
穴
が
三
カ
所
見
ら
れ
る
。
向
か

っ
て

一
番
右
側
が
鮮

明
に
残

っ
て
お
り
、
他
の
二
つ
は
底
の
部
分
が
剥
落
し
て
わ
か
り
に
く
く

な

っ
て
い
る
。
右
か
ら
幅
は
五
、
七
、
八
カ
ン
で
ヽ
深
さ
は
七
、
六
、
九
カ
ン

を
測
る
。
矢
穴
の
間
隔
は
、　
一
番
右
と
真
中
が
五
八
カ
ン
、
真
中
と
左
が

一

五
カ
ン
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
矢
穴
痕
の
底
は
水
平
に
な

っ
て
い
る
。

０
は
上
面
が
割
面
に
な

っ
て
お
り
、
こ
の
面
は
長
さ

一
六

一
カ
ン
、
幅
が

三

一
″
ン
を
測
る
。
矢
穴
痕
は
四
カ
所
見
ら
れ
、
向
か

っ
て
左
か
ら
幅
四
カ
ン
、

深
さ
三
カ
ン
、　
一
一
カ
ン
お
い
て
幅
五

・
五
売
ン
ヽ
深
さ
四
″
ン
　ヽ
一
三
カ
ン
間
を
お

い
て
、
幅
四

・
五
々
ン
、
深
さ
四
々
ン、
三
二
カ
ン
間
を
お
い
て
幅
四
カ
ン
、
深
さ

三
カ
ン
を
測
る
。
い
ず
れ
も
矢
穴
痕
の
底
は
水
平
に
な

っ
て
い
る
。

①
も
上
面
が
割
面
に
な

っ
て
お
り
、
こ
の
面
は
長
さ
二

一
八
カ
ン
、
幅
七

〇
カ
ン
を
測
る
。
矢
穴
は
四
カ
所
見
ら
れ
、
左
か
ら
幅
六
カ
ン
、
深
さ
七
″
ン
、
一

〇
四
カ
ン
間
を
お
い
て
、
幅
六

・
五
カ
ン
ヽ
深
さ
六
カ
ン
、
九

・
五
売
ン
間
を
お
い

て
幅
六
・五
カ
ン
、
深
さ
六
々
ン
、
〓

死
ン
右
に
い
っ
た
と
こ
ろ
で
下
に
五
カ
ン
下

が
り
、
さ
ら
に

一
〇
カ
ン
い
つ
た
と
こ
ろ
で
幅
六

・
五
売
ン
ヽ
深
さ
五
カ
ン
の
矢

穴
痕
が
見
ら
れ
る
。
矢
穴
痕
の
底
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
丸
味
を
帯
び
て
い
る
。

以
上
八
基
の
う
ち
、
五
基
に
加
工
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
『
兵
庫

の
街
道
』
の
写
真
に
は
石
橋
を
支
え
て
い
る
石
材
に
二
つ
の
矢
穴
痕
が
は
っ

き
り
と
見
ら
れ
る
。

二
節
　
墓
地
内
の
石
造
遺
物

１
　
本
庄
墓
地
内
の
石
造
遺
物

阪
神
電
車
の
北
側
、
深
江
北
町
五
丁
目
に
本
庄
墓
地
が
あ
る
。
南
北
の

道
路
を
は
さ
ん
で
、
東
と
西
の
二
区
画
が
あ
り
、
西
の
区
画
は
、
青
木

・

西
青
木

・
深
江

。
中
野
地
区
の
墓
地
、
東
の
区
画
は
深
江
地
区
の
墓
地
と

な

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
墓
地
内
に
所
在
す
る
石
造
遺
物
を
紹
介
す
る
。
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た
だ
し
、
原
則
的
に
近
代
以
降
の
も
の
や
個
人
の
墓
碑
は
除
く
。

①

一
石
五
輪
塔
　
①
～
③
は

大
き
さ
が
目
立

つ
。

⑤

一
石
五
輪
塔
　
小
さ
い
石
の
上
に
の
っ
て
い
る
。
水
輪
は
や
や
縦
長

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
古
調
が
見
ら
れ
、
よ
く
整

っ
て
い
る
形

で
あ
る
。

⑥

一
石
五
輪
塔
　
⑥
～
⑩
は
同
じ
所
に
所
在
し
て
い
る
。
二
列
に
並
ん

で
お
り
、
後
列
の
向
か

っ
て
左
か
ら
⑥
⑦
⑥
、
前
列
も
向
か

っ
て
左
か
ら

③
⑩
と
す
る
。
⑥
は
、
空
輪
が
い
び
つ
で
、
水
輪
も
歪
み
が
あ
り
全
体
に

拙
劣
な
作
り
で
あ
る
。
④
～
⑦
は
安
土
桃
山
時
代
、
③
は
江
戸
時
代
前
期

の
も
の
。

⑦

一
石
五
輪
塔
　
白

っ
ぽ
い
花
商
岩
製
で
、
空
輪
の
宝
珠
の
尖
り
も
よ

く
全
体
に
形
は
整

っ
て
い
る
。

③
五
輪
卒
塔
婆
　
地
輪
が
長
く
、
五
輪
卒
塔
婆
で
あ
る
。
水
輪
は
ひ
し
ゃ

げ
て
お
り
、
空
風
輪
は
欠
け
て
い
る
。

③

一
石
五
輪
塔
か
五
輪
卒
塔
婆
の
空
風
輪
　
空
風
輪
だ
け
の
残
欠
。
宝

珠
の
形
は
良
い
。

⑩

一
石
五
輪
塔
か
五
輪
卒
塔
婆
の
空
風
輪
　
空
風
輪
だ
け
の
残
欠
。
宝

珠
の
形
は
拙
い
。

⑪

一
石
五
輪
塔
　
地
輪
が
欠
け
て
い
る
。
個
人
墓
石
の
す
ぐ
側
に
あ
る
。

空
輪
の
宝
珠
の
尖
り
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

⑫

一
石
五
輪
塔
　
個
人
墓
石
の
す
ぐ
横
に
あ
る
。
空
風
輪
と
火
輪
の
間

(単位はセンチ、五輪は高さ、幅の順)

種 類 総 高 地  輪 水  輪 火  輪 風  輪 空  輪

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１‐

１２

塔
塔
塔
塔
塔
塔
塔
婆
塔
塔
塔
塔

赫獅鞠慟鞠鞠赫縛慟諭鞠鞠

一
一
一
一
一
一
一
五

一
一
一
一

(435)
45
47
605
47
(455)
(435)
(43)

(15)
(14)

(305)
57

ｍ
‐６
２０
２０
１３
ｍ
０
２６

一
一
一
Ｚ

６

５

６

６

５

５

６

４

一

一

一
７

１

８

８

３

１

１

は

８

一

一
＆

■
145
16

４

５

５

５

４

■

５

＆

一

１

０

９

２

０

２

０

９

一

一
０

欲

５

５

５

６

４

■

６

３

一

一
＆

７

昴
４
３
５５
５
心
“

．
６
５
４
５

13

11

12

11

８

７

７

０

８

８

儀

一
９

９

８

ａ

115
10

105
10

三
基
並
ん
で
立

っ
て
い
る
。
向

か
っ
て
左
か
ら
①
②
③
と
す
る
。

こ
の
①
が
最
も
形
が
整

っ
て
い

る
。
室
町
時
代
後
期
の
も
の
。

な
お
、
①
～
⑫
は
表
１
１０
に
各

部
の
計
測
値
を
記
し
て
い
る
。

②

一
石
五
輪
塔
　
①
に
比
べ

る
と
、
水
輪
と
地
輪
の
間
の
く

び
れ
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

安
土
桃
山
時
代
の
も
の
。

③

一
石
五
輪
塔
　
水
輪
が
ひ

し
ゃ
げ
た
形
を
し
て
い
る
。
地

失
　
輪
が
縦
長
で
、
も
う
少
し
土
中

・ｔよ欠
　
に
埋
も
れ
て
い
る
の
な
ら
五
輪

古画
　
卒
塔
婆
に
な
る
。
江
戸
時
代
前

醐
　
期
の
も
の
。

く
　
　
④

一
石
五
輪
塔
　
全
体
に
の

び
や
か
な
感
じ
で
、
空
風
輪
の

第五章 石造遺物に祈り託し

表-10 本庄墓地内一石五輪塔・五輪卒塔婆計測表
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で
割
れ
て
い
て
、
補
修
さ
れ
て
い
る
。
地
輪
と
水
輪
も
分
か
れ
て
い
る
。

地
輪
は
縦
長
で
、
ま
だ
土
中
に
埋
も
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
火
輪

の
軒
反
り
は
強
い
。
①
⑫
と
も
江
戸
時
代
前
期
の
も
の
。

⑬
宝
筐
印
塔
　
墓
地
の
東
区
画
の
中
ほ
ど
、
や
や
北
側
に
所
在
し
、
花

筒
岩
製
。
相
輪
が
欠
落
し
て
お
り
、
代
わ
り
に
五
輪
塔
の
空
風
輪
を
据
え

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
相
輪
は
最
上
部
に
あ
る
こ
と
か
ら
損
傷
を
し
て
、

別
石
を
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
現
高
は
五
八

・
五
カ
ン
Ｏ
反
花
の

あ
る
基
壇
上
に
立

っ
て
い
る
。
基
壇
は
高
さ
四
四
売
ン、
上
部
に
反
花
が
見

ら
れ
、
中
央
複
弁

一
葉
、
そ
の
左
右
に
間
弁
を
配
し
、
隅
も
複
弁
の
反
花

ぉヽ二上

・

，
４
一

を
刻
出
し
て
い
る
。
上
端
の
幅
は
二
七
カ
ン
、
下
端
の
幅
は
四
〇
カ
ン
を
測
る
。

基
礎
は
高
さ
二
二
売
ン
Ｏ
上
部
に
反
花
が
見
ら
れ
、
基
壇
と
同
様
、
中
央
複

弁

一
葉
、
そ
の
左
右
に
間
弁
を
配
し
、
隅
も
複
弁
の
反
花
を
刻
出
し
て
い

る
。
表
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
修
さ
れ
て
い
る
。
反
花
の
上
端
は

一
六

カ
ン
ヽ
側
面
は
高
さ

一
四

・
五
カ
ン
、
幅
二
七
カ
ン
で
、
各
面
と
も
四
角
い
輪
郭

を
巻
き
、
中
に
格
狭
間
を
陰
刻
し
て
い
る
。
格
狭
間
の
内
部
は
素
面
で
あ

る
。
輪
郭
の
幅
は

一
五
売
ン
、
高
さ
は

一
三
カ
ン
で
、
基
礎
の
中
央
に
輪
郭
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
塔
身
の
高
さ
は

一
四

・
五
カ
ン
ヽ
幅

一
五
カ
ン
で
ヽ
各
面
に

月
輪
を
作
ら
ず
、
直
接
金
剛
界
四
仏
の
種
子
を
陰
刻
し
て
い
る
。
現
在
、

塔
は
東
が
正
面
に
な

っ
て
い
る
が
、
塔
身
の
東
面
に
は
正
し
く
ウ
ー
ン

（阿
閥
）
が
配
さ
れ
て
い
る
。
種
子
は
力
が
抜
け
た
も
の
で
、
弱
々
し
い

字
体
で
あ
る
。
笠
は
高
さ

一
八

・
五
々
ン
で
、
下
三
段
で
、
上
は
通
常
六
段

拓影-5-1 0宝 饉印塔

(上が基礎部、下が笠部)

写真-15 0宝筐印塔
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第五章 石造遺物に祈り託 し

で
あ
る
が
、
上
部
が
破
損
し
て
い
る
た
め
五
段
し
か
確
認
で
き
な
い
。

コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
補
修
さ
れ
て
い
る
。
下
端
の
幅
は

一
五
カ
ン、
軒
幅
は
二
三

・

五
売
ン
ヽ
厚
さ
三
カ
ン
で
ヽ
軒
日
は
垂
直
で
あ
る
。
隅
飾
は
高
さ
八
カ
ン
、
下
端

の
幅
七

・
五
売
ン
で
ヽ
や
や
外
側
に
傾
い
て
い
る
。
二
弧
で
輪
郭
を
巻
い
て

い
る
が
内
部
は
素
面
で
あ
る
。
完
形
で
あ
れ
ば
、
約

一
二
〇
売
ン
の
四
尺
塔

と
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
塔
身
に
月
輪
を
作
ら
ず
種
子
を
配

宝
筐
印
塔

（
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う
）

る
。
笠
は
段
形
で
、
四
隅
に
隅
飾
と
呼
ば
れ
る
突
起
部
分
が
あ
る
の
が
特

，こ色碇撫ンっｋのし、陸謂坤蜘婢事呉こ硼範一朝．朝馴耐嘲卸館晦」嚇廟れ購

め
た
八
万
四
〇
〇
〇
個
の
金
塗
塔
を
諸
国
に
頒
布
し
た
。
こ
れ
が
応
和
元

年

（九
六

一
）
ご
ろ
日
本
に
伝
来
し
て
き
た
の
が
祖
形
と
い
わ
れ
て
い
る
。

石
塔
と
し
て
作
ら
れ
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
に
入

っ
て
か
ら
で
、
五
輪
塔
と

共
に
広
く
作
ら
れ
た
。
し
か
し
、
構
造
が
複
雑
な
こ
と
か
ら
、
石
塔
が
損

傷
す
る
こ
と
が
多
く
、
相
輪
や
隅
節
突
起
は
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

格
狭
間

（
こ
う
ざ
ま
）

台
座
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。
曲
線
の
集
合
体
よ
り
な

っ
て

い
る
。
そ
の
形
は
時
代
に
よ

っ
て
変
化
し
て
お
り
、
時
代
別
の
判
断
の
材

料
と
な
る
。

月
輪

（が
ち
り
ん
）

円
い
輪
郭
の
こ
と
で
、
月
の
形
か
ら
出
た
語
句
。
内
部
に
配
す
る
仏
像

や
仏
な
ど
を
表
す
梵
字
を
荘
厳
化
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
月
輪
は
、

線
刻
さ
れ
て
い
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
月
輪
全
体
を
彫
り
沈
め
た
も

の
や
、
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
が
あ
る
。

東 :阿閥 (ウ ーン)

南 :宝生 (タ ラーク)

拓影-5-2

西 :弥陀 (キ リーク)

北 :不空成就 (ア ク)

①宝筐印塔 (塔身)
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し
た
り
、
格
狭
間

・
反
花
の
形
な
ど
の
退
化
形
式
、
塔
身
の
種
子
の
弱
さ

な
ど
か
ら
室
町
時
代
後
期
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に

小
型
塔
で
、
し
か
も
相
輪
を
亡
失
し
て
い
る
が
、
本
庄
地
域
は
も
と
よ
り
、

東
灘
区
で
も
古
い
時
代
の
整

っ
た
宝
筐
印
塔
は
珍
し
い
の
で
、
そ
の
資
料

的
価
値
は
高
い
。
ま
た
、
以
前
に
こ
の
塔
か
ら
少
し
離
れ
た
南
側
に
も
う

一
基
、
ほ
ぼ
同
形
の
宝
復
印
塔

（基
礎
部
と
塔
身
の
み
）
が
あ

っ
た
が
、

南
に
隣
接
す
る
児
童
公
園
が
作
ら
れ
た
時
に
亡
失
し
た
よ
う
で
あ
る
。

⑭
石
仏
　
光
背
を
意
識
し
た
石
材
に
、
半
肉
彫
り
で
阿
弥
陀
如
来
坐
像

を
陽
刻
し
て
い
る
。
全
体
に
風
化
し
て
お
り
、
表
情
や
膝
よ
り
下
部
分
は

不
鮮
明
で
あ
る
。
像
容
は
頭
部
に
肉
警
ら
し
き
も
の
が
見
ら
れ
、
弥
陀
定

印
の
印
相
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
阿
弥
陀
如
来
と
思
わ
れ
る
。
背
面
は

荒
い
仕
上
げ
な
が
ら
、
半
弧
を
描
く
よ
う
に
加
工
し
て
い
る
。
高
さ
五
四

カ
ン
、
下
幅
は
二
五
売
ン
、
奥
行
二
三
々
ン
を
測
り
、
像
高
は
定
印
か
ら
頭
部
ま

で
二
六
カ
ン
で
あ
る
。
全
体
に
ふ
く
よ
か
な
印
象
を
与
え
、
室
町
時
代
中
期

ご
ろ
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

⑮
～
⑩
六
地
蔵
　
墓
地
内
西
区
画
の
南
入
り
日
を
入

っ
て
少
し
行
く
と
、

左
手
に
立

っ
て
い
る
。
舟
形
光
背
に
地
蔵
菩
薩
立
像
を
陽
刻
し
て
お
り
、

光
背
は
上
部
が
や
や
前
方
に
傾
い
て
お
り
、
表
面
は
平
ら
で
あ
る
。
背
面

種
子

（し
ゅ
じ
）

密
教
で
仏
菩
薩
や
経
文
な
ど
を

一
字
で
あ
ら
わ
す
梵
字
。
曼
黍
羅
、
法

具
、
卒
塔
婆
な
ど
に
仏
菩
薩
の
像
容
を
表
わ
す
か
わ
り
に
、
各
尊
を

一
字

で
表
示
し
た
梵
字
を
種
子
と
い
う
。

印
相

（
い
ん
ぞ
う
）

仏
像
の
種
類
や
状
態
を
示
す
手
の
形
。

六
地
蔵

（ろ
く
じ
ぞ
う
）

地
蔵
菩
薩
が
六
道

（地
獄

。
餓
鬼

・
畜
生

。
修
羅

・
人
間

・
天
上
）
を

輪
廻
転
生
す
る
衆
生
を
救
済
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
六

つ

の
分
身
を
考
え
て
、
平
安
末
期
か
ら
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
六
体

の
像
容
は
諸
説
あ
り
、
持
ち
物

・
印
相
に
よ
る
像
形
に
も
違
い
が
あ
る
。

蓮
華
座

（れ
ん
げ
ざ
）

仏
像
を
安
置
す
る
台
を
台
座
と
い
う
が
、
最
も
多
く
、
か
つ
重
要
な
台

座
が
蓮
華
座
と
呼
ば
れ
る
。
蓮
華
座
は
、
如
来

・
菩
薩

・
明
王
ま
で
許
さ

れ
た
台
座
で
あ
る
。
蓮
華
は
、
極
楽
浄
土
に
咲
く
花
で
、
仏
教
の
シ
ン
ボ

ル
と
さ
れ
て
い
る
。

写真-16 ⑭石仏
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第五章 石造遣物に祈り託 し

は
荒
仕
上
げ
の
ノ
ミ
加
工
痕
が
見
ら
れ
る
。
下
部
に
は
、
省
略
さ
れ
た
線

刻
の
連
華
座
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
大
き
さ
は
六
体
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
像

高
な
ど
も
各
部
同
じ
寸
法
で
あ
る
。
高
さ

一
〇
々
ン
の
台
石
上
に
、
総
高
六

八
～
七

一
売
ン
で
ヽ
最
大
幅
は
三
四
カ
ン
、
像
高
は
四
〇
～
四

一
カ
ン
を
測
る
。

蓮
華
座
の
部
分
の
高
さ
は

一
二
～

一
三
カ
ン
で
あ
る
。
仏
像
は
、
前
方
に
四

・

五
々
ン
ほ
ど
の
半
肉
彫
り
を
し
て
い
る
。
像
容
は
な
で
肩
で
衣
文
も
省
略
さ

れ
、
日
も
落
ち
込
ん
だ
よ
う
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
銘
文
は
見
ら
れ
な
い
が
、

像
容

・
光
背
の
形
か
ら
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑪
～
⑮
六
地
蔵
　
⑮
～
⑩
の
六
地
蔵
よ
り
東

へ
少
し
行
く
と
、
こ
こ
に

も
六
地
蔵
が

一
列
に
立

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
左
端
は
舟
形
光
背
に
阿
弥

陀
坐
像
を
陽
刻
し
た
も
の
で
、
本
来
の
六
地
蔵
は
五
体
が
立

っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
同
じ
様
式
に
な

っ
て
お
り
、
総
高
は
七
二
～
七
三
売
ン
Ｏ
舟
形
光

錫
杖

（し
ゃ
く
じ
ょ
う
）

僧
侶
や
修
験
者
の
持

つ
杖
。
長
い
柄
の
先
端
は
金
属
性
で
、
数
個
の
銀

を
掛
け
る
。
イ
ン
ド
で
、
僧
侶
や
修
業
僧
が
山
野
を
歩
く
と
き
に
毒
虫
な

ど
の
害
を
避
け
た
り
、
人
家
の
前
で
来
意
を
告
げ
る
た
め
に
振
り
鳴
ら
し

た
。
地
蔵
菩
薩
の
持
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

背
を
備
え
、
高
さ

一
四
～

一
六
カ
ン
の
陰
刻
さ
れ
た
蓮
華
座
の
上
に
前
に
三

カ
ン
出
た
半
肉
彫
り
さ
れ
た
地
蔵
菩
薩
立
像
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
表
情
は
穏
や
か
で
、
⑮
～
⑩
の
六
地
蔵
よ
り
衣
文
が
写
実
的
で
あ
る
。

像
高
は
三
八
～
二
九
″
ン
で
あ
る
。
光
背
は
⑩
～
⑩
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
上

部
が
や
や
前
方
に
傾
い
て
お
り
、
像
容
の
回
り
は
少
し
彫
り
窪
め
ら
れ
て

い
る
。
向
か

っ
て
右
か
ら
二
番
目
の
錫
杖
を
持

つ
地
蔵
に
銘
文
が
陰
刻
さ

れ
て
い
る
。
像
容
の
向
か

っ
て
右
に

「
宝
永
六
己
丑
年

（
一
七
〇
九
と
、

左
に

「
四
月
十
五
日
　
中
野
村
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
中
期

に
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑮
石
仏
　
現
在
は
⑪
～
⑮
の
六
地
蔵
と
共
に
立

っ
て
い
る
。
高
さ

一
六

売
ン
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台
上
に
立

っ
て
お
り
、
総
高
六
七
売
ン
、
最
大
幅
二

九
カ
ン
、
像
高
は
二
四

・
五
売
ン
で
ヽ
上
部
か
ら

一
二

・
五
カ
ン
下
が

っ
た
位
置

か
ら
彫
ら
れ
て
い
る
。
風
化
で
顔
の
表
情
は
分
か
ら
な
い
が
、
定
印
弥
陀

を
結
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
思
わ
れ
る
。
膝
よ
り

下
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
前
方
に
二

・
五
カ
ン
の
厚
さ
で
薄
肉
彫
り
が
さ

ある地蔵
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れ
て
い
る
。
像
容
よ
り
下
の
部
分
は
荒
仕
上
げ
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
土

中
に
埋
も
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
後
期
の
造
立
で
あ
る
。
六

地
蔵
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
の
で
、
何
ら
か
の
理
由
で
六
地
蔵
の

一

体
が
欠
け
て
し
ま

っ
た
た
め
に
、
代
わ
り
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑮
野
間
先
生
の
墓
　
東
区
画
の
中
央
西
か
ら
入

っ
た
と
こ
ろ
に
、
高
さ

三
六
カ
ン
、　
一
辺
が
六

一
売
ン
を
測
る
方
形
の
台
石
上
に
乗
り
、
高
さ
八
九
々
ン、

幅
二
五
カ
ン
ヽ
奥
行
三
四

・
五
カ
ン
を
測
る
四
角
柱
の
墓
石
が
あ
る
。
四
角
柱

の
頭
部
は
、
中
央
部
分
が
皿
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
に
な

っ
て
お
り
、
水
平

で
あ
る
。
四
隅
は
や
や
上
に
反
り
返

っ
て
い
る
。
こ
の
頭
部
の
形
は
、
江

戸
時
代
後
期
の
墓
石
や
石
標
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
台
石
の
正
面
に
は
横
書

き
で
右
か
ら

「
門
弟
子
中
」
と
刻
ま
れ
、
四
角
柱
の
正
面
に
は
縦
書
き
で

「
野
間
先
生
墓
」
、
向
か

っ
て
右
側
面
に
は

「
紀
元
二
千
五
百
対
八
年
五
月

建
立
」
、
向
か

っ
て
左
側
面
に
は
二
行
に
わ
た
り

「
温
恭
慈
愛
教
導
絶
倫

鳴
呼
其
徳
高
世
不
論
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
野
間
先
生
に
つ
い
て
は
、

『武
庫
郡
誌
』
に
、
「天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
頃
、
野
間
本
造
が
播
州
小

野
よ
り
や

っ
て
き
て
、
深
江
村
で
子
弟
に
漢
籍

・
珠
算

・
書
道
を
教
え
た
。

氏
は
学
徳
が
優
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
徳
を
慕

っ
て
教
え
を
受
け
る
人
が

多
か

っ
た
。
慶
応
年
間

（
一
八
六
五
～

一
八
六
八
）
に
病
死
し
、
弟
子
た

ち
が
深
江
村
の
墓
地
に
碑
を
立
て
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
紀
元
二
千

五
百
三
十
八
年
は
明
治
十

一
年
で
あ
る
。
横
に

「
野
間
菊
枝
墓
」
と
刻
ま

れ
た
墓
石
が
あ
り
、
明
治
二
十
四
年
に
亡
く
な

っ
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い

∠０
。④

孝
子
忠
榮
の
墓
　
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
以
前
は
墓
地
の
西
区

画
の
南
入
日
を
入

っ
た
墓
地
の
中
央
北
寄
り
に
三
段
に
積
み
重
ね
ら
れ
た

基
壇
上
に
あ

っ
た
が
、
破
損
が
激
し
く
、
子
孫
に
あ
た
る
松
本
家
に
よ

っ

て
昭
和
六
十
年
に
同
形
の
も
の
に
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
、
旧
碑
は
無
縁

墓
塔
群
脇
に
置
か
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
無
縁
墓
塔
群
の
中
に
は
、
中

世
の

一
石
五
輪
塔
や
別
石
造
り
の
五
輪
塔
、
力
士
の
墓
な
ど
が
あ

っ
た
が
、

現
在
で
は
滋
賀
県
甲
賀
郡
甲
西
町
夏
見
の
観
音
寺
内
に
改
葬
さ
れ
て
い
る
。

孝
子
忠
榮
墓
は
砂
岩
製
で
、
四
角
柱
の
上
部
が
切
妻
に
な

っ
て
い
る
墓
碑

写真-18 ⑪野間先生の墓

-386-



第五章 石造遺物に祈 り託 し

で
あ
る
。
鈴
木
武
氏
の
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
高
さ

一
一
三

・
五
カ
ン
、
幅

四
〇

・
八
売
ン
、
奥
行
三
二

・
五
カ
ン
を
測
る
。
正
面
に

「
（
ア
）
孝
子
忠
榮

墓
」
と
陰
刻
さ
れ
、
向
か

っ
て
右
の
側
面
に

「
□
□
□
□
然
乎
其
不
然
平

頂
近
村
之
賢
者
□
□
□
□
録
其
行
□
□
□
□
□
□
□
□
□
／
禦
為
□
貞
信

者
法
琥
諄
忠
榮
世
呼
佐
兵
衛
浄
琉
璃
場
中
名
竹
本
岡
太
夫
摂
津
兎
原
郡
／

青
木
村
之
農
也
乃
作
銘
口
／
武
庫
山
下
　
三日
木
之
村
　
蔦
生
孝
子
　
其
質

瑶
現
　
負
捨
傭
力
　
為
親
忘
疲
／
椅
嘗
穀
苦
　
其
甜
如
飴
　
倹
衣
削
食

振
済
貧
眠
　
飯
僧
念
佛
　
欣
求
往
生
／
侍
親
子
病
千
苦
萬
辛
　
頷
天
祈
彿

感
動
四
隣
　
鷲
華
達
碁
　
達
子
公
庭
／
白
金
降
賜
　
照
燭
栄
扁
　
家
在

四
方
　
金
殿
玉
堂
　
氣
雲
迎
接
　
還
婦
故
郷
／
作
銘
頌
徳
　
勒
諸
堅
眠

建
語
墓
上
　
一不
友
親
人
／
文
化
十
四
年
丁
丑
十
二
月
穀
旦
河
内
長
榮
寺
比

丘
拙
奔
明
堂
撰
井
書
」
、
左
の
側
面
に

「
□
□
口
□
□
□
□
口
□
□
□
□

□
人
性
善
也
佛
性
与
性
善
難
非
無
□
□
□
所
□
□
□
／
□
□
□
□
□
□
□

□
口
□
□
□
□
也
性
善
佛
性
之
説
余
験
之
孝
子
貞
言
貞
信
□
□
□
／
□
惜

舅
□
□
□
□
□
□
□
口
□
□
信
天
性
至
孝
造
佐
平
次
嬰
妻
生
二
男

一
女
□

□
□
／
弟
妹
友
愛
人
無
間
言
貞
信
□
□
□
兄
弟
多
而
旦
夕
不
給
傭
作
子
商

子
農
負
捨
□
□
□
／
近
以
奉
養
子
親
得
二
親
二
築
忌
□
高
苦
天
資
馨
音
瞭

暁
性
好
歌
曲
成
勧
習
學
浄
□
□
／
貞
信
諏
親
詢
衆
袋
日
可
也
乃
就
□
華
竹

本
内
匠
太
夫
者
而
學
日
夜
孜
々
□
□
□
□
□
／
夜
深
人
定
往
野
外
無
人
之

地
極
□
之
所
有
而
浩
歌
暁
而
返
如
此
者
数
月
竹
本
□
□
□
／
苦
娼
己
救
而

教
念
教
愈
勤
以
故
□
二
年
間
業
成
藝
達
□
子
□
知
与
不
知
笏
然
□
□
□
／

自
是
輩
撫
子
四
方
所
至
人
皆
讃
美
所
得
益
多
奉
養
益
□
餘
剰
之
銭
吊
不
□

□
□
□
□
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
背
面
に
も
、
「
徳
本
上
人
」
な
ど
の

文
字
が
検
出
さ
れ
て
い
る

（鈴
木

一
九
九
九
）。

な
お
、
鈴
木
氏
の
そ
の
後
の
調
査
に
よ
る
と
、
碑
文
に
出
て
く
る

「
河

内
長
栄
寺
」
は
、
江
戸
後
期
の
高
僧
と
し
て
名
高
い
慈
雲
尊
者
飲
光
が
本

拠
と
し
た
寺
で
、
明
堂
は
尊
者
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
明
堂
諦
濡

（号

を
拙
奔
と
い
う
）
で
あ
る
。
後
に
安
永
九
年

（
一
七
八
〇
）
に
長
栄
寺
四

世
の
住
職
と
な
る
が
、
撰
文
を
書
い
た
文
化
十
四
年

（
一
八

一
七
）
は
明

堂
六
十
六
歳
の
時
で
あ
る
。

全
体
的
に
表
面
剥
離
が
目
立
ち
、
鈴
木
氏
の
調
査
で
は
、
銘
文
の
残
存

部
分
の
み
を
採
拓
し
て
い
る
。
こ
の
銘
文
を
見
る
か
ぎ
り
、
青
木
村
の
松

本
佐
兵
衛
の
顕
彰
碑
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
松
本
佐
兵
衛
は
大
正
十
年
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発
行
の

『武
庫
郡
誌
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
口
孝
子
】
松
本
佐
兵
衛
、

明
和
三
年
青
木
に
生
る
…
…
」
と
あ
る
。

⑩
阪
神
淡
路
大
震
災
犠
牲
者
慰
霊
碑
　
墓
地
の
西
側
区
画
の
南
側
に
入

り
日
が
あ
り
、
入

っ
て
す
ぐ
右
に
二
基
の
慰
霊
碑
と

一
基
の
忠
魂
碑
が
あ

る
。
北
側
に
二
基
慰
霊
碑
が
並
ん
で
立

っ
て
お
り
、
向
か

っ
て
左
側
の
碑

は
、
高
さ
七
〇
カ
ン
の
台
石
の
上
に
乗
り
、
正
面
に

「阪
神

・
淡
路
大
震
災

犠
牲
者
慰
霊
碑
」
と
刻
ま
れ
た
板
石
状
に
な

っ
た
石
碑
で
あ
る
。
高
さ
は

一
四
五
カ
ン
Ｏ
背
面
に
、
平
成
七
年

一
月
十
七
日
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の

た
め
、
本
庄
地
域
で
亡
く
な

っ
た
三
二
〇
余
名
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
建

立
し
た
こ
と
を
刻
ん
で
い
る
。
平
成
九
年

一
月
十
七
日
の
三
回
忌
に
、
本

庄
共
有
墓
地
管
理
委
員
会
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

⑩
旧
本
庄
村
空
襲

犠
牲
者
慰
霊
碑
　
一
一

基
の
慰
霊
碑
の
う
ち
、

向
か

っ
て
右
側
の
碑

は
、
高
さ
七
〇
″
ン
の

台
石
の
上
に
の
り
、

正
面
に

「
旧
本
庄
村

空
襲
犠
牲
者
慰
霊

碑
」
と
刻
ま
れ
た
緑

泥
片
岩
製
の
板
石
状
に
な

っ
た
石
碑
で
あ
る
。
高
さ
は

一
四
七
カ
ン
Ｏ
背
面

に
昭
和
三
十
年
五
月
十

一
日

・
六
月
五
日

・
八
月
六
日
の
空
襲
に
よ
り
犠

牲
と
な

っ
た
村
民
四
三
六
名
の
冥
福
を
祈

っ
て
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
十

一
日
に
本
庄
共
有
墓
地
管
理
委
員
会
な
ど
が
建
て
た
。

①
忠
魂
碑
　
一
一基
の
慰
霊
碑
の
東
側
に
あ
る
。
高
さ
五
四
カ
ン
の
自
然
石

の
上
に
高
さ
二
〇
カ
ン
ほ
ど
セ
メ
ン
ト
で
固
め
ら
れ
、
高
さ
二
〇
〇
売
ン
の
自

然
石
の
表
面
に

「忠
魂
碑
　
陸
軍
大
将
子
爵
寺
内
正
毅
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
碑
は
元
々
大
正
元
年
十
月
二
十
日
に
本
庄
小
学
校
校
庭
に
立
て

ら
れ
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
校
庭
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
も
の

を
昭
和
三
十
九
年
八
月
六
日
に
今
の
場
所
に
再
建
し
た
。
本
庄
共
有
墓
地

管
理
委
員
会
に
よ

っ
て
昭
和
五
十
年
八
月
十
五
日
に
、
終
戦
二
十
周
年
記
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第五章 石造遺物に祈り託し

念
と
し
て
、
明
治

。
大
正

・
昭
和
の
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
る
慰
霊
碑
が
立

て
ら
れ
、
ま
た
同
委
員
会
に
よ

っ
て
昭
和
五
十
二
年
五
月
十

一
日
に
忠
魂

碑

・
慰
霊
碑

・
空
襲
犠
牲
者
慰
霊
碑
の
説
明
が
書
か
れ
た
石
碑
が
立
て
ら

れ
て
い
る
。

⑫
大
地
蔵
　
墓
地
の
西
区
画
の
東
南
隅
に
あ
る
。
舟
形
光
背
に
地
蔵
立

像
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
総
高
四
五
～
四
八
カ
ン
、
最
大
幅
二

一
～
三
二
売
ン
Ｏ

像
高
は
三
二
～
三
六
カ
ン
を
測
る
。
蓮
華
座
は
彫
ら
れ
て
い
な
い
。
彫
り
が

浅
い
の
と
、
空
襲
の
時
に
火
災
に
あ

っ
た
の
か
、
表
面
が
焼
け
た
だ
れ
て

い
る
。
衣
文

。
印
相
も
省
略
さ
れ
て
、
像
容
は
判
別
で
き
な
い
も
の
も
あ

る
。
近
代
に
な

っ
て
か
ら
彫
ら
れ
た
物
で
あ
ろ
う
。
④
～
⑮
の
六
地
蔵
に

比
べ
る
と
、
造
り
が
よ
く
な
い
。

⑬
石
仏
　
エハ
地
蔵
の
す
ぐ
北
隣
に
あ
る
。
高
さ

一
九

・
五
カ
ン
の
四
角
柱

の
台
石
の
上
に
周
囲
が
丸
味
を
帯
び
た
台
石
を
の
せ
、
そ
の
上
に
舟
形
光

背
を
備
え
た
石
仏
を
立
て
て
い
る
。
真
中
の
台
石
は
高
さ
三

一
カ
ン
で
ヽ
背

面
に

「
周
旋
人
／
末
吉
太
郎
吉
／
磯
野
助
左

ヱ
門
／
納
多
治
右

ヱ
門
／
長

尾
藤
助
」
、
向
か

っ
て
右
に

「
明
治
廿
二
年

（
一
八
九
〇
）
二
月
」
、
左
面

に

「
深
江
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
石
仏
は
線
刻
の
蓮
華
座
の
上
に
の
り
、

足
元
に
も
う
ひ
と
つ
蓮
華
座
を
陰
刻
し
て
い
る
。
像
容
は
立
像
で
、
柄
衣

衣
文

（え
も
ん
）

仏
像
彫
刻
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
衣
の
ひ
だ
。

を
ま
と
い
、
頭
部
は
肉
が
隆
起
す
る
肉
善
で
、
螺
髪
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
如
来
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
印
相
か
ら
該
当
す
る
種
類
の
如
来
が
な

く
、
本
石
仏
は
右
手
が
施
無
畏
印
の
よ
う
で
、
左
手
が
与
願
印
の
形
か
ら

手
首
を
上
に
返
し
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
印
相
は
見
当
ら

な
い
。
総
高
は
八
五
カ
ン
ヽ
最
大
幅
二
九
カ
ン
、
像
高
が
四
九
カ
ン
を
測
る
。
顔

の
後
が
円
形
に
彫
り
窪
め
ら
れ
、
放
射
光
の
光
背
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑭
花
立
　
⑮
の
線
香
立
を
は
さ
ん
で
二
基
あ
る
。
ど
ち
ら
も
高
さ
六
七

々
シ
、
幅

一
五
売
ン
、
奥
行

一
四
カ
ン
を
測
る
。
向
か

っ
て
右
に
は
正
面
に

「
周

旋
人
　
東
井
サ
ク
／
多
田
寅
吉
」
、
左
に
は

「
周
旋
人
　
磯
辺
ミ
ツ
／
中

網

マ
サ
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑮
線
香
立
　
⑬
の
石
仏
の
前
に
立

つ
。
高
さ
六

一
々
ン
、
幅

・
奥
行
と
も

二

一
。
五
カ
ン
を
測
る
四
角
柱
で
、
上
部
は
端
が
丸
味
を
帯
び
て
い
る
。
正

面
に

「無
縁
塔
」
、
背
面
に

「
三
昧
霊
□
」
、
向
か

っ
て
右
面
に

「
火
葬
場

深

（以
下
不
明
と
、
左
面
に

「
明
治
二
十
七

（
一
九
〇
四
）
（以
下
不
明
と

と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
右
面
と
左
面
の
銘
文
の
状
況
か
ら
、
土
中
に
ま
だ

埋
も
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑩
旧
深
江
火
葬
場
供
養
碑
　
東
区
画
の
中
ほ
ど
に
所
在
す
る
。
切
り
石

積
み
と
自
然
石
の
台
石
上
に
、
高
さ

一
〇
〇
カ
ン
、
最
大
幅
六
〇
カ
ン
を
測
る

袖
衣

（
の
う
え
）

如
来
が
身
に
つ
け
る
法
衣
。　
一
枚
の
布
で
身
体
を
巻
き
付
け
る
。
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自
然
石
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
正
面
の
研
か
れ
た
部
分
に

「
照
曜
十
方
」
、

背
面
に
は
不
整
形
の
ま
ま
で

「
明
治
廿
四
年

（
一
八
九

一
）
七
月
建
」
と

陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
深
山
春
江
氏
が
、
以
前
本
山
南
町
六
丁
目
付
近
に
あ

っ

た
火
葬
場
に
寄
進
し
た
も
の
。
深
江
地
区
の
火
葬
場
は
は
じ
め
現
在
供
養

碑
が
立

っ
て
い
る
辺
り
に
あ

っ
た
が
、
本
山
南
町
六
丁
目
付
近
に
移
転
し
、

昭
和
九
年
に
区
画
整
理
が
行
わ
れ
る
ま
で
使
用
さ
れ
た
。
区
画
整
理
後
、

供
養
碑
は
か
つ
て
火
葬
場
が
あ

っ
た
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。

２
　
北
青
木
墓
地
内
の
石
造
遺
物

北
青
木
墓
地
は
、
本
山
南
町

四
丁
目
の
福
池
小
学
校
す
ぐ
南

に
位
置
し
、
レ
ン
ガ
造
り
の
火

葬
場
が
あ

っ
た
所
で
あ
る
。
西

青
木
村
の
墓
地
で
あ
る
が
、
火

葬
場
だ

っ
た
頃
は
、
墓
地
は
青

木
六
丁
目
の
阪
神
電
車
青
木
駅

西
側
の
踏
み
切
り
の
す
ぐ
南
東

に
あ

っ
た
。
現
在
の
墓
地
内
の

北
西
角
は
無
縁
墓
地
に
な

っ
て

お
り
、　
一
番
北
の
端
が

一
段
高

く
な

っ
て
い
て
、
④
～
③
が
所
在
す
る
。
南
の
端
に
①
が
所
在
し
、
少
し

離
れ
て
北
側
に
②
③
が
所
在
す
る

（図
１
８
参
照
）
。
無
縁
墓
地
前
の
六

地
蔵
は
痛
み
が
激
し
く
な

っ
た
の
で
、
戦
後
造
り
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

①
阿
弥
陀
如
来
坐
像
石
仏
　
向
か

っ
て
左
側
が
欠
け
て
い
る
が
、
舟
形

光
背
を
意
識
し
た
表
面
に
、
仏
像
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
現
高
五
三
菱
ン
、

最
大
幅
二
七
カ
ン
Ｏ
正
面
上
部
に
風
化
が
激
し
い
が
、
弥
陀
坐
像
と
思
わ
れ

る
仏
像
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
像
高
は
三
四
売
ン
を
測
る
。
頭
部
に
は
肉
警

と
呼
ば
れ
る
、
肉
が
隆
起
し
た
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。

②
阿
弥
陀
如
来
坐
像
石
仏
　
陽
刻
さ
れ
た
仏
像
の
頭
部
ま
で
、
上
部
は

破
損
し
て
い
る
。
①
と
同
じ
形
式
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
風
化
が
激
し
い
。

現
高
は
四
〇
を
で
、
下
幅
は
二
四
カ
ン
Ｏ
正
面
に
弥
陀
坐
像
と
思
わ
れ
る
仏

像
が
陽
刻
さ
れ
、
高
さ
三
二
カ
ン
、
幅

一
三
カ
ン
を
測
る
。
表
面
は
黒
ず
ん
で

い
る
。

③
石
仏
　
①
②
と
同
じ
よ
う
な
形
式
で
あ
る
が
、
風
化
が
激
し
く
、
頭

部

・
表
情
と
も
判
明
で
き
な
い
。
し
か
し
、
弥
陀
定
印
を
結
ん
で
い
る
の

で
、
阿
弥
陀
石
仏
と
思
わ
れ
る
。
①
～
③
と
も
室
町
時
代
後
期
の
造
立
。

現
高
は
六
七
カ
ン
で
ヽ
下
幅
は
二
五
売
ン
を
測
る
。
膝
の
下
も
彫
ら
れ
て
い
る

の
が
わ
か
る
。

④
阿
弥
陀
如
来
坐
像
板
碑
　
頭
部
が
山
形
に
な

っ
た
板
状
の
正
面
に
、

弥
陀
定
印
を
結
ん
で
お
り
、
膝
も
彫
成
さ
れ
た
阿
弥
陀
坐
像
が
陽
刻
さ
れ

図-8 北青木墓地内の石造遺物配置図
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て
い
る
。
像
容
は
あ
ま
り
厚
く
彫
ら
れ
て
お
ら
ず
、
風
化
が
目
立

つ
。
像

高
は
二

一
売
ン
を
測
る
。
像
容
の
上
に
は
、
幅
四

。
五
カ
ン
を
測
る
額
部
が
見

ら
れ
る
。　
一
般
的
に
切
り
込
み
型
を
し
た
二
条
線
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、

こ
れ
は
簡
素
化
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
安
土
桃
山
時
代
の
も
の
と
思

わ
れ
る
。
現
高
は
五
八
カ
ン
、
幅
二
三

・
五
売
ン０

⑤
阿
弥
陀
如
来
坐
像
板
碑
　
四
角
柱
で
、
頭
部
が
少
し
後
よ
り
に
頂
点

を
も

つ
四
角
錐
に
な

っ
て
お
り
、
正
面
上
部
に
切
り
込
み
型
の
二
条
線
が

見
ら
れ
る
。
そ
の
下
に
、
光
背
を
意
識
し
て
舟
形
に
彫
り
窪
め
た
中
に
、

定
印
弥
陀
坐
像
を
半
肉
彫
り
に
陽
刻
し
て
い
る
。
顔
は
風
化
で
表
情
は
分

か
ら
な
い
が
、
膝
よ
り
下
は
彫
成
さ
れ
て
い
る
。
仏
像
の
下
に
は
蓮
華
座

が
彫
ら
れ
て
い
る
。
像
高
は
三
八
を
、
蓮
華
座
を
合
め
る
と
三
三
カ
ン
を
測

る
。
全
体
の
現
高
五
八
裁
ン
ヽ
下
幅
は
二
五
カ
ン
ヽ
奥
行
は
三
〇
カ
ン
Ｏ
像
容
は

高
さ

一
八

・
五
売
ン
で
あ
る
。
室
町
後
期
の
造
立
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

も
う
少
し
時
代
が
古
い
か
も
し
れ
な
い
。

③
地
蔵
石
仏
　
⑥
～
③
は
、
現
在
の
六
地
蔵
の
前
に
、
墓
地
内
に
建
て

ら
れ
て
い
た
六
地
蔵
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
火
災
に
あ

っ
た
の
か
破
損

が
目
立
ち
、
赤
茶
け
て
錆
び
た
よ
う
な
色
に
な

っ
て
い
る
。
砂
岩
製
で
、

舟
形
光
背
の
正
面
に
合
掌
印
を
し
た
地
蔵
立
像
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
下

方
に
は
蓮
華
座
が
見
ら
れ
る
。
総
高
は
八
三
カ
ン
Ｏ
仏
像
は
写
実
的
に
彫
ら

れ
、
細
部
も
細
か
く
彫
ら
れ
て
い
る
。
光
背
上
部
が
前
方
に
傾
い
て
い
る

こ
と
や
、
蓮
華
座
が
三
弁
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
江
戸
時
代
前
期
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。

⑦
地
蔵
石
仏
　
④
と
同
形
式
で
あ
る
が
、
両
手
で
憧
限
と
呼
ば
れ
る
仏

具
を
持

っ
て
い
る
。
上
部
が
破
損
し
て
お
り
、
現
高
六
八
帝
。

第五章 石造遺物に祈り託し

写真-21 ⑤阿弥陀如来
坐像板碑

写真-20 ④阿弥陀如来
坐像板碑
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⑧
地
蔵
石
仏
　
④
と
同
形
式
で
あ
る
が
、
両
手
で
柄
香
炉
と
呼
ば
れ
る

仏
具
を
持

っ
て
い
る
。
総
高
八
二
売
ン０

③
阿
弥
陀
如
来
坐
像
石
仏
　
や
や
不
整
形
の
舟
形
光
背
に
、
弥
陀
定
印

坐
像
と
思
わ
れ
る
仏
像
を
、
正
面
上
部
に
彫
り
は
浅
く
陽
刻
し
て
い
る
。

全
体
に
風
化
が
激
し
く
、
こ
れ
も
火
災
に
あ

っ
た
の
か
赤
茶
け
て
錆
び
た

憧
幡

（ど
う
ば
ん
）

仏
具
で
、
堂
内
の
荘
厳
具
の
ひ
と
つ
。
竜
頭
か
宝
珠
の
飾
り
の
あ
る
竿

柱
に
六
流
の
旗
を
集
め
て
、
六
角
形
か
円
形
に
小
さ
い
旗
を
下
げ
た
も
の
。

六
地
蔵
の
う
ち
、
法
印
地
蔵
と
呼
ば
れ
る
仏
像
の
両
手
に
見
ら
れ
る
。

柄
香
炉

（え
こ
う
ろ
）

縁
に
長
い
柄
を

つ
け
た
捧
持
用
の
香
炉
。
香
炉
は
、
本
尊
に
供
養
す
る

た
め
の
香
を
焚
く
器
。
近
世
に
は
、
線
香
立
て
を
兼
ね
る
大
型
の
も
の
も

本
堂
前
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

よ
う
な
色
を
し
て
い
る
。
総
高
は
六
〇

・
五
カ
ン
、
幅
二
五
カ
ンＯ
像
容
の
高

さ
は
二
〇

・
五
カ
ン
Ｏ
背
面
は
特
に
加
工
は
さ
れ
て
い
な
い
。

⑩
石
仏
　
無
縁
墓
地
の
南
、
前
田
家
の
墓
地
区
画
内
に
所
在
す
る
。
③

と
同
形
式
で
あ
る
が
や
や
小
型
で
、
像
容
を
見
る
と
江
戸
時
代
前
期
ご
ろ

の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
上
部
が
丸
味
を
帯
び
た
舟
形
光
背
に
、
弥
陀
定
印

を
結
ん
で
い
る
の
か
合
掌
を
し
て
い
る
の
か
、
わ
か
り
に
く
い
仏
像
が
陽

刻
さ
れ
て
い
る
。
現
高
は
四
〇
″
ン
、
下
幅
二
〇
カ
ン
を
測
り
、
像
高
は
、
膝

の
下
が
判
明
さ
れ
な
い
が
、
高
さ

一
八
カ
ン
、
下
幅

一
〇
売
ン
を
測
る
。
仏
像

の
彫
り
は
浅
い
が
、
顔
の
輪
郭
は
比
較
的
は

っ
き
り
し
て
お
り
、
や
や
釣

り
上
が

っ
た
目
を
し
て
い
る
。

①

一
石
五
輪
塔
　
墓
地
の
中
央

一
番
南
側
に
二
基
が
、
寄
り
添
う
よ
う

に
立

っ
て
い
る
。
地
輪
が
埋
も
れ
て
い
る
た
め
、
水
輪
以
上
の
高
さ
は
二

五
カ
ン
を
測
る
。
水
輪
の
幅
は

一
二

・
五
″
ン
Ｏ

⑫

一
石
五
輪
塔
　
⑪
に
寄
り
添
う
よ
う
に
立

っ
て
い
る
。
地
輪
が
土
に

埋
も
れ
て
い
て
、
水
輪
以
上
の
高
さ
は
三
四
々
ン
Ｏ
最
大
幅
は
火
輪
で
、　
一

七
我
ン
を
測
る
。
①
よ
り
形
は
整

っ
て
お
り
、
空
輪
は
大
き
く
整

っ
た
宝
珠

形
を
し
て
い
る
。
①
⑫
の
す
ぐ
北
側
に

一
石
五
輪
塔
の
空
風
輪
が
残
欠
と

し
て
転
が

っ
て
い
る
。
①
⑫
共
に
江
戸
時
代
前
期
の
造
立
。

写真-22 ⑦地蔵石仏
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第五章 石造遺物に祈り託 し

三
節
　
寺
院
の
石
造
遺
物

１
　
正
寿
寺
の
石
造
遺
物

（深
江
本
町
三
丁
目
七
）

正
寿
寺
は
、
平
成
七
年
の
阪
神
大
震
災
で
、
本
堂
他
境
内
の
石
造
遺
物

も
多
大
な
被
害
を
受
け
た
。
震
災
前
に
所
在
し
て
い
た
石
造
遺
物
も
合
め

て
書
き
記
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
現
在
境
内
に
所
在
す
る
の
は
、
①
③

⑦
③
⑨
⑩
で
あ
る
。

①
社
寺
号
標
石
　
寺
院
南
に
あ
る
入
り
口
を
入
る
と
、
す
ぐ
右
手
に
所

在
す
る
。
高
さ
二
七
寺
の
台
石
の
上
に
四
角
柱
の
石
標
が
立

っ
て
い
る
。

高
さ

一
五
六
寺
で
、
正
面
に

「浄
土
真
宗
／
本
願
寺
派
／
永
井
山
正
壽
寺
」

と
刻
ま
れ
、
背
面
に

「
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）
八
月
吉
日
建
之
／

門
徒
総
代
永
井
庄
左
ヱ
門
／
永
田
広
治
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

②
十
二
重
塔
　
か
つ
て
建

っ
て
い
た
山
門
を
入
る
と
、
左
手
に
震
災
で

倒
壊
し
た
鐘
楼
が
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
北
に
十
二
重
塔
が
建

っ
て
い
た
。
近

所
の
檀
家
か
ら
寄
付
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
震
災
で
倒
壊
し
、
元
の
高
さ

な
ど
は
わ
か
ら
な
い
。
形
状
か
ら
近
代
の
造
立
と
思
わ
れ
る
。

③
雨
水
受
　
本
堂
前
に
同
形
の
も
の
が

一
対
で
あ

っ
た
。
高
さ
六
四
カ
ン、

上
面
の
幅
七
八
を
、
奥
行
六
二
寺
を
測
る
。
下
辺
が
や
や
短
い
正
方
体
を

し
て
お
り
、
上
面
は
水
が
溜
ま
る
よ
う
に
穿
た
れ
て
い
る
。
背
面
に
縦
書

き
で

「
安
政
三
辰
年
四
月
／
更
新
昭
和
四
十
三
年
八
月
吉
日
／
阪
日
霧
石

図-9 震災前の正寿寺の石造遺物配置図
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岬
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　　口隣‐‐

／
世
話
人
片
田
巳
之
助
」
と
陰
刻
さ
れ
て
お
り
、
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）

に
作
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
八
）
に
再
建
し
た

も
の
で
あ
る
。

④
石
灯
縁
の
火
袋
　
本
堂
に
向
か

っ
て
右
側
の
雨
水
受
の
前
に
、
樹
木

に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
置
か
れ
て
い
た
。
六
角
型
で
、
側
面
は
六
面
か
ら

な
り
、
そ
の
内
の
二
面
が
大
き
く
開
い
て
お
り
、
火
を
入
れ
ら
れ
る
よ
う

社
寺
号
標
石

（し
ゃ
じ
ご
う
ひ
ょ
う
せ
き
）

社
寺
の
入
日
に
立
て
ら
れ
て
い
て
、
社
寺
の
名
称
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
社
寺
に
関
す
る
事
柄
を
、
不
特
定
多
数
の
人
々
に
知
ら
せ
る
目
的

で
立
て
ら
れ
た
も
の
を
、
標
石
と
呼
ん
で
い
る
。
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に
な

っ
て
い
る
。
他
二
面
に
も
小
さ
い
丸
い
穴
が
開
い
て
い
る
。
高
さ
三

石
灯
籠

（
い
し
ど
う
ろ
う
）

石
灯
籠
は
、

下
よ
り
基
礎
・

竿

。
中
台

。

火
袋

・
笠

・

宝
珠
で
構
成

さ
れ
、
火
袋

に
は
灯
明
が

と
も
せ
る
構

造
に
な

っ
て

い
る
。
し
か

三
カ
ン
、
直
径
三
六
カ
ン
、

⑤
織
部
灯
籠
　
本
堂

側
面
の

一
辺
三

一
カ
ン
を
測
る
。

へ
の
石
段
の
右
手
に
あ

っ
た
。
総
高

一
五
五
々
ン
Ｏ

火
袋
は
四
角
型
で
、
高
さ
二
八
売
ン
、
幅
二
七
カ
ン
０
正
面
と
背
面
は
大
き
く

四
角
い
穴
が
開
い
て
お
り
、
側
面
も
小
さ
く
半
月
と
円
の
形
に
空
け
ら
れ

て
い
る
。
笠
は
軒
の
上
端
と
下
端
が
ほ
ぼ
水
平
で
、
軒
反
り
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
。
竿
も
四
角
型
で
、
基
礎
の
部
分
が
見
当
ら
ず
、
竿
自
身
が

地
面
に
埋
も
れ
て
い
る
。
上
部
に
い
形
の
膨
ら
み
が
あ
り
、
正
面
下
方
に

風
化
で
像
容
が
判
別
し
に
く
く
な

っ
て
い
る
が
、
光
背
形
に
彫
り
く
ば
め

ら
れ
、
そ
の
中
に
立
像
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
像
容
は
ほ
と
ん
ど
判
明
し

な
い
が
、
頭
部
は
地
蔵
を
思
わ
せ
、
印
相
は
合
掌
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

側
面
は
四
角
い
穴
を
開
け
、
そ
の
穴
が
年
を
貫
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
竿
の
横
に
長
方
形
の
穴
を
割
り
貫
い
て
い
る
形
状
の
灯
籠
は
、
年
の
部

し
、
こ
れ
も

一
般
的
な
形
で
あ

っ
て
、
極
端
に
い
う
と
、
灯
明
が
と
も
せ

る
火
袋
だ
け
が
あ
れ
ば
石
灯
籠
の
機
能
は
果
た
せ
る
の
で
あ
る
。
中
国
に

起
源
が
あ
り
、
本
来
は
仏
前

へ
の
献
灯
用
の
物
で
あ

っ
た
が
、
平
安
時
代

の
頃
か
ら
、
神
社
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
初
、
正
面
に

一
基
立

て
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
室
町
時
代
頃
に
左
右

一
対
二
基
を
立
て
る
よ
う

に
な

っ
た
。
桃
山
時
代
以
降
に
茶
道
が
確
立
す
る
と
、
庭
園
の
観
賞
用
に

も
用
い
ら
れ
、
織
部
灯
籠
や
雪
見
灯
籠
な
ど
の
変
形
し
た
石
灯
籠
も
現
わ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
常
夜
灯
と
し
て
作
ら
れ
、

神
社
の
参
道
や
入
口
に
も
置
か
れ
た
。
ま
た
、
道
標
と
し
て
路
傍
に
も
立

て
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
形
も
、
牛
が
撥
形
に
な

っ
た
宮
前

（神
前
）

形
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
多
く
作
ら
れ
た
。
火
袋
正
面
の
形
に
よ
り
、
四
角

・

六
角

・
八
角
灯
籠
と
分
類
さ
れ
る
。
構
造
が
複
雑
な
う
え
、
倒
壊
し
や
す

い
た
め
、
古
い
も
の
は
あ
ま
り
残
ら
な
い
。
神
社

へ
の
奉
納
さ
れ
た
石
造

遺
物
の
中
で
は
、
石
灯
籠
は
数
多
く
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
時
の
有

力
者

。
権
力
者
も
数
多
く
奉
納
し
て
い
る
。

写真-23 ⑤織部灯籠
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第五章 石造遺物に祈り託し

分
を
十
字
架
に
見
立
て
た
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
の
可
能
性
が
あ
る
。
キ
リ
シ

タ
ン
灯
籠
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
が
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
の

対
象
物
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
穴
に
木
を
差
し
込
ん
で
、
正
面
か
ら
見

る
と
十
字
架
に
見
え
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
話
も
残
さ
れ
て
い
る
灯
籠
も

あ
る
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
形
を
し
た
も
の
に
織
部
灯
籠
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
あ
り
、
戦
国
時
代
の
大
名
で
あ
り
茶
人
で
あ
る
古
田
織
部
が
考
案
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
年
の
高
さ
は
七
四

。
五
カ
ン
で
ヽ
幅
は
二
五

・
五
カ
ン、

像
高
は
三
二
寺
を
測
る
。
い
形
の
膨
ら
み
は
年
の
上
部
か
ら
五

・
五
々
ン
の

所
に
あ
り
、
高
さ

一
二
裁
ン
Ｏ

⑥
石
灯
籠
の
年
　
か
つ
て
は
⑤
の
石
灯
籠
の
す
ぐ
側
に
あ

っ
て
、
石
灯

籠
の
年
の
部
分
と
、
火
袋
を
支
え
る
中
台
の
部
分
で
あ
る
。
竿
も
中
台
も

円
形
で
、
現
高
三
〇
寺
、
中
台
の
高
さ
八
カ
ン、
直
径
三

一
。
五
彬
を
測
る
。

年
の
下
部
は
帯
状
の
突
起
に
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
は
節
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、　
一
般
に
年
の
中
間
に
あ
る
も
の
な
の
で
ま
だ
竿
の
下
部
が
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
普
通
、
中
台
は
火
袋
と
同
じ
角
数
で
あ
り
、
大
き
さ
も
合
わ

な
い
の
で
、
④
と
は
別
物
で
あ
ろ
う
。
年
の
正
面
に

「
峰
嘩
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。

⑦
水
盤
　
本
堂
の
南
東
に
所
在
す
る
。
黒

っ
ぽ
い
花
商
岩
の
中
央
を
楕

円
形
に
穿
ち
、
穴
の
大
き
さ
は
長
径
が

一
三
六
カ
ン
、
短
径
が
八
七
寺
を
測

る
。
全
体
の
法
量
は
二
〇
七
寺
×
一
五
五
寺
で
、
現
高
は
二
八
″
ン
を
測
り
、

水
盤

（す
い
ば
ん
）

水
盤
は
、
寺
社
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
石
造
遺
物
の

一
つ
で
あ
る
。
水

鉢

・
手
洗
石

・
水
船
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
が
あ
る
。
水
盤
は
水
を
入

れ
る
容
器
の
こ
と
で
あ
る
が
、
用
途
に
よ

っ
て
分
類
す
る
と
、
浴
用

・
手

水
用

・
貯
水
用
の
三
種
類
に
分
か
れ
る
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、
水
を
貯

め
る
た
め
の
貯
水
部
が
穿
た
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
構
造
が
比

較
的
単
純
な
た
め
、
時
代
別
の
変
化
を
見
る
こ
と
は
鋒
し
い
。　
一
般
に
目

に
す
る
の
は
手
水
用
で
、
社
寺
に
参
詣
し
た
時
に
、
日
を
す
す
い
だ
り
手

を
洗

っ
た
り
し
て
体
を
清
め
て
か
ら
お
参
り
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

ど
こ
の
社
寺
で
も

一
般
に
見
ら
れ
、
正
面
に
、
浄
水

・
鯉
水

。
清
浄
水
な

ど
の
名
称
が
刻
ま
れ
、
側
面

。
背
面
に
紀
年
銘

・
奉
納
者
名
が
刻
ま
れ
る

こ
と
が
多
い
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
庭
園
に
観
賞
用
と
し
て
置
か
れ
る

も
の
も
出
て
く
る
。

盃
状
穴

（は
い
じ
ょ
う
け
つ
）

再
生
や
豊
穣
な
ど
信
仰
の
目
的
で
、
石
の
表
面
に
人
工
的
に
穿
た
れ
た

凹
穴
と
い
わ
れ
て
い
る
。
各
地
の
道
標
や
石
灯
籠
な
ど
多
く
の
石
造
遺
物

に
見
ら
れ
る
。

あ
と
は
土
中
に
埋
も
れ
て
い
る
。
水
盤
の
回
り
は
、
花
商
岩
製
の
枠
で
囲

ま
れ
て
い
る
。
水
盤
の
北
側
部
分
に
二
〇
個
ほ
ど
の
盃
状
穴
と
見
ら
れ
る

穴
が
穿
た
れ
て
お
り
、
直
径
は
ニ
カ
ン
か
ら
七
寺
の
大
き
さ
で
あ
る
。

③
井
戸
枠
　
本
堂
の
東
に
あ
る
。
地
上
の
高
さ
五

一
″
ン
、
幅
は
各
辺
と

も

一
二
六
カ
ン
を
測
る
。
板
石
を
井
筒
に
組
み
、
北

。
東

。
南
面
の
三
面
に
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銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
下
部
は
上
に
埋
も
れ
て
い
て
不
明
の
部
分
が
あ

る
。
北
面
に
は
、
上
側
に
横
書
き
で
右
か
ら

「
世
話
係
」
、
下
側
に
縦
書

き
で

「
明
治
十
八
年
四
月
／
御
和
讃
講
／
中
田
善
右
衛
門
／
末
吉
太
兵
衛

／
藤
本
市
兵
衛
／
山
田
三
右
ヱ
門
／
恰
井
善
太
良
／
小
川
喜
作
／
藤
村
嘉

□
」
、
東
面
に
は
縦
書
き
で

「
東
　
尼
講
／
西
　
尼
講
／
東
　
坂
日
／
新

永
田
／
東
　
岡
田
／
志
井
／
田
中
／
岡
村
／
笹
井
／
多
田
」
、
南
面
に

は
縦
書
き
で

「
和
讃
講
／
本
　
坂
日
／
本
　
岡
田
／
本
　
本ヽ
田
／
深
山
／

中
田
／
末
吉
／
藤
本
／
大
坂
　
□
田
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
和
讃
は
仏

・

仏
法

・
高
僧
ら
を
和
語
で
讃
嘆
す
る
仏
教
讃
歌
の
こ
と
で
あ
る
。
念
仏
講

の
中
で
唱
え
ら
れ
る

「念
仏
」
に
は
和
讃
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
御
和
讃
講
は
念
仏
講
の

一
種
だ
と
思
わ
れ
る
。

③
石
田
群
　
本
堂
横
に
住
職
の
住
居
が
あ
り
、
そ
の
玄
関
前
の
石
畳
の

な
か
に
石
臼
が
四
基
見
ら
れ
る
。
本
堂
の
礎
石
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
る
。
住
居
に
近
い
ほ
う
か
ら
①
～
④
の
番
号
を
付
け
る
。
②
が
直
径

六
四
カ
ン
で
、
あ
と
の
三
基
は
六
三
″
ン
で
あ
る
。
石
臼
は
、
米
や
小
麦
、
大

豆
な
ど
を
粉
に
挽
く
た
め
の
道
具
で
あ
る
。
円
形
の
二
個
の
石
を
上
下
に

重
ね
合
わ
せ
、
上
の
石
は
上
臼
、
下
の
石
を
下
臼
と
呼
ぶ
。
上
国
を
回
転

さ
せ
て
粉
を
挽
く
。
国
の
面
に
日
と
呼
ば
れ
る
溝
を
刻
み
、
こ
の
溝
か
ら

穀
物
は
粉
に
な

っ
て
出
て
く
る
。
こ
の
目
に
は
い
る
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が

あ
り
、
主
溝
と
副
溝
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
主
溝
は
中
心
か
ら
放
射
状

に
出
て
お
り
、
八
本
で
あ
る
と
八
分
画
と
い
い
、
六
本
で
あ
る
と
六
分
画

と
い
う
。
近
畿
地
方
は
ほ
と
ん
ど
八
分
画
で
、
正
寿
寺
の
も
の
も
い
ず
れ

も
八
分
画
で
あ
る
。
ま
た
主
溝
に
平
行
に
刻
ま
れ
る
副
溝
の
パ
タ
ー
ン
で

時
計
方
向
に
回
す
臼
か
そ
う
で
な
い
国
か
わ
か
る
。
①
は
上
臼
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
心
棒
穴
の
横
に
供
給
日
の
穴
が
あ
る
の
で
、
上
国
と
わ
か
る
。
時

計
方
向
に
回
す
も
の
で
あ
る
。
②
も
上
臼
で
、
同
じ
く
時
計
方
向
に
回
す

も
の
で
あ
る
。
③
は
下
臼
で
、
時
計
方
向
に
回
す
も
の
で
あ
る
。
④
は
上

臼
で
、
半
時
計
方
向
に
回
す
も
の
で
あ
る
。

⑩
石
灯
籠
　
本
堂
横
の
住
職
宅
前
の
庭
に
立

っ
て
い
る
。
笠
の
上
部
に

は
、
別
石
の
宝
珠
を
の
せ
て
い
る
。
宝
珠
を
除
い
た
現
高
は

一
二
五
売
ン
Ｏ

竿
は
円
柱
で
、
笠
は
従
来
の
石
灯
籠
の
形
を
し
て
お
ら
ず
、
近
代
に
な

っ

て
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

写真-24 ③石臼群
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第五章 石造追物に祈り託 し

①
五
輪
塔
の
火
輪
　
震
災
前
に
は
、
本
堂
の
裏
手
に
五
輪
塔
の
火
輪
部

が
二
基
転
が

っ
て
い
た
。　
一
基
は
軒
を
下
に
正
し
く
置
か
れ
、
高
さ
二
五

″
ン、
幅
三
八
売
ン
、
軒
幅
六
カ
ン
笠
の
上
部
の
幅

一
六
″
ン
を
測
る
。
屋
根
の
勾

配
は
軒
先
の
手
前
で
や
や
反
り
返

っ
て
い
る
。
軒
下
は
水
平
で
、
軒
上
も

ほ
ぼ
水
平
で
あ
る
が
、
軒
先
で
上
に
反

っ
て
い
る
。
も
う

一
基
は
、
横
倒

し
の
状
態
で
、
一局
さ
二
九
″
ン、
幅
四
八
″
ン
、
軒
幅

一
〇
カ
ン
を
測
る
。
先
の
火

輪
に
比
べ
る
と
、
硬
直
し
た
感
じ
で
、
軒
は
上
下
と
も
水
平
で
、
笠
の
勾

配
も
ほ
と
ん
ど
直
線
に
近
い
。
い
ず
れ
も
室
町
時
代
後
期
の
造
立
で
あ
る
。

２
　
笠
〔量
寺
の
石
造

遺
物

（青
木
五
丁

目
五
）

①
雨
水
受
　
北
門

か
ら
境
内
に
入

っ
て

正
面
に
あ
る
。
高
さ

は
七
〇
カ
ン
Ｏ
水
穴
は

楕
円
形
を
し
て
お
り
、

内
法
は
七
六
×
四

一

カ
ン
を
測
る
。
正
面
に

縦
怪

一行
に
わ
た

っ

て
銘
文
が
見
ら
れ
る
。
向
か

っ
て
右
端
に

「
天
保
十
己
変

（
一
八
二
九
）

六
月
」
、
左
端
に

「
施
主
濱
屋
五
兵
衛
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
表
面
は

研
か
れ
て
お
り
、
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
現
在
は
、
雨
水
受
の
本
来
の

役
日
は
果
た
し
て
い
な
い
。
無
量
寺
は
戦
後
現
在
地
に
移
転
し
た
の
で
、

寺
に
あ
る
古
い
石
造
遺
物
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

四
節
　
神
社
の
石
造
遺
物

１
　
「
深
江
史
の
庭
」
の
石
造
遺
物

（深
江
本
町
三
丁
目
五
）

大
日
霊
女
神
社
の
境
内
北
西
隅
に

「
深
江
史
の
庭
」
と
し
て
、
石
碑
な

ど
を
集
め
て
い
る
。
各
遺
物
の
番
号
は
、
図
１
１０
の
番
号
に
対
比
す
る
。

①
植
樹
記
念
碑
　
自
然
石
で
、
高
さ

一
〇
〇
々
ン
を
測
る
。
正
面
に
は

「商
和
會
紀
念
樹
」
、
背
面
に
は

「献
木
／
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）
三

月
／
楠
　
一ハ
本
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
「
商
和
會
」
と
は
、
深
江
の
商

店
主
の
団
体
の
こ
と
で
あ
る
。

②
玉
垣
寄
付
芳
名
録
碑
　
一局
さ

一
六
二

・
五
カ
ン
ヽ
幅
二

一
一
カ
ン
、
奥
行

二
四
カ
ン
を
測
る
板
状
の
石
に
、
表
に
王
垣
寄
付
芳
名
録
と
し
て
、
寄
付
者

の
名
前
が
碑
面

一
杯
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
、
左
方
の
表
面
を
研

い
て
、
「
大
正
拾

一
年

（
一
九
二
二
）
五
月
建
設
」
と
あ
り
、
発
起
人
八

一‐工‐

写真-25 ①雨水受
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名
と
相
談
役
二
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
大
正
十

一
年
に
、
神

社
の
回
り
に
建
て
ら
れ
た
玉
垣
は
、
昭
和
三
十
年
八
月
六
日
の
空
襲
で
破

壊
さ
れ
、　
一
部
が
本
殿
西
側
の

「
深
江
史
の
庭
」
に
残
さ
れ
て
い
る
。

③
元
戎
社
の
鳥
居
の
柱
残
欠
　
一
一本
残
さ
れ
て
お
り
、
向
か

っ
て
左
側

の
表
面
に

「
奉
」
、
裏
面
に
縦
書
き
で

「
大
正
三
年

（
一
九

一
四
）
九
月

建
之
」
、
右
側
の
表
面
に

「
納
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
元
は
、
深
江
南

町
三
丁
目
に
あ

っ
た
戎
社
の
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
時
と
左
右

が
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
。
平
成
五
年
に
、
大
日
霊
女
神
社
に
合
祀
さ
れ
、

鳥
居
も
柱
の

一
部
だ
け
が
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。

④
皇
太
子
殿
下
御
誕
生
記
念
鳥
居
建
立
の
奉
献
者
芳
名
録
碑
　
表
面
を

ら
れ
て
い
て
、
向
か

っ
て
左
側
の
柱
の
正
面
に
　
　
一‐Ｏ

　
　
②

⑦

②

⑮

縦
書
き
で

「奉
駄
昭
和
九
年
五
月
吉
日
建
之
」
、
　

図
　
　
①

⑥

右
側
正
面
に

「皇
太
子
殿
下
御
降
誕
奉
祝
記
念
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑥
記
念
植
樹
碑
　
一局
さ
六
三
々
ン
、
幅
八
七
カ
ン
の
自
然
石
の
表
面
に
、
縦

書
き
で
四
行
に
わ
た
り

「
奉
公
義
會
／
明
治
二
十
七
／
八
年
之
役
凱
／
旋

記
念
樹
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い

る
。
明
治
三
十
七
、
八
年

の

日
露
戦
争
凱
旋

の
記
念
に
植

樹
を
し
、
そ
の
時
に
碑
を
建

て
た
も
の
。

⑦
高
橋
川
の
石
橋
の
基
礎

石
　
石
の
表
面
は
研
か
れ
て

い
て
、
次
の
文
字
が
陰
刻
さ

れ
て
い
る

「
奉
寄
進
／
石
橋

／
正
徳
二
壬
辰
歳

（
一
七

一

二
）
／
四
月
八
小

（小
は
日

の
異
体
字
）
／
深
江
村
／
喜

治
郎
」
。
長
さ
は

一
一
〇
カ
ン
、

高
さ
四
四
カ
ン
、
奥
行
き
四
九

カ
ン
を
測
る
。
こ
の
礎
石
に
は

深
江
村
の
網
元
喜
治
郎
に
ま

つ
わ
る
伝
説
が
残
さ
れ
て
い

拓影-7 ②高橋川の石橋の基礎石の銘文
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る

（民
俗
編
第
六
章
参
照
）
。
礎
石
は
、
こ
の
伝
説
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
、

昭
和
の
初
め
に
改
修
さ
れ
る
ま
で
使
わ
れ
、
そ
の
時
記
念
に
残
さ
れ
た
。

上
部
と
背
面
に
は
ノ
ミ
加
工
の
跡
が
見
ら
れ
る
。

③
大
鳥
居
再
建
記
念
碑
　
黒
い
花
蘭
岩
で
で
き
た
板
状
の
碑
で
、
昭
和

五
十
九
年
に
建
て
ら
れ
た
。
表
面
に
銅
板
を
張
り
、
昭
和
五
十
七
年
に
再

建
さ
れ
た
鳥
居
の
寄
進
者
が
書
か
れ
て
い
る
。

③
深
江
の
里
謡
の
記
念
碑
　
昭
和
六
十
二
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。
正

面
に

「
深
江
こ
へ
た
ら
大
日
如
来
　
た
か
い
高
橋
踊
松
　
て
う
子
が
池
に

片
葉
葦
」
と
い
う
、
江
戸
時
代
の
深
江
村
の
情
景
を
う
た

っ
た
唄
を
記
し

て
い
る
。
背
面
に
、
こ
の
里
謡
の
説
明
が
書
か
れ
て
い
る
。

⑩
子
供
神
輿
奉
賛
者
芳
名
録
碑
　
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
に
建
て
ら

れ
た
も
の
。
花
商
岩
の
表
面
に
鋼
板
を
打
ち
つ
け
、
昭
和
五
十
九
年
に
で

き
た
子
供
神
輿
の
奉
賛
者
が
書
か
れ
て
い
る
。

①
社
寺
号
標
石
　
昭
和
九
年

（
一
九
二
四
）
に
建
て
ら
れ
た
旧
大
日
霊

女
神
社
社
寺
号
標
石
。
平
成
十
二
年
に
社
殿
の
震
災
復
興
記
念
碑
が
立
て

ら
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
移
動
さ
れ
て
い
る
。
角
柱
で
、
正
面
に

「大
日
霊

女
神
社
」
、
裏
面
に

「
昭
和
九
年
五
月
吉
日
建
之
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑫
石
灯
籠
の
年
　
一九
は
、
境
内
本
殿
前
に

一
対
で
立

っ
て
い
た
が
、
現

在
は

一
基
の
み
竿
の
部
分
を
残
し
て
い
る
。
他
の
部
分
は
、
昭
和
五
十
七

年
に
別
石
で
補
修
さ
れ
て
い
る
。
竿
の
部
分
は
高
さ
七

一
カ
ン
ヽ
直
径
三
二

彬
を
測
る
。
竿
に
は
節
は
な
く
、
正
面
に
縦
書
き
で
、
「
元
禄
七
甲
戌
年

（
一
六
九
四
）
／
奉
寄
進
御
賓
前
／
六
月
吉
日
　
堂
村
中
」
と
陰
刻
さ
れ

て
い
る
。

④
石
灯
籠

の
竿
　
一死
は
、
境
内

の
本
殿
よ
り
東
南
部

に
あ

っ
た
。
先
の

元
禄
七
年
銘

の
石
灯
籠
と
同
じ
く
、
年

の
部
分
だ
け
が
残
さ
れ
て
お
り
、

他
の
部
分
は
昭
和
五
十
七
年
に
補
修
さ
れ
て
い
る
。
年

の
部
分
の
高
さ
七

拓影-8 ⑫元禄 7年の

石灯籠の竿の銘文
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一
カ
ン
ヽ
直
径
二
四
カ
ン
０
元
禄
七
年
銘
石
灯
籠
の
竿
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で

あ
る
。
年
に
は
節
は
な
く
、
正
面
に
縦
書
き
で
、
「
奉
献
上
／
享
保
十

一

年

（
一
七
二
六
）
／
丙
□
（午
）
六
月
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑭
玉
垣
　
大
正
十

一
年

（
一
九
二
二
）
に
建
立
さ
れ
た
玉
垣
の

一
部
。

現
高

一
四
三
カ
ン
、
幅
二
五
″
ン
を
測
る
。
頭
部
は
曲
線
を
描
い
た
山
形
。
表

面
に

「
一
金
百
五
拾
園

（吉
野
川
浅
吉
以
下
寄
進
者

一
二
人
の
名
と

が

陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
寄
進
者
は
い
ず
れ
も
深
江
の
村
相
僕
の
力
士
の
名
前

で
あ
る
。

⑮
玉
垣
　
⑭
と
同
じ
く
大
正
十

一
年

（
一
九
二
三
）
に
建
立
さ
れ
た
玉

垣
の

一
部
。
現
高

一
二
五
カ
ン
、
幅
二
四
売
ン
を
測
る
。
形
は
⑭
と
同
じ
。
表

面
に

「
一
金
童
百
園
　
大
峯
山
／
深
榮
講
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
「
深

榮
講
」
は
、
深
江
に
あ

っ
た
講
組
織
で
、
大
峯
山
に
男
性
が
詣
る
行
事
で

あ

っ
た

（民
俗
編
第
四
章
参
照
）
。

⑩
商
和
會
記
念
樹
献
木
者
芳
名
録
碑
　
一局
さ

一
三
八
我
シ
、
幅
二
七
々
ン
で
ヽ

板
状
の
石
碑
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）
に
①
に
も
そ
の
名
が

見
ら
れ
た
商
和
會
が
楠
を
記
念
樹
と
し
て
献
木
し
た
と
き
に
、
献
木
し
た

人

（
二
四
人
）
の
名
前
を
表
面
に
記
し
て
い
る
。

⑮
寄
進
碑
　
⑭
と
同
形
の
碑
で
、
昭
和
五
十
九
年
に
子
供
神
輿
と
史
料

館
に
運
営
基
金
を
、
三
角
や
す
さ
ん
が
寄
進
し
た
こ
と
を
示
す
碑
。

⑬
神
楽
橋
記
念
碑
　
形
状
は
、
頭
部
が
角
錐
の
四
角
柱
で
あ
る
。
総
高

四
九
カ
ン
、
各
面
の
幅
は
正
面
と
裏
面
が
三
〇

・
五
カ
ン
ヽ
左
右
の
面
が
二
九

″
ン
Ｏ
正
面
に

「神
楽
橋
」
（楽
と
橋
の
字
は
草
書
体
）
、
裏
面
に

「
明
治
四

十
年

（
一
九
〇
七
）
八
月
架
之
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
神
楽
橋
は
、
明
治

四
十
年
に
津
知
川
に
架
け
ら
れ
た
も
の
で
、
深
江
南
町

一
丁
目
付
近
に
あ

っ

た
。
そ
こ
に
は
現
在
、
「津
知
川
神
楽
橋
の
跡
」
と
書
か
れ
た
石
碑
が
建

っ

て
い
る
。
深
江
南
町

一
丁
目
は
町
名
改
正
以
前
は
、
神
楽
町
と
呼
ば
れ
て

い
て
、
古
く
は
神
楽
新
田
と
い
う
地
名
も
あ

っ
た
。
津
知
川
は
、
神
楽
町

の
西
側
を
流
れ
て
い
た
。

⑩
寄
進
碑
　
⑭
と
同
形
の
碑
で
、
平
成
元
年
に
白
玉

・
末
光
稲
荷
の
改

築
費
を
、
久
保

マ
サ
ヱ
さ
ん
が
寄
進
し
た
こ
と
を
示
す
碑
。

⑩
寄
進
碑
　
⑭
と
同
形
の
碑
で
、
平
成
五
年
に
大
日
霊
女
神
社
に
運
営

基
金
を
、
吉
井
キ
ク
ヱ
さ
ん
が
寄
進
し
た
こ
と
を
示
す
碑
。

写真-26 ⑩神楽橋記念碑
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第五章 石造遺物に祈り託し

図-11 大日霊女神社境内の石造遺物配置図 ⑪
～
③
寄
進
碑
　
⑭
と
同
形

の
碑

で
、
平
成
八
年
に
、
深
江
区
新
調
再
建

だ
ん
じ
り
に
寄
進
し
た
こ
と
を
示
す
碑
。
そ
れ
ぞ
れ
寄
進
者

の
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
る
。

２
　
大
日
霊
女
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

次
に
大
日
霊
女
神
社
境
内
の
石
造
遺
物
を
取
り
上
げ
る
。
現
状
は
図
―

１１
に
示
し
、
大
正
前
期
の
境
内
を
図
１
１２
に
示
し
た
。

①
水
盤
　
一死
、
戎
社
に
あ

っ
た
。
自
然
石
の
上
部
を
掘
り
窪
め
、
水
穴

と
し
て
い
る
。
水
穴
の
縁
は
二
段
に
な

っ
て
い
て
、
内
法
の
測
定
値
は
三

〇
×
四
八
費
ン
を
測
る
。
全
体
の
法
量
は
、　
一
〇
〇
×
六
五
×
高
さ
四
〇
裁
ン

で
あ
る
。
正
面
の
研
か
れ
た
面
に
右
か
ら

「奉
納
」
と
刻
ま
れ
、
背
面
に

縦
書
き
で

「
昭
和
十
七
年

（
一
九
五
二
）
五
月
／
中
尾
賞
／
同
道
雄
」
と
、

年
号
と
寄
進
者
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。

②
③
狐
像
　
白
玉
稲
荷
の
社
の
前
に

一
対
で
あ
る
。
昭
和
五
十

一
年
に

奉
納
さ
れ
た
。
台
石
の
高
さ
は
五
五
々
ン
０
台
石
の
上
に
は
、
丸
彫
り
の
狐

像
が
置
か
れ
て
い
る
。
像
高
は
三
六
売
ン
Ｏ
狛
犬
の
代
わ
り
に
、
稲
荷
神
の

使
い
の
動
物
で
あ
る
狐
を
奉
納
し
て
い
る
。
こ
れ
は
神
使
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
そ
の
神
に
縁
故
の
あ
る
鳥
獣
虫
魚
を
神
意
を
伝
え
る
使
者
と
し
て

置
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
稲
荷
神
社
で
は
狐
、
天
満
宮
で
は
牛
、
日
吉
神

社
で
は
猿
な
ど
が
著
名
で
あ
る
。

④
⑤
石
灯
籠
　
総
高

一
八
六
カ
ン
〇　
一
射
で
あ
り
、
火
袋
だ
け
後
補
さ
れ

て
い
る
。
竿
は
撥
形
で
、
節
は
な
い
。
上
部
で
く
び
れ
て
い
て
、
下
部
は

裾
広
が
り
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
形
は
、
江
戸
時
代
に
は
神
前

（宮
前
）

型
と
呼
ば
れ
る
神
社
奉
納
用
と
し
て
、
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
。
基
礎
は
三

Ｎ
十

木の鳥居

(日召不日54 10)

本の鳥居

(日召不日54 10)

□
①

⑪

　

⑬

　

⑮

⑩

　

⑫

　

⑭

⑬

Ｎ
す

A:本殿  ~＼ ヘ
BI末光稲荷祠

|

C:白玉稲荷祠
|

D:塞ノ神社祠 !④  ⑦

―

 ←特殊鋼製の鳥居 (昭和57)

道 路
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・／

Ｎ
十

↓
稲
荷
筋

段
に
な

っ
て
い
る
。
笠
の
軒
は
中
央
で
薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
あ
る
。
竿

の
正
面
に
は

「
常
夜
燈
」
、
向
か

っ
て
右
の
側
面
に
は

「
文
化
十

一
甲
戊

年

（
一
八

一
四
と
、
左
に
は

「六
月
吉
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
基
礎

図-12 大正期の大日霊女神社境内

¬ |
↑浜街道

A:神輿台 (安政 5年銘有、現存せず)

B:狛 犬 (現存)

C:Bと 一対 (現存)

D:石灯籠 (文化11年銘有、一部補修し現存)

E:石灯籠 (元禄 7年銘有、竿だけ現存)

F:Eと 一対 (現存せず)

G:石灯籠 (享保11年銘有、竿だけ現存)

H:鳥居

狛
犬

（
こ
ま
い
ぬ
）

狛
犬
は
ど
こ
の
神
社
で
も
よ
く
見
か
け
る
。
参
道
入
口
や
社
前
に
置
か

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。　
一
方
が
口
を
開
き
、　
一
方
が
閉
じ
る
と
い
う
阿

咋
の
形
を
と

っ
て
い
る
。
中
国
の
漢
の
時
代
に
、
廟
所
の
前
方
に
守
護
神

的
役
割
と
し
て
石
彫
り
の
獅
子
が
置
か
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
う
。
狛

犬
は
唐
獅
子
と
も
呼
ば
れ
、
異
国
の
動
物
で
あ
る
。
日
本
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
の
は
平
安
時
代
か
ら
で
、
寺
院
に
は
ほ
と
ん
ど
置
か
れ
ず
、

も

っ
ぱ
ら
神
社
に
置
か
れ
た
。
古
く
は
屋
内
に
置
か
れ
た
木
造
が
多
く
、

江
戸
時
代
以
後
に
は
屋
外
に
置
か
れ
た
石
造
が
数
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。
狛
犬
は
そ
の
形
式
に
よ

っ
て
、
大
阪

（浪
花
）
狛
犬

・
出
雲
狛

犬

・
尾
道
狛
犬
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

神
使

（し
ん
し
）

神
社
で
は
、
狛
犬
の
代
わ
り
に
別
の
動
物
の
像
を
置
い
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
特
に
稲
荷
神
社
で
は
狐
像
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

の
部
分
の
背
面
に
文
字
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
風
化
の
た
め
判
読
不
能
。

⑥
水
盤
　
上
部
に
楕
円
形
を
し
た
水
穴
が
あ
り
、
そ
の
内
法
は
五
六
×

二
四
カ
ン
を
測
る
。
全
体
の
法
量
は
、
八
二
×
三
六
×
高
さ
五

一
々
ン
で
あ
る
。

側
面
の
前
方
に
縦
書
き
で

「
奉
納
六
奉
は
草
書
体
）
と
刻
ま
れ
、
背
面
に

は
縦
書
き
で

「
明
治
九

（
一
八
七
六
）
／
子
二
月
／
周
旋
人
／
龍
ケ
浜
喜

二
郎
／
青
木
源
兵
ヱ
／
池
田
伊
之
助
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
「周
旋
」
は
、

事
を
な
す
た
め
に
立
ち
ま
わ
る
こ
と
や
世
話
を
す
る
こ
と
の
意
で
あ
る
。

⑦
百
度
石
　
一局
さ

一
一
四
カ
ン
で
、
新
し
い
も
の
で
あ
る
が
設
置
年
不
詳
。

G

H匡

木

　

一 □脚
B   C

E   F
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第五章 石造遺物に祈り託 し

③
③
石
灯
籠
　
基
礎
は
二
段
か
ら
な
り
、
竿

・
火
袋
と
も
四
角
型
で
、

一
対
の
も
の
。
火
袋
の
火
回
は
木
枠
で
、
ガ
ラ
ス
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
。

総
高
は
二
〇
三
カ
ン
を
測
る
。
竿
の
正
面
に
は
縦
書
き
で

「
奉
納
」
、
背
面

に
は
縦
書
き
で

「大
二
十
二
年

（
一
九
二
三
）
七
月
吉
辰
」
と
陰
刻
さ
れ

て
い
る
。

⑩
⑪
狛
犬
　
ムロ
石
は
花
商
岩
製
で
、
高
さ
八
九
カ
ン
０　
一
対
で
、
⑩
は
正

面
に

「駄
」
。
⑪
は
正
面
に

「奉
」
、
背
面
に
縦
書
き
で

「
大
正
十
三
年
二

月
／
岡
田
正
蔵
／
全
い
く
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
以
前
、
台
石
の
上
に

は
和
泉
砂
岩
製
の
狛
犬
が
の
っ
て
お
り
、
狛
犬
の
下
部
側
面
に
縦
書
き
で

「
大
阪
　
川
島
三
平
刻
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
た
。
地
元
の
石
工
が
台
石
を

作
り
、
狛
犬
は
和
泉
の
石
工
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
川

島
三
平
」
は
、
高
槻
市
原
の
大
正
四
年

（
一
九

一
五
）
に
建
て
ら
れ
た
道

標
に
も

「
石
匠
川
島
三
平
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
狛
犬
は
、
俗
に

「大
阪
狛
犬
」
と
呼
ば
れ
る
形
を
し
て
お
り
、
高
さ
は
八
五
売
ン
で
あ

つ
た
０

平
成
七
年
の
阪
神

。
淡
路
大
震
災
で
、
狛
犬
は
倒
壊
し
た
社
殿
の
下
敷
き

に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
八
年
十
二
月
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。

②
⑬
石
灯
籠
　
一
対
で
、
高
さ
は
二
六
五
カ
ン０
基
礎
は
三
段
に
な

っ
て

お
り
、
竿

。
火
袋
と
も
四
角
型
。
全
体
に
②
③
と
同
形
式
で
、
神
前
型
。

竿
の
正
面
に
草
書
体
で

「献
燈
」
、
背
面
に

「岡
田
正
蔵
／
淵
上
作
成
」
、

⑫
の
向
か

っ
て
左
面
と
⑬
の
右
面
に
、
草
書
体
で
縦
書
き
に

「
明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
）
五
月
吉
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑭
⑮
石
灯
籠

　
一
対
で
、
総
高
三
八
〇
カ
ン
０
基
礎
は
三
段
か
ら
な
り
、

六
角
型
。
基
礎
の
上
部
に
は
複
弁
の
反
花
が
見
ら
れ
る
。
⑭
の
背
面
に
は

百
度
石

（
ひ
ゃ
く
ど
い
し
）

百
度
石
は
社
寺
の
境
内
に
見
ら
れ
、
百
度
参
り
の
際
の
起
点
の
目
安
と

し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
①
お
百
度
を
踏
む
こ
と
は
、
古
く
か
ら
あ

っ

た
祈
願
方
法
で
、
平
安
時
代
に
、
神
仏

へ
の
祈
願
の
方
法
を
数
量
で
計
る

と
い
う
信
仰
が
発
生
し
た
。
百
度
参
り
は
、　
一
日
に
同
じ
神
仏
に
百
回
お

参
り
す
る
と
い
う
方
法
で
、
通
常
の
拝
礼
場
所
か
ら
境
内
の
百
度
石
を
立

て
た
特
定
の
位
置
ま
で
の
往
復
を

一
回
と
数
え
、
こ
れ
を
百
回
繰
り
返
す
。

し
か
し
、
社
寺
の
境
内
が
狭
め
ら
れ
た
り
す
る
と
、
百
度
石
の
位
置
も
変

わ

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

蓮
弁

（れ
ん
べ
ん
）

蓮
の
花
弁
に
か
た
ど

っ
た
文
様
。
蓮
弁
に
は
素
弁

・
単
弁

。
複
弁
の
三

種
類
が
あ
る
。
素
弁
は
弁
の
形
の
み
を
あ
ら
わ
し
、
単
弁
は
素
弁
に
覆
輪

と
呼
ば
れ
る
輪
郭
が
つ
い
て
い
る
も
の
を
い
い
、
複
弁
は
弁
の
中
央
に

一

線
を
界
し
三
分
し
、
二
つ
の
隆
起
の
あ
る
も
の
を
い
う
。
ま
た
、
弁
と
弁

の
間
に
あ
る
小
さ
い
弁
を
間
弁
、
ま
た
は
小
花
と
い
う
。

蕨
手

（わ
ら
び
て
）

本
来
、
拳
の
よ
う
に
曲
が
り
巻
い
た
早
蕨
の
こ
と
を
い
う
。

子
の
屋
根
の
角
な
ど
に
見
ら
れ
る
先
端
が
巻
き
込
み
状
に
な
っ

の
を
、
そ
の
形
か
ら
蕨
手
と
呼
ん
で
い
る
。
石
造
遺
物
で
は
、

角
の
石
灯
籠
の
笠
の
先
端
に
見
ら
れ
る
。

神
輿
や
厨

て
い
る
も

八
角

上
ハ
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岡
部
鶴
太
郎
他
七
人
の
寄
進
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
竿
は
円
柱
で
、

正
面
に

「
奉
駄
」
、
背
面
に
縦
書
き
で

「
大
正
十

一
年

（
一
九
二
二
）
十

二
月
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
六
角
型
で
、
火
日
は
木
枠
で
、
ガ

ラ
ス
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
火
日
の
な
い
面
に
は
、
鹿
な
ど
の
彫
刻
が

ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
の
下
の
中
台
に
も
文
様
が
彫
刻
さ
れ
、
中
台

の
下
部
に
は
蓮
弁
が
見
ら
れ
る
。
笠
に
は
、
六

つ
の
降
り
棟
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
そ
の
先
端
に
蕨
み
が
あ
る
。
⑮
の
基
礎
の
背
面
に
、
松
尾
典
吉
他

七
人
の
寄
進
者
の
名
前
と

「
岡
崎
市
／
石
工
／
杉
田
菊
」
と
石
工
名
が
彫

ら
れ
て
い
る
。
岡
崎
は
花
筒
岩
の
産
出
地
で
も
あ
り
、
石
造
品
も
数
多
く

製
作
さ
れ
て
い
た
。
特
に
石
灯
籠
は
有
名
で
あ
る
。

⑮
⑪
石
柱
　
参
道
に
二
本
の
角
柱
が
立

っ
て
お
り
、
向
か

っ
て
右
の
柱

の
正
面
に
は

「
国
家
宗
祀
」
、
背
面
に

「
松
井
善
太
郎
　
松
井
柴
蔵
」
と

あ
り
、
左

の
柱
の
正
面
に
は

「
鼻
倫
渕
源
」
、
背
面
に
は

「
大
正
元
年

（
一
九

一
三
）
十
二
月
建
之
」
と
あ
る
。
柱
と
柱
は
上
部
で
、
鉄
棒
が
差

し
渡
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
鉄
棒
に
絡
む
よ
う
に
注
連
縄
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。
総
高
は
そ
れ
ぞ
れ
台
石
を
除
い
て
、
三
八
六
カ
ン
Ｏ

⑬
水
盤
　
自
然
石
の
上
部
に
円
形
の
水
穴
が
あ
り
、
縁
は
二
段
に
な

っ

て
い
る
。
内
法
の
直
径
は
六
五
カ
ン
ヽ
高
さ
は

一
〇
八
カ
ン
を
測
る
。
側
面
前

方
に
は
横
書
き
で

「奉
納
」
と
あ
り
、
背
面
に
縦
書
き
で

「
大
正
八
年
七

月
／
松
本
ふ
さ
子
」
と
あ
る
。
高
さ
は

一
〇
八
″
ン０

３
　
八
坂
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

（青
木
五
丁
目

一
）

①
②
石
灯
籠
　
総
高

一
九
七
カ
ン
の
神
前
型
で
、　
一
対
で
立

っ
て
い
る
。

西
の
入
り
日
か
ら
入

っ
た
所
に
あ
る
。
下
に
基
礎
が
三
段
見
ら
れ
る
。
火

袋
は
四
角
型
で
、
竿
は
安
定
感
を
見
せ
る
た
め
に
裾
広
が
り
に
な

っ
て
た

撥
形
で
あ
る
。
西
側
が
正
面
で
、
年
の
正
面
に

「
常
燈
」
、
裏
面
に

「
天

保
十

一
年

（
一
八
四
〇
）
子
五
月
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
社
伝
に
よ
る

天
保
十

一
年
創
建
が
正
し
け
れ
ば
、
神
社
創
建
の
時
に
建
て
ら
れ
た
も
の

Ｎ
十

図-13 八坂神社境内の石造遺物配置図

↑玉垣 (大正 2年の銘あり)

国道43号

A 天満社 (菅原道真 )

B 社殿 (素 轟鳴命 )

C 大国社 (大物主命・戎神 )

D 社務所
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第五章 石造遺物に祈り託 し

で
あ
る
。
年
の
す
ぐ
下
の
台
石
正
面
に

「音

壽
講
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
正
面

文
　
と
裏
面
に
四
角
い
火
目
が
見
ら
れ
、
側
面
は

嚇
　
丸
い
窓
が
見
ら
れ
る
。
青
壽
講
は
、
漁
業
関

謡
　
係
者
の間
で行
わ
れ
て
い
た
講
と
いう
話
が

鉾
　
残
って
い
る
が
、
文
献
で
は
見
ら
れ
な
い。

‐Ｏ
　
　
③
④
石
灯
籠
　
総
高

一
六
六
カ
ン
Ｏ
天
満
宮

影
　
の
社
殿
前
に

一
対
で
あ
る
。
円
形
の
反
花
の

拓
　
あ
る
基
礎
の
上
に
乗

っ
て
い
て
、
竿
も
円
柱

で
あ
る
。
年
の
中
間
に
は
節
が
見
ら
れ
る
。

火
袋
は
六
角
型
で
、
前
後
二
面
に
火
日
が
あ

り
、
他
の
面
は
丸
い
窓
と
模
様
を
陽
刻
し
て
い
る
。
中
台
に
は
下
端
に
複

請
花

（う
け
ば
な
）

上
の
も
の
を
受
け
る
座
の
周
辺
に
上
向
き
の
弁
を
彫
り
め
ぐ
ら
せ
る
花

形
。　
一
般
的
に
は
、
塔
の
相
輪
の
九
輪
の
下
や
宝
珠
の
下
、
石
灯
籠
の
宝

珠
の
下
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

弁
の
請
花
が
あ
る
。
軒
に
見
ら
れ
る
蕨
手
は
、
江
戸
時
代
特
有
の
緞
帳
を
釣

り
上
げ
た
結
び
の
よ
う
な
形
で
あ
る
。
竿
の
正
面
に
「常
燈
」
と
陰
刻
さ
れ

て
い
る
。
向
か

っ
て
右
の
塔
の
年
の
背
面
に
、
風
化
で
読
み
取
り
に
く
い

が
、
「慶
應
三
年

（
一
八
六
七
）
／
丁
卯
二
月
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑤
⑥
狛
犬
　
総
高

一
六
五
カ
ン
で

一
対
の
も
の
。
狛
犬
本
体
は
七
六

・
五

カ
ン
Ｏ
⑤
の
台
石
の
正
面
に

「
駄
」
が
陽
刻
さ
れ
、
背
面
に
は

「
昭
和
十
年

（
一
九
二
五
）
五
月
／
中
西
停
／
同
ぎ
ゆ
う
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
形

状
は
大
阪
狛
犬
で
あ
る
。
花
筒
岩
製
。
⑥
は
、
台
石
の
正
面
に
は

「奉
」

と
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑦
③
石
灯
籠
　
総
高

一
三
二
カ
ン
で

一
対
の
も
の
。
基
礎
部
分
は
、
地
面

に
埋
も
れ
て
い
る
。
竿
は
四
角
柱
で
節
は
な
い
。
火
袋
も
四
角
で
あ
る
。

中
台
に
は
装
飾
は
見
ら
れ
な
い
。
竿
の
正
面
に
は

「
駄
燈
」
、
向
か

っ
て

右
面
に
は

「
明
治
九
年
九
月

（
一
八
七
六
）
吉
日
建
之
」
、
背
面
に
は

「
願
主
　
上
阪
重
助
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
浜
に
あ

っ
た
戎
神
社
が
八

坂
神
社
の
境
内
地
に
移
さ
れ
た
と
き
に
、
建
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
懺
立
　
一局
さ

一
七
〇
売
ン
、
幅
三
二
カ
ン
Ｏ
青
木
青
年
団
創
立
七
周
年
の

写真-28 ②石灯籠
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記
念
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。

「
昭
和
八
年
二
月
十

一
日
」

と
縦
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑩
水
盤
　
自
然
石
の
上
部

に
水
穴
を
穿

っ
て
い
る
。
花

商
岩
製
で
、
高
さ
四
四

・
五

カ
ン
Ｏ
正
面
に

「
船
仲
間
」
、

水
穴
の
内
法
は
八
〇
×
二
四

々
ン
を
測
る
。
背
面
に

「
天
保

十

（
以
下
不

明
）
／
子
四

（以
下
不
明
と

の
銘
文
が
陰

刻
さ
れ
て
い
る
。
一局
さ
四
四

・

五
カ
ン
Ｏ
漁
業
関
係
者
の
奉
納

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、

①
の
石
灯
籠
と
同
じ
天
保
十

一
年
に
、
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

①
⑫
石
灯
籠
　
南
の
入
り
日
か
ら
入

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
高
さ
二
三

〇
を
で

一
対
の
も
の
。
「
昭
和
十
年
五
月
／
神
戸
市
元
町
／
金
村
初
次
郎
」

の
銘
あ
り
。
年
の
正
面
に
は
、
向
か

っ
て
右
が

「
駄
」
、
左
に
は

「
燈
」

と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
狛
犬
と
同
じ
年
月
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
⑫
は
笠

石
鳥
居

（
い
し
と
り
い
）

石
鳥
居
は
神
社
の
入
日
に

普
遍
的
に
見
ら
れ
、
石
造
以

外
に
木
造
な
ど
他
の
材
質
の

物
も
多
く
見
ら
れ
る
。
大
き

く
神
明
鳥
居
と
明
神
鳥
居
の

二
つ
に
分
け
ら
れ
、
多
く
見

ら
れ
る
の
は
明
神
鳥
居
で
あ

る
。
そ
の
基
本
構
造
は
、
左

右
に
二
本
の
柱
を
立
て
て
、

そ
の
上
に
島
木

・
笠
木
を
重

ね
て
の
せ
、
そ
の
や
や
下
に
貫
を
柱
外

へ
突
き
抜
け
る
よ
う
に
架
け
渡
し
、

貫
と
島
木
の
間
に
額
束
を
据
え
付
け
る
。
柱
は
円
柱
が
普
通
で
あ
る
が
、

翻
駒
柱
や
多
角
柱
の
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
柱
の
基
部
に
台
石
や
根ね
穣

。

亀
腹
を
置
く
も
の
も
あ
る
。
神
明
鳥
居
は
、
明
神
鳥
居
に
比
べ
島
本
が
な

く
、
貫
も
柱
を
突
き
抜
け
な
い
。
柱
の
基
部
に
は
台
石
や
亀
腹
も
な
く
、

直
接
地
面
に
立

っ
て
い
る
。
形
式
的
に
は
、
神
明
鳥
居
の
方
が
古
い
も
の

で
あ
る
が
、
石
造
遺
物
と
し
て
の
古
い
も
の
は
明
神
鳥
居
に
多
い
。
中
世

の
遺
品
は
少
な
く
、
江
戸
時
代
に
な

っ
て
数
多
く
作
ら
れ
る
。
構
造
上
Ｙ

安
定
感
が
な
く
倒
壊
し
や
す
い
の
で
、
柱
の
部
分
を
利
用
し
て
記
念
碑
と

す
る
こ
と
も
多
い
。
鳥
居
の
起
源
は
、
定
説
が
な
く
、
イ
ン
ド
の
仏
塔
の

四
方
に
立

つ
石
造
の
問
よ
り
発
生
し
た
と
す
る
説
と
、
日
本
古
来
の
神
社

の
問
が
今
の
形
に
な

っ
た
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
。

写真-29 ⑩「触仲間」の銘のある水盤
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第五章 石造遺物に祈り託し

の
下
が
少
し
破
損
し
て
い
る
。

⑬
石
鳥
居
　
明
神
鳥
居
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
高
さ
約
四
〇
〇
″
ン
を
測

る
。
柱
は
円
柱
で
、
根
元
に
台
石
を
備
え
る
。
額
東
に
は

「
八
坂
神
社
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
笠
木
は
両
端
が
反

っ
て
い
る
。
向
か

っ
て
左
側
の
柱

の
正
面
に

「
納
」
、
背
面
に

「
早
駒
組
」
、
右
側
の
柱
の
正
面
に

「奉
」
、

背
面
に

「大
正
十
二
年

（
一
九
二
四
）
二
月

一
日
　
早
駒
組
若
中
」
と
縦

書
き
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
近
く
に
建
設
関
係
の
会
社
と
し
て

早
駒
組
は
あ
る
。
平
成
八
年
四
月
に
柱
の
外
側
を
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の
よ
う

な
も
の
で
包
み
込
ん
で
い
る
。

⑭
道
路
元
標
　
総
高
六
五

・
五
カ
ン、
隠

・
奥
行
と
も
二
五
々
ン
を
測
る
。

上
部
は
櫛
形
。
花
闘
岩
製
で
、
正
面
に
縦
書
き
で
「
本
庄
村
道
路
元
標
」
と

陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
こ
の
場
所
の
旧
浜
街
道

（現
在
は
国
道
四

三
号
）
に
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た

（民
俗
編
第

一
章
参
照
）
。

４
　
春
日
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

（北
青
木
四
丁
目
二
〇
）

①
②
石
灯
籠
　
一局
さ

一
九
二
カ
ン
の
神
前
型
。　
一
対
で
、
基
礎
は
二
段
に

な

っ
て
お
り
、
上
段
正
面
に
右
か
ら

「氏
子
中
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

年
は
撥
形
で
、
①
②
共
、
正
面
に

「
常
夜
燈
」
、
向
か

っ
て
右
面
に

「
明

治
廿
六
年

（
一
八
九
二
）
八
月
建
之
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
②
に
は
、

基
礎
上
段
の
向
か

っ
て
左
面
に

「
世
話
人
　
中
田
太
左
門
　
一副
田
吉
二
郎

①
神
明
鳥
居

②
明
神
鳥
居

③
稲
荷
鳥
居

写真-30 ⑭道路元標拓影-1l ⑭道路元標の銘文
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図-14 春日神社境内の石造遺物配置図

↑コンクリート製の鳥居
(平成 9年 )

Ｎ
十

桝
谷
弥
兵
衛
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
正
面
と
背

面
に
四
角
い
火
日
が
あ
る
。
側
面
に
は
丸
い
窓
が
あ
る
。

③
④
石
灯
籠
　
一
対
の
も
の
で
、
高
さ

一
四
カ
ン
の
丸
い
台
石
の
上
に
の
っ

て
い
る
。
高
さ
二
〇
七
カ
ン
Ｏ
竿
は
円
柱
で
、
中
間
に
節
が
見
ら
れ
る
。
火

袋
は
六
角
型
で
、
正
面
と
背
面
に
四
角
い
火
日
が
あ
る
。
年
の
正
面
に
は

「
奉
燈
」
、
背
面
に
は
、
「
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）
五
月
／
横
屋
土
地

匡
劃
整
理
組
合
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑤
水
盤
　
一局
さ
四
五

・
五
カ
ン
、
上
面
の
長
さ

一
三
八
カ
ン
を
測
る
。
自
然

石
の
上
部
に
四
角
い
水
穴
が
穿
た
れ
て
い
る
。
縁
は
二
段
に
な

っ
て
お
り
、

穴
の
内
法
は
四
四

・
五
×
二
七

・
五
カ
ン
を
測
る
。
正
面
に

「
奉
納
」
、
背

面

に

「
大
正
三
年

（
一
九

一
四
こ

と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
本
庄
地
域

に

あ
る
水
盤
は
、
水
盤

・
延

・
手
水
鉢
な
ど
の
名
称
が
彫
ら
れ
て
い
な
い
。

③
阪
神
大
水
害
の
記
念
碑
　
昭
和
十
二
年

の
阪
神
大
水
害

の
時

の
、
流

れ
て
き
た
巨
石
を
利
用
し
て
建

て
た
記
念
碑
。
表
面
の
自
然
面

に
は

「
水

災
復
興
」
「
記
念
」
と
陰
刻
さ
れ
、
裏
面
は
石

の
表
面
を
研
き
、
次

の
よ

う
な
文
章
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
当
時

の
西
青
木
地
区

の
被
害
状
況
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
二
年
七
月
五
日
阪
神
間
六
甲

山
麓
ヲ
襲
ヒ
タ
ル
水
災

ハ
天
丼
川
ヲ

氾
濫
セ
シ
メ
遂
二
西
青
木
全
匝
五
百

餘
戸
二
甚
大
ナ
ル
水
禍
ヲ
及
ホ
セ
リ

然
レ
ド
モ
直
後
ヨ
リ
縣
下
諸
国
腔
ノ

勢
力
奉
仕
卜
村
民

一
致
ノ
勤
勢
作
業

卜
約
二
萬
五
千
園
ノ
費
ト
ニ
ヨ
リ
同

年
十
二
月
末
復
興
全
ク
成
ル
洵
二
慶

ビ
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
ナ
リ

姦
二
首
時
ノ
巨
石
二
刻
シ
テ
記
念
ト

ス
昭
和
十
四
年
七
月
五
日

西
青
木
匠
長
　
一剛
田
□
二
郎

役
　
　
菌貝

川
西
　
辰

一
　

魚
谷
　
重
曇
画

吉
松
　
重
弐
　
國
井
　
美

一

中
田
熊
太
郎
　
一刷
田
安
兵
衛
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第二章 石造遺物に祈 り託 し

前
田
　
菊
松

福
井
保
兵
衛

芦
谷
　
　
薫

中
田
松
太
郎

中
田
常
太
郎

魚
谷
　
種
吉

流
石
の
高
さ
は

一

四
五
☆
ン
、
幅
は

一
八

五
カ
ン
を
測
る
。

昭
和
十
二
年
の
阪

神
大
水
害
の
時
の
記

念
碑
と
し
て
は
、
他

に
も
東
灘
区
内
に
、

住
吉
本
町
三
丁
目
の

住
吉
学
園
内
の
流
石

碑
や
住
吉
台
の
落
合

橋
北
詰
に
あ
る
道
標
を
兼
ね
た
水
災
紀
念
碑
な
ど
が
あ
る
。

５
　
稲
荷
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

（森
北
町
四
丁
目

一
七
）

①
石
灯
籠
　
南
側
に
あ
る
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
石
段
が
あ
り
、
上
に
上
が

る
と
左
右
に
石
灯
籠
が
見
ら
れ
る
。
西
側
に
あ
る
の
が
①
で
、
現
高
は

一

八
〇
カ
ンＯ
完
形
で
、
請
花
は
省
略
さ
れ
、
正
面
が
四
角
形
に
な

っ
て
い
る
。

境
内
の
石
灯
籠
は
、
特
に
明
記
し
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
形
状
の
も
の
で
あ

る
。
基
礎
は

一
段
に
な

っ
て
い
る
が
、
下
半
分
が
土
に
埋
も
れ
て
い
る
。

年
は
神
前
型
に
な

っ
て
い
る
。
正
面
は
東
向
き
で
、
「
永
代
常
夜
燈
」
と

し

っ
か
り
し
た
字
で
陰
刻
さ
れ
、
南
面
に

「
七
月
吉
日
」
、
北
面
に
は

「
宝
暦
二

（
一
七
五
二
）
壬
申
年
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
四
角

型
で
、
北
面
と
南
面
は
四
角
い
火
日
に
な

っ
て
お
り
、
東
面
は
半
円
形
の
、

西
面
に
は
円
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。

②
石
灯
籠
　
①
と
石
段
を
は
さ
ん
で
東
側
に
あ
る
。
形
状
は
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
が
、　
一
対
で
は
な
い
。
総
高
は

一
九
五
″
シ
。
①
②
と
も
笠
は
軒
が

薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
、
軒
上
は
軒
端
で
上
方
に
強
く
反
転
し
て
い
る
。

隅
降
棟
は
波
形
の
曲
線
に
な

っ
て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
竿
は

正
面
が
撥
形
に
な

っ
て
お
り
、
正
面
が
西
向
き
で
、
「
常
夜
燈
」
と
陰
刻

さ
れ
、
背
面
に

「
願
主
神
田
小
右

ヱ
門
」
、
南
面
に

「
安
政
四

（
一
八
五

七
）
巳
年
二
月
吉
辰
」
と
そ
れ
ぞ
れ
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
吉
辰
は
吉
日
と

同
じ
意
味
の
語
句
で
、
石
造
遺
物
で
は
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。
基
礎

は
二
段
か
ら
成
り
、
下
段
の
東
面
に

「石
工
／
文
右

ヱ
門
／
作
」
と
陰
刻

さ
れ
て
い
る
。
文
右
ヱ
門
が
ど
こ
の
石
工
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
地
元
の

（御
影

・
住
吉
）
石
工
と
思
わ
れ
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
面
と
北
面

は
四
角
い
火
日
に
な

っ
て
お
り
、
東
面
は
半
円
形
の
、
西
面
に
は
円
形
の

窓
が
見
ら
れ
る
。

③
井
戸
枠
　
①
②
の
東
側
に
あ
る
。
上
部
に
は
分
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト

写真-31 ⑥阪神大水害の記念碑
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図-15 稲荷神社境内の石造遺物配置図

●石段

〇 〇〇〇 〇〇〇

② OO②

・脚

‰
器

□

の
蓋
が
あ
り
、
中
は
見
ら
れ
な
い
。
井
桁
に
組
ま
れ
て
お
り
、
西
を
正
面

と
し
て
、
幅

一
〇
八

・
五
カ
ン
、
高
さ
四
九
″
ン
、
奥
行

一
一
〇
寺
を
測
る
。

各
面
と
も
素
面
で
あ
る
。
　
　
ィ

④
水
盤
　
③
と
南
北
に
並
ん
で
所
在
す
る
。
正
面
が
西
向
き
で
、
上
端

の
幅

一
三
六
カ
ン
、
高
さ
六
五
々
ン
、
上
端
の
奥
行
六
三
カ
ン
を
測
る
。
上
部
に

精
円
形
の
水
穴
を
穿
ち
、
内
法
は
九
九
×
二
九
カ
ン
を
測
る
。
水
穴
の
縁
は

水
盤
上
部
の
面
よ
り
盛
り
上
が

っ
て
い
る
。
正
面
に
右
よ
り
横
書
き
で

「奉
納
」
と
浅
く
広
く
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
北
面
に

「文
政
五
盆

八
三
二
）

壬
午
年
／
六
月
吉
祥
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
吉
祥
日
と
吉
日
は
同
意

が
盛
ん
で
あ

っ
た
様
子
が
偲
ば
れ
る
。
正
面
に
は
、
幅

一
二
八
売
ン、
高
さ

三
八
我
ン
ヽ
奥
行

一
二

・
五
カ
ン
を
測
る
板
状
の
石
材
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

⑤
石
標
　
①
～
④
が
所
在
す
る
平
坦
面
の
、
中
央
北
側
に
あ
る
石
段
の

す
ぐ
東
脇
に
立

っ
て
い
る
。
幅
二
四
カ
ン
、
高
さ

一
一
八
カ
ン
、
奥
行

一
五
裁
ン

を
測
る
四
角
柱
で
、
正
面
は
三
行
書
き
で
、
中
央
に

「
公
債
／
金
五
拾
園

鳥
居
久
吉
／
同
壽
枝
」
（公
債
は
右
よ
り
横
書
き
）
、
そ
の
右
側
に

「皇

國
擁
護
基
金
献
納
　
大
坂
」
、
左
側
に

「
百
箇
所
之
外
第
拾
五
琥
」
、
石
標

の
向
か

っ
て
右
面
に

「
昭
和
武
年
九
月
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑥
⑦
石
灯
籠
　
⑤
の
横
の
石
段
を
上
が
る
と
、
左
右
に

一
対
の
石
灯
籠

□
⑬  ⑭

B困

⑩ l③

A 鳴澤女命社

B 天満宮

C 白虎社

D 五社

(神 功皇后

大物主命

綿津見神

伊 Iht冊命

正哉吾勝命 )

を祀る祠

E 地車庫

F 神輿庫

G 神輿庫

H 社務所

)l ⑪

●石段

⑦

i石段

⑤

②

●石段

④

⑥

①

語
で
あ
る
。
背
面
に
は
、
「
願
主
深

江
村
／
高
瀬
新
兵
衛
／
岡
茂
左
衛
門

居

／
坂
日
玄
泉
／
坂
日
文
右
衛
門
／
儀

鳥効
　
野
甚
右
衛
門
／
紺
屋
忠
右
衛
門
／
岡

珠
　
田
屋
幸
左

ヱ
門
／
永
田
屋
八
左
衛
門

Ｏ一　
／
永
田
屋
平
次
良
／
大
工
吉
右
衛
門

一　
／
中
尾
屋
伊
兵
衛
／
魚
屋
八
良
兵
衛

一　
／
濱
屋
清
三
郎
／
魚
屋
庄
兵
衛
／
濱

。
　
屋
甚
兵
衛
／
音
木
村
／
魚
屋
三
四
郎
」

と

一
面
い
っ
ぱ
い
に
陰
刻
さ
れ
て
い

る
。
魚
屋
や
濱
屋
な
ど
当
時
の
漁
業

□

□

□

口
臼
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第五章 石造遺物に祈り託 し

拓影-12 ④水盤の奉納者

が
あ
る
。
年
は
神
前

型
で
、
撥
形
の
く
び

れ
方
は
①
②
よ
り
激

し
い
。
総
高
墜

一七

〇
カ
ン
で
、
稲
荷
神
社

の
境
内
の
石
造
遺
物
で
は

一
番
高
い
も
の
で
あ
る
。
宝

珠
の
請
花
の
上
部
は
波
形
に
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
基
礎

は
三
段
か
ら
成
り
、
⑥
中
段
の
北
面
に

「武
庫
郡
本
庄

村
之
内
／
深
江
村
／
岡
田
正
蔵
」
、
⑦
は
東
面
に

「
岡

田
正
蔵
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
南
面
が
正
面
で
、
竿

の
正
面
に

「
献
燈
」
、
背
面
に

「
明
治
四
十
三
年

（
一

九

一
〇
）
二
月
二
日
」
と
、
こ
れ
も
く
ず
し
た
字
で
陰

刻
さ
れ
て
い
る
。
笠
は
軒
口
が
斜
め
に
切
ら
れ
、
軒
端

が
大
き
く
反
り
か
え

っ
て
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、

南
面
と
北
面
に
四
角
い
火
日
が
あ
り
、
東
面
に
円
形
、

西
面
に
三
日
月
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
⑦
は
、
火
袋
の

東
面
と
西
面
が
⑥
と
比
べ
て
逆
で
あ
る
。

③
玉
垣
　
本
殿
の
あ
る
平
坦
地

へ
上
る
石
段
を
上
が

る
と
、
左
右
に
玉
垣
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
寄
進
者
の

名
前
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
石
段
の
最
上
部
の
脇
に
あ

る
物
は
、
石
段
の
耳
石
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、　
一
回
り
大
き
な
も
の

に
な

っ
て
い
る
。
頭
部
が
角
錐
の
四
角
柱
で
、
流
紋
岩
製
。
石
段
西
側
の

③
は
、
北
面
に

「免
原
郡
脇
漬
浦
／
長
演
清
五
郎
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

幅
二
五

・
五
カ
ン
、
高
さ

一
〇
八
カ
ン
、
奥
行
二
六
″
ン
を
測
る
。

③
玉
垣
　
石
段
を
は
さ
ん
で
③
の
東
側
に
あ
る
。
同
形
式
の
も
の
で
、

写真-32 ④深江・ 青木村の人々が奉納 した水盤
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幅
二
七
カ
ン
、
高
さ

一
〇
七
カ
ン
ヽ
奥
行
二
六
カ
ン
を
測
る
。
北
面
に

「
深
江
郁

／
岡
田
正
蔵
」
、
西
面
に

「
献
築
　
明
治
十
八
年

（
一
八
八
五
）
／
酉
第

五
月
生
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑩
石
灯
籠
　
③
の
す
ぐ
西
側
に
あ
る
。
総
高
は
二
四
〇
カ
ン
で
ヽ
宝
珠
に

四
角
形
の
請
花
を
伴
う
。
基
礎
は
三
段
か
ら
成
り
、
中
段
の
南
面
に

「
小

西
屋
／
治
右
衛
門
／
大
佛
屋
／
六
兵
衛
」
と
寄
進
者
の
名
前
が
陰
刻
さ
れ

て
い
る
。
基
礎
の
北
面
に
は
、
火
袋
に
火
を
入
れ
る
と
き
に
上
が
る
石
段

が
据
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。
竿
は
神
前
型
で
形
は
良
い
。
南
面
が
正
面
で
、

「常
夜
燈
」
、
東
面
に

「
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）
／
丙
午
九
月
吉
日
」
と

陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
後
補
さ
れ
た
も
の
で
真
新
し
く
、
四
角
型
で

南
面
と
北
面
は
四
角
い
火
日
に
な

っ
て
お
り
、
木
枠
の
窓
が
付
け
ら
れ
て

い
る
。
東
面
は
半
円
形
、
西
面
は
円
形
の
窓
に
な

っ
て
い
る
。

⑪
石
灯
籠
　
⑩
と

一
対
の
も
の
で
、
年
代

・
寄
進
者
銘
と
も
同
文
。
ま

た
そ
の
北
側
に
も
う

一
基
灯
籠
が
あ
り
、
「
献
灯
」
「
保
存
講
」
「
世
話
人

岡
田
正
蔵
」
と
読
め
る
が
、
樹
木
に
覆
わ
れ
詳
細
不
詳
。

⑫
水
盤
　
自
然
石
の
上
面
に
水
穴
が
穿
た
れ
、
内
法
は
九
四
×
三
六
カ
ン

を
測
る
。
高
さ
六
五
売
ン
Ｏ
樹
木
で
銘
文
の
有
無
は
不
明
。
正
面
は
素
面
。

⑬
⑭
石
灯
籠
　
拝
殿
の
前
に

一
対
で
立

っ
て
い
る
。
切
石
積
の
台
石
上

に
二
段
の
基
礎
を
築
き
、
総
高
は
二
六
六

。
五
カ
ン
を
測
る
。
竿
は
四
角
型

で
、
上
部
の
四
隅
は
少
し
起
り
が
見
ら
れ
、
下
方
は
若
干
裾
広
が
り
に
な

っ

て
い
る
。
正
面
に
上
部
が
花
頭
形
の
窪
み
を

つ
け
、
内
部
に

「駄
燈
」
と

陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
背
面
は

「文
久
元

（
一
八
六

一
）
／
辛
酉
弥
生
」
と

江
戸
時
代
末
期
の
年
号
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
基
礎
の
上
段
の
正
面

に
、
右
か
ら
横
書
き
で

「
青
木
」
、
中
段
の
正
面
も
同
じ
く
右
か
ら
横
書

き
で

「
惣
講
中
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
背
面
に
は
、
火
日
に
火
を
入
れ

過
時
に
上
る
石
段
が
据
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
四
方

と
も
四
角
い
火
日
に
な

っ
て
お
り
、
木
枠
の
窓
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
笠

花
頭
形

（か
と
う
が
た
）

花
頭
窓
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
、

宗
建
築
と
と
も
に
わ
が
国
に
入

っ
上
が
狭
く
下
の
広
が

っ
た
形
の
窓
。
禅

て
き
た
。
火
燈
形
と
も
書
く
。

写真-33 ①石灯籠
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第五章 石造遺物に祈り託し

の
四
隅
は
強
く
反
転
し
て
い
る
。
宝
珠
に
は
請
花
が
伴

っ
て
お
り
、
そ
の

上
部
は
波
形
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。

⑮
⑩
石
灯
籠
　
本
殿
は
拝
殿
よ
り

一
段
高
い
所
に
あ
り
、
そ
の
西
側
に

二
つ
の
祠
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
鳴
澤
女
命
と
天
満
宮
を
祀

っ
て
い
る
。
天

満
宮
の
前
に
四
基
の
石
灯
籠
と
二
基
の
狛
犬
が
立

っ
て
い
る
。
⑮
は
⑩
と

共
に
最
前
列
に

一
対
で
立

つ
石
灯
籠
で
あ
る
。
⑮
は
宝
珠

・
請
花
が
亡
失

し
て
お
り
、
現
高
は

一
五
四
売
ン
を
測
る
。
基
礎
は
二
段
か
ら
成
り
、
上
段

の
正
面
に
横
書
き
で
右
か
ら

「
野
間
門
人
中
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
野

間
門
人
は
、
本
庄
墓
地
内
に
墓
碑
が
あ
る
野
間
本
造
を
慕
う
門
下
の
人
々

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
野
間
本
造
に
つ
い
て
は

『
武
庫
郡
誌
』
に
記
述
が
あ

る

（本
章
二
節
参
照
）
。
背
面
に
は

「
凄
起
人
／
岡
田
正
蔵
／
野
村
平
兵

衛
」
と
か
な
り
く
ず
し
た
字
で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
年
は
神
前
型
の
物
で
、

正
面
に

「
駄
燈
」
、
背
面
に

「
明
治
二
十
七
年

（
一
八
九
四
）
七
月
」
と

陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
面
と
北
面
に
四
角
い
火
日
が

あ
り
、
東
面
に
円
形
、
西
面
に
三
日
月
形
の
窓
が
あ
る
。
⑩
は
、
宝
珠
と

四
角
型
の
請
花
も
あ
り
、
完
形
で
総
高
は

一
七
八
我
ン
を
測
る
。

①
⑬
石
灯
籠
　
一
対
の
も
の
で
、　
一
段
の
基
礎
の
上
に
あ
る
年
は
神
前

型
で
は
な
い
四
角
柱
状
の
も
の
で
あ
る
。
南
面
が
正
面
で
、
⑩
は

「
天
満

宮
」
、
東
面
に

「
願
主
　
宮
本
中
／
敬
白
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
西
面

は
風
化
で
ほ
と
ん
ど
文
字
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
⑬
の
東
面
と
同
じ
内
容

の
銘
文
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
総
高
は

一
二
五
″
ン
Ｏ
火

袋
も
四
角
型
で
、
南
面
と
北
面
に
四
角
い
火
日
が
あ
り
、
東
面
に
円
形
、

西
面
に
半
円
形
の
窓
が
あ
る
。
宝
珠
に
は
請
花
を
伴
い
、
四
角
型
で
あ
る
。

⑬
は
笠
な
ど
に
破
損
が
目
立

つ
。
年
の
正
面
に

「
天
満
宮
」
、
東
面
に

「寛
延
三

（
一
七
五
〇
）
庚
午
年
／
九
月
廿
五
日
」
、
西
面
に

「願
主
宮
本

住
某
／
敬
白
」
と
そ
れ
ぞ
れ
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑩
⑩
狛
大
　

一
対
で
、
高
さ
六
九
カ
ン
の
台
石
上
に
置
か
れ
て
い
る
。
狛

犬
は
砂
岩
製
で
、
下
部
は
厚
さ
九
☆
ン
の
敷
石
に
な

っ
て
お
り
、
狛
犬
そ
の

も
の
の
高
さ
は
五
五
カ
ン
を
測
る
。
大
阪
狛
犬
の
形
式
で
、
⑩
は
敷
石
の
正

面
に

「
駄
」
、
背
面
に
右
か
ら
横
書
き
で

「
明
治
四
十
四
年

（
一
九

一
一
）

□
月
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
⑩
は
、
敷
石
の
正
面
に

「
奉
」
、
背
面
に

右
か
ら
横
書
き
で

「稜
起
人
岡
田
正
蔵
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑪
石
祠
　
天
満
宮
の
祠
の
斜
め
前
方
に
あ
る
。
幅
三
八
カ
ン
、
高
さ
三
〇

々
ン
の
基
礎
上
に
室
部
が
あ
り
、
正
面
は
扉
が
な
く
、
中
に
は
何
も
祀
ら
れ

て
い
な
い
。
屋
根
は
頭
部
に
水
平
棟
が
あ
り
、
幅

一
九
熊
ン、
高
さ
六
カ
ン
を

測
る
。
屋
根
全
体
の
幅
は
四
七
″
ン
ヽ
高
さ
三

一
″
ン
を
測
る
。
隅
降
棟
は
、

軒
に
向
か

っ
て
緩
や
か
な
照
り
曲
線
を
示
し
て
い
る
。
銘
文
は
見
ら
れ
な

い
。
何
を
祀

っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
の
神
を
祀

っ
て
い
た
祠

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

②
自
然
石
　
④
の
石
祠
の
横
に
あ
る
。
高
さ
六
四
カ
ン
、
幅
五
〇
裁
ン
を
測
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る
。
自
然
石
の
表
面
に
無
数
の
窪
み
が
見
ら
れ
る
。
自
然
に
つ
い
た
も
の

か
人
為
的
な
も
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
石
材
が
何
で
あ
る
か
は
神
社
の
人
も
ご
存
じ
な
い
。

④
石
灯
籠
　
本
殿
の
西
南
隅
に
立

つ
。
茂
み
の
中
に
あ
り
、
外
か
ら
は

ほ
と
ん
ど
存
在
は
分
か
ら
な
い
。
上
部
が
繰
形
座
に
な

っ
て
い
る
基
礎
の

上
に
竿
が
あ
り
、
四
角
柱
で
角
に
は
面
取
り
が
さ
れ
て
い
る
。
南
面
が
正

面
で
、
「奉
献
上
　
石
灯
篭
」
、
背
面
に

「
元
禄
六

（
一
六
九
二
）
癸
酉
年

四
月
十
八
日
」
、
東
面
に

「岩
井
嘉
左
衛
門
」
、
西
面
の
下
方
に

「岩
井
重

兵
衛
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
稲
荷
神
社
境
内
の
石
造
遺
物
の
中
で
は
、

最
も
古
い
紀
年
銘
を
刻
ん
で
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
四
角

い
火
日
が
あ
り
、
西
面
に
半
円
形
、
東
面
に
円
形
の
窓
が
あ
る
。
過
去
に

倒
壊
し
た
の
か
、
各
部
の
継
目
が
セ
メ
ン
ト
で
補
修
さ
れ
て
い
る
。
総
高

は

一
六
三
カ
ン
で
ヽ
竿
２
局
さ
は
五
八
カ
ン
を
測
る
。

②
石
灯
籠
　
本
殿
前
の

一
段
低
い
と
こ
ろ
に
立

つ
。
総
高
は
二
七
〇
カ
シ。

繰
形
座

（く
り
が
た
ざ
）

蓮
弁
を
彫
ら
ず
、
曲
線
だ
け
に
し
た
座
。

基
礎
は
上
部
に
蓮
弁
が
見
ら
れ
、
中
央
に
複
弁
を
意
識
し
た
単
弁

一
葉
、

隅
に
も
同
じ
形
の
単
弁
を
刻
出
し
て
い
る
。
竿
は
円
柱
で
、
長
さ
は
八

一

カ
ン
を
測
る
。
中
央
に
二
条
線
の
節
が
見
ら
れ
る
。
南
側
の
正
面
に
は
、

「
永
代
常
夜
燈
」
、
背
面
に

「
六
月
吉
祥
日
」
、
東
面
に

「
願
主
宮
本
次
郎

兵
衛
」
、
西
面
に

「
延
享
元

（
一
七
四
四
）
甲
子
歳
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い

る
。
石
の
表
面
は
風
化
で
荒
く
な

っ
て
お
り
、
文
字
は
読
み
取
り
に
く
く

な

っ
て
い
る
。
中
台
下
方
に
は
蓮
弁
が
見
ら
れ
、
中
央
に
単
弁

一
様
、
隅

に
も
単
弁
が
刻
出
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
四
角
い

火
日
が
あ
り
、
西
面
に
半
円
形
、
東
面
に
円
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
笠
は

四
隅
に
蕨
手
と
呼
ば
れ
る
巻
き
込
み
状
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。

⑮
④
狛
犬
　
本
殿
前
に

一
対
で
あ
り
、
高
さ
九
二
カ
ン
の
台
石
上
に
の
っ

て
い
る
。
⑮
の
台
石
は
正
面
に

「
厭
」
、
背
面
に

「
大
二
十
二
年

（
一
九

二
四
）
二
月
／
深
江
／
岡
田
正
蔵
／
仝
い
く
」
西
面
に

「大
阪
八
軒
家
／

石
匠
川
島
三
平
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
深
江
本
町
三
丁
目
所
在
の
大
日

霊
女
神
社
境
内
に
も
、
同
じ
寄
進
者
、
石
工
に
よ
る
狛
犬
が
こ
れ
よ
り

一

カ
月
前
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
狛
犬
は
大
阪
型
で
、
高
さ
九
〇
カ
ン
を
測
る
。

大
日
霊
女
神
社
の
も
の
と
違
い
、
花
商
岩
製
で
あ
る
。
⑮
の
台
石
の
正
面

に
は

「奉
」
と
、
く
ず
し
た
字
で
陰
刻
さ
れ
、
他
は
⑮
と
同
じ
銘
文
が
刻

拓影-13 ⑩元禄 6

年の石灯籠の銘文
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第五章 石造遺物に祈り託し

ま
れ
て
い
る
。

⑮
石
灯
籠
　
本
殿
前
に
立

つ
。
総
高
は
三
二
三
カ
ン
で

　ヽ
一
見
②
と

一
対

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
細
部
に
わ
た

っ
て
違
い
が
あ
り
、
作
成
さ
れ
た
年

代
も
違

っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
古
い
の
で
、
②
は
こ
れ
と

一
対
に
な

る
よ
う
に
、
類
似
形
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
基
礎
の
上
部
に
蓮
弁

が
見
ら
れ
、
隅
に
単
弁
が
刻
出
さ
れ
、
中
央
に
も
押
し

つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う

な
間
弁
状
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
竿
は
円
柱
で
、
長
さ
は
八
四
カ
ン
を
測
る
。

中
央
に
二
条
線
の
節
が
見
ら
れ
、
正
面
に

「
永
代
常
夜
燈
」
、
東
面
に

「享
保
十
三

（
一
七
二
八
）
戊
申
年
」
、
西
面
に

「如
月
吉
祥
日
　
宮
本
願

主
四
良
左
衛
門
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
中
台
の
下
部
に
も
連
弁
が
見
ら

れ
、
中
央
に
複
弁

一
葉
、
そ
の
左
右
に
間
弁
を
配
し
、
隅
に
も
複
弁
を
刻

出
し
て
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
四
角
い
火
日
が
あ
り
、
東

面
に
半
円
形
、
西
面
に
円
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
笠
の
四
隅
に
蕨
手
が
見

ら
れ
、
②
よ
り
大
き
い
巻
き
込
み
状
に
な

っ
て
い
る
。

④
⑩
石
灯
籠
　
本
殿
東
の
五
社
を
祀
る
祠
の
前
に

一
対
で
立

つ
。
高
さ

一
八
″
ン
の
台
石
上
に
立
ち
、
総
高

一
九
〇
舟
ン
Ｏ
基
礎
に
は
、
側
面
に
花
頭

形
の
格
狭
間
を
意
識
し
た
輪
郭
が
各
面
に
見
ら
れ
る
。
上
部
に
は
連
弁
が

見
ら
れ
、
中
央
に
単
弁

一
葉
、
左
右
に
間
弁
を
配
し
、
隅
に
も
単
弁
を
刻

出
し
て
い
る
。
年
は
神
前
型
で
、
各
面
の
左
右
両
端
に
外
よ
り

一
升
ン
入

っ

た
と
こ
ろ
に

一
本
の
筋
が
縁
に
沿

っ
て
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
④
は
、
正
面

に

「
永
代
常
夜
燈
」
、
東
面
に

「
宝
永
七

（
一
七

一
〇
）
庚
寅
年
如
月
八

日
」
、
西
面
に

「
施
主
宮
本
神
田
久
左
衛
門
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
中

台
に
蓮
弁
は
見
ら
れ
な
い
が
、
側
面
に
は
桐
や
菊
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
四
角
い
火
日
が
あ
り
、
東
面
は
半
円
形
、

西
面
は
円
形
の
窓
に
な

っ
て
い
る
。
笠
の
隅
降
棟
は
照
り
起
り
が
見
ら
れ

る
。
⑩
の
年
の
西
面
に
は

「
施
主
大
坂
紙
屋
久
兵
衛
」
と
陰
刻
さ
れ
、
そ

れ
以
外
は
④
と
同
じ
形
式
で
あ
る
。

⑩
石
灯
籠
　
本
殿
東
の
や
や
奥
に
白
狐
を
祀
る
祠
が
あ
る
。
祠
の
向
か

っ

て
右
前
に
、　
一
基
の
石
灯
籠
が
立

っ
て
い
る
。
総
高
は

一
五

一
カ
ン
を
測
る
。

竿
は
四
角
柱
で
、
正
面
に

「献
燈
」
、
背
面
に

「
願
主
／
柏
屋
弥
兵
衛
」
、

東
面
に

「
子
時
文
久
二
年

（
一
八
六
三
）
／
壬
戊
初
夏
吉
日
」
と
草
書
体

で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
彫
り
は
浅
く
、
文
字
は
読
み
取
り
に
く
い
。
火
袋

は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
四
角
い
火
日
が
見
ら
れ
、
西
面
に
円
形
、
東
面

に
三
日
月
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。

①
⑫
石
灯
籠
　
本
殿
東
に

一
本
の
木
が
祀
ら
れ
、
そ
の
前
に

一
対
の
石

灯
籠
が
立

つ
。
基
礎
は
ほ
と
ん
ど
土
中
に
埋
も
れ
て
い
る
。
竿
は
細
長
く
、

不
安
定
な
印
象
を
与
え
る
石
灯
籠
で
あ
る
。
年
は
四
角
柱
で
、
①
は
、
正

面
に

「
献
燈
」
、
背
面
に

「
皇
紀
二
千
六
百
二
年
五
月
／
朝
日
仁
朗
」
と

陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
東
面
と
西
面
に
四
角
い
火
日
が

あ
り
、
南
面
は
円
形
、
北
面
は
半
円
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
火
袋
の
上
は
、
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切
妻
の
屋
根
形
に
な

っ
て
お
り
、
勾
配
は
二
段
に
な

っ
て
い
る
。
頭
部
に

は
水
平
棟
が
見
ら
れ
る
。
皇
紀
二
千
六
百
二
年
は
、
昭
和
十
七
年
に
あ
た

る
。
現
高
は

一
三
〇
々
ン
Ｏ
⑫
は
ヽ
⑪
と
同
形
式
で
あ
る
が
、
年
の
背
面
に

は

「皇
紀
二
千
六
百
三
年
五
月
／
小
田
切
儀
七
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

①
～
⑪
は
本
殿
前
の
樹
木
の
茂
み
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
詳
し
く
調
査
出

来
な
か

っ
た
が
、
い
ず
れ
も
青
木
村
関
係
者
に
よ
る
奉
納
で
、
年
に
す
べ

て

「文
久
元

（
一
八
六

一
）
酉
弥
生
」
と
陰
刻
さ
れ
、
形
式
も
同
じ
と
見

ら
れ
る
。
⑬
の
石
灯
籠
奉
納
と
関
連
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

④
石
灯
籠
　
竿
は
円
柱
で
中
央
に
節
が
あ
り
、
火
袋
は
六
角
型
で
、
中

台
の
下
に
請
花
が
見
ら
れ
る
。
背
面
に

「
青
木
／
□
兵
衛
」
、
東
面
に
年

号
を
陰
刻
し
て
い
る
。

⑭
石
灯
籠
　
③
と

一
対
。
背
面
に

「青
木
　
何
某
」
、
東
面
に
年
号
を

陰
刻
し
て
い
る
。

⑮
⑩
石
灯
籠

　

一
対
で
い
ず
れ
も
正
面
に

「
駄
燈
」
、
背
面
に

「
青
木

／
灘
屋
七
郎
兵
衛
」
、
東
面
に
年
号
を
陰
刻
し
て
い
る
。
火
袋
は
六
角
型

で
、
正
面
と
背
面
に
四
角
い
火
日
が
見
ら
れ
る
。
他
の
面
に
は
、
円
形
の

窓
や
桐
を
陽
刻
し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
中
台
の
下
に
単
弁
の
請
花

が
見
ら
れ
る
。
⑮
は
宝
珠
の
部
分
が
欠
け
て
お
り
、
現
高
は

一
六
三
カ
ン
０

③
石
灯
籠
　
⑭
と

一
対
、
竿
の
背
面
に

「
青
木
　
何
某
」
、
南
面
に
年

号
を
陰
刻
し
て
い
る
。

④
石
灯
籠
　
年
の
背
面
に

「青
木
／
□
左
衛
門
」
、
東
面
に
年
号
を
陰

刻
し
て
い
る
。

６
　
本
住
吉
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

（住
吉
宮
町
七
丁
目

一
十
二
）

①
社
寺
号
標
石
　
頭
部
が
角
錐
に
な

っ
て
い
る
四
角
柱
で
あ
る
。
高
さ

は
二
四
五
カ
ン
〇
一局
さ
二
八

・
五
カ
ン
の
台
石
上
に
あ
り
、
周
り
を
高
さ
四
三

彬
の
石
柵
で
囲
わ
れ
て
い
る
。
正
面
に

「
本
住
吉
神
社
」
、
背
面
の
上
部

に

「
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）

一
月
建
之
」
、
そ
の
下
部
に

「
大
阪
平

野
早
四
丁
目
　
竹
原
友
二
郎
／
同
　
安
土
町
三
丁
目
　
和
泉
金
兵
衛
／
首

村
吉
田
村
　
野
々
山
治
市
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

②
③
石
灯
籠

　
一
対
の
も
の
で
、
高
さ

一
〇
三
々
ン
の
台
石
上
に
三
段
の

基
礎
を
積
み
、
完
形
で
総
高
は
三

一
〇
カ
ン
０　
一
番
上
の
基
礎
は
上
部
が
繰

形
座
に
な

っ
て
い
る
。
基
礎
下
三
段
を
除
く
総
高
は
、
二
五
四

・
五
カ
ン
Ｏ

竿
は
高
さ
八
二

・
五
売
ン
の
四
角
型
で
、
上
部
の
四
隅
は
少
し
起
り
が
み
ら

れ
る
。
下
方
は
若
干
裾
広
が
り
に
な

っ
て
い
る
。
各
面
と
も
上
部
が
花
頭

形
の
窪
み
が
み
ら
れ
る
。
正
面
の
窪
み
の
中
に

「厭
燈
」
と
象
刻
風
の
字

で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
東
面
に
は

「
明
治
己
巳
年
」
、
西
面
に
は

「
季
秋

穀
旦
建
之
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
明
治
己
巳
年
は
明
治
二
年

（
一
八
六

九
）
の
こ
と
。　
一
番
下
の
基
礎
の
正
面
に
は
、
右
か
ら
横
書
き
で
、
「
酒

家
仲
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
「
酒
家
仲
」
は
酒
造
関
係
者
の
集
ま
り
と
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第五章 石造遺物に祈り託し

日

⑦  
拝 殿

図-16 本住吉神社境内の石造遺物配置図 1

⑪

Ｎ
十

思
わ
れ
る
。
東
面
に
は

「山
村
太
左
衛
門
／
赤
穂
屋
庄
助
／
山
路
十
兵
衛

／
鹿
嶋
屋
三
左
衛
門
／
岸
田
屋
忠
左
衛
門
／
荒
牧
屋
孫
市
郎
／
綿
屋
新
兵

衛
／
糀
屋
諾
左
衛
門
／
赤
穂
屋
爾
兵
衛
／
丸
屋
多
計
／
石
田
小
左
衛
門
／

佐
々
木
六
兵
衛
／
植
田
宗
左
衛
門
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
③
で
は
、　
一

⑪
⑬  ②

日

⑩

②

匿→

l⑩

l  ⑦
⑮

　

⑬

⑫

⑩
IA…豊岩窓社

|

IB…奇岩窓社 |

iC…猿田彦社
|

角
型
で
、
四
方
と
も
四
角
い
火
日
に
な

っ
て
お
り
、
木
枠
の
窓
が
付
け
ら

れ
て
い
る
。
石
灯
籠
の
北
面
に
は
、
火
日
に
火
を
入
れ
る
時
に
上
が
る
石

段
が
据
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。

④
石
鳥
居
　
阪
神

。
淡
路
大
震
災
で
、
前
の
石
鳥
居
が
倒
壊
し
た
た
め
、

④

②

①

番
下
の
基
礎
石
の
背
面
に

「
雀
部
市

良
右
衛
門
／
山
路
久
治
郎
／
雀
部
幸

太
郎
／
赤
穂
屋
仙
助
／
同
　
要
助
／

同
　
武
兵
衛
／
松
原
屋
清
助
／
龍
孫

兵
衛
／
岸
田
屋
九
兵
衛
／
米
屋
太
吉

／
鍵
屋
典
助
／
笠
井
彦
兵
衛
／
松
尾

仁
兵
衛
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
他
の
銘
文
は
②
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
上
の
基
礎
石
の
正
面
に
は
、
右

か
ら
横
書
き
で

「魚
崎
」
と
陰
刻
さ

れ
て
い
る
。
背
面
に
は
、
火
日
に
火

を
入
れ
る
と
き
に
上
る
階
段
が
据
え

付
け
ら
れ
て
い
る
。
宝
珠
と
請
花
は

な
く
、
笠
の
上
部
は
入
り
母
屋
様
式

に
な

っ
て
い
る
。
笠
の
内
側
に
は
垂

木
を
彫
り
だ
し
て
い
る
。
火
袋
は
四
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平
成
七
年
十
月
に
再
建
し
た
も
の
。

⑤
百
度
石
　
頭
部
が
山
形
に
な

っ
た
板
状
の
石
で
、
北
向
き
の
正
面
に

「
百
度
石
」
、
背
面
に

「
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
十

一
月
／
当
村
石
本

政
市
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
六

一
カ
ン
ヽ
幅
二
六
売
ン
、
奥
行
き

一
七

カ
ン
を
測
る
。

⑥
歌
碑
　
自
然
石
の
表
面
と
背
面
を
研
い
て
、
板
状
に
し
て
い
る
。
表

面
は
北
向
き
で
、
「
奉
納
／
住
吉
消
防
組
／
度
前
に
／
愛
し
き
免
／
た
て

ま
つ
る
／
人
の
こ
ゝ
る
を
／
神
や
う
く
ら
む
／
大
正
十
五
年
二
月
吉
日
／

社
司
横
田
延
テ
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑦
工
垣
　
神
社
境
内
に
は
多
く
の
玉
垣
が
見
ら
れ
る
が
、
西
南
隅
に
は

百
本
程
の
玉
垣
が
建

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
高
さ

一
〇
〇
カ
ン、
幅
二

一
カ
ン、

奥
行
き

一
五
カ
ン
を
測
る
も
の
で
あ
る
。
表
面
上
部
に
奉
納
金
額
、
下
部
に

奉
納
者
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

③
寄
進
碑
　
境
内
西
南
隅
の
王
垣
の
前
に
横
た
わ

っ
て
い
る
。
頭
部
は

折
れ
て
い
て
、
不
明
の
部
分
が
あ
る
が
、
現
高
は

一
〇
〇
々
ン
、
幅

一
七
カ
ン

を
測
る
。
表
面
に
は

「献
木
樟
樹
十
株
住
吉
村
茶
屋
匠
」
と
陰
刻
さ
れ
て

い
る
。

③
百
度
石
　
自
然
石
の
台
石
に
の
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
三
角
形
の
自
然
石

の
正
面
が
研
か
れ
て
お
り
、
「
百
度
石
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
背
面
に

は

「
願
主
／
藤
村
薫
似
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
は

一
三

一
カ
ン
、
最

大
幅
六
三
カ
ン
を
測
る
。

⑩
⑪
石
灯
籠
　
境
内
南
の
石
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
本
殿
に
向
か

っ
て
石

畳
の
参
道
に
な

っ
て
い
る
。
⑩
と
⑪
は

一
対
の
も
の
で
、　
一
番
南
に
所
在

す
る
。
基
礎
は
三
段
か
ら
な
り
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
倒
壊
し
た
た
め
、

火
袋
は
後
補
と
な

っ
て
い
る
。
現
高
は
三

一
九
カ
ン
ヽ
年
の
高
さ
は
九

一
売
ン

を
測
る
。
請
花
は
省
略
さ
れ
、
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
、
軒
上

は
軒
端
で
上
方
に
強
く
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波
形
の
曲
線
に
な

っ

て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
竿
は
正
面
が
撥
形
に
な

っ
て
い
る
、

神
前
型
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
⑩
の
正
面
に
は
、
「
住
吉
大
神
宮
」
と
広

く
浅
く
陰
刻
さ
れ
、
背
面
に

「
首
村
若
者
中
」
、
東
面
に

「
享
保
十
五

（
一
七
三
〇
）
庚
成
歳
」
、
西
面
に

「六
月
吉
祥
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

後
補
の
火
袋
は
①
と
共
四
角
型
で
、
四
方
と
も
四
角
い
火
日
に
な

っ
て
お

り
、
木
枠
の
窓
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
①
も
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。

年
の
正
面
に

「
住
吉
大
神
宮
」
と
広
く
浅
く
陰
刻
さ
れ
、
東
面
に

「享
保

十
五
庚
成
五
月
吉
日
」
、
西
面
に

「
掃
州
大
坂
長
堀
住
苦
田
太
兵
衛
／
太

郎
兵
衛
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
太
兵
衛
と
太
郎
兵
衛
は
境
内
の
他

の
石
灯
籠
に
も
名
前
が
見
ら
れ
る
。

⑫
道
路
元
標
　
一九
は
境
内
前
に
所
在
し
て
い
た
。
現
在
は
境
内
の
参
道

西
側
に
所
在
す
る
。
頭
部
が
櫛
形
の
四
角
柱
で
、
高
さ
六
五
カ
ン、
幅
二
五

・

五
カ
ン
ヽ
奥
行
き
二
六
カ
ン
を
測
る
。
下
部
に
は
、
根
部
と
呼
ば
れ
る
土
に
埋
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も
れ
て
い
る
部
分
が
長
さ

一
三
カ
ン
見
ら
れ
る
。
西
向
き
が
正
面
で
、
「
住

吉
村
道
路
元
標
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
角
柱
の
四
隅
に
は
、
面
取
り
が

さ
れ
て
い
る
。

④
⑭
石
灯
籠
　
②
の
北
側
に
参
道
を
は
さ
ん
で

一
対
で
所
在
す
る
。
基

礎
は
三
段
か
ら
な
り
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
倒
壊
し
た
た
め
、
火
袋
は

後
補
と
な

っ
て
い
る
。
現
高
は
三

一
九
カ
ン
ヽ
年
の
高
さ
は
六
五

・
五
″
ン
を

測
る
。
請
花
の
上
部
は
波
形
に
装
飾
さ
れ
、
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下
は
水

平
で
、
軒
上
は
軒
端
で
上
方
に
強
く
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波
形
の

曲
線
に
な

っ
て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
竿
は
正
面
が
撥
形
に
な

っ

て
い
る
、
神
前
型
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
上
部
の
く
び
れ
は
、
⑩
よ
り
強

く
な

っ
て
い
る
。
正
面
に

「
御
賓
前
」
と
陰
刻
さ
れ
、
背
面
に

「
増
田
屋

民
五
郎
」
、
東
面
に

「
天
保
甲
辰
歳

（
一
八
四
四
と
、
西
面
に

「
六
月
吉

祥
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
基
礎
の
中
段
の
北
面
に
は

「
世
話
人
／
車

屋
／
藤
九
郎
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
後
補
の
火
袋
は
①
と
共
に
四
角
型

で
、
四
方
と
も
四
角
い
火
日
に
な

っ
て
お
り
、
木
枠
の
窓
が
付
け
ら
れ
て

い
る
。
⑭
の
年
の
背
面
に
、
「萬
屋
辰
二
郎
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑮
石
灯
籠
　
④
⑭
と
同
じ
形
状
を
し
て
い
る
。
基
礎
は
三
段
か
ら
な
り
、

阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
倒
壊
し
た
た
め
、
火
袋
は
後
補
と
な

っ
て
い
る
。

現
高
は
三
〇
五

・
五
カ
ン
、
年
の
高
さ
は
六
三

・
五
寺
を
測
る
。
請
花
の
上

部
は
波
形
に
装
飾
さ
れ
、
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
、
軒
上
は
軒

端
で
上
方
に
強
く
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波
形
の
曲
線
に
な

っ
て
お

り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
年
は
正
面
が
撥
形
に
な

っ
て
い
る
、
神
前

型
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
上
部
の
く
び
れ
は
強
い
。
正
面
に

「御
賓
前
」

と
陰
刻
さ
れ
、
東
面
に

「
天
保
甲
辰
歳

（
一
八
四
四
と
、
西
面
に

「
六
月

吉
祥
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
基
礎
の
中
段
の
北
面
に
は

「
魚
崎
村
／

八
文
字
屋
長
蔵
／
奥
屋
藤
四
郎
／
樽
屋
宗
兵
衛
／
横
屋
村
／
名
田
屋
与
平
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に
な

っ
て
お
り
、
木
枠
の
窓
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

⑩
石
灯
籠
　
⑮
と
形
状
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、　
一
対
の
も
の
で
は
な

い
。
現
高
は
三
〇
六
帝
。
竿
は
⑮
よ
り
高
く
、
五
七
帝
を
測
る
。
年
の
正

面
に

「
御
賓
前
」
と
陰
刻
さ
れ
、
背
面
に

「
車
屋
藤
九
郎
」
、
東
面
に

「
弘
化
戊
申
歳

（
一
八
四
八
と
、
西
面
に

「
六
月
吉
祥
日
」
と
陰
刻
さ
れ

て
い
る
。
⑬
～
⑮
の
基
礎
に
見
ら
れ
た

「車
屋
藤
九
郎
」
の
名
が
こ
こ
で

は
年
に
大
き
く
見
ら
れ
る
。
「車
屋
」
は
水
車
業
を
営
む
と
こ
ろ
の
屋
号

で
、
他
に

「
臼
屋
」
等
と
呼
ば
れ
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
の
中
に
こ
れ
ら

の
呼
び
名
が
書
か
れ
た
水
車
場
の
絵
が
見
ら
れ
る
。

③
水
盤
　
石
畳
の
参
道
の
東
側
に
所
在
す
る
。
直
方
体
で
、
高
さ
七
三

カ
ン、
幅
二
〇
三
菱
ン、
奥
行
き

一
二
三
帝
を
測
る
。
上
部
に
は
幅

一
六
七
カ
ン、

奥
行
き
九
〇
カ
ン
を
測
る
長
方
形
の
水
穴
が
穿
た
れ
て
い
る
。
西
向
き
が
正

面
で
、
「
昭
和
十
四
年

（
一
九
二
九
）
十
月
／
鷺
松
會
／
社
司
横
田
正
テ
」

と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
水
盤
の
北

。
東

。
南
面
の
前
に
は
、
高
さ
三

一
カ
ン

の
板
状
の
石
が
立
て
ら
れ
て
い
て
、
北
面
に
は

「鷺
松
會
／
會
員
連
名
／

（以
下
四
二
人
の
名
前
置
、
東
面
に
は

「
宇
野
富
蔵
／
（以
下
六

一
人
の
名

前
）
」
、
南
面
に
は

「
阿
弥
陀
寺
維
持
講
／
世
話
人
／

（以
下

一
五
人
の
名

前
）
」
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

④
石
灯
籠
　
境
内
の
中
程
に
あ
る
玉
垣
の
前
に
所
在
す
る
。
基
礎
は
三

段
で
あ
る
が
、
上
段
の
基
礎
は
厚
み
は
な
く
、
上
部
が
繰
形
座
に
な

っ
て

い
る
。
火
袋
以
外
は
完
形
で
、
現
高
は
二
七

一
・
五
売
ン
０
宝
珠
は
先
端
の

尖
り
の
形
が
良
く
、
請
花
に
は
蓮
弁
が
見
ら
れ
る
。
笠
は
鍋
の
蓋
の
よ
う

な
形
状
に
な

っ
て
い
る
。
火
袋
は
後
補
さ
れ
た
も
の
で
、
円
柱
を
し
て
お

り
、
南
面
と
北
面
の
火
日
は
円
形
を
し
て
お
り
、
木
枠
の
窓
が
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
。
年
は
神
前
型
で
、
高
さ
は
九

一
カ
ン
Ｏ
正
面
に

「常
夜
燈
」

と
象
刻
風
の
字
で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
背
面
に
は
平
た
い
字
で

「大
坂
長

堀
吉
田
／
太
良
兵
衛
／
太
兵
衛
」
、
東
面
に

「
賓
永
七
庚
寅
年

（
一
七

一

〇
と
、
西
面
に

「
仲
春
吉
祥
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
「
仲
春
」
は
二

月
の
異
称
で
あ
る
。

⑩
石
灯
籠
　
⑬
と
形
状
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、　
一
対
の
も
の
で
は
な

い
。
宝
珠
は
先
が
尖
り
す
ぎ
、
請
花
の
蓮
弁
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
年
の

正
面
に
は

「常
夜
燈
」
と
普
通
の
書
体
で
陰
刻
さ
れ
、
背
面
に
は

「
住
吉

村
／
中
間
」
、
東
面
に

「
享
保
壬
子
年

（
一
七
三
二
と
、
西
面
に

「
六
月

吉
祥
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑩
石
灯
寵
　
す
べ
て
自
然
石
で
構
成
さ
れ
た
石
灯
籠
。
こ
の
よ
う
に
自

然
石
だ
け
を
使
用
し
て
い
る
石
灯
籠
は

「
山
灯
籠
」
と
呼
ば
れ
る
。
境
内

中
央
の
玉
垣
の
傍
ら
に
建

っ
て
い
る
。
総
高
は
二
五
〇
寺
を
測
る
。
基
礎

は

一
石
、
宝
珠

・
請
花
共
で

一
石
に
し
て
い
る
。
火
袋
は
南
と
北
面
に
四

角
い
火
日
が
あ
り
、
木
枠
の
窓
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
年
の
正
面
の

部
分
に

「
御
神
前
」
、
背
面
に

「
昭
和
十

一
年

（
一
九
二
六
）
九
月
／
安
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第五章 石造遺物に祈り託 し

宅
爾
吉
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑪
②
石
柱
　
石
畳
の
参
道
が
玉
垣
の
と
こ
ろ
で
途
切
れ
る
地
点
に
、
門

柱
の
よ
う
に
左
右
二
本
立

っ
て
い
る
。
四
角
柱
で
、
高
さ
は
四
五
五
カ
ン
、

正
面
の
上
部
に
フ
ッ
ク
状
の
物
が
付
い
て
い
る
。
⑪
に
は
そ
の
下
に

「納
」
、

②
に
は

「奉
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
④
の
背
面
に

「大
正
十
四
年

（
一

九
二
五
）
十
月
吉
日
　
石
本
徳
二
郎
」
と
陰
刻
さ
れ
、
②
に
は

「
石
徳

家
族

一
同
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

④
⑭
石
灯
籠
　
境
内
中
央
の
王
垣
の
す
ぐ
北
側
に
所
在
す
る
。　
一
対
の

も
の
で
、
基
礎
は
四
段
か
ら
な
り
、
現
高
は
四
七
四

・
五
カ
ン
、
年
の
高
さ

は

一
〇
七
カ
ン
を
測
る
。
宝
珠
の
先
端
は
棒
状
に
な

っ
て
お
り
、
請
花
の
上

部
は
波
形
に
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
、
軒

上
は
軒
端
で
上
方
に
強
く
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波
形
の
曲
線
に
な

っ

て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
竿
は
神
前
型
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

上
部
の
く
び
れ
は
強
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
正
面
に

「常
夜
燈
」
と
陰

刻
さ
れ
、
東
面
に

「
天
保
辛
如
歳
」
、
西
面
に

「
六
月
吉
祥
日
」
と
陰
刻

さ
れ
て
い
る
。
天
保
辛
如
歳
は
天
保
二
年

（
一
八
三

一
）
で
、
江
戸
時
代

後
期
の
作
で
あ
る
。
⑬
は
基
礎
の
上
か
ら
二
段
目
の
南
面
に
は
小
さ
い
字

で

「駄
主
」
、
そ
の
左
に
横
書
き
で
右
か
ら

「産
子
仲
」
、
三
段
目
の
西
面

に

「
世
話
人
／
吉
兵
衛
／
荘
八
／
太
良
右
衛
門
／
荘
兵
衛
／
俸
右
衛
門
／

石
工
／
仲
右
衛
門
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
仲
右
衛
門
の
詳
細
は
不
明
で

あ
る
が
、
お
そ
ら
く
地
元
の
石
工
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
後
補
の
火
袋

は
四
角
型
で
、
四
方
と
も
四
角
い
火
日
に
な

っ
て
お
り
、
木
枠
の
窓
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
石
灯
籠
の
北
面
に
は
、
火
日
に
火
を
入
れ
る
時
に
上
が

る
石
段
が
据
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。
②
は
⑬
と
比
べ
て
石
段
が
東
面
に
付

け
ら
れ
て
い
る
の
と
、
基
礎
の
三
段
目
の
銘
文
が
東
面
に
刻
ま
れ
て
い
る

の
が
違
い
で
あ
る
。

⑮
角
柱
碑
　
頭
部
が
角
錐
に
な

っ
て
い
る
四
角
柱
。
上
部
の
四
方
に
切

り
込
み
型
の
二
条
線
が
見
ら
れ
る
。
北
向
き
が
正
面
で
、
「
美
保
能
松
」

と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
東
面
と
西
面
に
長
方
形
の
窪
み
が
見
ら
れ
る
。
高

さ
六
三

・
五
″
ン
、
幅
二
〇
カ
ン
、
奥
行
き

一
九
カ
ン
を
測
る
。

⑮
寄
附
芳
名
録
碑
　
自
然
石
を
板
状
に
し
て
、
表
面
を
研
い
て
い
る
。

大
正
五
年
十
二
月
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
三
八
〇
名
ほ
ど
の
寄
附
者
名

が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑮
玉
垣
　
境
内
中
央
に
玉
垣
が
見
ら
れ
る
。
高
さ

一
二
五
カ
ン、　
一
〇
〇

・

五
″
ン
　ヽ
一
六
五
カ
ン
の
三
種
類
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
五
年
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
⑩
石
灯
籠
の
背
後
に
あ
る
玉
垣
に

「
西
青
木
村
中
」
、

中
央
東
側
に
は

「
西
青
木
村
／
桝
谷
爾
兵
衛
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
も
の

が
見
ら
れ
る
。

④
⑩
石
灯
籠
　
玉
垣
の
西
端
の
北
側
に
、
並
ん
で
立

っ
て
い
る
。
基
礎

は
二
段
か
ら
な
り
、
上
段
の
基
礎
の
上
部
は
繰
形
座
に
な

っ
て
い
る
。
完
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形
で
、
総
高
は
三
〇
二
売
ンＯ
請
花
は
省
略
さ
れ
て
、
正
面
が
四
角
形
に
な

っ

て
い
る
。
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
、
軒
上
は
軒
端
で
上
方
に
強

く
反
転
し
て
い
る
。
軒
上
が
軒
下
よ
り
前
方
に
張
り
出
し
て
い
る
た
め
、

軒
日
は
斜
め
に
な

っ
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波
形
の
曲
線
に
な

っ
て
お
り
、

照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
年
は
神
前
型
で
、
高
さ
は
五
七
カ
ン
Ｏ
④
の
正
面

に

「
駄
燈
」
、
背
面
に

「
明
治
廿
年

（
一
八
九
七
）
二
月
」
と
陰
刻
さ
れ

て
い
る
。
基
礎
の
上
段
の
正
面
に
も
横
書
き
で
右
か
ら

「商
人
中
」
と
陰

刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
と
北
面
に
四
角
い
火
日
が
あ
り
、

東
面
は
円
形
、
西
面
に
三
日
月
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
⑩
も
形
状
は
同
じ

で
、
背
面
の
銘
文
が

「
取
締
津
ノ
新
助
」
に
な

っ
て
い
る
。

⑩
石
柱
　
豊
岩
窓
社
の
傍
ら
に
所
在
す
る
。
頭
部
が
角
錐
の
四
角
柱
で
、

総
高
は
七

一
カ
ン
ヽ
東
向
き
が
正
面
で
、
正
面
に

「
さ
ざ
れ
石
」
と
陰
刻
さ

れ
て
い
る
。
「
さ
ざ
れ
」
は
変
体
か
な
を
使

っ
て
い
る
。

⑪
石
柱
　
円
柱
で
、
高
さ
は
五

一
・
五
″
ン
Ｏ
東
向
き
が
正
面
で
、
正
面

下
方
に

「
奉
納
昭
和
七

（
一
九
三
二
こ

と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
銘
文
の

下
は
埋
も
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
正
面
の
銘
文
の
東
側
に

「
具
友
」
と

陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑫
歌
碑
　
一局
さ

一
二
九
カ
ンヽ

幅

一
八

一
カ
ン
、
奥
行
き
三
二
々
ン
を
測
る
自

然
石
で
、
正
面
の
右
側
に
長
方
形
、
左
に
扇
形
の
窪
み
が
あ
り
、
中
に
字

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
風
化
に
よ

っ
て
、
読
み
取
れ
な
く
な

っ
て

い
る
。
歌
碑
の
前
に
は

「
さ
ざ
れ
石
」
と
呼
ば
れ
る
石
が
埋
も
れ
て
い
る
。

「
こ
の
石
の
上
部
に
は
窪
み
が
あ
り
、
普
段
雨
が
降

っ
て
も
、
水
が
溜
ま

ら
な
い
。
し
か
し
、
毎
年
土
用
の
頃
に
な
る
と
、
水
が
吹
き
出
し
て
溜
ま

る
」
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
そ
れ
を
歌

っ
た
碑
で
あ
る
。

①
石
灯
籠
の
基
礎
と
笠
　
さ
ざ
れ
石
の
西
側
に
所
在
す
る
。
笠
は
、
高

さ

一
七
″
ン
、　
一
辺
の
幅
五
二
売
ン
を
測
り
、
隅
降
棟
は
波
形
の
曲
線
に
な

っ

て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
基
礎
は
、
高
さ
二
〇
カ
ン
、　
一
辺
の
幅

四
八
飛
ン
を
測
る
も
の
で
あ
る
。
上
部
に
は
蓮
弁
が
見
ら
れ
、
隅
に
単
弁
が

刻
出
さ
れ
、
中
央
に
複
弁
を
意
識
し
た
単
弁
二
葉
が
見
ら
れ
る
。

⑭
石
鳥
居
　
境
内
東
側
に
あ
る
、
猿
田
彦
社
の
前
に
西
向
き
に
立

っ
て

い
る
。
明
神
鳥
居
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
高
さ
二
三
〇
カ
ン
を
測
る
。
貫
と

呼
ば
れ
る
部
分
と
亀
腹
と
呼
ば
れ
る
柱
の
根
元
部
分
が
後
補
の
も
の
で
あ

る
。
笠
木
の
反
り
は
あ
ま
り
な
く
、
柱
の
表
面
は
荒
い
仕
上
げ
に
な

っ
て

い
る
。
ど
こ
に
も
銘
文
は
見
ら
れ
な
い
。

⑮
⑩
狛
大
　
阪
神

。
淡
路
大
震
災
後
の
平
成
八
年
五
月
に
建
て
ら
れ
た

も
の
。

一
対
で
、
台
石
２
局
さ
は

一
三
ハ
カ
ン
で
ヽ
そ
の
上
に
高
さ

一
〇
三

カ
ン
を
測
る
狛
犬
が
の
っ
て
い
る
。

③
神
馬
献
納
碑
　
本
殿
の
西
横
に
あ
る
。
自
然
石
の
表
面
の

一
部
が
掘

り
窪
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
銘
文
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
上
の
段
に
大

き
い
字
で

「神
馬
厭
納
」
、
右
横
に
小
さ
い
字
で

「施
主
」
、
下
の
段
に
中
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第五章 石造遺物に祈り託し

島
竹
蔵
以
下

一
一
人
の
名
前
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑬
記
念
碑
　
本
殿
の
東
隣
に
所
在
す
る
。
二
つ
の
自
然
石
の
上
に
乗
り
、

高
さ

一
三
六
彬
。
昭
和
四
十
六
年
二
月
に
建
立
さ
れ
た
。
東
向
き
で
、
正

面
と
背
面
に
、
角
丸
の
正
方
形
に
彫
り
窪
め
ら
れ
た
部
分
が
あ
り
、
正
面

に
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
新
築
さ
れ
た
拝
殿
に
始
ま
り
、
昭
和
四
十
六
年

に
新
築
さ
れ
た
地
車
庫
ま
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
復
興
さ
れ
た
建
物

の
新
築

・
改
築
さ
れ
た
年
月
日
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
背
面
に
は
こ
の
碑

を
建
立
す
る
の
に
か
か
わ

っ
た
住
吉
学
園

・
神
社
氏
子
総
代
世
話
人
会

・

住
吉
地
区
役
員
会
の
名
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑩
記
念
碑
　
本
殿
の
東
隣
に
所
在
す
る
。
昭
和
二
年
盆

九
二
七
）
九
月

に
建
立
さ
れ
た
。
高
さ
は

一
八
二
カ
ン
Ｏ
東
向
き
で
、
正
面
と
背
面
に
、
角

丸
の
正
方
形
に
彫
り
窪
め
ら
れ
た
部
分
が
あ
り
、
正
面
に
は
、
大
正
十
二

年
に
新
築
さ
れ
た
神
輿
庫
に
始
ま
り
、
昭
和
三
年
に
改
築
し
た
神
門
幣
殿

屋
根
ま
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
新
築

・
改
築
さ
れ
た
建
物
の
建
設
年

月
日
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
背
面
に
は
こ
の
碑
を
建
立
す
る
の
に
か
か
わ

っ

た
人
の
名
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑩
⑪
石
灯
籠
　
境
内
の
東
北
は

一
段
高
く
な

っ
て
お
り
、　
一
〇
基
余
り

の
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
⑩
以
下
の
石
造
遺
物
は
こ
こ
に
所
在
す
る
。
⑩

と
④
は

一
対
で
、
完
形
の
石
灯
籠
で
あ
る
。
総
高
は
二
三
四
カ
ン
Ｏ
基
礎
は

上
部
に
連
弁
が
見
ら
れ
、
隅
に
複
弁
が
刻
出
さ
れ
、
各
辺
に
二
つ
の
複
弁

の
百
度
石
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
。
中
台
の
下
部
に
も
蓮
弁
が
見
ら
れ
、

隅
に
複
弁
、
各
辺
に
二

つ
の
複
弁
が
刻
出
し
て
い
る
。
側
面
に
は
動
物
な

ど
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
四
角
い
火
日
が

あ
り
、
東
西
面
に
は
御
簾
に
総
角
が
釣
り
下
が

っ
て
い
る
図
柄
が
彫
ら
れ
、

が
刻
出
し
て
い

る
。
側
面
は
二

塁
回
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
格

狭
間
が
陰
刻
さ

れ
て
い
る
。
竿

は
四
角
柱
で
、

⑩

の
正

面

に

「
厭
燈
」
、
背
面

に
扉
暦
可
董
砺
に
、

東
面
に

「
明
治

二
十
九
年

（
一

九
〇
一◇

一
月
」

と
陰
刻
さ
れ
て

い
る
。

「
藤
村

薫
似
」
は
、
⑨

・‐７
□

図

⑩

⑬

⑫

⑩
諦
⑬

の∞鉾］⑫

⑮⑪

⑭⑮

⑩②
賄⑬

吋
⑫

のこ

①

④

⑮

⑭

④

⑩

⑩

⑦

本住吉神社境内の石造遺物配置図 2⑩ D□ □□ 3

「

      i~~「 ⑭            l

―

←石段

↑
玉垣

D…天満ノ神・高良神・木花咲也神・綿津見神
天水分神 。大山昨命 。大物主命 。大国主命

l⑩  ⑪ ⑫ ④

↑
⑩  一段高い

⑬________
I  A… 水神宮
I  B… 大山祇神

C… 塞之神・大海社 E…大国女社 (天照皇大神)

F…菟原稲荷大神
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各
面
の
上
部
に
は
連
子
が
見
ら
れ
る
。
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
、

軒
上
は
軒
端
で
上
方
に
強
く
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
軒
上
が
軒
下
よ

り
前
方
に
張
り
出
し
て
い
る
た
め
、
軒
日
は
斜
め
に
な

っ
て
い
る
。
隅
降

棟
は
波
形
の
曲
線
に
な

っ
て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
請
花
は
、

四
方
の
下
部
に
複
弁

一
葉
が
見
ら
れ
、
宝
珠
は
先
端
が
鋭
く
尖

っ
て
い
る
。

④
は
形
状
は
同
じ
で
あ
る
が
、
年
の
東
面
の
銘
文
は

「
明
治
四
十
年

一
月
」

と
な

っ
て
い
る
。

⑫
石
灯
籠
　
一死
形
で
、
総
高
は
二

一
三
々
ン
Ｏ
基
礎
は
だ
い
ぶ
土
中
に
埋

も
れ
て
い
る
が
、
上
部
の
連
弁
が
見
ら
れ
、
複
弁
が
円
状
に
刻
出
さ
れ
て

い
る
。
竿
は
円
柱
で
、
上
部

・
下
部

・
中
央
に
節
が
見
ら
れ
、
銘
文
は
刻

ま
れ
て
い
な
い
。
中
台

・
火
袋
と
も
六
角
型
で
、
中
台
の
下
部
に
は
複
弁

で
構
成
さ
れ
た
蓮
弁
が
見
ら
れ
、
側
面
は
各
面
共
二
区
画
に
分
か
れ
、
格

狭
間
が
陰
刻
さ
れ
、
火
袋
は
、
南
北
面
に
四
角
い
火
日
が
見
ら
れ
、
他
の

面
に
は
鹿
な
ど
を
陽
刻
し
て
い
る
。
笠
は
火
袋
と
同
じ
六
角
型
で
、
各
角

の
先
端
に
蕨
手
が
見
ら
れ
る
。
請
花
は
、
周
囲
の
下
部
に
複
弁
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

④
石
灯
籠
　
基
礎
に
は
自
然
石
を
用
い
、
年
は
四
角
柱
で
、
九

一
・
五

カ
ンＯ
正
面
に

「金
毘
羅
大
権
現
」
、
背
面
の
下
部
に

「
石
本
壽
三
良
建
之
」
、

東
面
に

「
文
化
十
四
歳
次
丑
夏

（
一
八

一
七
）
六
月
良
辰
」
、
西
面
に

「
往
来
安
全
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
東
面
の

「
夏
」
は
く
ず
し
字
で
陰

連
子

（れ
ん
じ
）

和
洋
の
社
寺
建
築
の
窓
や
欄
間
な
ど
に
、
縦
ま
た
は
横
に
稜
を
正
面
に

向
け
た
角
材
を

一
定
の
間
隔
を
お
い
て
取
り
付
け
た
も
の
。
石
造
遺
物
で

は
、
間
隔
を
あ
け
な
い
も
の
が
普
通
で
、
最
も
よ
く
使
わ
れ
る
の
は
、
石

灯
籠
の
火
袋
で
あ
る
。

刻
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
四
角
い
火
日
が
あ
り
、
東
面
に
は
円

形
、
西
面
に
は
三
日
月
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下
は

水
平
で
、
軒
上
は
軒
端
で
上
方
に
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波
形
の
曲

線
に
な

っ
て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
宝
珠
は
形
が
良
く
、
請
花

は
側
面
に
浅
く
蓮
弁
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
現
高
は

一
八
五

・
五
カ
ン
Ｏ

⑭
玉
垣
　
⑩
～
⑬
の
北
側
に
玉
垣
が
あ
り
、
中
央
の
石
段
よ
り
西
側
の

物
は
、
高
さ
九
二
カ
ン
と
七
六
カ
ン
の
円
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

写真-35 ④金毘羅大権現の

銘のある石灯籠
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第五章 石造遺物に祈り託 し

東
側
に
も
見
ら
れ
る
。
東
側
は
石
段
の
す
ぐ
横
の
も
の
が
、
高
さ

一
三
〇

カ
ン
で
、
「
大
正
三
年

（
一
九

一
四
）
七
月
建
之
」
の
銘
文
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
高
さ
八
〇
″
ン
の
四
角
柱
も
見
ら
れ
る
。

⑮
石
灯
籠
　
笠
の

一
部
が
欠
け
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
で
、
総
高
は

一

五
六
寺
。
基
礎
は
半
分
土
中
に
埋
も
れ
て
い
る
が
、
上
部
が
繰
形
座
に
な

っ

て
い
る
。
竿
は
円
柱
で
、
正
面
に

「
御
神
燈
」
、
西
面
に

「賓
暦
十
二
癸

未

（
一
七
六
三
）
十

一
月
吉
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
中
台
に
反
花
は

な
く
、
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
四
角
い
火
日
が
あ
り
、
東
面
に
は

円
形
、
西
面
に
は
三
日
月
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下

は
水
平
で
、
軒
上
は
軒
端
で
上
方
に
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波
形
の

曲
線
に
な

っ
て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
宝
珠
は
形
が
良
く
、
請

花
は
半
円
形
を
し
て
お
り
、
や
は
り
形
が
良
い
。

④
水
盤
　
水
神
宮
の
傍
ら
に
あ
る
。
ほ
ば
球
形
の
自
然
石
の
上
部
を
浅

く
六
角
形
に
彫
り
窪
め
、
そ
の
中
に
円
形
の
水
穴
を
穿

っ
て
い
る
。
高
さ

四
三
カ
ン
、
最
大
径
七
八
カ
ン
ヽ
水
穴
の
直
径
四
三
カ
ン
を
測
る
。
銘
文
は
見
ら

れ
な
い
。

④
④
石
灯
籠
　
を死
形
で
、
総
高
は

一
六
三
カ
ン
Ｏ
基
礎
に
は
自
然
石
を
用

い
、
年
は
四
角
柱
で
、
④
の
正
面
に
象
刻
風
の
文
字
で

「
駄
燈
」
、
背
面

の
下
方
に

「
鳴
見
幾
二
郎
／
西
垣
藤
造
」
、
東
面
に

「
大
正
六
年

（
一
九

一
七
）
八
月
廿
日
午
之
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
中
台
に
反
花
は
な
く
、

火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
四
角
い
火
日
が
あ
り
、
東
面
に
は
円
形
、

西
面
に
は
三
日
月
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下
は
水
平

で
、
軒
上
は
軒
端
で
上
方
に
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波
形
の
曲
線
に

な

っ
て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
宝
珠
は
形
が
良
く
、
請
花
は
半

円
形
を
し
て
お
り
、
や
は
り
形
が
良
い
。
④
は
④
と

一
対
の
も
の
で
あ
る

が
、
④
と
比
べ
て
、
宝
珠
と
請
花
の
形
が
悪
く
、
竿
の
銘
文
が
、
東
面
に

あ

っ
た
も
の
が
西
面
に
あ
り
、
文
面
も

「大
正
六
年
八
月
廿
四
日
巳
之
日
」

と
な

っ
て
い
る
。

⑩
寄
進
碑
　
一局
さ
六
六
カ
ン、
幅

一
四
五
カ
ン、
奥
行
き

一
五
″
ン
を
測
る
自

然
石
で
、
⑫
と
同
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
正
面
の
右
側
に

（Ｑ
の
形
で
彫

り
窪
め
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
中
に

「住
吉
消
交
會
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

左
に
扇
形
の
窪
み
が
あ
り
、
中
に
詩
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
年

に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
背
面
に
は
寄
進
者
と
そ
の
金
額
が
刻
ま
れ
て
い

′０
。⑩

①
石
灯
寵
　
水
神
宮
の
前
に

一
対
で
立

つ
。
基
礎
が

一
部
土
中
に
埋

も
れ
て
い
る
が
、
完
形
で
、
現
高
は

一
六
〇
カ
ンＯ
基
礎
は
自
然
石
の
上
に
、

薄
い
円
盤
状
の
石
を
据
え
て
い
る
。
年
は
上
部
が
太
く
な

っ
て
い
る
円
柱

で
、
正
面
に
は

一
条
の
輪
郭
線
の
中
に

「水
神
宮
」
、
背
面
の
や
や
向
か

っ

て
左
よ
り
に

一
条
の
輪
郭
線
の
中
に

「油
屋
中
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

中
台

・
火
袋
と
も
六
角
型
で
、
中
台
の
下
部
に
は
複
弁
で
構
成
さ
れ
た
蓮
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弁
が
見
ら
れ
、
側
面
は
各
面
に
格
狭
間
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
四

角
形
で
、
南
北
面
に
四
角
い
火
日
が
見
ら
れ
、
他
の
面
に
は
連
子
な
ど
を

陰
刻
し
て
い
る
。
笠
は
火
袋
と
同
じ
六
角
形
で
、
軒
が
薄
く
、
軒
下
は
水

平
で
、
軒
上
は
軒
端
で
あ
ま
り
反
転
し
て
い
な
い
。
笠
の
上
部
か
ら
各
角

の
軒
端
に
稜
線
が
見
ら
れ
る
。
蕨
手
は
な
い
。
宝
珠
は
形
が
良
く
、
請
花

は
半
円
形
を
し
て
お
り
、
や
は
り
形
が
良
い
。
①
は
⑩
と
形
状
は
ま

っ
た

く
同
じ
で
、
竿
の
背
面
の
銘
文
が

「
前
田
辰
二
郎
」
と
個
人
名
に
な

っ
て

い
る
。

⑫
石
鳥
居
　
中
央
の
石
段
を
上
り
詰
め
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
明
神
鳥
居

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
高
さ
は
三
二
五
カ
ン
Ｏ
貫
の
部
分
は
後
補
で
あ
る
。

柱
の
根
元
に
は
何
も
な
く
、
地
面
か
ら
直
接
立

っ
て
い
る
。
向
か

っ
て
右

側
の
柱
の
正
面
に
、
「奉
」
、
左
側
に

「納
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
向
か

っ

て
右
側
の
柱
の
背
面
に
は

「
引
治
三
十

一
年

（
一
八
九
八
）

一
月
吉
日
建

之
」
、
左
側
に

「
谷
引
車
仲
世
話
人
」
、
そ
の
下
に
二
人
の
寄
進
者
の
名
前

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

⑬
⑭
石
灯
籠
　
塞
神
社
と
大
海
社
の
前
に

一
対
で
あ
る
。
⑬
は
完
形
で
、

総
高
は

一
七
九
カ
ン
Ｏ
基
礎
に
は
自
然
石
を
用
い
、
年
は
四
角
柱
で
、
正
面

に

「塞
神
三
柱
乃
大
前
」
、
背
面
の
下
方
に

「
西
澤
氏
」
、
東
面
に

「安
政

六
未
年

（
一
八
五
九
）
十
二
月
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
中
台
に
反
花
は

な
く
、
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
四
角
い
火
日
が
あ
り
、
東
面
に
は

円
形
、
西
面
に
は
三
日
月
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
笠
は
軒
が
や
や
薄
く
、

軒
下
は
水
平
で
、
軒
上
は
軒
端
で
上
方
に
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波

形
の
曲
線
に
な

っ
て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
宝
珠
は
形
が
良
く
、

請
花
は
周
囲
に
蓮
弁
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
⑭
も
完
形
で
、
総
高
は

一
七

二

・
五
々
ン
Ｏ
Ｏ
と
比
べ
て
、
ほ
ぼ
形
状
は
同
じ
で
あ
る
が
、
笠
の
幅
が
広

く
、
請
花
は
省
略
さ
れ
て
い
る
た
め
表
面
が
四
角
形
を
し
て
い
る
。
年
は

正
面
だ
け
に

「常
夜
燈
」
と
か
な
り
く
ず
し
た
字
で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

①
石
灯
籠
　
天
満
神
な
ど
八
神
を
祀
る
総
合
末
社
の
南
に
立

っ
て
い
る
。

年
の

一
部
が
欠
け
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
で
、
総
高
は

一
五
〇
カ
ン
０
基
礎

に
は
自
然
石
を
用
い
、　
一
度
倒
壊
し
た
あ
と
で
も
入
れ
替
わ

っ
て
し
ま

っ

た
の
か
、
竿
は
現
在
西
向
き
、
火
袋
は
北
向
き
に
な

っ
て
い
る
。
竿
は
円

柱
で
、
正
面
に
象
刻
風
の
文
字
で

「駄
燈
」
、
西
面
に

「藤
村
薫
似
」
、
北

面
に

「
明
治
三
十
二
年
二
月
建
設
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
中
台
に
反
花

は
な
く
、
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
四
角
い
火
日
が
あ
り
、
西
面
に

は
円
形
、
東
面
に
は
三
日
月
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒

下
は
水
平
で
、
軒
上
は
軒
端
で
上
方
に
強
く
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は

波
形
の
曲
線
に
な

っ
て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
宝
珠
は
形
が
良

く
、
請
花
は
半
円
形
で
、
周
囲
に
蓮
弁
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑩
石
灯
籠
　
碁死
形
で
、
総
高
は

一
五
〇
カ
ン
Ｏ
基
礎
は
半
分
土
中
に
埋
も

れ
て
い
る
が
、
上
部
が
繰
形
座
に
な

っ
て
い
る
。
年
は
神
前
型
で
、
正
面
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第五章 石造遺物に祈 り託 し

に
は
銘
文
は
な
く
、
背
面
に

「
願
主
山
本
八
郎
左
衛
門
／
住
吉
村
」
と
陰

刻
さ
れ
て
い
る
。
中
台
に
反
花
は
な
く
、
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に

四
角
い
火
日
が
あ
り
、
東
面
に
は
円
形
、
西
面
に
は
三
日
月
形
の
窓
が
見

ら
れ
る
。
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
、
軒
上
は
軒
端
で
上
方
に
強

く
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波
形
の
曲
線
に
な

っ
て
お
り
、
照
り
起
り

が
見
ら
れ
る
。
宝
珠
は
形
が
良
く
、
請
花
は
薄
い
半
円
形
を
し
て
い
る
。

⑦
寄
進
碑
　
一局
さ
七
二
裁
ン
、
最
大
幅
七
二
カ
ン
、
奥
行
き
六
六
カ
ン
を
測
る

自
然
石
で
、
正
面
に

「
奉
納
」
、
背
面
下
部
に

「
明
治
二
十
年

（
一
八
九

七
）
／
九
月
／
岸
本
／
六
郎
左
衛
門
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

①
石
灯
籠
　
請
花
は
な
く
、
宝
珠
も
別
石
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
現
高

は

一
六
二
カ
ン
を
測
る
。
基
礎
は
上
部
が
繰
形
座
に
な

っ
て
い
る
。
竿
は
四

角
柱
で
、
正
面
に

「夜
燈
」
、
東
面
上
部
に

「
天
保
十
二

（
一
八
四
二
）

／
寅
年
冬
」
、
そ
の
下
に

「
楠
本
俊
達
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
正
面
の

「夜
燈
」
と
い
う
語
旬
も

「
常
夜
燈
」
が
普
通
で
あ
る
が
、
現
状
か
ら
判

断
す
る
と

「夜
燈
」
と
最
初
か
ら
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
、
本
庄
地
域
に

は
例
が
な
い
。
中
台
に
反
花
は
な
く
、
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
四

角
い
火
日
が
あ
り
、
東
面
に
は
円
形
、
西
面
に
は
三
日
月
形
の
窓
が
見
ら

れ
る
。
笠
は
軒
が
や
や
薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
、
軒
上
は
軒
端
で
上
方
に

強
く
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波
形
の
曲
線
に
な

っ
て
お
り
、
照
り
起

り
が
見
ら
れ
る
。

⑩
植
樹
奉
献
碑
　
総
合
末
社
の
西
側
に
あ
る
。
高
さ
七
〇
我
ン
、
最
大
幅

九
〇
売
ン
ヽ
奥
行
き
二
七
カ
ン
を
測
る
自
然
石
で
、
表
面
が
研
か
れ
て
お
り
、

松
樹
を
奉
献
し
た
人
々
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
年
に
奉
献

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑩
①
石
灯
籠
　
一
対
で
、
高
さ

一
五
八
裁
ン
Ｏ
平
成
九
年
に
建
て
ら
れ
た

も
の
。

⑫
石
碑
　
地
車
庫
の
す
ぐ
北
側
に
あ
る
。
北
向
き
で
、
正
面
に

「奉
燈
」
、

背
面
に

「
明
治
十
二
年
十

一
月
／
住
吉
村
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
石
灯

籠
の
年
と
も
思
え
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
高
さ
は
六
〇
売
ン
、　
一
辺

の
幅
二
五

・
五
カ
ン
を
測
る
四
角
柱
で
あ
る
。

①
水
盤
　
一局
さ
三
六
カ
ン
、
最
大
幅
五
七
カ
ン
ヽ
奥
行
き
四
〇
カ
ン
を
測
る
自

然
石
で
、
上
部
に
直
径

一
八
カ
ン
の
水
穴
を
穿

っ
て
い
る
。
銘
文
は
見
ら
れ

な
い
。

⑭
石
灯
籠
　
笠
の

一
部
は
欠
け
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
で
、
総
高
は

一

五
〇
カ
ン
０
宝
珠

。
請
花
の
形
状
以
外
は
同
じ
で
、
⑩
と

一
対
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
宝
珠

・
請
花
が
違
う
の
は
、
倒
壊
な
ど
し
た
あ
と
に
別
石
を
乗

せ
て
し
ま

っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
西
向
き
が
正
面
で
、
背
面
の
中
央

に

「
明
和
五
戊
子

（
一
七
六
八
）
二
月
吉
日
」
、
そ
の
右
に

「
住
吉
村
」
、

左
に

「講
中
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
年
の
正
面
に
銘
文
が
な
い
の
も
共

通
し
て
い
る
。
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⑮
⑮
石
灯
籠
　
大
日
女
社
の
前
に

一
対
で
立

つ
。
⑮
は
完
形
で
、
総
高

は
三
二
六
売
ン
Ｏ
基
礎
は
三
段
か
ら
な
り
、
上
段
の
基
礎
の
上
部
が
繰
形
座

に
な

っ
て
い
る
。
竿
は
神
前
型
で
、
上
部
の
く
び
れ
は
強
い
。
正
面
に
象

刻
風
の
字
で

「
常
夜
燈
」
、
東
面
に

「
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）
／
卯

八
月
吉
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
中
台
に
反
花
は
な
く
、
火
袋
は
四
角

型
で
、
南
北
面
に
四
角
い
火
日
が
あ
り
、
東
面
に
は
円
形
、
西
面
に
は
三

日
月
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
笠
は
軒
が
や
や
薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
、
軒

上
は
軒
端
で
上
方
に
強
く
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波
形
の
曲
線
に
な

っ

て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
請
花
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、
表
面
が

四
角
形
に
な

っ
て
い
る
。
④
も
完
形
で
、
形
状
も
同
じ
で
あ
る
。
火
日
の

東
面
と
西
面
の
窓
が
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
の
と
、
竿
の
東
面
の
銘
文
が
西

面
に
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
違

っ
て
い
る
。

①
水
盤
　
克
原
稲
荷
大
神
社
の
前
に
あ
る
。
高
さ
三
八
カ
ン
ヽ
最
大
幅
六

九
カ
ン
、
奥
行
き
二
九
カ
ン
を
測
る
自
然
石
で
、
上
部
に
扇
型
の
水
穴
が
穿
た

れ
て
い
る
。
銘
文
は
見
ら
れ
な
い
。

⑬
⑩
狐
像
　
蒐
原
稲
荷
大
神
社
の
前
に

一
対
で
立

つ
。
台
石
は
三
個
の

石
材
を
縦
に
積
み
上
げ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
高
さ
は
九
六

・
五
カ
ン
Ｏ
⑪

に
は
真
中
の
石
材
の
正
面
に

「
納
」
、
背
面
に
は
、
木
下
久
太
郎
以
下
六

人
の
人
名
、
西
面
に
は

「
明
治
二
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）
十
二
月
／
細
工

人
松
本
芳
松
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
台
石
の
上
に
は
、
丸
彫
り
の
日
に

棒
状
の
物
を
く
わ
え
た
狐
像
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
台
石
と
石
像
は
別
石

で
、
高
さ
は
六
二
カ
ン
を
測
り
、
像
の
下
部
は
敷
石
状
に
な

っ
て
お
り
、
背

面
に
横
書
き
で

「十
月
吉
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
①
の
狐
像
の
下
部

の
敷
石
の
背
面
に
は
横
書
き
で

「
昭
和
五
十

一
年
」
、
真
中
の
台
石
の
正

面
に
は

「
奉
」
、
背
面
に
は
藤
村
薫
似
以
下
六
人
の
人
名
が
陰
刻
さ
れ
て

い
る
。
狐
像
は
日
に
玉
を
く
わ
え
て
い
る
。
昭
和
五
十

一
年
に
何
ら
か
の

事
情
で
狐
像
が
新
た
に
再
建
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑩
寄
附
人
芳
名
録
碑
　
境
内
の
東
北
隅
に
あ
り
、
板
状
の
石
で
、
高
さ

八
〇
売
ン
、
幅

一
一
五
売
ン、
奥
行
き
二
三
カ
ン
を
測
る
。
正
面
は
浅
い
窪
み
が

あ
り
、
中
は
研
か
れ
て
い
て
、
中
央
に

一
本
の
線
が
走
り
、
上
段
に

一
五

人
、
下
段
に
二
〇
人
の
寄
附
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
背
面
に
は
碑

の
建
立
年
月
日
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
明
治
二
十
五
年

（
一
九
〇
二
）

に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

①
奉
献
者
名
碑
　
板
状
の
石
で
、
高
さ
四
六
売
ン、
幅
九
四
売
ン
、
奥
行
き

二
八
売
ン
を
測
る
。
正
面
は
浅
い
窪
み
が
あ
り
、
中
は
研
か
れ
て
い
て
、
奉

献
者
の
名
前
が
八
人
刻
ま
れ
て
い
る
。
大
正
十

一
年

（
一
九
二
二
）
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑫
百
度
石
　
板
状
の
自
然
石
で
、
正
面
に

「
百
度
石
」
、
背
面
に

「
中

島
六
太
郎
」
と
陰
刻
し
て
い
る
。
自
然
石
に
は
銘
文
以
外
に
人
為
的
な
部

分
は
な
く
、
高
さ
六
七
カ
ン
、
履
大
幅
五
四
売
ン
、
奥
行
き

一
九
カ
ン
を
測
る
。
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⑬
石
灯
籠
　
ほ
ぼ
完
形
で
、
総
高
は

一
四
八
我
ン
Ｏ
基
礎
は
半
分
土
中
に

埋
も
れ
て
い
る
が
、
上
部
が
繰
形
座
に
な

っ
て
い
る
。
年
は
円
柱
で
、
ど

の
向
き
が
正
面
か
分
か
ら
な
い
。
北
面
に
銘
文
が
認
め
ら
れ
る
が
、
彫
り

が
浅
い
の
と
、
風
化
の
た
め
判
読
で
き
な
い
。
中
台
に
反
花
は
な
く
、
火

袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
火
日
が
見
ら
れ
ず
、
西
面
に
半
円
、
東
面
は

円
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
笠
は
軒
が
や
や
薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
、
軒
上

は
軒
端
で
上
方
に
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波
形
の
曲
線
に
な

っ
て
お

Ｎ
十
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り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
宝
珠
は
形
が
良
く
、
請
花
は
見
当
ら
な
い
。

７
　
保
久
良
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

（北
畑
ザ
ク
ゲ
原
六
八
〇
）

①
石
灯
籠
　
境
内
の
南
に
位
置
す
る
。
通
称

「灘
の

一
つ
火
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
市
街
地
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
立

っ
て
い
る
。
笠
と
火
袋
の

部
分
は
後
補
で
、
現
高
は
二
五
七

・
五
々
ン０
年
は
神
前
型
で
、
平
面
が
撥

状
に
な

っ
て
い
る
。
正
面
は
南
向
き
で
、
「
常
夜
燈
」
と
陰
刻
さ
れ
、
背

面
に
は

「文
政
八

（
一
八
二
五
）
乙

酉
六
月
吉
辰
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
基
礎
の
背
面
に
は
横
書
き
で

右
か
ら

「世
話
人
／
立
石
清
右
工
門
」

と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
基
礎
の
下
に

は
そ
う
大
き
く
な
い
自
然
石
が
あ
る

だ
け
で
、
全
体
を
見
る
と
や
や
不
安

定
な
印
象
を
与
え
る
。
「
灘
の

一
つ

火
」
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
民
俗
編

第
四
章
参
照
。

②
石
碑
　
薄
い
板
状
の
自
然
石
で
、

正
面
と
背
面
が
研
か
れ
て
い
る
。
高

さ
九
五
彬
、
幅
四
四
カ
＜

奥
行

一
三

・

⑮

③ l

―――⑥

↑

石垣

②
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五
批
ン
を
測
る
。
正
面
に
は

「
昭
和
七
年

（
一
九
二
二
）
五
月
／
氏
子
総
代

／
井
谷
若
太
／
宗
田
寅
吉
／
辻
正
次
／
永
井
十
太
郎
／
小
坂
作
兵
衛
／
末

吉
豊
太
郎
」
と
陰
刻
さ
れ

（氏
子
総
代
は
横
書
き
）
、
背
面

に
は

「
御
神

輿
新
調
記
念
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
文
字
は
彫
り
が
浅
く
、
読
み
取
り

に
く
い
。

③
鳥
居
残
欠
　
平
成
七
年
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
倒
壊
し
た
鳥
居
の

残
欠
。
円
柱
の
二
本
の
柱
の
部
分
で
、
直
径
五
〇
″
ン
ヽ
高
さ
は
向
か

っ
て

左
が

一
四
四
帝
、
右
が

一
六
〇
カ
ン
を
測
る
。
底
部
に
は
亀
腹
が
見
ら
れ
、

直
径
は
九
二
カ
ン
を
測
る
。
向
か

っ
て
左
側
の
柱
の
表
面
に
は
、
「
組
合
長

林
作
兵
衛
／
組
合
副
長
　
士
口
田
國
松
／
全
　
谷
福
治
／
評
議
員
　
末
吉

市
右
衛
門
／
仝
　
小
林
賞
蔵
／
仝
　
石
田
福
太
郎
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

右
側
に
は

「
評
議
員
　
井
谷
若
太
／
全
　
小
畑
澤
威
／
全
　
林
善
太
郎
／

仝
　
÷ボ
田
甚
二
郎
／
仝
　
小
原
格
三
／
技
師
　
澁
田

一
郎
／
田
辺
／
石
工

山
田
秀
吉
作
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
な
い
が
、

本
殿
前
に
あ
る
昭
和
十
四
年
建
立
の
狛
犬
に
、
「
石
工
山
田
秀
吉
」
の
名

前
が
見
ら
れ
る
の
で
、
同
じ
頃
の
建
立
と
思
わ
れ
る
。
傍
ら
に
、
阪
神

・

淡
路
大
震
災
の
記
念
石
が
あ
る
。

④
社
寺
号
標
石
　
一局
さ
九
二
カ
ン
の
石
垣
上
に
高
さ
三
二

・
五
カ
ン
の
台
石

が
あ
り
、
そ
の
上
に
高
さ
二
四
三
″
ン
、
幅
四
六
々
ン
、
奥
行
二
七
カ
ン
を
測
る

石
標
が
立

つ
。
正
面
に

「
延
喜
／
式
内
／
保
久
良
神
社
」
、
背
面
に

「
昭

和
十
四
年

（
一
九
二
九
）
九
月
吉
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑤
石
鳥
居
　
平
成
七
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
、
前
の
鳥
居
が
倒
壊
し

た
あ
と
、
平
成
八
年
に
再
建
さ
れ
た
。

③
⑦
寄
進
碑
　
参
道
の
両
脇
玉
垣
の
下
に
あ
る
石
垣
の
、
南
端
の
石
を

利
用
し
て
い
る
。
高
さ
九
五
裁
ン
ヽ
幅
六
二
々
ン
、
奥
行
五
九
カ
ン
の
自
然
石
の

表
面
を
、
縦
四
五
カ
ン
ヽ
横
三
〇
々
ン
を
測
る
四
角
型
に
掘
り
窪
め
、
そ
の
中

に

「奉
寄
進
参
道
敷
石
／
本
山
村
中
央
土
地
／
匡
劃
整
理
組
合
／
昭
和
十

四
年

（
一
九
二
九
）
二
月
吉
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
⑦
も
⑥
と
ほ
ぼ

同
じ
大
き
さ
の
自
然
石
で
、
同

一
形
式
の
も
の
。

③
⑨
石
灯
籠
　
⑤
の
石
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
参
道
に
な

っ
て
お
り
、
参
道

写真-36 ①灘の一つ火の石灯籠
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第五章 石造遺物に祈り託 し

の
脇
は

一
段
高
く
、
玉
垣
が
並
ん
で
い
る
。
玉
垣
の
奥
に
は
、
参
道
に
沿

っ

て
石
灯
籠
が
並
ん
で
立

っ
て
い
る
。
⑥
と
③
は

一
対
で
、
参
道
の

一
番
南

側
に
立

っ
て
い
る
。
竿
は
神
前
型
の
物
で
、
表
面
は
上
部
が
く
び
れ
た
撥

形
に
な

っ
て
い
る
。
南
向
き
で
、
竿
の
正
面
に
は

「
御
神
燈
」
、
背
面
に

「丸
屋
菊
五
郎
」
、
東
面
に

「
弘
化
二

（
一
八
四
五
）
巳
十
二
月
建
之
」
と

陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
完
形
で
、
基
礎
は
三
段
か
ら
成
り
、
総
高
は

一
九
九

カ
ン
で
あ
る
。
宝
珠
の
下
の
請
花
の
上
部
は
波
形
に
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
笠

は
軒
が
薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
、
軒
上
は
軒
端
で
緩
や
か
に
反
転
し
て
い

る
。
隅
降
棟
は
波
形
の
曲
線
に
な

っ
て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。

火
袋
は
四
角
形
で
、
南
面
と
北
面
は
四
角
い
火
日
に
な

っ
て
お
り
、
東
面

は
円
形
、
西
面
は
三
日
月
形
の
窓
に
な

っ
て
い
る
。
③
は
③
と
比
べ
て
、

火
袋
の
東
面
と
西
面
、
竿
の
東
面
と
西
面
が
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
。

⑩
①
石
灯
籠
　
一
対
で
立

っ
て
お
り
、
完
形
で
、
総
高
は
二
三
〇
舟
ン
、

年
の
高
さ
は
九
二
カ
ン
を
測
る
。
宝
珠
の
下
の
請
花
に
は
蓮
弁
が
見
ら
れ
る
。

上
部
が
繰
形
座
に
な

っ
て
い
る
基
礎
の
上
に
四
角
柱
の
竿
が
あ
る
。
⑩
⑪

共
、
南
面
が
正
面
で
、
「
延
喜
／
式
内
／
保
久
良
神
社
」
、
⑩
の
背
面
の
上

段
に

「
田
辺
　
末
吉
勝
之
進
／
仝
　
林
作
兵

ヱ
／
仝
　
林
音
公
／
仝
　
小

原
常
太
郎
」
、
下
段
に
右
か
ら
横
書
き
で

「
世
話
人
」
、
そ
の
下
に

「
小
原

亀
次
良
／
谷
七
兵
ヱ
／
谷
治
良
吉
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
面
に

「
明
治
廿
七
年

（
一
八
九
四
）
五
月
建
之
」
、
西
面
の
上
段
に

「
岡
本
　
増

田
又
二
郎
／
全
　
増
田
太
良
右
ヱ
門
／
神
戸
　
若
林
三
右

ヱ
門
／
西
青
木

前
田
吉
二
郎
」
、
下
段
に

「
中
堅
　
小
畑
吉
兵

ヱ
／
三
条
　
左
八
郎
兵

ヱ
／
仝
　
中
嶋
利
右
ヱ
門
／
全
　
増
谷
茂
兵
ヱ
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
、
軒
上
は
軒
端
で
強
く
反
転
し
て
い
る
。

火
袋
は
四
角
形
で
、
南
面
と
北
面
は
四
角
い
火
日
に
な

っ
て
お
り
、
東
面

は
円
形
、
西
面
は
三
日
月
形
の
窓
に
な

っ
て
い
る
。
①
は
⑩
と
比
べ
て
、

火
袋
の
東
面
と
西
面
が
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
。
笠
の
正
面
と
東
面
は
同
じ

銘
文
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
①
背
面
の
上
段
に
は

「津
知
　
塚
本
善
次

良
／
仝
　
古
薮
福
治
／
仝
　
谷
七
兵

ヱ
／
仝
　
谷
治
良
吉
」
、
下
段
に
右

か
ら
横
書
で

「
世
話
人
」
、
そ
の
下
に

「
小
原
亀
次
良
／
谷
七
兵

ヱ
／
谷

治
良
吉
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
面
の
上
段
に
は

「
田
中
　
松

田
吉
次
良
／
全
　
公
田
新
七
／
仝
　
札
場
利
八
／
仝
　
一剛
田
藤
二
良
」
、

下
段
に

「
田
辺
　
末
吉
市
右

ヱ
門
／
全
　
小
原
亀
次
良
／
小
路
　
士
口
田
音

公
／
全
　
辻
作
太
良
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑫
⑬
石
灯
籠
　
一
対
で
立

っ
て
お
り
、
完
形
で
、
総
高
は

一
九
四

・
五

カ
ン
、
年
の
高
さ
は
七
五
々
ン
を
測
る
。
宝
珠
の
下
の
請
花
は
省
略
さ
れ
て
い

る
。
上
部
が
繰
形
座
に
な

っ
て
い
る
基
礎
の
上
に
四
角
柱
の
竿
が
あ
る
。

上
部
に
左
右

へ
の
膨
ら
み
が
見
ら
れ
る
。
⑫
④
共
、
南
面
が
正
面
で
、

「
奉
燈
」
と
象
刻
風
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
背
面
に
は

「
慶
應
元
年

（
一

八
六
五
）
乙
丑
秋
八
月
」
、
東
面
に

「
野
寄
村
　
高
井
宗
官
」
と
陰
刻
さ
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れ
て
い
る
。
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下

・
軒
上
と
も
水
平
で
あ
る
。
火
袋
は

四
角
形
で
、
南
面
と
北
面
は
四
角
い
火
日
に
な

っ
て
お
り
、
東
面
と
西
面

は
素
面
で
あ
る
。
⑬
は
、
正
面
と
背
面
の
銘
文
は
同
じ
で
あ
る
が
、
東
面

の
銘
文
が
④
で
は
西
面
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑭
⑮
石
灯
籠
　
一
対
で
立

っ
て
お
り
、
完
形
で
、
総
高
は

一
八
六
売
ン
ヽ

年
の
高
さ
は
六
七
カ
ン
を
測
る
。
宝
珠

・
請
花
共
に
省
略
さ
れ
て
、
直
線
か

ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
本
来
の
意
味
が
失
わ
れ
て
い
る
。
四
角
い
基
礎
の

上
に
四
角
柱
の
竿
が
あ
る
。
南
面
が
正
面
で
、
「駄
燈
」
、
背
面
に
は

「
大

正
十
年

（
一
九
二

一
）
五
月
建
之
／
宗
田
久
右

工
門
／
内
　
う
の
」
と
陰

刻
さ
れ
て
い
る
。
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下
は
水
平
で
、
軒
上
は
軒
端
で
強

く
反
転
し
て
い
る
。
火
袋
は
四
角
形
で
、
南
面
と
北
面
は
四
角
い
火
日
に

な

っ
て
お
り
、
東
面
は
円
形
、
西
面
は
三
日
月
形
の
窓
に
な

っ
て
い
る
。

⑩
石
碑
　
参
道
の
西
側
の
台
地
状
の
中
央
に
に
所
在
す
る
。
高
さ
四
〇

カ
ン
ヽ
幅
六
四
″
ンヽ

奥
行
九

・
五
カ
ン
を
測
る
板
状
の
も
の
。
正
面
全
体
と
背

面
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
部
分
が
研
か
れ
て
い
る
。
正
面
に
は

「詠
砲

弾
／
肉
弾
堅
如
鋼
弾
堅
／
鯛
之
何
物
不
控
残
／
須
興
億
兆
精
神
力
／
打
作

一
九
営
國
難
／
陸
軍
中
将
植
野
徳
太
郎
」
、
背
面
に
は

「
設
計
／
藤
田
宗

一
／
木
村
道
太
郎
／
原
田
平
治
郎
／
施
工
　
津
知
　
山
本
石
材
店
」
令
津

知
」
は
横
書
き
）
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
横
に
、
長
さ
八
四
々
ン
を
測
る
鉄
製

の
砲
弾
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
下
部
に
は

「
納
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
。

⑪
水
盤
　
参
道
西
側
に
所
在
す
る
。
高
さ
七
〇
カ
ン
、
幅
二

一
二
カ
ン
、
奥

行

一
三
〇
カ
ン
を
測
る
自
然
石
で
、
上
部
は
平
ら
に
な

っ
て
お
り
、
中
央
に

長
方
形
の
水
穴
が
穿
た
れ
て
い
る
。
西
面
が
正
面
で
、
右
か
ら
横
書
き
で

「
清
浄
水
」
と
大
き
く
太
く
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
背
面
に
も

「
昭
和
十
四

年

（
一
九
二
九
）
五
月
」
と
陰
刻
さ
れ
、
そ
の
横
に
銅
版
が
打
ち
付
け
ら

れ
、
そ
こ
に
は

「寄
進
／
保
久
良
神
社
揚
水
工
事

一
式
／
平
成
元
年
五
月

吉
日
／
い
カ
サ
ベ
ラ
光
和
／
村
本
建
設
棚
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

⑬
水
神
塔
　
⑩
と
参
道
を
は
さ
ん
だ
東
側
に
所
在
す
る
。
高
さ
八
九
″
ン
ヽ

幅
九
五
カ
ン
、
奥
行
三
六
カ
ン
を
測
る
ほ
ぼ
楕
円
形
の
自
然
石
で
あ
る
。
南
側

が
正
面
で
、
「
八
代
龍
王
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
八
代
龍
王
は
水
神
の

一
つ
で
、
稲
作
が
普
遍
に
見
ら
れ
る
わ
が
国
で
は
水
が
生
命
で
あ
る
の
で
、

水
神
を
祀
る
こ
と
は
よ
く
見
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
水
神

・
水
神

宮
等
の
文
字
を
刻
ん
だ
石
塔
や
、
弁
財
天
や
九
頭
竜
大
権
現
を
現
わ
し
た

像
塔
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

⑩
⑩
石
灯
籠
　
参
道
の

一
番
北
に
あ
る
階
段
を
上
が

っ
た
と
こ
ろ
に

一

対
で
立

っ
て
い
る
。
四
段
の
基
礎
を
積
み
、
完
形
で
総
高
は
三
〇
三
カ
ン
Ｏ

一
番
上
の
基
礎
は
上
部
が
繰
形
座
に
な

っ
て
い
る
。
基
礎
下
三
段
を
除
く

総
高
は
、
三

一
一
カ
ン
Ｏ
竿
は
四
角
型
で
、
上
部
の
四
隅
は
少
し
起
り
が
み

ら
れ
、
中
央
は
や
や
く
び
れ
、
下
方
は
若
千
裾
広
が
り
に
な

っ
て
い
る
。

各
面
と
も
上
部
が
花
頭
形
の
窪
み
が
み
ら
れ
る
。
南
側
が
正
面
で
、
窪
み
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第五章 石造遣物に祈り託し

の
中
に

「駄
燈
」
と
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
背
面
に
は
、
窪
み
の
中
に
長
方

形
の
浮
き
彫
り
を
し
、
そ
の
中
に

「
石
崎
プ
レ
ス
釦
工
業
株
式
会
社
／
代

表
取
締
役
石
崎
秀
之
助
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。　
一
番
上
の
基
礎
の
背
面

に
は
、
右
か
ら
横
書
き
で
、
「
昭
和
十
四
年

（
一
九
二
九
）
五
月
」
と
陰

刻
さ
れ
て
い
る
。
宝
珠
と
請
花
は
な
く
、
笠
の
上
部
は
入
り
母
屋
様
式
に

な

っ
て
お
り
、
四
隅
は
強
く
反
転
し
て
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
四
方

と
も
四
角
い
火
日
に
な

っ
て
お
り
、
木
枠
の
窓
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

⑪
②
狛
大
　
一
対
で
、
高
さ

一
二
四
カ
ン
の
台
石
上
に
置
か
れ
て
い
る
。

⑪
は
、
台
石
の
正
面
に

「
駄
」
、
背
面
に

「
中
野
土
地
区
劃
整
理
組
合
」

と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
台
石
の
上
の
基
礎
部
分
の
西
面
に

「
田
辺
／
石
工

山
田
秀
吉
作
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
「
山
田
秀
吉
」
は
③
の
鳥
居
残

欠
に
も
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
狛
犬
は
大
阪
型
で
、
高
さ
は

一
〇
〇
売
ン
を

測
る
。
日
を
閉
じ
た
時
形
で
あ
る
。
狛
犬
の
下
部
は
高
さ
九

・
五
カ
ン
の
敷

石
状
に
な

っ
て
い
る
。
②
は
日
を
開
い
た
阿
形
。
台
石
の
正
面
に

「奉
」
、

背
面
に

「
昭
和
十
四
年

（
一
九
二
九
）
五
月
吉
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

④
記
念
碑
　
一口同
さ
九
八
カ
ン
の
台
石
上
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
七
八

舟
ン
ヽ
幅

一
六
五
カ
ン
、
奥
行
き
三
〇
カ
ン
を
測
る
緑
泥
片
岩
の
自
然
石
で
、
正

面
と
背
面
は
平
ら
に
研
か
れ
て
い
る
。
正
面
に
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
後

に
復
旧
さ
れ
た
施
設

一
覧
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
背
面
に
は
、
震
災
復
旧
奉

賛
会
の
人
た
ち
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

②
水
盤
　
本
殿
西
の
社
務
所
の
前
に
所
在
す
る
。
高
さ
五
二
売
ン
ヽ
幅

一

〇

一
・
五
売
ン
、
奥
行
き
五
〇
売
ン
を
測
る
自
然
石
の
上
部
を
平
ら
に
し
て
、

中
央
に
楕
円
形
の
水
穴
を
穿

っ
て
い
る
。
何
も
刻
ま
れ
て
い
な
い
。

⑮
石
鳥
居
　
本
殿
東
の
祠
の
前
に
西
向
き
で
立

っ
て
い
る
。
高
さ
五
〇

〇
カ
ン
の
明
神
鳥
居
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
柱
は
円
柱
で
、
根
元
に
亀
腹
と
呼

ば
れ
る
半
円
形
の
台
石
を
備
え
る
。
笠
木
は
両
端
が
反

っ
て
い
る
。
向
か

っ

て
左
側
の
背
面
に

「
世
話
人
　
一立
石
清
右
衛
門
」
（世
は
異
体
字
）
、
右
側

の
背
面
に

「
文
政
八

（
一
八
二
五
）
乙

酉
九
月
吉
旦
　
氏
子
中
」
と
陰

刻
さ
れ
て
い
る
。
額
束
に
は
何
も
刻
ま
れ
て
い
な
い
。

⑩
⑮
狛
大
　
一
対
で
、
高
さ
六
五
カ
ン
の
台
石
上
に
置
か
れ
て
い
る
。
④
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は
、
台
石
の
正
面
に

「
納
」
、
背
面
に

「
世
話
人
／
七
郎
右
衛
門
」
、
と
陰

刻
さ
れ
て
い
る
。
狛
犬
は
大
阪
型
で
、
尾
が
楕
円
形
状
に
な

っ
て
い
る
。

高
さ
は
六
〇
帯
を
測
る
。
日
を
閉
じ
た
咋
形
で
あ
る
。
狛
犬
の
下
部
は
高

さ
七

・
五
″
ン
の
敷
石
状
に
な

っ
て
い
る
。
②
は
日
を
開
い
た
阿
形
。
台
石

の
正
面
に

「奉
」
、
背
面
に

「
堺
／
灘
屋
彦
二
郎
」
、
南
面
に

「
元
治
弐
歳

（
一
八
六
五
）
／
丑
二
月
／
建
之
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
遠
く
堺
か
ら

寄
進
さ
れ
て
い
る
。

⑬
石
灯
籠
　
本
殿
東
横
に
所
在
す
る
。
完
形
で
、
総
高
は

一
七
〇

・
五

カ
ン
、
年
の
高
さ
は
七
〇
カ
ン
を
測
る
。
宝
珠
の
下
に
は
請
花
が
見
ら
れ
る
。

基
礎
の
上
部
に
蓮
弁
が
見
ら
れ
、
隅
に
単
弁
が
刻
出
さ
れ
、
中
央
に
間
弁

が
見
ら
れ
る
。
竿
は
円
柱
で
、
節
は
見
ら
れ
な
い
。
正
面
に

「五
頭
天
王
、

向
か

っ
て
右
に

「
延
賓
八
庚
申

（
一
六
八
〇
と
、
左
に

「
正
月
廿
日
」
、

下
方
に
二
行
で

「施
主
大
坂
亘
鮭
□

（橋
）
／
三
丁
目
苧
屋
甚
平
□

（衛
と

と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
中
台
の
下
部
に
も
蓮
弁
が
見
ら
れ
、
隅
に
複
弁
を

刻
出
し
、
中
央
に
も
複
弁
が
見
ら
れ
る
。
笠
は
軒
が
薄
く
、
軒
下
は
水
平

で
、
軒
上
は
軒
端
で
緩
や
か
に
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
棟
は
波
形
の
曲
線

に
な

っ
て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
火
袋
は
四
角
形
で
、
南
面
と

北
面
は
四
角
い
火
日
に
な

っ
て
お
り
、
東
面
は
円
形
、
西
面
は
三
日
月
形

の
窓
に
な

っ
て
い
る
。

⑩
石
灯
籠
　
②
の
東
側
に
所
在
す
る
。
宝
珠
の
下
の
請
花
に
あ
た
る
も

の
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
笠
と
火
袋
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
の
で
、
倒
壊

で
も
し
て
、
積
み
替
え
た
可
能
性
も
あ
る
。
現
高
は

一
二
五
カ
ン
、
年
の
高

さ
は
五
七
カ
ン０
基
礎
は
半
分
が
土
に
埋
も
れ
て
い
る
が
、
上
部
が
繰
形
座

に
な

っ
て
い
る
。
年
は
神
前
型
で
、
西
側
が
正
面
で
、
正
面
に

「常
夜
燈
」
、

南
面
に

「
願
主
大
坂
天
満
／
油
屋
吉
右
衛
門
」
、
北
面
に

「
宝
暦
十
二

（
一
七
六
二
）
／
壬
午
五
月
吉
日
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
四
角

形
で
、
南
面
と
北
面
は
四
角
い
火
口
に
な

っ
て
お
り
、
東
面
は
円
形
、
西

面
は
三
日
月
形
の
窓
に
な

っ
て
い
る
。

⑩
記
念
碑
　
一局
さ

一
一
〇
々
ン
の
自
然
石
を
組
ん
だ
台
石
の
上
に
据
え
ら

れ
て
い
る
。
高
さ

一
一
四
々
ン
、
幅

一
二
五
カ
ン
、
奥
行
き
二
七
売
ン
を
測
る
自

然
石
で
あ
る
。
正
面
の
上
方
に
右
か
ら
横
書
き
で

「
造
管
記
念
」
、
そ
の

下
に
長
方
形
に
掘
り
窪
め
ら
れ
て
い
て
、
昭
和
十
二
年
の
起
工
祭
に
始
ま

っ

て
、
地
鎮
祭
、
上
棟
祭
、
遷
座
祭
、
昭
和
十
五
年
の
竣
工
奉
告
祭
ま
で
の

そ
れ
ぞ
れ
の
行
わ
れ
た
年
月
日
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
背
面
に
は
銅
板
に
、
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第五章 石造遺物に祈 り託 し

皇
紀
二
千
六
百
年
記
念

に
行
わ
れ
た
造
営
の
関
係
者

の
名
前
が
記
さ
れ
て

い
る
。

①
歌
碑
　
一口同
さ
四
四
カ
ン
の
台
石
上
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
五
六
カ
ン、

幅
七
三
菱
ン
ヽ
奥
行
き
二
七
カ
ン
を
測
る
自
然
石
で
、
正
面
は
研
か
れ
て
い
る
。

神
社
宮
司
が
自
分
た
ち
夫
婦
の
金
婚
を
祝

っ
た
歌
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

お

わ

り

に

以
上
、
本
庄
地
域
の
石
造
遺
物
を
見
て
き
た
。
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
も
の
や
、
古
い
年
代
が
刻
ま
れ
た
も
の
は
見
当
ら
な
か

っ
た

が
、
人
々
が
昔
よ
り
信
仰
の
対
象
と
し
て
大
事
に
し
て
き
た
も
の
ば
か
り

で
あ
る
。

石
は
永
久
不
変
の
材
料
で
あ
る
と
考
え
、
信
仰
の
対
象
を
石
造
遺
物
と

し
て
祀

っ
て
い
た
の
だ
が
、
過
去
に
何
度
か
の
水
害
で
流
失
し
た
り
、
第

二
次
世
界
大
戦
で
は
空
襲
で
焼
失
し
、
先
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
は
倒

壊
す
る
な
ど
、
決
し
て
永
久
不
変
の
物
で
は
あ
り
え
な
か

っ
た
。

変
化
の
激
し
い
都
市
部
に
お
い
て
、
先
人
が
遺
し
て
き
た
遺
産
と
も
言

う
べ
き
石
造
遺
物
が
、
戦
災
や
自
然
災
害
な
ど
を
受
け
ず
に
永
久
に
大
切

に
祀
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
止
ま
な
い
。

民
俗
編
　
第
五
章
　
参
考
文
献

日
本
石
仏
協
会
編

『
日
本
石
仏
図
典
』
国
書
刊
行
会
　
一
九
八
六

庚
申
懇
話
会
編

『
日
本
石
仏
辞
典
第
二
版
』
雄
山
閣
出
版
　
一
九
七
八

川
勝
政
太
郎
著

『
日
本
石
造
美
術
辞
典
』
東
京
堂
出
版

　
一
九
八
〇

川
勝
政
太
郎
著

『
新
版
石
造
美
術
』
誠
文
堂
新
光
社

　
一
九
八

一

川
辺
賢
武

『
神
戸
の
石
造
遺
品
』
神
戸
市
史
資
料
室
　
一
九
七

一

山
下
道
雄

・
沢
田
幸
男

・
永
瀬
巌
共
著

『神
戸
の
道
標
』
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー

一
九
八
五

沢
田
幸
男

『
補
遺
神
戸
の
道
標
』
私
家
版

荒
木
勉

『
東
灘
区
の
道
し
る
べ
』
私
家
版

鈴
木
武

「
神
戸
の
石
造
美
術
　
東
灘
編
」
『
歴
史
考
古
学
』
二
十
二
号
、
歴
史
考

古
学
研
究
会

　
一
九
九
二

鈴
木
武

「
本
庄
共
同
墓
地
旧

『
孝
子
忠
柴
墓
』
銘
に
つ
い
て
」
『
生
活
文
化
史
―

史
料
館
だ
よ
り
―
』
二
五
号
、
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館

　
一
九
九
九

そ
の
ほ
か

『
生
活
文
化
史
―
史
料
館
だ
よ
り
―
』
『
歴
史
研
究
手
帖
』
（
い
ず
れ
も

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
発
行
）
参
照
。
本
書
末
尾
に
総
目
次
掲
載
。
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第
六
章

地
域
に
残
る
史
跡
と
伝
説

。
昔
話

民
俗
の
な
か
に
は
、
昔
話
や
伝
説

。
世
間
話

。
語
り
物

・
謎

。
こ
と
わ

ざ
な
ど
、
文
字
に
よ
ら
な
い
で
日
で
伝
え
受
け
継
い
で
き
た
も
の
が
あ
る
。

伝
説
と
昔
話
は
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
そ
の
内
容
は

分
か
れ
て
い
る
。
伝
説
は
具
体
的
な
事
物
、
自
然
や
文
化

・
人
物

・
慣
習

・

行
事
な
ど
の
由
来
な
ど
と
結
び
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
言
い
伝
え
で
あ
る
。

歴
史
的
事
実
と
結
合
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
、
歴
史
的
真
実
と
は
言

い
が
た
い
。
し
か
し
、
人
々
の
間
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は

「事
実
」

で
あ
る
。
昔
話
は
、
「
む
か
し
」
の
こ
と
を
話
し
て
人
に
聞
か
せ
た
も
の

で
、
そ
の
内
容
に
は
特
定
の
場
所

。
人
物
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
だ
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
が
な
い
時
代
に
は
、
子
供
た
ち
が
お
年
寄
り
の
昔
話
を
聞

く
の
が
楽
し
み
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
そ
の
話
の
多
く
が

「
む
か
し
む
か
し

あ
る
と
こ
ろ
に
…
」
と
始
ま

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
虚
構
と
事
実
を
織
り
混
ぜ
な
が
ら
、
大
切
に
語
り
継
が
れ
て

来
た
。
地
域
に
目
に
見
え
る
形
で
、
史
跡
と
い
う
痕
跡
を
残
し
て
い
る
も

の
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
史
跡
の
中
に
は
災
害
や
戦
災
な
ど
、
当
時
の
人
々

が
、
被
害
の
大
き
さ
を
長
く
語
り
継
ぐ
た
め
に
造
営
し
た
も
の
や
、
河
川

や
交
通
の
変
化
の
痕
跡
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
章
で
は
こ
う
し
た
史
跡
や
伝

説
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
各
章
の
記
述
と

一
部
重
複
す
る
が
、

い
ず
れ
も
語
り
続
け
ら
れ
た
こ
と
が
重
要
で
、
文
献
史
料
か
ら
だ
け
で
は

十
分
分
か
ら
な
い
地
域
社
会
の
変
化
を
雄
弁
に
物
語
る
こ
と
か
ら
、
焦
点

を
変
え
て
あ
え
て
取
り
上
げ
た
。
な
お
現
在
、
史
跡
と
し
て
残

っ
て
い
る

も
の
は
所
在
地
を
本
文
中
に
記
し
た

（地
図
参
照
）
。

一
節
　
深
江
地
区
の
史
跡
と
伝
説

・
昔
話

深
江
の
起
源
と
地
名
の
由
来

深
江
の
地
名
の
由
来
は
、
昔
深
い
入
江
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
、

文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
ご
ろ
書
か
れ
た

「
深
江
村
由
緒
書
」
（永
井
正

治
氏
文
書
）
に
は

「
三
町

ハ
カ
リ
ノ
入
江
ア
リ
、
依
テ
深
江
号
有
り
、
元
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禄
年
中
迄
入
江
姿
夕
残
り
、
栗
坪
辺
リ
ハ
芦
嶋
ナ
リ
」
と
、
三
〇
〇
房
に

及
ぶ
入
江
が
あ

っ
た
こ
と
が
地
名
の
由
来
だ
と
す
る
。
そ
の
形
か
ら
、
昔

は
琴
の
浦
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

村
の
起
こ
り
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現

在
の
住
居
表
示
に
な
る
前
、
深
江
北
町
四
丁
目
か
ら
本
庄
町
三
丁
目
に
か

け
て
を
薬
王
寺
町
と
呼
ん
で
い
た
が
、
こ
こ
に
昔
、
薬
王
寺
と
い
う
寺
院

が
ぁ

っ
た
。
こ
の
寺
の
回
り
に
あ

っ
た
集
落
と
、
そ
の
東
方
に
あ
る
永
井

氏
の
屋
敷
を
中
心
と
し
た
集
落
の
二
つ
が
合
わ
さ

っ
て
で
き
た
と
い
う
。

深
江
に
見
ら
れ
る
野
田

ｏ
永
井

（他

一
名
不
詳
）
の
三
姓
は
、
平
家
の
落

武
者
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
深
江
村
由
緒
書
」
に
は

「
上
永
井

ノ
辺
リ
エ
柳
サ
カ
六
、
七
軒
ノ
ミ
也
」
と
あ
り
、
永
井
屋
敷
周
囲
の
集
落

は
小
規
模
だ

っ
た
と
い
う
。

薬
王
寺
は
、
『
武
庫
郡
誌
』
に
よ
る
と
、
真
言
宗
で
あ

っ
た
が
室
町
時

代
の
文
引
十
二
年

（
一
四
八

一
）
に
時
の
住
職

・
観
空
が
、
浄
土
真
宗
中

興
の
祖

。
蓮
如
上
人
に
帰
依
、
改
宗
し
て
道
場
延
寿
寺
と
な
り
、
薬
王
寺

の
本
尊
を
祀

っ
た
の
が
大
日
霊
女
神
社
だ
と
し
て
い
て
、
こ
れ
が
定
説
に

な

っ
て
い
る
。
し
か
し

「深
江
村
由
緒
書
」
で
は
薬
王
寺
は
天
台
宗
と
し
、

名
称
も
薬
王
寺
は
後
世
の
誤
り
で
薬
応
寺
が
正
し
く
薬
師
如
来
を
安
置
し

境
内
は
二
町
余
と
あ

っ
た
と
す
る
。
ま
た

「
天
正
年
中

二
寺
内
ヨ
リ
放
火

シ
テ

一
時

二
灰
煙
ト
ス
ト
モ
云
、
又

一
説

二
織
田
信
長
公
ノ
時
代
兵
火

ニ

逢
フ
ト
モ
云
」
と
し
、
織
田
信
長
の
時
代
ま
で
薬
応
寺
が
存
続
し
た
と
す

る
。
そ
し
て
薬
応
寺
と
は
別
の
延
寿
寺
が
古
義
真
言
宗
で
、
文
明
年
間
に

村
が
真
言
宗
か
ら
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
た
た
め
廃
れ
、
延
寿
寺
の
本
尊
を

祀

っ
た
の
が
大
日
霊
女
神
社
だ
と
し
て
い
て
、
『
武
庫
郡
誌
』
と
若
干
食

い
違
い
が
あ
る

（民
俗
編
第
四
章
参
照
）
。

池
と
弘
法
大
師

・
源
義
経

深
江
町
四
丁
目

一
の
高
橋
川
河
日
西
岸
あ
た
り
に
あ

っ
た
踊
り
松
付
近

に
銚
子
池
が
あ

っ
た
。
前
述
の
江
戸
時
代
の

「
深
江
由
緒
書
」
に
は
、
踊

り
松
の
周
囲
で
酒
宴
を
催
し
た
際
に
、
村
民
の

一
人
が
、
戯
れ
に
銚
子
を

頭
に
乗
せ
て
池
の
辺
り
で
舞

っ
た
か
ら
名
付
け
た
と
す
る
伝
説
を
掲
載
し

て
い
る
。

伝
説
に
よ
れ
ば
こ
の
あ
た
り
で
弘
法
大
師
が

一
晩
泊
ま

っ
た
こ
と
が
あ

り
、
池

へ
行
き

一
面
に
生
え
て
い
る
葦
の
葉
を
は
ら
う
と
、
そ
の
後
池
で

は
蚊
が
わ
か
な
く
な

っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
葦
の
葉
が
は
ら

っ
た
方
向
だ

け

へ
向
く
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
葦
に
つ
い
て
地
元
に
残
る
但
謡
に

「
高

い
高
橋
踊
り
松
、
銚
子
が
池
に
片
葉
葦
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
弘
法
大

師
の
伝
説
が
残

っ
て
い
る
の
は
、
中
世
ま
で
薬
王
寺
な
ど
真
言
宗
の
寺
が

あ

っ
た
こ
と
や
、
大
日
霊
女
神
社
と
の
関
係
か
ら
だ
ろ
う
か
。

ま
た

「
深
江
由
緒
書
」
に
よ
れ
ば
、
字
栗
坪
と
呼
ば
れ
る
所
の
磯
野
氏

の
新
田
に
池
が
あ
り
、
猶
予
の
沢
と
も
、
義
経
鎧
洗
い
の
池
と
も
い
わ
れ
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た
。
義
経
が
平
家
追
討
の
た
め
福
島
の
浦
か
ら
船
を
進
発
さ
せ
讃
岐
に
下

向
す
る
と
き
、
海
上
の
風
波
激
し
い
た
め
、
深
江
に
碇
を
降
ろ
し
て
風
待

ち
を
し
た
た
め
、
猶
予
の
沢
と
い
う
名
前
が
残

っ
た
と
い
う
。
ま
た
風
波

に
逢
う
の
は
不
吉
と
し
て
鎧
を
洗

っ
た
か
ら
、
鎧
洗
い
の
池
と
も
呼
ば
れ

た
と
い
う
。
深
江
の
浦
が
風
よ
け
の
港
と
し
て
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
た
こ

と
を
物
語
る
伝
説
と
し
て
興
味
深
い
。

山
の
入
会
権
を
め
ぐ

っ
て

深
江
は
海
岸
縁
の
村
で
山
か
ら
距
離
が
あ
る
だ
け
に
、
山
の
入
会
権

ヘ

の
執
着
は
著
し
く
、
昔
、
山
の
神
様
が
、
深
江
の
人
々
に

「
ほ
し
い
物
が

あ

っ
た
ら
言
い
な
さ
い
」
と
言
う
と
、
村
の
人
々
は
日
を
揃
え
て
、
「
山

に
入
る
権
利
が
ほ
し
い
」
と
答
え
た
と
伝
え
る
。　
一
方
深
江
の
浜
に
尼
崎

藩
主
が
沿
岸
防
備
の
視
察
に
き
た
時
、
浜
で
刀
を
お
と
し
て
し
ま
い
、
そ

れ
を
深
江
の
人
が
拾

っ
て
あ
げ
た
の
で
、
山

へ
芝
刈
り
に
行
け
る
よ
う
に

な

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
た
だ
入
会
権
に
つ
い
て
は
尼
崎
藩
領
に
な
る
前
か

ら
本
庄
郷
と
し
て
入
会
権
を
も

っ
て
い
た
。
ま
た
芦
屋
の
山
の
猟
師
の
イ

ノ
シ
シ
を
、
芦
屋
の
浜
の
漁
師
が
捕

っ
て
か
ら
、
山
の
猟
師
と
浜
の
漁
師

が
ケ
ン
カ
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
伝
承
も
残
る
。

人
工
河
川

。
横
川

（図
１
ｌ
①
）

本
山
か
ら
深
江
に
か
け
て
流
れ
る
高
橋
川
は
、
深
江
北
町
五
丁
目
あ
た

り
で
約
二
〇
〇
房
も
東
西
に
流
れ
て
い
て
、
地
元
で
は
横
川
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
も
と
も
と
こ
の
部
分
は
、
か
つ
て
は
今
よ
り
も
少
し
北
側
を

一
詳

房
以
上
に
渡

っ
て
東
西
に
流
れ
て
い
た
が
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
工
事
を

行

っ
て
現
在
の
位
置

へ
流
す
よ
う
に
な
っ
た
。
東
灘
は
六
甲
の
山
と
海
の

間
に
は
さ
ま
れ
た
斜
面
で
、
こ
の
地
形
か
ら
当
然
川
は
南
北
に
流
れ
る
は

ず
だ
が
、
こ
の
川
は
そ
う
し
た
自
然
の
常
識
に
反
し
て
東
西
に
流
れ
て
お

り
、
明
ら
か
に
川
の
流
れ
を
人
工
的
に
付
け
替
え
た
と
し
か
考
え
よ
う
が

な
い
。
東
西
、
す
な
わ
ち

横
に
川
が
流
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
横
川
と
呼
ば
れ
る
。

付
け
替
え
は
、
そ
の
位

置
と
長
さ
か
ら
古
代

・
律

令
制
に
お
け
る
条
里
制
の

整
備
に
伴
う
も
の
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

条
里
制
と
は
、
律
令
制
の

基
盤
で
あ
る
公
地
公
民
制

に
基
づ
き
班
田
収
授
法
で

人
民
に
与
え
る
こ
と
に
な
っ

た
日
分
田
の
班
給
を
た
や

す
く
す
る
た
め
に
、
国
家

写真-1 横川の現状 斜面を東西に流れているため、北
側と南側で川岸の高さが異なっている。
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が
土
地
を
整
然
と
碁
盤
目
状
に
区
切

っ
た
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
境

界
に
設
け
ら
れ
た
水
路
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。

高
橋
川
の
石
橋
と
大
漁
お
礼

（図
１
ｌ
②
③
）

江
戸
時
代
中
ご
ろ
の
正
徳
二
年

（
一
七

一
二
）
に
、
漁
師
を
し
て
い
た

網
屋
喜
治
郎
が
、
不
漁
続
き
に
困
り
果
て
、
他
所

へ
行
こ
う
と
思
い
高
橋

川
ま
で
来
た
と
こ
ろ
、
浜
の
方
が
た
い
へ
ん
に
ぎ
や
か
な
の
で
橋
の
上
よ

り
浜
を
見
た
と
こ
ろ
、
鰻
の
大
群
が
浜
に
押
し
寄
せ
て
い
た
の
で
家
に
急

い
で
帰
り
漁
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
大

漁
が
続
い
て
大
金
持
ち
に
な

っ
た
。

そ
の
後
喜
治
郎
は
、
足
を
止
め
て
呼

び
戻
し
て
く
れ
た
あ
り
が
た
い
橋
だ

と
、
木
製
の
橋
を
石
橋
に
架
け
か
え
、

基
礎
石
に

「
奉
寄
進
　
石
橋
　
正
徳

二
壬
辰
歳
　
四
月
八
日
　
深
江
村

喜
治
郎
」
と
刻
ん
だ
。
こ
の
橋
は
昭

和
の
初
め
に
改
修
さ
れ
る
ま
で
あ
り
、

現
在
は
基
礎
石
を
大
日
霊
女
神
社
境

内
の
深
江
史
の
庭
に
残
し
て
い
る
。

幕
末
の
鳥
羽
。伏
見
の
戦
い
と
漁
師

鳥
羽

。
伏
見
の
戦
い
で
、
傷

つ
い

た
長
州
藩
兵
が
淀
川
を
下
り
深
江
の
浜
に
た
ど
り
つ
い
た
た
め
、
深
江
の

漁
師
が
兵
庫
津
の
和
田
岬
ま
で
船
で
運
ん
だ
。
と
こ
る
が
、
そ
れ
が
奉
行

所
に
わ
か
り
、
百
た
た
き
の
刑
を
多
く
の
人
が
受
け
た
。
の
ち
に
そ
の
時

の
長
州
の
指
導
者

（肥
後
守
と
い
わ
れ
て
い
る
）
の
子
孫
が
、
昭
和
二
十

四
年
ご
ろ
礼
に
き
た
と
い
う
。
淀
川
と
兵
庫
津
を
結
ぶ
海
運
の
要
衝
に
な

っ

て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
に
な

っ
て
い
る
。

踊
り
松

（図
１
ｌ
④
⑤
）

踊
り
松
は
、
大
正
時
代
ご
ろ
ま
で
深
江
本
町
四
丁
目

一
の
高
橋
川
河
日

西
岸
付
近

（今
の
神
戸
商
船
大
学
職
員
宿
舎
付
近
）
に
あ
り
、
江
戸
時
代

に
は

「
深
江
越
ゆ
れ
ば
大
日
如
来
、
高
い
高
橋
、
踊
り
松
」
と
う
た
わ
れ

て
き
た
。
『
摂
津
名
所
図
会
』
に
よ
れ
ば
、
も
と
は
深
江
本
町
二
、
四
丁

目
付
近
に
ま
た
が
る
広
い
範
囲
の
松
林
だ

っ
た
よ
う
だ
。

深
江

・
青
木
の
氏
神
で
あ
る
森
の
稲
荷
神
社
の
社
伝
に
よ
る
と
、
奈
良

時
代
の
霊
亀
元
年

（七

一
五
）
卯
月
卯
日
の
夜
に
、
沖
合
に
暗
が
り
を
照

ら
す
不
思
議
な
光
が
現
れ
、
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
沖
か
ら
ゆ

っ
く
り
と
岸

に
近
付
い
た
。
そ
し
て
、
浜
辺
の

一
本
の
松
の
根
元
に
光
り
輝
く

一
基
の

神
輿
が
流
れ

つ
い
た
。
中
か
ら
、
「
私
は
稲
荷
の
神
霊
で
あ
る
。
こ
の
北

の
山
の
麓
に
祀
れ
ば
近
在
の
人
々
を
幸
せ
に
す
る
」
と
告
げ
た
。
そ
こ
で

人
々
は
松
の
周
囲
を
踊

っ
て
迎
え
、
言
葉
ど
お
り
に
、
現
在
地
に
社
を
建

て
て
祀

っ
た
。
以
後
、
近
在
の
村
々
は
豊
か
に
な
り
、
人
々
は
神
様
が
流

写真-2 高橋川石橋の基礎石
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れ

つ
い
た
こ
と
を
祝

っ
て
、
毎
年
卯
月
卯
日
の
日
に

「卯
の
葉
祭
り
」
を

行
い
、
神
様
が
流
れ
つ
い
た
松
を
踊
り
松
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
に
は
、
あ
る
年
に
大
雨
が
降
り
、
大
洪
水

が
起
こ
り
、
森
の
稲
荷
神
社
の
神
も
流
さ
れ
て
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、

水
が
ひ
い
た
あ
と
に
、
神
が
踊
り
松
の
根
元
に
流
れ
つ
い
て
い
る
の
が
見

つ
か

っ
た
。
ち
ょ
う
ど
麦
の
刈
り
入
れ
が
終
わ

っ
た
後
だ

っ
た
の
で
、
村

人
は
麦
掲
き
の
最
中
に
杵
を
持

っ
た
ま
ま
、
喜
ん
で
松
の
回
り
を
踊

っ
て

駒
↓
法

一餅
勅
絲
転
館

知

モ́

チ
ネ
此
１
ん
″

，
及
〓
稔
‘
Ａ

，
奉

，
ハ
一

′守
ｔ
申

夕
予
・ァ
ト

宜

笠
証
Ｉ
長
″、
売
′

崩
径

，
轟

ｒ

島

千

ユ

無

ｈ
ｅ

，
々

ｆ
二
帝

写
真
１
３
１
２
　
踊
り
松
の
由

緒
を
記
し
た
立
て
札

写
真
１
３
１
３
　
踊
り
松
の
碑

回
り
神
を
神
社
に
戻
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
か
ら
、
卯
の
葉
祭
り
に
は
氏

子
た
ち
が
こ
の
松
の
回
り
で
杵
を
担
い
で
神
様
を
迎
え
る
踊
り
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
こ
の
松
を
踊
り
松
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。

「
深
江
由
緒
書
」
で
は
両
者
の
話
を
融
合
し
、
桓
武
天
皇
の
時
代
の
延

暦
五
年

（七
八
六
）
初
夏
、
洪
水
で
み
こ
し
が
海
上
か
ら
流
れ
着
き
、
そ

の
み
こ
し
の
中
に
霊
亀
二
年
の
鏡
が
あ
り
、
森
の
地
に
祀

っ
た
と
し
て
い

る
。
洪
水
で
神
体
が
流
れ
着
く
説
話
は
各
地
に
残

っ
て
い
る
。

O ④

写真 -3-1 あ りし日の踊 り松

-442-



第六章 地域に残る史跡と伝説・昔話

た
だ
、
実
際
に
は
松
の
枝
ぶ
り
が
、
踊

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
、

踊
り
松
と
い
う
名
が
付

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
場
所
は
、
森

の
稲

荷
神
社

の
お
旅
所
だ

っ
た
が
、
今

で
は
そ
の
松
も
枯
れ
、
踊
松
町
の
町
名

も
、
新
住
居
表
示
と
と
も
に
消
え
て
し
ま

っ
た
。

か

つ
て
の
踊
り
松

の
あ

っ
た
場
所

に
ほ
ど
近

い
、
養
正
館
敷
地

の
北
東

隅
に
、
昭
和
五
十
七
年

（
一
九
八
三
）
、
神
戸
商
船
大
学
開
学
三
〇
周
年

を
記
念
し
て
深
江
財
産
区
な
ど
が

「
踊
り
松

の
碑
」
を
建

て
た
。
碑

に
は

以
下
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る

（図
１
ｌ
④
）
。

（表
）
踊
り
松
の
碑
　
　
神
戸
商
船
大
学
後
援
会
長
　
橋
田
久
雄
書

（裏
）
六
甲
の
影
摂
海
に
映
じ
て
深
く
江
の
入
る
と
こ
ろ

白
砂
の
浜
に
百
千
の
青
松
潮
風
に
浴
し

神
韻
繰
紗
と
し
て
幹
枝
源
礼
の
衆
姿
に
似
る

造
花
の
妙
ま
さ
に
踊
松
の
奇
勝
あ
り

但
謡
云
深
江
越
ゆ
れ
ば
大
日
如
来

高
い
高
橋
お
ど
り
松

昭
和
五
十
七
年
壬
成

神
船
大
踊
松
記
念
会

深
江
財
産
区
管
理
会

ま
た
、

こ
の
踊
り
松

の
そ
ば
に
は
、
昔
か
ら
村
人
の
信
仰
の
対
象
と
し

て
多
く
の
石
仏
や
五
輪
塔
が
あ
り
、
現
在

で
は
、
そ
れ
ら
を
高
橋
川
に
架

か
る
深
江
橋

の
東
脇

に
集
め
て
、
踊
松
地
蔵
と
し
て
祀

っ
て
い
る

（民
俗

編
第
五
章
参
照
、
同
⑤
）
。

対
日ひ募乳
批
魯
ａ
‐
‐
⑥
＠

深
江
の
氏
神
で
、
深
江
本
町
三
丁
目
七
に
鎮
座
し
祭
神
は
大
日
霊
女
尊

（天
照
大
神
）
、
蛭
児
尊
、
宇
迦
之
御
魂
神

（民
俗
編
第
四
章
参
照
）
。
明

治
六
年

（
一
八
七
三
）
八
月
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
か
ら

「
深
江
越
ゆ
れ
ば
大
日
如
来
、
高
い
高
橋
、
踊
り
松
」
と
付
近
の
名
所
を

折
り
込
ん
だ
里
謡
が
あ
り
、
地
元
で
は

「大
日
神
社
」
と
か

「大
日
ツ
ァ

ン
」
と
親
し
み
を
こ
め
て
呼
ば
れ
て
い
る

（図
１
ｌ
⑥
）
。

こ
の
神
社
の
由
来
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
明
十
二
年

（
一
四

八

一
）
に
、
薬
王
寺
が
真
言
宗
か
ら
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
、
本
尊
を
阿
弥

陀
如
来
に
変
え
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
、
旧
本
尊
大
日
如
来
を
村
人
が
祀

っ

た
の
が
こ
の
神
社
の
始
ま
り
だ
と
い
う
。
な
お
、
『
東
灘
歴
史
散
歩
』
で

は
、
こ
の
言
い
伝
え
を
引
用
し
た
後
、
神
仏
習
合
の
中
で
、
大
日
如
来
を

本
尊
と
す
る
薬
王
寺
の
鎮
守
社
が
明
治
期
の
神
仏
分
離
で
大
日
霊
女
を
祭

神
と
し
て
、
村
社
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
説
明
し
て
い
る
。

祭
礼
は
旧
暦
六
月
十
四
日
で
、
「
深
江
由
緒
書
」
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て

産
土
神
だ

っ
た
保
久
良
神
社
の
神
体
が
素
轟
鳴
尊
で
、
同
じ
神
体
を
祀
る

京
都

・
祇
園
神
社
の
祭
礼
日
と
あ
わ
せ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

社
殿
は
明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
）
に
、
地
域
の
人
々
の
努
力
で
神

明
造
に
建
て
替
え
ら
れ
た
も
の
が
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
禍
を
く
ぐ
り
抜
け

て
現
存
し
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
の
阪
神

・
淡
路
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写
真
１
４
１
１
　
震
災
前
の
社
殿

写
真
１
４
１
２
　
お辰
災
直
後
の
崩
壊
し
た
社
殿
　
写
真
１
４
１
３
　
誦層
火
後
の
仮
設
の
社
殿

写
真
１
４
１
４
　
再
建
さ
れ
た
社
殿

大
震
災
で
そ
の
社
殿
の
瓦
葺
き
の
大
屋
根
が
落
ち
て
地
面
に
た
た
き
つ
け

ら
れ
る
ほ
ど
完
全
に
倒
壊
し
た
。
中
に
あ

っ
た
御
神
体
は
無
事
で
あ

っ
た

の
で
、
地
震
の
翌
月
に
は
倒
壊
し
た
社
殿
を
撤
去
し
、
仮
の
本
殿
を
建
て
、

平
成
十
二
年
十

一
月
、
本
殿
を
再
建
し
た
。

大
日
霊
女
神
社
に
は
、
戦
前

「
だ
ん
じ
り

（地
車
と

が
あ

っ
て
、
例

大
祭
の
時
に
、
街
中
を
練
り
歩
い
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）

八
月
六
日
の
空
襲
で
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
。
戦
後
は
他
地
区
の
だ
ん
じ
り

を
借
り
た
り
、
リ
ー
ス
だ
ん
じ
り
で
祭
り
を
行

っ
て
き
た
が
、
平
成
五
年

（
一
九
九
二
）
に
新
調
す
る
こ
と
を
決
め
、
氏
子
に
協
力
を
求
め
、
淡
路

の
だ
ん
じ
り
製
作
会
社
に
製
作
を
依
頼
、
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
五
月

-444-



第六章 地域に残る史跡と伝説 。昔話

三
日
の
例
大
祭
で
披
露
さ
れ
た
。
だ
ん
じ
り
に
は
、
地
元
の
踊
り
松
や
、

地
曳
網
の
様
子
、
そ
し
て
震
災
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
た
め
に
震
災
で
傷

つ

い
た
生
き
物
が
も
と
に
戻

っ
て
い
く
様
子
な
ど
が
彫
り
物
と
し
て
彫
ら
れ

て
い
る

（民
俗
編
第
二
章
参
照
）
。

神
社
本
殿
の
東
隣
り
に
は
、
白
玉
稲
荷
神
社
の
社
殿
が
あ
る

（同
⑦
）
。

こ
れ
は
、
も
と
も
と
、
森
の
稲
荷
神
社
の
御
神
体
が
上
陸
し
た
場
所
と
伝

え
ら
れ
る
高
橋
川
右
岸
に
あ

っ
た
踊
り
松
の
南
に
、
稲
荷
神
社
の
分
霊
が

祀
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
地
が
私
有
地
と
な

っ
た
た
め
、
明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
）
に
稲
荷
神
社
の
お
旅
所
と
と
も
に
大
日
霊
女
神
社
の
境
内

に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
白
玉
稲
荷
神
社
の
社
殿
は
平
成
二
年

（
一

九
九
〇
）
に
改
築
さ
れ
て
い
る
。

夜
泣
き
の
神
さ
ん

塞
の
神
社
が
正
式
名
称
で
、
現
在
は
、
大
日
霊
女
神
社
に
合
祀
さ
れ
て

い
る
。
創
始
は
不
詳
だ
が
、
古
く
か
ら

「夜
泣
き
の
神
さ
ん
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
た
。
夜
泣
き
は
赤
ん
坊
が
夜
と
昼
と
を
間
違
え
て
泣
い
て
い

る
と
い
わ
れ
、
家
の
者
が
境
内
に
あ
る
小
石
を
拾

っ
て
き
て
、
赤
ん
坊
の

枕
の
下
に
入
れ
て
お
く
と
、
夜
と
昼
と
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
な
る
と
い

わ
れ
た
。
そ
し
て
、
持

っ
て
帰

っ
た
倍
の
数
の
石
を
浜
辺
で
拾

っ
て
境
内

に
返
す
と
い
う
風
習
が
あ

っ
た
。

以
前
は
大
日
霊
女
神
社
の
北
側
に
、
津
知
川
か
ら
流
れ
て
い
た
イ
セ
ノ

川
が
流
れ
て
お
り
、
そ
の
川
沿
い
の
道
端
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
戦
後
の
区

画
整
理
な
ど
で
周
り
の
景
観
が
変
わ

っ
た
た
め
、
路
地
の
奥
に
取
り
残
さ

れ
る
よ
う
に
鎮
座
し
て
い
た
。
二
つ
の
祠
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
小
さ
い
丸

い
鏡
を
ご
神
体
と
し
て
い
た
。
祠
の
正
面
の
扉
は
、
い
ず
れ
も
観
音
開
き

で
、
向
か

っ
て
右
側
の
祠
は
格
子
戸
に
な

っ
て
い
た
。
元
来
塞
の
神
は
、

境
界
に
位
置
す
る
神
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
子
供
に
関
す
る
信
仰
の
対
象

と
な

っ
て
お
り
、
地
元
の
子
供
は

一
度
は
参
る
よ
う
に
親
か
ら
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

浜
え
び
す

（図
１
ｌ
③
）

埋
立
前
の
深
江
南
町
三
丁
目
二
の
海
岸
線
沿
い
に
通
称

「
浜
え
び
す
」

と
呼
ば
れ
た
深
江
浜
戎
神
社
が
あ
り
、
そ
の
石
造
り
の
鳥
居
に
は

「大
正

三
年
九
月
建
之
」
の
銘
が
あ

っ
た
。
こ
の
戎
神
社
の
創
建
は
定
か
で
は
な

い
が
す
江
戸
時
代
か
ら
こ
の
地
は
漁
業
が
盛
ん
で
、
多
く
の
漁
船
と
漁
民

で
浜
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
な
か
で
も
地
曳
網
漁
で
獲
る
カ
タ
ク
チ

イ
ワ
シ
は
有
名
で
、
加
工
し
て
だ
し
じ
ゃ
こ
や
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
と
し
て

出
荷
さ
れ
た
。

蛭
子
尊
は
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
豊
漁
祈
願
と
漁
師
の
守
護
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
深
江
で
も
、
漁
民
の
間
で
信
仰
さ
れ
、
社
を
設

け
て
祀
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
祭
礼
は
毎
年
九
月
十
日
だ

っ

た
が
、
こ
の
日
は
芦
屋
村
と
の
入
会
漁
業
権
を
め
ぐ
る
民
事
訴
訟
で
深
江
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村
が
勝
訴
し
た
日
で
、
そ
れ
を
祝

っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
祭

り
は

「
浜
祭
り
」
と
も
呼
ば
れ
、
漁
船
や
境
内
を
大
漁
旗
や
懺
で
飾
り
、
参

道
の
家
の
塀
に
は
絵
行
燈
を
か
け
、
夜
店
も
出
る
な
ど
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

戦
後
も
深
江
の
漁
業
は
栄
え
た
が
、
昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
）
か

ら
始
ま

っ
た
深
江
浜
の
埋
め
立
て
工
事
で
、
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
昭
和
四
十
七
年

（
一
九
七

二
）
に
は
神
戸
東
部
漁
業
協
同
組
合

写
真
１
５
１
１
　
△
口
祀
前
の
浜
え
び
す

軒
の
魚
の
彫
り
物

が
解
散
、
深
江
の
漁
業
も
終
焉
を
迎
え
た
。
平
成
五
年

（
一
九
九
二
）
十

二
月
二
十
三
日
、
大
日
霊
女
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
社
殿
は
平
成
六
年

（
一

九
九
四
）

一
月
に
撤
去
さ
れ
た
。
同
年
七
月
戎
神
社
の
あ

っ
た
地
に

「
深

江
浜
　
予え
び
す
神
社
跡
」
の
石
碑
と

「
え
び
す
神
社
と
深
江
の
漁
業
史
」

と
題
す
る
説
明
板
を
、
深
江
財
産
区
管
理
会
と
大
日
霊
女
神
社
奉
賛
会
の

連
名
で
設
置
し
た
。

阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
、
合
祀
し
た
大
日
霊
女
神
社
の
本
殿
は
倒
壊
し

た
が
、
そ
の
後
建
て
ら
れ

た
仮
設
の
社
殿
の
軒
に
は
、

こ
の
浜
え
び
す
の
社
に
あ
っ

た
魚
の
彫
物
を
飾

っ
て
い

た
。正

寿
寺

（図
１
ｌ
⑨
）

旧
深
江
村
の
寺
院
で
、

深
江
本
町
三
丁
目
七
に
あ

る
。
山
号
を
永
井
山
と
い

い
、
浄
土
真
宗
の
寺
院
。

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。

『
武
庫
郡
誌
』

に
は
、
境

内
三
六
〇
坪
、
檀
家
五
〇

■i!上三二

写真-5-3 合祀後に深江財産区管理会と大日霊女
神社奉賛会によって記念碑と説明板が建立された
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第六章 地域に残る史跡と伝説・昔話

写
真
１
６
１
１
　
山
門
、
鐘
楼
の
竣
工
を

記
念
し
た
写
真
　
昭
和
４２
年

写
真
１
６
１
２

震
災
直
後
の
本
堂

○
軒
と
あ
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に

『
武
庫
郡
誌
』

は
真
言
宗
薬
王
寺
が
文
明
十
三
年

（
一
四
八

一
）
に
浄
土
真
宗
に
改
宗
し

延
寿
寺
と
改
称
し
た
と
す
る
が
、
「
深
江
由
緒
書
」
は
薬
王
寺
は
織
田
信

長
の
時
代
ま
で
残

っ
て
お
り
、
薬
王
寺
と
は
別
に
延
寿
寺
が
あ

っ
て
、

「
延
寿
寺
退
転
ノ
後
、
村
民
蓮
如
上
人
ヲ
帰
依
シ
奉
り

一
宇
ノ
坊
舎
ヲ
建

立
シ
テ
永
井
山
正
寿
寺
卜
号
ス
」
と
あ

っ
て
、
延
寿
寺
が
廃
れ
た
後
、
蓮

写
真
１
６
１
３
　
震
災
直
後
の
山
門

写
真
１
６
１
４
　
復
興
し
た
本
堂

如
に
帰
依
し
て
、
寺
を
建
立
し
た
と
す
る
。
江
戸
時
代
の
寛
永
十
年

（
一

六
三
三
）
に
永
井
三
左
衛
門
が
出
家
し
て
空
照
と
名
乗
り
、
寺
を
現
在
の

位
置
に
移
し
て
永
井
山
正
寿
寺
道
場
と
称
し
た
こ
と
を
開
基
と
す
る

（民

俗
編
第
四
章
参
照
）
。
寛
永
十
九
年

（
一
六
四
三
）
に
本
山
よ
り
木
製
の

仏
像
を
下
付
さ
れ
、
寺
号
を
許
さ
れ
た
。

明
治
時
代
に
は
本
堂
を
借
り
て
深
江
小
学
校
が
で
き
、
青
木
の
無
量
寺
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境
内
に
で
き
た

列
　
青
木
小
学
校
と

晰
　と
も
に、
後
の

難　
本
庄
小
学
校
の

初
　も
と
にな
った。

翻　
　
阪
神
大
震
災

地
　
で本
堂
を
は
じ

５
　
め
、
境
内
の
建

一・６
　
物
が
倒
壊
し
、

票　
そ
れ
ら
は
震
災

後
解
体
撤
去
さ

れ
、
平
成
十
二

年

（
二
〇
〇
〇
）
、
新
本
堂
が
建
立
さ
れ
た
。

西
国
街
道

（本
街
道
と
浜
街
道
）
と
名
残

（図
１
ｌ
①
ｌ
⑮
）

芦
屋
市
の
打
出
で
二
本
に
分
か
れ
た
西
国
街
道
は
、
内
陸
部
を
通
る
道

を
本
街
道
、
海
岸
沿
い
を
通
る
道
を
浜
街
道
と
呼
ん
だ
。
こ
の
二
本
の
街

道
の
う
ち
、
本
街
道
は
国
道
二
号
付
近
が
そ
の
跡
で
、
浜
街
道
は
国
道
四

三
号
の
北
側
、
大
日
霊
女
神
社
の
南
側
の
東
西
の
道
が
そ
れ
で
あ
る
。

本
街
道
の
名
残
と
し
て
は
朱
鳥
居
の
横
に

「
稲
荷
之
社
　
従
是
三
町
」

の
字
が
刻
ま
れ
た
道
標
が
あ
り
、
こ
れ
は
本
街
道
か
ら
稲
荷
神
社

へ
の
分

岐
点
を
示
す
も
の
で
あ
る

（図
１
ｌ
①
）
。
こ
の
道
標
は
文
化
元
年

（
一

八
〇
四
）
の
太
田
蜀
山
人
の

『
革
令
紀
行
』
に
も

「葦
屋
川
を
か
ち
わ
た

り
し
て
ゆ
け
ば
、
左
に
海
ち
か
く
み
ゆ
、
右
に
稲
荷
之
社
自
是
三
町
と
ゑ

り
し
碑
あ
り
、
…
」
と
あ
る
。

ま
た
、
旧
本
庄
村
役
場
東
側
、
浜
街
道
の
南
に
か
つ
て
松
林
が
あ
り
、

街
道
名
残
の
松
で
あ

っ
た
。
近
代
に
な

っ
て
街
道
と
は
別
に
国
道
が
設
置

さ
れ
て
も
、
街
道
は

地
域
の
人
々
に
記
憶

さ
れ
、
街
道
に
ち
な

む
松
は
、
部
分
的
な

が
ら
守
ら
れ
、
ま
た

新
た
に
植
え
ら
れ
て

き
た
。
本
庄
小
学
校

南
側
の
松
も
、
震
災

で
校
舎
が
被
災
し
仮

設
校
舎
設
置
の
た
め

一
時
別
の
場
所
に
移

植
さ
れ
た
が
、
新
校

舎
完
成
と
仮
設
校
舎

撤
去
に
よ
り
、
元
の

写真-7 本庄小学校南側の松
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第六章 地域に残る史跡と伝説 。昔話

場
所
に
松
が
植
え
ら
れ
、
深
江
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
説
明
板
を
設

置
し
た

（同
⑫
）
。

さ
ら
に
、
平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
三
）
二
月
末
に
は
、
浜
街
道
沿
い
に

三
基
の

「
旧
西
国
浜
街
道
」
の
碑
を
同
協
議
会
が
設
置
し
た
。
こ
の
三
基

の
碑
は
栄
公
園

（同
⑭
）
、
大
日
公
園

（同
⑮
）
、
大
日
霊
女
神
社

（同
⑬
）

の
浜
街
道
に
面
す
る
敷
地
内
に
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
て
い
る
。

魚
屋
道
の
碑
と
稲
荷
筋

（図
１
ｌ
⑩
⑪
）

大
日
霊
女
神
社
の
西
側
の
南
北
の
道
は
森
の
稲
荷
神
社

へ
通
じ
る
道
と

し
て
古
く
か
ら

「稲
荷
筋
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

（図
１
ｌ
⑩
）
。
こ
の
道
は
、

ま
た
魚
屋
道
と
も
呼
ば
れ
、
深
江
の
浜
か
ら
有
馬

へ
向
か
う
道
と
し
て
の

歴
史
も
有
し
て
い
る
。
深
江
か
ら
有
馬

へ
向
か
う
六
甲
越
え
の
道
は
、
江

戸
時
代
、
幕
府
か
ら
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
未
公
認
の
道
で
あ

っ
た
。

も
と
も
と
、
灘
地
方
か
ら
有
馬

へ
行
く
た
め
の
正
規
の
ル
ー
ト
は
、
芦
屋
・

西
宮
を
通
り
、
小
浜

（宝
塚
）
。
生
瀬

・
船
坂
を
経
て
有
馬

へ
入
る
と
い

う
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
道
は
灘
地
方
と
有
馬
の
人
々
に
と

っ
て
は
大
変

な
遠
回
り
。
そ
こ
で
、
両
地
域
の
人
達
は
六
甲
越
え
を
す
る
抜
け
道
を
開

く
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は

「
湯
山
間
道
」
と
か

「
乃
津

甲
越
え
」
と
呼
ば
れ
、
深
江
の
浜
で
と
れ
た
魚
を
有
馬
ま
で
運
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
明
治
時
代
に
は

「魚
屋
道
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
深
江
と
有
馬
を
結
ぶ
直
通
路
は
、
有
馬

へ
の

正
規
の
ル
ー
ト
に
あ
る
宿
場
や
輸
送
業
者
に
と

っ
て
は
大
き
な
減
収
を
招

く
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
正
規
の
ル
ー
ト
に
あ
る
宿
場
の
人
々
は
、
深
江
な

ど
灘
と
有
馬
の
人
達
を
相
手
取

っ
て
、
六
甲
越
え
の
道
の
差
し
止
め
を
求

め
て
、
大
坂
の
町
奉
行
所

へ
民
事
訴
訟
を
提
起
。
こ
の
山
越
え
の
道
は
、

利
用
し
よ
う
と
す
る
者
と
、
そ
れ
を
閉
ざ
そ
う
と
す
る
人
と
の
闘
い
の
歴

史
で
あ

っ
た
。

明
治
時
代
に
入

っ
て
交
通
は
自
由
化
さ
れ
、
有
馬

へ
の
湯
治
客
が
多
く

利
用
し
た
。
阪
神
間

に
鉄
道
が
開
通
し
住

吉
駅
が
で
き
る
と
、

孵

　

湯
治
客
は
住
吉
川
沿

離
　
い
の
住
吉
道
（有
馬

憮
　
道
）
を
通
った
が
、

納
　
深
江
で捕
れ
た
魚
を

彿
　
有
馬
へ運
ぶ
ル
ー
ト

８

　

と
し
て
利
用
さ
れ
、

盲
【
　

こ
の
こ
ろ
か
ら

「
名
＾

写

屋
道
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。
深

江
の
漁
師

の
人
達
は
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獲
れ
た
魚
を
担
い
で
夜
中
の
十
二
時
に
出
発
し
、
朝
の
四
時
ご
ろ
の
有
馬

の
朝
市
に
間
に
合
う
よ
う
、
三
里

（約

一
二
詐
）
を
約
四
時
間
で
運
ん
だ

と
い
ンつ
。

歴
史
の
道

「魚
屋
道
」
を
後
世
に
も
伝
え
て
い
こ
う
と
、
深
江
財
産
区

と
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
が
、
昭
和
五
十
七
年
、
ト
ト
を

「十
。十
」

に
か
け
て
十
月
十
日
に

「第

一
回
魚
屋
道
を
歩
く
会
」
を
行
い
三
〇
〇
人

が
参
加
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
会
は
震
災
前
ま
で
十
数
回
毎
年
十
月
十
日

に
開
催
さ
れ
た
。
魚
屋
道
を
歩
く
会
の
開
催
に
先
立
ち
、
深
江
財
産
区
が

深
江
駅
北
側
の
深
江
北
町
三
丁
目
に

「
魚
屋
道
」
の
碑
を
立
て
、
第

一
回

の
開
催
日
に
除
幕
さ
れ
た
。
御
影
石
製
で
側
面
に

「
従
是
北
江
有
馬
湯
本

迄
三
里
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
の
横
に
は
田
辺
員
人
氏
に
よ
る

説
明
文
の
書
か
れ
た
説
明
板
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
な
お
歩
く
会
は
そ
の

後
も
地
元
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
魚
屋
道
の
碑
と
説
明
板
は
、
平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
三
）

二
月
末
に
、
将
来
的
に
都
市
計
画
で
移
設
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
大
日

霊
女
神
社
南
西
隅
の
位
置
に
移
さ
れ
た

（同
⑩
）
。

深
江
温
泉

（図
１
ｌ
⑬
）

か
つ
て
阪
神
深
江
駅
の
北
側
す
ぐ
の
深
江
北
町
四
丁
目
に

「深
江
温
泉
」

が
あ

っ
た
。
今
で
は
そ
の
名
残
は
ど
こ
に
も
な
い
が
、
明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
）
刊
行
の

『
阪
神
電
気
鉄
道
　
沿
線
名
所
案
内
』
の
広
告
に

「
風
光
絶
佳
　
閑
雅
粛
静
　
阪
神
間
最
良
温
泉
　
深
江
温
泉
　
深
江
停
留

場

ヨ
リ
十
数
間
」
と
あ
る
。
同
書
の
本
文
、
深
江
停
留
場
の
項
目
に
も

「名
高
き
深
江
温
泉
」
と
あ
り
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

砂
礫
質
の
地
中
か
ら
摂
氏

一
七
度
の
水
が
噴
き
出
し
、
そ
の
水
は
無
色
、

無
臭
、
鉄
味
を
帯
び
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
で
放
置
す
れ
ば
白
濁
色
に
な
り

酸
性
で
あ
る
が
、
煮
沸
す
れ
ば
黄
褐
色
に
な
リ
ア
ル
カ
リ
性
に
変
化
す
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
水
に
は
重
炭
酸
鉄
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ

の
温
泉
は
生
理
不
順
、
子
宮
病
、
流
産
症
な
ど
の
婦
人
病
や
、
神
経
衰
弱

に
よ
く
効
い
た
と
い
う
。

今
で
も
、
こ
の
温
泉
の
存
在
を
記
憶
し
て
い
る
人
に
よ
れ
ば
、
場
所
は

深
江
駅
の
北
側
の
高
橋
川
が
東
西
か
ら
南
北
に
曲
が
る
川
の
東
あ
た
り
と

い
い
、
大
正
時
代
に
は
廃
業
し
て
し
ま

っ
た
も
の
の
、
昭
和
十
年
代
の
初

め
ご
ろ
ま
で
は
櫓

の
様
な
も
の
が
そ

び
え
、
温
泉
小
屋

が
存
在
し
て
い
た

と
い
ンつ
。

進
徳
丸

（図
１
ｌ
⑩
）

全
長

一
〇
二
房
、

風

光
絶
佳

閑

雅

爺

静

阪

榊

間

最

更

温

泉

深
江
胤
泉

深
江
停
留
場
ヨ
グ
十
数
問

図
１
２
　
深
江
温
泉
の
広
告

『
阪
神
電
気
鉄
道
　
沿

線
名
所
案
内
』
明
治
４‐
年
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第六章 地域に残る史跡と伝説 。昔話

総
ト
ン
数
二
七
九
二

ン
ト
の
進
徳
丸
は
、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
に
神

戸
三
菱
造
船
所
で
建
造
さ
れ
た
、
神
戸
高
等
商
船
学
校

（後
、
神
戸
商
船

大
学
）
の
練
習
船
で
あ

っ
た
。
当
初
は
四
本
の
マ
ス
ト
を
持

つ
鋼
鉄
の
帆

船
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
十
九
年

（
一
九
四
四
）
に
汽
船
に
改
装
し
た
。
戦

時
中
は
、
物
資
の
輸
送
に
使
用
さ
れ
、
明
石
の
二
見
沖
で
昭
和
二
十
年
七

月
、
撃
沈
さ
れ
る
と
い
う
苦
い
経
験
も
持

っ
て
い
る
。

戦
後
は
、
修
理
の
後
、
練
習
船
に
戻

っ
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
昭
和
三

十
八
年
に
廃
船
と
な

っ
た
。
な
お
こ
の
間
、
建
造
の
翌
年
に
北
米

へ
の
航

海
に
出
た
の
を
皮
切
り
に
、
二
〇
〇
回
以
上
の
遠
洋
航
海
に
出
た
。
廃
船

後
も
解
体
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
昭
和
四
十
二
年
に
保
存
が
決
ま
り
、
神
戸

商
船
大
学
の
構
内
に
設

置
さ
れ
た
。
し
か
し
阪

神

・
淡
路
大
震
災
で
の

被
害
が
大
き
く
、
惜
し
　
　
　
＾

ま
れ

つ
つ
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）

に
解
体

撤
去
さ
れ
た
。

深
江
北
町
遺
跡
の
碑

（図
１
ｌ
⑩
）

深
江
北
町
遺
跡
は
、
深
江
北
町
二
丁
目
の
県
営
住
宅
の
改
築
工
事
の
際

に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
、
昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
）
十
月
か
ら
十
二

月
、
同
六
十

一
年
二
月
か
ら
五
月
の
三
度
に
渡
る
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
弥
生
時
代
末
期
の
円
形

周
溝
墓
群
や
奈
良
か
ら
平
安
時
代
の
集
落

・
水
田
跡
が
見

つ
か

っ
た
。
な

か
で
も
、
弥
生
時
代
末
期
の
円
形
周
溝
墓
が
十

一
基
も
見

つ
か

っ
た
こ
と

は
、
全
国
的
に
も
珍
し
く
注
目
を
集
め
た
。

埋
蔵
遺
物
は
発
掘
調
査
後
、
倉
庫
に
眠

っ
て
し
ま
う
例
が
多
い
が
、
こ

の
遺
跡
で
は
地
元
住
民
の
強
い
熱
意
で
、
幼
児
用
棺
、
供
献
土
器
な
ど
弥

生
土
器
約
五
〇
点
が
、
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
に
貸
し
出
さ
れ
、
公

開
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
遺
跡
は
調
査
後
壊
さ
れ
計
画
通
り
県
営
住

宅
が
建
築
さ
れ
た
が
、
円
形
周
溝
墓
群
の
縮
尺
四
〇
分
の

一
の
模
型
を
深

写真-9-2 陸上に

設置された進徳丸

写真-9-1 海上の進徳丸

-451-



江
財
産
区
が
作
成
し

神
戸
深
江
生
活
文
化

史
料
館
で
展
示
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
現

地
に
は
、
昭
和
六
十

二
年
二
月
に
兵
庫
県

都
市
住
宅
部
と
兵
庫

県
教
育
委

員
会

が

「
深
江
北
町
遺
跡
」

と
書
い
た
碑
、
並
び

に
円
形
周
溝
墓
群
の

全
景
写
真
な
ど
を
載
せ
た
パ
ネ
ル
型
の
説
明
板
を
建
て
た
。

忠
魂
碑
と
空
襲
犠
牲
者
慰
霊
碑

・
殉
国
の
英
霊
碑

（図
１
３
⑪
⑬
）

深
江
北
町
五
丁
目
の
本
庄
墓
地
の
入
り
日
右
手
の
木
陰
の
中
に

「忠
魂

碑
」
（図
１
３
⑪
）
と

「空
襲
犠
牲
者
慰
霊
碑
」
（同
⑫
）
「殉
国
の
英
霊

碑
」
（同
⑬
）
が
あ
る
。
こ
の

「忠
魂
碑
」
（図
１
３
⑪
）
は
明
治
三
十
七

年

（
一
九
〇
四
）
か
ら
二
十
八
年
の
日
露
戦
争
の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た

め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
露
戦
争
後
、
旧
本
庄
村
の
在
郷
軍
人

会
は
忠
魂
碑
の
建
立
を
議
決
し
、
明
治
四
十
二
年
か
ら
寄
付
金
の
募
集
に

取
り
か
か
り
約
七
〇
〇
円
を
集
金
し
て
、
そ
の
中
か
ら
忠
魂
碑
を
制
作
し
、

本
庄
尋
常
高
等
小
学
校
の
校
庭
に
建
立
し
、
大
正
元
年

（
一
九

一
三
）
十

月
二
十
日
に
除
幕
式
を
行

っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
こ
の
忠
魂
碑

も
土
の
中
に
埋
め
ら
れ
た
が
、
昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
）
八
月
に
掘

り
出
し
て
、
現
在
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
。

ま
た
、
「空
襲
犠
牲
者
慰
霊
碑
」
は
、
昭
和
三
十
年
五
月
十

一
日
、
六

月
五
日
、
八
月
六
日
の
本
庄
村
を
襲

っ
た
空
襲
で
犠
牲
に
な
っ
た
四
三
六

人
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
昭
和
五
十
二
年
六
月
に
建
立
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
日
清
～
太
平
洋
戦
争
に
本
庄
村
か
ら
出
征
し
た
戦
没
者
四
百

人
分
の
名
前
を
刻
ん
だ
追
悼
碑

「殉
国
の
英
霊
碑
」
が
平
成
十
五
年
五
月

二
十
五
日
に
建
立
さ
れ
た
。

阪
神

・
淡
路
大
震
災
慰
霊
碑

（図
１
３
②
）

平
成
七

年

（
一
九

九

五
）
一

月
十
七
日

午
前
五
時

四
士

ハ
余

阪
神
間
を

突
如
襲

っ

た
阪
神

・

写真-10 深江北町遺跡の記念碑

写真-11 本庄墓地内の忠魂碑
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第六章 地域に残る史跡と伝説・昔話

写
真
１
１２
　
本
庄
墓
地
内
の
空
襲
犠
牲
者
慰
霊
碑

淡
路
大
震
災

（兵
庫
県
南
部
地
震
）
で
、
震
度
七
を
記
録
し
た
本
庄
地
域

は
未
曾
有
の
被
害
を
出
し
た
。
中
で
も
、
地
域
内
の
阪
神
高
速
神
戸
線
の

高
架
が
数
百
房
に
わ
た
り
横
倒
し
に
な

っ
た
様
子
は
マ
ス
コ
ミ
の
映
像
を

通
じ
て
全
世
界

へ
と
報
じ
ら
れ
、
地
震
の
激
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
と
な

っ

た
。
本
庄
地
域
で
は
約
四
割
の
家
屋
が
倒
壊
し
、
三
二
六
人
の
尊
い
命
が

犠
牲
と
な

っ
た
。
震
災
か
ら
丸
二
年
が
経
過
し
た
平
成
九
年

一
月
十
七
日

の
三
回
忌
に
、
本
庄
共
有
墓
地
管
理
委
員
会
が
、
深
江
北
町
五
丁
目
の
墓

地
内
に

「
阪
神

。
淡
路
大
震
災
慰
霊
碑
」
を
建
立
し
た
。
慰
霊
碑
は
御
影

石
製
で
、
高
さ
約
二
房
。
三
回
忌
の
当
日
慰
霊
碑
除
幕
式
と
合
同
追
悼
式

が
行
わ
れ
、
遺
族
の
代
表
六
人
が
除
幕
し
た
。

写
真
１
１３
　
阪
神

・
淡
路
大
震
災
犠
牲
者
慰
霊
碑

写
真
１
１４
　
殉
国
の
英
霊
碑

二
節
　
土目
木
地
区
の
史
跡
と
伝
説

・
昔
話

青
木
の
由
来

音
、
青
木
の
八
坂
神
社
の
あ
た
り
ま
で
海
岸
に
な

っ
て
い
て
、
東
灘
区

-453-



写
真
１
１５
　
青
木
の
浜
に
上
が

っ
た

ウ
ミ
ガ
メ
　
昭
和
３２
年

本
山
町
北
畑
の
保
久
良
神
社
の
神
が
、

青
い
ウ
ミ
ガ
メ
の
背
中
に
乗

っ
て
、

海
か
ら
こ
こ
に
あ
が

っ
て
き
た
と
い

う
。

そ
の
た
め
、

こ
の
あ
た
り
は

「青
亀

（あ
お
き
こ

と
名
付
け
ら
れ
、

の
ち
に

「
青
木

（お
お
ぎ
と

に
変

化
し
た
と
い
う
伝
承
が
残

っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
二
年

（
一
九
五
七
）
に
青

木
の
浜
に
上
陸
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
は
剥

製
に
さ
れ
て
青
木
文
化
セ
ン
タ
ー
に

保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
ま
で

こ
の
伝
承
が
生
ま
れ
る
も
と
に
な

っ

ゥ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
が
あ

っ
た
こ
と
が
、

て
い
る
。

江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
、
青
木
に
松
本
佐
兵
衛
と
い
う
人
物
が
い
た
。
佐

兵
衛
は
、
養
父
母
に
も
孝
行
を
尽
く
し
、
召
し
使
い
に
も
や
さ
し
く
、
そ

の
た
め
幕
府
の
大
坂
城
代
よ
り
褒
美
と
し
て
、
銀
七
枚
を
与
え
ら
れ
た
。

佐
兵
衛
は
文
化
十
二
年

（
一
八

一
六
）
に
五

一
才
で
亡
く
な

っ
て
い
る
。

本
庄
墓
地
に
は
、
か
つ
て

「
孝
子
忠
榮
墓
」
が
あ
り
、
佐
兵
衛
の
孝
行
ぶ

り
が
漢
文
で
彫
ら
れ
て
い
た

（民
俗
編
第
五
章
参
照
）
。

八
坂
神
社

（図
１
３
⑮
④
）

旧
青
木
村
の
氏
神
で
、
青
木
五
丁
目

一
に
鎮
座
し
、
祭
神
は
素
轟
鳴
尊

（民
俗
編
第
四
章
参
照
、
図
１
３
⑮
）
。
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
に
村
社

に
列
せ
ら
れ
る
。
天
保
十

一
年

（
一
八
四
〇
）

一
月
十
三
日
の
創
建
と
さ

れ
る
。
今
で
は
、
国
道
四
三
号
に
面
し
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
は
海
に
面

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
神
社
に
は
、
こ
の
地
が
保
久
良
神
社
の

写
真
１
１６
‐
‐
　
震
災
前
の
八
坂
神
社

写
真
１
１６
‐
２
　
鳥
居
復
興
後
の

八
坂
神
社
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喬
Ⅸ
Ｇ
四
専
凶
翼
柊
他
□

・
柊
胆
　
∞
―
図

靴
%
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神
体
が
青
い
海
亀
に
乗

っ
て
上
陸
し
た
場
所
だ
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
青
木
村
の
米
屋
利
兵
衛
の
所
有
地
を
買
収
し
て
建
立
し
た

と

『
武
庫
郡
誌
』
は
伝
え
る
。
ま
た
、
素
轟
鳴
尊
以
外
に
も
、
天
満
宮
と

浜
の
方
か
ら
合
祀
さ
れ
た
戎
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
酒
造
の
神
で

あ
る
松
尾
大
明
神
が
境
内
に
あ
り
祭
事
を
行

っ
て
い
た
が
、
酒
造
業
の
衰

退
と
と
も
に
明
治
二
十
二
年

（
一
八
九
〇
）
ご
ろ
か
ら
自
然
廃
絶
し
た
。

社
殿
は
天
保
の
創
建
時
に
は
春
日
造
で
あ

っ
た
が
、
大
正
三
年

（
一
九

一

三
）
に
講
を
組
織
し
た
り
、
寄
付
金
を
募
り
、
神
明
造
の
社
殿
を
造
営
。

阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
は
本
殿
は
無
事
で
あ

っ
た
が
、
大
正
十
二
年
建
立

の
石
造
り
の
鳥
居
が
倒
壊
し
、
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
四
月
に
再
建
さ

れ
た
。
ま
た
境
内
南
西
隅
に
は
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た

「本
庄
村
道
路

元
標
」
が
あ
る

（民
俗
編
第
五
章
参
照
、
同
⑮
）
。

無
量
寺

（図
１
３
⑮
）

旧
青
木
村
の
寺
院
で
、
青
木
五
丁
目
五
に
あ
り
、
山
号
を
香
雪
山
と
い

う
。
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。
天
文
八
年

（
一
五

二
九
）
に
玄
智
が
開
基
し
た
と
言
う

（民
俗
編
第
四
章
参
照
）
。
開
基
以
来
、

仏
照
寺
を
中
本
山
と
し
て
い
た
が
、
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
に
西
本
願

寺
直
属
と
な

っ
た
。
『
武
庫
郡
誌
』
で
は
檀
徒

一
三
二
五
人
、
境
内
三
八

一
坪
。
当
時
は
周
囲
は
白
壁
の
土
塀
に
四
ま
れ
、
本
堂

・
山
門

・
鐘
楼

・

三
層
の
太
鼓
堂
な
ど
の
建
物
が
構
え
ら
れ
て
い
た
。

弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）

に
は
青
木
の
酒
造
家

・
木
村

氏
の
寄
付
に
よ

っ
て
、
鐘
楼

と
三
層
の
太
鼓
堂
を
建
立
し

た
。
明
治
時
代
に
は
境
内
に

青
木
小
学
校
が
で
き
、
こ
の

太
鼓
堂
を
校
舎
に
使
用
し
て

い
た
が
、
学
校
が
明
治
十
八

年

（
一
八
八
五
）
に
新
築
移

転
し
て
か
ら
二
年
後
、
老
朽

化
の
た
め
倒
壊
し
た
。

本
堂

・
庫
裡
は
昭
和
二
十

年

（
一
九

四

五

）

五

月

の
空

　

一
　

一

襲
で
焼
失
し
た
。
昭
和
五
十

　

一一　
．

四
年
本
堂
再
建
奉
讃
会
を
発
足
し
、
五
十
五
年
四
月
に
起
工
、
翌
年
二
月

に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
モ
ダ
ン
な
本
堂
が
完
成
し
た
。
震
災
で
は
、

本
堂
は
無
事
で
あ

っ
た
も
の
の
鐘
楼
は
倒
壊
し
た
。

無
量
寺
の
伝
説

無
量
寺
の
信
仰
に
ま
つ
わ
る
四
つ
の
伝
説
を
紹
介
し
よ
う
。

①
安
永
八
年

（
一
七
七
九
）
に
、
秀
存
が
本
堂
を
改
築
、
翌
年
に
は
山

=
写真-17-1 再建された無量寺本堂 昭和56年
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写真-17-2 移転工事中の無量寺鐘楼

門
を
造
営
す
る
が
、
そ
ら
山
門
の
石
段
に
用
い
ら
れ
た
石
材
に
つ
い
て
、

『
武
庫
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、
豊
臣
秀
吉
が
大
坂
城
築
城
の
際
の
石
材
を
海

上
輸
送
中
に
青
木
沖
に
沈
め
た
物
を
利
用
し
た
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、

青
木
に
伝
わ
る
話
と
し
て
、
秀
吉
の
大
坂
城
築
城
の
時
に
、
諸
大
名
が
香

川
県
小
豆
島
か
ら
採
石
し
輸
送
中
に
青
木
沖
で
し
け
に
あ
い
、
石
材
の

一

つ
が
海
中
に
沈
み
、
夜
に
は
そ
の
石
が
白
い
光
を
放

っ
た
と
い
う
。
た
だ
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
伝
説
で
あ
り
、
実
際
に
は
こ
の
石
は
徳
川
大
坂
城
築

城
の
際
の
加
工
石
の
公
算
が
強
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（藤
川
一
九
八
八
）。

山
門
に
石
材
と
し
て
使
う
た
め
に
、
村
人
は
起
床
の
時
間
を
約
二
時
間
早

め
て
縄
を
な

っ
て
資
金
を
調
達
し
、
石
を
引
き
揚
げ
て
奉
納
し
た
と
い
う

話
も
残

っ
て
い
る
。

②
天
保
年
間

（
一
八
三
〇

楼

　

～

一
八
四
四
）
無
量
寺
に

一

雄
　

導
と
い
う
伴
僧
が
い
た
。
あ

壊

　

る
日
、
本
堂
の
後
門
で
う
た

硲
　
た
ね
を
し
て
い
た
一導
が
け

談
　
た
た
ま
し
い声
を
出
し
ても

３
　

だ
え
苦
し
み
始
め
、
住
職
が

一‐７

　

医

師

を

呼

ん

だ

が

、

医

師

も

一車
　
頭
を
悩
ま
せ
て原
因
が
わ
か

ら
な
い
と
さ
じ
を
投
げ
た
。

後
に
な

っ
て
分
か

っ
た
の
は
、

一
導
が
堺

の
大
浜

で
夢
と
も

う
つ
ろ
と
も
な
く
し
て
い
る
と
、
空
が
に
わ
か
に
か
き
く
も

っ
て
ま

っ
暗

に
な
り
、　
一
導
の
友
人
が
火
の
車
に
乗

っ
て
き
て
、　
一
導
に

「
助
け
て
く

れ
」
と
頼
み
な
が
ら
そ
の
手
を
固
く
握
り
し
め
た
と
い
う
。
こ
の
時
に

一

導
が
け
た
た
ま
し
い
声
を
あ
げ
、
同
じ
時
刻
に

一
導
の
手
を
握
り
し
め
た

友
人
が
堺
で
落
命
し
た
と
の
計
報
が
無
量
寺
に
届
い
た
と
い
う
。　
一
導
の

手
首
に
は
友
人
が
握
り
し
め
た
跡
が
火
傷
に
な

っ
て
残

っ
て
い
た
。　
一
導

も
間
も
な
く
故
人
と
な
り
寺
が
葬
儀
を
営
ん
だ
。
無
量
寺
の
過
去
帳
に
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「
天
保
十
二
年

（
一
八
四
三
）
二
月
二
十
三
日
　

一
導
　
一二
四
才
」
と
あ

ＺＯ
。③

弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
に
寄
進
さ
れ
た
鐘
楼
の
鐘
を
鋳
造
し
た
時

の
こ
と
、
大
坂
町
奉
行
所

へ
届
け
出
を
す
る
期
限
が
明
日
と
迫
り
、
村
役

人
ら
同
行
二
人
が
町
奉
行
所
に
向
か

っ
て
佃

（現
大
阪
市
西
淀
川
区
）
の

渡
し
ま
で
く
る
と
、
日
も
と

っ
ぷ
り
と
暮
れ
て
し
ま

っ
た
。
渡
し
守
も
い

な
い
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
の
に
、　
一
人
の
渡
し
守
が
二
人
の
到
着
を
待

っ

て
い
た
。
船
頭
の
言
う
の
に
は

「今
し
が
た
麻
の
衣
を
召
し
た
い
や
し
か

ら
ぬ
僧
に

『後
か
ら
来
る
二
人
の
連
れ
を
渡
し
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
』
と

頼
ま
れ
た
の
で
こ
こ
で
待

っ
て
い
た
」
と
の
事
で
あ

っ
た
。
二
人
は
奇
妙

な
思
い
を
し
て
、
そ
の
僧
の
行
き
先
を
尋
ね
た
が
、
わ
か
ら
な
か

っ
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
村
人
た
ち
は
、
祖
師
が
奇
瑞
を
現
わ
さ
れ
た
の
だ
と
、
あ

り
が
た
く
思

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

④
無
量
寺
の
十
四
世
住
職
秀
運

（嘉
永
元
年
～
明
治
九
年
）
時
代
は
、

青
木
に
お
お
ぜ
い
の
醸
造
家
が
い
た
の
で
、
寺
の
経
営
も
富
裕
で
、
住
職

も
豪
奢
を
極
め
、
酒
食
に
飽
き
な
が
ら
朝
夕
の
勤
行
も
伴
僧
任
せ
で
あ

っ

た
。
あ
る
日
、
伴
僧
が
い
つ
も
の
よ
う
に
勤
行
に
か
か
る
と
、
祖
師
の
御

影
像
が
な
く
な

っ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
住
職
が
驚
い
て
、
仏
殿
の

中
を
調
べ
る
と
、
巻
い
て
納
ま

っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
あ

っ
て
か
ら
、

住
職
秀
運
は
心
か
ら
ざ
ん
げ
し
た
。
す
る
と
不
思
議
に
も
御
影
像
は
ま
た

元
の
如
く
安
置
さ
れ
て
い
た
。
住
職
は
以
来
別
人
の
よ
う
な
人
と
な

っ
て

勤
行
を
怠
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
後
も
何
か
異
変
の
あ
る
度
ご
と
に
、
御
影

像
の
眼
が
鋭
く
人
を
射
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

旧
本
庄
村
役
場
跡

（図
１
３
⑬
）

神
戸
市
立
本
庄
小
学
校
の
南
側
に
あ

っ
た
青
木
四
丁
目
三
四
の
本
庄
公

民
館
の
建
物
が
旧
本
庄
村
役
場
で
あ
る
。
本
庄
村
役
場
は
も
と
も
と
、
そ

の
地
よ
り
約
五
〇
房
北
西
の
旧
地
番
青
木

一
五
六
番
地

（現
在
の
本
庄
中

学
校
の
地
）
に
あ

っ
た
。
そ
の
当
時
は
木
造
二
階
建
、
約
二
三
〇
平
方
房

の
建
物
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
現
在
地

（青
木
字
北
七
郎
衛
門
新
田
三
六
六

の
五
）
に
、
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
四
月
十
四
日
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
て
の
庁
舎

（約
二
九
〇
平
方
房
）
が
完
成
し
、
役
場
を
移
転
し

た
。
こ
の
時
の
工
費
は
約
二
万
円
で
あ

っ
た
。
太
平
洋
戦
争
で
の
昭
和
三

十
年
五
月
十

一
日
、
六
月
五
日
、
八
月
六
日
の
旧
五
カ
町
村
周
辺
を
襲

っ

た
米
軍
の
空
襲
で
、
本
庄
地
域
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
周
囲
の
工
場
や

民
家
な
ど
の
建
物
は
ほ
と
ん
ど
が
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
が
、
村
役
場
の
建

物
は
焼
失
を
免
れ
た
。

戦
後
、
昭
和
二
十
五
年
十
月
十
日
、
本
庄
村
は
神
戸
市
に
合
併
し
、
東

灘
区
の

一
部
と
な
り
、
村
役
場
も
そ
の
使
命
を
終
え
た
。
合
併
後
、
村
役

場
の
建
物
は
神
戸
市
東
灘
区
役
所
の
本
庄
出
張
所
と
な
り
、
昭
和
三
十
年

十
月
に
出
張
所
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
旧
本
庄
村
域
を
管
轄
す
る
出
張
所
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と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
出
張
所
廃
止
後
、
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
昭

和
三
十
三
年
二
月
よ
り
市
立
本
庄
公
民
館
と
し
て
、
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

旧
本
庄
村
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
だ
っ
た
が
、
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
八

月
よ
り
東
灘
区
民
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
伴
い
、
七
月
二
十

一
日
を
も
っ
て
公
民
館
と
し
て
の
機
能
を
停
止
し
、
地
元
の
人
々
に
惜
し

ま
れ
つ
つ
、
同
年
九
月
十
九
日
に
解
体
さ
れ
た
。
跡
地
は
、
現
在
本
庄
中

写
真
１
１８
‐
‐
　
○
旧
本
庄
村
役
場
の
外
観

写
真
１
１８
‐
２
　
０
同

一
階
部
分

写
真
１
１８
‐
３
　
０
同
西
倒
階
段

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

平
成
九
年
十

一
月
に
、
本
庄
協
議
会
に
よ
っ
て
、
こ
の
場
所
に

「
旧
本

庄
村
役
場
跡
之
碑
」
が
建
て
ら
れ
た
。

本
庄
小
学
校

（図
１
３
⑩
）

青
木
四
丁
目
四
に
あ
る
本
庄
小
学
校
は
、
明
治
三
十
二
年

（
一
八
九
九
）

四
月
に
本
庄
尋
常
小
学
校
が
設
立
さ
れ
、
翌
年
の
二
月
二
日
に
新
校
舎
を
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現
在
校
地
に
新
設
、
創
立
記

念
日
と
し
た
。
明
治
二
十
六

年
に
は
本
庄
尋
常
高
等
小
学

校
と
な

っ
た
。

昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）

に
三
階
建
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
校
舎
が
で
き
、
昭
和
十

二
年
四
月
に
は
三
階
建
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎

（正
面

の
校
舎
）
が
完
成
し
、
そ
の

屋
上
に
は
校
歌
に
も
歌
わ
れ

て
い
る
五
輪
の
塔
が
そ
び
え
て
い
た
。
昭
和
十
六
年
、
本
庄
国
民
学
校
と

改
称
さ
れ
、
学
校
も
戦
時
体
制
下
に
入

っ
て
い
く
。
昭
和
二
十
年
五
月
十

一
日
の
米
軍
Ｂ
２９
に
よ
る
空
襲
で
校
舎
に
四
発
の
爆
撃
を
受
け
、
校
庭
に

八
発
の
爆
撃
を
受
け
た
こ
と
で
、
校
舎
の
内
部
は
ほ
と
ん
ど
焼
け
て
し
ま

い
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
観
を
残
す
だ
け
と
な

っ
た
。

戦
後
、
新
教
育
制
度
の
も
と
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
か
ら
、
本
庄
小
学

校
と
改
称
さ
れ
た
も
の
の
、
校
舎
は
空
襲
に
よ
る
被
災
を
受
け
た
ま
ま
の

状
態
で
、
窓
ガ
ラ
ス
は
お
ろ
か
、
床
板
も
な
い
有
様
だ

っ
た
と
い
う
。
空

襲
で
被
害
を
受
け
た
本
庄
小
学
校
の
校
舎
は
、
建
て
替
え
る
と
い
う
方
法

は
と
ら
ず
に
、
も
と
の
建
物
を
修
復
し
て
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

昭
和
三
十
四
年
五
月
に
は
、
円
形
の
窓
ガ
ラ
ス
が
象
徴
的
だ

っ
た
も
と
の

姿
に
よ
み
づ
え
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
の
戦
禍
を
く
ぐ
り
抜
け
、
い
わ
ば
戦
争
の
生
き
証
人
と
も

い
え
る
こ
の
校
舎
も
、
阪
神

。
淡
路
大
震
災
で
は
建
物
の
倒
壊
は
免
れ
た

も
の
の
、
損
傷
が
激
し
く
、
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
四
月
に
解
体
撤
去

写
真
１
１９
‐
‐
　
昭
和
１２
年
、

竣
工
後
の
校
舎

写
真
１
１９
‐
２
　
昭
和
２０
年
、

空
襲
直
後
の
校
舎

⑨日本痕村後場休え麻

写真-18-4 村役場跡の碑
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さ
れ
、
同
九
年
、
新
し
い
校
舎
が
完
成
し
た
。

三
節
　
西
青
木
地
区
の
史
跡
と
伝
説

・
昔
話

春
日
神
社

（図
１
３
⑩
）

旧
西
青
木
村
の
氏
神
で
、
北
青
木
四
丁
目
二
〇
に
鎮
座
す
る
。
祭
神
は

天
児
屋
根
命
で
あ
る

（民
俗
編
第
四
章
参
照
）
。
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）

に
村
社
に
列
せ
ら
れ
る
。
神
社
の
縁
起
に
つ
い
て
は

『
武
庫
郡
誌
』

に

「
往
古
住
吉
神
社
創
祀
に
当
り
、
日
向
の
例
に
な
ら
ひ
青
亀
村
を
置
き
、

供
米
の
地
と
し
て
定
め
ら
れ
し
時
既
に
祀
ら
れ
し
に
、
そ
の
後
種
々
の
変

遷
に
依
り
、
祭
神
を
変
更
せ
る
が
如
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
起
源
は

定
か
で
は
な
い
。

西
青
木
村
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
深
江
村
や
青
木
村
と
違
い
、
山

路
荘
に
属
し
て
い
た
た
め
、
山
路
荘
の
総
氏
神
で
あ
る
本
住
吉
神
社
の
氏

子
で
あ

っ
た
。
戦
前
ま
で
は
祭
礼
に
参
加
し
、
西
青
木
か
ら
本
住
吉
神
社

ま
で
だ
ん
じ
り
が
曳
か
れ
た

（民
俗
編
第
二
章
参
照
）
。
こ
の
だ
ん
じ
り

は
現
在
も
だ
ん
じ
り
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
後
は
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
に

一
度
動
か
し
た
だ
け
で
、
祭
礼
に
参
加
し
て
い
な
い
。

な
お
春
日
神
社
の
祭
礼
は
陰
暦
の
八
月
十
五
日
で
あ

っ
た
が
、
明
治
二
十

写
真
１
１９
‐
３
　
平
成
７
年
、

震
災
直
後
の
校
舎

写
真
１
１９
‐
４
　
復
興
後
の
校
舎

八
年
ご
ろ
よ
り
住
吉
神
社
の
祭
日
が
五
月
十
二
日
に
変
わ

っ
た
た
め
、
こ

の
日
を
春
日
神
社
の
春
祭
り
と
し
、
九
月
十
二
日
を
秋
祭
り
に
変
更
、
現

在
は
九
月
十
五
日
と
定
め
て
い
る
。

社
殿
は
明
治
二
十
四
年
ご
ろ
に
寄
付
金
で
修
繕
さ
れ
た
が
、
大
正
三
年

（
一
九

一
四
）
十

一
月
に
は
拝
殿
と
社
殿
を
改
築
し
て
瓦
葺
き
に
し
て
、

神
明
造
に
し
た
。
拝
殿
と
社
殿
は
平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）
に
改
修
さ
れ
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た
が
、
平
成
七
年
の
阪
神

。
淡
路
大
震
災
で
拝
殿
が
倒
壊
し
、
現
在
は
仮

設
の
拝
殿
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
三
十
八
年
の
銘
の
あ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
鳥
居
は
老
朽
化
の
た
め
、
平
成
九
年
二
月
に
、
建
て
替

え
ら
れ
た
。

水
害
記
念
碑

（図
１
３
⑪
）

春
日
神
社
の
拝
殿
の
西
横
に
あ
る

「水
害
記
念
碑
」
は
、
昭
和
十
三
年

（
一
九
二
八
）
の
阪
神
大
水
害
の
復
興
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
。
記
念

碑
に
用
い
ら
れ
て
い
る
大
き
な
石
は
、
阪
神
大
水
害
に
よ

っ
て
こ
の
付
近

に
流
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
碑
の
表
に
は

「水
災
復
興
　
記
念
」
の

六
文
字
が
刻
ま
れ
、
裏
に
は
記
念
碑
建
立
の
経
緯
が
詳
述
さ
れ
て
い
る

（民
俗
編
第
五
章
参
照
）
。

西
林
寺

（図
１
３
⑫
）

旧
西
青
木
村
の
寺
院
で
、
北
青
木
四
丁
目

一
〇
に
あ
る
。
山
号
を
青
木

山
と
い
い
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。
本
寺
の
沿
革

写真-20-2 震災直後の春日神社

写真-20-3 鳥居再建後の春日神社
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第六章 地域に残る史跡と伝説・昔話

は

『
武
庫
郡
誌
』
に

よ
る
と
、
元
亀
二
年

（
一
五
七

一
）
二
月
、

辻
助
左
衛
門
が
真
宗

に
帰
依
し
て
仏
門
に

入
り
、
信
忠

（寺
院

明
細
帳
で
は

「信
恵
」

と
あ
る
）
と
号
し
て

開
基
し
た
と
あ
る
。

な
お
開
基
は
地
元
で

は
辻
本
助
左
衛
門
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
武
庫
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
境
内
は
八
九
坪
、
檀
家
は

二
四
五
人
。
太
平
洋
戦
争
の
空
襲
で
被
災
し
、
念
仏
道
場
と
し
て
も
使
用

さ
れ
て
い
た
本
堂

・
庫
裏
の
全
て
が
焼
失
し
た
が
、
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来

と
過
去
帳
は
そ
の
時
に
持
ち
出
さ
れ
て
、
難
を
逃
れ
た
。
昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）
に
、
門
徒
た
ち
の
協
力
に
よ
り
仮
本
堂
が
完
成
、
本
尊
を

そ
こ
に
安
置
し
た
。
仮
本
堂
の
老
朽
化
の
た
め
、
平
成
元
年

（
一
九
八
九
）

よ
り
本
格
的
に
本
堂
の
再
建
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
平
成
四
年

一
月
に
着

工
、
平
成
六
年
十

一
月
に
完
成
。
新
本
堂
は
、
地
上

一
階
地
下

一
階
建
て
、

建
築
物
延
べ
面
積
二
五
九

・
七
九
房
の
建
造
物
で
あ

っ
た
が
、
平
成
七
年

一
月
十
七
日
の
阪
神

。
淡

路
大
震
災
で
倒
壊
し
、
震

災
後
に
本
堂
の
敷
地
部
分

に
仮
設
の
建
物
が
建
て
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
十

四
年
に
は
関
係
者
の
努
力

の
結
果
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
本
堂
が
再
建

・
復

興
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。

『
武
庫
郡
誌
』
に
よ
れ

ば
、
次
の
よ
う
な
言
い
伝

え
が
残
さ
れ
て
い
る
。
江

戸
時
代
の
宝
永

・
正
徳
年

間

（
一
七
〇
四
～

一
七

一
六
）
の
頃
、
明
石
の
大
蔵
谷
か
ら
女
性
が
訪
れ

し
ば
ら
く
の
間
滞
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
時
に
寺
を
管
理
し
て
い
た

僧
侶
と
寺
の
本
尊
や
記
録
な
ど
を
持
ち
出
し
て
逃
亡
し
た
と
い
う
。
そ
こ

で
、
享
保
六
年

（
一
七
二

一
）
、
再
び
本
山
か
ら
本
尊
を
賜
わ

っ
た
。
そ

の
後
、
持
ち
出
さ
れ
た
本
尊
が
多
田

・
光
遍
寺

（現
川
西
市
）
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
宝
暦
四
年

（
一
七
五
四
）
に
返
還
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
寺
に
現
存
す
る
本
尊
が
、
言
い
伝
え
に
あ
る
よ
う
に
持
ち
出
さ
れ 写真-22-1 本堂を再建中の西林寺
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た
時

の
も
の
な
の
か
、
後

に
本
山
か
ら
賜
わ

っ
た
も
の
な
の
か
、
ま
た
全

く
別
物
な
の
か
に
つ
い
て
は
は

っ
き
り
し
な
い
。
ま
た
、

い
わ
ゆ
る
元
禄

十
四
年

（
一
七
〇

一
）

の
赤
穂
事
件
の
際
、
元
赤
穂
藩
士

の
不
破
数
右
衛

門
が
本
寺

に
立
ち
寄
り
、
短
刀

一
日
を
預
け
て
江
戸
に
出
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

四
節
　
本
庄
地
域
周
辺
の
史
跡
と
伝
説

・
昔
話

朱
鳥
居

（図
１
ｌ
⑩
）

森
南
町
二
丁
目
、
三
丁
目
に
ま
た
が
る
朱
鳥
居
は
、
こ
の
北
に
あ
る
森

の
稲
荷
神
社
の
も
の
で
あ
る
。
高
さ
五

・
八
房
で
、
昭
和
二
年

（
一
九
二

七
）
に
建
立
さ
れ
た
。
鳥
居
の
側
に
は

「
稲
荷
之
社
従
是
三
町
」
の
道
標

写真-23 震災前の朱鳥居
鳥居周辺の景観は変化 している
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第六章 地域に残る史跡と伝説 。昔話

が
あ
る

（民
俗
編
第
五
章
参
照
）
。

こ
の
朱
鳥
居
に
は
太
平
洋
戦
争
時
代
の
悲
し
い
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

青
木
の
浜
に
は
軍
需
工
場
の
一
つ
で
あ

っ
た
川
西
航
空
機
甲
南
製
作
所

（現

新
明
和
工
業
）
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
攻
撃
目
標
の

一
つ
で
も
あ

っ
た
。

昭
和
三
十
年
五
月
十

一
日
の
空
襲
の
時
、
米
軍
六
〇
機
の
Ｂ
２９
は
東
灘
か

ら
灘
に
か
け
て
数
百
発
の
爆
弾
を
投
下
し
、
甲
南
製
作
所
も
大
き
な
被
害

を
受
け
た
。
こ
の
爆
撃
に
つ
い
て
、
実
は
五
月
五
日
に
撃
墜
さ
れ
た
Ｂ
２９

の
飛
行
士
が
持

っ
て
い
た
航
空
写
真
に
、
十

一
日
の
川
西
航
空
機
爆
撃
計

画
、
そ
の
目
印
と
し
て
の
朱
鳥
居
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

山
の
神

山
の
神
は
、
山
に
宿
る
信
仰
の
総
称
で
あ
る
。
農
民

・
山
民

・
漁
民
な

ど
、
生
業
に
よ

っ
て
そ
の
性
格
や
祀
り
方
は
違

っ
て
い
る
。
六
甲
南
麓
の

村
々
と
有
馬
を
結
ぶ
魚
屋
道
の
途
中
、
蛙
岩
と
風
吹
岩
の
間
に
、
深
江
の

村
人
が
信
仰
し
て
い
た
山
の
神
が
あ
る
。
農
民
の
信
仰
す
る
山
の
神
は
作

物
の
神
で
、
毎
年
山
と
村
と
の
間
を
往
復
し
、
春
に
な
る
と
村
に
降
り
て

き
て
田
の
神
と
な

っ
て
稲
の
成
育
を
守
り
、
秋
に
稲
が
実
る
と
、
山
に
帰

っ

て
休
む
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
祭
神
は
大
山
祇
大
神
で
あ
る
。
六
甲
山
南

麓
は
、
大
き
な
川
や
湖
が
な
く
、
瀬
戸
内
式
気
候
の
た
め
、
水
資
源
の
確

保
は
大
き
な
問
題
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
照
り
な
ど
で
池
や
川
の
水

が
干
上
が

っ
て
し
ま
う
と
、
こ
の
山
の
神
に
お
参
り
を
し
て
い
た
。
昔
は

一
月
四
日
に
お
祭
り
を
し
て
い
た
が
、
六
月
と
十

一
月
に
行
う
よ
う
に

な

っ
た
。
山
の
神
は
石
の
祠
の
中
に
丸
石
を
祀

っ
て
い
る
。
祠
に
、
安
政

五
年

（
一
八
五
八
）
の
銘
文
が
彫
ら
れ
て
い
る

（民
俗
編
第
五
章
参
照
）
。

祠
は
平
成
十
六
年
二
月
、
大
日
霊
女
神
社
境
内
に
移
さ
れ
た
。

五
節
　
街
中
に
残
る
古
い
地
名

本
庄
地
域
は
、
新
住
居
表
示
に
よ
る
町
名
が
実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、

○
○
町
○
丁
目
○
番
○
号
と
い
う
よ
う
な
住
所
の
表
し
方
に
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
新
住
居
表
示
施
行
に
伴
い
、
か
つ
て
の
本
庄
村
時
代
に
使
わ
れ

て
い
た
小
字
名
が
、
住
所
の
上
か
ら
消
え
て
し
ま

っ
た
。
昔
か
ら
そ
の
土

地
の
あ
る

一
定
の
区
域
を
指
す
た
め
に
、
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
古
い

地
名
で
あ
る
小
字
も
、
本
庄
地
域
の
歴
史
を
見

つ
め
て
き
た
も
の
の

一
つ

に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
節
で
は
本
庄
村
時
代
の
小
字
や
新
住
居

表
示
前
の
旧
町
名
の
う
ち
、
何
ら
か
の
形
で
そ
の
名
前
が
残
さ
れ
て
い
る

も
の
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

本
庄
村
で
は
、
戦
災
復
興
区
画
整
理
に
よ
る
町
名
変
更
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
七
月

一
日
に
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
時
の
町
名
変
更
で
は
小
字
名
を
受
け
継
ぐ
も
の
の
ほ
か
、
新
た
に
命
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名
さ
れ
る
町
名
も
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
、
落
合
長
雄
編

『
神
戸
市
小
字
名

集
』
Ｇ
歴
史
と
神
戸
』
九
六
号
）
に
よ
れ
ば
、
旧
本
庄
村
の
小
字
は
深
江

に
五
五
、
青
木
に
二
八
、
西
青
木
に

一
八
の
小
字
名
が
見
ら
れ
る
。
そ
の

後
、
昭
和
三
十
七
年
施
行
の

「
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
新

住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
庄
地
域
は
、
昭
和
四
十
六
年

六
月

一
日
に
青
木

・
西
青
木
が
、
翌
年
六
月

一
日
に
深
江
が
そ
れ
ぞ
れ
新

住
居
表
示
に
切
り
替
わ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
小
字
名
は
住
所
の
表
示
の

上
か
ら
は
消
え
て
し
ま

っ
た
。

本
庄
村
時
代
に
あ

っ
た
小
字
名
や
旧
町
名
で
、
現
在
で
も
そ
の
場
所
に

行

っ
て
当
該
名
称
が
看
板
等
に
実
際
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
場
所
に
行

け
ば
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
、
橋
の
名
前
、
公
園
の
名
前
、
交
差
点
の

名
前
、
住
宅

（
マ
ン
シ
ョ
ン
）
な
ど
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
橋
の
名
前
で
あ
る
が
、
深
江
地
区
の
高
橋
川
に
架
か
る
大
日
橋

（図
１
１
□
）
、
薬
王
寺
橋

（同
□
）
、
踊
松
橋

（同
□
）
、
深
田
橋

（図
―

３
□
）
の
名
称
は
、
い
ず
れ
も
小
字
名
や
旧
町
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
地

名
に
由
来
す
る
。
西
青
木
地
区
に
は
、
天
上
川
に
架
か
る
前
田
橋

（同
□
）、

本
町
橋

（同
□
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
旧
町
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

前
田
は
小
字
名
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
西
青
木
地
区
と
旧
魚
崎
町
の
境
界

を
流
れ
る
天
上
川
に
架
か
る
西
ノ
坪
橋

（同
日
）
は
旧
魚
崎
町
の
小
字
名

か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
公
園
の
名
前
に
つ
い
て
、
深
江
地
区
で
は
栄
公
園

（図
１
１
□
）、

神
楽
町
公
園

（同
□
）
、
見
附
公
園

（同
□
）
、
大
日
公
園

（同
□
）
、
磯

島
公
園

（同
□
）
、
東
公
園

（同
□
）
、
踊
松
ち
び

っ
こ
広
場

（同
□
）
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
栄
公
園
は
小
字
名
の

「栄
畑
」
と
そ
れ
に
ち

な
む
旧
町
名
の

「栄
通
」
が
由
来
で
、
神
楽
公
園
は
小
字
名

「神
楽
田
」

と
引
き
継
い
だ
旧
町
名

「
神
楽
町
」
か
ら
、
見
附
公
園
は
小
字
名
の

「
見

附
畑
」
と
旧
町
名

「
見
附
町
」
か
ら
、
大
日
公
園
は
小
字
名

「大
日
前
」

と
旧
町
名

「大
日
町
」
か
ら
、
磯
島
公
園
は
小
字
名
の

「磯
島
」
と
旧
町

名

「磯
島
町
」
か
ら
、
東
公
園
は
旧
町
名

「
東
町
」
か
ら
、
踊
松
ち
び

っ

こ
広
場
は
小
字
名

「
踊
り
松
」
と
旧
町
名

「
踊
松
町
」
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

名
付
け
ら
れ
た
。

青
木
地
区
の
寺
門
公
園

（図
１
３
□
）
は
小
字
名

「寺
門
」
と
そ
れ
を

引
き
継
い
だ

「寺
門
町
」
か
ら
来
て
い
る
。
ま
た
旧
村
落
や
町
名
に
ち
な

む
青
木
公
園

（同
四
）
、
北
青
木
公
園

（同
四
）
が
あ
る
。
西
青
木
地
区

に
は
西
青
木
公
園

（同
□
）
、
福
井
池
公
園

（同
□
）
、
内
浜
公
園

（同
□
）

が
あ
る
。
西
青
木
公
園
は
旧
村
落
名
に
由
来
し
、
福
井
池
公
園
は
福
井
池

の
池
名
に
由
来
す
る
。
内
浜
公
園
は
小
字
名

「内
浜
」
と
旧
町
名

「内
浜

町
」
か
ら
来
て
い
る
。

交
差
点
の
名
前
で
は
、
深
江
地
区
に
大
日
交
差
点

（図
１
１
□
）
、
深

田
交
差
点

（図
１
３
□
）
が
あ
り
、
旧
本
山
村
と
の
境
界
に
あ
る
籾
取
交
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第六章 地域に残る史跡と伝説・昔話

差
点

（図
１
１
図
）
は
旧
本
山
村
の
小
学
名
に
由
来
す
る
。

そ
の
他
、
小
学
名
や
旧
町
名
の
残
る
も
の
と
し
て
、
住
宅
の
名
前
や
学

校
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
住
宅
で
は
、
深
江
地
区
の
深
江
見
附
住

宅

（同
□
）、
磯
島
マ
ン
シ
ョ
ン

（同
□
）、
神
戸
市
札
場
住
宅

（同
囲
）
、

青
木
地
区
の
寺
問
ビ
ル

（図
１
３
回
）
が
あ
る
。
「札
場
」
は
旧
町
名
の

「札
場
通
」
か
ら
き
て
い
る
。
ま
た
、
西
青
木
地
区
の
福
池
小
学
校

（同

剛
）
の
福
池
も
前
述
の
通
り
旧
町
名
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
で
は
住
所
名
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
小
宇
名
、
旧
町

名
も
、
そ
の
い
く
つ
か
は
元
有
っ
た
場
所
の
中
に
あ
る
も
の
の
名
前
と
し

て
生
き
残

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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第七章 神戸深江生活文化史料館について

第
七
章

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
に
つ
い
て

本
章
で
は
、
本
書
編
纂
の
中
核
的
施
設
と
し
て
存
在
し
て
い
る
神
戸
深

江
生
活
文
化
史
料
館

（以
下
、
史
料
館
と
略
称
）
の
設
立
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
の
経
過
と
、
収
蔵
資
料
の
特
徴
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

史
料
館
は
、
本
書
を
編
纂
す
る
過
程
で
集
ま

っ
た
資
料
を
保
存

・
公
開

す
る
た
め
に
、
出
版
に
先
駆
け
て
開
設
さ
れ
た
。
本
書
刊
行
の
経
緯
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
史
料
館
の
歩
み
を
記
録
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。

同
時
に
、
史
料
館
は
本
書
編
纂
を
最
終
目
的
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

地
域
遺
産
の
保
存

・
活
用
を
通
じ
た
地
域
文
化
づ
く
り
こ
そ
が
最
終
目
的

で
あ
る
と
考
え
る
。
本
書
編
纂
も
そ
の
プ

ロ
セ
ス
の

一
つ
に
す
ぎ
な
い
。

本
書
刊
行
を
機
に
、
史
料
館
の
現
状
と
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
は
重
要
だ

と
考
え
る
。

一
節
で
は
、
史
料
館
の
設
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
運
営
方

針
、
設
立
か
ら
震
災
直
後
ま
で
史
料
館
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
友
の
会

な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た
、
三
節
以
下
で
は
史
料
館
所
蔵
の
資
料
や
展
示
の

現
況
な
ど
に
つ
い
て
、
民
俗
学
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
か
ら
詳
細
に
記
述
す
る
。

一
節
　
史
料
館
の
設
立
と
運
営

史
料
室
設
立
ま
で
の
経
緯

本
庄
地
域
は
神
戸
市
合
併
前
、
兵
庫
県
武
庫
郡
本
庄
村
と
称
し
た
独
立

行
政
村
で
あ

っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
現
在
の
神
戸
市
東
灘
区

は
こ
の
本
庄
村
を
は
じ
め
、
御
影
町
、
住
吉
村
、
魚
崎
町
、
本
山
村
が
昭

和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
に
神
戸
市
と
合
併
し
て
発
足
し
た
行
政
区
で

あ
る

（
こ
れ
ら
五
カ
町
村
を
地
元
で
は
東
灘
旧
五
カ
町
村
と
称
す
る
）
。

こ
れ
ら
、
旧
五
カ
町
村
の
う
ち
、
本
庄
村
を
除
く
四
カ
町
村
は
、
神
戸

市
合
併
前
あ
る
い
は
合
併
後
す
ぐ
の
時
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
史
誌
を

刊
行
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
『
御
影
町
誌
』
盆

九
二
六
）
、
『
住
吉
村
誌
』

（
一
九
四
六
）
、
『
魚
崎
町
誌
』
盆

九
五
七
）
、
『
本
山
村
誌
』
０

九
五
三
）

の
各
史
誌
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
と
り
旧
本
庄
村
だ
け
が
、
史
誌
の
刊

行
を
実
現
で
き
ず
に
戦
後
の
歴
史
を
刻
ん
で
し
ま
い
、
そ
れ
が
地
元
の
人
々
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の
心
の
つ
か
え
と
な
り
続
け
て
き
た
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
旧
本
庄
村
も
、
全
く
史
誌
編
纂
の
行
動
を
起
こ
し
て
い
な
か

っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
昭
和
十
七
年

（
一
九
四
二
）
、
本
庄
村
役
場
が
本
山

村
在
住
の
松
田
直

一
氏
に
編
纂
を
依
頼
し
た
が
、
そ
の
松
田
氏
が
執
筆
途

中
で
死
去
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
今
度
は
当
時
の
岩
谷
省
三
村
長
の
友

人
が
、
岡
山
に
疎
開
し
て
い
た
知
人
に
編
纂
を
依
頼
し
、
松
田
氏
の
遺
稿

を
送
り
編
纂
続
行
と
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
十
年
に
岡
山
地
方
が

洪
水
の
被
害
に
道
い
、
送

っ
た
遺
稿
や
資
料
が
流
失
し
て
し
ま
う
と
い
う

ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
で
、
事
実
上
、
本
庄
村
の
史

誌
編
纂
作
業
は
凍
結
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

そ
の
後
、
本
庄
村
は
前
述
の
通
り
神
戸
市
と
合
併
し
東
灘
区
の

一
部
と

な
り
、
他
地
域
の
よ
う
な
町
村
時
代
の
史
誌
を
持
た
な
い
と
い
う
状
態
が

続
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
昭
和
五
十
年
代
に
起
こ
っ
た
地
方
史
ブ
ー
ム
に

の
り
、
地
元
の
深
江
財
産
区
管
理
会
が
、
史
誌
編
纂
の
呼
び
か
け
を
行
い
、

地
元
住
民
と
連
携
し
て
、
編
纂
の
具
体
的
活
動
に
着
手
し
た
。
深
江
財
産

区
管
理
会
は
、
昭
和
五
十
五
年
春
に
田
辺
員
人
氏

（当
時

・
兵
庫
県
立
御

影
高
等
学
校
教
諭
、
現

・
園
田
学
園
女
子
大
学
教
授
）
に
史
誌
編
纂
を
依

頼
、
田
辺
氏
は
史
誌
編
纂
の
資
料
を
地
元
で
で
き
る
だ
け
多
く
収
集
し
て

ほ
し
い
と
要
請
し
た
。
そ
こ
で
、
深
江
財
産
区
は
管
理
会
会
長
の
大
田
垣

正
雄
氏
を
中
心
に
地
元
で
の
資
料
収
集
に
取
り
か
か

っ
た
。
そ
の
時
、
深

江
で
江
戸
時
代
か
ら
六
代
医
師
を
続
け
て
き
た
深
山
家
の
旧
邸
を
解
体
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
際
に
出
て
き
た
資
料
を
全
て

一
括
し
て
財
産
区
に

寄
贈
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

っ
た
。
太
田
垣
、
田
辺
両
氏
が
中
心
と
な

り
、
そ
の
資
料
を
概
観
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
も
の
ば
か
り
と

分
か
り
、
そ
れ
ら
大
量
の
資
料
を

一
括
保
存
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
か

と
い
う
議
論
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

結
局
、
深
山
家
資
料
を
は
じ
め
そ
の
他
多
く
の
地
元
か
ら
の
寄
贈
資
料

を
収
蔵
保
存
す
る
た
め
、
深
江
財
産
区
管
理
会
は
、
そ
の
施
設
の
建
設
を

計
画
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
具
体
的
に
は
、
地
元
の
氏
神
で
あ
る
大
日
霊

女
神
社
の
境
内
に
、
財
産
区
管
理
会
が
以
前
よ
リ
プ
レ
ハ
ブ
の
倉
庫
の
建

設
を
計
画
し
て
い
た
も
の
を
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て

（延
べ
八
三

平
方
房
）
に
変
更
し
、
そ
の
三
階
部
分
を
資
料
収
蔵
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
充

て
る
こ
と
に
し
た
。

こ
う
し
て
、
当
初
は
史
誌
編
纂
の
目
的
で
収
集
さ
れ
た
資
料
が
、
地
元

を
は
じ
め
多
く
の
人
々
に
公
開
さ
れ
る
と
い
う
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
深
江
財
産
区
管
理
会
の
運
営
す
る
深
江
会
館
に

併
設
す
る
形
で
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十

一
日
に
、
「
神
戸

・
深
江
会

館
生
活
文
化
史
料
室
」
の
名
称
で
、
田
辺
員
人
氏
を
初
代
室
長
に
史
料
室

が
ス
タ
ー
ト
す
る
運
び
と
な

っ
た
。
当
日
、
史
料
室
開
室
と
と
も
に
関
係

者

一
〇
〇
人
を
招
い
て
、
深
江
会
館
に
お
い
て
、
開
室
記
念
祝
賀
会
が
盛
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大
に
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
。

史
料
館

へ
の
拡
充

昭
和
五
十
六
年

（
一
九
八

一
）
二
月
に
設
立
さ
れ
た
史
料
室
は
、
そ
の

活
動
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
で
、
多
く
の
報
道
機
関
が
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
れ
に
伴

っ
て
順
調
に
入
場
者
の
数
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

そ
の
活
動
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
つ
い
て
触
れ
る
と
、
ま
ず
、
開
館
日
が
土

曜
と
日
曜
日
の
み
と
い
う
点
、
こ
れ
は
運
営
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
す
べ
て
、

他
に
別
の
職
な
ど
を
持

っ
て
お
り
、
週
末
の
休
み
の
日
に
有
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
い
う
形
で
運
営
し
て
い
る
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

ス
タ

ッ
フ
全
員
が
歴
史
及
び
そ
の
周
辺
学
問
に
興
味
を
持

っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
特
質
す
べ
き
点
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
単
に
資
料
を
展
示
す
る
だ

け
の
器
を
こ
し
ら
え
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
博
物
館
と
し
て
の
歴
史
の

調
査

・
研
究

・
普
及
と
い
う
基
本
的
な
活
動
を
行
え
る
体
制
を
あ
る
程
度

築
く
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
全
国
的
に
見
て
も
、
財
産
区
あ
る

い
は
地
域
の
団
体
が
郷
土
資
料
館
を
設
置
し
て
い
る
例
は
い
く

つ
か
あ
る

が
、
深
江
の
よ
う
な
専
任
の
ス
タ
ッ
フ
を
置
か
ず
に
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
で
構
成
し
、
し
か
も
あ
る
程
度
の
専
門
的
水
準
を
維
持
し
て
い
る

施
設
は
全
国
的
に
も
ま
れ
で
、
そ
れ
が
報
道
機
関
を
は
じ
め
、
行
政
、
教

育
機
関
等
の
目
に
留
ま
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
深
江
の
活
動
を
よ
り
多
く
の

人
々
に
広
め
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
開
設
当
時
の
運
営
機
構
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
と
、

史
料
室
の
運
営
資
金
は
全
額
を
財
産
区
が
負
担
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
史

料
室
の
組
織
と
し
て
、
財
産
区
管
理
会
の
委
員
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た

「
史
料
室
運
営
理
事
会
」
が
置
か
れ
、
そ
の
も
と
に
史
料
室
室
長
、
運
営

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
調
査
員
が
配
置
さ
れ
、
ま
た
、
史
料
室
の
後
援
団
体

と
し
て
友
の
会
も
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

（詳
細
は
後
述
）
。
な
お
、

当
初
の
運
営
ス
タ

ッ
フ
は
田
辺
氏
の
教
え
子
や
研
究
仲
間
を
中
心
に
構
成

写真-1 史料室の外観

写真-2 史料室オープン祝賀会
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さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
の
注
目
を
集
め
て
開
設
し
た
史
料
室
は
、

オ
ー
プ
ン
後
も
新
聞

・
テ
レ
ビ

。
ラ
ジ
オ
と
言

っ
た
マ
ス
コ
ミ
や
歴
史
関

係
の
雑
誌
な
ど
に
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
元
団
体
や
神
戸
市
な
ど
の
協

力
も
得
て
、
小
学
校
、
幼
稚
園
、
婦
人
団
体
な
ど
の
団
体
見
学
の
申
し
出

が
後
を
絶
た
ず
、
開
室

一
年
で

一
二
〇
〇
人
の
入
場
者
を
得
る
に
至

っ
た
。

ま
た
、
見
学
に
来
ら
れ
た
方
が
、
自
分
の
家
に
も
展
示
し
て
い
る
様
な

物
が
あ
る
の
で
寄
贈
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
こ

れ
ら
の
申
し
出
に
つ
い
て
は
当
初
快
く
お
受
け
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の

う
ち
に
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
す
る
と
い
う
事
態
に
陥

っ
た
。
ま
た
、
小

学
校
の
学
年
単
位
の
団
体
見
学
も
増
加
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
多
く
の
見
学

者
を

一
度
に
収
容
で
き
な
い
と
い
う
問
題
も
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
昭
和
五
十
八
年
、
財
産
区
管
理
会
は
神
戸
市
の
協
力
で
施
設

の
拡
充
を
決
定
し
た
。
同
年
五
月
着
工
、
八
月
上
棟
、
十
月
二
十
日
に
竣

工
し
、
そ
し
て
、
同
月
二
十
日
に
拡
張
オ
ー
プ
ン
と
な

っ
た
。
オ
ー
プ
ン

当
日
は
関
係
者
約

一
〇
〇
人
が
招
待
さ
れ
、
大
き
く
生
ま
れ
変
わ

っ
た
史

料
館
に
入
場
、
そ
の
後
、
場
所
を
深
江
会
館
に
移
し
、
竣
工
祝
賀
会
が
開

か
れ
た
。
こ
の
拡
張
オ
ー
プ
ン
を
機
に
、
名
称
を

「神
戸

・
深
江
会
館
生

活
文
化
史
料
室
」
か
ら
、
「神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
」
に
変
更
し
た
。

そ
し
て
、
兵
庫
県
博
物
館
協
会

へ
の
加
盟
も
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

写
真
１
３
　
史
料
館
外
観

写
真
１
４
　
拡
張
オ
ー
プ

ニ
ン
グ

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

拡
張
後
の
、
館
の
建
物
は
灘
の
酒
蔵
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
白
壁
黒
瓦
の
鉄

筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
二
五
八
平
方
房
と
、
従
来
の

約
五
倍
の
ス
ペ
ー
ス
を
有
す
る
施
設
と
な

っ
た
。
拡
張
オ
ー
プ
ン
当
時
、

一
階
に
は
通
史
、
三
階
に
は
昔
の
生
活
、
民
具
、
深
山
記
念
医
事
史
料
、

神
戸
商
船
大
学
海
事
資
料
の
五
展
示
室
、
三
階
は
特
別
展
示
や
講
演
会
な

ど
に
利
用
で
き
る
ミ
ニ
ホ
ー
ル

（ク
リ
オ
ル
ー
ム
）
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、

調
査
員

一
本
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
体
制
を
、
調
査
研
究
部
門
と
事
務
部
門
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に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
員
、
事
務
局
員
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は

そ
の
後
、
調
査
員
も
研
究
と
調
査
の
二
部
門
に
分
け
、
研
究
員
、
調
査
員

の
体
制
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

運
営
体
制
の
強
化

こ
う
し
て
、
順
調
に
運
営
が
進
ん
で
い
た
史
料
館
活
動
に
も

一
つ
の
転

機
が
訪
れ
る
。
開
設
以
来
独
自
の
発
想
で
、
史
料
館
と
運
営
ス
タ

ッ
フ
を

引

っ
張

っ
て
き
た
田
辺
員
人
館
長
が
、
昭
和
六
十

一
年

（
一
九
八
六
）
四

月
か
ら

一
年
間
文
部
省
の
派
遣
教
師
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
赴
任

す
る
こ
と
に
な

っ
た
か
ら
だ
。
田
辺
館
長
不
在
中
は
、
大
国
正
美
研
究
員

が
館
長
代
理
と
し
て
館
の
運
営
の
中
心
と
な
り
、
残
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
が

協
力
し
て
史
料
館
の
運
営
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
館
長
の
指
示

が
な
け
れ
ば
動
か
な
か

っ
た
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
、
こ
の
間
に
、
自
ら
考
え

自
主
的
に
行
動
を
起
こ
す
と
い
う
こ
と
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
ま
で
の
懸
案

で
あ

っ
た
収
蔵
品
の
日
録
化
、
特
別
展
の
企
画
な
ど
を
館
員
そ
れ
ぞ
れ
が

独
自
の
考
え
を
出
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
進
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う

し
た
自
立
の
見
え
た
館
員
の
調
査
研
究
活
動
を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
、

昭
和
六
十
二
年

一
月
に
、
調
査
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
史
料
館
活
動
の
合

議
的
運
営
体
制
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

さ
て
、
田
辺
館
長
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
滞
在
中
に
、
同
国
の
テ
ア
ロ

ハ
地
域
博
物
館
と
姉
妹
館
提
携
を
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
昭
和
六
十

一
年

八
月
、
史
料
館
友
の
会
の
小
嶋
悦
廊
会
長
を
団
長
に
、
館
員

・
友
の
会
会

員
計

一
四
人
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
北
島
の
テ
ア
ロ
ハ
地
域
博
物
館
を
訪

れ
、
姉
妹
館
提
携
の
調
印
式
に
臨
ん
だ
。

昭
和
六
十
二
年
四
月
に
田
辺
館
長
が
帰
国
し
、
再
び
も
と
の
体
制
で
史

料
館
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
も
つ
か
の
間
、
同
年
九
月
に
田

辺
館
長
が
正
式
に
館
長
を
辞
し
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

・
マ
ッ
セ
イ
大
学

に
赴
任
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
後
任
の
館
長
は
し
ば

ら
く
置
か
ず
、
大
国

正
美
研
究
員
が
館
長

代
行
と
し
て
館
を
取

り
ま
と
め
、
調
査
研

究
会
を
中
心
に
館
の

運
営
を
し
て
い
く
と

い
う
体
制
を
し
い
た
。

残
さ
れ
た
館
員
で

知
恵
を
し
ば
っ
て
自

主
的
に
何
か
を
す
る

と
い
う
機
運
が
生
ま

れ
た
中
で
、
特
筆
す

べ
き
は
館
員
独
自
の

写真-5「 東灘の歴史」展・展示風景
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発
想
で
行
わ
れ
た
特
別
展
の
開
催
で
あ
ろ
う

（特
別
展
に
つ
い
て
の
詳
細

は
後
述
）
。
昭
和
六
十
二
年
二
月
の

「
郷
土
玩
具
に
み
る
生
活
文
化
史
」

を
皮
切
り
に
、
同
年
八
月
の

「
戦
時
下
の
生
活
文
化
史
」
、
大
国
館
長
代

行
時
代
に
入

っ
て
も
、
昭
和
六
十
二
年
四
月

「近
代
の
着
物
に
見
る
生
活

史
」
、
平
成
元
年

（
一
九
八
九
）
四
月

「
東
灘
の
歴
史
展
」
と
い
う
具
合

に
、　
一
年
に

一
度
な
い
し
は
三
度
の
ペ
ー
ス
で
特
別
展
を
開
催
し
て
き
た
。

史
料
館
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
普
及
活

動
の

一
つ
に
小
学
校
三
年
生
の
団
体
見
学
が
あ
る
。
開
設
当
初
は
、
地
元

の
本
庄
小
学
校
な
ど
数
校
の
団
体
見
学
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ
の
後
周

辺
の
小
学
校
に
拡
大
し
、
さ
ら
に
は
地
元
の
小
学
校
の
先
生
が
別
の
学
校

に
転
勤
し
、
そ
の
学
校
の
児
童
を
引
率
し
て
く
る
と
い
う
形
で
増
加
し
、

現
在
で
は
年
間
東
灘
区
内
を
中
心
に

一
五
校
前
後
、
約

一
三
〇
〇
人
ほ
ど

の
団
体
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
学
校
三
年
生
の
社
会
科

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
郷
土
の
歴
史
や
昔
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
学
ぶ
項
目
が

あ
り
、
史
料
館
の
展
示
が
そ
の
趣
旨
に
ち
ょ
う
ど
合
致
す
る
こ
と
が
要
因

と
考
え
ら
れ
る

（小
学
校
団
体
見
学
に
つ
い
て
の
詳
細
は
後
述
）
。

な
お
、
開
設
七
年
目
の
昭
和
六
十
二
年

（
一
九
八
八
）
五
月
七
日
に
は
、

入
館
者
が
二
万
人
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
開
設

一
一
年
目
の
平
成
四
年
二

月
八
日
に
は
、
小
学
校
団
体
見
学
で
来
館
し
て
た
神
戸
市
立
春
日
野
小
学

校
三
年
生
が
三
万
人
目
の
入
館
者
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
被
害

館
長
代
行
に
よ
る
史
料
館
運
営
の
時
代
も
、
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）

二
月
末
で
終
わ
り
、
同
年
四
月

一
日
付
で
神
戸
商
船
大
学
の
杉
浦
昭
典
名

誉
教
授
が
三
代
目
の
館
長
に
就
任
し
、
久
し
く
船
長
の
い
な
か

っ
た
史
料

館
丸
も
新
た
な
船
長
を
迎
え
、
し

っ
か
り
と
し
た
航
行
を
行
え
る
体
制
が

構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
な
お
、
大
国
正
美
館
長
代
行
は
同
日
付
で

副
館
長
に
就
任
し
た
。

杉
浦
館
長
は
、
大
国
館
長
代
行
時
代
の
運
営
方
針
を
基
本
的
に
継
承
し
、

館
員
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
性
を
重
ん
じ
る
と
い
う
体
制
を
さ
ら
に
進
め
た
。

そ
し
て
、
館
長
は
運
営
母
体
の
財
産
区
管
理
会
に
対
し
、
史
料
館
活
動
が

よ
り
活
性
化
す
る
よ
う
常
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
史
料
館
の
社
会
的
地
位

向
上
に
全
力
を
注
い
だ
。

と
こ
ろ
で
、
開
設
以
来
、
史
料
館
活
動
を
支
え
て
く
れ
て
き
た
友
の
会

が
、
小
嶋
会
長
の
本
業
の
多
忙
に
伴
い
会
長
職
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
り
、
後
任
の
会
長
も
適
任
者
が
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
平
成
五
年

（
一
九
九
二
）
八
月
二
十
九
日
に
活
動
を
い

っ
た
ん
休
止
す
る
こ
と
が
決

ま

っ
た
。

平
成
七
年

（
一
九
九
五
）

一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
、
阪
神

・

淡
路
大
震
災
が
、
突
如
と
し
て
史
料
館
を
襲

っ
た
。
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
七

・

二
、
最
大
震
度
七
の
都
市
直
下
型
の
地
震
は
大
都
市
神
戸
に
甚
大
な
被
害
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を
も
た
ら
し
た
。
史
料
館
の
あ
る
深
江
地
区
も
震
度
七
の
激
震
地
帯
で
、

多
く
の
死
傷
者
、
家
屋
の
倒
壊

。
焼
失
と
い
っ
た
大
き
な
被
害
を
出
し
た
。

史
料
館
は
、
震
災
当
日
は
休
館
日
の
た
め
館
員
は
不
在
だ

っ
た
。
二
日
後

の
十
九
日
に
は
じ
め
て
館
員
の

一
人
が
館
内
に
入
り
、
館
の
被
災
状
況
を

確
認
、
館
の
建
物
及
び
深
江
会
館
の
建
物
は
無
事
だ

っ
た
が
、
同
じ
敷
地

の
大
日
霊
女
神
社
の
社
殿
は
屋
根
が
地
面
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
完
全
に
倒

ど
が
倒
れ
、
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
書
籍
な
ど
の
資
料
が
あ
ち
こ
ち
に
散
乱
し

て
い
た
。
三
階
の
展
示
室
は
据
え
付
け
の
展
示
ケ
ー
ス
の
ガ
ラ
ス
は
割
れ

て
い
な
か

っ
た
も
の
の
、
中
の
資
料
は
散
乱
、
こ
と
に
、
兵
庫
県
教
委
か

ら
寄
託
を
受
け
て
い
る
深
江
北
町
遺
跡
の
弥
生
土
器
は
粉
々
に
壊
れ
て
い

た
。
ま
た
、
三
階
で
は
特
別
展

「打
出
焼
展
」
を
開
催
中
だ

っ
た
が
、
展

示
し
て
い
た
打
出
焼
の
多
く
も
展
示
ケ
ー
ス
の
中
で
割
れ
て
散
乱
し
て
い

た
。
そ
れ
か
ら
、
各
階
に
あ
る
収
蔵
庫
も
、
中
で
資
料
が
散
乱
し
て
山
積

み
に
な

っ
て
い
た
。

復
旧
作
業
と
再
開
館

被
災
し
た
史
料
館
の
復
旧
作
業
に
つ
い
て
は
、
館
員
各
自
が
他
に
仕
事

を
持

っ
て
お
り
、
ま
た
、
館
員
の
主
カ
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
被
災
者
で
も

あ
り
、
連
日
復
旧
作
業
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
だ

っ
た
。
さ
ら
に
、

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ

っ
て
思
い
通
り
の
作
業
が
行
え
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
、　
一
月
二
十

八
日
か
ら
出
務
で
き
る
者
だ
け
で
館
内
の
復
旧
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。
こ

の
と
き
、
あ
ら
た
め
て
館
内
の
被
災
状
況
を
確
認
す
る
と
、
建
物
そ
の
も

の
に
大
き
な
被
害
は
な
く
、
ま
た
館
内
の
展
示
ケ
ー
ス
等
の
備
品
は
可
動

式
の
ケ
ー
ス
は
倒
れ
て
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
い
る
物
も
多
か

っ
た
が
、
据
え

付
け
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
被
害
が
な
く
、
中
の
展
示
品
が
散

乱
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
収
蔵
資
料
も
、
深
江
北
町

壊
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
深
江
会
館
は
臨

時
の
避
難
所
に
な

っ

て
お
り
、
多
く
の
被

稀
　
災
者
が
避
難
し
て
い

緩
　
た
。
館
内
の
被
害
状

珈
　
況
は
、　
一階
の
展
示

無
　
室
は
、
大
型
の
展
示

震

　

ケ
‐
ス
の
ガ
ラ
ス
に

一　
　
ひ
び
が
入
り
、
中

の

盲
泰

写

　

展
示
物
が
散
乱
、
ま

た
、
事
務
室
内
も
事

務
机
や

ロ
ッ
カ
ー
、

ガ
ラ
ス
戸
の
本
棚
な
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遺
跡
の
土
器
と
特
別
展
の

「打
出
焼
」
展
示
品
は
そ
の
多
く
が
破
損
し
て

い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
展
示
及
び
収
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
、
展
示
ケ
ー
ス

や
収
蔵
庫
の
中
で
散
乱
し
て
は
い
る
も
の
の
破
損
し
た
物
は
ほ
と
ん
ど
見

あ
た
ら
な
か

っ
た
。
館
蔵
資
料
に
ほ
と
ん
ど
被
害
が
な
く
、
ま
た
展
示
ケ
ー

ス
も
そ
の
多
く
は
な
ん
と
か
無
事
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
時
間
を
か
け
て

復
旧
作
業
を
行
え
ば
、
な
ん
と
か
元
通
り
に
近
い
状
態
に
戻
せ
る
と
い
う

確
信
を
抱
い
た
。
な
お
、
深
江
北
町
遺
跡
の
上
器
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県

教
委
に
連
絡
し
て
指
示
を
仰
ぎ
、
最
終
的
に
は
県
教
委
に
よ

っ
て
、
破
損

し
た
土
器
全
て
を
修
復
し
て
も
ら

っ
た
。

震
災
後

一
カ
月
目
の
二
月
十
七
日
、
よ
う
や
く
館
内
の
水
道
が
通
水
、

こ
の
日
か
ら
開
館
相
当
日

（週
末
）
に
、
定
期
的
に
復
旧
作
業
を
行
え
る

態
勢
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
震
災
後
は
じ
め
て
の
調
査
研
究
会
が
四
月
二

十
三
日
に
開
か
れ
、
復
旧
作
業
の
進
捗
状
況
が
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
た
、

震
災
後
、
史
料
館
は
館
内
の
復
旧
作
業
と
い
う
業
務
の
ほ
か
に
、
も
う

一

つ
大
き
な
任
務
を
負
う
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
近
隣
被
災
家
屋
か
ら

の
被
災
資
料
の
救
出
と
い
う
作
業
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
、
救
出
し
た
被

災
資
料
の
ほ
と
ん
ど
は
史
料
館
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
展

示
品
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
る
。
七
月
十
六
日
に
は
再
度
、
調
査
研
究
会

が
開
か
れ
、
こ
の
と
き
史
料
館
の
再
開
時
期
を
十
月
二
十
二
日
に
設
定
す

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

震
災
前
に
活
動
体
止
を
し
た
史
料
館
友
の
会
は
、
会
員
の
多
く
が
被
災

し
た
と
い
う
状
況
で
は
、
再
開
す
る
こ
と
も
困
難
と
の
判
断
か
ら
、
七
月

二
十

一
日
付
で
正
式
に
解
散
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
十
月
二
十
二
日
に
よ
う
や
く
史
料
館
は
再
開

館
し
た
。
震
災
発
生
時
、
す
で
に
そ
の
年
の
小
学
校
三
年
生
の
団
体
予
約

を
受
け
付
け
て
い
た
が
、
地
震
で
、
全
学
校
と
も
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な

っ
た
。

し
か
し
再
開
館
後
、
年
明
け
の

一
月
に
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
小
学
校
三
年

生
の
団
体
見
学
の
申
し
込
み
が
入
り
、
例
年
の
よ
う
に
、
子
供
た
ち
の
元

気
な
声
が
館
内
に
こ
だ
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
小
学

校
三
年
生
の
団
体
見
学
は
、
そ
の
学
校
数
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
平
成
十

一
年
か
ら
は

「
ト
ラ
イ
や
る

ｏ
ウ
イ
ー
ク
」
の
協
力
事
業

所
と
し
て
、
毎
年
、
本
庄
中
学
校
二
年
生
の
生
徒
を
二
人
受
け
入
れ
、
史

料
館
業
務
を
経
験
し
て
も
ら
う
機
会
を
持

っ
て
い
る
。

震
災
後
、
子
供
た
ち

へ
の
身
近
な
歴
史
の
普
及
活
動
の
場
と
し
て
の
史

料
館
の
役
割
は
、
そ
れ
以
前
に
も
増
し
て
大
き
く
な

っ
た
が
、
そ
の
反
面
、

震
災
前
に
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た
特
別
展
の
開
催
が
、
村
史
刊
行
に
全

力
を
尽
く
す
と
い
う
方
針
の
た
め
開
催
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
を
抱

え
る
こ
と
と
な

っ
た
。

な
お
、
開
館
十
七
年
目
の
平
成
十
年
二
月
二
十
日
、
開
設
以
来
の
入
館

者
数
が
四
万
人
を
超
え
た
。
四
万
人
目
は
、
小
学
校
団
体
見
学
で
来
館
し
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た
神
戸
市
立
住
吉
小
学
校
三
年
生
の
児
童
た
ち
だ

っ
た
。

そ
し
て
、
開
館
二
十
二
年
目
の
平
成
十
五
年
二
月
六
日
、
開
設
以
来
の

入
館
者
が
五
万
人
を
超
え
た
。
五
万
人
と
い
う
節
目
の
入
館
者
は
、
団
体

見
学
で
来
館
し
た
神
戸
市
立
魚
崎
小
学
校
三
年
生
の
子
ど
も
た
ち
だ

っ
た
。

史
料
館
友
の
会
に
つ
い
て

史
料
館
は
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
ま
で
、
後
援
組
織
と
し
て
友
の
会

を
有
し
て
い
た
が
、
こ
の
友
の
会
が
史
料
館
の
運
営
に
対
し
人
的

。
経
済

的
は
じ
め
多
大
な
協
力
を
し
、
館
を
支
え
て
来
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ

と
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
友
の
会
の
足
跡
を
た
ど
る
こ

と
に
し
た
い
。

友
の
会
は
、
昭
和
五
十
六
年

（
一
九
八

一
）
二
月
二
十

一
日
、
史
料
館

の
前
身

「神
戸

・
深
江
会
館
生
活
文
化
史
料
室
」
が
開
設
さ
れ
た
の
と
同

時
に
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
名
称
は

「
神
戸

。
深
江
会
館
生
活
文
化
史

料
室
友
の
会
」
で
、
会
長
に
は
田
辺
室
長
の
元
同
僚
、
小
嶋
悦
廊
氏

（当

時
、
兵
庫
県
立
芦
屋
高
等
学
校
教
諭
）
が
就
任
、
友
の
会
設
立
当
初
地
元

深
江
地
区
の
人
達
を
中
心
に
五
〇
人
の
会
員
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
し
て
、

友
の
会
の
規
約
に
よ
れ
ば
、
友
の
会
は
史
料
室
を
後
援
す
る
た
め
に
、
年

会
費

一
〇
〇
〇
円
を
前
納
し
た
者
を
会
員
と
し
、
会
員
の
資
格
は
問
わ
な

い
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
友
の
会
は
会
長
を
中
心
に
、
会
員
の
中
か
ら

世
話
役
と
し
て
の
幹
事
を
選
び
、
会
の
活
動
を
円
滑
に
す
る
よ
う
に
し
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
史
料
室
の
全
面
的
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る
団
体
と
し
て
活

動
を
開
始
し
た
友
の
会
は
、
第

一
回
目
の
例
会
と
し
て
、
昭
和
五
十
六
年

四
月
十
二
日
に

「灘
の
酒
蔵
を
歩
こ
う
」
半
日
ツ
ア
ー
を
実
施
、
会
員
三

〇
人
が
参
加
し
、
田
辺
室
長
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
灘
の
酒
蔵
地
帯
の
散

策
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
後
、
友
の
会
は

一
年
間
の
行
事
と
し
て
、
毎
年
、

史
跡
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

（年

一
回
か
ら
二
回
）
、
史
跡
散
歩

（年
二
回
程

度
）
、
講
演
会

（年
二
回
程
度
）
、
友
の
会
総
会

（年

一
回
）
な
ど
を
計
画

し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
会
員
が
こ
う
し
た
例
会
に
参
加
し
、
例
会
を
通

写真-7 友の会バスツアー

当尾 (平成 3年 3月 10日 )
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開 催 日 イ子 名事 参 加

1988年 1月 17国

2月 7日
2月 ■日

5月 8口
6月 5国

7月 10日

9月 4国

9月 23日

10月 10日

10月 15日

10月 23日

■月27日

神戸史学会研究例会

「聖徳太子の里を訪ねるJバスツアー

史料館開設 7周年記念、友の会総会
講演会「明治、大正の京友禅」
「東灘歴史散歩―御影・魚崎周辺―」
「中国辺境ところどころ―少数民族を訪ねて一」
「留学生から見たニュージーランド7ケ月」
神戸史学会研究例会
「東灘歴史散歩―住吉川周辺の史跡を訪ねて一」
第 6回魚屋道を歩く会
講演会「ニュージーランドと日本」
「吉宗のふる里和歌山を訪ねる」バスツアー

「東灘歴史散歩―住吉山手周辺の史跡・博物館を訪ねて一」

37ノ代

104人

52人

36人

50人

27人

21人

60人

110人

70人

76人

70人

1989年 1月 22日

3月 5日
3月 12口

5月 7口
7月 9日
7月 23日

9月 23日

10月 1日

10月 10日

■月 3日
■月 5日
11月 19日

神戸史学会研究例会
史料館開設 8周年記念、友の会総会
神戸史学会研究例会
史跡ウオッチング (雨天のため中止)

『 日本史の中の東灘』出版記念講演会「東灘100年の歩み」
「播州赤穂の旅」バスッアー

「柳生の里を訪ねる」バスッアー

講演会「ニュージーランドと日本」
第 7回魚屋道を歩く会
「史跡ウオッチングー住吉川周辺史跡めぐリー」
講演会「外から見た日本文化と神戸J

「東灘歴史散歩一本山深江周辺の史跡・史料館を訪ねて一J

人

人

人

80ノく

32ノ八、

80人

70人

62人

110人

40人

40人

1990年 2月 25日

5月 20日

5月 27口

7月 1日

10月 10日

■月 3口
11月 25日

史料館開設 9周年記念、友の会総会
講演会「国際化の動きと外から見た日本」
「春国の局のおゝる里を訪ねる」バスツアー

『ザ・ひがしなだ一東灘の歴史の足跡をたどる一習出版記念講演会
第 8回魚屋道を歩く会
「史跡ウオッチング・東灘―住吉川・過去から未来を訪ねて一」
講演会「ニュージーランド日本交流の最新報」

20ノ＼

50ノ代

47人

51人

100人

150人

35人

1991年 3月 10日

5月 12日

6月 23日

7月 7口
10月 10日

11月 10日

12月 1日

10周年記念「当尾の里を訪ねる一早春の浄瑠璃寺・岩船寺めぐり」
バスツアー

史料館開設10周年記念式典、友の会総会
見学会「『中央区歴史物語』を歩くJ

スライドとお話の集い「湾岸戦争にさらされた中東の史跡から」
第 9回魚屋道を歩く会
太平記の舞台「兵庫津を訪ねて」
太平記のおゝるさと「吉野山を訪ねる」バスツアー

54ノ八、

100人

100人

人

人

人

1992年 3月 1日
3月 29日

5月 5日
6月 28日

10月 10日

10月 25日

11月 29日

史料館開設■周年記念式典、友の会総会
見学会「『中央区歴史物語』を歩くJ

見学会「史跡ウオッチング。東灘」
「東播磨の仏教・地域文化を訪ねて」バスッアー

第10回魚屋道を歩く会
見学会「『中央区歴史物語』を歩く」
「安土城跡を訪ねて」バスッアー

70ノヘ

100人

110人

80人

90人

120人

84人

1993年 3月 28日

6月 6国
史料館開設12周年記念講演、友の会総会
見学会「史跡ウオッチング。東灘」

70ノ八、
110人
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表-1 友の会の行事一覧

開 催 日 イ丁 名事 参加

1981年 2月 21日

4月 12日

8月 15国

10月 17日

12月 6日

神戸深江会館生活文化史料室オープン、友の会発足。この時会員50人

「灘の酒蔵を歩こう」半ロツアー

「南蛮美術と摩耶山からの夜景を楽しもう」一泊見学会 (～ 16日 )

芦屋ルナ・ ホール「郷土芸能の夕べ」鑑賞

「神戸の史跡を 2階建てバスで」須磨 。考古館・北野町見学

30ノく

60ノ(

1982年 2月 21日

5月 9日

7月 25日

3月 29国

10月 10日

11月 13国

1周年記念総会。この時会員120人

「須磨の歴史散歩」と「須磨のカメラアングル見学J

なつかしい「野外映画の夕べ」

「夏、海と夜景と神戸の歴史Jセ ーリングツアー

「魚をかついで魚屋道を歩こう」六甲越え登山(第 1回魚屋道を歩く会)

芦星ルナ・ ホール「郷土芸能の夕べ」鑑賞

150人

30人

180人

210人

300人

1983年 2月 20日

5月 29日

8月 28日

10月 30国

11月 12国

2周年記a総会「魚屋道を歩 く会Jビデオ上映と「新酒をくみかわ

しながら灘の酒を語ろうJ。 この時会員230人

「北神戸 山田・淡河の歴史と文化をたずねて」バスツアー

「六甲の植物から生活の歴史を学ぶ見学会」

史料館増築記念祝賀会「シルクロードの旅その lJお話とスライド

芦屋ルナ・ ホール「郷土芸能の夕べ」鑑賞

人

　

人

人

人

1984年 3月 24日

5月 3国

8月 26日

10月 10日

11月 3日

12月 2日

源平船の旅「生田の森から屋島ツアーにJ～ 25国

深江周辺 。商船大学見学会

講演と映画の会一考古学特集

第 2回魚屋道を歩く会

神戸史学会賞受賞式と講演会

「飛鳥めぐり」バスツアー

140人

60人

60人

100人

70人

110人

1985年 2月 2日

3月 3口

4月 28日

6月 30日

8月 4日

10月 10日

11月 3日

12月 8口

12月 22口

ニュージーランド版画展見学会
4周年記念総会、講演会と立食パーティー

「千早赤阪村史跡めぐり」バスツアー

神戸の通史を学ぶ会一先史時代から現代まで一

夏休み納涼歴史バスーエキブチック神戸の歴史ツアーー

第 3回魚屋道を歩 く会

神戸史学会賞受賞式と講演会

灘の酒蔵と西国街道を歩く会

外国人の見た現代日本―スライドとお話一

20ノく

70ノ代、

140人

50人

100人

200人

60人

70人

60人

1986年 1月 14国

1月 18日

3月 2国

3月 23日

6月 29日

9月 7日
10月 10日

「車の翁舞」見学

歴史上のハレー彗星を学ぶ会

史料館開設 5周年記a、 友の会総会

古代の遺跡と星の博物館を訪ねる会

講演「東端のシルクロードー渤海使の歴史一」

講演「深江北町遺跡について」

第 4回魚屋道を歩く会

32ノ(

51人

126人

人

人

1987年 1月 25日

4月 19国

5月 24口

6月 28日

7月 19日

10月 10日

■月 3日
12月 6日

講演「母系の紋章―母から娘へ伝えるもの一」

史料館開設 6周年記ム、友の会総会

「田辺館長ニュージーランド帰国報告会J

「吉備路の旅」バスツアー

神戸開港120年記念講演会

「小京都出石と銀山生野の旅」バスツアー

第 5回魚屋道を歩く会

神戸史学会受賞式と講演会 (西桂氏)

故若林泰氏著作集出版記念会

25ノ八、

90ノ八、

105人

40人

52人

82人

30人

60人
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じ
て
史
料
館
に
来
館
し
、
ま
た
、
例
会
に
よ

っ
て
史
料
館
の
存
在
を
伝
え

て
い
く
と
い
う
、
館
の
普
及
活
動
に
お
け
る
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

友
の
会
主
催
の
例
会
は
、
友
の
会
が
解
散
さ
れ
る
平
成
七
年
ま
で
の
間
に
、

合
計
九
二
回
開
催
さ
れ
た

（詳
細
は
表
１
１
参
照
）
。

史
料
室
が
増
設
さ
れ
名
称
変
更
さ
れ
た
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
日
付

で
、
友
の
会
も
名
称
を

「神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
友
の
会
」
と
変
更

し
た
。
こ
の
と
き
に
は
会
員
数
が
三
六
〇
人
を
超
え
、
設
立
当
初
の
五
倍

以
上
の
数
に
膨
れ
あ
が

っ
た
。
ま
た
、
友
の
会
開
設
当
初
か
ら
会
員
の
連

絡
誌
と
し
て
発
行
し
て
き
た

「友
の
会
だ
よ
り
」
も
会
の
名
称
変
更
を
機

に

「
友
の
会
通
信
」
と
改
め
ら
れ
た
。
連
絡
誌
は
創
刊
準
備
号
か
ら
第
四

二
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。

友
の
会
が
主
催
し
た
例
会
の
中
で
も
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
よ

っ
て
紹

介
さ
れ
、
そ
の
後
毎
年
年
中
行
事
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
も
の
に

「魚
屋
道

を
歩
く
会
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
歴
史
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま

っ
た
、
深

江
か
ら
六
甲
山
を
山
越
え
し
て
有
馬

へ
行
く
庶
民
の
道
を
思
い
出
し
、
後

世
に
伝
え
よ
う
と
の
趣
旨
で
は
じ
ま

っ
た
も
の
で
、
第

一
回
目
が

「
と
と
」

に
か
け
て
昭
和
五
十
七
年
十
月
十
日
に
行
わ
れ
、
翌
年
は
実
施
さ
れ
な
か

っ

た
が
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
は
毎
年
十
月
十
日
に
実
施
す
る
こ
と
が
恒
例

化
し
、
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
ま
で
合
計
十
回
実
施
さ
れ
た
。

最
盛
期
に
は
約
五
〇
〇
人
の
会
員
数
を
ほ
こ
っ
た
友
の
会
だ

っ
た
が
、

会
の
活
動
の
中
心
で
あ
る

小
嶋
会
長
が
本
職
の
職
務

が
多
忙
に
な

っ
た
等
の
理

由
か
ら
会
長
職
を
辞
し
た

い
と
の
申
し
出
が
平
成
五

年
二
月
に
あ

っ
た
。
友
の

会
及
び
史
料
館
関
係
者
は

会
長
に
辞
意
の
留
保
を
試

み
た
が
、
小
嶋
会
長
の
意

志
は
固
く
、
結
局
後
任
の

会
長
選
び
と
友
の
会
組
織

の
建
て
直
し
は
、
館
長
を

中
心
に
調
整
す
る
こ
と
に

な
り
、
同
年
八
月
二
十
九
日
に
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ

の
臨
時
総
会
の
場
で
も
後
任
会
長
は
決
ま
ら
ず
、
最
終
的
に
は
会
長
辞
任

を
了
承
し
、
そ
れ
に
伴
い
友
の
会
活
動
は
休
止
、
会
の
事
務
局
を
い
っ
た

ん
史
料
館
に
預
け
、
そ
の
後
の

一
年
間
で
再
出
発
の
方
向
性
を
決
め
る
と

い
う
こ
と
で
臨
時
総
会
は
幕
を
閉
じ
た
。
再
出
発
の
方
向
性
を
見
い
だ
す

こ
と
を
任
さ
れ
た
館
長
と
史
料
館
ス
タ

ッ
フ
は
、
再
出
発
の
案
を
出
し
、

平
成
七
年
四
月
か
ら
正
式
に
友
の
会
を
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
方
針
を
打
ち

写真…8 第 1回魚屋道を歩 く会
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第七章 神戸深江生活文化史料館について

出
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
年
の

一
月
十
七
日
阪
神

・
淡
路
大
震
災
が
発

生
し
、
被
災
し
た
史
料
館
の
復
旧
が
急
務
と
な
り
、
友
の
会
に
つ
い
て
は

同
年
七
月
二
十

一
日
に
正
式
に
解
散
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
当
時
の
会
員

三
七
〇
人
に
通
知
を
行

っ
た
。

友
の
会
は
史
料
室
と
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
解
散
ま
で

一
四
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
、
史
料
館
の
活
動
を
後
援
す
る
組
織
と
し
て
、
館
の
力
強
い
味

方
と
な

っ
た
し
、　
一
四
年
の
歩
み
は
史
料
館
の
歩
み
そ
の
も
の
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
友
の
会
と
い
う
強
力
な
後
ろ
盾
を
無
く
し
た

史
料
館
は
、
友
の
会
が
存
在
し
て
い
た
と
き
の
あ
り
が
た
さ
を
し
み
じ
み

と
感
じ
て
い
る
。
ま
ず
、
館
の
活
動
を
広
め
る
際
に
も
、
以
前
は
友
の
会

会
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
よ
り
多
く
の
人
に
伝
わ
る
と
い
う
効

果
が
あ

っ
た
し
、
館
の
機
関
誌

「
生
活
文
化
史

（史
料
館
だ
よ
り
と

も

五
〇
〇
人
近
い
会
員
に
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
元
の
多
く
の
方
か

ら
史
料
館
に
、
友
の
会
の
再
結
成
を
促
す
声
が
寄
せ
ら
れ
る
。
今
後
は
こ

う
し
た
地
元
の
声
に
応
え
る
べ
く
、
史
料
館
と
し
て
も
友
の
会
の
再
結
成

に
つ
い
て
議
論
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
節
　
資
料
の
概
要

１
　
収
蔵
の
過
程
と
整
理
方
法

史
料
館
で
収
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
古
文
書
な
ど
文
献
資
料
と
民
俗

資
料
に
大
別
で
き
る
。
民
俗
資
料
と
は
、
通
常
、
民
具
と
い
う
用
語
で
表

現
さ
れ
る
生
活
や
生
業
に
関
わ
る
用
具
類
で
あ
る
。
ま
た
文
化
庁
が
制
定

し
た

「文
化
財
保
護
法
」
で
は
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
民
具
と
は
、
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
使
用
さ
れ
る
用
具
類
す

べ
て
を
合
み
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
文
化
を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な

資
料
で
あ
る
。
資
料
は
前
述
し
た
よ
う
に
村
史
編
纂
の
た
め
の
聞
き
取
り

調
査
の
過
程
で
収
集
さ
れ
た
。
資
料
の
中
に
は
、
昨
今
の
生
活
の
近
代
化

に
伴
い

一
般
家
庭
か
ら
な
く
な

っ
た
用
具
も
多
く
合
ま
れ
、
そ
の
傾
向
は

年
を
経
る
ご
と
に
顕
著
に
な

っ
て
い
る
。
は
か
ら
ず
も
史
料
館
の
収
集
作

業
は
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
生
活
様
式
の
変
化
に
伴

っ
て
消
え
ゆ
こ
う

と
す
る
民
具
を
保
存
す
る
措
置
に
も
繋
が

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と

同
時
に
、
貴
重
な
資
料
の
受
け
入
れ
先
で
あ
る
史
料
館
に
は
、
単
に
資
料

の
保
管
場
所
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
生
活
文
化
の
証
で
あ
る
学
術
資
料
と

し
て
整
理
、
研
究
し
て
い
く
使
命
も
与
え
ら
れ
た
。
史
料
館
で
は
、
こ
の

よ
う
な
認
識
の
も
と
に
、
受
け
入
れ
時
か
ら
以
下
の
方
法
で
資
料
の
標
本
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化
を
進
め
て
い
る
。

①
受
け
入
れ
台
帳
作
成

受
け
入
れ
番
号
、
受
け
入
れ
資
料
名
、
受
け
入
れ
年
月
日
、
寄
贈

者
ま
た
は
購
入
先
の
氏
名

・
住
所
、
受
け
入
れ
点
数
、
破
損
な
ど
資

料
の
状
態
を
記
入
す
る
。

②
資
料
写
真
撮
影

③
資
料
カ
ー
ド
作
成

原
則
と
し
て
受
け
入
れ
資
料

一
点
に
つ
き
、
資
料
カ
ー
ド

一
枚
を

作
成
す
る
。
記
載
事
項
は
以
下
の
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
。

ω
整
理
番
号

②
史
料
館
独
自
の
整
理
番
号

０
分
類
番
号

分
類
番
号
は
多
種
多
様
な
資
料
を
わ
か
り
や
す
く
種
類
別
に
分

類
す
る
た
め
に
つ
け
ら
れ
る
番
号
。
民
俗
学
、
民
具
研
究
の
歴
史

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
類
方
法
が
考
案
さ
れ
て
き

た
が
、
全
国
共
通
の
分
類
方
法
が
確
立
さ
れ
た
と
は
今
で
も
言
い

が
た
い
。
し
か
し
、
多
く
の
博
物
館
や
史
料
館
で
は
、
文
化
財
保

護
委
員
会
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
三
）
か
ら
実
施
さ

れ
た
民
俗
資
料
の
全
国
緊
急
調
査
の
た
め
に
作
成
さ
れ
、
の
ち
に

『
民
俗
資
料
調
査
収
集
の
手
引
き
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
分
類
を

も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
の
収
蔵
資
料
の
内
容
に
合
わ
せ
て
変
更

や
追
加
を
お
こ
な
い
分
類
を
試
み
て
い
る
。
史
料
館
で
も
こ
の
分

類
を
も
と
に
、
大
項
目
は
、
（
１
）
衣
食
住

（
２
）
生
産

・
生
業

（
３
）
交
通

・
運
輸

・
通
信

（４
）
交
易

（
５
）
社
会
生
活

（
６
）

信
仰

（
７
）
民
俗
知
識

（
８
）
民
俗
芸
能

・
娯
楽

・
遊
戯

（
９
）

人
の

一
生

（
１０
）
年
中
行
事
で
、
そ
の
中
で
史
料
館
独
自
に
中
頂

日
、
小
項
目
を
設
定
し
て
細
分
化
し
て
い
る
。

ω
名
称全

国
的
に
通
用
す
る
標
準
名
を
記
入
す
る
。
ま
た
聞
き
取
り
調

査
な
ど
で
得
ら
れ
た
使
用
地
特
有
の
地
方
名
が
わ
か
れ
ば
そ
れ
も

記
入
す
る
。

０
時
代聞

き
取
り
調
査
や
文
献
資
料
か
ら
把
握
し
た
資
料
の
製
作
年
代

や
使
用
年
代
を
記
入
す
る
。

０
員
数ト

ラ
ン
プ
や
将
棋
の
駒
な
ど
、
集
合
体
と
し
て
の
セ
ッ
ト
関
係

が
明
ら
か
な
資
料
に
つ
い
て
は
、
全
体
を

一
点
と
し
て
資
料
カ
ー

ド
を
作
成
し
、
ト
ラ
ン
プ
の
枚
数
な
ど
は
、
員
数
と
し
て
処
理
す

Ｚ

Ｏ

。
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第七章 神戸深江生活文化史料館について

ｍ
寸
法

・
重
量

民
具
は
複
雑
な
形
状
の
も
の
が
多
い
の
で
、
単
純
に
縦
と
横
と

高
さ
で
表
現
し
て
も
、
ど
の
部
分
の
計
測
値
を
示
す
の
か
理
解
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
略
測
図
に
計
測

点
を
付
記
す
る
よ
う
に
す
る
。

０
収
蔵
場
所

展
示
の
位
置
、
展
示
ケ
ー
ス
の
番
号
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
設
定

し
、
そ
れ
を
記
入
す
る
。
収
蔵
庫
に
あ
る
場
合
も
棚
の
位
置
な
ど

が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

０
寄
贈
者
ま
た
は
購
入
先
お
よ
び
そ
の
住
所

資
料
が
ど
こ
で
製
作
さ
れ
た
か
あ
る
い
は
ど
こ
で
使
用
さ
れ
た

が
わ
か
る
貴
重
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
寄
贈
者
が
移
転
し
た
場
合
は
、

新
住
所
、
旧
住
所
と
も
に
記
録
し
て
お
く
。

⑩
資
料
に
関
わ
る
情
報

（製
作
状
況

。
使
用
状
況
な
ど
）

硼
資
料
カ
ー
ド
記
入
者
名

⑫
受
入
年
月
日

⑩
資
料
写
真
撮
影
年
月
日

側
ネ
ガ
番
号

⑪
写
真資

料
写
真
を
添
付
す
る
。

⑪
略
測
図

。
実
測
図

写
真
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
情
報
は
、
で
き
る
だ
け
図
化
し

て
お
く
。

ｍ
特
記
事
項

寄
贈
者
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
の
内
容
や
、
特
許
番
号
や
実
用

新
案
の
番
号
な
ど
資
料
に
関
す
る
情
報
を
付
記
し
て
お
く
。

④
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

資
料
そ
の
も
の
に
も
、
識
別
の
た
め
に
付
票
を
つ
け
る
。
針
金
を

外
し
た
荷
札
に
整
理
番
号
、
分
類
番
号
、
名
称
な
ど
必
要
事
項
を
記

入
し
、
タ
コ
糸
で
結
び
つ
け
て
い
る
。

⑤
資
料
目
録
の
作
成

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
導
入
に
伴

っ
て
、
平
成
十

一
年
度
か
ら
目
録

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図

っ
て
い
る
。
近
年
中
に
は
す
べ
て
の
収
集

資
料
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
予
定
で
あ
る
。

２
　
収
蔵
資
料
の
構
成

民
俗
資
料

史
料
館
所
蔵
の
民
俗
資
料
は
、
約

一
九
〇
〇
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

貨
幣
と
近
年
受
け
入
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の

対
象
と
な

っ
て
い
な
い
た
め
に
、
こ
こ
で
の
分
析
は
こ
れ
ら
を
除
い
た
約
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戦

争

資

料

年

中

行

事

人

の
　
一　
生

娯

楽

・
遊

戯

民

俗

芸

能

民

俗

知

識

信

　

仰

社

会

生

活

一父

　

易

交
通
運
輸
通
信

他
の
生
業
用
具

漁

磐

用

具

山

樵

用

具

農

耕

用

具

住

の

用

臭

Ｑ

の

用

具

衣

の

用

具

５００
４５０
４００
３５０
３００
２５０
２００
１５０
‐００
５０
０
　
　
　
　
　
ら
に
農
旦
（や
漁
旦
（な
ど
仕

事
を
す
る
た
め
に
必
要
な

生
産

。
生
業
関
係
の
用
具
が
約

一
五
〇
点
、
交
通

・
運
輸

・
通
信
に
関
す

る
用
具
が
約
二
〇
〇
点
に
及
ぶ
。

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
詳
細
に
見
て
い
き
た
い
。
民
俗
事

例
や
資
料
の
名
称
は
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
章

で
は
、
普
通
名
詞
と
同
じ
表
記
方
法
を
採
用
し
た
。
地
元
で
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
聞
き
取
り
調
査
で
明
ら
か
な
特
別
な
呼
称
は
カ
タ
カ
ナ
表
記

図-1 収蔵民俗資料の内訳

一
八
〇
〇
点
の
資
料
に
つ

い
て
行

っ
て
い
る
。

史
料
館
の
分
類
項
目
に

該
当
す
る
資
料
数
は
、

図
１
１
の
よ
う
に
な
る
。

衣
食
住
が
約
九
〇
〇
点
と

ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
。

つ

い
で
資
料
数
の
多
い
も
の

は
、
民
俗
芸
能

・
娯
楽

・

遊
具
の
用
具
の
約
二
五
〇

点
で
お
も
に
子
供
の
遊
び

道
具
が
占
め
て
い
る
。
さ

写
真
１
９
　
草
履

と
し
た
。

衣
食
住
の
資
料
を
細
分
す
る
と
衣
関
係
が

約
二
八
〇
点
、
食
関
係
が
約
四
五
〇
点
、
住

関
係
が
約
二
〇
〇
点
で
あ
り
、
半
分
を
食
生

活
に
関
わ
る
用
具
が
占
め
て
い
る
。

Ａ
衣
の
用
具
ｖ

衣
関
係
は
、
頭
巾
、
編
笠
、
帽
子
な
ど
、

か
ぶ
り
も
の
が
三
二
点
、
長
着
な
ど
の
上
衣

写
真
１
１０
　
爪
掛
け

写真-11 宮参 りの帽子
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第七章 神戸深江生活文化史料館について

や
、
袴
な
ど
の
下
衣
、
帯
、
前
掛
け
な
ど
を
合
む
衣
類
が
七
八
点
、
防
寒

具
、
雨
具
が
九
点
、
下
駄
、
草
履
、
草
牲
な
ど
の
は
き
も
の
と
爪
掛
け
、

鼻
緒
が
四
三
点
、
化
粧
、
結
髪
用
具
が
五
八
点
、
裁
縫
、
洗
濯
用
具
が
四

〇
点
で
あ
る
。

着
物
類
は
、
長
着
を
中
心
と
し
た
女
性
用
の
も
の
と
、
子
供
用
の
産
着
、

宮
参
り
着
、
綿
入
れ
な
ど
が
中
心
で
あ
る
。
か
ぶ
り
も
の
に
は
宮
参
り
用

の
帽
子
も
合
ま
れ
て
い
る
。
草
履
は
、
若
い
女
性
が
使
用
し
た
と
思
わ
れ

写
真
１
１２
　
白
粉
容
器

　

写
真
１
１３
　
自
粉
容
器

写
真
１
１４
　
紅
皿

写
真
１
１５
　
刷
毛

写
真
１
１６
　
刷
毛

写
真

１
１７
　
髯
付
け
油
壷

る
表
付
の
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
下
駄
は

一
三
点
、
草
履
の
足
先
に
つ

け
る
爪
掛
け
は
五
点
あ
る
。

化
粧
用
具
は
、
鏡
、
化
粧
袋
、
爪
切
、
白
粉
容
器
、
刷
毛
（
紅
鉢
の
ほ

か
、
携
帯
用
の
容
器
に
入

っ
た
化
粧
用
具

一
式
が
あ
る
。
紅
鉢
は
、
紅
皿

と
も
呼
び
、
紅
を
入
れ
て
販
売
さ
れ
て
い
た
。
白
粉
は
、
回
形
の
も
の
を

白
粉
入
れ
で
溶
き
、
刷
毛
で
塗

っ
て
使
用
し
た
。
結
髪
用
具
で
は
、
櫛
、

か
繰
注
銅
ｔヽ、

髪
飾
り
、
雪
付
け
油
壺
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
が
あ
る
。
髯
付
け
油

壷
は
整
髪
用
の
椿
油
を
入
れ
る
小
型
の
壺
で
あ
る
。

洗
濯
用
具
は
、
艇
、
張
り
板
、
伸
子
針
、
洗
濯
板
な
ど
が
あ
る
。
裁
縫

用
具
は
、
針
箱
、

今
り
台
、
糸
巻
、
く
け
台
、
霧
吹
き
、

今
り
、
ミ
シ
ン
、

毛
糸
編
み
機
、
ア
イ
ロ
ン
な
ど
が
あ
る
。
ア
イ
ロ
ン
は
、
火
戻
斗
か
ら
始

ま

っ
て
炭
火
ア
イ
ロ
ン
、
電
気
ア
イ
ロ
ン
、

コ
ー
ド
レ
ス
ア
イ
ロ
ン
ヘ
変

化
し
て
い
く
過
程
が
わ
か
る
よ
う
に
現
在
で
も
意
識
し
て
収
集
を
続
け
て

い
る
。
史
料
館
で
は
、
ア
イ
ロ
ン
だ
け
で
な
く
ミ
シ
ン
な
ど
多
く
の
生
活

用
具
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
変
遷
を
た
ど
れ
る
よ
う
な
資
料
収
集
を
目
指

し
て
い
る
。

∧
食

の
用
具

∨

食
関
係
の
資
料
の
う
ち
、
炊
事
、
貯
蔵
用
具
は
四

一
点
で
桶
、
壺
、
甕
、

鍋
、
麟
燎
、
釜
、
範
、
結
紗
な
ど
で
あ
る
。
麟
殿
は
、
「焙
烙
焼
き
」
と

料
理
名
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
直
火
で
使
う
素
焼
き
の
浅
い
鍋
の
こ
と
で
、
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写真-18 火夏斗

煎
る
、
焼
く
、

食
物
に
合
ま
れ

る
わ
ず
か
な
水

分
で
蒸
す
な
ど
、

多
目
的
に
使
用

さ
れ
た
用
具
で

あ
る
。
蒸
籠
は

曲
げ
物
で
、
蒸

気
が
通
る
よ
う

底
が
格
子
に
開

い
た
も
の
が
多

く
、
中
に
簾
を

敷
い
て
用
い
る
。

冷
房
施
設
が
な

い
時
代
に
は
、

夏
季
に
米
飯
を
腐
ら
せ
な
い
た
め
に
、
夏
用
の
お
櫃
が
重
宝
さ
れ
た
。　
一

般
的
に
は
魚
お
櫃
、
飯
籠
と
呼
ば
れ
る
円
形
の
も
の
が
使
用
さ
れ
た
が
、

ア
イ
デ
ィ
ア
商
品
と
し
て
売
り
出
さ
れ
た
も
の
も
多
か

っ
た
。
史
料
館
で

所
蔵
し
て
い
る
の
も

「
末
廣
櫃
」
と
登
録
商
標
さ
れ
た
、
組
み
立
て
式
の

夏
用
飯
櫃
で
あ
る
。

写
真
１
２２

「末
廣
櫃
」
の
商
品
ラ
ベ
ル

食
の
用
具
の
う
ち
、
数
量
は
、
飲
食
器
が
も

っ
と
も
多
く
約
二
三
〇
点

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
碗
あ
る
い
は
椀
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
四

二
点
あ
る
。
椀
は
木
地
椀
に
漆
を
施
し
た
も
の
を
示
し
、
碗
は
陶
磁
器
類

を
示
す
。
こ
の
四
二
点
と
い
う
数
字
は
碗
、
椀
の
個
体
数
で
は
な
い
。
慶

弔
時
に
使
用
す
る
椀
な
ど
は
、
通
常

一
〇
人
前
、
二
〇
人
前
と
い
う
よ
う

に
揃
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
コ

式
」
を

一
点
と
し
て
登
録
し
、
個
体
数

は
員
数
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。
碗
、
椀
は
、
現
代
生
活
で
は
飯
碗
と
汁

椀
に
大
別
さ
れ
る
が
、
本
来
は
、
飯
椀
、
汁
椀
、
平
椀
、
重
椀
の
四
種
を

基
本
に
分
類
さ
れ
る
。
塗
り
物
の
膳
と
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
冠
婚
葬
祭
の
折

に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
平
椀
と
壼
椀
に
は
そ
れ
ぞ
れ
副
菜
が
盛
ら
れ
た
。

ま
た
、
煎
茶
茶
碗
、
薄
茶
茶
碗
な
ど
も
あ
る
。

皿
も
碗
、
椀
と
同
じ
登
録
の
方
法
を
採
用
し
た
。
登
録
点
数
は
三
六
点

写真-21 簡易霧吹き

写真-20 電気アイロン

写真-19 炭火アイロン
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で
あ
る
が
、
三
〇
人
前
、　
一
〇
人
前
の
も
の
が
あ
る
。
塗
り
あ
る
い
は
陶

磁
器
で
、
小
皿
、
手
塩
皿
、
菓
子
皿
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
慶
弔
時
の
食

事
で
は
、
め
い
め
い
の
膳
で
あ
て
が
わ
れ
た
料
理
以
外
に
、
料
理
を
盛

っ

た
大
皿
が
広
蓋
な
ど
に
載
せ
ら
れ
て
廻
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
椀
の
蓋
や

小
皿
で
そ
れ
を
取
り
分
け
て
食
す
。
手
塩
皿
は
、
塩
と
い
う
単
語
が
示
す

よ
う
に
調
味
料
を
入
れ
る
皿
で
あ

っ
た
が
、
の
ち
に
は
料
理
を
各
自
が
取

り
分
け
る
小
皿
と
同
義
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
オ
テ
シ
と
略
し

て
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
ブ
リ
キ
製
の
皿
も
収
蔵
し
て
い
る
。

碗
、
椀
、
皿
以
外
の
食
器
類
で
は
、
大
中
小
と
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ズ
の

鉢
が
三
二
点
あ
る
。
地
元
に
近
い
芦
屋
で
製
作
さ
れ
た
打
出
焼
の
鉢
も
数

点
収
蔵
し
て
い
る
。
膳
は
、
脚
付
膳
、
平
膳
な
ど
二
三
点
が
あ
る
。
膳
も

碗
、
椀
、
皿
と
同
様
に
セ
ッ
ト
で
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
員
数

を
数
え
る
と
収
蔵
点
数
は
増
加
す
る
。
重
箱
は

一
一
点
で
、
二
段
、
四
段

の

一
般
的
な
も
の
の
ほ
か
に

「
サ
カ
エ
ジ

ュ
ウ
」
と
呼
ば
れ
る
入
れ
子
に

重
ね
ら
れ
る
構
造
の
切
溜
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
収
納
の
便
を
考
え
て
作
ら

れ
た
も
の
で
慶
弔
時
に
使
わ
れ
る
便
利
な
入
れ
物
で
あ
る
。

ハ
ン
ボ
と
呼

ば
れ
る
塗
り
の
桶
は
、
や
は
り
入
れ
子
に
収
納
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お

り
、
多
人
数
の
来
客
時
に
用
い
た
。

慶
弔
時
の
食
事
に
か
か
せ
な
い
用
具
に
、
湯
桶
が
あ
る
。
湯
注
と
も
呼

ぶ
が
、
湯
、
茶
、
酒
な
ど
を
注
ぐ
た
め
の
用
具
で
あ
る
。
多
く
が
家
紋
や

文
様
の
蒔
絵
を
施
し
た
塗
物
で
あ
る
。

弁
当
箱
は
、
九
点
で
、
柳
行
李
の
普

段
の
生
活
に
用
い
る
も
の
か
ら
、
花
見

な
ど
に
携
帯
さ
れ
る
塗
り
全
象
華
な
つ

く
り
の
も
の
も
あ
る
。
行
楽
先
で
豪
華

な
弁
当
を
楽
し
む
習
慣
は
、
江
戸
時
代

後
期
ご
ろ
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
史
料
館
で
収
蔵
し
て
い
る

資
料
も
こ
う
し
た
行
楽
の
時
に
使
用
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
重
箱
と
し

て
分
類
、
整
理
し
て
い
る
資
料
の
う
ち

に
は
、
弁
当
箱
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、

用
途
に
つ
い
て
は
明
確
に
区
別
で
き
な

い
の
で
、
形
態
で
重
箱
と
弁
当
箱
を
分

類
し
て
い
る
。
弁
当
と
共
に
携
行
さ
れ

る
水
筒
は
三
点
収
蔵
し
て
い
る
。

以
前
酒
造
業
を
営
み
、
現
在
は
廃
業
さ
れ
た
お
宅
か
ら
の
寄
贈
資
料
の

う
ち
、
麹
桶
、
麹
蓋
、
甕
、
徳
利
、
杯
洗
な
ど
、
お
そ
ら
く
酒
蔵
あ
る
い

は
蔵
内
で
使
用
さ
れ
た
用
具
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
二
五
点
あ
る
。
現
時

写真-23 切溜 (サ カエジュウ)
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写真-24 ハンボ
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点
で
は
、
こ
れ
ら
も
食
の
用
具
と
し
て
分
類
、
整
理
し
て
い
る
。

飲
食
器
に
つ
い
で
資
料
数
の
多
い
も
の
は
、
嗜
好
品
の
用
具
で
あ
る
。

飲
酒
関
係
で
は
盃
六
〇
点
、
徳
利
二
八
点
、
銚
子

一
点
、
酒
爛
器
四
点
が

数
え
ら
れ
る
。
盃
は
染
付
け
や
紋
が
入

っ
た
塗
物
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
。

銚
子
は
婚
礼
の
儀
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
酒
畑
器
は
明
治
時

代
以
降
の
も
の
で
、
ポ

ッ
ト
型
の
も
の
二
点
と
、
酒
を
入
れ
る
部
分
と
お

湯
や
火
を
入
れ
る
加
熱
部
分
を
分
け
た
も
の
二
点
で
あ
り
、
ど
れ
も
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
。　
一
点
は
実
用
新
案
第

一
七
五
五
六
号
を
取
得
し
て
お

り
、
「
小
林
爛
酒
器
」
と
外
部
に
明
記
し
て
あ
る
。
明
治
か
ら
大
正
時
代

写
真
１
２５

写
真
１
２６

に
盛
ん
に
発
明
さ
れ
た
ア
イ

デ
ィ
ア
製
品
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
喫
煙
関
係
の
用
具
も
多

く
、
煙
管
、
煙
草
盆
、
煙
草

入
、
灰
吹
き
の
筒
、
火
入
れ

壺
、
パ
イ
プ
な
ど
が
あ
る
。

∧
住
の
用
具
ｖ

住
関
係
の
資
料
は

一
八
三

点
あ
る
。
い
る
り
で
用
い
る

自
在
釣
、
井
戸
端
の
滑
車
、

撥
ね
釣
瓶
、
水
桶
、
チ
ン
チ
ョ

ウ

（井
戸
に
落
ち
た
も
の
を

拾
う
用
具
）
な
ど

一
三
点
の

ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど
が
家
具
調
度
品
で
あ
る
。
照
明
の
用
具
は
種
類
、
数

量
と
も
に
多
く
、
行
灯
、
が
ん
ど
う
、
燭
台
、
ラ
ン
プ
な
ど
が
あ
り
、
な

か
で
も
、
提
灯
は
も

っ
と
も
数
が
多
く
二
〇
点
あ
り
、
紋
や
姓
を
入
れ
た

も
の
も
あ
る
。
暖
房
器
具
は
、
火
鉢
八
点
、
湯
た
ん
ぽ
は
二
点
で
陶
製
と

ブ
リ
キ
製
、
姫
撻
は
置
姫
姥
、
櫓
姫
姥
、
回
転
姫
撻
が
そ
れ
ぞ
れ
三
点
で

計
六
点
で
あ
る
。
回
転
姫
姥
は
よ
く
工
夫
さ
れ
た
道
具
で
、
六
角
形
の
姫

撻
の
中
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
可
動
式
の
容
器
の
中
に
炭
を
入
れ
て
使
う
。

① ④

攀
E藉E

写真-27 酒爛器
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暖房具のいるいる た
と
え
姫
撻
が
転
が

っ
て
も
炭
が
入

っ
た
容
器
は
常
に
水
平
を
保
ち
、
中

の
炭
が
こ
ば
れ
て
火
事
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
な
い
。
炭
は
、
ガ
ス
や
電

気
が
普
及
す
る
ま
で
は
、
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
必
需
品
で
あ

っ
た

た
め
、
炭
を
使
う
用
具
は
各
種
あ
る
。
炭
を
運
ぶ
十
能
の
う
ち

一
点
は
、

そ
の
ま
ま
仮
置
き
で
き
る
よ
う
に
下
に
台
の
つ
い
た
台
付
十
能
で
あ
る
。

火
消
し
壺
、
火
箸
、
七
輪
、
助
炭
な
ど
も
収
蔵
し
て
い
る
。
め
ず
ら
し
い

資
料
で
は
、
銅
壼
と
呼
ば
れ
る
銅
板
製
の
湯
沸
し
が
あ
る
。
竃
の
横
に
密

着
さ
せ
て
置
き
、
湯
を
沸
か
す
。
寄
贈
者
の
お
宅
で
は
、
行
水
用
の
お
湯

を
沸
か
し
て
い
た
。
蝿
取
り
器
は
二
種
類
あ
り
、　
一
点
は
ガ
ラ
ス
製
、
も

う

一
点
は
箱
型
で
、
こ
れ
ら
も

一
種
の
ア
イ
デ
ィ
ア
商
品
で
あ
る
。

寝
具
は
、
箱
枕
の
み
で
九
点
で
あ
る
。

∧
農
耕
用
具
∨

生
産

・
生
業
用
具
は

一
四
五
点
、

な
か
で
も
農
耕
用
具
が
七
〇
点
と

も

っ
と
も
数
が
多
い
。

本
庄
地
域
周
辺
は
、
大
正
初
め
ご

ろ
ま
で
は
、
米
や
雑
穀
の
栽
培
を
中

心
と
し
た
農
業
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
後
は
減
少
の

一
途

写真-28 湯たんぽ写真-29 咎央

写真-30 回転姫健写真-31 姫建

写真-32 筋隈写真-33 銅墨

途
― ′ ′    す. ,    ,..、    |ヽ↓

写真-34 ガラス製蠅取器
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を
た
ど

っ
て
い
る
。
阪
神
間
の
利
便
の
よ
い
立
地
条
件
に
あ
る
た
め
に
、

商
業
施
設
や
都
市
労
働
者
の
住
宅
施
設
と
し
て
急
速
に
都
市
化
し
て
い
っ

た
。
村
史
編
纂
に
伴

っ
て
民
俗
資
料
の
寄
贈
が
増
え
始
め
た
昭
和
五
十
年

代
に
は
、
以
前
農
業
を
営
ん
で
い
た
家
庭
で
も
、
か
さ
ば

っ
て
収
納
ス
ペ
ー

ス
の
い
る
農
機
具
類
は
す
で
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ

っ
た
。
史
料

館
に
収
集
さ
れ
た
農
具
の
う
ち
、
本
庄
地
域
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
黎
、
除
車

機
、
唐
竿
、
箕
、
唐
箕
な
ど

一
〇
点
は
、
寄
贈
者
が
以
前
に
地
域
外
で
使

用
し
た
も
の
で
あ
る
。

農
具
の
内
訳
は
、
耕
作
用
具
が
二
七
点
で
、
平
鍬
、
備
中
鍬
、
風
呂
鍬

な
ど
鍬
類
、
鋤
、
牛
に
引
い
て
使
わ
せ
る
黎
、
馬
鍬
、
田
植
え
枠
な
ど
で

あ
る
。
管
理
用
具
は
、
歯
車
の
つ
い
た
回
転
除
草
機
、
八
反
取
り
と
呼
ば

れ
る
草
を
掻
き
取
る
除
草
具
、
雁
爪
と
呼
ば
れ
る
熊
手
タ
イ
プ
の
除
草
具
、

碑

一
一一・一
一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
■

ｉ

写
真
１
３５
　
除
草
機

八
月
の
墨
書
銘
が
あ
る
。

鈍
、
鋸
、
手
斧
な
ど

一
六
点
で
あ
る
。

鎌
が
各
種
あ
る
。

調
整
用
具
は
、
稲

刈
り
機
、
千
歯
こ

き
、
唐
箕
、
千
石

と
お
し
、
舗
、
箕
、

唐
年
、
唐
臼
、
俵

締
め
機
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
用
水
を

汲
み
上
げ
る
た
め

の
足
踏
み
水
車
は
、

震
災
で
被
災
し
た

本
山
地
域
の
少
路

地
区
か
ら
救
出
し

た
も
の
で
、
明
治

十
八
年

（
一
八
八
五
）

∧
山
樵
用
具
∨

山
樵
用
具
は
、
斧
、

∧
魚
排
用
具
∨

深
江
の
浜
で
は
、
周
知
の
と
お
リ
イ
ワ
シ
を
中
心
に
漁
が
盛
ん
だ

っ
た

た
め
、
地
元
で
使
用
さ
れ
た
漁
具
を
収
蔵
し
て
い
る
。
総
数
は
三
八
点
、 写真-36 水車

-490-
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写真-38 アサリ捕り鋤簾

写真-40 プリカゴ

う
ち
漁
に
使
う
用
具
が
三
二
点
あ
る
。
お
も
な
資
料
に
は
、
蛸
壺
、
イ
カ

や
タ
コ
を
釣
る
道
具

一
式
、
浮
き
、
水
中
眼
鏡
、
ア
サ
リ
を
捕
る
鋤
簾
、

捕

っ
た
イ
ワ
シ
や
貝
類
を
入
れ
る
各
種
の
籠
類
な
ど
で
あ
る
。
船
の
付
属

品
は
八
点
で
、
櫓
、
舵
、
ス
ク
リ

ュ
ー
で
あ
る
。
水
揚
げ
さ
れ
た
イ
ワ
シ

を
そ
の
場
で
煮
干
に
加
工
す
る
と
き
の
用
具
も
あ
る
。
魚
の
大
小
の
選
別

に
用
い
る
ト
オ
シ
、
イ
ワ
シ
を
熱
湯
に
つ
け
る
と
き
に
使
う
セ
イ

ロ
、
そ

の
セ
イ
ロ
を
三
二
枚
積
ん
で
、
熱
湯
に
つ
け
こ
む
オ
ン
バ
、
天
日
で
乾
か

し
た
イ
ワ
シ
を
広
げ
る
筵
、
乾
燥
し
た
煮
干
と
生
乾
き
の
煮
千
を
選
別
す

る
ミ
、
乾
き
き
ら
な
か

っ
た
イ
ワ
シ
を
取
り
込
む
ブ
リ
カ
ゴ
な
ど
、　
一
見

単
純
だ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
適
し
た
形
態
の
用
具
類
が
多
い
。

そ
の
他
の
生
業
用
具
と
し
て
、
紡
織
関
係
で
は
糸
繰
り
車
、
糸
枠
、
糸

車
、
綿
繰
り
器
、
機
織

一
式
な
ど
を
収
蔵
し
て
い
る
。

∧
交
通

・
運
輸

・
通
信
∨

交
通

・
運
輸

・
通
信
に
分
類
さ
れ
る
資
料
は

一
八
七
点
と
か
な
り
の
数

に
及
ぶ
が
、
そ
の
う
ち

一
〇
四
点
が
絵
葉
書
と
葉
書
で
あ
る
。
天
秤
棒
、

担
い
桶
、
牛
の
鞍
、
背
負
い
袋
な
ど
の
運
搬
具
が
二
五
点
、
柳
行
李
、
ト

ラ
ン
ク
な
ど
が

一
〇
点
、
文
箱
、
硯
、
文
鎮
、
筆
、
水
滴
な
ど
手
紙
類
の

通
信
に
使
用
す
る
用
具
が
三
〇
点
あ
る
。

∧
交
易
ｖ

交
易
関
係
の
資
料
は
五
二
点
あ
り
、
そ
の
う
ち
計
量
用
具
が
二
九
点
を

写真-39 イケカゴ

写真-42 籠

写真-37 蛸壺

写真-43 担い桶
写真-41 籠
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占
め
る
。
天
秤
、
上
皿
天
秤
、

竿
秤
、
瓢
箪
秤
な
ど
各
種
秤

と
付
属
用
具
、
計
量
用
の
桝
、

斗
棒
で
あ
る
。
瓢
箪
秤
は
、

専
用
の
ケ
ー
ス
に
入
れ
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
ケ
ー
ス
の
形

が
瓢
箪
型
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
そ
の
名
で
呼
ば
れ
て
い

る
。
計
量
用
具
以
外
の
資
料

に
は
銭
箱
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、

財
布
な
ど
が
あ
る
。

Ａ
社
会
生
活
∨

社
会
生
活
と
し
て
分
類
さ

防
災
関
係
の
用
具
と
深
江
青
年
団
の
所
有

防
災
関
係
の
用
具
は
、
半
鐘
、
用
心
太
鼓
、

が
あ
る
。

Ａ
信
仰
ｖ

信
仰
関
係
の
資
料
は
三

一
点
で
、
ほ
と
ん
ど
仏
具
が
占
め
て
い
る
。

珠
、
三
方
、
仏
花
瓶
、
燭
台
、
香
炉
、
灯
明
皿
、
仏
飯
器
、
線
香
立
、

箱
、
経
机
な
ど
が
あ
る
。

∧
民
俗
知
識
∨

民
俗
知
識
と
し
て
分
類
さ
れ
る
資
料
は
、
教
育
用
具
、
薬
品

・
診
療
用

具
、
暦

・
計
時
用
具
で
あ
る
。
学
校
教
育
関
係
の
資
料
は
、
教
科
書
、
習

字
手
本
、
ノ
ー
ト
、

コ
ン
パ
ス
、
色
鉛
筆
、
絵
の
具
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど

の
教
材
、
用
具
、
通
信
簿
、
体
格
検
査
通
知
書
、
卒
業
証
書
な
ど
の
文
書

類
で
あ
る
。
薬
品

・
診
療
用
具
は
、
二
種
に
大
別
で
き
る
。
地
元
の
医
師

で
あ
る
深
山
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
医
療
器
具
類
と
、　
一
般
家
庭
で
使
用
さ

れ
る
医
薬
品
な
ど
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
詳
し
く
述
べ

る
。
後
者
は
、
胃
腸
薬
、
頭
痛
薬
な
ど
常
備
薬
と
し
て
多
く
の
家
庭
に
あ

っ

た
薬
品
類
、
熱
が
で
た
と
き
に
氷
を
入
れ
て
冷
や
す
氷
嚢
、
氷
嚢
を
吊
る

専
用
の
台
、
文
な
ど
が
あ
る
。

暦

・
計
時
用
具
に
は
、
暦
、
時
計
、
湿
度
計
、
方
位
磁
石
な
ど
が
あ
る
。

暦
の
う
ち
大
小
暦
は
、
陰
暦
で
の
月
の
大
小
を
示
す
札
で
、
丸
い
板
の
両

面
に
そ
れ
ぞ
れ
大
と
小
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
て
、
暦
に
合
わ
せ
て
大
小

ど
ち
ら
か
を
表
に
す
る
。

写
真
１
４４
　
樟
秤

れ
て
い
る
資
料
は
三
七
点
で
、

品
、
村

の
共
有
用
具
で
あ
る
。

消
防
団
所
有

の
消
火
ホ
ー

ス
、
消
防
組
旗
、
消
火
器
、

深
江
青
年
団
関
係
で
は
、

カ

ッ
プ
、
ト

ロ
フ
イ
ー
、

記
念
楯
、
青
年
団
旗
な
ど

ス

爾
辿
書
腱
口
醸
諷
ｍ
ｍ
田
田
Ｗ
Ｗ

ｉ
専

写真． ４５
，肖火ホ．

経 数
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写真-46 深江消防組旗写真-50 深江青年団旗

写真-51 薬袋

写真-49 青年団 トロフィー・盾。優勝杯

-493-

庄
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

消

写
真
１
５２
　
氷
罫
吊

写真-53 大小暦の札



∧
民
俗
芸
能
・娯
楽
・

遊
戯
ｖ

民
俗
芸
能
、
娯
楽
、

遊
戯
の
用
具
は
、
二

三

一
点
で
あ
り
、
民

俗
芸
能
の
資
料
は
、

だ
ん
じ
り
用
幕
、
敷

布
、
ミ
・ア

ュ
ア
だ

ん
じ
り
、
扇
、
鼓
の

八
点
で
あ
る
。

娯
楽
、
遊
具
は
、

子
供
向
け
の
遊
具
と

大
人
向
け
の
遊
具
に

分
け
ら
れ
る
。
子
供

向
け
の
遊
具
で
は
、

お
は
じ
き
、
カ
ル
タ
、

羽
子
板
、
双
六
、
レ

コ
ー
ド
、
人
形
、
グ

ル
マ
落
と
し
、
紙
芝

居
、
積
み
木
、
ま
ま

写真-54 ままごと道具 大正期 (右)と 昭和期

ご
と
道
具
、
ト
ラ
ン
プ
、
カ
ー
ド
類
な
ど
で
あ
る
。
人
形
は
、
鑑
賞
用
と

子
供
の
玩
具
と
合
わ
せ
る
と
六
八
点
に
な
る
。
ま
ま
ご
と
道
具
は
、
各
種

調
理
具
、
食
器
類
が
そ
ろ

っ
て
い
る
。
陶
製
、
ガ
ラ
ス
製
な
ど
精
巧
な
作

り
の
も
の
や
、
西
洋
風
の
食
器
類
も
あ
る
。
台
所
全
体
が
作
り
つ
け
に
な

っ

て
い
る
木
製
の
箱
型
の
大
正
時
代
の
ま
ま
ご
と
道
具
も
あ
る
。
観
音
開
き

の
蓋
を
開
け
る
と
、
井
戸
、
流
し
、
水
屋
が
あ
り
、
そ
こ
で
使
わ
れ
る
調

理
用
具
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ま
ご
と
道
具
は
、
単
に
こ

ど
も
の
遊
具
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
使
用
さ
れ
た
当
時
の
台
所
の
様
子
が

わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
大
正
時
代
の
台
所
セ
ッ
ト
以
外
に
も
、
昭

和
初
期
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ブ
リ
キ
製
の
台
所
セ
ッ
ト
が
あ
る
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
オ
ー
ブ
ン
、

コ
ー
ク
ス
用
の
バ
ケ
ツ
、
十
能
な
ど
が
つ
い

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ふ
た
つ
を
比
較
す
る
と
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
台
所
施
設
の
発
達
の
過
程
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、
実
際
の
台
所
の

様
子
を
丁
寧
に
ミ
ニ
チ

ュ
ア
化
し
て
あ
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
主
婦
に

と

っ
て
の
あ
こ
が
れ
の
台
所
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
そ
れ
は
、

「
リ
カ
ち
ゃ
ん

ハ
ウ
ス
」
の
商
標
で
知
ら
れ
る
人
形
遊
び
用
の
ミ
ニ
チ

ュ

ア
ハ
ウ
ス
で
も
同
様
で
、
現
実
よ
り
少
し
豪
華
に
居
間
や
台
所
が
作
ら
れ

て
い
る
。
カ
ー
ド
を
使

っ
た
遊
び
は
単
純
な
が
ら
も
種
類
は
豊
富
で
、
遊

び
方
も
多
様
で
あ
る
。
汽
車
遊
び
の
カ
ー
ド
は
駅
名
や
地
名
を
覚
え
る
こ

と
も
で
き
、
教
育
玩
具
的
な
側
面
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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第七章 神戸深江生活文化史料館について

大
入
向
け
の
娯
楽
や
趣
味
の
用
具
で
は
、
カ
メ
ラ
、
八
ミ
リ
カ
メ
ラ
、

八
ミ
リ
映
写
機
、
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
、
映
写
用
フ
ィ
ル
ム
、
蓄
音
機
、
オ
ー

プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
映
像
音
響
機

器
は
、
大
正
時
代
ご
ろ
の
も
の
で
、
現
在
の
よ
う
に
簡
単
に
手
に
入
る
も

の
で
は
な
く
非
常
に
高
価
な
も
の
で
あ

っ
た
。
大
正
時
代
の
こ
ろ
か
ら
裕

福
な
家
庭
で
は
、
い
わ
ゆ
る
旦
那
衆
の
娯
楽
の
ひ
と
つ
と
し
て
カ
メ
ラ
、

八
ミ
リ
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
用
い
て
映
像
記
録
を
残
す
こ
と
が
流
行
し
て

写
真
１
５６
　
８
ミ
リ
撮
影
機

写
真
１
５５
　
カ
‐
ド
玩
具
の
各
種

写
真
１
５７
　
一
一限
レ
フ
カ
メ
ラ

い
た
。
ガ
ラ
ス
原
板
写
真
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
点
数
に
し

て
二
九
点
、
二
五
六
枚
を
収
蔵
し
て
い
る
。

∧
年
中
行
事
∨

年
中
行
事
の
資
料
は
、　
ご
一百
【で
、
正
月
飾
り
、
雛
飾
り

一
式
、
鯉
の

ぼ
り
、
五
月
人
形
が
あ
る
。

Ａ
戦
争
関
係
∨

戦
争
関
係
の
資
料
は
、
『
民
俗
資
料
調
査
収
集
の
手
引
き
』
の
分
類
に

は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
史
料
館
で
独
自
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
軍
隊

で
使
用
さ
れ
た
軍
隊
関
係
資
料
五
四
点
と
、
戦
時
中
の
庶
民
の
生
活
に
関

す
る
資
料
五
六
点
を
収
蔵
し
て
い
る
。
お
も
な
資
料
は
、
軍
隊
関
係
資
料

で
は
軍
服
、
巻
脚
半
、
砲
弾
類
、
軍
人
手
帳
、
軍
票
、
沖
縄
戦
の
遺
品
が

あ
る
。
戦
中
、
戦
後
の
生
活
に
関
す
る
資
料
に
は
衣
料
切
符
、
も
ん
ぺ
、

防
衛
食
容
器
、
湯
呑
み
茶
碗
、
燈
下
管
制
用
電
燈
カ
バ
ー
、
防
空
頭
巾
が

あ
る
。
証
書
類
に
は
罹
災
者
証
明
書
、
戦
死
公
報
、
引
揚
証
明
書
、
遺
族

会
関
係
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。

古
文
書
な
ど
文
献
史
料

史
料
館
が
架
蔵
す
る
本
庄
地
域
の
古
文
書
と
し
て
、
深
山
家
文
書
六
四

一
九
点
、
深
江
で
近
世
後
期
か
ら
酒
造
業
を
営
み
近
代
に
な

っ
て
か
ら
は

村
会
議
員
な
ど
を
務
め
た
永
田
家
文
書
三
七
四
点
と
、
深
江
土
地
区
画
整

理
関
係
史
料

一
三
点
、
森
の
稲
荷
神
社
関
係
文
書

一
〇
八
点
、
深
江
財
産
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写真-60 電燈カバー

ヽ ― ヽ

一

―

防
衛
食

各
本
肇
き
肇
事
一

強
長

ヽ
‐４
鷺

、
く
、

写真-58 もんぺの型紙

写真-61「隣組」歌詞入 り湯呑み茶碗

区
管
理
会
か
ら
の
引
継
ぎ
文
書
、
東
灘
区
役
所
に
あ

っ
た
本
庄
村
農
地
委

員
会
文
書
や
合
併
後
の
行
政
協
議
会
関
係
文
書
な
ど
が
あ
る
。

深
山
家
文
書
は
、
次
頂
で
詳
述
す
る
。
永
田
家
文
書
は
半
分
の

一
八
八

点
が
近
世
文
書
で
あ
る
。
内
容
は
近
世
近
代
と
も
に
酒
造
業
や
、
土
地
売

買

。
金
銭
貸
借
な
ど
家
業
に
関
す
る
史
料
を
中
心
に
、
漁
業
経
営
や
村
会

関
係
資
料
も
合
む
。
深
江
土
地
区
画
整
理
関
係
史
料
は
規
約
、
権
利
変
換

関
係
資
料
、
地
図
な
ど
で
あ
る
。
稲
荷
神
社
文
書
は
近
世
は
二
五
点
で
神

社
の
維
持
管
理
に
関
す
る
も
の
が
中
心
。
本
庄
村
農
地
委
員
会
な
ど
の
文

書
は
、
旧
村
役
場
と
合
併
後
の
東
灘
区
役
所
本
庄
出
張
所
で
保
管
さ
れ
、

後
に
東
灘
区
役
所
に
移
さ
れ
た
簿
冊
な
ど
で
五
四
冊
と

一
紙
文
書

一
包
み
。

昭
和
二
十
二
年
か
ら
二
十
九
年
に
掛
け
て
の
農
業
委
員
会
議
事
録

・
農
業

委
員
選
挙
、
神
戸
商
船
大
学

へ
の
昇
格
運
動
の
資
料
な
ど
で
あ
る
。
財
産

区
管
理
会
文
書
に
つ
い
て
は
現
代
資
料
と
も
い
え
る
も
の
で
現
在
整
理
中

で
あ
る
。

ま
た
震
災
で
救
出
し
た
文
書
と
し
て
、
昭
和
前
期
の
本
山
村
会
関
係
資

料
を
合
ん
だ
小
林
家
文
書

一
七
四
点
が
あ
る
。
本
庄
地
域
以
外
の
史
料
も

さ
ま
ざ
ま
な
ゆ
か
り
で
寄
贈
さ
れ
た
文
書
や
近
世
の
版
本
な
ど
が
若
干
架

蔵
す
る
が
、
本
書
編
纂
を
優
先
し
て
い
る
た
め
未
整
理
で
あ
る
。

以
上
の
文
書
は
、
収
集
の
目
的
の
面
か
ら
、
地
域
史
編
纂
の
た
め
に
収

集
さ
れ
た
文
書
と
、
史
料
館
に
と

っ
て
の
設
置
母
体
で
あ
る
深
江
財
産
区

写真-59 防衛食容器

写真-62 防空頭巾
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第七章 神戸深江生活文化史料館について

管
理
会
の
非
現
用
文
書
と
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

地
域
史
を
編
纂
し
て
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
は
、　
一
過
性
の
事
業
で
は
な
く
、

地
域
の
営
み
が
続
く
限
り
永
遠
に
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
修
史
で

集
め
ら
れ
た
史
料
は
、
そ
の
た
め
の
重
要
な
材
料
で
あ
り
、
ま
た
か
け
が

え
の
な
い
地
域
遺
産
で
あ
る
。
史
料
館
は
社
会
教
育
機
関
と
し
て
今
後
も

散
逸
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
保
存

。
公
開
し
て
い
く
こ
と
を
責
務
と
す
る
。

一
方
、
自
治
体
史
編
纂
事
業
の
中
に
は
、
編
纂
終
了
と
と
も
に
組
織
を

解
体
す
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
が
、
修
史
編
纂
事
業
は
、
執
筆
者
の
歴

史
観
を
背
景
に
し
て
い
る
し
、
当
然
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
。
紙
幅

の
関
係
で
採
用
さ
れ
な
か

っ
た
記
述
も
多
い
。
ま
た
い
っ
た
ん
行
わ
れ
た

編
纂
の
批
判
的
検
討
は
継
続
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従

っ
て
地
域

史
編
纂
の
た
め
に
収
集
さ
れ
た
文
書
は
、
編
纂
後
、
保
存

・
公
開
さ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
従

っ
て
史
料
館
で
は
現
物
史
料
に
加
え
て
、
写
真
、

フ
ィ
ル
ム
、

コ
ピ
ー
な
ど
複
製
史
料
に
つ
い
て
も
編
纂
資
料
と
し
て
公
開

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
公
文
書
館
法
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
歴
史
資
料
と
し
て
重

要
な
公
文
書
の
保
存
及
び
利
用
に
関
し
、
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
責

務
と
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
保
存

・
閲
覧
に
供
す
る
施
設
を
公
文
書
館
と

し
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
と
し
て
い
る
。
特
別
地
方
公

共
団
体
で
あ
る
深
江
財
産
区
も
こ
の
法
律
が
準
用
さ
れ
る
。
史
料
館
が
設

置
母
胎
で
あ
る
深
江
財
産
区
管
理
会
の
非
現
用
文
書
を
保
存
す
る
こ
と
は
、

文
書
館
機
能
を
担

っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

以
上
の
様
に
、
史
料
館
の
保
存
す
る
文
書
は
公
文
書
館

・
地
域
史
編
纂

拠
点

。
博
物
館
の
二
つ
の
性
格
に
基
づ
い
た
文
書
群
と
い
え
よ
う
。

ま
た
編
纂
で
集
め
た
写
真
、
フ
ィ
ル
ム
、

コ
ピ
ー
な
ど
は
膨
大
で
、
本

書
刊
行
後
は
編
纂
資
料
と
し
て
公
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

３
　
深
山

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

史
料
館
の
収
蔵
民
俗
資
料
の
中
核
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
深
江
在
住
の

医
師
、
深
山
氏
か
ら
の
寄
贈
を
受
け
た
生
活
用
具
を
中
心
と
し
た
資
料
で

あ
る
。
本
節
で
は
、
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を

一
括
し
て
、
深
山

コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
呼
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

深
山
家
の
医
家
と
し
て
の
系
譜
は
古
く
、
深
江
の
地
で
開
業
し
た
の
は

文
化
年
間
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
幕
末
の
当
主

・
深
山
玄
石
氏
は
、
大
坂

の
流
行
医
原
老
柳
の
門
下
生
と
し
て
、
当
時
と
し
て
は
め
ず
ら
し
か

っ
た

種
痘
法
を
学
び
、
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
に
大
阪
種
痘
館
か
ら
免
許
状

を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
嫡
男
玄
碩
氏
は
、
父
玄
石
氏
の
死
後
、
明
治

三
年

（
一
八
七
〇
）
に
神
戸
病
院
付
属
医
学
伝
習
所
に
入
学
し
近
代
西
洋

医
学
を
並
ん
だ
。

深
山
家
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
民
俗
資
料
は
、
民
俗
知
識
に
か
か
わ
る

一
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写真-63 女性用小袖

部
の
文
書
を
加
え
て
総
数
約
六
〇
〇
点
で
、
そ
の
内
訳
は
図
１
２
の
よ
う

に
な
る
。
深
山

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
は
、
家
業
で
あ
る
西
洋
医
学
を
基

盤
と
し
た
医
療
関
係
の
用
具
が
あ
る
こ
と
、
地
元
の
名
士
と
し
て
の
格
式

を
示
す
生
活
道
具
類
が
数
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
う
ち
、
も

っ
と
も
数
が
多
い
の
は
衣
食
住
に
関
す
る
用
具
で
あ

り
、
三
二
八
点
で
あ
る
。
医
療
関
係
の
用
具
は
、
医
師
と
し
て
開
業
し
て

き
た
深
山
家
に
と

っ
て
は
、
言
わ
ば
生
業
用
具
に
な
る
の
だ
が
、
史
料
館

全
体
の
資
料
分
類
項
目
の
設
定
上
、
便
宜
的
に
民
俗
知
識
の
用
具
と
し
て

分
類
し
て
い
る
。

衣
の
用
具
は
八
七
点
で
、
ン」
れ
ら
の

一
部
は
「深
山
衣
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
し
て
昭
和
六
十
二
年
に
春
の
特
別

100

50

0

年

中

行

事

娯

薬

・
遊

戯

民

俗

知

識

信
　
　
仰

社

会

生

活

一父
　
　
易

交
通
運
輸
通
信

生

産

，
生

業

住

の

用

具

食

の

用

具

衣

の

用

□
未

図-2 深山家民俗資料

展
「
近
代
の
着
物
に
見
る
生
活
史
」
で

公
開
し
て
い
る
。
特
別
展
に
先
立

っ

て
整
理
、
調
査
さ
れ
た
資
料
数
は
、

着
物
五
二
点
、
帯
八
点
、
そ
の
他
の

資
料

一
一
点
で
あ
る
。
肌
着
で
あ
る

襦
袢
と
、
上
衣
と
襦
袢
の
間
に
着
る

間
着
が
着
物
の
三
割
を
占
め
、
対
と

な
る
上
衣
が
や
や
不
足
し
て
い
る
と

報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
は
終
戦
後
の

写真-64 男児宮参 り着
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食
糧
難
に
苦
し
ん
だ
時
期
に
、
食
糧
獲
得
の
代
償
と
し
て
上
衣
を
充
て
た

た
め
で
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
欠
損
で
あ
る
と
同
時
に
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全

体
に
残
さ
れ
た
近
代
民
衆
史
の
痕
跡
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
女
紋
や

背
守
り
を
ほ
ど
こ
さ
れ
た
宮
参
り
着
、
仕
立
て
直
し
の
痕
跡
、
徐
々
に
よ

そ
い
き
か
ら
普
段
着

へ
と
移
行
さ
せ
て
い
く
日
常
生
活
で
の
着
用
の
方
法

な
ど
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
み
る
べ
き
も
の
は
多
い
。

食
の
用
具
は
深
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も

っ
と
も
点
数
が
多
く
約
二

六
〇
点
あ
り
、
う
ち
飲
食
器
は

一
八
〇
点
に
及
ぶ
。
椀
、
碗
の
類
は
、
資

料
点
数
三
六
点
、
皿
は
、
資
料
点
数
二
七
点
、
慶
弔
時
に
用
い
ら
れ
る
膳

は
、
資
料
数
二
三
点
で
あ
る
。
膳
、
椀
は
、
皿
、
湯
桶
な
ど
と
セ
ッ
ト
に

用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
セ
ッ
ト
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
容

易
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は

点
数
の
表
示
に
と
ど
め
る

が
、
膳
、
椀
の
個
体
数
は

数
百
点
に
及
び
量
的
に
も

深
山
家
の
格
式
を
語
る
上

で
充
分
な
も
の
が
あ
る
。

重
箱
も
合
め
て
深
山
家
の

紋
で
あ
る
五
弁
鉄
線
が
施

さ
れ
た
器
も
多
い
。
嗜
好

品
の
用
具
は
、
お
よ
そ
七
〇
点
で
、
盃
、
徳
利
な
ど
の
酒
器
、
煙
草
盆
、

火
入
壺
、
パ
イ
プ
な
ど
が
あ
る
。

住
の
用
具
は
、
三
二
点
で
燭
台
、
提
灯
な
ど
照
明
具
が
多
い
。
提
灯
に

は

「
深
山
」
の
文
字
や
家
紋
入
り
の
も
の
が
三
点
あ
る
。
そ
の
他
の
用
具

で
は
、
箪
笥
、
脇
息
な
ど
が
あ
る
。

衣
食
住
の
用
具
を
除
い
て
、
深
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
圧
倒
的
な
数

を
示
す
の
は
、
玩
具
、
遊
具
類
の

一
〇
八
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
数

の
多
さ
は
、
深
山
家
の
生
活
の
豊
か
さ
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
子

供
の
遊
び
や
大
人
の
娯
楽
の
流
行
を
探
る
貴
重
な
資
料
に
な

っ
て
い
る
。

玩
具
は
、
人
形
、
ま
ま
ご
と
道
具
、
カ
ー
ド
遊
び
、
お
も
ち
ゃ
の
レ
コ
ー

ド
な
ど
で
、
ま
ま
ご
と
道
具
は
陶
製
品
、
木
製
品
、
ブ
リ
キ
製
品
な
ど
、

多
種
類
で
良
質
の
も
の
が
あ
り
、
当
時
の
少
女
た
ち
に
人
気
が
あ

っ
た
玩

具
類
だ
と
思
わ
れ
る
。
大
人
の
娯
楽
を
示
す
資
料
と
し
て
ガ
ラ
ス
原
板
の

写
真
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
）
生
ま
れ
の
深
山

家
当
主
果
氏
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
、
人
物
写
真
、
風
景
写
真
で
、

本
庄
地
域
付
近
の
様
子
が
窺
え
る
。
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
も

一
二
点
収
蔵
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
も
当
時
の
文
化
を
示
す
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
深
山

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
語
る
上
で
、
医
療
関
係
の

資
料
は
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
現
在
は
民

俗
知
識
の
資
料
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
館
の
中
で
の
深
山
コ

写
真
１
６５
　
屋
根
付
提
灯
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レ
ク
シ
ョ
ン
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
た
め
に
も
将
来
的
に
は
特
別
な

枠
で
整
理
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
在
ま
で
デ
ー
タ
化
を
終
了
し
た
医
療

関
係
資
料
は
、
約
二
〇
点
で
あ
る
。
手
術
着
、
手
術
着
用
袋
、
上
皿
天
秤
、

深
山
広
二
郎
医
院
の
印
鑑
、
外
科
手
術
用
具
、
頭
微
鏡
、
血
圧
計
、
検
眼

用
レ
ン
ズ
、
消
毒
用
と
思
わ
れ
る
機
器
が
あ
り
、
慶
応
年
間
か
ら
明
治
に

か
け
て
の
種
痘
免
許
状
、
種
痘
姓
名
録
、
種
痘
比
較
表
な
ど
文
書
類
と
の

比
較
も
可
能
で
あ
り
、
深
山
家
の
代
々
の
医
師
が
早
く
か
ら
西
洋
医
学
や

種
痘
接
種
に
か
か
わ

っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

年
中
行
事
関
係
の
資
料
に
は
、
明
治
時
代
の
雛
祭
道
具

一
式
、
鯉
の
ば

り
、
五
月
人
形
、
鎧

・
兜
が
あ
る
。
史
料
館
の
民
俗
資
料
数
二
〇
〇
〇
点

あ
ま
り
の
う
ち
の
約
三
分
の

一
を
深
山

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
史
料
館
の
文
書
資
料
概
ね
約
八
〇
〇
〇
点
の
八
割
が
深
山
家
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

深
山
家
の
文
書
は
、
六
四

一
九
点
で
あ
る
。
内
訳
は
医
療

。
医
学
四
〇

，
／

　
　
一
八
点
、
社
会

一
二
点
、
行
政
八
二
点
、
経
済
活
動
五
四

一

点
、
交
通

。
通
信
八
点
、
土
地
八
点
、
通
過
儀
礼

。
年
中
行

事
二
〇
三
点
、
信
仰
三
二
点
、
教
育

一
六
五
点
、
戦
事
五
八

点
、
絵
葉
書
や
年
賀
状

・
書
画
な
ど
そ
の
ほ
か

一
一
九

一
点

で
あ
る
。
最
も
多
い
医
療
資
料
は
近
世
か
ら
の
診
療
記
録
、

軍
医
と
し
て
の
従
軍
記
録
、
学
校
嘱
託
医
の
記
録
、
講
義
ノ
ー

ト
な
ど
が
あ
る
。

深
山
家
は
現
在
で
も
地
元
に
在
住
さ
れ
、
な
お
か
つ
文
書

類
と
民
俗
資
料
が
ま
と
ま

っ
て
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で

非
常
に
恵
ま
れ
た
資
料
の
保
存
状
態
で
あ
る
。
文
書
類
と
収

蔵
資
料
の
再
検
討
、
可
能
な
範
囲
で
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど

を
経
て
、
そ
の
全
容
を
よ
り
明
ら
か
に
で
き
る
可
能
性
が
今

後
残
さ
れ
て
い
る
。

写真-67 種痘免許状など深山医療関係資料

写真-66 取 り壊す前の深山邸スケッチ
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第七章 神戸深江生活文化史料館について

三
節
　
施
設
の
概
要
と
展
示
解
説

一
階
の

一
部
と
三
階
が
常
設
展
示
室
で
、
近
世
か
ら
漁
村
と
し
て
栄
え

て
き
た
本
庄
地
域
に
残
る
漁
具
や
生
活
用
具
を
中
心
に
展
示
を
構
成
し
て

い
る
。
展
示
資
料
は
、
村
史
編
纂
の
た
め
に
本
庄
地
域
の
家
々
か
ら
寄
贈

を
受
け
た
生
産
用
具
や
生
活
用
具
が
中
心
で
あ
る
が
、
近
代
か
ら
現
代
に

い
た
る
日
本
の

一
般
的
な
生
活
文
化
を
伝
え
る
展
示
を
目
ざ
し
て
、
近
隣

の
市
町
村
か
ら
も
資
料
の
収
集
を
し
て
い
る
。
項
目
見
出
し
の
丸
数
字
は

詳
細
平
面
図
の
番
号
に
対
応
す
る
。

一
階
展
示
室

①
季
節
展
示
コ
ー
ナ
ー

一
般
の
日
本
家
庭
に
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
た
年
中
行
事
の
様
子
や
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
厳
密
な
再

現
展
示
で
は
な
い
の
で
、
展
示
に
は
寄
贈
さ
れ
た
実
際
の
伝
世
資
料
だ
け

で
な
く
、
演
出
用
に
市
販
の
食
品
サ
ン
プ
ル
の
か
き
水
を
置
い
た
り
、
折

り
紙
で
つ
く

っ
た
鈴
虫
を
虫
篭
に
い
れ
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る
。
扱

う
年
中
行
事
は
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る
が
、
展
示
の
内
容
に
は
、
年
毎
に
多

少
の
変
化
を
与
え
て
い
る
。
入
館
し
て
す
ぐ
左
の
目
を
引
く
場
所
に
あ
り
、

年
少
の
見
学
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
展
示
を
心
が
け
て
い
る
。
季
節
展
示

は
、　
一
年
に
五
回
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

〈
正
月
の
風
景
〉
主
な
展
示
物
は
、
凧
、
羽
子
板
、
羽
根
、
双
六
、
カ

ル
タ
、
独
楽
な
ど
の
遊
具
。

〈雛
祭
り
〉
深
山
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
大
正
時
代
の
雛
人
形
。

〈端
午
の
節
句
〉
深
山
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
五
月
人
形
。

〈夏
の
風
物
詩
〉
主
な
展
示
物
は
、
団
扇
、
か
き
氷

（食
品
サ
ン
プ
ル
）、

虫
篭

（折
り
紙
の
虫
入
り
）
、
蚊
取
線
香
、
蝿
取
り
器
、
夏
用
の
飯
櫃
な

ど
の
資
料
。

〈
お
月
見
の
風
景
〉
主
な
展
示
物
は
、
簾
、
徳
利
、
箕
。
黄
色
の
色
紙

で
作

っ
た
月
を
簾
に
張
り
、
ス
ス
キ
や
栗
を
徳
利
、
箕
に
あ
し
ら

っ
て
演

出
し
て
い
る
。

②
深
江

。
本
庄
の
移
り
変
わ
り

旧
五
カ
町
村
の
町
名
の
由
来
や
町
章
、
江
戸
時
代
以
降
の
村
境
や
明
治

時
代
の
行
政
町
村
な
ど
を
記
載
し
た
地
図
な
ど
の
パ
ネ
ル
解
説
に
よ

っ
て
、

東
灘
区
誕
生
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
を
解
説
し
て
い
る
。
ほ
か
に
は
、
本

庄
村
長
の
公
印
、
深
江
部
落
協
議
会
の
会
長
印
、
本
庄
村
役
場
の
封
筒
な

ど
、
旧
役
場
で
使
用
さ
れ
た
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
三

十
五
年

（
一
九
五
〇
）
に
神
戸
を
襲

っ
た
ジ

ェ
ー
ン
台
風
の
罹
災
証
明
書

な
ど
も
あ
る
。
の
ち
に
本
庄
公
民
館
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
旧
本
庄
村

役
場
は
、
平
成
五
年
に
解
体
さ
れ
た
が
、
解
体
以
前
の
公
民
館
や
旧
本
庄
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②深江。本庄の
うつりかわり

酢准

玄関ホール

平面図 1階
展示宣  20.4浦
収蔵庫  18.3耐
館 長室  10,2ド
研究室  24.0ド
その他  89.6ド
階段スペース (lF～3F)含 む

計   163.0正

階 平 面 図
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第七章 神戸深江生活文化史料館について

写真-68 正月の風景写真-69 夏の風物詩

村
役
場
跡
の
碑
の
建
立
除
幕
式
の
様
子
も
写
真
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
し
て

い
る
。

③
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

一
階
展
示
室
の
平
面
ケ
ー
ス
は
、
展
示
換
え
に
対
応
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
個
人
収
集
者
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
地
元
で
採
集

さ
れ
た
瓦
な
ど
を
展
示
し
て
き
た
。
小
学
三
年
生
の
社
会
科
に

「
日
本
の

む
か
し
の
く
ら
し
」
を
学
ぶ
単
元
が
あ
る
。
そ
れ
に
付
随
し
て
毎
年
、　
一

月
か
ら
二
月
に
か
け
て
近
隣
の
小
学
生
の
団
体
見
学
が
あ
り
、
そ
の
時
期

に
は
地
元
で
採
集
さ
れ
た
化
石
や
石
器
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
昭
和
三
十
年写真-70 深江・本庄のうつりかわ り
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代
の
生
活
を
再
現
し
た
グ
リ
コ
の
お
ま
け
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

④
ミ
ニ
だ
ん
じ
り

だ
ん
じ
り
と
は
、
祭
り
の
時
期
に
氏
子
地
域
を
巡
行
す
る
依
代
で
あ
る
。

本
来
は
多
人
数
で
担
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
子
供
用
あ
る
い
は
装
飾
用
に
小

型
の
だ
ん
じ
り
が
作
ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
こ
れ
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、

約
五
分
の

一
の
大
き
さ
で
、
大
阪
の
天
満
官
の
だ
ん
じ
り
と
芦
屋
の
打
出

天
神
社
の
だ
ん
じ
り
を
模
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
十
年
ご
ろ

の
製
作
で
、
震
災
後
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

三
階
展
示
室

⑤
深
江
北
町
遺
跡
の
遺
物

昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
）
か
ら
同
六
十

一
年
に
か
け
て
、
県
営
住

宅
の
改
築
工
事
に
伴

っ
て
深
江
北
町
で
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
弥
生

時
代
末
期
の
円
形
周
溝
墓
と
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
集

落
跡
、
水
田
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
出
土
遺
物
に
は
、
嬰
児
、
幼
児
を
入
れ

て
埋
葬
し
た
壷
棺
、
埋
葬
品
の

一
種
で
あ
る
爽
剣
、
弥
生
式
土
器
の
壺
や

甕
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
出
土
遺
物
を
、
調
査
母
体
で
あ
る
兵
庫
県
教

育
委
員
会
か
ら
借
用
し
て
展
示
し
て
い
る
。

⑥
円
形
周
溝
墓
復
元
模
型

深
江
北
町
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
弥
生
時
代
末
期
の
円
形
周
溝
墓
を
四
〇

分
の

一
に
縮
小
し
た
模
型
。

７２
　
円
形
周
溝
墓

復
元
模
型

⑦
戦
争
資
料

コ
ー
ナ
ー

第
二
次
世
界
大
戦
が
庶
民
の
生
活
に
落
と
し
た
影
響
は
は
か
り
し
れ
ず
、

今
で
も
そ
の
傷
跡
は
残

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
戦
時
下
に
使
用
さ
れ
た

用
具
を
展
示
し
、
当
時
の
生
活
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
昭
和
六
十
二
年
に

夏
の
特
別
展
と
し
て
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
展
示
期
間
終
了
後

も
継
続
展
示
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
昭
和
三
十
年

（
一
九
四
五
）
五

月
十

一
日
に
Ｂ
２９
に
よ
る
空
襲
を
受
け
て
お
り
、
空
襲
を
受
け
た
本
庄
村

写真-71 深江北町遺跡出上遺物
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⑮電化製品の移り変
◎tヽる世コ‐ナ‐

平面図1 2階

騒憂
―
 |!よ

i:零

1計    109.9言
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役
場
、
本
庄
国
民
学

校
、
神
戸
高
等
商
船

学
校
の
悲
惨
な
状
況

の
記
録
写
真
を
パ
ネ

釧

　

ル
展
一不
し
て
い
る
。

増

　

沖
縄
戦
線
で
戦
死
し

３
　

た
村
民
の
遺
品
で
あ

童．⌒
　

る
地
下
足
袋
、
櫛
、

写

　

水
筒
、
砲
弾
の
破
片

を
、
遺
族
か
ら
の
提

供
を
受
け
て
展
示
し

て
い
る
。
戦
時
下
で

は
、
そ
の
時
期
に
し

か
使
用
さ
れ
な
か

っ
た
特
徴
的
な
も
の
も
多
い
。
保
存
に
適
し
た
缶
詰
も
、

金
属
が
不
足
し
て
生
産
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
代
用
と
し
て
用
い
ら
れ
た

の
が
防
衛
食
容
器

（写
真
１
５９
）
で
あ
る
。
真
空
状
態
に
し
て
食
物
を
腐

ら
な
い
よ
う
に
保
存
で
き
る

一
種
の
ア
イ
デ
ィ
ア
製
品
で
あ
る
。
衣
料
切

符
は
、
当
時
の
物
資
不
足
で
人
々
が
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
証
の

ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
複
数
の
省
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
意
外
に
知

ら
れ
て
い
な
い
。
昭
和
十
八
年
の
商
工
省
発
行
、
昭
和
十
九
年
農
商
務
省

発
行
、
昭
和
二
十
四
年
通
商
産
業
省
発
行
と
、
そ
れ
ぞ
れ
体
裁
の
異
な
る

衣
料
切
符
を
展
示
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も

「
と
ん
と
ん
　
と
ん
か
ら
り
と

と
な
り
ぐ
み
…
」
の
歌
い
だ
し
で
有
名
な

「隣
組
」
の
レ
コ
ー
ド
、
そ
の

歌
詞
が
描
か
れ
て
い
る
湯
呑
み
茶
碗

（写
真
１
６‐
）
、
防
空
頭
巾

（写
真
―

６２
）
、
奉
公
袋
な
ど
の
類
が
あ
る
。

③
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

研
究
員
が
自
由
に
展
示
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
確
保
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
、
神
戸
商
船
大
学
海
事
資
料
館
資
料
や
打
出
焼
な
ど
を
展
示
し
た
。

打
出
焼
は
、
隣
接
す
る
芦
屋
市
打
出
で
、
明
治
の
中
ご
ろ
か
ら
昭
和
四
十

年
代
ま
で
焼
成
さ
れ
て
い
た
日
常
雑
器
を
中
心
と
す
る
施
釉
陶
器
で
あ
る
。

③
い
る
リ
コ
ー
ナ
ー

日
々
、
火
を
扱
い
調
理
す
る
場
所
に
は
、
日
本
で
は
古
く
か
ら
い
る
り

と
竃

（く
ど

・
へ
っ
つ
い
）
が
あ
る
。
い
る
り
と
竃
が
共
存
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
し
、
ど
ち
ら
か

一
方
し
か
な
い
場
合
も
あ
り
、
形
態
も
合
め
て

地
域
差
は
大
き
い
。
本
庄
地
域
を
合
む
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
地
域
で
は
、

い
ろ
り
は
な
く
、
主
と
し
て
竃
が
台
所
の
火
の
管
理
場
所
で
あ

っ
た
。
関

西
で
は
、
俗
に
五

つ
べ
っ
つ
い
、
七

つ
べ
っ
つ
い
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
複

数
の
炊
き
日
を
持

つ
竃
が
多
く
、
荒
神
さ
ん
な
ど
の
竃
神
信
仰
も
盛
ん
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
え
て
い
ろ
り
を
復
元
展
示
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
四
方
に
座
が
設
け
ら
れ
る
い
る
り
の
形
態
が
、
日
本
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の
家
庭
生
活
の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。
地
方
に
よ

っ
て
差

が
あ
る
も
の
の
、
い
ろ
り
の
回
り
は
家
族
が
集
う
場
所
で
あ
り
、
家
長
の

座
る
場
、
主
婦
が
座
る
場
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
て
場
が
設
定
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ち
ゃ
ぶ
台
が
登
場
し
、
ダ
イ
エ
ン
グ
キ

ッ
チ
ン
ヘ

と
変
化
し
て
い
っ
た
現
代
家
庭
に
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
い
ろ

り
を
再
現
展
示
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
団
ら
ん
風
景
を
象
徴
的
に
示
し
て

い
る
。
い
る
り
以
外
に
は
、
水
屋
、
ち
ゃ
ぶ
台
、
行
灯
、
火
鉢
、
時
計
、

ラ
ジ
オ
な
ど
の
ほ
か
、
羽

釜
、
飯
櫃
、
電
気
釜
な
ど

の
調
理
用
具
、
高
足
膳
、

茶
碗
、
徳
利
、
皿
な
ど
飲

食
用
具
、
建
、
さ
さ
ら
、

洗
濯
板
、
火
災
斗

企写
真
―

‐８
）
、

炭
火

ア
イ

ロ
ン

（写
真
１
１９
）
な
ど
衣
類

に
関
す
る
用
具
も
置
か
れ

て
い
る
。
ち
ゃ
ぶ
台
に
は

イ
ワ
シ
の
塩
焼
き
、
味
噌

汁
、
野
菜
の
煮
物
、
バ
タ
ー

ト
ー
ス
ト
な
ど
の
食
品
サ

ン
プ
ル
を
並
べ
て
、
昭
和
初
め
ご
ろ
や
現
代
の
家
庭
料
理
を
イ
メ
ー
ジ
再

現
し
て
い
る
。
ま
た
、
火
叉
斗
と
ア
イ
ロ
ン
あ
る
い
は
羽
釜
と
電
気
釜
を

同
時
に
置
く
な
ど
、
使
用
時
期
の
異
な
る
資
料
を
あ
え
て
並
べ
て
展
示
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
学
生
の
団
体
見
学
者
に
、
同
じ
機
能
を
持

つ
用
具

の
発
達
過
程
を
見
せ
る
た
め
で
あ
る
。

⑩
米
作
り
の
用
具

本
庄
地
域
付
近
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
農
耕

具
類
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
し
か
し
、
日
本

人
の
生
活
を
語
る
上

で
米
作
り
は
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
近
隣

の
本
山
地
域
や
芦
屋

市
、
兵
庫
県
養
父
郡

な
ど
で
使
用
さ
れ
た

用
具
の
寄
贈
を
受
け
、

米
作
り
の
概
要
を
展

示
で
紹
介
で
き
る
よ

う
に
は
か
っ
て
き
た
。

写真-74 いるリコーナー

写真-75 米作 りの用具
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写真-76 網漁掛の復元模型

機
械
化
以
前
の
米
作

に
必
要
な
農
具
を
す

べ
て
網
羅
す
る
に
は

い
た
っ
て
い
な
い
が
、

鍬
、
鋤
、
田
植
え
枠
、

水
草

（写
真
１
３６
）
ヽ

【塗
与
機

会
三
具
１
３５
）ヽ

千
歯
扱
き
、
唐
箕
な
ど
を
、
米
作
り
工
程
の
イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
と
と
も
に
、

常
時
展
示
し
て
い
る
。

⑪
網
漁
携
復
元
模
型

深
江
で
は
地
曳
網
漁
、
青
木
で
は
打
瀬
網
漁
が
盛
ん
だ

っ
た
が
、
そ
れ

を
縮
小
模
型
に
し
て
展
示
し
て
い
る
。

②
漁
具
コ
ー
ナ
１
１

昭
和
後
期
ま
で
、
深
江

。
青
木
の
浜
で
は
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
。
そ
の
中
心
と
な

っ
て
い
た
の
が
イ
ワ
シ
漁
で
あ

る
が
、
ほ
か
に
も
ア
サ
リ
、

エ
ビ
、
イ
カ
、
タ
コ
、

小
魚
な
ど
も
捕
獲
の
対
象
だ

っ
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー

の
主
な
展
示
品
に
は
、
イ
カ
釣
り
道
具
と
道
具
箱
、

釣
り
針
各
種
、
笞
、
蛸
壺

（写
真
＝
３７
）
ヽ
浮
き
各

種
、
水
中
眼
鏡
、
魚
網
修
理
用
品
な
ど
が
並
べ
ら
れ

て
い
る
。
笙
は
、
蛸
壺
と
同
様
に
魚
の
習
性
を
利
用

し
て
、
竹
製
の
籠
に
魚
を
呼
び
こ
み
、
反
し
で
逃
げ

ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
道
具
で
あ
る
。
古
代
か
ら
同

様
の
道
具
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
分
布
し

呼
称
も
多
数
あ
る
。
深
江
の
浜
で
は
モ
ン
ド
リ
カ
ゴ

と
よ
ば
れ
て
い
た
。

写真-77 漁具
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第七章 神戸深江生活文化史料館について

写真-80 電化製品各種

⑬
漁
具
コ
ー
ナ
１
２

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
深
江
の
浜
で
大
量
に
水
揚
げ
さ
れ
て
い
た
イ
ワ

シ
を
選
別
、
運
搬
、
加
工
、
出
荷
す
る
用
具
を
中
心
に
、
浜
で
魚
介
類
を

扱
う
各
種
用
具
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
捕
れ
た
ば
か
り
の
魚
介
類
を
入
れ

る
籠
、
小
型
の
生
費
と
し
て
用
い
る
イ
ケ
カ
ゴ

（写
真
１
３９
）
、
イ
ワ
シ

の
運
搬
に
用
い
る
担
い
籠
な
ど
、
水
切
り
の
よ
い
籠
類
は
魚
介
を
扱
う
の

に
欠
か
せ
な
い
用
具
で
あ
る
。
担
い
籠
は
、
直
径
が
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、

ほ
か
に
は
、
漁
船
の
舵
、
錨
、
ス
ク
リ

ュ
ー
、
巻
き
上
げ
機
、
ア
サ
リ
捕

り
用
の
鋤
簾

（写
真
１
３８
）
、
深
江
の
大
漁
旗
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
明

治
二
十
二
年

（
一
八
九
〇
）
、
深
江
と
芦
屋
の
間
で
は
、
漁
場
を
め
ぐ

っ

て
争
論
が
起
こ
っ
た
が
そ
の
経
過
を
記
し
た
資
料
も
展
示
し
て
い
る
。

⑭
だ
ん
じ
り

平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
に
だ
ん
じ
り
が
再
建
さ
れ
た
と
き
の
落
成
記

念
式
典
の
パ
ネ
ル
写
真
、
記
念
に
作
ら
れ
た
ビ
ー
ル
、
だ
ん
じ
り
の
垂
れ

写真-78 イワシ漁と加工の用具

写真-79 だんじり復興記念コーナー
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幕
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

④
電
化
製
品
の
移
り
変
わ
り

電
化
製
品
の
変
化
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
電
気
が

一
般
庶
民
の
家
庭

に
も
普
及
す
る
の
は
昭
和
二
十
年
代
で
あ
り
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
電
気

炊
飯
器
は
三
種
の
神
器
と
呼
ば
れ
、
当
時
の
主
婦
の
購
買
欲
求
は
高
ま
る

ば
か
り
で
あ

っ
た
。
ぜ
い
た
く
品
で
あ

っ
た
こ
れ
ら
の
製
品
は
次
か
ら
次

へ
と
新
し
い
機
能
を
得
、
外
形
も
変
わ

っ
て
、
同
じ
機
能
を
持

つ
用
具
と

思
え
な
い
ほ
ど
モ
デ
ル
チ

ェ
ン
ジ
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
は
、

ラ
ジ
オ
、
電
気
ご
て
、
電
気
ア
イ
ロ
ン
、
電
気

コ
タ
ツ
、
扇
風
機
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
な
ど
、
昭
和
三
十
年
代
ご
ろ
ま
で
の
電
化
製
品
な
ど
を
展
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
生
活
必
需
品
だ
け
で
な
く
、
大
正
ご
ろ
か
ら
裕

福
な
家
庭
で
は
、
娯
楽
の
ひ
と
つ
と
し
て
カ
メ
ラ
や
八
ミ
リ
の
映
写
機
を

用
い
た
映
像
記
録
が
流
行
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
も
当
時
の
文
化
を
示
す
貴

重
な
資
料
と
し
て
展
示
し
て
い
る
。

④
衣
の
コ
ー
ナ
ー

江
戸
時
代
後
期
の
鎧
、
甲
冑
や
日
露
戦
争
時
の
軍
医
服
な
ど
を
展
示
し

て
い
る
。

①
遊
具
の
コ
ー
ナ
ー

大
正
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
使
用
さ
れ
た
子
供
の
遊
具
を
展
示
し

て
い
る
。
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
オ
ー
ブ
ン
が
装
備
さ
れ
た
ま
ま
ご
と
道
具
は
、

昭
和
初
期
と
思
わ
れ
る
。
ま
ま
ご
と
道
具
以
外
で
は
、
ボ
ト
ル
シ
ッ
プ
と

同
じ
手
法
を
用
い
た
ガ
ラ
ス
製
飾
り
物
、
人
形
、
双
六
、
各
種
カ
ル
タ
、

カ
ー
ド
類
、
だ
る
ま
お
と
し
、
紙
芝
居
な
ど
の
遊
具
類
を
展
示
し
て
い
る
。

⑬
女
性
の
く
ら
し

ｏ
こ
ど
も
の
教
育

女
性
の
生
活
用
具
で
は
、
合
わ
せ
鏡
、
手
鏡
、
化
粧
袋
、
賃
付
け
油
壺

（写
真
１
１７
）
ヽ
白
粉
容
器

（写
真
１
１２

・
‐３
）
、
刷
毛

（写
真
１
１５

。
‐６
）
、

紅
皿

（写
真
１
１４
）
な
ど
の
化
粧
用
具
に
加
え
て
、
櫛
、
第
な
ど
の
装
飾

品
を
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
の
中
ご
ろ
か
ら
大
正
に
か
け
て
比
較
的

裕
福
な
家
庭
で
は
、
西
洋
風
の
料
理
法
や
家
計
の
や
り
く
り
な
ど
に
主
婦

の
関
心
が
集
ま
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
主
婦
向
け
の
雑
誌
で
は
、

合
理
的
な
作
り
の
台
所
や
台
所
用
品
、
栄
養
価
を
考
え
た
料
理
の
作
り
方
、

家
計
の
切
り
回
し
方
な
ど
を
盛
ん
に
紹
介
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

「
昭
和
六
年
版
模
範
家
計
簿
」
な
ど
は
そ
ん
な
風
潮
を
示
す
資
料
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

教
育
関
係
の
資
料
で
は
教
科
書
類
、
成
績
簿
、
文
房
具
を
展
示
し
て
い

る
。
書
道
の
お
手
本
、
歴
史
の
教
科
書
な
ど
は
、
内
容
を
読
む
と
当
時
の

時
代
背
景
を
推
察
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
成
績
表
の
評
価
方
法
は
時
代
に

よ

っ
て
異
な
り
、
教
科
書
と
同
様
興
味
深
い
。
文
房
具
類
は
、
色
鉛
筆
、

コ
ン
パ
ス
、
絵
の
具
な
ど
で
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
機
能
的
な
差

は
な
い
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
に
は

「和
音
筒
」
と
い
う
名
称
が
つ
い
て
い
る
。

-510-



第七章 神戸深江生活文化史料館について

お
そ
ら
く
英
語
が
禁

止
さ
れ
た
戦
時
中
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
楽

譜
も
ド
レ
ミ
の
か
わ

り
に
算
用
数
字
で
音

階
を
表
現
し
て
い
る
。

昔
の
貨
幣
で
は
、

明
治
か
ら
戦
後
に
か

け
て
の
紙
幣
、
硬
貨

を
展
示
し
て
い
る
。

永
楽
通
宝
を
含
む
古

銭
類
も
若
千
展
示
し

て
い
る
。

⑩
食
生
活
の
用
具

こ
こ
で
は
、
普
段
の
生
活
で
用
い
ら
れ
る
碗
、
手
塩
皿
、
猪
日
に
加
え

て
、
婚
礼
や
行
楽
、
そ
の
他
の
年
中
行
事
な
ど
で
用
い
ら
れ
る

ハ
レ
の
用

具
類
も
展
示
し
て
い
る
。

行
楽
用
品
で
は
弁
当
箱
、
酒
爛
器

（写
真
１
２７
）
ヽ
行
事
の
用
具
で
は
、

塗
り
の
祝
い
膳
、
湯
桶
、
三
二
九
度
の
盃
と
盃
台
、
組
み
合
わ
せ
て
収
納

で
き
る
切
溜

（写
真
１
２３
）
な
ど
が
あ
る
。
酒
爛
器
は
、
よ
く
み
ら
れ
る

箱
状
の
も
の
以
外
に
、
ポ

ッ
ト
の
な
か
に
畑
付
け
器
を
い
れ
る
も
の
、
今

で
も
時
折
み
か
け
る
ア
ル
ミ
製
の
も
ち
手
の
つ
い
た
酒
爛
器
に
良
く
似
た

形
状
の
も
の
な
ど
、
各
種
展
示
し
て
い
る
。

⑩
医
事
資
料

地
元
で
長
い
間
医
業
を
営
む
深
山
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
医
事
関
係
の
資

料
を
展
示
し
て
い
る
。
深
山
家
寄
贈
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
詳
し

く
述
べ
た
の
で
こ
こ
で
は
省
く
。

三
階
フ
ロ
ア
は
特
別
展
示
や
講
演
会
に
利
用
で
き
る
ク
リ
オ
ル
ー
ム
と

し
て
設
け
ら
れ
た
が
、
収
集
資
料
の
増
加
に
伴
う
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
不
足

に
加
え
、
震
災
後
に
被
災
資
料
を
救
出
し
た
た
め
、
現
在
は
半
分
を
整
理

。

収
蔵
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

四
節
　
地
域
博
物
館
と
し
て
の
役
割

本
庄
村
史
編
纂
の
た
め
の
資
料
収
集
が
き

っ
か
け
で
設
立
さ
れ
た
史
料

館
も
、
開
設
二
二
年
を
経
過
し
た
今
日
で
は
、
村
史
編
纂
の
中
核
的
施
設

と
い
う
性
格
は
も
と
よ
り
、
深
江
を
中
心
に
東
神
戸
の
歴
史
が
楽
し
め
る

歴
史
博
物
館
と
し
て
の
評
価
を
得
る
に
至

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
こ
れ
ま
で
特
別
展
や
企
画
展
を
開
催
し
て
き
た

写真-81 女性とこどもの用具
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第七章 神戸深江生活文化史料館について

こ
と
や
、
ま
た
、
小
学
校

。
中
学
校
の
学
校
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
史
料
館

の
見
学
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
史
料
館
の
刊
行
物
を
発
行
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ

で
は
そ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

特
別
展

・
企
画
展
の
開
催

こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展

・
企
画
展
の
概
要
は
表
１
２
の
通
り
で

あ
る
。

学
校
行
事

へ
の
協
力

史
料
館
が
地
域
の
博
物
館
と
し
て
、
地
元
の
学
校
の
行
事
に
協
力
し
て

い
る
も
の
と
し
て
、
小
学
校
三
年
生
の
団
体
見
学
と
、
中
学
校
二
年
生
の

「
ト
ラ
イ
や
る

ｏ
ウ
イ
ー
ク
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
小
学
校
三
年
生
の
団
体
見
学
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
毎
年

一
月
か

ら
二
月
に
か
け
て
、
東
灘
区
内
を
中
心
と
す
る
小
学
校
三
年
生
の
子
供
た

ち
が
学
校
単
位
で
、
史
料
館
の
見
学
に
来
て
く
れ
る
。
小
学
校
三
年
生
の

社
会
科
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
中
に
、
地
域
学
習
と
昔
の
く
ら
し
に
つ
い
て

の
学
習
の
時
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
と
め
と
し
て
、
年
度
末
の

こ
の
時
期
に
、
校
外
学
習
を
兼
ね
て
史
料
館
を
見
学
に
来
る
の
で
あ
る
。

小
学
校
二
年
生
の
団
体
見
学
は
、
史
料
館
増
築
の
昭
和
五
十
八
年

（
一

九
八
三
）
か
ら
は
じ
ま
り
、
近
年
で
は
、
年
間
約

一
五
校
、
約

一
三
〇
〇

人
の
児
童
が
見
学
し
て
い
る

（各
年
度
の
見
学
校
名
と
見
学
者
数
に
つ
い

て
は
表
１
３
を
参
照
）
。
当
初
は
、
史
料
館
に
近
い
本
庄
小
学
校
、
東
灘

小
学
校
、
福
池
小
学
校
な
ど
数
校
の
見
学
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
年
を
経

る
ご
と
に
団
体
見
学
の
校
数
も
増
加
し
、
ま
た
見
学
に
来
ら
れ
る
小
学
校

の
所
在
地
も
東
灘
区
以
外
の
学
校
が
増
え
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
も
と
も

と
史
料
館
近
辺
の
小
学
校
に
勤
務
さ
れ
て
団
体
見
学
を
引
率
さ
れ
た
先
生

が
、
転
勤
で
他
の
小
学
校

へ
異
動
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
度
は
そ
の
小
学

校
の
三
年
生
を
引
率
し
て
こ
ら
れ
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ

た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
、
神
戸
市
が
三
年
生
社
会
科
の

副
読
本
と
し
て
発
行
し
て
い
る

『
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
神
戸
　
一二
年
』

（神
戸
市
教
育
委
員
会
監
修
）
の
平
成
五
年

（
一
九
九
二
）
発
行
版
か
ら
、

当
史
料
館
を
掲
載
し
て
お
り
、
こ
れ
を
参
照
さ
れ
た
先
生
が
、
実
際
に
史

料
館
の
団
体
見
学
を
計
画
さ
れ
た
と
い
う
場
合
も
い
く
つ
か
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
、
小
学
校
二
年
生
の
団
体
見
学
に
つ
い
て
、
当
初
は
史
料
館

の
開
館
日
で
あ
る
土
曜
日
だ
け
で
団
体
見
学
を
こ
な
せ
た
が
、
平
成
七
年

度
よ
り
隔
週
週
体
二
日
制
導
入
の
た
め
、
土
曜
日
だ
け
で
は
対
応
で
き
ず
、

開
館
日
以
外
の
平
日
も
そ
れ
に
充
て
て
対
応
し
て
き
た
。
こ
の
団
体
見
学

の
際
に
は
子
供
た
ち
に
よ
り
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
意
味
で
、
必
ず
研
究

員
が
館
と
展
示
品
に
つ
い
て
の
解
説
を
す
る
よ
う
こ
こ
ろ
が
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
見
学
者
全
員
に
、
子
供
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
ま
ち
と
く
ら
し
の

れ
き
し
」
（
Ｂ
５
版
カ
ラ
ー
刷
り
八
玲
）
を
配
布
し
、
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
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表-2 特別展開催記録

展 一不 名 開催年 開 催 期 間 見学者数

ユ 史料館拡張オープン記念「人のくらしと植物展」 1983年 10月 30日 ～12月 25日 1,444ノ (

史料館開設 3周年記念「学習まんが 源平の戦い原画展」 1984年 4月 28日 ～ 5月 6日 565人

3 1984 夏の特別展「東神戸の考古展―藤川祐作土器・石器コレクション」 1984年 7月 22日 ～ 9月 22日 325人

4 特別展「深江北町遺跡展」 と986年 9月 6日 ～ 9月 7日 78人

5
1987 春の特別展「郷土玩具に見る生活文化史

―その歩みと系譜をさぐる一J
1987年 3月 1日 ～ 5月 31日 1,121人

6
「深江北町遺跡展―弥生時代の深江史―」
第15回東灘なんでもまつり協賛

1987年 5月 2日 ～ 5月 31日 722人

7
1987 夏の特別展「戦時下の生活文化史

―苦 しかったあの頃を今ここに再現する一」
1987年 8月 1日 ～ 9月 27日 332人

8
1988 春の特別展「近代の着物に見る生活史」
第16回 東灘なんでもまつり協賛

1988年 4月 30日 ～ 5月 29日 421人

1989 春の特別展「東灘の歴史展―神戸市市制100周年を記念して」
第17回 東灘なんてもまつり協賛

1989全巨 4月 29日 ～ 6月 25日 743人

1989 秋の特別展「音の農具展一農具から見る先人の生活の知恵と工夫」 1989年 10月 7日～11月 26日 404ノ、

11
1990 春の特別展「ザ・ひがしなだ一わが街の足跡をたどる」
第18回東灘なんでもまつり協賛

1990全F 4月 28日 ～ 9月 2日 497ノヘ、

1991 特男1展「さかなをとる一深江の漁業をたずねて一」 1991年 10月 5日 ～ 3月 1日 1,873人

1994 特別展「打出焼―藤川祐作コレクションー」
(1月 17日 の阪神大震災以後中止)

19941〒 10月 22日 ～ 3月 26日 266人

企画展開催記録

展 一不 名 開催年 開 催 期 間 担当者

l 企画展「綿から着物ができるまでJ 1988至F 1988年 4月 ～ 7月 望月 浩

2 1998 企画展 「旧本庄村の石造遺物の拓本J 1993至F 1993年 7月 ～ 5月 望月 浩

3 1998 企画展「史料館周辺で行われた発掘調査」 1993年 1993年 12月 ～1994年 4月 柏原正民

4 1994 企画展「写真でみる深江の歴史」 1994年 1994年 5月 ～ 7月 望月友二

5 1994 企画展「戦争資料展」 1994年 1994年 8月 ～12月 道谷 卓

6 1994 企画展「深江のまつり」 (1月 17日 の阪神大震災以後中止) 1994年 1994年 12月 ～1995年 1月 伊東玲子

7 1996 企画展「六甲南麓の水草―遊・水車―J 19964F 1996年 10月 ～1997年 3月
道谷 卓
藤川祐作

8 1998 企画展「結び」 1998年 1998年 1月 ～4月 杉浦昭典
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卜
に
基
づ
い
て
説
明
を
加
え

て
い
る
。

史
料
館
の
開
館
日
が
土
曜
、
日
曜
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
、
団
体
見
学
に
大

き
な
障
壁
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
土
日
以
外
に
金
曜
日
な
ど
を

特
別
開
館
す
る
こ
と
で
、
何
と
か
団
体
見
学
の
受
け
入
れ
を
や
り
く
り
し

て
き
た
が
、
今
後
は
、
土
曜
日
が
団
体
見
学
に
は
全
く
使
え
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
平
日
の
特
別
開
館
に
つ
い
て
の
態
勢
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。

次
に
、
中
学
校
二
年
生
の

「
ト
ラ
イ
や
る

ｏ
ウ
イ
ー
ク
」
で
あ
る
が
、

こ
の

「
ト
ラ
イ
や
る

ｏ
ウ
イ
ー
ク
」
は
平
成
十
年
度
か
ら
兵
庫
県
内
の
中

学
校
二
年
生
を
対
象
に
、
様
々
な
職
域
で
実
際
の
仕
事
を
体
験
す
る
こ
と

か
ら
社
会
の
こ
と
を
学
ぼ
う
と
い
う
趣
旨
で
行
わ
れ
て
い
る
。
史
料
館
で

も
、
設
置
母
体
の
深
江
財
産
区
が
、
地
元
本
庄
中
学
校
の
依
頼
に
よ
り
平

成
十

一
年
か
ら
二
人
の
中
学
二
年
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、

「
ト
ラ
イ
や
る

ｏ
ウ
イ
ー
ク
」
期
間
五
日
間
の
う
ち
二
日
間
に
つ
い
て
史

料
館
の
業
務
を
体
験
し
て

も
ら

っ
て
い
る
。

史
料
館
で
の

「
ト
ラ
イ

や
る

ｏ
ウ
イ
ー
ク
」
体
験

は
、
期
間
が
平
日
に
あ
た

り
開
館
日
で
は
な
い
の
で
、

来
館
者
の
応
対
な
ど
の
普

及
活
動
を
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ

れ
以
外
の
、
資
料
整
理
、

資
料
調
査
と
い
っ
た

一
見

地
味
で
は
あ
る
が
、
史
料

館
に
と

っ
て
は
非
常
に
大

写真-82 小学生の団体見学

と 学  え な の れ い ら に し
移 校 平 よ 意 普 る う と 訪 た こ
行 は 成 う 味 及

°
光 一 れ 四 の

し 完 十
°

を 活 団 景 緒 た 月 団
た 全 四  持 動 体 が に 子 ご 体
が 週 年  つ に 見 し 見 供 ろ 見｀

休 度  て と 学 ば 学 た
｀

学
そ 二 か  い つ は し に ち 団 が
の 日 ら  る て 史 ば 来 が 体 一
際 制

｀  と 大 料 見 る 父 見 段｀ へ 小  い き 館 ら と 母 学 落

写真-83 トライやる 。ウイーク
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第七章 神戸深江生活文化史料館について

事
な
作
業
を
体
験
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
将
来
の

史
料
館
ス
タ
ッ
フ
が
生
ま
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

刊
行
物

史
料
館
の
刊
行
物
は
、
定
期
刊
行
物
と
そ
れ
以
外
の
も
の
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

定
期
刊
行
物
は
、
館
の
機
関
誌
と
し
て
の
意
味
を
持

つ

「生
活
文
化
史

～
史
料
館
だ
よ
り
～
」
と
、
館
員
有
志
の
個
人
的
研
究
を
中
心
に
掲
載
し

た

「
歴
史
研
究
手
帖
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
種
類
の
刊
行
物
の
目
録
は
章

末
に
掲
げ
た

「
定
期
刊
行
物
の
総
目
次
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

定
期
刊
行
物
以
外
の
も
の
と
し
て
は
、
本
庄
村
史
の
資
料
編
が
合
計
三

巻
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
第

一
巻
は

『
近
世
土
地
制
度
史
料
』
盆

九
八
五

年
二
月
二
十
日
刊
行
）
、
第
二
巻
は

『
近
世
農
政

・
民
政
史
料
』
盆

九
八

七
年
二
月
十
日
刊
行
）
、
第
二
巻
は

『
近
世
水
利
関
係
資
料
』
盆

九
九

一

年
二
月
十
日
刊
行
）
で
あ
る
。
ま
た
、　
一
般
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
ま
ち

と
く
ら
し
の
歴
史
館
」
を
、
小
学
生
に
は
子
供
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
ま
ち

と
く
ら
し
の
れ
き
し
」
を
作
成
し
、
来
館
者
に
配
布
し
て
い
る
。

史
料
館
の
事
業
や
展
示
に
関
連
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
田
辺

員
人
著

「魚
屋
道
の
往
来
」
盆

九
八
二
年
十
月
十
日
、
友
の
会
発
行
、

『
歴
史
と
神
戸
』
二
〇
巻
五
号
の
抜
き
刷
り
）
、
田
辺
員
人
編
著

『
神
戸
の

歴
史
ノ
ー
ト
』

一
九
八
二
年
、
改
訂
版

一
九
八
五
年
、
史
料
館
発
行
）
、

道
谷
卓

・
望
月
浩

。
望
月
友
二
編
著

『
ザ

。
ひ
が
し
な
だ
』
（
一
九
九
〇

年
六
月

一
日
、
友
の
会
発
行
）
が
あ
る
。
特
別
展

・
企
画
展
は
簡
単
な
展

示
解
説
を
発
行
す
る
の
が

一
般
的
だ
が
、
打
出
焼
展
で
は
図
録
と
し
て

『
特
別
展
図
録
　
打
出
焼
―
藤
川
祐
作

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
』
全

九
九
四
年

十
月
二
十
二
日
、
史
料
館
発
行
）
を
出
し
た
。

五
節
　
今
後
の
展
望

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
本
庄
村
史
執
筆

の
た
め
に
収
集
さ
れ
た
資
料
を

一
括
保
管

。
展
示
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、
深
江
財
産
区
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
。
運
営
方
法
は
、
週
末
の
み
の

開
館
、
専
任
の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
せ
ず
に
、
他
に
職
を
持
ち
な
が
ら
有
償

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
研
究
、
運
営
活
動
に
従
事
す
る
と
い
う
特
異
な

形
態
を
と

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
博
物
館
法
第
二
条
の
条
件
を
満

た
す
査
録
博
物
館
と
し
て
認
知
さ
れ
、
運
営
、
活
動
を
行

っ
て
き
た
。

伊
藤
寿
昭
氏
は
、
博
物
館
を
目
的
、
調
査
研
究
の
軸
な
ど
に
よ

っ
て

「
地
域
志
向
型
」
「
中
央
志
向
型
」
「
観
光
志
向
型
」
と
三
分
類
し
て
い
る

が

（伊
藤

一
九
九

し
、
史
料
館
は
設
立
の
経
緯
か
ら

「
地
域
志
向
型
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
伊
藤
氏
は
、
地
域
志
向
型
の

「地
域
」
と
は

「中
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央
」
に
対
す
る

「
地
域
」
で
は
な
く
、
市
民
の
生
活
の
場
と
し
て
の
地
域

で
あ
り
、
地
域
志
向
型
の
博
物
館
の
要
素
は
次
の
三
点
に
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。

⑪
市
民
の
生
活
の
場
と
い
う
地
理
上
の
特
定
の
範
囲
を
前
提
に

②
人
文
、
自
然
科
学
な
ど
の
専
門
領
域
を
有
機
的
に
関
係
づ
け

０
活
動
を
通
じ
て
市
民
相
互
の
関
係
を
深
め
る

右
の
指
摘
は
、
地
域
博
物
館
に
求
め
ら
れ
て
い
る
要
素
の
大
方
を
示
し

て
い
る
。
伊
藤
氏
の
主
張
を
も

っ
と
平
易
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
地
域
住
民

が
利
用
し
や
す
い
場
に
博
物
館
が
あ
り
、
そ
こ
で
住
民
が
求
め
て
い
る
い

ろ
い
ろ
な
分
野
の
学
術
知
識
を
学
ん
だ
り
、
イ
ベ
ン
ト
活
動
に
参
加
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ

っ
て
地
域
住
民
の
交
流
が
深
ま
る
よ
う

な
博
物
館
が
地
域
博
物
館
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
伊
藤

氏
は
、
博
物
館
は
、　
一
九
六
〇
年
代
以
降
博
物
館
の
数
が
増
加
す
る
と
と

も
に
、
ほ
ば

一
〇
年
の
周
期
で
次
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
と
指
摘
し
て

い
る
。

第

一
世
代
―
保
存
志
向
―
宝
物
の
保
存
施
設
―
娯
楽
、
観
光

第
二
世
代
―
公
開
志
向
―
町
の
シ
ン
ボ
ル
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
贈
、

公
開
十

一
過
性
の
見
学

第
二
世
代
―
参
加
志
向
―
地
域
社
会
の
要
請
―
継
続
的
な
活
用

第

一
世
代
か
ら
第
二
世
代
に
い
た
る
ま
で
の
変
遷
を
設
立
の
目
的
、
調

査

・
研
究
の
方
向
性
や
内
容
、
収
集

・
保
管
方
法
な
ど
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
。

史
料
館
は
、
こ
れ
ま
で
図
ら
ず
も
伊
藤
氏
が
示
す
と
こ
ろ
の
第
二
世
代

の
地
域
志
向
博
物
館
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
実
に
問

題
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
改
善
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
課
題
は
多
い
。
そ
の
中
で
特
に
開
か
れ
た
博
物
館
と
し
て
必
要
な
公

開
性
と
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
い
。

友
の
会
活
動
の
復
活

友
の
会
に
つ
い
て
は
す
で
に
詳
し
く
述
べ
た
が
、
地
域
博
物
館
と
し
て

友
の
会
の
復
活
は
ぜ
ひ
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
盛
期
に
は
五
〇
〇

人
を
有
し
た
友
の
会
で
あ
れ
ば
、
継
続
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

興
味
関
心
に
応
じ
て
、
友
の
会
の
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
グ
ル
ー
プ

研
究
や
交
流
に
発
展
す
る
こ
と
も
十
分
に
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
将
来

性
を
鑑
み
る
と
、
友
の
会
の
活
動
復
活
に
向
け
て
の
検
討
が
な
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

特
別
展
示

・
企
画
展
示
の
再
開

史
料
館
の
特
別
展
示

・
企
画
展
示
は
こ
れ
ま
で

一
五
回
開
催
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
平
成
八
年
の

「
六
甲
南
麓
の
水
草
―
遊

・
水
車
―
」
を
最

後
に
、
震
災
の
混
乱
以
後
再
開
の
め
ど
が
た

っ
て
い
な
い
。
理
由
の
ひ
と

つ
に
は
、
現
状
で
は
ま
と
ま

っ
た
展
示
場
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う
問
題

-518-
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が
あ
る
。
し
か
し
、
特
別
展
、
企
画
展
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者

に
よ

っ
て
あ
る
研
究
目
的
の
も
と
に
選
択
さ
れ
、
展
示
公
開
さ
れ
る
こ
と

は
、
教
育
、
啓
家
の
意
味
で
史
料
館
の
役
割
と
し
て
大
き
な
意
味
が
あ
る

と
同
時
に
、
担
当
者
に
と

っ
て
は
研
究
員
と
し
て
成
果
を
示
す
機
会
ひ
と

つ
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
特
別
展
、
企
画
展
の
再
開
は
実
現

さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
階
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
展
示
替
え
可
能

な
展
示
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
の
企
画
展
示
な
ど
、
で
き

る
範
囲
で
の
復
活
を
目
指
し
た
い
。

学
習
施
設
の
充
実

本
来
、
三
階
に
あ
る
ク
リ
オ
ル
ー
ム
は
、
特
別
展
示
、
企
画
展
示
や
五

〇
人
程
度
ま
で
な
ら
参
加
で
き
る
講
演
会
や
研
究
会
、
団
体
見
学
者

へ
の

解
説
の
会
場
と
し
て
利
用
し
て
き
た
。
し
か
し
、
震
災
以
後
、
被
害
を
受

け
た
地
域
の
方
々
の
保
管
で
き
な
く
な

っ
た
生
活
用
具
類
の
収
集

・
保
管

に
努
め
た
こ
と
か
ら
、
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
飽
和
状
態
と
な
り
、
ク
リ
オ
ル
ー

ム
を
そ
れ
に
充
当
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
隣
接
し
た
深
江
会
館
の
貸
し

会
場
に
頼
る
状
態
が
続
い
て
い
る
が
、
事
前
予
約
が
必
要
で
、
必
ず
し
も

空
き
室
が
な
い
こ
と
、
有
料
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
ク
リ
オ
ル
ー
ム
の
よ
う

に
必
要
に
応
じ
て
自
由
に
使
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
教
育
、
研

究
の
場
を
提
供
す
る
地
域
指
向
型
の
博
物
館
と
し
て
、
や
は
り
学
習
施
設

の
ス
ペ
ー
ス
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
ク
リ
オ
ル
ー
ム
の
復
活
は
検
討
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
別
展

・
企
画
展
の
会
場
と
し
て
の
使
用
再
開
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
平
成
十
五
年
に
は
、
館
員
の
鋭
意
努
力
に
よ
り
三
階

の
半
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
展
示
室
、
講
演
会
場
と
し
て
使
用
可
能
に
な

っ
た

の
で
、
有
効
活
用
し
て
い
き
た
い
。

資
料
目
録
の
公
開
に
つ
い
て

史
料
館
で
は
開
館
当
初
か
ら
受
け
入
れ
台
帳
だ
け
で
な
く
、
基
本
的
に

は
資
料

一
点
ず
つ
に
つ
き
資
料
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
資
料
情
報
の
保
管
に

努
め
て
き
た
。
平
成
十
二
年
か
ら
は
、
資
料
目
録
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に

も
着
手
し
、
集
積
さ
せ
て
い
る
。
史
料
館
の
収
蔵
資
料
は
、
生
活
文
化
史

料
館
と
い
う
名
称
が
物
語
る
よ
う
に
衣
食
住
関
係
の
資
料
が
大
半
を
占
め

て
い
る
が
、
昨
今
の
技
術
革
新
に
よ

っ
て
生
活
用
具
に
も
数
年
単
位
で
劇

的
な
変
化
が
訪
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
レ
コ
ー
ド
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、

Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｄ
さ
ら
に
新
し
い
記
憶
媒
体
も
次
か
ら
次

へ
と
開
発
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
開
館
当
時
は
ど
の
家
庭
で
も

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い

た
用
具
が
、
今
で
は
す
で
に

「博
物
館
行
き
」
と
椰
楡
さ
れ
る
よ
う
な
時

代
遅
れ
の
用
具
に
な
る
こ
と
は
往
々
に
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
具
を
収

集
し
、
用
具
の
変
遷
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
、
分
類
整
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
史
料
館
で
採
用
し
て
い
る
分
類
項
目
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い

分
野
の
資
料
に
は
対
応
し
て
お
ら
ず
、
現
在
で
は
項
目
に
な
い
資
料
を
受

け
入
れ
る
ご
と
に
微
調
整
し
て
整
理
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
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な
分
類
項
目
は
、
ひ
と
つ
の
館
だ
け
で
独
自
に
作
成
し
て
使
用
す
る
の
で

は
な
く
、
比
較
対
照
の
便
を
考
慮
し
、
公
共
性
の
高
い
も
の
を
採
用
す
る

の
が
望
ま
し
い
。
従
来
型
に
固
執
せ
ず
に
、
民
俗
資
料
を
収
集
し
て
い
る

た
く
さ
ん
の
博
物
館
施
設
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
な
が
ら
改
善
し
充
実

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
媒
介
と
し
た
情

報
提
供
は
、
す
で
に
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
い
ず

れ
史
料
館
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
展
示
情
報
や
資
料
目
録
な
ど
の

一
般
公
開
を
行
い
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
ま
た
、
よ
り
詳
し
く
情
報
を
得
た
い
見
学
者
や
団
体
見
学
を
行

っ
て

い
る
小
学
校
の
指
導
者
な
ど
に
対
し
て
、
展
示
や
資
料
の
写
真
、
解
説
な

ど
が
掲
載
さ
れ
た
史
料
館
に
関
す
る
総
合
的
な
図
録
の
刊
行
も
必
要
だ
と

思
わ
れ
る
。

運
営
方
法
に
つ
い
て

史
料
館
は
、
週
末
の
み
開
館
、
他
に
専
門
の
職
を
持
つ
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
研
究
員
の
手
に
よ

っ
て
運
営
と
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
研
究
員
は
、
歴
史
、
民
合
、
博
物
館
学
な
ど
異
な
る
専
門
の
知
識
と
経

験
を
持
ち
、
そ
れ
を
生
か
し
て
研
究
員
と
し
て
従
事
し
て
い
る
。
本
来
な

ら
ば
休
日
に
あ
た
る
週
末
を
、
研
究
員
と
し
て
の
職
務
に
費
や
す
と
い
う

形
態
は
、
研
究
員
個
人
個
人
の
意
欲
と
責
任
感
の
も
と
に
維
持
さ
れ
て
い

る
状
態
で
あ
る
。
現
在
、
地
域
の
教
育
普
及
活
動
の
中
心
に
な

っ
て
い
る

の
は
、
小
学
校
三
年
生
の
団
体
見
学
と
兵
庫
県
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
社

会
体
験

「
ト
ラ
イ
や
る

ｏ
ウ
ィ
ー
ク
」
の
受
け
入
れ
で
あ
る
。
小
中
学
校

の
完
全
週
休
二
日
制
の
実
施
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ら
は
す
で
に
正
規
の
開
館

日
で
あ
る
週
末
で
は
対
応
で
き
ず
、
研
究
員
の
臨
時
の
平
日
業
務
に
よ

っ

て
こ
な
し
て
い
る
。
「
総
合
学
習
」
の
導
入
も
開
始
さ
れ
今
後
も
増
加
す

る
で
あ
ろ
う
地
域
に
密
着
し
た
校
外
学
習
に
対
応
す
る
に
は
、
今
ま
で
以

上
に
研
究
員
の
負
担
は
大
き
く
な
る
。
友
の
会
あ
る
い
は
特
別
展
の
開
催

の
復
活
な
ど
、
研
究
員
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
仕
事
は
決
し
て
少
な
く
な
く
、

作
業
の
分
担
化
な
ど
今
後
の
課
題
は
多
い
。

こ
れ
ら
の
課
題
の
克
服
は
短
時
間
で
は
不
可
能
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
独

自
の
設
立

・
運
営
方
法
を
と

っ
て
き
た
史
料
館
の
よ
さ
は
多
い
。
財
産
区

立
で
あ
る
こ
と
か
ら
、　
一
般
行
政
か
ら
独
立
し
た
運
営
が
可
能
で
あ
る
。

深
江
会
館
と
い
う
公
民
館
と
し
て
の
役
割
を
持

つ
施
設
が
隣
接
し
、
地
域

住
民
の
た
め
の
博
物
館
施
設
と
し
て
認
識
さ
れ
、
地
域
住
民
と
の
意
思
の

疎
通
や
交
流
が
は
か
り
や
す
い
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
他
に
職
を
持

つ
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
も
、
個
人
的
な
負
担
が
多
く
な
る
こ
と
を
抜

き
に
す
れ
ば
利
点
は
多
い
。
市
立
、
町
立
な
ど

一
般
の
公
営
博
物
館
な
ら

ば
、
お
そ
ら
く
史
料
館
規
模
で
あ
れ
ば
専
門
の
学
芸
ス
タ
ッ
フ
は
ひ
と
り

い
れ
ば
よ
い
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
複
数
の
専
門
の
異
な
る
研
究
員
を
要

す
る
こ
と
で
、
調
査

・
研
究
の
幅
は
ひ
ろ
が
り
、
地
域
住
民
の
よ
り
広
い
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学
問
的
ニ
ー
ズ
に
射
応
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
員
の
も

つ
個
別
の
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
の
利
用
も
広
が
る
。
こ
の
よ
う
な
長
所
を
生
か

し
な
が
ら
、
地
域
博
物
館
と
し
て
よ
り

一
層
の
活
動
の
活
性
化
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
。

民
俗
編
　
第
七
章
　
参
考
文
献

伊
藤
寿
朗

「
ひ
ら
け
、
博
物
館
』
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
　
一
九
九
一
年
　
岩
波
書

店

-521-



定
期
刊
行
物

の
総
目
次

『
史
料
館
だ
よ
り
　
生
活
文
化
史
』
総
目
次

創
刊
号

　

（
一
九
八

一
。
四

。
一
）

開
室
に
あ
た

っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
垣
正
雄

史
料
館
紹
介
記
事

第
二
号

　

（
一
九
八
二

。
三

・
二

一
）

埃
ま
み
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
山
　
健
二

深
江
の
歩
み
と
街
か
ど
の
史
跡
　
　
　
田
辺
　
し県
人

史
料
紹
介

（
一
）

兵
庫
県
運
上
所
の
積
出
し
許
可
状
二
通
に
つ
い
て

長
岡
　
暁
子

展
示
品
と
の
対
話
―
見
学
者
の
お
た
よ
り
か
ら

史
料
室
所
蔵
の
砲
銃
弾
に
つ
い
て
　
　
土
居
　

一
郎

旧
深
江
だ
ん
じ
り
の
擢
り
鐘
　
　
　
　
鈴
木
　
　
武

史
料
室
友
の
会
の

一
年
　
　
　
　
　
　
門
前
　
士暑
康

史
料
室
の

一
年
と
資
料
提
供
の
方
々
　
赤
松
　
豊
子

第
二
号

　

（
一
九
八
二

・
七

・
三

一
）

町
か
ど
歴
史
博
物
室
の
五
百
日

生
活
の
歴
史
の
ミ
ニ
博
物
館

農
村
の
生
活
と
六
甲
山
系
の
雨
乞
い

展
示
品
と
の
対
話

（三
）

田
辺
　
」県
人

長
岡
　
暁
子

田
辺
　
一呉
人

史
料
室
所
蔵
の
陶
磁
器
に
つ
い
て
　
　
広
岡
　
俊
二

史
料
室
友
の
会
の
あ
ゆ
み
と
展
望
　
　
小
嶋
　
悦
廊

二
年
目
に
入

っ
た
史
料
室
　
　
　
　
　
赤
松
　
豊
子

は
じ
め
ま
し
て
！
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
回
美
登
里

第
四
号

　

（
一
九
八
二

・
一
〇

。
一
〇
）

身
近
か
な
歴
史
の
博
物
館

―
中
央
ア
ジ
ア
の
夏
の
旅
か
ら
―
　
田
辺
　
し県
人

ふ
る
さ
と
深
江
の
歴
史
　
　
田
辺
員
人

。
長
岡
暁
子

楽
し
か

っ
た
野
外
映
画
の
つ
ど
い
　
　
佐
野
　
末
夫

第
五
号

　

（
一
九
八
三

・
二

。
二

一
）

開
設
二
周
年
に
当

っ
て
　
　
　
　
　
　
太
田
垣
正
雄

条
里
制
研
究
か
ら
み
た
深
江
　
　
　
　
落
合
　
重
信

増
築
計
画
と
今
後
の
運
営
　
　
　
　
　
田
辺
　
一県
人

聞
き
書
き
調
査
に
当

っ
て
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

史
料
室
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
松
　
豊
子

第
六
号

　

（
一
九
八
四

。
二

・
二

３

生
活
文
化
史
料
館
拡
張
再
開
館
　
　
　
田
辺
　
コ県
人

深
江
と
商
船
大
学
海
事
資
料
館
　
　
　
杉
浦
　
昭
典

史
料
に
読
む
深
江
の
歴
史

（
一
）

検
地
帳
か
ら
　
広
が
る
水
田
、
さ
か
ん
な
開
発

児
玉
　
口臼
巳

展
示
品
と
の
対
話

（三
）

打
出
焼
に
つ
い
て

近
隣
の
資
料
館
を
た
ず
ね
て

聞
き
書
き
調
査
か
ら

史
料
館
友
の
会
活
動
　
　
　
　
　
　
　
小
嶋
　
悦
廊

第
七
号

　

（
一
九
八
五

。
一
〇

。
三
〇
）

幕
末

・
維
新
史
の
ひ
と
こ
ま

戊
辰
戦
争
と
深
江
の
漁
師
　
　
　
　
太
田
垣
正
雄

太
平
洋
を
か
こ
む
国
々
と
日
本
を
語
る

山
本
　
文
雄

地
域
の
生
活
誌

（
一
）

深
江
の
民
俗
か
ら
―
そ
の

一
―
　
　
　
望
月
　
　
浩

史
料
に
読
む
深
江
の
歴
史

（二
）

史
料
館
所
蔵

・
永
田
家
文
書
か
ら

年
季
奉
公
人
請
状
之
事
　
　
　
　
　
広
岡
　
俊
二

展
示
品
と
の
対
話

（
四
）

灘
の
新
聞
　
西
摂
新
報
　
　
　
　
　
柏
原
　
正
民

研
究
会
活
動
の
ご
案
内
　
　
　
　
　
　
伊
東
　
玲
子

史
料
館
日
誌
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
さ

つ
き

第
八
号

　

（
一
九
八
六

。
九

・
六
）

摂
津
の
考
古
学
か
ら
み
た
東
灘

（
一
）
森
岡
　
秀
人

深
江
北
町
遺
跡
の
発
掘
調
査
　
　
　
　
山
下
　
史
朗

埋
蔵
文
化
財
に
地
域
の
関
心
を
　
　
　
佐
野
　
末
夫

「
時
代
を
語
る
写
真
」
眠

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

史
料
館
調
査
研
究
委
員
会

伊 渡 望
東 部 月

玲 永
子 子 浩

-522-
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史
料
に
読
む
深
江
の
歴
史

（三
）

山
論
の
訴
状
か
ら

山
野
を
め
ぐ
る
本
庄
・芦
屋
‘西
宮
の
農
民
た
ち

大
国
　
正
美

展
示
品
と
の
対
話

（五
）

農
具
―
そ
の

一
―

望
月
　
　
浩

史
料
館
日
誌
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
さ

つ
き

第
九
号

　

（
一
九
八
七

・
四

・
一
九
）

開
館
六
周
年
を
迎
え
て
　
　
　
　
　
　
太
田
垣
正
雄

郷
土
玩
具
に
見
る
生
活
文
化
史
―
特
別
展
に
よ
せ
て
―

道
谷
　
　
卓

深
江
北
町
遺
跡
円
形
周
溝
墓
群
模
型
に
つ
い
て

柏
原
　
正
民

摂
津
の
考
古
学
か
ら
み
た
東
灘

（
二
）
森
岡
　
秀
人

展
示
品
と
の
対
話

（六
）

『
電
燈
案
内
』
～
阪
神
電
鉄
の
電
灯
電
力
事
業
～

山
本
　
文
雄

史
料
に
読
む
深
江
の
歴
史

（
四
）

取
調
書
か
ら
　
天
保
上
知
令
と
摂
津
の
村
々

大
国
　
正
美

史
料
館
日
誌
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
さ
つ
き

第

一
〇
号

　

（
一
九
八
七

・
一
〇

。
一
〇
）

魚
屋
道
と
出
会

っ
て
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
　
色呉
人

魚
屋
道
あ
る
き
な
が
ら
―
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
ー

山
本
文
雄

・
伊
東
玲
子

新
収
史
料
に
み
る
魚
屋
道
の
歴
史

荷
着
場
と
し
て
の
畑
の
場
の
開
発
　
望
月
　
　
浩

魚
屋
道
周
辺
の
史
跡

（
一
）

神
戸
女
子
薬
科
大
学
構
内
古
墳
　
　
　
藤
川
　
祐
作

夏
の
特
別
展
　
戦
時
下
の
生
活
文
化
史
を
企
画
し
て

望
月
　
友
二

史
料
館
日
誌
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
さ
つ
き

第

一
一
号

　

（
一
九
八
八

・
四

。
三
〇
）

お
手
玉
遊
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
　
一県
人

特
別
展

「近
代
の
着
物
に
見
る
生
活
史
」
に
よ
せ
て

伊
東
　
玲
子

展
示
品
と
の
対
話

（七
）

史
料
館
所
蔵
の
唐
箕
に
つ
い
て
　
　
　
望
月
　
友
二

史
料
館
か
ら
の
手
紙

文
化
財
と
し
て
の
郷
土
玩
具
　
　
　
　
大
国
　
正
美

展
示
品
と
の
対
話

（八
）

史
料
館
所
蔵
の

「寛
永
通
宝
」
に
つ
い
て道

谷
　
　
卓

摂
津
の
考
古
学
か
ら
み
た
東
灘

（三
）
森
岡
　
秀
人

史
料
館
日
誌
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
さ
つ
き

第

一
二
号

　

（
一
九
八
八

。
一
一
・
五
）

摂
津
の
考
古
学
か
ら
み
た
東
灘

（
四
）
森
岡
　
秀
人

魚
屋
道
周
辺
の
史
跡

（
二
）

神
戸
女
子
薬
科
大
学
構
内
古
墳

（
二
）
藤
川
　
祐
作

東
灘
考
古
学
文
献
目
録
稿

（
一
）
　
　

柏
原
　
正
民

近
世
の
宿
駅
争
論
か
ら
み
る
舟
坂
間
道

望
月
　
　
浩

史
料
館
日
誌
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
さ
つ
き

第

一
三
号

　

（
一
九
八
九

・
八

・
一
〇
）

西
岡
本
遺
跡
発
掘
調
査
中
間
概
要

六
甲
山
麓
遺
跡
調
査
会

旧
岡
本
村

・
井
上
好
太
郎
家
所
蔵
の
資
料
に
つ
い
て

道
谷
　
　
卓

摂
津
の
考
古
学
か
ら
み
た
東
灘

（五
）
森
岡
　
秀
人

無
量
寺
に
関
す
る
伝
説
　
　
　
　
　
　
太
田
垣
正
雄

第

一
四
号

　

（
一
九
八
九

。
一
二

・
三
〇
）

史
料
館
所
蔵
の
唐
箕
に
つ
い
て

（二
）
望
月
　
友
二

東
灘
考
古
学
文
献
目
録
稿

（二
）
　

　

柏
原
　
正
民

史
料
に
よ
む
深
江
の
歴
史

（五
）

天
正
十
七
年
の
芦
屋
川
水
論
に
つ
い
て

大
国
　
正
美

西
岡
本
遺
跡
発
掘
調
査
中
間
概
要
２

六
甲
山
麓
遺
跡
調
査
会

史
料
館
日
誌
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
谷
　
　
卓

-523-



第

一
五
号

　

（
一
九
九
〇

。
一
一
・
三
〇
）

摂
津
の
考
古
学
か
ら
み
た
東
灘

（六
）
森
岡
　
秀
人

西
岡
本
遺
跡
発
掘
調
査
中
間
概
要
３

六
甲
山
麓
遺
跡
調
査
会

第

一
六
号

　

（
一
九
九

一
。
一
〇

。
一
〇
）

十
年
の
歩
み
と
展
望
　
　
　
　
　
　
　
大
国
　
正
美

深
江
の
漁
業
に
つ
い
て
　
下
久
保
恵
子

・
望
月
友
二

神
戸
女
子
薬
科
大
学
構
内
古
墳

（三
）
藤
川
　
祐
作

史
料
館
か
ら
の
手
紙

西
宮
の
文
字
の
見
え
る
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

柏
原
　
正
民

覚
浄
寺
の
延
享
三
年
銘
の
瓦
に
つ
い
て
望
月
　
　
浩

史
料
館
日
誌
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
道
谷
　
　
卓

第

一
七
号

　

（
一
九
九
二

・
六

・
二
八
）

館
長
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
　
　
　
　
　
杉
浦
　
昭
典

近
世
前
期
の
東
川
用
水
の
慣
行
と
広
域
調
整
機
構

大
国
　
正
美

深
江
の
漁
業
に
つ
い
て

（そ
の
二
）
　

下
久
保
恵
子

旧
本
庄
村
の
道
路
元
標
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

む
か
し
の
ふ
う
け
い
―
国
道
４３
号
線
の
で
き
る
こ
ろ
―

道
谷
　
　
卓

史
料
館
日
誌
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
谷
　
　
卓

第

一
八
号

　

（
一
九
九
二

・
三

。
３

左
縄
と
右
縄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
浦
　
昭
典

近
世
中
後
期
の
水
害
と
幕
府
の
政
策
　
大
国
　
正
美

一
時
行
方
不
明
に
な

っ
て
い
た
道
標
　
望
月
　
　
浩

民
俗
調
査
に
参
加
し
て
　
　
　
　
　
　
土
居
　
佳
代

聞
き
書
き
調
査
に
参
加
し
て
　
　
　
　
舟
橋
左
斗
子

第

一
九
号

　

（
一
九
九
二

・
一
〇

。
一
五
）

渡
部
壽
さ
ん
と
史
料
館
活
動
　
　
　
　
大
国
　
正
美

生
活
文
化
史
料
館
と
父
　
　
　
　
　
　
吉
川
　
水ヽ
子

深
江
の
漁
具
―
史
料
館
所
蔵
の
漁
具
に
つ
い
て
―

柏
原
　
正
民

神
戸
市
東
灘
区
深
江
地
域
の
路
傍
の
石
造
遺
物
分
布

調
査
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

わ
た
し
の
歴
史
あ
ん
な
い
　
　
史
料
館
調
査
研
究
会

史
料
館
日
誌
抄

第
二
〇
号

　

（
一
九
九
四

。
一
〇

。
一
五
）

再
利
用
さ
れ
た
五
輪
塔

―
石
で
出
来
て
い
る
が
故
の
運
命
―
　
柏
原
　
正
民

体
止
中
の

『
友
の
会
』
活
動
再
開
に
向
け
て
の
検
討

に
つ
い
て

（中
間
報
告
）

神
戸
市
東
灘
区
旧
本
庄
村
の
神
社
境
内
に
あ
る
石
造

遺
物
分
布
調
査
報
告
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

第
二

一
号

　

（
一
九
九
五

。
一
二

。
一
〇
）

史
料
館
復
旧
再
開
に
際
し
て
　
　
　
　
杉
浦
　
昭
典

被
災
史
料
の
救
出
と
史
料
館
　
　
　
　
大
国
　
正
美

神
戸
市
東
灘
区
旧
本
庄
村
の
地
蔵
盆
に
つ
い
て

望
月
　
　
浩

『
生
活
文
化
史
』
総
目
次
―
創
刊
号
～
第
２０
号
―

第
ニ
ニ
号

　

（
一
九
九
六

・
七

。
一
）

神
戸
市
東
灘
区
旧
本
庄
村
深
江
の
葬
制
―
大
正
時
代

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
―
　
　
　
望
月
　
　
浩

史
料
館
の
小
学
校
団
体
見
学
に
つ
い
て

道
谷
　
　
卓

だ
ん
じ
り
再
建
に
寄
せ
て
　
　
　
　
　
伊
東
　
玲
子

史
料
館
日
誌
抄
／
資
料
寄
贈
者
ご
芳
名

道
谷
　
　
卓

第
二
三
号

　

（
一
九
九
八

・
三

。
一
〇
）

結
び
の
文
化
―
史
料
館
で
の
開
催
中
の
企
画
展

「
結

び
」
に
関
連
し
て
―
　
　
　
　
　
　
杉
浦
　
昭
典

神
戸
市
東
灘
区
旧
本
庄
村
西
青
木
地
域
の
石
造
遺
物

分
布
調
査
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

史
料
館
日
誌
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
谷
　
　
卓

-524-
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第
二
四
号

　

（
一
九
九
八

・
一
〇

・
一
〇
）

展
示
品
と
の
対
話

（九
）

史
料
館
所
蔵
の

「
ミ
ニ
だ
ん
じ
り
」
に
つ
い
て

木
村
　
清
弘

史
料
館
入
館
者
四
万
人
突
破

史
料
に
読
む
深
江
の
歴
史

（六
）

江
戸
積
み
と
地
元
消
費
の
酒
産
地
　
　
大
国
　
正
美

史
料
館
日
誌
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
谷
　
　
卓

第
二
五
号

　

（
一
九
九
九

・
三

・
三
〇
）

本
庄
共
同
墓
地
旧

「
孝
子
忠
朱
墓
」
銘
に
つ
い
て

鈴
木
　
　
武

史
料
に
読
む
深
江
の
歴
史

（七
）

酒
造
勝
手
造
り
令
と
酒
株
の
変
遷
　
　
大
国
　
正
美

編
集
後
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

第
二
六
号

　

（
一
九
九
九

。
一
〇

・
一
〇
）

神
戸
市
東
灘
区
旧
本
庄
村
深
江
地
域
の
山
の
神
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

史
料
に
読
む
深
江
の
歴
史

（八
）

江
戸
前
期
の
森
稲
荷
神
社
と
村
　
　
　
大
国
　
正
美

ト
ラ
イ
や
る

ｏ
ウ
ィ
ー
ク
と
史
料
館
―
本
庄
中
学
校

の
生
徒
を
受
け
入
れ
て
―
　
　
　
　
道
谷
　
　
卓

史
料
館
日
誌
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
谷
　
　
卓

第
二
七
号

　

（二
〇
〇
〇

・
三

・
三

一
）

神
戸
市
東
灘
区
森
北
町
所
在
の
稲
荷
神
社
境
内

石
造
遺
物
調
査
報
告
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

第
二
八
号

　

（二
〇
〇

一
・
三

・
三

一
）

本
庄
村
史

（仮
称
）
の
編
纂
状
況
に
つ
い
て

大
国
　
正
美

ト
ラ
イ
や
る

ｏ
ウ
ィ
ー
ク
と
史
料
館
―
本
庄
中
学
校

の
生
徒
を
受
け
入
れ
て
―
　
道
谷
卓

・
水
口
千
里

展
示
品
と
の
対
話

（
一
〇
）

手
洗
い
タ
ン
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
口
　
千
里

大
日
霊
女
神
社
の
社
殿
が
復
興
　
　
　
道
谷
　
　
卓

史
料
館
日
誌
抄

。
資
料
寄
贈
者
ご
芳
名

道
谷
　
　
卓

第
二
九
号

　

（二
〇
〇
二

・
五

。
一
）

展
示
品
と
の
対
話

（
一
一
）

レ
ジ
ス
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
口
　
千
里

ト
ラ
イ
や
る

ｏ
ウ
ィ
ー
ク
と
史
料
館
　
道
谷
　
　
卓

史
料
館
日
誌
抄

・
資
料
寄
贈
者
ご
芳
名

第
二
〇
号

　

（
二
〇
〇
二

。
一
一
・
一
五
）

新
発
見
資
料
を
含
む
住
吉
道
沿
い
の
道
標
に
つ
い
て

望
月
　
　
浩

展
示
品
と
の
対
話

（
一
二
）

括
猿

（く
く
り
ざ
る
）
　
　
　
　
　
　
水
口
　
千
里

ト
ラ
イ
や
る

ｏ
ウ
ィ
ー
ク
と
史
料
館
　
水
口
　
千
里

第
二

一
号

　

（二
〇
〇
三

・
三

・
三

一
）

神
戸
市
東
灘
区
青
木
所
在
の
火
の
見
櫓
に
つ
い
て

望
月
　
　
浩

展
示
品
と
の
対
話

（
一
三
）

ち
ゃ
ぶ
台
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
回
　
千
里

入
館
５
万
人
達
成

史
料
館
日
誌
抄

・
資
料
寄
贈
者
ご
芳
名

第
二
二
号

　

（
二
〇
〇
四

。
三

・
三

３

本
庄
村
史
の
地
理
編

・
民
谷
編
発
行
　
大
国
　
正
美

ト
ラ
イ
や
る

ｏ
ウ
ィ
ー
ク
と
史
料
館
　
水
回
　
千
里

展
示
品
と
の
対
話

（
一
四
）

酒
爛
器
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
口
　
千
里

日
本
最
初
の
プ

ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

「福
井
覚
治
」

望
月
　
　
浩

史
料
館
日
誌
抄

・
資
料
寄
贈
者
ご
芳
名

道
谷
　
　
卓

『
歴
史
研
究
手
帖
』
総
目
次

創
刊
号

　

（
一
九
八
八

・
八

・
三
〇
）

巻
頭

ご
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩
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織
田

・
豊
臣

・
徳
川
―
そ
の
系
図
上
の
接
点
を
求
め

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
谷
　
　
卓

青
春
の
光
と
影
～
若
狭

・
丹
後
珍
道
中
記

（前
編
）

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原
　
正
民

第
二
号

　

（
一
九
八
八

。
一
二

・
五
）

巻
頭

〓
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

『
武
庫
郡
誌
』
に
み
ら
れ
る
大
坂
城
石
材
に
つ
い
て

の
記
載
の
再
検
討
　
　
　
　
　
　
　
藤
川
　
祐
作

北
海
道
に
あ

っ
た

「
御
影
」
　
　
　
　
道
谷
　
　
卓

第
二
号

　

（
一
九
八
九

。
二

・
二
〇
）

巻
頭

ご
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

九
度
山
町
の
柿
取
り
農
具
　
　
　
　
　
一二
浦
　
　
基

青
春
の
光
と
影
～
若
狭

・
丹
後
珍
道
中
記

（後
編
）

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原
　
正
民

第
四
号

　

（
一
九
八
九

・
五

・
二
〇
）

近
世
の
宿
駅
争
論
か
ら
み
る
唐
櫃
越
間
道望

月
　
　
浩

第
五
号

（
一
九
八
九

・
八

・
二
〇
）

数
珠
繰
り
に
関
す
る
覚
書

―
神
戸
市
西
区
伊
川
谷
町
の

一
事
例
―柏

原
　
正
民

文
禄
三
年
銘
の
あ
る
石
仏
調
査
報
告
　
望
月
　
　
浩

第
六
号

　

（
一
九
八
九

。
一
一
・
二
〇
）

伊
川
谷
の
五
輪
塔

（１
）
　

　

　

　

望
月
　
　
浩

第
七
号

　

（
一
九
九
〇

・
二

・
二
〇
）

伊
川
谷
の
五
輪
塔

（
２
）
　

　

　

　

望
月
　
　
浩

あ
そ
び
―
安
芸
の
宮
島
で
見
か
け
た
風
景
―

藤
川
　
祐
作

第
八
号

　

（
一
九
九
〇

・
五

。
二
〇
）

ブ
ラ
ブ
ラ
博
物
館
記
阪
神
編
　
１
　
　
望
月
　
友
二

五
色
塚
古
墳
―
そ
の
築
造
技
術
の
分
析
―片

岡
　
善
亀

第
九
号

　

（
一
九
九
〇

・
八

・
三
〇
）

阪
急
六
甲
駅
南
に
あ
る
矢
穴
石
　
　
　
柏
原
　
正
民

第
十
号

　

（
一
九
九
〇

。
一
一
・
三
〇
）

神
戸
大
学
付
属
病
院
採
集
の
須
恵
器
　
柏
原
　
正
民

倉
敷
市
円
通
寺
所
在
の
寛
政
６
年
銘
の
石
臼

望
月
　
　
浩

第
十

一
号

　

（
一
九
九

一
。
二

・
二
〇
）

踏
査
メ
モ
　
灘

。
東
灘
区
で
見
ら
れ
る
石
工
名
の
あ

る
石
造
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
川
　
祐
作

ブ
ラ
ブ
ラ
博
物
館
記
阪
神
編
　
２
　
　
望
月
　
友
二

大
阪
市
中
央
体
育
館
地
域
に
お
け
る
難
波
宮
跡
な
ど

の
保
存
を
要
望
す
る
要
望
書
に
つ
い
て

神
戸
歴
史
研
究
会

第
十
二
号

　

（
一
九
九

一
・
五

・
三
〇
）

住
吉
川
西
岸
の
水
草
跡
に
つ
い
て
　
　
柏
原
　
正
民

東
灘
区
野
寄
墓
地
の
石
造
遺
物

（
１
）
望
月
　
　
浩

第
十
三
号

　

（
一
九
九

一
・
八

・
三

一
）

巻
頭

ご
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

兵
庫
県
下
に
お
け
る
部

（
べ
）
の
分
布
に
つ
い
て

片
岡
　
善
亀

第
十
四
号

　

（
一
九
九

一
。
一
一
・
三
〇
）

道
場
町
平
田
に
あ
る
宝
筐
印
塔
　
　
　
浅
岡
　
俊
夫

伊
川
谷
の
五
輪
塔

（
３
）
　

　

　

　

望
月
　
　
浩

第
十
五
号

　

（
一
九
九
二

・
三

・
二
〇
）

巻
頭

一
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

住
吉
川
西
岸
の
水
草
用
水
路
現
状
レ
ポ
ー
ト

柏
原
　
正
民

第
十
六
号

　

（
一
九
九
二

・
五

。
二
〇
）

巻
頭

一
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

灘
区
水
草
新
田
あ
れ
こ
れ
　
　
　
　
　
片
岡
　
善
亀
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第七章 神戸深江生活文化史料館について

第
十
七
号

　

（
一
九
九
二

・
八

・
二
〇
）

巻
頭

一
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

出
石
の
化
粧
地
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原
　
正
民

ブ
ラ
ブ
ラ
博
物
館
記
　
３
　
　
　
　
　
望
月
　
友
二

「
石
な
ご
」
あ
そ
び
　
　
　
　
　
　
　
一二
浦
　
孝

一

第
十
八
号

　

（
一
九
九
二

。
一
一
・
三
〇
）

巻
頭

一
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

摂
津
国
の
城
館
と
城
に
関
す
る
地
名
　
片
岡
　
善
亀

伊
川
谷
の
道
標
―
新
資
料
報
告
―
　
　
望
月
　
　
浩

第
十
九
号

　

（
一
九
九
二

・
三

。
一
〇
）

食
い
初
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
浦
　
孝

一

伊
川
谷
の
五
輪
塔

（
４
）
　

　

　

　

望
月
　
　
浩

第
二
十
号

　

（
一
九
九
二

・
五

。
二
〇
）

加
古
川
で
見
た
答
漁
　
　
　
　
　
　
　
柏
原
　
正
民

伊
川
谷
の
五
輪
塔

（
５
）
　

　

　

　

望
月
　
　
浩

第
二
十

一
号

　

（
一
九
九
二

・
八

・
二
〇
）

西
摂
津
の
荘
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
善
亀

第
二
十
二
号

　

（
一
九
九
二

。
一
一
・
二
〇
）

古
墳
を
め
ぐ
る

「溝
」
　
　
　
　
　
　
柏
原
　
正
民

ブ
ラ
ブ
ラ
博
物
館
記
阪
神
編
　
４
　
　
望
月
　
友
二

第
二
十
三
号

　

（
一
九
九
四

・
二

・
二
〇
）

舞
子
墓
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
善
亀

第
二
十
四
号

　

（
一
九
九
四

。
五

・
三
〇
）

芦
屋
市
内
で
見
ら
れ
る
石
工
名
の
あ
る
石
造
物

―
補
足
資
料

「荒
石
　
石
工
中
」
に
つ
い
て
―

藤
川
　
祐
作

東
灘
区
野
寄
墓
地
の
石
造
遺
物

（
２
）
望
月
　
　
浩

第
二
十
五
号

　

（
一
九
九
四

・
八

・
三
〇
）

西
摂
新
報
と
灘
の
素
麺
　
―
松
田
新
七
に
つ
い
て
の

覚
え
書
き
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原
　
正
民

第
二
十
六
号

　

（
一
九
九
四

・
一
一
。
三
〇
）

旧
明
石
郡
の
城
館
と
城
名
の
地
名
　
　
片
岡
　
善
亀

第
二
十
七
号

　

（
一
九
九
六

。
九

・
二
〇
）

巻
頭

一
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

神
前

。
讃
容
　
地
名
考
　
　
　
　
　
　
寺
本
　
弱
久

ブ
ラ
ブ
ラ
博
物
館
記
播
磨
編
　
１
　
　
望
月
　
友
二

第
二
十
八
号

　

（
一
九
九
七

・
三

・
二
〇
）

円
形
状
凹
穴
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
浦
　
孝

一

第
二
十
九
号

　

（
一
九
九
七

・
一
〇

・
三
〇
）

磐
磨
の
「
伊
和
」
と

「
石
」
に
つ
い
て
　
寺
本
　
弱
久

住
吉
川
沿
い
の
水
車
関
連
遺
物
に
つ
い
て望

月
　
　
浩

第
二
十
号

　

（
一
九
九
八

・
九

。
一
）

盃
状
穴
散
策

（
そ
の
１
）
ひ
ょ
う
た
ん
石

（
１
）

三
浦
　
孝

一

第
二
十

一
号

　

（
一
九
九
八

。
一
二

。
一
）

盃
状
穴
散
策

（
そ
の
１
）
ひ
ょ
う
た
ん
石

（
２
）

三
浦
　
孝

一

第
二
十
二
号

　

（
一
九
九
九

・
三

。
三
〇
）

江
戸
時
代
建
築
の
上
蔵
の
錠
に
つ
い
て

藤
江
　
昌
彦

水
車
探
訪
記

（１
）
愛
知
県
南
設
楽
郡
鳳
来
町
富
保

字
大
草
所
在
　
大
草
の
水
草
　
　
　
望
月
　
　
浩

第
二
十
三
号

　

（
一
九
九
九

・
九

・
一
）

巻
頭

ご
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

ご
あ
い
さ

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
邦
夫

西
摂
津
の
水
利
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
善
亀

編
集
後
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
　
浩

第
二
十
四
号

　

（二
〇
〇
〇

。
三

。
二
〇
）

旧
制
中
学
校
の
カ
ー
キ
色
の
制
服
―
神
戸

・
安
房

・

三
田
を

つ
な
ぐ
も
の
―
　
　
　
　
　

永ヽ
田
　
　
賓
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，≡
村
史
編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て

―
〓
‥

≡
…

≡
…

≡
…

≡
…
…
…
…
…
オ

深
江
財
産
区
管
理
会

元
会
長
　

太

田

垣

　

正

雄

昭
和
十
七
年
本
庄
村
会
に
お
い
て
村
史
編
纂
が
決
定
さ
れ
、
武
庫
郡
本
山
村
中
野
五
番
屋
敷
、
松
田
直

一
氏

（元
武
庫

小
学
校
長
、
御
影
町
誌

・
魚
崎
町
誌
編
纂
）
に
編
纂
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
以
来
松
田
氏
は
寺
社
、
漁
業
組
合
、
農
会
、
芦

屋
川
水
利
関
係
、
深
江
土
地
区
画
整
理
組
合
、
武
庫
郡
誌
等
資
料
収
集
を
な
し
、
大
方
の
資
料
収
集
を
終
え
編
纂
に
か
か

ら
ん
と
す
る
と
き
病
に
か
か
り
昭
和
十
九
年
七
月
突
然
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

松
田
氏
が
病
の
床
に
伏
せ
た
時
の
本
庄
村
助
役

・
岩
谷
省
三
氏

（本
庄
小
学
校
長

・
芦
屋
市
精
道
小
学
校
長

・
本
庄
村

助
役
を
歴
任
し
、
昭
和
十
八
年
本
庄
村
長
就
任
）
が
、
同
窓
の
友
人
に
再
依
頼
し
ま
し
た
。
こ
の
方
は
今
と
な
っ
て
は
氏

名
は
不
詳
で
す
が
、
岡
山
県
に
疎
開
し
疎
開
地
近
郷
町
村
の
町
村
史
編
纂
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
岡
山
に
松
田
氏
の
原

稿
や
史
料
を
送
付
し
ま
し
た
が
、
直
後
の
岡
山
地
方
の
風
水
害
の
た
め
送
付
し
た
原
稿
は
流
失
、
本
庄
村
史
の
資
料
の
多

く
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

加
え
て
当
時
、
日
中
戦
争
は
日
増
し
に
熾
烈
と
な
り
、
大
政
翼
賛
会
の
結
成
、
戦
時
体
制
の
強
化
、
生
活
必
需
物
質
の

統
制
、
軍
拡
の
た
め
勤
労
動
員
が
行
わ
れ
、
学
徒

（中
学
以
上
）
の
学
業
も
中
止
に
至
り
ま
し
た
。
続
い
て
広
島

・
長
崎

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
ソ
連
の
満
州
侵
攻
と
続
き
、
そ
し
て
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
日
本

は
敗
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

'i◆
,,'■

''◆ '今
年t,,◆ ,■ '''',■ ■ヽ■・ やi''■ tti■ ■

'十
■ ,■■■ Ⅲ,Ⅲ Ⅲ

―
祥■

'手
●●

Ⅲ・ ■t,1=■
―
●.ヽ ■

―
■・ ●・ ,,|ヽ―

■ ●
―◆―,|,|, ,や や ,!◆ |,itt, ,|◆  , ● ● ,や ,「 ■ ◆`● Ⅲt'|,|● ● ● ,:' '|◆
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全
国
民
は
放
心
虚
脱
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
出
征
軍
人
の
復
員
、
食
糧
を
は
じ
め
物
資
不
足
で
国
民
生
活
は
い
よ
い
よ

苦
し
く
、
上
水
道
の
復
旧
、
学
校

・
役
場

・
診
療
所
な
ど
公
共
施
設
の
復
興
、
食
糧
の
確
保
や
戦
災
者
の
住
宅
復
旧
な
ど

は
緊
急
を
要
し
ま
し
た
が
、
財
政
難
の
た
め
意
の
如
く
な
ら
ず
、
貨
幣
価
値
も
変
わ
り
困
窮
を
極
め
ま
し
た
。

進
駐
軍
の
命
に
よ
る
改
憲
に
伴
う
地
方
自
治
の
改
革
に
よ
っ
て
、
自
治
体
警
察
、
消
防
、
新
制
中
学
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
町
村
の
財
政
難
は
い
よ
い
よ
著
し
く
な
り
、
破
綻
状
態
と
な
り
町
村
合
併
の
気
運
が
急
速
に
膨
ら
み
ま
し
た
。
加

え
て
本
庄
村
は
、
昭
和
二
十
年
の
大
空
襲
に
よ
り
、　
一
万
坪
の
鉄
筋
工
場
を
柱
四
本
で
支
え
る
東
洋

一
を
誇

っ
た
川
西
航

空
機
工
場
を
は
じ
め
、
隣
接
す
る
神
戸
高
等
商
船
学
校

・
村
役
場

（診
療
所
を
合
む
）
・
鉄
筋
三
階
建
て
小
学
校

。
日
東

航
空
機
工
場

・
神
戸
製
鋼
養
成
工
場
等
、
村
の
中
枢
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、
青
木

・
西
青
木
の
七
〇
％
が
爆
破

・
倒
壊

・
炎

上
し
ま
し
た
。
地
域
の
中
央
を
走
る
西
国
街
道
も
不
通
と
な
り
、
軍
隊
が
出
動
し
て
復
旧
す
る
な
ど
の
大
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
加
え
て
同
年
八
月
の
台
風
に
よ
る
大
水
害
等
、
格
別
の
財
政
難
を
招
き
ま
し
た
。
兵
庫
県
か
ら
も
本
庄
村
は
独
自

復
旧
は
至
難
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
村
内
は
合
併
問
題
で
紛
糾
し
ま
し
た
が
、
す
で
に
四
月
合
併
の
御
影

・
住
吉

・
魚
崎

に
続
き
隣
接
の
本
山
村
と
共
に
昭
和
二
十
五
年
十
月
十
日
、
神
戸
市
に
合
併
を
決
定
、
同
日
か
ら
神
戸
市
東
灘
区
本
庄
町

と
な
り
ま
し
た
。
岡
田
茂
左
衛
門
、
岩
谷
省
三
、
永
井
庄
左
衛
門
の
二
人
の
村
長
に
総
務
課
長
、
助
役
と
し
て
仕
え
、
戦

中

・
戦
後
の
混
乱
期
に
本
庄
村
政
に
関
わ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
感
慨
深
い
こ
と
で
し
た
。

村
が
な
く
な
っ
た
以
上
、
永
い
戦
争
中
、
中
断
さ
れ
て
い
た
本
庄
村
史
を
発
刊
す
る
こ
と
は
、
村
の
足
跡
を
残
す
こ
と

と
し
て
、
ど
う
し
て
も
や
り
遂
げ
た
い
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
神
戸
市
費
を
以
っ
て
発
刊
す
る
こ
と
を
依
頼
し
ま
し
た

が
、
神
戸
市
は

「か
つ
て
合
併
町
村
の
町
村
史
を
発
刊
し
た
例
も
な
く
市
費
を
以
っ
て
本
庄
村
史
発
刊
は
不
可
能
」
と
返

答
が
あ
り
ま
し
た
。
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そ
の
後
欠
員
中
の
深
江
財
産
区
管
理
会
委
員
に
任
命
さ
れ
、
会
長
に
選
任
さ
れ
た
際
、
深
江
財
産
区
予
算

（事
業
計
画
）

に
村
史
編
纂
費
が
僅
少
な
が
ら
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
村
史
編
纂
に
は
巨
額
の
経
費
と
、
相
当
の
時
間
を
要
す
る
の
で

再
度
財
産
区
管
理
会
に
諮
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
「巨
費
を
投
じ
て
も
編
纂
す
る
」
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

財
産
区
を
所
轄
す
る
原
田
健

・
市
総
務
局
長

（当
時
）
と
編
纂
者
に
つ
き
協
議
し
た
と
こ
ろ

「市
に
も
市
史
編
纂
室
は

あ
る
が
若
い
田
辺
員
人
氏

（当
時
県
立
御
影
高
校
教
諭
）
が
適
当
」
と
い
う
旨
の
指
示
が
あ
り
、
財
産
区
管
理
会
に
諮
り

同
氏
に
委
嘱
す
る
と
共
に
村
史
編
纂
委
員
会
を
組
織
し
ま
し
た
。
委
員
に
は
田
辺
、
岡
田
龍
太
郎
、
深
山
健
二
、
志
井
正

夫
、
志
井
保
治
、
松
尾
福
夫
、
神
戸
商
船
大
学
の
杉
浦
昭
典
の
各
氏
と
私
が
就
任
し
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
深
江
で
代
々
医
家
を
続
け
る
深
山
家
が
改
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
深
山
家
は
明
治
中
期
の
建
築
で

旧
西
国
街
道
か
ら
今
の
国
道
四
三
号
の
中
央
に
至
る
広
大
な
敷
地
で
、
大
き
な
正
門
の
内
部
の
左
側
に
は
管
理
人
室
、
右

側
に
は
先
々
代
深
山
広
二
郎
先
生

（軍
医
、
後
本
庄
村
長
、
精
道
村
村
医
を
も
兼
務
）
が
遠
方
診
察
に
乗
馬
さ
れ
て
い
た

愛
馬
の
厩
舎
が
あ
り
、
南
に
向
か
い
診
察
室
、
住
宅
、
庭
園
が
続
き
、
面
積
四
〇
〇
坪
に
達
す
る
大
邸
宅
で
あ
り
ま
し
た
。

田
辺
氏
及
び
志
井
正
夫
氏
が
同
家
に
出
向
き
調
査
願

っ
た
と
こ
ろ
、
軍
刀
、
歩
兵
銃
そ
の
他
珍
し
い
貴
重
な
資
料
が
多
く
、

こ
れ
を
放
棄
す
る
に
忍
び
ず
、
こ
れ
等
は
財
産
区
に
譲
渡
願
い
、
財
産
区
は
史
料
室
を
設
け
、
展
示
す
る
こ
と
が
教
育
、

住
民
の
福
祉
の
増
進
、
資
料
活
用
の
た
め
最
善
で
あ
る
と
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

深
山
家
資
料
を
志
井
正
夫
氏
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
に
搬
入
し
、
資
料
整
理
に
着
手
。
同
時
に
、
当
時
神
社
境
内
に
消

防
倉
庫
を
建
て
る
計
画
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
神
戸
市
建
築
課
に
平
屋
建
て
の
倉
庫
を
三
階
建
て
と
し
、
史
料
室
と
す
る

設
計
を
依
頼
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
六
年
、
三
階
建
て
の
神
戸

・
深
江
生
活
文
化
史
料
室
が
完
成
し
ま
し
た
。
深
山
家
資

料
だ
け
で
は
資
料
に
偏
り
が
あ
り
、
志
井
保
治
氏
に
依
頼
し
て
、
深
江
漁
業
組
合
の
地
曳
網
、
漁
具
を
集
め
、
他
に
も
農
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具
や
織
機
、
船
だ
ん
す
、
石
臼
、
ラ
ン
プ
、
暗
灯
な
ど
を
寄
贈
願
い
ま
し
た
。
戦
後
の
こ
と
で
収
集
は
困
難
で
し
た
。
し

か
し
多
く
の
方
の
協
力
で
た
く
さ
ん
の
資
料
が
集
ま
り
、
史
料
室
で
は
手
狭
と
な
っ
て
、
昭
和
五
十
八
年
、
三
階
建
て
に

増
築
し
ま
し
た
。
ま
た
、
深
江
北
町
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
遺
物
の
多
く
は
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
の
倉
庫
に
眠
っ
た
ま
ま

に
な
る
た
め
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
借
用
し
て
、
展
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
史
料
室
発
足
と
時
を
同
じ
く
し
て
史

料
室
友
の
会
を
結
成
し
会
長
は
小
嶋
悦
廊
氏

（当
時
県
立
舞
子
高
等
学
校
教
諭
）
に
就
任
願
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
致

し
ま
し
た

（
の
ち
史
料
館
友
の
会
と
改
称
）。

兵
庫
県
教
育
委
員
会
の
推
挙
に
よ
り
田
辺
氏
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
出
向
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
後
任
は
大
国
正
美

氏
が
引
続
き
編
纂
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
原
稿
の
収
集
、
調
査
等
甚
だ
困
難
の
と
き
、
私
は
脳
梗
塞
に
倒
れ
財
産

区
会
長
を
辞
任
し
、
後
任
の
会
長
と
な
っ
た
深
山
健
二
氏
も
病
気
入
院
し
、
志
井
保
治
氏
を
会
長
に
選
任
し
て
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。
平
成
七
年

一
月
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
執
筆
者
の
罹
災
、
転
居
な
ど
悪
条
件
に
道
遇
、
提
出
さ
れ
た
原

稿
も
、
他
の
執
筆
者
の
原
稿
と
重
複
部
分
の
改
訂
や
削
除
、
追
加
等
が
あ
い
つ
ぎ
ま
し
た
。
甚
だ
し
き
は
六
回
校
正
を
重

ね
る
な
ど
長
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
漸
く
平
成
十
六
年
七
月
、
地
理
編

・
民
俗
編
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
原

稿
の
校
正
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
、
大
国
氏
の
苦
労
は
涙
せ
ず
に
居
ら
れ
ぬ
実
状
で
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
地
理
編

・
民
俗
編
の
発
刊
に
続
い
て
歴
史
編
も
発
刊
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
誠

に
嬉
し
く
慶
び
に
た
え
ま
せ
ん
。
協
力
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
、
む
す
び
の
言
葉
と
致
し

ま
す
。

平
成
十
六
年
春
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飯田富美子

磯退  豊

岩井 高夫

薄木武次郎

大前 マチ

柏原 祥二

神田 衛治

坂上はつ子

住田 恒男

寺田 音松

中尾 久一

中田 久子

中村美冶枝

納多 春雄

浜本 政子

福井 義明

前田 一雄

松下 辰市

村上 辰夫

山村  昭

好田 智子

<協力者・関係機関>

芦屋市立美術博物館/尼崎市立地域研究史料館/尼崎市教育委員会/伊丹市立博物館/岸和田市教育

委員会/関西学院大学図書館/旧建設省近畿地方建設局/国土交通省六甲砂防工事事務所/甲南大学

文学部/神戸新聞総合出版センター/神戸市立中央図書館/神戸市立博物館/神戸市立本庄小学校/
旧神戸商船大学海事資料館/神戸大学文学部/瀬戸内海歴史民俗資料館/知多市歴史民俗博物館/兵
庫県公館/稲荷神社/保久良神社/本住吉神社/正寿寺/無量寺/西林寺/要玄寺 (順不同)

<写真 。資料等提供の個人 >

石井 謙治   磯邊 信三   海野 拓司   太田垣正雄   岡田 藤松   加地 宏江

加藤 常吉   喜多 一晴   北川 憲佑   黒田 梅吉   小藤 政子   猿丸 義也

鈴木  武   志井 保治   芝切 義寛   寺岡 貞頴   西本小太郎   永井 博彦

中田勘治郎   永田  健   新田 利隆   野堀 正雄   林 やよい   東野 新一

深山 健二   横田 正紀

<民俗聞き取 り。測量調査担当者 >

伊東 (現姓・横山)玲子  柏原 正民  黒田 宏明  下久保恵子

兵藤  光        舟橋左斗子  森 (現姓・林)尚美

民俗編話者一覧 0贋不同、敬称略)

浅川登美枝

生田 義章

伊藤 芳治

岩本 重治

大川 静江

岡田 一枚

梶  正雄

久保川章雄

坂上和二郎

関  絹江

寺田かめの

中尾  実

中田房次郎

難波 せん

長谷  猛

東野 静野

藤本 トシ子

前田美津江

丸岡 良一

村上マスエ

山本 千春

浅野 猪子

磯野 吉蔵

井上 春江

魚本 喜市

大川  弘

岡田 直広

梶原喜代春

黒田  博

佐野 末夫

関山  靖

寺田 記子

中川 文雄

永田  健

二口 笑子

畑  隆子

東野 新一

藤原 富子

前田 安治

宮内 房吉

森下 敏夫

山川  実

芦原 常夫

磯野儀一郎

棘  信勝

魚本としゑ

大島征四郎

岡田龍太郎

鎌田喜代栄

黒田 せつ

志井 保治

谷 のぶ子

天王寺谷輝男

中島 啓一

永田 妙子

西田 春野

花谷 松夫

東野 清二

藤原  肇

前中 隆一

宮崎美世子

八木ひさ江

山本 久吉

尼田 定吉

磯野 正三

今倉 友吉

海野 拓司

大島まさ江

小野 楠雄

鎌田  武

小林ナツ子

清水 久雄

鳥飼 正夫

永井 しげの

中島 なつ

中地あさえ

納多 佐一

羽木 一博

東野とみ子

古沢 ミエ

正信 ひろ

深山 健二

山口 郁三

吉井 正勝

飯田  修

磯邊 信三

今林 澄子

海野太二郎

太田垣正雄

織岡 保一

川北 良彦

酒井 正一

城  くに

寺田 秀子

永井よしゑ

中田 光子

仲畑 広子

納多とよ子

羽路 壽蔵

東野まりこ

古田 花子

松井 美子

村上 廣治

山ロハル子

吉ナ||は るの

土居 (現姓・花岡)佳代

三枝 芳美

望月  浩 望月 友二
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写真・図版一覧

口絵写真 1 深江のだんじり 平成 8年

大日霊女神社奉賛会提供

口絵写真 2 青木のだんじり 平成10年

海野拓司撮影

口絵写真 3 西青木のだんじり 平成13年

撮影・ 同上

回絵写真 4 天明 8年 (1788)ご ろの深江村

絵図 神戸大学文学部蔵御影村文書

口絵写真 5 天明 8年 (1788)ご ろの青木村

絵図 同上

日絵写真 6 天明 8年 (1788)ご ろの西青木

村絵図 同上

回絵写真 7 新版阪神沿道明細地図 大正 15

年 (1926) 神戸市立博物館蔵

口絵写真 8 昭和34年の深江地区航空写真

旧建設省近畿地方建設局 アジア航測調

整 神戸深江生活文化史料館架蔵

口絵写真 9 昭和34年の青木・西青木地区航

空写真 同上

回絵写真10 卯の葉祭 りでのみこし渡御

稲荷筋 。飯田歯科医院前 昭和初期

藤田常二撮影 海野拓司提供

口絵写真H 卯の葉祭 りでのみこし渡御

稲荷筋 。阪神深江駅踏切北 昭和初期

撮影・提供同上

口絵写真12 卯の葉祭 りでのみこし渡御 大

日霊女神社 昭和初期 撮影・提供同上

回絵写真13 卯の葉祭 りでの深江だんじりの

宮入 り 稲荷神社 昭和初期

撮影・提供同上

回絵図 1 明治末期の本庄村小字図

久武哲也作成

地理編第 1章

写真 1 貝がらの混 じるA3層
写真 2 住吉川上流西滝が谷を埋める砂礫層

写真 3-1 五助橋ダムの昭和42年災害によ

る堆砂前

写真 3-2 五助橋ダムの昭和42年災害によ

る堆砂後 国土交通省六甲砂防工事事務

所蔵

図 1 本庄地域とその周辺の古地形図

図 2 東灘地区地形分類図

図 3 住吉川扇状地の地質断面

図 4 ボーリング地点図

図 5 東灘低地の南北方向断面図

図 6 東灘の東西方向断面図

図 7 ミランコビッチの日射量変化曲線

図 8 麓屑面・扇状地の形成機構模式図

図 9 海成段丘形成の模式図

図10 東灘地区のブロックダイヤグラム

図11 甲南学園作成の洪水氾濫図

図12 本庄地域微地形区分図

図13 倒壊木造・倒壊 RC・RC建造物等分布図

図14 地形と地震被害図 (RC造)

図15 地形と地震被害図 (木造)

地理編第 2章

写真 1 本庄之庄山路庄郡家庄絵図

神戸市立博物館蔵

写真 2 川違井新田御願場絵図 芝切義寛家

文書

写真 3 「横川」絵図 同上

写真 4 明治 9年の深江村の地籍図 (写 )

神戸市立博物館蔵

写真 5 深江村地籍図の集落部分 同上

図 1 深江住居図 (写 )

神戸深江生活文化史料館蔵

図 2a 本庄之庄山路庄郡家庄絵図

図 2b 本庄之庄山路庄郡須庄絵図の記載範

囲

図 3 本庄之庄山路庄郡家庄絵図 (拡大図)

図 4 青木村絵図

神戸大学文学部蔵御影村文書

図 5 西青木村絵図 同上

図 6 深江村絵図 同上

図 7 川違井新田御願場絵図

図 8 「横川」絵図

―  u ―



図14 明治中期の青木 。西青木の集落    写真11 リキュウゲタ 同上

図15 明治末期の本庄村 写真12 マサゲタ 同上

図16 大正12年の本庄村とその周辺     写真13 綿入れ被布 同上

図17 昭和 4年の本庄村とその周辺     写真14 綿入れ被布を着る女性

図10 明治 9年深江村の小字名と「湿田の分 写真 8 同上

石百J

図11 明治12年 の青木村・西青木村

甲南大学文学部蔵増田家文書

図12 明治中期の本庄地域

図13 明治中期の深江村

図 9 明治 9年深江村地籍図

図18 昭和 7年の本庄村とその周辺

図19 昭和 7年の青木 。西青木集落

図20 昭和 7年の深江集落

図28 昭和50年の本庄地域

図29 昭和61年の本庄地域

図30 平成 7年 9月 の本庄地域

図33 平成10年 の本庄地域

民俗編第 1章

喜多一晴撮影 昭和32年 ごろ

写真 9 医院で働 く女性

神戸深江生活文化史料館蔵深山家ガラス

原板写真

写真10 タカゲタ

神戸深江生活文化史料館蔵

神戸深江生活文化史料館蔵深山家ガラス

原板写真

写真15 ゾウリ 神戸深江生活文化史料館蔵

写真20 綿繰 り機 同上

写真21 洗い張り用の張 り板 同上

写真22 米 ビツ 同上

写真26 ヒキウス 同上

写真27 大正 7年 (1918)の正月の深山家の

玄関風景

図21 昭和13年 の本庄村とその周辺     写真16 子供用の絣の筒袖単衣着物 同上

図22 昭和13年 7月 の水害の被害状況    写真17 和服と洋服の生徒

図23 昭和22年の本庄村とその周辺 神戸深江生活文化史料館蔵深山家ガラス

図24 昭和27年の本庄地域とその周辺      原板写真

図25 昭和41年の本庄地域とその周辺    写真18 アミガサ

図26 昭和40年の土地条件と盛土地の分布    神戸深江生活文化史料館蔵

図27 昭和42年 7月 の水害の被害地域    写真19 糸車 同上

図31 平成 7年 1月 の阪神大震災の被害分布 写真23 フゴ 同上

図                  写真24 カンテキ 同上

図32 平成 7年の阪神大震災被害状況    写真25 山行きの荷車 同上

神戸深江生活文化史料館蔵深山家ガラス

写真 1 水漉 し用のカメ            原板写真

神戸深江生活文化史料館蔵       写真28 江戸時代末期ごろの深山家のひな人

写真 2 井戸のくるまき 同上         形 神戸深江生活文化史料館蔵

写真 3 五右衛門風呂           写真29 紙で作ったお供えのチマキ 同上

旧本庄村役場で使用されていたもの   写真30 深江・北の地蔵の地蔵盆で使われた

写真 4 や ぐらごたつ             数珠 同上

神戸深江生活文化史料館蔵       写真31 深山家の出産祝い目録 同上

写真 5 キャハン 同上          写真32 産着の背中の紐 同上

写真 6 漁師の仕事着 大正期～昭和初期  写真33 産着の魔除け 同上

神戸深江生活文化史料館蔵深山家ガラス 写真34 深山家に伝わった宮参 り着 同上

原板写真               写真35 宮参 りの衣装を着た子供 明治末期

写真 7 イワシ運搬に従事する女性の服装    神戸深江生活文化史料館蔵深山家ガラス

~ 
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原板写真

写真36 宮参 り間着の背に付けられた魔除け

神戸深江生活文化史料館蔵

写真37 西青木 。中田家の 3月 の初節供

昭和 9年 4月  中田勘治郎提供

写真38 西青木 。中田須の端午の初節供

昭和11年 6月  提供・ 同上

写真39 四つ身の女児綿入れ長着

神戸深江生活文化史料館蔵

写真40 四つ身の筒袖綿入れ着物 同上

写真41 大正15年の新郎 。新婦の衣装

永田健提供

写真42 旧火葬場の供養碑 本庄墓地

写真43 昭和33年の本庄墓地 海野拓司提供

写真44 大正期の浜街道と松

神戸深江生活文化史料館蔵深山家ガラス

原板写真

写真45 うっそうとした松が茂る高橋川付近

志井保治収集

写真46 昭和30年 ごろの札場筋

現在の深江南町付近 喜多一晴撮影

写真47 南西から見た大 日霊女神社

明治41年 本庄小学校『本庄のうつ りか

わり』から

写真48 昭和12～ 13年 ごろの深江駅前

志井保治収集

写真49 浜街道沿いにあった上増呉服店と店

内 神戸深江生活文化史料館蔵絵葉書か

ら

図 1 民家の構造と屋根型 伊丹市立博物館

『聞き書き 伊丹のくらし～明治 。大正・

昭和～』より

図 2 農家の屋敷配置例 林やよい作成

図 3 田の字型四間取 り例 同上

図 4 漁家の間取 り例  同上

図 5 商家 (氷屋)の間取 り例  同上

図 6 飲料水の浄化例  同上

図 7 モンペとモモヒキ  同上

図 8 漁師の仕事着 伊東玲子作成

図 9 結婚式における座席図

原案武井百合子

図10 深江から火葬場 。本庄墓地までの道順

望月浩作成

図11 内務省令による道路元標様式図

若林泰氏をしのぶ会『灘 。神戸地方史の

研究』より

民俗編第 2章

写真 1 『兵庫県漁業慣行録』兵庫県公館蔵

芦屋市立美術博物館撮影

写真 2 イワシ地曳網漁風景

昭和中期 志井保治収集

写真 3 イワシ地曳網漁風景 大正期

『阪神沿線芦屋名勝絵葉書』芦屋大正軒

発行 芦屋市立美術博物館蔵

写真 4 イワシ地曳網漁の水揚げ

昭和25～ 30年 志井保治収集

写真 5 イワシ船曳網漁の水揚げ

昭和32年 ごろ 喜多一晴撮影

写真 6 打瀬網使用図 (川辺郡尼崎町)『兵

庫県漁具図解』 関西学院大学図書館蔵

写真 7 深江港に停泊する打瀬船

昭和29年 喜多一晴撮影

写真 8 打瀬船の網千 し風景 大正期～昭和

初期 神戸深江生活文化史料館蔵深山家

ガラス原板写真

写真 9 打瀬船の手入れ 昭和29年

喜多一晴撮影

写真10 碇 神戸深江生活文化史料館蔵

写真11 操業中の和泉打瀬 明治40年代 (推

定) 岸和田市教育委員会提供

写真12 仲子帆を張った御影の打瀬船

明治末～大正 絵葉書『沿線案内』

神戸新聞総合出版センター蔵

写真13 イッチョウアミ 神戸深江生活文化

史料館蔵 芦屋市立美術博物館『手々か

むイワシいらんかぇ』展示風景より

写真14 アイノコ網構造図 (川辺郡尼崎町)

『兵庫県漁具図解』 関西学院大学図書

館蔵

写真15 打瀬網のオモリ小石

神戸深江生活文化史料館蔵

写真16 オモリ石の装着 同上

写真17 アバ (う き) 同上

写真18 アバの装着 同上
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写真19 打瀬網のオモリ石 同上

写真20 打瀬網構造図 (川辺郡尼崎町)『兵

庫県漁具図解』 関西学院大学図書館蔵

写真21 ケタ 神戸深江生活文化史料館蔵

芦屋市立美術博物館撮影

写真22 桁網構造並使用図 (川辺郡尼崎町)

『兵庫県漁具図解』

関西学院大学図書館蔵

写真23 網を繕う漁師 昭和33年

喜多一晴撮影

写真24 網針 (ア バ リ)

神戸深江生活文化史料館蔵

写真25 章魚 (タ コ)手繰網構造並使用図

(武庫郡本庄村ノ内深江村)『兵庫県漁具

図解』関西学院大学図書館蔵

写真26 シタカレイ網構造並使用図 (武庫郡

本庄村ノ内深江村)『兵庫県漁具図解』

関西学院大学図書館蔵

写真27 建網 神戸深江生活文化史料館蔵

写真28 ハエナワの餌付け 昭和33年

喜多一晴撮影

写真29 ハゼ延縄構造並使用図 (武庫郡西ノ

宮町)『兵庫県漁具図解』関西学院大学

図書館蔵

写真30 タコ釣具

神戸深江生活文化史料館蔵

写真31 タコ壷 同上

写真32 イカ釣具 同上

写真33 大漁旗をあげる新造船 青木漁港

昭和34年 東野新一提供

写真34 阿波屋と稲荷丸の大漁旗

神戸深江生活文化史料館蔵

写真35 飯田の魚市場 昭和39年 ごろ

西本小太郎撮影

写真36 『兵庫県水産会概要』

芦屋市立美術博物館蔵

写真37 セイロ 神戸深江生活文化史料館蔵

写真38 オンバ 同上

写真39 バイスケと担い棒 同上

写真40 箕 同上

写真41 ジョウゴ 同上

写真42 トオシ 同上

写真43 イワシを船から運ぶ 昭和25～30年

志井保治収集

写真44 計量 しに行 くところ 昭和25～ 30年

志井保治収集

写真45 セイロをひっくり返す

昭和32年 ごろ 喜多一晴撮影

写真46 乾きすぎないように手でばらす

昭和25～ 30年 志井保治収集

写真47 イワシ干 し風景 昭和32年 ごろ

喜多一晴撮影

写真48 ダシジャコの計量 昭和25～30年

志井保治収集

図 1 イワシ地曳網漁の手順 伊東玲子作成

図 2 地曳網の模式図 林やよい作成

図 3-1 バッチ網の模式図  同上

図 3-2 シリククリ部分  同上

図 4 漁場図 下久保恵子作成

図 5 季節ごとの出漁帰漁時間と風

原案下久保恵子

図 6 風向きと呼び方  同上

図 7 愛知船の帆装図 寺岡貞頴作成

図 8 尼船の帆装図

神戸深江生活文化史料館所蔵模型を参考

に林やよい作成

図 9 大阪府打瀬網船図 寺岡貞願著『打瀬

船』欲日多市民俗資料館発行)よ り転載。

農商務省水産調査所編纂『 日本漁船調査

第一報 (水産調査報告第 4巻第 3冊 )』

(明治29年、大 日本水産会発行)所収の

図を当時、二重県立博物館の学芸員であっ

た寺岡貞頴 (日 本海事史学会会員)力式修

正 した。

図10 愛知県型打瀬船肩幅一丈型図面 作図

者の加藤常吉 (二重県白塚出身)と 岡田

藤松 (愛知県西幡豆出身)は、愛知県型

打瀬船を専門に建造 した愛知県蒲郡市西

浦の磯辺林助船匠の下で、明治末から大

正期にかけて、ともに造船技術を習得 し

た。この図面は昭和48年、加藤船匠が手

がけたものを、その死後、岡田船匠が補

足 したもので、寺岡貞願が墨入れ、清書

した。

図11 三階造 り 前掲寺岡貞願著『打瀬船』

所収



図12 三階造 り 同上           図40 巻括 り 同上

図13 地域別のミヨシの違い        図41 下括 り 同上

『尼崎の漁業』尼崎市教育委員会発行、  図42 イカ釣具のエサのつけ方

小藤政子の泉佐野現地調査等を参考に林   伊東玲子作成

やよい作成

江生活文化史料館所蔵模型を参考に林や 写真 1 稲荷筋の元深江池付近を練る昭和24

よい作成 年 ごろのみこし

図16 船内部の トダテの位置 林やよい作成   磯辺広好『おうぎのあゆみ』より

図14 アテカジとサシカジ 林やよい作成

図15 打瀬船 (尼船)の各部の名称 神戸深

図17 マツウラ  同上

図18 打瀬網漁の手順  同上

よい作成

図20 両伸子の愛知県型打瀬船

寺岡貞願作成

図29イ ッチョウア ミのかけ方

伊東玲子作成

行)よ り転載

図36 坪網模式図 林やよい作成

図38 ガニ結び 同上

図39 巻結び 同上

民俗編第 3章

写真 2 みこし音頭披露 平成12年

稲荷神社

木地区 昭和33年 海野太二郎撮影 海

野拓司提供

写真 5 昭和33年の青木地区のみこし行列

深江南町 1丁 目付近

写真11 角を曲がる 平成 8年

稲荷神社 海野太二郎撮影

海野拓司提供

図19 愛知県型打瀬船の帆装の変遷     写真 3 みこしおゝ り 平成 5年 稲荷神社

前掲寺岡貞頴著『打瀬船』を参考に林や 写真 4 稲荷神社境内のみこし。かき番は青

図21 帆を下げて風の量を調整する       撮影 。提供同上

伊東玲子作成 写真 6 昭和33年の青木地区のみこし行列

図22 帆の角度調節の方法 林やよい作成    撮影・提供同上

図23 帆による走行の方法  同上     写真 7 境内を回るみこし 平成12年

図24 セキイタの使い方  同上 稲荷神社

図25 ニナオシの使い方  同上      写真 8 海に入るみこし 昭和20年代前半

図26 潮打瀬操業図  同上 藤田常三撮影 海野拓司提供

図27 イッチョウアミの構造と各部の名称  写真 9 お旅所での神事 昭和23年 5月 20日

下久保恵子作成 志井保治撮影

図28 イッチョウア ミの縫い方図 同上   写真10 だんじり曳き 平成 8年

図30 エンジン曳きのイッチョウア ミ      深江北町 3丁 目付近

林やよい作成 写真12-1 深江の半鐘

図31 ジョウゴア ミのかけ方 伊東玲子作成 写真12-2 青木の半鐘 海野拓司提供

図32 ジョウゴア ミの構造と各部の名称   写真12-3 青木のす りがね 同上

下久保恵子作成 写真13 戦災を免れた深江の引き幕

図33 ケタのかけ方 伊東玲子作成      神戸深江生活文化史料館蔵

図34 雲のかかりかたと天候 林やよい作成 写真14 みこしが動き出す 平成 5年

図35 テングリ網操業図  『瀬戸内海のくら   稲荷神社前

しと歴史』 (瀬戸内海歴史民俗資料館発 写真15 みこしの周囲にかがむ 昭和27年

図37 ハエナワ漁の仕掛け図 同上     写真16 昭和24年 ごろの青木地区のみこしか

き 藤田常三撮影 海野拓司提供

写真17 青木のみこし音頭歌詞
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江木二郎所蔵 海野拓司撮影

写真18 ゆかたを着た青木の音頭取 り

昭和30年 ごろ 海野太二郎撮影

海野拓司提供

写真19 身代わりの猿 平成12年

写真20 だん じり幕を入れた長持ち

写真は神戸深江生活文化史料館蔵

写真21 昭和初期の深江のだんじりの宮入 り

藤日常三撮影 海野拓司提供

写真22 弓場だんじりを借 りて曳 く 青木地

区浜国内科医院前の深江だんじり

昭和24年 ごろ 撮影 。提供同上

写真23 昭和 3年の昭和天皇御大典記念で出

されただんじり 藤田常三撮影

米谷順―が青木文化センターを通 じ提供

写真24 昭和10年の祭礼記念写真

藤田常三撮影 吉見久雄が青木文化セン

ターを通 じ提供

写真25 田中地区のだんじりを借 りて曳 く

青木のだんじり 昭和24年 藤田常三撮

影 海野拓司提供

写真26 昭和22年 ごろの祭 りでの青木のだん

じり 寺田音松提供

写真27 子どもみこし渡御の行列 昭和30年

ごろ 海野太二郎撮影 海野拓司提供

写真28 復興された子どもみこし 昭和37年

ごろ 撮影・提供同上

写真29 本住吉神社の祭礼 明治末期

神戸新聞総合出版センター蔵絵葉書より

写真30 稚児行列に参加 した数え 5歳の中田

勘治郎氏 昭和15年 中田勘治郎提供

写真31 大 日霊女神社の茅の輪と茅の輪 くぐ

り 平成 6年

写真32 青木の戎祭 りの神事 平成13年 海

野拓司撮影

写真33 青木の夏越 し祭 り 平成12年 同上

写真34 茅の輸につけられた人形

平成12年  同上

図 1 稲荷神社境内模式図 原案伊東玲子

図 2 深江 みこし。だんじり。子どもみこ

し。子どもだんじり巡行図

平成10年 伊東玲子作成

図 3 青木 みこし。だんじり巡行図

平成10年  同上

図 4 深江のだんじり模式図 志井保治蔵

民俗編第 4章

写真 1 大日の森 (正徳 3年の深江住居図写)

志井寅之助模写

神戸深江生活文化史料館蔵

写真 2 明治 9年の大日霊女神社境内図

深江村地籍図より 神戸市立博物館蔵

写真 3 明治末期の大日霊女神社

神戸深江生活文化史料館蔵絵葉書から

写真 4 大正前期の大 日霊女神社 同上

写真 5 大正11年の大 日霊女神社

本庄小学校『本庄のうつりかわり』から

写真 6 大 日霊女神社境内にあった神輿台

神戸深江生活文化史料館架蔵

写真 7 明治 9年の地籍図にみるお旅所

深江村地籍図より 神戸市立博物館蔵

写真 8 大正時代の踊 り松 松永写真館発行

神戸深江生活文化史料館蔵絵葉書から

写真 9 昭和32年 ごるの深江の戎神社

喜多一晴撮影

写真10 区画整理前の八坂神社 昭和38年

神戸深江生活文化史料館架蔵

写真11 石垣が整備された稲荷神社

大正期か 神戸深江生活文化史料館蔵深

山家ガラス原板写真

写真12 『摂津名所地図』に描かれた本住吉

神社 明暦 3年 (1657)ご ろ

神戸市立中央図書館蔵

写真13 明治時代末期の本住吉神社の四つの

本社 神戸新聞総合出版センター蔵絵葉

書より

写真14 -堂に会 した崇徳婦人会 昭和初期

神戸深江生活文化史料館架蔵

写真15 移転前の鐘楼 昭和30年代後半

海野太二郎撮影 海野拓司提供

写真16 鐘楼の移転工事 昭和51年

神戸深江生活文化史料館架蔵

写真17 移転完了直後の無量寺鐘楼 同上

写真18 ①本王寺地蔵の地蔵盆のにぎわい

平成 5年
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写真19 ①本王寺地蔵の地蔵盆飾 り付け   写真45 えびす講の神事 平成13年 6月 10日

平成 5年 海野拓司撮影

写真20 ③延光地蔵尊の地蔵盆飾 り付け   写真46 東の地蔵の提灯飾 り 平成 6年

平成 6年 写真47 数珠繰 りでの御詠歌 平成 6年

写真21 ④難波家が管理する地蔵盆飾り付け 写真48 八坂神社保存講の講会合帳

平成 6年 神戸深江生活文化史料館蔵

写真22 ⑥踊 り松地蔵の地蔵盆飾 り付け   図 1 『福原髯鏡』に描かれた本住吉神社

平成 6年                延宝 8年 (1680)ご ろ

写真23 ③北の地蔵の地蔵盆のお供え    図 2 『摂津名所図会』に描かれた本住吉神

平成 6年 社 寛政 8年 (1796)ご ろ

写真24 ⑩辰巳地蔵尊のお供え 平成 6年   図 3 深江地区の地蔵所在地図 望月浩作成

写真25 ⑮民家壁面に納められた地蔵    図 4 青木・西青木地区の地蔵所在地図

平成 6年

写真26 ⑬地蔵盆で行われる盆踊 り

平成 6年

同上

民俗編第 5章
写真27 ①東の地蔵の地蔵盆で行われる数珠

繰 り 平成 6年            写真 l ①踊 り松地蔵石造遺物群の一石五輪

写真28 ①地蔵盆のお供え 平成 6年      塔左塔

写真29 ②延命地蔵の地蔵盆でのお供え   写真 2 ①踊 り松地蔵石造遺物群の一石五輪

平成 6年                 塔右塔

写真30 ③秋田地蔵尊の地蔵盆での飾 り付け 写真 3 ③板碑

平成 6年               写真 4 ⑩板碑に刻まれた阿弥陀如来坐像

写真31 ①地蔵盆の飾 り付け 平成 6年   写真 5 ①本庄町公園内石造遺物群

写真32 ②本町地蔵の地蔵盆飾 り付け    写真 6 ⑬浜戎神社にあった要玄寺の道標

平成 6年               写真 7 ④ 7基の神名碑

写真33 ⑥三体地蔵尊の地蔵盆飾 り付け   写真 8 ①阿弥陀如来坐像が彫 られた一石五

平成 6年                 輪塔

写真34 深栄講の衣裳           写真 9 ②焼け焦げた一石五輪塔

神戸深江生活文化史料館蔵         鈴木武撮影

写真35 つえ 同上            写真10 ③川地蔵尊の一石五輪塔群

写真36 たすきに刷られた不動明王 同上  写真1l ④西林寺から一時移されていたころ

写真37 たすき 同上             の石造遺物群

写真38 数珠と鐘 同上          写真12 ①朱鳥居前の道標

写真39 大峯参 りの装束 同上       写真13 ③山の神の祠

写真40 深栄講の子供装東 大正 10年 磯邊 写真14 ④「¶本庄」の銘が見られる石材

信三氏が数え 8歳の時 磯邊信三提供  写真15 ⑬宝筐印塔

写真41 昭和前期の大峯参 り 海野拓司提供 写真16 ⑭石仏

写真42 深江の浜戎神社 昭和30年代後半  写真17 ②宝永 6年銘のある地蔵

西本小太郎撮影            写真18 ⑪野間先生の墓

写真43 昭和初期の青木地区の大峯山参 り  写真19 ⑬孝子忠榮の墓 鈴木武撮影

海野拓司提供             写真20 ④阿弥陀如来坐像板碑

写真44 岩長寿講の旗           写真21 ⑤阿弥陀如来坐像板碑

神戸深江生活文化史料館蔵       写真22 ⑦地蔵石仏

― l14 ~



写真23 ⑤織部灯籠

写真24 ③石臼群

写真25 ①雨水受

写真26 ⑬神楽橋記念碑

写真27 ④石灯籠

写真28 ②石灯籠

写真29 ⑩「船仲間」の銘のある水盤

写真30 ⑭道路元標

写真31 ⑥阪神大水害の記念碑

写真32 ④深江 。青木村の人々が奉納 した水

盤

写真33 ⑬石灯籠

写真34 ⑮石灯籠の銘文

写真35 ⑬金毘羅大権現の銘のある石灯籠

写真86 ①灘の一つ火の石灯籠

写真37 ⑮堺の商人が寄進 した狛犬

写真38 ⑬延宝 8年銘の石灯籠

図 1 踊 り松地蔵石造遺物群配置図

原案望月浩

図 2 北の地蔵石造遺物群配置図 同上

図 3 辰巳地蔵石造遺物群配置図 同上

図 4 福徳地蔵石造遺物群配置図 同上

図 5 本庄町公園内石造遺物群配置図 同上

図 6 地蔵堂内石造遺物群配置図 同上

図 7 三体地蔵尊の石造遺物群配置図 同上

図 8 北青木墓地内の石造遺物配置図 同上

図 9 震災前の正寿寺の石造遺物配置図

同上

図10 「深江史の庭」の石造遺物配置図

同上

図11 大 日霊女神社境内の石造遺物配置図

同上

図12 大正期の大日霊女神社境内 同上

図13 八坂神社境内の石造遺物配置図 同上

図14 春日神社境内の石造遺物配置図 同上

図15 稲荷神社境内の石造遺物配置図 同上

図16 本住吉神社境内の石造遺物配置図 1

同上

図17 本住吉神社境内の石造遺物配置図 2

同上

図18 保久良神社境内の石造遺物配置図

同上

拓影 l ⑬要玄寺の道標 望月浩採拓

神戸深江生活文化史料館蔵

拓影 2 ⑥Dの文正 2年銘 鈴木武採拓

所蔵同上

拓影 3 ③山の神の祠の「戊安疑五 (1858)

午正月J 望月浩採拓 所蔵同上

拓影 4 ④「調」の陰刻 採拓 。所蔵同上

拓影 5-l ⑬宝魔印塔 採拓・所蔵同上

拓影 5-2 ⑬宝筐印塔 採拓・所蔵同上

拓影 6 ⑬孝子忠榮の墓の銘文

鈴木武採拓・蔵

拓影 7 ⑦高橋川の石橋の基礎石の銘文

望月浩採拓 神戸深江生活文化史料館蔵

拓影 8 ⑫元禄 7年の石灯籠の年の銘文

採拓 。所蔵同上

拓影 9 ⑬享保11年の石灯籠の年の銘文

採拓・所蔵同上

拓影10 ②青壽講の銘文 採拓 。所蔵同上

拓影1l ⑭道路元標の銘文 採拓・所蔵同上

拓影12 ④水盤の奉納者 採拓・所蔵同上

拓影13 ②元禄 6年の石灯籠の銘文

採拓・所蔵同上

民俗編第 6章

写真 1 横川の現状

写真 2 高橋川石橋の基礎石

写真 3-1 ありし日の踊 り松

神戸深江生活文化史料館架蔵

写真 3-2 踊 り松の由緒を記 した立て札

同上

写真 3-3 踊 り松の碑

写真 4-1 震災前の社殿 志井保治提供

写真 4-2 震災直後の崩壊 した社殿 同上

写真 4-3 震災後の仮設の社殿 同上

写真 4-4 再建された社殿 同上

写真 5-1 合祀前の浜えびす

写真 5-2 軒の魚の彫 り物 志井保治撮影

写真 5-3 合斤E後 に深江財産区管理会と大

日霊女神社奉賛会によって記念碑と説明

板が建立された 志井保治提供

写真 6-1 山門、鐘楼の竣工を記念 した写

真 昭和42年

神戸深江生活文化史料館架蔵
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写真 6-2 震災直後の本堂 志井保治提供

写真 6-3 震災直後の山門 同上

写真 6-4 復興 した本堂

写真 6-5 本堂復興を祝 う稚児行列

写真 7 本庄小学校南側の松

写真 8 移転された魚屋道の碑

写真 9-1 海上の進徳丸

神戸商船大学海事資料館提供

写真 9-2 陸上に設置された進徳丸 同上

写真10 深江北町遺跡の記念碑

写真11 本庄墓地内の忠魂碑

写真12 本庄墓地内の空襲犠牲者慰霊碑

写真13 阪神・淡路大震災犠牲者慰霊碑

写真14 殉国の英霊碑

写真15 青木の浜に上がったウミガメ

昭和32年 海野拓司提供

写真16-1 震災前の八坂神社

写真16-2 鳥居復興後の八坂神社

写真17-1 再建された無量寺本堂

昭和56年 神戸深江生活文化史料館架蔵

写真17-2 移転工事中の無量寺鐘楼 同上

写真17-3 震災で全壊 した鐘楼

海野拓司提供

写真18-1 旧本庄村役場の外観

写真18-2 同一階部分

写真18-3 同西側階段

写真18-4 村役場跡の碑

写真19-1 昭和12年、竣工後の校舎

本庄小学校『本庄のうつ りかわり』より

写真19-2 昭和20年、空襲直後の校舎

神戸深江生活文化史料館架蔵

写真19-3 平成 7年、震災直後の校舎

本庄小学校『神戸市立本庄小学校創立100

周年記念誌』より

写真19-4 復興後の校舎

写真20-1 震災前の春日神社

写真20-2 震災直後の春 日神社

海野拓司提供

写真20-3 鳥居再建後の春 日神社

写真21 昭和13年 の水害記念碑

写真22-1 本堂を再建中の西林寺

写真22-2 再建後の本堂。間もなく震災で

全壊 した 平成 6年 海野拓司提供

写真22-3 復興後の西林寺

写真23 震災前の朱鳥居

図 1 深江地区付近の史跡 道谷卓作成

図 2 深江温泉の広告『阪神電気鉄道 沿線

名所案内』 明治41年

図 3 青木・西青木付近の史跡 道谷卓作成

民俗編第 7章

写真 1 史料室の外観

写真 2 史料室オープン祝賀会 昭和56年

写真 3 史料館外観

写真 4 拡張オープニングのテープカット

昭和58年

写真 5 「東灘の歴史」展・展示風景

平成元年

写真 6 震災で壊れた展示品 平成 7年

写真 7 友の会バスツアー 当尾 平成 3年

写真 8 第 1回魚屋道を歩 く会 昭和57年

写真 9 草履 神戸深江生活文化史料館蔵

写真10 爪掛け 同上

写真11 宮参 りの帽子 同上

写真12 白粉容器 同上

写真13 白粉容器 同上

写真14 紅皿 同上

写真15 刷毛 同上

写真16 刷毛 同上

写真17 髯付け油壼 同上

写真18 火災斗 同上

写真19 炭火アイロン 同上

写真20 電気アイロン 同上

写真21 簡易霧吹き 同上

写真22 「末廣櫃Jの商品ラベル 同上

写真23 切溜 (サ カエジュウ) 同上

写真24 ハ ンボ 同上

写真25 麹桶 同上

写真26 麹蓋 同上

写真27 酒klBl器  同上

写真28 湯たんば 同上

写真29 行火 同上

写真30 回転姫健 同上

写真31 kE撻 同上

写真32 助炭 同上
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写真33 銅壺 同上

写真34 ガラス製蝿取器 同上

写真35 除草機 同上

写真86 水車 同上

写真37 蛸壺 同上

写真38 アサ リ取り鋤簾 同上

写真39 イケカゴ 同上

写真40 ブリカゴ 同上

写真41 籠 同上

写真42 籠 同上

写真43 担い桶 同上

写真44 樟秤 同上

写真45 消火ホース 同上

写真46 深江消防組旗 同上

写真47 本庄消防団分団旗 同上

写真48 消防団コー ト 同上

写真49 青年団 トロフィー・盾・優勝杯

同上

写真50 深江青年団旗 同上

写真51 薬袋 同上

写真52 氷嚢吊 同上

写真53 大小暦の札 同上

写真54 ままごと道具 同上

写真55 カー ド玩具の各種 同上

写真56 8ミ リ撮影機 同上

写真57 二眼レフカメラ 同上

写真58 もんぺの型紙 同上

写真59 防衛食容器 同上

写真60 電燈カバー 同上

写真61 「隣組J歌詞入 り湯呑み茶碗 同上

写真62 防空頭巾 同上

写真63 女性用小袖 同上

写真64 男児宮参 り着 同上

写真65 屋根付提灯 同上

写真66 取 り壊す前の深山邸スケッチ 同上

写真67 種痘免許状など深山医療関係資料

同上

写真68 正月の風景

写真69 夏の風物詩

写真70 深江・本庄のうつ りかわり

写真71 深江北町遺跡出土遺物

写真72 円形周溝墓復元模型

写真73 戦争資料

写真74 いろリコーナー

写真75 米作 りの用具

写真76 網漁排の復元模型

写真77 漁具

写真78 イワシ漁と加工の用具

写真79 だんじり復興記念コーナー

写真80 電化製品各種

写真81 女性とこどもの用具

写真82 小学生の団体見学

写真83 平成11年度 トライやる 。ウイーク

図 1-3 神戸深江生活文化史料館平面図

水日千里作成

(註)掲載写真のうち、展示資料の撮影は藤

川祐作が担当し、民俗行事などは原則と

して分担執筆者が担当した。これら神戸

深江生活文化史料館が撮影 したものは撮

影者を省いた。それ以外の写真について

は、撮影者や提供者を、撮影者 。提供者

ともに不明な写真は収集者を、さらに収

集者 も不明なものは神戸深江生活文化史

料館架蔵と記載 した。提供者は提供当時

の氏名、機関とした。なお出版にあたっ

てはあらためて調査を行 ったが、寄贈写

真については、撮影者や撮影 日時など、

史料に関する基本的情報が不足 している

ものも少なくない。また寄贈者が必ず し

も著作権者ならびに継承者 とは限らず、

史料館に寄贈されていても著作権は別に

帰属するため、あえて寄贈者という表現

は避けた。写真の情報についてご存じの

かたは、連絡頂ければ幸いである。

図・拓本採拓については、地理編はと

もに筆者が作成 し、 うち自然地理の章は

森図房がおもに清書 した。人文地理の章

はいずれも筆者による。民俗編は、章ご

との違いが大きいうえに入 り乱れている

ことから、一点ごとに執筆担当者でも原

則として氏名を記載 した。

ただし敬称はいずれも省略 した。
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地理か らみた本 庄地域

第一章

第二章

民俗か らみた本 庄地域

第一章一節～三節 1

三節 2年中行事

行事食

四節

五節 。六節

第二章

第二章

第四章一節～三節

四節

第五章

第六章伝説 。昔話

史跡・ 地名

第七章一節 。四節

二節 。三節・五節

監修・ 編集 。レイアウト

東

月

枝

月

月

谷

谷

口

国

谷

伊

望

三

望

望

道

道

水

大

道

執 筆 者 一 覧

田中 員吾

久武 哲也

下久保恵子

望月 友二

下久保恵子

武井百合子

望月  浩

下久保恵子

民俗編は、望月浩がとりまとめ役となって全体を構成 し、大国正美が道谷卓、執筆者と協議のう

え加筆修正や追加執筆 。削除 。再構成などを行った。

本,主i本寸史  地理編・民俗編

―神戸市東灘区深江 。青木 。西青木のあゆみ―

3000円 (税込み)

2004年 7月 31日
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・ 本庄村史編纂委員会

神戸市東灘区深江本町 3丁目 5番 7

神戸深江生活文化史料館内

TEL 078-453-4980

印刷  田中印刷出版株式会社

神戸市灘区岩屋中町 3丁 目 1番 4号

玲子

浩

芳美

浩

浩

卓

卓

千里

正美

卓






